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【国際創造工学科】準学士課程（本科） 

 本校は、「茨城高専の目的」と「自律と創造」の教育理念のもとに、学生の皆さんが卒業までに

修得しなければならない能力を「ディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）」において学習・教育

目標として定めています。これを達成するために、「カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実

施の方法）に基づいて教育プログラム（教育課程表）を策定しています。これらの方針をもとに、

本校は、分かりやすい、そして活き活きとした授業を提供し、また、さまざまな教育改善にも取り

組んでいます。 

茨城工業高等専門学校の目的
本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職

業に必要な能力を養い、有益な人材を育成することを目的とする。また、前述の目的を実現するた

めの教育を行い、その成果を広く社会に提供することにより、社会の発展に寄与するものとする。

教育理念 
 科学技術の進歩は我々に豊かな社会を提供する一方，社会との関わりをますます深化・多様化さ

せる中で，これまで我々が経験したことのないような新たな課題をもたらしている。本校は「自律

と創造」を教育理念として掲げ、豊かで持続可能な社会を実現するために、自律的にこれらの課題

に取り組んでこれらを解決すると共に、新しい知識を生み出すことのできる創造性あふれる技術者

を育成する。 

国際創造工学科の目的

「国際創造工学科は、社会人として必要な教養、技術者として必要な工学の専門知識を身に付け、

国際社会で幅広い課題に意欲的に取り組むことの出来る、創造性豊かな、たくましい人材を育成す

ることを目的とする。」

国際創造工学科は、機械・制御系、電気・電子系、情報系、化学・生物・環境系の４つの主専攻

からなります。

育成する人材像 

各系が育成する人材像は以下のとおりです。

＜機械・制御系＞ 

従来の機械に加えて，AI機能を搭載したロボットのような高度に知能化・システム化され

た機械システムの開発から生産にいたる幅広い分野で活躍できる技術者を育成する。 

＜電気・電子系＞ 

電気・電子系の技術は、電力や電機メーカだけでなく、自動車、医療、鉄鋼、食品さらに

は化学産業でも必要とされている。これに対応するため、電気・電子系の基礎科目に加え、

コンピュータやネットワークなど情報・通信技術、電気自動車などで使われるパワーエレク

トロニクスや制御技術、太陽光発電などに関する再生可能エネルギー技術を学び、幅広い分

野で活躍する電気・電子系技術者を育成する。 

国－ 1



＜情報系＞ 

コンピュータやインターネットは私たちの生活にもはや欠かせないものとなっており、近

年では、日常生活の中で使用する身近なものをインターネットに接続する IoT技術を利用し

たサービスやインターネット上に分散したビックデータの活用技術などが注目を集めている。

情報系では、この様なコンピュータや情報ネットワークを用いた新たなサービスやシステム

を創り出せる情報系技術者を育成する。 

＜化学・生物・環境系＞ 

環境破壊やエネルギー問題、地球温暖化、人口増加などの問題に対して、地球にやさしい

化学技術の創造及び、社会の持続可能な発展のための技術の創造が求められている。これら

の問題解決に取り組めるように、化学・生物・環境系では新しい化合物の合成、機能性材料

や化合物の物性評価、バイオテクノロジー、環境保護技術などを学ぶ 総合化学系技術者 を

育成する。 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）

国際創造工学科は、社会人として必要な教養、技術者として必要な工学の専門知識を身に付け、

国際社会で幅広い課題に意欲的に取り組むことの出来る、創造性豊かな、たくましい人材を育成す

るため、本校に在籍し、以下のような能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業

を認定します。 

卒業までに修得する能力（学習・教育目標） 

(A) 工学の理念に基づいて、専門工学の基礎知識を修得できる能力 

(B) 専門工学と人文・社会科学の知識・技術を総合的に活用し、自らが立てた課題を解決で

きる能力 

(C) 国際的な視野に立って他者と協働しながら社会的課題に取り組むことのできる、姿勢と

行動力およびコミュニケーション能力 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

各系の教育課程の編成及び実施の方針は以下のとおりです。 

＜機械・制御系＞ 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、機械・制御系は、機械・電子制御工学

に関する基礎知識を修得させ、それらを用いて知能機械などの機械システムに関わる課題が解決で

きる技術者を育成するための教育課程を編成する。機械コースにおいては、主に機械システムを発

案、設計、製作するための知識を修得するための科目群を配置する。制御コースにおいては、主に

機械システムを制御するために必要な電気・電子回路技術、情報技術の知識を多く修得するための

科目群を配置する。 

＜電気・電子系＞ 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、電気・電子系は、電気電子工学の分野

である電気回路、電磁気、電子回路、電子工学、電力、計測、制御、情報を基盤とした基礎専門科

目の知識と，パワーエレクトロニクス、電気機器、電力システム、制御システムなどの知識をシス
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テム的に捉える応用科目を習得させ，多くの産業分野で活躍できる電気電子系技術者を育成するた

めの教育課程を編成する。 

＜情報系＞ 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、情報系は、情報工学分野の基礎から応用

までを幅広く学び、コンピュータソフトウェア・コンピュータハードウェア・情報ネットワーク・

情報セキュリティなどに関する専門知識および技術を修得させ、コンピュータや情報ネットワーク

を利用した情報技術に関連する技術・研究分野で活躍する技術者や、情報セキュリティ技術、情報

倫理に関する教育にも力を入れ、高度情報化社会に貢献できる技術者を育成するための教育課程を

編成する。 

＜化学・生物・環境系＞ 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、化学・生物・環境系は、化学・生物・

環境系の分野である無機化学、有機化学、物理化学、化学工学、生物化学、環境化学を基盤とした

基礎専門科目の知識修得に加え、物質工学実験や卒業研究などから実務能力を修得した総合化学系

技術者を育成するための教育課程を編成する。 

各系は、以下の科目群を基本科目として用意する。 

1) 工学の理念と工学基礎に関する科目：国際創造工学基礎、情報リテラシー等の科目

2) 数学、物理、化学等の自然科学に関する科目

3) 主専攻：各系に関する専門科目

4) 主専攻以外の分野の修得に関する科目

5) 技術修得に関する科目

6) 社会人として必要な教養科目：人間や社会の多様性、産業活動の理解のための人文・社会科

学系の科目

7) 異文化・地球規模課題理解力育成科目：Global Awareness や Global PBL 等の科目

8) 実践的言語能力育成科目：Discussion English, Presentation English 等の科目

9) 汎用的能力・創造的思考力育成科目：PBL 実験や卒業研究等の、論理的思考力、分析力、

創造力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等の総合的能力を育成するための科

目

10）態度・志向性を育む科目：体育、特別活動等の、自己管理力、キャリアデザイン、チームワ

ーク力等を身につけるための科目

上記３）、４）、５）について、各系の基本科目を以下に示す。

機械・制御系 

3）主専攻：機械・制御系に関する専門科目 

3-1) 機械・制御系の基礎科目：製図、機械設計、力学、熱流体、工作、材料、電気回路、

電磁気、電子回路、計測、制御、プログラミング、論理回路等を基盤とした基礎専門科目

3-2) コース別の応用科目：

機械コース：CAD･CAM･CAE、生産工学等の専門科目 
制御コース：システム工学、ロボット工学等の専門科目

4) 機械・制御系以外の分野の修得に関する科目：副専攻（電気・電子系、情報系、化学・生物・

環境系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：機械・制御工学実験等の実験実習科目

電気・電子系 

3）主専攻：電気・電子系に関する専門科目 

＜情報系＞ 

コンピュータやインターネットは私たちの生活にもはや欠かせないものとなっており、近

年では、日常生活の中で使用する身近なものをインターネットに接続する IoT技術を利用し

たサービスやインターネット上に分散したビックデータの活用技術などが注目を集めている。

情報系では、この様なコンピュータや情報ネットワークを用いた新たなサービスやシステム

を創り出せる情報系技術者を育成する。 

＜化学・生物・環境系＞ 

環境破壊やエネルギー問題、地球温暖化、人口増加などの問題に対して、地球にやさしい

化学技術の創造及び、社会の持続可能な発展のための技術の創造が求められている。これら

の問題解決に取り組めるように、化学・生物・環境系では新しい化合物の合成、機能性材料

や化合物の物性評価、バイオテクノロジー、環境保護技術などを学ぶ 総合化学系技術者 を

育成する。 

ディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）

国際創造工学科は、社会人として必要な教養、技術者として必要な工学の専門知識を身に付け、

国際社会で幅広い課題に意欲的に取り組むことの出来る、創造性豊かな、たくましい人材を育成す

るため、本校に在籍し、以下のような能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業

を認定します。 

卒業までに修得する能力（学習・教育目標） 

(A) 工学の理念に基づいて、専門工学の基礎知識を修得できる能力 

(B) 専門工学と人文・社会科学の知識・技術を総合的に活用し、自らが立てた課題を解決で

きる能力 

(C) 国際的な視野に立って他者と協働しながら社会的課題に取り組むことのできる、姿勢と

行動力およびコミュニケーション能力 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

各系の教育課程の編成及び実施の方針は以下のとおりです。 

＜機械・制御系＞ 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、機械・制御系は、機械・電子制御工学

に関する基礎知識を修得させ、それらを用いて知能機械などの機械システムに関わる課題が解決で

きる技術者を育成するための教育課程を編成する。機械コースにおいては、主に機械システムを発

案、設計、製作するための知識を修得するための科目群を配置する。制御コースにおいては、主に

機械システムを制御するために必要な電気・電子回路技術、情報技術の知識を多く修得するための

科目群を配置する。 

＜電気・電子系＞ 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、電気・電子系は、電気電子工学の分野

である電気回路、電磁気、電子回路、電子工学、電力、計測、制御、情報を基盤とした基礎専門科

目の知識と，パワーエレクトロニクス、電気機器、電力システム、制御システムなどの知識をシス
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3-1) 主専攻 電気・電子系の基礎科目: 電気回路、電磁気、電子回路、電子工学、電力、

計測、制御、情報を基盤とした基礎専門科目

3-2) 電気主任技術者および第二級陸上特殊無線技士を養成する科目： 電気機器、コンピ

ュータ工学、電力システム、パワーエレクトロニクス、電子計測システム、電磁波工学、無

線通信工学などの専門科目

4) 電気・電子系以外の分野の修得に関する科目：副専攻（機械・制御系、情報系、化学・生物・

環境系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：電気・電子工学実験等の実験科目

情報系 

3）主専攻：情報系の基礎科目：コンピュータアーキテクチャ、情報理論、離散数学、データ構

造とアルゴリズム、プログラミング、オペレーティングシステム、データベース、情報ネットワ

ーク、情報倫理等を基盤とした基礎専門科目

4) 情報以外の分野の修得に関する科目：副専攻（機械・制御系、電気・電子系、化学・生物・

環境系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：情報工学実験等の実験科目

化学・生物・環境系 

3）主専攻：化学・生物・環境系の基礎科目: 分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、化学

工学、生物化学、環境化学を基盤とした基礎専門科目

4) 化学・生物・環境系以外の分野の修得に関する科目：副専攻（機械・制御系、電気・電子系、

情報系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：物質工学実験等の実験科目

ディプロマ・ポリシー（DP）とカリキュラム・ポリシー（CP）の関係 

 以下に、国際創造工学科のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関係を示します。

図中の矢印は特に結びつきが強い関係を示しますが、科目よっては、図中以外の関連もつ場合があ

ります。
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モデルコアカリキュラム（MCC） 

モデルコアカリキュラムとは，国立高専のすべての学生に到達させることを目標とする最低限の

能力水準・修得内容である「コア（ミニマムスタンダード）」と，高専教育のより一層の高度化を図

るための指針となる「モデル」とを提示するものです。

 モデルコアカリキュラムでは，学校が編成・実施する具体的な教育課程（狭義のカリキュラム）

を示すものではなく，教育課程編成の指針として学生に身に付けさせるべき到達目標（アウトカム

ズ）を提示しています。

 国際創造工学科のカリキュラム・ポリシーとモデルコアカリキュラムの関係を図に示します。図

中の矢印は特に結びつきが強い関係を示しますが、科目よっては、図中以外の関連もつ場合があり

ます。図に示すように、国際創造工学科のカリキュラムはモデルコアカリキュラムに対応していま

す。

シラバスについて 

シラバスは、科目の授業の内容や評価方法などを事前に公表し、学生の皆さんにもそれらを

十分に理解してもらった上で授業を進めるためのものです。授業の最初の週に担当教員がシラ

バスをもとにそれらの内容を説明しますので、十分理解した上で授業に臨んでください。

1. シラバスの構成等について

シラバスには、その科目の到達目標、到達レベルの目安、教育方法、授業計画、評価の

割合等が記載されています。 

3-1) 主専攻 電気・電子系の基礎科目: 電気回路、電磁気、電子回路、電子工学、電力、

計測、制御、情報を基盤とした基礎専門科目

3-2) 電気主任技術者および第二級陸上特殊無線技士を養成する科目： 電気機器、コンピ

ュータ工学、電力システム、パワーエレクトロニクス、電子計測システム、電磁波工学、無

線通信工学などの専門科目

4) 電気・電子系以外の分野の修得に関する科目：副専攻（機械・制御系、情報系、化学・生物・

環境系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：電気・電子工学実験等の実験科目

情報系 

3）主専攻：情報系の基礎科目：コンピュータアーキテクチャ、情報理論、離散数学、データ構

造とアルゴリズム、プログラミング、オペレーティングシステム、データベース、情報ネットワ

ーク、情報倫理等を基盤とした基礎専門科目

4) 情報以外の分野の修得に関する科目：副専攻（機械・制御系、電気・電子系、化学・生物・

環境系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：情報工学実験等の実験科目

化学・生物・環境系 

3）主専攻：化学・生物・環境系の基礎科目: 分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、化学

工学、生物化学、環境化学を基盤とした基礎専門科目

4) 化学・生物・環境系以外の分野の修得に関する科目：副専攻（機械・制御系、電気・電子系、

情報系、グローバル系）の基礎知識を修得するための科目。主専攻以外の副専攻を１つ修得する

ことを必修とする。

5) 技術修得に関する科目：物質工学実験等の実験科目

ディプロマ・ポリシー（DP）とカリキュラム・ポリシー（CP）の関係 

 以下に、国際創造工学科のディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関係を示します。

図中の矢印は特に結びつきが強い関係を示しますが、科目よっては、図中以外の関連もつ場合があ

ります。
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シラバスは、教員にとっても、自身の担当する科目の内容が他の科目の内容と整合性が

とれているかを見る上で重要なものです。本校では、シラバスをもとに教員同士が話し合

い、その講義内容等が適切であるかどうかのチェックを相互に行っています。 

 

2. 教育課程について 

 教育課程は、皆さんがこれから受ける授業科目と特別活動を表しています。授業科目に

は必修科目と選択科目があります。教育課程の備考欄に示すように、選択科目の中には必

ず修得しなければならない科目や単位数の取得に条件を定めているものがあります。また、

進級に必要な条件も定めています。卒業するために必要な単位数は167単位（特別活動を含

まない）です。そのうち、一般科目については75単位以上、専門科目については82単位以

上が必要になります。 

 他大学等で履修した授業科目や知識・技能審査に合格した場合に単位を認める制度もあ

ります。詳しくは学生便覧をご覧ください。3年生、4年生には3月に科目履修に関わる説明

会を開催し、選択科目や科目の申請方法等を説明します。 

  

3. 成績評価について 

定期試験は原則として学期ごとに年２回（中間試験と期末試験）行われます。試験の実

施期間・時間割は、その都度、掲示板に掲示されます。科目の成績評価には定期試験以外

に課題レポートや小テストを含む場合もあります。詳細はシラバスの評価の割合等に示さ

れています。 

シラバスに記載された方法に基づいて科目の成績の評価が行われます。成績の評価は評

点によって行われ、それに対応する評語は次のように定められています。ただし、当該科

目授業時間数の１０分の３を超えて欠席した科目については、原則として当該科目を未修

得とします。 

評  価 100～90 89～80 79～70 69～60 59～0 

評 語 
(ｱ) 特優 優 良 可 不可 

(ｲ) ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

  

4. 履修単位と学修単位Ⅰ、Ⅱについて 

 履修単位は３０時間の講義で１単位になるものです。学修単位は、授業と自学学習の時

間を含めて４５時間の内容で１単位になるものです。学修単位Ⅰとは４５時間の内容（３

０時間の講義＋１５時間の授業以外の自主学習）で１単位となるもので、学修単位Ⅱとは

４５時間の内容（１５時間の講義＋３０時間の授業以外の自主学習）で１単位となるもの

です。学修単位科目では講義受講以外の自主学習が求められます。 

 履修単位は３０時間の講義で１単位になるものですが、予習・復習等の自学学習はして

ください。 

 

履修単位（１単位） ３０時間の講義 

学修単位Ⅰ（１単位） ３０時間の講義＋１５時間の授業以外の自学自習 

学修単位Ⅱ（１単位） １５時間の講義＋３０時間の授業以外の自学学習 
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5. シラバス理解度チェックについて

 学生の皆さんは、各授業の最初の週に配付されるシラバスをノート等に貼り、授業が予

定通りに進められているかを確認しながら、各週あるいは単元ごとに、自分自身が授業内

容をどれだけ理解できたかを次の４段階で自己評価してください。 

４：十分理解できた   ３．まあま理解できた 

２：あまり理解できなかった  １：全く理解できなかった 

 この自己評価の数値は、図のようにシラバスの余白に記述することで、皆さん自身でそ

の授業内容の理解度（達成度）をチェックしてください。もし、理解度が十分でない場合

は、オフィスアワー等を利用して早期に対応し、翌週の授業に支障が無いように臨んでく

ださい。科目教員は皆さんの理解度を定期的にチェックします。 

6. 質問や相談したい場合について

 「オフィスアワー制度」は、ある決められた時間帯に教員が教員室に待機し、皆さんか

らの質問や相談に応える制度で、週に１時間設定されています。レポートの提出や授業内

容についての質問、授業履修や学生生活に関する相談などができます。オフィスアワー以

外の時間にも質問や相談はできますが、教員はすぐに応じられない場合がありますので、

面談したい場合は事前にメールなどで日時を調整した方が良いでしょう。 

 担任教員は最も身近な相談窓口です。クラブ顧問の教員も相談の窓口になります。科目

担当教員に直接話しにくい状況があるならば、担任教員等に相談してください。悩みや問

題が深刻になる前に、皆さんが話しやすい教員にまずは声をかけてください。 

４ 

３ 

４ 

理解度の数値を記入

シラバスは、教員にとっても、自身の担当する科目の内容が他の科目の内容と整合性が

とれているかを見る上で重要なものです。本校では、シラバスをもとに教員同士が話し合

い、その講義内容等が適切であるかどうかのチェックを相互に行っています。 

 

2. 教育課程について 

 教育課程は、皆さんがこれから受ける授業科目と特別活動を表しています。授業科目に

は必修科目と選択科目があります。教育課程の備考欄に示すように、選択科目の中には必

ず修得しなければならない科目や単位数の取得に条件を定めているものがあります。また、

進級に必要な条件も定めています。卒業するために必要な単位数は167単位（特別活動を含

まない）です。そのうち、一般科目については75単位以上、専門科目については82単位以

上が必要になります。 

 他大学等で履修した授業科目や知識・技能審査に合格した場合に単位を認める制度もあ

ります。詳しくは学生便覧をご覧ください。3年生、4年生には3月に科目履修に関わる説明

会を開催し、選択科目や科目の申請方法等を説明します。 

  

3. 成績評価について 

定期試験は原則として学期ごとに年２回（中間試験と期末試験）行われます。試験の実

施期間・時間割は、その都度、掲示板に掲示されます。科目の成績評価には定期試験以外

に課題レポートや小テストを含む場合もあります。詳細はシラバスの評価の割合等に示さ

れています。 

シラバスに記載された方法に基づいて科目の成績の評価が行われます。成績の評価は評

点によって行われ、それに対応する評語は次のように定められています。ただし、当該科

目授業時間数の１０分の３を超えて欠席した科目については、原則として当該科目を未修

得とします。 

評  価 100～90 89～80 79～70 69～60 59～0 

評 語 
(ｱ) 特優 優 良 可 不可 

(ｲ) ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

  

4. 履修単位と学修単位Ⅰ、Ⅱについて 

 履修単位は３０時間の講義で１単位になるものです。学修単位は、授業と自学学習の時

間を含めて４５時間の内容で１単位になるものです。学修単位Ⅰとは４５時間の内容（３

０時間の講義＋１５時間の授業以外の自主学習）で１単位となるもので、学修単位Ⅱとは

４５時間の内容（１５時間の講義＋３０時間の授業以外の自主学習）で１単位となるもの

です。学修単位科目では講義受講以外の自主学習が求められます。 

 履修単位は３０時間の講義で１単位になるものですが、予習・復習等の自学学習はして

ください。 

 

履修単位（１単位） ３０時間の講義 

学修単位Ⅰ（１単位） ３０時間の講義＋１５時間の授業以外の自学自習 

学修単位Ⅱ（１単位） １５時間の講義＋３０時間の授業以外の自学学習 
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カリキュラムポリシーに基づいた科目配置 

国際創造工学科（機械・制御系） 平成 29年度以降本科入学生用  （平成 30年度本科 1、2年生用） 

カリキュラム 

ポリシー 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

1) 

工学の理念と

工学基礎に関

する科目  

＊国際創造工学基礎 

＊情報リテラシー 
＊機械･制御工学実験 ＊機械･制御工学実験 

＊機械･制御工学実験 

＊課題研究 

＊機械･制御工学実験 

＊卒業研究 

2) 

数学、理科、

化学等の自然

科学に関する

科目 

＊基礎数学Ⅰ 

＊基礎数学Ⅱ 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊応用数学Ⅰ 

応用数学Ⅱ 

機械･制御数学 

応用数学Ⅲ 

＊物理 ＊物理 ＊応用物理Ⅰ 応用物理Ⅱ  

＊化学 ＊化学    

＊Global Life  

 Science 
    

3) 

主専攻 

機械・

制御系

の基礎

科目 

3)-1 

*1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊機械設計製図基礎 

＊基礎材料力学 

＊加工工学 

＊電気回路 

＊論理回路 

＊プログラミングⅠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊機械設計製図基礎 

＊工業力学 

＊電磁気学Ⅰ 

＊電気回路 

＊電子回路 

＊プログラミングⅡ 

 数値解析 

応用機械工学 

 

CAD・CAM・CAE Ⅰ 

＊機械設計製図 

CAD・CAM・CAE Ⅱ 

＊機械設計法  

＊機械力学Ⅰ 

＊材料力学 

機械力学Ⅱ 

＊熱工学Ⅰ 

＊流体工学Ⅰ 

＊熱工学Ⅱ 

流体工学Ⅱ 

＊材料工学Ⅰ 

＊材料工学Ⅱ 

 

＊計測工学Ⅰ 

＊制御工学Ⅰ 

計測工学Ⅱ 

＊制御工学Ⅱ 

制御工学Ⅲ 

生産工学 

電磁気学Ⅱ 機械電気工学 

3)-2 

*2 

CAD・CAM  

 ＊機械設計 

＊機械力学 機構学 

ロボット工学 

＊熱力学 

＊流体力学 

 

＊材料工学Ⅰ 

＊材料工学Ⅱ 

 

 

＊基礎制御工学Ⅰ 

＊計測工学 

基礎制御工学Ⅱ 

*3 
◆制御システム 

◆制御電子回路 

電磁気学Ⅱ 

*3 
◆電子デバイス 

システム工学 

*4 
★アルゴリズムとデータ構造 

★電子計算機 

*4 
★数値解析 

☆マイクロコンピュータシステム 

☆プログラム設計 

4) 

副専攻 

機械・制御系

以外の分野の

修得に関する

科目 

 

＊電気電子基礎学 ＊電気電子回路基礎 
電子工学概論 

通信システム工学概論 

コンピュータハードウェア 

電気機器概論 

＊コンピュータプログラミングⅠ ＊コンピュータプログラミングⅡ 
プログラミング応用 

統計分析法 
ディジタル信号処理 
コンピュータグラフィクス 

＊化学通論Ⅰ ＊化学通論Ⅱ 
生物化学概論 

環境化学概論 

材料化学概論 

化学工学概論 

＊Global Science 

＊Global  

 Presentation 

＊Global Writing   

 Project Management 

 Applied Science 

 Physical Mathematics 

 Quantum Chemistry 
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5) 

技術修得に関

する科目 

 ＊機械･制御工学実験 ＊機械･制御工学実験 
＊機械･制御工学実験 

＊課題研究 

＊機械･制御工学実験 

＊卒業研究 

6) 

社会人として

必要な教養科

目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現   

＊地理 

＊現代社会 

＊芸術 

＊日本史 ＊世界史 

 経済概論  

 経営概論 

 現代の社会Ⅰ 

 現代の社会Ⅱ 

 歴史と文化Ⅰ 

 人間と世界Ⅰ 

 人間と世界Ⅱ 

 現代の社会Ⅲ 

 現代の社会Ⅳ 

 人間と世界Ⅲ 

 人間と世界Ⅳ 

 歴史と文化Ⅱ 

   

 企業実習 

 知的財産論 

 キャリアデザイン 

 企業実習 

 知的財産論 

 キャリアデザイン 

7) 

異文化・地球

規模課題理解

力育成科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊Global Awareness    Japanology  

    Global PBL  Global PBL 

8) 

実践的言語能

力育成科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral 

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral   

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

＊卒業研究 

機械・制御工学英語

Practical English Ⅱ 

9) 

汎用的能力・

創造的思考力

育成科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

  ＊機械･制御工学実験 
＊機械･制御工学実験 

＊課題研究 

＊機械･制御工学実験 

＊卒業研究 

10) 

態度・志向性を

育む科目 

＊保健 
＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

 体育実技Ⅱ 
 社会貢献 

 社会貢献 

  ＊機械･制御工学実験 
＊機械･制御工学実験 

＊課題研究 

＊機械･制御工学実験 

＊卒業研究 

 

＊：必修科目 

＊１：機械コース。 

＊２：制御コース。＊３の「機械系を主たる専門分野として、それに電気・電子系の専門分野を副分野として組み合わせた複合融合系」と 

＊４の「機械系を主たる専門分野として、それに情報系の専門分野を副分野として組み合わせた複合融合系」となる。 

◆：＊３の複合融合系において、卒業時までに修得すること。 

★：＊４の複合融合系において、卒業時までに修得すること。 

☆：＊４の複合融合系において、卒業時までにどちらかを修得すること。 
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カリキュラムポリシーに基づいた科目配置 

国際創造工学科（電気・電子系） 平成 29年度以降本科入学生用 （平成 30年度本科 1、2年生用） 

カリキュラム 

ポリシー 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

1) 

工学の理念と

工学基礎に関

する科目  

＊国際創造工学基礎 

＊情報リテラシー 

2) 

数学、理科、化

学等の自然科

学に関する科

目 

＊基礎数学Ⅰ 

＊基礎数学Ⅱ 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊応用数学Ⅰ 

＊応用数学Ⅱ 

＊物理 ＊物理 ＊応用物理Ⅰ ＊応用物理Ⅱ 

＊化学 ＊化学 

＊Global Life 

Science

3) 

主専攻 

電気・

電子系

の基礎

科目 

3)-1 

＊電気回路 ＊電気回路 
＊電気回路 

伝送回路 

＊電気基礎学 
＊電気基礎学 

＊電磁気学Ⅰ 
電磁気学Ⅱ 

＊電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ 

＊電気電子材料 

＊電気電子計測 ＊電気電子計測 電子計測システム 

＊制御工学 制御システム工学 

＊ディジタル回路 ＊情報処理Ⅰ 情報処理Ⅱ 

3)-2 

＊電気機器 

＊エネルギー変換工学 

＊電力システム工学 

パワーエレクトロニクス 

高電圧工学 

電気応用工学 

自動設計製図 

電気法規 

コンピュータ工学 

電磁波工学 

無線通信工学 

電波法規 

4) 

副専攻 

電気・電子系
以外の分野の

修得に関する

科目 

＊機械・制御基礎Ⅰ ＊機械・制御基礎Ⅱ 
機械工学概論 

制御工学概論 

力学 

エネルギ－工学 

＊コンピュータプロ

グラミングⅠ 

＊コンピュータプロ

グラミングⅡ 

プログラミング応用 

統計分析法 

ディジタル信号処理 

コンピュータグラフィク

ス 

＊化学通論Ⅰ ＊化学通論Ⅱ 
生物科学概論 

環境科学概論 

材料化学概論 

化学工学概論 

＊Global Science 

＊Global 

 Presentation 

＊Global Writing  

Project Management 

Applied Science 

Physical Mathematics 

Quantum Chemistry 

5) 

技術修得に関

する科目 

＊電気電子システム

工学実験 

 ＊電気電子システ

ム工学実験 

＊電気電子システム工学実

験 

＊課題研究 

＊電気電子システム工学実

験 

＊卒業研究 

6) 

社会人として

必要な教養科

目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ 国語表現 

＊地理 

＊現代社会 

＊芸術 
＊日本史 ＊世界史 

経済概論 

経営概論 

現代の社会Ⅰ 

現代の社会Ⅱ 

歴史と文化Ⅰ 

人間と世界Ⅰ 

人間と世界Ⅱ 

現代の社会Ⅲ 

現代の社会Ⅳ 

人間と世界Ⅲ 

人間と世界Ⅳ 

歴史と文化Ⅱ 

企業実習 

知的財産論 

キャリアデザイン 

企業実習 

知的財産論 

キャリアデザイン 

7) 

異文化・地球

規模課題理解

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ 国語表現 

＊Global Awareness Japanology 

Global PBL Global PBL 
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力育成科目 

8) 

実践的言語能

力育成科目 

 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral 

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral   

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

＊卒業研究 

 電気電子工学英語演習 

9) 

汎用的能力・

創造的思考力

育成科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

   ＊電気電子システム工学実験 ＊卒業研究 

10) 

態度・志向性を

育む科目 

＊保健 
＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

 体育実技Ⅱ 
 社会貢献 

 社会貢献 

＊：必修科目 
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カリキュラムポリシーに基づいた科目配置 

国際創造工学科（情報系） 平成 29年度以降本科入学生用 （平成 30年度本科 1、2年生用） 

カリキュラム 

ポリシー 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

1) 

工学の理念と工

学基礎に関する

科目  

＊国際創造工学基礎 

＊情報リテラシー 
    

2) 

数学、理科、化学

等の自然科学に

関する科目 

＊基礎数学Ⅰ 

＊基礎数学Ⅱ 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊代数・幾何 

＊解析学 
 応用数学 I  応用数学 II 

＊物理 ＊物理 *応用物理 I  応用物理 II 

 ＊化学 ＊化学 

 
 

 
＊Global Life  

 Science  

3) 

主専攻 

情報系の基礎科

目 

  

*プログラミング I 

*論理回路 I 

*コンピュータアー

キテクチャ基礎 

*情報理論 

*プログラミング II 

*データ構造とアル

ゴリズム I 

*論理回路 II 

*情報ネットワーク I 

*離散数学 I 

*情報倫理 

*プログラミング応用 

言語処理 

*ソフトウェア工学 

*オペレーティングシステム 

*データベース 

 論理設計 

 離散数学 II 

 統計分析法 

 ディジタル信号処理 

 数値解析 

知識情報処理 

 情報ネットワーク II 情報セキュリティ 

 データ構造とアルゴリズム

II 

記号処理プログラミング 

コンピュータグラフィックス 

4) 

副専攻 

情報系以外の分

野の修得に関す

る科目 

 

＊機械・制御基礎Ⅰ ＊機械・制御基礎Ⅱ 
 機械工学概論 

 制御工学概論 

 力学 

 エネルギ工学 

＊電気電子基礎学 ＊電気電子回路基礎 
 電子工学概論 

 通信システム工学概論 

 コンピュータハードウェア 

 電気機器概論 

＊コンピュータプロ

グラミングⅠ 

＊コンピュータプロ

グラミングⅡ 

 プログラミング応用 

 統計分析法 

 ディジタル信号処理 

 コンピュータグラフィクス 

＊Global Science 

＊Global  

 Presentation 

＊Global Writing   

 Project Management 

 Applied Science 

 Physical Mathematics 

 Quantum Chemistry 

5) 

技術修得に関す

る科目 

 *情報工学実験 I *情報工学実験 II *情報工学実験 III 
*課題研究 

*情報工学実験 IV 
*卒業研究 

6) 

社会人として必

要な教養科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現   

＊地理 

＊現代社会 

＊芸術 

 

＊日本史 ＊世界史 

 経済概論  

 経営概論 

 現代の社会Ⅰ 

 現代の社会Ⅱ 

 歴史と文化Ⅰ 

 人間と世界Ⅰ 

 人間と世界Ⅱ 

 現代の社会Ⅲ 

 現代の社会Ⅳ 

 人間と世界Ⅲ 

 人間と世界Ⅳ 

 歴史と文化Ⅱ 

  *情報倫理 

 企業実習 

 知的財産論 

 キャリアデザイン 

 企業実習 

 知的財産論 

 キャリアデザイン 

7) 

異文化・地球規模

課題理解力育成

科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊Global Awareness    Japanology  

    Global PBL  Global PBL 

8) 

実践的言語能力

育成科目 

 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral 

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral   

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 
情報工学英語演習 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

9) 

汎用的能力・創造

的思考力育成科

目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 
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 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

 韓国語 

 *情報工学実験 I *情報工学実験 II *情報工学実験 III 
*課題研究 

*情報工学実験 IV 
*卒業研究 

10) 

態度・志向性を育

む科目 

＊保健 
＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

 体育実技Ⅱ 
 社会貢献 

 社会貢献 

 *情報工学実験 I *情報工学実験 II *情報工学実験 III 
*課題研究 

*情報工学実験 IV 
*卒業研究 

＊：必修科目 

＊：実質的必修科目 
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カリキュラムポリシーに基づいた科目配置 

国際創造工学科（化学・生物・環境系） 平成 29年度以降本科入学生用 （平成 30年度本科 1、2年生用） 

カリキュラム 

ポリシー 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

1) 

工学の理念と工

学基礎に関する

科目  

＊国際創造工学基礎 

＊情報リテラシー 
＊情報処理    安全工学 

2) 

数学、理科、化学

等の自然科学に

関する科目 

＊基礎数学Ⅰ 

＊基礎数学Ⅱ 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊代数・幾何 

＊解析学 

＊応用数学Ⅰ 

 物質工学実用数学 
 応用数学Ⅱ 

＊物理 ＊物理 ＊応用物理Ⅰ ＊応用物理Ⅱ 

 ＊化学 ＊化学 

 
 

 ＊Global Life   

 Science  

3) 

主専攻 

化学・生物・環境

系の基礎科目 

  

＊分析化学Ⅰ ＊機器分析  ＊分析化学Ⅱ 

＊無機化学Ⅰ ＊無機化学Ⅰ 
＊無機化学Ⅱ 

 応用化学演習Ⅰ 
 無機材料工学 

＊有機化学Ⅰ 

＊化学ゼミナール 
＊有機化学Ⅰ ＊有機化学Ⅱ 

 有機合成化学 

 高分子材料工学 

 ＊物理化学Ⅰ 
＊物理化学Ⅱ 

 応用化学演習Ⅱ 

＊物理化学Ⅲ 

 放射化学 

 反応理論化学 

  ＊化学工学Ⅰ ＊化学工学Ⅱ 

 ＊生物化学 ＊生物化学 

＊応用微生物工学 

 生物工学 

 生物資源工学 

 ＊環境化学基礎  環境化学  環境保全工学 

4) 

副専攻 

化学・生物・環境

系以外の分野の

修得に関する科

目 

 

＊機械・制御基礎Ⅰ ＊機械・制御基礎Ⅱ 
 機械工学概論 

 制御工学概論 

 力学 

 エネルギ工学 

＊電気電子基礎学 ＊電気電子回路基礎 
 電子工学概論 

 通信システム工学概論 

 コンピュータハードウェア 

 電気機器概論 

＊コンピュータプロ

グラミングⅠ 

＊コンピュータプロ

グラミングⅡ 

 プログラミング応用 

 統計分析法 

 ディジタル信号処理 

 コンピュータグラフィクス 

＊Global Science 

＊Global  

 Presentation 

＊Global Writing   

 Project Management 

 Applied Science 

 Physical Mathematics 

 Quantum Chemistry 

5) 

技術修得に関す

る科目 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

 

 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

 

 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

＊課題研究 

 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

＊物質工学実験Ⅱ 

＊物質工学実験Ⅲ 

＊卒業研究 

6) 

社会人として必

要な教養科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現   

＊地理 

＊現代社会 

＊芸術 

 

＊日本史 ＊世界史 

 経済概論  

 経営概論 

 現代の社会Ⅰ 

 現代の社会Ⅱ 

 歴史と文化Ⅰ 

 人間と世界Ⅰ 

 人間と世界Ⅱ 

 現代の社会Ⅲ 

 現代の社会Ⅳ 

 人間と世界Ⅲ 

 人間と世界Ⅳ 

 歴史と文化Ⅱ 

   

 企業実習 

 知的財産論 

 キャリアデザイン 

 企業実習 

 知的財産論 

 キャリアデザイン 

7) 

異文化・地球規模

課題理解力育成

科目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊Global Awareness    Japanology  

    Global PBL  Global PBL 

8) 

実践的言語能力

育成科目 

 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral 

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral   

 Communication 
＊化学ゼミナール 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 
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 中国語 

 韓国語 
＊物質工学英語演習 

9) 

汎用的能力・創造

的思考力育成科

目 

＊国語Ⅰ ＊国語Ⅱ ＊国語Ⅲ  国語表現  

＊英語Ⅰ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅱ 
＊Oral  

 Communication 

＊英語Ⅲ 
＊Oral  

 Communication 

 実践英語 

 Practical EnglishⅠ 

 Academic English 

 Discussion English 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

 Practical EnglishⅡ 

 ドイツ語 

 フランス語 

 スペイン語 

 中国語 

 韓国語 

   
＊物質工学実験Ⅰ 

＊課題研究 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

＊物質工学実験Ⅱ 

＊物質工学実験Ⅲ 

＊卒業研究 

10) 

態度・志向性を育

む科目 

＊保健 
＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

＊体育実技Ⅰ 

＊特別活動 

 社会貢献 

 体育実技Ⅱ 
 社会貢献 

 社会貢献 

  
＊物質工学実験Ⅰ 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

＊課題研究 

 

＊物質工学実験Ⅰ 

＊物質工学実験Ⅱ 

＊物質工学実験Ⅲ 

＊卒業研究 

＊：必修科目 

＊：実質的必修科目 
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一般科目　平成２９年度以降入学生に係る教育課程（時間配当表）（１，２年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

3 3 3

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

1 1 1

基 礎 数 学 Ⅰ 4 4 4

基 礎 数 学 Ⅱ 3 3 3

代 数 ・ 幾 何 3 2 2 1 1

解 析 学 7 3 3 4 4

4 2 2 2 2

4 2 2 2 2

1 1 1

1 1 1

6 2 2 2 2 2 2

4 4 4

4 4 4

3 3 3

3 1 1 1 1 1 1

1 1 1

64

64

2 1 1 Ⅱ

2 2 2

1 2 2

1 1 1

1 2 2

2 2 2 Ⅱ

2 2 2 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 1 1

2 1 1 1 1

2 1 1 1 1

2 1 1 1 1

2 1 1 1 1

1 1

1
特別 Ⅱ
学修

112

実践英語、社会貢献、特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

6

64 20

修 得 す べ き 単 位 数 75以上
29 20 15 6以上

修 得 可 能 単 位 合 計 ※ 84
29 20 15 16

開 設 単 位 合 計 ※ 29 20 15 48

64 11以上

18

48

修 得 可 能 単 位 計 ※ 20
16

開 設 単 位 計 ※ 48
32

6

20

社 会 貢 献 1   単位の認定は別に定める

他大学等での履修科目
2以内 　単位の認定は別に定める

知 識 ・ 技 能 審 査

ド イ ツ 語
必修（4,5
年同一言語
を選択）／
並列開講

フ ラ ン ス 語

ス ペ イ ン 語

中 国 語

韓 国 語

人 間 と 世 界 Ⅲ

人 間 と 世 界 Ⅳ

歴 史 と 文 化 Ⅱ

外
　
国
　
語

Practical EnglishⅠ

4年で
2単位以上修得
4年及び5年で
5単位以上修得

Practical EnglishⅡ

Academic English
並列開講

Discussion English

人
文
社
会

現 代 の 社 会 Ⅰ

　並列開講
現 代 の 社 会 Ⅱ

歴 史 と 文 化 Ⅰ

人 間 と 世 界 Ⅰ

人 間 と 世 界 Ⅱ

現 代 の 社 会 Ⅲ

　並列開講

現 代 の 社 会 Ⅳ

　4年の後期又は5年の前期で1単位

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 　4年又は5年で1単位

経 済 概 論 　並列開講,前期又は後期で1科目2
単位経 営 概 論

修 得 単 位 計 29 20 15

選
　
択
　
科
　
目

国 語 表 現

体 育 実 技 Ⅱ

英 語 Ⅲ

Oral Communication

芸 術

開 設 単 位 計 29 20 15

必
　
修
　
科
　
目

国 語 Ⅰ

国 語 Ⅱ

国 語 Ⅲ

Japanology

実 践 英 語

知 的 財 産 論

保 健

体 育 実 技 Ⅰ

英 語 Ⅰ

英 語 Ⅱ

物 理

化 学

Global Life Science

日 本 史

世 界 史

Global Awareness

自
然
科
学

数
　
学

社
会

地 理

現 代 社 会

区
分

授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数
学修
単位

備　　　考１年 ２年 ３年 ４年 ５年

国－ 16



副専攻科目と共通科目　平成２９年度以降入学生に係る教育課程（時間配当表）（１，２年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

2 2 2

2 2 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 2

2 2 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 2

2 2 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 2

2 2 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 2

1 2

1 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 2 2
グローバル副専
攻で必修

1 2 2
夏季休業中、学
年末休業中

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数
学修
単位

1年 2年 3年 4年 5年

機 械 ・ 制 御 基 礎 Ⅰ

電 気 電 子 基 礎 学

コンピュータプログラミングⅠ

化 学 通 論 Ⅰ

電
気
・
電
子
系

電 気 電 子 回 路 基 礎

情
報
系

機 械 工 学 概 論

電 子 工 学 概 論

プ ロ グ ラ ミ ン グ 応 用

コンピュータハー ドウ ェア

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

コンピュータプログラミングⅡ

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

化
学
・
生
物
・
環
境
系

修得可能単位数 14
6

22 22

42

共
通
科
目

４
・
５
年

Global　PBL

副
　
専
　
攻
　
科
　
目

企 業 実 習

機
械
・
制
御
系

開 設 単 位 計 62

選
択

選
択

Project Management

グ
ロ
ー

バ
ル
系

Physical Mathematics

Quantum Chemistry

Global Presentation

Global Writing

Applied Science

Global Science

８単位以上修得

選
択

必
修

選
択

必
修

コンピュータグラフィックス

統 計 分 析 法

環 境 科 学 概 論

化 学 工 学 概 論

材 料 化 学 概 論

生 物 科 学 概 論

化 学 通 論 Ⅱ

区分 備考

８単位以上修得

８単位以上修得

８単位以上修得

必
修

選
択

必
修

選
択

必
修

機 械 ・ 制 御 基 礎 Ⅱ

エ ネ ル ギ 工 学

電 気 機 器 概 論

制 御 工 学 概 論

通 信 シ ス テ ム 工 学 概 論

力 学

８単位以上修得

10 10

20

4

2 2 6

10
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機械・制御系　平成２９年度以降入学生に係る教育課程（時間配当表）（１，２年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2 2
1 2
2 2 2
4 2 2 2 2
2 2 2
2 2 2

2 1 1 1 1

2 2 2

1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
13 3 3 3 3 3 3 4 4
1 2
9 6 12
45
45
2 2 Ⅱ
1 2
2 2 Ⅱ
1 1 1
1 1 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
2 1 1 Ⅱ 卒業時までに修得すること
2 1 1 Ⅱ 卒業時までに修得すること
1 1 1 卒業時までに修得すること
2 1 1 Ⅱ 卒業時までに修得すること
1 1 1 卒業時までに修得すること
2 2 2 卒業時までに修得すること
2 2 2 　 卒業時までに修得すること
1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ ※副電気・電子系

1 2 ★副情報系

2 2 Ⅱ 卒業時までに修得すること
2 2 Ⅱ 卒業時までに修得すること

1 2 ★副情報系

1 2 ※副電気・電子系
1 2 卒業時までに修得すること
1 2 卒業時までに修得すること
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ 卒業時までに修得すること
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ 卒業時までに修得すること
2 2 2 Ⅰ 卒業時までに修得すること
1 1 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 　 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ ☆副情報系

2 2 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 2

1 1 Ⅱ ※副電気・電子系

2 2 Ⅱ 卒業時までに修得すること
2 2 Ⅱ 卒業時までに修得すること

1 1 Ⅱ ☆副情報系

特別他大学等での履修科目 Ⅱ
学修知 識 ・ 技 能 審 査

65
39
84

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

・制御コースは、「機械系を主たる専門分野として、それに電気・電子系の専門分野を副分野として組み合わせた複合融合系」と

　　「機械系を主たる専門分野として、それに情報系の専門分野を副分野として組み合わせた複合融合系」となる

・「※副電気・電子系」：制御コースで副分野を電気・電子系とする場合は、卒業時までに修得すること

・「★副情報系」：制御コースで副分野を情報系とする場合は、卒業時までに修得すること

・「☆副情報系」：制御コースで副分野を情報系とする場合は、卒業時までに「マイクロコンピュータシステム」もしくは「プログラム設計」のどちらかを修得すること

４系共通科目

　167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）
　 4年で35単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得96 83

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

56

合 計 ※ 179
29 35 32 45

4 4
　82単位以上修得
 　4年で専門科目22単位以上修得専門科目（主専攻）

※
84

3 10 15 27 29

14 　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得64 19

副 専 攻 科 目 ※ 12 2 2
修得可能
単 位 数

一 般 科 目 ※ 83
26 23 15

28

専 門 開 設 単 位 合 計 ※ 3 10 15

4以内 単位の認定は別に定める

制 御 工 学 Ⅲ
生 産 工 学
流 体 工 学 Ⅱ

27 29
修 得 可 能 単 位 計 ※ 23 16
開 設 単 位 計 ※ 36 29

制
御
コ
ー

ス

シ ス テ ム 工 学

５年機械コース
と並列開講

機械コース科目
は選択不可

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

基 礎 制 御 工 学 Ⅱ
ロ ボ ッ ト 工 学
機 構 学

機
械
コ
ー

ス

制 御 工 学 Ⅱ

５年制御コース
と並列開講

制御コース科目
は選択不可

CAD ・ CAM ・ CAE Ⅱ
機 械 電 気 工 学
熱 工 学 Ⅱ
機 械 設 計 製 図
応 用 機 械 工 学
機 械 力 学 Ⅱ
計 測 工 学 Ⅱ

電 子 デ バ イ ス

計 測 工 学
機 械 設 計

プ ロ グ ラ ム 設 計

数 値 解 析 ★副情報系

CAD ・ CAM ・ CAE Ⅰ

制
御
コ
ー

ス

制 御 電 子 回 路

４年機械コース
と並列開講

機械コース科目
は選択不可

電 子 計 算 機

流 体 力 学
基 礎 制 御 工 学 Ⅰ
ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造

制 御 シ ス テ ム
機 械 力 学選

　
択
　
科
　
目

応 用 数 学 Ⅰ 卒業時までに修得すること
電 磁 気 学 Ⅱ
材 料 工 学 Ⅰ 卒業時までに修得すること
機 械 ・ 制 御 数 学
応 用 数 学 Ⅱ
応 用 物 理 Ⅱ
材 料 工 学 Ⅱ 卒業時までに修得すること

機
械
コ
ー

ス

機 械 設 計 法

４年制御コース
と並列開講

制御コース科目
は選択不可

機 械 力 学 Ⅰ
材 料 力 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学 Ⅰ
熱 工 学 Ⅰ
流 体 工 学 Ⅰ

熱 力 学
Ｃ Ａ Ｄ ・ Ｃ Ａ Ｍ
応 用 数 学 Ⅲ
機 械 ・ 制 御 工 学 英 語

単位数
学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

4 13
修 得 単 位 計 3 10 15 4 13

課 題 研 究
卒 業 研 究
開 設 単 位 計 3 10 15

情 報 リ テ ラ シ ー

学修
単位

備　　考1年 2年 3年 4年

４系共通科目

電 子 回 路
電 磁 気 学 Ⅰ
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ
論 理 回 路
機 械 ・ 制 御 工 学 実 験

5年

応 用 物 理 Ⅰ
機 械 設 計 製 図 基 礎
工 業 力 学
加 工 工 学

国 際 創 造 工 学 基 礎

電 気 回 路

基 礎 材 料 力 学

区分 授　業　科　目
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電気・電子系科目　平成２９年度以降入学生に係る教育課程(時間配当表）（１，２年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2 2
1 2
2 2 2
3 2 2 2 ＊
6 3 3 2 2 2 ＊
2 2 2
2 1 1 2
2 2 2 ＊
1 2 ＊
2 2 2 ＊
12 2 2 4 4 4 4 4 ＊
1 2
9 6 12
45
45
2 2 2
2 1 1 Ⅱ
2 2 2 Ⅰ
2 1 1 Ⅱ ＊
2 2 2 Ⅰ ＊
3 2 1 Ⅱ ＊
2 2 Ⅱ ＊
2 2 Ⅱ ＊
1 1 1 Ⅰ
2 2 Ⅱ
2 2 2 Ⅰ
1 2 ＊
1 2 ＊
1 2 ＊☆
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ ＊
1 1 Ⅱ ＊
1 1 Ⅱ ＊
2 2 2 ＊
2 2 Ⅱ ☆
2 2 Ⅱ ☆
1 1 Ⅱ ＊
1 1 Ⅱ ☆
1 2

特 別 他大学等での履修科目 Ⅱ

学 修 知 識 ・ 技 能 審 査
39
39
84

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

☆印の授業を履修すれば、申請のみで、第二級陸上特殊無線技士などの資格をとることができる。

　167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）

　 4年で30単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得

96 84

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

＊印は、卒業後、所定の実務を経て、経済産業大臣に対する第2種又は第3種電気主任技術者免状の交付申請を行うために
開設している科目を示す。

33
28 56

合 計 ※ 180

32 32 32 43 43

4 4
8

主 専 攻 科 目 ※ 84
3 10 15 23

16 6
64 20

副 専 攻 ※ 12 2 2

修 得 可 能
単 位 数

一 般 科 目 ※ 84
29 20 15

主 専 攻 開 設 単 位 合 計 ※ 3 10 15 23 33
修 得 可 能 単 位 計 ※ 17 22

４以内 単位の認定は別に定める

開 設 単 位 計 ※ 17 22

自 動 設 計 製 図
電 磁 波 工 学
無 線 通 信 工 学
電 気 法 規
電 波 法 規
電 気 電 子 工 学 英 語 演 習

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
電 子 計 測 シ ス テ ム
制 御 シ ス テ ム 工 学
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

高 電 圧 工 学
電 気 応 用 工 学

エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学
電 力 シ ス テ ム 工 学
電 磁 気 学 Ⅱ
伝 送 回 路
電 子 回 路 Ⅱ
情 報 処 理 Ⅱ

11

選
　
択
　
科
　
目

応 用 数 学 Ⅰ

４年で必ず修得すること
応 用 数 学 Ⅱ
応 用 物 理 Ⅱ
制 御 工 学
電 気 機 器
電 気 電 子 材 料

卒業までに必ず修得すること

3 10 15 6 11
修 得 単 位 計 3 10 15 6

電 子 回 路 Ⅰ
情 報 処 理 Ⅰ
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 実 験

課 題 研 究
卒 業 研 究
開 設 単 位 計

5年

必
　
修
　
科
　
目

国 際 創 造 工 学 基 礎
情 報 リ テ ラ シ ー
応 用 物 理 Ⅰ
電 気 基 礎 学
電 気 回 路
デ ィ ジ タ ル 回 路
電 気 電 子 計 測
電 磁 気 学 Ⅰ

区分 授　業　科　目 単位数
学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

学修
単位

備　　考1年 2年 3年 4年
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前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

2 2 2

1 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

1 2

2 2 2

2 2 2

4 4 4

4 4 4

1 2

9 6 12

46
46
2 2 2
2 2 2
2 2 Ⅱ

1 2
2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

特 別 他 大 学 等 で の 履 修 科 目

学 修 知 識 ・ 技 能 審 査

37

37

83

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

４年から５年への進級要件として，４年次の主専攻選択科目から１８単位以上修得することとする．

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

55

合 計 ※ 179
32 32 32 48 37

修 得 可 能
単 位 数

16 6 　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得64 20

副 専 攻 科 目 ※ 12

  82単位以上修得

専門科目（主専攻）※
15 28

専 門 開 設 単 位 合 計 ※ 3 10 15 28

  167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）
　 4年で30単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得96 75

27

28

27

2 2

一 般 科 目 ※ 84
29 20 15

4 4

83
3 10

修 得 可 能 単 位 計 ※ 23 14

選
　
択
　
科
　
目

応 用 数 学 Ⅰ

デ ー タ ベ ー ス

単位の認定は別に定める

開 設 単 位 計 ※ 23 14

数 値 解 析

知 識 情 報 処 理

コンピュータグラフィックス

情 報 セ キ ュ リ テ ィ

記 号 処 理 プ ロ グ ラ ミ ン グ

4以内

４年で必ず修得すること

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ４年で必ず修得すること

統 計 分 析 法

デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 ４年で必ず修得すること

プ ロ グ ラ ミ ン グ 応 用 ４年で必ず修得すること

論 理 設 計
言 語 処 理

４年で必ず修得すること

応 用 数 学 Ⅱ
応 用 物 理 Ⅱ ４年で必ず修得すること

情 報 工 学 英 語 演 習
情 報 ネ ッ ト ワ ー ク Ⅱ
離 散 数 学 Ⅱ

データ構造とアルゴリズムⅡ

5 13
修 得 単 位 計 3 10 15 5 13

課 題 研 究

卒 業 研 究

開 設 単 位 計 3 10 15

データ構造とアルゴリズムⅠ
情 報 工 学 実 験 Ⅱ

情 報 工 学 実 験 Ⅲ

情 報 工 学 実 験 Ⅳ

４年 ５年

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク Ⅰ

離 散 数 学 Ⅰ

情 報 倫 理

情 報 工 学 実 験 Ⅰ

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ

論 理 回 路 Ⅱ

必
　
修
　
科
　
目

国 際 創 造 工 学 基 礎 ４系共通科目
情 報 リ テ ラ シ ー ４系共通科目
応 用 物 理 Ⅰ

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ

情報系科目 平成２９年度以降入学生に係る教育課程（時間配当表）（１，２年生）

区分 授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数
学修
単位

備　　考１年 ２年 ３年

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｱ ｰ ｷ ﾃ ｸ ﾁ ｬ 基 礎

情 報 理 論

論 理 回 路 Ⅰ
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化学・生物・環境系科目　平成２９年度以降入学生に係る教育課程　(時間配当表）（１，２年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

2 2 2

1 2

2 2 2

2 2 2

3 1 1 2 2

3 1 1 2 2

2 2 2

2 2 2

1 1 1

2 2 2

1 1 1

2 1 1 1 1

12 3 3 3 3 4 4 4

2 4

2 4

1 2

9 6 12

49

47

2 2 2 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

1 2

1 1 1

2 2 2

2 2 2

2 1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 1 Ⅱ

1 1 1

1 1 1

1 2

1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

1 2

1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

特 別 他大学等での履修科目 Ⅱ

学 修 知 識 ・ 技 能 審 査

39

39

88

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

機 器 分 析

卒 業 研 究

修 得 単 位 計

４系共通科目

４系共通科目

学
修
単
位

備　　考１年 ２年 ３年 ４年 ５年

3 10 15 6 13

開 設 単 位 計 3 10 15 6 15

区分 授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

物 質 工 学 実 験 Ⅱ
１科目修得（コース別）

物 質 工 学 実 験 Ⅲ

課 題 研 究

情 報 処 理

化 学 ゼ ミ ナ ー ル

環 境 化 学 基 礎

生 物 化 学

物 質 工 学 実 験 Ⅰ

必
　
修
　
科
　
目

国 際 創 造 工 学 基 礎

情 報 リ テ ラ シ ー

応 用 物 理 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅰ

無 機 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅰ

物 理 化 学 Ⅰ

選
　
択
　
科
　
目

応 用 数 学 Ⅰ

４年で必ず修得すること

応 用 物 理 Ⅱ

無 機 化 学 Ⅱ

有 機 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅱ

化 学 工 学 Ⅰ

分 析 化 学 Ⅱ

卒業までに必ず修得すること

応 用 化 学 演 習 Ⅱ

物 質 工 学 実 用 数 学

有 機 合 成 化 学

物 理 化 学 Ⅲ

化 学 工 学 Ⅱ

応 用 微 生 物 工 学

応 用 化 学 演 習 Ⅰ

生
物
環
境

コ
ー

ス

生 物 工 学

環 境 保 全 工 学

生 物 資 源 工 学

4以内 単位の認定は別に定める

環 境 化 学

放 射 化 学

安 全 工 学

応
用
化
学

コ
ー

ス

反 応 理 論 化 学

無 機 材 料 工 学

高 分 子 材 料 工 学

22 38

修 得 可 能 単 位 計 ※ 16 23

開 設 単 位 計 ※ 16 23

修 得 可 能
単 位 数

一 般 科 目 ※ 84
29 20 15

29

専 門 開 設 単 位 合 計 ※ 3 10 15

34

16 6

64 20

副 専 攻 科 目 ※ 12 2 2

　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得

  167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）

　 4年で30単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得

96 76

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

応 用 数 学 Ⅱ

物 質 工 学 英 語 演 習

56

合 計 ※ 181
32 31 30 42 44

4 4
 82単位以上修得

専門科目（主専攻）
※

85
3 11 15 22
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 国語Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 3
教科書/教材 高等学校国語総合（明治書院）／カラー版新国語便覧（第一学習社）
担当者 平本 留理,桐生 貴明
到達目標
１、さまざまな文章の構成や展開、内容を読み取り、筆者のものの見方や感じ方、考え方を理解し、自分の考えを持つことができる。
２、言語感覚を磨き、相手の立場や考えを尊重しつつ、自らの考えを適切に表現することができる。
３、古典の基本的な知識を身につけ、伝統的な言語文化に対する興味・関心を持つことができる。 　　
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
筆者のものの見方や感じ方、考え
方についての理解をもとに、自分
や周りを見つめ直し、深く考える
ことができる。

文章の構成や展開、内容をほぼ理
解し、それについて自分の考えを
持つことができる。

文章の構成や展開が読み取れず、
内容を全く理解することができな
い。

相手の立場や考えを尊重し、より
適切かつ的確に自らの考えを表現
しようと追求することができる。

相手の立場や考えを理解したうえ
で、自らの考えを表現することが
できる。

相手の立場や考えを理解しようと
せず、自分の考えだけを述べよう
とする。または、自分なりの考え
を表現することができない。

古典の知識をもとに、我が国の伝
統的な言語文化に深い関心を持ち
、自主的に調べたり、他国の文化
との関係を考えたりすることがで
きる。

古典の基本的な事項を理解し、伝
統的な言語文化に対する興味や関
心を持つことができる。

古典の基本的な事項を理解するこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等
概要 現代文・古典の総合的な学習を通して、基礎的な国語力、幅広い教養を身につけさせるとともに、思考力の伸長を図る

。
授業の進め方と授業内
容・方法

週の2時間は現代文、1時間は古典を学習する。いずれの授業においても、学生に意見を求めながら進めることを基本と
し、適宜ペアワークやグループワークを取り入れる。

注意点 わからない語についてはこまめに辞書を引いて意味を確認すること。提出物は期限を守ること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス １年間の学習内容と目標、授業の進め方や評価の方法につ
いて理解することができる。

2週 （現代文）随想「どうすれば虹の根もとに行けるか」
（古文）宇治拾遺物語「ちごのそら寝」

（現代文）本文の内容と著者の主張を理解することができ
る。
（古文）本文を正しく音読し、大まかな内容を理解するこ
とができる。

3週 （現代文）随想「どうすれば虹の根もとに行けるか」
（古文）宇治拾遺物語「ちごのそら寝」

（現代文）本文の内容と著者の主張を理解することができ
る。
（古文）本文を正しく音読し、大まかな内容を理解するこ
とができる。

4週 （現代文）短歌「白鳥は哀しからずや」
（古文）伊勢物語「芥川」

（現代文）短歌を鑑賞し、韻文ならではの表現を読み味わ
うことができる。
（古文）本文の内容と歌物語の特色を理解することができ
る。

5週 （現代文）短歌「白鳥は哀しからずや」
（古文）伊勢物語「芥川」

（現代文）短歌を鑑賞し、韻文ならではの表現を読み味わ
うことができる。
（古文）本文の内容と歌物語の特色を理解することができ
る。

6週 （現代文）短歌「白鳥は哀しからずや」
（古文）伊勢物語「芥川」

（現代文）短歌を鑑賞し、その世界観を自分なりの言葉で
説明することができる。
（古文）本文の内容と歌物語の特色を理解することができ
る。

7週 中間試験 合格点を取る。

8週 （現代文）答案返却と解説／短歌実作　
（漢文）訓読

（現代文）間違えた箇所の正答を理解することができる。
／短歌を自分なりに詠むことができる。
（漢文）漢文の基礎的事項と訓読の仕方を理解することが
できる。

9週 （現代文）評論「水の東西」
（漢文）訓読

（現代文）本文の内容と論の展開、筆者の主張を理解する
ことができる。
（漢文）漢文の基礎的事項と訓読の仕方を理解することが
できる。

10週 （現代文）評論「水の東西」
（漢文）訓読

（現代文）本文の内容と論の展開、筆者の主張を理解する
ことができる。
（漢文）漢文の基礎的事項と訓読の仕方を理解することが
できる。

11週 （現代文）評論「水の東西」
（漢文）故事「守株」他

（現代文）本文の内容と論の展開、筆者の主張を理解する
ことができる。
（漢文）本文の正しい訓読の仕方と内容を理解することが
できる。
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12週 （現代文）小説「指」
（漢文）故事「守株」他

（現代文）作中人物の心情や場面の情景を想像しながら読
むことができる。
（漢文）本文の正しい訓読の仕方と内容を理解することが
できる。

13週 （現代文）小説「指」
（漢文）故事「守株」他

（現代文）作中人物の心情や場面の情景を想像しながら読
むことができる。
（漢文）本文の正しい訓読の仕方と内容を理解することが
できる。

14週 （現代文）小説「指」
（漢文）故事「守株」他

（現代文）作中人物の心情や場面の情景を想像しながら読
むことができる。
（漢文）本文の正しい訓読の仕方と内容を理解することが
できる。

15週 期末試験 合格点を取る。

16週 総復習 テストで間違えた箇所の正答を理解し、これまでの学習内
容を振り返ることができる。

後期

1週 （現代文）俳句「万緑の中や」
（漢文）論語

（現代文）俳句を鑑賞し、韻文ならではの表現の妙を理解
することができる。
（漢文）本文の内容と、その思想について理解することが
できる。

2週 （現代文）俳句「万緑の中や」
（漢文）論語

（現代文）俳句を鑑賞し、韻文ならではの表現の妙を理解
することができる。
（漢文）本文の内容と、その思想について理解することが
できる。

3週 （現代文）小説「羅生門」
（漢文）論語

（現代文）本文を読み、大筋を理解することができる。
（漢文）本文の内容と、その思想について理解することが
できる。

4週 （現代文）小説「羅生門」
（漢文）十八史略「鶏口牛後」

（現代文）本文の表現や、主題に対する理解を深めること
ができる。
（漢文）本文の内容を理解し、その主張を読み取ることが
できる。

5週 （現代文）小説「羅生門｣
（漢文）十八史略「鶏口牛後」

（現代文）本文の表現や、主題に対する理解を深めること
ができる。
（漢文）本文の内容を理解し、その主張を読み取ることが
できる。

6週 （現代文）小説「羅生門」
（漢文）十八史略「鶏口牛後」

（現代文）本文の解釈について、自分の意見を伝えること
ができる。
（漢文）本文の内容を理解し、その主張を読み取ることが
できる。

7週 中間試験 合格点を取る。

8週 （現代文）評論「働くことの意味」
（古文）和歌

（現代文）筆者の主張を理解し、自分の考えを持つことが
できる。
（古文）三大和歌集に収載される歌々を味読するとともに
、和歌独自の修辞について理解することができる。

9週 （現代文）評論「働くことの意味」
（古文）和歌

（現代文）筆者の主張を理解し、自分の考えを持つことが
できる。
（古文）三大和歌集に収載される歌々を味読するとともに
、和歌独自の修辞について理解することができる。

10週 （現代文）評論「働くことの意味」
（古文）和歌

（現代文）筆者の主張を理解し、自分の考えを持つことが
できる。
（古文）三大和歌集に収載される歌々を味読するとともに
、和歌独自の修辞について理解することができる。

11週 （現代文）評論「世界中がハンバーガー」
（古文）和歌

（現代文）本文の論点を理解し、筆者の主張を理解すると
ともに、自分の考えを持つことができる。
（古文）三大和歌集に収載される歌々を味読するとともに
、和歌独特の修辞について理解することができる。

12週 （現代文）評論「世界中がハンバーガー」
（古文）土佐日記「門出」

（現代文）本文の論点を理解し、筆者の主張を理解すると
ともに、自分の考えを持つことができる。
（古文）本文の内容と平安文化について理解することがで
きる。

13週 （現代文）評論「世界中がハンバーガー」
（古文）土佐日記「門出」

（現代文）本文の論点を理解し、筆者の主張を理解すると
ともに、自分の考えを持つことができる。
（古文）本文の内容と平安文化について理解することがで
きる。

14週 （現代文）評論「世界中がハンバーガー」
（古文）土佐日記「門出」

（現代文）本文の論点を理解し、筆者の主張を理解すると
ともに、自分の考えを持つことができる。
（古文）本文の内容と平安文化について理解することがで
きる。

15週 期末試験 合格点を取る。

16週 総復習 テストで間違えた箇所の正答を理解し、これまでの学習内
容を振り返ることができる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 地理
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 『図説地理資料世界の諸地域NOW』帝国書院, 2017年　/　『詳解現代地図』二宮書店, 2017年
担当者 岡野 安正
到達目標
現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養うとともに、地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体
的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
農牧業、水産業、鉱工業、商業・
サービス業等の活動の現在の地域
的特性について自らの理解を表明
できる。

農牧業、水産業、鉱工業、商業・
サービス業等の活動の現在の地域
的特性について正しく理解できる
。

農牧業、水産業、鉱工業、商業・
サービス業等の活動の現在の地域
的特性について正しく理解できな
い。

評価項目2
世界の様々な生活文化、民族・宗
教などの文化的諸事象について、
地理的観点から自らの理解を表明
できる。

世界の様々な生活文化、民族・宗
教などの文化的諸事象について、
地理的観点から正しく理解できる
。

世界の様々な生活文化、民族・宗
教などの文化的諸事象について、
地理的観点から正しく理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等
概要 世界の人々の生活や文化に関する地域的特徴と共通の課題を理解させる。

世界各地の特色ある地域の学習を通じ、現代社会に生きる国際人としての教養と自覚を養う。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績80％、授業での取組み20％で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点
この科目を理解できるか否かは、国際社会に関する理解を大きく左右する。また、普段の勉強習慣を見るために、不定
期で課題の提出を求めることもある。
授業終了後にはノート等を見直し、復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 グローバル化する世界 球体としての地球
2週 グローバル化する世界 国家と領域について
3週 世界の気候（１） 気候の三要素
4週 世界の気候（２） 熱帯、乾燥帯
5週 世界の気候（３） 温帯、冷帯
6週 世界の気候（４） 寒帯、高山気候
7週 前期中間試験
8週 東アジア地誌（１） アジア概観
9週 東アジア地誌（２） 中国
10週 東アジア地誌（３） 中国、台湾
11週 東アジア地誌（４）東南アジア地誌（１） 朝鮮半島、モンゴル、東南アジア概観
12週 東南アジア地誌（２） 東南アジア7カ国
13週 南アジア地誌（１） インド、パキスタン

14週 南アジア地誌（２）西アジア地誌 スリランカ、バングラデシュ、西アジア概観、トルコ、サ
ウジアラビア等

15週 前期期末試験
16週 総復習

後期

1週 ヨーロッパ地誌（１） ヨーロッパ概観
2週 ヨーロッパ地誌（２） 西ヨーロッパ諸国
3週 ヨーロッパ地誌（３） 北西ヨーロッパ諸国
4週 ヨーロッパ地誌（４） 南ヨーロッパ諸国
5週 ヨーロッパ地誌（５） 東欧諸国、ロシア
6週 アフリカ地誌 アフリカ諸国
7週 後期中間試験
8週 北米地誌（１） 北米概観
9週 北米地誌（２） アメリカ合衆国
10週 北米地誌（３） アメリカ合衆国、カナダ
11週 中南米地誌（１） 中南米概観
12週 中南米地誌（２） メキシコ、ブラジル、アルゼンチン等
13週 オセアニア地誌（１）  オセアニア概観
14週 オセアニア地誌（２） オーストラリア、ニュージーランド等
15週 後期期末試験
16週 総復習
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評価割合
試験 その他 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0

1 － 4



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 現代社会
科目基礎情報
科目番号 0003 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 伊藤光晴ほか『高校現代社会 新訂版』実教出版, 2017年　/　『高校現代社会 新訂版 演習ノート』実教出版, 2017年
担当者 箱山 健一,並木 克央,井坂 友紀,岡野 安正
到達目標
広い視野に立って、現代の社会について主体的に考察させ、理解を深めさせるとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を育て、民
主的、平和的な国家・社会の有為な形成者として必要な公民としての資質を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

政治的分野
民主政治の基本的原理、日本国憲
法の成り立ちやその特性について
自らの理解を述べることができる
。

民主政治の基本的原理、日本国憲
法の成り立ちやその特性について
正しく解できる。

民主政治の基本的原理、日本国憲
法の成り立ちやその特性について
正しく理解できない。

経済的分野
資本主義経済の特質や財政・金融
などの機能、経済面での政府の役
割について自らの理解を述べるこ
とができる。

資本主義経済の特質や財政・金融
などの機能、経済面での政府の役
割について正しく理解できる。

資本主義経済の特質や財政・金融
などの機能、経済面での政府の役
割について正しく理解できない。

倫理的分野
哲学者の思想に触れ、好ましい社
会と人間のかかわり方について、
自らの理解を述べることができる
。

哲学者の思想に触れ、好ましい社
会と人間のかかわり方について、
正しく理解できる。

哲学者の思想に触れ、好ましい社
会と人間のかかわり方について、
正しく理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要
広い視野に立って、民主主義の本質に関する理解を深めさせ、現代における政治、経済、国際関係などについて客観的
に理解させるとともに、それらに関する諸課題について主体的に考察させ、公正な判断力を養い、良識ある公民として
必要な能力と態度を育てる。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は、週1時間の政治・倫理領域の講義(箱山・岡野・並木・井坂の何れかの教員が担当)と週1時間の経済領域の講義
(井坂が担当)の2本立てで行う。
試験は、政治・倫理領域から50%、経済領域から50%出題し、合算して評価する。
他に課題を課す。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 人権保障の発展と現代社会(1)
経済社会の形成と変容(1)

社会契約説と法の支配について正しく理解できる。
資本主義経済の成立と変遷について正しく理解できる。

2週 人権保障の発展と現代社会(2)
経済社会の形成と変容(2)

フランス人権宣言後の人権の歴史的発展について正しく理
解できる。
様々な経済体制の形成と変容について正しく理解できる。

3週 国民主権と民主主義の発展(1)
市場のしくみ(1)

議会制民主主義の基本原理について正しく理解できる。
３つの経済主体・需要供給の法則について正しく理解でき
る。

4週 国民主権と民主主義の発展(2)
市場のしくみ(2)

世界の様々な政治制度について正しく理解できる。
市場の寡占化・市場の失敗について正しく理解できる。

5週 日本国憲法の成立(1)
現代の企業(1)

明治憲法と日本国憲法の比較が出来る。
様々な企業の形態とその特徴について正しく理解できる。

6週 日本国憲法の成立(2)
現代の企業(2)

日本国憲法の成り立ちと基本原理について正しく理解でき
る。
企業の社会的責任について正しく理解できる。

7週 前期中間試験
8週 試験答案の返却と解説

9週 平和主義と日本の安全(1)
経済成長と景気変動(1)

日本国憲法の平和主義について正しく理解できる。
GDPやGNIについて正しく理解できる。

10週 平和主義と日本の安全(2)
経済成長と景気変動(2)

日米安保と自衛隊について正しく理解できる。
経済成長と景気循環について正しく理解できる。

11週 基本的人権の保障(1)
金融機関の働き(1)

基本的人権の性格、平等権と自由権について正しく理解で
きる。
金融の役割と金融市場について正しく理解できる。

12週 基本的人権の保障(2)
金融機関の働き(2)

社会権、参政権、請求権について正しく理解できる。
中央銀行の働きと金融政策について正しく理解できる。

13週 人権の広がり(1)
政府の役割と財政・租税(1)

環境権などの新しい人権について正しく理解できる。
政府の経済的な役割について正しく理解できる。

14週 人権の広がり(2)
政府の役割と財政・租税(2)

人権の国際的保障について正しく理解できる。
国債・財政危機と財政再建・地方財政について正しく理解
できる。

15週 前期期末試験
16週 試験答案の返却と解説

後期 1週 政治機構と国民生活(1)
日本経済の歩みと近年の課題(1)

国会について正しく理解できる。
経済の民主化・戦後復興・高度経済成長について正しく理
解できる。
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2週 政治機構と国民生活(2)
日本経済の歩みと近年の課題(2)

内閣について正しく理解できる。
石油危機と低成長、バブル経済と産業の空洞化について正
しく理解できる。

3週 人権保障と裁判所(1)
中小企業と環境保全(1)

司法の役割と制度について正しく理解できる。
中小企業の位置づけと現状について正しく理解できる。

4週 人権保障と裁判所(2)
中小企業と環境保全(2)

国民と司法の関係について正しく理解できる。
日本農業の現状と課題について正しく理解できる。

5週 地方自治(1)
公害防止と環境保全(1)

地方自治の本旨について正しく理解できる。
公害と公害対策の歴史について正しく理解できる。

6週 地方自治(2)
公害防止と環境保全(2)

地方財政の現状と課題について正しく理解できる。
現代の公害について正しく理解できる。

7週 後期中間試験
8週 試験答案の返却と解説

9週 選挙と政党(1)
消費者問題(1)

選挙の基本原則と現状の制度について正しく理解できる。
消費者問題と消費者運動の歴史について正しく理解できる
。

10週 選挙と政党(2)
消費者問題(2)

政党政治の特徴と課題について正しく理解できる。
現代の消費者問題について正しく理解できる。

11週 政治参加と世論(1)
労働問題と雇用(1)

利益集団について正しく理解できる。
労働問題について正しく理解できる。

12週 政治参加と世論(2)
労働問題と雇用(2)

マスメディアについて正しく理解できる。
労働環境の現状について正しく理解できる。

13週 ギリシアの思想
社会保障(1)

プラトン的理想主義とアリストテレス的現実主義について
正しく理解できる。
社会保障制度の成り立ちと日本における現状について正し
く理解できる。

14週 人間の尊厳
社会保障(2)

経験論的帰納法と合理論的演繹法について正しく理解でき
る。
社会保障制度の課題について正しく理解できる。

15週 後期期末試験
16週 試験答案の返却と解説

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 Global Awareness
科目基礎情報
科目番号 0004 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 伊藤光晴ほか『高校現代社会 新訂版』実教出版, 2017年　/　『高校現代社会 新訂版 演習ノート』実教出版, 2017年
担当者 神山 和好
到達目標
・地球規模課題にはどのようなものがあり、国際社会がその解決に向けてどのような取組みを行なっているかを説明できる。
・グローバル化と国家の関係や国際機関の役割、そして世界平和の構築に向けた諸課題を説明できる。
・経済のグローバル化の歴史的経緯や各国経済への影響、さらには今後の展望について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 地球規模課題の解決の方向性につ
いて自らの意見を表明できる。

地球規模課題の現状と解決に向け
た取組みの概要を説明できる。

地球規模課題の現状を説明するこ
とができない。

評価項目2 国際政治をめぐる課題について自
らの意見を表明できる。

国政政治の基本動向をグローバル
化と関連づけて説明できる。

国際政治の基本動向を説明するこ
とができない。

評価項目3
経済のグローバル化がもたらす課
題について自らの意見を表明でき
る。

経済のグローバル化の現状や課題
の概要を説明できる。

経済のグローバル化の現状を説明
することができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要

とりわけ1990年代初め以降急速に進展したグローバル化は、私たちの政治、経済、社会にー良くも悪くもー大きな影響
を与えている。また、温暖化や大規模な環境汚染など一国レベルでは対応できない「地球規模課題」が顕在化し、まさ
にグローバルなレベルでの対応が喫緊の課題となっている。天然資源に恵まれず、また未曾有の少子高齢化により国内
市場の縮小が避けられない日本―そこに住むわたしたちにとって大切なのは、社会経済や課題のグローバル化という大
きなうねりにまずは気づき、知見を深めていくことであると考えられる。本科目では、国際政治、国際経済、そして地
球規模課題という3つのテーマを軸に、グローバル化への「気づき」の場を提供する。

授業の進め方と授業内
容・方法

基本的にパワーポイント資料をもとに講義形式で授業を行う。ただし、一方的な知識伝達の場とならないよう、様々な
「質問」を軸にした双方向のやりとりを展開する。また、学習効果を高める観点から、グループワークを取り入れるこ
ともある。授業内容は教科書をベースとしたものになるが、科目の特性上、インターネット等を通じて得られる英文資
料も積極的に活用していく。英文サイトの読解等を通じ、学習内容を「英語で表現するとどうなるか」にも自然と意識
・関心が向かうことが期待される。

注意点 授業中の私語、居眠り、携帯電話の使用等については課題点の減点をもって対処する。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 グローバル化とは何か(1) グローバル化とはそもそもどのような現象であるかについ
て大まかに説明できる。

2週 グローバル化とは何か(2) グローバル化がもたらしている課題について大まかに説明
できる。

3週 地球環境問題(1) 地球温暖化の原因、実態、影響を説明できる。
4週 地球環境問題(2) その他の地球環境問題の現状を説明できる。

5週 地球環境問題への取組み(1) 地球環境問題の解決に向けた取組みの重要性を説明できる
。

6週 地球環境問題への取組み(2) 地球温暖化対策の経緯と展望を説明できる。
7週 中間試験
8週 資源・エネルギー問題・人口問題(1) 世界の資源・エネルギーの現状を説明できる。
9週 資源・エネルギー問題・人口問題(2) 人口増が資源・エネルギー問題に与える影響を説明できる
10週 国際経済のしくみ(1) 自由貿易の利点を理論的に説明できる。

11週 国際経済のしくみ(2)
外国為替相場を変動させる主な要因を列挙できる。
外国為替相場の変動が様々な経済主体に与える影響を説明
できる。

12週 国際経済体制の変化 IMF・GATT体制が第二次世界大戦の反省を踏まえたもので
あることを説明できる。

13週 金融のグローバル化と世界金融危機 金融のグローバル化が世界経済に与えた影響とその対応策
を説明できる。

14週 地域経済統合と新興国(1) EU結成の経緯と課題を説明できる。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 地域経済統合と新興国(2) 新興国の経済成長が世界経済に与える影響を説明できる。

2週 ODAと経済協力 貧困削減に向けた日本と国際社会の取組みの概要を説明で
きる。

3週 国際社会における政治と法(1) 国際社会を構成する主権国家の特質を説明できる。
4週 国際社会における政治と法(2) 国家間の紛争を法的に解決する枠組みを説明できる。

5週 国家安全保障と国際連合(1) 国際連合が世界の平和と安全のためにどのような仕組みを
採用しているかを説明できる。

6週 国家安全保障と国際連合(2) 国際連合が社会経済協力のためにどのような取組みをして
いるかを説明できる。

7週 中間試験
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8週 冷戦期の脅威と冷戦後の脅威 冷戦の基本構図と終結にいたる経緯を説明できる。
冷戦後の新たな脅威について説明できる。

9週 軍備競争と軍備縮小 核軍備管理と軍縮がどのように進められてきたかを説明で
きる。

10週 異なる人種・民族との共存(1) 多文化共生主義の重要性を自民族中心主義や排他的ナショ
ナリズムの危険性の観点から説明できる。

11週 異なる人種・民族との共存(2) 「保護する責任」論とは何であるかを説明できるとともに
、その課題について議論することができる。

12週 異なる人種・民族との共存(3) 異文化理解の重要性について理解できる。
13週 国際社会と日本(1) 戦後日本のアジア外交における課題を説明できる。

14週 国際社会と日本(2) 日本の国際貢献と安全保障のあり方について議論すること
ができる。

15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 基礎数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 4

教科書/教材 教科書：高専の数学教材研究会 編「高専テキストシリーズ　基礎数学」（森北出版）問題集：日本数学教育学会 高専・
大学部会 TAMS編「基礎数学」（電気書院）

担当者 河原 永明,五十嵐 浩,今田 充洋,長本 良夫
到達目標
１.数や式の計算技術を習得する。
２.方程式や不等式の解法を習得する。
３.集合や命題の概念を理解する。
４.2次関数とそのグラフ、それらの応用などを理解する。
５.分数関数、無理関数とそのグラフ、それらの応用などを理解する。
６.指数関数、対数関数とそのグラフ、それらの応用などを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
文字式の計算（四則演算、展開、
因数分解など）に習熟し、他の分
野の問題を解く際に活用できる。

文字式の計算（四則演算、展開、
因数分解など）が正確に出来る。

文字式の計算（四則演算、展開、
因数分解など）が正確にできない
。

2次関数、2次不等式の取り扱いに
習熟し、他の分野の問題を解く際
に活用できる。分数関数、無理関
数を理解し、他の分野の問題を解
く際に活用できる。

2次関数、2次不等式および分数関
数、無理関数の基礎的事項を理解
し、関連した問題が解ける。

いろいろな関数の基礎事項の理解
が不十分である。

指数、対数の取り扱いに習熟し、
他の分野の問題を解く際に活用で
きる。

指数、対数の基本事項を理解し、
関連した問題が解ける。

指数、対数の基本事項の理解が不
十分である。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 中学校での数学の内容を復習しながら高専の数学全般にわたって必要となる計算技術を習得し、基本的な考え方を理解

する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 予習、復習を行い、出来るだけ多くの問題演習をすること。分からない点は授業中またはオフィスアワーを積極的に活
用して質問するなど、自主性をもって臨んでほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 等式・不等式の性質、実数とその性質 式の計算に習熟する。いろいろな不等式が解ける。循環小
数、絶対値を理解する。

2週 平方根、複素数 平方根、有理化、複素数の計算に習熟する。負の数の平方
根を理解し。計算ができる。

3週 整式の計算 整式の整理、整式の乗法、整式の展開などの計算に習熟す
る。

4週 因数分解 整式の因数分解の公式を理解し、活用できる
5週 整式の除法、剰余の定理と因数分解 整式の除法、組立除法、因数定理を理解し、活用できる。
6週 分数式 分数式の四則演算、繁分数式の計算が正確にできる。
7週 （中間試験）

8週 ２次方程式 ２次方程式の解の公式を理解し活用できる。判別式、２次
式の因数分解を理解する。

9週 ３次・４次方程式、いろいろな方程式 ３次・４次方程式、連立方程式、分数方程式などを解くこ
とができる。

10週 集合 集合の要素、ベン図、共通部分、和集合、空集合、補集合
、ド・モルガンの法則を理解する。

11週 命題 命題と条件、反例、必要条件と十分条件、同値、対偶命題
等の概念を理解する。

12週 恒等式 恒等式の性質、部分分数への分解を理解し、計算すること
ができる。

13週 等式・不等式の証明 比例式、相加・相乗平均の不等式を理解し、証明問題に活
用できる。

14週 ２次関数とそのグラフ ２次関数のグラフを理解し、グラフが描ける。グラフの平
行移動を理解し計算できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ２次関数の最大値・最小値 最大値・最小値を求めることができる。２次関数の応用問
題を解くことができる。

2週 ２次関数と２次方程式 ２次関数のグラフと判別式、２次関数のグラフと直線の位
置関係

3週 いろいろな２次関数のグラフ ２次関数の決定問題を解くことができる。

4週 ２次関数と２次不等式 ２次関数のグラフと２次不等式の関連を理解し、2次不等式
が理解できる。
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5週 関数、べき関数 関数とグラフ、グラフの平行移動および対称移動の概念を
理解し、活用できる。

6週 分数関数 分数関数とそのグラフを理解する。グラフを利用し分数不
等式が解ける。

7週 （中間試験）

8週 無理関数 無理関数とそのグラフを理解する。グラフを利用し無理不
等式が解ける。

9週 合成関数と逆関数 合成関数、逆関数の概念を理解する。逆関数グラフを理解
する。

10週 累乗根、指数の拡張 累乗根の性質、指数の拡張を理解し、指数計算習熟する。

11週 指数関数と方程式・不等式 指数関数を理解し、そのグラフが描ける。指数方程式と不
等式をこくことができる。

12週 対数の計算、対数関数のグラフ 対数の計算に習熟する。底の変換公式を活用できる。対数
関数を理解しそのグラフが描ける。

13週 対数関数と方程式・不等式 対数方程式と不等式を解くことができる。
14週 常用対数 常用対数を理解し、応用することができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 基礎数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 3

教科書/教材 教科書：高専の数学教材研究会 編「高専テキストシリーズ　基礎数学」（森北出版）問題集：日本数学教育学会 高専・
大学部会 TAMS編「基礎数学」（電気書院）

担当者 河原 永明,坂内 真三,今田 充洋,長本 良夫
到達目標
１.場合の数、順列、組合せの概念を理解する。
２.三角関数とそのグラフ、それらの応用などを理解する。
３.確率の概念を理解する。
４.直線の方程式を理解する。
５.2次曲線の性質を理解する。
６.不等式と領域について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
順列、組み合わせの概念を理解し
、場合の数の計算ができる。また
他の分野にも応用ができる。

順列、組み合わせの概念を理解し
、場合の数の計算ができる。

順列、組み合わせの概念の理解が
不十分である。

三角関数の基礎事項を理解し、グ
ラフやいろいろな公式を十分に活
用できる。

三角関数の基礎事項を理解し、三
角関数のグラフが描ける。

三角関数の基礎事項を理解し、基
本公式が適用できない。

直線の方程式、2次曲線、不等式と
領域の基礎事項を十分理解し、他
の問題にも活用できる。

直線の方程式、2次曲線、不等式と
領域の基礎事項を十分理解し、基
本的問題が解ける。

直線の方程式、2次曲線、不等式と
領域の基礎事項の理解が十分でな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 中学校での数学の内容を復習しながら高専の数学全般にわたって必要となる計算技術を習得し、基礎的な考え方を理解

する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 予習、復習を行い、出来るだけ多くの問題演習をすること。分からない点は授業中またはオフィスアワーを積極的に活
用して質問するなど、自主性をもって臨んでほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 場合の数、順列（１） 場合の数の和の法則と積の法則を理解し基本的問題が解け
る。順列の概念を理解する。

2週 順列（２） 順列、階乗、円順列、重複順列の概念を理解し、計算がで
きる。

3週 組合せ 組合せ、同じものを含む場合の組合せの計算ができる。組
み合わせの性質を理解する。

4週 二項定理、三角比とその応用（１） 二項定理を理解し、活用できる。鋭角の三角比の概念を理
解する。

5週 三角比とその応用（２） 鈍角の三角比、三角比の相互関係を理解する。
6週 三角比とその応用（３） 正弦定理を理解し応用できる。
7週 （中間試験）
8週 三角比とその応用（４） 余弦定理を理解し応用できる。

9週 三角比とその応用（５） 三角形の面積の公式を理解し活用できる。ヘロンの公式を
理解する。

10週 三角関数（１） 一般角、一般角の正弦と余弦の概念を理解する。

11週 三角関数（２） 軸に関する対称性と正弦と余弦の値を求められる。円周上
の点の座標と三角比の関係を理解する。

12週 三角関数（３） 弧度法の概念を理解する。扇形の弧の長さと面積を求めら
れる。弧度法の正弦と余弦の概念を理解する。

13週 三角関数（４）
正弦関数のグラフ、余弦関数のグラフ、グラフの平行移動
と正弦と余弦の相互関係、グラフの振幅と周期の概念を理
解する。

14週 三角関数（５）
正弦関数のグラフ、余弦関数のグラフ、グラフの平行移動
と正弦と余弦の相互関係、グラフの振幅と周期の概念を理
解し、グラフが描ける。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 三角関数（６） 一般角の正接を理解する。正接関数のグラフを描くことが
できる。

2週 三角関数（７） 三角関数の基本的な公式を理解すし、活用ができる。三角
関数を含む方程式を解くことができる。

3週 三角関数（８） 三角関数を含む方程式、三角関数を含む不等式を解くこと
ができる。

4週 加法定理とその応用（１） 正弦、余弦、正接に関する加法定理の導出を理解し、応用
できる。
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5週 加法定理とその応用（２） ２倍角の公式、半角の公式を理解し、活用できる。

6週 加法定理とその応用（３） 積を和・差に直す公式、和・差を積に直す公式を理解し、
活用できる。三角関数の合成公式を理解し応用できる。

7週 （中間試験）

8週 点と直線、直線の方程式（１） 直線上および平面上の座標の性質について理解する。直線
の方程式について理解する。

9週 直線の方程式（２）、2次曲線（１） 直線の平行条件と垂直条件を理解する。円の方程式を理解
する。

10週 2次曲線（２） 円に関する応用。楕円、双曲線の方程式を理解する。

11週 2次曲線（３） 放物線の方程式を理解する。2次曲線と直線と判別式の関係
を理解する。

12週 平面上の領域 不等式の表す領域を求められる。領域における最大値と最
小値を求められる。

13週 集合の要素の個数、事象と確率
集合の要素の個数を計算できる、試行と事象を理解する。
確率、排反事象の確率、余事象の確率を理解し、計算でき
る。

14週 いろいろな確率、確率変数と期待値 乗法定理、反復試行、確率変数、期待値の概念を理解し、
計算ができる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物理
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：物理基礎（東京書籍），物理（東京書籍），問題集：三訂版 リードα 物理基礎・物理　（数研出版）
担当者 原 嘉昭
到達目標
１．物理量の測定と扱い方また，有効数字の扱い方を理解して説明できる。
２．電流と電気抵抗，レンズ，熱，波などの学習を通して，さまざまな物理現象を数式を用いて表す方法を理解して説明できる。
３．物体の運動とエネルギー，特に等加速度直線運動，運動の法則，力学的エネルギーについて理解して説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

複数の物理概念・物理量を含んだ
問題を解くことができる。

物理量の意味を説明でき、物理量
が計算できる。計算で求めた答は
単位付きで表示できる。

物理量の意味を説明できない。式
を用いた計算ができない。

物理法則の導出ができ，その内容
を説明することができる。

物理法則の導出が概ねできる。ま
た，その法則を用いて計算できる
。

重要な物理法則の概要を説明でき
ない。

表やグラフを正しく書くことがで
き、それを元にした考察を書ける
ことができる。

データ整理を行い、表やグラフを
書き，レポートを期日までに提出
できる。

実験レポートを提出できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
理科で学習した内容を数式を使って学び直し，自然現象を数式で扱う手法を習得する。また，物理の基礎である「力と
運動」について学習することにより，物理の基本的な考え方を理解する。さらに，実験を通して測定値の有効数字の扱
い方について学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

身近な事象との関連を意識しながら学習してください。
宿題、課題は期日を守って提出すること。

注意点 成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の成績が60点
以上の者を合格とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．物理量の測定と扱い方
物理量の測定と扱い方 物理量の表し方を説明でき，単位の計算ができる。

2週 【実験】長さと質量の測定，有効数字 ノギスの使い方を説明できる。測定値の有効数字を理解す
る。

3週 ２．さまざまな物理現象
電流と電気抵抗

電流，電圧，電気抵抗，オームの法則，抵抗率を理解する
。

4週 抵抗の接続，電気とエネルギーを理解する。
5週 レンズ 凸レンズ・凹レンズによる像，レンズの式を理解する。
6週 【実験】レンズの焦点距離の測定 組み合わせレンズ，顕微鏡と望遠鏡を理解する。
7週 中間試験

8週 熱 熱運動，温度，物質の三態と状態変化，熱平衡を理解する
。

9週 【実験】金属の比熱の測定 熱容量，比熱を理解する。
10週 波の性質 媒質の振動と波，横波と縦波を理解する。
11週 波の重ね合わせ，波の反射を理解する。
12週 音と振動 音の３要素，うなり，固有振動を理解する。
13週 【実験】気柱の共鳴 弦や気柱の固有振動を理解する。

14週 ３．物体の運動
速さと等速直線運動 運動の表し方，等速直線運動，相対速度を理解する。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 直線運動の加速度 加速度を理解する。
2週 等加速度直線運動を理解する。

3週 力とつり合い 力のはたらきと表し方，つり合いの力，重力，垂直効力
，張力，弾性力，力の合成と分解を理解する。

4週 運動の法則 ニュートンの運動の３法則を理解する。
5週 落下運動 落体の運動，重力加速度を理解する。
6週 【実験】重力加速度の大きさの測定 鉛直投げ下ろし，鉛直投げ上げを理解する。
7週 中間試験

8週 糸でつながれた２物体の運動 複数の力による運動，糸でつながれた２物体の運動を理解
する。

9週 摩擦がはたらくときの物体の運動 静止摩擦力，動摩擦力，摩擦がはたらくときの物体の運動
を理解する。

10週 斜面上の物体の運動 斜面上の物体の運動を理解する。
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11週 仕事 仕事，仕事の原理，仕事率を理解する。

12週 運動エネルギー 運動エネルギー，仕事と運動エネルギーの関係を理解する
。

13週 位置エネルギー 重力による位置エネルギー，弾性力による位置エネルギー
を理解する。

14週 力学的エネルギーの保存 力学的エネルギーの保存を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 化学基礎，化学（数研出版），改訂 Let's Try Note 化学基礎vol.1～3，化学vol. 1～2（東京書籍）
担当者 千葉 薫
到達目標
・原子やイオンの構造を説明できる．・さまざまな化学結合を説明できる．・物質量の概念，それに基づく化学反応式の組み立て，量的関係に
ついて説明，計算ができる．酸，塩基の概念を理解し，中和について説明できる．・酸化還元に基づいて電池，電気分解を説明できる．・溶解
の概念，希薄溶液の性質について説明できる．・実験を通して安全を意識した，適切な器具の取り扱いができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
代表的な元素やイオンの電子配置
，分子の結合と特徴について説明
できる．

代表的な元素やイオンの電子配置
，分子の結合と特徴を正しく選ぶ
ことができる．

代表的な元素やイオンの電子配置
が分からず，分子の結合の違いが
判断できない．

評価項目２
物質量と他の物理量との換算，物
質量の概念から化学反応式に基づ
く量的な計算ができる．

物質量と他の物理量との換算，物
質量の概念から化学反応式を作る
ことができる．

物質量と他の物理量との換算がで
きない．

評価項目３ 酸，塩基の概念から中和の説明
，pHの計算ができる．

酸，塩基の概念から，pHの計算が
できる．

酸，塩基の違いを理解していない
．pHの計算ができない．

評価目標４
酸化・還元の原理を理解し，酸化
数の変化を用いて金属の酸化・還
元や，電気分解の原理を説明でき
る．

酸化・還元の原理を理解し，酸化
数の計算ができる．

酸化・還元の原理を理解していな
い

評価目標５
固体の溶解度や濃度，沸点上昇や
凝固点降下について原理を理解し
，説明できる．

固体の溶解度や濃度，沸点上昇や
凝固点降下に関する計算ができる
．

固体の溶解度や濃度，沸点上昇や
凝固点降下について理解していな
い．

評価目標６
安全に気を付けながら，薬品や実
験器具の正しい取り扱い，実験操
作ができる．主体的に結果から考
察ができる．

安全に気を付けながら，実験器具
の正しい取り扱い，実験操作がで
きる．話し合いながら，結果から
考察ができる．

安全に気を付けながら，実験器具
の正しい取り扱い，実験操作がで
きない．結果から考察ができない
．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 身の回りでおこる様々な現象を，物質を構成する元素の性質や状態，それらの間におこる化学反応を用いて理解する思

考力を養う．化学実験を通して，化学薬品や実験器具の安全な取り扱い，実験データの適切な取り扱いを習得する．
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は教科書，プリントを用いて進める．

注意点
成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，課題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の成績が60点
以上の者を合格とする．授業で配布する書き込み式プリントと問題集を半期に一回課題の一部として提出してもらいま
す．問題集は毎回の授業の復習として，該当箇所を進めておくこと．なお、授業中の課題への取り組み姿勢も評価の対
象です．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 化学で学ぶこと，化学と人間生活，混合物と純物質，物質
とその成分

生活と化学の関連を理解している．元素，単体，化合物
，同素体について説明できる．

2週 原子とその構造 原子の構造と同位体について理解し，主な元素の電子配置
を説明できる．

3週 イオン，元素の周期律 イオンとイオン結合について理解し．主なイオンについて
電子配置の概念を用いて説明できる．

4週 イオン結合とイオン結合の物質，分子と共有結合 イオン結合と共有結合の違いを理解し，それぞれに該当す
る物質について説明できる．

5週 分子の極性と電気陰性度，分子間にはたらく力 分子の極性について理解し，極性分子と無極性分子，分子
間力について説明できる．

6週 共有結合でできた物質 共有結合でできた物質について理解し，代表的な物質につ
いて説明できる．

7週 中間試験 第６週目までの内容を説明できる．

8週 金属結合と金属，金属の結晶 金属結合と他の結合の違いを理解し，その性質を説明でき
る．金属の結晶の違いを理解している．

9週 原子量，分子量，式量 原子量，分子量，式量を理解し，説明できる．原子量，分
子量，式量を含む計算ができる．

10週 物質量(1) 物質量とは何かを理解し，説明できる．アボガドロ数を使
った物質量の計算ができる．

11週 物質量(2) 物質量と分子数，気体の体積，質量の関係を理解し，説明
できる．物質量に関する様々な計算ができる．

12週 溶液の濃度 溶液の濃度の表し方を理解し，説明できる．溶液の濃度の
計算ができる．

13週 化学反応式と物質量(1) 化学反応式を作ることができる．

14週 化学反応式と物質量(2) 化学反応式の量的関係を理解し，説明できる．量的関係に
関する計算ができる．

15週 期末試験 第８週目から第14週目までの内容を説明できる．
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16週 実験（物質の分離）
総復習

適切な実験器具の取り扱い，物質の分離実験を安全に行う
ことができる．レポートの作成ができる．
前期で学習した内容を説明できる．

後期

1週 酸と塩基 酸・塩基の定義を理解し，説明できる．酸・塩基の価数
，電離について理解し，説明できる．

2週 水の電離と水溶液のpH，水のイオン積 水のイオン積，pHについて理解し，説明できる．pHの計算
ができる．

3週 中和反応，塩 中和に関する量的関係，中和滴定について理解し，中和に
関する計算ができる．

4週 酸化と還元，酸化数 酸化還元の原理を理解し，説明できる，酸化数を求めるこ
とができる．

5週 酸化剤と還元剤
金属のイオン化傾向

酸化剤，還元剤を理解し， 酸化数の変化を用いて説明でき
る．金属のイオン化傾向を理解し，説明できる．

6週 電池のしくみ
ダニエル電池，鉛蓄電池

電池の原理を理解し，説明できる． ダニエル電池，鉛蓄電
池の原理を理解し，酸化還元の観点から説明できる．

7週 中間試験 後期６週までの学習内容を説明できる．

8週 水溶液の電気分解 電気分解について理解し． 電気分解で起こる酸化・還元反
応を説明できる．

9週 電気分解と電気量(1) 電池，電気分解での電子の流れを理解し, ファラデーの法則
を用いて計算できる．

10週 電気分解と電気量(2) ファラデーの法則を用いた計算ができる． 電気分解の利用
について説明できる．

11週 溶解とそのしくみ 溶解の原理を理解し，説明できる．

12週 溶解度，溶液の濃度 固体の溶解度について理解し，説明できる．溶液の濃度の
計算ができる．

13週 希薄溶液の性質 蒸気圧降下，沸点上昇, 凝固点降下について理解し，説明で
きる．それぞれの計算ができる．

14週 実験（中和反応） 中和反応を用いて中和滴定ができる．結果から，用いた溶
液の濃度を計算できる．

15週 期末試験 後期８週から１４週までの内容を説明できる．
16週 総復習 1年生で学習した内容を説明できる．

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 課題 その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 20 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 Global Life Science
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材
担当者

適宜，プリント，web上のコンテンツを用いる。
佐藤 桂輔,千葉 薫,ゴーシュ シュワパン,ディア スリスティアニンティアス

到達目標
１. 我々がいる宇宙の構造・姿をイメージをもって理解している。
２. 宇宙探査に用いられている様々な技術の概要を理解している。
３. 生物には共通性と多様性があることに気づき，細胞の働きによってすべての生物の生命活動が維持されていることを理解している。我々がい
る宇宙の構造・姿をイメージをもって理解している。
４. ＤＮＡの構造と機能の概要を学習し，生物の特徴が遺伝子の働きによって決まることを理解している。
５. 惑星としての地球の特徴及び地球表層や内部に見られる地学的事象を理解している。
６. 地球の大気圏及び水圏での現象が太陽放射エネルギーを原動力としていることを理解している。
７. バイオームの概念を学習し，生物が多様な環境に適応して生活していることを理解している。
８. 生態系の成り立ちとその保全の重要性について理解している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
我々がいる宇宙の構造・姿をイメ
ージをもって理解し，わかりやす
く説明することができる。

我々がいる宇宙の構造・姿をイメ
ージをもって理解している。

我々がいる宇宙の構造・姿をイメ
ージをもって理解できない。

評価項目2
宇宙探査に用いられている様々な
技術の概要を理解し，わかりやす
く説明することができる。

宇宙探査に用いられている様々な
技術の概要を理解している。

宇宙探査に用いられている様々な
技術の概要を理解できない。

評価項目3

生物には共通性と多様性があるこ
とに気づき，細胞の働きによって
すべての生物の生命活動が維持さ
れていることを理解し，説明する
ことができる。

生物には共通性と多様性があるこ
とに気づき，細胞の働きによって
すべての生物の生命活動が維持さ
れていることを理解している。

生物には共通性と多様性があるこ
とに気づくことができず，細胞の
働きによってすべての生物の生命
活動が維持されていることを理解
していない。

評価項目4
ＤＮＡの構造と機能の概要を学習
し，生物の特徴が遺伝子の働きに
よって決まることを理解し，説明
することができる。

ＤＮＡの構造と機能の概要を学習
し，生物の特徴が遺伝子の働きに
よって決まることを理解している
。

ＤＮＡの構造と機能の概要につい
ての学習が十分ではなく，生物の
特徴が遺伝子の働きによって決ま
ることを理解していない。

評価項目5
惑星としての地球の特徴及び地球
表層や内部に見られる地学的事象
を理解し，わかりやすく説明する
ことができる。

惑星としての地球の特徴及び地球
表層や内部に見られる地学的事象
を理解している。

惑星としての地球の特徴及び地球
表層や内部に見られる地学的事象
を理解できない。

評価項目6
地球の大気圏及び水圏での現象が
太陽放射エネルギーを原動力とし
ていることを理解し，わかりやす
く説明できる。

地球の大気圏及び水圏での現象が
太陽放射エネルギーを原動力とし
ていることを理解している。

地球の大気圏及び水圏での現象が
太陽放射エネルギーを原動力とし
ていることを理解していない。

評価項目7
バイオームの概念を学習し，生物
が多様な環境に適応して生活して
いることを理解し，説明すること
ができる。

バイオームの概念を学習し，生物
が多様な環境に適応して生活して
いることを理解している。

バイオームの概念の学習が十分で
はなく，生物が多様な環境に適応
して生活していることを理解して
いない。

評価項目8
生態系の成り立ちとその保全の重
要性について理解し，自分の行動
について考えることができる。

生態系の成り立ちとその保全の重
要性について理解している。

生態系の成り立ちとその保全の重
要性について理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
宇宙や地球の成り立ち，生物とそれを取り巻く地球環境を中心に，自然の事物・現象について理解し，人間と自然との
関わりについて総合的な見方や考え方を養う。ライフサイエンス，アースサイエンス，スペースサイエンスの立場から
，ものづくりに必要となる環境へ配慮する力を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は外国籍教員２名と日本人教員の３名体制で行い，講義や講義に用いる教材等は，できるだけ英語を用い，英語で
科学を学ぶ力を養う。またグループワークにより、英語で議論や発表を行う力を養う。

注意点 毎週出される課題を忘れずに提出すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 宇宙の大きさ 地球，太陽，銀河，宇宙の大きさを理解し説明できる。

2週 ビックバン 宇宙の始まり，膨張する宇宙，光年，宇宙の終わりを理解
し説明できる。

3週 恒星 恒星の誕生，恒星の種類，超新星爆発，静かな死，太陽を
理解し説明できる。

4週 惑星 内太陽系惑星，外太陽系惑星，小惑星，準惑星，彗星を理
解し説明できる。

5週 宇宙には他に何があるのか 天の川銀河，銀河，ブラックホール，宇宙人はいるのかを
理解し説明できる。

6週 宇宙探査 ロケット工学，宇宙探査機，H-IIAロケット，はやぶさ，オ
ポチュニティ，キュリオシティを理解し説明できる。

7週 中間試験

8週 生物の特徴，生物の多様性，生物の共通性と多様性の起源
，生物の特性　

生物の特徴，生物の多様性，生物の共通性と多様性の起源
，生物の特性を理解し説明できる。
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9週 細胞の多様性，細胞の構造にみられる共通性, 葉緑体とミト
コンドリアの進化　　

細胞の多様性，細胞の構造にみられる共通性, 葉緑体とミト
コンドリアの進化を理解し説明できる。

10週 生物とエネルギー 葉緑体とミトコンドリアの中で起こる光合成と呼吸を理解
し, 代謝における酵素の役割を説明できる。　

11週 遺伝のしくみ, 遺伝子の構造とはたらき, 細胞周期, 細胞の
恒常性と生体防御

遺伝現象と遺伝子，DNAの構造と遺伝のしくみ,細胞周期,
細胞の恒常性と生体防御について理解し説明できる。

12週 グループ発表の準備 3人ずつ14グループに分かれて英語を用いた口頭発表の準
備を行う。

13週 グループ発表I グループで準備した内容で英語を用いた口頭発表を行う。
14週 グループ発表 II グループで準備した内容で英語を用いた口頭発表を行う。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 （１）地球科学
　プレートテクトニクス

地球の内部構造，ウェゲナーの大陸移動説，プレートテク
トニクスを理解し説明できる。

2週 　地震 地震発生のしくみ，地震波，震源の決定を理解し説明でき
る。

3週 　火山 火山噴火のしくみ，マグマ，火成岩を理解し説明できる。
4週 （２）地球の大気と海洋 大気の構造，気圧を理解し説明できる。
5週 　大気の運動 地球の熱収支，大気の大循環を理解し説明できる。
6週 　海水の運動 海洋の構造，海面に起こる波を理解し説明できる。
7週 中間試験

8週 植生の遷移とバイオームの形成 植生の移り変わりとバイオームの種類, そこに生きる動植物
を理解し説明できる。

9週 バイオームとその分布 世界の気候とバイオームの関係, 日本のバイオームの垂直分
布と水平分布を理解し説明できる。

10週 生態系 生物的環境，非生物的環境，食物連鎖、食物網, を理解し説
明できる。

11週 生態系のバランス
生物多様性の喪失, 空気、水, 土壌汚染や温暖化現象, 温室
効果、外来生物, 有害物質の生物濃縮について理解し説明で
きる。

12週 ポスター発表の準備 地球温暖化などの問題点, 原因と対策について, 3人ずつ
14グループに分かれてポスター発表の準備を行う。

13週 ポスター発表I グループで準備した内容でポスター発表を行う。
14週 ポスター発表 II グループで準備した内容でポスター発表を行う。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 60 20 20 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 保健
科目基礎情報
科目番号 0005 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：「最新高等保健体育」（大修館書店）、参考書：「図説最新高等保健体育」
担当者 荒井 信成
到達目標
1.現代社会の中で、心身ともに健康的な生活を送るために、私たちは何をすべきかを理解し、説明ができる。
2.生涯を見通した健康生活の設計には、何が大切かを理解し、説明ができる。
3.自然環境を保全するために、私たちがすべきことは何かを理解し、説明ができる。　
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
現代社会の中で、心身ともに健康
的な生活を送るために、私たちは
何をすべきかを理解し、例をあげ
て説明ができる。

現代社会の中で、心身ともに健康
的な生活を送るために、私たちは
何をすべきかを理解し、説明がで
きる。

授業に集中しない又は熱心に取り
組まず、学習内容の理解が不十分
である。

生涯を見通した健康生活の設計に
は、何が大切かを理解し、例をあ
げて説明ができる。

生涯を見通した健康生活の設計に
は、何が大切かを理解し、説明が
できる。

授業に集中しない又は熱心に取り
組まず、学習内容の理解が不十分
である。

自然環境を保全するために、私た
ちがすべきことは何かを理解し、
例をあげて説明ができる。

自然環境を保全するために、私た
ちがすべきことは何かを理解し、
説明ができる。

授業に集中しない又は熱心に取り
組まず、学習内容の理解が不十分
である。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 健康と安全に関する基礎的・体系的な知識を学ぶことにより、現代社会における諸問題を認識し、これらを科学的に思

考し、正しく判断し、個人および集団生活の中で適切に処理できる態度を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義を中心に授業を進める。授業内容を以下の3分野に分け、理解を図る。
（1）現代社会と健康：私たちが暮らす現代社会は、とても豊かになってきたが、生活習慣病、薬物、ストレスなど、健
康にかかわる問題が少なくない。ここでは、現代の健康問題や新しい時代の健康などについて学習する。
（2）生涯を通じる健康：心や体は、年齢を重ねて変化してゆく。社会には病気を治療したり支援したりするしくみや、
健康を保持し増進させるしくみが備わってる。ここでは、年齢とともに出会う健康問題や健康を支える社会のしくみと
その活用の仕方などについて学習する。
（3）社会生活と健康：健康的な社会生活を営むうえで、自然環境や食品、労働などに関する健康問題を学ぶことは、必
要不可欠である。ここでは、環境・食品・労働と健康との関係について学習する。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 1.現代社会と健康
（1）健康の考え方と成り立ち

○健康の考え方が変化していることを説明できる。
○健康を成り立たせている要因をあげることができる。

2週 （2）私たちの健康のすがた ○わが国の健康水準の変化とその背景を説明できる。
○わが国の現在の健康問題をあげることができる。

3週 （3）健康に関する意志決定・行動選択と環境
○健康に関する意志決定・行動選択には何が重要か説明で
きる。
○ヘルスプロモーションの考え方に基づく環境づくりの特
徴を説明できる。

4週 （4）生活習慣病とその予防
○生活習慣病の例をあげ、なぜ生活習慣病と呼ばれるかを
説明できる。
○生活習慣病を予防する方法を2つに分けて説明できる。

5週 （5）食事と健康 ○健康にとっての食事の意味について説明できる。
○健康的な食事のポイントをあげることができる。

6週 （6）運動・休養と健康
○運動が健康に及ぼす影響と、健康によい運動のおこない
方について説明できる。
○健康についての休養の意味と適切な休養のとり方を説明
できる。

7週 （中間試験）

8週 （7）喫煙・飲酒と健康
○喫煙者やその周囲の人に起こる害を説明できる。
○飲酒による健康への短期的影響と長期的影響を説明でき
る。

9週 （8）薬物乱用と健康
○薬物乱用が心身の健康や社会に与える影響について説明
できる。
○薬物乱用防止のための個人や社会環境への対策の例をあ
げることができる。

10週 （9）感染症とその予防
○新たな感染症の問題に関して説明できる。
○感染症の予防対策について、社会と個人に分けて説明で
きる。

11週 （10）性感染症・エイズとその予防
○性感染症とは何かを説明できる。
○性感染症・エイズの予防対策について、個人と社会に分
けて説明できる。

12週 （11）欲求と適応機制
○人間の欲求の種類を説明できる。
○欲求不満に対処するための適応規制の例をあげることが
できる。

13週 （12）ストレスとその対策
○ストレスの心理・社会的要因と物理的要因の例をあげる
ことができる。
○ストレスのさまざまな対処方法の例をあげることができ
る。
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14週 （13）交通事故 ○交通事故の発生する要因を、例をあげて説明できる。
○運転者に必要な資質と責任を説明できる。

15週 （期末試験）

16週 （14）応急手当の意義とその基本、心肺蘇生法
○傷病者を発見したときに、確認・観察するポイントをあ
げることができる。
○心肺蘇生法の手順、胸骨圧迫・人工呼吸・ＡＥＤによる
除細動の原理を説明できる。

後期

1週 （15）日常的な応急手当 ○日常的なけがの応急手当の手順や方法を説明できる。
○熱中症の応急手当の手順や方法を説明できる。

2週 2.生涯を通じる健康
（1）思春期と健康

○思春期における体の変化について説明できる。
○思春期の心の発達にかかわる健康課題が説明できる。

3週 （2）性への関心・欲求と性行動
○性意識の男女差を、具体例をあげて説明できる。
○性情報が性行動の選択に影響を及ぼす例をあげることが
できる。

4週 （3）妊娠・出産と健康
○妊娠・出産の過程における健康課題について説明できる
。
○妊娠・出産期に活用できる母子保健サービスの例をあげ
ることができる。

5週 （4）避妊法と人工妊娠中絶
○家族計画の意義と適切な避妊法について説明できる。
○人工妊娠中絶が女性の心身に及ぼす影響について説明で
きる。

6週 （5）結婚生活と健康
○心身の発達と結婚生活の関係について説明できる。
○結婚生活を健康的に送るために必要な考え方や行動をあ
げることができる。

7週 （中間試験）

8週 （6）中高年期と健康
○年をとることにともなう心身の変化には、どのようなも
のがあるか説明できる。
○中高年期を健やかに過ごすための社会的な取り組みにつ
いて説明できる。

9週 （7）医薬品とその活用
○医薬品の正しい使用方法について説明できる。
○医薬品の安全性を守る取り組みについて例をあげて説明
できる。

10週 （8）医療サービス・保健サービスとその活用
○医療機関の役割・保健行政の役割について例をあげて説
明できる。
○医療サービス・保健サービスの活用の例をあげることが
せきる。

11週 3.社会生活と健康
（1）大気汚染と健康

○大気汚染の原因とその健康影響を説明できる。
○地球規模の環境問題について、例をあげて説明できる。

12週 （2）水質汚濁、土壌汚染と健康 ○水質汚濁の原因とその健康影響を説明できる。
○土壌汚染の原因とその健康影響を説明できる。

13週 （3）環境汚染を防ぐ取り組み
○こんにちの環境汚染の特徴について説明できる。
○環境汚染を防ぐためのさまざまな取り組みについて例を
あげて説明できる。

14週 （4）食品の安全を守る活動
○行政や生産・製造者による食品の安全のための対策につ
いて、例をあげて説明できる。
○食品の安全のため、私たち消費者が行うべきことを例を
あげて説明できる。

15週 （期末試験）

16週 （5）働くことと健康
○働く人の健康問題が、どのように変化してきたかを説明
できる。
○労働災害の防ぎ方について説明できる。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 体育実技Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0006 科目区分 一般 必修
授業の形式 実技 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 「最新高等保健体育」（大修館書店）
担当者 森 信二,安藤 邦彬,添田 孝幸
到達目標
1.各種の運動に自主的に取り組み、基本的な技術を習得し、ゲームに応用しながら、運動に親しむことができる。
2.健康の保持増進のために、各自の体力に応じた十分な運動量を確保することができる。
3.オリエンテーションで確認した授業に臨むうえでのルールを守り、安全に留意して、協力しながら熱心に各種の運動に取り組むことができる
。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

ルールに従って授業に積極的に取
り組み、運動量も多い。また運動
技能の習得に積極的である。

ルールに従って、安全に留意しな
がら集中して熱心に授業に取り組
む。

ルールを理解せず、競技に適した
準備ができていないことが多い。
授業に集中しない又は技能の習得
に熱心に取り組まない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め、運動の楽しさを深め、同時に、心身の健全な発達を図る。また

、公正・協力・責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

授業の進め方と授業内
容・方法

前後期に各2種目の運動について、基本的な技術を習得し、それをゲームに応用できるようにする。成績の評価は、運動
量および運動技能の評価で行う。欠席や見学が重なるときには減点をする。また、次に該当するような授業態度（熱心
に取り組まない、指示に従わない、授業におけるルールを守らない、他人に迷惑をかける、集団行動を乱す等）も程度
によっては減点とする。

注意点
・健康管理に留意して、授業に参加すること。
・安全に注意し、集中して積極的に授業に取り組むこと。
・評価について理解すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

柔道の成り立ちを知ることができる。
礼法、基本動作、後受身、横受身ができる。　　　　　　
　　　　　
ウォーミングアップの方法を知る。
オーバーハンドパスができる。アンダーハンドパスができ
る。

2週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

礼法、基本動作、後受身、横受身ができる。　　　　　　
　　　　　　　　　　
オーバーハンドパス・アンダーハンドパスができる。サー
ビスができる。

3週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

礼法、基本動作、後受身、横受身ができる。　　　　　　
　　　　　　　　　　
オーバーハンドパス・アンダーハンドパスができる。サー
ビスができる。サーブレシーブができる。

4週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

礼法、基本動作、後受身、横受身ができる。投げ技の打込
み練習ができる。　
パスができる。サーブレシーブができる。パスをなるべく
つなげながらゲームができる。

5週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。投げ技の打込み練習ができる。
抑え技の練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。パスをなるべく
つなげながらゲームができる。

6週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。投げ技の打込み練習ができる。
抑え技の練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。パスをなるべく
つなげながらゲームができる。

7週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。投げ技の打込み練習ができる。
抑え技の練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

8週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

9週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

10週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

11週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。
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12週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

13週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

14週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

基本動作、受身ができる。抑え技の自由練習ができる。投
げ技の約束練習ができる。
パスができる。サーブレシーブができる。ルールを理解し
て協力しながらゲームができる。

15週 （期末試験） 実施しない

16週 種目選択 校内体育大会に向けて、自分の出場する種目の練習ができ
る。

後期

1週 種目選択 校内体育大会に向けて、自分の出場する種目の練習ができ
る。

2週 種目選択 校内体育大会に向けて、自分の出場する種目の練習ができ
る。

3週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ウォーミングアップの方法を知る。
試合方法（得点の入り方、サーブの仕方等）について知る
ことができる。

4週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ボールの打ち方、ストロークができる。
シャトルの打ち方、サービスができる。

5週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

サーブができる。ストロークができる。
サービスができる。ストロークができる。

6週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

7週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

8週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

9週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

10週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

11週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

12週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

13週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、協力しながらダブルスのゲームができる
。

14週 選択科目
15週 （期末試験） 実施しない
16週 選択科目

評価割合
実技 態度等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0007 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 4

教科書/教材 ACTIVE Skills for Reading INTRO（Cengage），総合英語EMPOWER Mastery COURSE（桐原書店），データベース
4500完全英単語・熟語（桐原書店），ウィズダム英和辞典（三省堂）

担当者 大川 裕也,大津 麻紀子
到達目標
・初級レベルの説明文や物語の英文を読む、または聞くことを通して内容を理解することができる。
・基礎的な文法事項を理解し、活用または運用することができる。
・英語でコミュニケーションを図るために必要となる基礎的な語彙を理解し、活用または運用することができる。
・既習の文法事項や語彙を用いて、自分自身を含む身の回りのさまざまな事柄を英語で表現することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
基礎的な文法事項や構文を正確に
理解し、十分に活用または運用す
ることができる。

基礎的な文法事項や構文をおおむ
ね理解し、活用または運用するこ
とができる。

基礎的な文法事項や構文を理解せ
ず、活用または運用することがほ
とんどできない。

日常でよく使われる基礎的な語彙
を正確に理解し、適切に活用また
は運用することができる。

日常でよく使われる基礎的な語彙
をおおむね理解し、活用または運
用することができる。

日常でよく使われる基礎的な語彙
を理解できず、ほとんど運用でき
ない。

身の回りのさまざまな場面で、自
分の意思を英語で正確に表現する
ことができる。

身の回りのさまざまな場面で、自
分の意思を英語である程度表現す
ることができる。

身の回りのさまざまな場面で、自
分の意思を英語で表現することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要

・英語を媒体として、さまざまな情報や考えを的確に理解し、適切に伝えることを学ぶ。
・基礎的かつ基本的な語彙や文法事項を習得し、それらを用いて自分や身近なことについて英語で積極的に表現する能
力を養う。
・英語で「読む」「聞く」「話す」「書く」ための技能（４技能）を向上させるとともに、英語でコミュニケーション
を図るために必要な知識を習得する。

授業の進め方と授業内
容・方法

・教科書や補助教材を用いて基礎的かつ基本的な語彙や文法事項について学習する。
・教科書や補助教材に付属している実践問題に取り組むことで学習内容の定着を確認する。
・教科書の音読、ペア・ワーク、グループワークなどの活動を取り入れ、英語の運用能力を向上させる。

注意点
・授業中に提示された課題を提出しない場合は、減点や不合格の対象となるので注意すること。
・間違いを恐れず、積極的に英語を使うこと。
・積極的に教員へ質問し、事前学習および復習を自発的に行うこと。
・外国語の習得には、積極的に反復及び復習する努力とそのための時間が必要であることを理解すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
オリエンテーション　シラバス配布、
授業で使用する持ち物の確認
【ACTIVE】Unit 1  Living Online
【EMPOWER】Unit 1  文の構造

１年間の授業の進め方を理解する。
辞書の使い方を理解する。
新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

2週 【ACTIVE】Unit 1  Living Online
【EMPOWER】Unit 1  文の構造 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

3週 【ACTIVE】Unit 1  Living Online
【EMPOWER】Unit 1  文の構造 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

4週 【ACTIVE】Unit 1  Living Online
【EMPOWER】Unit 1  文の構造 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

5週 【ACTIVE】Unit 2  Study and Education【EMPOWER】
Unit 2  時制 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

6週 【ACTIVE】Unit 2  Study and Education
【EMPOWER】Unit 2  時制 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

7週 中間試験

8週
試験返却・解答・解説
【ACTIVE】Unit 2  Study and Education
【EMPOWER】Unit 2  時制

不正解の箇所の確認及び復習
新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。
文法と語彙の習得

9週 【ACTIVE】Unit 2  Study and Education
【EMPOWER】Unit 2  時制 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

10週 【ACTIVE】Unit 3  Work Choices
【EMPOWER】Unit 2  時制 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

11週 【ACTIVE】Unit 3  Work Choices【EMPOWER】Unit 3
完了形 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

12週 【ACTIVE】Unit 3  Work Choices【EMPOWER】Unit 3
完了形 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

13週 【ACTIVE】Unit 3  Work Choices【EMPOWER】Unit 3
完了形 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

14週 【ACTIVE】前期の復習
【EMPOWER】Unit 3  完了形 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

15週 期末試験
16週 試験返却・解答・解説 不正解の箇所の確認及び復習
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後期

1週 【ACTIVE】Unit 4  The World of Sports【EMPOWER】
Unit 4  助動詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

2週 【ACTIVE】Unit 4  The World of Sports【EMPOWER】
Unit 4  助動詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

3週 【ACTIVE】Unit 4  The World of Sports【EMPOWER】
Unit 4  助動詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

4週 【ACTIVE】Unit 4  The World of Sports【EMPOWER】
Unit 5  受動態 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

5週 【ACTIVE】Unit 5  Travel
【EMPOWER】Unit 5  受動態 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

6週 【ACTIVE】Unit 5  Travel
【EMPOWER】Unit 5  受動態 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

7週 中間試験

8週 【ACTIVE】Unit 5  Travel
【EMPOWER】Unit 6  不定詞

不正解の箇所の確認及び復習
新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

9週 【ACTIVE】Unit 5  Travel
【EMPOWER】Unit 6  不定詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

10週 【ACTIVE】Unit 6  Comparing Cultures
【EMPOWER】Unit 6  不定詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

11週
【ACTIVE】Unit 6  Comparing Cultures
【EMPOWER】Unit 6  不定詞
EMPOWER

新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

12週 【ACTIVE】Unit 6  Comparing Cultures
【EMPOWER】Unit 7  動名詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

13週 【ACTIVE】Unit 6  Comparing Cultures
【EMPOWER】Unit 7  動名詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

14週 【ACTIVE】後期の復習
【EMPOWER】Unit 7  動名詞 新出の語彙と文法事項を理解し、４技能の向上を目指す。

15週 期末試験
16週 試験返却・解答・解説 不正解の箇所の確認及び復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題等　 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 Oral Communication
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 一般 必修
授業の形式 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 Firsthand Success :Longman,  English/Japanese - Japanese/English dictionary is strongly recommended
担当者 アーメンド マイケル,フィダルゴ ジーナ
到達目標
The course objective is to help the students acquire a higher vocabulary, become more confident speaking/listening to English, gain
English fluency, as well as raise motivation and lower anxiety in intercultuaral settings.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

英語のリスニングが十分できる 英語のリスニングがだいぶできる 英語のリスニングがほとんどでき
ない

英語の初歩的な会話が十分できる 英語の初歩的な会話がだいぶでき
る

英語の初歩的な会話がほとんどで
きない

英語についての理解がかなり深ま
った

英語についての理解が少し深まっ
た

英語についての理解がまったく深
まらなかった

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等
概要 The course is designed to improve oral/aural abilities, and to expand vocabulary through pair, group, and

speaking activities.
授業の進め方と授業内
容・方法

担当教員は英語のネイティブスピーカーであり、授業は主に英語で進めます。英会話の基礎力を身につける授業であり
、授業への積極的な参加、ペアやグループによる会話練習を行います。

注意点
Speaking a foreign language is a great challenge, but leaning a foreign language can be enjoyable. It is
important for us to be a team working together, learning together, and having fun together. As the world
becomes smaller, the opportunities and need for English become larger. I hope that your English class will be
a valuable experience for your future.

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 Introductions Teacher and course introduction
2週 Welcome to English Firsthand Understanding/using clarification language
3週 Preview/Listening:Hobbies/Interests/Free time Introductions
4週 Conversation/Duet Talking about and giving personal information
5週 Language Check/Ensemble/Solo Yes/No quesions and common names
6週 Clothing/Fashion Introductions Vocabulary building
7週 (Mid term)
8週 Preview Describing clothing, talking about fashion
9週 Listening/Conversation Learning adjectives and adjective order
10週 Language Check/Ensemble/Solo Adjective order. favorite clothes, modeling
11週 Preview Talking about healthy and unhealthy actions
12週 Listening Giving advice, imperatives for advice
13週 Summer Vacation Talking about summer vacation plans
14週 Exam A Oral/Written Examination:Part 1
15週 Exam B Oral/Written Examination:Part 2
16週 (First Semester Final Exam)

後期

1週 Conversation/Duet Trying something new/Talking about ways to be
happy

2週 Language Check Imperatives for advice
3週 Ensemble Do you want to be happy and healthy?
4週 Solo What makes people/you happy?
5週 Preview Learning direction words, following directions
6週 Listening Propositions of location
7週 Conversation Places in your city/town
8週 (Mid Term)
9週 Language Check Understanding directions
10週 Ensemble Talking about your city/town
11週 Solo Where would you like to live?
12週 Preview What’s your dream?
13週 Listening The future: be going to/will/might
14週 Exam A Oral/Written Examination:Part 1
15週 Exam B Oral/Written Examination:Part 2
16週 (Final Exam)

評価割合
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試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 35 35 0 30 0 0 100
基礎的能力 35 35 0 30 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 芸術
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 一般 必修
授業の形式 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 前期（美術）：なし　後期（音楽）：山本文茂他「新高校の音楽Ⅰ」「音楽之友社」
担当者 田盛 早苗,与那覇 大智
到達目標
１．自己の表現能力を高める　
２．自分らしい表現を発見し、作品の中に活用する
３．完成した作品の中に現れた 自己を再認識する
４．歌唱―様々な曲の歌唱を通して歌う楽しさを味わい、発声の基本を身につけ合唱の基本を学ぶ
５．器楽―リコーダー、ギター、ハンドベル、ピアノ等の楽器に親しみアンサンブル活動をする
６．鑑賞―西洋音楽、日本の伝統音楽、民族音楽の鑑賞を通して音楽的視野を広げる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
自己表現力を高め、自分らしい表
現を作品の中に十分に表現するこ
とができる。

自己表現力を高め、自分らしい表
現を作品の中に表現することがで
きる。

自己表現力を高め、自分らしい表
現を作品の中に表現することがで
きない。

評価項目２ 優れた作品を完成させて、期限内
に提出することができる。

作品を完成させて、期限内に提出
することができる。

作品を完成させて、期限内に提出
することができない。

評価項目３ 発声、合唱の基本を身につけ、十
分に実践することができる。

発声、合唱の基本を身につけ、実
践することができる。

発声、合唱の基本を身につけ、実
践することができない。

評価項目４
グループで協力して、演奏技術を
身につけ優れた演奏をすることが
できる。

グループで協力して、演奏技術を
身につけ演奏をすることができる
。

グループで協力して、演奏技術を
身につけ演奏をすることができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 美術や音楽の諸活動を通して創造的な表現の能力を伸ばし、鑑賞の能力を高めるとともに、芸術に対する豊かな感性と

芸術を愛好する心情を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

前期は美術（与那覇）、後期は音楽（田盛）をおこなう。
必要に応じてプリントした楽譜を配布する（後期：音楽）。
グループ活動では、合唱、器楽アンサンブル、軽音楽等好きなジャンルの音楽を楽しんでもらう（後期：音楽）。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 イントロダクション 自己紹介、美術の授業の進め方等について説明
2週 手を描く(1) 自分の手を描く（素描）
3週 手を描く(2) 自分の手を描く（素描2）
4週 身近なものを描く(1) 文具・靴などを任意に選んで描く（素描）
5週 身近なものを描く(2) 絵具の特性に留意して制作する（着彩）
6週 身近なものを描く(3) 　　　　　〃　　　　　　　　（着彩2）
7週 （中間試験）
8週 身近なものを描く(4) 　　　　　〃　　　　　　　　（着彩・仕上げ）
9週 想像による絵画(1) 現実にとらわれない絵画を描く（導入・構想）
10週 想像による絵画(2) アイデアスケッチ
11週 想像による絵画(3) 下書き（1）
12週 想像による絵画(4) 下書き（2）
13週 想像による絵画(5) 本画制作（着彩）
14週 想像による絵画(6) 本画制作（着彩2）
15週 （期末試験）
16週 想像による絵画(7) 本画制作（着彩・仕上げ）

後期

1週 みんなで歌おう カントリーミュージック、日本のポピュラーソングを楽し
む

2週 　　〃 　　　　　〃
3週 歌曲の世界 発声法を身につける
4週 　　〃 日本の歌、イタリアの歌、ドイツリートに親しむ
5週 　　〃 言語で歌う、発声に注意する
6週 合唱曲 男性４部、混声４部合唱
7週 （中間試験）
8週 合唱の楽しみ 男性４部、混声４部合唱
9週 オペラ、ミュージカル 鑑賞、原語で歌う
10週 映画音楽 　　　　　〃
11週 ワールドミュージック 世界の音楽を楽しむ、言語で歌う
12週 　　〃 　　　　　〃
13週 グループ活動発表 グループ活動した曲を発表、皆で鑑賞
14週 西洋音楽 歴史を知り鑑賞
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15週 （期末試験）
16週 日本音楽 鑑賞し歌ってみる

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 0 100 100
基礎的能力 0 100 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 国際創造工学基礎
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材

担当者
鯉渕 弘資,柴田 裕一,冨永 学,池田 耕,澁澤 健二,小野寺 礼尚,飛田 敏光,荒川 臣司,岡本 修,平澤 順治,小沼 弘幸,長洲 正浩
,山口 一弘,成 慶珉,三宅 晶子,中屋敷 進,村田 和英,蓬莱 尚幸,市毛 勝正,弘畑 和秀,滝沢 陽三,松崎 周一,小飼 敬,丸山 智
章,鈴木 康司,佐藤 稔,石村 豊穂

到達目標
１．主専攻系（専門分野）の学習内容の概要を説明できる。
２．主専攻系が育成するエンジニア像を説明できる。
３．科学技術の歴史的背景をとおして科学者や技術者が果たしてきた役割を理解することで、技術者の責任や重要性を学ぶ。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 各主専攻系の学習内容の概要を分
かりやすく説明できる。

各主専攻系の学習内容の概要を説
明できる。

各主専攻系の学習内容の概要を説
明できない。

評価項目2 各主専攻系の育成する技術者像を
分かりやすく説明できる。

各主専攻系の育成する技術者像を
説明できる。

各主専攻系の育成する技術者像を
説明できない。

評価項目3
科学技術史を学ぶことで、技術者
の役割や責任等を説明し、これか
ら科学技術がどうあるべきかを議
論できる。

科学技術史を学ぶことで、技術者
の役割や責任等を説明できる。

技術者の役割や責任等を説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
工学の理念を説明すると共に、キャリアデザインの重要性を説明する。
講義や実験等をとおして、主専攻（機械・制御系、電気・電子系、情報系、化学・生物・環境系）の学習内容の概要や
各主専攻系が育成するエンジニア像などを説明する。また、科学技術の歴史的背景をとおして科学者や技術者が果たし
てきた役割を理解することで、技術者の責任や重要性を説明する。

授業の進め方と授業内
容・方法

　キャリアデザインに関わる授業が４週分ある。
　機械・制御系、電気・電子系、情報系、化学・生物環境系の４つの主専攻系に関する授業が年間を通してローテーシ
ョンで行われる。授業は、板書や電子プレゼンテーションによって行われる座学や演示実験など多様である。この科目
は2学年進級時に主専攻系を志望する際に、判断材料となる情報を提供している。疑問な点は質問してほしい。すべての
主専攻系の内容を理解した上で、1つだけでなく複数の専門分野に興味を持ってもらいたい。定期試験は実施せず、提出
されたレポートで評価する。レポートは指定された期日までに確実に提出すること。

注意点
授業によっては、PCや方眼用紙などを持参しなければならない場合がある。
下記に示す授業計画に示す内容は、クラスによってスケジュールが異なる。そのスケジュールは第1週目のガイダンスの
時に配付する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス この講義の概要説明、授業担当者の紹介等
2週 キャリアデザイン（１） 工学の理念を理解し、将来のキャリアデザインに活かせる
3週 キャリアデザイン（２） キャリアデザインの重要性を説明できる。
4週 キャリアデザイン（３） キャリアデザインの重要性を説明できる。
5週 キャリアデザイン（４） キャリアデザインの重要性を説明できる。

6週 各系の授業・実験等（１）
各系の授業・実験等（１）～(24)では、実験や授業をとお
して、各主専攻で学ぶ内容や卒業後のエンジニア像等が説
明されます。それらを説明できると共に、科学技術者がも
つ責任等についても説明できること。

7週 各系の授業・実験等（２）
8週 各系の授業・実験等（３）
9週 各系の授業・実験等（４）
10週 各系の授業・実験等（５）
11週 各系の授業・実験等（６）
12週 各系の授業・実験等（７）
13週 各系の授業・実験等（８）
14週 各系の授業・実験等（９）
15週 各系の授業・実験等（10）
16週

後期

1週 各系の授業・実験等（11）
2週 各系の授業・実験等（12）
3週 各系の授業・実験等（13）
4週 各系の授業・実験等（14）
5週 各系の授業・実験等（15）
6週 各系の授業・実験等（16）
7週 各系の授業・実験等（17）
8週 各系の授業・実験等（18）
9週 各系の授業・実験等（19）
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10週 各系の授業・実験等（20）
11週 各系の授業・実験等（21）
12週 各系の授業・実験等（22）
13週 各系の授業・実験等（23）
14週 各系の授業・実験等（24）

15週 まとめ 各系の最終説明、主専攻系・副専攻系の配属に関して説明
します。

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ
オ その他 レポート 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 100 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報リテラシー
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　共通1年 対象学生 1
開設期 前期 週時限数 2

教科書/教材 教科書：岡本敏雄他「情報の科学」（実教出版）、岡本敏雄他「高校社会と情報」（実教出版）、必要に応じてプリン
トを配布する

担当者 松崎 周一,小飼 敬
到達目標
１．情報を収集, 処理, 発信するためのコンピュータハードウェアとソフトウェアに関する基礎知識を理解し説明できる。
２．インターネットの仕組みと利用方法ならびに情報社会における脅威とその対策について理解し説明できる。
３．データ構造とアルゴリズムに関する基礎知識を理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

情報を収集, 処理, 発信するための
コンピュータハードウェアとソフ
トウェアに関する基礎知識を理解
し説明できると共に、実際のコン
ピュータでこれらの基礎知識を活
用できる。

情報を収集, 処理, 発信するための
コンピュータハードウェアとソフ
トウェアに関する基礎知識を理解
し説明できる。

情報を収集, 処理, 発信するための
コンピュータハードウェアとソフ
トウェアに関する基礎知識を説明
できない。

評価項目2

インターネットの仕組みと利用方
法ならびに情報社会における脅威
とその対策について理解し説明で
きると共に、インターネットを活
用でき、かつ、情報社会における
脅威とその対策に配慮した情報の
保護ができる。

インターネットの仕組みと利用方
法ならびに情報社会における脅威
とその対策について理解し説明で
きる。

インターネットの仕組みと利用方
法ならびに情報社会における脅威
とその対策について説明でない。

評価項目3
データ構造とアルゴリズムに関す
る基礎知識を理解し説明できると
共に、特定の課題に対して適用で
きる。

データ構造とアルゴリズムに関す
る基礎知識を理解し説明できる。

データ構造とアルゴリズムに関す
る基礎知識を説明でない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 演習を通して、メールやインターネット利用のための情報リテラシー、コンピュータハードウェアとソフトウェアの基

礎および代表的なアルゴリズムの知識を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

パソコンやインターネットを目的に応じて適切に使えるようになることは、これからの工学分野を学んでいく上で非常
に重要です。講義・演習を通して学んだことは、今後も必要なときに見られるようノートにまとめておいてください。
プログラムなどの演習は、あとで自分でもう一度つくってみたり、工夫して少し違うものをつくってみるとより理解が
深まります。

注意点 この授業では、自分のコンピュータを毎回使用します。忘れずに持ってきて下さい。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 演習の目的、演習室の紹介

2週 演習室の利用 校内演習室と計算機の利用方法および利用マナー、文書作
成ソフトの導入

3週 電子メールの利用 電子メールの利用方法、電子メールによる情報伝達システ
ムの仕組み

4週 情報社会 著作権、個人情報とプライバシー保護
5週 インターネット（１） インターネットの仕組み

6週 インターネット（２） インターネットのサービス、インターネットを用いた犯罪
例と対処

7週 表計算ソフト 表計算ソフトの導入と使い方
8週 情報セキュリティ 情報セキュリティの必要性
9週 情報とコンピュータ（１） 論理演算、進数変換
10週 情報とコンピュータ（２） ハードウェアとソフトウェア
11週 アルゴリズムとプログラム（１） 表計算ソフトを用いたコンピュータにおける初歩的な演算
12週 アルゴリズムとプログラム（２） フローチャートの考え方と書き方
13週 アルゴリズムとプログラム（３） データの型とデータ構造
14週 アルゴリズムとプログラム（４） 基本的な数値計算のアルゴリズム
15週 文書作成ソフト 文書作成ソフトでのレポート作成
16週 総復習 全体のまとめ．学生からの質問に答える

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 50 50
専門的能力 0 0 0 0 0 20 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 30 30

1 － 31





第 ２ 学 年 





茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 国語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0003 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通２年　　　　　　　    対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：新 高等学校現代文B （明治書院）、新 高等学校古典B（明治書院）　　参考書：カラー版新国語便覧（第一学
習社）

担当者 平本 留理,加藤 文彬
到達目標
・基礎的な国語力、教養としての国語力を身につけるとともに、思考力を伸ばす。
・人間の生き方、他者との関係性について、理解し判断できる力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
基礎的な国語力、教養としての国
語力を十分に身につけ、思考力を
十分に伸長させた。

基礎的な国語力、教養としての国
語力を身につけ、思考力を伸長さ
せた。

基礎的な国語力、教養としての国
語力を身につけず、思考力の伸長
に努めていない。

人間の生き方、他者との関係性に
ついて、深く理解し適切に判断で
きる力を身につけた。

人間の生き方、他者との関係性に
ついて、理解し判断できる力を身
につける。

人間の生き方、他者との関係性に
ついて、理解しようとせず、自ら
判断しようとしない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要
現代文、古典の総合的な学習を通して、基礎的な国語力、幅広い教養を身につけさせるとともに、思考力の伸長を図る
。人間の生き方や人間相互の関係性（己についての理解、他者に対する共感や尊敬など）について理解し、判断できる
能力を身につける。また、共同生活に伴う協調性の涵養をめざし、意思疎通する力を高める。

授業の進め方と授業内
容・方法 講義形式であるが、学生に意見を求めながら進めたり、グループワークなどを取り入れたりしながら進めていく。

注意点 現代文、古典問わず、予習の際には、下読みをし、必要に応じて辞書などに当たっておくことが望まれる。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 （随想）月あかり雪あかり花あかり 四季の移ろいや自然に対する筆者のものの見方、考え方を
読みとる。

2週 （随想）月あかり雪あかり花あかり 四季の移ろいや自然に対する筆者のものの見方、考え方を
読みとる。

3週 （随想）月あかり雪あかり花あかり 四季の移ろいや自然に対する筆者のものの見方、考え方を
読みとる。

4週 （説話）安養の尼の小袖 中世説話文学を読み、それぞれの説話集の編者の、登場人
物に対する評価について考える。

5週 （説話）安養の尼の小袖 中世説話文学を読み、それぞれの説話集の編者の、登場人
物に対する評価について考える。

6週 （説話）安養の尼の小袖 中世説話文学を読み、それぞれの説話集の編者の、登場人
物に対する評価について考える。

7週 中間試験
8週 （短歌）実作 自らの想いを韻文の形で表現する。

9週 （短歌）風が来てささやくやうに
近現代の韻文を鑑賞し、その韻律を味わうとともに、その
中に詠われた日本人の自然観、美意識について考えを深め
る

10週 （短歌）風が来てささやくやうに
近現代の韻文を鑑賞し、その韻律を味わうとともに、その
中に詠われた日本人の自然観、美意識について考えを深め
る

11週 （故事・逸話）推敲、他 なじみ深い故事成語の典拠を原文で読み、その成り立ちを
理解する。

12週 （故事・逸話）推敲、他 なじみ深い故事成語の典拠を原文で読み、その成り立ちを
理解する。

13週 （小説）夜中の汽笛について・あるいは物語の効用につい
て

短い小説を読み、表現の特色をとらえるとともに、登場人
物の心理を読み取る。

14週 （小説）夜中の汽笛について・あるいは物語の効用につい
て

短い小説を読み、表現の特色をとらえるとともに、登場人
物の心理を読み取る。

15週 期末試験
16週 総復習 前期授業内容について振り返る。

後期

1週 （随筆）方丈記　ゆく川の流れ 名文と言われる「方丈記」の冒頭部分を音読し、リズムを
確認するとともに、中世日本人の人間観を理解する。

2週 （随筆）方丈記　ゆく川の流れ 名文と言われる「方丈記」の冒頭部分を音読し、リズムを
確認するとともに、中世日本人の人間観を理解する。

3週 （小説）山月記 主人公の立場、状況を把握し、この小説が読者にどのよう
なことを語りかけているか、考えを深める。

4週 （小説）山月記 主人公の立場、状況を把握し、この小説が読者にどのよう
なことを語りかけているか、考えを深める。

5週 （小説）山月記 主人公の立場、状況を把握し、この小説が読者にどのよう
なことを語りかけているか、考えを深める。
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6週 （小説）山月記 主人公の立場、状況を把握し、この小説が読者にどのよう
なことを語りかけているか、考えを深める。

7週 中間試験

8週 （実用的な文章）報道文、判決文 実用的な文章に触れ、それぞれの文章がどのような特徴を
持っているのかを理解する。

9週 （評論）「間」の感覚 日本人の美意識や倫理観、さらに日本文化に対する筆者の
考えを読み取る。

10週 （評論）「間」の感覚 日本人の美意識や倫理観、さらに日本文化に対する筆者の
考えを読み取る。

11週 （評論）「間」の感覚 日本人の美意識や倫理観、さらに日本文化に対する筆者の
考えを読み取る。

12週 （詩）竹里館 当代の詩の数編に触れ、表現の奥深さを知るとともに、微
細に表現される人間観を読み取る。

13週 （詩）竹里館 当代の詩の数編に触れ、表現の奥深さを知るとともに、微
細に表現される人間観を読み取る。

14週 （詩）竹里館 当代の詩の数編に触れ、表現の奥深さを知るとともに、微
細に表現される人間観を読み取る。

15週 期末試験

16週 総復習 後期授業内容について振り返るとともに、1年間の授業内容
について振り返る。

評価割合
試験 提出物・発表等 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 90 10 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 日本史
科目基礎情報
科目番号 0004 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期 2
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　共通２年　　　　　　　   対象学生
通年 週時限数
鳥海靖他「現代の日本史」
並木 克央

到達目標
１. 日本史における基本的な歴史事象を理解する。
２. 日本の個々の時代がどのような時代であったかを理解する。
３.世界史と比較して日本史の特殊性・共通性を理解する。世界史と比較して日本史の特殊性・共通性を理解する。
４.日本における現代の諸問題がどのような歴史的経緯によってもたらされたのかを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 日本史における基本的な歴史j事象
を理解し、説明ができる。

日本史における基本的な歴史j事象
を理解できる。

日本史における基本的な歴史j事象
を理解できない。

評価項目2
日本の個々の時代がどのような時
代であったかを理解し説明ができ
る。

日本の個々の時代がどのような時
代であったかを理解できる。

日本の個々の時代がどのような時
代であったかを理解できない。

評価項目３
世界史と比較して日本史の特殊性
・共通性を理解し、説明ができる
。

世界史と比較して日本史の特殊性
・共通性を理解できる。

世界史と比較して日本史の特殊性
・共通性を理解できない。

評価項目４
日本における現代の諸問題がどの
ような歴史的経緯によってもたら
されたのかを理解し、説明ができ
る。

日本における現代の諸問題がどの
ような歴史的経緯によってもたら
されたのかを理解できる。

日本における現代の諸問題がどの
ような歴史的経緯によってもたら
されたのかを理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要
歴史の基本的知識を会得し、現代社会の一員として、われわれが当面する諸問題や課題を歴史の発展のなかで正しく捉
え、判断する能力を養う。おもに日本史を扱い、現代の日本社会が如何に
形成され、どのように規定されているかを考えてみる。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は講義形式でおこなう。何度かプリントを配布し、理解度を確認する。

注意点 分野によっては教科書で簡単にしか触れられていないことも学習するのでノートは確実に取ること。年号等を丸暗記す
るのではなく、時代背景を重要視してほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 世界史と日本史の時代区分 世界史と日本史の時代区分の共通性と違いを理解する。
2週 原始時代の日本列島（概要） 日本列島の原始時代の特殊性を理解する

3週 古代の日本１（概要） 日本古代の概要を理解する。

4週 古代の日本２（概要） 日本古代の概要を理解する。
5週 中世の日本１（概要） 日本中世の概要を理解する。
6週 中世の日本２ 日本中世の概要を理解する。
7週 中間試験
8週 近世（江戸時代）の原理 兵農分離制、石高制、鎖国制、幕藩制の概要を理解する。
9週 近世的土地制度の成立 検地とその政策基調について理解する。
10週 近世の村と農民 農民の暮らしと村の仕組みについて理解する。
11週 鎖国と流通 鎖国がどのように日本の歴史を規定したかを理解する。
12週 都市と商業・手工業 都市の構造と生産・流通活動について理解する。
13週 農村構造の変化と地主制 農民層の分解と地主制の成立について理解する。
14週 幕藩体制の動揺と改革 享保改革・田沼政治・寛政改革の性格について理解する。
15週 期末試験
16週 総まとめ

後期

1週 天保改革とその性格 天保改革の歴史的性格を理解する。
2週 開国とその影響 開国をめぐる情勢と、開国後の経済的変化を理解する。
3週 幕末の動乱と世直し 幕末の政治情勢と民衆の運動を理解する。
4週 明治維新の意味 明治維新の世界史的な位置づけについて理解する
5週 近代化の諸政策１ 版籍奉還や廃藩置県、秩禄所分などについて理解する。
6週 近代化の諸政策２ 殖産興業について理解する。
7週 中間試験
8週 地租改正のと地主－小作関係 地租改正と意義と地主制の拡大について理解する。
9週 文明開化 西洋文化の導入と影響について理解する。
10週 自由民権と国会開設 自由民権運動と国会開設をめぐる情勢を理解する。

11週 憲法制定と議会 大日本帝国憲法の特色と議会の在りようについて理解する
。
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12週 条約改正と日清・日露戦争 不平等条約改正とアジアをめぐる国際情勢について理解す
る。

13週 日露戦争後の国際関係と日本 日本による韓国併合などを理解する。
14週 産業革命と資本主義の発達 日本の産業革命の特色を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 ９０ １０ 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 代数・幾何
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　共通２年　　　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書： 高専の数学教材研究会 編　｢高専テキストシリーズ　線形代数｣（森北出版）  問題集：日本数学教育学会 高専
・大学部会 TAMS編 「線形代数」（電気書院）

担当者 五十嵐 浩,今田 充洋,山本 茂樹,元結 信幸
到達目標
１. 平面および空間ベクトルについての基本的な取扱いに習熟する。
２. 行列の概念を理解し、行列の計算に習熟する。
３..行列式の概念を理解し、行列式の計算に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
平面および空間ベクトルについて
理解し、図形等に応用することが
できる。

平面および空間ベクトルについて
、基本的な計算ができる。

平面および空間ベクトルについて
、基本的な計算ができない。

評価項目2
行列の概念を理解し、行列を連立
方程式の問題などに応用すること
ができる。

行列の概念を理解し、行列の基本
的な計算ができる。

行列の概念を理解し、行列の基本
的な計算ができない。

評価項目3
行列式の概念を理解し、行列式を
逆行列の計算や図形の問題に応用
することができる。

行列式の概念を理解し、行列式の
基本的な計算ができる。

行列式の概念を理解し、行列式の
基本的な計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 微分積分と共に、理工系必須の基礎教養である線形代数の基本的な考え方を学ぶ。平面および空間ベクトルについての

基本事項、行列についての基本事項に習熟する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 予習、復習を行い、出来るだけ多くの問題演習をすること。分からない点は授業中またはオフィスアワーを積極的に活
用して質問するなど、自主性をもって臨んでほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ベクトルとその演算（１） ベクトルの定義を理解し、ベクトルの大きさ、ベクトルと
実数倍が計算できる。

2週 ベクトルとその演算（２） ベクトルの和と差が計算できる。
ベクトルの演算の基本法則を理解する。

3週 点の位置ベクトル 点の位置ベクトルを理解し、内分点の位置ベクトルが計算
できる。

4週 座標と距離 座標平面上の2点間の距離、座標空間の2点間の距離が計算
できる。

5週 ベクトルの成分表示と大きさ
平面ベクトルおよび空間ベクトルの成分表示を理解し、成
分表示でベクトルの和・差、 実数倍、ベクトルの大きさを
計算できる。
ベクトルの平行条件を理解できる。

6週 方向ベクトルと直線
直線のベクトル方程式を理解し、直線を3つの表し方で表せ
る。
2点を通る直線の方程式を求めることができる。

7週 （中間試験）

8週 ベクトルの内積（１）
ベクトルの内積の定義を理解し、成分による内積の計算が
できる。
内積を用いて、ベクトルのなす角が計算できる。

9週 ベクトルの内積（２） ベクトルの内積の性質を理解し、ベクトルの垂直条件を利
用することができる。

10週 法線ベクトルと直線の方程式、平面の方程式（１） 座標平面における直線の方程式、座標空間における平面の
方程式をもとめることができる。

11週 法線ベクトルと直線の方程式、平面の方程式（２） 点と直線、点と平面との距離、直線と平面の位置関係、平
行な平面の方程式を求めることができる。

12週 円の方程式、球面の方程式（１） 座標平面における円の方程式、座標空間における球面の方
程式を求めることができる。

13週 円の方程式、球面の方程式（２） いろいろな円の方程式と球面の方程式を求めることができ
る。

14週 復習
15週 （期末試験）
16週 前期の総復習

後期

1週 行列、行列の演算（１） 行列と列ベクトル・行ベクトルを理解し、行列の和・差、
実数倍が計算できる。

2週 行列の演算（２） 行列の演算の基本法則を理解し、行列の積が計算できる。

3週 行列の演算（３） 行列の積の性質を理解し、正方行列の累乗、転置行列を計
算することができる。
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4週 逆行列 2次正方行列の逆行列を計算できる。逆行列の性質を理解し
ている。

5週 連立2元1次方程式
連立1次方程式と行列の関係を理解し、逆行列により連立
1次方程式の解を求めることができる。
連立2元1次方程式のクラメルの公式を用いて解を求めるこ
とができる。

6週 3次の行列式、連立3元1次方程式
サラスの方法による3次の行列式の計算ができる。
連立3元1次方程式のクラメルの公式を用いて解を求めるこ
とができる。

7週 （中間試験）
8週 行列式（１） n次の行列式の定義、行列式の性質を理解している。

9週 行列式（２）
転置行列と行列式、行列式の線形性と交代性を理解してい
る。
行列の基本変形と行列式の関係を理解している。

10週 行列式（３） 行列式の計算ができる。
行列の積の行列式の関係が理解できる。

11週 行列式（４） 逆行列と行列式、余因子と行列の関係を理解している。

12週 行列式の応用
平行四辺形の面積が計算できる。
ベクトルの外積が計算できる。
平行六面体の体積が計算できる。

13週 行列の基本変形と連立1次方方程式 連立方程式の行列表現を理解し、行の基本変形により連立
方程式の解を求めることができる。

14週 基本変形による逆行列の計算 基本変形による逆行列の計算ができる。
15週 （期末試験）
16週 後期の総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 解析学
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 国際創造工学科　共通２年　　　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 3

教科書/教材
教科書：高専の数学教材研究会 編　｢高専テキストシリーズ　基礎数学｣（森北出版） 高専の数学教材研究会 編「高専
テキストシリーズ　微分積分１」（森北出版） 問題集：日本数学教育学会 高専・大学部会 TAMS編「微分積分」（電気
書院）

担当者 河原 永明,五十嵐 浩,坂内 真三,山本 茂樹
到達目標
１. 数列と級数の概念を理解する。
２.1変数関数の微分の基本的な概念を理解するとともに、その計算法に習熟する。
３.1変数関数の定積分の基本的な概念を理解するとともに、その計算法に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
数列と級数の概念を理解し、関連
する応用問題を解くことができる
。

数列と級数の概念を理解し、関連
する基本的な問題を解くことがで
きる。

数列と級数の基本的な問題を解く
ことができない。

いろいろな1変数関数の導関数を求
めることができ、微分の応用問題
を解くことができる。

基本的な1変数関数の導関数を求め
ることができる。

基本的な1変数関数の導関数を求め
ることができない。

いろいろな1変数関数の定積分を求
めることができ、定積分の応用問
題を解くことができる。

基本的な1変数関数の定積分を求め
ることができる。

基本的な1変数関数の定積分を求め
ることができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 「基礎数学I」、「基礎数学II」の知識をふまえて、理工系必須の基礎教養である「1変数関数の微分と積分」の基本事項

を学ぶ。数学的思考力、計算技術を養成し、1変数関数の微分と積分の総合理解を目標とする。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 予習、復習を行い、出来るだけ多くの問題演習をすること。分からない点は授業中またはオフィスアワーを積極的に活
用して質問するなど、自主性をもって臨んでほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 数列とその和（１） 等差数列を理解している。
等差数列の和が計算できる。

2週 数列とその和（２） 等比数列を理解している。
等比数列の和が計算できる。

3週 数列とその和（３）
∑記号を理解している。
数列の和の計算ができる。部分分数分解を数列の和に応用
できる。

4週 無限数列（１） 数列の極限が計算できる。
級数を理解している。

5週 無限数列（２） 級数の和を計算できる。

6週 無限数列（３）
数列の漸化式を理解して、簡単な漸化式を解くことができ
る。
数学的帰納法を理解している。

7週 中間試験

8週 関数の極限 関数の極限値を求めることができる。
関数の連続性を理解している。

9週 微分法（１） 平均変化率、微分係数、導関数の定義を理解している。

10週 微分法（２） 導関数の公式を理解し、導関数の計算ができる。
合成関数を理解している。

11週 微分法（３） 合成関数の導関数の計算できる。関数の積の導関数が計算
できる。

12週 微分法の応用Ⅰ（１） 接線の方程式を求めることができる。
関数の増減と導関数の関係を理解している。

13週 微分法の応用Ⅰ（２） 関数の増減を求めることができる。
第2次導関数と関数の凹凸の関係を理解している。

14週 微分法の応用Ⅰ（３） 関数の凹凸を求めることができる。
関数の最大値・最小値を求めることができる。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 いろいろな関数の微分法（１） 分数関数、無理関数、対数関数の導関数を求めることがで
きる。

2週 いろいろな関数の微分法（２） 対数関数・指数関数の微分法、三角関数の導関数を求める
ことができる。

3週 いろいろな関数の微分法（３） 三角関数の導関数を求めることができる。
4週 いろいろな関数の微分法（４） 逆三角関数の導関数を求めることができる。
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5週 微分法の応用Ⅱ（１）
不定形の極限値を求めることができる。
ロピタルの定理を使って不定形の極限値を求めることがで
きる。

6週 微分法の応用Ⅱ（２） 関数の増減と変曲点を求めることができ、関数のグラフを
描くことができる。

7週 中間試験
8週 微分法の応用Ⅱ（３） 関数の最大値・最小値を求めることができる。

9週 微分法の応用Ⅱ（４） 微分と近似の関係を理解し、近似計算をすることができる
。

10週 定積分の導入 定積分の定義を理解している。
11週 定積分の定義 定積分の定義による計算と面積の関係を理解している。

12週 定積分の計算 原始関数と定積分の関係、微分積分学の基本定理を理解し
ている。

13週 定積分の計算法（１） 定積分の置換積分の計算ができる。
14週 定積分の計算法（２） 定積分の部分積分の計算ができる。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物理
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期 2
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　共通２年　　　　　　　 対象学生
通年 週時限数
教科書：高専テキストシリーズ「物理　下」（森北出版)
佐藤 桂輔

到達目標
１．運動量保存則を理解し説明できる。
２．力学的エネルギー保存則を理解し説明できる。
３．電磁気現象に関する基本的な法則を理解し説明できる。
４．熱力学の法則から熱機関の原理を理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 力学的エネルギー保存則を理解し
説明できる。

力学的エネルギー保存則を理解で
きる。

力学的エネルギー保存則を理解で
きない。

評価項目２ 運動量保存則を理解し説明できる
。 運動量保存則を理解できる。 運動量保存則を理解できない。

評価項目３
自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解して説明で
きる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できない。

評価項目４ 熱力学の法則から熱機関の原理を
理解し説明できる。

熱力学の法則から熱機関の原理を
理解できる。

熱力学の法則から熱機関の原理を
理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 １年次に学んだ「力と運動」の内容を基礎にして、運動量保存則、力学的エネルギー保存則を学習する。さらに、電磁

気学と熱力学の基礎を学習する。

授業の進め方と授業内
容・方法

・演習の時間を多くとります。周囲の学生と理解を深めながら進めてください。
・説明を聞く，問題を自ら解く，その内容を説明することにより，理解が深まります。グループワークを積極的に利用
してください。
・実験毎にレポートを提出してもらいます。
・宿題は図書館などで調べながら全問解き，指定した日に提出してください。

注意点 授業中の問題行動（授業に集中していなかったり，指示に従わない場合）があった場合，減点する。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １学年の復習
１学年で学習した物体の運動（変位，速度，加速度），力
，運動方程式，相対速度，放物運動について復習し理解す
る。

2週 運動エネルギー，仕事，仕事率 運動エネルギーと仕事の関係を理解する。
3週 位置エネルギー 位置エネルギーを理解する。
4週 力学的エネルギー保存則 力学的エネルギー保存則を理解する。
5週 運動量保存則 運動量の変化と力積の関係、運動量保存則を理解する。

6週 力学的エネルギー保存則と運動量保存則の演習 力学的エネルギー保存則と運動量保存則に関する問題を解
いて，理解を深める。

7週 中間試験
8週 反発係数 反発係数について理解する。

9週 運動量保存則と力学的エネルギー保存則の関係 運動量保存則と力学的エネルギー保存則の違いを理解する
。

10週 【実験】運動量保存則と力学的エネルギー保存則の確認実
験

２つの台車の分裂の実験から運動量保存を確認する。
自由落下する物体の力学的エネルギーの保存を確認する。

11週 摩擦電気，静電誘導 摩擦電気と静電誘導の現象を理解する。
12週 静電気力 クーロンの法則を理解する。
13週 電場，ガウスの定理 電場とガウスの定理を理解する。
14週 電位 電位を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 コンデンサーと合成容量 コンデンサーの原理と合成容量を理解する。
2週 電流 電流の電子モデルを理解する。
3週 誘電分極と誘電体 誘電分極の現象を理解する。
4週 磁気力 磁気に関するクーロンの法則と磁力線を理解する。
5週 磁化と磁性体 磁化の現象を理解する。
6週 電流による磁場 電流が作る磁場を理解する。
7週 中間試験
8週 電流が磁場から受ける力，ローレンツ力 ローレンツ力から電流が磁界から受ける力を理解する。
9週 電磁誘導 電磁誘導について理解する。

10週 気体分子運動論の基礎 ニュートンの運動法則をミクロな粒子である気体分子の運
動に適用し、分子運動と気体の温度の関係を理解する。
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11週 気体の内部エネルギー 気体の内部エネルギーについて理解する。
12週 熱力学第１法則 熱力学第１法則について理解する。
13週 気体の熱力学的過程 理想気体の熱力学的過程について理解する。
14週 熱力学の第二法則 熱機関と熱力学の第２法則を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 10 10 10 0 0 100
基礎的能力 70 10 10 10 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 対象学生 2
開設期

0015
講義
国際創造工学科　共通2年
通年 週時限数 2

教科書/教材 化学（数研出版），new Let's Try Note ４単位化学（東京書籍）
担当者 浅野 智
到達目標
・気体の状態方程式について説明，それを使った計算ができる．・粒子の熱運動と物質の三態の変化，それに伴うエネルギーの出入りを説明で
きる．・いろいろな反応熱の熱化学方程式を立て，それを使った反応熱の計算ができる．・化学反応と活性化エネルギーについて説明できる
．・化学平衡について説明，また化学平衡の移動の原理について説明できる．・さまざまな無機物質について説明できる・さまざまな有機化合
物の特徴を説明できる．・気体，溶液を扱う化学実験の原理を説明できる．・実験を通して安全を意識した，適切な器具の取り扱いができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 気体の状態方程式について説明
，それを使った計算ができる．

気体の状態方程式について説明が
できる．

気体の状態方程式について説明で
きない，それを使った計算ができ
ない．

評価項目2
粒子の熱運動と物質の三態の変化
，それに伴うエネルギーの出入り
について説明できる．

物質の三態の変化，それに伴うエ
ネルギーの出入りについて説明で
きる．

粒子の熱運動と物質の三態の変化
，それに伴うエネルギーの出入り
を理解していない．

評価項目3
いろいろな反応熱の熱化学方程式
を立て，それを使った反応熱の計
算ができる．

いろいろな反応熱の熱化学方程式
を立てることができる．

いろいろな反応熱の熱化学方程式
を立てられない，それを使った反
応熱の計算ができない．

評価項目4
化学平衡について説明，またルシ
ャトリエの原理を用いて，化学平
衡の移動について説明できる．

化学平衡，ルシャトリエの原理を
理解している．

化学平衡，ルシャトリエの原理を
理解していない．

評価項目5 さまざまな無機物質の特徴を説明
できる．

さまざまな無機物質の特徴を選択
することができる．

さまざまな無機物質の特徴を選択
できない．

評価項目6
さまざまな有機化合物の構造式を
見て名前を付けることができる
．また，特徴を説明できる．

さまざまな有機化合物の構造式を
見て名前を付けることができ，そ
の特徴を選択することができる．

さまざまな有機化合物の構造式を
見て名前を付けることができない
．特徴を選択できない．

評価項目7
安全に気を付けながら，薬品や実
験器具の正しい取り扱い，実験操
作ができる．主体的に結果から考
察ができる．

安全に気を付けながら，実験器具
の正しい取り扱い，実験操作がで
きる．話し合いながら，結果から
考察ができる．

安全に気を付けながら，実験器具
の正しい取り扱い，実験操作がで
きない．結果から考察ができない
．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
１年生で学習した化学を基に，さらに複雑な概念や理論を通して身の回りの化学反応や化学現象，化合物を理解するこ
とで，様々な現象を多角的に理解する思考力を養う．化学実験を通して，化学薬品や実験器具の安全な取り扱い，化学
データの適切な取り扱いを習得する．

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は教科書，プリントを用いて進める．

注意点
１学年で学習した物質量や化学反応式とその量的関係は，授業を理解するうえでの基礎となる．自信がない学生は自主
的に１学年の化学の内容を復習すること．また，予習・復習をして授業に臨むこと．授業中の課題への取り組みも評価
の対象です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １年生の復習 １年生で学習した内容を復習し，内容を説明できる．
2週 気体の体積，ボイル・シャルルの法則 気体の体積，圧力，温度の関係を説明できる．

3週 気体の状態方程式 気体の状態方程式を用いて，気体に関係する計算ができる
．

4週 混合気体の圧力 混合気体中の分圧について理解し，分圧に関係する計算が
できる．

5週 粒子の熱運動，三態の変化 物質の三態と分子間力について説明できる．状態変化とエ
ネルギー図を説明できる．

6週 化学反応と熱（１） さまざまな反応熱を熱化学方程式で表すことができる．
7週 中間試験 前期６週までの学習内容を説明できる．
8週 化学反応と熱（２） ヘスの法則を理解し，反応熱の計算ができる．
9週 化学反応と光 光が関係する化学反応を説明できる．

10週 化学反応の速さ，反応条件と反応速度 化学反応の反応速度を表すことができる．反応条件と反応
速度の関係を説明することができる．

11週 反応のしくみ 化学反応と活性化エネルギーの関係，触媒のはたらきにつ
いて説明できる．

12週 可逆反応と化学平衡 化学平衡の状態，化学平衡の法則を説明でき，平衡定数を
表すことができる．

13週 平衡状態の変化 ルシャトリエの原理を理解し，平衡状態の移動を説明でき
る．

14週 電解質水溶液の化学平衡 電離による化学平衡を説明でき，電離定数を表すことがで
きる．

15週 期末試験 前期８週から14週までの学習内容を説明できる．
16週 総復習 前期で学習した内容を説明できる．
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後期

1週 非金属元素 元素の分類と周期表，非金属元素の性質について説明でき
る．

2週 金属元素（１） アルカリ金属元素, およびアルカリ土類金属元素の単体や化
合物，イオンの性質について説明できる．

3週 金属元素（２） アルミニウム，亜鉛などの単体や化合物，イオンの性質に
ついて説明できる．

4週 金属元素（３） 遷移元素の特徴，鉄，銅の単体や化合物，イオンの性質に
ついて説明できる．

5週 金属イオンの分離 金属イオンの分離方法について説明できる．

6週 有機化合物の特徴と分類
アルカン

有機化合物の特徴を理解し，有機化合物の分子の形などか
ら分類できる．アルカンの構造式を見て命名できる．

7週 中間試験 後期６週までの学習内容を説明できる．

8週 アルケン，アルキン アルケン，アルキンの特徴を説明でき，構造式を見て命名
できる. これらの置換反応，付加反応を説明できる。

9週 アルコールとエーテル アルコールとエーテルの特徴を説明でき，構造式を見て命
名できる．重要な反応を説明できる．

10週 アルデヒド，ケトン，カルボン酸 アルデヒド，ケトン，カルボン酸の特徴を説明でき，構造
式を見て命名できる．

11週 エステルと油脂，せっけん エステルの特徴を説明でき，構造式を見て命名できる．油
脂とせっけんについて説明できる．

12週 芳香族化合物 ベンゼン環，主な芳香族化合物の特徴を説明できる．

13週 元素分析 元素分析の原理を理解し，与えられた条件から有機化合物
の分子式を決定できる．

14週 金属イオンの沈殿反応（実験）
気体の発生（実験）

金属イオンの沈殿反応から，溶液中に含まれる金属イオン
を推定できる．気体の発生実験を行うことができる．

15週 期末試験 後期８週から１４週までの内容を説明できる．
16週 総復習 ２年で学習した内容を説明できる．

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 体育実技Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0005 科目区分 一般 必修
授業の形式 実技 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期 2
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　共通２年　　　　　　　　     対象学生
通年 週時限数
「最新高等保健体育」（大修館書店）
森 信二,安藤 邦彬,添田 孝幸

到達目標
1.各種の運動に自主的に取り組み、基本的な技術を習得し、ゲームに応用しながら、運動に親しむことができる。
2.健康の保持増進のために、各自の体力に応じた十分な運動量を確保することができる。
3.授業に臨むうえでのルールを守り、安全に留意して、協力しながら熱心に各種の運動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

ルールに従って授業に積極的に取
り組み、運動量も多い。また運動
技能の習得に積極的である。

ルールに従って、安全に留意しな
がら集中して熱心に授業に取り組
む。

ルールを理解せず、競技に適した
準備ができていないことが多い。
授業に集中しない又は技能の習得
に熱心に取り組まない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)
教育方法等
概要 各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め、運動の楽しさを深め、同時に、心身の健全な発達を図る。また

、公正・協力・責任などの態度を育て、生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

授業の進め方と授業内
容・方法

前後期に各2種目の運動について、基本的な技術を習得し、それをゲームに応用できるようにする。成績の評価は、運動
量および運動技能の評価で行う。欠席や見学が重なるときには減点をする。また、次に該当するような授業態度（熱心
に取り組まない、指示に従わない、授業におけるルールを守らない、他人に迷惑をかける、集団行動を乱す等）も程度
によっては減点とする。

注意点
・健康管理に留意して、授業に参加すること。
・安全に注意し、集中して積極的に授業に取り組むこと。
・評価方法について理解すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

基本動作、投げ技・抑え技の復習ができる。
絞め技について理解することができる。　　　　　　　　
　　　
ウォーミングアップの方法を知る。
ゴール下のシュートができる。
ゲームのルールについて知り、ゲームができる。

2週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

投げ技の約束練習ができる。
固め技の練習ができる。
ゴール下のシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。　　
　　　　　　　　　　　　

3週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

投げ技の約束練習ができる。
固め技の練習ができる。
　　　　　　　　　　　　　　　
ゴール下のシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

4週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

投げ技の約束練習ができる。
固め技の練習ができる。

ゴール下のシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

5週 柔道　　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

投げ技の約束練習ができる。
固め技の練習ができる。

ゴール下のシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

6週 柔道　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

投げ技の約束練習ができる。
固め技の練習ができる。

ゴール下のシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

7週
柔道　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール　　　　　　　　　　　　　　　
バレーボール

練習試合を通して固め技を習得することができる。
左右からのドリブルシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

8週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ダブルスを組み協力してゲームができる。
左右からのドリブルシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

9週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ダブルスを組み協力してゲームができる。
左右からのドリブルシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

10週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ダブルスを組み協力してゲームができる。
左右からのドリブルシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

11週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ダブルスを組み協力してゲームができる。
左右からのドリブルシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

2 － 13



12週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ダブルスを組み協力してゲームができる。
左右からのドリブルシュートができる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

13週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ダブルスを組み協力してゲームができる。
チームごとに練習方法を考えて練習できる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

14週 ソフトテニス　　　　　　　　　　　　　　
バスケットボール

ゲームができる。
チームごとに練習方法を考えて練習できる。
ルールを理解し、チームで協力してゲームができる。

15週 （期末試験） 実施しない

16週 種目選択 校内体育大会に向けて、自分の出場する種目を練習するこ
とができる。

後期

1週 種目選択 校内体育大会に向けて、自分の出場する種目を練習するこ
とができる。

2週 種目選択 校内体育大会に向けて、自分の出場する種目を練習するこ
とができる。

3週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

パス・トラップ等の基本技能ができる
試合方法（得点の入り方、サーブの仕方等）について確認
をし、ダブルスのゲームができる
。

4週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

パス・トラップ等の基本技能ができる。
チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

5週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

パス・トラップ等の基本技能ができる。
チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

6週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

7週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

8週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

9週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

10週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

11週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

12週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

13週 サッカー　　　　　　　　　　　
バドミントン

ルールを理解し、チームごとに協力してゲームができる。
ルールを理解して、同レベルのチームとダブルスのゲーム
ができる。

14週 種目選択 自分でできる種目を選択し、活動することができる。
15週 （期末試験） 実施しない
16週 種目選択 自分でできる種目を選択し、活動することができる。

評価割合
実技 態度等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0006 科目区分 一般 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 国際創造工学科　共通２年　　　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 4

教科書/教材 Reading Explorer Foundations (Cengage), 『総合英語 Evergreen』(いいずな書店), 『読んで覚える英単語 発展編』
(桐原書店), 『話すための瞬間英作文シャッフルトレーニング』（べレ出版）

担当者 井坂 友紀,大津 麻紀子,寺内 千佳
到達目標
1. 初級～中級レベルの英文を読む，または聞いて理解することができる．
2. 基礎的および発展的な文法事項を理解し，活用・運用することができる．
3. 読解やコミュニケーションの基礎となる語彙力を高める．
4. 既習の文法，語彙を用いて，自分自身を含む身の回りの様々な事柄を正確な英語で表現することができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
初級～中級レベルの英文を正確に
読む，または聞いて正確に理解す
ることができる．

初級～中級レベルの英文を読む
，または聞いて理解することがお
おむねできる．

初級～中級レベルの英文を読む
，または聞いて理解することがで
きない．

評価項目2
基礎的および発展的な文法事項や
構文を理解し，正確に活用・運用
できる．

基礎的および発展的な文法事項や
構文を理解しており，おおむね活
用・運用できる．

基礎的および発展的な文法事項や
構文を理解できず，ほとんど活用
・運用できない．

評価項目3
読解やコミュニケーションの基礎
となる語彙を理解し，適切に運用
できる．

読解やコミュニケーションの基礎
となる語彙を理解し，おおよそ運
用できる．

読解やコミュニケーションの基礎
となる語彙を理解できず，ほとん
ど運用できない．

評価項目4
身の回りの様々な事柄や自分の意
思を英語で正確に表現することが
できる．

身の回りの様々な事柄や自分の意
思を英語である程度表現すること
ができる．

身の回りの様々な事柄や自分の意
思を英語で表現することができな
い．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要
英語で情報や考えを正確に理解し，適切に伝えられるようになることを目的に，英語で「読む」，「聞く」，「書く」
，「話す」の4つの技能を伸ばす．「読む」と「聞く」技能の修得に向けては，英語を母国語としない学習者向けのテキ
ストを使用するだけでなく，加工されていない生の英文や音声にも触れる機会を積極的に設ける．「書く」と「話す」
技能については，平易な語彙や英文で堂々とアウトプットを行っていくためのトレーニングを行っていく．

授業の進め方と授業内
容・方法

週4コマの授業のうち3コマはリーディングテキストや文法書をベースとした読解力・聴解力の養成に重点を置いた授業
となる．残りの1コマは主に「話す」あるいは「書く」ためのトレーニングに充てられる．

注意点

一説によると日本語を母国語とする者が英語をマスターするためには少なくとも3000時間の学習が必要であるという
．他方，義務教育段階から高専を卒業するまでの間に受講する英語の授業時間はどう見積もっても1000時間には届かな
い．この事実が意味するのは，授業を受けるだけで英語を修得することは不可能であるということ，つまりは授業時間
外にどれだけ英語に触れる時間を自分でもてるかがカギになるということである．この授業が各自の自発的・主体的な
英語学習の後押しとなることを願っている．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 年間授業計画の詳細と補足等
GTECの受験

・２年時の学習計画を理解する
・ 春休みの課題の提出

2週
Reading Explorer （以下RE）4A (1)／分詞(1)／単語テス
ト(1)
瞬間英作文トレーニング(1-5)／リーディングエクササイズ
(1)

タイタニックについて書かれている英文の内容を理解でき
る／分詞に関する基本ルールを理解できる／シンプルな日
本語文を目にした瞬間にその英訳文を口に出すことができ
る［以下，「瞬間英作文」ができる］／300 words程度の
加工されていない英文の大意をつかむことができる

3週
RE 4A(2)／分詞(2)／
瞬間英作文トレーニング(1-5)／ライティングエクササイズ
(1)

タイタニックに関する英文の内容を理解できる／分詞に関
する基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／身近
なテーマについて英語で作文をすることができる

4週
RE 4B(1)／分詞(3)／
瞬間英作文トレーニング(6-10)／リスニングエクササイズ
(1)

宝船に関する英文の内容を理解できる／分詞に関する発展
的ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／洋楽を聴い
てその内容を理解することとができる

5週
RE 4B(2)／比較(1)／単語テスト(2)
瞬間英作文トレーニング(6-10)／リーディングエクササイ
ズ(2)

宝船に関する英文の内容を理解できる／比較に関する基本
ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／300 words程
度の加工されていない英文の大意をつかむことができる

6週 RE 5A(1)／比較(2)／ライティングエクササイズ(2)
科学捜査に関する英文の内容を理解できる／比較に関する
発展的ルールを理解できる／身近なテーマについて英語で
作文をすることができる

7週 （中間試験）

8週
RE 5A(2)／関係詞(1)／
瞬間英作文トレーニング(11-15)／リスニングエクササイ
ズ(2)

科学捜査に関する英文の内容を理解できる／関係詞に関す
る基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／洋楽を
聴いてその内容を理解することとができる

9週
RE 5B(1)／関係詞(2)／単語テスト(3)
瞬間英作文トレーニング(11-15)／リーディングエクササ
イズ(3)

医療と科学に関する英文の内容を理解できる／関係詞に関
する基本ルールを理解できる／300 words程度の加工され
ていない英文の大意をつかむことができる

10週
RE 5B(2)／関係詞(3)／
瞬間英作文トレーニング(16-20)／ライティングエクササ
イズ(3)

医療と科学に関する英文の内容を理解できる／関係詞に関
する発展的ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／身
近なテーマについて英語で作文をすることができる

11週
RE 6A(1)／関係詞(4)／
瞬間英作文トレーニング(16-20)／リスニングエクササイ
ズ(3)

Sacagaweaに関する英文の内容を理解できる／関係詞に関
する発展的ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／洋
楽を聴いてその内容を理解することとができる
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12週
RE 6A(2)／仮定法(1)／単語テスト(4)
瞬間英作文トレーニング(21-25)／リーディングエクササ
イズ(4)

Sacagaweaに関する英文の内容を理解できる／仮定法に関
する基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／300
words程度の加工されていない英文の大意をつかむことが
できる

13週
RE 6B(1)／仮定法(2)／
瞬間英作文トレーニング(21-25)／ライティングエクササ
イズ(4)

極地の探検家に関する英文の内容を理解できる／仮定法に
関する基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／身
近なテーマについて英語で作文をすることができる

14週 RE 6B(2)／仮定法(3)／
リスニングエクササイズ(4)

極地の探検家に関する英文の内容を理解できる／仮定法に
関する発展的ルールを理解できる／洋楽を聴いてその内容
を理解することとができる

15週 （期末試験）
16週 試験返却･解答･解説　／ 夏休みの課題説明 理解不足箇所の確認、復習、／ 課題の内容、締め切りなど

後期

1週
RE 7A(1)／疑問詞と疑問文(1)／単語テスト(5)
瞬間英作文トレーニング(26-30)／リーディングエクササ
イズ(5)

夢に関する英文の内容を理解できる／疑問詞と疑問文に関
する基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／300
words程度の加工されていない英文の大意をつかむことが
できる

2週
RE 7A(2)／疑問詞と疑問文(2)／
瞬間英作文トレーニング(26-30)／ライティングエクササ
イズ(5)

夢に関する英文の内容を理解できる／疑問詞と疑問文に関
する発展的ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／身
近なテーマについて英語で作文をすることができる

3週
RE 7B(1)／否定(1)／
瞬間英作文トレーニング(31-35)／リスニングエクササイ
ズ(5)

錯覚に関する英文の内容を理解できる／否定に関する基本
ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／洋楽を聴いて
その内容を理解することとができる

4週
RE 7B(2)／否定(2)／単語テスト(6)／
瞬間英作文トレーニング(31-35)／リーディングエクササ
イズ(6)

錯覚に関する英文の内容を理解できる／否定に関する発展
的ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／300
words程度の加工されていない英文の大意をつかむことが
できる

5週
RE 8A(1)／話法(1)／
瞬間英作文トレーニング(36-40)／ライティングエクササ
イズ(6)

ペンギンに関する英文の内容を理解できる／話法に関する
基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／身近なテ
ーマについて英語で作文をすることができる

6週
RE 8A(2)／話法(2)／
瞬間英作文トレーニング(36-40)／リスニングエクササイ
ズ(6)

ペンギンに関する英文の内容を理解できる／話法に関する
発展的ルールを理解できる／瞬間英作文ができる／洋楽を
聴いてその内容を理解することとができる

7週 （中間試験）　
8週 試験返却･解答･解説 理解不足箇所の確認、復習

9週
RE 8B(1)／名詞構文・無生物主語(1)／単語テスト(7)／
瞬間英作文トレーニング(41-45)／リーディングエクササ
イズ(7)

動物の笑いに関する英文の内容を理解できる／名詞構文・
無生物主語に関する基本ルールを理解できる／瞬間英作文
ができる／300 words程度の加工されていない英文の大意
をつかむことができる

10週
RE 8B(2)／名詞構文・無生物主語(2)／
瞬間英作文トレーニング(41-45)／ライティングエクササ
イズ(7)

動物の笑いに関する英文の内容を理解できる／名詞構文・
無生物主語に関する発展的ルールを理解できる／瞬間英作
文ができる／身近なテーマについて英語で作文をすること
ができる

11週
RE 9A(1)／強調・倒置等(1)／
瞬間英作文トレーニング(46-50)／リスニングエクササイ
ズ(7)

タージマハルに関する英文の内容を理解できる／強調・倒
置等に関する基本ルールを理解できる／瞬間英作文ができ
る／洋楽を聴いてその内容を理解することとができる

12週
RE 9A(2)／強調・倒置等(2)／単語テスト(8)
瞬間英作文トレーニング(46-50)／リーディングエクササ
イズ(8)

タージマハルに関する英文の内容を理解できる／強調・倒
置等に関する発展的ルールを理解できる／瞬間英作文がで
きる／300 words程度の加工されていない英文の大意をつ
かむことができる

13週
RE 9B(1)／名詞と冠詞(1)／
瞬間英作文トレーニング(51-55)／ライティングエクササ
イズ(8)

フィレンツェの大聖堂に関する英文の内容を理解できる
／名詞と冠詞に関する基本ルールを理解できる／瞬間英作
文ができる／身近なテーマについて英語で作文をすること
ができる

14週
RE 9B(2)／名詞と冠詞(2)／
瞬間英作文トレーニング(51-55)／リスニングエクササイ
ズ(8)

フィレンツェの大聖堂に関する英文の内容を理解できる
／名詞と冠詞に関する発展的ルールを理解できる／瞬間英
作文ができる／洋楽を聴いてその内容を理解することとが
できる

15週 （期末試験）　
16週 試験返却･解答･解説、復習 理解不足箇所の確認、復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 65 35 100
基礎的能力 65 35 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0

2 － 16



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 Oral Communication
科目基礎情報
科目番号 0007 科目区分 一般 必修
授業の形式 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 2
開設期 1
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　共通２年　　　　　　　　 対象学生
通年 週時限数
The Oxford Picture Dictionary (Oxford University 
Press)ドウエーン アイシャム,リンズィ ジェスキー

到達目標
The objective of this course is to prepare the students (future engineers and the technicians), to use the type of English used in
technical situations. Raising motivation while lowering anxiety are primary considerations for intercultural settings.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 英語のリスニングが十分できる。 英語のリスニングがだいぶできる
。

英語のリスニングがほとんどでき
ない。

評価項目2 英語の初歩的な会話が十分できる
。

英語の初歩的な会話が十分だいぶ
できる。

英語の初歩的な会話がほとんどで
きない。

評価項目3 英語についての理解がかなり深ま
った。

英語についての理解が少し深まっ
た。

英語についての理解がまったく深
まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等

概要
Students participate in the performances of task based activities that make use of target vocabulary and
grammatical structures. By promoting thinking in English, the students are given opportunities to explore the
types of English commonly encountered in technical situations as well as those of daily life through individual,
pair and group work.

授業の進め方と授業内
容・方法 英語の初歩的な会話を学習する。

注意点 I am looking forward to meeting everybody. I hope that you will enjoy your class as much as I do. It is hoped
that your English lessons can prepare you for your future.

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 Introduction to class Objectives, content, rules
2週 English for classroom Teacher-student, Text pp.2-3
3週 Self-introduction Greetings, Text p.8
4週 Locations Expressions, Text p.107
5週 Where do you live? Locations in conversation
6週 Where do you live? Expressions, Text pp.16-17
7週 Time Time in conversation
8週 Calendar Expressions, Text pp.18-19
9週 Calendar Calendar in conversation
10週 Numbers Cardinal fractions, Text pp.14-15
11週 Numbers Numbers in conversation
12週 Measurement size, Text p.15
13週 Measurement Measurement in conversation
14週 Interview First half of classw- 10 students
15週 Interview Second half of class- 10 students
16週 Review lessons Review of the first semester

後期

1週 Welcome back Discuss summer vacation
2週 Locations Prepositions, Text p.13
3週 Locations Table and house rooms
4週 How to do it Verbs and prepositions, Text
5週 How to do it Verbs and prepositions, Text
6週 Introducing Japan Japanese culture
7週 Introducing Japan Explaining Japanese culture
8週 What does it look like? Descriptions, Text
9週 What does it look like? Descriptions, games, Text
10週 Around town Giving directions, Text p.105
11週 Around town Following directions
12週 Shopping How to shop, Text
13週 Money and menu Types, food, text
14週 Interview First half of class- 10 students
15週 Interview Second half of class- 10 students
16週 Review lessons Review of the second semester

評価割合
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activities affective factors maintaning a
notebook  final interview 合計

総合評価割合 25 25 25 25 100
基礎的能力 25 25 25 25 100
専門的能力 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子基礎学
科目基礎情報
科目番号 0018 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期 2
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　副専攻科目 　　　　　　　　 対象学生
通年 週時限数
配布資料
関口 直俊,成 慶珉

到達目標
1．身近な電気の基本を理解できる。
2．様々な発電のしくみを理解できる。
3．家庭で使っている電気について理解できる。
4．様々なモーターの動作原理としくみを理解できる。
６．電気と熱の関係を理解できる。
７．様々な電池の種類としくみを理解できる。
８．様々な電気照明方法を理解できる。
９．電波とラジオのしくみを理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 身近な電気の基本を理解でき、説
明できる。 身近な電気の基本を理解できる。 身近な電気の基本を理解できない

。

評価項目2
発電、家庭電気器具、モーターの
しくみと動作原理を理解し、説明
できる。

発電、家庭電気器具、モーターの
しくみと動作原理を理解できる。

発電、家庭電気器具、モーターの
しくみと動作原理を理解できない
。

評価項目3 電池、電気照明、電波の基本を理
解し、説明できる。

電池、電気照明、電波の基本を理
解できる。

電池、電気照明、電波の基本を理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
この授業では、身近な電気、家庭で使っている電気器具のしくみをもとに電気電子の基本原理などを理解する。電気の
基本である直流・交流回路を理解し、電気を発電するしくみから消費する電気器具、また、その経路まで広い分野を学
ぶ。さらに、電池、光と照明器具、電波と信号の電気電子応用分野まで学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

この授業では、学生達が自らの力で自学するアクティブ形式の授業で進めていく。各班に分かれ、班ことにグループワ
ークやプレゼンテーションをメインに行う。グループワークでは、毎回出る課題について、学生間で理解を深め、1つに
まとめ、プレゼンを行う。発表する学生は班ことに順番を決め、全員が必ず発表することを図る。

注意点 本授業では、文献検索やプレゼンの資料を作成するので、自分のノートＰＣ、タブレット等を持参すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス
課題：生活に欠かせない電気、帯電、静電気 身近な電気の基本を理解する。

2週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：放電と電流、静電気を利用するもの、直流回路と水
流

電流、静電気を理解する。

3週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：オームの法則、並列と直列接続、電気抵抗と抵抗率 直流回路を理解する。

4週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：家庭で使うの電流と電圧、様々電気器具の消費電力
、電力量と熱量

家庭で使う電気と電気器具を理解する。

5週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：乾電池とコンセントの電気直流と交流、正弦波と周
波数

交流回路を理解する。

6週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：交流の発生、交流の電圧、水力発電 様々な発電方式を理化する。

7週 今までの発表内容を資料にまとめ提出する。 今までの内容を復習する。

8週 火力発電、原子力発電、その他の発電方式、再生可能なエ
ネルギー 様々な発電方式を理化する。

9週 先週の課題をまとめ発表する。
電気の経路、送電電圧と電力損失、変圧器から分電盤、 発電所から家までの電気の経路を理解する。

10週 先週の課題をまとめ発表する。
室内の配線、単相交流と三相交流の配線方式、アース 室内の電気配線とアースの必要性を理解する。

11週 先週の課題をまとめ発表する。
磁石と磁極、電流と磁界、電磁誘導作用、 磁界と電磁誘導作用を理解する。

12週 先週の課題をまとめ発表する。
コイルの自己誘導作用、相互誘導作用、変圧器のしくみ 変圧器のしくみを理解する。

13週 先週の課題をまとめ発表する。
変圧器の損失、柱上変圧器、その他様々な変圧器 様々な変圧器を理解する。

14週 今までの発表内容を資料にまとめ提出する。 今までの内容を復習する。
15週 期末試験
16週 総まとめ 前期の内容を理解する。

後期
1週 課題：フレミングの左手・右手法則 発電作用と電動機作用を理解する。

2週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：直流モーター（整流子）、ブラシレスモーター交流
モーターの回転原理、直流モーターを使用する電気器具

直流モーターの原理を理解する。
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3週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：アラゴの円板、交流モーターの動作原理、その他の
モーター

交流モーターの動作原理を理解する。

4週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：熱と超伝導現象、熱の性質（電動、対流、放射） 熱と電気の関係を理解する。

5週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：抵抗加熱、電熱機器、電子レンジのしくみ 電熱機器のしくみを理解する。

6週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：誘導加熱、物質の状態変化と熱、冷凍サイクル 物質の状態変化と熱の関係を理解する。

7週 今までの発表内容を資料にまとめ提出する。

8週 課題：電池の種類、ボルタ電池、１次電池、２次電池のし
くみ。 電池のしくみを理解する。

9週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：燃料電池、太陽電池、ゼーベック効果とペルチェ効
果

物理電池を理解する。

10週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：電磁波の分類と光、白熱電球 電気照明を理解する。

11週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：蛍光灯、LED照明、ハロゲン電球 光の色と明るさを理解する。

12週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：光の色と明るさ、照度・光度・輝度、虹の色 光の色と明るさを理解する。

13週 先週の課題をまとめ発表する。
課題：電波の発生と用途、電波の性質と放送電波 電波の性質の用途を理解する。

14週
先週の課題をまとめ発表する。
課題：マイクの原理、振幅変調と周波数変調、ラジオのし
くみ

変調方式とラジオのしくみを理解する。

15週 期末試験
16週 総まとめ 後期の内容を理解する

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 50 20 20 0 10 0 0 100
基礎的能力 50 20 20 0 10 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 コンピュータプログラミング
Ⅰ

科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期 2
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　副専攻科目　　　　　　　     対象学生
通年 週時限数
資料配布
滝沢 陽三

到達目標
１．コンピュータの原理と仕組みを理解し、プログラミングの基礎技術を身につける。
２．複雑な手順やデータを扱うプログラムを作成するための知識や技術を身に付ける。
３．ソフトウェア開発環境の仕組みを理解し，プログラミングに応用するための技術を身に付ける。
４．ソフトウェアシステムとしての構成を考え構築するための基礎知識を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
コンピュータの原理と仕組みを理
解し、プログラミングの基礎技術
を身につけると共に、複数の問題
例に適用できる。

コンピュータの原理と仕組みを理
解し、プログラミングの基礎技術
を身につける。

コンピュータの原理と仕組みが理
解できず、プログラミングの基礎
も身についていない。

評価項目2
複雑な手順やデータを扱うプログ
ラムを作成するための知識や技術
を身に付けると共に、多様な問題
の解決のために適用できる。

複雑な手順やデータを扱うプログ
ラムを作成するための知識や技術
を身に付ける。

手順やデータを扱うプログラムを
作成できない。

評価項目3
ソフトウェア開発環境の仕組みを
理解して説明でき，プログラミン
グに応用するための技術を身に付
ける。

ソフトウェア開発環境の仕組みを
理解し，プログラミングに応用す
るための技術を身に付ける。

ソフトウェア開発環境の仕組みを
理解できず，プログラミングへの
応用技術も身に付いていない。

評価項目4

ソフトウェアシステムとしての構
成を考え構築するための基礎知識
を理解し、説明できると共に、簡
単なソフトウェア構築問題に適用
できる。

ソフトウェアシステムとしての構
成を考え構築するための基礎知識
を理解する。

ソフトウェアシステムとしての構
成を考え構築するための基礎知識
が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 コンピュータの原理と仕組み，プログラミングの様々な処理方法について学ぶと共に，コンピュータソフトウェアの開

発の基礎を学ぶ。更に，ソフトウェアシステムの基本的な仕組みに焦点を当て，講義や演習を通して理解を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義およびプログラミング演習で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は各時間ごとに示す。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ハードウェアとソフトウェア ハードウェアとソフトウェア、プログラムの役割や位置付
けを理解し説明できる。

2週 アルゴリズムとプログラミング 計算手順や流れ図について理解し説明できると共に、プロ
グラム実行を実践できる。

3週 プログラミング言語の基礎 プログラムコードの編集について理解し、簡単な文字出力
プログラムをコーディングし実行できる。

4週 値の種類と演算子 値の種類や型について理解し、簡単な四則演算を行うプロ
グラムを作成・実行できる。

5週 変数と代入
変数の概念や宣言方法について理解し説明できると共に、
変数への代入や値の取り出し、四則演算を行うプログラム
を作成できる。

6週 条件分岐（１）
関係演算子について理解し、基本的な条件式を構成するこ
とができると共に、簡単な条件分岐プログラムを作成でき
る。

7週 （中間試験）

8週 条件分岐（２）
論理演算子について理解し，条件式を組み合わせたプログ
ラムを作成できる。また、値に応じ複数分岐するプログラ
ムを作成できる。

9週 繰り返し（１） 単純な繰り返しを行うプログラムを作成できる。

10週 繰り返し（２）
前判定・後判定の繰り返しについて理解し説明できる。ま
た、繰り返しを複数段階組み合わせたプログラムを作成で
きる。

11週 関数（１） 関数の仕組みを理解し、簡単な関数をプログラムとして作
成できる。

12週 関数（２） 再帰関数について理解し、簡単な再帰処理プログラムを作
成できる。

13週 配列（１）
配列の基本的な考え方を理解し説明できると共に，配列を
用いた代入や値の取り出しを行うプログラムを作成できる
。

14週 配列（２） 多次元配列について理解し説明できると共に、簡単なプロ
グラム例を作成できる。
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15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 プログラム実行環境 プログラムの実行とライブラリの関係について理解し，プ
ログラミングにおいて活用できる。

2週 プログラムの分割作成（１）
プログラムのモジュール化の意義を理解し説明できると共
に、アルゴリズム設計やコーディングにおいて実践できる
。

3週 プログラムの分割作成（２） プログラムコードの様々なモジュール化手法について理解
し，プログラミングにおいて活用できる。

4週 様々な情報の数値表現 数値や文字などの表現方法、値の種類や型の変換について
理解し、プログラミングにおいて活用できる。

5週 演算子の活用（１） 関係演算子を活用したプログラミング手法について理解す
る。

6週 演算子の活用（２） 論理演算子を活用したプログラミング手法について理解す
る。

7週 （中間試験）

8週 データ表現の基礎（１） アドレスとポインタの概念について理解し、プログラミン
グにおいて活用できる。

9週 データ表現の基礎（２） 関数や配列におけるアドレスとポインタの活用について理
解し、プログラミング技術として実践できる。

10週 データ表現の基礎（３）
構造体について理解し、プログラミングにおいて様々な種
類の変数を組合せたデータ表現とその活用を行うことがで
きる。

11週 データ表現の基礎（４） 構造体の応用方法について理解し、プログラミングにおい
て様々な種類のデータ表現を実装できる。

12週 ファイル入出力（１） ファイル入出力処理の基本的な流れについて理解し、プロ
グラムとして実装できる。

13週 ファイル入出力（２） ファイル入出力を使った様々な処理について理解し、プロ
グラムとして実装できる。

14週 総合的なプログラム
文字列やリスト構造など、配列や構造体などを応用した様
々なデータ表現に対する処理プログラムについて理解し、
プログラミング技術として実践できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 60 60
分野横断的能力 40 40
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学通論Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0020 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期

国際創造工学科　副専攻科目　　　　　　   対象学生
通年 週時限数 2

教科書/教材
担当者 鹿野 弘二
到達目標
１．原子の電子配置を考えられるようになること。
２．無機化合物の構造、結合、性質について、その基本的な考え方が理解できるようになること。
３．濃度計算など定量分析のデータから結果を求める計算ができるようになること。
４．溶液内無機化学反応の化学反応式が書けるようになること。
５．金属イオンの化学的性質をきちんと理解して系統的分離ができるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
原子の電子配置をしっかりと理解
できている 原子の電子配置を理解できている 原子の電子配置を理解できていな

い
無機化合物の構造、結合、性質の
基本的な考え方がしっかりと理解
できている

無機化合物の構造、結合、性質の
基本的な考え方が理解できている

無機化合物の構造、結合、性質の
基本的な考え方が理解できていな
い

濃度計算など定量分析のデータか
ら結果を求める計算がしっかりで
きている

濃度計算など定量分析のデータか
ら結果を求める計算ができている

濃度計算など定量分析のデータか
ら結果を求める計算ができていな
い

溶液内無機化学反応の化学反応式
がしっかりと書けている

溶液内無機化学反応の化学反応式
が書けている

溶液内無機化学反応の化学反応式
が書けていない

金属イオンの化学的性質をきちん
と理解して系統的分離がしっかり
と理解できている

金属イオンの化学的性質をきちん
と理解して系統的分離が理解でき
ている

金属イオンの化学的性質をきちん
と理解して系統的分離が理解でき
ていない

溶液の濃度計算がきちんとできる 溶液の濃度計算ができる 溶液の濃度計算ができない
酸・塩基について理解し、中和滴
定の計算がきちんとできる

酸・塩基について理解し、中和滴
定の計算ができる

酸・塩基について理解し、中和滴
定の計算ができない

酸化還元滴定法について理解し、
それを用いた計算がきちんとでき
る

酸化還元滴定法について理解し、
それを用いた計算ができる

酸化還元滴定法について理解し、
それを用いた計算できない

沈殿の生成と溶解度積の計算がき
ちんとできる

沈殿の生成と溶解度積の計算がで
きる

沈殿の生成と溶解度積の計算がで
きない

金属イオンの定性分析がきちんと
理解できる

金属イオンの定性分析が理解でき
る

金属イオンの定性分析が理解でき
ない

沈殿重量分析法がきちんと理解で
きる 沈殿重量分析法が理解できる 沈殿重量分析法が理解できない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
　元素について、その原子の中に存在する電子の数とエネルギー状態から考えられるように解説する。そして、その元
素からなる無機化合物の構造、結合状態、性質について基本的考え方を解説する。
　さらに、酸・塩基中和滴定法や酸化還元滴定法などに基づく定量分析法と金属イオンの系統的な分離分析に基づく定
性分析法を学び、物質中の物質の確認法や、どのくらい含まれるかの量的分析の計算方法について解説する。

授業の進め方と授業内
容・方法

　授業は主に黒板による板書で行っていく。また必要に応じて、パワーポイントを用いたり、資料を配付してその理解
を深めてもらう。

注意点 　化学通論Ⅰは通年で行う科目であるが、前期は主に無機化学を学び、後期は前期に理解した内容をもとに分析化学の
分野を学び、その総合評価で合否が判定される。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．無機化合物の名称 基本的な無機化合物の化学式、体系名

2週
２．原子構造と周期律　
（１）元素と原子
（２）元素の電子配置①

原子の構造、原子と元素の違い
電子のエネルギー準位

3週 （３）元素の電子配置②
（４）電子雲の方向性

原子の電子配置
電子雲の形

4週 （５）量子数の種類
（６）元素の周期律

量子数の種類、フントの法則、パウリの原理
周期表にもとづく元素の分類

5週
（７）典型元素と遷移元素
３．元素の一般的性質
（１）イオン化エネルギー

典型元素と遷移元素の特徴
イオン化エネルギーとその周期表の傾向　

6週 （２）電子親和力
（３）電気陰性度②

イオン化エネルギーと電子親和力の違い
電気陰性度とその周期律表での傾向

7週 （中間試験）

8週
４．化学結合
（１）化学結合の種類
（２）イオン結合

化学結合の種類とその強さ
イオン結合とイオン結晶

9週 （３）共有結合 共有結合とイオン結合の違い
混成軌道と構造、配位結合
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10週 （４）金属結合
（５）水素結合、分子間力

金属結合について
代表的な金属の結晶構造
水素結合と分子間力

11週 ５．酸と塩基
（１）酸と塩基の定義①

アーレニウスの定義、ブレンステッドの定義
ルイスの定義、電子対の受容と供与

12週 （２）酸と塩基の反応 いろいろな酸・塩基反応について

13週 ６．酸化数と酸化・還元
（１）酸化数 各化合物やイオンにおける原子の酸化数

14週 （２）酸化数と酸化・還元 酸化・還元反応、酸化剤・還元剤
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期分の総復習を行う

後期

1週 溶液の濃度とその計算 モル濃度、％濃度など濃度計算方法について
2週 弱酸・弱塩基の電離平衡 酸と塩基の化学平衡と電離定数を用いた計算方法
3週 酸・塩基とｐＨ 溶液の酸性・塩基性について・溶液のｐHの計算方法
4週 中和滴定法について 中和反応の本質と滴定という分析法について
5週 中和滴定の実際と計算 中和滴定の実際の方法・実験結果からの計算方法
6週 酸化と還元について 酸化・還元反応と電子のやりとり・酸化数の概念について
7週 （中間試験）

8週 酸化還元反応と反応式 電子のやりとりに基づく酸化還元反応式が書けるようにす
る

9週 酸化還元滴定法について 酸化還元反応を利用した分析法について
10週 酸化還元滴定法の実際とその計算 酸化還元滴定の諸方法について・実験結果からの計算方法
11週 沈殿の生成と溶解度積の計算 溶解度・溶解度積を使って計算ができるようにする
12週 金属イオンの定性分析 各イオンの性質についての定性方法を理解する
13週 金属イオンの定性分析 各イオンの性質についての定性方法を理解する

14週 沈殿重量分析法について 重量を測定して物質量を測定する定量分析法に方法につい
て

15週 （期末試験）
16週 総復習 後期分の総復習を行う

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 Global Science
科目基礎情報
科目番号 0021 科目区分 一般 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　副専攻科目　　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材  Khan academy, MIT OpenCourseWare, Coursera
担当者 池田 耕,原 嘉昭,ディア スリスティアニンティアス,加藤 文武,ゴーシュ シュワパン
到達目標
１．科学・工学の英語での表現法の基礎を習得する。
２．英語で行われる科学・工学の講義を聞き取ることができる。
３．英語で説明される科学・工学の論理を追うことができる。
４．グループで英語を交えて討議することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安(不可)

科学・工学の英語での表現
法の基礎を習得する。

専門用語の意味を文章中か
ら推定することができる。

特殊な専門用語以外は辞書
に頼らずに教科書が読める
。

辞書を用いながら英語で書
かれた科学の教科書が読め
る。

英語の物理・化学の教科書
の意味が取れない。

英語で行われる科学・工学
の講義を聞き取ることがで
きる。

英語字幕なしでも動画と同
等の時間で意味が取れる。

英語字幕つきで２倍未満の
時間で意味が取れる。

英語字幕つきでポーズをし
ながら４倍程度の時間で意
味が取れる。

日本語に訳す必要がある。
時間が４倍以上かかる。

英語で説明される科学・工
学の論理を追うことができ
る。

英語で説明された論理を英
語で理解することができる
。

英語で説明された科学的イ
メージを持つことができる
。

英語での説明を、日本語の
説明と対応づけることがで
きる。

日本語の教科書がないと論
理が追えない。

グループで英語を交えて討
議することができる。

ほとんどの場面で英語で討
議ができる。

複雑な論理以外は英語で討
議することができる。

学んだ英単語を交えて日本
語で討議することができる
。

グループで議論するときに
英語が使えない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 英語で行われるオープンエデュケーションリソースを用いて、前期は基本的な英語の聞き取り、科学的用法を学ぶ。後

期はそれらの力を用いて、工学の新たなトピックからひとつ選びグループで学習し、成果を発表する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は５人一組のグループ単位で課題ビデオ、教材に対して行う。事前視聴、教員による解説、グループ討議、復唱等
を通じて、英語で科学を理解する力をやしなう。

注意点 教科書も含めてすべてデジタルで行うので各自コンピュータを持参すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 科学の方法論・OCWコンテンツの利用 OCWコンテンツの利用方法を学ぶ。教科書の科学の方法論
を読み、デジタル教科書の利用方法を学ぶ。

2週 Science out loud
MIT+K12 part1 サイエンスにおける諸問題についてのビデオを視聴する。

3週 #ask MIT
MIT+K12 part2

MITの研究者が質問に答える動画を見てサイエンスについ
て学ぶ。

4週 Highlight for High school
MIT+K12 part2 自らの関心領域についてビデオを視聴する。

5週 Khan academy Physics 1 Forces and Newton's laws of motion
6週 Khan academy Physics 2 Centripetal force and gravitation
7週 Khan academy Physics 3 Impacts and linear momentum
8週 Khan academy Physics 4 Torque and angular momentum
9週 Khan academy Physics 5 Oscillations and mechanical waves
10週 Khan academy Chemistry 1 Atoms, compounds, and ions
11週 Khan academy Chemistry 2 Chemical reactions and stoichiometry
12週 Khan academy Chemistry 3 Electronic structure of atoms
13週 Khan academy Chemistry 4 Periodic table
14週 Khan academy Chemistry 5 Gases and kinetic molecular theory
15週 期末テスト 課題をもって替える
16週 Presentation and discussion ポスターツアーで学習成果の発表を行う。

後期

1週 Open education resources
自分の興味があるトピックをMOOCSコース・OCWコース
から選択する。以下の５つは参考コース、グループで学習
計画を立てる。

2週 グループ討議１
Introduction to Aerospace Engineering II　TU delft
https://ocw.tudelft.nl/courses/introduction-aerospace-
engineering-ii/

3週 グループ討議２ Solar Energy　Edx course(TU delft)
https://ocw.tudelft.nl/courses/solar-energy/

4週 グループ討議３
Neural Networks for Machine Learning　coursera
course
https://www.coursera.org/learn/neural-networks

5週 グループ討議４
Introduction to Molecular Spectroscopy
cousera course
https://www.coursera.org/learn/spectroscopy
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6週 中間レビュー1
Classical Mechanics
MIT　Opencourseware
https://ocw.mit.edu/courses/physics/8-01sc-classical-
mechanics-fall-2016/

7週 中間レビュー2 学生は家庭で週で設定したビデオを視聴する。
8週 グループ討議５ 授業ではグループで討議しながら課題を達成する。
9週 グループ討議６
10週 グループ討議７
11週 グループ討議８
12週 グループ討議９
13週 最終レビュー、発表準備 グループで得た知識をまとめ、発表できる形式にする。
14週 発表１ 発表はジグソー法を使い、全ての学生が行う。
15週 期末試験 発表をもって替える
16週 発表２

評価割合
発表 宿題・レポート 態度 合計

総合評価割合 60 30 10 100
基礎的能力 20 10 10 40
専門的能力 20 10 0 30
分野横断的能力 20 10 0 30
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械設計製図基礎
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　機械・制御系　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：林洋次ほか著「機械製図」（実教出版）、大西清著「JISにもとずく機械設計製図便覧」（理工学社）/教材：長
澤貞夫ほか著「基礎製図練習ノート」（実教出版）、製図用具一式　

担当者 冨永 学,澁澤 健二
到達目標
１．図面の役割や種類、線の種類と用途、第３角法による投影図の作成を修得する。
２．投影図とその寸法、公差と表面性状を理解し、スケッチ図や製作図の作成を修得する．
３．ボルト・ナット、センタージャッキなどの基本的な機械要素の図面作成を修得する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
図面の役割や種類、線の種類と用
途、第３角法による投影図を理解
し、図面を正しく作成することが
できる。

図面の役割や種類、線の種類と用
途、第３角法による投影図を理解
し、図面を作成することができる
。

図面の役割や種類、線の種類と用
途、第３角法による投影図を理解
し、図面を作成することができな
い。

評価項目２
投影図とその寸法、公差と表面性
状を理解し、スケッチ図や製作図
を正しく作成できる。

投影図とその寸法、公差と表面性
状を理解し、スケッチ図や製作図
を作成できる。

投影図とその寸法、公差と表面性
状を理解し、スケッチ図や製作図
を作成できない。

評価項目３
ボルト・ナット、センタージャッ
キなどの基本的な機械要素がJISの
基づく機械製図で正しく図面とし
て表現できる。

ボルト・ナット、センタージャッ
キなどの基本的な機械要素がJISの
基づく機械製図で図面として表現
できる。

ボルト・ナット、センタージャッ
キなどの基本的な機械要素がJISの
基づく機械製図で図面として表現
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
機械・制御系技術者として必要な機械設計製図の基本について学習する．JISの機械製図の描き方に基づいた機械製図の
基本的な表現法を習得し、製図規則に従った正確な図面が描けるようになることを目的とする。また、第3角法で表現さ
れた立体の図面とその空間形状の対応ができる能力を養います。

授業の進め方と授業内
容・方法

各テーマごとに、JISの機械製図に基づいた図面の表現法について解説し，講義内容に対応した手書きによる作図演習を
適宜行う。図面の内容を十分 に理解した上で文字の描き方や各線種の作図等の細かな点にも注意しながら作図すること
。

注意点
前期に実施する定期試験2回分の総得点を25%、演習の評点合計を75%として評価を行い、60点以上を合格とする。演
習は各課題ごとに重点項目を設定し（文字の丁寧さ、線の太さと濃さ、図の正確さ、作図の早さ、仕上がり程度等）、
評価を行う。1つでも演習の課題が提出されない場合は、演習の評価を行わない。再試験は必要に応じて行う。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 機械製図 機械製図の重要性について理解する。
2週 製図器と製図機械 製図用具を用いて基本的な図形を描くことができる。
3週 文字と数字 文字と数字の記入ができる。
4週 線の種類、用途および名称 線の描き分けができる。
5週 投影法と第三角法 第三角法を理解する。

6週 図面の種類と尺度 機械製図において必要とされる図面の種類と尺度について
理解する。

7週 （中間試験） 中間試験を実施する。

8週 投影図 主投影図、補助投影図、部分投影図等を用いた図示ができ
る。

9週 断面図示 断面図示ができる。
10週 特殊な図示法 面の交わり、部分拡大図などの特殊な図示ができる。
11週 線・図形の省略 図形の省略と断面図による図示ができる。
12週 寸法記入法（１） 直線要素の寸法記入ができる。
13週 寸法記入法（２） 円形状の寸法記入ができる。
14週 寸法記入法（３） 角部や⽳の寸法記入ができる。
15週 （期末試験） 期末試験を実施する。
16週 総復習 前期の内容を復習する。

後期

1週 寸法公差、表面性状（面の粗さ） 寸法公差や表面粗さを図面に記入できる。
2週 ねじの表し方と図示法 おねじ・めねじの表し方と図示法について理解する。
3週 六角ボルト、六角ナットのスケッチ 六角ボルト、六角ナットのスケッチを描くことができる。
4週 六角ボルト、六角ナットの製図（１） 期限に合わせ計画的に作業をすすめられる。
5週 六角ボルト、六角ナットの製図（２） 期限に合わせ計画的に作業をすすめられる。
6週 六角ボルト、六角ナットの製図（３） 六角ボルト、六角ナットの図面を完成することできる。
7週 提出課題のレビュー 提出課題のレビューを通して、授業内容の定着を図る。
8週 センタージャッキのスケッチ センタージャッキのスケッチを描くことができる。
9週 センタージャッキの製図（１） 期限に合わせて計画的に作業をすすめられる。
10週 センタージャッキの製図（２） 期限に合わせて計画的に作業をすすめられる。
11週 センタージャッキの製図（３） センタージャッキの図面を完成することできる。
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12週 平歯車の製図（１） 期限に合わせて計画的に作業をすすめられる。
13週 平歯車の製図（２） 期限に合わせて計画的に作業をすすめられる。
14週 平歯車の製図（３） 軸受の図面を完成することができる。
15週 （期末試験） 課題の提出をもって代える。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 25 0 0 0 0 75 100
基礎的能力 ０ 0 0 0 0 0 0
専門的能力 25 0 0 0 0 75 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 加工工学
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 2
開設期 2
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　機械・制御系　　　　　   対象学生
通年 週時限数
平井三友ほか著「機械工作法」（コロナ社）
長谷川 勇治

到達目標
各種加工法の特徴を理解し、工作物に対して適切な加工方法を選択できる素養を得る。また技術者として重要な技術者倫理（知的財産、法令順
守）、国際貢献・地域貢献について認識する。
1.砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型の作り方・種類を得られる鋳物の特徴を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
2.溶接法を分類でき、ガス溶接および代表的なアーク溶接の接合方法を溶接部の特徴を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
3.各塑性加工法の特徴を主要方式の原理を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
4.切削加工の原理や切り屑の形態などを理解し、その知識を問題解決に適用できる。
5.研削加工の原理および砥石の三要素・五因子、砥石の種類と用途を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
6.技術者の役割と責任、使命と重要性、また国際社会・地域社会に貢献するために科学技術が果たせる役割を理解する。
7.知的財産に関する基本的な事項、法令順守の重要性を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

鋳造
砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解し、その知識を使用で
きる。

砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解できない。

溶接
溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
を溶接部の特徴を理解し、その知
識を問題解決に適用できる。

溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
と特徴を理解し、その知識を使用
できる。

溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
と特徴を理解できない。

塑性加工
各塑性加工法の特徴を主要方式の
原理を理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

各塑性加工法の特徴を理解し、そ
の知識を使用できる。

各塑性加工法の特徴を理解できな
い。

切削加工
切削加工の原理や切り屑の形態な
どを理解し、その知識を問題解決
に適用できる。

切削加工の原理や切り屑の形態を
理解し、その知識を使用できる。

切削加工の原理や切り屑の形態を
理解できない。

研削加工
研削加工の原理および砥石の三要
素・五因子、砥石の種類と用途を
理解し、その知識を問題解決に適
用できる。

研削加工の原理、砥石の三要素・
五因子を理解し、その知識を使用
できる。

研削加工の原理、砥石の三要素・
五因子を理解できない。

技術者倫理と国際貢献・地域貢献 技術者倫理について説明できる。 技術者倫理について理解できる。 技術者倫理について理解できない
。

知的財産・法令順守 知的財産・法令順守について説明
できる。

知的財産・法令順守について理解
できる。

知的財産・法令順守について理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要

機械工学の原点は「ものづくり」であると考えることができる。機械技術者は、製作図を元に各種の工作機械を使用し
、「ものづくり」、すなわち素材から様々な製品を生産する。この素材から製品を製作する生産過程で要求される必要
な知識、すなわち、基本的な各種の加工方法を学ぶ。
また、技術者倫理（知的財産、法令順守）の基づく技術者の役割やふさわしい行動を学び、科学技術が国際貢献・地域
貢献に果たせる役割についても学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業はスライドを用いて進める。教科書の解説・補足を主とし、一部教科書に掲載のないテーマについても取り扱う。
定期試験のほかに、小テストによる確認テストを行い、評価の対象とする。

注意点
プレゼン資料は自宅からインターネットで閲覧することが可能なので、次回講義回予定の部分を予習しておくこと。ま
た、講義中にメモしたサブノートを見直し、自宅で講義ノートを作成してください。また、２年次の「電子制御実験」
で学んだ加工法を復習してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 技術者と科学技術と国際・地域貢献
技術者の役割と責任、使命と重要性を理解する。また、国
際社会における技術者としてふさわしい行動、地域社会に
貢献するために科学技術が果たせる役割を理解する。

2週 機械材料の種類
機械材料の機械的性質1

各種の機械材料の種類と用途を理解する。
機械材料の引張強さ、硬さを理解する。

3週 機械材料の機械的性質2 機械材料の靱性、疲労、クリープ強さを理解する。
4週 鋳造1 鋳物の作り方、鋳型の要件、構造および種類を理解する。

5週 鋳造2 精密鋳造法、ダイカスト法およびその他の鋳造法における
鋳物の作り方を理解する。

6週 鋳造3 鋳物の欠陥や鋳物用材料を理解する。
7週 中間試験

8週 技術者倫理の基本と実践 技術者の行動に関する基本的な責任事項、技術者倫理観に
基づいて、取るべきふさわしい行動を理解する。

9週 塑性加工1 鍛造・転造を特徴を理解する。
10週 塑性加工2 圧延およびその他の塑性加工を理解する。
11週 塑性加工3 プレス加工およびその他の塑性加工を理解する。
12週 溶接1 各種の溶接法を理解し分類できる。
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13週 溶接2 アーク溶接の接合方法とその特徴、アーク溶接の種類、ア
ーク溶接棒を説明できる。

14週 溶接3 ガス溶接の接合方法とその特徴、ガスとガス溶接装置、ガ
ス溶接棒とフラックスを説明できる。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 知的財産と法令順守 知的財産に関する基本的な事項、法令順守の重要性を理解
する。

2週 切削加工1 切削加工の原理、切削工具、工作機械の運動を理解する。

3週 切削加工2 切削工具材料の条件と種類および切削速度、送り量、切込
みなどの切削条件選定を理解する。

4週 切削加工3 バイトの種類と各部の名称、旋盤の種類と構造を理解する
。

5週 切削加工4 フライスの種類と各部の名称、フライス盤の種類と構造を
理解する。

6週 切削加工5 ドリルの種類と各部の名称、ボール盤の種類と構造を理解
する。

7週 中間試験
8週 研削加工1 砥石の三要素、構成、選定、修正のしかたを理解する。

9週 研削加工2 研削加工の原理、円筒研削と平面研削の研削方式を理解す
る。

10週 研削加工3 その他の研削方式を理解する。

11週 精密加工および特殊加工1 ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を理解
する。

12週 精密加工および特殊加工2 ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を理解
する。

13週 プラスチック加工1 プラスチック加工の各加工法の特徴を理解する。
14週 プラスチック加工2 プラスチック加工の各加工法の特徴を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
定期試験 小テスト レポート 合計

総合評価割合 70 30 0 100
基礎的能力 0 10 0 10
専門的能力 70 20 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　機械・制御系　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 堀田栄喜，川嶋繁勝ほか「電気基礎１」（実教出版），西巻正郎他「電気回路の基礎」（森北出版）
担当者 住谷 正夫
到達目標
１．基本的な電気回路における諸現象を理解する．
２．電気回路における現象を表す公式を理解する
３．交流回路における値の表現方法を理解する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

電気回路の諸現象 基本的な電気回路における諸現象
を理解し，使うことができる．

基本的な電気回路における諸現象
を理解している．

基本的な電気回路における諸現象
を理解していない．

電気回路の公式 電気回路における現象を表す公式
を理解し，使うことができる．

電気回路における現象を表す公式
を理解している．

電気回路における現象を表す公式
を理解していない．

交流回路における各値の表現方法 交流回路における値の表現方法を
理解し，使うことができる．

交流回路における値の表現方法を
理解している．

交流回路における値の表現方法を
理解していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 直流回路における直並列接続での分流・分圧を学び，回路網の解法を理解する．また、交流回路の基礎を学ぶ.
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績を80％、課題の成績を20％で行い、平均の成績が60点以上の者を合格にする．

注意点
電気・電子系科目の基礎となる科目です．不明な点を曖昧なままにしないで，授業中や放課後に積極的に質問して下さ
い．これまで学んだ数学や物理も使用しますので，分からないときは復習してください．
講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと．講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電気回路の授業解説 電気回路の授業で学ぶ内容について説明する．
2週 オームの法則 電圧，電流，抵抗の関係を理解する.
3週 電圧降下 電圧降下，起電力，電圧の方向を理解する.
4週 直並列回路の合成抵抗 直並列回路における合成抵抗の計算方法を理解する.
5週 直列回路の分圧 直列回路での分圧を理解する.
6週 並列回路の分流 並列回路での分流を理解する.
7週 （中間試験）
8週 直並列回路の分圧，分流 直並列回路での分圧，分流の演習に取り組む．
9週 倍率器 倍率器を理解する.
10週 分流器 分流器を理解する.
11週 電池の内部抵抗 電池の内部抵抗の影響を理解する.
12週 ブリッジ回路 ブリッジ回路における平衡条件を理解する.
13週 重ね合わせの理 回路網における重ね合わせの理を理解する.
14週 重ね合わせの理による回路網の解法 重ね合わせの理による回路網の演習に取り組む．
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 キルヒホッフの法則 キルヒホッフの第一法則を理解する.
2週 キルヒホッフの法則 キルヒホッフの第二法則を理解する.

3週 複雑な回路網の解法 重ね合わせの理，キルヒホッフの法則による複雑な回路網
の演習に取り組む．

4週 キルヒホッフの法則を用いた網目電流法による回路解析 網目電流を用いた回路解析を理解する.
5週 抵抗率，抵抗温度係数 抵抗率と導電率，導体の抵抗温度係数を理解する.

6週 抵抗率，抵抗温度係数を用いた計算 抵抗率と導電率，導体の抵抗温度係数を用いた計算を理解
する

7週 （中間試験）
8週 電力と電力量 ジュールの法則，電力，電力量を理解する.
9週 鳳・テブナンとノートンの定理 鳳・テブナンとノートンの定理を理解する.

10週 鳳・テブナンとノートンの定理を用いた回路解析 鳳・テブナンとノートンの定理を用いた回路解析を理解す
る.

11週 正弦波交流の複素数表示 正弦波交流の複素数表示について理解する.
12週 正弦波交流のフェーザ表示 正弦波交流のフェーザ表示について理解する.
13週 交流回路計算の基本 複素数表示，フェーザ表示における加減乗除を理解する．
14週 正弦波の周波数と位相，平均値と実効値 正弦波の周波数や位相，平均値と実効値を理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習
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評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

2 － 32



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 プログラミングⅠ
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　機械・制御系　　　　　　 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：高橋麻奈「やさしいＣ 第4版」(SB Creative)  参考書：柴田望洋「新・明解Ｃ言語 入門編」(SB Creative)
担当者 荒川 臣司
到達目標
1. Windows上の統合環境の中で，C言語ソースコードの入力，コンパイル，実行，デバッグなどを理解し、使用できる。
2. 各種の演算子，条件判断文，繰り返し文を理解し、使用できる。
3. 配列の宣言、初期化を理解し、使用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
 Windows上の統合環境の中で
，C言語ソースコードの入力，コン
パイル，実行，デバッグなどを理
解し、使用できる。

 Windows上の統合環境の中で
，C言語ソースコードの入力，コン
パイル，実行，デバッグなどを理
解している。

 Windows上の統合環境の中で
，C言語ソースコードの入力，コン
パイル，実行，デバッグなどを理
解していない。

各種の演算子，条件判断文，繰り
返し文を理解し、使用できる。

各種の演算子，条件判断文，繰り
返し文を理解している。

各種の演算子，条件判断文，繰り
返し文を理解していない。

配列の宣言、初期化を理解し、使
用できる。

配列の宣言、初期化を理解してい
る。

配列の宣言、初期化を理解してい
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
Ｃ言語文法の前半部を学ぶ。単元内容を解説したあとで必ず例題を示して，その具体的な使い方を知る。また実際に3週
に1回程度，コンピュータ演習室においてWindows上のVisualC++コンパイラを用いたプログラミング演習を行う。そ
れにより理解を深め，知識を確実なものにする。

授業の進め方と授業内
容・方法

注意点

プログラミング技術はたくさんの演習を行い，エラーを出しながらそれらを自分の手で修正していく過程で上達する。
一人ひとりが演習に主体的に取り組んで欲しい。また，VisualStudioCommunity(Microsoft社)などフリーソフトのCコ
ンパイラがインターネット上で公開されているので，それを入手して個人のコンピュータ環境で動作させてみることも
勧める。講義ノートの内容を見直し，講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分
を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 プログラムのしくみ，作成と実行 プログラムの動作，コンパイル，リンクを理解する
2週 画面出力，文字と数値 画面出力の方法を理解する

3週 プログラミング演習 演習を通してWindowsプログラミングの基本操作手順を学
ぶとともに，第1～2週の内容を深く理解する

4週 変数(1) 変数の名前と型を理解する
5週 変数(2) 変数の宣言と数値代入の方法を理解する
6週 プログラミング演習 演習を通して第4～5週の内容を深く理解する
7週 （中間試験）
8週 変数(3) キーボードからのデータ入力方法を理解する
9週 式と演算子(1) 式のしくみと演算の意味を理解する
10週 式と演算子(2) 演算子の種類を理解する
11週 プログラミング演習 演習を通して第8～10週の内容を深く理解する
12週 式と演算子(3) 演算子の優先順位を理解する
13週 式と演算子(4) 変数の型変換を理解する
14週 プログラミング演習 演習を通して第12～13週の内容を深く理解する
15週 （期末試験）
16週 復習 前期に学んだ内容を総合的に理解する

後期

1週 条件判断(1) if文を理解する
2週 条件判断(2) switch文を理解する
3週 プログラミング演習 演習を通して第1～2週の内容を深く理解する
4週 条件判断(3) 論理演算子を理解する
5週 繰り返し文(1) for文を理解する
6週 プログラミング演習 演習を通して第4～5週の内容を深く理解する
7週 （中間試験）
8週 繰り返し文(2) while文を理解する
9週 繰り返し文(3) 文のネスト，処理の流れの変更方法を理解する
10週 プログラミング演習
11週 配列(1) 配列のしくみ，宣言方法を理解する
12週 配列(2) 配列の初期化方法を理解する
13週 配列(3) 多次元配列を理解する
14週 プログラミング演習 演習を通して第11～13週の内容を深く理解する
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15週 （期末試験）
16週 復習 後期に学んだ内容を総合的に理解する

評価割合
定期試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 70 30 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 論理回路
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 2
開設期

国際創造工学科　機械・制御系　　　　　   対象学生
通年 週時限数 1

教科書/教材
担当者 岡本 修
到達目標
１．２進数の計算および基本論理演算を理解し、使うことができる。
２．論理式の簡単化およびその構成を理解し、使うことができる。
３．演算回路、カウンタ回路の動作を理解し、使うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
２進数の計算および基本論理演算
を理解し、使うことができる。

２進数の計算および基本論理演算
を理解している。

２進数の計算および基本論理演算
を理解していない。

論理式の簡単化およびその構成を
理解し、使うことができる。

論理式の簡単化およびその構成を
理解している。

論理式の簡単化およびその構成を
理解していない。

演算回路、カウンタ回路の動作を
理解し、使うことができる。

演算回路、カウンタ回路の動作を
理解している。

演算回路、カウンタ回路の動作を
理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 コンピュータやそのインターフェース設計の際に必要になるブール代数の基礎，組合せ論理回路の働きを理解し,簡単な

論理回路の設計が行えるようにする.
授業の進め方と授業内
容・方法

授業開始時に前回の授業内容の確認および当日の授業内容の説明を行う．成績の評価は，定期試験の成績で行い，平均
の成績が６０点以上の者を合格とする.

注意点 論理回路はコンピュータや周辺機器のインターフェースの設計する際の基礎となる．基本をしっかり身につけて欲しい
．講義での疑問は必ず質問をして後回しにしないようにすること．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 アナログとディジタル アナログ，ディジタル信号
2週 基数の変換 2進数から10進数への変換
3週 基数の変換 10進数から2，8，16進数への変換
4週 2進数の加算 2進演算，桁上がりの操作
5週 2進数の減算 2進演算，借りの操作
6週 補数を用いた減算 補数の概念，1の補数，2の補数
7週 （中間試験）
8週 符号の表し方 BCD符号，3余り符号，グレイ符号
9週 基本論理，論理記号 基本論理（AND，OR，NOT等）
10週 ベン図 集合とベン図
11週 ブール代数1 ブール代数とド・モルガンの定理
12週 ブール代数2 ブール代数とド・モルガンの定理
13週 真理値表と論理式1 主加法標準型
14週 真理値表と論理式2 主乗法標準型
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 真理値表と論理式3 論理式から真理値表
2週 論理関数の簡単化1 ブール代数，ベン図
3週 論理関数の簡単化2 カルノー図による簡単化1
4週 論理関数の簡単化3 カルノー図による簡単化2
5週 クワイン・マクラスキー法による簡単化1 簡単化手順
6週 クワイン・マクラスキー法による簡単化2 主項、被覆表
7週 （中間試験）
8週 論理記号変換1 AND,OR変換
9週 論理記号変換2 NANDゲート，NORゲートによるNOT回路
10週 演算回路 半加算器，全加算器の構成

11週 組合せ論理回路 マルチプレクサ，デマルチプレクサ，エンコーダ，デコー
ダ

12週 フリップフロップ回路1 RSフリップフロップ，JKフリップフロップの動作
13週 フリップフロップ回路2 Tフリップフロップ，Dフリップフロップの動作
14週 カウンタ回路 カウンタの動作
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合

2 － 35



試験 課題トウ 合計
総合評価割合 100 0 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械・制御工学実験
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 2
開設期 3
教科書/教材
担当者

国際創造工学科　機械・制御系　　　　　   対象学生
通年 週時限数
実習テーマごとに配布
小堀 繁治,小室 孝文,平澤 順治,小沼 弘幸,岡本 修

到達目標
1.工作機械等を利用した機械部品製作の手法について概要を理解・習得する.
2.実習を通じ工学の基礎に関わる知識を理解する.
3.実習から得られたデータについて工学的な考察をし，また説明・説得ができる.
4.安全を第一に作業することができる.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
工作機械等を利用した機械部品製
作の手法について概要を理解・習
得する.

概要を理解・習得している. 概要をほぼ理解・習得している. 概要を理解・習得していない.

実習を通じ工学の基礎に関わる知
識を理解する. 十分に理解している． 理解している． 十分に理解していない．

実習から得られたデータについて
工学的な考察をし，また説明・説
得ができる.

十分に考察，説明，説得ができる. 考察，説明，説得ができる. 十分に考察，説明，説得ができな
い.

安全を第一に作業することができ
る.

安全の重要性を理解し，安全に作
業し，かつ危険状態の指摘をする
ことができる．

安全の重要性を理解し，安全に作
業することができる． 安全の重要性を理解していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A), 学習・教育到達度目標 (B)
教育方法等
概要 各種機械加工の実作業や電気回路を用いた実験を行うことで，機械工学分野における「ものづくり」の基礎となる設計

・製作を体験し知識を深める.
授業の進め方と授業内
容・方法 各クラスを班分けし，各班ごとに６テーマの実験・実習を行う．詳細はガイダンスにて指示する．

注意点 安全のため，学校の指定する実習服・安全靴を購入し，実習時にはこれらを着用すること．詳細はガイダンスにて指示
する．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス（1週）
実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。
災害防止と安全確保のためにすべきことを理解し、実践で
きる。

2週 寸法測定，製図（1週） ノギスの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使い方を理
解し、計測できる。

3週 寸法測定，製図（1週） マイクロメータの各部の名称、構造、目盛りの読み方、使
い方を理解し、計測できる。

4週 溶接（１）（1週） アーク溶接の原理を理解し、アーク溶接機、アーク溶接器
具、アーク溶接棒の扱い方を理解し、実践できる。

5週 溶接（２）（1週） アーク溶接の基本作業ができる。
6週 溶接（３）（1週） アーク溶接の基本作業ができる。
7週 溶接（４）（1週） アーク溶接の基本作業ができる。
8週 鍛造・仕上げ（１）（1週） 鍛造の基本作業ができる。
9週 鍛造・仕上げ（２）（1週） 鍛造の基本作業ができる。

10週 鍛造・仕上げ（３）（1週） ダイヤルゲージ、ハイトゲージ、デプスゲージなどの使い
方を理解し、計測できる

11週 鍛造・仕上げ（４）（1週）

けがき工具を用いてけがき線を描くことができる。
ボール盤の基本操作を習得し、⽳あけなどの作業ができる
。
やすりを用いて平面仕上げができる。
ねじ立て工具を用いてねじを切ることができる。

12週 旋盤（１）（1週） 旋盤主要部の構造と機能を説明できる。

13週 旋盤（２）（1週） 旋盤の基本操作を習得し、外丸削り、端面削り、段付削り
などの作業ができる。

14週 旋盤（３）（1週） 旋盤の基本操作を習得し、外丸削り、端面削り、段付削り
などの作業ができる。

15週 旋盤（４）（1週） 旋盤の基本操作を習得し、外丸削り、端面削り、段付削り
などの作業ができる。

16週 レポート作成（1週） レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。

後期

1週 フライス（１）（1週） フライス盤主要部の構造と機能を説明できる。
2週 フライス（２）（1週） フライス盤主要部の構造と機能を説明できる。

3週 フライス（３）（1週） フライス盤の基本操作を習得し、平面削りや側面削りなど
の作業ができる。

4週 フライス（４）（1週） フライス盤の基本操作を習得し、平面削りや側面削りなど
の作業ができる。
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5週 NC（１）（1週） NC工作機械の特徴と種類、制御の原理、NCの方式、プロ
グラミングの流れを説明できる。

6週 NC（２）（1週）
少なくとも一つのNC工作機械について、各部の名称と機能
、作業の基本的な流れと操作を理解し、プログラミングと
基本作業ができる。

7週 NC（３）（1週）
少なくとも一つのNC工作機械について、各部の名称と機能
、作業の基本的な流れと操作を理解し、プログラミングと
基本作業ができる。

8週 NC（４）（1週）
少なくとも一つのNC工作機械について、各部の名称と機能
、作業の基本的な流れと操作を理解し、プログラミングと
基本作業ができる。

9週 オシロスコープ（１）（1週） 電気・電子系の実験を安全に行うための基本知識を習得す
る。

10週 オシロスコープ（２）（1週） オシロスコープを用いて実際の波形観測が実施できる。
11週 オシロスコープ（３）（1週） 抵抗・インピーダンスの測定が実践できる。
12週 オシロスコープ（４）（1週） 電圧・電流・電力などの電気諸量の測定が実践できる。
13週 視聴覚学習（1週） 実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。

14週 レポート作成（1週）
レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。
実験の内容をレポートにまとめることができ、口頭でも説
明できる。

15週 レポート作成（1週）
レポートの作成の仕方を理解し、実践できる。
実験の内容をレポートにまとめることができ、口頭でも説
明できる。

16週 総復習・レポート返却
実験・実習の目標と心構えを理解し、実践できる。
災害防止と安全確保のためにすべきことを理解し、実践で
きる。

評価割合
レポート 取り組み状況 合計

総合評価割合 30 70 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 30 70 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気基礎学
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　電気・電子系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：柴田尚志・皆藤新一「電気基礎」（コロナ社）
担当者 三宅 晶子
到達目標
１．点電荷の作る電界やクーロン力に関する基礎的な計算ができる。
２．電流の作る磁界や磁界中の電流に働く力を理解し、その説明や基礎的な計算ができる。
３．電磁誘導の法則を理解し、その説明や誘導起電力、インダクタンスに関する基礎的な計算ができる。
４．電界と電位の関係を理解し、その説明や電位に関する基礎的な計算ができる。
５．導体や誘電体の性質を理解し、静電誘導や誘電体中の分極現象や電束密度について説明できる。
６．静電容量や静電エネルギーを理解し、その説明やコンデンサの静電容量に関する基礎的な計算ができる。
７．物質の磁化現象が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
点電荷の作る電界やクーロン力に
関する基礎的な計算ができ、応用
的な計算が説明できる。

点電荷の作る電界やクーロン力に
関する基礎的な計算ができる。

点電荷の作る電界やクーロン力に
関する基礎的な計算ができない。

評価項目２
電流の作る磁界や磁界中の電流に
働く力の説明や基礎的な計算、ま
た応用的な計算の説明ができる。

電流の作る磁界や磁界中の電流に
働く力を理解し、その説明や基礎
的な計算ができる。

電流の作る磁界や磁界中の電流に
働く力を理解できない。

評価項目３
電磁誘導の法則の説明や、誘導起
電力、インダクタンスに関する基
礎的な計算、また応用的な計算の
説明ができる。

電磁誘導の法則を理解し、その説
明や誘導起電力、インダクタンス
に関する基礎的な計算ができる。

電磁誘導の法則を理解できない。

評価項目４
電界と電位の関係の説明や、電位
に関する基礎的な計算、また応用
的な計算の説明ができる。

電界と電位の関係を理解し、その
説明や電位に関する基礎的な計算
ができる。

電界と電位の関係を理解できない
。

評価項目５
導体や誘電体の性質を理解し、静
電誘導や誘電体中の分極現象や電
束密度に関する説明や基礎的な計
算の説明ができる。

導体や誘電体の性質を理解し、静
電誘導や誘電体中の分極現象や電
束密度について説明できる。

導体や誘電体の性質を理解できな
い。

評価項目６
静電容量や静電エネルギーの説明
や、コンデンサの静電容量に関す
る基礎的・応用的な計算ができる
。

静電容量や静電エネルギーを理解
し、その説明やコンデンサの静電
容量に関する基礎的な計算ができ
る。

静電容量や静電エネルギーを理解
できない。

評価項目７ 物質の磁化現象を理解し、その説
明ができる。 物質の磁化現象を理解できる。 物質の磁化現象を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 　電気、磁気に関する現象の理解を深めるとともに、電気回路や電気計測等への応用について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 　座学形式とグループワークでの演習を組み合わせたスタイルで授業を進める。

注意点
　教わるのではなく、常に「何故」と考え、学ぶ習慣を身につけること。予習や復習を怠らず、課題が出された場合に
は期限までに完成させること。
　なお、本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 静電界（１） 静電気(摩擦電気)、帯電現象、帯電体間に働く力(静電力
)の性質を説明できる。

2週 静電界（２） 原子の構成、電子、電気量、電気素量について説明できる
。

3週 静電界（３） 電荷およびクーロンの法則を説明でき、点電荷に働く力を
計算できる。

4週 静電界（４） 電界と電気力線を説明でき、点電荷による電界を計算でき
る。

5週 電流と磁界（１） 直線上導体、円形コイルを流れる電流の作る磁界を説明で
きる。

6週 電流と磁界（２） 磁界と磁束の関係、磁束密度を説明できる。
7週 中間試験
8週 電流と磁界（３） ビオ・サバールの法則を説明できる。

9週 電流と磁界（４） 磁界中の電流に作用する力、ローレンツ力を説明でき、基
礎的な計算ができる。

10週 電流と磁界（５） 電流の流れるコイルに働く回転力（トルク）を説明でき、
基礎的な計算ができる。

11週 電磁誘導（１） 電磁誘導を説明できる。

12週 電磁誘導（２） レンツの法則と電磁誘導の法則を説明でき、基礎的な計算
ができる。

13週 電磁誘導（３） 自己誘導、相互誘導を説明できる。
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14週 電磁誘導（４） 自己インダクタンス、相互インダクタンスに関する基礎的
な計算ができる。

15週 期末試験
16週 総復習 これまでの総復習

後期

1週 電界と電位（１） 電界のする仕事について説明できる。
2週 電界と電位（２） 電位、等電位面について説明できる。
3週 電界と電位（３） 平等電界中での電位を計算できる。
4週 電界と電位（４） 電位の傾きと電界の強さの関係を説明できる。
5週 導体と誘電体（１） 導体の性質を説明できる。
6週 導体と誘電体（２） 静電誘導と静電遮蔽について説明できる。
7週 中間試験
8週 導体と誘電体（３） 誘電体中の分極現象を説明できる。
9週 導体と誘電体（４） 誘電体中の電界と電束密度を説明できる。
10週 静電容量（１） 静電容量を説明できる。
11週 静電容量（２） 平行平板コンデンサの静電容量を計算できる。

12週 静電容量（３） コンデンサの直列接続、並列接続を説明し、その合成静電
容量を計算できる。

13週 静電容量（４） 静電エネルギーを説明できる。
14週 磁性体と磁化 磁気モーメントと物質の磁化について説明できる。
15週 期末試験
16週 総復習 これまでの総復習

評価割合
試験 演習課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 国際創造工学科　電気・電子系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 3
教科書/教材 教科書：柴田尚志・皆藤新一「電気基礎」（コロナ社）、柴田尚志「電気回路Ⅰ」（コロナ社）
担当者 山口 一弘,澤畠 淳二
到達目標
１．直流回路において、オームの法則、キルヒホッフの法則、重ねの理等の基本的事項を説明できる。
２．直流回路の計算ができる。
３．正弦波交流の振る舞いについて理解し、瞬時値やフェーザーを用いて電圧、電流を求められる。
４．R、L、C素子が直列接続、並列接続された交流回路の解法に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

１．直流回路についてオームの法
則、キルヒホッフの法則、重ねの
理等の基本的事項

オームの法則、キルヒホッフの法
則、重ねの理等の基本的事項を、
これらの法則が適用されない場合
も含めて、分かりやすく説明でき
る。

オームの法則、キルヒホッフの法
則、重ねの理等の基本的事項を説
明できる。

基本的事項を説明できない。

２．直流回路の計算 適切な回路計算法を選択して直流
回路の計算ができる。 直流回路の計算ができる。 直流回路の計算ができない。

３．正弦波交流と交流回路の計算
に関する基本的事項

正弦波交流の振る舞いについて理
解し、瞬時値やフェーザーを用い
て電圧、電流を求めることができ
る。

正弦波交流の振る舞いについて理
解し、瞬時値やフェーザーを用い
て簡単な回路の電圧、電流を求め
ることができる。

正弦波交流の振る舞いについて理
解し、瞬時値やフェーザーを用い
て電圧、電流を求めることができ
ない。

４．交流回路の計算
R、L、C素子が直列接続、並列接
続された交流回路を解析でき、そ
の結果を応用できる。

R、L、C素子が直列接続、並列接
続された交流回路を解析できる。

R、L、C素子が直列接続、並列接
続された交流回路を解析できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
まず、電気回路の初歩である直流回路について学びながら電圧、電流、抵抗、電力の概念、および電気回路に関する基
本的な法則を習得する。
つぎに、交流回路の基礎と回路解法について学び、以降の電気・電子工学の学習に資することを目的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

直流回路、正弦波交流回路は、電気工学を学ぶうえで最も基礎となる科目の一つである。演習の時間を多く採り入れる
よう構成してあるので、問題はすべて自力で解き、着実に理解していくよう心がけること。
前期の授業には、アクティブ・ラーニング（AL）を導入する。AL型授業では学習内容の解説、グループ学習等による演
習、振り返りの時間等で構成されている。前期の講義資料は、指定するサイトからダウンロードし、授業では、それを
PC等で閲覧しながら学習することになる。

注意点
本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
評価方法は、定期試験の成績80％、小テストや課題、レポート等の成績20％で評価する。
科目の評価は、前期成績と後期成績の平均点を用いる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
・直流回路を理解するためのアクティブ・ラーニング
（AL）のガイダンス
・大きい数と小さい数の表し方

・ALの目的を理解し、コンセンサス・ゲームの実体験をを
とおしてグループ学習の重要性を説明できる。
・直流回路を学ぶ目的を説明できる。
・大きい数と小さい数の表し方を説明できる。

2週 ・起電力、電圧、電流 ・起電力、電圧、電流の概念を説明できる。

3週 ・Ohm（オーム）の法則
・比例関係と物理量の関係を説明できる。
・Ohmの法則を説明できる。
・電気抵抗を説明できる。

4週 ・Kirchhoff（キルヒホッフ）の法則 ・Kirchhoffの法則を説明できる。

5週 ・直並列回路（１） ・Ohmの法則とKirchhoffの法則に基づいて、回路方程式を
立て計算できる。

6週 ・直並列回路（２） ・Ohmの法則とKirchhoffの法則に基づいて、回路方程式を
立て計算できる。

7週 前期中間試験
8週 ・等価回路と合成抵抗 ・等価回路の考え方を説明し、合成抵抗を求められる。

9週 ・重ねの理とテブナンの定理
・電源と内部抵抗

・重ねの理とテブナンの定理を説明し、回路計算に応用で
きる。
・電圧源、電流源、内部抵抗を説明できる。

10週 ・電力、電力量、エネルギー ・電力、電力量、エネルギーの関係を理解し、それらの量
を簡単なな直流回路から計算できる。

11週 ・ループ電流法 ・ループ電流法を説明し、直流回路の計算に応用できる。
12週 ・電位と枝路電流法 ・枝路電流法の説明し、直流回路の計算に応用できる。
13週 ・直流回路の応用（1） ・種々の直流回路の計算ができる。
14週 ・直流回路の応用（2） ・ブリッジ回路などの応用例を説明できる。
15週 前期期末試験
16週 直流回路のまとめと総復習 前期の内容について、振り返りができる。

後期 1週 ・.正弦波交流の特徴と周波数、位相 正弦波の特徴を理解し、周波数、位相と位相差の概念につ
いて理解を深める。
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2週 ・正弦波の最大値と実効値、平均値 正弦波交流で実効値が使われる理由を理解する。
3週 ・正弦波交流の発生について 電磁誘導現象や交流発声の原理が理解できる。

4週 ・抵抗における電圧と電流の関係
・コイルにおける電圧と電流の関係（１）

オームの法則の交流への拡張を理解する。
インダクタンスの定義を理解する。

5週 ・コイルにおける電圧と電流の関係（２） コイルに正弦波を印加したときの電圧と電流の関係を理解
する。

6週 ・.コンデンサにおける電圧と電流の関係（１） キャパシタンスの定義を理解する。
7週 後期中間試験

8週 ・.コンデンサにおける電圧と電流の関係（２） コンデンサに正弦波を印加したときの電圧と電流の関係を
理解する。

9週 ・抵抗、コイル、コンデンサの直列、並列接続
抵抗、コイル、コンデンサを直列、並列接続した場合の合
成抵抗、インダクタンス、キャパシタンスを求めることが
できる

10週 ・瞬時値を用いた交流回路の計算（１） RL並列、RC並列、RLC並列回路の電流を求めることができ
る。

11週 ・瞬時値を用いた交流回路の計算（２） RL直列、RC直列、RLC直列回路の電流を求めることができ
る。

12週 ・フェーザと正弦波交流の関係 フェーザと正弦波交流の関係を理解する。

13週 ・フェーザによる交流回路の計算（１） フェーザを用いて、RL並列、RC並列、RLC並列回路の電流
を求めることができる。

14週 ・フェーザによる交流回路の計算（２） フェーザを用いて、RL直列、RC直列、RLC直列回路の電流
を求めることができる。

15週 後期期末試験
16週 これまでのまとめと総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 小テスト・課題

など 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ディジタル回路
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　電気・電子系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 堀　桂太郎「ディジタル電子回路の基礎」（東京電機大学出版局）
担当者 田辺 隆也
到達目標
１．数値の表現方法とディジタル回路との関係を説明できる。
２．与えられた動作を行うディジタル回路を，真理値表・論理式・回路図で説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 数値の表現方法とディジタル回路
との関係を説明できる。

数値の表現方法とディジタル回路
との関係を理解できる。

数値の表現方法とディジタル回路
との関係を理解できない。

評価項目2
与えられた動作を行うディジタル
回路を，真理値表・論理式・回路
図で説明できる。

与えられた動作を行うディジタル
回路を，真理値表・論理式・回路
図で理解できる。

与えられた動作を行うディジタル
回路を，真理値表・論理式・回路
図で理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
コンピュータやディジタル機器の基本を構成しているディジタル回路について，‘１’か‘0’の2進数の扱いを基礎から取り
組み，ディジタル信号の扱い方，論理的な理解方法を学ぶことによって，簡単なディジタル回路を設計できることまで
を目指す。

授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は，定期試験の成績で行い，平均の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 ２進数を扱うので慣れないことが多いと思われるが，内容は比較的簡単で，同じような内容が繰り返し現れるので，慌
てずゆっくりと勉強してほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 数値の表現方法と10進数 数値の表現方法と10進数を理解する
2週  2進数と10進・2進変換 2進数を理解し，10進・2進変換ができるようにする
3週  10進数と2進数･8進数･16進数の相互変換 ｎ進数の相互変換について理解する
4週 BCDコード BCDコード等の概念を理解する
5週 2進数の演算  加算，減算，補数表現による演算について理解する
6週 アナログとディジタル アナログとディジタルの違いを理解する
7週  （中間試験）
8週 基本ゲート ディジタルの基本となる回路を理解する
9週 ブール代数の演算子 NOT，AND，ORの演算子を理解する
10週 ブール代数の法則  ブール代数の法則を理解し，演算ができるようにする

11週 真理値表による表現  真理値表を理解し，基本ゲート回路の真理値表が作成でき
るようにする

12週  加法標準形(1) 加法標準形の真理値表を作成できるようにする
13週  加法標準形(2)  加法標準形の真理値表から論理式を作成できるようにする
14週  乗法標準形(1)  乗法標準形の真理値表を作成できるようにする
15週  （期末試験）
16週  乗法標準形(2)  乗法標準形の真理値表から論理式を作成できるようにする

後期

1週 論理式の簡単化(カットアンドトライ法)  ブール代数の法則を利用した式の簡単化について理解する
2週  論理式の簡単化（カルノー図）(1) 論理式をカルノー図より簡単化できるようにする
3週  論理式の簡単化（カルノー図）(2)  真理値表をカルノー図より簡単化できるようにする
4週  ゲート回路の種類と動作  各種ゲート回路の動作表，ディジタルICについて理解する
5週  回路図の書き方  回路図の書き方を理解する

6週  NAND回路、NOR回路のみによる表現  NAND回路もしくはNOR回路のみで回路を構成できるよう
にする

7週  （中間試験）
8週 組み合わせ回路 各種組み合わせ回路の動作原理を理解する
9週  演算回路  演算回路の動作原理を理解する
10週  フリップフロップ(1)  RSフリップフロップ回路について理解する
11週 フリップフロップ(2)  JKフリップフロップ回路について理解する

12週  フリップフロップ(3)  Dフリップフロップ，Tフリップフロップ回路について理解
する

13週 シフトレジスタ,カウンタ(1) シフトレジスタ，カウンタの動作原理、真理値表を理解す
る

14週  シフトレジスタ,カウンタ(2)  各種カウンタの動作原理，設計方法を理解する
15週  （期末試験）
16週 総復習  これまでの復習とまとめ
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評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子計測
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　電気・電子系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 岩崎　俊「電磁気計測」（コロナ社）
担当者 関口 直俊
到達目標
１．測定の概念が理解できる。
２． 直流電圧・電流・電力、抵抗の測定方法が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ さまざまな測定方法について、具
体例を挙げて説明できる。

さまざまな測定方法について理解
できる。

さまざまな測定方法の理解が十分
ではない。

評価項目２
直流電圧・電流・電力、抵抗の測
定について、具体例を挙げて説明
できる。

直流電圧・電流・電力、抵抗の測
定方法が理解できる。

直流電圧・電流・電力、抵抗の測
定方法の理解が十分ではない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 　電圧、電流など電気量を測定するには、測定対象量、測定器などの正しい知識が必要である。ここでは、測定値、測

定誤差および測定法について学ぶ。また、各種電気計測器の構造、動作原理を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

　成績の評価は、定期試験の成績80%、および小テスト、レポートなどの成績20%で行い、合計の成績が60点以上のも
のを合格とする。
　電気電子システム工学実験などで測定時、正しい計器の使用と処置をできるようにする。なお、本教科は、卒業後、
電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 測定と計測　 測定と計測の違い，計測系の構造を理解できる。
2週 測定法の分類　 直接測定と間接測定，偏位法と零位法を理解できる。
3週 誤差1 単位と真の値，偶然誤差と系統誤差を理解できる。　
4週 誤差2 測定値の質の表現，有効数字の取り扱いを理解できる。
5週 単位系の基礎 基本単位，組立単位，単位系を理解できる。
6週 SI単位 SI単位の定義，SI組立単位，接頭語を理解できる。　
7週 （中間試験） 　
8週  基本単位の標準 長さ，質量，時間，電流の標準を理解できる。　
9週 量子電気標準 電圧標準，抵抗標準を理解できる。　
10週 指示計器の分類 測定量，精度，動作原理による分類を理解できる。　
11週 指示計器の構成と誤差の原因 駆動，制御，制動装置の構成とその誤差を理解できる。
12週 アナログ指示計器1 可動コイル形計器の原理・測定量・特徴を理解できる。　
13週 アナログ指示計器2 　 可動鉄片形計器の原理・測定量・特徴を理解できる。
14週 アナログ指示計器3 電流力計形計器の原理・測定量・特徴を理解できる。　
15週  （期末試験） 　
16週 総復習

後期

1週 電流計 分流器を用いた多レンジ電流計を理解できる。

2週 電圧計 倍率器を用いた多レンジ電圧計を理解できる。
3週 アナログ電子電圧・電流計 原理と構成を理解できる。　
4週 ディジタル電圧計・ディジタル電流計 原理と構成を理解できる。
5週 直流電流の測定 原理と構成を理解できる。

6週
直流電圧の測定

電圧・電位の測定を理解できる。　

7週 （中間試験）
8週 直流電力の測定 電力の測定を理解できる。　
9週 抵抗器1 抵抗とコンダクタンスを理解できる。　
10週 抵抗器2 抵抗器の種類と標準抵抗器を理解できる。　
11週 抵抗の測定1 電圧電流計法を理解できる。　
12週 抵抗の測定2 直読形抵抗計を理解できる。　
13週 抵抗の測定3 低抵抗の測定を理解できる。　
14週 抵抗の測定4 　 高抵抗の測定，面抵抗の測定を理解できる。
15週 （期末試験） 　
16週 総復習

評価割合
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試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　電気・電子系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 プリント使用
担当者 長洲 正浩,弥生 宗男,三宅 晶子,高安 基大,田辺 隆也
到達目標
1. 実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を説明できる。
2. 実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を説明できる。
3. 実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し、説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得する。

 実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を説明
できる。

 実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
できる。

 実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
できない。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解する。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を説明できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解できない。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
・説得できる。

 実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
できる。

 実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、理解
できる。

 実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 電気と磁気、電気回路、ディジタル回路、およびコンピュータなどに関連した電気工学の基礎的事項について、実験・

実習によって体験することにより理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法

前期は、各テーマを全員で共同で行い、実験結果のまとめ日にまとめて報告する。
後期の実験は１テーマを複数人の班編成で、ローテーション方式で行う。
レポートの提出期限は、原則として各テーマの実験が終了した次回実験日とする。

注意点
実験説明も必ず出席して実験の内容を事前に良く把握しておくこと。
装置の組み立て、測定、記録等の役割を固定してしまわないで各人がいろいろな経験を積むこと。
本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 実験のガイダンスと資料配布 実験スケジュールや実験の概要について理解する。

2週 オームの法則 電圧、電流、抵抗の電気諸量の測定ができる。オームの法
則を実験で確認する。

3週 電流の発熱作用 電流が流れる抵抗での発熱作用を理化する。
4週 電流による磁界、電流が磁界から受ける力 電流による磁界と電磁力が理解できる。

5週 論理回路基礎実験 組合せ論理回路の論理的特性を調べ、その原理を理解する
。

6週 論理回路基礎 加算回路の動作を理解する。
7週 発振回路とフリップフロップ回路 フリップフロップ回路の動作を理解する。
8週 増幅回路（スマホアンプ回路の製作） アンプの電子回路図と使用部品を理解する。
9週 増幅回路（スマホアンプ回路の製作） 増幅用のオペアンプの動作と回路図を理解する。

10週 増幅回路（スマホアンプ回路の製作） 抵抗のカーラコードを読める。基板の配置と部品の取り付
けができる。

11週 増幅回路（スマホアンプ回路の製作） 基板の配置と部品の取り付けができる。
12週 増幅回路（スマホアンプ回路の製作） 基板の配置と部品の取り付けができる。
13週 増幅回路（スマホアンプ回路の評価） アンプの動作を確認する。
14週 実験報告書のまとめ方 実験報告書のまとめ方を理解する。
15週 有効数字、計器の誤差表、図の書き方，報告書の体裁 有効数字、計器の誤差表、図の書き方を理解する。
16週

後期

1週 ガイダンス 実験スケジュールや実験の概要について理解する。

2週 オシロスコープと電気信号観測（2週） オシロスコープの働きを理解し、様々な電圧波形を観測で
きる。

3週

4週 直流回路におけるキルヒホッフの法則（2週） 直流回路での実験を通して、キルヒホッフの第1および第
2法則を理解する。

5週

6週 電圧降下法による抵抗測定（2週）
電圧降下法による抵抗測定を通して直流電圧計及び電流計
の取り扱い方を学ぶとともに、測定する抵抗の大きさによ
っては電圧計あるいは電流計の内部抵抗による系統的な誤
差が生じることを理解する。

7週
8週 ジュール熱の測定（2週） 水熱量計中に電熱を発生させ、熱の仕事当量を測定する。
9週

10週 インダクタンス（2週） 自己および相互インダクタンスの実験を通して電気、磁気
現象のいくつかを理解する。
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11週

12週 コンデンサ（2週） 平行平板コンデンサの実験を通して､コンデンサのもつ電気
的特性を理解する。

13週
14週 報告書のまとめ 実験報告書のまとめ方を理解する。
15週 総まとめ 実験と報告書の関係を理解する。
16週

評価割合
実験への取り込む レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 プログラミングⅠ
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　情報系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 資料配布
担当者 安細 勉,丸山 智章
到達目標
１．コンピュータの原理と仕組みを理解し、プログラミングの基礎技術を身につける。
２．複雑な手順やデータを扱うプログラムを作成するための知識や技術を身に付ける。
３．ソフトウェア開発環境の仕組みを理解し，プログラミングに応用するための技術を身に付ける。
４．ソフトウェアシステムとしての構成を考え構築するための基礎知識を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
コンピュータの原理と仕組みを理
解し、プログラミングの基礎技術
を身につけると共に、複数の問題
例に適用できる。

コンピュータの原理と仕組みを理
解し、プログラミングの基礎技術
を身につける。

コンピュータの原理と仕組みが理
解できず、プログラミングの基礎
も身についていない。

評価項目2
複雑な手順やデータを扱うプログ
ラムを作成するための知識や技術
を身に付けると共に、多様な問題
の解決のために適用できる。

複雑な手順やデータを扱うプログ
ラムを作成するための知識や技術
を身に付ける。

手順やデータを扱うプログラムを
作成できない。

評価項目3
ソフトウェア開発環境の仕組みを
理解して説明でき，プログラミン
グに応用するための技術を身に付
ける。

ソフトウェア開発環境の仕組みを
理解し，プログラミングに応用す
るための技術を身に付ける。

ソフトウェア開発環境の仕組みを
理解できず，プログラミングへの
応用技術も身に付いていない。

評価項目4

ソフトウェアシステムとしての構
成を考え構築するための基礎知識
を理解し、説明できｒと共に、簡
単なソフトウェア構築問題に適用
できる。

ソフトウェアシステムとしての構
成を考え構築するための基礎知識
を理解する。

ソフトウェアシステムとしての構
成を考え構築するための基礎知識
が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 コンピュータの原理と仕組み，プログラミングの様々な処理方法について学ぶと共に，コンピュータソフトウェアの開

発の基礎を学ぶ。更に，ソフトウェアシステムの基本的な仕組みに焦点を当て，講義や演習を通して理解を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義およびプログラミング演習で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は各時間ごとに示す。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ハードウェアとソフトウェア ハードウェアとソフトウェア、プログラムの役割や位置付
けを理解し説明できる。

2週 アルゴリズムとプログラミング 計算手順や流れ図について理解し説明できると共に、プロ
グラム実行を実践できる。

3週 プログラミング言語の基礎 プログラムコードの編集について理解し、簡単な文字出力
プログラムをコーディングし実行できる。

4週 値の種類と演算子 値の種類や型について理解し、簡単な四則演算を行うプロ
グラムを作成・実行できる。

5週 変数と代入
変数の概念や宣言方法について理解し説明できると共に、
変数への代入や値の取り出し、四則演算を行うプログラム
を作成できる。

6週 条件分岐（１）
関係演算子について理解し、基本的な条件式を構成するこ
とができると共に、簡単な条件分岐プログラムを作成でき
る。

7週 （中間試験）

8週 条件分岐（２）
論理演算子について理解し，条件式を組み合わせたプログ
ラムを作成できる。また、値に応じ複数分岐するプログラ
ムを作成できる。

9週 繰り返し（１） 単純な繰り返しを行うプログラムを作成できる。

10週 繰り返し（２）
前判定・後判定の繰り返しについて理解し説明できる。ま
た、繰り返しを複数段階組み合わせたプログラムを作成で
きる。

11週 関数（１） 関数の仕組みを理解し、簡単な関数をプログラムとして作
成できる。

12週 関数（２） 再帰関数について理解し、簡単な再帰処理プログラムを作
成できる。

13週 配列（１）
配列の基本的な考え方を理解し説明できると共に，配列を
用いた代入や値の取り出しを行うプログラムを作成できる
。

14週 配列（２） 多次元配列について理解し説明できると共に、簡単なプロ
グラム例を作成できる。

15週 （期末試験）
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16週 総復習

後期

1週 プログラム実行環境 プログラムの実行とライブラリの関係について理解し，プ
ログラミングにおいて活用できる。

2週 プログラムの分割作成（１）
プログラムのモジュール化の意義を理解し説明できると共
に、アルゴリズム設計やコーディングにおいて実践できる
。

3週 プログラムの分割作成（２） プログラムコードの様々なモジュール化手法について理解
し，プログラミングにおいて活用できる。

4週 様々な情報の数値表現 数値や文字などの表現方法、値の種類や型の変換について
理解し、プログラミングにおいて活用できる。

5週 演算子の活用（１） 関係演算子を活用したプログラミング手法について理解す
る。

6週 演算子の活用（２） 論理演算子を活用したプログラミング手法について理解す
る。

7週 （中間試験）

8週 データ表現の基礎（１） アドレスとポインタの概念について理解し、プログラミン
グにおいて活用できる。

9週 データ表現の基礎（２） 関数や配列におけるアドレスとポインタの活用について理
解し、プログラミング技術として実践できる。

10週 データ表現の基礎（３）
構造体について理解し、プログラミングにおいて様々な種
類の変数を組合せたデータ表現とその活用を行うことがで
きる。

11週 データ表現の基礎（４） 構造体の応用方法について理解し、プログラミングにおい
て様々な種類のデータ表現を実装できる。

12週 ファイル入出力（１） ファイル入出力処理の基本的な流れについて理解し、プロ
グラムとして実装できる。

13週 ファイル入出力（２） ファイル入出力を使った様々な処理について理解し、プロ
グラムとして実装できる。

14週 総合的なプログラム
文字列やリスト構造など、配列や構造体などを応用した様
々なデータ表現に対する処理プログラムについて理解し、
プログラミング技術として実践できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 0 80
分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ基礎
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　情報系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 資料配布
担当者 蓬莱 尚幸
到達目標
１．コンピュータのハードウェアとソフトウェアの基礎や概念、機能分担を理解し説明できる。
２．コンピュータを構成するハードウェア要素の主要な技術を説明できる。
３．コンピュータによる機器制御と環境問題との関わりを説明できる。
４．コンピュータシステムの様々な形態を理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

コンピュータのハードウェアとソ
フトウェアの基礎や概念、機能分
担を理解し説明できると共に、実
際のコンピュータの利用や活用で
適用できる。

コンピュータのハードウェアとソ
フトウェアの基礎や概念、機能分
担を理解し説明できる。

コンピュータのハードウェアとソ
フトウェアの基礎や概念、機能分
担を理解できない。

評価項目2
コンピュータを構成するハードウ
ェア要素の主要な技術を説明でき
ると共に、実際のハードウェア要
素を認識し評価できる。

コンピュータを構成するハードウ
ェア要素の主要な技術を説明でき
る。

コンピュータを構成するハードウ
ェア要素の主要な技術を説明でき
ない。

評価項目3
コンピュータシステムの様々な形
態を理解し説明できると共に、実
際のコンピュータシステム例を分
類し評価できる。

コンピュータシステムの様々な形
態を理解し説明できる。

コンピュータシステムの様々な形
態を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 コンピュータのハードウェアとソフトウェアの基礎や概念を理解すると共に、コンピュータの基本設計や構成要素に関

する知識・技術を学ぶ．
授業の進め方と授業内
容・方法 講義およびプログラミング演習で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は各時間ごとに示す。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 コンピュータが扱う情報 コンピュータが扱う情報の種類について理解し説明できる
。

2週 ノイマン型コンピュータ ノイマン型コンピュータの構成要素と階層、特徴について
理解し説明できる。

3週 ディジタル方式 ディジタル方式について理解し、その特徴と利点について
説明できる。

4週 数値表現と文字コード コンピュータにおける数値の表現と演算、文字コードの構
造について理解し説明できる。

5週 論理回路（１） 基本的な組合せ回路（AND、OR、NOT、NAND、
XOR）について理解し説明できる。

6週 論理回路（２） 様々な順序回路（フリップフロップ、カウンタなど）につ
いて理解し説明できる。

7週 （中間試験）

8週 プロセッサと命令セット（１）
プロセッサの役割と基本構成、命令セットアーキテクチャ
（CISC、RISCの違いを含む）について理解し説明できる
。

9週 プロセッサと命令セット（２） 命令実行の流れ、パイプライン、レジスタについて理解し
説明できる。

10週 記憶装置と記憶階層（１） 主記憶装置（仮想記憶を含む）の種類と特徴について理解
し説明できる。

11週 記憶装置と記憶階層（２） 外部記憶装置の種類と特徴について理解し説明できる。
12週 入出力とインタフェース（１） 入出力装置の種類と特徴について理解し説明できる。

13週 入出力とインタフェース（２） 入出力インタフェースの種類とデータ転送方式について理
解し説明できる。

14週 割り込み 割り込みの仕組みと役割について理解し説明できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 CPU設計（１） キャッシュ、ビット幅、セグメントレジスタ、CPU時間、
クロック周期とCPIについて理解し説明できる。

2週 CPU設計（２）
ベンチマーク、電力の壁、IC製造コスト、パイプラインハ
ザード、CPU拡張（MMU、FPU、SIMDなど）について理
解し説明できる。

3週 オペレーティングシステム（１） オペレーティングシステムの機能と構成、ジョブの概念と
管理について理解し説明できる。
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4週 オペレーティングシステム（２） オペレーティングシステムの種類とファイルシステムの概
念について理解し説明できる。

5週 コンピュータシステムの種類 コンピュータシステムの形態の種類について概要を理解す
る。

6週 （中間試験）

7週 組み込みシステム 組み込みシステムの特徴、汎用システムとの比較、組み込
みシステムの例について理解し説明できる。

8週 集中・分散処理システム（１） 集中・分散処理の概要、ホスト・端末方式について理解し
説明できる。

9週 集中・分散処理システム（２） クライアント・サーバ方式について理解し説明できる。

10週 ネットワークコンピューティング（１） ネットワークコンピューティングの概要と特徴について理
解し説明できる。

11週 ネットワークコンピューティング（２） グリッドコンピューティング、クラウドコンピューティン
グについて理解し説明できる。

12週 多層アーキテクチャ 三層アーキテクチャの特徴、Webアプリケーションにおけ
る例について理解する。

13週 システムの安定性向上技術（１）
信頼性・性能向上の必要性、シンプレックスシステム・デ
ュプレックスシステム・デュアルシステムの仕組みと特徴
について理解し説明できる。

14週 システムの安定性向上技術（２） クラスタシステムについて理解し説明できると共に、シス
テムの信頼性評価について理解し簡単な例に適用できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 0 80
分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報理論
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　情報系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 なし
担当者 滝沢 陽三
到達目標
１．情報理論を構成する基礎概念を学ぶ。
２．情報理論の応用分野について理解を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

小数表現を含むn進数を理解し表現
・演算できると共に，基数変換を
行うことができる．また，n進数を
扱う問題に対して適切な演算・変
換方法を選択して活用できる．

小数表現を含むn進数を理解し表現
・演算できると共に，基数変換を
行うことができる．

小数表現を含むn進数の理解が不十
分であり，表現・演算することが
できず，基数変換を行うことがで
きない．

評価項目2

集合の基本的な考え方を理解し記
号や図で表現できると共に，差集
合を含む集合演算を行うことがで
きる．また，数え上げ可能な対象
を集合として表現し，必要な演算
を行うことができる．

集合の基本的な考え方を理解し記
号や図で表現できると共に，差集
合を含む集合演算を行うことがで
きる．

集合の基本的な考え方が理解でき
ず記号や図で表現できない．また
，差集合を含む集合演算を行うこ
とができない．

評価項目3

様々な事柄の確率を，条件付き確
率を含めて表現できる．また，ベ
イズの定理に基づく事後確率の意
味を説明でき，計算して求めるこ
とができる．更に，実例に基づく
確率表現・計算を行うことができ
る．

様々な事柄の確率を，条件付き確
率を含めて表現できる．また，ベ
イズの定理に基づく事後確率の意
味を説明でき，計算して求めるこ
とができる．

様々な事柄の確率について，条件
付き確率を含めて表現できない
．また，ベイズの定理に基づく事
後確率の意味を説明できず，計算
して求めることができない．

評価項目4

確率変数，期待値，分散と標準偏
差について理解し，現実の統計情
報に適用して求めることができる
．また，現実の統計情報に対して
散布図を作成し，その結果を考察
し活用できる．

確率変数，期待値，分散と標準偏
差について理解し，統計情報に適
用して求めることができる．また
，散布図を作成し，その結果を考
察し活用できる．

確率変数，期待値，分散と標準偏
差について理解できず，統計情報
に適用して求めることができない
．また，散布図を作成できず，そ
の結果を考察することも活用する
こともできない．

評価項目5

自己情報量と平均情報量の意味を
理解して説明できると共に，現実
の問題に対して計算して活用する
ことができる．また，平均情報量
と情報エントロピーの関係を他の
専門分野との関連付けで説明でき
，様々な問題に適用できる．

自己情報量と平均情報量の意味を
理解して説明できると共に，計算
して求めることができる．また
，平均情報量と情報エントロピー
の関係を説明でき，様々な問題に
適用できる．

自己情報量と平均情報量の意味を
説明できるず，計算して求めるこ
とができない．また，平均情報量
と情報エントロピーの関係を説明
できず，様々な問題に適用するこ
とができない．

評価項目6

情報源と通信路のモデルについて
現実の事例に沿って説明できる
．符号化について説明でき，複数
の符号化について具体例を作成す
ることができる．

情報源と通信路のモデルについて
説明できる．符号化について説明
でき，符号化の具体例を作成する
ことができる．

情報源と通信路のモデルについて
説明できない．符号化について説
明できず，符号化の具体例を作成
することができない．

評価項目7
誤りの検出と訂正について説明で
き，複数の検出・訂正手法を理解
し問題に適用できる．

誤りの検出と訂正について説明で
き，検出・訂正手法を問題に適用
できる．

誤りの検出と訂正について説明で
きず，検出・訂正手法を問題に適
用できない．

評価項目8

暗号の意味と社会的役割を現実の
諸問題と関連させて説明でき，複
数の暗号方式のアルゴリズムを説
明・適用できると共に，ディジタ
ル署名について説明できる．

暗号の意味と社会的役割を説明で
き，複数の暗号方式を説明・適用
できると共に，ディジタル署名に
ついて説明できる．

暗号の意味と社会的役割を説明で
きず，暗号方式を説明・適用でき
ない．ディジタル署名について説
明できない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 コンピュータや通信技術に用いられているディジタル情報の表現方法やその応用について，基本的な考え方や問題点を

理解する．
授業の進め方と授業内
容・方法 講義および机上演習で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は各時間ごとに示す．

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ディジタル情報理論の考え方 ディジタル情報を扱う際に必要な知識，情報理論の応用分
野の概要を知り，説明できる．

2週 ２進数の基礎（１） n進数の表現及び演算方法を理解し計算できると共に，基数
変換できる．

3週 ２進数の基礎（２） n進数の小数表現について説明でき，表現できると共に，基
数変換できる．

4週 集合と確率 差集合を含む集合に関する知識・演算方法について説明で
き，記号や図で表現し演算できる．

5週 確率による表現 確率で表現される事柄を理解して説明できると共に，具体
的な事柄について確率を表現・計算できる．
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6週 条件付き確率の定義と応用（１） 互いに関連する事柄の間の確率としての条件付き確率につ
いて説明でき，様々な問題に適用して表現できる．

7週 （中間試験）
8週 条件付き確率の定義と応用（２） 事例に基づいて条件付き確率を表現し，計算できる．

9週 ベイズの定理の定義と応用（１） 事前確率と事後確率についてそれぞれの意味や相互の関係
を説明でき，具体的な問題に適用して表現できる．

10週 ベイズの定理の定義と応用（２） 複数の事例にベイズの定理に基づく計算を行い結果を求め
ることができる．

11週 確率と統計（１） 確率変数，期待値について説明でき，期待値を計算して求
めることができる．

12週 確率と統計（２）
分散と標準偏差について説明でき，計算して求めることが
できる．また，散布図を作成し，その結果を考察し活用で
きる．

13週 情報量（１） 自己情報量の意味を理解し，その定義について説明できる
．

14週 情報量（２） 様々な事柄の自己情報量を計算して求めることができる．
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 平均情報量（１） 平均情報量とは何かを説明し，定義を述べることができる
．具体的な問題に沿って平均情報量を示すことができる．

2週 平均情報量（２） 簡単な例に基づく平均情報量の計算を行うことができ，そ
の計算結果の意味を活用できる．

3週 平均情報量と情報エントロピー 平均情報量と情報エントロピーの関係を説明でき，具体的
な問題に適用できる．

4週 情報源と通信路のモデル（１） 通信に必要な要素と関係を，シャノンのモデルに沿って理
解して説明できる．

5週 情報源と通信路のモデル（２） 情報源と通信路における符号化の役割と意味について説明
できる．

6週 符号化（１） 情報の伝達に必要な記号化について理解し説明できる．
7週 （中間試験）
8週 符号化（２） 符号化の例を理解し，その意味を説明できる．

9週 符号化（３） 符号化を通信に用いる場合の例を理解し，符号化方法の活
用方法を説明できる．

10週 誤りの検出と訂正（１） ディジタル情報における誤りについて説明できる．

11週 誤りの検出と訂正（２） ひとつ以上の誤り検出の方法について理解し，問題に適用
できる．

12週 誤りの検出と訂正（３） ひとつ以上の誤り訂正の方法について理解し，問題に適用
できる．

13週 暗号（１） 暗号の基礎について理解すると共に，社会的役割について
説明できる．

14週 暗号（２） 各種の暗号方式を理解し簡単な問題に適用できると共に
，ディジタル署名について説明できる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 10 10
専門的能力 90 90
分野横断的能力 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 論理回路Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　情報系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 高橋　寛著「論理回路ノート」（コロナ）
担当者 滝沢 陽三,兒玉 隆一郎
到達目標
１．論理回路を構成する電子部品に関する基礎知識について理解し適用できる．
２．論理関数の表現・簡単化、組合せ回路・順序回路を理解し設計できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
論理回路を構成する電子部品に関
する基礎知識について理解し説明
できる．

論理回路を構成する電子部品に関
する基礎知識について理解してい
る．

論理回路を構成する電子部品に関
する基礎知識について理解してい
ない．

評価項目2 論理関数の表現・簡単化を理解し
活用できる．

論理関数の表現・簡単化を理解し
利用できる．

論理関数の表現・簡単化を理解し
ていない．

評価項目3 組合せ回路を理解して設計し，応
用できる． 組合せ回路を理解し設計できる． 組合せ回路を理解していない．

評価項目4 順序回路を理解して設計し，応用
できる． 順序回路を理解し設計できる． 順序回路を理解していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 ディジタルコンピュータを構成する論理回路について，電子部品および基礎知識について学ぶと共に，論理回路設計に

必要な論理関数の表現や簡単化、組合せ回路および順序回路の基本について学ぶ．
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は通常の講義形式で行う．

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 論理回路の概要 論理回路の役割・位置付け
2週 電気回路（１） 電圧・電流・抵抗，オームの法則
3週 電気回路（２） キルヒホッフの電流則・電圧則
4週 電子部品（１） 半導体素子の歴史と特徴
5週 電子部品（２） 集積回路
6週 真理値表・論理関数 回路の表現方法としての真理値表・論理関数
7週 （中間試験）
8週 論理関数の基本演算（１） 基本的な論理演算
9週 論理関数の基本演算（２） ド・モルガンの定理
10週 論理関数の標準形（１） 主加法標準形
11週 論理関数の標準形（２） 主乗法標準形
12週 論理関数の簡単化（１） カルノー図による簡単化
13週 論理関数の簡単化（２） ベイチ図による簡単化
14週 無定義組合せ 無定義組合せがある場合の論理関数の簡単化
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 NAND回路とNOR回路（１） NANDのみによる論理関数の表現
2週 NAND回路とNOR回路（２） NORのみによる論理関数の表現
3週 半加算器・全加算器（１） 2進数1桁の加算器の設計方法
4週 半加算器・全加算器（２） 2進数n桁の加算器の設計方法
5週 順序回路（１） 順序回路の概要，状態遷移表，状態遷移図，状態遷移行列
6週 順序回路（２） ミーリ形順序回路、ムーア形順序回路
7週 （中間試験）
8週 順序回路（３） 同期式順序回路と非同期式順序回路
9週 順序回路（４） 順序回路の合成
10週 記憶素子（１） 各種フリップフロップの動作
11週 記憶素子（２） タイムチャートによる表現
12週 カウンタ（１） 基本的なカウンタの構成
13週 カウンタ（２） ダウンカウンタ、可逆カウンタ
14週 レジスタ レジスタ，シフトレジスタの構成
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
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試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報工学実験Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　情報系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 資料配布
担当者 滝沢 陽三,安細 勉,丸山 智章,兒玉 隆一郎
到達目標
１．問題解決のためのプログラムを開発環境を用いて記述して実行し，結果を確認できる．
２．プログラミングのための開発環境を構築できる．
３．論理回路を仕様に沿って設計・構築し，基本的な動作を実現できる．
４．実験から得られた結果について工学的に考察し，説明・説得できる．
５．自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる．
６．グループ内で討議やコミュニケーションすることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 問題解決のためのプログラムを記
述・実行して結果を確認できる．

プログラムを記述・実行して結果
を確認できる．

プログラムを記述・実行できない
．

評価項目2 プログラミング開発環境を構築し
応用できる．

プログラミング開発環境を構築で
きる．

プログラミング開発環境を構築で
きない．

評価項目3 論理回路を設計・構築し，基本的
・応用的な動作を実現できる．

論理回路を設計・構築し，基本的
な動作を実現できる． 論理回路を設計・構築できない．

評価項目4 実験結果を工学的に考察・説明・
説得できる．

実験結果を考察・説明・説得でき
る．

実験結果を考察・説明・説得でき
ない．

評価項目5 自らの考えを論理的に記述した報
告書を作成・提出できる．

論理的に記述した報告書を作成・
提出できる．

論理的に記述した報告書を作成・
提出できない．

評価項目6
グループ内で討議やコミュニケー
ションを行い，成果物を報告でき
る．

グループ内で討議やコミュニケー
ションすることができる．

討議やコミュニケーションするこ
とができない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 情報工学に関する知識や技術を実験によって体得する。実験の実施方法、報告書の作成等、基礎的事項の修得に重点を

置き、将来の技術者としての基礎学力と問題解決能力を養うことを目的とする。
授業の進め方と授業内
容・方法

各実験テーマ4週、通年で実験を行う。ガイダンスは前期と後期の初めに、検討・まとめは実験テキストの日程表にした
がって行う。

注意点 いくつかの実験テーマにはタブレット端末が必須である。故障や紛失、バッテリ切れなどで実験が実施不可とならない
よう十分注意すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス（2週） 配布資料に基づく実験内容および実験準備，レポート作成
方法，日程・班割当に基づく実験の進め方

2週 コマンド実行環境構築演習（4週） リモートログイン環境の構築およびUNIX基本コマンド演習
3週 プログラミング演習I（4週） LOGOを用いたプログラミング演習

4週 プログラミング演習II（4週） Scratchを用いたプログラミング環境構築およびプログラミ
ング演習

5週 論理回路演習（4週） 論理回路シミュレータの導入および演習

6週 プログラミング演習III（4週） C言語プログラミング環境の構築およびグループによる分担
開発演習

7週 検討・まとめ・総復習（8週） 日程表に従った実験結果の検討・まとめおよびレポート評
価内容の確認

8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
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9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取組状況 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 40 40 80
分野横断的能力 10 10 20
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 分析化学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　化学・生物・環境系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：齋藤勝裕「わかる×わかった分析化学」(オーム社）
担当者 澤井 光
到達目標
1.溶液の濃度、溶液pH、化学平衡定数などの基本的事項についての諸計算ができる。
2.基本的な計算力を応用して、酸塩基滴定や酸化還元滴定・沈殿重量分析の定量分析においてデータ解析ができ、物質量を求めることができる
。
3.水溶液内での金属イオンの沈殿生成反応や,沈殿溶解反応の化学反応を理解し、化学反応式を正確に記述できる。
4.金属イオンの化学的性質を理解し、系統的な分離分析ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

溶液濃度 濃度表現の単位換算が正確にでき
る。

物質量と液量から指定された単位
濃度の計算かできる

物質量と溶液量から指定された単
位濃度の計算が理解できない。

化学平衡定数 複雑な化学反応式から平衡定数を
計算できる。

単純な化学反応式と平衡定数の関
係が理解でき、平衡定数が求めら
れる。

化学反応式と平衡定数の関係が]理
解できず、計算ができない

水溶液のpH
濃度、電離度、平衡定数とpHの関
係を理解し、それらを用いて、水
溶液のpHを求められる。

水素イオン濃度とpHの関係を理解
し、濃度、電離度を用いて水溶液
のpHを計算できる。

水素イオン濃度とpHの関係を理解
できず、、濃度および電離度を用
いて水溶液のpHを計算できない。

中和滴定分析法
中和滴定の実験方法を理解し、実
験結果から正確に目的の物質量を
求めることができる。

中和滴定の原理を理解し、酸と塩
基の量的関係の計算ができる。

中和滴定の原理を理解し、酸と塩
基の量的関係の正確な計算ができ
ない。

酸化還元滴定分析法
酸化還元滴定の実験方法を理解し
、実験結果から正確に目的の物質
量を求めることができる。

酸化還元滴定の原理を理解し、酸
化剤と還元剤の量的関係の計算が
できる。

酸化還元滴定の原理が理解できず
、酸化剤と還元剤の量的関係の計
算ができない。

金属イオンの系統的定性分析

金属イオンの性質を十分に理解し
、沈殿試薬との化学反応式が書け
、複雑な混合イオン溶液において
も系統的な分離法を示すことがで
きる。

金属イオンの性質を理解し、沈殿
試薬との化学反応式が書け、単純
な混合イオン溶液においても系統
的な分離法を示すことができる。

金属イオンの性質を理解不足で、
沈殿試薬との化学反応式が書けず
、単純な混合イオン溶液において
も系統的な分離法を示すことがで
きない

沈殿重量分析法
沈殿重量分析法の原理を十分に理
解し、異なった実験法の実験デー
タから計算ができる。

沈殿重量分析法の原理を理解し、
特定の実験法の実験データから計
算ができる。

沈殿重量分析法の原理が理解不足
で、簡単なぶｎ実験法の実験デー
タから計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
分析化学に必要な基礎的な化学の知識を復習し、その知識を使って行われる中和滴定法や酸化還元滴定法の原理を理解
し、実際に行われる分析法を学ぶ。そして、実験結果からえられる数値データを用いて計算する方法を理解する。
金属イオンの化学的性質や特定の試薬との反応性をまなび、その知識を用いて混合している金属イオンを系統的に分離
分析する方法について学び、合わせて金属イオンと試薬との化学反応式を作成できるようにする。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は教科書および、配布資料を用いておこない、授業の進度に合わせて配布する演習問題プリントを適時解きながら
進める。授業内容は物質工学実験Ⅰの内容とリンクしており、講義内容を実験で理解しながらすすめるので、予習・復
習を十分に行うこと。

注意点 第1学年に置いて学んだ化学の内容を十分に復習しておくこと。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 溶液の濃度と計算 モル濃度、％濃度など濃度計算方法について理解する。
2週 化学平衡 化学平衡とは何かの概念について理解する。
3週 化学平衡定数 質量作用の法則と平衡定数の計算方法について理解する。

4週 弱酸・弱塩基の電離平衡 酸と塩基の化学平衡と電離定数を用いた計算方法について
理解する。

5週 酸・塩基とｐＨ 溶液の酸性・塩基性について・溶液のｐHの計算方法につ
いて理解する。

6週 塩溶液の液性 中和反応において生成した塩に関して、中性の塩・酸性の
塩・塩基性の塩になる理論を理解する。

7週 中間試験

8週 中和滴定法について 中和反応とは何か、そのの本質と滴定という分析法につい
て理解する。

9週 中和滴定曲線 酸と塩基の化学反応による溶液のｐH変化について理解す
る。

10週 中和滴定の実際と計算(1) 中和滴定の実際の方法・実験結果からの計算方法について
理解する。

11週 中和滴定の実際と計算(2) 同上
12週 中和滴定の実際と計算(3) 同上

13週  酸化と還元について 酸化・還元反応と電子のやりとり・酸化数の概念について
理解する。

14週 酸化還元反応と反応式 電子のやりとりに基づく酸化還元反応式が作成方法につい
て理解する。
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15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 酸化還元滴定法の実際とその計算(1) 酸化還元滴定の諸方法について学び、実験結果からの計算
方法について理解する。

2週 酸化還元滴定法の実際とその計算(2) 同上
3週 酸化還元滴定法の実際とその計算(2) 同上

4週 金属イオンの定性分析（第１属） 第１属の銀・鉛・水銀の各イオンの性質について各試薬と
の反応性を理解する。

5週 金属イオンの定性分析（第２属その１） 第２属（銅族）の銅・カドミウム・ビスマスの各イオンの
性質について各試薬との反応性を理解する。

6週 金属イオンの定性分析（第２属その２） 第２族（スズ族）のスズ・ヒ素・アンチモン・水銀の各イ
オンの性質について各試薬との反応性を理解する。

7週 中間試験

8週 金属イオンの定性分析（第３属） 第３属の鉄・アルミニウム・クロムの各イオンの性質につ
いて各試薬との反応性を理解する。

9週 金属イオンの定性分析（第４属） 第４属の亜鉛・ニッケル・コバルト・マンガンの各イオン
の性質について各試薬との反応性を理解する。

10週 金属イオンの定性分析（第５・６属）

第５属のバリウム・カルシウム・ストロンチウム、第６属
の
ナトリウム、カリウム、マグネシウムの各イオンの性質に
つ
いて各試薬との反応性を理解する。

11週 金属イオンの系統的定性分析 第1属から6属までの混合溶液中の金属イオンの系統的分離
分析法について理解する。

12週 沈殿重量分析法について 重量を測定して物質量を測定する定量分析法に方法につい
て

13週 沈殿重量分析の実際とその計算 (1)」 重量を測定して物質量を測定する定量分析法に方法につい
て

14週 沈殿重量分析の実際とその計算 (2) 同上
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 無機化学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　化学・生物・環境系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材
教科書：平尾、田中、中平ら共著「無機化学－その現代的アプローチ－（第２版）」（東京化学同人）　参考書：リー｢
無機化学｣（東京化学同人）、田中、平尾、中平ら共著「演習無機化学（第２版）」（東京化学同人）、浜口博「基礎無
機化学（改訂版）」（東京化学同人）、コットン他、中原勝厳訳「基礎無機化学」（培風館）

担当者 砂金 孝志
到達目標
１．基本的な無機化合物の化学式・命名法を理解し、書けるようになること。
１．周期表の意味を原子の電子配置から理解できるようになること。
２．無機化合物の構造、結合、性質について、その基本的考え方が理解できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
基本的な無機化合物の化学式、命
名法を体系的に理解し、書けるよ
うになる。

基本的な無機化合物の化学式を書
くことができ、命名ができるよう
になる。

基本的な無機化合物の化学式を書
くことができず、また、命名する
こともできない。

評価項目２
元素の電子配置を理解し、その電
子配置から周期表の意味を理解で
きるようになる。

元素の電子配置を理解し、書くこ
とができる。

元素の電子配置を理解することが
できず、書くことができない。

評価項目３

イオン半径、イオン化エネルギー
、電気陰性度、イオン半径、結晶
構造、電子対反発則、酸化数等の
基本的概念を理論的に理解できる
ようになる。

イオン半径、イオン化エネルギー
、電気陰性度、イオン半径、結晶
構造、電子対反発則、酸化数等の
基本的概念を理解できるようにな
る。

イオン半径、イオン化エネルギー
、電気陰性度、イオン半径、結晶
構造、電子対反発則、酸化数等の
基本的概念を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 元素の性質について、その原子の中に存在する電子の数とエネルギー状態から考えられるように解説する。そして、そ

の元素からなる無機化合物の構造、結合状態、性質について基本的考え方を解説する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は、主に黒板による板書と教科書により進める。授業内容の理解を深めるためにレポートも課す。

注意点 この授業では、無機化学の基本的事項について学んでいきます。３年生以降、さらに理論的・論理的に無機化学につい
て考えられるように、しっかり基礎を理解してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．無機化合物の名称 基本的な無機化合物の化学式、体系名を理解する。

2週 ２．原子構造と周期律
（１）元素と原子 原子の構造、原子と元素の違いを理解する。

3週 （２）元素の電子配置① 電子のエネルギー準位を理解する。
4週 （３）元素の電子配置② 原子の電子配置を理解する。
5週 （４）電子雲の方向性 電子雲の形と方向性を理解する。

6週 （５）量子数の種類 量子数の種類、フントの規則、パウリの排他原理を理解す
る。

7週 中間試験
8週 （６）元素の周期律 周期表にもとづく元素の分類を理解する。
9週 （７）典型元素と遷移元素 典型元素と遷移元素の特徴を理解する。

10週 ３．元素の一般的性質
（１）イオン化エネルギー① イオン化エネルギーとは何かを理解する。

11週 （２）イオン化エネルギー② イオン化エネルギーとその周期表での特徴を理解する。
12週 （３）電子親和力 電子親和力とは何かを理解する。
13週 （４）電気陰性度① 電気陰性度とは何かを理解する。
14週 （５）電気陰性度② 電気陰性度とその周期表での傾向を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 前期分の総復習をする。

後期

1週 ４．化学結合
（１）化学結合の種類 化学結合の種類とその強さを理解する。

2週 （２）イオン結合 イオン結合とイオン結晶を理解する。
3週 （３）共有結合① 共有結合を理解する。
4週 （４）共有結合② 混成軌道とその形を理解する。
5週 （５）金属結合① 金属結合を理解する。
6週 （６）金属結合② 代表的な金属の結晶構造を理解する。
7週 中間試験
8週 （７）電子対反発則① 電子対反発則（VSEPR理論）の考え方を理解する。
9週 （８）電子対反発則② 電子対反発則による分子の形の推定法を理解する。

10週 ５．酸と塩基
（１）酸と塩基の定義①

アレニウスの定義、ブレンステッド・ローリーの定義を理
解する。
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11週 （２）酸と塩基の定義② ルイスの定義を理解する。
12週 （３）酸と塩基の反応 酸と塩基の反応についてのHSAB原理を理解する。

13週 ６．酸化と還元
（１）酸化数 化合物における原子の酸化数を理解する。

14週 （２）酸化・還元反応 酸化・還元反応、酸化剤・還元剤を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 後期分の総復習をする。

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 10 0 0 0 0 70
専門的能力 30 0 0 0 0 0 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 有機化学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0018 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　化学・生物・環境系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書： 奥山格・石井昭彦・箕浦真生 著 「有機化学　改訂2版」（丸善出版）、 HGS分子構造模型　 有機化学学生用
セット（丸善出版）　参考書： 奥山格 著 「有機化学　改訂2版　問題の解き方」 （丸善出版）

担当者 小林 みさと
到達目標
有機化学の基礎を理解する。具体的には次のとおりである。
１．有機化合物をルイス構造式に直すことができる。
２．官能基別有機化合物の基本的な構造を表記することができる。
３．IUPACの命名法に基づき、構造から名前、名前から構造の変換ができる。
４．特定の官能基を有する有機化合物の性質を、選択肢から選ぶことができる。
５．基本的な反応の、反応機構と生成物の構造式をかくことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
授業で取り上げていない有機化合
物も、予想してルイス構造式をか
くことができる。

授業で取り上げた有機化合物のル
イス構造式をかくことができる。

授業で取り上げた有機化合物のル
イス構造式をかくことができない
。

評価項目２
官能基別有機化合物の基本的な構
造について、自ら例を挙げて表記
することができる。

官能基の名前を見て、具体的な構
造を表記することができる。

官能基別有機化合物の基本的な構
造を表記することができない。

評価項目３
IUPACの命名法に基づき、構造か
ら名前、名前から構造の変換が瞬
時にできる。

IUPACの命名法に基づき、構造か
ら名前、名前から構造の変換がで
きる。

IUPACの命名法に基づき、構造か
ら名前、名前から構造の変換がで
きない。

評価項目４
特定の官能基を有する有機化合物
の性質を、説明することができる
。

特定の官能基を有する有機化合物
の性質を、選択肢から選ぶことが
できる。

特定の官能基を有する有機化合物
の性質を、選択肢から選ぶことが
できない。

評価項目５
基本的な反応の反応機構を自ら考
えてかくことができ、生成物の構
造式を正確に表記することができ
る。

基本的な反応の、反応機構と生成
物の構造式をかくことができる。

基本的な反応の、反応機構と生成
物の構造式をかくことができない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 炭素原子を含む化合物は(有機化合物)は私たちの身の回りに溢れており、それを扱う有機化学は化学の根幹をなす。本講

義では、有機化合物の分類、命名法、物理的化学的性質、反応性などを中心に、有機化学の基礎知識を習得する。

授業の進め方と授業内
容・方法

予習：講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。
復習：講義プリント、課題等を良く見直すこと。
はじめての有機化学で理解しづらい部分もあるかと思いますが、分からない部分は遠慮なく質問し、有機化学・有機化
合物に慣れてください。

注意点 課題はほぼ毎週出しますので、遅れないよう提出してください。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス
有機化学・有機化合物とは何か 様々な物質から有機化合物を選ぶことができる。

2週 化学結合と分子の成り立ち (1) 原子の電子配置、ルイス表記がかける。

3週 化学結合と分子の成り立ち (2) 化学結合（共有結合とイオン結合）の違いについて説明で
きる。

4週 化学結合と分子の成り立ち (3) 化合物の構造式とルイス構造式がかける。
5週 アルカン (1) アルカンを IUPAC 命名法で命名できる。
6週 アルカン (2) 枝分かれしたアルカンを命名できる。
7週 中間試験
8週 アルカンの立体配座 アルカンのNewman投影式がかける。
9週 シクロアルカン シクロアルカンを IUPAC 命名法で命名できる。

10週 アルケン アルケンの立体的な形をかける。アルケンを IUPAC 命名
法で命名できる。

11週 元素分析（組成式、分子式の決定方法） 化合物を分子式、組成式、示性式で表記できる。元素分析
から組成式、分子式を計算によって求めることができる。

12週 有機反応の基礎 (1) 形式電荷についてイメージをつかんでいる。形式電荷の計
算方法がわかる。

13週 有機反応の基礎 (2) 分子またはイオンをルイス構造式で表すことができ、形式
電荷があるかどうかを見分けることができる。

14週 有機反応の基礎 (3) 電子の流れを示す、巻矢印が示す反応の、生成物の構造式
がかける。

15週 期末試験
16週 前期内容の復習

後期 1週 アルキン アルキンの立体的な形をかける。アルキンを IUPAC 命名
法で命名できる。
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2週 ハロゲン化アルキル
ハロゲン化アルキルが命名できる。ハロゲン化アルキルの
性質を説明できる。代表的な反応の反応機構をルイス構造
式と巻矢印を用いて説明できる。

3週 アルコール (1) アルコールを級数で分類できる。アルコールを IUPAC 命
名法で命名できる。

4週 アルコール (2) アルコール合成反応である Grignard 反応の、試薬の調製
方法が説明できる。反応生成物の構造式がかける。

5週 エーテル エーテルを命名できる。エーテルとアルコールの性質の違
いを説明できる。

6週 アルデヒドとケトン (1) アルデヒドおよびケトンの命名ができる。
7週 中間試験
8週 アルデヒドとケトン (2) カルボニル還元反応の、生成物の構造式がかける。

9週 カルボン酸とその誘導体 (1) カルボン酸の命名ができる。カルボン酸の性質の特徴につ
いて説明できる。

10週 カルボン酸とその誘導体 (2) カルボン酸の合成反応の、生成物の構造式を書くことがで
きる。

11週 カルボン酸とその誘導体 (3) エステルの命名ができる。エステルを用いる代表的な反応
の生成物の構造式を書くことができる。

12週 アミン アミンの命名と、級数の分類ができる。アミンの性質につ
いて説明ができる。

13週 芳香族化合物 (1) ベンゼンの共鳴安定化エネルギーについて説明することが
できる。芳香族化合物の慣用名が答えられる。

14週 芳香族化合物 (2) 芳香族求電子置換反応の、反応生成物の構造式がかける。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報処理
科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 国際創造工学科　化学・生物・環境系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 定平誠「Word/Excel/PowerPoint標準テキスト」（技術評論社）
担当者 Luis Guzman,鈴木 康司
到達目標
１．キーボード操作による文字入力がスムーズに行えるようになる。
２．ワープロによる文書作成能力、表計算ソフトの操作能力は、検定試験の中級に合格する程度に習熟する。
３．化学構造式作成ソフト（ChemSketch)により化学式や化学構造式を描くことができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
キーボード操作による文字入力が
スムーズに行えることができる。
また、ブラインドタッチも行うこ
とができる。

キーボード操作による文字入力が
スムーズに行うことが出来る。

キーボード操作による文字入力が
スムーズに行うことができない。

評価項目2

ワープロによる文書作成能力、表
計算ソフトの操作が、検定試験の
中級に合格する程度に習熟できる
。文章と図表を組み合わせたわか
りやすい文書の作成ができる。

ワープロによる文書作成能力、表
計算ソフトの操作能力は、文章と
図表を組み合わせた文書を作成す
ることができる。

ワープロによる文書作成能力、表
計算ソフトの操作能力は、文章と
図表を組み合わせた文書を作成す
ることができない。

評価項目3
ChemSketchの操作方法で複雑な
化学物質の構造式や化学構造式を
描画ことができる。

ChemSketchの操作方法で簡単な
化学物質の構造式や化学構造式を
描画ことができる。

ChemSketchの操作方法で簡単な
化学物質の構造式や化学構造式を
描画ことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 ワードプロセッサ、表計算（スプレッドシート）、化学構造式作成等のコンピュータツールの操作を習得する。その上

で決められたテーマにそって文章表現、文書作成、データ整理、図形表現などを行う。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は作文、履歴書、暑中見舞いはがき、表の作成、グラフの作成、ChemSketch作図等の提出物の成績
７０%、試験の成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格とする。なお暑中見舞いはがきの評価は学生も
参加して、評価方法を事前に周知の上実施する。

注意点 欠席すると習熟度・理解が大幅に遅れるので、できるだけ欠席しないように。試験は原則として電子計算機演習室で行
う。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電子計算機演習室システムの概要と使用時のモラル 電子計算機演習室システム構成と機器の概要、教室使用時
に守るべきルールとモラル

2週 キーボード操作練習（１） キーボード配列と指のホームポジションに慣れる
3週 キーボード操作練習（２） ブラインドタッチの練習
4週 電子メールの利用方法 電子メールの使い方とレポート送信

5週 ワープロ操作（１） Word2010について編集・レイアウト、ツールバーなどの
基本操作

6週 ワープロ操作（２） ページ設定、文字フォント変更、段落などの基本操作
7週 （中間試験）
8週 ワープロ操作（３） 縦書き、書式設定などの基本操作
9週 ワープロ操作（４） 表挿入、罫線操作、図形描画などの基本操作

10週 ワープロによる履歴書作成（１）

複雑な表の作成

11週 ワープロによる履歴書作成（２） 複雑な表の作成、文字入力と文字の配置

12週 ワープロによる履歴書作成（３） 写真挿入、地図作成、印刷
13週 はがきの作成・暑中見舞い（１） 図形作成（描画）の基本操作
14週 はがきの作成・暑中見舞い（２） はがき宛名印刷と通信面の印刷方法

15週
（期末試験）

16週 総復習

後期

1週 表計算ソフトの操作（１） 基本シートの作成、表の作成、表の編集、デザイン
2週 表計算ソフトの操作（２） 計算式の設定
3週 表計算ソフトの操作（３） 関数の設定
4週 表計算ソフトの操作（４） グラフの作成（円グラフ、棒グラフ、散布図）
5週 計算ソフトの操作（５） データの整理、データの活用
6週 ワープロと表計算ソフトの連携 文章と図表を組み合わせたわかりやすい文書の作成

2 － 65



7週 （中間試験）

8週 ChemSketch操作(1) ChemSketchの操作方法
 簡単な化学物質の構造式の作成と保存

9週 ChemSketch操作(2) 化学構造式を表現した化学反応式の作成
10週 ChemSketch操作(3) やや複雑な化学構造式の描画
11週 ChemSketch操作(4) 複雑な化学構造式の描画

12週 化学レポートの作成(1) 化学実験報告書の作成手順

13週 化学レポートの作成(2) 化学実験報告書の作成手順

14週 知的財産権の保護と獲得 ソフトウエアの正規購入・特許などの知的財産の保護と獲
得をする意義

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 30 70 100
基礎的能力 30 35 65
専門的能力 0 35 35
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学ゼミナール
科目基礎情報
科目番号 0020 科目区分 専門 必修
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 国際創造工学科　化学・生物・環境系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 後期の教科書：セミナー化学基礎＋化学（第一学習社）、「化学ゼミナールテキスト」（茨城高専・化学・生物・環境
系　編集）

担当者 鈴木 康司,Luis Guzman,佐藤 稔,宮下 美晴,岩浪 克之,小松崎 秀人,依田 英介,小林 みさと,鈴木 喜大,澤井 光
到達目標
１．演習を通して、化学（1年生で履修する項目）の基礎力を強化する。
２．固体の溶解度の計算ができる。
３．コロイド、高分子ポリマー、糖、アミノ酸やタンパク質など身の回りの化学について理論的に理解する。
４．放射線、放射性物質について理解する。
５．科学英文の単語力、読解力をつける。
６．英語学習を通して各教員とコミュニケーションをはかり、化学・生物・環境系を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
化学の基礎力を十分に強化できた 化学の基礎力を強化できた 化学の基礎力を強化できなかった
科学英文の読解方法を十分に理解
できた。

科学英文の読解方法を理解できた
。

科学英文の読解方法を理解できな
かった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等

概要
前期、後期（講義部分）：本校化学・生物・環境系学生にとって不可欠であるいくつかの基礎項目について学ぶ。
後期（英文読解部分）：やや長文の化学に関する英語を読みながら化学的な英文に慣れ親しんで英語力（英文法、単語
力、読解力）を身につける。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、前期において定期試験８０％、および小テスト２０％で行い、後期は定期試験の成績で行う。前期およ
び後期成績の平均が６０点以上の者を合格とする。

注意点
前期、後期（講義部分）：電卓の携行を忘れないこと。
後期（英文読解部分）：この講義は２つの大きな目的を持っている。１つは、科学英語を学習しながら英語力を養うこ
と。２つ目は、化学・生物・環境系の各教員が分担して授業を行うことにより、学生と教員とのコミュニケーションを
図り、化学・生物・環境系のより一層の理解に役立てること。必ず予習・復習をすること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 物質の構成
演習を通して、原子の構造、原子番号、質量数、同位体、
放射性同位体と利用、原子の電子配置と価電子について理
解できる。

2週 共有結合、イオン結合 演習を通して、共有結合、イオン結合について理解できる
。

3週 金属結合、分子間力 演習を通して、金属結合、分子間力について理解できる。
4週 物質量（1） 演習を通して、物質量について理解できる。
5週 物質量（2） 演習を通して、物質量について理解できる。
6週 物質量（3） 演習を通して、物質量について理解できる。
7週 （中間試験）
8週 化学反応式 演習を通して、化学反応式の作り方について理解できる。
9週 物質量と化学反応式 演習を通して、化学量論的な考え方が理解できる。

10週 酸と塩基 演習を通して、酸・塩基の定義、酸性酸化物と塩基性酸化
物、電離度が理解できる。

11週 水溶液のｐＨ 演習を通して、水溶液のｐＨの計算ができる。
12週 酸化還元反応 演習を通して酸化還元反応ができる。
13週 電池 演習を通して電池の原理が理解できる。
14週 電気分解 演習を通して電気分解が理解できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の復習

後期

1週 原子核構造と放射能
英文読解ガイダンス 放射線の種類と性質を説明できる。

2週 放射性元素の半減期と安定性
英文読解（1）Change in the rock

放射性元素の半減期と安定性を説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

3週 放射性同位体の応用
英文読解（2）Nature's recycling business

年代測定の例としてC１４による時代考証ができる。
科学英文の読解方法を理解する。

4週 核分裂と核融合
英文読解（3）Pollution

核分裂と核融合のエネルギーを利用を説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

5週 コロイド（１）
英文読解（4）Volume of gas

コロイドの種類、ゲルについて説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

6週 コロイド（２）
英文読解（5）Acids and Bases

コロイドの性質、ミセル、臨界ミセル濃度を説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

7週 （中間試験）

8週 固体の溶解度（１）
英文読解（これまでの復習）

結晶水を含まない結晶の溶解度・飽和溶液濃度・再結晶量
等の計算ができる。
中間試験の解説とこれまでの復習。
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9週 固体の溶解度（２）
英文読解（6）Ionic bond

結晶水を含む結晶の溶解度・飽和溶液濃度・再結晶量等の
計算ができる。
科学英文の読解方法を理解する。

10週 固体の溶解度（３）
英文読解（7）Covalent bond

結晶水を含む結晶の溶解度・飽和溶液濃度・再結晶量等の
計算ができる。
科学英文の読解方法を理解する。

11週 高分子化学（１）
英文読解（8）Speed of reaction

高分子化合物がどのようなものか説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

12週 高分子化学（２）
英文読解（9）Atomic structure

代表的な高分子化合物の種類と性質について説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

13週 高分子化学（３）
英文読解（10）Periodic table

重合反応について説明できる。
科学英文の読解方法を理解する。

14週 高分子化学（４）
英文読解（11）Proteins

重縮合・付加重合・開環重合などの代表的な高分子合成反
応を説明でき、どのような高分子がこの反応によりできて
いるか区別できる。
科学英文の読解方法を理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 期末試験の解説とこれまでの復習。

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 50 0 0 0 0 50
専門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0021 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 国際創造工学科　化学・生物・環境系 対象学生 2
開設期 通年 週時限数 3
教科書/教材 物質工学科作成「物質工学実験Ⅰ（基礎化学・分析化学実験）」配布
担当者 石村 豊穂,澤井 光,須田 猛
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
４．与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
５．自らの考えを論理的に記述しすることができる。
６．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解・習得できる

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を概ね
理解・習得できる

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得できない

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を十分に理解できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を概ね理解できる

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得できない

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に十分な取り組みができ
る

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し概ね説
明ができる

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組みができない

十分に自らの考えを論理的に記述
しすることができる

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し概ね説
明ができる

自らの考えを論理的に記述しする
ことができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)
教育方法等
概要 講義授業「分析化学Ⅰ」と連携して、講義で学習した内容について実際に実験を通して体験し、学習内容の理解を深め

る。また安全に化学実験を行うために実験器具の取り扱いに習熟するようにする。
授業の進め方と授業内
容・方法

実験は基本的に各個人ごとに実施する。他人を頼らず、自力で実験できるようにして努力すること。また実験中は危険
防止のため必要に応じて保護眼鏡を着用し安全を心がける。

注意点 実験レポートの提出期限は厳守すること。実験は安全第一を心がけ、注意して行うようこころがけること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション 実験テキスト・安全の心得の確認・実験器具の確認作業

2週 実験の基本操作につ
いて

実験器具の名称を覚え、取り扱い方を理解する。また、ガ
ラス器具の洗浄方法について学ぶ。

3週 化学変化と化学量論 炭酸カルシウムと塩酸の反応を通して化学反応の量的関係
を調べ、化学反応式を作成する

4週 溶解度曲線の作成 塩化アンモニウムの溶解度曲線を作成し、固体の溶解度と
温度の関係を理解する。

5週 希酸溶液の調製 濃塩酸や濃硝酸から希塩酸や希硝酸の作り方を学び、高濃
度溶液の扱い方を理解する。

6週 希塩基溶液の調製 固体水酸化ナトリウムや濃アンモニア水から希薄溶液の作
り方を学び、塩基性物質の扱い方を理解する。

7週 酸と塩基溶液とpH 塩・酸・塩基などの溶液のｐHを測定し、酸性物質と塩基
性物質の特徴を理解する。

8週 強酸・弱酸の反応性 マグネシウムと酸の反応を通して酸の強さと反応性につい
て理解する。

9週 中和滴定曲線の作成 酸と塩基の中和反応において中和反応の進行とともに溶液
のｐＨがどう変化するか理解する。

10週 中和滴定分析(1) 中和滴定で用いる標準溶液の調製法について学ぶ。

11週 中和滴定分析(2) 標準溶液の正確な濃度の決定法（標定）について実験、濃
度決定方法を理解する。

12週 中和滴定分析(3) いくつかの実際の試料について酸および塩基の定量分析を
行い含まれる量を求める方法を理解する。

13週 酸化還元滴定分析法(1) 過マンガン酸カリウム滴定法について、標準溶液を調製す
る方法について学ぶ。

14週 酸化還元滴定分析法(2) 標準溶液の正確な濃度を求める方法（標定）について実験
し、計算方法について理解する。

15週 酸化還元滴定分析法(3) 実際に試料中に含まれる成分の定量分析を行う。
16週

後期

1週 キレート滴定分析法(1) EDTA標準溶液の作成と標定法を学ぶ

2週 キレート滴定分析法(2) 水道水中のカルシウムとマグネシウムの定量を行い計算方
法を理解する。

3週 金属イオンの個別反応(1) 銀、鉛イオンについて様々な試薬との
反応を行い、その特徴と性質について理解する。
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4週 金属イオンの個別反応 銅、ビスマスイオンについて様々な試薬との
反応を行い、その特徴と性質について理解する。

5週 金属イオンの個別反応 スズ、アンチモンイオンについて様々な試薬との
反応を行い、その特徴と性質について理解する。

6週 金属イオンの個別反応 鉄、アルミニウム、クロムイオンについて様々な試薬との
反応を行い、その特徴と性質について理解する。

7週 金属イオンの個別反応
亜鉛、ニッケル、コバルト、マンガンイオンについて様々
な試薬との
反応を行い、その特徴と性質について理解する。

8週 金属イオンの個別反応
カルシウム、バリウム、ストロンチウムイオンについて様
々な試薬との
反応を行い、その特徴と性質について理解する。

9週 金属イオンの系統的定性分析(1) 第１～５属までの金属イオンのうち３種が含まれる溶液か
ら、どのような金属イオンが含まれているか検出する。

10週 金属イオンの系統的定性分析(2) 第１～５属までの金属イオンのうち３種が含まれる溶液か
ら、どのような金属イオンが含まれているか検出する。

11週 金属イオンの系統的定性分析(3) 第１～５属までの金属イオンのうち３種が含まれる溶液か
ら、どのような金属イオンが含まれているか検出する。

12週 重量分析による定量分析(1) 沈殿重量分析で使用する磁性るつぼの取り扱い方を学ぶ。

13週 重量分析による定量分析(2) 目的物質を含む難溶性沈殿を化学反応によって生成し、ろ
過分離の方法について学ぶ。

14週 重量分析による定量分析(3) ろ紙ごと沈殿を灰化し、最終生成物の重量測定から初期目
的物質の量を求める方法について学ぶ、

15週 後期実験のまとめ 大掃除、器具チェックなど
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 0 0 50 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 0 0 50 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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準学士課程（本科） 

【第３～５学年】 

機 械シス テム工 学科 

電 子 制 御 工 学 科 

電気電子システム工学科 

電 子 情 報 工 学 科 

物 質 工 学 科 





【機械システム工学科 電子制御工学科 電気電子システム工

学科 電子情報工学科 物質工学科】準学士課程（本科） 

 本校は、「茨城高専の目的」と「自律と創造」の教育理念のもとに、学生の皆さんが卒業までに

修得しなければならない能力を「ディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針）」において学習・教育

目標として定めています。これを達成するために、「カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実

施の方法）に基づいて教育プログラム（教育課程表）を策定しています。これらの方針をもとに、

本校は、分かりやすい、そして活き活きとした授業を提供し、また、さまざまな教育改善にも取り

組んでいます。 

 

茨城工業高等専門学校の目的 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、及び学校教育法に基づき、深く専門の学芸を教授し、職

業に必要な能力を養い、有益な人材を育成することを目的とする。また、前述の目的を実現するた

めの教育を行い、その成果を広く社会に提供することにより、社会の発展に寄与するものとする。 

 

教育理念 
 科学技術の進歩は我々に豊かな社会を提供する一方，社会との関わりをますます深化・多様化さ

せる中で，これまで我々が経験したことのないような新たな課題をもたらしている。本校は「自律

と創造」を教育理念として掲げ、豊かで持続可能な社会を実現するために、自律的にこれらの課題

に取り組んでこれらを解決すると共に、新しい知識を生み出すことのできる創造性あふれる技術者

を育成する。 

 

学科の目的とディプロマ・ポリシー（卒業認定の方針） 

５つの学科は、共通の卒業までに修得する能力（学習・教育目標）を掲げています。 

卒業までに修得する能力（学習・教育目標） 

(A) 工学の基礎知識 

(B) 融合・複合的な工学専門知識及びシステムデザイン能力 

(C) 産業活動に関する基礎知識 

(D) 社会人としての健全な価値観と自然理解に基づく技術者倫理観 

(E) 豊かな教養に基づく国際理解力 

(F) コミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力 

(G) 豊かな人間性 

 

機械システム工学科 

機械システム工学科は、機械工学の主要分野である物の動く仕組み、機械を製作する技術、実験

を行うための技術、及び機械のデザインに関する基礎知識を修得させ、それらを機械システム工学

の問題解決に応用できる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育目標に示す能力を身に

付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 
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電子制御工学科 

機械システム工学科は、電子制御工学の主要分野である機械・機構の設計技術、電気電子回路の

設計技術、情報処理技術などに関する基礎知識を修得させ、それらを電子制御工学の問題解決に応

用できる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育目標に示す能力を身に付け、所定の単

位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 

電気電子システム工学科 

電気電子システム工学科は、電気電子工学の主要分野である電子工学、制御工学、情報工学、電

力工学の基礎に加え生命・環境などに関する基礎知識を修得させ、それらをシステム的に捉え、電

気電子システム工学の問題解決に応用できる技術者を育成するため、本校に在籍し学習・教育目標

に示す能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 

電子情報工学科 

電子情報工学科は、電子情報工学の主要分野である情報ネットワークに関する技術を含むコンピ

ュータの設計と利用のための技術、高性能電子部品の開発に関する技術などの基礎知識を身に付け、

それらを電子情報工学の問題解決に応用できる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育

目標に示す能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 

物質工学科 

物質工学科は、物質工学の主要分野である分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、化学工学、

生命環境化学、材料化学などに関する基礎知識を修得させ、それらを物質工学の問題解決に応用で

きる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育目標に示す能力を身に付け、所定の単位を

修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 
 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 機械システム工学科、電子制御工学科、電気電子システム工学科、電子情報工学科、物質工学は、

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、以下の科目群を基本科目として用意して

いる。 
 
1)  数学、物理、化学等の自然科学に関わる科目 

2) 工学基礎に関する科目 

3） 各学科の基礎科目 

4) 他分野の修得に関する科目：人文・社会科学系、機械システム工学、電子制御工学、電気電

子システム工学、電子情報工学、物質工学からなる共通選択科目 

5) 技術修得に関する科目 

6) 社会人として必要な教養科目：人間や社会の多様性、産業活動の理解のための人文・社会科

学系の科目 

7) 国際理解力育成科目：外国語、グローバル工学基礎等の科目 

8) 汎用的能力・創造的思考力育成科目：PBL実験や卒業研究等の、論理的思考力、分析力、創
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造力、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等の総合的能力を育成するための科目 

9) 態度・志向性を育む科目：体育、特別活動等の、自己管理力、キャリアデザイン、チームワ

ーク力等を身につけるための科目 

 

上記２）、３）、５）について、各学科の基本科目を以下に示す。 

機械システム工学科 

2) 工学基礎に関する科目：機械システム基礎演習、情報リテラシー等の科目 

3) 機械システム工学の基礎科目：製図、機械設計、力学、熱流体、工作、材料、情報処理、計

測制御、機械設計製図を基盤とした基礎専門科目 

5) 技術修得に関する科目：機械システム工学実験、機械システム工学実習等の実験・実習科目 

電子制御工学科 

2) 工学基礎に関する科目：電気基礎、電子制御工学基礎演習、情報リテラシー等の科目 

3) 電子制御工学の基礎科目：製図、力学、熱流体、電気回路、電磁気、電子回路、計測、制御、

プログラミング、アルゴリズムとデータ構造、論理回路等を基盤とした基礎専門科目 

5) 技術修得に関する科目：電子制御工学実験等の実験科目 

電気電子システム工学科 

2) 工学基礎に関する科目：電気基礎学、電気工学基礎演習、情報リテラシー等の科目 

3-1) 電気電子工学の基礎科目：電気回路、電磁気、電子回路、電子工学、電力、計測、制御、

情報を基盤とした基礎専門科目 

3-2) 電気主任技術者を養成する科目： 電気機器、コンピュータ工学、電力システム、パワー

エレクトロニクスなどの専門科目 

5) 技術修得に関する科目：電気電子システム工学実験等の実験科目 

電子情報工学科 

2) 工学基礎に関する科目：電子情報工学基礎演習、情報リテラシー等の科目 

3-1) 電子情報工学の基礎科目：電磁気、電気エネルギー、電子材料、電気回路、電子回路、制

御、計測、離散数学、データ構造とアルゴリズム、プログラミング等を基盤とした基礎専門科目 

3-2) 第二級陸上特殊無線技士および第二級海上特殊無線技士を養成する科目：無線通信工学、

電波法規 

5) 技術修得に関する科目：電子情報工学実験等の実験科目 

物質工学科 

2) 工学基礎に関する科目：基礎化学演習、物質工学基礎演習、情報リテラシー等の科目 

3) 物質工学の基礎科目:分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、化学工学、生物化学を基盤

とした基礎専門科目 

5) 技術修得に関する科目：物質工学実験等の実験科目 

 
 

ディプロマ・ポリシー（DP）とカリキュラム・ポリシー（CP）の関係 

 以下に、ディプロマ・ポリシーとカリキュラム・ポリシーの関係を示します。図中の矢印は特に

結びつきが強い関係を示しますが、科目よっては、図中以外の関連もつ場合があります。 

 

電子制御工学科 

機械システム工学科は、電子制御工学の主要分野である機械・機構の設計技術、電気電子回路の

設計技術、情報処理技術などに関する基礎知識を修得させ、それらを電子制御工学の問題解決に応

用できる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育目標に示す能力を身に付け、所定の単

位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 

電気電子システム工学科 

電気電子システム工学科は、電気電子工学の主要分野である電子工学、制御工学、情報工学、電

力工学の基礎に加え生命・環境などに関する基礎知識を修得させ、それらをシステム的に捉え、電

気電子システム工学の問題解決に応用できる技術者を育成するため、本校に在籍し学習・教育目標

に示す能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 

電子情報工学科 

電子情報工学科は、電子情報工学の主要分野である情報ネットワークに関する技術を含むコンピ

ュータの設計と利用のための技術、高性能電子部品の開発に関する技術などの基礎知識を身に付け、

それらを電子情報工学の問題解決に応用できる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育

目標に示す能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 

物質工学科 

物質工学科は、物質工学の主要分野である分析化学、無機化学、有機化学、物理化学、化学工学、

生命環境化学、材料化学などに関する基礎知識を修得させ、それらを物質工学の問題解決に応用で

きる技術者を育成するため、本校に在籍し、学習・教育目標に示す能力を身に付け、所定の単位を

修得した学生に対して、卒業を認定する。 

 
 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

 機械システム工学科、電子制御工学科、電気電子システム工学科、電子情報工学科、物質工学は、

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、以下の科目群を基本科目として用意して

いる。 
 
1)  数学、物理、化学等の自然科学に関わる科目 

2) 工学基礎に関する科目 

3） 各学科の基礎科目 

4) 他分野の修得に関する科目：人文・社会科学系、機械システム工学、電子制御工学、電気電

子システム工学、電子情報工学、物質工学からなる共通選択科目 

5) 技術修得に関する科目 

6) 社会人として必要な教養科目：人間や社会の多様性、産業活動の理解のための人文・社会科

学系の科目 

7) 国際理解力育成科目：外国語、グローバル工学基礎等の科目 

8) 汎用的能力・創造的思考力育成科目：PBL実験や卒業研究等の、論理的思考力、分析力、創
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シラバスについて 

シラバスは、科目の授業の内容や評価方法などを事前に公表し、学生の皆さんにもそれらを十分

に理解してもらった上で授業を進めるためのものです。授業の最初の週に担当教員がシラバスをも

とにそれらの内容を説明しますので、十分理解した上で授業に臨んでください。

1. シラバスの構成等について 

シラバスには、その科目の到達目標、到達レベルの目安、教育方法、授業計画、評価の割合

等が記載されています。 

シラバスは、教員にとっても、自身の担当する科目の内容が他の科目の内容と整合性がとれ

ているかを見る上で重要なものです。本校では、シラバスをもとに教員同士が話し合い、その

講義内容等が適切であるかどうかのチェックを相互に行っています。 

 

2. 教育課程について 

 教育課程は、皆さんがこれから受ける授業科目と特別活動を表しています。授業科目には必

修科目と選択科目があります。教育課程の備考欄に示すように、選択科目の中には必ず修得し

なければならない科目や単位数の取得に条件を定めているものがあります。また、進級に必要

な条件も定めています。卒業するために必要な単位数は167単位（特別活動を含まない）です。

そのうち、一般科目については75単位以上、専門科目については82単位以上が必要になります。 

 他大学等で履修した授業科目や知識・技能審査に合格した場合に単位を認める制度もありま

す。詳しくは学生便覧をご覧ください。3年生、4年生には3月に科目履修に関わる説明会を開催

し、選択科目や科目の申請方法等を説明します。 

  

3. 成績評価について 

定期試験は原則として学期ごとに年２回（中間試験と期末試験）行われます。試験の実施期

間・時間割は、その都度、掲示板に掲示されます。科目の成績評価には定期試験以外に課題レ

ポートや小テストを含む場合もあります。詳細はシラバスの評価の割合等に示されています。 

シラバスに記載された方法に基づいて科目の成績の評価が行われます。成績の評価は評点に
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よって行われ、それに対応する評語は次のように定められています。ただし、当該科目授業時

間数の１０分の３を超えて欠席した科目については、原則として当該科目を未修得とします。 

評  価 100～90 89～80 79～70 69～60 59～0 

評 語 
(ｱ) 特優 優 良 可 不可 

(ｲ) ＡＡ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

  

4. 履修単位と学修単位Ⅰ、Ⅱについて 

 履修単位は３０時間の講義で１単位になるものです。学修単位は、授業と自学学習の時間を

含めて４５時間の内容で１単位になるものです。学修単位Ⅰとは４５時間の内容（３０時間の

講義＋１５時間の授業以外の自主学習）で１単位となるもので、学修単位Ⅱとは４５時間の内

容（１５時間の講義＋３０時間の授業以外の自主学習）で１単位となるものです。学修単位科

目では講義受講以外の自主学習が求められます。 

 履修単位は３０時間の講義で１単位になるものですが、予習・復習等の自学学習はしてくだ

さい。 

 

履修単位（１単位） ３０時間の講義 

学修単位Ⅰ（１単位） ３０時間の講義＋１５時間の授業以外の自学自習 

学修単位Ⅱ（１単位） １５時間の講義＋３０時間の授業以外の自学学習 

 

5. シラバス理解度チェックについて 

 学生の皆さんは、各授業の最初の週に配付されるシラバスをノート等に貼り、授業が予定通

りに進められているかを確認しながら、各週あるいは単元ごとに、自分自身が授業内容をどれ

だけ理解できたかを次の４段階で自己評価してください。 

  ４：十分理解できた   ３．まあま理解できた 

  ２：あまり理解できなかった  １：全く理解できなかった 

 この自己評価の数値は、図のようにシラバスの余白に記述することで、皆さん自身でその授

業内容の理解度（達成度）をチェックしてください。もし、理解度が十分でない場合は、オフ

ィスアワー等を利用して早期に対応し、翌週の授業に支障が無いように臨んでください。科目

教員は皆さんの理解度を定期的にチェックします。 

 

 

6. 質問や相談したい場合について 

 「オフィスアワー制度」は、ある決められた時間帯に教員が教員室に待機し、皆さんからの

４ 

３ 

４ 

理解度の数値を記入 

 
 

 

シラバスについて 

シラバスは、科目の授業の内容や評価方法などを事前に公表し、学生の皆さんにもそれらを十分

に理解してもらった上で授業を進めるためのものです。授業の最初の週に担当教員がシラバスをも

とにそれらの内容を説明しますので、十分理解した上で授業に臨んでください。

1. シラバスの構成等について 

シラバスには、その科目の到達目標、到達レベルの目安、教育方法、授業計画、評価の割合

等が記載されています。 

シラバスは、教員にとっても、自身の担当する科目の内容が他の科目の内容と整合性がとれ

ているかを見る上で重要なものです。本校では、シラバスをもとに教員同士が話し合い、その

講義内容等が適切であるかどうかのチェックを相互に行っています。 

 

2. 教育課程について 

 教育課程は、皆さんがこれから受ける授業科目と特別活動を表しています。授業科目には必

修科目と選択科目があります。教育課程の備考欄に示すように、選択科目の中には必ず修得し

なければならない科目や単位数の取得に条件を定めているものがあります。また、進級に必要

な条件も定めています。卒業するために必要な単位数は167単位（特別活動を含まない）です。

そのうち、一般科目については75単位以上、専門科目については82単位以上が必要になります。 

 他大学等で履修した授業科目や知識・技能審査に合格した場合に単位を認める制度もありま

す。詳しくは学生便覧をご覧ください。3年生、4年生には3月に科目履修に関わる説明会を開催

し、選択科目や科目の申請方法等を説明します。 

  

3. 成績評価について 

定期試験は原則として学期ごとに年２回（中間試験と期末試験）行われます。試験の実施期

間・時間割は、その都度、掲示板に掲示されます。科目の成績評価には定期試験以外に課題レ

ポートや小テストを含む場合もあります。詳細はシラバスの評価の割合等に示されています。 

シラバスに記載された方法に基づいて科目の成績の評価が行われます。成績の評価は評点に
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質問や相談に応える制度で、週に１時間設定されています。レポートの提出や授業内容につい

ての質問、授業履修や学生生活に関する相談などができます。オフィスアワー以外の時間にも

質問や相談はできますが、教員はすぐに応じられない場合がありますので、面談したい場合は

事前にメールなどで日時を調整した方が良いでしょう。 

 担任教員は最も身近な相談窓口です。クラブ顧問の教員も相談の窓口になります。科目担当

教員に直接話しにくい状況があるならば、担任教員等に相談してください。悩みや問題が深刻

になる前に、皆さんが話しやすい教員にまずは声をかけてください。 
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本科の達成項目を達成するための科目群 

機械システム工学科 平成 26年度以降本科入学生用    （平成 30年度本科 3～5年生用） 
学習・教育

目標 
達成 

項目 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

(A) ｲ) 

基礎数学Ⅰ 

基礎数学Ⅱ 

物理 

化学 

生命環境基礎 

機械ｼｽﾃﾑ基礎演習 

電気基礎 

機械設計製図基礎 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

情報リテラシー 

代数･幾何 

解析学 

物理 

化学 

機械ｼｽﾃﾑ基礎 

機械物理基礎 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 

電気回路 

機械設計製図Ⅰ 

機械ｼｽﾃﾑ工学実習 

代数･幾何 

解析学 

応用物理Ⅰ 

材料工学Ⅰ 

材料力学Ⅰ 

工業力学 

加工工学Ⅰ 

電気回路 

機械設計製図Ⅱ 

機械設計法Ⅰ 

計測工学Ⅰ 

機械ｼｽﾃﾑ工学実習 

基礎物理学演習  

物理学演習 

数学演習 材料力学演習 

応用数学Ⅰ 応用物理Ⅱ  

材料工学Ⅱ   

機械設計法Ⅱ 材料力学Ⅱ 

機械力学Ⅰ 制御工学Ⅰ  

電気工学Ⅰ 熱工学Ⅰ  

流体工学Ⅰ  

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

動力学 ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 

応用数学Ⅱ 制御工学Ⅱ 

電気工学Ⅱ CAD･CAM･CAEⅠ 

CAD･CAM･CAEⅡ 

流体工学Ⅱ 加工工学Ⅱ 

機械設計製図Ⅲ  

計測工学Ⅱ 

制御工学Ⅲ 生産工学 

機械力学Ⅱ 応用機械工学 

熱工学Ⅱ   

情報処理 情報処理演習 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

(B) 

ﾛ) 

① 機械設計製図基礎 機械設計製図Ⅰ 

機械設計製図Ⅱ 

機械設計法Ⅰ 

機械ｼｽﾃﾑ工学実習 

電子制御工学演習Ⅰ 

機械設計法Ⅱ 

 

ｼｽﾃﾑ工学 応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ 通信ｼｽﾃﾑ工学 

CAD･CAM･CAEⅠ 

CAD･CAM･CAEⅡ 

機械設計製図Ⅲ 

② 機械ｼｽﾃﾑ基礎演習 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎    
ディジタル信号処理  

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 情報処理演習 

③ 生命環境基礎  材料工学Ⅰ 材料工学Ⅱ 有機材料工学 

④ 

機械ｼｽﾃﾑ基礎演習 

電気基礎 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

機械物理基礎 

電気回路 

材料力学Ⅰ 

工業力学 

電気回路 

材料力学演習 

電気電子工学演習 

材料力学Ⅱ 機械力学Ⅰ 

電気工学Ⅰ 流体工学Ⅰ 

動力学 ｴﾈﾙｷﾞｰ工学  

電気工学Ⅱ 流体工学Ⅱ 

機械力学Ⅱ 

熱工学Ⅱ 

⑤ 生命環境基礎    電波法規 環境化学概論 安全工学 

ﾊ)       

制御工学概論 

電気工学概論 

情報工学概論 

材料化学概論 

電子制御工学演習Ⅰ 

電気電子工学演習 

電波法規 

環境化学概論 

ｼｽﾃﾑ工学 

応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ 

安全工学 

ディジタル信号処理 

通信ｼｽﾃﾑ工学 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 

有機材料工学 

ﾆ)    

創造性工学実習 

企業実習 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

課題研究 

創造性工学実習 

企業実習 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

卒業研究 

(C) ﾎ) 現代社会 現代社会   
知的財産論 

経済概論 経営概論 
知的財産論 

(D) ﾍ) 
機械ｼｽﾃﾑ基礎演習 

情報リテラシー 
現代社会    

(E) ﾄ) 

 

国語 

地理 

現代社会 

英語 

芸術 

 

国語 

現代社会 

日本史 

英語 

国語 

世界史 

英語 

実践英語 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅰ 

現代の社会Ⅱ 

歴史と文化Ⅰ 

人間と世界Ⅰ 

人間と世界Ⅱ 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅲ 

現代の社会Ⅳ 

人間と世界Ⅲ 

人間と世界Ⅳ 

歴史と文化Ⅱ 

上級英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語 

ｽﾍﾟｲﾝ語 中国語 韓国語 

(F) 
ﾁ) 

国語 

英語 

英会話 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

国語 

英語 

英会話 

機械ｼｽﾃﾑ工学実習 

国語 

英語 

実践英語 

機械ｼｽﾃﾑ工学実習 

国語表現 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 A 英語 B 総合英語 

英語表現法 

創造性工学実習 

企業実習 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 C 

創造性工学実習 

企業実習 

機械ｼｽﾃﾑ専門英語 

機械ｼｽﾃﾑ工学実験 

ﾘ)       課題研究 卒業研究 

(人間性

の涵養)  
保健 体育実技Ⅰ  

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ  

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅱ 

社会貢献 
社会貢献 

①設計・システム系科目群、 ②情報・論理系科目群、 ③材料・バイオ系科目群、④力学系科目群、⑤社会技術系科目群 

  

質問や相談に応える制度で、週に１時間設定されています。レポートの提出や授業内容につい

ての質問、授業履修や学生生活に関する相談などができます。オフィスアワー以外の時間にも

質問や相談はできますが、教員はすぐに応じられない場合がありますので、面談したい場合は

事前にメールなどで日時を調整した方が良いでしょう。 

 担任教員は最も身近な相談窓口です。クラブ顧問の教員も相談の窓口になります。科目担当

教員に直接話しにくい状況があるならば、担任教員等に相談してください。悩みや問題が深刻

になる前に、皆さんが話しやすい教員にまずは声をかけてください。 

本－ 7



本科の達成項目を達成するための科目群 

電子制御工学科 平成 26年度以降本科入学生用    （平成 30年度本科 3～5年生用） 
学習・教育

目標 
達成 

項目 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

(A) ｲ) 

基礎数学Ⅰ 

基礎数学Ⅱ 

物理 

化学 

生命環境基礎 

機械製図 

電子制御工学基礎演

習 

電気基礎 

情報リテラシー 

代数･幾何 

解析学 

物理 

化学 

機械製図 

電気回路 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

論理回路 

電子制御工学実験 

代数･幾何 

解析学 

応用物理Ⅰ 

機械製図 

電磁気学Ⅰ 

工業力学 

材料力学Ⅰ 

加工工学 

電気回路 

電子回路Ⅰ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

電子制御工学実験 

基礎物理学演習 物理学演習 

電子制御工学演習Ⅰ 

応用数学 I 応用数学Ⅱ 

数学演習 応用物理Ⅱ 

材料力学Ⅱ 材料工学  

制御工学 I 電子回路Ⅱ  

機械力学 電磁気学Ⅱ 

電子計算機 熱力学 

CAD･CAM ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構

造 電子制御数学 過渡応答 

流体力学 

電子制御工学実験 

応用数学Ⅲ 

ｼｽﾃﾑ工学 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ 機械設計 

数値計算法 制御工学Ⅱ 

機構学 計測工学 

電気機器 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計 電磁気学Ⅲ 

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 伝送回路 

ﾛﾎﾞｯﾄ工学 

電子制御工学総論 

電子制御工学実験 

(B) 

ﾛ) 

① 

機械製図 

電子制御工学基礎演

習 

機械製図 

電気回路 

機械製図 

電気回路 

電子回路Ⅰ 

電子制御工学演習Ⅰ 

制御工学 I 

電子回路Ⅱ 

電子計算機 

過渡応答 

ｼｽﾃﾑ工学 応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ 通信ｼｽﾃﾑ工学 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ 機構学 

機械設計 制御工学Ⅱ 

伝送回路 ﾛﾎﾞｯﾄ工学 

電気機器 

② 
電子制御工学基礎演

習 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

論理回路 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑとﾃﾞｰﾀ構造 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 数値計算法 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計 

③ 生命環境基礎  加工工学 材料工学 有機材料工学 電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 

④ 

電子制御工学基礎演

習 

電気基礎 

  
工業力学 

材料力学Ⅰ 

材料力学演習 

電気電子工学演習 

材料力学Ⅱ 熱力学 

流体力学 機械力学 

電磁気学Ⅱ 

動力学 ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 

電磁気学Ⅲ 

⑤ 生命環境基礎    電波法規 環境化学概論 安全工学 

ﾊ)       

機械工学概論 

電気工学概論 

情報工学概論  

材料化学概論 

材料力学演習 

電気電子工学演習 

電波法規 環境化学概論 

動力学 応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ 安全工学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 通信ｼｽﾃﾑ工学 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 有機材料工学 

 

ﾆ)       

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子制御工学実験 

課題研究 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子制御工学実験 

卒業研究 

(C) ﾎ) 現代社会 現代社会   
知的財産論 

経済概論 経営概論 
知的財産論 

(D) ﾍ) 
電子制御工学基礎演

習 

情報リテラシー 

現代社会       

(E) ﾄ) 

国語 

地理 

現代社会  

英語 

芸術 

国語 

現代社会 

日本史 

英語 

国語 

世界史 

英語 

実践英語 

キャリアデザイン  

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅰ 

現代の社会Ⅱ  

歴史と文化Ⅰ 

人間と世界Ⅰ  

人間と世界Ⅱ 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅲ 

現代の社会Ⅳ 

人間と世界Ⅲ 

人間と世界Ⅳ 

歴史と文化Ⅱ 

上級英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語 

ｽﾍﾟｲﾝ語 中国語 韓国語 

(F) 
ﾁ) 

国語 

英語 

英会話 

国語 

英語 

英会話 

電子制御工学実験 

国語 

英語 

実践英語 

電子制御工学実験 

国語表現 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 A 英語 B 総合英語 

英語表現法 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子制御工学実験 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 C 

電子制御工学英語 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子制御工学実験 

ﾘ)       課題研究 卒業研究 

(人間性

の涵養)  
保健 体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅱ 

社会貢献 
社会貢献 

①設計・システム系科目群、 ②情報・論理系科目群、 ③材料・バイオ系科目群、④力学系科目群、⑤社会技術系科目群 
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本科の達成項目を達成するための科目群 

電気電子システム工学科 平成 26年度以降本科入学生用   （平成 30年度本科 3～5年生用） 
学習・教育

目標 
達成 

項目 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

(A) ｲ) 

基礎数学Ⅰ 

基礎数学Ⅱ 

物理 

化学 

生命環境基礎 

電気基礎学 

電気回路基礎 

電気工学基礎演習 

情報リテラシー 

代数･幾何 

解析学 

物理 

化学 

電気基礎学 

電気回路 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路 

電気電子計測 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

代数･幾何 

解析学 

応用物理Ⅰ 

電気回路 

電気電子計測 

電磁気学Ⅰ 

情報処理Ⅰ 

電子回路Ⅰ 

生物ｼｽﾃﾑ工学 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

基礎物理学演習  

物理学演習 

数学演習  

電気電子工学演習 

創造基礎工学実習 

応用数学Ⅰ  応用数学Ⅱ 

応用物理Ⅱ 

電磁気学Ⅱ  伝送回路 

電子回路Ⅱ ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅰ 

情報処理Ⅱ  制御工学 

電気機器  

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

応用電子回路 通信ｼｽﾃﾑ工学 

創造基礎工学実習 

電気電子材料 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅱ 

ﾏｲｸﾛｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ  

計測ｼｽﾃﾑ工学 

制御ｼｽﾃﾑ工学  

電磁波工学 ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 高電圧工学  

電気応用工学 電気法規 

生命環境工学 自動設計製図 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

(B) 

ﾛ) 

① 
電気回路基礎 

電気工学基礎演習 

電気回路 

電気電子計測 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

電気回路 

電子回路Ⅰ 

電気電子計測 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

電子制御工学演習Ⅰ 

伝送回路 

電子回路Ⅱ 

制御工学 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

ｼｽﾃﾑ工学 応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ   

通信ｼｽﾃﾑ工学 電力ｼｽﾃﾑ工学 

計測ｼｽﾃﾑ工学 制御ｼｽﾃﾑ工

学   

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学  

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 高電圧工学    

電気応用工学 自動設計製図 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

② 電気工学基礎演習 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅰ 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

ディジタル信号処理  

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅱ 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

③ 生命環境基礎  

生物ｼｽﾃﾑ工学 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

有機材料工学 生命環境工学 

電気電子材料 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

④ 
電気基礎学 

電気工学基礎演習 

電気基礎学 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

電気電子工学演習 

材料力学演習 電気機器 

動力学   ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

⑤ 生命環境基礎    電波法規  環境化学概論 安全工学   電気法規 

ﾊ)      

機械工学概論 

制御工学概論 

情報工学概論 

材料化学概論 

材料力学演習 

電子制御工学演習Ⅰ 

電波法規  環境化学概論 

動力学 ｼｽﾃﾑ工学 

電子計測ｼｽﾃﾑ  安全工学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学  

ディジタル信号処理 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 

有機材料工学 

 

ﾆ)      

e-創造性工学実習 

企業実習 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

課題研究 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

卒業研究 

(C) ﾎ) 現代社会 現代社会   
知的財産論 

経済概論 経営概論 
知的財産論 

(D) ﾍ) 
電気工学基礎演習 

情報リテラシー 
現代社会       

(E) ﾄ) 

国語 

地理 

現代社会 

英語 

芸術 

国語 

現代社会 

日本史 

英語 

国語 

世界史 

英語 

実践英語 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅰ 

現代の社会Ⅱ 

歴史と文化Ⅰ 

人間と世界Ⅰ 

人間と世界Ⅱ 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅲ 

現代の社会Ⅳ 

人間と世界Ⅲ 

人間と世界Ⅳ 

歴史と文化Ⅱ 

上級英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語 

ｽﾍﾟｲﾝ語 中国語 韓国語 

(F) 
ﾁ) 

国語 

英語 

英会話 

国語 

英語 

英会話 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

国語 

英語 

実践英語 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実

験 

国語表現 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 A 英語 B 総合英語  

英語表現法 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 C 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電気技術英語 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

ﾘ)       課題研究 卒業研究 

(人間性

の涵養)  
保健 体育実技Ⅰ  

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ  

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅱ 

社会貢献 
社会貢献 

①設計・システム系科目群、 ②情報・論理系科目群、 ③材料・バイオ系科目群、④力学系科目群、⑤社会技術系科目群 
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本科の達成項目を達成するための科目群 

電子情報工学科 平成 26年度以降本科入学生用     （平成 30 年度本科 3～5 年生用） 
学習・教育

目標 
達成 

項目 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

(A) ｲ) 

基礎数学Ⅰ 

基礎数学Ⅱ 

物理 化学 

生命環境基礎 

電気回路Ⅰ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ概論 

情報工学基礎 

電子情報工学基礎演習 

電子情報数学演習 

情報リテラシー 

代数･幾何 

解析学 

物理 

化学 

電気回路Ⅰ 

電気と磁気 

情報理論基礎 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ基礎 

電子情報工学演習 

代数･幾何 解析学 

応用物理Ⅰ 

電気回路Ⅰ 

電磁気学Ⅰ 

電子材料 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用 

離散数学Ⅰ 

論理回路 

電子情報工学演習 

電子情報工学実験 

基礎物理学演習 物理学演習 

数学演習 電波法規 

創造基礎工学実習 

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅱ 

応用物理Ⅱ 電磁気学Ⅱ 

電気回路Ⅱ 電子回路Ⅰ 

ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計 離散数学Ⅱ 

電子情報応用数学 

電子情報工学実験 

電子計測ｼｽﾃﾑ 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 

創造基礎工学実習 

電磁気学Ⅲ 電子回路Ⅱ 

固体デバイス 

電子制御ｼｽﾃﾑ 光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

無線通信工学 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 

人工知能 数値解析 

信号処理 論理設計 

電子情報工学実験 

(B) 

ﾛ) 

① 電気回路Ⅰ 電気回路Ⅰ 
電気回路Ⅰ 

電子情報工学実験 

電子制御工学演習Ⅰ 

電気回路Ⅱ 

電子回路Ⅰ 

電子情報工学実験 

ｼｽﾃﾑ工学 応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ 通信ｼｽﾃﾑ工学 

電子回路Ⅱ 電子制御ｼｽﾃﾑ 

無線通信工学 

電子情報工学実験 

② 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ概論 

情報工学基礎 

情報理論基礎 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ基礎 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用 

論理回路 

電子情報工学実験 

ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計 

電子情報工学実験 

ディジタル信号処理 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 人工知能 

論理設計 

電子情報工学実験 

③ 
 

生命環境基礎 
 

電子材料 

電子情報工学実験 
 

有機材料工学 固体デバイス 

電子情報工学実験 

④   電気と磁気 
電気エネルギー工学 

電子情報工学実験 

材料力学演習 

電気電子工学演習 

動力学 ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 

電磁気学Ⅲ 光ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

電子情報工学実験 

⑤ 生命環境基礎   電波法規 環境化学概論 安全工学 

ﾊ)       

機械工学概論 

制御工学概論 

電気工学概論 

材料化学概論 

材料力学演習 

電子制御工学演習Ⅰ 

電気電子工学演習 

環境化学概論 

動力学 ｼｽﾃﾑ工学 

応用電子回路 安全工学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学  

ディジタル信号処理  

通信ｼｽﾃﾑ工学 

有機材料工学 

ﾆ)       

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子情報工学実験 

課題研究 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子情報工学実験 

卒業研究 

(C) ﾎ) 現代社会 現代社会   
知的財産論 

経済概論 経営概論 
知的財産論 

(D) ﾍ) 
電子情報工学基礎演

習 

情報リテラシー 

現代社会       

(E) ﾄ) 

国語 

地理 

現代社会 

英語 

芸術 

国語 

現代社会 

日本史 

英語 

国語 

世界史 

英語 

実践英語 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代と社会Ⅰ 

現代と社会Ⅱ 

歴史と文化Ⅰ 

人間と世界Ⅰ 

人間と世界Ⅱ 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅲ 

現代の社会Ⅳ 

人間と世界Ⅲ 

人間と世界Ⅳ 

歴史と文化Ⅱ 

上級英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語 

ｽﾍﾟｲﾝ語 中国語 韓国語 

(F) 
ﾁ) 

国語 

英語 

英会話 

国語 

英語 

英会話 

国語 

英語 

電子情報工学実験 

国語表現 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 A 英語 B 総合英語 

英語表現法 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子情報工学英語演習 

電子情報工学実験 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 C 

e-創造性工学実習 

企業実習 

電子情報工学実験 

ﾘ)    課題研究 卒業研究 

(人間性

の涵養)  
保健 体育実技Ⅰ  

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ  

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅱ  

社会貢献 
社会貢献 

①設計・システム系科目群、 ②情報・論理系科目群、 ③材料・バイオ系科目群、④力学系科目群、⑤社会技術系科目群 
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本科の達成項目を達成するための科目群 

物質工学科 平成 26年度以降本科入学生用    （平成 30年度本科 3～5年生用） 
学習・教育

目標 
達成 

項目 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 

(A) ｲ) 

基礎数学Ⅰ 

基礎数学Ⅱ 

物理 

化学 

生命環境基礎 

生命科学 

物質工学基礎演習 

基礎化学演習 

情報リテラシー 

代数･幾何 

解析学 

物理 

化学 

分析化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅰ 

情報処理 

化学ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

物質工学実験Ⅰ 

代数･幾何 

解析学 

応用物理Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

生物化学 

機器分析 

情報処理 

化学ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

物質工学実験Ⅰ 

基礎物理学演習  

物理学演習 数学演習 

環境化学概論 

創造工学基礎実習 

応用数学Ⅰ 応用物理Ⅱ 

無機化学Ⅱ 分析化学Ⅱ 

有機化学Ⅱ 物理化学Ⅱ 

化学工学Ⅰ 

応用有機化学演習 

応用無機化学演習 

物質工学実用数学 

物質工学実験Ⅰ 

創造工学基礎実習 

応用数学Ⅱ 物理化学Ⅲ 

化学工学Ⅱ 物質分離分析法 

放射化学 文献検索 

環境保全工学 

応用物理化学演習 

無機材料工学 

精密合成化学 

反応理論化学 

生物工学 生体機能化学 

応用微生物工学 

有機材料工学 

物質工学実験Ⅰ 

(B) 

ﾛ) 

①   
分析化学Ⅰ 

物質工学実験Ⅰ 

機器分析 

物質工学実験Ⅰ 

電子制御工学演習Ⅰ 

電気電子工学演習 

化学工学Ⅰ 

物質工学実験Ⅰ 

ｼｽﾃﾑ工学 応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ  

通信ｼｽﾃﾑ工学 化学工学Ⅱ  

物質工学実験Ⅰ 

②  情報処理 情報処理   
ディジタル信号処理  

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 反応理論化学 

③ 
生命環境基礎 

生命科学 
有機化学Ⅰ 生物化学  

無機材料工学 生物工学 

生体機能化学 

応用微生物工学 

有機材料工学 

物質工学実験Ⅱ 

物質工学実験Ⅲ 

④ 物質工学基礎演習   物理化学Ⅰ 

材料力学演習 

物理化学Ⅱ 

 

動力学 ｴﾈﾙｷﾞｰ工学 

物理化学Ⅲ 

応用物理化学演習 

⑤ 生命環境基礎   電波法規 環境化学概論 安全工学 環境保全工学 

ﾊ)       

機械工学概論 

制御工学概論 

電気工学概論  

情報工学概論 

材料力学演習 

電子制御工学演習Ⅰ 

電気電子工学演習 

電波法規  

動力学 ｼｽﾃﾑ工学 

応用電子回路 

電子計測ｼｽﾃﾑ 

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学  

ディジタル信号処理 

通信ｼｽﾃﾑ工学 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 

 

ﾆ)       

e-創造性工学実習 

企業実習  

物質工学実験Ⅰ 

課題研究 

e-創造性工学実習 

企業実習 

物質工学実験Ⅰ 

物質工学実験Ⅱ 

物質工学実験Ⅲ 

卒業研究 

(C) ﾎ) 現代社会 現代社会   
知的財産論  

経済概論 経営概論 
知的財産論 

       

(D) ﾍ) 情報リテラシー 現代社会       

(E) ﾄ) 

国語 

地理 

現代社会  

芸術 

英語 

国語 

現代社会 

日本史 

英語 

国語 

世界史 

英語 

実践英語 

キャリアデザイン  

グローバル工学基礎 

現代と社会Ⅰ 

現代と社会Ⅱ  

歴史と文化Ⅰ 

人間と世界Ⅰ  

人間と世界Ⅱ 

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

現代の社会Ⅲ 

現代の社会Ⅳ  

人間と世界Ⅲ 

人間と世界Ⅳ  

歴史と文化Ⅱ 

上級英語 ﾄﾞｲﾂ語 ﾌﾗﾝｽ語 

ｽﾍﾟｲﾝ語 中国語 韓国語 

(F) 
ﾁ) 

国語 

英語 

英会話 

国語 

英語 

英会話 

情報処理 

化学ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

物質工学実験Ⅰ 

国語 

英語 

実践英語 

情報処理 

化学ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

物質工学実験Ⅰ 

国語表現  

キャリアデザイン 

グローバル工学基礎 

英語 A 英語 B 総合英語 

英語表現法 

e-創造性工学実習 

企業実習 

物質工学英語演習 

物質工学実験Ⅰ 

キャリアデザイン  

グローバル工学基礎 

英語 C 

e-創造性工学実習 

企業実習 

物質工学実験Ⅰ 

物質工学実験Ⅱ 

物質工学実験Ⅲ 

ﾘ)       課題研究 卒業研究 

(人間性

の涵養)  
保健 体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅰ 

社会貢献 特別活動 

体育実技Ⅱ  

社会貢献 
社会貢献 

①設計・システム系科目群、 ②情報・論理系科目群、 ③材料・バイオ系科目群、④力学系科目群、⑤社会技術系科目群 
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本科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 

機械システム工学科  平成２６年度以降入学生（本科３，４，５年生） 

学習・教育目標 
授業科目名 

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

(A) 
工 
学 
の 
基 
礎 
知 
識 

イ） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

(B) 
複 シ 
合 ス 
・ テ 
融 ム 
合 デ 
的 ザ
な イ 
工 ン
学 能 
専 力 
門    
知    
識    

ロ） 

① 

          

② 

          

③           

④ 

          

⑤ 
          

システム工学(S) 
 

情報ネットワーク(D) 
 

電子制御工学演習Ⅰ(S) 
 

①：設計・システム系科目 
②：情報・論理系科目 
③：材料・バイオ系科目 
④：力学系科目 
⑤：社会技術系科目 通信システム工学(E) 

ディジタル信号処理（S） 

応用電子回路(E) 
 
電子計測システム(D) 
 

環境化学概論(C) 
 

電波法規(D) 

安全工学(C) 

代  数  幾  何 
 

解   析   学 

代  数  幾  何 
 

物     理 物 理 

化 学 化 学 

生 命 環 境 基 礎  

応 用 物 理 Ⅰ  

機械設計製図基礎 
 

機械システム

基礎演習 
 

応 用 数 学 Ⅰ  

１科目以上修得 

応 用 数 学 Ⅱ  

応用物理Ⅱ 
 

基礎数学Ⅱ 

基礎数学Ⅰ 解   析   学  ：必修科目 

：選択科目 

：他学科開講 
の選択科目 

熱 工 学 Ⅰ 

物理学演習 
 

基礎物理学演習 
 

数学演習 

機械力学Ⅱ 

応用機械工学 

流体工学Ⅰ 

熱工学Ⅱ 

流体工学Ⅱ 

動力学 

エネルギー工学 

機 械 力 学 Ⅰ  

機械設計製図Ⅲ 

CAD・CAM・CAEⅠ

 

CAD・CAM・CAEⅡ 

機械設計法Ⅱ  

材料工学Ⅱ 

材 料 力 学 Ⅱ  

材料力学演習 

制御工学Ⅰ 

電気工学Ⅰ 

制御工学Ⅱ 

電気工学Ⅱ 

計測工学Ⅱ 

情報処理演習 

制御工学Ⅲ 

加工工学Ⅱ 

生産工学 

情報処理 

機械システム工学実験 
機械システム

工学実験 

電気基礎 

機械システム

工学実験 

機械システム基礎 

機 械 物 理 基 礎  

プログラミング基礎 

機械設計製図Ⅰ 

電 気 回 路 

機械システム工学実習 機械システム工学実習 

材 料 工 学 Ⅰ  

材 料 力 学 Ⅰ  

工 業 力 学 

加 工 工 学 Ⅰ  

機械設計製図Ⅱ 機械設計法Ⅰ 

電 気 回 路 

機械設計製図Ⅲ 

CAD・CAM・CAEⅠ

 

CAD・CAM・CAEⅡ 

機械設計法Ⅱ  

機械システム工学実習 

機械設計製図Ⅱ 機械設計法Ⅰ 機械設計製図基礎 
 

機械設計製図Ⅰ 

情報処理演習 プログラミング基礎 

有機材料工学(C) 材料工学Ⅱ 材 料 工 学 Ⅰ  生 命 環 境 基 礎  

機械力学Ⅱ 

流体工学Ⅰ 

熱 工 学 Ⅱ 

流体工学Ⅱ 

動力学 

エネルギー工学 

機 械 力 学 Ⅰ  

材 料 力 学 Ⅱ  

材料力学演習 

電気工学Ⅰ 電気工学Ⅱ 

生 命 環 境 基 礎  

電気基礎 

機械システム

工学実験 

電 気 回 路 電 気 回 路 

機 械 物 理 基 礎  工 業 力 学 

材 料 力 学 Ⅰ  

電気電子工学演習(E) 

 

機械システム

基礎演習 
 

機械システム

基礎演習 
 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

情報処理 

計 測 工 学 Ⅰ
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ハ） 

          

ニ） 

          

(C) 
産 
業 
活 
動 

ホ） 

  
 

       
 

 

(D) 
技 
術 
者 
倫 
理 

ヘ） 

          

(E) 
豊 
か 
な 
教 
養 
に 
基 
づ 
く 
国 
際 
理 
解 

ト） 
 

          

(F) 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 
・ 
プ 
レ 
ゼ 
ン 
テ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 

チ） 

          

リ）           

人 
間 
性 
の 
涵 
養 

ヌ） 

          

 

体 育 実 技 Ⅰ  体 育 実 技 Ⅰ  体 育 実 技 Ⅱ  
 

体 育 実 技 Ⅰ  
 

保 健 

特 別 活 動 特 別 活 動 特 別 活 動 

社 会 貢 献 社 会 貢 献 
 

社 会 貢 献 
 

社 会 貢 献 
 

社 会 貢 献 
 

現 代 社 会 
 

４年または５年で修得 

知的財産論 知的財産論 

経済概論 経済概論 
経営概論 経営概論 

卒業までに 30 時間実施で認定 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

企業実習 

４年または５年で修得 

企業実習 

卒 業 研 究 

(S)：電子制御工学科開講科目 

(E)：電気電子システム工学科開講科目 

(D)：電子情報工学科開講科目 

(C)：物質工学科開講科目 

１科目以上修得 

企業実習 企業実習 ４年または５年で修得 

制御工学概論(S)

 電気工学概論(E)

 情報工学概論(D)

 材料化学概論(C)

 

電子制御工学演習Ⅰ(S) 

 電気電子工学演習(E) 

 電波法規(D) 

環境化学概論(C) 

電子計測システム(D) 

応用電子回路(E)  

システム工学(S)  

安全工学(C) 

有機材料工学(C) 

通信システム工学(E)  

情報ネットワーク(D) 

卒 業 研 究 
 

機械システム工学実験 機械システム

工学実験 

現 代 社 会 
 

機械システム基礎演習 
 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ４年または５年で修得 

現 代 社 会 
 

人 間 と 世 界 Ⅰ  
 

現 代 の 社 会 Ⅱ  
 歴 史 と 文 化 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅱ  
 

現 代 の 社 会 Ⅲ  
 現 代 の 社 会 Ⅳ  

歴 史 と 文 化 Ⅱ  
 人 間 と 世 界 Ⅲ  

 

日 本 史 
 

現 代 の 社 会 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅳ  
 

   世  界  史  
 

地 理 

２科目以上修得 

英 語 英 語 英 語 

芸 術 

総 合 英 語 
 

英 語 英 語 英 語 

英 会 話 英 会 話 
機械システム専門英語 

英語表現法 

国 語 表 現 
 

   国     語  
 

   国     語  
 

   国     語  
 

４年または５年で修得 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 ４年または５年で修得 

機械システム工学実習 機械システム工学実習 

機械システム工学実験 
機械システム

工学実験 

機械システム

工学実験 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 ４年または５年で修得 

経済概論、経営概論のどちら

か（半期）を修得 

英語 C 英語 A 英語 B 

日 本 語（留学生対象） 
 

日 本 語（留学生対象） 
 

現代社会 

実 践 英 語 

実 践 英 語 

ド イ ツ 語 
 

フ ラ ン ス 語  
 

ス ペ イ ン 語  
 中 国 語 
 韓 国 語 
 

上 級 英 語 
 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

ディジタル信号処理（S） 

現 代 社 会 
 

課題研究  
 

課題研究  
 

グローバル工学基礎 

 
グローバル工学基礎 

 

グローバル工学基礎 

 
グローバル工学基礎 

 

   国     語  
 

   国     語  
 

   国     語  
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本科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
電子制御工学科  平成２６年度以降入学生（本科３，４，５年生） 

学習・教育目標 
授業科目名 

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

(A) 
工 
学 
の 
基 
礎 
知 
識 

イ） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

(B) 
複 シ 
合 ス 
・ テ 
融 ム 
合 デ 
的 ザ
な イ 
工 ン
学 能 
専 力 
門    
知    
識    

ロ） 

① 

          

② 

          

①：設計・システム系科目 
②：情報・論理系科目 
③：材料・バイオ系科目 
④：力学系科目 
⑤：社会技術系科目 

代 数 幾 何 
 

解  析  学 解  析  学 基礎数学Ⅰ 
 

基礎数学Ⅱ 
代 数 幾 何 

 
   物    理    物    理 

   化    学 化    学 

物理学演習 

応 用 物 理 Ⅰ 

基礎物理学演習 

応用数学Ⅲ 
 

電 子 制 御 数 学 

数学演習 

電磁気学Ⅲ 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
ｼｽﾃﾑ 電子計算機 

ﾃﾞｨ ｼﾞ ﾀ ﾙ 信 号 処 理 

機構学 

計測工学 

ﾛﾎﾞｯﾄ工学 

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 

機械力学 

電子制御工学演習Ⅰ 

ｼｽﾃﾑ工学 

制 御 工 学 Ⅰ 制御工学Ⅱ 

流体力学 

電子回路Ⅱ 伝送回路 

過渡応答 

熱力学 

材料力学Ⅱ 

材料工学 

CAD・CAM 機械設計 

電子制御工学実験 電子制御工学実験 

 ：必修科目 

：選択科目 

：他学科開講 
の選択科目 

数値計算法 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計 ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと

ﾃﾞｰﾀ構造 

電子計算機 

応用電子回路(E) 

通信システム工学(E) 
 

ｼｽﾃﾑ工学 

過渡応答 

電子計測ｼｽﾃﾑ 
 

ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
ｼｽﾃﾑ 

機構学 

制 御 工 学 Ⅰ 

電子回路Ⅱ 

電子制御工学演習Ⅰ 

機械設計 

制御工学Ⅱ 

伝送回路 

ﾛﾎﾞｯﾄ工学 

ﾃﾞｨ ｼﾞ ﾀ ﾙ 信 号 処 理 

情報ネットワーク(D) 
 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ設計 

 

ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑと

ﾃﾞｰﾀ構造 
数値計算法 

電子制御

工学基礎

演習 

機 械 製 図 

電 気 基 礎 

機 械 製 図 機械製図 

電 気 回 路 電 気 回 路 

電 子 回 路 Ⅰ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

論 理 回 路 

材料力学Ⅰ 

加 工 工 学 

工 業 力 学 

機 械 製 図 機 械  製図 機械製図 

電 気 回 路 電 気 回 路 

電 子 回 路 Ⅰ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅠ 

論 理 回 路 

生 命 環 境 基 礎  

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

電子制御工

学基礎演習 

電子制御工

学基礎演習 

電 磁 気 学 Ⅰ 電磁気学Ⅱ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞⅡ 

応用数学Ⅰ 
 

応用数学Ⅱ 
 

応用物理Ⅱ 

電子制御工学総論 

電気機器 

電子制御工学実験 電子制御工学実験 
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③ 

          

④ 

          

⑤ 
          

ハ） 

          

ニ） 

          

(C) 
産 
業 
活 
動 

ホ） 

  
 

       
 

 

(D) 
技 
術 
者 
倫 
理 

ヘ） 

          

(E) 
豊 
か 
な 
教 
養 
に 
基 
づ 
く 
国 
際 
理 
解 

ト） 
 

          

環境化学概論(C) 

 

電波法規(D) 
安全工学(C) 

   現  代  社  会  
 

現代社会 
 ４年または５年で修得 

知的財産論 知的財産論 

経済概論 経済概論 
経営概論 経営概論 

   現  代  社  会  
 

機械工学概論(Ｍ) 

 
情報工学概論(Ｄ) 

 

電気工学概論(Ｅ) 

 
材料科学概論(Ｃ) 

 

(M)：機械システム工学科開講科目 
(S)：電子制御工学科開講科目 
(Ｅ)：電気電子システム工学科開講科目 
(Ｄ)：電子情報工学科開講科目 

エネルギー工学(Ｍ) 
 

環境科学概論(Ｃ) 

動力学(Ｍ) 
応用電子回路(E) 

 
電気電子工学演習Ⅱ(Ｅ) 

 

通信システム工学(E) 

電子計測ｼｽﾃﾑ(D) 

 安全工学(Ｃ) 

情報ネットワーク(D) 

材料力学演習(Ｍ) 

電波法規(Ｄ) 
 

１科目以上修得 

電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ 

有機材料工学(C) 
 

材料工学 

材料力学Ⅱ 

流体力学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ工学(M) 

動力学(M) 

材料力学演習(M) 

熱力学 

電気電子工学 
演習Ⅱ(E) 

電磁気学Ⅲ 

機械力学 

有機材料工学(Ｃ) 

  企業実習 
 

卒 業 研 究 
 

  企業実習 
 

４年または５年で修得 

e-創造性工学実習 

 

e-創造性工学実習 

 

４年または５年で修得 

電 気 基 礎 

材料力学Ⅰ 

 加 工 工 学 

工 業 力 学 

経済概論、経営概論のどちら

か（半期）を修得 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ４年または５年で修得 

現 代 社 会 
 

人 間 と 世 界 Ⅰ  
 

現 代 の 社 会 Ⅱ  
 歴 史 と 文 化 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅱ  
 

現 代 の 社 会 Ⅲ  
 現 代 の 社 会 Ⅳ  

歴 史 と 文 化 Ⅱ  
 人 間 と 世 界 Ⅲ  

 

日 本 史 
 

現 代 の 社 会 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅳ  
 

   世  界  史  
 

地 理 

ド イ ツ 語 
 フ ラ ン ス 語  
 ス ペ イ ン 語  
 中 国 語 
 

２科目以上修得 

国    語 

英 語 英 語 英 語 

芸 術 

韓 国 語 
 

上 級 英 語 
 

現代社会 

実践英語 

グローバル工学基礎 

 
グローバル工学基礎 

 

生 命 環 境 基 礎  

生 命 環 境 基 礎  

電子制御工

学基礎演習 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

課題研究  
 

国    語 国    語 

電磁気学Ⅱ 

電子制御工学実験 電子制御工学実験 

電子制御工

学基礎演習 

本－ 15



(F) 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 
・ 
プ 
レ 
ゼ 
ン 
テ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 

チ） 

          

リ） 
          

人 
間 
性 
の 
涵 
養 

ヌ） 

          

 
 
 
 
 
 

 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅱ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

保 健 

特別活動 特別活動 特別活動 

社会貢献 社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 卒業までに 30 時間実施で認定 

   国     語  
 

   国     語  
 

   国     語  
 

卒 業 研 究 
 
 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

国語表現 

 ４年または５年で修得 

 

企業実習 
 

企業実習 
 

４年または５年で修得 

e-創造性工学実習 

 

e-創造性工学実習 

 

 

   総 合 英 語  
 

英     語 英     語 英     語 

英 会 話 英 会 話 
英語表現法 

電子制御工学実験 電子制御工学実験 電子制御工学実験 電子制御工学実験 

英語 C 英語 A 英語 B 

日 本 語（留学生対象） 
 

日 本 語（留学生対象） 
 

実践英語 

グローバル工学基礎 グローバル工学基礎 

課題研究  
 

４年または５年で修得 

電子制御工学英語 
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本科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
電気電子システム工学科  平成２６年度以降入学生（本科３，４，５年生） 

学習・教育目標 
授業科目名 

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

(A) 
工 
学 
の 
基 
礎 
知 
識 

イ） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

(B) 
複 シ 
合 ス 
・ テ 
融 ム 
合 デ 
的 ザ
な イ 
工 ン
学 能 
専 力 
門    
知    
識    

ロ） ① 

          
システム工学 (S) 

 
電子制御工学演習Ⅰ(S) 

 
①：設計・システム系科目 
②：情報・論理系科目 
③：材料・バイオ系科目 
④：力学系科目 
⑤：社会技術系科目 

電子計測システム (D) 

 

代 数 幾 何 
 

解  析  学 解  析  学 基礎数学Ⅰ 
 

基礎数学Ⅱ 
 

代 数 幾 何 
 

   物    理    物    理 

  化    学 化   学 

電 磁 気 学 I 
 

電 気 回 路 
 

電 磁 気 学 Ⅱ 
 

物理学演習 

応 用 物 理 Ⅰ 

電 気 基 礎 学 
 

電 気 工 学 
基 礎 演 習 

基礎物理学演習 

電 気 回 路 基 礎 
 

数学演習 
１ 科 目 以
上修得 

 ：必修科目 

：選択科目 

：他学科開講 
の選択科目 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ

工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

伝 送 回 路  

電 子 回 路 Ⅱ 

自 動 設 計 製 図 
 

制 御 工 学  
 

電 気 機 器 
 

応用電子回路 

計測ｼｽﾃﾑ工学 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

高電圧工学 

電気応用工学 

電 気 電 子 材 料 
 

電気法規 
 

制御ｼｽﾃﾑ工学 

 

通信システム工学 

生命環境工学 

電気電子工学演習 

 

マイクロエレクトロニクス 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 

 

コンピュータ工学Ⅰ 
 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ工学Ⅱ 
 

電 気 基 礎 学 
 

電 気 回 路 
 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路 
 

電 気 電 子 計 測 電 気 電 子 計 測 

電 子 回 路 Ⅰ 

情 報 処 理 Ⅰ 

生物ｼｽﾃﾑ工学 

情報処理Ⅱ 

電 気 回 路 
 

電 気 回 路 基 礎 
 

伝 送 回 路  

電 子 回 路 Ⅱ 

自 動 設 計 製 図 
 

応用電子回路 

ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

高電圧工学 

電気応用工学 
ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 

 

電 気 回 路 
 

制 御 工 学  
 計測ｼｽﾃﾑ工学 

制御ｼｽﾃﾑ工学 

 
電 気 電 子 計 測 電 気 電 子 計 測 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ

工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電 子 回 路 Ⅰ 

生 命 環 境 基 礎  

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

電 気 工 学 
基 礎 演 習 

応 用 数 学 Ⅰ  

応 用 数 学 Ⅱ  

応 用 物 理 Ⅱ  

電磁波工学 

電 子 回 路 Ⅱ 
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② 

          

③ 

 
 
 
 

         

④ 

          

⑤ 
          

ハ） 

          

ニ） 

          

(C) 
産 
業 
活 
動 

ホ） 

  
 

       
 

 

(D) 
技 
術 
者 
倫 
理 

ヘ） 

          

(E) 
豊 
か 
な 
教 
養 
に 
基 
づ 
く 
国 
際 
理 
解 

ト） 
 

          

情報ネットワーク(D) 
 

有機材料工学(C 
 

エネルギー工学(M) 
 

材料力学演習(M) 動力学(M) 

電気電子工学演習 

環境化学概論(C) 
 

電波法規(D) 

安全工学(C) 

   現  代  社  会  
 

現代社会 

４年または５年で修得 

知的財産論 知的財産論 

経済概論 経済概論 
経営概論 経営概論 

   現  代  社  会  
 

機械工学概論(M) 

 
情報工学概論(D) 

 

制御工学概論(S) 

 
材料化学概論(C) 

 

(M)：機械システム工学科開講科目 
(S)：電子制御工学科開講科目 
(D)：電子情報工学科開講科目 
(C)：物質工学科開講科目 
 

エネルギー工学(M) 
 

環境化学概論(C) 

動力学(M) 
システム工学 (S) 

 
電子制御工学演習Ⅰ(S) 

 

情報ネットワーク(D) 
 

電子計測システム(D) 

 安全工学(C) 

 

有機材料工学(C) 

材料力学演習(M) 

電波法規(D) 

１科目以上修得 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

 
 
卒業研究 

卒業研究 

電気電子ｼｽﾃﾑ

工学実験 

企業実習 企業実習 ４年または５年で修得 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 ４年または５年で修得 

コンピュータ工学Ⅰ 

 
コンピュータ工学Ⅱ

 

 

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ回路 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃ

ﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

生命環境工学 生物ｼｽﾃﾑ工学 

電 気 電 子 材 料 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃ

ﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電 気 機 器 
 

電 気 基 礎 学 
 

電 気 基 礎 学 
 

電気電子ｼｽﾃ

ﾑ工学実験 
 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 
 

電気法規 
 

経済概論、経営概論のどちら

か（半期）を修得 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ４年または５年で修得 

現 代 社 会 
 

人 間 と 世 界 Ⅰ  
 

現 代 の 社 会 Ⅱ  
 歴 史 と 文 化 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅱ  
 

現 代 の 社 会 Ⅲ  
 現 代 の 社 会 Ⅳ  

歴 史 と 文 化 Ⅱ  
 人 間 と 世 界 Ⅲ  

 

日 本 史 
 

現 代 の 社 会 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅳ  
 

   世  界  史  
 

地 理 

ド イ ツ 語 
 フ ラ ン ス 語  
 ス ペ イ ン 語  
 中 国 語 
 

２科目以上修得 

国      語 

英 語 英 語 英 語 

芸 術 

韓 国 語 
 

上 級 英 語 
 

現代社会 

実践英語 

グローバル工学基礎 グローバル工学基礎 

生 命 環 境 基 礎  

生 命 環 境 基 礎  

電 気 工 学 
基 礎 演 習 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

ディジタル信号処理（S） 

ディジタル信号処理（S） 

課題研究  
 

国      語 国      語 

電 気 工 学 
基 礎 演 習 
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(F) 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 
・ 
プ 
レ 
ゼ 
ン 
テ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 

チ） 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

リ） 

          

人 
間 
性 
の 
涵 
養 

ヌ） 

          

 
 
 
 
 
 

 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅱ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

保 健 

特別活動 特別活動 特別活動 

社会貢献 社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 卒業までに 30 時間実施で認定 

    国 語 表 現   
 

   国     語  
 

   国     語  
 

   国     語  
 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

企業実習 企業実習 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 

電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 電気電子ｼｽﾃﾑ

工学実験 
電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 電気電子ｼｽﾃﾑ工学実験 

 
 
卒業研究 卒業研究 

   総 合 英 語  
 

英     語 英     語 英     語 

英 会 話 英 会 話 

電気技術英語 

英語表現法 

英語 C 英語 A 英語 B 

日 本 語（留学生対象） 
 

日 本 語（留学生対象） 
 

グローバル工学基礎 

実践英語 

グローバル工学基礎 

課題研究  
 

４年または５年で修得 

４年または５年で修得 

４年または５年で修得 
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本科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
電子情報工学科  平成２６年度以降入学生（本科３，４，５年生） 

学習・教育目標 
授業科目名 

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

(A) 
工 
学 
の 
基 
礎 
知 
識 

イ）  
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

   

B) 
複 シ 
合 ス 
・ テ 
融 ム 
合 デ 
的 ザ
な イ 
工 ン
学 能 
専 力 
門    
知    
識    

ロ） ① 

          
システム工学 (S) 

 
電子制御工学演習Ⅰ(S) 

 

①：設計・システム系科目 
②：情報・論理系科目 
③：材料・バイオ系科目 
④：力学系科目 
⑤：社会技術系科目 

通信システム工学(E) 

応用電子回路 (E) 

 

代 数・幾 何 
 

解  析  学 解  析  学 基礎数学Ⅰ 

基礎数学Ⅱ 
 

代 数・幾 何 
 

   物    理 物    理 

創造基礎工学実習 

応用物理Ⅱ 応 用 物 理 Ⅰ 

応 用 数 学 Ⅱ 

応 用 数 学 I 

数学演習 

物理学演習 
基礎物理学演習 

１科目以上修得 

電波法規 

情報ネットワーク 

電子計測システム 

電子計測システム 

 ：必修科目 

：選択科目 

：他学科開講 
の選択科目 

＊：１科目以上修得 

     

化    学 

電子情報数学演習 
 

電子情報応用数学 ＊ 
 

電子情報工学演習 
 

電子情報工学演習 
 

コンピュータグラフィックス 
 

数 値 解 析 

信 号 処 理 

電子制御システム 

電子制御システム 

１科目以上修得 

４年または５年
で修得 創造基礎工学実習 

生 命 環 境 基 礎  

電子情報工学

基礎演習 
 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

光エレクトロニクス

電 子 材 料 
 

固体デバイス 

情報工学基礎 
 

情報理論基礎 
 

コンピュータアーキテクチャ基礎 
 

プログラミング概論 
 

プログラミング基礎 
 

プログラミング応用 
 

プログラム設計 
 

論 理 回 路 
 

論 理 設 計 

離 散 数 学 Ⅰ 
 

離 散 数 学 Ⅱ＊ 
 

 

データ構造とアルゴリズム 
 

人 工 知 能 
 

電 気 回 路 Ⅰ 
 

電気回路Ⅰ 
 

電 気 回 路 Ⅰ 
 

電 気 回 路 Ⅱ 

電気エネルギー工学 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 電子情報工学実験 

電 気 回 路 Ⅰ 
 

電 気 回 路 Ⅰ 
 

電 気 回 路 Ⅱ 電気回路Ⅰ 
 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 電子情報工学実験 

電 子 回 路 Ⅰ 
 

電 子 回 路 Ⅱ 
 

無線通信工学 

電 子 回 路 Ⅰ 
 

電 子 回 路 Ⅱ 
 

無線通信工学 

電気と磁気 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ＊ 
 

電磁気学Ⅲ 

化    学 
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② 

          

③ 

          

④ 

          

⑤ 

          

ハ） 

          

ニ） 

          

(C) 
産 
業 
活 
動 

ホ） 

  
 

       
 

 

(D) 
技 
術 
者 
倫 
理 

ヘ）  

         

エネルギー工学(E) 
 

材料力学演習(M) 動力学(M) 

電気電子工学演習Ⅱ

 

環境化学概論(Ｃ) 
 

安全工学(Ｃ) 
 

   現  代  社  会  
 ４年または５年で修得 

知的財産論 知的財産論 

経済概論 経済概論 
経営概論 経営概論 

   現  代  社  会  
 

機械工学概論(Ｍ) 

 
電気工学概論(Ｅ) 

 

制御工学概論(S) 

 
材料化学概論(Ｃ) 

 

(M)：機械システム工学科開講科目 
(S)：電子制御工学科開講科目 
(Ｅ)：電気電子システム工学科開講科目 
(Ｃ)：物質工学科開講科目 

エネルギー工学(M) 
 

環境化学概論(Ｃ) 

動力学(M) 
システム工学 (S) 

 
電子制御工学演習Ⅰ(S) 

 

通信システム工学(E) 

応用電子回路 (E) 

 安全工学 (Ｃ) 

 

有機材料工学(Ｃ) 

材料力学演習(M) 

電気電子工学演習Ⅱ(E) 

１科目以上修得 

企業実習 企業実習 ４年または５年で修得 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 ４年または５年で修得 

情報ネットワーク 

電波法規 

有機材料工学(Ｃ) 
 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 

卒 業 研 究 

電気と磁気 電磁気学Ⅲ 

経済概論、経営概論のどちら

か（半期）を修得 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

生 命 環 境 基 礎  

生 命 環 境 基 礎  

ディジタル信号処理（S） 

ディジタル信号処理（S） 

課題研究 
 

   現  代  社  会  
 

電 子 材 料 
 

固体デバイ

 

光エレクトロニク

 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 電子情報工学実験 

情報理論基礎 
 

コンピュータアーキテクチャ基礎 
 

プログラミング概論 
 

プログラミング基礎 
 

プログラミング応用 
 

プログラム設計 
 

論 理 回 路 
 

論 理 設 計 

情報工学基礎 
 

電気エネルギー工学 
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(E) 
豊 
か 
な 
教 
養 
に 
基 
づ 
く 
国 
際 
理 
解 

ト） 
 

          

(F) 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 
・ 
プ 
レ 
ゼ 
ン 
テ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 

チ） 

          

リ） 
          

人 
間 
性 
の 
涵 
養 

ヌ） 

          

 
 
 
 
 
 

 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅱ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

保 健 

特別活動 特別活動 特別活動 

社会貢献 社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 卒業までに 30 時間実施で認定 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

企業実習 企業実習 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 

   総 合 英 語  
 

英     語 英     語 英     語 

英 会 話 英 会 話 

電子情報工学英語演習 

英語表現法 

卒 業 研 究 

    国 語 表 現  
 

   国     語  
 

   国     語  
 

   国     語  
 

英語 C 英語 A 英語 B 

日 本 語（留学生対象） 
 

日 本 語（留学生対象） 
 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ４年または５年で修得 

現 代 社 会 
 

人 間 と 世 界 Ⅰ  
 

現 代 の 社 会 Ⅱ  
 歴 史 と 文 化 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅱ  
 

現 代 の 社 会 Ⅲ  
 現 代 の 社 会 Ⅳ  

歴 史 と 文 化 Ⅱ  
 人 間 と 世 界 Ⅲ  

 

日 本 史 
 

現 代 の 社 会 Ⅰ  
 

人 間 と 世 界 Ⅳ  
 

   世  界  史  
 

地 理 

ド イ ツ 語 
 フ ラ ン ス 語  
 ス ペ イ ン 語  
 中 国 語 
 

２科目以上修得 

国      語 

英 語 英 語 英 語 

芸 術 

韓 国 語 
 

上 級 英 語 
 

現代社会 

実践英語 

グローバル工学基礎 

 
グローバル工学基礎 

 

実践英語 

グローバル工学基礎 

 
グローバル工学基礎 

 

４年または５年で修得 

４年または５年で修得 

４年または５年で修得 

課題研究  
 

国      語 国      語 

電子情報工学実験 電子情報工学実験 電子情報工学実験 
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本科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
物質工学科      平成２６年度以降入学生（本科３，４，５年生） 

学習・教育目標 
授業科目名 

本科１年 本科２年 本科３年 本科４年 本科５年 
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

(A) 
工 
学 
の 
基 
礎 
知 
識 

イ） 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

(B) 
複 シ 
合 ス 
・ テ 
融 ム 
合 デ 
的 ザ
な イ 
工 ン
学 能 
専 力 
門    
知    
識    

ロ） 

① 

          

② 

          

③ 

          

システム工学 (S) 

 

情報ネットワーク(D) 
 

電子制御工学演習Ⅰ(S) 

 

有機材料工学 
 

化学工学 II 
 

①：設計・システム系科目 
②：情報・論理系科目 
③：材料・バイオ系科目 
④：力学系科目 
⑤：社会技術系科目 

無機材料工学 
 

化学工学 I 
 

通信システム工学(E) 

分 析 化 学 I 
 

物 質 工 学 実 験 Ｉ 物質工学 
実験 I 

物 質 工 学 実 験 I 物 質 工 学 実 験 I 

有機化学 I 

機 器 分 析 

情 報 処 理 
 

応用電子回路 (E) 

 電子計測システム (D) 

 

触媒化学 

反 応 理 論 化 学 

生 物 工 学 
 

生体機能化学 

応 用 微 生 物 工 学 

物質工学実験 
IIまたは III 

物 質 工 学 実 験 Ｉ 物質工学 
実験 I 

物 質 工 学 実 験 I 物 質 工 学 実 験 I 物質工学実験 
IIまたは III 

分 析 化 学 I 
 

分析化学 II 

環境保全工学 環境化学概論 
 

物質分離分析法 
機 器 分 析 

化学ゼミナール 

代 数 幾 何 
 

解  析  学 解  析  学 基礎数学Ⅰ 
 

基礎数学Ⅱ 
 

代 数 幾 何 
 

   物    理    物    理 

  化    学 化   学 

創造基礎工学実習 ４年または５年
で修得 創造基礎工学実習 

有機化学演習 
 

物 理 化 学 I 
 

物 理 化 学 II 
 

物理化学 III 
 

化 学 工 学 I 
 

化 学 工 学 II 
 

応用物理化学演習 

触媒化学 

反 応 理 論 化 学 

物理化学演習 
 

精 密 合 成 化 学 
 

有 機 材 料 工 学 
 

無機化学 I 

有機化学 I 

無 機 化 学 I 
 

有 機 化 学 I 
 

無機化学 II 

有 機 化 学 II 
 

放射化学 
 

応用有機化学演習 

応用無機化学演習 

無 機 材 料 工 学 
 

情 報 処 理 
 

文献検索 

物理学演習 

応用物理Ⅱ 応 用 物 理 Ⅰ 

基 礎 化 学 演 習 
 

基礎物理学演習 

応用数学Ⅱ 
 

生 命 科 学 
 

応 用 数 学 I 

物質工学実用数学 

安全工学 

化学ゼミナール 

数学演習 

１科目以
上修得 

 ：必修科目 

：選択科目 

：他学科開講 
の選択科目 

生 命 環 境 基 礎  

情 報 処 理 
 

物質工学基礎

演習 
 

情 報 処 理 
 ディジタル信号処理（S） 

生 物 工 学 
 生 物 化 学 

 
生体機能化学 

応 用 微 生 物 工 学 

生 物 化 学 
 

情報ﾘﾃﾗｼｰ 

生 命 科 学 
 

生 命 環 境 基 礎  
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④

⑤

ハ）

   

ニ）

(C) 
産

業

活

動
ホ）

 

(D) 
技

術

者

倫

理

ヘ）

(E) 
豊

か

な

教

養

に

基

づ

く

国

際

理

解

ト）

エネルギー工学(E) 

物 理 化 学 I 物 理 化 学 II 物理化学 III 

応用物理化学演習物理化学演習

材料力学演習(M) 動力学(M) 

電気電子工学演習Ⅱ(E)

環境保全工学環境化学概論

電波法規(D) 安全工学

現  代 社  会 

４年または５年で修得

知的財産論 知的財産論

経済概論 経済概論

経営概論 経営概論

現  代 社  会 

機械工学概論(Ｍ) 

 
電気工学概論(Ｅ) 

 

制御工学概論(S) 

 
情報工学概論(Ｄ) 

(M)：機械システム工学科開講科目 
(S)：電子制御工学科開講科目 
(Ｅ)：電気電子システム工学科開講科目 
(Ｄ)：電子情報工学科開講科目 

エネルギー工学(M) 

電波法規(D) 

動力学(M) 
システム工学 (S) 電子制御工学演習Ⅰ(S) 

通信システム工学(E) 

応用電子回路 (E) 

電子計測システム (D) 

情報ネットワーク(D) 

材料力学演習(M) 

電気電子工学演習Ⅱ(E)

１科目以上修得

物 質 工 学 実 験 I 

卒業研究

卒業研究

物質工学

実験 I 

企業実習

物質工学実験

IIまたは III 

企業実習４年または５年で修得

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習４年または５年で修得

経済概論、経営概論のどちら

か（半期）を修得

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ４年または５年で修得

現 代 社 会

人 間 と 世 界 Ⅰ

現 代 の 社 会 Ⅱ

歴 史 と 文 化 Ⅰ

人 間 と 世 界 Ⅱ

現 代 の 社 会 Ⅲ

現 代 の 社 会 Ⅳ

歴 史 と 文 化 Ⅱ

人 間 と 世 界 Ⅲ

日 本 史

現 代 の 社 会 Ⅰ

人 間 と 世 界 Ⅳ

世  界  史 

地 理

ド イ ツ 語

フ ラ ン ス 語

ス ペ イ ン 語

中 国 語

２科目以上修得

英 語英 語英 語

芸 術

韓 国 語

上 級 英 語

現代社会 

実践英語

グローバル工学基礎 グローバル工学基礎

物質工学基礎

演習

生 命 環 境 基 礎

現  代  社  会 

課題研究 

ディジタル信号処理（S）

情報ﾘﾃﾗｼｰ

国 語 国 語 国 語
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(F) 
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
ケ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 
・ 
プ 
レ 
ゼ 
ン 
テ 
｜ 
シ 
ョ 
ン 

チ） 

          

リ） 

          

人 
間 
性 
の 
涵 
養 

ヌ） 

          

 
 
 
 
 
 

 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

   体 育 実 技 Ⅱ  
 

   体 育 実 技 Ⅰ  
 

保 健 

特別活動 特別活動 特別活動 

社会貢献 社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 

社会貢献 
 卒業までに 30 時間実施で認定 

    国 語 表 現   
 

   国     語  
 

   国     語  
 

   国     語  
 

情 報 処 理 
 

ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

企業実習 企業実習 

e-創造性工学実習 e-創造性工学実習 

物 質 工 学 実 験 I 物質工学 
実験 I 

物 質 工 学 実 験 I 物 質 工 学 実 験 I 物質工学実験 
IIまたは III 

 
 
卒業研究 卒業研究 

   総 合 英 語  
 

英     語 英     語 英     語 

英 会 話 英 会 話 

物質工学英語演習 

英語表現法 

化学ゼミナール 化学ゼミナール 

英語 C 英語 A 英語 B 

日 本 語（留学生対象） 
 

日 本 語（留学生対象） 
 

実践英語 

グローバル工学基礎 

 
グローバル工学基礎 

 

情 報 処 理 
 

４年または５年で修得 

４年または５年で修得 

４年または５年で修得 

課題研究  
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一般科目　平成２６年度以降入学生に係る教育課程　(時間配当表）（３、４、５年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

7 3 3 2 2 2 2

2 2 2

3 1 1 2 2

2 2 2

2 2 2

基 礎 数 学 Ⅰ 4 4 4

基 礎 数 学 Ⅱ 2 2 2

代 数 ・ 幾 何 3 2 2 1 1

解 析 学 8 4 4 4 4

4 2 2 2 2

4 2 2 2 2

1 1 1

1 1 1

6 2 2 2 2 2 2

12 4 4 4 4 4 4

2 1 1 1 1

1 1 1

64

64

2 1 1 Ⅱ

2 2 2

1 2 2

1 2 2

2 2 2 Ⅱ

2 2 2 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

1 1

1
特別 Ⅱ
学修

111

実践英語、社会貢献、特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

15

修 得 単 位 計 26 23 15

体 育 実 技 Ⅰ

英 語

英 会 話

芸 術

国 語

人
文
社
会

地 理

区
分

授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

備　　　考

必
　
修
　
科
　
目

現 代 社 会

日 本 史

開 設 単 位 計 26 23

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
学修
単位

生 命 環 境 基 礎

保 健

世 界 史

自
然
科
学

数
　
学

化 学

物 理

　並列開講
現 代 の 社 会 Ⅱ

歴 史 と 文 化 Ⅰ

人 間 と 世 界 Ⅰ

人 間 と 世 界 Ⅱ

現 代 の 社 会 Ⅲ

　並列開講

現 代 の 社 会 Ⅳ

国 語 表 現

体 育 実 技 Ⅱ

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 　4年又は5年で1単位

知 的 財 産 論 　4年の後期又は5年の前期で1単位

経 済 概 論 　並列開講,前期又は後期で1科目2
単位経 営 概 論

社 会 貢 献   単位の認定は別に定める1

人 間 と 世 界 Ⅲ

人 間 と 世 界 Ⅳ

歴 史 と 文 化 Ⅱ

外
　
国
　
語

英 語 Ａ

韓 国 語

フ ラ ン ス 語

ス ペ イ ン 語

中 国 語

実 践 英 語

4年で2単位以上修得
4年及び5年で5単位以
上修得

英 語 Ｂ

英 語 Ｃ

総 合 英 語

上 級 英 語

並
列
開
講

ド イ ツ 語

人
文
社
会

現 代 の 社 会 Ⅰ

他大学等での履修科目

25

47

修 得 可 能 単 位 計 ※ 19

24

選
　
択
　
科
　
目

修 得 可 能 単 位 合 計 ※ 83
26 23 15 14

2以内 　単位の認定は別に定める
知 識 ・ 技 能 審 査

14

開 設 単 位 計 ※ 47

19

6以上

開 設 単 位 合 計 ※ 26 23 15

64

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

64 11以上

19

修 得 す べ き 単 位 数 75以上
26 23 15

47
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専門共通科目　平成２６年度以降入学生に係る教育課程 (時間配当表）（３、４、５年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2   M科以外履修科目

1 2   S科以外履修科目

1 2   E科以外履修科目

1 2   D科以外履修科目

1 2   C科以外履修科目

1 2   M科開講科目

1 2   S科開講科目

1 2   E科開講科目

1 2   D科開講科目

1 2   C科開講科目

1 1 Ⅱ   M科開講科目

1 1 Ⅱ   S科開講科目

1 1 Ⅱ   E科開講科目

1 1 Ⅱ   D科開講科目

1 1 Ⅱ   C科開講科目

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

1 2 2

1 2 2

1 2 2 Ⅱ

1 2 2

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

19

デ ｨ ジ タ ル 信 号 処 理

有 機 材 料 工 学

グローバル工学基礎

情 報 ネ ッ ト ワ ー ク

33
18

備　　考
学修
単位

共
通
枠
４
の
２

共
通
枠
４
の
３

共
通
枠
５
の
１

  N科開講科目

  H科開講科目

共通枠４の
２、４の３、
５の１におい
て、所属学科
以外の開設科
目から１科目
以上を修得

  N科開講科目

  N科開講科目

共
通
枠
４
の
1

  C科開講科目（C科学生は卒業
までに必ず修得すること）

共
通
枠
５
の
２

  M科開講科目

  S科開講科目

  D科開講科目

並
列
開
講   4年又は5年で1単位

夏季休業中、学年末休業中

  4年又は5年で1単位
  M科、S科以外履修科目

4年又は5年で1単位

５
年
開
講
科
目

通 信 シ ス テ ム 工 学

選
　
択
　
科
　
目

エ ネ ル ギ ー 工 学

安 全 工 学

e- 創 造 性 工 学 実 習

応 用 電 子 回 路

電 子 計 測 シ ス テ ム

創造基礎工学実習は受講可能人数が少ないためその単位数は含めていない。

33

修得可能単位数※ 9
6

9

開 設 単 位 計

  E科開講科目

単位数

シ ス テ ム 工 学

動 力 学

機 械 工 学 概 論

電 波 法 規

情 報 工 学 概 論

基 礎 物 理 学 演 習

材 料 力 学 演 習

電子制御工学演習Ⅰ

電 気 電 子 工 学 演 習

物 理 学 演 習

材 料 化 学 概 論

制 御 工 学 概 論

電 気 工 学 概 論

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

区分 授　業　科　目

４
・
５
年

創 造 基 礎 工 学 実 習

企 業 実 習

環 境 化 学 概 論

４
年
開
講
科
目

英 語 表 現 法

数 学 演 習

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

1年 2年 3年 4年 5年
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前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2 2
1 1 1
1 2
1 2
1 1 1
1 1 1
2 2 2
2 2 2
2 2 2
2 2 2
1  2
2 1 1 1 1
2 2 2
2 2 2
1 2  
1 2
1 1 1
6 3 3 3 3
1 2
9 2 4 4 4 4
9 6 12
50
50
2 2 2 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
1 1 1 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
2 2 2 　 Ⅰ
2 2 2
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 　 1 Ⅱ
2 　 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 2
2 2 Ⅱ
1   2
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 　 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ

他大学等での履修科目 Ⅱ
知 識 ・ 技 能 審 査

37
37
87

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

5年進級に必要な単位14
単位以上
卒業までに全て修得す
る

必
　
修
　
科
　
目

6 9 17 5 13
6 9 17

工 業 力 学

5 13

加 工 工 学 Ⅰ
電 気 基 礎
電 気 回 路
機 械 設 計 製 図 基 礎
機 械 設 計 製 図 Ⅰ

卒 業 研 究
開 設 単 位 計

機 械 設 計 製 図 Ⅱ
機 械 設 計 法 Ⅰ
計 測 工 学 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 工 学 実 習

制 御 工 学 Ⅱ

材 料 力 学 Ⅱ

修 得 単 位 計
応 用 数 学 Ⅰ
応 用 物 理 Ⅱ

課 題 研 究
機 械 シ ス テ ム 工 学 実 験

機 械 力 学 Ⅰ

電 気 工 学 Ⅰ
機 械 設 計 法 Ⅱ

材 料 工 学 Ⅱ

CAD ・ CAM ・ CAE Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ

4以内

機械システム工学科　平成２６年度以降入学生に係る教育課程（時間配当表）（３、４、５年生）

区分 授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数
備　　考

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎
材 料 工 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ

1年 2年 3年 4年 5年
学修
単位

情 報 リ テ ラ シ ー

応 用 物 理 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 基 礎
機 械 シ ス テ ム 基 礎 演 習

機 械 物 理 基 礎

機 械 シ ス テ ム 専 門 英 語

単位の認定は別に定める

応 用 数 学 Ⅱ

専 門 開 設 単 位 合 計 ※

開 設 単 位 計 ※
修 得 可 能 単 位 計 ※

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

6

6

83

特 別
学 修

制 御 工 学 Ⅰ

情 報 処 理
情 報 処 理 演 習

機 械 設 計 製 図 Ⅲ
応 用 機 械 工 学
CAD ・ CAM ・ CAE Ⅰ選

　
択
　
科
　
目

制 御 工 学 Ⅲ
生 産 工 学
電 気 工 学 Ⅱ

計 測 工 学 Ⅱ

熱 工 学 Ⅰ
流 体 工 学 Ⅰ

加 工 工 学 Ⅱ

流 体 工 学 Ⅱ
熱 工 学 Ⅱ

修 得 可 能
単 位 数

一 般 科 目 ※ 83

専 門 共 通 科 目 ※ 9

専 門 科 目 ※ 87
32

合 計 ※ 179

167単位以上修得
（特別活動を含めて170単位以上修得）
 4年で33単位以上修得
 4･5年で71単位以上修得

14

9

96

15

6 34

32 32 32 41

17

26 23

16
16 21

21

34
55

75単位以上修得
 4年で6単位以上修得
 4･5年で11単位以上修得

82単位以上修得
9

21

64 19

9 17 21
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電子制御工学科　平成２６年度以降入学生に係る教育課程 (時間配当表）（３、４、５年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2 2
5 2 2 2 2 2
2 2 2
1 2
2 2 2
1 2
1 　 2
2 2 2
4 2 2 2 2
2 2 2
1 1 1
1 1 1
1 1 1
1 1 1
13 3 3 3 3 3 3 4 4
1 2
9 6 12
49
49
2 2 Ⅱ
1 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
2 2 Ⅱ
2 2 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 2 Ⅰ
2 2 Ⅱ
1 1 1 Ⅰ
1 2 Ⅰ
1 2 Ⅰ
1 1 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
2 2 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ
1 1 Ⅱ

特別他大学等での履修科目 Ⅱ
学修知 識 ・ 技 能 審 査

39
39
88

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

　82単位以上修得
 　4年で専門科目22単位以上修得

　167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）
　 4年で35単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得

単位の認定は別に定める

合 計 ※ 180
32 32 32

96 84

14

64 19

9

　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得

6

専 門 共 通 科 目 ※ 9
6

9

45

17 25 31

32 56

4以内

専 門 開 設 単 位 合 計 ※

21 18

25 31
21 18

選
　
択
　
科
　
目

電 磁 気 学 Ⅲ
制 御 工 学 Ⅱ
機 構 学

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム

17

一 般 科 目 ※ 83
26 23 15

6
修 得 可 能 単 位 計 ※

開 設 単 位 計

電 子 回 路 Ⅱ

専 門 科 目 ※ 88
修得可能
単 位 数

プ ロ グ ラ ム 設 計

開 設 単 位 計 ※

9

数 値 計 算 法

ロ ボ ッ ト 工 学

Ｃ Ａ Ｄ ・ Ｃ Ａ Ｍ
応 用 数 学 Ⅱ
応 用 物 理 Ⅱ
応 用 数 学 Ⅲ

電 気 機 器

課 題 研 究

電 子 制 御 工 学 英 語
電 子 デ バ イ ス
伝 送 回 路
計 測 工 学
機 械 設 計

電 子 制 御 工 学 総 論

備　　考1年 2年 3年

修 得 単 位 計

電 気 基 礎
電 気 回 路
電 子 回 路 Ⅰ
電 磁 気 学 Ⅰ
プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ

加 工 工 学
情 報 リ テ ラ シ ー
電 子 制 御 工 学 基 礎 演 習

プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ
論 理 回 路
電 子 制 御 工 学 実 験

卒 業 研 究

5年進級および卒業に必要な
最低単位数８単位以上

応 用 数 学 Ⅰ

必
　
修
　
科
　
目

機 械 力 学
流 体 力 学

電 子 制 御 数 学
熱 力 学

電 磁 気 学 Ⅱ
材 料 工 学
材 料 力 学 Ⅱ
制 御 工 学 Ⅰ
ア ル ゴ リ ズ ム と デ ー タ 構 造

過 渡 応 答

6 9 17 4 13
6 9 17 4 13

電 子 計 算 機

区分 授　業　科　目

応 用 物 理 Ⅰ
機 械 製 図
工 業 力 学
材 料 力 学 Ⅰ

4年 5年
学修
単位

単位数
学　年　別　週　当　た　り　時　間　数
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電気電子システム工学科　平成２６年度以降入学生に係る教育課程 (時間配当表）（３、４、５年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
2 2 2
4 2 2 2 2 ＊
2 2 2 ＊
1 2
1 　 2
5 2 2 3 3 ＊
2 2 2
2 1 1 1 1 ＊
2 2 2 ＊
2 2 2 ＊
2 2 2 ＊
1 1 1
12 2 2 4 4 4 4 4 ＊
1 2
9 6 12
48
48
2 2 2 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ ＊
2 2 2 Ⅰ ＊
3 2 1 Ⅱ ＊
2 2 Ⅱ ＊
2 2 Ⅱ ＊
1 1 1 Ⅰ
2 2 2 Ⅰ
1 1 1 Ⅰ
1 1 1 ＊
1 2 ＊
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ
2 2 2
1 1 Ⅱ
2 2 Ⅱ
1 1 Ⅱ ＊
1 1 Ⅱ ＊
1 1 Ⅱ ＊
2 2 2 ＊
1 1 Ⅱ ＊
1 2
2 2 Ⅱ

特 別 他大学等での履修科目 Ⅱ
学 修 知 識 ・ 技 能 審 査

40
40
88

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

選
　
択
　
科
　
目

必
　
修
　
科
　
目

6 9 17 5

電 力 シ ス テ ム 工 学

電 気 電 子 材 料
エ ネ ル ギ ー 変 換 工 学

21

応 用 物 理 Ⅰ
電 気 基 礎 学
電 気 回 路 基 礎

計 測 シ ス テ ム 工 学

情 報 リ テ ラ シ ー

21

修 得 可 能 単 位 計 ※

応 用 物 理 Ⅱ

デ ィ ジ タ ル 回 路
電 気 電 子 計 測

4以内

＊印は、卒業後、所定の実務を経て、経済産業大臣に対する第2種又は第3種電気主任技術者免状の交付申請を行うために
開設している科目を示す。

区分 授　業　科　目 単位数
学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

備　　考

電 磁 気 学 Ⅱ
伝 送 回 路
電 子 回 路 Ⅱ
コ ン ピ ュ ー タ 工 学 Ⅰ
情 報 処 理 Ⅱ

26 23 15

6

14 　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得

　82単位以上修得
9

専 門 開 設 単 位 合 計 ※

1年 2年 3年 4年 5年
学修
単位

電 磁 波 工 学

16 24

電 気 機 器

応 用 数 学 Ⅱ

制 御 工 学

電 磁 気 学 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅰ
情 報 処 理 Ⅰ
生 物 シ ス テ ム 工 学
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 実 験

課 題 研 究
卒 業 研 究
開 設 単 位 計 11

6 9 17

電 気 工 学 基 礎 演 習
電 気 回 路

　167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）

　 4年で30単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得

16 24
開 設 単 位 計 ※

電 気 法 規
電 気 技 術 英 語
生 命 環 境 工 学

6 9 17

一 般 科 目 ※

35

64

卒業までに必ず修得すること

修 得 単 位 計
応 用 数 学 Ⅰ

制 御 シ ス テ ム 工 学
パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

高 電 圧 工 学
電 気 応 用 工 学

４年で必ず修得すること

単位の認定は別に定める

5 11

自 動 設 計 製 図

コ ン ピ ュ ー タ 工 学 Ⅱ
マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス

修 得 可 能
単 位 数

96 84

35
32 56

合 計 ※ 180

19

専 門 共 通 科 目 ※ 9

32 32 32 41

専 門 科 目 ※ 88
6 9 17

83
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対象科目名 開講学年 単位数 備　　考

電気基礎学（必修） １・２学年 4

電磁気学Ⅰ（必修） ３学年 2

電気回路基礎（必修） １学年 2

電気回路（必修） ２・３学年 5

電気電子計測（必修） ２・３学年 2

15

電子回路Ⅰ（必修） ３学年 2

2

17

電力システム工学（選択） ５学年 ②

エネルギー変換工学（選択） ５学年 ②

電気法規（選択） ５学年 ①

5

電気電子材料（選択） ５学年 ③

高電圧工学（選択） ５学年 ①

4

9

電気機器（選択） ４学年 ②

制御工学（選択） ４学年 ②

パワーエレクトロニクス（選択） ５学年 ①

5

情報処理Ⅰ（必修） ３学年 2

情報処理Ⅱ（選択） ４学年 1

コンピュータ工学Ⅰ（選択） ４学年 1

電気応用工学（選択） ５学年 ①

5

10

12

12

2

2

すべて必修科目
小計

計

５．電気及び電子機器設計又
は電気及び電子機器製図に関

するもの
第二欄

自動設計製図（選択） ５学年 2

修得すること
小計

計

４．電気工学若しくは電子工
学実験又は電気工学若しくは
電子工学実習に関するもの

第一欄

電気電子システム
工学実験（必修）

２～５学年 12

３．電気および電子機器、自
動制御、電気エネルギー利用
並びに情報伝送及び処理に関

するもの

8単位以上修得

第一欄

第一欄はすべて修
得すること

第一欄と第二欄の
合計で８単位以上

修得すること

小計

第二欄

小計

計

２．発電、変電、送電、配電
及び電気材料並びに電気法規

に関するもの

7単位以上修得

第一欄
第一欄はすべて修

得すること

第一欄と第二欄の
合計で７単位以上

修得すること

小計

小計

計

第二欄

電気電子システム工学科　電気主任技術者関係科目（３、４、５年生）

　本校電気電子システム工学科は経済産業省の学校認定基準を満たしており、定められた科目を修得
して卒業し、一定期間の実務研修を積むと、書類審査を経て第二種または第三種の電気主任技術者資
格を取得することが可能となります。また、電気主任技術者認定に定められた科目を修得すると、第
二種電気工事士資格試験の学科試験が免除になります。
　以下に経済産業省の基準と本校で開設している科目の対応表を示しますので、将来、電気主任技術
者資格を取得しようと計画している学生は、選択科目を選ぶ際に注意して下さい。

経済産業省による区分
ならびに開設・修得単位数

１．電気工学又は電子工学等
の基礎に関するもの

12単位以上修得

第一欄

すべて必修科目

小計

第二欄
小計

計
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前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

2 2 2

4 1 1 2 2 2

1 1 1

2 2 2

2 2 2

1 1 1

1 1 1

1 1 1

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

1 2

1 　 2

3 2 2 1 1

1 1 1

10 2 2 4 4 4 4

1 2

1 1 1

1 2

9 6 12

50
50
2 2 2 Ⅰ
1 1 1 Ⅰ

1 2 Ⅰ

1 1 1

2 2 2 Ⅰ

1 1 1 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

1 2

1 2

2 1 1 Ⅱ

1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

特 別 他大学等での履修科目 Ⅱ

学 修 知 識 ・ 技 能 審 査

36

36

86

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

22

修 得 単 位 計

14

35

人 工 知 能

選
　
択
　
科
　
目

必
　
修
　
科
　
目

電 気 回 路 Ⅰ

電 気 と 磁 気

電 磁 気 学 Ⅰ

プ ロ グ ラ ミ ン グ 基 礎

プ ロ グ ラ ミ ン グ 応 用

離 散 数 学 I

電 子 材 料

論 理 回 路

電 子 情 報 数 学 演 習

電 子 回 路 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

電 磁 気 学 Ⅱ

プ ロ グ ラ ム 設 計

離 散 数 学 Ⅱ

電 子 回 路 Ⅰ

応 用 数 学 Ⅱ

修 得 可 能 単 位 計 ※

卒 業 研 究

開 設 単 位 計

電 気 回 路 Ⅱ

開 設 単 位 計 ※

電 磁 気 学 Ⅲ

応 用 物 理 Ⅱ

ﾃ ﾞ ｰ ﾀ 構 造 と ｱ ﾙ ｺ ﾞ ﾘ ｽ ﾞ ﾑ

電 子 情 報 応 用 数 学

電 子 情 報 工 学 英 語 演 習

論 理 設 計

電 子 制 御 シ ス テ ム

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス

無 線 通 信 工 学

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｸ ﾞ ﾗ ﾌ ｨ ｯ ｸ ｽ

固 体 デ バ イ ス

数 値 解 析

信 号 処 理

電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
コンピュータアーキテクチャ基礎

課 題 研 究

情 報 工 学 基 礎

情 報 リ テ ラ シ ー

電 子 情 報 工 学 基 礎 演 習

電子情報工学科　平成２６年度以降入学生に係る教育課程（時間配当表）（３、４、５年生）

区分 授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

備　　考１年 ２年 ３年 ４年 ５年

応 用 物 理 Ⅰ

学修
単位

プ ロ グ ラ ミ ン グ 概 論

情 報 理 論 基 礎

電 子 情 報 工 学 演 習

電 子 情 報 工 学 実 験

14

4以内

４年で必ず修得すること

6 9 17 5 13
6 9 17

22

単位の認定は別に定める

5 13

　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得

　　82単位以上修得

15 14

6 9 17 19

6

9

19

専 門 開 設 単 位 合 計 ※

修 得 可 能
単 位 数

一 般 科 目 ※ 83
26 23

合 計 ※ 178
32 32

64

専 門 共 通 科 目 ※ 9

32

32

39

専 門 科 目 ※ 86
6 9 17 19

　167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）
　 4年で28単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得96 82

35

54
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物質工学科　平成２６年度以降入学生に係る教育課程 (時間配当表）（３、４、５年生）

前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

2 2 2

2 2 2

2 2 2

3 1 1 2 2

3 1 1 2 2

2 2 2

2 2 2

1 2

1 　 2

2 1 1 1 1

2 2 2

2 1 1 1 1

2 2 2

12 3 3 3 3 4 4 4

2 4

2 4

1 2

9 6 12

52

50

2 2 2 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

1 1 1 Ⅰ

1 1 1 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

2 2 2 Ⅰ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 1 Ⅱ

1 1 1

1 2

1 2

1 2

1 1 Ⅱ

1 2

1 1 Ⅱ

2 2 Ⅱ

1 2

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

2 2 Ⅱ

特 別 他大学等での履修科目 Ⅱ

学 修 知 識 ・ 技 能 審 査

39

39

91

特別学修は単位数に含めていない。

学修単位Ⅱは、1単位＝授業15時間＋自学自習30時間　

学修単位Ⅰは、1単位＝授業30時間＋自学自習15時間

備　　考１年 ２年 ３年 ４年 ５年

物 質 分 離 分 析 法

放 射 化 学

応 用 物 理 化 学 演 習

文 献 検 索

環 境 保 全 工 学

区分 授　業　科　目 単位数

学　年　別　週　当　た　り　時　間　数

物 理 化 学 Ⅲ

物 質 工 学 実 験 Ⅱ

必
　
修
　
科
　
目

応 用 物 理 Ⅰ

生 命 科 学

分 析 化 学 Ⅰ

無 機 化 学 Ⅰ

有 機 化 学 Ⅰ

物 理 化 学 Ⅰ

6

修 得 可 能
単 位 数

一 般 科 目 ※

専 門 共 通 科 目 ※

17 5

生 体 機 能 化 学

物 質 工 学 基 礎 演 習

情 報 リ テ ラ シ ー

生 物 化 学

開 設 単 位 計 ※

9

応 用 無 機 化 学 演 習

合 計 ※ 181
32 32

96

32

機 器 分 析

専 門 科 目 ※

物 質 工 学 実 験 Ⅲ

課 題 研 究

卒 業 研 究

開 設 単 位 計

修 得 単 位 計

応 用 数 学 Ⅱ

応 用 数 学 Ⅰ

化 学 工 学 Ⅰ

化 学 工 学 Ⅱ

無 機 材 料 工 学

応 用 微 生 物 工 学

応 用 物 理 Ⅱ

物 質 工 学 実 用 数 学

物 質 工 学 英 語 演 習

精 密 合 成 化 学

応 用 有 機 化 学 演 習

反 応 理 論 化 学

生 物 工 学

修 得 可 能 単 位 計 ※

専 門 開 設 単 位 合 計 ※ 6 9

83
26

選
　
択
　
科
　
目

応
用
精

密
化
学

コ
ー

ス

生
命
環

境
化
学

コ
ー

ス

17

41

14

64

89
6 9

38

32

23 15

9

57

6

21
9

19

36

17

2316

23

21

16

4以内 単位の認定は別に定める

　75単位以上修得
　 4年で6単位以上修得
　 4･5年で11単位以上修得

  82単位以上修得

15

  167単位以上修得
　（特別活動を含めて170単位以上修得）

　 4年で30単位以上修得
　 4･5年で71単位以上修得

学
修
単
位

４年で必ず修得すること

卒業までに必ず修得すること

情 報 処 理

基 礎 化 学 演 習

化 学 ゼ ミ ナ ー ル

有 機 化 学 Ⅱ

物 理 化 学 Ⅱ

無 機 化 学 Ⅱ

分 析 化 学 Ⅱ

物 質 工 学 実 験 Ⅰ

１科目修得（コース別）

6 9 17 5 13

85
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第 ３ 学 年 



 



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 国語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 対象学生 3
開設期

0001
講義
共通３年

通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：高等学校現代文B（明治書院）、高等学校古典B（明治書院）　　参考書：カラー版新国語便覧（第一学習社）
担当者 桐生 貴明,加藤 文彬
到達目標
１、現代文（小説・評論など）や古典（古文・漢文）を読み、論理構想力、論理展開力、言語操作能力を身につける。
２、人間の生き方や人間相互の関係性（他者に対する共感、尊敬心など）について、正しく理解し、判断できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
論理構想力、論理展開力、言語操
作能力を十分に身につけている。

論理構想力、論理展開力、言語操
作能力を身につけている。

論理構想力、論理展開力、言語操
作能力を身につけようとしない。

人間の生き方や人間相互の関係性
について、正しく理解し、判断し
ようとする力を十分に備えている
。

人間の生き方や人間相互の関係性
について、正しく理解し、判断し
ようとする力を備えている。

人間の生き方や人間相互の関係性
について、正しく理解し、判断し
ようと努めない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 日本人としてのアイデンティティ―確立のために日本文学・中国文学成立の基本構造を学習する。この基本構造を理解

したうえで、言語操作能力や論理構想力など、言語感覚を醸成する。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義形式ではあるが、学生に指名し意見を求めたり、グループワークなども取り入れて授業を進めていく。

注意点 限られた時間ではあるが、文章の精読、味読に努めたい。予習の際には、下読みをし、必要に応じて辞書などに当たっ
ておくことが望まれる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス
（小説）「白紙」 タイトルに込められた意味を考える

2週 （小説）「白紙」 タイトルに込められた意味を考える

3週 （小説）「白紙」 タイトルに込められた意味を考える

4週 （日記）更級日記 中古日記文学に触れ、当時の文化について考えるとともに
、筆者の物の見方、考え方を探る。

5週 （日記）更級日記 中古日記文学に触れ、当時の文化について考えるとともに
、筆者の物の見方、考え方を探る。

6週 （日記）更級日記 中古日記文学に触れ、当時の文化について考えるとともに
、筆者の物の見方、考え方を探る。

7週 中間試験

8週 （評論）世間とは何か
筆者の物の見方、考え方をとらえるとともに、「世間」、
「社会」、「個人」など、人間の関係性について思索を深
める。

9週 （評論）世間とは何か
筆者の物の見方、考え方をとらえるとともに、「世間」、
「社会」、「個人」など、人間の関係性について思索を深
める。

10週 （評論）世間とは何か
筆者の物の見方、考え方をとらえるとともに、「世間」、
「社会」、「個人」など、人間の関係性について思索を深
める。

11週 （評論）世間とは何か
筆者の物の見方、考え方をとらえるとともに、「世間」、
「社会」、「個人」など、人間の関係性について思索を深
める。

12週 （史伝）史記　四面楚歌 史記の簡潔な表現の中に込められる人間観を読み取る
13週 （史伝）史記　四面楚歌 史記の簡潔な表現の中に込められる人間観を読み取る
14週 （史伝）史記　四面楚歌 史記の簡潔な表現の中に込められる人間観を読み取る
15週 期末試験
16週 総復習 前期授業内容を振り返る。

後期

1週 （評論）小説とは何か 三島由紀夫の評論を読み、その主張をとらえるとともに、
言語芸術としての小説について考える。

2週 （評論）小説とは何か 三島由紀夫の評論を読み、その主張をとらえるとともに、
言語芸術としての小説について考える。

3週 （評論）小説とは何か 三島由紀夫の評論を読み、その主張をとらえるとともに、
言語芸術としての小説について考える。

4週 （歴史物語）大鏡　三船の才 中古歴史物語を読み、語り口のおもしろさに触れる。また
、そこに描かれる人間観や歴史観を読み取る。

5週 （歴史物語）大鏡　三船の才 中古歴史物語を読み、語り口のおもしろさに触れる。また
、そこに描かれる人間観や歴史観を読み取る。

6週 （歴史物語）大鏡　三船の才 中古歴史物語を読み、語り口のおもしろさに触れる。また
、そこに描かれる人間観や歴史観を読み取る。
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7週 中間試験

8週 （思想）孟子　告子篇から 儒家の思想について理解を深めるとともに、性善説につい
て考えてみる。

9週 （思想）孟子　告子篇から 儒家の思想について理解を深めるとともに、性善説につい
て考えてみる。

10週 （思想）孟子　告子篇から 儒家の思想について理解を深めるとともに、性善説につい
て考えてみる。

11週 （随想）サフラン
明治の文豪森鷗外の随想を読み、その内容を掴むとともに
、知を獲得することの意義、自他の関係性などについて、
考えを深める。

12週 （随想）サフラン
明治の文豪森鷗外の随想を読み、その内容を掴むとともに
、知を獲得することの意義、自他の関係性などについて、
考えを深める。

13週 （随想）サフラン
明治の文豪森鷗外の随想を読み、その内容を掴むとともに
、知を獲得することの意義、自他の関係性などについて、
考えを深める。

14週 （随想）サフラン
明治の文豪森鷗外の随想を読み、その内容を掴むとともに
、知を獲得することの意義、自他の関係性などについて、
考えを深める。

15週 期末試験

16週 総復習 後期授業内容を振り返るとともに、1年間の授業内容につい
て振り返る。

評価割合
試験 提出物・発表等 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 90 10 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 世界史
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 対象学生 3
開設期 週時限数 2
教科書/教材
担当者

0002
講義
共通３年

通年
『詳説世界史Ｂ』山川出版社
箱山 健一

到達目標
・歴史の基礎概念について正しく理解する
・前近代史の基本概念について正しく理解する
・資本主義の確立について正しく理解する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

歴史の基礎概念 歴史のき基礎概念について正しく
説明できる

歴史の基礎概念について正しく理
解できている

歴史の基礎概念について正しく理
解できていない

前近代史の基本概念 前近代史の基本概念について正し
く説明できる

前近代史の基本概念について正し
く理解している

前近代史の基本概念について正し
く理解していない

資本主義の確立 資本主義の確立について正しく説
明できる

資本主義の確立について正しく理
解している

資本主義の確立について正しく理
解していない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等

概要
現代世界の政治や経済のしくみは、歴史的脈絡の中で形成されて、現在のかたちに至ったものです。ですから、現行の
政治や経済のしくみを正しく理解するためには、過去にさかのぼってその成立過程を知り、先行する過去のシステムと
何が異なっているかを比較出来なければなりません。この授業では、現代世界システム（とくに資本主義経済）の成り
立ちの習得に焦点を合わせます。

授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 この科目を正しく習得するためには、忘れる前に要点復習する習慣付けが必要です。授業終了後にノートを見直し、よ
く復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 歴史概論（１） 歴史の概念規定について正しく理解できる
2週 歴史概論（２） 歴史研究・歴史教育・歴史文学について正しく区別できる
3週 歴史概論（３） 時代区分について正しく理解できる

4週 古代史概論（１） 古代地中海世界の社会的政治的な構造について正しく理解
できる

5週 古代史概論（２） 古代地中海世界の経済的な構造について正しく理解できる
6週 古代史概論（３） キリスト教の成立について正しく理解できる
7週 中間試験
8週 中間試験の解答と解説
9週 中世史概論（１） スコラ学と大学について正しく理解できる
10週 中世史概論（２） 荘園制度について正しく理解できる
11週 中世史概論（３） 中世自治都市の成立について正しく理解できる
12週 近世史概論（１） 第一次囲い込みと農民層分解について正しく理解できる
13週 近世史概論（２） マニュファクチュアの成立について正しく理解できる
14週 近世史概論（３） 資本主義精神の形成について正しく理解できる
15週 期末試験
16週 期末試験の解答と解説

後期

1週 産業革命（１） 産業革命の概念について正しく理解できる
2週 産業革命（２） イギリス木綿工業の技術史について正しく理解できる
3週 産業革命（３） 第二次囲い込みと農民層分解について正しく理解できる

4週 日本文化のエートス（１） 日本文化のエートスと資本主義精神のズレを正しく理解で
きる

5週 日本文化のエートス（２） 日本文化のエートスと資本主義精神のズレを正しく理解で
きる

6週 近代市民社会の成立（１）
近代化を遂げた欧米諸国が、19世紀に至るまでに、日本を
含む世界を一体化していく過程について、その概要を説明
できる

7週 近代市民社会の成立（２）
近代化を遂げた欧米諸国が、19世紀に至るまでに、日本を
含む世界を一体化していく過程について、その概要を説明
できる

8週 中間試験

9週 帝国主義と二つの世界大戦（１）
帝国主義諸国の抗争を経て二つの世界大戦に至る日本を含
む世界の動向の概要を説明し、平和の意義について考察で
きる

10週 帝国主義と二つの世界大戦（２）
帝国主義諸国の抗争を経て二つの世界大戦に至る日本を含
む世界の動向の概要を説明し、平和の意義について考察で
きる
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11週 冷戦（１）
第二次世界大戦後の冷戦の展開からその終結に至る日本を
含む世界の動向の概要を説明し、そこで生じた諸問題を歴
史的に考察できる

12週 冷戦（２）
第二次世界大戦後の冷戦の展開からその終結に至る日本を
含む世界の動向の概要を説明し、そこで生じた諸問題を歴
史的に考察できる

13週 19世紀後半以降の日本とアジア（１） 19世紀後期以降の日本とアジア近隣諸国との関係について
、その概要を説明できる

14週 19世紀後半以降の日本とアジア（２） 19世紀後期以降の日本とアジア近隣諸国との関係について
、その概要を説明できる

15週 期末試験
16週 期末試験の解答と解説

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 代数・幾何
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 3
開設期

0006
講義
共通３年

通年 週時限数 1

教科書/教材 高専の数学教材研究会 編著 「高専テキストシリーズ 線形代数」（森北出版）日本数学教育学会 高専・大学部会
TAMS編 「線形代数」（電気書院）

担当者 五十嵐 浩,元結 信幸,長本 良夫
到達目標
１. 行列の基本変形と逆行列および連立１次方程式の概念を理解し、計算に習熟する。
２. 線形変換の概念を理解する。
３. 行列の固有値、固有べクトル、行列の対角化の計算に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
基本変形を用いた計算を素早く正
確に行う事ができる。

基本変形を用いた計算を行う事が
できる。

基本変形を用いた計算ができない
。

多くの概念を連立方程式として解
釈する方法に習熟している。

一部の概念を連立方程式として解
釈する方法を知っている。

どのような概念が連立方程式と結
びつくか知らない。

複数の定理・公式を正しく組み合
わせて応用問題を解くことができ
る。

一つの定理・公式を正しく適用し
て応用問題を解くことができる。 応用問題を解くことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 ２年生の「代数・幾何」に引き続き、理論上重要な行列、行列式、応用上重要な線形変換、行列の固有値を学習する。

さらに応用として行列の対角かとその応用について学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 予習、復習を行い、出来るだけ多くの問題演習をすること。わからない点は授業中またはオフィスアワーを積極的に活
用して質問するなど、自主性をもって望んでほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 行列の階数 行列の階数の定義を理解し、基本変形を用いて計算する事
ができる。

2週 行列の階数と連立方程式 連立方程式の（拡大）係数行列の階数と階の個数の間の関
係を理解する。

3週 連立１次方程式（１） 斉次方程式が非自明な解を持つか否かを判定出来る。
4週 連立１次方程式（２） 斉次連立方程式の解集合の構造を理解できる。
5週 連立１次方程式（３） 基本解を求める事ができる。

6週 べクトルの線形従属と線形独立 べクトルの線形従属・独立の定義を理解し、具体的なべク
トルの組について、従属か独立かの判定ができる。

7週 （中間試験）
8週 行列の正則性の同値条件 行列の正則性の同値な条件を理解できる。
9週 線形変換と表現行列（１） 線形変換の定義を理解できる。
10週 線形変換と表現行列（２） 線形変換の表現行列を求める事ができる。
11週 線形変換と表現行列（３） 線形変換による直線の像を求める事ができる。

12週 いろいろな線形変換 恒等変換、対象変換、原点周りの回転等の線形変換の具体
例とその表現行列を知る。

13週 合成変換 線形変換の合成変換の定義を理解し、行列の積を用いて表
現行列をできる。

14週 逆変換 線形変換の逆変換の定義を理解し、逆行列を用いて表現行
列を計算する事ができる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 直交行列 直交行列の性質を理解する。

2週 直交変換 直交変換の定義、その表現行列としての直交行列を理解す
る。

3週 固有値と固有べクトル（１） 行列の固有値・固有べクトルの定義を理解する。与えられ
たべクトルが固有べクトルか否かを判定できる。

4週 固有値と固有べクトル（２） 固有方程式の定義を理解し、計算する事が出来る。２次正
方行列の固有値・固有べクトルを求める事ができる。

5週 固有値と固有べクトル（３） ３次正方行列の固有値・固有べクトルを求める事ができる
。

6週 固有値と固有べクトル（４） ３次正方行列の固有値・固有べクトルを求める事ができる
。

7週 （中間試験）
8週 行列の対角化（１） 対角化の定義を理解する。
9週 行列の対角化（２） ２次の正方行列の対角化の計算ができる。
10週 行列の対角化（３） ３次の正方行列の対角化の計算ができる。
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11週 行列の対角化（４） 対称行列は必ず対角化出来る事を知る。
12週 行列の対角化（５） 対称行列を直交行列を用いて対角化する事ができる。
13週 対角化の応用（１） 対角化を用いて行列のべき乗を計算する事ができる。
14週 対角化の応用（２） 2次曲線の標準形を求める事ができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 到達度試験 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 解析学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 対象学生 3
開設期

0007
講義
共通３年

通年 週時限数 4

教科書/教材 高専の数学教材研究会 編著 「高専テキストシリーズ 微分積分1」（森北出版）高専の数学教材研究会 編著 「高専テキ
ストシリーズ 微分積分1」（森北出版）日本数学教育学会 高専・大学部会 TAMS編 「微積分」（電気書院）

担当者 河原 永明,坂内 真三,今田 充洋,山本 茂樹,長本 良夫
到達目標
1. １変数関数の微分積分法に習熟し、その応用を理解する。
2. 多変数関数の偏微分法に習熟し、その応用を理解する。
3. 多変数関数、特に2変数関数の重積分の計算法に習熟し、その応用を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
複数の公式を組み合わせて微分法
・積分法の計算問題を解くことが
できる。

一つの公式を用いて微分法・積分
法の計算問題を解くことができる
。

微分法・積分法の計算を行うこと
ができない。

講義で取り上げられた定理・公式
の証明を理解し、説明することが
できる。

基本的な用語の定義を理解し、説
明することができる。 用語の定義を知らない。

複数の定理・公式を正しく組み合
わせて応用問題を解くことができ
る。

一つの定理・公式を正しく適用し
て応用問題を解くことができる。 応用問題を解くことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 １変数関数の微分積分法について学習する。次に、これまでに習得した1変数関数の微分積分法を基礎として、多変数関

数の微分法、積分法とその応用を学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 予習、復習を行い、出来るだけ多くの問題演習をすること。わからない点は授業中またはオフィスアワーを積極的に活
用して質問するなど、自主性をもって望んでほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 いろいろな定積分（１） 偶関数・奇関数の定積分の性質が理解できる。
2週 いろいろな定積分（２） sinのn乗、cosのn乗の定積分が計算できる。

3週 定積分の応用 曲線によって囲まれる図形の面積が計算できる。
立体の体積が計算できる。

4週 不定積分 微分積分学の基本定理２の内容を理解し説明出来る。原始
関数の公式や線形性を用いた計算を正しく行える。

5週 不定積分の置換積分法
置換積分の公式を用いた計算を正しく行える。部分分数分
解と組み合わせて、有利関数の定積分を求める事が出来る
。

6週 不定積分の部分積分法 部分積分を用いた計算を正しく行える。対数関数・逆三角
関数を含む不定積分を正しく計算出来る。

7週 （中間試験）

8週 媒介変数表示と微分法

曲線の媒介変数について理解し、簡単な例について媒介変
数表示された曲線を描画出来る。媒介変数を消去し、曲線
の方程式を求める事が出来る。
媒介変数表示された曲線の接線ベクトル、接線の方程式を
計算する事が出来る。

9週 媒介変数表示と積分法
媒介変数表示された曲線に囲まれた図形の面積が計算でき
る。
媒介変数表示された曲線の長さを計算する事が出来る。

10週 極座標と極方程式 直交座標と極座標の関係を理解し、座標変換を行える。簡
単な極方程式で表示された曲線を描画出来る。

11週 極方程式と積分法 極方程式で表された曲線の囲む図形の面積を計算出来る。

12週 広義積分 広義積分の定義を理解し、どのような場面で必要となるか
説明出来る。広義積分の計算を正しく行える。

13週 高次導関数 関数の高次導関数を正しく計算出来る。

14週 関数の展開（１）
べき級数の一般形を書くことができる。
簡単なべき級数の収束半径を計算することができる。べき
級数の項別微分・積分について理解し、計算を行うことが
できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期
1週 関数の展開（２）

関数のマクローリン多項式・級数を計算できる。
オイラーの公式を用いて複素数を極形式で表すことができ
る。関数のテイラー多項式・級数を計算することができる
。マクローリン多項式の誤差の見積もりを行うことができ
る。

2週 2変数関数 簡単な２変数関数のグラフを描画することができる。２変
数関数の極限を計算し、連続かどうかを判定できる。
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3週 偏微分と偏導関数
偏微分係数の定義を理解し、定義にもとづいて計算をする
ことができる。偏微分係数と偏導関数を計算することがで
きる。
高次偏導関数が計算できる。

4週 合成関数の導関数と偏導関数 ２変数関数の合成関数を計算することができる。２変数関
数の合成関数の公式を理解し、正しく計算できる。

5週 接平面と全微分 ２変数関数のグラフの接平面を計算することができる。全
微分の意味を理解し、簡単な関数の全微分を計算できる。

6週 偏導関数の応用（１） ヘッセ行列式を用いて、２変数関数の極値を判定すること
ができる。

7週 （中間試験）

8週 偏導関数の応用（２）
陰関数の微分法を理解し、陰関数の導関数を計算すること
ができる。条件付き極値問題をラグランジュの乗数法を使
って解くことができる。

9週 ２重積分の定義 2重積分の定義を理解し、説明できる。

10週 ２重積分の計算 ２重積分を累次積分に変換したうえで計算をすることがで
きる。積分順序の変更をすることができる。

11週 線形変換による変数変換と積分の変換 線形変換のヤコビ行列式を計算することができる。線形変
換による重積分の変数変換を行うことができる。

12週 極座標と積分の変換 極座標変換のヤコビ行列式を計算することができる。極座
標変換による重積分の変数変換を行うことができる。

13週 一般の変数変換と積分の変換
一般の変数変換におけるヤコビ行列式の役割を理解する。
一般の線形変換を用いて重積分の変数変換を行うことがで
きる。

14週 ２重積分の応用
２重積分を用いて立体の体積を計算することができる。
２重積分の広義積分の定義を理解し、計算できる。様々な
増加列を用いて広義積分の計算を行うことができる。

15週 （期末試験）
16週 まとめと総復習

評価割合
試験 課題 到達度試験 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 体育実技Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 対象学生 3
開設期

0003
実技
共通３年

通年 週時限数 2
教科書/教材
担当者 森 信二,安藤 邦彬,平井 栄一
到達目標
１．各種の運動に自主的に取り組み，運動に親しむことができる。
２．健康の保持増進のために，各自の体力に応じた十分な運動量を確保することができる。
３．授業に臨むうえでのルールを守り，安全に留意して，協力しながら各種の運動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 標準的な到達レベルの目安(不可)

ルールに従って授業に積極的に取
り組み、運動量も多い。また運動
技能の習得に積極的である。

ルールに従って、安全に留意しな
がら集中して熱心に授業に取り組
む。。

ルールを理解せず、競技に適した
準備ができていないことが多い。
授業に集中しない又は技能の習得
に熱心に取り組まない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (人間性の涵養)(ヌ)
教育方法等
概要 各種の運動の合理的な実践を通して，運動技能を高め，運動の楽しさを深め，同時に，心身の健全な発達を図る。また

，公正・協力・責任などの態度を育て，生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

授業の進め方と授業内
容・方法

前後期に各2種目の運動について、基本的な技術を習得し、それをゲームに応用できるようにする。成績の評価は、運動
量および運動技能の評価で行う。欠席や見学が重なるときには減点をする。また、次に該当するような授業態度（熱心
に取り組まない、指示に従わない、授業におけるルールを守らない、他人に迷惑をかける、集団行動を乱す等）も程度
によっては減点とする。

注意点 運動技能の向上は，運動の楽しさを倍増する。各授業において，自己の能力を十分に発揮し，よりハイレベルな個人技
能，集団技能を習得し，生涯学習の手がかりとして欲しい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

2週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

3週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

4週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

5週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

6週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

7週 （中間試験）

8週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

9週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

10週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

11週 屋外球技 / バスケットボール 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

12週 種目選択 校内体育大会球技種目を中心に自分の出場する種目の練習
ができる。

13週 種目選択 校内体育大会球技種目を中心に自分の出場する種目の練習
ができる。

14週 種目選択 校内体育大会球技種目を中心に自分の出場する種目の練習
ができる。

15週 （期末試験）

16週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に自分の出場する種目の練習
ができる。

後期

1週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に自分の出場する種目の練習
ができる。

2週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に自分の出場する種目の練習
ができる。

3週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

4週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

5週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

6週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。
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7週 （中間試験）

8週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

9週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

10週 室内競技 / サッカー 基本技術のを練習し、ルールを理解してゲームをすること
ができる。

11週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

12週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

13週 室内競技 / サッカー 基本技術を練習し、ルールを理解してゲームをすることが
できる。

14週 種目選択
バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等、自分で種目を選択し
、活動することができる。

15週 （期末試験）

16週 種目選択
バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等、自分で種目を選択し
活動することができる。

評価割合
実技 態度等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 対象学生 3
開設期

0004
講義
共通３年

通年 週時限数 4

教科書/教材
教科書：「Ascend 2」（三省堂）、「Mastery Drills for the TOEIC TEST Vocabulary Target 400」（桐原書店）、
「Forest 総合英語フォレスト」（桐原書店）、「ウィズダム英和辞典第３版」（三省堂）「英作文基本300選」（駿台
文庫）「日本人は英語のここが聞き取れない」（アルク）

担当者 本田 謙介,大武 佑
到達目標
１．中級レベルの説明文や物語の文章を、辞書を使わずに読んだり、聞いて理解することができる読解力（reading）と聴解力（listening）の習
得。
２．自分自身を含む身の回りの事柄を、相手に効果的に伝わるように工夫して、英語で表現することができる描写力・発信力（speaking,
writing）の習得。
３．これらの基礎となる語彙力・文法力の習得。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

読解力と聴解力の基礎的な力の定
着がきちんと習得される。

読解力と聴解力の基礎的な力の定
着が7割程度習得される。

読解力と聴解力の基礎的な力の定
着が進まず、目標の半分に手が届
かない程度の理解にとどまる。

描写力、発進力の基礎的な力の定
着がきちんと習得される。

描写力、発進力の基礎的な力の定
着が7割程度習得される。

描写力、発進力の基礎的な力の定
着が進まず、目標の半分に手が届
かない程度の理解にとどまる。

日常的に必要とする語彙力、基礎
的文法力の定着がきちんと習得さ
れる。

日常的に必要とする語彙力、基礎
的文法力の定着が7割程度習得され
る。

日常的に必要とする語彙力、基礎
的文法力の定着が進まず、目標の
半分に手が届かない程度の理解に
とどまる。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 到達目標に示した4技能をバランス良く身につけられるように、種々の言語活動を取り入れる。また、忘れる量が多いの

で、覚える努力の繰り返し（特に４技能の基礎をなす語彙と基礎文法事項）を自主的にするよう意識喚起する。

授業の進め方と授業内
容・方法

英文を音読して内容を把握する。リスニング問題に答える。投げ込み教材で、TOEICの問題を少しずつ解いてみる。
TOEIC頻出単語をイラストによるイメージ（教科書にある）と共に音声を聞き、即復習練習問題を解く。文法書の単元
を順番に取り上げ、入口の解説（核心となるポイント）をして、残りを熟読するよう促す。３人一組でティームを作り
、日本特有のこと・伝統的なことを伝える「ミニ・プレゼンテーション」を年に４回行う。聴衆も全員、評価シートに
点数をつける。各年５～６回トピックを与え、２００ワード以上のエッセイを書く。そのほか、投げ込みでパズルなど
により語彙力強化を行う。

注意点

１，２年次の単語学習教材を時々自主的に読み直し、忘れた部分を覚え直す作業をするよう促す。語学の学習は「時間
と労力が必要である」ことを適宜、注意喚起する。特に、日常的に英語を必要としない地域に暮らす者にとっては、授
業以外では英語に触れる機会が極めて少ないので、自立的な学習習慣を身につけ、隙間時間を使ってでも毎日英語に触
れることをしっかりと意識すべきである。エンジニアとして社会に出たときに、実際に自分が使う英語はそれぞれの分
野によっても違う。努力してそれに早く慣れるか、なかなか努力の成果が出ず慣れていかないかは、学生の時が準備段
階であると思って、真剣に健闘したかどうかによる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション（テキスト、参考高書、辞書、予習、
復習、進め方、課題などの説明。）

今年度の学習目標、テキスト、ミニ・プレゼンテーション
等について理解する。

2週
Ascend 2 (A) 1, Target 400 1 + Vocabulary A 1,
Listening & Vocabulary Building (L&V) 1, Forest (F) 17
(以下、括弧書きの記号で略記)

Four skills の練習

3週 A 1& 2, L&V 2, F 17 Four skills の練習

4週 A 2,  L&V 3, F 17,  Mini Presentation (MP) 1 準備、
Essay 準備

Four skills の練習、MPのフォームを理解する、エッセイの
出だし（トピック）が書かれた用紙を準備し、早めに配布
し、必要であればフォームを示し、書き方（ストレイト・
ロジック）を理解する。

5週 A 3,  L&V 4, MP 1 Four skills の練習、MPを実際に行う　

6週 MP 1
Review (A 3,  L&V 5, F)

Four skills の練習、MPを実際に行う
試験の前にエッセイを提出する。

7週 Midterm Examination

8週 試験答案返却、解説、復習、MP 1 （Make up）
誤解、間違い、勘違い、理解不足などを認識し、再度正し
くインプットする。正当な理由で試験前に行えなかった
MPティームに機会を与える。

9週 A 4, L & V 6, F 18 Four skills の練習
10週 A 4 & 5, L & V 7, F 18 Four skills の練習
11週 A 5, L & V 8, F 18 Four skills の練習
12週 A 6, L & V 9, MP 2 準備、Essay　準備 MPとEssayの準備、Four skills の練習

13週 A 6, L & V 10, MP 2 MPを実際に行う、Four skills の練習
試験の前にエッセイを提出する。

14週 MP 2
Review (A, L & V, F ) MPを実際に行う、基本的な事項の復習する

15週 Term Examination
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16週 試験答案返却、解説、復習、MP 2 （Make up）
誤解、間違い、勘違い、理解不足などを認識し、再度正し
くインプットする。正当な理由で試験前に行えなかった
MPティームに機会を与える。

後期

1週 A 10, L & V 11, F 19 Four skills の練習
2週 A 10 & 11, L & V 12, F 19 Four skills の練習
3週 A 11, L & V 13, F 20, MP 3  準備、Essay　準備 Four skills の練習、MPとEssayの準備
4週 A 12, L & V 14, F 20, MP 3 Four skills の練習、MPを実際に行う

5週 A 12, L & V 15, F 20, MP 3 MPを実際に行う、Four skills の練習
試験の前にエッセイを提出する。

6週 MP 3
Review (A ,  L&V , F) MPを実際に行う、基本的な事項の復習する

7週 Midterm Examination

8週 試験答案返却、解説、復習、MP 3 （Make up）
誤解、間違い、勘違い、理解不足などを認識し、再度正し
くインプットする。正当な理由で試験前に行えなかった
MPティームに機会を与える。

9週 A 13, L & V 16, F 21 Four skills の練習
10週 A 13 & 14, L & V 17, F 21 Four skills の練習
11週 A 14, L & V 18, F 22 Four skills の練習
12週 A 15, L & V 19, F 22、MP 3  準備、Essay　準備 MPとEssayの準備、Four skills の練習

13週 A 15, L & V 20, MP 4 MPを実際に行う、Four skills の練習
試験の前にエッセイを提出する。

14週 MP 4
Review (A ,  L&V , F) MPを実際に行う、基本的な事項の復習する

15週 Term Examination

16週 試験答案返却、解説、復習、MP 4 （Make up）
校内Mini Presentation Contest

誤解、間違い、勘違い、理解不足などを認識し、再度正し
くインプットする。正当な理由で試験前に行えなかった
MPティームに機会を与える。各学科代表２ティームによる
コンテストを実施する。

評価割合

試験
発表
(MiniPresentati
on)

課題・提出物 意見展開課題
(Essay) ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 10 20 10 0 0 100
基礎的能力 60 10 20 10 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 実践英語
科目基礎情報
科目番号 0005 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 3
開設期

共通３年

前期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 副校長 教務主事,山口 一弘
到達目標
１．自分自身を含む身の回りの事柄を英語で表現することができて、英語のネイティブスピーカーと通常のコミュニケーションができるように
なること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
英語による日常会話ができ、相手
とのスムーズなコミュニケーショ
ンが取れる。

英語による簡単な日常会話ができ
、相手と意思疎通できる。

日常会話レベルの英語によるコミ
ュニケーションが全く出来ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 本校が認める海外の教育機関で所定の学修プログラムに参画することにより、日常的英会話能力の習得、異文化交流に

より国際人としての素養の育成を図る。

授業の進め方と授業内
容・方法

・　事前研修に参加し、十分な基礎指導を受けること。
・　　茨城高専が認める海外の教育機関で所定の学修プログラムに参画し、修了をすること。
該当地域において英語を使い、定められた期間滞在をすること。
事後研修に参加し、その成果を検証できる外部試験や口頭発表等を行うこと。

この科目は、国内では体験できない海外での研修を通して日本とは異なる文化や習慣を理解してください。何事にも自
発的・積極的に取り組み、多くのことを学んできてください。

注意点 この科目の単位は卒業に必要な単位数に含まれますが、進級に必要な単位数には含まれませんので注意してください。
研修先において合格に相当する評価を得ること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 事前研修
2週 学修プログラム
3週 外部試験や口頭発表等
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 100 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：高専テキストシリーズ「物理　上」と「物理　下」(森北出版) ，演習書：Let's Try Note 4単位物理　Vol.2 熱
・波編，Vol.3 電磁気編（東京書籍）

担当者 三橋 和彦,佐藤 桂輔,原 嘉昭,大石 一城,千葉 薫
到達目標
1.波とは何か，波の干渉について理解し説明できる。
2.音や光に関する身の回りのさまざまな現象を,波固有の性質から論理的に説明できるようになる。
3.自然界の電磁気現象に関する基本的な概念や法則を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 波とは何か，波の干渉について理
解し説明できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できない。

評価項目2
音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に説明できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できない。

評価項目3
自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解して説明で
きる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 前期は波の基本的な性質と，音や光など私たちの身の回りにある波がおりなす様々な現象を論理的に学ぶ。

後期は静電界やコンデンサー，直流回路，静磁界，ローレンツ力を学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

身近な事象との関連を意識しながら学習すること。
宿題，課題は期日を守って提出すること。

注意点 成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の
成績が60点以上の者を合格とする。なお，授業中の課題への取り組み姿勢も評価の対象です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ２年生までの復習 ２年生までの復習を行う。

2週 １．直線上を伝わる波
正弦波の伝搬式 正弦波の伝搬式を導く。

3週 波の反射，定常波 波の反射と定常波について理解する。

4週 ２．平面を伝わる波
ホイヘンスの原理，波の干渉と回折

平面を伝わる波の伝わり方をホイヘンスの原理で理解する
。
平面を伝わる波の干渉と回折の現象を理解する。

5週 波の反射，屈折，全反射 波の反射，屈折，全反射を理解する。

6週 ３．音波
音波，うなり 音の三要素とうなりを理解する。

7週 （中間試験）
8週 発音体の固有振動，共振と共鳴 弦，気柱の固有振動，共振と共鳴を理解する。

9週 音波のドップラー効果 音源と観測者が運動するときのドップラー効果を理解する
。

10週 ４．光波
光の本質，光の反射と屈折，全反射

光とは何か，光速の測定，光の反射と屈折の法則，光の全
反射を理解する。

11週 光の干渉 ヤングの干渉実験と薄膜による光の干渉について理解する
。

12週 回折格子とスペクトル 回折格子の原理と光のスペクトルについて理解する。
13週 光の分散，偏光，散乱 光の分散，偏光，光の散乱について理解する。

14週 凸レンズと凹レンズによる像
組み合わせレンズとレンズの応用

レンズによる物体の像を作図し，レンズの式を導く。
組み合わせレンズを応用した光学機器について理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ５．電磁気
帯電，クーロンの法則 帯電，クーロンの法則を理解する。

2週 電界，電気力線，ガウスの法則 電界，電気力線，ガウスの法則を理解する。
3週 電位と電位差 電位と電位差，等電位面を理解する。
4週 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極を理解する。
5週 コンデンサーと電気容量 コンデンサーの原理と電気容量を理解する。
6週 コンデンサーの接続，エネルギー コンデンサーの接続，エネルギーを理解する。
7週 （中間試験）
8週 電流，オームの法則，電力とジュール熱 電流の電子モデルを理解する。
9週 抵抗の接続，キルヒホッフの法則 直流回路におけるキルヒホッフの法則を理解する。
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10週 磁石による磁界，電流による磁界
磁気に関するクーロンの法則と磁力線を理解する。ビオ
－サヴァールの法則から直線電流と円形電流による磁界を
理解する。

11週 電流が磁界からうける力 電流が磁界からうける力を理解する。
12週 電磁誘導 電磁誘導，相互誘導，自己誘導を理解する。
13週 【実験】気柱の共鳴 気柱の共鳴現象から音叉の振動数を測定する。

14週 【実験】分光器による光の波長の測定
【実験】レンズの焦点距離の測定

分光器によって光の波長を測定する。
光学ベンチを使って，薄いレンズの焦点距離を測定する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書:W.D. キャリスター「材料の科学と工学 1」(培風館) 参考書:阿部秀夫「金属組織学序論」(コロナ社)     須藤一
他「金属組織学」(丸善)

担当者 小野寺 礼尚
到達目標
機械材料として、鋼を中心とした金属材料について
1. 金属の性質を用途・加工性と関連づけて説明することができる。
2. 金属の代表的な結晶構造と合金の分類について説明できる。
3. 合金の状態変化を状態図を基に説明でき、テコの原理による組織の構成比率を計算することができる。
4. 材料の塑性変形の機構を、結晶中の転位を関連づけて説明できる。
5. 構造材料として最も一般的な、炭素鋼について平衡状態図を基に、性質を説明し、分類することができる。
6. 炭素鋼の調質の手段として、熱処理の目的と具体的な操作を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
金属の特徴を加工性や用途に関連
づけて説明でき、代表的な結晶構
造について単位胞の充填率を計算
できる。

金属の特徴的な性質および代表的
な結晶構造について説明でき、結
晶構造により充填率が異なること
を理解している。

金属の性質や結晶構造を説明する
ことができない。

評価項目2
合金の定義や種類・組成について
状態図や結晶構造を基に説明する
ことができる。

合金の定義を理解しており、合金
組成の表し方、固溶限について説
明できる。

合金の定義や種類を理解しておら
ず、組成を計算することができな
い。

評価項目3
基本的な平衡状態図から、材料の
状態変化、およびテコの原理を用
いた組織の構成比を計算でき、か
つ凝固組織の特徴を説明できる。

基本的な平衡状態図から、温度・
組成による材料の状態変化、およ
びテコの原理を用いた組織の構成
比を説明できる。

基本的な状態図から材料の状態変
化を読み取ることができない。

評価項目4
材料が塑性変形するメカニズムが
、結晶面のすべり・双晶変形であ
ることを図を用いて説明できる。

材料が塑性変形するメカニズムが
、結晶面のすべり・双晶変形であ
ることを理解している。

材料の塑性変形のメカニズムを理
解していない。

評価項目5

炭素鋼の平衡状態図を読み取るこ
とができ、組成によって得られる
組織の特徴を描くことができ、、
機械特性と関連づけて説明できる
。

炭素鋼の平衡状態図を読み取るこ
とができ、組成によって得られる
組織が異なることを説明できる。

炭素鋼の平衡状態図を読み取るこ
とができない。

評価項目6

炭素鋼に対して行われる熱処理と
して、焼なまし、焼ならし、焼入
れ、焼もどしの目的と具体的な操
作を理解しており、熱処理による
組織の変化を説明できる。

炭素鋼に対して行われる熱処理と
して、焼なまし、焼ならし、焼入
れ、焼もどしの目的と具体的な操
作を理解している。

炭素鋼に対して行われる熱処理と
して、焼なまし、焼ならし、焼入
れ、焼もどしの目的と具体的な操
作を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
機械材料として最も一般的な鋼の性質を正しく理解するために、金属の一般的な性質から学ぶ。材料の地図とも呼ばれ
る平衡状態図の読み取り方を学ぶことで、材料の基本的性質が組成によって大きく変わることを理解し、材料の選択お
よび取扱いの素養を身につける。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は、配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足を主とし、一部教科書に掲載のない
テーマについても取り扱う。ほぼ毎回レポートを課し、各テーマの終わりには、確認テストを行い評価の対象とする。

注意点 第2学年の機械設計製図Iおよび第2学年の機械システム工学実習で学んだ材料名、材料記号を復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 金属の特性 機械材料の種類と求められる性質を理解する。

2週 金属の結晶構造 体心立方格子、面心立方格子および最密六方格子を理解す
る。

3週 結晶面と結晶方向 結晶方位・ミラー指数を理解する。

4週 材料の塑性変形(1) 結晶格子とすべりの関係を理解する。すべりと転位の関係
を理解する。

5週 材料の塑性変形(2) 材料の塑性変形に伴う現象を理解する。
6週 材料の塑性変形(3) 材料の変形を解析的に解くことができる。
7週 中間試験
8週 合金の特性 合金の特性を理解する。

9週 相の平衡と状態図 金属、合金の状態変化を理解し、二元系状態図の見方を理
解する。

10週 全率固溶体型合金の状態図(1) 液相、固相において2成分が完全に溶け合う状態図の見方を
理解する。

11週 全率固溶体型合金の状態図(2) 液相、固相において2成分が完全に溶け合う状態図の見方を
理解する。

12週 共晶型合金の状態図(1) 固相ではまったく溶け合わない2元合金の状態図の見方を理
解する。

13週 共晶型合金の状態図(2) 固相ではまったく溶け合わない2元合金の状態図の見方を理
解する。
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14週 金属間化合物をつくる合金の状態図
固相において変態点をもつ合金の状態図

金属間化合物をつくる合金の状態図の見方を理解する。
固相において変態点をもつ合金の状態図の見方を理解する
。

15週 期末試験
16週 総復習 前期の内容を復習する。

後期

1週 純鉄の変態 純鉄の結晶格子の変化および磁気変態を理解する。
2週 鉄ーセメンタイト系状態図の読み方(1) 鉄ーセメンタイト系状態図の基礎を理解する。
3週 鉄ーセメンタイト系状態図の読み方(2) 状態図の各区域に存在する組織を理解する。

4週 共析鋼の変態と組織 オーステナイト状態から常温までの共析鋼の変態を理解す
る。

5週 亜共析鋼の変態と組織 オーステナイト状態から常温までの亜共析鋼の変態を理解
する。

6週 過共析鋼の変態と組織 オーステナイト状態から常温までの過共析鋼の変態を理解
する。

7週 中間試験
8週 製銑・製鋼 鋼の製造法を理解する。

9週 焼きなまし、焼きならし 中間焼きなましおよび球状化焼きなましを理解する。焼き
ならしでの結晶粒の微細化を理解する。

10週 焼入れ(1)冷却速度と変態温度 水焼入れおよび油焼入れを理解する。
11週 焼入れ(2)マルテンサイト変態 マルテンサイト変態と温度の関係を理解する。
12週 焼きもどし 焼きもどしの目的を理解する。
13週 恒温変態 恒温変態曲線を理解する。
14週 実用炭素鋼 炭素鋼の種類と特徴を説明できる。
15週 期末試験
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 確認テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 10 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 10 30 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料力学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：黒木剛司郎，友田陽「材料力学」（森北出版）　参考書：山田敏郎「材料力学」（日刊工業新聞）
担当者 小室 孝文
到達目標
１．応力とひずみの関係を理解し，機械要素の強度を考えることができる。
２．ねじりモーメントとせん断応力の関係を理解し，ねじりを受ける軸の設計ができる。
３．はりに発生するせん断力と曲げモーメントを理解し，曲げを受けるはりの設計ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
定期試験とレポート課題を総合的
に評価し，平均の成績が８０点以
上の場合

定期試験とレポート課題を総合的
に評価し，平均の成績が６０点以
上８０点未満の場合

定期試験とレポート課題を総合的
に評価し，平均の成績が６０点未
満の場合

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
一般に，安全で機能的な機械・構造物を設計するには，常に強度や剛性に配慮しながら形状と材料を選択することが要
求されます。材料力学では，この強度と剛性に関する事項を扱っています。第３学年においては，力と応力の関係なら
びに外力を受ける弾性体の変形について学習します。

授業の進め方と授業内
容・方法

力のつりあいと微分・積分の基礎をよく理解しておいてください。第１，第２学年の物理ならびに数学で学んだことを
理解しておいてください。理解を深めるために演習問題をできるだけ多く解いてください。演習問題や定期試験では
，関数電卓が必要になりますので用意しておいてください。

注意点 タブレットならびにノートパソコン等は一切使用しません。基本的に板書で授業を進めます。筆記用具，教科書，ノー
ト，配布プリントを忘れずに持ってきてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 序説 材料力学の基本的な考え方を理解する。
2週 応力とひずみ 応力とひずみの関係を理解する。
3週 フックの法則と弾性係数 フックの法則を使って応力・ひずみの計算ができる。
4週 材料の機械的性質と材料試験 一般的な材料試験を理解する。
5週 許容応力と安全率 許容応力と安全率の考え方を理解する。
6週 棒の自重による応力と変形 自重による変形・応力の計算ができる。
7週 中間試験
8週 引張または圧縮の不静定の問題（１） 引張・圧縮を受ける部材の応力とひずみの計算ができる。
9週 引張または圧縮の不静定の問題（２） 引張・圧縮を受ける部材の応力とひずみの計算ができる。

10週 熱応力，残留応力，応力集中
温度変化による応力の発生を理解する。残留応力の概念を
理解し，与えられた条件から応力を計算できる。応力集中
の考え方を理解する。

11週 円断面棒のねじり（１） 軸の概念を理解し，ねじりモーメントによって断面内に生
じるせん断力を求められる。

12週 円断面棒のねじり（２） 軸の概念を理解し，ねじりモーメントによって断面内に生
じるせん断力を求められる。

13週 中空断面の丸軸のねじり，円形以外の断面をもつ棒のねじ
り

軸の概念を理解し，ねじりモーメントによって断面内に生
じるせん断力を求められる。

14週 密巻きコイルばね ばねのせん断応力ならびに変形量を求めることができる。
15週 期末試験
16週 総復習 前期の内容を復習する。

後期

1週 真直ばりのせん断力と曲げモーメント（１） はりに生じるせん断力と曲げモーメントの概念を理解する
。

2週 真直ばりのせん断力と曲げモーメント（２） はりに生じるせん断力と曲げモーメントの概念を理解する
。

3週 片持ばり 片持ばりについて，集中荷重ならびに分布荷重を受ける場
合について，せん断力と曲げモーメントを求める。

4週 両端支持ばり 両端支持ばりについて，集中荷重ならびに分布荷重を受け
る場合について，せん断力と曲げモーメントを求める。

5週 面積モーメント法 面積モーメント法を用いてせん断力と曲げモーメントを求
める方法を理解する。

6週 移動荷重を受けるはり 移動荷重を受けるはりに生じるせん断力と曲げモーメント
を求める。

7週 中間試験
8週 真直ばりの曲げ応力（１） はりに生じる曲げ応力の計算ができる。
9週 真直ばりの曲げ応力（２） はりに生じる曲げ応力の計算ができる。
10週 断面二次モーメント（１） 各種はりの断面二次モーメントの計算ができる。
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11週 断面二次モーメント（２） 各種はりの断面二次モーメントの計算ができる。
12週 はりのせん断応力（１） はりに生じるせん断応力を計算できる。
13週 はりのせん断応力（２） はりに生じるせん断応力を計算できる。
14週 平等強さのはり 平等強さのはりに生じる応力を計算できる。
15週 期末試験
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 工業力学
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：本江哲行他「工業力学」（実教出版）問題集：後藤憲一他「詳解力学演習」(共立出版)
担当者 池田 耕
到達目標
１．質点・質点系の運動が計算できる。
２．剛体の重心と慣性モーメントが計算できる。
３．剛体のつりあいと平面運動が計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安(不可)

質点の運動
右記に加え、回転の運動方
程式、角運動量等をベクト
ルで解析ができる。

右記に加えて１階の微分方
程式となる運動が計算でき
る。エネルギー積分を用い
て、各種ポテンシャルを計
算できる。質点系の運動方
程式より、質量の変化する
系の計算ができる。

時間変動をしない力と微分
系の運動方程式から運動の
記述が行える。運動方程式
の積分によりエネルギーが
算出できる。座標変換によ
る回転の運動方程式を選ぶ
ことができる。質点系の運
動方程式を使って、運動量
の計算ができる。質点系の
回転の運動方程式が選べる
。

左記のうち一つでも達成で
きていない。

剛体の重心と慣性モーメン
ト

右記に加え、関数で与えら
れた三次元形状の重心・慣
性モーメントが計算できる
。

右記に加え三角形、扇型の
重心、慣性モーメントが計
算できる。

四角形・円形の重心・慣性
モーメントの計算ができる
。慣性モーメントの平行移
動ができる。簡単な図形の
組み合わせ図形の重心が計
算できる。

左記のうち一つでも達成で
きていない。

剛体の運動と静力学
右記に加え、実際の運動を
モデル化して適用ができる
。

右記に加え、より複雑な形
状の静止力学が計算できる
。軸にモーメントを与える
運動、スリップする運動が
計算できる。

平面内の円筒の転がり運動
、滑車の運動、バットの運
動が計算できる。両持ち梁
にかかる力を計算できる。

左記のうち一つでも達成で
きていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 工業力学は、機械工学における最も重要な基礎を形成する科目である。この科目を勉強することにより、様々な機械工

学における諸問題を把握でき、大切な理論的解析力を十分身につけることができるようになる。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義と演習で授業を進める。授業中は物理シミュレーションも加えて行うため、PCを持参すること。

注意点
この科目は、物理学を基本としているので基本法則を十分理解しておくと良く理解できます。
関連科目：物理
予習：関連項目の説明を読み、例題を解くこと。
復習：各項目の問題演習を解くこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 直線運動・平面運動 位置・速度・加速度の関係について理解する。
2週 力と運動法則（１） 微分形式を用いた運動方程式を理解する。
3週 力と運動法則（２） 微分形式を用いた運動方程式の運用を理解する。

4週 エネルギー、仕事（１） 運動方程式より、位置エネルギー、運動エネルギーを算出
する。

5週 回転運動（１） 座標変換を用いて、回転運動の方程式、角運動量、力のモ
ーメントの概念を理解する。

6週 回転運動（２） 回転運動の実際の取り扱いを学び、ケプラーの法則を導出
する。　

7週 （中間試験） 中間試験を実施

8週 力学と近似 テイラー展開、フーリエ展開を用いた近似の事例について
学ぶ。

9週 外積とモーメント 角運動量・力のモーメントと外積の関係を理解する。
10週 運動量（１） 運動量・力積の概念について運動方程式より理解する。
11週 運動量（２） 質量の変化する場合の運動量の計算法を学ぶ。
12週 質点系 質点系の運動の概念を学び、質量中心について学ぶ。
13週 剛体と質点系 剛体を特殊な質点系と対比させて理解をする。
14週 剛体に働く力・分布力 剛体に働く力・分布力について理解する
15週 （期末試験） 期末試験を実施
16週 総復習 前期の内容を復習する

後期 1週 剛体の重心 剛体の重心の計算方法を学ぶ
2週 剛体の慣性モーメント 剛体の慣性モーメントの計算方法を学ぶ。
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3週 剛体のつりあい（１） 剛体の運動方程式の特殊な形式として釣り合いの概念を学
ぶ。

4週 剛体のつりあい（２） 複雑な剛体のつりあいについて外積を用いて計算できるよ
うになる。　

5週 剛体の運動（１） 固定軸に固定された滑車の運動を理解する。

6週 剛体の運動（２） 滑車とそれにつながれた質点の運動・剛体振り子の運動を
理解する。　

7週 （中間試験） 中間試験を実施
8週 剛体の運動（３） ヨーヨーの運動について理解する。
9週 剛体の運動（４） 一定の力が作用する円筒の転がり運動を理解する。
10週 剛体の運動（５） 一定のトルクが中心軸に作用する円筒の運動を理解する。
11週 剛体の運動（６） 滑りながら運動する円筒の運動を理解する。
12週 剛体と撃力 剛体に作用する撃力と打撃の中心について理解する。
13週 原動機の運動要素（１） 原動機内の直線運動を回転運動に変換する運動要素を学ぶ
14週 原動機の運動要素（２） 原動機内の回転運動を直線運動に変換する運動要素を学ぶ
15週 （期末試験） 期末試験を実施
16週 総復習 後期の内容を復習する

評価割合
試験 課題 演習 相互評価 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 15 15 10 0 0 100
基礎的能力 40 5 10 0 0 0 55
専門的能力 20 10 0 0 0 0 30
分野横断的能力 0 0 5 10 0 0 15
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 加工工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 平井三友ほか著「機械工作法」（コロナ社）
担当者 長谷川 勇治
到達目標
各種加工法の特徴を理解し、工作物に対して適切な加工方法を選択できる素養を得る。また技術者として重要な技術者倫理（知的財産、法令順
守）、国際貢献・地域貢献について認識する。
1.砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型の作り方・種類を得られる鋳物の特徴を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
2.溶接法を分類でき、ガス溶接および代表的なアーク溶接の接合方法を溶接部の特徴を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
3.各塑性加工法の特徴を主要方式の原理を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
4.切削加工の原理や切り屑の形態などを理解し、その知識を問題解決に適用できる。
5.研削加工の原理および砥石の三要素・五因子、砥石の種類と用途を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
6.技術者の役割と責任、使命と重要性、また国際社会・地域社会に貢献するために科学技術が果たせる役割を理解する。
7.知的財産に関する基本的な事項、法令順守の重要性を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

鋳造
砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解し、その知識を使用で
きる。

砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解できない。

溶接
溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
を溶接部の特徴を理解し、その知
識を問題解決に適用できる。

溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
と特徴を理解し、その知識を使用
できる。

溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
と特徴を理解できない。

塑性加工
各塑性加工法の特徴を主要方式の
原理を理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

各塑性加工法の特徴を理解し、そ
の知識を使用できる。

各塑性加工法の特徴を理解できな
い。

切削加工
切削加工の原理や切り屑の形態な
どを理解し、その知識を問題解決
に適用できる。

切削加工の原理や切り屑の形態を
理解し、その知識を使用できる。

切削加工の原理や切り屑の形態を
理解できない。

研削加工
研削加工の原理および砥石の三要
素・五因子、砥石の種類と用途を
理解し、その知識を問題解決に適
用できる。

研削加工の原理、砥石の三要素・
五因子を理解し、その知識を使用
できる。

研削加工の原理、砥石の三要素・
五因子を理解できない。

技術者倫理と国際貢献・地域貢献 技術者倫理について説明できる。 技術者倫理について理解できる。 技術者倫理について理解できない
。

知的財産・法令順守 知的財産・法令順守について説明
できる。

知的財産・法令順守について理解
できる。

知的財産・法令順守について理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
機械工学の原点は「ものづくり」であると考えることができる。機械技術者は、製作図を元に各種の工作機械を使用し
、「ものづくり」、すなわち素材から様々な製品を生産する。この素材から製品を製作する生産過程で要求される必要
な知識、すなわち、基本的な各種の加工方法を学ぶ。また、技術者倫理（知的財産、法令順守）の基づく技術者の役割
やふさわしい行動を学び、科学技術が国際貢献・地域貢献に果たせる役割についても学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業はスライドを用いて進める。教科書の解説・補足を主とし、一部教科書に掲載のないテーマについても取り扱う。
定期試験のほかに、小テストによる確認テストを行い、評価の対象とする。

注意点
プレゼン資料は自宅からインターネットで閲覧することが可能なので、次回講義回予定の部分を予習しておくこと。ま
た、講義中にメモしたサブノートを見直し、自宅で講義ノートを作成してください。また、２年次の「電子制御実験」
で学んだ加工法を復習してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 技術者と科学技術と国際・地域貢献
技術者の役割と責任、使命と重要性を理解する。また、国
際社会における技術者としてふさわしい行動、地域社会に
貢献するために科学技術が果たせる役割を理解する。

2週 機械材料の種類
機械材料の機械的性質1

各種の機械材料の種類と用途を理解する。
機械材料の引張強さ、硬さを理解する。

3週 機械材料の機械的性質2 機械材料の靱性、疲労、クリープ強さを理解する。
4週 鋳造1 鋳物の作り方、鋳型の要件、構造および種類を理解する。

5週 鋳造2 精密鋳造法、ダイカスト法およびその他の鋳造法における
鋳物の作り方を理解する。

6週 鋳造3 鋳物の欠陥や鋳物用材料を理解する。
7週 中間試験

8週 技術者倫理の基本と実践 技術者の行動に関する基本的な責任事項、技術者倫理観に
基づいて、取るべきふさわしい行動を理解する。

9週 塑性加工1 鍛造・転造を特徴を理解する。
10週 塑性加工2 圧延およびその他の塑性加工を理解する。
11週 塑性加工3 プレス加工およびその他の塑性加工を理解する。
12週 溶接1 各種の溶接法を理解し分類できる。
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13週 溶接2 アーク溶接の接合方法とその特徴、アーク溶接の種類、ア
ーク溶接棒を説明できる。

14週 溶接3 ガス溶接の接合方法とその特徴、ガスとガス溶接装置、ガ
ス溶接棒とフラックスを説明できる。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 知的財産と法令順守 知的財産に関する基本的な事項、法令順守の重要性を理解
する。

2週 切削加工1 切削加工の原理、切削工具、工作機械の運動を理解する。

3週 切削加工2 切削工具材料の条件と種類および切削速度、送り量、切込
みなどの切削条件選定を理解する。

4週 切削加工3 バイトの種類と各部の名称、旋盤の種類と構造を理解する
。

5週 切削加工4 フライスの種類と各部の名称、フライス盤の種類と構造を
理解する。

6週 切削加工5 ドリルの種類と各部の名称、ボール盤の種類と構造を理解
する。

7週 中間試験
8週 研削加工1 砥石の三要素、構成、選定、修正のしかたを理解する。

9週 研削加工2 研削加工の原理、円筒研削と平面研削の研削方式を理解す
る。

10週 研削加工3 その他の研削方式を理解する。

11週 精密加工および特殊加工1 ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を理解
する。

12週 精密加工および特殊加工2 ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を理解
する。

13週 プラスチック加工1 プラスチック加工の各加工法の特徴を理解する。
14週 プラスチック加工2 プラスチック加工の各加工法の特徴を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
定期試験 小テスト レポート 合計

総合評価割合 70 30 0 100
基礎的能力 0 10 0 10
専門的能力 70 20 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：宇野亨「電磁気学」コロナ社 参考書：吉久信幸・遠藤正雄「わかる電気磁気学改訂版」日新出版 演習書：大貫
繁雄・安達三郎「演習電気磁気学」森北出版

担当者 加藤 文武
到達目標
1.交流回路のインピダンス，共振，電力の内容を理解する。
2.静電界の基礎および導入的な内容を理解する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
電流、電圧、電子の性質について
理解し、基本的な問題を解くこと
ができる。

電流、電圧、電子の性質について
理解している

電流、電圧、電子の性質について
理解していない

評価項目2 オームの法則の概念を用いて、基
本的な回路を解くことができる

オームの法則の基本的概念を理解
している

オームの法則の基本的概念を理解
していない

評価項目3
電気回路を解くための数学的スキ
ルがあり、それを応用することが
できる。

電気回路を解くための数学的スキ
ルがある。

電気回路を解くための数学的スキ
ルが足らない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ)
教育方法等
概要 二年次で学んだ電気回路（交流回路）と電磁気学の基礎を学ぶ
授業の進め方と授業内
容・方法

１～２年次の「代数･幾何」で学んだベクトルのところを,この科目の履修前に良く復習しておくこと。微分や積分を用い
た数式表現がたくさん出てくるが,その複雑さに惑わされることなく本質的な部分の理解に努めてほしい。

注意点
前期末成績の評価は提出されたレポートの内容をもとに行う｡学年末成績の評価は通年の提出されたレポートの内容をも
とに行う｡　ただし、提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。以上の算定法に従
い、総合評価６０点以上の者を合格とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 回路工学レビュー ２年生までの内容の復習，再認識
2週 クーロンの法則　１ クーロンの法則に関する基本的な概念
3週 クーロンの法則　２ クーロンの法則に関する基本的な概念
4週 クーロンの法則　３ 電界に関する基本的な概念
5週 クーロンの法則　４ 電界に関する基本的な概念
6週 クーロンの法則　５ 電界に関する基本的な概念
7週 （中間試験）
8週 ガウスの法則　１ ガウスの法則に関する基本的な概念
9週 ガウスの法則　２ ガウスの法則に関する基本的な概念
10週 ガウスの法則　３ 関連例題等演習
11週 電位，静電ポテンシャル　１ 電位に関する基本的な概念　
12週 電位，静電ポテンシャル　２ 電位に関する基本的な概念　
13週 電位，静電ポテンシャル　３ 静電ポテンシャルに関する基本的な概念
14週 電位，静電ポテンシャル　４ 関連例題等演習
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容の復習

後期

1週 コンデンサと静電容量　１ 導体の性質　
2週 コンデンサと静電容量　２ 静電遮蔽
3週 コンデンサと静電容量　３ 関連例題等演習
4週 静電容量と誘電率　１ 誘電体の性質
5週 静電容量と誘電率　２ 接続法と静電容量との関係
6週 静電容量と誘電率　３ 関連例題等演習
7週 （中間試験）
8週 電流と磁気作用　１ 磁界に関する基本的概念
9週 電流と磁気作用　２ 右ねじの法則
10週 各単元総括 ビオ・サバールの法則
11週 電流と磁界　１ 関連例題等演習
12週 電流と磁界　２ アンペールの法則
13週 電流と磁界　３ アンペールの法則
14週 各単元総括 関連例題等演習
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の内容の復習

評価割合
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レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械設計製図Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 前期 週時限数 2

教科書/教材 教科書：林洋次著「機械製図」（実教出版）、門脇重道「パソコンCAD製図入門」（実教出版）、大西清著「J ISにもと
づく機械設計製図便覧」（理工学社）

担当者 冨永 学
到達目標
１．機械製図規格およびJIS規格を習得する。
２．材料および工作法を考慮した機械製図を習得する。
３．具体的な機器や構造物の機械製図を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 機械製図規格およびJIS規格を理解
し、問題解決に適用できる。

機械製図規格およびJIS規格を理解
できる。

機械製図規格およびJIS規格を理解
できない。

評価項目２
材料および工作法を考慮した機械
製図を理解し、問題解決に適用で
きる。

材料および工作法を考慮した機械
製図を理解できる。

材料および工作法を考慮した機械
製図を理解できない。

評価項目３
具体的な機器や構造物の機械製図
を理解し、問題解決に適用できる
。

具体的な機器や構造物の機械製図
を理解できる。

具体的な機器や構造物の機械製図
を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
２年次の機械設計製図Ｉの内容を踏まえて、機械と構造物の具体的な課題のスケッチおよびCAD(Computer Aided
Drawing)製図を行う。それによって、材料や工作法を考慮した機械設計製図に関する知識および種々の規格を習得する
。

授業の進め方と授業内
容・方法

製図課題の説明は配布資料を基にスライドを用いて進める。製図課題の作成はスケッチ図とCADソフトウェアを用いた
作図により進める。

注意点 CAD製図課題の提出期限を守ること。「機械設計製図便覧」などを用いて、課題に関連する規格の内容を確認する習慣
を身に付けること。また、２年次の機械設計製図Ⅰ、機械システム工学実習の関連内容を復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 設計製図の要点とスケッチ
設計と製作図、製作（鋳造・切削加工・溶接・組立）上の
くふう、設計製図のための注意を理解する。また、機械の
スケッチ、スケッチの仕方、スケッチ図から製作図を理解
する。

2週 スケッチ図（１） トースカンのスケッチ図を理解する。
3週 スケッチ図（２） トースカンのスケッチ図を完成することができる。
4週 スケッチ図から部品図・組立図（１） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。

5週 スケッチ図から部品図・組立図（２） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。

6週 スケッチ図から部品図・組立図（３） トースカンのスケッチ図から部品図・組立図のCAD製作図
を完成することができる。

7週 提出課題のレビュー 提出課題のレビューを通して、授業内容の定着を図る。

8週 溶接構造物（１） 溶接継手の種類、溶接記号、溶接部の記号表示部材の継ぎ
方、使用鋼材と所要数量、かくれ線の図示を理解する。

9週 溶接構造物（２） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。
10週 溶接構造物（３） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。
11週 溶接構造物（４） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。
12週 溶接構造物（５） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。
13週 溶接構造物（６） 期限に合わせて計画的に作業を進められる。

14週 溶接構造物（７） 溶接構造物（工具棚）のCAD製作図を完成することができ
る。

15週 （期末試験） 課題の提出をもって代える。
16週 総復習 前期の内容を復習する。

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械設計法Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：塚田忠夫他　「機械設計法」（森北出版） 参考書：大西清「機械設計製図便覧」（理工学社）
担当者 冨永 学
到達目標
１．標準・規格等を理解し、使うことができる。
２．機械設計に用いる基本的な材料の材料特性を説明できる。
３．寸法公差・はめあい、幾何公差、表面性状などの機械の精度が説明でき、設計に応用できる。
４．締結要素の分類を説明でき、基本的な計算ができる。
５．軸、軸継手について説明でき、基本的な強度設計ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 標準・規格等を理解し、問題解決
に適用できる。

標準・規格等を理解し、応用する
ことができる。 標準・規格等を理解できない。

評価項目2
機械設計に用いる基本的な材料の
材料特性を理解し、問題解決に適
用できる。

機械設計に用いる基本的な材料の
材料特性を理解し、応用すること
できる。

機械設計に用いる基本的な材料の
材料特性を理解できない。

評価項目3
寸法公差・はめあい、幾何公差、
表面性状などの機械の精度を理解
し、問題解決に適用できる。

寸法公差・はめあい、幾何公差、
表面性状などの機械の精度を理解
し、応用することができる。

寸法公差・はめあい、幾何公差、
表面性状などの機械の精度を理解
できない。

評価項目4 締結要素の分類を理解し、基本的
な計算を問題解決に適用できる。

締結要素の分類を理解し、基本的
な計算を応用することができる。 締結要素の分類を理解できない。

評価項目5 軸、軸継手を理解し、基本的な強
度設計を問題解決に適用できる。

軸、軸継手を理解し、基本的な強
度設計を応用することができる。 軸、軸継手を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
機械設計においては、材料工学、材料力学、機械力学、熱工学、流体工学などの基礎科目の知識に加えて、これらを総
合して目的とする機械を実現できる設計能力が必要とされる。この講義では既存の規格や部品を活用しながら、安全な
機械を設計する手法を学ぶ。この授業では機械設計の基本からはじまり、材料の強度、機械の精度、ねじや軸・軸継手
の機械要素を取り上げる。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足とし、一部教科書に掲載されていない
テーマについても取り扱う。

注意点 機械設計法の履修は多くの機械システムを創造する基礎となることを自覚してほしい。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス、機械設計の基礎 機械設計の基本的事項を理解する。
2週 信頼性、機械の寿命 機械の信頼性、寿命を理解する。
3週 機械の精度（１） 寸法公差、はめあいなどの機械の精度について理解する。
4週 機械の精度（２） 幾何公差と表面性状を理解する。
5週 図面と機械の精度 精度の図示を理解する。

6週 材料の強度と剛性（１） 部材に作用する力、材料の機械敵性質、応力とひずみ、曲
げ、ねじりについて理解する。

7週 （中間試験） 中間試験を実施する。

8週 材料の強度と剛性（２） 応力集中、疲労、許容応力と安全率など部材の破壊につい
て理解する。

9週 ねじの設計（１） ねじの種類、規格、用途など、およびねじの力学について
理解する。

10週 ねじの設計（２） 引張、せん断、接触面圧などの強度設計について理解する
。

11週 ねじの設計演習 演習を通して、理解を深める。

12週 軸・軸継手の設計（１） 軸の種類、軸の強度、ねじり剛性と曲げ剛性について理解
する。

13週 軸・軸継手の設計（２） 危険速度の計算とキーの設計、軸継手について理解する。
14週 軸・軸継手の設計演習 演習を通して、理解を深める。
15週 （期末試験） 期末試験を実施する。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 90 0 0 0 0 10 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 0 0 0 0 10 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

3 － 27



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 計測工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 前田良昭、木村一郎、押田至啓　共著「計測工学」（コロナ社）
担当者 池田 耕
到達目標
1. 単位系、誤差の取り扱い、データの統計的取り扱い、計測系の構成、データ処理法を修得する。
2. 長さ、変位、角度、等の測定法の基礎、現象の利用法、信号の拡大法、等の計測技術が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限必要な到達レベルの
目安（可）

未到達レベルの目安（不可
）

SI単位系
新たな対象について次元解
析を用いて計測量を決定で
きる。

右記のレベルに加え、与え
られた量について次元解析
が行える。

SI基本単位が述べられ、定
義の文章が選択できる。　
特別な名称の組み立て単位
を基本単位のみで組み立て
られ、次元記号で表記がで
きる。

左記の項目のうちひとつで
も到達していない。

データの統計的扱い
確率分布とサンプリング分
布の間の関係を数式を用い
て評価できる。

右記に加え、確率分布にお
ける平均、標準偏差が説明
できる。

ガウス分布の式、有限サン
プルのデータの平均、資料
標準偏差、信頼区間の計算
ができる。

左記の項目のうちひとつで
も答えられない。

データからの推定
右記に加え非線形の最小二
乗法を算出できる。離散フ
ーリエ変換が行える。

右記のレベルに加え、線形
の最小二乗の公式の導出が
できる。フーリエ級数の係
数を導出できる。

式に基づく誤差の伝播が計
算できる。線形の最小二乗
法が電卓で計算できる。フ
ーリエ変換の式を選択でき
る。

左記の項目のうちひとつで
も答えられない。

計測系の構成・信号の処理
右記に加え、フィルタ等の
アナログ信号処理回路を
OPアンプを用いて表現でき
る。

右記に加え変調が周波数シ
フトであることが説明でき
る。デジタル量の限界につ
いて周波数を用いて説明が
できる。

変調の種類を答えることが
できる。フィルタの種類を
答えることができる。アナ
ログとデジタルの違いを述
べられる。

左記の項目のうちひとつで
も答えられない。

計測技術の理解
右記に加え機器固有の誤差
要因を理解し、適切に運用
ができる。

右記のレベルに加え、計測
レンジに合わせた機器を選
定できる。

力学的物理量のセンサにつ
いて列挙ができる。

力学的物理量を計測センサ
を列挙できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 計測工学の基礎として入力部分と出力結果に関して学ぶ。特に単位、計測データの取り扱い､誤差等、計測に必要とされ

る基礎知識を体系的に習得する．　
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は講義と演習を用いて行う。

注意点 演習はエクセル・WEBを利用するため、必ずPCを持参すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 計測とその目的
科学・技術と測定，および計測工学概要について理解する
。
計測機器の利用形態と計測の目的について理解する。

2週 計測の基礎 位と標準/次元解析について学ぶ。

3週 センサの種類 長さ、角度、形状、力、圧力、流量、粘度、温度、時間、
回転数等の各種基本的センサについての概論を学ぶ。

4週 信号の変調 信号変調方式、伝送方式についての概論を学ぶ。
5週 誤差、分布関数、代表値、分散について(1) 誤差の種類、2項分布とガウス分布について学ぶ。
6週 誤差、分布関数、代表値、分散について(2) 誤差の種類、2項分布とガウス分布について学ぶ。
7週 （中間試験） 中間試験を実施
8週 母分布と資料分布の関係(1) 資料から得られる分布と母分布の関係を学ぶ。
9週 母分布と資料分布の関係(2) 資料から得られる分布と母分布の関係を学ぶ。
10週 誤差の伝播(1) 各計測値から計算される値の誤差について学ぶ。
11週 誤差の伝播(2) 信頼区間について学ぶ。

12週 最小2乗法(1) 二つの計測値の関係を導く最小2乗法及び、相関の計算につ
いて学ぶ。

13週 最小2乗法(2) 線形の近似について学ぶ。
14週 最小2乗法(3) 非線形の近似について学ぶ。
15週 （期末試験） 期末試験を実施
16週 総復習 前期の内容を復習する

後期

1週 フーリエ変換 フーリエ級数展開を学ぶ。
2週 フーリエ変換 フーリエ変換を学ぶ。
3週 フーリエ変換 離散フーリエ変換を学ぶ
4週 フーリエ変換 フーリエ変換の性質を学ぶ。
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5週 周波数フィルタ 周波数フィルタについて学ぶ。
6週 アナログ量とデジタル量 アナログとデジタルの差異について学ぶ。
7週 （中間試験） 中間試験を実施
8週 アナログデジタル変換 サンプリング定理とナイキストの周波数について学ぶ。　
9週 アナログ量の解析 アナログ信号処理の手法を学ぶ。
10週 アナログ量の解析 アナログ信号処理の手法を学ぶ。
11週 デジタル量の解析 デジタル信号処理の手法を学ぶ。
12週 デジタル量の解析 デジタル信号処理の手法を学ぶ。
13週 時系列データの処理 アンサンブル平均と時間平均について学ぶ。
14週 時系列データの処理 アンサンブル平均と時間平均について学ぶ。
15週 （期末試験） 期末試験を実施
16週 総復習 後期の内容を復習する

評価割合
試験 課題 演習 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 20 10 0 0 0 100
基礎的能力 40 10 5 0 0 0 55
専門的能力 30 10 0 0 0 0 40
分野横断的能力 0 0 5 0 0 0 5
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械システム工学実習
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 必修
授業の形式 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 機械システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 3
教科書/教材 教科書：機械工学実習テキスト（配布プリント）　参考書：林洋次ほか「機械製図」（実教出版）
担当者 小野寺 礼尚,鯉渕 弘資
到達目標
１．溶接および鍛造を行うことができる。
２．NC工作機械を操作し，加工を行うことができる。
３．製作図から情報を読み取り，必要な機械加工（汎用工作機械を用いた加工）を行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実習の目的を理解し、安全確保の
ために必要な行動を自ら進んでと
ることができる。

実習の目的を理解し、安全確保の
ために必要な行動をとることがで
きる。

実習の目標を理解できず、安全確
保のための行動ができない。

評価項目2
各加工方法の原理を正しく理解し
実践でき、加工が材料特性におよ
ぼす影響を説明できる。

各加工方法の基本作業ができる。 各加工方法の基本作業ができない
。

評価項目3
製作図から読み取った情報をもと
に、必要な加工を自ら検討し、そ
の加工を行うことができる。

製作図から読み取った情報をもと
に、加工を行うことができる。

製作図を読み取ることができず、
必要な加工を行うことができない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
第２学年で行った機械システム工学実習では，機械加工の基礎的な技術ならびに知識を習得しました。第３学年では
，これらの基礎をもとにした，溶接，鍛造，数値制御工作機械（マシニングセンタ，NCフライス盤，CNC旋盤）の応用
技術の習得ならびに応用工作（インボリュートルーラの設計製作）が中心となります。

授業の進め方と授業内
容・方法

クラス全体をNC・鍛造・溶接グループ，応用工作グループの２つに分けて実習を進めていきます。前期終了時点で入れ
かえを行い，残りの実習を行います。

注意点
実習前に必ず配布プリントを読んでおいてください。実習工場では，必ず実習服（上下作業着，帽子）・安全靴を着用
してください。作業中は，常に安全第一を心がけてください。当たり前ですが，半袖・短パン・サンダル履きは厳禁で
す（授業への参加を認めず，欠席扱いとさせていただきます）。報告書は期限を守って提出してください。応用工作実
習では，製図用具を持参してください。製図の基本項目について復習しておくと作業がはかどります。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 NC加工実習（１） NC工作機械の制御法について理解する。
2週 NC加工実習（２） NC工作機械のプログラミングを理解する。
3週 NC加工実習（３） NCフライス盤の手動プログラミングを理解する。

4週 NC加工実習（４） CAD/CAMシステムによるCNC旋盤の自動プログラミング
を理解する。

5週 NC加工実習（５） CAD/CAMシステムによるマシニングセンタの自動プログラ
ミングを理解する。

6週 鍛造実習（１） 自由鍛造を理解する。
7週 中間試験
8週 鍛造実習（２） 自由鍛造を理解する。
9週 鍛造実習（３） 自由鍛造を理解する。
10週 鍛造実習（４） 硬さ試験を行い，材料の性質を理解する。

11週 溶接実習（１） 炭酸ガス半自動アーク溶接機の構造および操作法を理解す
る。

12週 溶接実習（２） 下向きT形すみ肉溶接，I形突合せ溶接を理解する。

13週 溶接実習（３） 円筒すみ肉溶接を理解する。引張試験の基本を理解し，試
験片を製作する。

14週 溶接実習（４） 引張試験を行い，溶接状態と強度の関係を理解する。
15週 期末試験
16週 溶接実習（５） エアープラズマ切断を理解する。

後期

1週 応用工作実習　設計製図（１） インボリュートルーラの構造ならびに動作を理解する。
2週 応用工作実習　設計製図（２） インボリュートルーラの製作図を作成する。
3週 応用工作実習　設計製図（３） インボリュートルーラの製作図を作成する。
4週 応用工作実習　設計製図（４） インボリュートルーラの製作図を作成する。
5週 応用工作実習　設計製図（５） インボリュートルーラの製作図を作成する。

6週 応用工作実習　旋盤加工（１） 製作図から，旋盤を用いてインボリュートルーラの部品を
製作する。

7週 中間試験

8週 応用工作実習　旋盤加工（２） 製作図から，旋盤を用いてインボリュートルーラの部品を
製作する。

9週 応用工作実習　旋盤加工（３） 製作図から，旋盤を用いてインボリュートルーラの部品を
製作する。
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10週 応用工作実習　旋盤加工（４） 製作図から，旋盤を用いてインボリュートルーラの部品を
製作する。

11週 応用工作実習　フライス盤加工（１） 製作図から，フライス盤を用いてインボリュートルーラの
部品を製作する。

12週 応用工作実習　フライス盤加工（２） 製作図から，フライス盤を用いてインボリュートルーラの
部品を製作する。

13週 応用工作実習　フライス盤加工（３） 製作図から，フライス盤を用いてインボリュートルーラの
部品を製作する。

14週 応用工作実習　フライス盤加工（４） 製作図から，フライス盤を用いてインボリュートルーラの
部品を製作する。

15週 期末試験

16週 応用工作実習　組立・検査 製作したインボリュートルーラを組み立て，性能検査をす
る。

評価割合
取組・技能 報告書 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：高専テキストシリーズ「物理　上」と「物理　下」(森北出版) ，演習書：Let's Try Note 4単位物理　Vol.2 熱
・波編，Vol.3 電磁気編（東京書籍）

担当者 三橋 和彦,佐藤 桂輔,原 嘉昭,大石 一城,千葉 薫
到達目標
1.波とは何か，波の干渉について理解し説明できる。
2.音や光に関する身の回りのさまざまな現象を,波固有の性質から論理的に説明できるようになる。
3.自然界の電磁気現象に関する基本的な概念や法則を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 波とは何か，波の干渉について理
解し説明できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できない。

評価項目2
音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に説明できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できない。

評価項目3
自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解して説明で
きる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 前期は波の基本的な性質と，音や光など私たちの身の回りにある波がおりなす様々な現象を論理的に学ぶ。

後期は静電界やコンデンサー，直流回路，静磁界，ローレンツ力を学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

身近な事象との関連を意識しながら学習すること。
宿題，課題は期日を守って提出すること。

注意点 成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を70％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を30％で行い，合計の
成績が60点以上の者を合格とする。なお，授業中の課題への取り組み姿勢も評価の対象です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ２年生までの復習 ２年生までの復習を行う。

2週 １．直線上を伝わる波
正弦波の伝搬式 正弦波の伝搬式を導く。

3週 波の反射，定常波 波の反射と定常波について理解する。

4週 ２．平面を伝わる波
ホイヘンスの原理，波の干渉と回折

平面を伝わる波の伝わり方をホイヘンスの原理で理解する
。
平面を伝わる波の干渉と回折の現象を理解する。

5週 波の反射，屈折，全反射 波の反射，屈折，全反射を理解する。

6週 ３．音波
音波，うなり 音の三要素とうなりを理解する。

7週 （中間試験）
8週 発音体の固有振動，共振と共鳴 弦，気柱の固有振動，共振と共鳴を理解する。

9週 音波のドップラー効果 音源と観測者が運動するときのドップラー効果を理解する
。

10週 ４．光波
光の本質，光の反射と屈折，全反射

光とは何か，光速の測定，光の反射と屈折の法則，光の全
反射を理解する。

11週 光の干渉 ヤングの干渉実験と薄膜による光の干渉について理解する
。

12週 回折格子とスペクトル 回折格子の原理と光のスペクトルについて理解する。
13週 光の分散，偏光，散乱 光の分散，偏光，光の散乱について理解する。

14週 凸レンズと凹レンズによる像
組み合わせレンズとレンズの応用

レンズによる物体の像を作図し，レンズの式を導く。
組み合わせレンズを応用した光学機器について理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ５．電磁気
帯電，クーロンの法則 帯電，クーロンの法則を理解する。

2週 電界，電気力線，ガウスの法則 電界，電気力線，ガウスの法則を理解する。
3週 電位と電位差 電位と電位差，等電位面を理解する。
4週 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極を理解する。
5週 コンデンサーと電気容量 コンデンサーの原理と電気容量を理解する。
6週 コンデンサーの接続，エネルギー コンデンサーの接続，エネルギーを理解する。
7週 （中間試験）
8週 電流，オームの法則，電力とジュール熱 電流の電子モデルを理解する。
9週 抵抗の接続，キルヒホッフの法則 直流回路におけるキルヒホッフの法則を理解する。
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10週 磁石による磁界，電流による磁界
磁気に関するクーロンの法則と磁力線を理解する。ビオ
－サヴァールの法則から直線電流と円形電流による磁界を
理解する。

11週 電流が磁界からうける力 電流が磁界からうける力を理解する。
12週 電磁誘導 電磁誘導，相互誘導，自己誘導を理解する。
13週 【実験】気柱の共鳴 気柱の共鳴現象から音叉の振動数を測定する。

14週 【実験】分光器による光の波長の測定
【実験】レンズの焦点距離の測定

分光器によって光の波長を測定する。
光学ベンチを使って，薄いレンズの焦点距離を測定する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 10 10 10 0 0 100
基礎的能力 70 10 10 10 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械製図
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材 植松育三ほか著「初心者のための機械製図」（森北出版）　大西清著「JISにもとづく機械設計製図便覧」（理工学社）
担当者 小沼 弘幸
到達目標
１．2D-CADを用いて製図ができ、その知識を問題解決に適用できる。
２．ジャッキを課題として、設計および製図について理解し、その知識を問題解決に適用できる。
３．バルブを課題として、スケッチ図や製図について理解し、その知識を問題解決に適用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
2D-CADを用いて製図ができ、そ
の知識を問題解決に適用できる。

2D-CADを用いて製図ができ、そ
の知識を利用できる。

2D-CADを用いて製図ができ、そ
の知識を理解できない。

ジャッキを課題として、設計およ
び製図について理解し、その知識
を問題解決に適用できる。

ジャッキを課題として、設計およ
び製図について理解し、その知識
を利用できる。

ジャッキを課題として、設計およ
び製図について理解し、その知識
を理解できない。

バルブを課題として、スケッチ図
や製図について理解し、その知識
を問題解決に適用できる。

バルブを課題として、スケッチ図
や製図について理解し、その知識
を利用できる。

バルブを課題として、スケッチ図
や製図について理解し、その知識
を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ２学年までに学んだ製図方法，各種部品規格，CADの操作のまとめとして，部品の組立図・部品図を課題として製図を

行う．また，製図の作業を通して，機械の設計や製作に関する知識や技術についても学ぶ．
授業の進め方と授業内
容・方法 ２つの製図課題について、その仕組みや用途を説明し、スケッチや設計製図を行う。

注意点 １年，２年の製図で学習した内容を存分に活かして課題を完成させてください．〆切も重視した評価点とします．２年
時に習得した２次元CADソフトを用いて、簡単な設計および製図を行います．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 課題１：機械製品①の製図（１） 機械部品の製図を通して、組立図およ部品図の図示法につ
いて理解する．

2週 課題１：機械製品①の製図（２） 機械部品の製図を通して、組立図およ部品図の図示法につ
いて理解する．

3週 課題１：機械製品①の製図（３） 機械部品の製図を通して、組立図およ部品図の図示法につ
いて理解する．

4週 課題１：機械製品①の製図（４） 機械部品の製図を通して、組立図およ部品図の図示法につ
いて理解する．

5週 課題２：機械製品②のスケッチ（１） スケッチを通して、機械製品の構造について理解する。
6週 課題２：機械製品②のスケッチ（２） スケッチを通して、機械製品の構造について理解する。
7週 中間試験
8週 課題２：機械製品②のスケッチ（３） スケッチを通して、機械製品の構造について理解する。

9週 課題３：機械製品②の製図（１） 製図を通して、図面の表示法や簡単な設計について理解す
る．

10週 課題３：機械製品②の製図（２） 製図を通して、図面の表示法や簡単な設計について理解す
る．

11週 課題３：機械製品②の製図（３） 製図を通して、図面の表示法や簡単な設計について理解す
る．

12週 課題３：機械製品②の製図（４） 製図を通して、図面の表示法や簡単な設計について理解す
る．

13週 課題３：機械製品②の製図（５） 製図を通して、図面の表示法や簡単な設計について理解す
る．

14週 課題３：機械製品②の製図（６） 製図を通して、図面の表示法や簡単な設計について理解す
る．

15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
定期試験 小テスト 課題 合計

総合評価割合 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 100 100
分野横断的能力 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 工業力学
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 入江敏博「詳解工業力学」理工学社（1983）
担当者 平澤 順治
到達目標
１．力学に関する基礎的知識を学習し，物体にはたらく力と運動について正しく理解できる．
 ２．物理学の基本公式を工学的な問題に応用し，問題解決の道筋が立てられる．
 ３．単位も含めて，妥当な数値を算出できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
力学に関する基礎的知識と物体に
はたらく力と運動を理解し、問題
解決に適用できる。

力学に関する基礎的知識と物体に
はたらく力と運動を理解している
。

力学に関する基礎的知識と物体に
はたらく力と運動を理解していな
い。

物理学の基本公式を工学的な問題
に応用し，問題解決の道筋が立て
られる。

物理学の基本公式を工学的な問題
に応用できる。

物理学の基本公式を工学的な問題
に応用できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 力学の工学応用の基礎となる，物体にはたらく力と運動について学習する．
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点 工業力学は，低学年で習得した物理の知識と，高学年で習得する専門科目の架け橋となる教科です．演習問題へのアプ
ローチと解法を中心に講義を進めますので，疑問に思った所は逐一質問してください．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 概要，一点に働く力 本授業の位置付け，単位系および有効数字を理解する
．１点に働く力の扱いについて復習する．

2週 剛体に働く力（１） 剛体に働く力の合成・分解について理解する．
3週 剛体に働く力（２） モーメントと偶力について理解する．
4週 剛体に働く力（３） 支点と反力，およびトラスについて理解する．
5週 重心（１） 重心の意味と位置の求め方について理解する．
6週 重心（２） 複雑な形状の重心位置の求め方について理解する．
7週 （中間試験）
8週 速度と加速度（１） 直線運動について理解する．
9週 速度と加速度（２） 曲線運動と放物運動について理解する．
10週 速度と加速度（３） 円運動について理解する．
11週 力と運動法則（１） ニュートンの運動法則について理解する．
12週 力と運動法則（２） ダランベール原理について理解する．
13週 力と運動法則（３） 求心力と遠心力について理解する．
14週 力と運動法則（４） 天体の運動について理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 剛体の運動（１） 剛体の平面運動について理解する．
2週 剛体の運動（２） 慣性モーメントについて理解する．
3週 剛体の運動（３） 剛体の回転運動について理解する．
4週 摩擦（１） 静摩擦について理解する．
5週 摩擦（２） 動摩擦について理解する．
6週 摩擦（３） ベルトの摩擦について理解する．
7週 （中間試験）
8週 仕事とエネルギ（１） 仕事とエネルギについて理解する．
9週 仕事とエネルギ（２） 力学エネルギ保存の法則について理解する．
10週 仕事とエネルギ（３） 動力，効率について理解する．
11週 仕事とエネルギ（４） 定滑車，動滑車の働きについて理解する．
12週 運動量と力積（１） 運動量と力積について理解する．
13週 運動量と力積（２） 角運動量と角力積について理解する．
14週 運動量と力積（３） 運動量保存の法則について理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
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総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料力学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 後期 週時限数 2

教科書/教材 西村　尚編著「ポイントを学ぶ材料力学」（丸善）／西村　尚編著「例題で学ぶ材料力学」（丸善）／村上敬宣ら著 「
材料力学演習」(森北出版)

担当者 金成 守康
到達目標
1．単軸応力状態の棒に生ずる垂直応力やひずみ受ける棒のせん断応力の式が導けること.
2．軸の不静定問題において，荷重，変位，応力，およびひずみが求められること.
3．静定はりの支持方法を理解し，断面に生ずるせん断力，曲げモーメントの概念を理解すること.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
単軸応力状態の棒に生ずる垂直応
力やひずみ受ける棒のせん断応力
の式導出を応用できる

単軸応力状態の棒に生ずる垂直応
力やひずみ受ける棒のせん断応力
の式導出ができる

単軸応力状態の棒に生ずる垂直応
力やひずみ受ける棒のせん断応力
の式導出が不十分

軸の不静定問題において，荷重
，変位，応力，およびひずみの式
導出を応用できる

軸の不静定問題において，荷重
，変位，応力，およびひずみの式
導出ができる

軸の不静定問題において，荷重
，変位，応力，およびひずみの式
導出が不十分

静定はりの支持方法を理解し，断
面に生ずるせん断力，曲げモーメ
ントの導出を応用できる

静定はりの支持方法を理解し，断
面に生ずるせん断力，曲げモーメ
ントの導出ができる

静定はりの支持方法を理解し，断
面に生ずるせん断力，曲げモーメ
ントの導出が不十分

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
構造物の力学的強度を把握するために必要な材料力学は，工業技術者にとって重要な基礎科目の一つである．講義では
，軸に生ずる応力やひずみの概念を理解すること，軸の不静定問題に習熟すること，および静定はりに関する基礎知識
を理解することを目的とする．

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は,定期試験の成績70%,レポートまたは小テスト総点30%の比率で行い,合計の成績が60点以上の者を合格と
する.

注意点 材料力学は、機械系の主要科目の一つであり，今後，1.5年間かけて学習するので，十分注意して理解してほしい.
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 材料力学序論 機械構造物の設計における材料力学の重要性を理解する．

2週 応力とひずみ 単軸引張・せん断において、応力とひずみの概念を理解す
る.

3週 弾性体における応力とひずみ(1) 単軸引張り・せん断において,応力からひずみを求める.
4週 弾性体における応力とひずみ(2) 単軸引張り・せん断において,応力からひずみを求める.
5週 工業用材料の機械的性質 引張り試験において得られる応力－ひずみ曲線を理解する.
6週 軸荷重を受ける棒(1) 簡単な形状の棒に生ずるりひずみおよびのびを求める.
7週 （中間試験）
8週 軸荷重を受ける棒(2) 複雑な形状の棒に生ずるひずみおよびのびを求める.
9週 引張り・圧縮の不静定問題(1) 静定および不静定の概念を理解する.
10週 引張り・圧縮の不静定問題(2) 簡単な不静定問題の応力およびひずみを求める.
11週 熱応力と残留応力 熱応力および残留応力を理解し,簡単な問題が解ける.
12週 真直はりの曲げモーメンﾄ はりの実例とそのせん断力などを理解する.
13週 はり，はりの支持方法 はりの実例とそのせん断力などを理解する.
14週 はりに加わる荷重とモーメント，静定はり はりに加わる荷重の形態,曲げモーメントの概念を理解する.
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 0 0 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 加工工学
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 平井三友ほか著「機械工作法」（コロナ社）
担当者 長谷川 勇治
到達目標
各種加工法の特徴を理解し、工作物に対して適切な加工方法を選択できる素養を得る。また技術者として重要な技術者倫理（知的財産、法令順
守）、国際貢献・地域貢献について認識する。
1.砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型の作り方・種類を得られる鋳物の特徴を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
2.溶接法を分類でき、ガス溶接および代表的なアーク溶接の接合方法を溶接部の特徴を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
3.各塑性加工法の特徴を主要方式の原理を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
4.切削加工の原理や切り屑の形態などを理解し、その知識を問題解決に適用できる。
5.研削加工の原理および砥石の三要素・五因子、砥石の種類と用途を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
6.技術者の役割と責任、使命と重要性、また国際社会・地域社会に貢献するために科学技術が果たせる役割を理解する。
7.知的財産に関する基本的な事項、法令順守の重要性を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

鋳造
砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解し、その知識を使用で
きる。

砂型鋳造の鋳型の要件および鋳型
の作り方・種類を得られる鋳物の
特徴を理解できない。

溶接
溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
を溶接部の特徴を理解し、その知
識を問題解決に適用できる。

溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
と特徴を理解し、その知識を使用
できる。

溶接法を分類でき、ガス溶接およ
び代表的なアーク溶接の接合方法
と特徴を理解できない。

塑性加工
各塑性加工法の特徴を主要方式の
原理を理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

各塑性加工法の特徴を理解し、そ
の知識を使用できる。

各塑性加工法の特徴を理解できな
い。

切削加工
切削加工の原理や切り屑の形態な
どを理解し、その知識を問題解決
に適用できる。

切削加工の原理や切り屑の形態を
理解し、その知識を使用できる。

切削加工の原理や切り屑の形態を
理解できない。

研削加工
研削加工の原理および砥石の三要
素・五因子、砥石の種類と用途を
理解し、その知識を問題解決に適
用できる。

研削加工の原理、砥石の三要素・
五因子を理解し、その知識を使用
できる。

研削加工の原理、砥石の三要素・
五因子を理解できない。

技術者倫理と国際貢献・地域貢献 技術者倫理について説明できる。 技術者倫理について理解できる。 技術者倫理について理解できない
。

知的財産・法令順守 知的財産・法令順守について説明
できる。

知的財産・法令順守について理解
できる。

知的財産・法令順守について理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要

機械工学の原点は「ものづくり」であると考えることができる。機械技術者は、製作図を元に各種の工作機械を使用し
、「ものづくり」、すなわち素材から様々な製品を生産する。この素材から製品を製作する生産過程で要求される必要
な知識、すなわち、基本的な各種の加工方法を学ぶ。
また、技術者倫理（知的財産、法令順守）の基づく技術者の役割やふさわしい行動を学び、科学技術が国際貢献・地域
貢献に果たせる役割についても学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業はスライドを用いて進める。教科書の解説・補足を主とし、一部教科書に掲載のないテーマについても取り扱う。
定期試験のほかに、小テストによる確認テストを行い、評価の対象とする。

注意点
プレゼン資料は自宅からインターネットで閲覧することが可能なので、次回講義回予定の部分を予習しておくこと。ま
た、講義中にメモしたサブノートを見直し、自宅で講義ノートを作成してください。また、２年次の「電子制御実験」
で学んだ加工法を復習してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 技術者と科学技術と国際・地域貢献
技術者の役割と責任、使命と重要性を理解する。また、国
際社会における技術者としてふさわしい行動、地域社会に
貢献するために科学技術が果たせる役割を理解する。

2週 機械材料の種類
機械材料の機械的性質1

各種の機械材料の種類と用途を理解する。
機械材料の引張強さ、硬さを理解する。

3週 機械材料の機械的性質2 機械材料の靱性、疲労、クリープ強さを理解する。
4週 鋳造1 鋳物の作り方、鋳型の要件、構造および種類を理解する。

5週 鋳造2 精密鋳造法、ダイカスト法およびその他の鋳造法における
鋳物の作り方を理解する。

6週 鋳造3 鋳物の欠陥や鋳物用材料を理解する。
7週 中間試験

8週 技術者倫理の基本と実践 技術者の行動に関する基本的な責任事項、技術者倫理観に
基づいて、取るべきふさわしい行動を理解する。

9週 塑性加工1 鍛造・転造を特徴を理解する。
10週 塑性加工2 圧延およびその他の塑性加工を理解する。
11週 塑性加工3 プレス加工およびその他の塑性加工を理解する。
12週 溶接1 各種の溶接法を理解し分類できる。
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13週 溶接2 アーク溶接の接合方法とその特徴、アーク溶接の種類、ア
ーク溶接棒を説明できる。

14週 溶接3 ガス溶接の接合方法とその特徴、ガスとガス溶接装置、ガ
ス溶接棒とフラックスを説明できる。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 知的財産と法令順守 知的財産に関する基本的な事項、法令順守の重要性を理解
する。

2週 切削加工1 切削加工の原理、切削工具、工作機械の運動を理解する。

3週 切削加工2 切削工具材料の条件と種類および切削速度、送り量、切込
みなどの切削条件選定を理解する。

4週 切削加工3 バイトの種類と各部の名称、旋盤の種類と構造を理解する
。

5週 切削加工4 フライスの種類と各部の名称、フライス盤の種類と構造を
理解する。

6週 切削加工5 ドリルの種類と各部の名称、ボール盤の種類と構造を理解
する。

7週 中間試験
8週 研削加工1 砥石の三要素、構成、選定、修正のしかたを理解する。

9週 研削加工2 研削加工の原理、円筒研削と平面研削の研削方式を理解す
る。

10週 研削加工3 その他の研削方式を理解する。

11週 精密加工および特殊加工1 ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を理解
する。

12週 精密加工および特殊加工2 ホーニング、超仕上げ、ラッピングなどの研削加工を理解
する。

13週 プラスチック加工1 プラスチック加工の各加工法の特徴を理解する。
14週 プラスチック加工2 プラスチック加工の各加工法の特徴を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
定期試験 小テスト レポート 合計

総合評価割合 70 30 0 100
基礎的能力 0 10 0 10
専門的能力 70 20 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0

3 － 39



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 西巻正郎他「電気回路の基礎」（森北出版）
担当者 住谷 正夫
到達目標
1.交流回路網の解析方法の知識を理解し、問題解決に適用できる。
2.交流電力について理解し、問題解決に適用できる。
3.変圧器結合回路，周波数特性，共振回路について理解し、問題解決に適用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
交流回路網の解析方法の知識を理
解し、問題解決に適用できる。

交流回路網の解析方法の知識を理
解し、使用できる。

交流回路網の解析方法の知識を理
解できない。

交流電力について理解し、問題解
決に適用できる。

交流電力について理解し、使用で
きる。 交流電力について理解できない。

変圧器結合回路，周波数特性，共
振回路について理解し、問題解決
に適用できる。

変圧器結合回路，周波数特性，共
振回路について理解し、使用でき
る。

変圧器結合回路，周波数特性，共
振回路について理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電気，電子工学の基礎となる交流回路の解析方法を学び，基本的な交流回路から交流回路網まで解析ができるように学

習する.また，変圧器結合回路，周波数特性および共振回路を理解し動作解析ができるようにする．
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点

成績の評価は、定期試験の成績を80％、課題および授業での発表等の成績を20％で行い、合計の成績が60点以上の者を
合格にする．
電子制御工学科の電気，電子系科目の基礎科目です．不明な点は曖昧なままにしないで，授業中や放課後に積極的に質
問して下さい．2年で学んだ電気回路の上に位置しますので，しっかり復習しておいてください．講義ノートの内容を見
直し、講義に関する例題・演習問題を解き、講義で示した次回予定の部分を予習しておいて下さい．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 交流回路の基礎事項復習 フェーザ表示、複素数表示の相互変換について理解する
2週 交流回路の基礎事項復習 交流回路におけるRLCの作用について理解する

3週 ２端子回路の直列接続 ２端子回路の直列接続おける合成インピーダンスについて
理解する

4週 ２端子回路の並列接続 ２端子回路の並列接続おける合成アドミタンスについて理
解する

5週 ２端子回路の直列接続 ２端子回路網の各種問題の解き方について理解する

6週 交流回路網 交流定電圧源、定電流源について理解するとともに、等価
回路について理解する

7週 交流回路網 キルヒホッフ則を用いた交流回路網の解析を理解する
8週 （中間試験）
9週 交流回路網 重ね合わせの理を用いた交流回路網の解析を理解する
10週 交流回路網 鳳・テブナンの定理を用いた交流回路網の解析を理解する
11週 交流電力 有効電力や力率について理解する

12週 交流電力 力率の改善方法や各種交流回路の電力および力率の求め方
について理解する

13週 実効値 正弦波や三角波の定積分を用いた解析を理解する

14週 実効値 正弦波や三角波の定積分を実際の数値を用いた解析を理解
する

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 電磁誘導結合回路 電磁誘導結合と相互インダクタンスについて理解する

2週 電磁誘導結合回路 電磁誘導結合回路の一般理論と特別な場合について理解す
る

3週 電磁誘導結合回路の演習 電磁誘導結合回路の問題解析を行って理解する
4週 変圧器結合回路 変圧器結合回路を理解する
5週 変圧器結合回路の演習 変圧器結合回路の問題解析を行って理解する
6週 交流回路の周波数特性 ＲＬＣそれぞれの周波数特性を理解する
7週 ＲＬＣ合成インピーダンスの周波数特性 ＲＬＣ合成インピーダンスの周波数特性を理解する
8週 （中間試験）
9週 ＲＬＣ合成アドミタンスの周波数特性 ＲＬＣ合成アドミタンスの周波数特性を理解する
10週 ＲＬＣ合成回路の周波数特性 ＲＬＣ合成回路の周波数特性を理解する
11週 直列共振 ＲＬＣ並列共振回路を理解する
12週 並列共振 ＲＬＣ並列共振回路を理解する
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13週 対称３相交流 対称３相交流を理解する
14週 Ｙ－Δ結線および変換 結線方法および変換方法を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

3 － 41



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子回路Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 藤井信生著「アナログ電子回路」（オーム社）
担当者 岡本 修
到達目標
(1)半導体素子の動作原理の知識を理解し、使うことができる。
(2)トランジスタ回路の簡単なバイアス回路の設計法と動作解析法の知識を理解し、使うことができる。
(3)トランジスタ回路の増幅度、周波数特性や帰還増幅度の知識を理解し、使うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
半導体素子の動作原理の知識を理
解し、使うことができる。

半導体素子の動作原理の知識を理
解している。

半導体素子の動作原理を理解でき
ない。

トランジスタ回路の簡単なバイア
ス回路の設計法と動作解析法の知
識を理解し、使うことができる。

トランジスタ回路の簡単なバイア
ス回路の設計法と動作解析法の知
識を理解している。

トランジスタ回路の簡単なバイア
ス回路の設計法と動作解析法を理
解できない。

トランジスタ回路の増幅度、周波
数特性や帰還増幅度の知識を理解
し、使うことができる。

トランジスタ回路の増幅度、周波
数特性や帰還増幅度の知識を理解
している。

トランジスタ回路の増幅度、周波
数特性や帰還増幅度を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ダイオード、トランジスタなどの半導体素子の特性を学ぶとともに、増幅器を中心として、これらの素子を用いたアナ

ログ電子回路の基本動作を理解し、その回路設計法を習得する。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
2年次で「電気回路」で学習した知識が基礎となります。また並行して学習する3年次の「電気回路」の十分な理解が前
提になります。
 講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電子回路に必要な知識 電圧源、電流源、制御電源、デシベル、周波数特性の表現
2週 半導体とは 第III族、IV族（Si、Ge）、V族物質の原子構造モデル
3週 半導体中の電気伝導 真性半導体、不純物半導体、ドナー、アクセプタ
4週 ｐｎ接合とダイオード キャリア（自由電子、ホール）の移動と再結合、整流作用
5週 バイポーラトランジスタの動作 トランジスタ作用
6週 バイポーラトランジスタの特性 入力特性、出力特性
7週 （中間試験）
8週 ＦＥＴの動作と特性 伝達特性、出力特性
9週 ダイオードの直流および交流等価回路 直流成分と交流成分
10週 トランジスタの直流等価回路 Ｔ型等価回路
11週 トランジスタの交流等価回路 小信号Ｔ型等価回路、ｈパラメータ
12週 ＦＥＴの直流および交流等価回路 相互コンダクタンス
13週 バイアス回路の設計１（ダイオード回路）） 動作点、直流負荷線、交流負荷線
14週 バイアス回路の設計２（トランジスタ回路１） 動作点、直流負荷線、交流負荷線
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 バイアス回路の設計３（トランジスタ回路２） 動作点、直流負荷線、交流負荷線
2週 バイアス回路の設計４（ＦＥＴ回路） 動作点、直流負荷線、交流負荷線
3週 ナレータ・ノレータモデル
4週 エミッタ接地増幅回路 エミッタ接地回路の増幅特性解析
5週 ソース接地増幅回路 ソース接地増幅回路の特性解析
6週 増幅器の特性を表す諸量　 電圧利得、電流利得、入力/出力インピーダンス
7週 （中間試験）
8週 RC回路の周波数特性 低周波特性、高周波特性と位相
9週 容量結合と周波数特性 トランジスタ回路における容量の影響
10週 ミラー効果を考慮した周波数特性 高域遮断周波数、帯域幅
11週 負帰還増幅回路　　 正帰還と負帰還
12週 負帰還の原理と効果 ループ利得
13週 負帰還方式 負帰還回路の種類
14週 負帰還回路 直列帰還や並列帰還回路を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

3 － 42



評価割合
定期試験 課題等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：安達三郎, 大貫繁雄, 「電磁気学」（森北出版）、参考書：小塚洋二, 「電磁気学～その物理像と詳論～」（森
北出版）

担当者 荒川 臣司
到達目標
1. 基本となる定理や法則が示せ、その意味が説明できる
2. 電界および磁界に関する物理量の計算や式の導出ができる
3. 身の周りの簡単な電磁現象が説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
電磁気学の基礎となる定理や法則
を理解し，式の導出ができる．

電磁気学の基礎となる定理や法則
を理解する．

電磁気学の基礎となる定理や法則
を理解していない．

電界および磁界に関する物理量の
計算や式を理解し、利用できる。

電界および磁界に関する物理量の
計算や式を理解している。

電界および磁界に関する物理量の
計算や式を理解していない。

身の周りの簡単な電磁現象を説明
でき，計算できる．

身の周りの簡単な電磁現象を説明
できる．

身の周りの簡単な電磁現象を説明
できない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 電界や磁界が、電荷や電流からどのように得られるかを学び、基本的な電気・磁気現象について理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は教科書に沿って進めます。

注意点 電子制御工学科の電気・電子系科目の基礎科目です。電磁気学の理解には、演習問題をたくさん解くことが役立つと言
われています。演習問題をできる限り多く解くことを勧めます。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電荷(1) 物質と電荷について理解する。
2週 電荷(2) クーロンの法則について理解する。
3週 真空中の静電界(1) 電界と電気力線、電位差と電位について理解する。
4週 真空中の静電界(2) 等電位面と電位の傾きについて理解する。
5週 真空中の静電界(3) ガウスの法則について理解する。
6週 真空中の静電界(4) 帯電導体の電荷分布と電界について理解する。
7週 （中間試験）
8週 導体系と静電容量(1) 導体系、静電しゃへいについて理解する。
9週 導体系と静電容量(2) 静電容量、コンデンサの接続について理解する。

10週 導体系と静電容量(3) コンデンサに蓄えられるエネルギー、エネルギーと帯電導
体に働く力について理解する。

11週 誘電体(1) 誘電体と比誘電率、誘電体の分極について理解する。
12週 誘電体(2) 誘電体中のガウスの法則について理解する。
13週 誘電体(3) 誘電体境界面での境界条件について理解する。
14週 誘電体(4) 誘電体中に蓄えられるエネルギーと力について理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 真空中の静磁界(1) 磁界、電流による磁界と磁束について理解する。
2週 真空中の静磁界(2) アンペアの右ねじの法則について理解する。

3週 真空中の静磁界(3) ビオサバールの法則、アンペアの周回積分の法則について
理解する。

4週 真空中の静磁界(4) 電磁力について理解する。

5週 静磁界に関する総復習(1) 静磁界に関して学んだことをしっかり理解したか確認し、
理解を確実なものにする。

6週 静磁界に関する総復習(2) 静磁界に関して学んだことをしっかり理解したか確認し、
理解を確実なものにする。

7週 （中間試験）
8週 電磁誘導(1) ファラデーの法則について理解する。
9週 電磁誘導(2) 物体の運動による起電力について理解する。
10週 電磁誘導(3) 渦電流について理解する。
11週 電磁誘導(4) 表皮効果について理解する。

12週 電磁誘導に関する総復習(1) 電磁誘導に関して学んだことをしっかり理解したか確認し
、理解を確実なものにする。

13週 電磁誘導に関する総復習(2) 電磁誘導に関して学んだことをしっかり理解したか確認し
、理解を確実なものにする。

14週 電磁誘導に関する総復習(3) 電磁誘導に関して学んだことをしっかり理解したか確認し
、理解を確実なものにする。
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15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 プログラミングⅡ
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：高橋麻奈「やさしいＣ 第4版」(SB Creative)  参考書：柴田望洋「新・明解Ｃ言語 入門編」(SB Creative)
担当者 荒川 臣司
到達目標
1. Windows上の統合環境の中で，C言語ソースコードの入力，コンパイル，実行，デバッグなどが行える
2. 各種の演算子，条件判断文，繰り返し文が正しく使用できる
3. 配列を宣言して初期化できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
Windows上の統合環境の中で
，C言語ソースコードの入力，コン
パイル，実行，デバッグなどを理
解し、その知識を使用できる。

Windows上の統合環境の中で
，C言語ソースコードの入力，コン
パイル，実行，デバッグなどを理
解している。

Windows上の統合環境の中で
，C言語ソースコードの入力，コン
パイル，実行，デバッグなどを理
解していない。

各種の演算子，条件判断文，繰り
返し文を理解し、
使うことができる。

各種の演算子，条件判断文，繰り
返し文を理解している。

各種の演算子，条件判断文，繰り
返し文を理解していない。

配列の宣言と初期化を理解し、
使うことができる。

配列の宣言と初期化を理解してい
る。

配列の宣言と初期化を理解してい
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
Ｃ言語文法の前半部を学ぶ。単元内容を解説したあとで必ず例題を示して，その具体的な使い方を知る。また実際に3週
に1回程度，コンピュータ演習室においてWindows上のVisualC++コンパイラを用いたプログラミング演習を行う。そ
れにより理解を深め，知識を確実なものにする。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義ノートの内容を見直し，講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習し
ておくこと。

注意点
プログラミング技術はたくさんの演習を行い，エラーを出しながらそれらを自分の手で修正していく過程で上達する。
一人ひとりが演習に主体的に取り組んで欲しい。また，VisualStudioCommunity(Microsoft社)などフリーソフトのCコ
ンパイラがインターネット上で公開されているので，それを入手して個人のコンピュータ環境で動作させてみることも
勧める。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 プログラムのしくみ，作成と実行 プログラムの動作，コンパイル，リンクを理解する
2週 画面出力，文字と数値 画面出力の方法を理解する

3週 プログラミング演習 演習を通してWindowsプログラミングの基本操作手順を学
ぶとともに，第1～2週の内容を深く理解する

4週 変数(1) 変数の名前と型を理解する
5週 変数(2) 変数の宣言と数値代入の方法を理解する
6週 プログラミング演習 演習を通して第4～5週の内容を深く理解する
7週 （中間試験）
8週 変数(3) キーボードからのデータ入力方法を理解する
9週 式と演算子(1) 式のしくみと演算の意味を理解する
10週 式と演算子(2) 演算子の種類を理解する
11週 プログラミング演習 演習を通して第8～10週の内容を深く理解する
12週 式と演算子(3) 演算子の優先順位を理解する
13週 式と演算子(4) 変数の型変換を理解する
14週 プログラミング演習 演習を通して第12～13週の内容を深く理解する
15週 （期末試験）
16週 復習 前期に学んだ内容を総合的に理解する

後期

1週 条件判断(1) if文を理解する
2週 条件判断(2) switch文を理解する
3週 プログラミング演習 演習を通して第1～2週の内容を深く理解する
4週 条件判断(3) 論理演算子を理解する
5週 繰り返し文(1) for文を理解する
6週 プログラミング演習 演習を通して第4～5週の内容を深く理解する
7週 （中間試験）
8週 繰り返し文(2) while文を理解する
9週 繰り返し文(3) 文のネスト，処理の流れの変更方法を理解する
10週 プログラミング演習
11週 配列(1) 配列のしくみ，宣言方法を理解する
12週 配列(2) 配列の初期化方法を理解する
13週 配列(3) 多次元配列を理解する
14週 プログラミング演習 演習を通して第11～13週の内容を深く理解する
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15週 （期末試験）
16週 復習 後期に学んだ内容を総合的に理解する

評価割合
定期試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

3 － 47



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御工学実験
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 電子制御工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 3
教科書/教材 教科書：プリント使用
担当者 飛田 敏光,菊池 誠,金成 守康,長谷川 勇治,平澤 順治,岡本 修,加藤 文武
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し、説明・説得できる。
4.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
5.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して十分な準備の下で目的を達
成した

実験装置・器具・情報機器等を利
用して実験を遂行できた 実験を遂行できない

実験等を通じて各テーマの目的や
内容を理解した

実験等を通じて各テーマの実験内
容について理解した 実験の目的や内容を理解できない

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
・説得できる

実験から得られたデータや演習内
容について理解し、論理的に説明
できる。

実験から得られたデータや演習内
容について理解できない。

期限内に自らの考えを論理的に記
述し、考察を加えた報告書を提出
できる

期限内に自らの考えを論理的に記
述した報告書を提出できる 期限内に報告書を提出できない

実験・演習を通じて積極的に討議
やコミュニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 授業で学んだ知識を実験を通してより深く理解する.各種測定機器の取り扱い方法を習得するとともに，報告書の作成方

法を学ぶことにより技術者としての資質を育成する.

授業の進め方と授業内
容・方法

実験はPBL方式と複数テーマ式で行い、複数テーマについては複数人の班編成でローテーション方式で行う。ガイダンス
にて、実験日程、班編成等について説明を行う。レポートの提出期限は、原則として各テーマの実験が終了した次回実
験日とする。

注意点 成績の評価は，実験への取り組み状況50％，レポートの内容50％で行い，合計の成績が60点以上を合格とする.ただし
，提出すべきレポートのうち1通でも未提出がある場合には不合格とする.

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 実験ガイダンス 実験の班，実施日程，報告書の作成方法を説明する
2週 論理回路（PBL形式）1（1週） 基本論理素子の動作を理解する。PBL形式で実施する
3週 論理回路（PBL形式）2（1週） 基本論理素子の動作を理解する。PBL形式で実施する
4週 論理回路（PBL形式）3（1週） 基本論理素子の動作を理解する。PBL形式で実施する

5週 共振回路（1週） 共振回路の共振曲線を測定し，Qの意味と電磁誘導結合回
路の動作を理解する

6週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
7週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
8週 R-L-C回路（1週） 交流回路での抵抗，コイル，コンデンサの性質を理解する
9週 温度測定（センサの特性）（1週） 各種温度計測センサの比較を行い，その特性を理解する

10週 リミッタ・スライサ（1週） ダイオードの非線形特性を利用して，波形操作回路を構成
し，その入出力特性および動特性を測定する

11週 交流ブリッジ（1週） Ｌ、Ｃを測定して特性を理解する
12週 サイリスタの特性（1週） サイリスタの特性を理解する
13週 ダイオードとトランジスタの特性（1週） ダイオードとトランジスタの特性を理解する
14週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
15週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
16週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する

後期

1週 実験ガイダンス
2週 論理回路（PBL形式）4（1週） 基本論理素子の動作を理解する。PBL形式で実施する
3週 論理回路（PBL形式）5（1週） 基本論理素子の動作を理解する。PBL形式で実施する

4週 慣性モーメントの測定（1週） 振動周期の測定実験から，慣性モーメントの概念を理解す
る

5週 リンク・カムの実験（1週） リンク機構とカム装置の概念を理解する
6週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
7週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する

8週 シーケンス制御Ⅰ（1週） リレー，プラグラマブルコントローラによるシーケンス制
御を理解する
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9週 シーケンス制御Ⅱ（1週） アクチュエータを用いた実験により，シーケンス制御を理
解する

10週 長さセンサ（1週） 差動変圧器，光エンコーダなどのしくみを理解する
11週 モータの動作（1週） 直流モーターの動作および特性を理解する

12週 マイコン制御Ⅰ（1週） ＣプログラミングによるＨ８マイコンの制御について理解
する（Ｃ言語テキストを持参）

13週 マイコン制御Ⅱ（1週） ＣプログラミングによるＨ８マイコンロボットの制御につ
いて理解する（Ｃ言語テキストを持参）

14週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
15週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
16週 レポート返却 レポートの返却を行う

評価割合
実験遂行 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：高専テキストシリーズ「物理　上」と「物理　下」(森北出版) ，演習書：Let's Try Note 4単位物理　Vol.2 熱
・波編，Vol.3 電磁気編（東京書籍）

担当者 三橋 和彦,佐藤 桂輔,原 嘉昭,大石 一城,千葉 薫
到達目標
1.波とは何か，波の干渉について理解し説明できる。
2.音や光に関する身の回りのさまざまな現象を,波固有の性質から論理的に説明できるようになる。
3.自然界の電磁気現象に関する基本的な概念や法則を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 波とは何か，波の干渉について理
解し説明できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できない。

評価項目2
音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に説明できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できない。

評価項目3
自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解して説明で
きる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 前期は波の基本的な性質と，音や光など私たちの身の回りにある波がおりなす様々な現象を論理的に学ぶ。

後期は静電界やコンデンサー，直流回路，静磁界，ローレンツ力を学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

身近な事象との関連を意識しながら学習すること。
宿題，課題は期日を守って提出すること。

注意点 成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の
成績が60点以上の者を合格とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ２年生までの復習 ２年生までの復習を行う。

2週 １．直線上を伝わる波
正弦波の伝搬式 正弦波の伝搬式を導く。

3週 波の反射，定常波 波の反射と定常波について理解する。

4週 ２．平面を伝わる波
ホイヘンスの原理，波の干渉と回折

平面を伝わる波の伝わり方をホイヘンスの原理で理解する
。
平面を伝わる波の干渉と回折の現象を理解する。

5週 波の反射，屈折，全反射 波の反射，屈折，全反射を理解する。

6週 ３．音波
音波，うなり 音の三要素とうなりを理解する。

7週 （中間試験）
8週 発音体の固有振動，共振と共鳴 弦，気柱の固有振動，共振と共鳴を理解する。

9週 音波のドップラー効果 音源と観測者が運動するときのドップラー効果を理解する
。

10週 ４．光波
光の本質，光の反射と屈折，全反射

光とは何か，光速の測定，光の反射と屈折の法則，光の全
反射を理解する。

11週 光の干渉 ヤングの干渉実験と薄膜による光の干渉について理解する
。

12週 回折格子とスペクトル 回折格子の原理と光のスペクトルについて理解する。
13週 光の分散，偏光，散乱 光の分散，偏光，光の散乱について理解する。

14週 凸レンズと凹レンズによる像
組み合わせレンズとレンズの応用

レンズによる物体の像を作図し，レンズの式を導く。
組み合わせレンズを応用した光学機器について理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ５．電磁気
帯電，クーロンの法則 帯電，クーロンの法則を理解する。

2週 電界，電気力線，ガウスの法則 電界，電気力線，ガウスの法則を理解する。
3週 電位と電位差 電位と電位差，等電位面を理解する。
4週 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極を理解する。
5週 コンデンサーと電気容量 コンデンサーの原理と電気容量を理解する。
6週 コンデンサーの接続，エネルギー コンデンサーの接続，エネルギーを理解する。
7週 （中間試験）
8週 電流，オームの法則，電力とジュール熱 電流の電子モデルを理解する。
9週 抵抗の接続，キルヒホッフの法則 直流回路におけるキルヒホッフの法則を理解する。
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10週 磁石による磁界，電流による磁界
磁気に関するクーロンの法則と磁力線を理解する。ビオ
－サヴァールの法則から直線電流と円形電流による磁界を
理解する。

11週 電流が磁界からうける力 電流が磁界からうける力を理解する。
12週 電磁誘導 電磁誘導，相互誘導，自己誘導を理解する。
13週 【実験】気柱の共鳴 気柱の共鳴現象から音叉の振動数を測定する。

14週 【実験】分光器による光の波長の測定
【実験】レンズの焦点距離の測定

分光器によって光の波長を測定する。
光学ベンチを使って，薄いレンズの焦点距離を測定する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 3

教科書/教材 教科書：柴田尚志著「電気回路Ⅰ」（コロナ社）：２学年で使用した教科書、 参考書：小郷寛原著、小亀・石亀共著「
基礎からの交流理論」（電気学会）、雨宮好文著「基礎電気回路」（ オーム社）

担当者 皆藤 新一
到達目標
１．記号法を用いた正弦波交流回路の各種解法をマスターし、定常状態における基本的な交流回路が解けるようにする。
２．平衡三相交流回路の特長を理解し、三相回路の電圧、電流、電力を求められるようにして、電力工学の基礎知識を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
キルヒホッフの法則や合成インピ
ーダンス、分圧・分流の考え方を
用いて交流回路の計算ができる。

キルヒホッフの法則を用いて簡単
な交流回路の計算ができる。

キルヒホッフの法則を用いて交流
回路の計算ができない。

各種回路解法（重ねの理、テブナ
ンの定理、ループ電流法、節点電
位法）を駆使して回路の計算がで
きる。

各種回路解法（重ねの理、テブナ
ンの定理、ループ電流法、節点電
位法）を用いて回路の計算ができ
る。

各種回路解法（重ねの理、テブナ
ンの定理、ループ電流法、節点電
位法）を用いて回路の計算ができ
ない。

交流ブリッジ回路や直列共振回路
、並列共振回路の計算ができる。

交流ブリッジ回路や直列共振回路
、並列共振回路の基本的な計算が
できる。

交流ブリッジ回路や直列共振回路
、並列共振回路の計算ができない
。

相互誘導を説明し、相互誘導回路
や理想変圧器を含む回路の計算が
できる。

相互誘導を説明し、相互誘導回路
や理想変圧器を含む簡単な回路の
計算ができる。

相互誘導を説明し、相互誘導回路
や理想変圧器を含む回路の計算が
できない。

各種平衡三相回路の電圧、電流、
電力を求められる。

簡単な平衡三相回路の電圧、電流
、電力を求められる。

平衡三相回路の電圧、電流、電力
を求められない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ２年次での電気回路の継続で、まず記号法による交流回路の各種解法に習熟する。次に三相回路について学び、４年次

以降で学ぶ電気機器、エネルギー変換工学、電力システム工学などの電力工学の基礎知識を修得する。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義主体で授業は行い、評価は定期試験と課題を含めたノートの取りまとめ状況で行う。

注意点
２学年までに電気回路や数学で学んだ基礎的な知識が実際の交流回路の解法に生かされることになるので、三角関数や
行列を含め、これまで学んできた事項を復習しておくこと。
本教科は、卒業後，電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 1.記号法による交流回路の解法(1) ２学年で学んだ正弦波交流の特徴とjωを用いた交流回路の
解法（記号法）と交流電力を復習する。

2週 1.記号法による交流回路の解法(2)
記号法を用いたKCLやKVLを理解するとともに、合成イン
ピーダンス、合成アドミタンスの概念や交流回路における
分圧、分流を理解する。

3週 1.記号法による交流回路の解法(3) 電圧源と電流源の概念を理解し、これらの等価変換ができ
るようにする。

4週 2.重ねの理(1) 線形回路の特徴としての重ねの理を理解し、重ねの理を用
いた回路解法を習得する。

5週 2.重ねの理(2) 電圧源と電流源が混在する回路を重ねの理を用いて解析で
きるようにする。

6週 演習 理解不足な部分を演習を通して確実なものとする。
7週 中間試験

8週 3.テブナンの定理 等価電源の定理としてのテブナンの定理の意味を理解し、
テブナンの定理を用いた回路解法を習得する。

9週 4.交流ブリッジ(1) 交流ブリッジ回路の解法と平衡条件を理解する。

10週 4.交流ブリッジ(2) 相互誘導を復習し、相互インダクタンスや理想変圧器を含
むブリッジ回路が解析できるようにする。

11週 5.周波数特性
RL直列回路やRC直列回路などの簡単な交流回路について周
波数が変化したときの電圧、電流の大きさや位相の変化を
解析できるようにする。

12週 6.共振回路 RLC直列共振、並列共振回路を理解する。

13週 7.フェーザー軌跡 簡単な回路について周波数が変化したときのフェーザ軌跡
を理解する。

14週 演習 理解不足な部分を演習を通して確実なものとする。
15週 前期末試験
16週 総復習 これまでの総復習とまとめ

後期
1週 8.回路のグラフ 電気回路のグラフ、木、補木の概念を理解し、グラフから

ループ方程式を効率的にたてる手法を理解する。

2週 9.ループ電流法
ループ方程式における係数行列の物理的な意味を理解して
ループ方程式をチェックできるようにし、ループ電流法を
用いての回路解析を習得する。
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3週 10.節点電位法(1) グラフから節点方程式を効率的にたてる手法を理解する。
4週 10.節点電位法(2) 節点電位法を用いて回路を解けるようにする。
5週 11.三相回路の特徴 三相交流とはどのようなものであるかを理解する。

6週 12.三相回路の結線 Ｙ結線、Δ結線における線間電圧と相電圧、線電流と相電流
の関係を理解する。

7週 後期中間試験

8週 13.平衡三相回路(1) 平衡三相回路の１つであるＹ-Ｙ回路、Δ-Δ回路の解法を理
解する。

9週 13.平衡三相回路(2) 電源と負荷の結線方式が異なる場合（Ｙ-Δ回路、Δ-Ｙ回路
）を電源のＹ-Δ変換によって求める方法を理解する。

10週 13.平衡三相回路(3) インピーダンスのＹ-Δ変換を用いたＹ-Δ回路、Δ-Ｙ回路の
解法を理解する。

11週 14.平衡三相回路の電力 平衡三相回路の電力の特殊性を理解し、平衡三相回路の電
力を計算できるようにする。

12週 15.不平衡三相回路の解法 不平衡三相回路の回路解法を理解する。

13週 16.不平衡三相回路の電力と測定法 不平衡三相回路の電力の算出法を理解する。ブロンデルの
定理と二電力計による三相電力の測定法を理解する。

14週 17.対称座標法 対称座標法による電圧、電流の表示法と対称分を用いた不
平衡三相回路の解法を理解する。

15週 後期期末試験
16週 総復習 これまでの総復習とまとめ

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子計測
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 岩崎　俊「電磁気計測」（コロナ社）
担当者 関口 直俊
到達目標
１．交流電圧・電流・電力、インピーダンスの測定方法が理解できる。
２．オシロスコープによる波形観測方法が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
交流電圧・電流・電力、インピー
ダンスの測定について、具体例を
挙げて説明できる。

交流電圧・電流・電力、インピー
ダンスの測定方法が理解できる。

交流電圧・電流・電力、インピー
ダンスの測定方法の理解が十分で
はない。

評価項目2
オシロスコープによる波形観測に
ついて、具体例を挙げて説明でき
る。

オシロスコープによる波形観測方
法が理解できる。

オシロスコープによる波形観測方
法の理解が十分ではない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ２学年の電気電子計測で学んだことをもとに、電気に関する基本的な量の測定法について学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

　成績の評価は、定期試験の成績80％、および小テスト、レポートなどの成績20％で行い、合計の成績が60点以上のも
のを合格とする。
　この授業は、高学年で学ぶ予定の概念ならびに量を扱う場合もあるが、高学年の授業あるいは実験を行う際に、ここ
で学んだことを思い出し、役立てて欲しい。なお、本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開
設されている科目である。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 交流電圧・交流電流1 平均値と実効値を理解する
2週 交流電圧・交流電流2 交流電圧・電流の瞬時値を理解する

3週 交流電力　 瞬時電力，平均電力，有効電力，無効電力，力率，電力量
を理解する

4週 整流形計器 原理および構造とその波形誤差を理解する
5週 熱電形交流電流計 原理と構造，特徴を理解する
6週 電流力計形計器および可動鉄片形計器 原理と構造，特徴を理解する
7週 （中間試験）
8週 三電圧計法 三電圧計法による交流電力の測定を理解する
9週 三電流計法 三電流計法による交流電力の測定を理解する
10週 誘導形電力計 原理と構造，特徴を理解する

11週 インピーダンスとアドミタンス フェーザ・直角座標による表示を理解，コンダクタンス
，サセプタンスを理解する

12週 抵抗の回路モデル 抵抗の等価回路表現を理解する
13週 コイル・コンデンサの回路モデル コイル・コンデンサの等価回路表現を理解する　
14週 リアクタンス素子の損失 Q，損失係数を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 交流ブリッジ1 比例辺ブリッジ，積形ブリッジの平衡条件を使用して，イ
ンピーダンス測定を理解する

2週 交流ブリッジ2 変成器ブリッジの平衡条件を使用して，インピーダンス測
定を理解する

3週 Qメータによる測定　 Qメータの基本構成，Qメータを使用したコンデンサの測定
を理解する

4週 位相測定を用いた電圧電流計法 ベクトル電圧計・電流計を使用した電流電圧計法を理解す
る

5週 LCRメータ　 構成・原理と誤差補正を理解する
6週 記録計 自動平衡記録計，Ｘ-Ｙ記録計の基本構成・原理を理解する
7週 （中間試験）
8週 オシロスコープの原理1 アナログオシロスコープの基本構成・原理を理解する

9週 オシロスコープの原理2 ディジタルオシロスコープの基本構成・原理，アナログと
ディジタルオシロスコープの特徴と相違を理解する

10週 オシロスコープによる波形パラメータの測定 波形のパルス幅，立上がり時間，立下り時間を理解，プロ
ーブの基本構成を理解する

11週 周波数カウンタ 直接計数方式とレシプロカル方式の基本構成と原理を理解
する　

12週 ウィーンブリッジとLC共振周波数計 ウィーンブリッジ回路及びLC共振周波数計による測定を理
解する　
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13週 周波数の校正1 オシロスコープによるリサジュー図形の描き方を理解する
14週 周波数の校正2 リサジュー図形の振動振幅と初期位相差を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 前田和茂・小林俊雄「ビジュアルアプローチ電磁気学」（森北出版）
担当者 若松 孝
到達目標
１．電荷が形成する電場(電界)と電位に関する法則を修得し、電気現象の基本法則を使って、現象を説明できる。
２．電流が形成する静磁場(静磁界)に関する法則を修得し、磁気現象の基本法則を使って、現象を説明できる。
３．電磁力と電磁誘導に関する法則を修得し、電磁気学の基本法則を使って、現象を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1  計算力
静電磁界に関する複数の基本法則
や定義式を組み合わせて、電界ベ
クトルや電位、磁束密度などに関
する発展的な問題を計算できる。

静電磁界に関する基本法則をもと
に、電界ベクトルや電位、磁束密
度などを計算できる。

静電磁界に関する基本法則をもと
に、電界ベクトルや電位、磁束密
度などを計算できない。

評価項目2　法則の理解
電磁気学に関連する基本用語の意
味や基本法則を理解し、複数の基
本法則の関係についても説明でき
る。

電磁気学に関連する基本用語の定
義や基本法則を理解し、説明でき
る。

電磁気学に関連する基本用語の意
味や基本法則を理解しておらず、
説明できない。

評価項目3　
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 電界や磁界がその源である電荷や電流からどのように得られるのかを学び、基本的な電気、磁気現象について理解する

。また、多くの例題を自ら解くことにより、電磁気現象に対する考え方を修得する。
授業の進め方と授業内
容・方法 板書を主とする講義と受講生の問題演習により授業を進める。

注意点

電磁気現象を十分に理解するためには、微積分やベクトル解析を中心とした数学の知識が不可欠である。受講生は、学
んできた解析学の知識と計算力を高めるように日頃の復習を行うこと。教科書の演習問題や授業時に提示した問題を自
ら解いて、必ず復習すること。また、理解できない部分があれば、授業終了後やオフィスアワーなどの時間を利用して
質問してください。なお、本科目は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である
。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電荷 電荷の存在と性質を説明でき、電荷量に関する計算ができ
る

2週 電荷に働く力(クーロン力) クーロンの法則を説明でき、電荷間に働く力を計算できる

3週 力の重ね合わせの原理 クーロン力のベクトル合成を作図でき、その力の大きさを
計算できる

4週 電場(電場)と電気力線（１） 電場(電界)の概念を説明できる

5週 電場(電界)と電気力線（２） 点電荷の作る電気力線を描くことができ、電気力線と電界
との関係を説明できる

6週 電場(電界)と電気力線（３） 様々な電荷の作る電場(電界)を計算できる
7週 （中間試験）
8週 ガウスの法則（１） 電場(電界)に関するガウスの法則を説明できる

9週 ガウスの法則（２） ガウスの法則を用いて、線状や平面上に分布した電荷が作
る電場(電界)を計算できる

10週 ガウスの法則（３） ガウスの法則を用いて、球対称などに分布した電荷の作る
電場(電界)を計算できる

11週 電位（１） 電場のする仕事と電位を説明でき、電位と電場(電界)との
関係を説明できる

12週 電位（２） 点電荷やリング状電荷が作る電場(電界)を計算できる
13週 電位（３） 電気双極子のつくる電位を計算できる
14週 電位（４） 電気映像法を用いて電場(電界)や電位の計算ができる
15週 （期末試験）
16週 　総復習 これまでのまとめ

後期

1週 電流（１） 電流密度、導電率、抵抗率を説明できる
2週 電流（２） オームの法則とジュールの法則を説明できる
3週 電流と電磁力（１） 磁束密度や磁束を説明できる

4週 電流と電磁力（２） ベクトルで表したローレンツ力を説明でき、静磁場(静磁界
)が電流に及ぼす力(電磁力)を説明できる

5週 電流と静磁場(静磁界）（１）　 ビオ・サバールの法則を用いて、無限直線電流の作る静磁
場(静磁界)を計算できる

6週 電流と静磁場(静磁界)（２） ビオ・サバールの法則を用いて、円電流などの作る静磁場
(静磁界)を計算できる

7週 （中間試験）　

8週 電流と静磁場(静磁界)（３） アンペールの法則を用いて、無限直線電流の作る静磁場(静
磁界)を計算できる
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9週 電流と静磁場(静磁界)（４） アンペールの法則を用いて、円筒状など電流の作る静磁場
(静磁界)を計算できる

10週 電流と静磁場(静磁界)（５） 磁気双極子モーメントを説明できる
11週 電磁誘導（１） ファラデーの法則とレンツの法則を説明できる
12週 電磁誘導（２） 磁界中を運動する導体に発生する起電力を計算できる
13週 インダクタンス（１） 自己インダクタンスを説明でき、計算できる
14週 インダクタンス（２） 相互インダクタンスを説明でき、計算できる
15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでのまとめ

評価割合
試験 課題レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子回路Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：藤井　信生，他「電子回路」（実教出版） 参考書：篠田　谷口，宇野「半導体デバイス工学」（昭晃堂）、　
桜庭　一郎，他「電子回路」（森北出版）

担当者 長洲 正浩
到達目標
１．電子、正孔とはなにか、それらの運動について説明できるようなる。
２．各種半導体素子の動作原理とその出力特性を説明できるようになる。
３．トランジスタやMOSFETで構成される各種増幅器、演算増幅器を学び、バイアス設計や動作量を計算し、説明できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 電子、正孔とはなにか、それらの
運動について説明できる。

電子、正孔とはなにか、それらの
運動について理解できる。

電子、正孔とはなにか、それらの
運動について理解できない。

評価項目2 各種半導体素子の動作原理とその
出力特性を説明できる。

各種半導体素子の動作原理とその
出力特性を理解できる。

各種半導体素子の動作原理とその
出力特性を理解できない。

評価項目3
トランジスタやMOSFETで構成さ
れる各種増幅器、演算増幅器を学
び、バイアス設計や動作量を計算
し、説明できる。

トランジスタやMOSFETで構成さ
れる各種増幅器、演算増幅器を学
び、バイアス設計や動作量を計算
し、理解できる。

トランジスタやMOSFETで構成さ
れる各種増幅器、演算増幅器を学
び、バイアス設計や動作量を計算
し、理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 半導体物理の概要、および各種半導体素子の動作原理とその特性を学ぶ。後期は、半導体を用いた増幅回路の原理、代

表的な増幅回路の基本動作と設計手法を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

この科目は、４学年で開講している電子回路Ⅱの基礎となるものである。半導体の基礎を学び、半導体素子の基本構造
と動作から、目的とする回路がどのように構成（設計）されるのか、電子回路の基礎を理解して欲しい。

注意点 本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．シリコン基板中の電子輸送 授業の概要、固体物理（シリコン結晶）、キャリアの発生
メカニズムを学ぶ。

2週 不純物ドーピングによるキャリア濃度の制御、キャリアの
散乱や拡散現象を学ぶ。

3週 キャリアの移動（ドリフト）とはどのような現象かを学ぶ
。

4週 ２．PN接合
（ダイオードの動作原理と特性） PN接合構造（ダイオード）についてを学ぶ。

5週 ダイオードの電流電圧特性（順方向、逆方向バイアス動作
）を学ぶ。

6週 ダイオードの電気容量やダイオードを使った簡単な回路
（整流動作）の動作を学ぶ。

7週 （中間試験）

8週 ３．バイポーラトランジスタ PN接合特性をもとにトランジスタの動作原理を説明できる
ようにする。

9週 トランジスタの特性を表すパラメータ（エミッタ接地電流
利得など）について学ぶ。

10週 トランジスタの出力特性を学ぶ。
11週 ４．トランジスタ増幅回路の基礎 授業の概要、増幅の原理を学ぶ。

12週 直流と交流の分離、直流・交流負荷曲線、バイアスを学ぶ
。

13週 増幅度の計算やhパラメータを用いた交流等価回路を学ぶ。
14週 各種バイアス回路の原理と設計手法を学ぶ。
15週 （期末試験）
16週 前期の復習 これまでの復習とまとめる。

後期

1週 ５．小信号増幅回路 小信号増幅回路（エミッタ設置増幅回路の交流等価回路と
周波数特性）を学ぶ。

2週 小信号増幅回路の設計（具体的な例により増幅動作の理解
を高める）できるようにする。

3週 ６．MOSFET MOSFETの構造と動作原理を学ぶ。

4週 MOSFETの電気的特性（チャネル近傍でのポテンシャル、
電荷分布）を学ぶ。

5週 MOSFETの出力特性を学ぶ。

6週 MOSFETの電気的特性を表すパラメータ（相互コンダクタ
ンス、出力抵抗など）を学ぶ

7週 （中間試験）
8週 トランジスタ増幅回路のまとめを行う。
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9週 ７．FET増幅回路の基礎 小信号基本増幅回路、バイアス回路、等価回路を学び、説
明できるようにする。

10週 ８．いろいろな増幅回路の基礎 負帰還増幅回路の原理とその必要性を学ぶ。
11週 エミッタホロワの動作原理とその意味を学ぶ。

12週 ９．演算増幅回路の基礎 差動増幅回路、およびそれを利用した演算増幅回路の特性
について学ぶ。

13週 イマジナルショート（仮想短絡）の意味を学ぶ。

14週
イマジナリショート現象をもとに、演算増幅器の各種使い
方を学び、回路の設計および動作量を計算できるようにす
る。

15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの復習とまとめる。

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報処理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材
教科書：石田晴久「入門ＡＮＳＩ－Ｃ」（実教出版） 参考書：B．W．カーニハン，D．M．リッチー共著，石田晴久訳
「プログラミング言語C第2版」（共立出版） 　　　（株）アンク「Ｃの絵本」（翔泳社） 　　　　村山公保「Cプログ
ラミング入門以前」（毎日コミュニケーションズ）

担当者 安細 勉
到達目標
１．Ｃ言語の概要を理解でき，基本的なプログラミングができるようになること。
２．基本的なアルゴリズムやフローチャートについて理解すること。
３．ＵＮＩＸの基本的なコマンドに慣れること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

ＵＮＩＸの基本的なコマンドを使
えること

ＵＮＩＸの基本的なコマンドの動
作やファイル名の指定法を十分に
理解している

ＵＮＩＸの基本的なコマンドの動
作やファイル名の指定法をある程
度理解している

ＵＮＩＸの基本的なコマンドの動
作やファイル名の指定法を理解し
ておらず、ファイル操作ができな
い

基本的なアルゴリズムを理解し、
図式表現できる

与えられた課題に対してフローチ
ャートを正しく書けること

与えられた課題に対して処理の流
れが正しい図を書けること

与えられた課題に対する処理の流
れを図示できない

プログラミング言語を用いて、構
築したアルゴリズムを実装できる

与えられた課題に対して適切なア
ルゴリズムを用いて正しく動作す
るプログラムを実装できる

与えられた課題に対して正しく動
作するプログラムを実装できる

与えられた課題に対してプログラ
ムを作成できない

同一の問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っている

同一の問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っており、その差異
が理解できる

同一の問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知っている

同一の問題に対し、それを解決で
きる複数のアルゴリズムが存在し
うることを知らない

データ型の概念を説明できる
グローバル変数、スタティック変
数、配列、構造体を説明でき、プ
ログラミングに支障がない

int型、double型、char型変数を宣
言して使用でき、値のやり取り、
簡単な配列操作ができる

変数を宣言も使用もできない

代入や演算子の概念を理解し、式
を記述できる

＝を使った代入の概念、演算順序
、論理演算を理解し、プログラミ
ングに支障がない

＝を使った代入の概念を理解し、
プログラムの動作を追うことがで
きる

＝の意味を理解していないため、
プログラムの動作を追えない

制御構造の概念を理解し、条件分
岐や反復処理を記述できる

制御構造の概念を理解し、条件分
岐や反復処理やそれらを合わせた
動作を理解し、課題通りのプログ
ラムの作成や書き換えができる

制御構造の概念を理解し、条件分
岐や反復処理やそれらを合わせた
動作を理解し、プログラムの動作
を追うことができる

制御構造の概念が理解できず、条
件分岐や反復処理やそれらを合わ
せた動作も理解できないため、プ
ログラムの動作を追うことができ
ない

関数の概念を理解し、これらを含
むプログラムを記述できる

関数の概念、引数、関数の戻り値
を理解し、意図通りにこれらを含
むプログラムを作成でき、さらに
与えられた課題を解く方法を関数
に分解して見通しを良くすること
ができる

関数の概念、引数、関数の戻り値
を理解し、プログラムの動作を追
うことができる

関数の概念、引数、関数の戻り値
を理解できず、プログラムの動作
を追うことができない

与えられた簡単な問題に対して、
それを解決するためのソースプロ
グラムを記述できる

与えられた問題に対して解決手順
を考え、課題通りにソースプログ
ラムを作成できる

与えられた簡単な問題に対して、
解決手順のヒントや友人の助けを
得れば、解決するためのソースプ
ログラムを作成できる

与えられた簡単な問題に対して
，解決手順のヒントを与えられて
も解決するためのソースプログラ
ムを作成できない。

与えられた簡単なソースプログラ
ムを解析し、プログラムの動作を
予測することができる

与えられたソースプログラムを解
析し、プログラムの動作を正しく
予測することができる

与えられた簡単なソースプログラ
ムを解析し、プログラムの動作を
ある程度予測することができる

簡単なソースプログラムを与えら
れても動作を追う事ができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 ＵＮＩＸシステムを利用したＣ言語のプログラム作成演習を通して，Ｃ言語の基礎やフローチャートを理解する。更に

，Ｃ言語のプログラムを自作できるようにする。

授業の進め方と授業内
容・方法

演習はＵＮＩＸを使用して行なう。積極的に利用してＵＮＩＸの操作に慣れること。特に，ＵＮＩＸシステムの記述言
語としてのＣ言語の役割を理解すること。なお，本教科は，卒業後，電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設
されている科目である。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 Ｃ言語概論 Ｃ言語の特徴について理解する

2週 ＵＮＩＸシステムの使用方法
システムの起動，終了，ブラウザなどアプリケーションと
各種のコマンド，データ保存用メディアの使用法を理解す
る

3週 プログラムの作り方（１） フローチャートについて理解する
4週 プログラムの作り方（２） 基本的なアルゴリズムについて理解する
5週 変数、定数のデータ型（１） 変数や定数の種類を理解する
6週 変数、定数のデータ型（２） 基本的なデータ型，変数を理解する
7週 （中間試験）

8週 入出力関数の書式 printf()，scanf()など、基本的な入出力関数の使い方を理
解する
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9週 演算子の書式 各種演算子と演算の順序について理解する
10週 処理の分岐（１） if else 文による処理の分岐を理解する
11週 処理の分岐（２） 複雑な if else 文や，論理演算子との組み合わせを理解する
12週 処理の繰り返し（１） while，do whileによる繰り返しを理解する
13週 処理の繰り返し（２） for文による繰り返しを理解する
14週 処理の繰り返し（３） continue文，break文を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期のまとめ

後期

1週 関数（１） 関数の作り方，呼び出し方を理解する
2週 関数（２） 他モジュールにある関数，変数の扱いを理解する
3週 記憶クラスと適用範囲 変数の適用範囲と関数への変数の渡し方を理解する
4週 配列（１） １次元配列と文字列について理解する
5週 配列（２） ２次元以上の配列，文字列の配列について理解する
6週 配列と関数の演習
7週 （中間試験）
8週 ポインタ（１） ポインタの使い方を理解する
9週 ポインタ（２） ポインタと配列との関係，相違点を理解する
10週 ポインタと関数 ポインタによる関数との値の受け渡しについて理解する
11週 ポインタと関数の演習
12週 構造体と共用体 構造体，共用体の作り方と使い方を理解する
13週 ファイルの扱い ファイル操作関係の関数の使い方を理解する
14週 総演習 後期のまとめ
15週 （期末試験）
16週 総復習 全体のまとめ

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 30 20 50
専門的能力 30 20 50
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 生物システム工学
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 鈴木孝仁 監修「改訂版フォトサイエンス生物図録」（数研出版），また、適宜プリントを配布する。
担当者 丸山 智章
到達目標
生体内での各種化学変化、信号の伝達、遺伝についての基本的な事項について、
1. 細胞の働き，生体内の化学反応を理解し，生物の共通性を理解する。
2. ヒトを中心とした生物の刺激の受容から応答までの過程について理解する。
3. 生物の遺伝，DNAの構造と機能を理解し，生物の多様性を理解する。
4. 生体計測の概要とその医療・介護機器への応用について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
細胞の働き，生体内の化学反応を
，みじかな事例に関連づけて説明
することができる。

細胞の働き，生体内の化学反応を
説明することができる。

細胞の働き，生体内の化学反応を
説明することができない。

評価項目２
生物の刺激の受容から応答までの
過程について，工学における情報
処理と関連づけて説明できる。

生物の刺激の受容から応答までの
過程について説明できる。

生物の刺激の受容から応答までの
過程について説明できない。

評価項目３
生物の遺伝，DNAの構造と機能を
，生物の多様性の重要性とあわせ
て説明できる。

生物の遺伝，DNAの構造と機能を
説明できる。

生物の遺伝，DNAの構造と機能を
説明できない。

評価項目４
生体計測の概要について，医療・
介護機器への具体的な応用事例を
あげて説明できる。

生体計測の概要について説明でき
る。

生体計測の概要について説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電気技術のみならずすべての技術は、われわれ人間を含む環境とともに成り立っている。本講義では、電気技術と関わ

りの深い、電磁環境および地球環境について説明する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は，配付資料を基にスライドを用いて進める。

注意点 授業項目を参考に、webを活用するなどして予習しておくこと。また、講義ノートの内容を見直し、理解不十分なとこ
ろがあれば教員に聞くなどして解決しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 細胞（１） 細胞の構造について理解する　
2週 細胞（２） 細胞膜のはたらきについて理解する　
3週 細胞（３） 細胞の増殖について理解する　
4週 生体内の化学反応（１） タンパク質とアミノ酸について理解する　
5週 生体内の化学反応（２） 酵素のはたらきについて理解する　
6週 生体内の化学反応（３） エネルギー代謝について理解する　
7週 （中間試験） 　 （中間試験） 　
8週 刺激の受容と受容器（１） 刺激の受容と感覚の成立について理解する　
9週 刺激の受容と受容器（２） 視覚器官について理解する　
10週 刺激の受容と受容器（３） 聴覚器官について理解する　
11週 神経系（１） 神経系による刺激の伝達について理解する　
12週 神経系（２） 中枢神経系と末しょう神経系について理解する　
13週 神経系（３） 反射について理解する　
14週 反応と効果器 反応と効果器反応と効果器について理解する　
15週 （期末試験） 　 （期末試験） 　
16週 総復習 総復習

後期

1週 遺伝のしくみ（１） 遺伝とメンデルの実験について理解する　

2週 遺伝のしくみ（２） 一遺伝子雑種の実験と優性・分離の法則について理解する
　

3週 遺伝のしくみ（３） 二遺伝子雑種の実験と独立の法則について理解する　
4週 遺伝のしくみ（４） 遺伝子間の相互作用について理解する　
5週 染色体（１） 遺伝と染色体について理解する　
6週 染色体（２） 連鎖と組換えについて理解する　
7週 （中間試験） 　 （中間試験） 　
8週 DNA（１） 遺伝子の本体であるDNAについて理解する　
9週 DNA（２） DNAの構造と半保存的複製について理解する　
10週 DNA（３） 遺伝暗号とタンパク質合成について理解する　
11週 DNA（４） バイオテクノロジーとDNAについて理解する　
12週 生体センシング（１） 生体計測システムの基本について理解する　
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13週 生体センシング（２） 医療・介護機器について理解する　

14週 生体センシング（３） センシングとモデル化、シミュレーションについて理解す
る　

15週 （期末試験） 　 （期末試験） 　
16週 総復習 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 教科書：プリント使用
担当者 長洲 正浩,若松 孝,関口 直俊,皆藤 新一,安細 勉,三宅 晶子
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し、説明・説得できる。
4.技術者の行動、倫理について説明できるとともに、社会的役割を説明できる。
5.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
6.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得する。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して十分な準備の下で目的を達
成した

実験装置・器具・情報機器等を利
用して実験を遂行できた 実験を遂行できない

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解する。

実験等を通じて各テーマの目的や
内容を理解した

実験等を通じて各テーマの実験内
容について理解した 実験の目的や内容を理解できない

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
・説得できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
・説得できる

実験から得られたデータや演習内
容について理解し、論理的に説明
できる。

実験から得られたデータや演習内
容について理解できない。

自らの考えを論理的に記述し、定
められた期限内に報告書を提出す
ることができる。

期限内に自らの考えを論理的に記
述し、考察を加えた報告書を提出
できる

期限内に自らの考えを論理的に記
述した報告書を提出できる 期限内に報告書を提出できない

討議やコミュニケーションするこ
とができる。

実験・演習を通じて積極的に討議
やコミュニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れない

技術者倫理について説明できる。 社会における技術者倫理、行動に
ついて説明できる。

社会における技術者倫理、行動に
ついて理解できる。

社会における技術者倫理、行動に
ついて理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 電気と磁気、電気回路、電子工学、電子回路およびコンピュータなどに関連した電気工学の基礎的事項について、実験

・実習によって体験することにより理解を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法

実験は１テーマを複数人の班編成で、ローテーション方式で行う。
レポートの提出期限は、原則として各テーマの実験が終了した次回実験日とする。

注意点

提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には、レポートの評価を０点とし不合格とする。なお、定
められた期限内にレポートが提出されなかった場合はレポートの評価を減点する。
　また、未提出のレポートが各期で２テーマ以内であれば再実験を行うことができる。なお、１テーマでも再実験を行
った場合の年間の総合評価は６０点とする。

実験説明も必ず出席して実験の内容を事前に良く把握しておくこと。
装置の組み立て、測定、記録等の役割を固定してしまわないで各人がいろいろな経験を積むこと。
本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンスと実験説明 実験スケジュールや実験の概要について理解する。

2週 社会における技術者の行動と倫理（１） 技術者の行動、倫理について理解するとともに、社会的役
割を理解する。

3週 シーケンス制御実験（2週） シーケンス制御回路動作を理解し、各種リレー等の働き、
使用法を習得する。

4週

5週 波形操作回路（2週） 各種の波形操作回路の波形を観測し、その動作原理を理解
する。

6週

7週 RC回路の周波数特性とフェーザ軌跡（2週） フェーザ軌跡を描くことにより、交流回路の性質を具体的
に理解する。

8週

9週 導体および半導体物質の抵抗率の温度依存性（2週） 抵抗率の温度依存性を測定することにより、導体ならびに
半導体の電気伝導機構の違いを認識する。

10週

11週 単相・三相交流回路の電力測定（2週）
電力計を用いて単相並びに三相交流回路の電力を測定し
，それらの測定法を習得すると共に，力率が電力計に及ぼ
す影響について理解する。

12週

13週 論理回路実験（基本回路）（2週） 論理演算を実現する基本回路の論理特性と電気的特性を調
べ、その動作原理を理解する。

14週
15週 工学実験のまとめ 実験の結果をレポートにまとめる。
16週
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後期

1週 ガイダンスと実験説明 実験スケジュールや実験の概要について理解する。

2週 社会における技術者の行動と倫理（２） 技術者の行動、倫理について理解するとともに、社会的役
割を理解する。

3週 鉄心のＢ－Ｈ特性の測定（2週） 鉄心入りリアクトルの電圧-電流特性を測定することによっ
て、鉄心の磁気飽和およびヒステリシス現象を理解する。

4週

5週 ホール効果,電子の比電荷の測定（2週）
電子の比電荷やホール効果の実験を通して、ローレンツ力
の性質を理解し、また、半導体に関する基本的な評価法で
あるホール効果の測定法を修得する。

6週
7週 四端子定数の測定（2週） 回路網の四端子定数を測定し、その取扱いを理解する。
8週
9週 トランジスタの静特性（2週） トランジスタの特性を測定し、基本動作を理解する。
10週

11週 コンピュータの内部構造（2週）
パソコンの分解・組み立てを通して、構成要素を理解する
。また、OSのインストールを行ない、パソコンの扱いを身
につける。

12週
13週 演算増幅回路の実験（2週） 演算増幅器の原理を理解し、その特性を説明できる。
14週
15週 工学実験のまとめ 実験の結果をレポートにまとめる。
16週

評価割合
実験への取り組み レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：高専テキストシリーズ「物理　上」と「物理　下」(森北出版) ，演習書：Let's Try Note 4単位物理　Vol.2 熱
・波編，Vol.3 電磁気編（東京書籍）

担当者 三橋 和彦,佐藤 桂輔,原 嘉昭,大石 一城,千葉 薫
到達目標
1.波とは何か，波の干渉について理解し説明できる。
2.音や光に関する身の回りのさまざまな現象を,波固有の性質から論理的に説明できるようになる。
3.自然界の電磁気現象に関する基本的な概念や法則を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 波とは何か，波の干渉について理
解し説明できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できない。

評価項目2
音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に説明できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できない。

評価項目3
自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解して説明で
きる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 前期は波の基本的な性質と，音や光など私たちの身の回りにある波がおりなす様々な現象を論理的に学ぶ。

後期は静電界やコンデンサー，直流回路，静磁界，ローレンツ力を学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

身近な事象との関連を意識しながら学習すること。
宿題，課題は期日を守って提出すること。

注意点 成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の
成績が60点以上の者を合格とする。なお，授業中の課題への取り組み姿勢も評価の対象です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ２年生までの復習 ２年生までの復習を行う。

2週 １．直線上を伝わる波
正弦波の伝搬式 正弦波の伝搬式を導く。

3週 波の反射，定常波 波の反射と定常波について理解する。

4週 ２．平面を伝わる波
ホイヘンスの原理，波の干渉と回折

平面を伝わる波の伝わり方をホイヘンスの原理で理解する
。
平面を伝わる波の干渉と回折の現象を理解する。

5週 波の反射，屈折，全反射 波の反射，屈折，全反射を理解する。

6週 ３．音波
音波，うなり 音の三要素とうなりを理解する。

7週 （中間試験）
8週 発音体の固有振動，共振と共鳴 弦，気柱の固有振動，共振と共鳴を理解する。

9週 音波のドップラー効果 音源と観測者が運動するときのドップラー効果を理解する
。

10週 ４．光波
光の本質，光の反射と屈折，全反射

光とは何か，光速の測定，光の反射と屈折の法則，光の全
反射を理解する。

11週 光の干渉 ヤングの干渉実験と薄膜による光の干渉について理解する
。

12週 回折格子とスペクトル 回折格子の原理と光のスペクトルについて理解する。
13週 光の分散，偏光，散乱 光の分散，偏光，光の散乱について理解する。

14週 凸レンズと凹レンズによる像
組み合わせレンズとレンズの応用

レンズによる物体の像を作図し，レンズの式を導く。
組み合わせレンズを応用した光学機器について理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ５．電磁気
帯電，クーロンの法則 帯電，クーロンの法則を理解する。

2週 電界，電気力線，ガウスの法則 電界，電気力線，ガウスの法則を理解する。
3週 電位と電位差 電位と電位差，等電位面を理解する。
4週 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極を理解する。
5週 コンデンサーと電気容量 コンデンサーの原理と電気容量を理解する。
6週 コンデンサーの接続，エネルギー コンデンサーの接続，エネルギーを理解する。
7週 （中間試験）
8週 電流，オームの法則，電力とジュール熱 電流の電子モデルを理解する。
9週 抵抗の接続，キルヒホッフの法則 直流回路におけるキルヒホッフの法則を理解する。
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10週 磁石による磁界，電流による磁界
磁気に関するクーロンの法則と磁力線を理解する。ビオ
－サヴァールの法則から直線電流と円形電流による磁界を
理解する。

11週 電流が磁界からうける力 電流が磁界からうける力を理解する。
12週 電磁誘導 電磁誘導，相互誘導，自己誘導を理解する。
13週 【実験】気柱の共鳴 気柱の共鳴現象から音叉の振動数を測定する。

14週 【実験】分光器による光の波長の測定
【実験】レンズの焦点距離の測定

分光器によって光の波長を測定する。
光学ベンチを使って，薄いレンズの焦点距離を測定する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：柴田尚志　「電気回路Ⅰ」（コロナ社）
担当者 澤畠 淳二
到達目標
１．回路網方程式および定理を理解し、回路解析ができる。
２．交流ブリッジ、共振回路、フェーザ軌跡を理解する。
３．相互誘導、２端子対回路を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
回路網方程式および定理を理解し
、複雑な回路解析ができる。

回路網方程式および定理を理解し
、簡単な回路解析ができる。

回路網方程式および定理を用いた
回路解析ができない。

交流ブリッジ、共振回路、フェー
ザ軌跡が理解でき、計算ができる
。

交流ブリッジ、共振回路、フェー
ザ軌跡が理解できる。

交流ブリッジ、共振回路、フェー
ザ軌跡が理解できない。

相互誘導、２端子対回路が理解で
き、計算ができる。

相互誘導、２端子対回路が理解で
きる。

相互誘導、２端子対回路が理解で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 １年、２年で学んだ直流回路、交流回路の理解を深めるとともに、回路解析、共振回路、相互誘導回路、２端子対回路

を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は、板書による説明と課題プリントによる問題演習により進める。

注意点 電気回路は本学科において基礎となる科目です。理論的な背景を理解し、課題を解くことにより理解を深めていきます
。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電圧源 理想電源と現実の電源、等価電圧源を理解する。
2週 電流源 等価電圧源と等価電流源を理解する。

3週 重ね合わせの理 重ね合わせの理を理解する。
重ね合わせの理を用いた回路の計算ができる。

4週 テブナンの定理 テブナンの定理を理解する。
テブナンの定理を用いた回路の計算ができる。

5週 交流ブリッジ 交流ブリッジを理解する。
交流ブリッジの計算ができる。

6週 節点電位法 節点電位法により回路方程式が立てられ、解ける。
7週 中間試験
8週 共振回路 ＲＬＣ直列回路、ＲＬＣ並列回路の共振を理解する。
9週 共振回路 共振回路の計算ができる。

10週 フェーザ軌跡 フェーザ軌跡を理解する。
フェーザ軌跡を描ける。

11週 平均値と実効値 正弦波交流やその他の交流の平均値と実効値を算出できる
。

12週 相互誘導回路 相互誘導現象と相互誘導回路を理解する。
相互誘導回路の回路計算ができる。

13週 2端子回路（1） Ｚパラメータを理解する。
Ｙパラメータを理解する。

14週 2端子回路（2） Ｚパラメータ、Ｙパラメータを算出できる。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 柴田尚志著「例題と演習で学ぶ電磁気学」(森北出版)
担当者 高安 基大
到達目標
1.数学で学習しているベクトルの概念を、具体的な物理量に対応させて利用できるようになること。
2.数学で学習している微分・積分の基礎的部分を、物理現象を解明する手段として応用できるようになるための基礎造りをすること。
3.Coulombの法則とGaussの法則を理解し、これに基づいて具体的な計算ができるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
数学で学習しているベクトルの概
念を、具体的な物理量に対応させ
て理解し、計算できる。

数学で学習しているベクトルの概
念を、具体的な物理量に対応させ
て理解できる。

数学で学習しているベクトルの概
念を、具体的な物理量に対応させ
て理解できない。

数学で学習している微分・積分の
基礎的部分を、物理現象を解明す
る手段として理解し、計算するこ
とができる。

数学で学習している微分・積分の
基礎的部分を、物理現象を解明す
る手段として理解することができ
る。

数学で学習している微分・積分の
基礎的部分を、物理現象を解明す
る手段として理解することができ
ない。

Coulombの法則を理解し、これに
基づいて具体的な計算ができる。 Coulombの法則を理解できる。 Coulombの法則を理解できない。

Gaussの法則を理解し、これに基
づいて具体的な計算ができる。 Gaussの法則を理解できる。 Gaussの法則を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 静電場(静電界)についての理解を深めることを目的とし、おもにCoulomb(クーロン)の法則とGauss(ガウス)の法則を中

心にして説明を行う。
授業の進め方と授業内
容・方法
注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 素粒子と基本粒子 電子、陽子、中性子、クォークとレプトン、電気素量、電
荷の単位、MKSA単位計を理解する。

2週 クーロンの法則とベクトル クーロンの法則のベクトル表記ができる。
3週 ベクトルの成分と合成 ベクトルの和・差の計算ができる。
4週 クーロンの法則の計算例（１） 原子のモデルの場合の計算ができる。
5週 クーロンの法則の計算例（２） 直線上、平面上に多数電荷がある場合の計算ができる。
6週 クーロンの法則の計算例（３） 立体的な配置に多数電荷がある場合の計算ができる。
7週 中間試験
8週 電場（電界） 電場（電界）の意味を理解する。
9週 点電荷による静電場 点電荷による電場の計算ができる。
10週 電気双極子による静電場 電気双極子による電場の計算ができる。
11週 積分 線積分、面積分、体積積分を理解する。
12週 連続分布する電荷のつくる電場（１） 直線上に一様に分布した電荷による電場の計算ができる。
13週 連続分布する電荷のつくる電場（２） 平面上に一様に分布した電荷による電場の計算ができる。
14週 連続分布する電荷のつくる電場（３） 球に一様に分布した電荷による電場の計算ができる。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 内積（スカラ積）と外積（ベクトル積） 内積と外積の定義を把握し、基礎公式を証明できる。
2週 電気力線 電気力線の定義を把握する。
3週 ガウスの法則 ガウスの法則の導出を理解する。
4週 ガウスの法則の計算例（１） 球対称分布した電荷による電場の計算ができる。

5週 ガウスの法則の計算例（２） 無限に長い直線・円筒表面・円柱内に一様に分布した電荷
による電場の計算ができる。

6週 ガウスの法則の計算例（３） 無限に広い平面上に一様に分布した電荷による電場の計算
ができる。

7週 中間試験

8週 保存力の条件、渦無しの条件（法則） 保存力とはどういうものか学び、渦無しの条件（法則）を
理解する。

9週 静電ポテンシャル・電位 静電ポテンシャル・電位、等電位面の定義を把握する。

10週 静電ポテンシャル・電位の計算例 いろいろな電荷分布についての静電ポテンシャル・電位を
計算できる。

11週 電位の傾き 電位の傾きと電場（電界）の関係を理解する。
12週 電位の傾きの計算例 電位を用いて電場（電界）を計算できる。
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13週 静電エネルギー 静電エネルギーの定義を把握する。
14週 電気双極子 電気双極子についての計算ができる。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子材料
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 中沢達夫 他　電気・電子系教科書シリーズ「電気・電子材料」コロナ社
担当者 弥生 宗男
到達目標
１．電子について、基本的な物理現象から各種材料での電気伝導を説明できる。
２．半導体の性質とデバイスの動作を説明できる。
３．誘電体や磁性体の性質とその応用を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

1 電子物性基礎
電子の性質と物理現象から各種材
料における電気伝導を説明できる
。

電子の性質と基本的な物理現象を
説明できる。

電子の性質と基本的な物理現象を
説明できない。

2 半導体 半導体の性質からデバイスの動作
特性を説明できる。 半導体の性質を説明できる。 半導体の性質およびデバイスの動

作を説明できない。

3 誘電体・磁性体 誘電体・磁性体の性質から応用デ
バイスの特性を説明できる。

誘電体・磁性体の性質を説明でき
る。

誘電体・磁性体の性質および応用
を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 固体中の電子の振る舞いを利用した電子デバイスの基礎を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

はじめに電子材料工学の基盤となる物理について学び、その後に半導体デバイスと誘電体や磁性体などの電子物性を座
学形式で学ぶ。

注意点
電子材料は、力学や電磁気学などの基礎物理学全般を基盤にしているので、これらをしっかりと習得すること。また数
式で覚えるのではなく、物理的イメージを描き自分の言葉で理解できるように努力すること。授業中はノートを素早く
とり、復習のために、まとめノート（A4版）を丁寧に作成すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電子の性質 電子は質量と電荷量をもつ粒子であることを説明できる。

2週 電子材料を理解するための物理（１） 電子の運動を理解するために、速度や運動方程式などの力
学の基礎を説明できる。

3週 電子材料を理解するための物理（２） 静電場中での電子運動などを理解するために、電磁気学の
基礎を説明できる。

4週 電子材料を理解するための物理（３） 電子に作用する力とエネルギーの関係を説明できる。

5週 粒子性と波動性 光電効果をとおして、光の二重性や仕事関数などを説明で
き、光電子のエネルギーや波長などを計算できる

6週 水素原子とボーアの量子仮説 ボーアの量子仮説と水素原子内の電子状態などを説明でき
る。

7週 （中間試験）
8週 単原子内の電子状態 単原子内の電子状態と電子波を説明できる。

9週 結晶構造とエネルギーバンド構造 代表的な結晶構造、エネルギー・バンド構造、フェルミ・
ディラック分布などを説明できる。

10週 金属、半導体、絶縁体 エネルギーバンド図から、金属、半導体、絶縁体の違いな
どを説明できる。

11週 熱力学・統計力学の基礎 気体分子の運動と熱エネルギーを説明できる。

12週 金属の電気伝導（１） 金属中の電子の運動からオームの法則を導出し、導電率や
移動度などの計算ができる。

13週 金属の電気伝導（２） 電子の散乱などを説明できる。
14週 電子放出 金属からの電子放出を説明できる。
15週 （期末試験）

16週 真性半導体 半導体の特徴や伝導電子・ホールの生成などを説明できる
。

後期

1週 不純物半導体 不純物半導体について説明できる。
2週 半導体の電気伝導 ドリフト電流と拡散電流などを説明できる。
3週 pn接合 pn接合における、空乏層の形成過程を説明できる。

4週 pn接合の順方向特性 エネルギー・バンド図を用いてpn接合の順方向特性を説明
できる。

5週 pn接合の逆方向特性 pn接合の逆方向特性とブレークダウンを説明できる。

6週 バイポーラトランジスタ エネルギー・バンド図を用いてバイポーラトランジスタの
電気伝導を説明できる。

7週 （中間試験）
8週 MOS構造 MOS構造、反転層の形成などを説明できる。
9週 MOSFET MOSFETの動作を説明できる。
10週 誘電体の電磁気学 電気双極子や比誘電率などを説明できる。
11週 電気分極 電子分極、イオン分極、配向分極を説明できる。
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12週 強誘電体 強誘電体の特徴などを説明できる。
13週 磁性体の電磁気学 磁気モーメントや比透磁率などを説明できる。
14週 常磁性体と強磁性体 常磁性体と強磁性体の特徴などを説明できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 プログラミング応用
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 資料配布
担当者 小飼 敬
到達目標
１．様々な分野のための応用プログラムをで作成できる．
２．オペレーティングシステムの役割と構成を理解する．
３．計算モデルと言語処理系の概要・仕組みを理解する．
４．整列や平方根計算などの簡単なアルゴリズム・数値計算例について理解する．
５．代表的なソフトウェア開発方法論について理解する．
６．コンピュータネットワークの基礎を理解し簡単なプログラムを作成する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
ソースコードの意味と位置付けを
理解し説明できると共に，ソフト
ウェア開発において管理できる．

ソースコードの意味と位置付けを
理解し説明できる．

ソースコードの意味と位置付けを
理解できず，説明もできない．

評価項目２
オペレーティングシステムの役割
と構成を理解し説明できると共に
，関連プログラムを開発できる．

オペレーティングシステムの役割
と構成を理解し説明できる．

オペレーティングシステムの役割
と構成を理解できず，説明もでき
ない．

評価項目３

ソフトウェアと知的財産権の関係
を理解し説明できると共に，開発
ソフトウェアに対し知的財産権を
明確にするための処置を行うこと
ができる．

ソフトウェアと知的財産権の関係
を理解し説明できる．

ソフトウェアと知的財産権の関係
を理解できず，説明もできない．

評価項目４
計算モデルと言語処理系の概要・
仕組みを理解し説明できると共に
，簡単な言語処理系を設計・実装
できる．

計算モデルと言語処理系の概要・
仕組みを理解し説明できる．

計算モデルと言語処理系の概要・
仕組みを理解できず，説明もでき
ない．

評価項目５
整列や平方根計算などの簡単なア
ルゴリズム・数値計算例について
理解し，具体的なアルゴリズム・
プログラムとして実現できる．

整列や平方根計算などの簡単なア
ルゴリズム・数値計算例について
理解している．

整列や平方根計算などの簡単なア
ルゴリズム・数値計算例について
理解できない．

評価項目６
代表的なソフトウェア開発方法論
について理解すると共に，具体的
な手法・記法・評価を実践できる
．

代表的なソフトウェア開発方法論
について理解している．

代表的なソフトウェア開発方法論
について理解していない．

評価項目７
コンピュータネットワークの基礎
を理解し、簡単なプログラムを作
成できると共に，単純なネットワ
ークシステムを設計できる．

コンピュータネットワークの基礎
を理解し、簡単なプログラムを作
成できる．

コンピュータネットワークの基礎
を理解できず、関連するプログラ
ムも作成できない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
プログラミングを様々な問題に応用する方法を学ぶ．応用プログラムの開発手法・評価の他，プログラム処理系，オペ
レーティングシステム，アルゴリズム，ソフトウェア開発方法論，ネットワークプログラミング，知的財産権との関係
などのそれぞれ基礎について，講義と演習を通して理解を深める．

授業の進め方と授業内
容・方法 講義およびプログラミング演習で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は各時間ごとに示す．

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 プログラミングとソフトウェア実装 実践的なソフトウェアの構成を理解し，ソフトウェア実装
時に構成を判断・設計できる．

2週 ソースコードの管理（１）
適切な修正方法，パッチ，リポジトリの考え方，ソースコ
ードの配布方法を理解し，ソフトウェア実装時に適用でき
る．

3週 ソースコードの管理（２） プログラムを実行しながら不具合を発見する方法を理解し
，ソフトウェア実装時に適用できる．

4週 ソフトウェアと知的財産権 コンピュータソフトウェアにおける知的財産権の考え方を
理解し，ソースコードの著作権の適用方法を実践できる．

5週 オペレーティングシステムとプログラミング（１）
オペレーティングシステムの歴史的背景，カーネル，シス
テムコール，プロセス，プロセス間通信について理解し
，関連するプログラムを作成できる．

6週 オペレーティングシステムとプログラミング（２）
オペレーティングシステムにおける記憶管理，ファイルシ
ステム，ファイル入出力を理解し，関連するプログラムを
作成できる．

7週 （中間試験）

8週 計算モデル（１） オートマトンの考え方，状態遷移機械，チューリングマシ
ンを理解し，特定のモデルについて図式化できる．

9週 計算モデル（２） 文法と言語，文脈自由文法，仮想機械の位置付けや役割を
理解し，説明できる．
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10週 言語処理系（１）
コンパイラの構成，プリプロセッサ，リンカ，ローダ，オ
ペレーティングシステムとの関係について理解し，説明で
きると共に，関連するアプリケーションプログラムを活用
できる．

11週 言語処理系（２） 字句解析，構文解析について理解すると共に，簡単な処理
系を実装できる．

12週 言語処理系（３） インタプリタの種類，スクリプト言語，ガーベージコレク
ションについて理解し説明できる．

13週 プログラム実行の制御（１） バッチ処理とコマンドインタプリタについて理解し，活用
できる．

14週 プログラム実行の制御（２） コマンドインタプリタを用いた応用例を実践できる．
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 再帰処理（１） 再帰の仕組みを理解し，プログラムとして記述・実現でき
る．

2週 再帰処理（２） 再帰処理とリスト・スタックについて理解し，プログラム
として記述・実現できる．

3週 アルゴリズム（１）
整列の概要と単純な並べ替え手法について理解し，再帰を
用いたソートアルゴリズムをプログラムとして実現できる
．

4週 アルゴリズム（２） 検索の役割と単純な検索手法について理解し，整列との組
合せを含むプログラムとして実現できる．

5週 アルゴリズム（３）
コンピュータによる数値計算の概要と役割を理解し，具体
例として平方根を求める手法をプログラムとして実現でき
る．

6週 アルゴリズム（４） 時間計算量と領域計算量について理解し説明できると共に
，簡単な例に対して計算した結果の意味を説明できる．

7週 （中間試験）

8週 ソフトウェア開発方法論（１） ソフトウェア開発の様々な捉え方について理解し，説明で
きる．

9週 ソフトウェア開発方法論（２） グループ開発やシステム開発に対する考え方や手法を理解
し，説明できる．

10週 ソフトウェア開発方法論（３）
複数の具体的なソフトウェア開発方法論について理解する
と共に，各方法論における手法・記法・評価を簡単な例に
適用できる．

11週 ソフトウェア開発方法論（４）
Unified Modeling Language（UML）の主要記法を理解し
表現できると共に，オブジェクト指向開発の簡単な例に適
用できる．

12週 コンピュータネットワーク（１） コンピュータネットワークの基本的な仕組みとプロトコル
階層モデルについて理解し，説明できる．

13週 コンピュータネットワーク（２） クライアント／サーバモデルについて理解すると共に，活
用例について説明できる．

14週 コンピュータネットワーク（３） クライアント／サーバモデルに基づく簡単な構成のプログ
ラムを実装・評価できる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 20 0 0 0 0 90
分野横断的能力 10 0 0 0 0 0 10
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 離散数学I
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 配布資料
担当者 蓬莱 尚幸
到達目標
１．集合に関する基本的な概念を理解し集合演算ができる。
２．集合の間の関係（関数）に関する基本的な概念を理解し説明できる。
３．論理代数（ブール代数）と述語論理に関する基本的な概念を理解し説明できる。
４．理論的な証明ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
集合に関する基本的な概念を理解
し、関連する応用問題を解くこと
ができる。

集合に関する基本的な概念を理解
し、関連する基本的な問題を解く
ことができる。

集合に関する基本的な問題を解く
ことができない。

集合の間の関係（関数）に関する
基本的な概念を理解し、関連する
応用問題を解くことができる。

集合の間の関係（関数）に関する
基本的な概念を理解し、関連する
基本問題を解くことができる。

集合の間の関係（関数）に関連す
る基本的な問題を解くことができ
ない。

論理代数（ブール代数）と述語論
理に関する基本的な概念を理解し
、関連する応用問題を解くことが
できる。

論理代数（ブール代数）と述語論
理に関する基本的な概念を理解し
、関連する基本問題を解くことが
できる。

論理代数（ブール代数）と述語論
理に関する基本的な問題を解くこ
とができない。

応用問題に対して理論的な証明が
できる。

基本的な問題に対して理論的な証
明ができる。

基本的な問題に対して理論的な証
明ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 離散数学は有限でとびとびの対象を扱う数学で、コンピュータと密接に結びついています。これまでに学んできた事柄

に対し、より厳密な定義を行い、対象をグラフ化し、その構造を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

離散数学では数多くの図形が登場します。集合を表すベン図やグラフと呼ばれる図形を描いたりしながら学んでいきま
す。これまで学んできた数学とは少し異なる印象を持つかもしれませんが非常におもしろい分野です。講義ノートの内
容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 集合論(1) 集合、要素、空集合、部分集合、集合演算
2週 集合論(2) 有限集合、無限集合、集合要素の個数関係
3週 集合論(3) 集合族、べき集合
4週 関数(1) 関数の定義、定義域、値域
5週 関数(2) １対１の関数の定義とグラフとの関係
6週 関数(3) 上への関数の定義とグラフとの関係
7週 （中間試験）
8週 関数(4) 逆関数の定義とその求め方
9週 行列(1) 行列の基本計算
10週 行列(2) 転置行列、対称行列、交代行列
11週 行列(3) 逆行列、行列式
12週 グラフ理論(1) グラフ、多重グラフ、次数
13週 グラフ理論(2) 道、閉路、連結
14週 グラフ理論(3) ハミルトングラフ、オイラーグラフ、グラフと行列
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 木・平面的グラフ・彩色(1) 木、全域木
2週 木・平面的グラフ・彩色(2) 領域、オイラーの公式
3週 木・平面的グラフ・彩色(3) 彩色、四色定理
4週 有向グラフ(1) 有向グラフ、出次数、入次数
5週 有向グラフ(2) 有向グラフと行列
6週 組合せ解析(1) 場合の数
7週 （中間試験）
8週 組合せ解析(2) 順列、P(n,r)の計算とその利用法
9週 組合せ解析(3) 組合せ、C(n,r)の計算とその利用法
10週 組合せ解析(4) 2項定理、(a+b)のn乗の展開式
11週 論理代数と述語論理(1) 連言、選言、否定
12週 論理代数と述語論理(2) 命題と真理表、恒真命題、矛盾命題
13週 論理代数と述語論理(3) 条件文、重条件文
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14週 論理代数と述語論理(4) 全称記号、存在記号
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 論理回路
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：高橋　寛著「論理回路ノート」（コロナ）
担当者 村田 和英
到達目標
１.論理関数の表現方法を理解し、論理関数の簡単化ができる。
２.加算回路、減算回路が設計できる。
３.順序回路の表現方法を理解し、簡単な順序回路の設計ができる。
４.カウンタの種類を理解し、設計ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 論理関数の表現方法を理解し、論
理関数の簡単化ができる。

論理関数の表現方法を理解し、簡
単な論理関数の簡単化ができる。

論理関数の表現と単純な関数の簡
単化ができない。

評価項目2 加算回路、減算回路が設計できる
。

加算回路、減算回路の動作および
設計方法について理解している。

加算回路、減算回路の動作および
設計方法を理解していない。

評価項目3 順序回路の表現方法を理解し、簡
単な順序回路の設計ができる。

順序回路の表現方法を理解してい
る。

順序回路の表現方法を理解してい
ない。

評価項目4 カウンタの種類を理解し、設計が
できる。

カウンタの種類を理解し、その動
作を説明できる。

カウンタの種類を理解し、その動
作を説明することができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 組合せ回路・順序回路で構成される論理回路の基本的な設計手法を学び、最も基礎的な回路である加減算回路、カウン

タの設計を取り扱う。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は通常の講義形式で行う。ノートを取る時間を確保し、ノートを後に見返した時に理解の助けとなるような板書を
する。前期末および後期末において課題レポートを提出する。

注意点 本講義は論理回路の基礎から行うため、論理回路についての予備知識は必要としません。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 組合せ回路と真理値表・論理関数 組合せ回路の概念および、回路の表現方法の真理値表、論
理関数を理解する。

2週 論理関数の基本演算（１） 基本演算について理解する。

3週 論理関数の基本演算（２） 基本演算についての公式を理解する。ド・モルガンの定理
を理解する。

4週 論理関数の標準形（１） 特殊加法標準形について理解する。
5週 論理関数の標準形（２） 特殊乗法標準形について理解する。

6週 論理関数の簡単化（１） クワイン・マクラスキーの方法により、主項の求め方を理
解する。演習問題の実施。

7週 中間試験

8週 論理関数の簡単化（２） クワイン・マクラスキーの方法により、必須項の求め方を
理解する。

9週 論理関数の簡単化（３） ベイチの図による２変数、３変数の論理関数の簡単化につ
いて理解する。

10週 論理関数の簡単化（４） ベイチの図による４変数の論理関数の簡単化について理解
する。

11週 無定義組合せ 無定義組合せがある場合の論理関数の簡単化について理解
する。

12週 NAND回路とNOR回路 NAND素子またはNOR素子のみによる論理回路の表現につ
いて理解する。

13週 半加算器・全加算器（１） ２進数１桁の加算器の設計方法について理解する。

14週 半加算器・全加算器（２） ２進数n桁の加算器の設計方法について理解する。演習問題
の実施。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 減算器 ２進数n桁の減算器の設計方法について理解する。

2週 順序回路の表現（１） 順序回路の動作を理解し、回路の表現方法である状態遷移
表について理解する。

3週 順序回路の表現（２） ミーリー形順序回路、ムーア形順序回路の動作を理解する
。状態遷移図について理解する。

4週 同期式回路と非同期式回路 同期式順序回路と非同期式順序回路の相違について理解す
る。順序回路の合成について理解する。

5週 記憶素子（１） RSフリップフロップ（RS-FF）、JK-FF、T-FFの動作を理
解し、タイムチャートが書けるようにする。

6週 記憶素子（２） D-FF、RST-の動作を理解し、タイムチャートが書けるよう
にする。演習問題の実施。

7週 中間試験
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8週 順序回路の構成 順序回路の設計手順について理解する。
9週 順序回路の簡単化（１） 順序回路の簡単化について理解する。
10週 順序回路の簡単化（２） 等価な状態の求め方を理解する。

11週 無定義組合せがある場合 無定義組合せがある場合の順序回路の簡単化について理解
する。

12週 カウンタ（１） 直列動作および並列動作のカウンタの設計方法について理
解する。

13週 カウンタ（２） ダウンカウンタ、可逆カウンタの設計方法について理解す
る。

14週 レジスタ レジスタ、シフトレジスタの動作を理解する。演習問題の
実施。

15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

3 － 78



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子情報工学演習
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布
担当者 村田 和英
到達目標
１．微分・積分の定義と基本的な公式を理解し、計算することができる。
２．微分を用いて関数の近似式を求められる。
３．積分を用いて曲線の長さや面積、体積を求められる。
４．基本的な微分方程式を解くことができ、工学分野に応用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
微分・積分の定義と基本的な公式
を理解し、計算することができる
。

微分・積分の定義と基本的な公式
を理解し、基本的な関数の微分・
積分の計算ができる。

微分・積分の定義と基本的な公式
を理解し、基本的な関数を微分・
積分することができない。

評価項目2 微分を用いて関数の近似式を求め
られる。

関数の近似式の求め方を理解して
いる。

関数の近似式の求め方が分からな
い。

評価項目3 積分を用いて曲線の長さ、面積、
体積を求められる。

曲線の長さ、面積、体積の求め方
を理解している。

曲線の長さ、面積、体積の求め方
が分からない。

評価項目4 基本的な微分方程式を解くことが
でき、工学分野に応用できる。

基本的な微分方程式を解くことが
できる。

基本的な微分方程式を解くことが
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 電子情報工学科の専門教科を学ぶための導入として、微分、積分、微分方程式の理解を深め利用できるようにする。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は通常の講義形式で行う。ノートを取る時間を確保し、ノートを後に見返した時に理解の助けとなるような板書を
する。前期末および後期末において課題レポートを提出する。

注意点 微分、積分は解法よりも応用できることに重点を置く。また、微分方程式は工学分野への応用を念頭において解法を演
習で確実にする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 微分の定義 微分の定義を理解する。
2週 各種関数の微分(1) 合成関数の微分を求める。
3週 各種関数の微分(2) 三角関数の微分を求める。
4週 各種関数の微分(3) 指数関数、対数関数の微分を求める。

5週 微分の応用(1) 関数のマクローリン展開について理解し、関数の近似式を
求める。

6週 微分の応用(2) 微分の物体の面積、体積への応用。
7週 中間試験
8週 定積分の定義 定積分の定義を理解する。

9週 不定積分の定義 不定積分の定義を理解し、基本的な関数の不定積分を求め
る。

10週 不定積分(1) 置換積分法を理解する。
11週 不定積分(2) 部分積分法を理解する。
12週 積分の応用(1) 曲線の長さを求める。
13週 積分の応用(2) 円の面積を求める。
14週 積分の応用(3) 回転体の体積を求める。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 微分方程式の定義 微分方程式の定義及び用途について理解する。
2週 微分方程式の種類 微分方程式の種類と分類について理解する。
3週 変数分離形微分方程式(1) 変数分離形微分方程式の解法を理解する。
4週 変数分離形微分方程式(2) 変数分離形微分方程式を解く。
5週 変数分離形微分方程式(3) 変数分離形にして微分方程式を解く。
6週 変数分離形微分方程式(4) 同次形微分方程式を解く。
7週 中間試験

8週 定数係数線形微分方程式(1) 定数係数線形微分方程式の演算子法による解き方を理解す
る。

9週 定数係数線形微分方程式(2) ２階定数係数線形微分方程式を解く。
10週 定数係数線形微分方程式(3) 様々な２階定数係数線形微分方程式を解く。

11週 非斉次線形微分方程式(1) 非斉次線形微分方程式の未定係数法による解き方を理解す
る。

12週 非斉次線形微分方程式(2) 非斉次線形微分方程式を未定係数法で解く。
13週 非斉次線形微分方程式(3) 様々な非斉次線形微分方程式を未定係数法で解く。
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14週 微分方程式の応用 簡単な電気回路の微分方程式を解く。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子情報工学実験
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 電子情報工学実験テキスト（配布プリント）
担当者 村田 和英,市毛 勝正,山口 一弘,弘畑 和秀,小飼 敬,弥生 宗男,蓬莱 尚幸,澤畠 淳二,高安 基大
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い情報を収集し、データを分析することができる。
5.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
6.討議やコミュニケーションを行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解し、習得している。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
している。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
していない。

評価項目2
実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解し、説明するこ
とができる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解している。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解していない。

評価項目3
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察すること
ができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察すること
ができない。

評価項目4
コンピュータを用い情報を収集し
、データを分析することができる
。

コンピュータを用いデータを分析
することができる。

コンピュータを用いデータを分析
することができない。

評価項目5
自らの考えを論理的に記述し、定
められた期限内に報告書を提出す
ることができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができない。

評価項目6 十分な討議やコミュニケーション
を行うことができる。

簡単な討議やコミュニケーション
を行うことができる。

簡単な討議やコミュニケーション
を行うことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
電気・電子工学、情報工学に関する原理、法則を単なる観念的理解にとどめず、実験によって体得する。実験の実施方
法、報告書の作成等、基礎的事項の習得に重点を置き、将来の技術者としての基礎学力と問題解決能力を養うことを目
的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

下記の実験テーマ(1)～(10)について、各テーマ２週、通年で実験を行う。ガイダンスは前期初めに、検討・まとめは実
験テキストの日程表にしたがって行う。
関数電卓、方眼紙、記録ノート等を用意すること。実験は各テーマ4人程度のグループで行う。
事前に各実験テーマの内容を調べて実験に臨み、測定・記録等の役割を固定せずに各人が積極的に様々な経験を積むこ
と。

注意点 提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内にレポートが
提出されなかった場合はレポートの評価を減点する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス(2週) 各実験テーマについて、実験目的や実験の基礎的な理論、
実験の注意点を理解する。

2週 (1)電子線回折と電子の比電荷測定（2週） 素粒子のもつ波の性質や、ローレンツ力について理解する
。

3週 (2)電気磁気実験（2週）
等電位線・電気力線を測定し、電位、電界の概念を理解す
る。また、単相交流による回転磁界の発生原理について理
解する。

4週 (3)半導体素子の電圧・電流測定（2週） pn接合を基本構成とするダイオード及びトランジスタの電
圧・電流特性を実測し、その動作を理解する。

5週 (4)Wheatstone Bridgeによる抵抗測定（2週） Wheatstone Bridgeを用いて抵抗の測定を行い、その原理
について理解を深める。

6週 (5)RC回路の周波数応答（2週） RC回路に正弦波を与えた場合の周波数応答を測定し、線形
受動回路における基本的な電気現象を理解する。

7週 (6)増幅器の基礎（2週） トランジスタ増幅器の周波数特性の実験を通して、増幅の
概念を理解する。

8週 (7)コンピュータハードウェア基礎（2週） 論理演算の基本回路の論理特性と電気的静特性を調べ、動
作原理を理解する。

9週 (8)コンピュータソフトウェア基礎Ⅰ（2週） 文字列処理について理解する。

10週 (9コンピュータソフトウェア基礎Ⅱ（2週） プログラミング言語を用いて描画を行い、タートルグラフ
ィックスの基本を理解する。

11週 (10)コンピュータソフトウェア基礎Ⅲ（2週） テキスト内の電子メールアドレスの検索を例題に、正規表
現の使い方を理解する。

12週 検討・まとめ(8週) 上記の各実験において、実験結果や疑問点について議論し
、実験内容の理解を深める。

13週
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14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取組状況 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気エネルギー工学
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 3
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 配付プリント
担当者 山口 一弘
到達目標
1. 三相交流を説明し、回路計算ができること。
2．電気機器の仕組みを説明できること。
3. 電気エネルギーの発電・輸送・利用と環境問題との関わりを説明できること。
4. 計測の分類や誤差の定義等、計測の基礎について説明できること。
5. 電気諸量の測定法と測定上の注意について説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
1. 三相交流を説明し、回路計算が
できること。

三相交流を分かりやすく説明でき
、回路計算を正確に行える。

三相交流を説明でき、簡単な回路
計算ができる。 左記に達していない。

2．電気機器の仕組みを説明できる
こと。

電気機器の仕組みを説明し、その
特徴を明確に述べられる。 電気機器の仕組みを説明できる。 左記に達していない。

3. 電気エネルギーの発電・輸送・
利用と環境問題との関わりを説明
できること。

発電システムと送配電システム、
電気エネルギーと環境問題の関係
を分かりやすく説明できる。

発電システムと送配電システム、
電気エネルギーと環境問題の関係
を説明できる。

左記に達していない。

4. 計測の分類や誤差の定義等、計
測の基礎について説明できること
。

計測の基本事項について、分かり
やすく説明でき、誤差評価等を適
切に行える。

計測の基本事項について説明でき
る。 左記に達していない。

5. 電気諸量の測定法と測定上の注
意について説明できること。

電気計測の測定法を分かりやすく
説明でき、適切なデータ処理を行
える。

電気計測の測定法を説明でき、デ
ータ処理を行える。 左記に達していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要

　電気エネルギーは消費の立場から見るとクリーンで、家電製品、情報通信、交通など幅広い分野で利用されているが
、電気エネルギーの生成では環境への悪影響やエネルギー資源の枯渇等の問題を抱えている。本講義では、電気エネル
ギーを用いた電気機器、電気エネルギーの供給や環境への影響などを概説する。一方、この講義では電気電子計測の基
礎についても説明する。計測の目的や誤差評価などを理解し、並行して行われている学生実験への理解を深めることを
目的に、計測の基礎を説明する。

授業の進め方と授業内
容・方法 　授業は、電子プレゼンテーションによって行う。ノートPC（タブレットPC等を含む）を持参すること。

注意点 指定されたWebサイトから、事前に講義資料をダウンロードすること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 三相交流 三相交流を説明できる。
2週 電気機器（１） 回転機の動作と構造を説明できる。
3週 電気機器（２） 静止機の動作と構造を説明できる。
4週 発電システム（１） 水力発電、火力発電、原子力発電のしくみを説明できる。

5週 発電システム（２） 新エネルギーや再生可能エネルギーを用いた発電の概要を
説明できる。

6週 送配電システム 送電システムと配電システムのしくみを説明できる。
7週 （中間試験）

8週 電気エネルギーの供給と環境問題 電力に変換されるエネルギー資源とその消費量の現状、エ
ネルギーと環境問題との関わりを説明できる。

9週 計測の基礎  計測法の分類、精度・誤差、単位系などを説明できる。

10週 電圧・電流の測定 電圧・電流の測定をとおして、計測器の動作原理、測定法
や測定範囲拡大のための工夫などを説明できる。

11週 抵抗、インピーダンス等の測定 電圧降下法、ブリッジ回路を用いた測定などの測定原理を
説明できる。

12週 電力、電力量の測定 電力、電力量の測定原理を説明できる。
13週 波形観測 オシロスコープの原理などを説明できる。
14週 ディジタル計測とデータ処理 ディジタル計測と測定データの処理などを説明できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：高専テキストシリーズ「物理　上」と「物理　下」(森北出版) ，演習書：Let's Try Note 4単位物理　Vol.2 熱
・波編，Vol.3 電磁気編（東京書籍）

担当者 三橋 和彦,佐藤 桂輔,原 嘉昭,大石 一城,千葉 薫
到達目標
1.波とは何か，波の干渉について理解し説明できる。
2.音や光に関する身の回りのさまざまな現象を,波固有の性質から論理的に説明できるようになる。
3.自然界の電磁気現象に関する基本的な概念や法則を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 波とは何か，波の干渉について理
解し説明できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できる。

波とは何か，波の干渉について理
解できない。

評価項目2
音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に説明できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できる。

音や光に関する身の回りのさまざ
まな現象を，波固有の性質から論
理的に理解できない。

評価項目3
自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解して説明で
きる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できる。

自然界の電磁気現象に関する基本
的な概念や法則を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 前期は波の基本的な性質と，音や光など私たちの身の回りにある波がおりなす様々な現象を論理的に学ぶ。

後期は静電界やコンデンサー，直流回路，静磁界，ローレンツ力を学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

身近な事象との関連を意識しながら学習すること。
宿題，課題は期日を守って提出すること。

注意点 成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の
成績が60点以上の者を合格とする。なお，授業中の課題への取り組み姿勢も評価の対象です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ２年生までの復習 ２年生までの復習を行う。

2週 １．直線上を伝わる波
正弦波の伝搬式 正弦波の伝搬式を導く。

3週 波の反射，定常波 波の反射と定常波について理解する。

4週 ２．平面を伝わる波
ホイヘンスの原理，波の干渉と回折

平面を伝わる波の伝わり方をホイヘンスの原理で理解する
。
平面を伝わる波の干渉と回折の現象を理解する。

5週 波の反射，屈折，全反射 波の反射，屈折，全反射を理解する。

6週 ３．音波
音波，うなり 音の三要素とうなりを理解する。

7週 （中間試験）
8週 発音体の固有振動，共振と共鳴 弦，気柱の固有振動，共振と共鳴を理解する。

9週 音波のドップラー効果 音源と観測者が運動するときのドップラー効果を理解する
。

10週 ４．光波
光の本質，光の反射と屈折，全反射

光とは何か，光速の測定，光の反射と屈折の法則，光の全
反射を理解する。

11週 光の干渉 ヤングの干渉実験と薄膜による光の干渉について理解する
。

12週 回折格子とスペクトル 回折格子の原理と光のスペクトルについて理解する。
13週 光の分散，偏光，散乱 光の分散，偏光，光の散乱について理解する。

14週 凸レンズと凹レンズによる像
組み合わせレンズとレンズの応用

レンズによる物体の像を作図し，レンズの式を導く。
組み合わせレンズを応用した光学機器について理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ５．電磁気
帯電，クーロンの法則 帯電，クーロンの法則を理解する。

2週 電界，電気力線，ガウスの法則 電界，電気力線，ガウスの法則を理解する。
3週 電位と電位差 電位と電位差，等電位面を理解する。
4週 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極 導体と静電誘導，誘電体と誘電分極を理解する。
5週 コンデンサーと電気容量 コンデンサーの原理と電気容量を理解する。
6週 コンデンサーの接続，エネルギー コンデンサーの接続，エネルギーを理解する。
7週 （中間試験）
8週 電流，オームの法則，電力とジュール熱 電流の電子モデルを理解する。
9週 抵抗の接続，キルヒホッフの法則 直流回路におけるキルヒホッフの法則を理解する。
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10週 磁石による磁界，電流による磁界
磁気に関するクーロンの法則と磁力線を理解する。ビオ
－サヴァールの法則から直線電流と円形電流による磁界を
理解する。

11週 電流が磁界からうける力 電流が磁界からうける力を理解する。
12週 電磁誘導 電磁誘導，相互誘導，自己誘導を理解する。
13週 【実験】気柱の共鳴 気柱の共鳴現象から音叉の振動数を測定する。

14週 【実験】分光器による光の波長の測定
【実験】レンズの焦点距離の測定

分光器によって光の波長を測定する。
光学ベンチを使って，薄いレンズの焦点距離を測定する。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 実験レポート 宿題 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 10 10 0 0 0 100
基礎的能力 80 10 10 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 無機化学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材
教科書：平尾、田中、中平ら共著「無機化学－その現代的アプローチ－（第２版）」（東京化学同人）、 参考書：リー｢
無機化学｣（東京化学同人）、浜口博「基礎無機化学（改訂版）」（東京化学同人）、コットン他、中原勝厳訳「基礎無
機化学」（培風館）

担当者 小松崎 秀人
到達目標
１．無機化合物の化学式・反応式をきちんと書けるようになること。
２．クーロンの法則、電気陰性度等の概念に基づいて化学事象を理論的に説明できること。
３．化学結合、酸・塩基、酸化還元の概念から、物質の性質や反応を理解できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
代表的な無機化合物の化学式・反
応式をしっかりと理解し正確に書
けるようになる。

代表的な無機化合物の化学式・反
応式を書けるようになる。

代表的な無機化合物の化学式・反
応式を理解できず、書くこともで
きない。

評価項目2
無機化合物について、クーロンの
法則等の概念に基づいて化学事象
を理論的に説明することができる
。

無機化合物について、クーロンの
法則等の概念に基づいて化学事象
を概ね理解することができる。

無機化合物について、クーロンの
法則等の概念に基づいて化学事象
を理解することができない。

評価項目3
化学結合、酸・塩基、酸化還元の
概念から、物質の性質や反応をよ
く理解することができる。

物質の性質や反応を概ね理解する
ことができる。

物質の性質や反応を理解すること
ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
２年生で学んだ無機化学を基礎に、周期表の意味、各族元素の性質、化学結合の本質、酸と塩基、酸化と還元などを基
本的な原理・法則に基づいて理論的・定量的に取扱い、無機化学のいろいろな事象に対する理論的な思考力並びに問題
解決能力を養成する。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は主に黒板による板書で説明していく。授業内容の理解を深めるために資料配付も行う。

注意点 この講義は理論的・論理的に無機化学の事象を考える能力を養成することを目的とする。この講義により、今後、無機
化学の自発的な学習や問題解決に大いに役立つはずである。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．周期表の化学
　周期表と電子配置①

量子数、電子軌道の形、元素の電子配置について理解する
。

2週 　周期表と電子配置② パウリの排他原理、フントの規則について理解する。

3週 　元素の分類と周期表の特徴 典型・遷移元素、金属・半金属・非金属元素、原子量につ
いて理解する。

4週 　電気陰性度の理論的取扱い 電気陰性度の定義、スレーターの規則について理解する。

5週 ２．各族元素の性質
　１族元素の性質　

水素の同位体、スピン異性体、アルカリ金属の性質につい
て理解する。

6週 　２族元素の性質 Be, Mgとアルカリ土類金属の違い、アルカリ土類金属の性
質について理解する。

7週 （中間試験）

8週 　13族元素の性質① ホウ素の化学、酸性・塩基性酸化物、ルイス酸・塩基につ
いて理解する。

9週 　13族元素の性質② アルミニウム化合物の諸性質について理解する。

10週 　14族元素の性質 炭素の同素体、ケイ素化合物、Sn・Pb化合物について理解
する。

11週 　15族元素の性質① 窒素の酸化物、窒素酸化物について理解する。
12週 　15族元素の性質② リンの同素体、酸化物、リン酸化物について理解する。
13週 　16族元素の性質① 酸素の同素体、酸素分子の分子軌道法について理解する。
14週 　16族元素の性質② イオウの同素体、イオウ酸化物について理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期分の総復習を行う。

後期

1週 　17族元素の性質 ハロゲン単体、ハロゲン酸化物について理解する。

2週 　18族元素の性質 希ガスが不活性の理由、Kr・Xeの化合物と構造について理
解する。

3週 　遷移元素の性質① 遷移元素の分類と性質、金属錯体の形成について理解する
。

4週 　遷移元素の性質② d-d分裂、分光化学系列、ランタノイド収縮について理解す
る。

5週 ３．電子軌道と化学結合
　初期の量子論と波動方程式

水素の原子スペクトル、ライマン系列、ボーアモデルの概
要について理解する。

6週 　化学結合の理論 原子価結合法と分子軌道法について理解する。
7週 （中間試験）
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8週 　化学結合の種類とその本質① イオン結合、共有結合モデル、金属結合モデルについて理
解する。

9週 　化学結合の種類とその本質② 水素結合モデル、Van der Waals 力モデルについて理解す
る。

10週 ４．酸と塩基 酸・塩基の定義、酸・塩基反応について理解する。

11週 ５．酸化と還元
　酸化と還元の定義

酸化・還元の定義、酸化・還元反応の成り立ちについて理
解する。

12週 　半反応式と酸化還元反応式 半反応式、酸化・還元反応式の作り方、標準電極電位につ
いて理解する。

13週 　ネルンストの式、電気分解 ネルンストの式、電池の起電力計算、電気分解反応につい
て理解する。

14週 ６．結晶化学 結晶の種類、格子エネルギーについて理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期分の総復習を行う。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 有機化学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書： 奥山格・石井昭彦・箕浦真生 著 「有機化学　改訂2版」 （丸善出版） 分子模型： BAS-2 基本Bセット （モ
ル・タロウ） 参考書： 奥山格 著 「有機化学　改訂2版　問題の解き方」 （丸善出版）

担当者 小林 みさと
到達目標
１．原子軌道、混成軌道がどのようなものか説明でき、それが共有結合を形成し有機分子が成り立っていることがわかる。
２．有機分子のひずみと、それが立体的な三次元構造に与える影響がわかる。
３．共役とは何かが説明でき、共鳴法によって共役が表せる。
４．有機化学反応の基礎として重要である酸・塩基について説明できる。
５．巻矢印を用いて、重要な有機反応の反応機構が書ける。
６．主要な有機反応の生成物の構造式が書ける。
７．分子のキラリティーが何かがわかり、キラルとアキラルなものに分類できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
原子軌道、混成軌道がどのような
ものか正しく説明でき、分子の構
造を分子軌道を用いて説明できる
。

原子軌道が混成して混成軌道が成
り立っていることが説明でき、二
種類の共有結合の違いがわかる。
また分子の図を見て、結合の種類
がわかる。

原子軌道、混成軌道がどのような
ものか説明できない。

評価項目2

アルカンの立体配座とねじれひず
み、シクロアルカンの安定な立体
配座について正しく説明できる上
に、様々な有機分子の安定な立体
構造が予想できる。

アルカンの立体配座とねじれひず
み、シクロアルカンの安定な立体
配座について説明ができる。

アルカンの立体配座とねじれひず
み、シクロアルカンの安定な立体
配座について説明ができない。

評価項目3

共役とはなにかが説明でき、共役
系はなぜ安定なのかが正しく説明
できる。また、授業で取り上げな
い共鳴寄与式も、自分で予想して
かくことができる。

共役とはなにかが説明でき、その
安定性について理解できる。共鳴
寄与式がかける。

共役とは何かが説明できない。共
鳴法によって共役が表せない。

評価項目4

酸塩基反応が完成でき、酸と塩基
の共役関係を正しく示すことがで
きる。物質の酸性度の序列を示す
ことができ、その序列になる理由
を説明することができる。

酸塩基反応が完成でき、酸と塩基
の共役関係を示すことができる。
物質の酸性度の序列を示すことが
できる。

酸塩基反応が完成できず、酸と塩
基の共役関係を示すことができな
い。物質の酸性度の序列を示すこ
とができない。

評価項目5
授業で扱わない反応も、巻き矢印
を用いた反応機構を予想すること
ができる。

授業で取り上げた反応について、
巻矢印を用いて、反応機構を説明
することができる。

巻矢印を用いて、反応機構を示す
ことができない。

評価項目6
主要な有機反応の生成物の構造式
が正しくかけ、関連反応の生成物
も予想することができる。

主要な有機反応の生成物の構造式
が書ける。

主要な有機反応の生成物の構造式
がかけない。

評価項目7
エナンチオマー、ジアステレオマ
ー、メソ化合物、ラセミ体につい
て正しく説明でき、具体例が挙げ
られる。

分子のキラリティーが何かがわか
り、キラルとアキラルなものに分
類できる。

分子のキラリティーが何かわから
ず、キラルとアキラルなものに分
類できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
有機物質は自然界に存在する基本的な構成要素であり、石油から医薬品、生物に至るまで膨大な化合物群を構成してい
る。これらの基礎的な化合物群を理解できるよう、２年次、4年次の有機化学で展開する内容と併せて学習することによ
り、無理なく体系的に理解できるようにしている。３年生で実施する物質工学実験Ⅰ（有機化学実験）とも関連し、有
機化学に対する理解を深めている。

授業の進め方と授業内
容・方法

２年生までに学習した化学、有機化学Ⅰが基礎となっている。事前に復習しておくこと。
本科目は専門基礎科目であり、物理化学、生物工学、環境化学、材料科学、有機合成化学、高分子化学等の授業の基礎
となる科目である。主体的、積極的取り組んでもらいたい｡
毎回の授業後には、講義ノート等を見直して、内容を復習すること．また、次回予定の内容に関して、教科書を参考に
して事前に勉強しておくこと。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 分子のかたちと混成軌道 (1) 原子軌道の形、分子軌道、混成軌道について説明ができる
。

2週 分子のかたちと混成軌道 (2)
混成軌道を用い物質の形が説明できる。分子軌道を用いて
σ結合とπ結合が説明ができる。アルケンの E, Z 表記法に
ついて説明ができる。

3週 立体配座と分子のひずみ (1) 分子のひずみからアルカンの立体配座が予測できる。
4週 立体配座と分子のひずみ (2) シクロアルカンの立体構造が予測できる。
5週 共役と電子の非局在化 (1) 共役とは何かが説明できる。共鳴寄与式がかける。
6週 共役と電子の非局在化 (2) 芳香族性についてヒュッケル則に基づき説明できる。
7週 中間試験
8週 酸と塩基 (1) pKa と酸性度の関係について説明ができる。
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9週 酸と塩基 (2) 酸性度の序列に化合物を並べることができ、そうなる理由
を説明できる。

10週 カルボニル基への求核付加反応 (1) アセタールの生成の反応機構と生成物の構造式がかける。
11週 カルボニル基への求核付加反応 (2) イミンの生成の反応機構と生成物の構造式がかける。
12週 カルボン酸誘導体の求核置換反応 (1) カルボン酸とその誘導体の命名が正しくできる。

13週 カルボン酸誘導体の求核置換反応 (2) カルボン酸とその誘導体の合成と反応の生成物の構造式が
かける。

14週 カルボニル基のヒドリド還元とGrignard反応 ヒドリド還元、Grignard反応によるC-C結合生成の生成物
の構造式がかける。

15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 立体化学 (1) 構造異性体と鏡像異性体の違いが説明できる。

2週 立体化学 (2) R, S命名法が正しくかける。ジアステレオマー、メソ化合
物について説明ができる。

3週 ハロゲン化アルキル (1) ハロゲン化アルキルの求核置換反応 SN1 と SN2 の反応に
ついて説明できる。

4週 ハロゲン化アルキル (2) カルボカチオンの安定性の序列がわかる。

5週 ハロゲン化アルキル (3) ハロゲン化アルキルの脱離反応の生成物の構造式がかける
。

6週 アルコール、エーテル アルコールを用いる種々の反応の、生成物の構造式がかけ
る。

7週 中間試験

8週  アルケンとアルキンへの付加反応 (1) アルケンへの求電子付加反応の位置選択性と立体化学がわ
かる。

9週 アルケンとアルキンへの付加反応 (2) Diels-Alder反応の生成物の構造式がかける。

10週 芳香族求電子置換反応 (1) ベンゼン誘導体のハロゲン化、ニトロ化、Friedel-Crafts反
応の生成物の構造式がかける。

11週 芳香族求電子置換反応 (2) 置換基による求電子置換の配向が説明できる。
12週 エノラートイオンとその反応 (1) ケト－エノール互変異性について説明できる。
13週 エノラートイオンとその反応 (2) エノラートイオンとは何かが説明できる。
14週 エノラートイオンとその反応 (3) アルドール反応の生成物の構造式がかける。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題等 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 0 0 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物理化学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：秋貞英雄，井上亨，杉原剛介「化学熱力学中心の基礎物理化学」（学術図書出版社）参考書：セミナー化学基
礎+化学（第一学習社）

担当者 依田 英介
到達目標
１．温度や圧力あるいは濃度による物性の変化を分子論的に理解し、その変化を定量的に扱えるようにする。
２．化学平衡について理解し、気体反応についても平衡計算ができるようにする。
３．反応速度が温度や濃度によりどのような影響を受けるかを理解し、簡単な反応について解析ができるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

理想気体の方程式において、圧力
、体積の単位を気体定数にあわせ
て正しく計算できる。

理想気体の方程式において、圧力
、体積の単位を気体定数にあわせ
なければならないことを理解して
いるが、単位の換算が正しくでき
ない。

理想気体の方程式において、圧力
、体積の単位を気体定数にあわせ
なければならないことを理解して
いない。

実在気体の特徴と状態方程式を説
明できる。

教科書等を見ながらであれば、実
在気体の特徴と状態方程式を説明
できる。

左記ができない。

混合気体の分圧の計算ができる。 教科書等を見ながらであれば、混
合気体の分圧の計算ができる。 左記ができない。

Raoultの法則を理解し、蒸気圧降
下より、溶質の分子量を計算でき
る。

教科書等を見ながらであれば、左
記の計算ができる。 左記ができない。

沸点上昇、凝固点降下と浸透圧よ
り、溶質の分子量を計算できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記の計算ができる。 左記ができない。

平衡の記述（質量作用の法則）を
説明できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記を説明できる。 左記ができない。

諸条件の影響（ルシャトリエの法
則）を説明できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記を説明できる。 左記ができない。

反応速度の定義を理解して、実験
的決定方法を説明できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記を説明できる。 左記ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 気体や液体の性質を定量的に取り扱ったり、化学反応において、反応に関わる物質の量がどのように変化するかを学ぶ

。さらに、化学反応の速度について、その定義、式の誘導、反応機構との関係等を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績80％、小テストや宿題等の成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点
法則や式自体は簡単なものが多いが、それらを使いこなせなければ意味がない。式や法則がどのように導かれたのかを
理解した上で、。式や法則がどのように導かれたのかを理解した上で、正しく使えるようにして欲しい。小テストを行
うので講義中に理解し、質問があればその場で聞くこと。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題
を解いておくこと。次回予定の部分を予習しておくこと。また、微分積分を復習すること。電卓の使用可。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 イントロダクション 前期の授業の流れを理解する。

2週 単位と有効数字 SI基本単位、SI誘導単位、常用単位とSI単位間の換算、有
効数字。

3週 Boyle-Charlesの法則 Boyle-Charlesの法則。
4週 理想気体の状態方程式　 気体定数、理想気体の状態方程式を利用した分子量計算。

5週 理想混合気体 Daltonの分圧の法則、モル分率。
混合気体の分圧の計算ができる。

6週 実在気体の状態方程式 実在気体とvan der Waalsの状態式、分子間力、排除体積
。

7週 （中間試験）

8週 気体の液化 臨界点、相応状態の原理。
臨界現象と臨界点近傍の特徴を説明できる。

9週 気体分子運動論
気体分子モデル、分子の速度、分子のエネルギー。気体の
分子速度論から、圧力を定義して、理想気体の方程式を証
明できる。

10週 Grahamの法則 Grahamの法則。
11週 液体の蒸気圧 蒸気圧曲線（融解曲線、昇華曲線）、三重点、状態図。

12週 Raoultの法則 理想溶液、蒸気圧降下、Raoultの法則、混合溶液の気体組
成の算出。

13週 沸点上昇 モル沸点上昇定数、水蒸気蒸留への応用。

14週 溶液の束一的性質 冷却曲線、凝固点降下法による分子量測定。浸透現象、浸
透圧による分子量測定。

15週 （期末試験）
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16週 総復習

後期

1週 可逆反応と化学平衡 可逆反応と不可逆反応、化学平衡の概念。
2週 質量作用の法則 質量作用の法則、化学平衡定数。
3週 濃度平衡定数と圧平衡定数（1） 濃度平衡定数、気体反応における圧平衡定数。
4週 濃度平衡定数と圧平衡定数（2） 濃度平衡定数と圧平衡定数との関係。

5週 Le Chatelierの原理(1) Le Chatelierの原理、濃度変化や圧変化による平衡への影
響。

6週 Le Chatelierの原理(2) 温度変化による平衡への影響、共通イオン効果。
7週 （中間試験）

8週 化学反応の速度とは 反応速度の定義、反応速度に影響する因子（濃度、温度、
触媒など）。

9週 反応速度の求め方 反応速度の実験法。
10週 速度式と反応次数 反応速度の濃度依存性、反応速度定数や反応次数の意味。

11週 １次反応 微分型１次反応速度式からの積分型速度式の誘導、半減期
。

12週 ２次反応 微分型２次反応速度式からの積分型速度式の誘導、擬１次
反応。

13週 反応速度の温度依存性 Arrheniusの式、活性化エネルギー、頻度因子。

14週 いろいろな反応の速度式 可逆的な反応や逐次反応の速度式、律速段階、定常状態近
似。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 小テスト・宿題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機器分析
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材
教科書：加藤、内山、鈴木共著「基礎からわかる機器分析」（森北出版）、 参考書：保母、小熊　編著「理工系　機器
分析の基礎」（朝倉書店）、庄野、脇田編著「入門機器分析化学」（三共）、Silversteinら著、荒木ら訳「有機化合物
のスペクトルによる同定法」（東京化学同人）

担当者 岩浪 克之
到達目標
＜前期＞①各機器の利用法について、概要を理解できるようになること。②機器を用いた分析法の基本概念である｢直線性｣について理解できる
ようになること。③物質の存在量と機器の出力との直線関係（検量線）から、未知濃度を求める概念を理解できるようになること。
＜後期＞①各種スペクトルの概要と原理を理解できること。②各種スペクトルから得られる構造決定に関する基本的な情報を理解できること。
③未知試料に関する各種スペクトルから、その化合物の構造決定に活かすことができること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
各機器の概要と、それから得られ
る情報をしっかり理解することが
できる。

各機器の概要と、それから得られ
る基本的な情報を理解できる。

各機器の概要も、それから得られ
る基本的な情報も理解できない。

機器を用いた定性・定量法の概念
をしっかりと理解することができ
る。

機器を用いた定性・定量法の基本
概念を理解することができる。

機器を用いた定性・定量法の基本
概念を理解することができない。

各種スペクトルの解析を行え、有
機化合物を同定することができる
。

各種スペクトルの解析を行え、有
機化合物を同定に活かすことがで
きる。

各種スペクトルの解析を行うこと
ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
前期は、主に機器を用いた定性・定量分析法について解説する。また、その共通手法である検量線法を含め、機器分析
の基礎力の養成を図る。後期は、有機化合物の可視・紫外吸収スペクトル、赤外吸収スペクトル、核磁気共鳴スペクト
ル、質量スペクトルの一般論を解説し、各種スペクトルと分子構造の関係を説明する。また、有機未知試料のこれらの
スペクトルから、その化合物の構造決定を行う方法を解説する。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は主に黒板による板書で行う。授業内容の理解に繋げるため、資料配付も行う。

注意点 機器分析は、有機，無機をはじめ化学全般の基礎であり，実際に広い分野で利用される応用化学である。４年生以降で
選択する専門分野に関係なく、しっかりと理解し、各自の専門分野で活かして欲しい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 機器分析の概要（１） 化学分析と機器分析の違い、機器分析の特徴について理解
する。

2週 機器分析の概要（２） 検量線法などの定量法の基本概念を理解する。

3週 吸光光度分析法（１） 波長による光の区分と機器分析法の分類について理解する
。

4週 吸光光度分析法（２） Lambert-Beer則とその式の内容について理解する。

5週 吸光光度分析法（３） 可視吸収スペクトル法の光吸収原理と、その定性・定量法
について理解する。

6週 吸光光度分析法（４） 紫外吸収スペクトル法の原理と共役二重結合との関係につ
いて理解する。

7週 （中間試験）
8週 吸光光度分析法（５） 赤外吸収スペクトル法の原理について理解する。
9週 吸光光度分析法（６） 赤外吸収スペクトルの測定法について理解する。
10週 蛍光分析法（１） 蛍光分析の原理を理解する。
11週 蛍光分析法（２） 蛍光分析の応用、長所、短所について理解する。

12週 原子吸光分析法 原子スペクトルおよびフレーム、フレームレス原子吸光に
ついて理解する。

13週 クロマトグラフィー（１） クロマトグラフィーの分類と原理を理解する。

14週 クロマトグラフィー（２） ガスクロマトグラフィ、高速液体クロマトグラフィの原理
を理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 機器を用いた定性法・定量法の総まとめとして復習する。

後期

1週 １．有機化合物の体系 官能基による有機化合物の大まかな分類について理解する
。

2週 ２．定性実験による有機物の構造決定 C=C検出法、CHO検出法、ヨードホルム試験、ルーカス試
薬について理解する。

3週 ３．可視・紫外吸収スペクトル
（１）スペクトルの概要

共役二重結合と分子軌道法による取り扱いについて理解す
る。

4週 （２）得られる構造情報 共役系の長さと第１吸収帯の吸収極大との関係について理
解する。

5週 ４．赤外吸収スペクトル
（１）スペクトルの概要

分子の振動エネルギー準位、振動モード、官能基の特性吸
収帯について理解する。
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6週 （２）得られる構造情報と演習 有機化合物の構造と赤外スペクトルの吸収パターンについ
て理解する。

7週 （中間試験）

8週 ５．核磁気共鳴スペクトル
（１）スペクトルの概要

核磁気共鳴の原理、化学シフト、積分値、スピン結合につ
いて理解する。

9週 （２）得られる構造情報 いろいろな有機化合物の核磁気共鳴スペクトル解析につい
て理解する。

10週 （３）理論的取り扱い 高磁場・低磁場、電子密度と化学シフト、環電流効果、ス
ピン結合について理解する。

11週 （４）演習問題 いろいろな有機化合物の核磁気共鳴スペクトルの予想パタ
ーンについて理解する。

12週 ６．質量スペクトル 分子イオンピーク、窒素ルール、同位体ピーク、フラグメ
ントピークについて理解する。

13週 ７．スペクトルによる構造決定
（１）有機構造決定法のまとめと演習 有機構造決定法の作業手順について理解する。

14週 （２）演習問題 実際のスペクトルによる有機構造決定法について理解する
。

15週 （期末試験）
16週 総復習 後期分期末試験の解説と、これまでの総復習を行う。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 0 70
専門的能力 30 0 0 0 0 0 30
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報処理
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 Word/Excel/Power Point 標準テキスト（技術評論社）
担当者 鈴木 康司,鈴木 喜大
到達目標
１．文章作成ソフト、表計算、プレゼンテーション、化学構造式描写ソフトなどのソフトウェアの基本的操作を習得する。
 ２．プレゼンテーションツールの使い方に習熟し、プレゼンテーションツールを用いた発表ができるようになる。
 ３．ソフトウェアを用いた実験レポートの作成や、研究発表に関する基本的技術を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
文章作成ソフト、表計算、化学構
造式描写ソフトなどのソフトウェ
アの操作が自在にできる。

文章作成ソフト、表計算、化学構
造式描写ソフトなどのソフトウェ
アの操作がテキスト等を見ればで
きる。

文章作成ソフト、表計算、化学構
造式描写ソフトなどのソフトウェ
アの操作ができない。

評価項目２
プレゼンテーションツールの使い
方に習熟し、プレゼンテーション
ツールを自在に用いた発表ができ
るようになる。

プレゼンテーションツールの使い
方に習熟し、プレゼンテーション
ツールを用いた発表がテキスト等
を参考にすればできるようになる
。

プレゼンテーションツールの使い
方に習熟し、プレゼンテーション
ツールを用いた発表ができない。

評価項目３
ソフトウェアを用いた実験レポー
トの作成や、研究発表に関する高
度な技術を有する。

ソフトウェアを用いた実験レポー
トの作成や、研究発表に関する基
本的技術を有す
る。

ソフトウェアを用いた実験レポー
トの作成や、研究発表に関する基
本的技術を習得できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
パーソナルコンピュータ上で動作する文書作成・表計算・プレゼンテーション等のツールの仕組みや操作を体験し習得
する。その上で、テーマに沿った文章表現や図形表現を行い、全員の前で発表することにより、各自のプレゼンテーシ
ョン能力を高め、表現する力を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は原則として電子計算機演習室で行う。プレゼンテーション発表会は教室を予定している。、授業では課題のプリ
ントを配布するので期限内に提出をすること。定期試験は行わなず、提出課題内容と一部学生による相互評価を取り入
れた発表で評価する。授業後にはプリントの内容を復習すること。

注意点 欠席すると習熟度・理解が大幅に遅れるので、できるだけ欠席しないように。内容のあるオリジナリティ溢れる発表を
期待しています。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 授業概要説明 講義計画、概要、ソフト、電子計算機演習室利用ルール等
の確認ができる

2週 プレゼンテーションツールの操作方法
テンプレートの利用、アウトラインからの作成、ノートの
利用、効果的なプレゼンテーションを行うための極意の修
得できる

3週 プレゼンテーションツールを用いた指定課題の図表作成 図表、写真の作成と挿入方法の修得ができる
4週 指定課題のアニメーションの作成と挿入方法 アニメーション、動画の挿入方法の修得と課題提出
5週 選択課題に沿ったプレゼンテーション（１） 選択課題の決定とスライドレイアウトの練習ができる
6週 選択課題に沿ったプレゼンテーション（２） 基本操作の再確認と課題作成ができる
7週 選択課題に沿ったプレゼンテーション（３） 課題の完成と提出できる
8週 復習 前半のまとめ、質問への回答
9週 自由課題プレゼンテーションの準備（１） 発表課題と構想案の作成、案の提出ができる
10週 自由課題プレゼンテーションの準備（２） プレゼン用スライドの作成ができる
11週 自由課題プレゼンテーションの準備（３） 発表原稿の作成ができる
12週 自由課題プレゼンテーションの準備（４） スライド最終確認、発表の練習を行う
13週 自由課題プレゼンテーションの発表（１） ２グループに分けてのプレゼンテーション（１）
14週 自由課題プレゼンテーションの発表（２） ２グループに分けてのプレゼンテーション（２）
15週 自由課題プレゼンテーションの発表（３） ２グループに分けてのプレゼンテーション（３）
16週 自由課題プレゼンテーションの発表（４） グループ最優秀者によるプレゼンテーション

後期

1週 化学構造式描写ソフト（１） ChemSketchを用いた構造式作成ができる
2週 化学構造式描写ソフト（２） 構造式エディタとワードとの連携、課題提出を行う
3週 実験レポートの作成（１） パソコンを使った実験レポート作成の基礎を理解できる
4週 実験レポートの作成（２） エクセルによるデータ入力とグラフの作成ができる
5週 実験レポートの作成（３） ワードとエクセルの連携ができる

6週 実験レポートの作成（４） ChemSketchによる構造式作成、実験レポート提出ができ
る

7週 復習 ここまでのまとめ、質問への回答

8週 プレゼンテーションの構想、発表テーマの取材 英語による自由課題プレゼンテーションのテーマ構想を行
う

9週 プレゼンテーション用資料作成（１） アウトラインの作成、スライドの構成ができる
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10週 プレゼンテーション用資料作成（２） 英語によるスライド作成作業を行う
11週 プレゼンテーション用資料作成（３） スライドの完成と英語原稿の作成と課題提出ができる
12週 英語によるプレゼンテーション（１） ２グループに分けてのプレゼンテーション（１）
13週 英語によるプレゼンテーション（２） ２グループに分けてのプレゼンテーション（２）
14週 英語によるプレゼンテーション（３） ２グループに分けてのプレゼンテーション（３）
15週 英語によるプレゼンテーション（４） グループ最優秀者によるプレゼンテーション
16週 まとめと講評 情報処理のまとめと講評

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題内容 合計

総合評価割合 0 40 10 0 0 50 100
基礎的能力 0 15 5 0 0 20 40
専門的能力 0 25 5 0 0 30 60
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学ゼミナール
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 テキスト：「化学ゼミナールテキスト」（茨城高専・物質工学科編集）、「分析化学のまとめ」（茨城高専・物質工学
科編集）

担当者 鈴木 康司,Luis Guzman,佐藤 稔,岩浪 克之,宮下 美晴,小松崎 秀人,石村 豊穂,依田 英介,小林 みさと,鈴木 喜大,澤井 光
到達目標
１．科学英文を読む際に必要な単語力をつける。
２．科学英文の読解力をつける。
２．分析化学の体系と知識を修得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
科学英単語・熟語の意味を理解で
き、科学英文の読解に役立てるこ
とができる。

科学英単語・熟語の意味を理解で
きる。

科学英単語・熟語の意味を理解で
きない。

科学英文によく使われる文法を理
解し、主語（主部）と動詞（述部
）を意識しながら、また、自動詞
と他動詞を区別しながら、長文の
科学英文を訳し、その内容を理解
することができる。

長文の科学英文を訳し、その内容
を理解することができる。

長文の科学英文を訳せず、内容を
理解することができない。

定性分析の原理を理解し、与えら
れた条件で検出したイオンの特定
ができる。また、系統的分離分析
手順を考案できる。

定性分析の原理を理解し、与えら
れた条件で検出したイオンの特定
ができる。

定性分析の原理が理解不足で、与
えられた条件で検出したイオンの
特定ができない。

滴定において使われる化学反応を
理解して反応式を記述でき、量的
関係の計算ができる。また、化学
反応の組み合わせで滴定法を考案
できる。

滴定において使われる化学反応を
理解して反応式を記述でき、量的
関係の計算ができる。

滴定において使われる化学反応を
理解できず反応式を記述できない
。そのため、量的関係の計算がで
きない。

取り扱った機器分析の原理を理解
し、応用法を説明できる。また、
定量原理を理解し、量的計算がで
きる。

取り扱った機器分析の原理を理解
し、その説明ができる。また、定
量原理を理解し、量的計算ができ
る。

取り扱った機器分析の原理を理解
不足で、その説明ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
前期：少人数のグループで各教員の指導のもと、やや長文の科学に関する英文を読み、科学的な英文に慣れ親しんで英
語力を身につける。
後期：２年次の分析化学の復習と演習を行う。

授業の進め方と授業内
容・方法

注意点 前期の授業は，小グループに分かれ，各教員の部屋で行う。英単語の小テストも行うので、しっかり予習すること。
後期の授業は、分析化学の総復習を行うので、２年生でやった分析化学をしっかり予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 授業の目的、進め方、評価方法、予習法について理解する
ことができる。

2週 §1. Is an astronaut really weightless in space? (1)

科学英単語・熟語の意味を理解し、科学英文の読解に役立
てることができる。
科学英文によく使われる文法を理解し、主語（主部）と動
詞（述部）を意識しながら、また、自動詞と他動詞を区別
しながら、長文の科学英文を訳し、その内容を理解するこ
とができる。

3週 §1. Is an astronaut really weightless in space? (2) 同上
4週 §1. Is an astronaut really weightless in space? (3) 同上
5週 §2. Is the earth slowing down? (1) 同上
6週 §2. Is the earth slowing down? (2) 同上
7週 中間試験
8週 §2. Is the earth slowing down? (3) 同上
9週 §3. How does a thermometer work? (1) 同上
10週 §3. How does a thermometer work? (2) 同上
11週 §3. How does a thermometer work? (3) 同上
12週 §4. Can tides be used to generate electricity? (1) 同上
13週 §4. Can tides be used to generate electricity? (2) 同上
14週 §4. Can tides be used to generate electricity? (3) 同上
15週 期末試験
16週 前期の復習 前期に学習した内容のまとめと復習。

後期 1週 分析化学の体系 定性、定量の観点からの化学分析、機器定量分析の体系化
を学ぶ
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2週 定性分析 陽イオンの系統的分離分析について理解を深める

3週 溶解度積と沈殿平衡計算 難溶性化合物の溶解・沈殿生成について理論的考察ができ
るようにする

4週 重量分析法 沈殿重量分析法について計算方法を理解する

5週 容量分析法（中和反応） ｐH滴定の理論、滴定曲線、指示薬の使い方、応用例につ
いて理解する

6週 容量分析法（中和反応） 塩基混合物の同時定量について理解する
7週 中間試験
8週 沈殿滴定 沈殿滴定の理論と応用について理解する

9週 酸化還元滴定(過マンガン酸滴定法） 半反応について学び、その組み合わせによる酸化還元反応
を理解する。

10週 酸化還元滴定(ヨウ素滴定法） ヨウ素滴定の理論を学び、酸化還元滴定の計算法に習熟す
る。

11週 キレート滴定 キレート剤、キレート滴定指示薬など錯形成反応の滴定分
析への応用を理解する。

12週 機器定量分析 機器定量分析における定量原理などの一般論を理解する。

13週 吸光分析法 吸光光度法、原子吸光法の光分析の原理と定量法法につい
て理解する。

14週 クロマトグラフ法 クロマトグラフの定量原理と応用について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 本授業の総復習

評価割合
試験 単語小テスト 合計

総合評価割合 90 10 100
基礎的能力 40 10 50
専門的能力 50 0 50
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 生物化学
科目基礎情報
科目番号 0015 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 泉屋信夫　他　「生物化学序説　第２版」（化学同人）
担当者 鈴木 康司
到達目標
１．生体をつかさどる成分、生命現象メカニズムが、化学反応により進行していることを分子レベルで把握し
理解すること。
２．ＤＮＡからタンパク質の発現の過程を論理的に説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 炭水化物と糖の生物機能とその代
謝について十分に説明ができる

炭水化物と糖の生物機能とその代
謝について概ね説明ができる

炭水化物と糖の生物機能とその代
謝について説明ができない

評価項目2 脂質の生物機能とその代謝につい
て十分に説明ができる

脂質の生物機能とその代謝につい
て概ね説明ができる

脂質の生物機能とその代謝につい
て説明ができない

評価項目3
タンパク質、特に酵素の生物機能
とその代謝について十分に説明が
できる

タンパク質、特に酵素の生物機能
とその代謝について概ね説明がで
きる

タンパク質、特に酵素の生物機能
とその代謝について説明ができな
い

評価項目4 核酸の生物機能とその代謝につい
て十分に説明ができる

核酸の生物機能とその代謝につい
て概ね説明ができる

核酸の生物機能とその代謝につい
て説明ができない

評価項目5 同化と異化について十分に説明が
できる

同化と異化について概ね説明がで
きる

同化と異化について説明ができな
い

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 生物を工業的に応用するバイオテクノロジーを学ぶためには、その基礎となる生物化学の理解が必要となる。本講義で

は、基礎生物の内容を通して、生物あるいは生命現象を科学的方法で分子レベルにまで掘り下げて追求する。
授業の進め方と授業内
容・方法

教科書の内容に加えて、最先端の情報等も加えながら資料配付と板書によって進める。理解度を高めるため、小テスト
やレポートを挟みながら進行させる。

注意点 講義ノートの内容を見直し、講義に関する課題等が出された時は、それを解いておいてください。講義で示し
た次回予定の部分を予習しておいてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 生物化学序論 生命はどのようにして生まれ、進化をとげてきたのか説明
できる

2週 アミノ酸の化学 生体で用いられるアミノ酸の側鎖構造と諸性質を説明でき
る　

3週 ペプチドの化学 モノマーなアミノ酸が結合したペプチドの構造と生体にお
ける役割を説明できる

4週 タンパク質の化学（１）  タンパク質は様々な化学結合により高次構造となることを
説明できる

5週 タンパク質の化学（２） タンパク質の機能をあげることができ、生命活動の中心で
あることを説明できる。

6週 単糖類の化学 基本的な単糖類の化学構造と異性体、諸性質を説明できる
7週 （中間試験）

8週 少糖類と多糖類の化学 少糖類とグリコシド結合をした多糖類の役割と結合構造に
ついて説明できる

9週 単純脂質の化学 トリアシルグリセロールの構造、おもな天然脂肪酸とその
生体での機能について説明できる

10週 複合脂質の化学 複合脂質の構造とその生体での機能を説明できる

11週 プロスタグランジンとイソプレノイド プロスタグランジンとイソプレノイド等の構造と性質を説
明できる

12週 核酸成分の化学 ＤＮＡ，ＲＮＡを構成する核酸の各塩基構造その働きを説
明できる

13週 核酸の構造と性質 核酸の二重らせん構造と複製、生体での基本的役割を説明
できる　

14週 酵素の構造と作用 触媒としての酵素の諸性質、補酵素や補欠因子（水溶性ビ
タミン）との関係を説明できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習　

後期

1週 酵素反応速度論と酵素の阻害 ミカエリシス・メンテンの式による反応速度論とラインウ
エーバー・バークの式について説明できる

2週 第2週生理活性物質 ビタミン、ホルモン、毒などの構造と生体での役割を説明
できる

3週 物質代謝とＴＣＡ回路 ＴＣＡ回路においてエネルギー物質がどこで生成されるか
説明できる

4週 呼吸鎖と電子伝達系 呼吸鎖・電子伝達系において、酸化的リン酸化過程におけ
るＡＴＰが作られるか説明できる
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5週 糖代謝（解糖系）
 糖が嫌気呼吸（解糖系など）でどのような物質に代謝され
るのか説明できる　
説明できる

6週 糖新生と光合成 炭酸同化、糖新生、光合成色素がどのように係わるのか説
明できる

7週 （中間試験） 　

8週 脂肪酸代謝（β酸化）  どのようにして脂肪酸が代謝されエネルギーが作られるの
か説明できる

9週 ケトン体と脂肪酸の生合成 ケトン体、脂肪酸の生合成がどのような過程で進行するか
説明できる　

10週 アミノ酸の代謝 アミノ酸の脱アミノ化と尿素回路について説明できる

11週 セントラルドグマと核酸の代謝 謝ＤＮＡ→ＲＮＡ→タンパク質への過程と酵素等及び核酸
代謝について説明できる　

12週 ＤＮＡとＲＮＡの生合成 ＤＮＡとｍＲＮＡの生合成がどのように行われるのかにつ
いて説明できる

13週 タンパク質の発現 遺伝暗号（コドン）とタンパク質発現について説明できる
14週 遺伝情報発現の調節 オペロン説に基づく発現調節を説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習　

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅰ(無機)
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 3

教科書/教材 茨城高専物質工学科編　｢無機化学実験」、参考書：平尾、田中、中平ら共著 ｢無機化学－その現代的アプローチ－第
２版｣（東京化学同人）

担当者 砂金 孝志,小松崎 秀人,澤井 光,鹿野 弘二
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
４．自らの考えを論理的に記述しすることができる。
５．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
装置･器具･機器等を正確かつ安全
に操作し、無機化学実験に必要な
単位操作を身に付け、目的の実験
を行うことができる。

装置･器具･機器等を操作して目的
の無機化学反応を行うことができ
る。

装置･器具･機器等を適切に操作で
きず、目的の無機化学反応を行う
ことができない。

評価項目2
実験を通して、講義で学んだ無機
反応や実験上の注意点に関して理
解を深め、その反応を説明できる
。

実験を通して、講義で学んだ無機
反応について理解を深め、その反
応を概ね説明できる。

実験を通して、講義で学んだ無機
反応について理解を深めることが
できず、その反応を説明すること
ができない。

評価項目3
実験から得られたデータや課題内
容について、妥当性を確かめなが
ら工学的に考えることができる。

実験から得られたデータや課題内
容について考察し説明することが
できる。

実験から得られたデータや課題内
容について説明することができな
い。

評価項目4
実験から得られたデータや課題内
容について、自らの考えを論理的
にまとめ、記述することができる
。

実験から得られたデータや課題内
容について考察し記述することが
できる。

実験から得られたデータや課題内
容について、考えたり、まとめて
記述することができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 無機化学で習った知識を実験を通して体得すると同時に、実験の基本的操作・技術を習得する。また、合成した物質を

粉末Ｘ線回折装置や分光光度計を使って同定する。
授業の進め方と授業内
容・方法 最初にガイダンスを行い、後は７テーマの実験を順次行う。事前に説明を加え、実験内容や無機反応の理解を深める。

注意点
各実験テーマの目的と内容を十分予習の上、実験に臨んで欲しい。保護メガネは必ず持参すること。なお、本実験は、
有機化学実験と対をなし、クラスの半数が無機化学実験を、残り半数が同時に有機化学実験を行い、半期で入れ替えを
行う。物質工学実験Ⅰ（無機）および物質工学実験Ⅰ（有機）を受けて通年となり、３単位となる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション（１週） 無機実験における安全教育、レポートの書き方などのオリ
エンテーションを行うので、それを十分に理解する。

2週 鉛化合物の合成と粉末Ｘ線回折法による同定（３週） 四酸化三鉛の合成を通して、｢焼く｣、｢煎る｣などの技法を
学ぶ。また、Ｘ線回折法の基本原理を理解する。

3週 コバルト(III)錯体の合成と色（３週） ３種のコバルト錯体を合成し、錯体の色の原因について理
論的に理解する。

4週 pH滴定による酢酸のpKaの測定（１週） pH滴定曲線の解析から、弱酸性の酸解離定数（Ka）を求め
る原理を学ぶ。

5週 アンモニアソーダ法による炭酸ナトリウムの合成（１週） アンモニアソーダ法の原理を学ぶと共に、炭酸イオンと炭
酸水素イオンの違いを理解する。

6週 オストワルド法による硝酸の合成（２週） 接触酸化法により硝酸を合成することで、気相反応を行う
上での基本操作を学ぶ。

7週 硫酸銅五水和物の合成（２週） 硫酸銅の合成実験を通して、ろ過、濃縮、乾燥、再結晶な
どの基本操作を学ぶ。

8週 ディスカッション（２週） 実験、レポートについてディスカッションを行い、実験の
理解を深める。

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
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5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取組状況 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 20 0 20
専門的能力 30 50 80
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅰ(有機)
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 物質工学科 対象学生 3
開設期 通年 週時限数 3

教科書/教材 教科書：茨城高専物質工学科編「有機化学実験テキスト」　　　参考書：奥山格監修「有機化学」（丸善）、マクマリ
ー「有機化学概説」（東京化学同人）

担当者 宮下 美晴,岩浪 克之,鈴木 喜大
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・修得する。
２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
４．自らの考えを論理的に記述することができる。
５．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
装置･器具･機器等を正確かつ安全
に操作し、有機合成実験に必要な
単位操作を身に付け、目的の実験
を行うことができる。

装置･器具･機器等を操作して目的
の有機化学反応を行うことができ
る。

装置･器具･機器等を適切に操作で
きず、目的の有機化学反応を行う
ことができない。

実験・演習を通して、講義で学ん
だ有機合成反応の反応機構や実験
上の注意点に関して理解を深め、
その反応を説明できる。

実験・演習を通して、講義で学ん
だ有機合成反応について理解を深
め、その反応を概ね説明できる。

実験・演習を通して、講義で学ん
だ有機合成反応について理解を深
めることができず、その反応を説
明できるない。

実験から得られたデータや演習内
容について、妥当性を確かめなが
ら工学的に考察し、説明できる。

実験から得られたデータや演習内
容について考察し概ね説明・説得
できる。

実験から得られたデータや演習内
容について考察し説明・説得でき
ない。

適切な文献等を参考にしながら、
自らの考えを論理的に記述するこ
とができる。

自らの考えを概ね論理的に記述す
ることができる。

自らの考えを論理的に記述するこ
とができない。

実験内容に関する自らの考えを論
理的に述べながら、討議やコミュ
ニケーションをすることができる
。

実験内容に関する討議やコミュニ
ケーションをすることができる。

実験内容に関する討議やコミュニ
ケーションをすることができない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 有機化学の基本的な操作・技術を習得するとともに、有機合成反応について理解を深める。また、各種分離操作により

反応生成物を単離する方法、および、各種測定機器により化合物の同定を行う方法も理解する。

授業の進め方と授業内
容・方法

２人から３人を１グループとして実験を行う。５つの有機合成反応をとりあげる。途中で、実験内容に関するディスカ
ッションを実施する。実験を実施する前に、実験の目的、使用する試薬･器具、実験操作、等をまとめたプレレポートを
提出する。実験終了後は、プレレポートの内容に加え、結果、考察等を記述したレポートを提出する。

注意点

事前に実験テキストを熟読し、各実験テーマの目的と内容を十分理解して、実験に臨むこと。実験実施後は、参考書等
を活用して実験内容を十分に理解すること。安全のため、保護メガネおよび白衣は必ず持参し、ヒールの高い靴や滑り
やすい靴は着用しないこと。なお、本実験は無機化学実験と対をなし、クラスの半数は前期に有機化学実験を、後期に
無機化学実験を行い、残り半数は前期に無機化学実験を、後期に有機化学実験を行う。成績は無機化学実験と総合で評
価する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス１ 有機実験における安全、レポートの書き方、レポート提出
方法、ディスカッション方法、などを理解する。

2週 ガイダンス２ ガラス器具の名称と取り扱い方、ならびに、ガラス器具を
使った反応装置の組み立て方の基礎を理解する。

3週 エチルアセテートの合成１
エステル合成実験を通して、化学平衡反応や触媒の働きを
理解する。分液ロートによる抽出・洗浄、乾燥剤による
（液体の）乾燥、等の操作を習得する。

4週 エチルアセテートの合成２ ひだ付ろ紙によるろ過、常圧蒸留による精製を習得する。
収率の計算ができるようになる。

5週 o－ニトロフェノールの合成１
ニトロ化反応により、フェノールの反応性や、反応に及ぼ
す温度の影響、等を理解する。水蒸気蒸留、吸引ろ過の操
作を習得する。

6週 o－ニトロフェノールの合成２
TLCによって反応の進行を確認する方法を習得する。融点
測定による生成物の同定を習得する。収率の計算ができる
。

7週 ディスカッション１
エチルアセテート合成実験、o－ニトロフェノール合成実験
に関する討議を行い、実験内容の重要項目に関する理解を
深める。

8週 Friedel-Crafts反応によるアセトフェノン誘導体の合成１
芳香族の反応性、無水塩化アルミニウムの働きを理解する
。また、有害ガス（HCl）発生の対策、分液ロートによる抽
出・洗浄、乾燥剤による乾燥を習得する。

9週 Friedel-Crafts反応によるアセトフェノン誘導体の合成２ エバポレーターを使った溶媒除去、TLC操作、収率の計算
を習得する。

10週 Grignard試薬を用いての2－フェニルヘキサン－2－オール
の合成１

Grignard試薬の合成、および、Grignard試薬を用いたカル
ボニル化合物からのアルコール合成を理解する。加熱還流
による反応を習得する。
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11週 Grignard試薬を用いての2－フェニルヘキサン－2－オール
の合成２ 減圧蒸留による精製を習得する。収率の計算ができる。

12週 水素化ホウ素ナトリウムを用いたヒドロベンゾインの合成
１

還元剤を用いたカルボニル化合物の還元を理解する。加熱
還流操作を習得する。再結晶による精製を習得する。

13週 水素化ホウ素ナトリウムを用いたヒドロベンゾインの合成
２

TLCによる分析、顕微鏡による結晶の観察、収率の計算を
習得する。

14週 ディスカッション２
アセトフェノン誘導体合成実験、2－フェニルヘキサン
－2－オール合成実験、ヒドロベンゾイン合成実験に関する
討議を行い、実験内容の重要項目に関する理解を深める。

15週 総まとめ 各実験で学んだこと、および反省点などを述べることがで
きる。

16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取組状況 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 国語表現
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0003
講義
一般共通４年

通年 週時限数 1
教科書/教材 加藤重広『ことばの科学』（ひつじ書房）　他参考資料を適宜配布する。
担当者 桐生 貴明
到達目標
・直面する場に応じた適切な表現が出来る。
・各種文書の形式、目的に合わせた文書作成が出来る。
・スピーチや議論の際に、的確な表現力、語彙力を用いて伝達する力を養成する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
直面する場に応じ、適切かつ的確
な表現が出来る。

直面する場に応じ、適切な表現が
出来る。

直面する場に応じた、適切な表現
が出来ない。

形式、目的に合わせた文書を適切
かつ的確に作成できる。

形式、目的に合わせた文書を作成
できる。

形式、目的に合わせた文書を作成
できない。

スピーチや議論の際、適切かつ的
確な表現、語彙を用いて伝達でき
る。

スピーチや議論の際、適切な表現
、語彙を用いて伝達できる。

スピーチや議論の際、適切な表現
、語彙を用いて伝達できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 社会人として必要な言語力・語彙力・表現力等を身に付け、実践的な場でそれらのスキルを活用できるようにする。
授業の進め方と授業内
容・方法

講義形式を主としながら、適宜学生に意見を求める授業形式とする。また、グループ討議や口頭発表なども交えていく
。

注意点 自らの考えを相手に伝える際に、どのような表現なら適切に伝えることが出来るのか、常に考えること。予習、復習の
際には、こまめに辞書を引き、語彙力向上に努める。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 概説 1年間の学習内容の説明
2週 文字・単語について 文字、単語の意味や役割について考えを深める。
3週 文字・単語について 文字、単語の意味や役割について考えを深める。
4週 文の構造 文の構造について考える。
5週 文の構造 文の構造について考える。
6週 文の構造 文の構造について考える。
7週 中間試験

8週 論理について１ 論理とはどのようなものか、論理的とはどういうことか、
考えを深める。

9週 論理について１ 論理とはどのようなものか、論理的とはどういうことか、
考えを深める。

10週 論理について１ 論理とはどのようなものか、論理的とはどういうことか、
考えを深める。

11週 論理について１ 論理とはどのようなものか、論理的とはどういうことか、
考えを深める。

12週 論理について１ 論理とはどのようなものか、論理的とはどういうことか、
考えを深める。

13週 言語について１ 言語とはどういうものなのか、「国語」と「多言語」とを
比べ考えを深める。

14週 言語について１ 言語とはどういうものなのか、「国語」と「多言語」とを
比べ考えを深める。

15週 期末試験
16週 総復習 前期授業内容について振り返る。

後期

1週 言語について２ グローバリゼーションにおける言語のありようについて、
考えを深める。

2週 言語について２ グローバリゼーションにおける言語のありようについて、
考えを深める。

3週 言語について２ グローバリゼーションにおける言語のありようについて、
考えを深める。

4週 文章と会話１ 文章表現、会話表現について考える。
5週 文章と会話１ 文章表現、会話表現について考える。
6週 文章と会話１ 文章表現、会話表現について考える。
7週 中間試験
8週 文章と会話２ 敬語表現や俗語表現について考える。
9週 文章と会話２ 敬語表現や俗語表現について考える。
10週 文章と会話２ 敬語表現や俗語表現について考える。
11週 論理について２ 論理的文章構成について学ぶ。
12週 論理について２ 論理的文章構成について学ぶ。
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13週 議論、討論 グループ討論やディベートなど、議論について考える。
14週 議論、討論 グループ討論やディベートなど、議論について考える。
15週 期末試験

16週 総復習 後期授業内容を振り返るとともに、1年間の授業内容につい
て振り返る。

評価割合
試験 発表・提出物等 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 70 30 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 体育実技Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0004
実技
一般共通４年

通年 週時限数 2
教科書/教材
担当者 平井 栄一
到達目標
１．各種の運動に自主的に取り組み，運動に親しむことができたる。
２．健康の保持増進のために，各自の体力に応じた十分な運動量を確保できる。
 ３．ルールを守り，安全に留意して，協力しながら各種の運動に取り組むことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

各種の運動に自主的に取り組み
，運動に親しむことができる。

授業へ遅刻、欠席、見学すること
なく、安全に留意して集中して熱
心に授業に取り組む。

遅刻、欠席、見学が比較的多く、
授業に集中しない又は熱心に取り
組まない。

健康の保持増進のために，各自の
体力に応じた十分な運動量を確保
できる。

授業へ遅刻、欠席、見学すること
なく、安全に留意して集中して熱
心に授業に取り組む。

遅刻、欠席、見学が比較的多く、
授業に集中しない又は熱心に取り
組まない。

ルールを守り，安全に留意して
，協力しながら各種の運動に取り
組むことができる。

授業へ遅刻、欠席、見学すること
なく、安全に留意して集中して熱
心に授業に取り組む。

遅刻、欠席、見学が比較的多く、
授業に集中しない又は熱心に取り
組まない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (人間性の涵養)(ヌ)
教育方法等
概要 各種の運動の合理的な実践を通して，運動技能を高め，運動の楽しさを深め，同時に，心身の健全な発達を図る。また

，公正・協力・責任などの態度を育て，生涯を通じて継続的に運動ができる能力と態度を育てる。

授業の進め方と授業内
容・方法

前後期に各2種目の運動について、基本的な技術を習得し、それをゲームに応用できるようにする。成績の評価は、運動
量および運動技能の評価で行う。欠席や見学が重なるときには減点をする。また、次に該当するような授業態度（熱心
に取り組まない、指示に従わない、授業におけるルールを守らない、他人に迷惑をかける、集団行動を乱す等）も程度
によっては減点とする。

注意点 運動技能の向上は，運動の楽しさを倍増する。各授業において，自己の能力を十分に発揮し，よりハイレベルな個人技
能，集団技能を習得し，生涯学習の手がかりとして欲しい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

2週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

3週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

4週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

5週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

6週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

7週 （中間試験）

8週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

9週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

10週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

11週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

12週 バスケットボール、サッカー、テニス等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

13週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に
14週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に
15週 （期末試験）
16週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に

後期

1週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に
2週 選択種目 校内体育大会球技種目を中心に

3週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

4週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

5週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。
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6週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

7週 （中間試験）

8週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

9週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

10週 サッカー、テニス、ソフトボール等 運動種目・チームを決め、ゲームを中心に活動する。
 種目・チームは、２～３週で変えて実施する。

11週 選択種目 バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等

12週 選択種目 バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等

13週 選択種目 バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等

14週 選択種目 バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等

15週 （期末試験）

16週 選択種目 バレーボール、バスケットボール、サッカー、ソフトボー
ル、テニス、バドミントン、卓球等

評価割合
実技 態度等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 知的財産論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0005
講義
一般共通４年

後期 週時限数 2

教科書/教材 教科書：『知的財産権法文集』(最新版)　発行：発明推進協会 『知的財産権制度入門（平成27年度版）』特許庁編　
ＰＤＦデータを提供（各自プリントして持参のこと）

担当者 櫻井 博行
到達目標
１．知的財産の全体像を把握し、知的財産の容体に対応した的確な保護と活用の基礎力を修得する。
２．知的財産の重要性を理解し、講学上はもとよりビジネスにおける自からの対応の幅を拡げる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
知的財産の容体に対応した的確な
保護と活用の基礎力を発揮し、知
的財産の全体像をわかりやすく説
明できる。

知的財産の全体像を把握し、知的
財産の容体に対応した的確な保護
と活用の基礎力を修得している。

知的財産の全体像を把握できず、
知的財産の容体に対応した的確な
保護と活用の基礎力を修得できて
いない。

評価項目2
知的財産の重要性を理解し、講学
上はもとよりビジネスにおける自
からの対応の幅を拡げるための方
策を説明できる。

知的財産の重要性を理解し、講学
上はもとよりビジネスにおける自
からの対応の幅を拡げられる素養
を身につけている。

知的財産の重要性を理解できず、
ビジネスにおける自からの対応の
幅を拡げられない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)(ホ)
教育方法等
概要 今日、知的財産制度の理解は全産業人必須のものとなった。授業では特許法を中心に実用新案法、意匠法、商標法、不

正競争防止法、しそて著作権法等それぞれの基本構造と内容を講じ、時代の趨勢を見据えた技術者養成を目指す。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業において次回内容の予告をするので、その内容について教科書の該当箇所、配布資料、および関連条文（知的財産
権法文集）に目を通して授業に臨むこと。普段から知的財産に関連するニュース報道等に気を配り、事件の概要を把握
し、法律のあてはめや効果（結論）の試行を心掛けること。

参考書：『工業所有権法（産業財産権法）逐条解説〔第19版〕』特許庁 (編集)　 発行：発明推進協会
注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 知的財産・同制度の全体像（授業の全体像を含む）
知的財産とは、知的財産制度と知的財産法、知的財産権の
法的
性格、知的財産の歴史的経緯と現状等、法律用語

2週 特許と実用新案
保護主体（発明者主義、権利主義、先願主義）、保護客体
（発
明、考案）、特許要件（対比：実用新案登録要件）

3週 特許（実用新案登録）出願・手続、出願に関す
る諸原則・制度

特許亜出願及び出願手続、書類と記載事項・各書類の役割
、優
先権出願、分割・変更出願、分割・変更出願、補正、出願
公開
（目的、効果等）

4週 特許権（実用新案権）
特許権の効力（内容、効力の制限、消尽）、実用新案権の
行使
・実用新案権者の責任

5週 産業財産権条約
パリ条約、特許協力条約（国際出願、国際調査と国際公開
、国
際予備審査と国内移行）、ＴＲＩＰＳ協定等

6週 意匠制度（意匠法）

意匠法上の意匠、意匠登録出願、一意匠一出願、登録要件
、新
規性喪失の例外、類否判断、不登録事由、先願、手続補正
、組
物の意匠、秘密意匠、関連意匠、部分意匠

7週 （中間試験）

8週 意匠制度（意匠法）
画面デザインの保護、要旨変更、出願の分割、出願変更、
意匠
権、権利の利用・抵触、実施権、権利侵害（37条～41条
）、判定、審判、再審、訴訟

9週 商標制度（商標法）

商標法上の商標、保護対象、商標登録制度の内容、商標の
識別
力、使用による識別力の獲得、立体商標、商標の類否、商
品・
役務の類否、登録要件、周知・著名商標の保護、

10週 商標制度（商標法）

商標権の効力、類似と混同、権利の効力の制限、商標とし
ての
使用、真正商品の並行輸入、商標機能論、消尽、取消審判
、更
新、地域団体商標、団体商標制度、小売等役務商標制度、
新し
いタイプの商標（動き、ホログラム、色彩、位置、音）

11週 不正競争行為の禁止（不正競争防止法）
不正競争行為とは、不正競争行為の類型、適用除外、禁止
行為、侵害に対する民事上の救済、侵害に対する刑事的制
裁
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12週 著作物にかかる制度（著作権法）
著作権法の沿革と目的、著作権の客体（著作物）、創作的
表現・依拠、著作物の例示、著作者、著作者の権利、著作
者人格権、著作権（財産権）の内容、保護期間、消尽

13週 著作物にかかる制度（著作権法）
著作権の制限規定の概要、著作隣接権、著作隣接権者（主
体：実演者等）、保護期間、著作権侵害、著作権の擬制侵
害、差止請求、損害賠償請求

14週 種苗法、半導体集積回路の回路配置に関する法律
 種苗法の保護客体、品種登録の要件、育成者権、権利侵害
に対する措置、保護期間、回路配置利用権の設定登録要件
、他の知的財産権との比較、権利侵害に対する措置、保護
期間

15週 （期末試験）
16週  総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 キャリアデザイン
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材
担当者

0006
講義
一般共通４年

前期
プリントやワーク用紙を配付する
副校長 教務主事,山口 一弘

到達目標
１．社会の中における自らの存在意識を認識し、自己理解を深めることが出来る。
２．自分自身のキャリア感を描き、今後に応用することが出来る。
３．グループワークを通じて自ら問題を発見し、共同的に問題を解決する姿勢を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
社会の中における自らの存在意識
を分かりやすく他者に説明でき、
自己理解をより深めることが出来
る。

社会の中における自らの存在意識
を認識し、自己理解を深めること
が出来る。

自己の存在意識を認識できず、自
己理解を深めることが出来ない。

評価項目2
自分自身のキャリア感を具体的に
説明し、今後に応用することが出
来る。

自分自身のキャリア感を描き、今
後に応用することが出来る。

自分自身のキャリア感を描くこと
が出来ない。

評価項目3
グループワークを通じて自ら問題
を複数発見し、共同的に問題を解
決できる。

グループワークを通じて自ら問題
を発見し、共同的に問題を解決す
る姿勢を習得する。

グループワークで自ら問題を発見
せず、共同で問題解決に取り組む
ことが出来ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
「キャリアデザイン」とは、あなたの高専生活や今後の職業人生、キャリアについて、自らが主体となって構想し実現
していくことをいいます。「ありたい将来像」を考慮しながら自らの潜在能力を引き出し、新たな能力を習得していく
プロセスを考える、いわばあなた自信の夢へのアプローチする授業です。

授業の進め方と授業内
容・方法

出席は毎日の提出物により確認します。
授業内で取り上げたトピックについてweb等を活用し復習してください。
正解のない問題を取り上げますので、議論への活発な参加を期待します。

注意点 この講義は、5日間の集中講義です。下記の授業計画の１週は1日目に対応します。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
・イントロダクション；　授業全体の構造の説明
・自己分析１；　自己紹介用シートの作成
・自己紹介実践　

１）全15セッションの概略説明
２）出席確認方法の説明 (提出物、発表)
３）自己理解・表現・コミュニケーション
４）違いを認め多様性を理解する

2週
・キャリアデザインとはなにか
・グローバル社会におけるキャリアデザイン
・Well-being (よりよく生きる) とはどういうことか

１）キャリアデザインの概念を理解する
２）学生の間にやっておくべきこと
３）産業構造のグローバルな変容
４）手塚治虫の世界
５）有限の地球
６）国連持続可能な開発目標

3週
・自己分析２；振り返りをする
・人生の価値観を考える
・キャリアにおける転機・節目

１）振り返りからの自己分析
２）アマゾン Vs 古書籍店
３）観光開発 Vs 環境保全
４）転機・節目を知る

4週
・アマルティア・センのエージェンシーとは
・技術者としてのキャリアデザイン
・自己分析３；現在の自分を知る

１）人生の節目と選択肢
２）自由と福祉
３）平等と公平の違い
４）国際ロータリークラブのエージェンシーとは
５）共同と協働
６）マシマロタワー
７）詳しく自分を知る

5週
・グループプレゼンテーション１
・グループプレゼンテーション２
・残された議論

１）無限の可能性
２）プロセスの重要性を知る
３）夢のみかたを知る
４）夢の叶えかたを知る

6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
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態度・出席 プレゼンテーション及びレポート 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 50 50 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 経済概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0007
講義
一般共通４年

前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材
担当者 箱山 健一,坂本 祐輝,井坂 友紀
到達目標
エンジニアに要求される最低限度の経済知識と経済感覚を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

経済学史 様々な経済思想についてその概要
を正しく説明できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できていない

経済事情 国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく説明できる

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できている

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できていない

簿記 複式簿記の概要について正しく計
算できる

複式簿記の概要について正しく理
解できている

複式簿記の概要について正しく理
解できていない

ミクロ経済理論
市場メカニズムとその限界につい
て、無差別曲線理論等の十分な理
解を基に的確に説明できる。

市場メカニズムとその限界につい
て、概要を説明できる。

市場メカニズムとその限界につい
て、概要を説明できない。

マクロ経済理論
GDPと利子率の決定メカニズムを
、45度分析等の十分な理解を基に
的確に説明できる。

GDPと利子率の決定メカニズムに
ついて、概要を説明できる。

GDPと利子率の決定メカニズムに
ついて、概要を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)(ホ)
教育方法等

概要
グローバル化で素材や部品の国際調達が進み、海外からの仕事の受注も日常茶飯事となった結果、エンジニアにも最低
限の経済と経営の感覚が要求される時代になりました。この授業では、日常生活を通じて起こっている身近な話題を取
り上げつつ、経済の仕組みを学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法

箱山が経済学史・経済事情を担当します。
坂本が簿記を担当します。
井坂がミクロ経済理論・マクロ経済理論を担当します。

注意点 JABEE認定のためには、本科で「経済概論」または「経営概論」のどちらかを履修しておく必要があります。
この授業は半期終了科目です。前期と後期に同じ内容で開講します。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 経済学史(1)／箱山
会計(1)／坂本

・古典派以前の経済思想と古典派について説明できる
・会計の役割と現状について説明できる

2週 経済学史(2)／箱山
会計(2)／坂本

・歴史学派・マルクス・制度学派について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

3週 経済事情(1)／箱山
会計(3)／坂本

・国際通貨体制の変遷について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

4週 ミクロ経済理論(1)市場メカニズム／井坂
・市場の価格調整メカニズムを説明できる
・弾力性の概念の理解を基に、「豊作貧乏」等の身近な経
済現象を説明できる

5週 ミクロ経済理論(2)消費、生産の理論／井坂
・無差別曲線理論の理解を基に、家計の最適な消費行動の
あり方を説明できる
・各種の費用・収入概念の理解を基に、企業の最適な生産
量の決定原理を説明できる

6週 ミクロ経済理論(3)市場の失敗／井坂 ・公共財や外部性、不完全情報等の概念の理解を基に、市
場メカニズムが機能する条件を説明できる

7週 （中間試験）
8週 中間試験の解説

9週 経済学史(3)／箱山
原価計算(1)／坂本

・限界経済学とケインズ経済学について説明できる
・原価計算方法について説明できる

10週 経済学史(4)／箱山
原価計算(2)／坂本

・新古典派について説明できる
・原価計算方法について説明できる

11週 経済事情(2)／箱山
管理会計／坂本

・グローバル化について説明できる
・意思決定会計について説明できる

12週 マクロ経済理論(1)GDP／井坂 ・GDPとは何かについて、物価との関わりも含め、説明で
きる

13週 マクロ経済理論(2)有効需要の原理／井坂 ・45度分析を通じ、GDPの決定メカニズムや、インフレ
／デフレギャップといった概念を説明できる

14週 マクロ経済理論(3)利子率の決定メカニズム／井坂 ・信用乗数や債券利回り等の理解を基に、利子率の決定メ
カニズムを説明できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100

4 － 9



基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 10



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 経済概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0008
講義
一般共通４年

後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材
担当者 箱山 健一,坂本 祐輝,井坂 友紀
到達目標
エンジニアに要求される最低限度の経済知識と経済感覚を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

経済学史 様々な経済思想についてその概要
を正しく説明できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できていない

経済事情 国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく説明できる

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できている

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できていない

簿記 複式簿記の概要について正しく計
算できる

複式簿記の概要について正しく理
解できている

複式簿記の概要について正しく理
解できていない

ミクロ経済理論
市場メカニズムとその限界につい
て、無差別曲線理論等の十分な理
解を基に的確に説明できる。

市場メカニズムとその限界につい
て、概要を説明できる。

市場メカニズムとその限界につい
て、概要を説明できない。

マクロ経済理論
GDPと利子率の決定メカニズムを
、45度分析等の十分な理解を基に
的確に説明できる。

GDPと利子率の決定メカニズムに
ついて、概要を説明できる。

GDPと利子率の決定メカニズムに
ついて、概要を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)(ホ)
教育方法等

概要
グローバル化で素材や部品の国際調達が進み、海外からの仕事の受注も日常茶飯事となった結果、エンジニアにも最低
限の経済と経営の感覚が要求される時代になりました。この授業では、日常生活を通じて起こっている身近な話題を取
り上げつつ、経済の仕組みを学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法

箱山が経済学史・経済事情を担当します。
坂本が簿記を担当します。
井坂がミクロ経済理論・マクロ経済理論を担当します。

注意点 JABEE認定のためには、本科で「経済概論」または「経営概論」のどちらかを履修しておく必要があります。
この授業は半期終了科目です。前期と後期に同じ内容で開講します。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 経済学史(1)／箱山
会計(1)／坂本

・古典派以前の経済思想と古典派について説明できる
・会計の役割と現状について説明できる

2週 経済学史(2)／箱山
会計(2)／坂本

・歴史学派・マルクス・制度学派について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

3週 経済事情(1)／箱山
会計(3)／坂本

・国際通貨体制の変遷について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

4週 ミクロ経済理論(1)市場メカニズム／井坂
・市場の価格調整メカニズムを説明できる
・弾力性の概念の理解を基に、「豊作貧乏」等の身近な経
済現象を説明できる

5週 ミクロ経済理論(2)消費、生産の理論／井坂
・無差別曲線理論の理解を基に、家計の最適な消費行動の
あり方を説明できる
・各種の費用・収入概念の理解を基に、企業の最適な生産
量の決定原理を説明できる

6週 ミクロ経済理論(3)市場の失敗／井坂 ・公共財や外部性、不完全情報等の概念の理解を基に、市
場メカニズムが機能する条件を説明できる

7週 （中間試験）
8週 中間試験の解説

9週 経済学史(3)／箱山
原価計算(1)／坂本

・限界経済学とケインズ経済学について説明できる
・原価計算方法について説明できる

10週 経済学史(4)／箱山
原価計算(2)／坂本

・新古典派について説明できる
・原価計算方法について説明できる

11週 経済事情(2)／箱山
管理会計／坂本

・グローバル化について説明できる
・意思決定会計について説明できる

12週 マクロ経済理論(1)GDP／井坂 ・GDPとは何かについて、物価との関わりも含め、説明で
きる

13週 マクロ経済理論(2)有効需要の原理／井坂 ・45度分析を通じ、GDPの決定メカニズムや、インフレ
／デフレギャップといった概念を説明できる

14週 マクロ経済理論(3)利子率の決定メカニズム／井坂 ・信用乗数や債券利回り等の理解を基に、利子率の決定メ
カニズムを説明できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100

4 － 11



基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 12



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 経営概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0009
講義
一般共通４年

前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材
担当者 箱山 健一,坂本 祐輝
到達目標
エンジニアに要求される最低限度の経済知識と経済感覚を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

経済学史 様々な経済思想についてその概要
を正しく説明できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できていない

経済事情 国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく説明できる

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できている

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できていない

簿記 複式簿記の概要について正しく計
算できる

複式簿記の概要について正しく理
解できている

複式簿記の概要について正しく理
解できていない

管理 マネジメントの概要について正し
く説明できる

マネジメントの概要について正し
く理解できる

マネジメントの概要について正し
く理解できていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)(ホ)
教育方法等

概要
グローバル化で素材や部品の国際調達が進み、海外からの仕事の受注も日常茶飯事となった結果、エンジニアにも最低
限の経済と経営の感覚が要求される時代になりました。この授業では、日常生活を通じて起こっている身近な話題を取
り上げつつ、経済の仕組みを学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法

箱山が経済学史・経済事情を担当します。
坂本が簿記を担当します。
箱山がマネジメントを担当します。

注意点 JABEE認定のためには、本科で「経済概論」または「経営概論」のどちらかを履修しておく必要があります。
この授業は半期終了科目です。前期と後期に同じ内容で開講します。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 経済学史(1)／箱山
会計(1)／坂本

・古典派以前の経済思想と古典派について説明できる
・会計の役割と現状について説明できる

2週 経済学史(2)／箱山
会計(2)／坂本

・歴史学派・マルクス・制度学派について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

3週 経済事情(1)／箱山
会計(3)／坂本

・国際通貨体制の変遷について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

4週 工場制度／箱山 ・分業と協業、分散生産方式と集中生産方式について説明
できる

5週 テーラーシステムとフォーディズム／箱山 ・科学的管理法について説明できる
6週 セル生産とトヨティズム／箱山 ・リーン生産方式について説明できる
7週 （中間試験）
8週 中間試験の解説

9週 経済学史(3)／箱山
原価計算(1)／坂本

・限界経済学とケインズ経済学について説明できる
・原価計算方法について説明できる

10週 経済学史(4)／箱山
原価計算(2)／坂本

・新古典派について説明できる
・原価計算方法について説明できる

11週 経済事情(2)／箱山
管理会計／坂本

・グローバル化について説明できる
・意思決定会計について説明できる

12週 品質管理／箱山 QCサークルとTQCについて説明できる
13週 リスク管理／箱山 リスクアセスメントとリスク対応について説明できる
14週 財務管理／箱山 コーポレートファイナンスについて説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 13



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 経営概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0010
講義
一般共通４年

後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材
担当者 箱山 健一,坂本 祐輝
到達目標
エンジニアに要求される最低限度の経済知識と経済感覚を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

経済学史 様々な経済思想についてその概要
を正しく説明できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できている

様々な経済思想についてその概要
を正しく理解できていない

経済事情 国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく説明できる

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できている

国際通貨体制と産業構造の変遷に
ついて正しく理解できていない

簿記 複式簿記の概要について正しく計
算できる

複式簿記の概要について正しく理
解できている

複式簿記の概要について正しく理
解できていない

管理 マネジメントの概要について正し
く説明できる

マネジメントの概要について正し
く理解できる

マネジメントの概要について正し
く理解できていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)(ホ)
教育方法等

概要
グローバル化で素材や部品の国際調達が進み、海外からの仕事の受注も日常茶飯事となった結果、エンジニアにも最低
限の経済と経営の感覚が要求される時代になりました。この授業では、日常生活を通じて起こっている身近な話題を取
り上げつつ、経済の仕組みを学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法

箱山が経済学史・経済事情を担当します。
坂本が簿記を担当します。
箱山がマネジメントを担当します。

注意点 JABEE認定のためには、本科で「経済概論」または「経営概論」のどちらかを履修しておく必要があります。
この授業は半期終了科目です。前期と後期に同じ内容で開講します。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 経済学史(1)／箱山
会計(1)／坂本

・古典派以前の経済思想と古典派について説明できる
・会計の役割と現状について説明できる

2週 経済学史(2)／箱山
会計(2)／坂本

・歴史学派・マルクス・制度学派について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

3週 経済事情(1)／箱山
会計(3)／坂本

・国際通貨体制の変遷について説明できる
・複式簿記の仕組みについて説明できる

4週 工場制度／箱山 ・分業と協業、分散生産方式と集中生産方式について説明
できる

5週 テーラーシステムとフォーディズム／箱山 ・科学的管理法について説明できる
6週 セル生産とトヨティズム／箱山 ・リーン生産方式について説明できる
7週 （中間試験）
8週 中間試験の解説

9週 経済学史(3)／箱山
原価計算(1)／坂本

・限界経済学とケインズ経済学について説明できる
・原価計算方法について説明できる

10週 経済学史(4)／箱山
原価計算(2)／坂本

・新古典派について説明できる
・原価計算方法について説明できる

11週 経済事情(2)／箱山
管理会計／坂本

・グローバル化について説明できる
・意思決定会計について説明できる

12週 品質管理／箱山 QCサークルとTQCについて説明できる
13週 リスク管理／箱山 リスクアセスメントとリスク対応について説明できる
14週 財務管理／箱山 コーポレートファイナンスについて説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 14



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 現代の社会Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期 週時限数 1
教科書/教材
担当者

0011
講義
一般共通４年

通年
模範小六法２０１８　平成３０年版（三省堂）
谷田部 亘

到達目標
社会に出てから役立つ法律知識を習得する。身近なトラブルへの対処法を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

法律と社会の成り立ち 法律と社会の成り立ちについて正
しく説明出来る

法律と社会の成り立ちについて正
しく理解出来ている

法律と社会の成り立ちについて正
しく理解出来ていない

社会人として最低限身につけなけ
ればならない法律知識

社会人として最低限身につけなけ
ればならない法律知識を正しく説
明出来る

社会人として最低限身につけなけ
ればならない法律知識を正しく習
得出来ている

社会人として最低限身につけなけ
ればならない法律知識を正しく習
得出来ていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 売買、雇用、離婚といった市民生活に密接に関わる法分野（私法）について、法律の仕組みや紛争解決制度を概観する

。裁判例などの事例を紹介しながら、法律が実社会でどのように機能しているのかを検討する。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 法律の知識はいざという時に自分を守る武器になります。難しいと思われがちですが、弁護士として取り扱った実例な
ども紹介しながら、法律の世界を分かりやすく伝えていきたいと思っています。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 法律 法律とは何か
社会における法律の役割

2週 契約 契約とは何か
契約の要件・効果

3週 民法①（総則） 民法の基本原則
4週 民法②（物権） 所有権を中心とした物権の意義
5週 民法③（担保物権） 担保物件とは何か
6週 復習
7週 中間試験
8週 中間試験の解答と解説

9週 民法④（債権総論） 債権とは何か
債権の効力

10週 民法⑤（債権各論） 各種契約の意義・特徴
11週 民法⑥（不法行為） 不法行為と損害賠償
12週 民法⑦（親権・相続） 離婚・相続等の家庭法の基礎
13週 事例検討 民法に関する裁判例の紹介と検討
14週 復習
15週 期末試験
16週 期末試験の解答と解説

後期

1週 商法・会社法① 商法の意義・特徴

2週 商法・会社法② 会社制度の概要
株式会社とは何か

3週 消費者法 消費者保護制度の概要
4週 労働法 労働法の基本的知識
5週 事例検討 裁判例の紹介と検討
6週 復習
7週 中間試験
8週 中間試験の解答と解説

9週 民事訴訟法① 裁判とは何か
裁判はどのように行われるか

10週 民事訴訟法② 民事訴訟の基本原則
11週 民事訴訟法③ 強制執行・保全の基本的知識
12週 倒産法 破産法・民事再生法等の倒産制度の概要
13週 事例検討 裁判例の紹介と検討
14週 復習
15週 期末試験
16週 期末試験の解答と解説

評価割合
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試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 16



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 現代の社会Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期 週時限数 1
教科書/教材
担当者

0012
講義
一般共通４年

通年
富永健一『社会学講義』中公新書
小島 秀夫

到達目標
社会科学とはどのようなものかを理解する
社会科学の中での社会学を理解する
社会学的な思考を理解する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

社会科学と社会学の位置の理解 社会科学と社会学の位置について
正しく説明できる

社会科学と社会学の位置について
正しく理解できている

社会科学と社会学の位置について
正しく理解できていない

社会学の基本的な概念の理解 社会学の基本的な概念について正
しく説明できる

社会学の基本的な概念について正
しく理解できている

社会学の基本的な概念について正
しく理解できていない

社会学の研究成果の理解 社会学の研究成果について正しく
説明できる

社会学の研究成果について正しく
理解できている

社会学の研究成果について正しく
理解できていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 社会学の基本的な概念および現在の研究成果についての理解をする
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする

注意点 正確にノートをとること
授業終了後にはノート等を見直し、復習しておくこと

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 社会科学の歴史 社会科学の発生について理解する
2週 社会学の歴史 社会学の発生について理解する
3週 コント コントの社会学思想を理解する
4週 スペンサー スペンサーについて理解する
5週 デュルケーム デュルケームの思想を理解する
6週 ウェーバー ウェーバーについて理解する
7週 中間試験
8週 パーソンズ 構造・機能主義について理解する
9週 現在の社会学の状況 アメリカおよび日本の社会学の現状について理解する
10週 他の社会科学との関連 経済学や政治学との関連について理解する

11週 連字符社会学 社会学の個別の領域に入るために、連字符社会学を理解す
る

12週 家族社会学１ 社会化などの基本的な概念を理解する
13週 家族社会学２ 現代家族の諸問題を理解する
14週 都市社会学 都市問題などについて理解する
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 農村社会学 農村の社会構造と人間関係について理解する
2週 産業社会学１ 産業社会学の歴史について理解する
3週 産業社会学２ 企業における組織分析について理解する
4週 教育社会学１ 教育社会学の基本的概念を理解する
5週 教育社会学２ 教育問題の社会学的分析を理解する
6週 社会階層論１ 社会的不平等について理解する
7週 中間試験
8週 社会階層論２ 社会的不平等の国際比較について理解する
9週 計量社会学１ 社会学における社会測定について理解する
10週 計量社会学２ 計量社会学の代表的研究について理解する
11週 社会学における統計 社会学で使用されるデータ解析法について理解する
12週 データ解析法 代表的な多変量解析法について理解する
13週 質的調査法 社会学における質的調査法について理解する
14週 社会学における新しい流れ 社会学の新しい流れについて理解する
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
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総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 18



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 歴史と文化Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0013
講義
一般共通４年

通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書は用いない。必要に応じてプリントや史料を配布する。
担当者 並木 克央
到達目標
１．歴史学がどのような学問であるかを理解する。
２．日本史の各時代の在りようを理解する
３．近代の前提となる江戸時代と近代への移行について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 歴史学がどのような学問であるか
を理解し、説明ができりる。

歴史学がどのような学問で在るか
を理解できる。

歴史学がどのような学問であるか
が理解できない。

評価項目2 日本史の各時代の在りようを理解
し、説明ができる。

日本史の各時代の在りようを理解
できる

日本史の各時代の在りようを理解
できない。

評価項目3
近代の前提となる江戸時代と近代
への移行について理解し、説明が
できる。

近代の前提となる江戸時代と近代
への移行について理解できる。

近代の前提となる江戸時代と近代
への移行について理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等

概要
我々はどのように歴史を認識しそこから何を学んでいるのか。歴史にはどのような見方があるのかなどについて概説す
る。次いで具体的な日本の歴史を取り上げながら、世界の歴史のなかでの日本史の普遍性と特殊性について触れる。ま
た近代を知るために、その直前の時代である江戸時代に注目する。

授業の進め方と授業内
容・方法 講義形式でおこなう。史料などを配布してそこから何が分かるのかについて考えながら進める。

注意点 教科書を用いないのでノートを確実に取り、不明な用語などについては質問すると同時に個々に調べること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 歴史学とは何か 歴史が後世の人びとよって記されたものであることを理解
する。

2週 どのように時代を捉えてきたか 多様な歴史の捉え方について理解する。
3週 時代の分け方 さまざまな時代区分について理解する。
4週 日本史の時代区分 日本固有の時代区分を理解する。
5週 歴史学と関連諸科学 歴史学の方法と関連する諸科学とその方法を理解する。
6週 歴史学と古文書学 歴史学に必要不可欠な古文書学について理解する。
7週 中間試験
8週 原始の日本列島 縄文時代１万年間を概観する。
9週 縄文から弥生へ 過渡期国家である邪馬台国の時代を理解する。
10週 古代王権 日本古代の特徴を王権との関係から理解する。
11週 外来制度・文化の摂取 外来の制度・文化の受容について理解する。
12週 日本の中世（概要） 日本中世の特徴を世界史との比較で理解する。
13週 日本の中世（宗教） 鎌倉仏教の成立と背景について理解する。
14週 日本の中世（一揆） 一揆、自由都市、惣などについて理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 日本の近世（時代区分） 江戸時代が近世として把握される意味を理解する。
2週 日本の近世（時代の原理） 江戸時代を成り立たせている原理について理解する。
3週 「武士」の世界 主従制や「武士道」とは何であったかを理解する。
4週 「百姓」の世界１ 共同体としての「村」について理解する。
5週 「百姓」の世界２ 農民達の暮らしや思考の在りようを理解する。
6週 「町人」の世界 職人や商人の暮らしと実態を理解する。
7週 中間試験

8週 「宗教者」の世界 僧侶、修験、神官などの活動と庶民の受容について理解す
る。

9週 「被差別民」の世界 差別された人びとと差別の構造を理解する。

10週 外国人が見た江戸時代と人 幕末に日本を訪れた外国人が見た江戸時代人について理解
する。

11週 明治維新とは何か 日本の近代化政策の概要を理解する。

12週 島崎藤村『夜明け前』の世界
　―近代の成立― 地方の知識人がみた明治維新の在りようを理解する。

13週 長塚節『土』の世界
　―近代の成立― 日本の近代化を支えた地主制の実態を理解する。

14週 新田次郎『ある町の高い煙突』
　―近代の成立― 近代化の弊害について理解する。
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15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 0 80
専門的能力 20 0 0 0 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 20



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 人間と世界Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0014
講義
一般共通４年

通年 週時限数 1

教科書/教材
教科書：飲茶『史上最強の哲学入門』（河出文庫）、『史上最強の哲学入門　東洋の哲人たち』（河出文庫） 参考書
：プラトン（藤沢令夫訳）『国家』（岩波文庫）、デカルト（山田弘明訳）『省察』 （ちくま学芸文庫）、 小島  毅『
朱子学と陽明学』 (ちくま学芸文庫）、ジム・ホルト（寺町朋子訳)『世界はなぜ「ある」のか?:「究極のなぜ?」を追う
哲学の旅』（早川書房）、R.カーツワイル『シンギュラリテイは近い―人類が生命を超越するとき』（NHK出版）

担当者 神山 和好
到達目標
１．西洋哲学の概要を理解する
２．東洋哲学（インド哲学、中国哲学、日本思想）の概要を理解する
３．共同でのプレゼンテーションの仕方を学ぶ　
４．ファイブパラグラフ・エッセイ（小論文）の書き方に習熟する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
創意工夫に富んだ共同プレゼンが
出来る　ファイブパラグラフ・エ
ッセイに習熟する

分かりやすい共同プレゼンが出来
る　ファイブパラグラフ・エッセ
イを書くことが出来る

未整理な共同プレゼン　ファイブ
パラグラフ・エッセイを書くこと
が出来ない

評価項目2 西洋哲学の概要をよく理解してい
る

西洋哲学の概要をおおむね理解し
ている

西洋哲学の概要を理解出来ていな
い

評価項目3 東洋哲学、日本思想の概要をよく
理解している

東洋哲学、日本思想の概要をおお
むね理解している

東洋哲学、日本思想の概要を理解
出来ていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等

概要
『史上最強の哲学入門』、『史上最強の哲学入門　東洋の哲人たち』をテキストに、西洋哲学（前期）、インド哲学、
中国哲学、日本思想（後期）を学びます。
あわせて、プレゼンテーションの作法、ファイブパラグラフ・エッセイ（小論文）の書き方を学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法

準備をかねてはじめの数回は教員が講義します。その後は学生諸君による共同発表。パワーポイントを使用します。本
講義は、学生参加型、アクテイブ・ラーニング型授業です。積極的な授業参加、発表を通して「互いに教え合う」こと
を重視します。わかりやすく、工夫に富んだプレゼンテーションを歓迎・評価します。フロアーの諸君は「コメントシ
ート」に各プレゼンテーションのメモ、評価を書き入れ、学期末に提出します（シートは事前に配布）。

注意点

「授業の進め方と授業内容・方法」で述べたように，授業は基本的に学生諸君による発表によりすすめます。はじめに
受講者を4人一組のチームに分け，各チームで一つのテーマを担当します（同じチームで、前後期1回づつ、計2回発表で
す）。発表終了後，（必要があれば）教員の指示に従いスライドを改善の後，完成スライドを提出します（完成スライ
ドは発表後1週間以内に、Google共有ドライブにアップロード、受講者全員が見ることができるようにします）。受講者
は授業前に教科書の該当箇所を読んでおいてください。なお，準備の都合により発表の順番が変わることがあります。
教科書は必ず購入して下さい。授業と並行して、参考書を読むことを薦めます。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 イントロダクション１　授業ガイド、チーム、担当分け　 授業準備

2週 イントロダクション２　プレゼンテーションの技法、ファ
イブパラグラフ・エッセイの書き方 ファイブパラグラフ・エッセイの書き方を理解する

3週 イントロダクション３　What is philosophy? 哲学について概略理解する

4週 『史上最強の哲学入門』　第1部真理とは何か１　プロタゴ
ラス～デカルト プロタゴラス～デカルトを理解する

5週 真理とは何か２　ヒューム～キルケゴール ヒューム～キルケゴールを理解する
6週 真理とは何か３　サルトル～レヴィナス サルトル～レヴィナスを理解する
7週 ファイブパラグラフ・エッセイ提出１
8週 第２部　国家とは何か１ プラトン～ルソー プラトン～ルソーを理解する
9週 国家とは何か２　アダム・スミス～マルクス アダム・スミス～マルクスを理解する
10週 第３部 　神とは何か１　エピクロス～アウグステイノス エピクロス～アウグステイノスを理解する
11週 神とは何か２　トマス・アクイナス～ニーチェ トマス・アクイナス～ニーチェを理解する
12週 第４部　存在とは何か１ヘラクレイトス～ニュートン ヘラクレイトス～ニュートンを理解する
13週 存在とは何か２　バークリー～フッサール バークリー～フッサールを理解する
14週 存在とは何か３　ハイデガー～ソシュール ハイデガー～ソシュールを理解する
15週 未定　 前期コメントシート提出
16週 総復習 総復習

後期

1週 準備 後期授業準備

2週 『史上最強の哲学入門　東洋の哲人たち』第１章　インド
哲学１ヤージュニアヴァルキア

ヤージュニアヴァルキア（ウパニシャッド哲学）を理解す
る

3週 インド哲学２　釈迦　　 釈迦（仏教哲学）を理解する
4週 インド哲学３　龍樹　 龍樹（仏教哲学）を理解する
5週 第２章中国哲学１　孔子～墨子 孔子～墨子（儒家、墨家等の哲学）を理解する
6週 中国哲学２　孟子～始皇帝 孟子～韓非子を理解する
7週 ファイブ・パラグラフ・エッセイ提出２
8週 中国哲学３　老荘思想（老子　荘子）　 老荘思想（道教思想）を理解する
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9週 第３章　日本思想１　日本仏教の歴史　 日本仏教の流れを理解する
10週 日本思想２　浄土宗、浄土真宗（親鸞） 浄土宗、浄土真宗（親鸞）を理解する
11週 日本思想３　禅宗：禅の歴史　栄西　道元　 禅宗、栄西、道元を理解する　
12週 十牛図（悟りを超えて） 十牛図を理解する
13週 未定 未定
14週 未定 未定
15週 未定 後期コメントシート提出
16週 総復習 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 80 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 80 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 人間と世界Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0015
講義
一般共通４年

通年 週時限数 1
教科書/教材 中西進『万葉集』（講談社文庫）、その他適宜プリント等を配布する。
担当者 桐生 貴明
到達目標
・万葉集の和歌、記紀風土記の文章に触れ、その表現の仕方について理解する。
・古代の人々の人間観、世界観、宗教観などについて考えを深める。
・古代と現代の仮名表記のや語の違いについて理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
万葉集の和歌、記紀風土記の表現
の仕方について十分に理解してい
る。

万葉集の和歌、記紀風土記の表現
の仕方を理解している。

万葉集の和歌、記紀風土記の表現
の仕方を理解していない。

古代の人々の人間観、世界観、宗
教観などについて、深く考えてい
る。

古代の人々の人間観、世界観、宗
教観などについて、考えている。

古代の人々の人間観、世界観、宗
教観などについて、考えを深めよ
うとしていない。

仮名表記や語の違いについて、十
分に理解している。

仮名表記や語の違いについて、理
解している。

仮名表記や語の違いについて、理
解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 日本最古の和歌集と言われる萬葉集の歌々に触れ、古代日本人の喜怒哀楽、ものの見方や考え方を探る。その上で、古

代から現代に通じる日本の思想、文化について思索を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義形式を主とするが、適宜、学生に意見を求めたり、和歌の音読を行ってもらったりする。

注意点 予習の際、講義で取り上げる歌の大まかな歌意を確認しておいてください。古代日本人から脈々と受け継がれる感性を
掘り起こしてみましょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス　 １年間の学習内容について。
2週 万葉集概説 万葉集についての概説。
3週 万葉集概説 万葉集についての概説。
4週 万葉集概説 万葉集についての概説。
5週 記紀、風土記などの概説 万葉集以外の上代諸文献についての概説。
6週 記紀、風土記などの概説 万葉集以外の上代諸文献についての概説。
7週 （中間試験）

8週 巻一・一番歌 雄略天皇御製歌を読み、巻頭に配される意義について考え
る。

9週 巻一・一番歌 雄略天皇御製歌を読み、巻頭に配される意義について考え
る。

10週 巻一・二番歌 舒明天皇御製歌を読み、国見歌について理解を深める。
11週 巻一・二番歌 舒明天皇御製歌を読み、国見歌について理解を深める。

12週 額田王の歌（巻一・一六番歌） 「春秋」争いの歌を読み、詠者の季節感を知るとともに、
当時の和歌のあり方について理解する。

13週 山部赤人の歌（巻三・三一七、三一八番歌） 山部赤人の富士山の歌を読み、叙景歌について理解を深め
る。

14週 山部赤人の歌（巻三・三一七、三一八番歌） 山部赤人の富士山の歌を読み、叙景歌について理解を深め
る。

15週 （期末試験）
16週 総復習 前期授業内容について振り返る。

後期

1週 大伴旅人の歌（巻三・三三八番歌ほか） 旅人の讃酒歌を読み、中国文学との関連性、旅人の表現世
界を知る。

2週 大伴旅人の歌（巻三・三三八番歌ほか） 旅人の讃酒歌を読み、中国文学との関連性、旅人の表現世
界を知る。

3週 山上憶良の歌（巻五・八〇〇番歌ほか） 憶良の歌を読み、詠者の人間観、人生観を理解する。
4週 山上憶良の歌（巻五・八〇〇番歌ほか） 憶良の歌を読み、詠者の人間観、人生観を理解する。

5週 大伴家持の歌（巻八・一五〇七番歌） 万葉集中に最も多くの歌を残した大伴家持の歌に触れ、繊
細な歌表現のありようを理解する。

6週 大伴家持の歌（巻八・一五〇七番歌） 万葉集中に最も多くの歌を残した大伴家持の歌に触れ、繊
細な歌表現のありようを理解する。

7週 （中間試験）
8週 浦島子を詠む歌（巻九・一七四〇、一七四一番歌） 万葉集中の浦島子の歌を読み、浦島伝説について考える。
9週 浦島子を詠む歌（巻九・一七四〇、一七四一番歌） 万葉集中の浦島子の歌を読み、浦島伝説について考える。
10週 浦島子を詠む歌（巻九・一七四〇、一七四一番歌） 万葉集中の浦島子の歌を読み、浦島伝説について考える。
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11週 茨城に関連する歌
常陸国に関連する歌を読む。中でも筑波山に関する歌を適
宜取り上げ、歌の内容を知る。常陸国風土記の文章にも触
れ、内容を知る。

12週 茨城に関連する歌
常陸国に関連する歌を読む。中でも筑波山に関する歌を適
宜取り上げ、歌の内容を知る。常陸国風土記の文章にも触
れ、内容を知る。

13週 茨城に関連する歌
常陸国に関連する歌を読む。中でも筑波山に関する歌を適
宜取り上げ、歌の内容を知る。常陸国風土記の文章にも触
れ、内容を知る。

14週 茨城に関連する歌
常陸国に関連する歌を読む。中でも筑波山に関する歌を適
宜取り上げ、歌の内容を知る。常陸国風土記の文章にも触
れ、内容を知る。

15週 （期末試験）

16週 総復習 後期授業内容を振り返るとともに、1年間の授業内容につい
て振り返る。

評価割合
試験 提出物等 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語Ａ
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

講義
一般共通４年
前期 週時限数 前期:1 後期:0

教科書/教材 『スラスラ話すための瞬間英作文シャッフルトレーニング』（べレ出版）この他適宜授業中に必要な資料を配布する。
担当者 大武 佑,大川 裕也
到達目標
様々な英文を読解する力（インプット）を養うとともに、口頭での英作文の訓練を通して英語のアウトプットの力を修得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
基礎的な文法事項や構文を理解す
る。基礎的な文法事項や構文を理
解する。

基礎的な文法事項や構文がやや理
解でいていない。

基礎的な文法事項や構文がまった
くしできていない。

評価項目2 英文の内容が適切に理解できる。 英文の内容ががやや理解できてい
ない。

英文の内容ががややまったく理解
でいていない。

評価項目3 日本語文を見て英作文したものを
口頭でスムーズに言える。

日本語文を見て英作文したものを
口頭でやや言える。

日本語文を見て英作文したものを
口頭で全く言えない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 様々な種類の英文教材を使って読解力を養うとともに、アウトプット能力の強化に向けた口頭での英作文トレーニング

を行うことによって、３年時までの学習成果を基に、実践力を養成する。
授業の進め方と授業内
容・方法

学生は毎回５０分の授業の中で次の２つの活動を行う。１つ目は、与えられた英文読解のための資料の読解をして確認
の小テストに備える。２つ目は、口頭英作文エクササイズに向けた予習と確認テストである。

注意点 授業で学生は、英文読解と口頭英作文の二つの活動に取り組みます。成績評価は全てこれらの活動によって行われるた
め、積極的な予習と復習が不可欠となります。定期試験は行われません。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション
2週 英文読解１ 英文読解のポイントを習得する

3週 英文読解１の解説
口頭英作文エクササイズ１ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

4週 口頭英作文エクササイズ１（続き）
英文読解１確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

5週 英文読解２ 英文読解のポイントを習得する

6週 英文読解２の解説
口頭英作文エクササイズ２ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

7週 口頭英文エクササイズ２（続き）
英文読解確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

8週 英文読解３ 英文読解のポイントを習得する

9週 英文読解３の解説
口頭英作文エクササイズ３ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

10週 口頭英作文エクササイズ３（続き）
英文読解３確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

11週 英文読解４ 英文読解のポイントを習得する

12週 英文読解４の解説
口頭英作文エクササイズ４ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

13週 口頭英作文エクササイズ４（続き）
英文読解４確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

14週 英文読解５ 英文読解のポイントを習得する

15週 英文読解５の解説
口頭英作文エクササイズ５ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

16週 口頭英作文エクササイズ５（続き）
英文読解５確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 0 100 100
英文読解 0 40 40
口頭英作文エクササイズ 0 40 40
英文読解小テスト 0 20 20
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語Ｂ
科目基礎情報
科目番号 0017 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

講義
一般共通４年
後期 週時限数 前期:0 後期:1

教科書/教材 『スラスラ話すための瞬間英作文シャッフルトレーニング』（べレ出版）この他適宜授業中に必要な資料を配布する。
担当者 大武 佑,大川 裕也
到達目標
様々な英文を読解する力（インプット）を養うとともに、口頭での英作文の訓練を通して英語のアウトプットの力を修得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
基礎的な文法事項や構文を理解す
る。基礎的な文法事項や構文を理
解する。

基礎的な文法事項や構文がやや理
解でいていない。

基礎的な文法事項や構文がまった
くしできていない。

評価項目2 英文の内容が適切に理解できる。 英文の内容ががやや理解できてい
ない。

英文の内容ががややまったく理解
でいていない。

評価項目3 日本語文を見て英作文したものを
口頭でスムーズに言える。

日本語文を見て英作文したものを
口頭でやや言える。

日本語文を見て英作文したものを
口頭で全く言えない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 様々な種類の英文教材を使って読解力を養うとともに、アウトプット能力の強化に向けた口頭での英作文トレーニング

を行うことによって、３年時までの学習成果を基に、実践力を養成する。
授業の進め方と授業内
容・方法

学生は毎回５０分の授業の中で次の２つの活動を行う。１つ目は、与えられた英文読解のための資料の読解をして確認
の小テストに備える。２つ目は、口頭英作文エクササイズに向けた予習と確認テストである。

注意点 授業で学生は、英文読解と口頭英作文の二つの活動に取り組みます。成績評価は全てこれらの活動によって行われるた
め、積極的な予習と復習が不可欠となります。定期試験は行われません。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 オリエンテーション
2週 英文読解１ 英文読解のポイントを習得する

3週 英文読解１の解説
口頭英作文エクササイズ１ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

4週 口頭英作文エクササイズ１（続き）
英文読解１確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

5週 英文読解２ 英文読解のポイントを習得する

6週 英文読解２の解説
口頭英作文エクササイズ２ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

7週 口頭英作文エクササイズ２（続き）
英文読解２確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

8週 英文読解３ 英文読解のポイントを習得する

9週 英文読解３の解説
口頭英作文エクササイズ３ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

10週 口頭英作文エクササイズ３（続き）
英文読解３確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

11週 英文読解４ 英文読解のポイントを習得する

12週 英文読解４の解説
口頭英作文エクササイズ４ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

13週 口頭英作文エクササイズ４（続き）
英文読解４確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

14週 英文読解５ 英文読解のポイントを習得する

15週 英文読解５の解説
口頭英作文エクササイズ５ 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

16週 口頭英作文エクササイズ５（続き）
英文読解５確認小テスト 英文読解・口頭英作文のポイントを習得する

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 0 100 100
英文読解 0 40 40
口頭英作文エクササイズ 0 40 40
英文読解確認小テスト 0 20 20
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 総合英語I
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0054
講義
一般共通4年
通年 週時限数 1

教科書/教材 『Level Up Trainer for the TOEIC Test』（Cengage Learning），『TOEIC Test for Vocabulary Quizes』（南雲堂
）

担当者 大川 裕也,石川 和佳,長田 詳平,矢口 幸恵
到達目標
企業等が大学新卒者に期待するTOEIC Listening & Reading（以下、L & R）Testスコア（最低400点以上）を獲得するために必要な基礎的な能
力（語彙、聴解力、文法力、読解力）を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
TOEIC L & R Test
（Listening）において、300点以
上のスコアを獲得できる水準に達
する。

TOEIC L & R Test
（Listening）において、100点以
上300点未満のスコアを獲得でき
る水準に達する。

TOEIC L & R Test
（Listening）において、100点以
上のスコアを獲得できる水準に達
していない。

評価項目2
TOEIC L & R Test （Reading）に
おいて、300点以上のスコアを獲
得できる水準に達する。

TOEIC L & R Test （Reading）に
おいて、100点以上300点未満のス
コアを獲得できる水準に達する。

TOEIC L & R Test （Reading）に
おいて、100点以上のスコアを獲
得できる水準に達していない。

評価項目3 TOEIC L & R Testの出題形式を十
分に理解している。

TOEIC L & R Testの出題形式をお
おむね理解している。

TOEIC L & R Testの出題形式をま
ったく理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 英語の理解に必要とされる基礎的な能力を身に着けることを目的として、TOEIC L & R形式の問題演習を行う。
授業の進め方と授業内
容・方法

TOEIC L & R形式の問題を演習する。さらに、語彙テストや教科書の内容を出題範囲とした小テストを行い、理解の定
着を確認する。

注意点
成績の評価は、定期試験（60%）と課題（40%）の成績を合計し、合計の成績（100点）が60点以上のものを合格とす
る。課題（40%）の評価は、予習、夏季・冬季休業中の課題、小テスト等の成績で行う。予習課題が提出締め切り日ま
でに提出されない場合や内容に不備がある場合には減点の対象となるので注意すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
授業の進め方について
TOEIC L & R Testの概要について
Pre-test

TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

2週 Pre-testの解答・解説 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
3週 Unit 1 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
4週 Unit 1, 2 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
5週 Unit 2 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
6週 Unit 2, 3 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
7週 中間試験

8週 試験返却、質疑応答、採点訂正等
Unit 3

不正解の箇所を確認し、試験で出題された内容を復習をす
る。
TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

9週 Unit 3, 4 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
10週 Unit 4 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
11週 Unit 4, 5 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
12週 Unit 5 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
13週 Unit 5, 6 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
14週 Unit 6 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
15週 期末試験

16週 試験返却、質疑応答、採点訂正等
夏休みの宿題の指示

不正解の箇所を確認し、試験で出題された内容を復習をす
る。
TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

後期

1週 Unit 7 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
2週 Unit 7, 8 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
3週 Unit 8 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
4週 Unit 8, 9 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
5週 Unit 9, 10 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
6週 Unit 10 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
7週 中間試験

8週 試験返却、質疑応答、採点訂正等
不正解の箇所を確認し、試験で出題された内容を復習をす
る。
TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

9週 Unit 11 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
10週 Unit 11, 12 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
11週 Unit 12 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
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12週 Unit 13 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

13週 Unit 13
Post-test TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

14週 Post-testの解答・解説 TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。
15週 期末試験

16週 試験返却、質疑応答、採点訂正等
不正解の箇所を確認し、試験で出題された内容を復習をす
る。
TOEIC L & R Testの出題形式や解法を習得する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
基礎的能力 60 0 0 0 0 40 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 総合英語II
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0055
講義
一般共通４年
通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：竹岡宏信「ドラゴン・イングリッシュ必修英単語１０００」（講談社）、　JoeCiunnci, et al. 「Funny Laws
in the World」（南雲堂）　参考書：「Forest総合英語フォレスト」（桐原書店）

担当者 寺内 千佳
到達目標
１．この単語を知らないとまともな英文をまともに読めない「必修語」を1,000語覚える。
２．約400語の「まとまった英文を読んで、内容を理解するとともに、語句、構文、文法も把握する。
３．彼我の考え方の違い（文化の違い）に思いを致すとともに、日本（人）であればどうなのかと考えられるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
すでに知っている語が3割から6割
くらいあるだろうが、このテキス
トの1，000語を繰り返し学習して
すっかり覚えること。

この1，000語を8割程度忘れない
努力をして覚えること。

この1，000語のうち半分まで覚え
られないこと。

センテンスが長いので、構文、文
法に沿って、意味の区切りを見極
めて、内容を把握できること。

長いセンテンスで構成された文章
なので、意味の区切りを大まかに
把握して内容を把握できること。

長いセンテンスについて行けず、
構文の知識もなく、どこで意味が
区切れるのかがわからず、意味の
把握に失敗すること。

異文化・多文化を理解しようとす
る態度が身につき、自国の文化に
ついても外国の人々に理解しても
らう努力ができる。

異文化・多文化を理解しようとす
る態度がおおよそ身につき、自国
の文化についても外国の人々に理
解してもらう努力しようという態
度になる。

異文化・多文化を理解しようとす
る態度があまり育たず、自国の文
化についても外国の人々に理解し
てもらう努力が払われない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要

これまでの3年間で英文を読み、種々の場面で出てきたはずの語を明瞭には記憶できていない、しかもそれがキーワード
となるような語がそれぞれの学習者にとっての必修語であるが、まさに良く選ばれた1，000語であり、これを繰り返し
覚えては忘れまた覚えて身につける「練習」をする。また、リーディングのテキストでは、国（文化）が違えば、日本
（人）のルールと違うことがたくさんあることを知り、考え方の違い（広い意味での文化の違い：基礎的カルチュラル
・リテラシー）を学習する。さらに、テキストの練習問題がTOEICを意識して作られているので、スコアアップの対策
としても役立つよう語彙、文法などを学習する。

授業の進め方と授業内
容・方法

基本の1，000語は、毎回の小テストで覚える。毎回50語ずつの範囲とし、年間で20回に分けて行う。当然ながら前の回
の語を忘れるので、繰り返しの重要さを強調する。リーディングを主体としたテキスト（リスニングもライティングも
含まれるが）については、音読と内容把握、予習と解説を聞き、板書事項を理解して予習内容を訂正し、最終的にそれ
をレポートとして提出させる。それで学習者は自分がどこを理解し損ねたのか、未知の構文や文法事項があったのかに
気づくことができる。テキストにはリスニング用のCDがついているので、その部分は答え合わせと「音のつながりや弱
音」などについて解説する。50分という短い時間であるので、無理をせず、学習者が納得のいくよう、丁寧な遣り取り
と解説を心がける。また、日本だったら、こんなルールはあるだろうかという点も問うて、考えてもらう。

注意点

外国語の学習には「時間と労力」が必要です。日常的な必要性がなければ、すぐに忘れるからです。日本国内で日常的
にその外国語が必要とされない地域に暮らす者にとっては、100％当てはまることです。しかし、エインジニアとなる学
生にとっては是非身につけたいコミュニケーションの道具でしょう。多くの科目を学ぶ中で、外国語に割ける時間を何
とか確保して、諦めずに継続し、毎日、その外国語に触れることを心がけてください。スポーツや楽器の習得と同じで
す。ある程度のレベルまで行くには、数え切れないほどの練習をして初めて身につき、徐々に上げていくレベルに到達
するのです。模範の音源に耳を傾けてみる、声に出して言ってみる、書いてみる、黙読・音読してみる、知らない語
（句）を繰り返し覚える。それでも忘れるものです。また覚え直す。現実の社会出るまでの準備だと思って健闘しまし
ょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 授業概要、進め方、テキスト、小テスト、レポートについ
ての説明と、レポート提出用の表紙配布。

２冊のテキストの進め方、予習の仕方、小テスト、レポー
ト、定期試験、評価の割合などについて理解する。

2週
ドラゴン・イングリッシュ必修英単語1,000 小テスト
(DE) 1、Funny Laws (FL) Chapter 3  （以下括弧内略語
表記）

50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

3週 DE 2, FL 3 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

4週 DE 3, FL 3 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

5週 DE 4, FL 6 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

6週 DE 5, FL 6
50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。重要
ポイントの再確認、Qs & As

7週 Midterm Examination

8週 試験返却、復習 誤解、記憶不足、構文・文法の認識不足に気づき、訂正を
インプットする。

9週 DE 6, FL 7 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

10週 DE 7, FL 7 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

11週 DE 8, FL 8 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。
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12週 DE 9, FL 8 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

13週 DE 10, FL 8 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

14週 DE & FL Review 重要ポイントの再確認、Qs & As
15週 Term Examination

16週 試験返却、復習
夏休みの課題(FL 1,2,4,5,9)の説明と表紙配布

誤解、記憶不足、構文・文法の認識不足に気づき、訂正を
インプットする。夏休みの課題内容、提出〆切り、後期の
評価に含まれることなどを理解する。

後期

1週 DE 11, FL 10 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

2週 DE 12, FL 10 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

3週 DE 13, FL 10 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

4週 DE 14, FL 12 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

5週 DE 15, FL 12 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

6週 FL 10, review
リーディングテキストの語彙、構文、文法を理解する。
TOEICを意識した練習問題になれる。重要ポイントの再確
認、Qs & As

7週 Midterm Examination

8週 試験返却、復習
冬休みの課題(FL 11,14)の説明と表紙配布

誤解、記憶不足、構文・文法の認識不足に気づき、訂正を
インプットする。

9週 DE 16, FL 13 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

10週 DE 17, FL 13 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

11週 DE 18, FL 13 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

12週 DE 19, FL 15 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

13週 DE 120, FL 15 50語ずつ覚える。リーディングテキストの語彙、構文、文
法を理解する。TOEICを意識した練習問題になれる。

14週 FL 15, review 重要ポイントの再確認、Qs & As
15週 Term Examination

16週 試験返却、復習 誤解、記憶不足、構文・文法の認識不足に気づき、訂正を
インプットする。

評価割合
試験 小テスト 予習・課題・提

出物など 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 60 20 20 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 総合英語III
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 4
開設期

0056
講義
一般共通４年
通年 週時限数 1

教科書/教材 No text as all materials have been developed by the instructor
担当者 ドウエーン アイシャム,レパヴー マリ
到達目標
The objective of this course is to prepare the students (future engineers and the technicians), to use the type of
English used in technical situations. Raising motivation while lowering anxiety are primary considerations for
intercultural settings.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
Students are able to understand
and reuse all the expressions
learned in class.

Students are able to understand
and reuse most of the
expressions learned in class.

Students are not able to
understand and reuse any of
the expressions learned in class.

To be able to clearly convey
your messages.

To be able to convey your
messages.

Not to be able to convey your
messages.

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
Students participate in the performances of task based activities that make use of target vocabulary and
grammatical structures. By promoting thinking in English, the students are given opportunities to explore the
types of English commonly encountered in technical situations as well as those of daily life through individual,
pair and group work.

授業の進め方と授業内
容・方法

Students participate in the performances of task based activities that make use of target vocabulary and
grammatical structures.

注意点 I am looking forward to meeting everybody. I hope that you will enjoy your class as much as I do. It is hoped
that your English lessons can prepare you for your future.

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 Class Introduction Greetings and content
2週 English for class Helpful classroom English
3週 Meeting people How to break the ice
4週 Idioms Useful idioms for life
5週 Technical English (1) Math
6週 Technical English (2) Science
7週 Review
8週 Interview
9週 Current events (1) As they come up.
10週 Current events (2) As they come up.
11週 Idioms More useful idioms for life
12週 Free speech prep. How to make a speech
13週 Free speech How to give a speech
14週 Review How to give a speech
15週 Interview
16週 Review of the first semester Giving opinions on class

後期

1週 Introductino to the course Greetings and content
2週 Culture Japan and the world
3週 Cultural aspects (1) Defining culture
4週 Cultural aspects (2) Intercultural communication
5週 Current events As they come up
6週 Appropriateness (1) Content and matter in way of delivery (1)
7週 Review
8週 Appropriateness (2) Content and matter in way of delivery (2)
9週 Pronunciation (1) Difficult sounds (1)
10週 Pronunciation (2) Difficult sounds (2)
11週 Meaning (1) Guess unknown words
12週 Meaning (2) Prefixes
13週 Communication (1) Expressing opinions (1)
14週 Communication (2) Expressing opinions (2)
15週 Review
16週 Pair/group work Opinions and current events

評価割合
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performance of
task based
activities

affective
factors

maintaning a
notebook final interview 合計

総合評価割合 25 25 25 25 0 0 100
基礎的能力 25 25 25 25 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 社会貢献
科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

一般共通４年

通年 週時限数 1
教科書/教材
担当者 副校長 教務主事,山口 一弘
到達目標
1. ボランティア活動、小中学生向け活動支援やその他本校以外が主催する公開講座等の補助などに参加し、社会への貢献を通して人間性を高め
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

ボランティア活動等への参加をと
おして、積極的に社会に貢献し、
社会の一員としての自覚をもつと
ともに、生涯をとおして社会に貢
献する姿勢がある。

ボランティア活動等への参加をと
おして、社会に貢献し、社会の一
員としての自覚をもつことができ
る。

ボランティア活動の目的や意義を
理解できず、社会の一員としての
自覚をもてない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (人間性の涵養)(ヌ)
教育方法等
概要 地域社会等への貢献を通して人間性を育む一助とする。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点

・　この科目の単位は卒業に必要な単位数には含まれますが、進級に必要な単位数には含まれません。
・　提出された「社会貢献活動実施証明書」及び「社会貢献活動実施報告書」の内容及び時間数を審査し、内容に問題
がなく、ひとつあるいは複数の社会貢献活動を累積した総活動時間が30時間以上の場合に合格とします。
・　社会貢献活動をする場合には、実施日の一週間前までに申請書（社会貢献実施届）を提出してください。また、社
会貢献実施届に記載した活動が終了した場合には、「社会貢献活動実施証明書」及び「社会貢献活動実施報告書」を活
動終了後一カ月以内に提出してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週

・活動は無報酬のものに限ります。ただし、交通費、弁当
代は受領しても構いません。
・活動の時期は平日の放課後、土日祝祭日、長期休業中と
し、授業中の活動は認めません。
・部・同好会・学生会活動の一環であっても認めます。
・一つの内容に限らず、いろいろな社会貢献の活動で１年
次から５年次までの総活動時間が３０時間になればよいと
します。ただし、当日以外の準備のための時間は３０時間
に含めません。
・個人による活動の証明は認めません。客観性のある証明
が必要です。
・履修を希望する者は活動を開始する1週間前までに「社会
貢献活動実施届」を学生課に提出してください。内容によ
っては認められない場合もあります。
・活動が終了したときは、「社会貢献活動実施証明書」及
び「社会貢献活動実施報告書」を学生課に提出してくださ
い。　　

2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
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9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
「社会貢献活動
実施証明書」及
び「社会貢献活
動実施報告書」

発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 100 0 0 0 0 0 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語表現法
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0020
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 ドウエーン アイシャム
到達目標
(1) To learn some basic skills of writing in English
 (2) To obtain the fundamental skills of expressing your own ideas in writing
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 英語のプレゼンがよくできた。 英語のプレゼンがまあまあできた
。

英語のプレゼンがよくできなかっ
た。

評価項目2 他人の英語のプレゼンがよく理解
できた。

他人の英語のプレゼンがまあまあ
理解できた。

他人の英語のプレゼンがまったく
理解できなかった。

評価項目3 英語についての理解がかなり深ま
った。

英語についての理解が少し深まっ
た。

英語についての理解がまったく深
まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 英語のプレゼンを学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法 英語のプレゼンの方法を学ぶ。

注意点 語学はとくに予習と復習が大切です。予習と復習を頑張れる学生の受講を希望します。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 Introduction Introduction
2週  Short passage Necessary elements for writing short passages
3週 Longer passage Necessary elements for writing long passages
4週 Write about one thing Necessary elements for writing about one thing
5週 Topic Sentence Necessary elements for topic sentence
6週 Support sentence 1 Necessary elements for major support sentence
7週 （No regular examination）
8週 Support sentence 2 Necessary elements for minor support sentence

9週  Conclusion Necessary elements for writing a paragraph about
conclusion

10週 Descriptive paragraph Necessary elements for writing a descriptive
paragraph

11週  Illustration paragraph Necessary elements for writing a illustration
paragraph

12週 Narrative paragraph Necessary elements for writing a narrative paragraph
13週 Definition paragraph Necessary elements for writing a definition paragraph

14週 Classification paragraph  Necessary elements for writing a classification
paragraph

15週 （No regular examination）

16週 Cause and Effect paragraph Necessary elements for writing a cause and effect
paragraph

評価割合
試験 発表 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 60 40 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 基礎物理学演習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期 週時限数 2
教科書/教材
担当者

0021
講義
専門共通４年

後期
適宜プリントを使用する。
小峰 啓史

到達目標
１. 微積分を使った基礎的な力学を理解し扱うことができる。
２. 仕事やエネルギーの視点から物体の運動を総合的に捉えることができる。
３. 剛体の運動について，回転の運動方程式を立てて解くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 微積分を使った基礎的な力学を理
解し扱うことができる。

微積分を使った基礎的な力学を理
解できる。

微積分を使った基礎的な力学を理
解できない。

評価項目２
仕事やエネルギーの視点から物体
の運動を総合的に捉えることがで
きる。

仕事やエネルギーの視点から簡単
な物体の運動を捉えることができ
る。

仕事やエネルギーの視点から簡単
な物体の運動を捉えることができ
ない。

評価項目３
剛体の運動について，回転の運動
方程式を立てて解くことができる
。

剛体の運動について，回転の運動
方程式を立てることができる。

剛体の運動について，回転の運動
方程式を立てることができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
微積分を使って質点や質点系の運動，振動など力学の基礎を学習するとともに，それらの演習を行う。そのため，４学
年の前期末までに微積分を使った力学を学習していない化学・生命・環境系の学生を主な履修対象者とする。ただし
，化学・生命・環境系以外の学生で力学を再度基礎から学習したい者は定員の範囲内で履修を認める。

授業の進め方と授業内
容・方法

演習科目であるため，演習問題を解くことを中心に授業を進める。物理，応用物理で学んだことを復習しながら取り組
んでもらいたい。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 質点の直線運動 微積分を使って直線運動の速度と加速度を理解する。

2週 ニュートンの運動法則 空気抵抗を受けて運動する質点の運動方程式を変数分離法
で解く方法を理解する。

3週 質点の平面運動運 運動方程式をベクトルで表示し，例として等速円運動を理
解する。

4週 慣性力 加速度座標系で観測するときに生じる慣性力を理解する。

5週 仕事とエネルギー，保存力 仕事，運動エネルギー，位置エネルギー，保存力を理解す
る。

6週 力学的エネルギー保存の法則 力学的エネルギー保存の法則から束縛運動を理解する。
7週 中間試験
8週 質点系の重心と全運動量 運動量保存の法則を理解する。
9週 質点系の角運動量 角運動量の概念と角運動量保存の法則を理解する。
10週 剛体の並進運動と回転運動 剛体の運動を並進運動と回転運動に分けて理解する。

11週 剛体の慣性モーメント 慣性モーメントに関する平行軸の定理と平板の定理を理解
する。

12週 剛体の回転運動 水平面や斜面を回転する剛体の運動を理解する。
13週 調和振動 調和振動を理解する。
14週 連成振動 連成振動を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物理学演習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期 週時限数 2
教科書/教材
担当者

0022
講義
専門共通４年

後期
適宜プリントを使用する。
松浦 直人

到達目標
1．質点の運動について，運動方程式を立てて解くことができる。
2．質点系，剛体について，回転の運動方程式を立てて解くことができる。
3．熱力学の第一，第二法則を理解し，気体の熱力学的過程へ適用できる。
4．電磁気学に関する基本法則を理解し，身の回りの電磁気現象へ適用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 質点の運動について，運動方程式
を立てて解くことができる。

質点の運動について，運動方程式
を立てることができる。

質点の運動について，運動方程式
を立てることができない。

評価項目2
質点系，剛体について，回転の運
動方程式を立てて解くことができ
る。

質点系，剛体について，回転の運
動方程式を立てることができる。

質点系，剛体について，回転の運
動方程式を立てることができない
。

評価項目3
熱力学の第一，第二法則を理解し
，気体の熱力学的過程へ適用でき
る。

熱力学の第一，第二法則を理解で
きる。

熱力学の第一，第二法則を理解で
きない。

評価項目4
電磁気学に関する基本法則を理解
し，身の回りの電磁気現象へ適用
できる。

電磁気学に関する基本法則を理解
できる。

電磁気学に関する基本法則を理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 質点の力学，剛体の力学，熱力学，電磁気学の各分野について，代表的な演習問題を解くことによって，物理学の論理

的な考え方を身につける。
授業の進め方と授業内
容・方法
注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 1．質点の力学
運動の法則・保存力

速度・加速度，放物運動，空気抵抗のある運動を理解する
。

2週 中心力・相対運動 粗い斜面上の運動，ポテンシャルをもつ力，円周上の運動
，単振り子，運動量と力積を理解する。

3週 角運動量保存，万有引力，人工衛星の運動，慣性力，コリ
オリの力を理解する。

4週 2．質点系・剛体の力学
質点系の運動

質量中心，分裂，衝突，質量の変化する物体の運動を理解
する。

5週 剛体の運動 重心，慣性モーメント，剛体のつり合いを理解する。
6週 剛体の運動方程式，剛体に与えた撃力を理解する。
7週 （中間試験）

8週 3．熱
温度と熱 熱膨張，気体分子運動論，熱量保存を理解する。

9週 熱力学の第一法則 熱力学の第一法則，熱力学的過程を理解する。
10週 熱力学の第二法則 熱力学の第二法則，エントロピーを理解する。

11週 4．電気・磁気
電場・電位，電気容量，静電場のエネルギー

様々な電荷による電場，電気容量，静電場のエネルギーを
理解する。

12週 電流と磁場の間の作用 キルヒホッフの法則，ホイートストンブリッジ，ビオ・サ
バールの法則，ローレンツ力を理解する。

13週 電磁誘導，交流 電磁誘導，インダクタンス，交流回路を理解する。
14週 マクスウェル方程式と電磁波 マクスウェル方程式，平面電磁波を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 数学演習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0023
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2

教科書/教材 寺田 文行、平吹 慎吉 著｢セミナーテキスト　線形代数｣（サイエンス社）、寺田 文行、平吹 慎吉、笠原 勇 著｢セミナー
テキスト　微分積分」（サイエンス社）

担当者 越野 克久
到達目標
1. 本科３年次までに学んだ解析学、線形代数学の各内容を整理し、複合問題の演習を通して応用力をつける。
2. 線形空間、線形写像の概念を新たに把握する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
微分積分の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

微分積分の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

微分積分の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

微分方程式の基本事項を理解し、
複合問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができない。

線形代数の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

線形代数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

線形代数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 本科３年次までに学習した解析学、線形代数学の各内容に関する演習を通して理解を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は演習形式で行う。 演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基本事項の理解を確認し、計算力・思考力
を養う。

注意点 演習科目なので、先ず学生自ら教科書やプリントの問題を解いてから授業に臨むこと。講義ノートの内容を見直し、講
義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 関数とその極限 いろいろな関数、関数の極限の計算ができる。関数の連続
性が理解できる。

2週 微分法とその応用 微分の計算ができる。それを応用することができる。
3週 積分法とその応用 積分の計算ができる。それを応用することができる。
4週 偏微分 偏微分の計算ができる。
5週 重積分 重積分の計算ができる。
6週 微分方程式 1階微分方程式、2階線形微分方程式を解くことができる。
7週 （中間試験）

8週 行基本変形とその応用 行基本変形、行列の階数を理解し、逆行列の計算、連立方
程式の計算ができる。

9週 平面および空間ベクトル ベクトルの1次独立、1次従属、直線と平面の方程式が理解
できる。

10週 行列式 行列式の計算ができる。逆行列、クラメールの公式が理解
できる。

11週 ベクトル空間 ベクトル空間の定義、部分空間、基底と空間の次元が理解
できる。

12週 線形写像 線形写像と、その表現行列が理解できる。
13週 ベクトルと計量 内積とノルム、正規直交系が理解できる。

14週 固有値とその応用 線形変換の固有値と固有ベクトルの計算ができる。線形変
換の対角化ができる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

4 － 38



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0024
講義
専門共通４年

前期 週時限数 2
教科書/教材 参考書：示村悦二郎「自動制御とは何か」コロナ社, 参考書：今井弘之「やさしく学べる制御工学」森北出版
担当者 菊池 誠
到達目標
１．制御工学に関する広範な知識を習得し，制御工学の概要を理解する。
２．線図表現で示された簡単な制御システムを理解して，その動作を読み取ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 制御工学の歴史を理解して系の表
現に応用できる。

制御工学の歴史を理解して系の表
現に利用できる。

制御工学の歴史の理解が不十分で
ある。

評価項目2 系の数学的表現方法を制御工学に
応用できる。

系の数学的表現方法を理解してい
る。

系の数学的表現方法の理解が不十
分である。

評価項目3
基本要素とその性質、系の発散と
収束、応答、線図表現を応用でき
る。

基本要素とその性質、系の発散と
収束、応答、線図表現を理解して
いる。

基本要素とその性質、系の発散と
収束、応答、線図表現の理解が不
十分である。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 制御工学について，その成り立ちから現在の応用事例までを学習して，制御工学の概要を理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績７０％、レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格とする。

注意点 電子制御工学科の学生は受講できません。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 制御とはなにか? 身近にある動作を制御系として再認識して理解する。
2週 基本用語と考え方 制御系の基本用語と考え方を理解する。
3週 制御工学の歴史（１） 古代の制御装置の概要を理解する。
4週 制御工学の歴史（２） ワットの蒸気機関から古典制御確立の歴史を理解する。
5週 制御工学の歴史（３） サーボ機構とプロセス制御の歴史を理解する。
6週 制御工学の歴史（４） 現代制御，ポスト現代制御に至る歴史を理解する。
7週 （中間試験）
8週 制御系の表現方法（１） 数学的記述と表現の変換手法の概要を理解する。
9週 制御系の表現方法（２） 基本要素の複素有理関数を理解する。
10週 代表的な制御系 極数１の系を理解する。
11週 代表的な制御系の出力例 極数１の系の性質を理解する。

12週 制御系の線図表現 図を利用して信号の流れを記述する代表的な手法を理解す
る。

13週 制御系の発散と収束 制御系の発散と収束条件の概要を理解する。
14週 制御工学の応用事例 応用事例について学ぶ。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 30 10 40
専門的能力 40 20 60

4 － 39



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気工学概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0025
講義
専門共通４年

前期 週時限数 2

教科書/教材 教科書　高橋 寛　監修　「わかりやすい電気基礎」(コロナ社) 参考書　佐藤　一郎「図解でまなぶ電気の基礎」(日本
理工出版会)

担当者 長洲 正浩
到達目標
１．抵抗を基本とした直流回路の計算ができるようになる。
２．インダクタンスやコンデンサを含んだ交流回路の原理を学び、基本的な回路計算ができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 抵抗を基本とした直流回路の計算
が説明できる。

抵抗を基本とした直流回路の計算
が理解できる。

抵抗を基本とした直流回路の計算
が理解できない。

評価項目2
インダクタンスやコンデンサを含
んだ交流回路の原理を学び、基本
的な回路計算が説明できる。

インダクタンスやコンデンサを含
んだ交流回路の原理を学び、基本
的な回路計算が理解できる。

インダクタンスやコンデンサを含
んだ交流回路の原理を学び、基本
的な回路計算が理解できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
電気技術は、機械系の制御、情報処理、情報通信の基本技術である。各学科技術者が電気工学を学んでおくことは、各
専門技術への応用展開にも役立つと考える。最近では、ハイブリッド自動車などに見られるように蓄電池の応用が進ん
でいることから、物質系の学生にとっても重要な知識である。本講義では、直流回路や交流回路など電気工学の基礎知
識を学ぶことを目的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

本講義を、電気工学の入門編として学び、各学科の専門技術との相関関係を理解できるようになることに期待したい。
本知識を身につけるのは、予習復習が重要である。予習復習を実施して授業に参加すること。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 直流電圧と電流 電子の流れと電流の関係、およびオームの法則などを学ぶ
。

2週 直流回路の計算 直列接続、並列接続、直流回路の計算ができるようになる
。

3週 複数の起電力を含む回路の計算ができるようになるととも
に、抵抗の性質について説明できるようになる。

4週 直流電流の作用 電流の３作用を学び、電力量や効率などの計算ができるよ
うになる。

5週 電流の化学作用を学んだ後、電池の種類、熱電現象が説明
できるようになる。

6週 直流回路のまとめ 問題を解き、直流回路の理解度を確認する。
7週 （中間試験）
8週 交流の性質と発生 正弦波交流の性質、正弦波交流起電力の発生原理を学ぶ。

9週 交流回路の計算 抵抗，静電容量およびインダクタンスに流れる電流と電圧
の計算ができるようになる。

10週 交流電力の計算ができるようになるとともに、直列・並列
共振現象を学ぶ。

11週 交流回路の複素数演算 複素数、複素数のベクトル表示および複素数の乗除とベク
トルの関係など、複素数の基本を学ぶ。

12週 交流の複素数表示法、複素インピーダンス、オームの法則
を学ぶ。

13週 記号法を用いた交流回路（直列、並列、直並列、交流ブリ
ッジ）の計算ができるようになる。

14週 交流回路のまとめ 交流回路の復習とまとめを行う。
15週 （期末試験）
16週 総復習 主要点の復習と討論

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0

4 － 40



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報工学概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0031
講義
専門共通４年

前期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：特に指定しない（必要に応じて資料を配付する）
担当者 小飼 敬
到達目標
1.｢情報｣の概念をハードウェアとソフトウェアの両面から認識できる。
2.｢コンピュータ｣をハードウェアの物理構成とソフトウェアの動作から理解し説明できる。
3.社会基盤としての｢情報システム｣の意義を正しく理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
｢情報｣の概念をハードウェアとソ
フトウェアの両面から認識できる
と共に、実際のハードウェア・ソ
フトウェアでも認識できる。

｢情報｣の概念をハードウェアとソ
フトウェアの両面から認識できる
。

｢情報｣の概念をハードウェアとソ
フトウェアの両面から認識できな
い。

評価項目2

｢コンピュータ｣をハードウェアの
物理構成とソフトウェアの動作か
ら理解し説明できると共に、実際
のハードウェアに対応付けること
ができ、ソフトウェアを動作させ
ることができる。

｢コンピュータ｣をハードウェアの
物理構成とソフトウェアの動作か
ら理解し説明できる。

｢コンピュータ｣をハードウェアの
物理構成とソフトウェアの動作か
ら理解し説明できない。

評価項目3
社会基盤としての｢情報システム｣
の意義を正しく理解し説明できる
と共に、情報システムの基本的な
構成要素を使うことができる。

社会基盤としての｢情報システム｣
の意義を正しく理解し説明できる
。

社会基盤としての｢情報システム｣
の意義を正しく理解し説明できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
情報工学は様々な専門分野と広くかつ密接に関わりをもってきています。
本講義では、｢情報｣を学ぶ入門として、情報工学の基礎的な概念と基本的な技術を学ぶとともに、その応用分野への展
開について概観します。

授業の進め方と授業内
容・方法

社会を構成する様々な技術分野の中で、情報化社会の基盤を担うコンピュータやネットワークについて理解を深めるこ
とは益々大切になります。講義として机上で学びながら、日頃の生活の中でも"情報"との関わりについて考えてください
。講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習し
ておくこと。

注意点 電子情報工学科の学生は履修できません。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 デジタル情報の世界 ビットの概念、データの表わし方
2週 論理と論理回路 論理演算、組合せ回路
3週 ハードウェアの仕組み コンピュータの構成、中央処理装置の構成と動作
4週 周辺装置とのインタフェース 記憶装置、入出力装置、インタフェース
5週 ソフトウェア（１） 低水準言語、高水準言語、プログラムの役割
6週 ソフトウェア（２） プログラミングの基礎
7週 （中間試験）
8週 オペレーテイング･システム オペレーティングシステムの目的と機能
9週 データ構造とアルゴリズム（１） アルゴリズムの概念、探索
10週 データ構造とアルゴリズム（２） アルゴリズム例、ソート
11週 データベース･システム データの一元性とアクセス管理
12週 コンピュータ･ネットワーク 相互接続装置と通信プロトコル
13週 ネットワーク･システム 通信諸技術とインターネット
14週 セキュリティ セキュリティ対策
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 41



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料化学概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0032
講義
専門共通４年

前期 週時限数 2

教科書/教材 教科書：特に指定しない　　参考書：柳田博明「セラミックスの化学」（丸善）、小川俊夫「高分子材料化学」（共立
出版）

担当者 宮下 美晴,鹿野 弘二
到達目標
１．セラミックスや半導体といった無機系材料の製法、構造、物性、用途等を説明できる。
２．実用に供されている各種プラスチック材料の製法、特徴、用途等を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
無機系材料とは何かを、具体例を
挙げながら説明できる。

無機系材料とはどのようなものか
を概ね説明できる。

無機系材料とは何かを説明できな
い。

各種無機系材料の製造法を具体的
に説明できる。

無機系材料の製造法を概ね説明で
きる。

無機系材料の製造法を説明できな
い。

無機系材料の構造と物性を関連づ
けて説明できる。また、物性を活
かした用途を説明できる。

無機系材料の構造、物性、用途を
挙げることができる。

無機系材料の構造、物性、用途を
説明できない。

有機・高分子材料とは何かを、具
体例を挙げながら説明できる。

有機・高分子材料とはどのような
ものかを概ね説明できる。

有機・高分子材料とは何かを説明
できない。

各種有機・高分子系材料の製造法
を具体的に説明できる。

有機・高分子材料の製造法を概ね
説明できる。

有機・高分子材料の製造法を説明
できない。

有機・高分子材料の特徴を説明で
きる。また、その特徴を活かした
用途を説明できる。

有機・高分子材料の特徴、用途を
挙げることができる。

有機・高分子材料の構造、物性、
用途を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 工業的に多量に用いられている種々の材料を知り、その特性や用途を学ぶ。前半は主にセラミックスや半導体などの無

機材料について、後半は有機・高分子材料（主としてプラスチック材料）についての理解を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法

講義を中心に授業を進める。各種材料について、黒板を使って解説をしていく。必要に応じて、適宜、資料を配付する
。

注意点
受講する者は化学の基礎について理解していることが望ましい。
毎回の授業後には、ノートや配布したプリントを見直して復習すること。また、参考書等を利用して次回授業の内容を
予習すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 セラミックスとは 材料の分類、セラミックスとは何かを理解し説明できる。
2週 セラミックスの構造 セラミックスの構造、一般的製法を理解し説明できる。
3週 窯業製品 ガラス、セメント、陶磁器を理解し説明できる。
4週 耐熱材料 絶縁体材料、耐熱材料について理解し説明できる。
5週 半導体材料 半導体、半導体の応用について理解し説明できる。
6週 誘電体材料 圧電体、焦電体、強誘電体について理解し説明できる。
7週 中間試験

8週 有機・高分子材料とは 高分子材料、プラスチック材料とは何かを理解し説明でき
る。

9週 汎用プラスチック材料１ 代表的な汎用プラスチックの製法、特性、用途を説明でき
る。

10週 汎用プラスチック材料２ 代表的な汎用プラスチックの製法、特性、用途を説明でき
る。

11週 エンジニアリングプラスチック１ 代表的なエンジニアリングプラスチックの製法、特性、用
途を説明できる。

12週 エンジニアリングプラスチック２ 代表的なエンジニアリングプラスチックの製法、特性、用
途を説明できる。

13週 熱硬化性樹脂 代表的な熱硬化性樹脂の製法、特性、用途を説明できる。
14週 高分子材料の力学的性質 高分子材料の力学的性質を説明できる。
15週 期末試験
16週 総復習 これまでに学んだことのまとめと復習

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0

4 － 42



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料力学演習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0033
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：配布プリント　参考書：黒木剛司郎，友田陽「材料力学」　
担当者 小室 孝文
到達目標
１．真直ばりについて，応用力を身に付ける。
２．組み合わせ応力のもとで，材料の強度を評価できる。
３．ひずみエネルギーを用いて，材料の強度を理解できる。
４．薄肉円筒の応力を求め，強度を評価できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 レポート課題を総合的に評価し
，平均の成績が８０点以上の場合

レポート課題を総合的に評価し
，平均の成績が６０点以上８０点
未満の場合

レポート課題を総合的に評価し
，平均の成績が６０点未満の場合

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
第４学年で材料力学を選択した学生を念頭に，次の３点の理解を深めることを目的とします。
１．各種真直ばりのたわみ
２．複数の外力を受ける弾性体の変形
３．エネルギー概念を用いた変形の解析

授業の進め方と授業内
容・方法 練習問題と演習問題について，それぞれプリントを配布します。

注意点 タブレットならびにノートパソコン等は一切使用しません。練習問題については，毎回解答を板書します。筆記用具
，ノートを忘れずに持ってきてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 真直ばりのたわみ（１） 各種真直ばりに関する演習問題を解き，理解を深める。
2週 真直ばりのたわみ（２） 各種真直ばりに関する演習問題を解き，理解を深める。
3週 組合せ応力（１） 組合せ応力に関する演習問題を解き，理解を深める。
4週 組合せ応力（２） 組合せ応力に関する演習問題を解き，理解を深める。
5週 組合せ応力（３） 組合せ応力に関する演習問題を解き，理解を深める。
6週 組合せ応力（４） 組合せ応力に関する演習問題を解き，理解を深める。
7週 中間試験 中間試験は実施しない。
8週 組合せ応力（５） 組合せ応力に関する演習問題を解き，理解を深める。

9週 ひずみエネルギー（１） ひずみエネルギーに関する演習問題を解き，理解を深める
。

10週 ひずみエネルギー（２） ひずみエネルギーに関する演習問題を解き，理解を深める
。

11週 ひずみエネルギー（３） ひずみエネルギーに関する演習問題を解き，理解を深める
。

12週 ひずみエネルギー（４） ひずみエネルギーに関する演習問題を解き，理解を深める
。

13週 ひずみエネルギー（５） ひずみエネルギーに関する演習問題を解き，理解を深める
。

14週 ひずみエネルギー（６） ひずみエネルギーに関する演習問題を解き，理解を深める
。

15週 期末試験 期末試験は実施しない。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
レポート 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 43



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御工学演習Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0034
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2

教科書/教材 参考書：石井文雄著「回路網の計算」（東京電機大学出版局)（岡本）、松下俊介著「基礎からわかる論理回路」（森北
出版）（飛田）、春日健他「計算機システム」（コロナ社）（飛田）

担当者 飛田 敏光,岡本 修
到達目標
・電気基礎、電気回路の応用問題が解ける．(岡本)
・論理回路、電子計算機の応用問題が解ける．（飛田）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
電気基礎、電気回路の応用問題が
解け、その知識を問題解決に適用
できる。

電気基礎、電気回路の応用問題が
解け、その知識を使用できる。

電気基礎、電気回路の応用問題が
解けない。

論理回路、電子計算機の応用問題
が解け、その知識を問題解決に適
用できる。

論理回路、電子計算機の応用問題
が解け、その知識を使用できる。

論理回路、電子計算機の応用問題
が解けない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 ・電気基礎、電気回路の演習をする．(岡本)

・論理回路、電子計算機の演習をする．（飛田）
授業の進め方と授業内
容・方法 課題を課し、その解答をしながら授業を進める。

注意点
・電気回路の基礎を復習して下さい．(岡本)
・論理回路と電子計算機は２年、４年前期の復習です．講義ノート・課題の内容を見直し、講義・課題に関する例題・
演習問題を解いておいて下さい．講義で示した次回予定の部分を予習しておいて下さい．（飛田）

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 論理回路の基礎（飛田） 論理回路の基礎の演習（飛田）
2週 組合せ回路、 順序回路（飛田） 組合せ回路、順序回路の演習（飛田）
3週 数の表現、演算回路（飛田） 数の表現、演算回路の演習（飛田）

4週  コンピュータアーキテクチャ、命令セット他（飛田） コンピュータアーキテクチャ、命令セット他の演習（飛田
）

5週 インターフェイス回路、周辺機器（飛田） インターフェイス回路、周辺機器の演習（飛田）
6週 信頼性、セキュリティ他、全体復習（飛田） 信頼性、セキュリティ他に関する演習、全体復習（飛田）
7週 （中間試験）

8週 回路の基本的な計算、複雑な回路の合成抵抗の計算（岡本
）

回路の基本的な計算演習、回路の合成抵抗計算演習（岡本
）

9週 分圧・分流、直流回路網の解法１（岡本） 分圧・分流の回路計算演習、直流回路網計算演習１、

10週 直流回路網の解法２、鳳・テブナンの定理，ノートンの定
理（岡本）

直流回路網の計算演習２、鳳・テブナンの定理，ノートン
の定理（岡本）

11週 複素数表示・フェーザ表示（岡本） 複素数表示・フェーザ表示の基礎演習（岡本）

12週 交流網回路の解法１、交流網回路の解法２（岡本） 交流網回路の計算演習１、交流網回路の計算演習２（岡本
）

13週 交流網回路の解法３、電磁誘導結合回路１（岡本）  交流網回路の計算演習３、電磁誘導結合回路の解法演習
１（岡本）

14週 電磁誘導結合回路２（岡本） 電磁誘導結合回路の解法演習２（岡本）
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
レポート 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 10 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 44



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子工学演習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0035
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2
教科書/教材 電気回路演習：教科書,金原　粲監修,高田他「電気回路」(実教出版)
担当者 長洲 正浩,田辺 隆也
到達目標
電気回路演習：電気回路の様々な問題とそれに対する解法に習熟する。
 電磁気学演習：電磁気現象を数式で記述でき、基礎的な電磁気現象を理解し、それらの解法を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 電気回路の様々な問題とそれに対
する解法を説明できる。

電気回路の様々な問題とそれに対
する解法を理解できる。

電気回路の様々な問題とそれに対
する解法を理解できない。

評価項目２
電磁気現象を数式で記述でき、基
礎的な電磁気現象を理解し、それ
らの解法を説明できる。

電磁気現象を数式で記述でき、基
礎的な電磁気現象を理解し、それ
らの解法を理解できる。

電磁気現象を数式で記述でき、基
礎的な電磁気現象を理解し、それ
らの解法を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 電気回路に関する演習、及び電磁気学に関する演習を行う。自ら問題を解くことにより理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、電気回路演習の成績、及び電磁気学演習の成績とを平均した成績が60点以上の者を合格とする。成績の
評価は、課題レポートによって行う。
電気回路と電磁気学の問題を解くことにより、はじめて回路動作や電磁気現象に対する理解が深まります。指示された
問題を解いておくこと。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電気回路：正弦波交流の基礎
 電磁気学：点電荷と静電気力

電気回路：実効値、最大値、角速度、位相、回路素子の電
圧、電流の関係を理解する
 電磁気学：ク－ロンの法則を理解する

2週 電気回路：正弦波交流の基礎
 電磁気学：点電荷が作る電界と電位

電気回路：複素数表示とインピーダンスとアドミタンスを
理解する
電磁気学：点電荷の形成する電界と電位の関係を理解する

3週  電気回路：正弦波交流の基礎
 電磁気学：電位と仕事量

電気回路：瞬時電力、有効電力、無効電力、皮相電力を理
解する
 電磁気学：電界が点電荷にする仕事量と電位の関係を理解
する

4週  電気回路：交流回路解析
 電磁気学：連続分布の電荷が作る電界と電位

電気回路：R、L、C直列、並列回路の解析を理解する
 電磁気学：ガウスの法則を理解する

5週 電気回路：交流回路解析
 電磁気学：連続分布の電荷が作る電界と電位

電気回路：RLC共振回路を理解する
 電磁気学：球状電荷分布による電界及び電位を理解する

6週 電気回路：交流回路解析
 電磁気学：連続分布の電荷が作る電界と電位

電気回路：相互誘導回路、非正弦波（フーリエ変換）の計
算を理解する
 電磁気学：平面状電荷分布と電界及び電位を理解する

7週  （中間試験） 定期試験を行わず、総合問題演習を行う。

8週 電気回路：交流回路と三相回路
 電磁気学：導体と誘電体

電気回路：線形性と双対性を理解する
 電磁気学：静電容量,影像電荷と電気影像法を理解する

9週 電気回路：交流回路と三相回路
 電磁気学：導体と誘電体

電気回路：三相回路を理解する
 電磁気学：電束密度,分極電荷,分極を理解する

10週  電気回路：二端子対回路網
 電磁気学：円形ループ電流が作る磁界

電気回路：F行列とハイブリッド行列の計算を理解する
 電磁気学：アンペールの法則,ビオ・サバールの法則を理解
する

11週 電気回路：過度現象
 電磁気学：円筒電流や平面電流が作る磁界

電気回路：RL・RC回路の過渡応答を理解する
 電磁気学：円筒状電流や平面状電流が形成する磁界を理解
する

12週 電気回路：過度現象
 電磁気学：磁性体

電気回路：LC・RLC回路、パルス回路の過渡応答を理解す
る
 電磁気学：磁化,透磁率,磁束密度を理解する

13週 電気回路：分布定数回路
 電磁気学：誘導起電力

電気回路：分布定数回路の等価回路、無損分布失回路の波
動方程式を理解する
 電磁気学：ファラデーの法則を理解する

14週 電気回路：分布定数回路
 電磁気学：インダクタンス

電気回路：定常解析および反射のある回路の解析を理解す
る
 電磁気学：自己インダクタンスと相互インダクタンスを理
解する

15週  （期末試験）  定期試験を行わない。
16週  総復習

評価割合
試験 確認テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 100 0 0 0 100

4 － 45



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 100 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 46



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電波法規
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0036
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2
教科書/教材 「第一級陸上特殊無線技士国家試験問題解答集」（情報通信振興会）
担当者 森田 一弘
到達目標
第一級陸上特殊無線技士国家試験の電波法規に合格できるようになること｡
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 電波法の知識を理解し利用できる
。 電波法の知識を理解する。 電波法の知識を理解できない。

評価項目2 電気通信事業法の知識を理解し利
用できる。

電気通信事業法の知識を理解する
。

電気通信事業法の知識を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 第一級陸上特殊無線技士として理解しておくべき電波法と電気通信事業法の概要を扱う｡
授業の進め方と授業内
容・方法 教科書に沿って講義を行う。

注意点
当科目と無線通信工学と電磁気学IIIを履修すれば、国家試験を受けることなく、申請のみで、第二級陸上特殊無線技士
等の資格を得ることができる｡(D科以外の学生は電磁気学IIIを履修できない。） 授業内容は、その資格より一つ上のレ
ベルの第一級陸上特殊無線技士迄を含む｡

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電波法の目的と電気通信事業法の概要 電波法の目的と，その考え方と，電気通信事業法の概要を
理解する｡

2週 用語の定義 電波法で使用される用語を理解する｡
3週 無線局の開設 無線局の開設時における電波法を理解する｡
4週 無線局の変更と廃止 無線局の変更や廃止等における電波法を理解する｡
5週 無線設備の電波の質と形式 電波法で定める電波の質と形式を理解する｡
6週 無線設備の要件 電波法で定める無線設備の要件を理解する｡
7週 （中間試験）
8週 無線従事者(1) 無線従事者の義務と操作範囲を理解する｡
9週 無線従事者(2) 主任無線従事者の概念と義務等を理解する｡
10週 無線局の通常運用 通常時における無線局の運用方法等を理解する｡
11週 無線局の非常運用 非常時における無線局の運用方法等を理解する｡
12週 業務書類 無線局の備え付け設備と書類等を理解する｡

13週 監督 無線局の臨時検査等や無線局免許人および無線従事者への
監督等について理解する｡

14週 罰則 無線局免許人および無線従事者への罰則を理解する｡
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 47



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 環境化学概論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0037
講義
専門共通４年

後期 週時限数 2

教科書/教材 教科書:特になし(毎回プリントを配布する) 参考書:富田豊編集、須田猛編集協力「環境科学入門」(学術図書出版) ，ほ
か多岐に渡るため、初回授業にて紹介する

担当者 石村 豊穂,西田 梢
到達目標
1.地球環境で生起している問題の現状についてその概要を理解する。
2.それぞれの汚染発生のメカニズムについてその概要を理解する。
3.身の回りで起こっている環境問題の概要を認識する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

地球システムの概要を理解する 地球の歴史と気候システムなどを
説明できる

地球の歴史と気候システムの概要
をしっている

地球の歴史や気候システムについ
て説明できない

現在の地球環境の概要を理解する 個別の環境問題について詳細に説
明できる．

個別の環境問題の概要を知ってい
る

環境問題の概要を述べることがで
きない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
地球の概要・地球温暖化・オゾン層破壊・大気・水質汚染や各種化学物質の生態系への影響など、「化学」と地球環境
の間に横たわる諸問題について学び、技術者としてどのような態度で今後の技術革新と環境への配慮をしていくべきか
、その考え方を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 地球システムの概要を理解することに主眼を置く.日常的な生活の中に環境汚染の影響が忍び寄っていることを察知し、
その原因やメカニズムを理解し、科学者・技術者の一人として汚染防止の方途を思考できるよう、努めて欲しい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 21世紀の地球環境の現状 人間活動と環境との関係、生態系という考え方、環境悪化
をもたらす諸要因

2週 地球環境の位置づけ 地球の誕生から現在までの変遷
3週 地球の外観 地球の構成要素と環境との関わりについて
4週 大気と海の科学 大気・海洋の構造とメカニズムと役割
5週 大気と海の化学 大気、海洋、気象と物質循環
6週 環境問題の現状 現代の環境問題について概略を知る
7週 (中間試験)

8週 地球の変化を探る1
地球化学的手法による環境解析，安定同位体比を用いた環
境解
析

9週 地球の変化を探る2 地球化学的手法による環境解析，海洋科学と最新の調査手
法

10週 地球の変化を探る3 近年の地球環境の変化と将来予測へ向けた取り組み
11週 地球規模の環境問題1 地球温暖化，オゾン層破壊，そのメカニズム
12週 地球規模の環境問題2 酸性雨と森林破壊，そのメカニズム
13週 地域規模の環境問題1 大気汚染，水環境汚染，土壌汚染

14週 地域規模の環境問題2
身近な生活用品による深刻な化学物質汚染・化学汚染物質
が生
態系へ及ぼす影響

15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 20 0 0 0 0 0 20
分野横断的能力 30 0 0 0 0 0 30

4 － 48



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 e-創造性工学実習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期 週時限数 2
教科書/教材
担当者

0052
実習
専門共通４年

前期
e-ラーニング教材を用いる
安細 勉,弘畑 和秀

到達目標
１．プロジェクト管理の基本概念を習得する。　
２．プレゼンテーション技法を身につける。　
３．自学自習とチームワークでの対話により創造的に問題解決能力を身につける
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

プロジェクト管理の基本概念を習
得する。

プロジェクト管理コースの課題を
十分に達成し、レポートで自らの
考えを表現できる。

プロジェクト管理コースの課題に
合格し、レポートを期限内に提出
できる。

プロジェクト管理コースの課題が
十分に達成できない、あるいはレ
ポートが提出できない。

プレゼンテーション技法を身につ
ける。

プレゼンテーション入門コースの
課題を十分に達成し、発表会で十
分な結果を示すことができる。

プレゼンテーション入門コースの
課題に合格し、発表会で結果を示
すことができる。

プレゼンテーション入門コースの
課題に合格できず、発表か満足に
できない。

自学自習とチームワークでの対話
により創造的に問題解決能力を身
につける

プロジェクトの遂行にあたり、会
議室等を用いて他のメンバーと十
分に対話ができる。

プロジェクトの遂行にあたり、会
議室等出の連絡ができる。

プロジェクトの遂行にあたり、状
況が指導者に伝わらない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
e-ラーニング教材を用いて、創造的な作業を行う上で非常に大切なチームワークでの作業におけるプロジェクト管理の
概念とともに、自分たちの考え方を他の人に効果的に伝達するプレゼンテーション技法について学び、技術者としての
資質を養うことを目標とする。また実際的なテーマを選択し、チームワークで解決する実践力を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義内容はすべてｅ－ラーニングサーバーにアクセスして自学自習し、それぞれのコンテンツにある課題をこなして指
導教員へ提出すること。選択課題ではグループを構成して課題を行い、最後にプレゼンテーションを行う。

注意点 授業のほとんどはｅ－ラーニング教材を用いて行い、グループ討議などはｅ－ラーニングサーバー上の掲示板で行うな
ど、授業に対しての取り組み状況はすべて記録されるので、積極的取り組みが必要であることに留意されたい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 プロジェクト管理入門コース（1） プロジェクト管理とメンバーの編成とメンバーの役割分担
について理解する

2週 プロジェクト管理入門コース（2） プロジェクトの分析手法について理解する
3週 プロジェクト管理入門コース（3） プロジェクト計画書の作成について理解する

4週 プロジェクト管理入門コース（4） プロジェクトの推進・プロジェクトの評価について理解す
る

5週 選択課題（1） 次のコースの中から1つを選択し、プロジェクトグループを
作成して課題内容をｅ-ラーニングで学び、課題を仕上げる

6週 選択課題（2） Webアプリケーション入門コース（有明高専作成）

7週 選択課題（3） つないで計ってみよう電気抵抗コース（香川高専（旧詫間
電波）作成）

8週 選択課題（4） PC-UNIXサーバ構築入門（北九州高専作成）
9週 選択課題（5） 紙飛行機の製作（苫小牧高専作成）
10週 選択課題（6）
11週 プレゼンテーション入門コース（1） アウトラインの作成について理解する
12週 プレゼンテーション入門コース（2） スライドの作成について理解する
13週 プレゼンテーション入門コース（3） プレゼンテーションの練習
14週 選択課題（7） 選択した課題のプロジェクト成果について発表する
15週 選択課題（8）  選択した課題のプロジェクト成果について発表する
16週 選択課題（9）  選択した課題のプロジェクト成果について発表する

評価割合
e-ラーニング課題 選択課題への取り組みにお

ける議論への参加状況 プレゼンテーション 合計

総合評価割合 30 20 50 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 30 20 50 100

4 － 49



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 グローバル工学基礎
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0053
講義
専門共通４年

前期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 副校長 教務主事,山口 一弘
到達目標
1.現在の世界の技術に関する流れを理解する。
2.外国人教員による授業を通じて実践的な技術英語を理解する。
3.多国籍集団との協働により課題解決のスキルを身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 世界の技術に関する流れを分かり
やすく説明できる。

世界の技術に関する流れを説明で
きる。

世界の技術の流れを説明できない
。

評価項目2 課題解決のグループワークに技術
英語を活用できる。 技術英語を身につけている。 技術英語を身につけていない。

評価項目3 身につけた課題解決能力を実践的
な課題解決に役立てられる。

課題解決スキルを身につけている
。

課題解決のためのスキルを身につ
けていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
国際化する世界で活躍するエンジニアにとって、技術・科学に関するグローバルな動向・専門知識に関する知見は必須
のものであることから、これらについて外国語を通してより実践的に学習する。ここでは外国人チューターの指導のも
と、与えられるPBL課題に対し、グローバル的感知から解決策を検討、発表をする。

授業の進め方と授業内
容・方法

外国人教員と留学生の、英語による、専門の授業です。受講を通して是非ともグローバル化する科学・技術に対応でき
る国際的・実践的な技術者への第一歩として欲しい。

注意点 本科目は、講義内容が一部変更になる可能性があります。
講義は9月7日(月)から9月10日(木)の4日間の予定です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週  自己紹介とグルーピング
課題提示
課題解決作業

グローバル意識と基礎力向上
コミュニケーション力の強化
多国籍集団との協働
多国籍集団におけるリーダーシップの理解

2週 課題解決作業
グローバル意識と基礎力向上
コミュニケーション力の強化
多国籍集団との協働
多国籍集団におけるリーダーシップの理解

3週 課題解決作業
発表取りまとめ

グローバル意識と基礎力向上
コミュニケーション力の強化
多国籍集団との協働
多国籍集団におけるリーダーシップの理解

4週 成果発表 プレゼンテーション能力の向上
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
レポート プレゼンテーション及びレポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 50 50 100

4 － 50



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 企業実習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 4
開設期

0050
実習
専門共通４年

前期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 副校長 教務主事,山口 一弘
到達目標
１．企業における課題、作業に積極的、自発的に取り組む姿勢を身につける。
２．実務上の課題を理解し、解決に向けて取り組むことができる。
３．課題の解決に必要なコミュニケーション能力を高める。
４．職場における規律を遵守する態度を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

１．積極性・自主性
企業における課題や作業に積極的
かつ自発的に取り組み、適切な行
動がとれる。

企業における課題や作業に積極的
かつ自発的に取り組める。

企業における課題、や作業の取り
組みに消極的で、自発的に取り組
むことができない。

２．理解度 実務上の課題を適切に理解し、解
決策を提案できる。

実務上の課題を理解し、課題に向
けて取り組むことができる。 実務上の課題を理解できない。

３．コミュニケーション 課題の解決のために円滑にコミュ
ニケーションがとれる。

課題の解決のためにコミュニケー
ションがとれる。

課題の解決のために筆よなコミュ
ニケーションがとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 企業での就業体験を通して、実践的技術感覚、生産システムや生産管理手法などの知識を身につけるとともに、ものづ

くりの現場への関心と理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法

１．実習期間は夏季休業中の一週間以上であることを原則とする。
２．５月上旬に説明会を実施するので、実習を希望する学生は必ず出席すること。
３．説明会実施後に、実習を受け入れる企業名、実習期間、学内選考日等の情報を掲示により連絡するので、掲示に従
って所定の手続きをすること。
４．インターネット等で一般公募されたものについても、本校の条件を満たしていれば単位として認める場合もあるの
で、その際は必ず応募する前に担任に相談すること。
５．実施予定者は、夏休み前にガイダンスを実施するので、必ずそれを受講すること。
６．実習修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 説明会に出席する。
2週 事前ガイダンスに出席する。
3週 企業・大学等で実習を行う。
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
インターンシッ
プ実施報告書等 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 100 0 0 0 0 0 100

4 － 51



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 課題研究
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布する。
担当者 鯉渕 弘資,柴田 裕一,冨永 学,池田 耕,小堀 繁治,加藤 文武,澁澤 健二,小室 孝文,村上 倫子,小野寺 礼尚
到達目標
与えられた課題を解決し、その成果をレポートにまとめ、それを説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
課題の内容についての現状を調べ
て、問題となっていることを理解
できる。

課題の内容についての現状を調べ
ることができる。

課題の内容についての現状を調べ
ることができない。

評価項目2
与えられた課題における問題点に
ついて、プレゼンテーションし、
質問に的確に答えられる。

与えられた課題における問題点に
ついて、プレゼンテーションがで
きる。

与えられた課題における問題点に
ついて、プレゼンテーションがで
きない。

評価項目3
与えられた課題における問題点に
関する具体的に実行可能な解決策
を提案できる。

与えられた課題における問題点に
関する解決策を提案できる。

与えられた課題における問題点に
関する解決策を提案できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 5年生の「卒業研究」に必要な基礎的素養を身につけるために、課題に取り組むための必要な基礎知識や課題に対する取

り組み方などを学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

学生は、卒業研究と同じように研究室に配属になる。その配属先の研究室において、5年生になって（同じ研究室の配属
なったら）行う、あるいは、現在の5年生が行っている卒業研究内容を理解することが目標である。その進め方は配属さ
れた研究室によって異なるが、例えば、文献調査、必要なスキルの修得、等の方法により、この目標達成のレベルを段
階的に深めていく。

注意点 ガイダンスにおいて、課題の内容やスケジュール等を説明する。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス
2週 課題解決の遂行
3週 課題解決の遂行
4週 課題解決の遂行
5週 課題解決の遂行
6週 課題解決の遂行
7週 課題解決の遂行
8週 課題解決の遂行
9週 課題解決の遂行
10週 課題解決の遂行
11週 課題解決の遂行
12週 課題解決の遂行
13週 課題解決の遂行
14週 課題解決の遂行
15週 成果発表
16週 成果発表

評価割合
プレゼンテーシ
ョン レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 機械工学実験研究会編「機械工学実験」(東京電機大学出版局)、配布プリント使用。
担当者 柴田 裕一,冨永 学,小堀 繁治,加藤 文武,小室 孝文,澁澤 健二,小野寺 礼尚
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い情報を収集したりデータを分析したりすることができる。
5.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
6.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
7.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解・習得している。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得している。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
していない、または習得できてい
ない。

評価項目2 実験を通して工学の基礎に係わる
知識を十分に理解している。

実験を通して工学の基礎に係わる
知識を理解している。

実験を通して工学の基礎に係わる
知識を理解していない。

評価項目3
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し十分に
説明・説得できている。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得できている。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得できない。

評価項目4
コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
が十分にできている。

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができている。

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができていない。

評価項目5
与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組むことが十分に
できている。

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組むことができて
いる。

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組むことができて
いない。

評価項目6
自らの考えを報告書の全体を通し
て論理的に記述できており、定め
られた期限内に報告書を提出する
ことができている。

自らの考えを論理的に記述できて
おり、定められた期限内に報告書
を提出することができている。

自らの考えを論理的に記述できず
、定められた期限内に報告書を提
出することができていない。

評価項目7 討議やコミュニケーションするこ
とが十分にできている。

討議やコミュニケーションするこ
とができている。

討議やコミュニケーションするこ
とができていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
授業の内容をより効果的に理解するため、工学実験を通して専門的事項を確認することは大変重要なことであり、意義
のあることである。本実験では、特に材料工学、加工工学、流体工学、計測工学、機械力学、電気工学の各テーマにつ
いて実験を行う。

授業の進め方と授業内
容・方法

各テーマを数名のグループで行うが、分担は固定せず、より多くを経験し、又より積極的に現象および内容を理解する
ことが大切である。ガイダンスを除く12週目の実験終了後、実験時間はデータ整理・補講にあてる。

注意点

実験の取り組み状況５０％、レポートの内容５０％で評価し、総合評価６０点以上の者を合格とする。ただし、提出す
べきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内にレポートが提出さ
れなかった場合は減点する。実験実施日から３回目の実験回数日以内にレポートを提出しないものには再実験を課す
．再実験は２テーマを限度とする．再実験のレポート提出期限は１週間とする．これを越えたものについては０点とし
，再々実験は行わない．PBL実験については追実験は行わない。また、レポート提出遅れによる再実験は行わず不合格と
する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 実験に臨む上での諸注意および実験レポート提出の方法に
ついて理解する。

2週 テーマ1：顕微鏡組織観察(小野寺) 鋼の炭素量や熱処理の違いによる顕微鏡組織の変化を理解
する。

3週 テーマ2：鋼の焼入れ性評価(小野寺) 鋼の焼入れ性に及ぼす炭素含有量や合金元素の影響を理解
する。

4週 テーマ3：3次元CAD演習Ⅰ(冨永) 機械要素などの3Dモデリングを通して、3次元CADの概念
と使用方法を理解する。

5週 テーマ4：3次元CAD演習Ⅱ(冨永) 機械要素などの3Dモデリングを通して、3次元CADの概念
と使用方法を理解する。

6週 テーマ5：NCプログラミング演習(小堀) CAD/CAMシステムによるプログラミング技術およびワイヤ
ー放電加工機を用いてNC加工の手順を習得する。

7週 テーマ6：加工面表面性状の測定 旋削加工において、切削条件・切削工具材種の変化が表面
性状に及ぼす影響を調べる。

8週 テーマ7：電気・電子回路1 PBL (加藤) 機械工学を学ぶ学生にも必要な電気・電子回路の実験を
PBL形式で実施する。

9週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
10週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
11週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
12週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
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13週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
14週 データ整理
15週 補講
16週 補講

後期

1週 テーマ1：はりの曲げモーメント(小室) はりの曲げモーメントと曲げ応力の関係を実験的に理解す
る。

2週 テーマ2：光弾性実験(小室) 光を使った応力測定法について理解する。
3週 テーマ3：流体基礎実験1(柴田) 流体の運動や現象を実験を通して理解する。
4週 テーマ4：流体基礎実験2(柴田) 流量や流速を求める方法を理解する。

5週 テーマ5：データ収録解析演習実験Ⅰ(冨永) PC上で動作する計測制御ソフトウェア(LabVIEW)を用いた
実験データの収録・表示・解析の実際を理解する。

6週 テーマ6：データ収録解析演習実験Ⅱ(冨永) 　　　　　　　　　　〃

7週 テーマ7：電気・電子回路2 PBL (加藤) 機械工学を学ぶ学生にも必要な電気・電子回路の実験を
PBL形式で実施する。

8週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
9週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
10週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
11週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
12週 　　　　　　　　　　〃 　　　　　　　　　　〃
13週 データ整理
14週 補講
15週 補講
16週 補講

評価割合
実験 レポート 合計

総合評価割合 50 50 0 0 100
基礎的能力 10 10 0 0 20
専門的能力 20 20 0 0 40
分野横断的能力 20 20 0 0 40
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材
教科書：[前期]小寺 平治著「微分方程式」（共立出版）、[後期]岡本 和夫 著「新版　確率統計」（実教出版）、 参考
書：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院）、 参考書：山本茂樹、五十嵐浩「理工系のための数学
基礎」（電気書院）

担当者 津田 廉
到達目標
１.微分方程式の一般解と特殊解、解の独立性について理解する。
２.１階および２階の微分方程式の初等的な解法に習熟する。
３.確率変数の概念ととそれに付随した平均・分散・標準偏差の概念を理解する。
４.推定・検定の概念を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 微分方程式の基本事項を理解し、
複合問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができない。

評価項目2 確率統計の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学において、さまざまな現象を記述するのに用いられる微分方程式の初等的解法の基本事項について学

習する。また、データの解析等に必須の知識である確率・統計の初歩を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から予習には特に励むこと。講義ノートの内
容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 微積分の知識の復習
2週 微分方程式とその解　 微分方程式の一般解、特殊解、初期条件を理解できる。
3週 変数分離形微分方程式 変数分離型微分方程式を解くことができる。
4週 同次形微分方程式 同次形微分方程式を解くことができる。
5週 １階線形微分方程式 １階線形微分方程式を解くことができる。
6週 演習とまとめ
7週 （中間試験）

8週 完全微分方程式 完全微分方程式を解くことができる。積分因子を理解でき
る。

9週 ２階線形微分方程式（１） 斉次方程式の基本解を理解できる。　
10週 ２階線形微分方程式（２） 定数係数斉次線形微分方程式を解くことができる。
11週 ２階線形微分方程式（３） 定数係数非斉次線形微分方程式を解くことができる。
12週 いろいろな微分方程式（１） 変数係数微分方程式を解くことができる。
13週 いろいろな微分方程式（１） 連立微分方程式を解くことができる。
14週 演習とまとめ
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 事象と確率、確率の基本性質 試行と事象、事象の確率、和事象と積事象、排反事象、確
率の加法定理を理解できる。

2週 独立試行とその確率 和事象の確率、余事象の確率、独立な試行を理解できる。

3週 反復試行とその確率、条件付き確率 反復試行の確率、乗法定理、事象の独立と従属を理解でき
る。　

4週 いろいろな確率の計算、データの整理 ベイズの定理、事後確率、事前確率、度数分布、ヒストグ
ラムを理解できる。　

5週 代表値、分散と標準偏差 相対度数、累積度数、平均値、中央値、最頻値、偏差と分
散、標準偏差、仮平均を理解できる。

6週 相関係数 散布図、共分散、相関係数、回帰曲線を理解できる。
7週  （中間試験）
8週 確率変数と確率分布（１） 確率分布、確率変数の平均・標準偏差を理解できる。

9週 確率変数と確率分布（２） 確率変数の１次式の平均・分散・標準偏差、独立な確率変
数を理解できる。　

10週 二項分布、正規分布 二項分布の平均・分散・標準偏差、連続分布、ヒストグラ
ムを理解できる。　

11週 正規分布 確率密度関数、正規分布曲線、確率変数の標準化、二項分
布と正規分布の関係を理解できる。　
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12週 母集団と標本 標本調査、無作為抽出、母集団分布、標本平均の平均と標
準偏差、標本平均の分布を理解できる。　

13週 統計的推測 母平均の推定、信頼区間、母比率の推定を理解できる。

14週 仮説の検定 母平均の検定、有意水準（危険率）、棄却域、母比率の検
定を理解できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書:プリントを適宜配布
担当者 三橋 和彦
到達目標
力学:質点の運動を微積分を用いて計算できる。保存則を適用できる。剛体の回転運動を定式化できる。
熱力学:第一法則と第二法則を説明できる。微積分を用いて熱力学量の計算ができる。熱機関の効率を計算で きる。
電磁気学:微積分を用いてガウスの法則やビオ-サヴァールの法則を適用できる。
前期量子論・放射線:量子効果を説明できる。放射線防護において科学とそれ以外の諸問題を区別できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

複数の物体の並進や回転運動を取
り扱うことができる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てて、初期条件
の下で解くことができる。保存則
を簡単な系に適用できる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てることができ
ない。

熱力学の法則を文章と式を用いて
説明できる。物理量の計算に法則
を適用できる。

第一・二法則を説明できる。法則
を簡単な過程に適用できる。熱機
関の効率を計算で きる。

法則を説明できない。熱効率が計
算できない。

ガウスの法則やビオ-サヴァールの
法則と微積分を用いて電場や磁場
を計算できる。

簡単な系にガウスの法則やビオ-サ
ヴァールの法則を適用して電場や
磁場の計算ができる。

簡単な系の電場や磁場を計算でき
ない。

簡単な量子系(光電効果など)を式
を用いて説明できる。放射線の影
響を科学的に論じることができる
。

量子効果を説明できる。放射線防
護の基準を概説できる。

量子現象を説明できない。放射線
の単位を書けない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
高等教育で学ぶ物理学の中で、力学、熱力学、前期量子論、放射線の各分野を学習する。また各学科の専門性を考慮し
、機械・物質工学科では電磁気学を、電気・情報工学科では振動問題を学習する。特に力学、熱力学、電磁気学に関し
ては、物理量を微積分を用いて計算する手法を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

座学を中心に授業を展開する。主な参考書：砂川重信著「力学の考え方」「熱・統計力学の考え方」「電磁気学の考え
方」(岩波書店)

注意点
この授業で向上させて欲しい能力は(1)新しい概念を理解する能力(2)理解した内容を自分の表現で説明できる能力(3)基
本を例題とは幾分異なる系に適用できる能力です。試験問題もこの観点で作成します。(1)や(2)はできる ことを一度確
認すれば良いかもしれませんが、(3)は自分で考え手を動かしながら(できれば問題を予想しながら )式を立て計算しない
と身につきません。宿題等を通して独力でできるようになりましょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 物体の運動と力 物体の運動が変化するとき力が働くことを理解できる。
2週 ニュートン力学の基本 ニュートン力学の三法則を理解できる。
3週 加速度をともなわない運動 つり合いや等速度運動の運動方程式を理解できる。

4週 加速度をともなう運動I:重力場における質点の運動:落下と
投射

重力場におかれた質点について運動方程式を立てる方法と
、微積分を用いて解く方法を理解できる。

5週 加速度をともなう運動II:接触をともなう物体の運動:摩擦と
作用・反作用の法則

摩擦と垂直抗力がある場合の運動方程式の立て方を理解で
きる。作用・反作用の法則の当てはめ方を理解できる。

6週 保存則:運動量と運動エネルギー 物理量が保存される条件と何が保存されるかを理解できる
。

7週 (中間試験)
8週 二体問題:重心運動と相対運動 重心運動と相対運動の運動方程式の立て方を理解できる。
9週 剛体の回転:回転の運動方程式 剛体の運動方程式の立て方を理解できる。
10週 熱とは何か?:熱力学第一法則 熱力学第一法則の内容と、その数学的表現を理解できる。

11週 熱理学第一法則と状態方程式 準静的過程において第一法則と状態方程式を組み合わせる
方法を理解できる。

12週 熱伝導とは何か?:熱力学第二法則 熱力学第二法則の内容と、その数学的表現を理解できる。
13週 熱機関の解析モデル:カルノー機関 カルノー機関の各過程とそれらの数式表現を理解できる。

14週 第一法則と第二法則の適用 第一・二法則を簡単な過程に適用し計算する方法を理解で
きる。

15週 (期末試験)
16週 総復習

後期

1週 静電場とガウスの法則 静電場にガウスの法則を適用する方法を理解できる。

2週 演習 静電場の物理量をガウスの法則を用いて計算する方法を理
解できる。

3週 静磁場とビオ-サヴァールの法則 静磁場にビオ-サヴァールの法則を適用する方法を理解でき
る。

4週 演習 静磁場の物理量をビオ-サヴァールの法則を用いて計算する
方法を理解できる。
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5週 電磁誘導とファラデーの法則 電磁誘導にファラデーの法則を適用する方法を理解できる
。

6週 荷電粒子の運動と電磁場:ローレンツ力 電磁場中の荷電粒子に働く力を理解できる。
7週 (中間試験)
8週 電子と光:電子の発見と光電効果 電子の性質、光電効果と光量子仮説を理解できる。

9週 量子効果の特徴:粒子性と波動性 量子効果が現れる系の特徴、粒子性と波動性を理解できる
。

10週 物体の放つ光:黒体輻射と線スペクトル 物体の放つ光が持つ特徴を理解できる。
11週 ボーア模型:水素原子の線スペクトル ボーア模型を水素原子に適用する方法を理解できる。
12週 放射線と放射能 放射線と放射能の違いを理解できる。
13週 放射線の性質と検出 放射線の種類を挙げ、検出する方法を理解できる。
14週 放射線と安全 放射線防護において科学と他分野との関係を理解できる。
15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2

教科書/教材 教科書：太田昭男「初めて学ぶ電磁気学」丸善 参考書：吉久信幸・遠藤正雄「わかる電気磁気学改訂版」日新出版 演習
書：大貫繁雄・安達三郎「演習電気磁気学」森北出版

担当者 加藤 文武
到達目標
１．電気磁気に関する基本法則の物理的意味を理解し,身の回りの電界や磁界に関する現象との関係を考える。
２．発電機やモーターなどの回転電気機器に関する,電気的･磁気的な仕組みが理解できるようにする。
３．過渡現象の問題を通して、数学的・物理的感覚を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ベクトルの概念が理解できてて、
応用することができる。

ベクトルの概念が理解できている
。

ベクトルの概念が理解できていな
い。

評価項目2
クーロンの法則の基本を理解し、
関連する問題を解くことができる
。

クーロンの法則の基本を理解でき
ている。

クーロンの法則の基本を理解でき
ていない。

評価項目3
電流と磁場の関係について、基本
的な概念を理解し、関連する問題
を解くことができる。。

電流と磁場の関係について、基本
的な概念を理解している。

電流と磁場の関係について、基本
的な概念を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ)
教育方法等
概要 ３年次の電気工学に続いて,電気磁気学および過渡現象について学ぶ。この内容は電気･電子系の学生のみならず,機械系

の学生にとっても重要である。数式や物理との関連を意識し、かつ機械分野との関連性を見出しながら理解を深める
授業の進め方と授業内
容・方法

１～２年次の「代数･幾何」で学んだベクトルのところを,この科目の履修前に良く復習しておくこと。微分や積分を用い
た数式表現がたくさん出てくるが,その複雑さに惑わされることなく本質的な部分の理解に努めてほしい。

注意点
評価は,レポート課題提出で評価し,その合計が６０点以上を合格にする。学年末成績の評価は提出されたレポートの内容
をもとに行う｡ただし、提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。 以上の評価法に
従い、総合評価６０点以上の者を合格とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 誘電体 分極，静電エネルギ
2週 誘電体 分極，静電エネルギ
3週 電流と磁界　１ 磁気現象、地磁気
4週 電流と磁界　2 右ネジの法則、ビオ・サバールの法則
5週 電流と磁界　3 ベクトル、外積の計算
6週 電流と磁界　4 アンペールの法則
7週 （中間試験）
8週 電流と磁界　5 例題・演習を行い理解を深める
9週 電磁誘導　１ 電磁誘導の法則
10週 電磁誘導　2 静磁界中を運動するコイル
11週 電磁誘導　3 発電機とモータ
12週 定常状態と過渡現象　１ 集中常数回路の過渡現象
13週 定常状態と過渡現象　2 微分方程式
14週 定常状態と過渡現象　3 過渡現象の電気的・数学的理解
15週 （期末試験）
16週 総復習 当科目全般の内容の総括を行う。

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械設計法Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 教科書：塚田忠夫他　「機械設計法」（森北出版） 参考書：大西清「機械設計製図便覧」（理工学社）
担当者 非常勤
到達目標
１．基本的な機械要素の強度設計計算ができる。
２．軸受・歯車など汎用部品の使用設計計算ができる。
３．カム機構、リンク機構を理解し、その運動が説明できる。また、代表的な機構の変位、速度、加速度あるいはカム曲線を求めることができ
る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 基本的な機械要素の強度設計計算
が正しくできる。

基本的な機械要素の強度設計計算
ができる。

基本的な機械要素の強度設計計算
ができない。

評価項目２ 軸受・歯車など汎用部品の使用設
計計算が正しくできる。

軸受・歯車など汎用部品の使用設
計計算ができる。

軸受・歯車など汎用部品の使用設
計計算ができない。

評価項目３

カム機構、リンク機構を理解し、
その運動が説明できる。また、代
表的な機構の変位、速度、加速度
あるいはカム曲線の計算が正しく
できる。

カム機構、リンク機構を理解し、
その運動が説明できる。また、代
表的な機構の変位、速度、加速度
あるいはカム曲線の計算ができる
。

カム機構、リンク機構を理解し、
その運動が説明できる。また、代
表的な機構の変位、速度、加速度
あるいはカム曲線の計算ができな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 3年次後期の機械設計法Ⅰに引き続き、機械要素の強度設計および基本的な汎用部品の使用設計法を講義する。

これにより、機械システム構築に必要な機械設計力の基礎を身につけさせる。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足とし、一部教科書に掲載されていない
テーマについても取り扱う。

注意点
機械設計法の履修は、将来に広がる多くの機械システムを創造する礎となることを自覚して、設計力を身につけてほし
い。
予習・復習については各週講義にて示すので学習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 軸受、軸受の基礎技術 摩擦、磨耗および潤滑について理解する。

2週 軸受の形式 自己潤滑軸受、滑り軸受、転がり軸受および磁気軸受を理
解する。

3週 滑り軸受の設計 最大許容圧力、pV値、粘度および軸受材料を理解する。

4週 転がり軸受の設計 転がり軸受の損傷、寿命計算および軸受のはめあいについ
て理解する。

5週 ドライブ装置 ベルト駆動などを理解する。

6週 歯車の種類 歯車の種類、各部の名称、歯形曲線、歯の大きさの表し方
を理解する。

7週 （中間試験） 中間試験を実施する。
8週 歯車のかみあい、歯形 すべり率、かみあい率、歯の切り下げ、転位を理解する。
9週 歯の曲げ強さ 曲げ強さの計算式を理解する。
10週 歯の面圧強さ 面圧強さの計算式を理解する。
11週 歯車装置 歯車列の減速比、遊星歯車を理解する。
12週 ブロックブレーキ、バンドブレーキ ブロックブレーキとバンドブレーキを理解する。
13週 リンク機構 リンク機構とその運動の説明、および計算ができる。

14週 カム機構 カム機構とその運動の説明、およびカム線図を求めること
ができる。

15週 （期末試験） 期末試験を実施する。
16週 総復習 前期の内容を復習する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械力学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：有山正孝著「振動・波動」（裳華房）
担当者 鯉渕 弘資,村上 倫子
到達目標
１．単振動における固有振動数などの基礎知識を得る。
２．さまざまな単振動の現象を微分方程式とその解に基づいて理解する。
３．減衰振動，強制振動の現象を微分方程式とその解に基づいて理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 不減衰系の自由振動を運動方程式
で表し、系の運動を説明できる 不減衰系の自由振動を説明できる 不減衰系の自由振動を説明できな

い。

評価項目２ 減衰系の自由振動を運動方程式で
表し、系の運動を説明できる。 減衰系の自由振動を説明できる。 減衰系の自由振動を説明できない

。

評価項目３
調和外力による減衰系の強制振動
を運動方程式で表し、系の運動を
説明できる。

調和外力による減衰系の強制振動
を説明できる。

調和外力による減衰系の強制振動
を説明できない。

評価項目４
調和変位による減衰系の強制振動
を運動方程式で表し、系の運動を
説明できる。

調和変位による減衰系の強制振動
を説明できる。

調和変位による減衰系の強制振動
を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 単振動と呼ばれる周期的振動，抵抗力が働く場合の減衰振動や強制的な外力が働く場合の強制振動，更に，連成振動の

現象など，振動工学の基礎事項について扱う。

授業の進め方と授業内
容・方法

前期は、単振動の基礎事項を学び、単振動現象がいろいろなところに現れることを、具体例で学んでいく。
後期は、減衰振動、強制振動の現象について、それらの微分方程式の導出と解の求め方を、質量ばね系で学ぶ。減衰力
としては粘性減衰が中心になる。最後に、2自由度の連成振動に関して、その連立微分方程式に基づいて学んでいく。

注意点
本講義では振動工学の基礎事項を扱います。何度も計算してよく慣れることが理解への近道です。講義ノートの内容を
見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 単振動 ばねに結ばれた質量の単振動現象
2週 単振動現象の特徴 振動数，振幅
3週 単振動現象を式で表わす 式で表わされる周期的現象
4週 単振動方程式 単振動方程式の求め方
5週 単振動方程式 単振動方程式の解の求め方，運動の初期条件.
6週 単振動方程式 ポテンシャル中の粒子が受ける力，単振動する条件
7週 （中間試験）
8週 いろいろな単振動 単振り子
9週 いろいろな単振動 剛体振り子
10週 いろいろな単振動 球面内質点の運動
11週 いろいろな単振動 弾性体の振動
12週 いろいろな単振動 液面の振動
13週 いろいろな単振動 浮力を受ける物体の振動
14週 いろいろな単振動 電気回路における振動
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を復習する

後期

1週 減衰振動方程式 粘性抵抗とばねに結ばれた質量の減衰振動現象
2週 減衰振動の解 方程式の解の求め方
3週 エネルギーの散逸 粘性抵抗によるエネルギーの散逸
4週 強制振動 強制的な外力がある場合の振動現象
5週 強制振動方程式 方程式の求め方
6週 強制振動の解 方程式の解の求め方，定常解，非定常解.
7週 （中間試験）
8週 共振現象 外力の振動数と固有振動数が近いときに起こる共振現象
9週 共振現象 共振の振動数依存性，半値幅，Ｑ値

10週 エネルギーの吸収と散逸 エネルギー吸収の振動数依存性，粘性抵抗によって失われ
るエネルギー

11週 一般の外力による強制振動 一般の外力による振動現象
12週 変位による強制振動 変位による強制振動現象

13週 連成振動の基礎 ばねと質量からなる連成振動の現象
連成振動方程式
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14週 連成振動方程式 連成振動方程式の解の求め方
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の内容を復習する

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0

教科書/教材 教科書：「機械材料学」武井英雄他 編著　オーム社、参考書：機械材料・材料加工学教科書シリーズ:1 「基礎機械材料
」鈴村暁男、浅川基男 編著　培風館

担当者 小野寺 礼尚
到達目標
実用構造材料の機械的性質および熱処理を中心とした、材料選択に適用するために材料の特徴を正しく理解し、
1. 構造用鋼および構造用合金鋼の性質・熱処理を説明できる。
2. 工具鋼・合金工具鋼に必要な熱処理および高速度鋼の二次硬化について説明できる。
3. 鋳鉄の組織と機械的性質の特徴を説明できる。
4. 構造材料として用いられる一般的な非鉄合金について説明できる。
5. 機械材料として用いられる非金属材料について説明できる。
6. 材料の複合化・複合則について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
鋼の焼入れ性における合金元素の
影響について、元素別の影響も含
めて説明できる。

鋼の焼入れ性における合金元素の
影響について説明できる。

鋼の焼入れ性における合金元素の
影響について説明できない。

評価項目2
工具鋼・合金工具鋼に必要な熱処
理と得られる機械的性質、および
高速度鋼に必要な熱処理かつ二次
硬化の機構を説明できる。

工具鋼・合金工具鋼に必要な熱処
理、および高速度鋼に必要な熱処
理かつ高速度鋼の二次硬化を説明
できる。

工具鋼・合金工具鋼に必要な熱処
理、および高速度鋼に必要な熱処
理かつ高速度鋼の二次硬化を説明
できない。

評価項目3

鋳鉄の機械的性質を正しく理解し
、鋳鉄の組織がどのような要因で
変化するのか、炭素飽和度・冷却
速度・鋳物肉厚に関連づけて説明
できる。

鋳鉄の機械的性質を正しく理解し
、鋳鉄の組織がどのような要因で
変化するのか説明できる。

鋳鉄の機械的性質を正しく理解で
きず、鋳鉄の組織がどのような要
因で変化するのか説明できない。

評価項目4
鉄系以外の構造材料として、アル
ミ合金・チタン合金・銅合金のそ
れぞれの特徴を組織と強化方法・
用途を中心に説明できる。

鉄系以外の構造材料として、アル
ミ合金・チタン合金・銅合金のそ
れぞれの特徴を説明できる。

鉄系以外の構造材料として、アル
ミ合金・チタン合金・銅合金のそ
れぞれの特徴を説明できない。

評価項目5
機械材料として用いられる非金属
材料の特徴について特にプラスチ
ックを中心に分類を説明できる。

機械材料として用いられる非金属
材料の特徴について特にプラスチ
ックを中心に説明できる。

機械材料として用いられる非金属
材料の特徴について説明できない
。

評価項目6
材料の複合化がもたらす利点を具
体的な複合材を例に説明でき、機
械特性における複合則を用いて複
合材料のひずみを計算できる。

材料の複合化がもたらす利点と、
複合材料の機械特性における複合
則を説明できる。

材料の複合化がもたらす利点と、
複合材料の機械特性における複合
則を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 3年で学んだ材料工学および鉄鋼材料の基礎を応用し、各種材料の用途・特徴・機械的性質を学ぶことで材料選択および

材料強化を適切に行うことができる基礎を身につける。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は、配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足を主とし、一部教科書に掲載のない
テーマについても取り扱う。ほぼ毎回レポートを課し、各テーマの終わりには、確認テストを行い評価の対象とする。

注意点 3年で学んだ、材料工学I、加工工学I、機械システム工学実習の内容をよく復習しておくこと。特に、配布資料と教科書
を比較し重要なトピックスの説明を異なる文章で読み内容を正しく理解すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 炭素鋼と合金鋼 炭素鋼と合金鋼の種類を理解する。
2週 構造用合金鋼 構造用合金鋼の特長を理解する。

3週 表面硬化 炎焼入れ高周波焼入れ、浸炭による表面硬化法を理解する
。

4週 高速度鋼 高速度鋼の二次硬化を理解する。

5週 腐食・防食
鋼の組織と腐食および冷間加工と腐食の関係、防食方法を
理解
する。

6週 ステンレス鋼 フェライト系、マルテンサイト系、オーステナイト系、析
出硬化系ステンレス鋼の組織と特長を理解する。

7週 中間試験
8週 鋳鉄(1) 鋳鉄の組成 炭素含有量と鋳鉄の関係を理解する。

9週 鋳鉄(2) 鋳鉄の組織 冷却速度と組織の関係を理解し、マウラーの組織図の見方
を理解する。

10週 鋳鉄(3) 鋳鉄の性質 鋳鉄の機械的性質を理解する。
11週 非鉄金属(1) アルミ合金 Al合金の時効硬化を理解する。
12週 非鉄金属(2) その他の合金 Ti合金、Cu合金、Mg合金の特長を理解する。
13週 非金属材料 一般的な有機材料、無機材料の特長と用途を理解する。
14週 複合材料 材料の複合化、複合則について理解する。
15週 期末試験
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16週 総復習 前期の内容を復習する。
評価割合

試験 小テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 60 10 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 10 30 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 64



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料力学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：黒木剛司郎，友田陽「材料力学」　参考書：山田敏郎「材料力学」（日刊工業新聞）
担当者 小室 孝文
到達目標
１．各種はりの設計ができる。
２．ひずみエネルギーの考え方を用いて材料の強度を理解できる。
３．衝撃荷重による変形を求めることができる。
４．組み合わせ応力のもとで材料の強度を評価できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
定期試験とレポート課題を総合的
に評価し，平均の成績が８０点以
上の場合

定期試験とレポート課題を総合的
に評価し，平均の成績が６０点以
上８０点未満の場合

定期試験とレポート課題を総合的
に評価し，平均の成績が６０点未
満の場合

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
１．はりの設計ができる。
２．複数の外力を受ける弾性体の変形について学ぶ。
３．エネルギーの概念を用いて変形の解析ができる。

授業の進め方と授業内
容・方法

第３学年で学んだ材料力学Ⅰはもちろんのこと，力のつりあいと微分・積分の基礎をよく復習しておいてください。理
解を深めるために演習問題をできるだけ多く解いてください。演習問題や定期試験では，関数電卓が必要になりますの
で用意しておいてください。

注意点 タブレットならびにノートパソコン等は一切使用しません。基本的に板書で授業を進めます。筆記用具，教科書，ノー
ト，配布プリントを忘れずに持ってきてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 真直ばりのたわみ曲線の基本式 たわみの微分方程式を理解する。
2週 片持ばりのたわみ（１） 自由端に集中荷重を受けるはりのたわみを求められる。
3週 片持ばりのたわみ（２） 複数個の集中荷重を受けるはりのたわみを求められる。
4週 片持ばりのたわみ（３） 全長に分布荷重を受けるはりのたわみを求められる。
5週 片持ばりのたわみ（４） 自由端に偶力を受けるはりのたわみを求められる。
6週 両端支持ばりのたわみ（１） 集中荷重を受けるはりのたわみを求められる。
7週 中間試験
8週 両端支持ばりのたわみ（２） 全長に分布荷重を受けるはりのたわみを求められる。
9週 両端支持ばりのたわみ（３） 両端に偶力を受けるはりのたわみを求められる。
10週 面積モーメント法（１） 面積モーメント法を用いて，はりのたわみを求められる。
11週 面積モーメント法（２） 面積モーメント法を用いて，はりのたわみを求められる。
12週 不静定ばり（１） 一端固定，他端支持のはりについてたわみを求められる。

13週 不静定ばり（２） 重ね合わせ法を用いて，一端固定，他端支持のはりについ
てたわみを求められる。

14週 不静定ばり（３） 両端固定ばりについてたわみを求められる。
15週 期末試験
16週 総復習 前期の内容を復習する。

後期

1週 組合せ応力（１） 真直棒の斜断面に生じる応力を理解する。
2週 組合せ応力（２） モールの応力円を用いて各種応力を求められる。
3週 組合せ応力（３） モールの応力円を用いて各種応力を求められる。
4週 組合せ応力（４） 組合せ応力における，応力とひずみの関係を理解する。
5週 組合せ応力（５） 弾性係数間の関係を理解する。
6週 組合せ応力（６） 内圧を受ける薄肉円筒の応力を求められる。
7週 中間試験 中間試験は実施しない。
8週 組合せ応力（７） 曲げとねじりを受ける軸について応力を求められる。

9週 ひずみエネルギー（１） 引張，圧縮，せん断におけるひずみエネルギーを求められ
る。

10週 ひずみエネルギー（２） 曲げおよびねじりのひずみエネルギーを求められる。
11週 ひずみエネルギー（３） 各種衝撃応力を求められる。
12週 ひずみエネルギー（４） カスティリアノの定理を理解する。
13週 ひずみエネルギー（５） マクスウェルの定理を理解する。
14週 ひずみエネルギー（６） 三軸応力状態におけるひずみエネルギーを理解する。
15週 期末試験 期末試験は実施しない。
16週 総復習 後期の内容を復習する。
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評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：金子敏夫｢やさしい機械制御｣（日刊工業新聞社）
担当者 小堀 繁治
到達目標
１．工場や研究所で用いられる制御理論の基礎知識を習得する．
２．フィードバック制御の基礎となるラプラス変換，伝達関数，ブロック線図を理解する．
３．過渡応答を理解する．
４．周波数応答を理解する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が80点以上
の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点以上
80点未満の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点未満
の点数しかとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 ２年間に和たる講義の前半であり，プロセス制御，サーボ機構および自動調速に応用されているフィードバック制御の

特性を学習する．
授業の進め方と授業内
容・方法

タブレットやノートパソコンは一切使用せず，毎回黒板を使用し，板書で授業を進めます．ノートと筆記用具は必ず準
備して下さい．

注意点 図書館に参考書や問題集があるので，それらを大いに活用して下さい．また定期試験前に自主学習を行い，各自問題慣
れして下さい．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 機械制御とは(1) フィードバック制御，その歴史について理解する．
2週 機械制御とは(2) 自動制御とその種類について理解する．
3週 制御系解析の方法(1) 関数のラプラス変換について理解する．
4週 制御系解析の方法(2) 時間微分および積分のラプラス変換について理解する．
5週 制御系解析の方法(3) 逆ラプラス変換について理解する．

6週 制御系解析の方法(4) ラプラス変換の取り扱える条件，伝達関数について理解す
る．

7週 （中間試験）
8週 中間試験までの内容のまとめ 中間試験までの内容を理解する．

9週 基本要素の伝達関数(1) 比例要素，積分要素および微分要素の伝達関数について理
解する．

10週 基本要素の伝達関数(2) 一時遅れ要素の伝達関数と時定数について理解する．

11週 基本要素の伝達関数(3)
二次遅れ要素の伝達関数を学んだ後，と減衰係数，固有角
振動数（周波数）を理解する．あわせて無駄時間要素の伝
達関数についても理解する．

12週 ブロック線図の等価変換(1) ブロック線図および基本結合則について理解する．
13週 ブロック線図の等価変換(2) 等価変換に関する例題を解く．
14週 ブロック線図の等価変換(3) ブロック線図に関する応用問題を解く．
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を総復習する．

後期

1週 過渡応答(1) 要素(システム)の過渡応答法を理解する．
2週 過渡応答(2) 応答性の評価を理解する．
3週 過渡応答(3) 比例要素，積分要素，微分要素の過渡応答を理解する．
4週 過渡応答(4) 一次遅れ要素の過渡応答を理解する．
5週 過渡応答(5) 二次遅れ要素の過渡応答を理解する．

6週 過渡応答に関する応用問題 過渡応答に関する応用問題を解くことにより，システムの
応答特性を理解する．

7週 （中間試験）
8週 中間試験までの内容のまとめ 中間試験までの内容を理解する．
9週 周波数応答(1) 周波数応答法および周波数伝達関数を理解する．
10週 周波数応答(2) ナイキスト線図（ベクトル軌跡）を理解する．
11週 周波数応答(3) 各要素のベクトル軌跡を理解する．
12週 周波数応答(4) ボード線図を理解する．
13週 周波数応答(5) 各要素のボード線図を理解する．

14週 過渡応答に関する応用問題 周波数応答に関する応用問題を解くことにより，システム
の応答特性を理解する．

15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の内容を総復習する．
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評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 68



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 熱工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：佐野正利，杉山均，永橋優純「基礎から学工業熱力学」(コロナ社)
担当者 小堀 繁治
到達目標
１．熱力学の０，１，２法則を理解する．
２．理想気体の性質を理解する．
３．各種のサイクルを理解する．
４．蒸気の性質と蒸気サイクルを理解する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が80点以上
の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点以上
80点未満の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点未満
の点数しかとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
機械工学の重要な一部門である工業熱力学は，熱エネルギーを機械的な仕事に変換する熱機関や機械的な仕事によって
熱を低温部から高温部に移動させる冷凍機に関する基礎理論，およびそれらを構成する基礎的概念を提供している．基
礎的概念は，熱力学的概念，力学的概念および両者の統一としてのエネルギー概念に変化の不可逆性を反映したエント
ロピーの概念を取り入れて発展し，熱機関や冷凍機などの動作原理の基礎理論として幅広く使われている．

授業の進め方と授業内
容・方法

タブレットやノートパソコンは一切使用せず，毎回黒板を使用し，板書で授業を進めます．ノートと筆記用具は必ず準
備して下さい．たまに演習等も行いますので，電卓を常時持参して下さい．またレポートを課すかもしれません．その
場合は，定期試験の成績を80%，レポート点を20%で成績評価を行います．

注意点 本科目は，エネルギー保存の法則を基本としているので，３年次までに履修した物理学，および関連科目などを十分に
復習しておくと理解が深まります．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 熱力学基本法則（1） 熱力学を学意義を明確にした後，熱と温度を学び，熱力学
の第０法則を理解する．

2週 熱力学基本法則（2） 温度の測定法，熱量と比熱について理解する．

3週 熱力学基本法則（3） 閉じた系や開いた系，熱容量，圧力および単位について理
解する．

4週 熱力学第１法則（1） エネルギー保存則を学び，熱力学第一法則を理解する．
5週 熱力学第１法則（2） 閉じた系のエネルギー式の考え方，求め方を理解する．

6週 熱力学第１法則（3） 開いた系についても同様のことを学び，あわせて絶対仕事
と工業仕事を理解する．

7週 （中間試験）

8週 理想気体（1） 理想気体の状態方程式，内部エネルギー，エンタルピーお
よび比熱を理解する．

9週 理想気体（2） 理想気体の状態変化の中で等温変化，等圧変化および等容
変化を理解する．

10週 理想気体（3） 理想気体の状態変化の中で可逆断熱変化およびポリトロー
プ変化を理解する．

11週 理想気体（4） 理想気体の不可逆変化および混合気体を理解する．

12週 熱力学第２法則（1） 熱力学の第二法則，熱機関と冷凍機のサイクルの概念を理
解する．

13週 熱力学第２法則（2） 可逆サイクル・不可逆サイクルを学んだ後，カルノーサイ
クルを理解する．

14週 熱力学第２法則（3） エントロピーおよび熱力学温度を理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を総復習する．

後期

1週 ガスサイクル（1） 熱機関の分類を学んだ後，オットーサイクルとディーゼル
サイクルを理解する．

2週 ガスサイクル（2） サバテサイクルとガスタービン（ブレイトン）サイクルを
理解する．

3週 ガスサイクル（3） ジェットエンジンのサイクルを理解する．
4週 ガスサイクル（4） ジェットエンジンサイクルの理論熱効率を理解する．
5週 蒸気の性質（1） 水の蒸発過程，液体熱，蒸発熱，過熱熱を理解する．

6週 蒸気の性質（2） 湿り蒸気の性質，クラペイロン・クラウジウスの式を理解
する．

7週 （中間試験）

8週 蒸気の性質（3） 蒸気の状態方程式，蒸気表・蒸気線図および状態変化を理
解する．

9週 蒸気サイクル（1） ランキンサイクルを理解する．
10週 蒸気サイクル（2） 再熱・再生サイクルの各サイクルを理解する．
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11週 冷凍サイクル（1） 冷凍機，ヒートポンプおよびそれらの成績係数を理解する
．

12週 冷凍サイクル（2） 蒸気圧縮式冷凍サイクルおよび冷媒を理解する．
13週 湿り空気（1） 湿度を理解する．
14週 湿り空気（2） 湿り空気線図および空気調和を理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習 一年間の内容を総復習する．

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 流体工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 北川、井田、中村、丹、他　「ＳＩ版 水力学（基礎と演習）」 パワー社
担当者 柴田 裕一
到達目標
１．流体の特性を理解し、静止流体中で発生する諸現象を説明できる
２．水力学の基本法則（連続の式・ベルヌーイの定理・運動量の法則）を理解し，この法則を使用した計算ができる
３．水力学で用いる次元解析と相似則について説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
流体の特性を理解し、静止流体中
で発生する諸現象を明確に説明で
きる

流体の特性を理解し、静止流体中
で発生する諸現象を説明できる

流体の特性を理解できず、静止流
体中で発生する諸現象を説明でき
ない

評価項目2
水力学の基本法則（連続の式・ベ
ルヌーイの定理・運動量の法則
）を明確に理解し，この法則を使
用した計算が正確にできる

水力学の基本法則（連続の式・ベ
ルヌーイの定理・運動量の法則
）を理解し，この法則を使用した
計算ができる

水力学の基本法則（連続の式・ベ
ルヌーイの定理・運動量の法則
）を理解できず，この法則を使用
した計算ができない

評価項目3 水力学で用いる次元解析と相似則
について明確に説明できる

水力学で用いる次元解析と相似則
について説明できる

水力学で用いる次元解析と相似則
について説明できない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 機械工学における流体工学は代表的な基礎教育科目の一つである。ここでは流体の運動に関する複雑な物理現象を実験

的な考察に基づき一次元的な解析を中心に講義する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業方法は講義を中心とし，適宜演習問題や課題を出して解答の提出を求める

注意点 １．定期試験は時間を９０分とし，電卓の持ち込みは可とする
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 流体の一般的な性質および流体静力学（1）
流体の密度、圧縮性や粘性などの諸性質を理解する。さら
に静止流体の圧力とその性質を理解する
　

2週 流体静力学（2） 圧力の測定方法や原理を理解する。物体に作用する力や浮
力について理解する。

3週 加速度運動 加速度運動する流体（直線運動）や加速度運動する流体
（回転運動）を理解する。

4週 コントロールボリュームと連続の式 コントロールボリュームと連続の式の考え方を理解する。
5週 ベルヌーイの定理 ベルヌーイの定理を理解する。
6週 ベルヌーイの式の誘導 オイラーの運動方程式からベルヌーイの式を導く。
7週 （中間試験）

8週 ベルヌーイの応用（1） ベルヌーイの定理の応用として、トリチェリーの定理を理
解する。

9週 ベルヌーイの応用（2） ベルヌーイの定理の応用として、ピトー管やベンチュリー
管を理解する。

10週 運動量の法則と方程式 運動量の法則を理解して式を導く。具体的に式を解いて理
解を深める。

11週 角運動量方程式 角運動量の方程式を導き、具体的に式を解く。
12週 運動量方程式の応用 具体的な応用問題を解いて理解を深める。
13週 管路内の流れ（層流） 円管内の層流流れを理解する。
14週 管路内の流れ（層流の応用） 層流の管摩擦損失を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 管路内の流れ（乱流） 円管内の乱流を理解する。
2週 円管内乱流の速度分布 円管内の速度分布を理解する。
3週 乱流の管摩擦損失 乱流の管摩擦損失を理解する。
4週 管路における種々の損失（1） 管路における入口損失を理解する。
5週 管路における種々の損失（2） 管路形状における損失を理解する
6週 水力勾配線と総損失 水力勾配線の基礎的な考え方とその応用を理解する。
7週 （中間試験）
8週 抗力 物体まわりの流れを理解する。
9週 境界層 物体まわりの境界層について理解する。
10週 境界層方程式 境界層方程式の誘導と解法を理解する。
11週 摩擦抗力 物体まわりの摩擦抗力を理解する。
12週 揚力 翼の翼力を理解する。
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13週 次元解析と相似則（1） バッキンガムのπ定理を理解する。
14週 次元解析と相似則（2） 力学的相似例を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御工学実験
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 3
教科書/教材 教科書：プリント使用
担当者 飛田 敏光,荒川 臣司,菊池 誠,金成 守康,長谷川 勇治,平澤 順治,小沼 弘幸
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し、説明・説得できる。
4.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
5.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して十分な準備の下で目的を達
成した

実験装置・器具・情報機器等を利
用して実験を遂行できた 実験を遂行できない

実験等を通じて各テーマの目的や
内容を理解した

実験等を通じて各テーマの実験内
容について理解した 実験の目的や内容を理解できない

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
・説得できる

実験から得られたデータや演習内
容について理解し、論理的に説明
できる。

実験から得られたデータや演習内
容について理解できない。

期限内に自らの考えを論理的に記
述し、考察を加えた報告書を提出
できる

期限内に自らの考えを論理的に記
述した報告書を提出できる 期限内に報告書を提出できない

実験・演習を通じて積極的に討議
やコミュニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 授業で学んだ知識を実験を通してより深く理解する.各種測定機器の取り扱い方法を習得するとともに，報告書の作成方

法を学ぶことにより技術者としての資質を育成する.

授業の進め方と授業内
容・方法

実験は１テーマを複数人の班編成で、ロー期限内に自らの考えを論理的に記述し、考察を加えた報告書を提出できるテ
ーション方式で行う。通年で上記すべての実験を行う。
前期は電気系実験、後期は機械･制御系実験である。前後期ともに、第1週目のガイダンス(場所はHR教室)にて、班の割
り振り、各班の日程、実験場所等の説明をする。
レポートの提出期限は、原則として各テーマの実験が終了した次回実験日とする。

注意点
成績の評価は，実験への取り組み状況50％，レポートの内容50％で行い，合計の成績が60点以上を合格とする.ただし
，提出すべきレポートのうち1通でも未提出がある場合には不合格とする.
実験に当たってはノート，方眼紙，電卓，指示された教科書等を必ず用意すること．実験の各過程における必要事項は
必ずノートに記入すること．報告書の提出期限は自己管理し,再実験となった場合は担当教員と日程を調整すること．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 実験ガイダンス 実験の班，実施日程，報告書の作成方法を説明する

2週 論理回路1（1週） 論理シミュレータ TINA による基本回路実験（エンコーダ
，デコーダなどの回路製作）

3週 論理回路2（1週） 論理シミュレータ TINA による応用回路実験（光トランジ
スタなどを用いた高さ判別回路の製作）

4週 データ整理
5週 応力解析1（1週） 単純な弾性２次元ラーメン問題の解析・実験
6週 応力解析2（1週） 複雑な弾性２次元ラーメン問題の解析・実験
7週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する

8週 材料の機械的性質1（1週） 炭素鋼・ジュラルミンの引張試験、熱処理を施した炭素鋼
の衝撃試験

9週 材料の機械的性質2（1週） 熱処理を施した炭素鋼の硬さ試験と研削加工実験
10週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
11週 振動解析1（1週） 振動現象とその解析法について理解する
12週 振動解析2（1週） ＦＦＴアナライザを用いた解析方法について理解する
13週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
14週 増幅回路1（1週） PSpice を用いたトランジスタ増幅回路設計実験
15週 増幅回路2（1週） オペアンプを用いた回路の組み立てと動作測定実験
16週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する

後期

1週 実験ガイダンス 実験の班，実施日程，報告書の作成方法を説明する
2週 画像処理1（1週） 画像処理ソフトの基本操作とフィルタに関する実験
3週 画像処理2（1週） カラー画像の取扱とその処理に関する実験
4週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
5週 センサ回路1（1週） 渦電流センサによる測定実験
6週 センサ回路2（1週） 磁気センサ（ホール素子）による測定実験
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7週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する

8週 マイクロコンピュータＨ８ 1（1週） ワンチップマイクロコンピュータの演算に関するプログラ
ミングを通して、MPUの演算動作を理解する

9週 マイクロコンピュータＨ８ 2（1週） ワンチップマイクロコンピュータの入出力に関するプログ
ラミングを通して、MPUのI/O動作を理解する

10週 データ整理 差動変圧器，光エンコーダなどのしくみを理解する
11週 FPGAプログラミング（1週） VerilogHDLによるFPGAのプログラミング
12週 FPGAプログラミング（1週） VerilogHDLによるFPGAの応用プログラムの作成
13週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する
14週 サーボ機構1（1週） サーボ機構の基礎的な実験
15週 サーボ機構2（1週） 補償器によるサーボ機構の特性改善の実験 　
16週 データ整理 実験で得られたデータや作成した報告書を整理する

評価割合
実験遂行 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 課題研究
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 飛田 敏光,荒川 臣司,菊池 誠,金成 守康,長谷川 勇治,岡本 修,平澤 順治,小沼 弘幸
到達目標
１．専門基礎知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
２．与えられた制約の下で、自主的、継続的に問題解決に取り組むことができる。
３．研究成果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
４．研究について他者とコミュニケーションやディスカッションができる。
５．論理的に一貫性のあるプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
主体的に研究を実施できる。 主体的に研究を実施できない。

研究成果を明確に卒業論文にまと
める。

研究成果を卒業論文にまとめるこ
とができない，あるいは，不明確
である。

発表会にて研究内容を明確に発表
し，質疑応答に十分に回答できる
。

発表会にて発表を実施できない
，あるいは，研究内容を十分に説
明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 １～４年生までに修得した工学・科学全般の基礎知識を活かし、実際の研究活動の中で技術者としての実践能力を高め

るとともに、研究の発想能力や実験技術、そして研究活動における協調性を養成する。
授業の進め方と授業内
容・方法 課題研究は、各人が各研究室に配属して、指導教員の指導のもとに学生が主体的かつ積極的に行うものである。

注意点
以下の研究テーマは平成29年度に実施したものを掲載している。本年度の課題研究の指導教員ならびに研究テーマを選
ぶ際に参考にすること。
課題研究は研究活動であるので、学生実験とは異なり、新規な事象の解明や新技術の開発を目指し、日夜研鑽に努めて
もらいたい。自分で立案した計画に沿って研究を遂行できるよう、予習・復習に励むこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 課題研究の取り組み（１週） 各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果をレポートにまとめる。

2週 課題研究の取り組み、研究室配属（１週） 各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果をレポートにまとめる。

3週 ロボットの開発（飛田）
進化・学習型システムの検討（飛田） 課題解決の遂行（3～13週）

4週 画像フーリエ変換に関する研究（荒川）
画像描画中の文字列抽出に関する研究（荒川）

5週
課題解決プログラムの作成とアルゴリズムの研究（菊池）
課題研究のためのアルゴリズムとプログラムの研究（菊池
）

6週
高分子有機半導体ｽﾋﾟﾝｺｰﾄ膜の作製と等方加圧による力学的
性質の改質（金成）
ｾﾗﾐｯｸｽ・金属ﾏｲｸﾛ試験片を用いた燃料ﾃﾞﾌﾞﾘの力学的性質評
価技術の開発（金成）

7週 ELID研削による表面改質加工に関する研究（長谷川）
倒立振子型自律移動ロボットの開発（長谷川）

8週 衛星測位に関する研究位（岡本）
栗皮むき機の開発（岡本）

9週
廃炉ロボコン用不整地移動ロボットの開発（階段）（平澤
）
廃炉ロボコン用不整地移動ロボットの開発（ステップフィ
ールド）（平澤）

10週
磁気浮上VAD用ラジアル型磁気浮上モータに関する研究
（小沼）
磁気浮上VAD用アキシャル型磁気浮上モータに関する研究
（小沼）

11週
12週
13週
14週 成果発表（１週） 成果を発表する
15週 成果レポート作成（１週） 成果レポートをまとめる
16週 成果レポート作成（１週） 成果レポートをまとめる

評価割合
研究遂行 発表 レポート 合計

総合評価割合 30 40 30 100
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基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 30 40 30 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子回路Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 藤井信生「アナログ電子回路」（昭晃堂）
担当者 武田 茂樹
到達目標
１．集積基本回電子回路と演算増幅器を用いた回路の知識を理解し、使うことができる。
２．トランジスタの各増幅回路の特徴の知識を理解し、使うことができる。
３．発振回路の構成と解析方法の知識を理解し、使うことができる。
４．変調，復調回路の機能および変調復調方法を理解し、使うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
集積基本回電子回路と演算増幅器
を用いた回路の知識を理解し、使
うことができる。

集積基本回電子回路と演算増幅器
を用いた回路を理解している。

集積基本回電子回路と演算増幅器
を用いた回路を理解していない。

トランジスタの各増幅回路の特徴
の知識を理解し、使うことができ
る。

トランジスタの各増幅回路の特徴
を理解している。

トランジスタの各増幅回路の特徴
を理解していない。

発振回路の構成と解析方法の知識
を理解し、使うことができる。

発振回路の構成と解析方法を理解
している。

発振回路の構成と解析方法を理解
していない。

変調，復調回路の機能および変調
復調方法を理解し、使うことがで
きる。

変調，復調回路の機能および変調
復調方法を理解している。

変調，復調回路の機能および変調
復調方法を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 トランジスタの各種増幅回路と特性，各種発振回路の構成，信号伝送に必要な変調および復調回路の基礎を学ぶ．
授業の進め方と授業内
容・方法

講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

注意点
アナログ電子回路の上級の内容であるため，トランジスタの基本動作の理解はもとより，電気回路の回路計算も復習し
ておくと良い．電子回路に興味のある学生は履修することを勧める.
講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 集積基本電子回路の概要と直流電流源回路 直流電流源回路の構成と動作を理解する
2週 差動増幅回路 差動増幅回路の構成と動作を理解する
3週 直流増幅回路 直流増幅回路の構成と動作を理解する
4週 演算増幅器回路の概要 演算増幅器回路の概要を理解する
5週 演算増幅器の基本回路 演算増幅器の基本回路の構成と動作を理解する
6週 演算増幅器の応用回路 演算増幅器の応用回路の構成と動作を理解する
7週 （中間試験）
8週 直列，並列共振 直列，並列共振回路を理解する
9週 単一同調回路 単一同調回路の解析方法について理解する

10週 Ａ級、Ｂ級，Ｃ級増幅器の電力効率 Ａ級、Ｂ級，Ｃ級増幅器の効率とＡ級との比較について理
解する

11週 ＬＣ発振器の原理 ＬＣ発振器の発振原理について理解する
12週 同調増幅器 同調増幅器を理解する
13週 ＡＭ、ＦＭ変調方式 ＡＭ，ＦＭ変調方式の原理を理解する
14週 ＡＭ復調方式 ＡＭ復調方式について理解する
15週 （前期期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 課題等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子計算機
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0

教科書/教材 教科書：春日　健他著「計算機システム」（コロナ社）、参考書：荻原　宏他著「現代電子計算機ハードウェア」（オ
ーム社）

担当者 飛田 敏光
到達目標
１．電子計算機の基本動作と仕組みを理解する。
 ２．電子計算機内の２進数による四則演算について理解し，簡単な手計算ができるようにする。
 ３．計算機の演算回路，制御回路の基本についての知識を得る。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
電子計算機の基本動作と仕組みを
理解し、その知識を問題解決に適
用できる。

電子計算機の基本動作と仕組みを
理解し、その知識を使用できる。

電子計算機の基本動作と仕組みを
理解できない。

電子計算機内の２進数による四則
演算について理解し，簡単な手計
算ができ、その知識を問題解決に
適用できる。

電子計算機内の２進数による四則
演算について理解し，簡単な手計
算ができ、その知識を使用できる
。

電子計算機内の２進数による四則
演算について理解できず、簡単な
手計算ができない。

計算機の演算回路，制御回路の基
本について理解し、その知識を問
題解決に適用できる。

計算機の演算回路，制御回路の基
本について理解し、その知識を使
用できる。

計算機の演算回路，制御回路の基
本について理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電子計算機の仕組みと動作を基礎から学び，演算，記憶，入出力，制御といった電子計算機の基本動作を理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法 パワーポイントを使用して授業を進め、テキストおよびプリントを用いて進める。演習問題を課し、評価に加える。

注意点
本科目の内容を修得すれば，計算機についての基礎知識を得ることができる。しっかり身につけてください。
 特に予習は必要ありませんが、授業中配布するプリントで指示する演習問題等をしっかり解いて授業の復習をしてくだ
さい。
また、さらなる学習のために、紹介した参考図書を活用してください

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 計算機の歴史と概要 デジタル計算機の概要と各世代の特徴について理解する。
2週 ハードウェア構成 ハードウェア構成につて理解する。
3週 ソフトウェア構成 ソフトウェア構成について理解する。
4週 コンピュータのデータ表現 コンピュータのデータ表現について理解する。
5週 数の表現 数の表現について理解する。
6週 ２進演算と算術回路 ２進演算と算術回路について理解する。
7週 （中間試験）
8週 アーキテクチャ アーキテクチャについて理解する。
9週 命令セット 命令セットについて理解する。
10週 アドレス指定方式 アドレス指定方式について理解する。
11週 ＣＩＳＣとＲＩＳＣ ＣＩＳＣとＲＩＳＣについて理解する。
12週 メモリの階層構成 メモリの階層構成について理解する。
13週 高速化の手法とインターフェイス 高速化の手法とインターフェイスについて理解する。

14週 コンピュータの信頼性 コンピュータの信頼性、ローカルエリアネットワークとイ
ンターネットについて理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの総復習とまとめを行う。

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 教科書：小塚洋司「新装版 電磁気学 ～その物理像と詳論～」(森北出版)
担当者 荒川 臣司
到達目標
1. 静電界に関する基本定理や法則が示せ，その意味が説明できる
2. 導体系に関して，電位係数などの意味が説明できる
3. 誘電体について分極などの現象を説明できる
4. 磁界に関する基本定理や法則が示せ，その意味が説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
静電界に関する基本定理や法則を
理解し、
使うことができる。

静電界に関する基本定理や法則を
理解している。

静電界に関する基本定理や法則を
理解していない。

導体系に関して，電位係数などを
理解し、
使うことができる。

導体系に関して，電位係数などを
理解している。

導体系に関して，電位係数などを
理解していない。

誘電体について分極などの現象を
を理解し、
使うことができる。

誘電体について分極などの現象を
を理解している。

誘電体について分極などの現象を
を理解していない。

磁界に関する基本定理や法則を理
解し、
使うことができる。

磁界に関する基本定理や法則を理
解している。

磁界に関する基本定理や法則を理
解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 静電界，導体系，誘電体などに関する基本的性質や主要な定理，法則などを詳しく学ぶ。また磁界については基本法則

の理解に努める。
授業の進め方と授業内
容・方法

講義ノートの内容を見直し，講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習し
ておくこと。

注意点
この科目は数式を用いた表現がやや多いが，仕事やエネルギーに関することが理解できていれば学習は決して難しくは
ない。ここで学んだ基礎知識を利用して，身の回りの電磁機器の動作や電磁気的な現象が説明できるようになって欲し
い。磁性体や電磁誘導については5年次の電磁気学Ⅲで学ぶ。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電荷 クーロンの法則，静電誘導を理解する
2週 真空中の静電界(1) 電界，電気力線を理解する
3週 真空中の静電界(2) 電位，電位の傾き，ガウスの定理を理解する
4週 真空中の静電界(3) 電気双極子を理解する
5週 真空中の導体系 帯電導体，電位係数，容量係数を理解する
6週 誘電体(1) 誘電体，分極を理解する
7週 （中間試験）
8週 誘電体(2) ファラデー管，誘電体の境界条件を理解する
9週 静電エネルギー 導体系および静電エネルギーを理解する
10週 電界の特殊解法 電気影像法を理解する
11週 定常電流 導体が広がりを持つ場合の電流分布を理解する
12週 真空中の磁界(1) アンペアの右ねじの法則，周回積分の法則を理解する
13週 真空中の磁界(2) ビオ・サバールの法則を理解する
14週 真空中の磁界(3) 二つの電流間に働く力を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習 全体を復習して理解を深める

評価割合
定期試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 79



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料工学
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 佐々木雅人著「機械材料入門　第２版」（オーム社）
担当者 小野寺 礼尚
到達目標
１．機械材料の機械的性質である疲労強度やクリープ強さを理解し、その知識を問題解決に適用できる。
２．金属の結晶構造や状態変化、塑性変形と加工硬化のメカニズムを理解し、その知識を問題解決に適用できる。
３．炭素鋼の性質や平衡状態図を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
４．炭素鋼の熱処理を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
５．各種の機械材料の性質や用途を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
機械材料の機械的性質である疲労
強度やクリープ強さを理解し、そ
の知識を問題解決に適用できる。

機械材料の機械的性質である疲労
強度やクリープ強さを理解し、そ
の知識を利用できる。

機械材料の機械的性質である疲労
強度やクリープ強さを理解できな
い。

金属の結晶構造や状態変化、塑性
変形と加工硬化のメカニズムを理
解し、その知識を問題解決に適用
できる。

金属の結晶構造や状態変化、塑性
変形と加工硬化のメカニズムを理
解し、その知識を利用できる。

金属の結晶構造や状態変化、塑性
変形と加工硬化のメカニズムを理
解できない。

炭素鋼の性質や平衡状態図を理解
し、その知識を問題解決に適用で
きる。

炭素鋼の性質や平衡状態図を理解
し、その知識を利用できる。

炭素鋼の性質や平衡状態図を理解
できない。

炭素鋼jの熱処理を理解し、その知
識を問題解決に適用できる。

炭素鋼jの熱処理を理解し、その知
識を利用できる。 炭素鋼jの熱処理を理解できない。

各種の機械材料の性質や用途を理
解し、その知識を問題解決に適用
できる。

各種の機械材料の性質や用途を理
解し、その知識を利用できる。

各種の機械材料の性質や用途を理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
　ロボットなどの機械や構造物を設計する場合、それらを構成する部品の使用環境、条件に適合する材料を選択する必
要がある。また、材料開発においては材料を有効利用することが重要な課題となっている。講義では、鉄鋼材料の他、
無機材料，有機材料ついても基本知識を学び、工業材料についての理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法 パワーポイントを用いた授業を行い、小テストを行います。

注意点 授業資料はGoogle driveにアップロードする、次回講義回予定の部分を予習しておくこと。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 金属の結晶構造 金属の結晶構造・結晶面のミラー表示方法について理解す
る。

2週 合金の状態図（全率固溶体型） 合金の全率固溶体型状態図について理解する。
3週 合金の状態図（共晶型） 合金の共晶型状態図について理解する。

4週 炭素鋼の組織と性質 炭素含有量の違いによる鋼の組織とその性質について理解
する。

5週 炭素鋼の熱処理 各種の熱処理についてその目的と処理方法を理解する。
6週 炭素鋼の熱処理 各種の熱処理についてその目的と処理方法を理解する。
7週 （中間試験）

8週 その他の熱処理技術および表面硬化処理 その他の熱処理技術・表面硬化処理技術ついてその目的と
処理方法を理解する。

9週 材料の機械的性質(1) 金属材料の機械的性質について理解する。
10週 材料の機械的性質(2) 金属材料の塑性変形について解析的に解くことができる。
11週 材料の機械的性質(3) 金属材料の塑性変形について解析的に解くことができる。

12週 合金鋼・鋳鉄 ステンレス鋼や工具鋼、鋳鉄などの種類と性質について理
解する。

13週 非鉄・非金属材料 銅・アルミニウムなどの種類と性質について理解する。セ
ラミックスやガラスなどの種類と性質について理解する。

14週 複合材料・機能性材料 複合材料・機能性材料の種類と性質について理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 小テスト 課題 合計

総合評価割合 80 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0

4 － 80



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 材料力学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0

教科書/教材 西村　尚編著「ポイントを学ぶ材料力学」（丸善）／西村　尚編著「例題で学ぶ材料力学」（丸善）／村上敬宣ら著 「
材料力学演習」(森北出版)

担当者 金成 守康
到達目標
1. はりのせん断力図(SFD)，曲げモーメント図(BMD)を描けること.
2．はりの変形の式を，微分方程式を解いて導けること.
3．モールの応力円を用いて任意の方向に生ずる垂直応力，せん断応力を求められること.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
SFD，BMDを応用できる SFD，BMDができる SFD，BMDが不十分
はりの変形の式を応用できる はりの変形の式ができる はりの変形の式が不十分
モールの応力円が応用できる モールの応力円ができる モールの応力円が不十分

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
構造物の力学的強度を把握するために必要な材料力学は，機械系工業技術者にとって重要な基礎科目の一つである．
講義では，はりの断面に生ずるせん断力および曲げモーメントの求め方に習熟すること.微分方程式を用いたはりの変
形の解析法を習熟すること，モールの応力円を理解することを目的とする．

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は,定期試験の成績80%,レポートまたは小テストの成績20%で行い,合計の成績が60点以上の者を合格とす
る.

注意点
材料力学は、機械系専門科目の主要科目の一つであり，十分注意して理解して実際の構造物に応用できるようにして
ほしい．講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと．講義で示した次回予定の部分
を予習しておくこと．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 はりの断面に生ずるせん断力、曲げモーメント はり断面に作用するせん断力,曲げモーメントを理解する.
2週 SFDとBMD SFDとBMDを理解する．
3週 重ね合わせの原理 重ね合わせの原理を理解する.
4週 曲げ応力 曲げ応力を理解する．
5週 断面2次モーメント 簡単なはり断面の断面2次モーメントを求める.
6週 真直はりのたわみ はり変形の基礎微分方程式を理解する.
7週 （中間試験）
8週 片持ちはりのたわみ 片持ちはりのたわみを求める.
9週 単純支持はりのたわみ 単純支持はりのたわみを求める.
10週 はりのたわみ演習 はりのたわみ問題を解く.
11週 組み合わせ応力 応力状態の種類を理解し、応力、ひずみを求める.
12週 平面応力 平面応力を理解する.

13週 モールの応力円 モールの応力円を理解し、任意の方向面の応力状態を求め
る.

14週 平面応力演習 モールの応力円を用いて平面応力問題を解く．
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 81



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：今井弘之ほか「やさしく学べる制御工学」（森北出版）
担当者 菊池 誠
到達目標
１．システムの伝達関数表現を理解する。
２．安定性の基礎を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
ラプラス変換を制御工学に応用で
きる。 ラプラス変換を理解している。 ラプラス変換の理解が不十分であ

る。
伝達関数、基本要素、ブロック線
図を応用できる。

伝達関数、基本要素、ブロック線
図を理解している。

伝達関数、基本要素、ブロック線
図の理解が不十分である。

周波数応答、安定判別、フィード
バック制御を応用できる。

周波数応答、安定判別、フィード
バック制御を理解している。

周波数応答、安定判別、フィード
バック制御の理解が不十分である
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 自動制御技術はあらゆる産業分野に導入され重要な役割を担っている。ここでは古典制御理論の基礎を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績７０％、レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格とする。

注意点 講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 計測の定義と物理量

2週 制御系
複素数

制御系の基礎概念を理解する。
複素数の基礎を理解する。

3週 ラプラス変換（１） ラプラス変換の役割と変換式を理解する。
4週 ラプラス変換（２） 基本的な関数のラプラス変換を理解する。
5週 ラプラス変換（３） ラプラス変換の性質を理解する。
6週 ラプラス変換（４） ラプラス変換の応用例を理解する。
7週 （中間試験）
8週 システムモデル 数学モデルを理解する。
9週 制御要素と伝達関数（１） システムの伝達関数表現を理解する。
10週 制御要素と伝達関数（２） 基本要素の伝達関数を理解する。
11週 伝達関数の応答（１） 一次遅れ系の応答を理解する。
12週 伝達関数の応答（２） 二次遅れ系の応答を理解する。
13週 伝達関数とブロック線図（１） ブロック線図によるシステムの表現方法を理解する。
14週 伝達関数とブロック線図（２） ブロック線図の等価変換を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 過渡応答（１） 基本要素の過度応答を理解する。
2週 過渡応答（２） １次遅れ要素と２次遅れ要素の過度応答を理解する。
3週 システムの線形化（１） 近似線形化について理解する。
4週 システムの線形化（２） 近似線形化の応用例を理解する。
5週 周波数応答（１） 周波数応答法の考え方を理解する。
6週 周波数応答（２） 周波数領域での系の表現方法について理解する。
7週 （中間試験）
8週 周波数応答（３） ベクトル軌跡やボード線図の作成方法を理解する。
9週 周波数応答（４） ボード線図の利用方法を理解する。
10週 制御系の安定判別（１） 特性根とフルビッツの安定判別法を理解する。
11週 制御系の安定判別（２） ゲイン余裕、位相余裕を理解する。
12週 フィードバック制御系の特性（１） 制御特性を理解する。
13週 フィードバック制御系の特性（２） 定常特性を理解する。
14週 フィードバック制御系の特性（３） 安定性を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

4 － 82



総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 30 10 40
専門的能力 40 20 60

4 － 83



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 アルゴリズムとデータ構造
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 浅野　哲夫他著「アルゴリズム論」（Ohmsha）、長谷　篤拓他著「Androidプログラミング入門」（コロナ社）
担当者 飛田 敏光
到達目標
１．アルゴリズムの評価方法などの基礎知識を理解する。
 ２．アルゴリズム設計に必要な代表的なデータ構造について理解する。
 ３．整列、探索などの代表的なアルゴリズムを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
アルゴリズムの評価方法などの基
礎知識を理解し、その知識を問題
解決に適用できる。

アルゴリズムの評価方法などの基
礎知識を理解し、その知識を使用
できる。

アルゴリズムの評価方法などの基
礎知識を理解できない。

アルゴリズム設計に必要な代表的
なデータ構造について理解し、そ
の知識を問題解決に適用できる。

アルゴリズム設計に必要な代表的
なデータ構造について理解し、そ
の知識を使用できる。

アルゴリズム設計に必要な代表的
なデータ構造について理解できな
い。

整列、探索などの代表的なアルゴ
リズムを理解し、その知識を問題
解決に適用できる。

整列、探索などの代表的なアルゴ
リズムを理解し、その知識を使用
できる。

整列、探索などの代表的なアルゴ
リズムを理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 プログラム設計を行う際に必要となるアルゴリズムとデータ構造に関する知識と、代表的なアルゴリズムを理解し、習

得する。
授業の進め方と授業内
容・方法

パワーポイントで授業を進めるが、アルゴリズムの理解のために、そのアルゴリズムを用いたプログラミングの課題を
課す。

注意点
ここで勉強するデータ構造やアルゴリズムは、プログラム設計の際に使用する部品となるものです。よく理解し、これ
らの部品を使いこなせるようにしてください。特に予習は必要ありませんが、授業中配布するプリントで指示する演習
問題等をしっかり解いて授業の復習をしてください。
また、アルゴリズムの演習をJavaを用いて行います。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 アルゴリズムとは アルゴリズムの歴史、意味について理解する。

2週 基本的なデータ構造１ ポインタ型、列挙型、配列型、レコード型等のデータ構造
について理解する。

3週 基本的なデータ構造２ 線形リスト、木構造、スタックとキュー等のデータ構造に
ついて理解する。

4週 データの整列１ バブルソート、セレクションソート、シェルソート等につ
いて理解する。

5週 データの整列２ ヒープソート、クイックソート、マージソート等について
理解する。

6週 計算の複雑さ 計算の複雑さについて理解する。
7週 （中間試験）
8週 探索問題 探索問題について理解する。
9週 探索問題 探索問題について理解する。
10週 グラフアルゴリズム グラフアルゴリズムについて理解する。
11週 文字列のアルゴリズム 文字列照合のアルゴリズムについて理解する。
12週 基本的な数値計算のアルゴリズム 基本的な数値計算のアルゴリズムについて理解する。
13週 アルゴリズムの設計手法 アルゴリズムの設計手法について理解する。

14週 ファイル処理、データベースのアルゴリズム ファイル処理、データベースのアルゴリズムについて理解
する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの総復習とまとめを行う。

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 84



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 過渡応答
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1

教科書/教材 教科書：西巻正郎他「続電気回路の基礎」（森北出版）、参考書：榊米一郎他「大学課程　電気回路（２）」（オーム
社）

担当者 岡本 修
到達目標
１．電気回路の微分方程式による過渡現象解析手法を習得する。
２．電気回路および制御系のラプラス変換による解析手法を習得する。
３．制御系の周波数応答、過渡応答との関連を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
初等的解法での過渡現象解析を理
解し，回路計算できる．

初等的解法での過渡現象解析を理
解する．

初等的解法での過渡現象解析を理
解していない．

ラプラス変換による過渡現象解析
を理解し，回路計算できる．

ラプラス変換による過渡現象解析
を理解する．

ラプラス変換による過渡現象解析
を理解していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
電気回路内の過渡現象についての基礎知識を得る。はじめに、微分方程式による過渡現象解析手法を習得する。ついで
、ラプラス変換法により電気回路と制御系の解析法を習得する。併せて、電気回路および制御系の周波数応答、過渡応
答との関連を理解する。

授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
電気回路の過渡現象解析は電気回路および電子回路動作の理解に不可欠である。「制御工学I」と合わせて受講すること
で一層、ラプラス変換法に習熟することができる。
 講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 周波数応答と過渡応答 定常状態と過渡状態、解析の手法
2週 求積法による線形定数係数微分方程式の解法 非斉次方程式の特解、一般解、斉次方程式の一般解
3週 初等的解法による過渡現象の解析 定常解、過渡解、一般解、回路の初期値
4週 Ｌ－Ｒ回路の解析 直流電圧印加、時定数
5週 Ｃ－Ｒ回路の解析 直流電圧印加、時定数
6週 Ｌ－Ｃ－Ｒ回路の解析 直流電圧印加、時定数、特性方程式
7週 （中間試験）
8週 ラプラス変換 積分計算、変換表
9週 逆ラプラス変換 部分分数展開、留数計算　　
10週 信号波形のラプラス変換 単位ステップ関数、デルタ関数、周期波形
11週 ラプラス変換の基本則 推移則、微分則、畳み込み定理など　　　
12週 ラプラス変換法による回路の過渡現象解析１ 回路方程式のラプラス変換、Ｌ－Ｒ回路
13週 ラプラス変換法による回路の過渡現象解析２　 Ｃ－Ｒ回路、Ｌ－Ｃ－Ｒ回路
14週 インデシャル応答とインパルス応答 ２端子モデル、４端子モデル、回路網関数（伝達関数）
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 85



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械力学
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 青木 繁「機械力学（機械系教科書シリーズ）」コロナ社
担当者 小沼 弘幸
到達目標
振動に関する用語について説明できる。
１自由度系の振動を説明できる。
多自由度系や連続体の振動を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
振動に関する用語を理解し、具体
的な例を挙げて説明できる。

振動に関する用語を理解し、概念
的に説明できる。

振動に関する用語を説明できない
。

１自由度系の振動の知識を理解し
、問題解決に適用できる。

１自由度系の振動の知識を理解し
、使うことができる。

１自由度系の振動の知識を理解で
きない。

多自由度系や連続体の振動の知識
を理解し、問題解決に適用できる
。

多自由度系や連続体の振動の知識
を理解し、使うことができる。

多自由度系や連続体の振動の知識
を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 機械を設計する際には欠かせない機械の振動について学習する。
授業の進め方と授業内
容・方法

黒板への板書を行う講義形式で進めます。
内容理解の確認のためレポートを出します。

注意点
基本的な事項を正しく理解して，現象をとらえてください。
講義ノートの内容を見直し，講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。
講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 授業の概要 本授業の位置付けを理解する
振動とは何か、この科目で何を学ぶかを理解する

2週 運動方程式 運動方程式の解き方について理解する
3週 １自由度系の振動（１） 不減衰系の自由振動について理解する
4週 １自由度系の振動（２） 減衰系の自由振動について理解する
5週 １自由度系の振動（３） 減衰系の自由振動について理解する

6週 １自由度系の振動（４） 衝撃入力を受ける系や任意の入力を受ける系の応答を理解
する

7週 （中間試験）

8週 試験答案返却・解答解説
１自由度系の振動（５）

間違った問題の正答を求めることができる
外力による強制振動について理解する

9週 １自由度系の振動（６） 変位による強制振動について理解する

10週 多自由度系の振動（１） 不減衰系の自由振動について理解する
行列を用いた解法について理解する

11週 多自由度系の振動（２） 強制振動について理解する
12週 多自由度系の振動（３） 動吸振器による振動の低減ついて理解する
13週 連続体の振動（１） 運動方程式の導出について理解する
14週 連続体の振動（２） 自由振動について理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習（試験答案返却・解答解説） 間違った問題の正答を求めることができる

評価割合
定期試験 レポート 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0

4 － 86



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 流体力学
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 北川能監修「ＳＩ版　水力学（基礎と演習）」パワー社、北川能・香川
担当者 小沼 弘幸
到達目標
１．流体の性質について説明ができる。
２．流体の静力学について説明ができる。
３．流体の動力学について説明ができる。
４．管路内の流れについて説明ができる。
５．抗力と揚力について説明ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
流体の性質の知識を理解し、問題
解決に適用できる。

流体の性質の知識を理解し、使う
ことができる。

流体の性質の知識を理解できない
。

流体の静力学の知識を理解し、問
題解決に適用できる。

流体の静力学の知識を理解し、使
うことができる。

流体の静力学の知識を理解できな
い。

流体の動力学の知識を理解し、問
題解決に適用できる。

流体の動力学の知識を理解し、使
うことができる。

流体の動力学の知識を理解できな
い。

管路内の流れの知識を理解し、問
題解決に適用できる。

管路内の流れの知識を理解し、使
うことができる。

管路内の流れの知識を理解できな
い。

抗力と揚力の知識を理解し、問題
解決に適用できる。

抗力と揚力の知識を理解し、使う
ことができる。

抗力と揚力の知識を理解できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 機械工学における代表的な基礎教育科目の一つである流体工学は、産業分野において重要な役割を果たしている。

この講義では流体の流動に関する複雑な物理現象を実験的な資料に基づき解析を行う「水力学」を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

黒板への板書を行う講義形式で進めます。
内容理解の確認のためレポートを出します。

注意点
物理や数学を復習しておくこと。
講義ノートの内容を見直し，講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。
講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 講義のガイダンス、流体の物理的性質 流体工学とは何か，流体の物性値，単位などを理解する
2週 静止流体の圧力とその性質、圧力測定 圧力と力の関係，圧力の表し方，圧力の測定法を理解する
3週 平面板や曲面板に作用する圧力、浮力 いろいろな面に作用する圧力や浮力について理解する
4週 質量保存の法則と連続の式 質量保存の法則と連続の式の関係を理解する

5週 オイラーの運動方程式とベルヌーイの定理 オイラーの運動方程式からベルヌーイの定理が導かれるこ
とを理解する

6週 ベルヌーイの定理の応用　 ピトー管、ベンチュリー管などを用いた流量や流速の測定
原理を理解する

7週 （中間試験）

8週 試験答案返却・解答解説
運動量の法則

間違った問題の正答を求めることができる
運動量の法則と運動量モーメントの法則を理解する

9週 相似則 流れの相似性とレイノルズ数について理解する

10週 円管内の流れ（層流と乱流） 円管内の流れの状態が流速の違いによって異なることやレ
イノルズ数との関係を理解する

11週 管摩擦損失 円管内の速度分布や管摩擦損失を理解する
12週 管路における種々の損失 急拡大管などの損失について理解する

13週 境界層 境界層、はく離など、流れの中に置かれた物体周りの流れ
を理解する

14週 物体に作用する抗力と揚力 抗力と揚力について理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習（試験答案返却・解答解説） 間違った問題の正答を求めることができる

評価割合
定期試験 レポート 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0

4 － 87



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0

教科書/教材 教科書：小寺 平治 著「微分方程式」（共立出版） 　　　　　高遠 節夫 他著「新訂応用数学」（大日本図書） 参考書
：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院）

担当者 元結 信幸
到達目標
１.１階および２階微分方程式の解法および解の構造について理解する。
２.スカラー場、ベクトル場の計算に習熟し、多変数ベクトル値関数の線積分の計算、グリーン・ストークスの定理を
理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 微分方程式の基本事項を理解し、
複合問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができない。

評価項目2 ベクトル解析の基本事項を理解し
、複合問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができない
。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 工学や物理学において現れる重要で基本的な微分方程式の基本的な事項、１階および２階微分方程式の標準的な解法や

その構造を学ぶ。また、技術者を目指す学生に必要なベクトル解析の初歩を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点
学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から予習には特に励むこと。また、レポー
ト・問題演習には常に積極的に提出・参加すること。講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解
いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 微分方程式とその解、変数分離形微分方程式 微分方程式の一般解、特殊解、初期条件が理解でき、変数
分離型微分方程式を解くことができる。

2週 同次形微分方程式、１階線形微分方程式 同次形微分方程式、１階線形微分方程式を解くことができ
る。

3週 完全微分方程式、 完全微分方程式を解くことができ、積分因子が理解できる
。

4週 ２階線形微分方程式（１） 斉次方程式の基本解が理解でき、定数係数斉次線形微分方
程式を解くことができる。

5週 ２階線形微分方程式（２） 定数係数非斉次線形微分方程式を解くことができる。

6週 いろいろな微分方程式 変数係数微分方程式、連立微分方程式を解くことができる
。

7週 （中間試験）

8週 一般次元のベクトルと平面、ベクトル関数とその微分 ベクトルの演算、内積、ノルム、１変数ベクトル値関数が
理解でき、その微分が計算できる。

9週 曲線と接線ベクトル １変数ベクトル値関数としてのパラメーター曲線と接線が
理解できる。

10週 スカラー場とその偏導関数 多変数実数値関数(スカラー場)の概念、勾配が理解できる
。

11週 ベクトル場の微分、回転と発散 多変数ベクトル値関数(ベクトル場)の概念、回転と発散が
理解できる。

12週 線積分 多変数ベクトル値関数の線積分の定義が理解でき、その計
算ができる。

13週 ２次元のグリーン・ストークスの定理
２次元線積分と２重積分の関係ができ、線積分計算への応
用できる。グリーン・ストークスの定理の証明と公式の解
釈ができる。

14週 ガウスの発散定理、ストークスの定理 ガウスの発散定理、ストークスの定理が理解できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御数学
科目基礎情報
科目番号 0051 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：矢野健太郎・石原繁「基礎解析学（改訂版）」(裳華房)　参考書：江川博康「弱点克服 大学生の複素関数／微
分方程式」（東京図書）、桜井基晴「大学編入試験対策 編入数学入門～講義と演習～」（聖文新社）

担当者 荒川 臣司
到達目標
1. 微分演算子を用いて線形微分方程式を理解し、利用することができる。
2. ベクトル演算子を用いた計算を理解し、利用することができる。
3. 複素変数の関数について，正則関数に関する基本的な問題が解け、その知識を利用することができる。
4. 周期信号のフーリエ級数展開式が求められ、、その知識を利用することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
微分演算子を用いて線形微分方程
式を理解し、利用することができ
る。

微分演算子を用いて線形微分方程
式を理解している。

微分演算子を用いて線形微分方程
式を理解していない。

ベクトル演算子を用いた計算を理
解し、利用することができる。

ベクトル演算子を用いた計算を理
解している。

ベクトル演算子を用いた計算を理
解していない。

複素変数の関数について，正則関
数に関する基本的な問題が解け、
その知識を利用することができる
。

複素変数の関数について，正則関
数に関する基本的な問題が解け、
その知識を理解している。

複素変数の関数について，正則関
数に関する基本的な問題が解け、
その知識を理解していない。

周期信号のフーリエ級数展開式が
求められ、、その知識を利用する
ことができる。

周期信号のフーリエ級数展開式を
解している。

周期信号のフーリエ級数展開式を
解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 常微分方程式の解法，ベクトル演算子の性質，複素関数の基礎，フーリエ級数展開を学ぶ。いずれの単元も，豊富な例

題に当たって実用的な計算手法を身につける。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
この科目で習得した解法や知識を，専門科目の中で有効に活用して欲しい。また，この授業では，単元内容に関連した
大学編入学試験の最近の出題例や解法の要点なども積極的に紹介する。講義ノートの内容を見直し，講義に関係する例
題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １階微分方程式(1) 変数分離形，同次形の解法を理解する
2週 １階微分方程式(2) 非線形微分方程式の解法を理解する
3週 線形微分方程式(1) 微分演算子による一般解解法を理解する
4週 線形微分方程式(2) 逆演算子による特殊解解法を理解する
5週 線形微分方程式(3) 非斉次微分方程式の一般解解法を理解する

6週 連立微分方程式および変数係数の微分方程式 連立微分方程式の性質，および変数係数の微分方程式の解
法や性質を理解する

7週 （中間試験）
8週 ベクトル解析(1) ベクトルの代数，ベクトルの微分・積分を理解する
9週 ベクトル解析(2) ベクトルの勾配，発散を理解する
10週 複素変数の関数(1) 複素平面，極形式，n乗根を理解する
11週 複素変数の関数(2) コーシー・リーマンの方程式を理解する
12週 複素変数の関数(3) 基本的な正則関数（複素対数など）を理解する
13週 フーリエ級数(1) フーリエ級数の定義を理解する
14週 フーリエ級数(2) フーリエ係数の計算方法を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ベクトル解析(1) ベクトルの代数，ベクトルの微分・積分を理解する
2週 ベクトル解析(2) ベクトルの代数，ベクトルの微分・積分を理解する
3週 ベクトル解析(3) ベクトルの勾配，発散を理解する
4週 ベクトル解析(4) ベクトルの勾配，発散を理解する
5週 複素変数の関数(1) 複素平面，極形式，n乗根を理解する
6週 複素変数の関数(2) コーシー・リーマンの方程式を理解する
7週 （中間試験）
8週 複素変数の関数(3) コーシー・リーマンの方程式を理解する
9週 複素変数の関数(4) 基本的な正則関数（複素対数など）を理解する
10週 複素変数の関数(5) 基本的な正則関数（複素対数など）を理解する
11週 フーリエ級数(1) フーリエ級数の定義を理解する
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12週 フーリエ級数(2) フーリエ級数の定義を理解する
13週 フーリエ級数(3) フーリエ係数の計算方法を理解する
14週 フーリエ級数(4) フーリエ係数の計算方法を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 熱力学
科目基礎情報
科目番号 0052 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 教科書：日本機械学会「熱力学」（丸善）、参考書：平田哲夫，他２名「例題でわかる工業熱力学」（森北出版）
担当者 田中 光太郎
到達目標
１．熱力学第１法則を理解する。
 ２．理想気体の状態変化を理解する。
 ３．熱力学第２法則を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
熱力学第１法則を理解し、問題解
決に適用できる。

熱力学第１法則を理解し、使うこ
とができる。

熱力学第１法則を理解していない
。

理想気体の状態変化を理解し、問
題解決に適用できる。

理想気体の状態変化を理解し、使
うことができる。

理想気体の状態変化を理解してい
ない。

熱力学第２法則を理解し、問題解
決に適用できる。

熱力学第２法則を理解し、使うこ
とができる。

熱力学第２法則を理解していない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 熱力学は，機械工学における代表的な基礎科目の一つである。本講義では，熱力学第１法則，熱力学第２法則などの大

切な熱力学の諸法則および原理について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
物理や数学を復習しておくこと。
 講義ノートの内容を見直し，講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。
 講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 閉じた系と開いた系、熱と熱平衡 閉じた系と開いた系、熱と熱平衡について学ぶ。
2週 単位、状態量 単位、状態量について学ぶ。
3週 熱力学第１法則（絶対仕事） 閉じた系の熱力学第一法則を学ぶ。
4週 熱力学第１法則（工業仕事） 開いた系の熱力学第一法則を学ぶ。
5週 理想気体の状態式 理想気体の状態式について学ぶ。
6週 比熱、内部エネルギーおよびエンタルピー 比熱、内部エネルギーおよびエンタルピーについて学ぶ。
7週 （中間試験）
8週 理想気体の状態変化 理想気体の状態変化について学ぶ。
9週 理想気体の可逆変化 理想気体の可逆変化について学ぶ。
10週 理想気体の不可逆変化 理想気体の不可逆変化について学ぶ。
11週 混合気体 混合気体の法則について学ぶ。
12週 熱力学第２法則 熱力学第２法則について学ぶ。
13週 カルノーサイクル カルノーサイクルについて学ぶ。
14週 エントロピー エントロピーについて学ぶ。
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
定期試験 レポート等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ＣＡＤ・ＣＡＭ
科目基礎情報
科目番号 0053 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 朝比奈奎一著『絵とき「CAD/CAM」基礎のきそ（日刊工業新聞）
担当者 長谷川 勇治
到達目標
１．3D-CADの機能や操作技術を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
２．CAMやNCによる加工を理解し、その知識を問題解決に適用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
3D-CADの種類や機能、操作技術
を理解し、その知識を問題解決に
適用できる。

3D-CADの機能や操作技術を理解
し、その知識を使用できる。

3D-CADの操作技術を理解できな
い。

CAMやNCによる加工を理解し、そ
の知識を問題解決に適用できる。

CAMやNCによる加工を理解し、そ
の知識を使用できる。

CAMやNCによる加工を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 近年の生産システムは、設計から生産までを管理するCAD/CAMへと移行している。本講義では、コンピュータ援用設計

・生産技術の基本知識を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点 これまで学んできた２次元CADによる機械設計、加工工学、材料工学、工学実験、工場実習の知識を生かして課題を完
成してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 コンピュータ援用設計・生産 コンピュータを利用した設計・生産を理解する 　
2週 コンピュータ援用設計・生産 コンピュータを利用した設計・生産を理解する 　
3週 形状モデリング 形状モデリング 多面体モデルの表現法を理解する
4週 形状モデリング 形状モデリング 多面体モデルの表現法を理解する
5週 形状モデリング 形状モデリング 多面体モデルの表現法を理解する
6週 ３次元CAD ３次元CAD ３次元CADソフトの種類や操作方法を理解する
7週 中間試験
8週 ３次元CAD ３次元CADソフトの種類や操作方法を理解する
9週 CAMとNC CAMやNCプログラミングによる機械加工を理解する
10週 CAMとNC CAMやNCプログラミングによる機械加工を理解する
11週 ３次元CAD演習 ヒストリー型３次元CADの操作方法を理解する
12週 ３次元CAD演習 ダイレクトモデリング型３次元CADの操作方法を理解する
13週 CAM・NC演習 NCによる機械加工について理解する
14週 CAE演習 CAEによるFEM解析について理解する
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 小テスト 課題 合計

総合評価割合 60 0 40 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 60 0 40 100
分野横断的能力 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0054 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1

教科書/教材 教科書：高遠 節夫 他著 「新訂 応用数学」(大日本図書) 岡本 和夫 著「新版　確率統計」（実教出版） 問題集
：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院）

担当者 元結 信幸
到達目標
１.複素数の性質、複素関数の正則性とコーシー・リーマン関係式との関係を理解する。
２.コーシーの積分定理を理解し、複素積分の計算に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 複素関数の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 将来技術者を目指す学生に必要な複素解析の初歩を、それまで学んだ微分積分の復習・発展の観点から学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点
本科１年生から３年生までに学習した内容を既知とする。特に、微分・積分や順列組み合わせの計算方法についてはし
っかりと復習しておいて下さい。講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で
示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 複素数と複素平面 複素数の四則演算、複素平面と極形式、ド・モアブルの定
理が理解できる。

2週 複素関数 複素変数の指数関数、三角関数、１次分数変換が理解でき
る。

3週 正則関数（１） 正則関数、正則関数の微分公式、コーシー・リーマンの関
係式が理解できる。

4週 正則関数（２） 等角写像、逆関数、べき関数、対数関数が理解できる。
5週 複素積分（１） 複素積分の定義と性質理解できる。
6週 複素積分（２） 複素積分の計算ができる。
7週 （中間試験）
8週 コーシーの積分定理 コーシーの積分定理が理解できる。
9週 コーシーの積分表示 コーシーの積分表示の積分計算への応用ができる。
10週 数列と級数 べき級数、収束半径が理解できる。
11週 関数の展開 孤立特異点が理解でき、テイラー展開ができる。
12週 ローラン展開 ローラン展開ができる。
13週 孤立特異点と留数 極、真性特異点、留数が理解でき、留数の計算ができる。
14週 留数の計算、留数定理 留数の計算、留数定理の定積分への応用ができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0055 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 教科書:高専テキストシリーズ「物理 下 熱・電磁気・原子」(森北出版)、演習書:適宜プリントを配布
担当者 大石 一城
到達目標
1. 光の粒子性や電子の波動性を理解し説明できる。
2. 原子の構造について理解し説明できる。
3. 放射線の性質，原子核の構造，核エネルギーについて理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

粒子性と波動性 光の粒子性や電子の波動性を理解
し式を用いて説明できる。

光の粒子性や電子の波動性を理解
し説明できる。

光の粒子性や電子の波動性を説明
できない。

原子の構造 原子の構造について理解し式を用
いて説明できる。

原子の構造について理解し説明で
きる。

原子の構造について説明できない
。

放射線
放射線の性質，原子核の構造，核
エネルギーについて理解し式を用
いて説明できる。

放射線の性質，原子核の構造，核
エネルギーについて理解し説明で
きる。

放射線の性質，原子核の構造，核
エネルギーについて説明できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 電界や磁界中の電子の運動，光電効果，X線，原子の構造及び原子核を扱う。
授業の進め方と授業内
容・方法 座学による授業を基本とする。

注意点
我々の周辺には，電子のもたらす物性を利用した数多くの製品が存在している。本講義では，電子の振る舞いを学習す
ることで，物理が生活にどう役立っているかを理解してほしい。講義ノートの内容を見直し，講義に
関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電界と電位 3年次までに学習した電界と電位を復習し，理解する。

2週 磁束密度とローレンツ力 磁界中で運動する荷電粒子が受けるローレンツ力を理解す
る。

3週 電子の発見とトムソンの実験 真空放電と陰極線，及び電子の比電荷や電荷の測定方法に
ついて理解する。

4週 光電効果と光の粒子性 光電効果とアインシュタインの光量子説について理解する
。

5週 X線の発生と結晶によるX線回折 X線の発生とその性質，及び結晶によるX線回折の原理を理
解する。

6週 粒子と波動の二重性 ド・ブロイの物質波の概念と電子顕微鏡の原理を理解する
。

7週 (中間試験)
8週 原子の構造とスペクトル 原子模型と原子スペクトルについて理解する。
9週 水素原子の定常状態のエネルギー 水素原子におけるボーアの理論について理解する。

10週 原子核の構成粒子と同位体 原子核を構成する陽子，中性子や同位体について理解する
。

11週 放射性原子核の崩壊と崩壊系列 放射性原子核の崩壊と半減期について理解する。

12週 放射線の性質と放射線検出器 放射線の検出方法と放射線が人体に及ぼす影響について理
解する。

13週 核反応と核エネルギー 質量欠損と結合エネルギー，及び核分裂と核融合について
理解する。

14週 素粒子とクォーク模型 物質を構成する基本的な粒子について理解する。
15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 教科書：プリント使用
担当者 長洲 正浩,若松 孝,関口 直俊,成 慶珉,皆藤 新一,吉成 偉久,丸山 智章,高安 基大
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を説明できる。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を説明できる。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い情報を収集したりデータを分析したりすることができる。
5.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
6.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
7.主体的に責任を持って自ら行動できるとともに、チームとして討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を説明
できる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
できる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
できない。

評価項目2 実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を説明できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解できない。

評価項目3
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し理解で
きる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し理解で
きない。

評価項目4
主体的に責任を持って自ら行動で
きるとともに、チームとして討議
やコミュニケーションすることを
行動できる。

主体的に責任を持って自ら行動す
ることを理解するとともに、チー
ムとして討議やコミュニケーショ
ンすることが理解できる。

主体的に責任を持って自ら行動す
ることを理解できないとともに、
チームとして討議やコミュニケー
ションすることが理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
電子工学、電力工学、制御工学などの電気工学の各分野について、いくつかの基本的なテーマに関して実験を行い、授
業で学んだことを確実に理解する。また、実際の機器、測定法について学ぶとともに、実験を安全に行う上での心構え
を身につける。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は実験への取り組み状況５０％、レポートの内容５０％で行い、総合評価６０点以上を合格とする。ただし
、提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には、レポートの評価を０点とし不合格とする。なお、
定められた期限内にレポートが提出されなかった場合はレポートの評価を減点する。
 　また、未提出のレポートが各期で２テーマ以内であれば再実験を行うことができる。なお、１テーマでも再実験を行
った場合の年間の総合評価は６０点とする。

注意点

レポートの提出期限は、原則として各テーマの実験が終了した次の実験日とする。
 実験は１テーマを複数人の班編成で行うが、装置の組み立て、測定、記録等の役割を固定してしまわないで各人がいろ
いろな経験を積むこと。なお、本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目で
ある。なお、クラスの半分の学生が、下記のスケジュールで行い。残りの半分が前期にマイコンによる電子工作（PBL実
験）を行い、後期にそのほかの実験を行う。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 資料配布と実験のスケジュールの説明、ガイダンスⅠ 実験スケジュールや実験の概要について理解する。
2週 ガイダンスⅡ 実験の概要について理解する。

3週 基本増幅回路（2週）
エミッタ接地形のCR結合一段増幅回路の諸特性を測定する
ことによって、増幅回路の動作原理および特徴を理解する
。

4週 発振回路（2週） LC発振回路についてその特性を調べることにより、発振の
原理について理解する。

5週 単相変圧器の特性試験と各種三相結線（2週）
各種試験法を通して，電力用変圧器の損失，電圧変動率
，効率などの諸特性を理解する。
単相変圧器の各種三相結線法の特徴を理解する

6週 コンバータ（2週） ダイオードやサイリスタを用いた単相・三相コンバータの
動作を理解し、諸量の測定を理解する。

7週 振幅変復調・周波数変調（2週） 振幅変調波を観測して振幅変調の原理および変調率、変調
回路、復調回路の特性を理解する。

8週 直流電動機・三相同期発電機（2週）
直流分巻電動機の速度制御ならびに負荷試験を通して直流
電動機の構造や特性等を理解する。また三相同期発電機の
特性を理解する。

9週 実験まとめ 実験の結果をレポートにまとめる。
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期 1週 ガイダンスⅠ 実験スケジュールや実験の概要について理解する。
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2週 ガイダンスⅡ 実験の概要について理解する。

3週 マイコンによる電子工作　PBL（12週）
学生の自主的な取り組みを前提としたマイコンを用いた電
子回路製作を行う。学生は電子回路を完成させるまで必要
となる実験計画の立案，回路の設計と製作，回路の評価を
行いプレゼンテーション資料にまとめる。

4週 実験まとめ 実験の結果を発表する。
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取り組み レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 課題研究
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 必修
授業の形式 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布する。
担当者 吉成 偉久,安細 勉
到達目標
与えられた課題を解決し、その成果をレポートにまとめ、それを説明できる。
知的財産、法令順守を理解するとともに、国際貢献、地域貢献と持続可能性について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

与えられた課題を理解し解決でき
る

過去の卒業研究について理解し、
自らの卒業研究に必要な基礎知識
を身に付けている

過去の卒業研究について、基本的
な部分を理解している

与えられた論文を理解することが
できない

学んだ成果をレポートに表現でき
る

過去の卒業論文の内容についてま
とめ、自らの卒業研究に役立てら
れる

過去の卒業論文の内容について正
しくまとめることができる

過去の卒業論文の内容についてま
とめることができず、レポートを
提出できない

学んだ成果を発表することができ
る

過去の卒業研究について正しく発
表し、自らの卒業研究に取り組む
用意ができる

過去の卒業研究について正しく発
表できる

過去の卒業研究について正しく発
表することができない

知的財産、法令順守を理解すると
ともに、国際貢献、地域貢献と持
続可能性について理解する。

知的財産、法令順守を説明できる
とともに、国際貢献、地域貢献と
持続可能性について説明できる。

知的財産、法令順守を理解できる
とともに、国際貢献、地域貢献と
持続可能性について理解できる。

知的財産、法令順守を理解できな
いとともに、国際貢献、地域貢献
と持続可能性について理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 5年生の「卒業研究」に必要な基礎的素養を身につけるために、課題に取り組むための必要な基礎知識や課題に対する取

り組み方などを学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 ガイダンスにおいて課題の内容やスケジュール等を説明する。

注意点 テーマは以前に実施された卒業研究の一部で、実施テーマの例である。テーマを選ぶための参考にすること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス 課題研究の進め方、授業の概要
2週 第１、第２テーマ 班にわかれ各研究室において研究内容の説明を受ける
3週 第３、第４テーマ
4週 第５、第６テーマ
5週 第７、第８テーマ
6週 第９、第１０テーマ
7週 知的財産と法令順守 知的財産、法令順守を理解する。
8週 国際貢献、地域貢献と持続可能性 国際貢献、地域貢献と持続可能性について理解する。
9週 卒研室仮配属（１） 仮配属された研究室において過去の卒業論文について学ぶ
10週 卒研室仮配属（２）
11週 卒研室仮配属（３）
12週 卒研室仮配属（４）
13週 卒研室仮配属（５）
14週 卒研室仮配属（６）
15週 卒研室仮配属（７）
16週 課題研究発表会 学んだ卒業論文の内容について発表を行なう

評価割合
発表 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：小寺平治著「微分方程式」（共立出版）、高遠節夫ほか「新応用数学」（大日本図書）
担当者 丸山 智章
到達目標
1.１階微分方程式ならびに線形微分方程式の各種解法を習得する。
2.微分方程式の知識を用いて電気回路の単エネルギー回路、ならびに複エネルギー回路の過渡現象を理解する。
3.ベクトル関数を用いて曲線、曲面を表現し、これらに関する各種の量を求められる。
4.スカラー場・ベクトル場における勾配・発散・回転などの演算に習熟するとともに積分定理を理解し、これらを応用できる。
できるようにする。
5. フーリエ級数、フーリエ変換の基本的な演算手法を習得し、工学と関連付けて応用できるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ １階微分方程式、線形微分方程式
を解くことができる。

簡単な１階微分方程式、線形微分
方程式を解くことができる。

１階微分方程式、線形微分方程式
を解くことができない。

評価項目２
電気回路の単エネルギー回路、な
らびに複エネルギー回路の過渡現
象を解き、物理的な意味を説明で
きる。

電気回路の単エネルギー回路、な
らびに複エネルギー回路の過渡現
象を解くことができる。

電気回路の単エネルギー回路、な
らびに複エネルギー回路の過渡現
象を解くことができない。

評価項目３
ベクトル関数を用いて曲線、曲面
を表現でき、これらに関する各種
の量を求められる。

ベクトル関数を用いて簡単な曲線
、曲面を表現でき、これらに関す
る各種の量を求められる。

ベクトル関数を用いて曲線、曲面
を表現できず、これらに関する各
種の量を求められない。

評価項目４ 勾配・発散・回転を求めることが
でき、積分定理を応用できる。

勾配・発散・回転を求めることが
できる。

勾配・発散・回転を求めることが
できない。

評価項目５
周期関数のフーリエ級数、ならび
に関数のフーリエ展開が求めるこ
とができ、信号解析などの応用に
ついて説明できる。

周期関数のフーリエ級数、ならび
に関数のフーリエ展開が求められ
る。

周期関数のフーリエ級数、ならび
に関数のフーリエ展開が求めるこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学におけるさまざまな現象を記述するのに用いられる微分方程式ならびにベクトル解析の初歩を、これま

で学んだ微分積分学の復習・発展の観点から学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

シラバス、教科書、配布プリントを参考に、次回の内容を予習しておくこと。また、復習として講義後に提示される演
習問題を自ら解いて自分のものとすること。

注意点 選択科目であるが、卒業までに修得すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 1.１階微分方程式
(1)変数分離形微分方程式

微分方程式とは何かを理解する。
変数分離形微分方程式の解法を習得する。

2週 (2)同次形微分方程式 同次形微分方程式の解法を習得する。
3週 (3)1階線形微分方程式 １階線形微分方程式の解法を習得する。
4週 (4)１解線形に変形できる微分方程式 Bernoulli形、Riccati形微分方程式の解法を習得する。
5週 (5)完全微分形方程式 完全微分形方程式の解法（積分因数を含む）を習得する。

6週 2.線形微分方程式
(1)線形微分方程式の解の性質

線形微分方程式の解の性質と関数の一次独立性の
Wronskian判
定法を理解し、同次線形微分方程式の基本解とは何かを理
解する。

7週 中間試験
8週 (2)同次線形微分方程式 同次線形微分方程式の解法を習得する。

9週 (3)非同次線形微分方程式 非同次線形微分方程式の一般解と同次方程式の一般解の関
係と重ね合わせの原理を理解する。

10週 未定係数法による非同次線形微分方程式の特殊解の求め方
を習得する。

11週 定数変化法による非同次線形微分方程式の特殊解の求め方
を習得する。

12週 (4)定数係数線形微分方程式 定数係数同次線形微分方程式の解法を習得する。

13週 3.微分方程式の過渡現象への応用
(1)単エネルギー回路

RL直列、RC直列回路の直流応答の解析を通して単エネルギ
ー回路の過渡現象を理解する。

14週 (2)複エネルギー回路 RLC直列回路の直流応答の解析を通して複エネルギー回路
の過渡現象を理解する。

15週 前期末試験
16週 総復習 これまでの総復習とまとめ

後期

1週 4.ベクトル関数
(1)ベクトル関数

空間ベクトル、内積・外積、ベクトル関数の定義を理解す
る。

2週 (2)ベクトル関数の導関数 ベクトル関数の導関数を求められるようにする。

3週 (3)曲線 ベクトル関数を用いた曲線の表現を理解し、曲線の接線ベ
クトル・曲線の長さの求め方を習得する。
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4週 (4)曲面 ベクトル関数を用いた曲面の表現を理解し、曲面の法線ベ
クトル・接平面・面積の求め方を習得する。

5週
5.スカラー場・ベクトル場
(1)スカラー場、ベクトル場とは
(2)スカラー場の勾配

スカラー場・ベクトル場の概念を理解し、スカラー場の方
向微分と勾配を求められるようにする。

6週 (3)ベクトル場の発散と回転 ベクトル場に対する指力線と発散の概念を理解し、ベクト
ル場における回転を求められるようにする。

7週 後期中間試験

8週 5.線積分・面積分と積分定理
(1)線積分

スカラー場、ベクトル場の線積分とは何かを理解し、各線
積分を求められるようにする。

9週 (2)面積分 スカラー場、ベクトル場の面積分とは何かを理解し、各面
積分を求められるようにする。

10週 (3)積分定理
グリーンの定理、ガウスの発散定理、ストークスの定理お
よびその物理的意味を理解し、積分定理を応用した計算が
できるようにする。

11週 (4)マクスウェル方程式 積分定理とマクスウェル方程式について理解する。

12週 6.フーリエ解析
(1)フーリエ級数

フーリエ級数を理解し、非正弦波を複数の正弦波に分解で
きるようにする。

13週 (2)複素フーリエ級数
一般区間のフーリエ級数ならびに複素フーリエ級数につい
て理解し、様々な周期関数の級数展開ができるようにする
。

14週 (3)フーリエ変換 フーリエ変換の概念を理解し、代表的な関数のフーリエ変
換を計算できるようにする。

15週 後期期末試験
16週 総復習 これまでの総復習とまとめ

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書:プリントを適宜配布
担当者 三橋 和彦
到達目標
力学:質点の運動を微積分を用いて計算できる。保存則を適用できる。剛体の回転運動を定式化できる。
熱力学:第一法則と第二法則を説明できる。微積分を用いて熱力学量の計算ができる。熱機関の効率を計算で きる。
振動:減衰振動の運動方程式を立てて解くことができる。強制振動に定数変化法を適用できる。
前期量子論・放射線:量子効果を説明できる。放射線防護において科学とそれ以外の諸問題を区別できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

力学 複数の物体の並進や回転運動を取
り扱うことができる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てて、初期条件
の下で解くことができる。保存則
を簡単な系に適用できる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てることができ
ない。

熱力学
熱力学の法則を文章と式を用いて
説明できる。物理量の計算に法則
を適用できる。

第一・二法則を説明できる。法則
を簡単な過程に適用できる。熱機
関の効率を計算で きる。

法則を説明できない。熱効率が計
算できない。

振動
ガウスの法則やビオ-サヴァールの
法則と微積分を用いて電場や磁場
を計算できる。

簡単な系にガウスの法則やビオ-サ
ヴァールの法則を適用して電場や
磁場の計算ができる。

簡単な系の電場や磁場を計算でき
ない。

前期量子論・放射線
簡単な量子系(光電効果など)を式
を用いて説明できる。放射線の影
響を科学的に論じることができる
。

量子効果を説明できる。放射線防
護の基準を概説できる。

量子現象を説明できない。放射線
の単位を書けない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
高等教育で学ぶ物理学の中で、力学、熱力学、前期量子論、放射線の各分野を学習する。また各学科の専門性を考慮し
、機械・物質工学科では電磁気学を、電気・情報工学科では振動問題を学習する。特に力学、熱力学、電磁気学に関し
ては、物理量を微積分を用いて計算する手法を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

座学を中心に授業を展開する。主な参考書：砂川重信著「力学の考え方」「熱・統計力学の考え方」「電磁気学の考え
方」(岩波書店)

注意点
この授業で向上させて欲しい能力は(1)新しい概念を理解する能力(2)理解した内容を自分の表現で説明できる能力(3)基
本を例題とは幾分異なる系に適用できる能力です。試験問題もこの観点で作成します。(1)や(2)はできる ことを一度確
認すれば良いかもしれませんが、(3)は自分で考え手を動かしながら(できれば問題を予想しながら )式を立て計算しない
と身につきません。宿題等を通して独力でできるようになりましょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 物体の運動と力 物体の運動が変化するとき力が働くことを理解できる。
2週 ニュートン力学の基本 ニュートン力学の三法則を理解できる。
3週 加速度をともなわない運動 つり合いや等速度運動の運動方程式を理解できる。

4週 加速度をともなう運動I:重力場における質点の運動:落下と
投射

重力場におかれた質点について運動方程式を立てる方法と
、微積分を用いて解く方法を理解できる。

5週 加速度をともなう運動II:接触をともなう物体の運動:摩擦と
作用・反作用の法則

摩擦と垂直抗力がある場合の運動方程式の立て方を理解で
きる。作用・反作用の法則の当てはめ方を理解できる。

6週 保存則:運動量と運動エネルギー 物理量が保存される条件と何が保存されるかを理解できる
。

7週 (中間試験)
8週 二体問題:重心運動と相対運動 重心運動と相対運動の運動方程式の立て方を理解できる。
9週 剛体の回転:回転の運動方程式 剛体の運動方程式の立て方を理解できる。
10週 熱とは何か?:熱力学第一法則 熱力学第一法則の内容と、その数学的表現を理解できる。

11週 熱理学第一法則と状態方程式 準静的過程において第一法則と状態方程式を組み合わせる
方法を理解できる。

12週 熱伝導とは何か?:熱力学第二法則 熱力学第二法則の内容と、その数学的表現を理解できる。
13週 熱機関の解析モデル:カルノー機関 カルノー機関の各過程とそれらの数式表現を理解できる。

14週 第一法則と第二法則の適用 第一・二法則を簡単な過程に適用し計算する方法を理解で
きる。

15週 (期末試験)
16週 総復習

後期

1週 振動現象の物理モデル 振動現象の微分方程式を解く方法を理解できる。
2週 振動現象の基本モデルI:単振動 単振動を簡単な初期条件の下で解く方法を理解できる。
3週 振動現象の基本モデルII:減衰振動 減衰振動を簡単な初期条件の下で解く方法を理解できる。
4週 振動現象の基本モデルIII:強制振動 強制振動に定数変化法を適用する方法を理解できる。

5週 多体系の振動現象:連成振動 複数のバネと質点からなる系の運動方程式の立て方を理解
できる。
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6週 境界条件をともなう振動現象:弦の振動 弦の変位を初期条件と境界条件から求める方法を理解でき
る。

7週 (中間試験)
8週 電子と光:電子の発見と光電効果 電子の性質、光電効果と光量子仮説を理解できる。

9週 量子効果の特徴:粒子性と波動性 量子効果が現れる系の特徴、粒子性と波動性を理解できる
。

10週 物体の放つ光:黒体輻射と線スペクトル 物体の放つ光が持つ特徴を理解できる。
11週 ボーア模型:水素原子の線スペクトル ボーア模型を水素原子に適用する方法を理解できる。
12週 放射線と放射能 放射線と放射能の違いを理解できる。
13週 放射線の性質と検出 放射線の種類を挙げ、検出する方法を理解できる。
14週 放射線と安全 放射線防護において科学と他分野との関係を理解できる。
15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：杉江俊治・藤田政之共著「フィードバック制御入門」（コロナ社）　参考書：福島弘毅著「制御工学基礎論」
(丸善)，相良節夫著「基礎自動制御」(森北出版)，黒川一夫著「自動制御論」(コロナ社)　

担当者 関口 直俊
到達目標
 １．ラプラス変換を基礎とした伝達関数とブロック線図を説明できる。
 ２．制御系の応答特性と周波数特性を説明できる。
 ３．制御系の安定性とその評価法を説明できる。　
 ４．制御系の感度と定常偏差を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ラプラス変換を基礎とした伝達関
数とブロック線図を説明できる。

ラプラス変換を基礎とした伝達関
数とブロック線図を理解できる。

ラプラス変換を基礎とした伝達関
数とブロック線図を理解できない
。

評価項目2 制御系の応答特性と周波数特性を
説明できる。

制御系の応答特性と周波数特性を
理解できる。

制御系の応答特性と周波数特性を
理解できない。

評価項目3 制御系の安定性とその評価法を説
明できる。　

制御系の安定性とその評価法を理
解できる。　

制御系の安定性とその評価法を理
解できない。　

評価項目4 制御系の感度と定常偏差を説明で
きる。

制御系の感度と定常偏差を理解で
きる。

制御系の感度と定常偏差を理解で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
フィードバック制御の特性をラプラス変換による古典制御理論により解析し、制御系の特性の理解と設計の基礎を養う
。伝達関数表現、ブロック線図の表現、フィードバック系の応答と周波数特性、及びフィードバック系の安定性を学習
する。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、定期試験の成績80％、および演習、レポートなどの成績20％で行い、合計の成績が60点以上のものを合
格とする。
本教科では数学の計算力が必須であるから、数学に弱い人は数学の自主学習をするべきである。分からない点は、遠慮
なく質問に来ること。なお、本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目であ
る。
 講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定部分の予習をし
ておくこと。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 制御の概念 自動制御とフィードバック制御の概念・役割を説明できる
2週 ダイナミカルシステムの表現1 電気回路システムの微分方程式による表現を説明できる
3週 ダイナミカルシステムの表現2 物理，機械システムの微分方程式による表現を説明できる
4週 制御工学基礎［ラプラス変換1］ 複素数の復習、ラプラス変換の定義を説明できる
5週 制御工学基礎［ラプラス変換2］ 基本的な関数のラプラス変換を説明できる
6週 制御工学基礎［ラプラス変換3］ 各種ラプラス変換の性質を説明できる
7週 （中間試験）

8週 ラプラス変換による微分方程式の解法1 実システムに対するラプラス変換による表現法とその応答
解を説明できる

9週 ラプラス変換による微分方程式の解法2 微分方程式の解法とラプラス変換による解法との関連性を
説明できる

10週 ラプラス変換による微分方程式の解法3 実システムを表現する微分方程式の解法
11週 伝達関数 伝達要素の種類と伝達関数による表現を説明できる

12週 サーボモータの伝達関数 ＤＣサーボモータのブロック線図及び伝達関数表現を説明
できる

13週 ブロック線図とその等価変換1 ブロック線図による表現法を説明できる
14週 ブロック線図とその等価変換2 ブロック線図の簡単化を説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ダイナミカルシステムの過度応答 インパルス応答，ステップ応答を説明できる
2週 1次系の応答 1次系のラプラス変換法による応答解と時定数を説明できる

3週 2次系の応答 2次系のラプラス変換法による応答解と，自然周波数，減衰
係数，臨界制動を説明できる

4週 極と過度応答 伝達関数の実数極，共役複素極と過度応答の関係．過度応
答の特性を説明できる

5週 ダイナミカルシステムの安定性 システムにおける伝達関数の特性根と安定性の関係を説明
できる

6週 ラウスの安定判別法 ラウスの安定判別法を説明できる
7週 （中間試験）
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8週 フルヴィッツの安定判別法 フルヴィッツの安定判別法を説明できる

9週 フィードバック制御系の感度特性 パラメータの変動に対する感度，外乱に対する感度を説明
できる

10週 フィードバック制御系の定常特性1 目標値に対する定常特性，特に，定常偏差を説明できる
11週 フィードバック制御系の定常特性2 外乱に対する定常特性を説明できる
12週 フィードバック制御系の根軌跡1 根軌跡の性質を説明できる
13週 フィードバック制御系の根軌跡2 例題を通して，根軌跡を説明できる
14週 周波数応答 周波数応答と伝達関数を説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 演習 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気機器
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書： 「電気機器工学」　著者 前田勉他（コロナ社）参考書： 「よくわかる電気機器」　森本 雅之著（森北出版
）、「電気機器入門」　深尾正　監修(実教出版)など

担当者 成 慶珉
到達目標
１．変圧器，誘導機，同期機，直流機の基礎原理と基本的な特性を理解し，等価回路が作成でき、その特性を説明できる。
２．用途に応じて適切な電気機器、電動機の利用と選択ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

変圧器 変圧器の原理，構造，特性を説明
できる

変圧器の原理，構造，特性を理解
できる

変圧器の原理，構造，特性を理解
できない

直流機 直流機の原理，構造，特性を説明
できる

直流機の原理，構造，特性を理解
できる

直流機の原理，構造，特性を理解
できない

誘導機 誘導機の原理，構造，特性を説明
できる

誘導機の原理，構造，特性を理解
できる

誘導機の原理，構造，特性を理解
できない

同期機 同期機の原理，構造，特性を説明
できる

同期機の原理，構造，特性を理解
できる

同期機の原理，構造，特性を理解
できない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
本講義は、主に変圧器、直流機、誘導機、同期機を対象とした電気機器を理解するため、電磁気の基礎と三相交流を理
解したうえ、それぞれの電気機器の動作原理、構造、等価回路、特性等について学ぶ。本講義での電気機器とは、機械
エネルギーを電気エネルギーに変換する発電システム、変電システム、また電動力として利用されている機器である。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は，年間４回の定期試験の成績を80％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の
成績が60点以上の者を合格とする。

注意点

電力エネルギー分野における基礎科目である。パワーエレクトロニクスに関連する授業科目と併せて学ぶことによって
電気機器の制御方法をより確かなものとして身につけることが可能である。また，この教科は卒業後，電気主任技術者
の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
予習：教科書の内容に目を通しておく。
復習：講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を
予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電気機器工学のガイダンス 電気機器の種類，電気-機械エネルギー変換，電磁誘導と起
電力，電磁力

2週 電気機器の基礎事項 発電機作用と電動機作用
3週 磁性材料と磁気回路 磁気回路とインダクタンス
4週 磁化現象と損失 ヒステリシス特性、鉄損と銅損
5週 変圧器の原理 変圧器の原理と理想変圧器
6週 変圧器の等価回路 実際の変圧器と等価回路の作成
7週 中間試験
8週 等価回路定数の測定と短絡インピーダンス 無負荷試験、短絡試験、短絡インピーダンス
9週 変圧器の複数運転 各種結線方式、3相結線
10週 直流機の原理と構造 直流発電機・電動機の構造と動作原理
11週 直流機の理論 誘導起電力、トルク、電機子反作用
12週 直流機の回路表現と種類 直流機の種類ことの回路表現とその特性
13週 直流機の運転 始動、速度制御、制動
14週 直流機の損失、効率 損失と効率の計算
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 三相誘導機の原理 三相電流による回転磁界
2週 三相誘導機の原理と構造 同期速度、すべり、回転子の構造
3週 誘導機の等価回路 すべりによる等価回路と誘導起電力
4週 誘導機の回路定数 無負荷試験、拘束試験
5週 誘導機の簡易等価回路と特性 簡易等価回路による諸量、トルクと出力の計算
6週 誘導電動機の特性 すべりとトルク、最大トルクと出力、比例推移
7週 中間試験
8週 誘導電動機の運転 始動法、速度制御法、逆転、制動法
9週 同期発電機 同期発電機の原理と構造、誘導起電力
10週 同期発電機の等価回路 等価回路とフェーザ図
11週 同期発電機の等価回路 電機子反作用とベクトル図
12週 同期発電機の性能指標 無負荷誘導起電力、短絡曲線、短絡比、単位法、出力
13週 同期電動機 同期電動機との種類と特性
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14週 電気機器の応用 パワーエレクトロニクスによる電動機駆動
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：高遠 節夫 他著 「新訂 応用数学」(大日本図書) 岡本 和夫 著「新版　確率統計」（実教出版） 参考書
：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院）

担当者 越野 克久
到達目標
１.複素数の性質、複素関数の正則性とコーシー・リーマン関係式との関係を理解する。
２.コーシーの積分定理を理解し、複素積分の計算に習熟する。
３.確率の基本概念を理解する。
４.平均・分散・標準偏差の概念を理解する。
５.検定、推定の概念を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 複素関数の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目2 確率統計の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 将来技術者を目指す学生に必要な複素解析の初歩を、それまで学んだ微分積分の復習・発展の観点から学ぶ。

自然科学や工学における数理科学的分析手法の１つである確率・統計の初歩を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点
本科１年生から３年生までに学習した内容を既知とする。特に、微分・積分や順列組み合わせの計算方法についてはし
っかりと復習しておいて下さい。講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で
示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 複素数と複素平面 複素数の四則演算、複素平面と極形式、ド・モアブルの定
理が理解できる。

2週 複素関数 複素変数の指数関数、三角関数、１次分数変換が理解でき
る。

3週 正則関数（１） 正則関数、正則関数の微分公式、コーシー・リーマンの関
係式が理解できる。

4週 正則関数（２） 等角写像、逆関数、べき関数、対数関数が理解できる。
5週 複素積分（１） 複素積分の定義と性質理解できる。
6週 複素積分（２） 複素積分の計算ができる。
7週 （中間試験）
8週 コーシーの積分定理 コーシーの積分定理が理解できる。
9週 コーシーの積分表示 コーシーの積分表示の積分計算への応用ができる。
10週 数列と級数 べき級数、収束半径が理解できる。
11週 関数の展開 孤立特異点が理解でき、テイラー展開ができる。
12週 ローラン展開 ローラン展開ができる。
13週 孤立特異点と留数 極、真性特異点、留数が理解でき、留数の計算ができる。
14週 留数の計算、留数定理 留数の計算、留数定理の定積分への応用ができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 事象と確率、確率の基本性質 試行と事象、事象の確率、和事象と積事象、排反事象、確
率の加法定理ができる。

2週 独立試行とその確率 和事象の確率、余事象の確率、独立な試行が理解できる。

3週 反復試行とその確率、条件付き確率 反復試行の確率、乗法定理、事象の独立と従属が理解でき
る。

4週 いろいろな確率の計算、データの整理 ベイズの定理、事後確率、事前確率、度数分布、ヒストグ
ラムが理解できる。

5週 代表値、分散と標準偏差 相対度数、累積度数、平均値、中央値、最頻値、偏差と分
散、標準偏差、仮平均が理解できる。

6週 相関係数 散布図、共分散、相関係数、回帰曲線が理解できる。
7週 （中間試験）
8週 確率変数と確率分布（１） 確率分布、確率変数の平均・標準偏差が理解できる。

9週 確率変数と確率分布（２） 確率変数の１次式の平均・分散・標準偏差、独立な確率変
数が理解できる。

10週 二項分布、正規分布 二項分布の平均・分散・標準偏差、連続分布、ヒストグラ
ムが理解できる。
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11週 正規分布 確率密度関数、正規分布曲線、確率変数の標準化、二項分
布と正規分布の関係が理解できる。

12週 母集団と標本 標本調査、無作為抽出、母集団分布、標本平均の平均と標
準偏差、標本平均の分布が理解できる。

13週 統計的推測 母平均の推定、信頼区間、母比率の推定が理解できる。

14週 仮説の検定 母平均の検定、有意水準（危険率）、棄却域、母比率の検
定が理解できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：電磁気学Ⅰで使用した教科書　参考書：安達三郎,大貫繁雄「電気磁気学」(森北出版),前田和茂,小林俊雄「電磁
気学」(森北出版),大田昭男「新しい電磁気学」(培風館)

担当者 三宅 晶子
到達目標
1.物質における静電現象を理解し、その説明や基本問題の計算ができる。
2.物質における静磁気現象を理解し、その説明や基本問題の計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 物質における静電現象を理解し、
その説明や応用計算ができる。

物質における静電現象を理解し、
その説明や基本計算ができる。

物質における静電現象を理解でき
ない。

評価項目2 物質における静磁気現象を理解し
、その説明や応用計算ができる。

物質における静磁気現象を理解し
、その説明や基本計算ができる。

物質における静磁気現象を理解で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 3年次の「電磁気学I」では、真空中における静電界や静磁界について学んだ。本科目では、これらの知識を基に物質に

おける静電現象や静磁気現象について学習する。

授業の進め方と授業内
容・方法

教科書や講義スライドを用いた講義と、グループワーク形式での演習を組み合わせた授業を行う。
自ら演習問題に取り組み、電磁気現象に関するイメージを持つこと。電磁気現象を数式で表現するので、関数の微分・
積分を自由自在に行えることが電磁気学を理解できるための第一段階である。

注意点
3年次で学んだ「電磁気学I」を良く復習すること。
次回の講義内容を予習して受講すること。また、講義ノートの内容を見直し、指示された例題や演習問題を解いておく
こと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 静電界に関する基本 点電荷が作る電気力線、静電誘導を説明できる
2週 導体系と静電容量：帯電導体の電界と電位 帯電導体における電界と電位の性質を説明できる

3週 導体系と静電容量：静電容量(1) 同心導体球における電界と電位、及び静電容量を説明でき
る

4週 導体系と静電容量：静電容量(2) 同軸導体系における電界と電位、及び静電容量を説明でき
る

5週 導体系と静電容量：導体系の静電エネルギー（1） 導体系に蓄えられる静電エネルギーを説明できる
6週 導体系と静電容量：導体系の静電エネルギー（2） 導体系に蓄えられる静電エネルギーを計算できる
7週 （中間試験）
8週 誘電体：誘電体の誘電率（1） 分極現象、誘電率、電気感受率を説明できる
9週 誘電体：誘電体の誘電率（2） 分極現象、誘電率、電気感受率を計算できる
10週 誘電体：分極と電束密度（1） 電気双極子モーメント,分極電荷,電束密度を説明できる
11週 誘電体：分極と電束密度（2） 電気双極子モーメント,分極電荷,電束密度を計算できる

12週 誘電体：誘電体界面における境界条件 誘電体界面における電界及び電束密度の境界条件を説明で
きる

13週 誘電体：誘電体の静電エネルギー 誘電体に蓄えられる静電エネルギーを説明できる
14週 誘電体：仮想変位と力 誘電体に蓄えられる静電エネルギーによる力を計算できる
15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの復習とまとめ

後期

1週 磁性体：磁性体の種類 磁化率、透磁率、磁性体の種類を説明できる
2週 磁性体：磁化の起源（1） 磁気双極子モーメントを説明できる
3週 磁性体：磁化の起源（2） 磁気双極子モーメントを計算できる

4週 磁性体：磁性体界面における境界条件 磁性体界面における磁界と磁束密度の境界条件を説明でき
る

5週 磁性体：強磁性体の性質（1） 強磁性体の磁化,磁気ヒシテリシスを説明できる
6週 磁性体：強磁性体の性質（2） 強磁性体の磁化を計算できる
7週 （中間試験）
8週 インダクタンス：インダクタンスの計算(1) 同軸円筒導体自己インダクタンスの計算を説明できる
9週 インダクタンス：インダクタンスの計算(2) 平行導線の自己インダクタンスの計算を説明できる

10週 インダクタンス：相互インダクタンスと相反定理 相互インダクタンスについて理解し、計算ができる。相反
定理について理解する。

11週 静磁場のエネルギー：静磁場のエネルギー 静磁場のエネルギーを計算できる。
12週 静磁場のエネルギー：静電場の微分形式 微分形式による静電場の法則の表現を理解する。
13週 静電場のエネルギー：Poissonの方程式（1）　 Poissonの方程式を説明できる
14週 静電場のエネルギー：Poissonの方程式（2） Poissonの方程式を導出できる
15週 （期末試験）

4 － 108



16週 総復習 これまでの復習とまとめ
評価割合

試験 確認テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 伝送回路
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：遠藤　勲、鈴木　靖「電気回路II」（コロナ社）、 参考書：武部　幹「回路の応答」（コロナ社）
担当者 皆藤 新一
到達目標
１．２端子対回路の各種パラメータを求めることができ、それらを用いて各種伝送量の計算ができること。
２．電気回路の過渡現象を、微分方程式を解くことで説明でき、物理的な解釈ができること。
３．分布定数回路における電信方程式を解くことができ、その結果を解釈できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
２端子対回路の各種パラメータを
求めることができ、それらを用い
て各種伝送量を求めることができ
る。

簡単な２端子対回路の各種パラメ
ータを求めることができ、それら
を用いて各種伝送量を求めること
ができる。

２端子対回路の各種パラメータを
求めることができ、それらを用い
て各種伝送量を求めることができ
ない。

過渡現象を微分方程式を解くこと
で説明でき、物理的な解釈ができ
る。

簡単な回路に対して過渡現象を微
分方程式を解くことで説明でき、
物理的な解釈ができる。

過渡現象を微分方程式を解くこと
で説明できない。

分布定数回路における電信方程式
を解くことができ、その結果を解
釈できる。

簡単な分布定数回路における電信
方程式を解くことができ、その結
果を解釈できる。

分布定数回路における電信方程式
を解くことがでない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ３年次までに学んだ電気回路の知識を基礎として、電気通信および情報伝送などの学問の基礎となる２端子対回路、過

渡現象、および分布定数回路の取り扱いを学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

・２端子対回路では行列と行列式、逆行列、過渡現象では線形微分方程式の解法、分布定数回路では、偏微分及び微分
方程式について予習しておくこと。
・毎回与えられる課題を中心に講義ノートを見直すことで復習すること。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．ループ方程式と節点方程式 ループ方程式と節点方程式の復習

2週
２．２端子対回路
(1)２端子対回路の行列表現
(2)Y行列

２端子対回路の行列表現としてのY行列と各要素を求める方
法、可逆の定理を理解する。

3週 (3)Z行列 Z行列の定義と各要素を求める方法を理解する。
4週 (4)その他の行列表 F、H行列の定義と各要素を求める方法を理解する。
5週 (5)２端子対回路の接続 ２端子対回路の直列、並列接続を理解する。

6週 ２端子対回路の縦続接続、直並列接続・並直列接続を理解
する。

7週 前期中間試験

8週 ３．信号伝送と２端子対回路
(1)伝送回路

伝送回路と２端子対回路の関係を理解し、伝送回路を表す
量として何が用いられるかを理解する。

9週 (2)入力インピーダンス・出力インピーダンス
入力インピーダンス、出力インピーダンスとは何かを理解
し、それらを各種パラメータを用いて求められるようにす
る。

10週 (3)伝送係数 伝送係数と伝送量とは何かを理解する。また、電圧伝送係
数、電流伝送係数の定義と求め方を習得する。

11週
最大電力供給条件と反射係数を理解し、電力の伝送係数と
して
の動作伝送係数と反響伝送係数の定義と求め方を習得する
。

12週 Sパラメータの定義と求め方を習得する。

13週 ４．電気回路の過渡現象
(1)過渡現象と微分方程式

定数係数線形微分方程式の解法の復習と回路の過渡現象へ
の応用

14週 (2)RL直列回路 RL直列回路に電源を印加したときの微分方程式、初期条件
、時定数などを通してRL直列回路の過渡現象を理解する。

15週 前期期末試験
16週 これまで学んだことの総復習

後期

1週 RL直列回路から電源を除去したときの過渡現象を理解する
。

2週 (3)ＲＣ直列回路 RC直列回路の過渡現象を理解する。
3週 (4)ＲＬＣ直列回路 RLC直列回路の過渡現象を理解する。
4週 (5)交流回路の過渡現象 簡単な回路の交流過渡現象の解法を理解する。

5週 (6)電荷量不変の理と磁束鎖交数不変の理 特殊な回路に対して初期条件を得るための電荷量不変の理
と磁束鎖交数不変の理を理解する。

6週 ５．分布定数回路
(1)分布定数回路の基本式

分布定数回路の基本式を導き、基本式から電信方程式に至
る過程を理解する。
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7週 後期中間試験

8週 (2)無損失線路と波動方程式
無損失線路における電信方程式が波動方程式になることを
理解し、その一般解であるダランベールの解の意味を理解
する

9週 (3)線路の不連続点と反射 線路の不連続点で起こる反射と透過を理解し、無損失線路
の反射係数や透過係数の求め方を理解する。

10週 (4)正弦波定常状態 正弦波定常状態に対する複素形式の基本式と電信方程式を
理解する。

11週 正弦波定常状態を扱う際の伝搬定数と特性インピーダンス
の意味を理解する。

12週 有限長伝送線路の取り扱い方と任意の位置での入力インピ
ーダンス、多重反射について理解する。

13週 (5)無損失線路の正弦波定常状態 有限長無損失線路の反射係数、定在波の発生を理解し、反
射係数と定在波比との関係を理解する。

14週
いくつかの終端インピーダンスに対する電圧、電流の定在
波分布と任意の位置でのインピーダンスの変化を理解する
。
スミスチャートの紹介

15週 後期期末試験
16週 これまで学んだことの総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子回路Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 配布資料
担当者 高安 基大
到達目標
1. ダイオードとトランジスタの動作特性が説明できる。
2. ダイオードによる整流回路の動作が説明できる。
3. トランジスタのバイアス回路と増幅の原理が説明できる。
4. 演算増幅器を用いた基本増幅回路と演算回路が説明できる。
5. 基本発振回路の動作が説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
ダイオードとトランジスタの動作
特性

ダイオードとトランジスタの動作
特性が説明できる。

ダイオードとトランジスタの動作
特性が理解できる。

ダイオードとトランジスタの動作
特性が理解できない。

ダイオードによる整流回路 ダイオードによる整流回路の動作
が説明できる。

ダイオードによる整流回路の動作
が理解できる。

ダイオードによる整流回路の動作
が理解できない。

トランジスタのバイアス回路と増
幅の原理

トランジスタのバイアス回路と増
幅の原理が説明できる。

トランジスタのバイアス回路と増
幅の原理が理解できない。

トランジスタのバイアス回路と増
幅の原理が理解できない。

演算増幅器 演算増幅器を用いた基本増幅回路
と演算回路が説明できる。

演算増幅器を用いた基本増幅回路
と演算回路が理解できる。

演算増幅器を用いた基本増幅回路
と演算回路が理解できない。

発振回路の動作原理と特徴 基本発振回路の動作が説明できる
。

基本発振回路の動作が理解できる
。

基本発振回路の動作が理解できな
い。

回路シミュレータによる計算 SPICEを用いて様々な回路の計算
ができ、説明ができる。

SPICEを用いて様々な回路の計算
ができる。

SPICEを用いて回路の計算ができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
第３学年で学んだ電子回路Ⅰをもとに、コンピュータによる電子回路シミュレータ（SPICE）を用いて各種半導体素子と
電子回路の動作原理を学ぶ。シミュレーションではDC、AC、過渡解析の解析方法を学び、自ら電子回路を解析できる能
力を養う。回路では、ダイオードによる整流回路とトランジスタによる基本増幅回路をシミュレーションする。さらに
演算増幅による増幅回路と基本的な演算回路を計算し、最後に発振回路の動作原理を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

コンピュータ室での回路シミュレータによる実習をベースにし、その上教室での理論説明などの座学を行う。実習では
与えられた電子回路をSPICEを通して解析でき、その結果と課題をワードなどの文章でまとめ、提出する。

注意点 実習において、毎回課題が提示され、次週にまでまったものを提出することになる。学修単位であるため、授業時間内
に終わらない課題は自学自習を行うこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電子回路シミュレータの紹介 電子回路シミュレータの必要性を理解する

2週 SPICEのインストールと回路図作成 回路図エディタ上で各素子や電源の配置と配線が作成でき
、素子パラメータが入力できる

3週 受動素子RLC回路によるシミュレーション 電源とRLC回路によるDC、AC解析ができる

4週 受動素子RLC回路による過渡解析ができ、DC,AC,過渡解析
の結果をまとめ報告できる

5週 ダイオードの特性 整流用、ツェナーダイオードのVI特性を理解する
6週 トランジスタ BJTとMOSFETの特性を理解する
7週 中間試験
8週 整流回路 ダイオードによる半波整流回路の設計と計算ができる
9週 ダイオードによる全波整流回路の設計と計算ができる
10週 トランジスタの特性 各トランジスタの静特性を求めることができる

11週 トランジスタの種類と動作原理が理解でき、定常特性が計
算できる

12週 バイポーラ接合型トランジスタのバイアス方式を理解する
13週 エミッタ接地増幅回路の設計と特性の計算ができる
14週 エミッタ接地増幅回路の周波数特性を理解する
15週 期末試験
16週 総復習 これまでのまとめ

後期

1週 増幅回路 電流帰還増幅回路の設計と特性の計算できる
利得、周波数特性を理解する

2週 電力増幅回路 電力増幅回路の設計と特性を理解する
3週 差動増幅回路 差動増幅回路の基本動作を理解する
4週 差動増幅回路による演算増幅器の動作原理を理解する
5週 演算増幅器 演算増幅器のオペアンプIC動作を理解する

6週 演算増幅器の等価回路を理解し、反転増幅回路を理解する
。

7週 中間試験
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8週 演算増幅器による非反転増幅回路、ユニットゲイン回路、
加算、減算回路を理解する

9週 演算増幅器による積分回路、不完全微分回路、コンパーレ
タ回路、PWM変調を理解する

10週 発振回路 増幅器による発振回路の動作原理との発振条件を理解する

11週 ハートレー回路やコルピッツ回路の各種発振回路の動作と
特徴を理解する

12週 RC発振器の発振条件を理解する。進み位相形発振回路の動
作を理解する

13週 遅れ位相形発振回路の動作を理解する
14週 Wine　Bridge　発振回路を理解する
15週 期末試験
16週 総復習 これまでのまとめ

評価割合
定期試験 課題 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 60 40 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 コンピュータ工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：田丸　啓吉「論理回路の基礎」（工学図書）、参考書：南谷　崇「論理回路の基礎」（サイエンス社）
担当者 吉成 偉久
到達目標

1. コンピュータで扱う数の体系を理解し，論理関数の簡単化を説明できること。
2. 順序回路の設計を説明できること。
3. 加減算回路の仕組みを説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
コンピュータで扱う数の体系を理
解し，論理関数の簡単化を説明で
きること。

コンピュータで扱う数の体系を理
解し，論理関数の簡単化を理解で
きること。

コンピュータで扱う数の体系を理
解し，論理関数の簡単化を理解で
きない。

評価項目2 順序回路の設計を説明できること
。

順序回路の設計を理解できること
。 順序回路の設計を理解できない。

評価項目3 加減算回路の仕組みを説明できる
こと。

加減算回路の仕組みを理解できる
こと。

加減算回路の仕組みを理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 コンピュータのハードウェアの基礎的な部分の理解を目的とする。まずは，数の体系や論理関数の簡単化および順序回

路の設計方法を学習していく。さらに，加減算回路を学習していく。

授業の進め方と授業内
容・方法

前期の成績の評価は，中間試験と期末試験の平均点で行う。
後期の成績の評価は，中間試験と期末試験の平均点で行う。
通年の成績は前期と後期成績の平均点とし，この成績が60点以上の者を合格とする。
ただし，教科書中の指定した演習問題を解いた自学ノートの提出を義務づける。未提出の場合は不合格とする。

注意点
ハードウェアの学習であるから、２年次に履修した「ディジタル回路」を復習すること。なお，本教科は，卒業後，電
気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
予習・復習については、講義で配布した資料を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示し
た次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 数の体系 数の体系を理解する。 数の体系を理解する。
2週 論理関数の簡単化（１） カルノー図による方法を理解する。
3週 論理関数の簡単化（２） クワイン・マクラスキーの方法を理解する。（基本編）
4週 論理関数の簡単化（３） クワイン・マクラスキーの方法を理解する。（応用編）
5週 順序論理回路（１） 状態遷移図と状態遷移表の作成方法を理解する。
6週 順序論理回路（２） 状態遷移図の簡単化を理解する。
7週  （中間試験）
8週  順序論理回路（３） フリップ・フロップの基礎を理解する。
9週  順序論理回路（４）  SR FFを理解する。
10週  順序論理回路（５）  T FFを理解する。
11週 順序論理回路（６）  JK FFを理解する。
12週 順序論理回路（７）  D FFを理解する。
13週 順序論理回路（８）  応用方程式を理解する。
14週  順序論理回路（９）  入力方程式を理解する。
15週 （期末試験）
16週  総復習

後期

1週 レジスタ  各種レジスタを理解する。
2週 シフト・レジスタ シフト・レジスタを理解する。
3週 ２進計数回路 カウンタの基本を理解する。
4週 直列型同期２進計数回路 同期式計数回路を理解する。
5週 n進計数回路 n進計数回路を理解する。
6週 可逆計数回路 可逆計数回路を理解する。
7週  （中間試験）
8週 ２進数の加減算（１） 符号付き２進数と桁移動を理解する。
9週 ２進数の加減算（２） ２進数の加減算を理解する。
10週 ２進加算回路（１） 直列加算回路と並列加算回路を理解する。
11週 ２進加算回路（２） 桁上げ先見加算回路の基本を理解する。
12週 ２進加算回路（３） ４ビット桁上げ先見発生回路を理解する。
13週 ２進加算回路（４） 16ビット高速加算回路を理解する。
14週 10進加算回路 10進加算回路を理解する。
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15週 （期末試験）
16週  総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報処理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 2

教科書/教材 教科書：堀之内，酒井，榎園共著　「ANSI Cによる数値計算法　第2版」　（森北出版）　 参考書：B．W．カーニハ
ン，D．M．リッチー共著，石田晴久訳「プログラミング言語C第2版」（共立出版）

担当者 丸山 智章
到達目標
コンピュータのプログラムによって各種方程式，補間や曲線の当てはめ，数値積分ができ，簡単な微分方程式を解けるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 各種数値計算法の手順や特長を理
解している 各種数値計算法の手順が分かる 各種数値計算法の手順が分からな

い

評価項目２ 数値計算法のプログラムの内容が
理解でき、書き換えられる

数値計算法のプログラムの動作を
追う事ができる

数値計算法のプログラムの内容が
理解できないため、動作を追う事
ができない

評価項目３ 各種公式等を用いた数値計算がで
きる 各種公式について知っている 各種の公式が分からないため、計

算ができない
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 C言語による演習を通して，コンピュータによる数値計算法を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

各種計算法のアルゴリズムを中心に授業を行なうので，C言語によるプログラミングについて理解しておくこと。
なお，本教科は，卒業後，電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 C言語の復習 C言語によるプログラミングの復習
2週 方程式 二分法、ニュートン法について理解する

3週 連立1次方程式 上三角型連立１次方程式の解法、ガウスの消去法について
理解する

4週 補間法 ラグランジュの補間法について理解する
5週 曲線のあてはめ（１） スプライン関数について理解する
6週 曲線のあてはめ（２） 最小２乗法について理解する
7週 （中間試験）
8週 数値積分（１） 台形公式、シンプソンの公式について理解する
9週 ルジャンドル多項式 ルジャンドル多項式について理解する
10週 数値積分（２） ガウス型積分公式について理解する
11週 微分方程式（１） オイラー法やオーダー記法について理解する
12週 微分方程式（２） ルンゲ・クッタ公式について理解する
13週 偏微分方程式 微分方程式の、差分近似による数値解法を理解する
14週 総合演習
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 60 40 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 60 40 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子情報工学実験
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 電子情報工学実験テキスト（配布プリント）
担当者 村田 和英,蓬莱 尚幸,市毛 勝正,弥生 宗男,澤畠 淳二,小飼 敬
到達目標
1. 実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2. 実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3. 実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4. コンピュータを用い情報を収集したりデータを分析したりすることができる。
5. 与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
6. 自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
7. 討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解し、習得することができる
。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
することができる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
することができない。

評価項目2
実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解し、説明するこ
とができる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解することができ
る。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解することができ
ない。

評価項目3
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察すること
ができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察すること
ができない。

評価項目4
コンピュータを用い情報を収集し
、データを分析することができる
。

コンピュータを用いデータを分析
することができる。

コンピュータを用いデータを分析
することができない。

評価項目5
与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組むことができる
。

与えられた制約の下で、問題解決
に取り組むことができる。

与えられた制約の下で、問題解決
に取り組むことができない。

評価項目6
自らの考えを論理的に記述し、定
められた期限内に報告書を提出す
ることができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができない。

評価項目7 十分な討議やコミュニケーション
を行うことができる。

簡単な討議やコミュニケーション
を行うことができる。

簡単な討議やコミュニケーション
を行うことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
電気・電子工学、情報工学に関する原理、法則を単なる観念的理解にとどめず、実験によって体得する。実験方法、報
告書の作成、基礎的事項の習得およびPBLを通じて自ら問題を発掘すること等に重点を置き、将来の技術者としての基礎
学力と問題解決能力を養うことを目的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

実験テーマ（１）～（５）は５グループに分かれて各実験テーマを2週で行う。PBLは１つのテーマを12週行う。ガイダ
ンスは前期初めに、検討・まとめは実験テキストの日程表にしたがって行う。
関数電卓、方眼紙、記録ノート等を用意すること。事前に各実験テーマの内容を調べて実験に臨み、測定・記録等の役
割を固定せずに各人が積極的に様々な経験を積むこと。

注意点 提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内にレポートが
提出されなかった場合はレポートの評価を減点する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス（1週） 各実験テーマについて、実験目的や実験の基礎的な理論、
実験の注意点を理解する。

2週 帰還増幅器・高域補償増幅器（2週） 帰還増幅器および高域補償増幅器の理論と特性を理解する
。

3週 IC演算増幅器と応用回路（2週） 演算増幅器の基本的な動作特性と応用回路について理解す
る。

4週 線形回路のパルス応答（2週） 線形回路より出力されるパルス波形の概念を把握する。

5週 プログラミング演習I（2週） 2次元データを整理して、相関係数や回帰曲線を求めるプロ
グラミングについて理解する。

6週 プログラミング演習II（2週） スクリプト言語の基礎と応用例を、実験を通して理解する
。

7週 PBL：学校生活の問題を解消するシステムの開発（12週）
マイコンとセンサーを利用し、小型情報端末と連携するシ
ステム、および、自立的に動作するシステムの設計・開発
を行う。

8週 検討・まとめ（7週）
9週
10週
11週
12週
13週
14週
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15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 課題研究
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 必修
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 中屋敷 進,蓬莱 尚幸,村田 和英,市毛 勝正,山口 一弘,弘畑 和秀,滝沢 陽三,小飼 敬,弥生 宗男,松崎 周一,澤畠 淳二
到達目標
与えられた課題を解決し、その成果をレポートにまとめ、それを説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
計画を立案し、課題に積極的に取
り組むがことができる。 課題に取り組むことができる 課題に取り組むことができない。

成果をわかりやすく記述できる。 成果を記述できる。 成果を記述できない。
成果をわかりやすく発表できる。 成果を発表できる。 成果を発表できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 5年生の「卒業研究」に必要な基礎的素養を身につけるために、各研究室で課題に取り組むための必要な基礎知識や課題

に対する取り組み方を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 ガイダンス時に各研修室への配属を行い、各研究室ごとにスケジュールや課題内容が提示されます。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス（研究室配属）

2週 ・情報サービスの継続的改善及び情報ネットワークの高信
頼化にかかる研究（中屋敷）

3週

・強化学習に関する研究（強化学習についての理解と応用
についての調査）（村田）
・MPIに関する研究（MPIの理解と応用についての調査
）（村田）
・ソフトウェア開発（村田）

4週
・ソフトウェア工学（蓬莱）
・情報検索（蓬莱）
・ケモ/バイオインフォマティクス（蓬莱）
・ソフトウェア一般（蓬莱）

5週 ・音響信号（音声、音楽等）、画像処理など（市毛）
・センサによる信号処理（市毛）

6週 ・磁性薄膜の物性評価（山口）

7週
・巡回セールスマン問題、最短経路問題、最適化問題に関
する研究（弘畑）
・グラフ理論・組合せ論に関する研究（弘畑）

8週 ・ソフトウェア開発（弘畑）

9週 ・ソフトウェア開発方法論および関連技術に関する研究
（滝沢）

10週
・フォトニック結晶応用デバイスの形成（弥生）
・フォトニック結晶の光伝搬のシミュレーション計算（弥
生）

11週 ・電力センサネットワークの検討（弥生）

12週 ・感性工学分野（松崎）
・人工生命・ソフトコンピューティング分野（松崎）

13週
・初学者向けソフトウェア開発支援に関する研究（小飼）
・ソフトウェア設計におけるモデル検証に関する研究（小
飼）

14週 ・透明導電膜への応用を目指した半導体薄膜の作製と評価
等（澤畠）

15週 成果発表会
16週 まとめ

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 119



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書:プリントを適宜配布
担当者 三橋 和彦
到達目標
力学:質点の運動を微積分を用いて計算できる。保存則を適用できる。剛体の回転運動を定式化できる。
熱力学:第一法則と第二法則を説明できる。微積分を用いて熱力学量の計算ができる。熱機関の効率を計算で きる。
振動:減衰振動の運動方程式を立てて解くことができる。強制振動に定数変化法を適用できる。
前期量子論・放射線:量子効果を説明できる。放射線防護において科学とそれ以外の諸問題を区別できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

複数の物体の並進や回転運動を取
り扱うことができる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てて、初期条件
の下で解くことができる。保存則
を簡単な系に適用できる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てることができ
ない。

熱力学の法則を文章と式を用いて
説明できる。物理量の計算に法則
を適用できる。

第一・二法則を説明できる。法則
を簡単な過程に適用できる。熱機
関の効率を計算で きる。

法則を説明できない。熱効率が計
算できない。

ガウスの法則やビオ-サヴァールの
法則と微積分を用いて電場や磁場
を計算できる。

簡単な系にガウスの法則やビオ-サ
ヴァールの法則を適用して電場や
磁場の計算ができる。

簡単な系の電場や磁場を計算でき
ない。

簡単な量子系(光電効果など)を式
を用いて説明できる。放射線の影
響を科学的に論じることができる
。

量子効果を説明できる。放射線防
護の基準を概説できる。

量子現象を説明できない。放射線
の単位を書けない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
高等教育で学ぶ物理学の中で、力学、熱力学、前期量子論、放射線の各分野を学習する。また各学科の専門性を考慮し
、機械・物質工学科では電磁気学を、電気・情報工学科では振動問題を学習する。特に力学、熱力学、電磁気学に関し
ては、物理量を微積分を用いて計算する手法を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

座学を中心に授業を展開する。主な参考書：砂川重信著「力学の考え方」「熱・統計力学の考え方」「電磁気学の考え
方」(岩波書店)

注意点
この授業で向上させて欲しい能力は(1)新しい概念を理解する能力(2)理解した内容を自分の表現で説明できる能力(3)基
本を例題とは幾分異なる系に適用できる能力です。試験問題もこの観点で作成します。(1)や(2)はできる ことを一度確
認すれば良いかもしれませんが、(3)は自分で考え手を動かしながら(できれば問題を予想しながら )式を立て計算しない
と身につきません。宿題等を通して独力でできるようになりましょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 物体の運動と力 物体の運動が変化するとき力が働くことを理解できる。
2週 ニュートン力学の基本 ニュートン力学の三法則を理解できる。
3週 加速度をともなわない運動 つり合いや等速度運動の運動方程式を理解できる。

4週 加速度をともなう運動I:重力場における質点の運動:落下と
投射

重力場におかれた質点について運動方程式を立てる方法と
、微積分を用いて解く方法を理解できる。

5週 加速度をともなう運動II:接触をともなう物体の運動:摩擦と
作用・反作用の法則

摩擦と垂直抗力がある場合の運動方程式の立て方を理解で
きる。作用・反作用の法則の当てはめ方を理解できる。

6週 保存則:運動量と運動エネルギー 物理量が保存される条件と何が保存されるかを理解できる
。

7週 (中間試験)
8週 二体問題:重心運動と相対運動 重心運動と相対運動の運動方程式の立て方を理解できる。
9週 剛体の回転:回転の運動方程式 剛体の運動方程式の立て方を理解できる。
10週 熱とは何か?:熱力学第一法則 熱力学第一法則の内容と、その数学的表現を理解できる。

11週 熱理学第一法則と状態方程式 準静的過程において第一法則と状態方程式を組み合わせる
方法を理解できる。

12週 熱伝導とは何か?:熱力学第二法則 熱力学第二法則の内容と、その数学的表現を理解できる。
13週 熱機関の解析モデル:カルノー機関 カルノー機関の各過程とそれらの数式表現を理解できる。

14週 第一法則と第二法則の適用 第一・二法則を簡単な過程に適用し計算する方法を理解で
きる。

15週 (期末試験)
16週 総復習

後期

1週 振動現象の物理モデル 振動現象の微分方程式を解く方法を理解できる。
2週 振動現象の基本モデルI:単振動 単振動を簡単な初期条件の下で解く方法を理解できる。
3週 振動現象の基本モデルII:減衰振動 減衰振動を簡単な初期条件の下で解く方法を理解できる。
4週 振動現象の基本モデルIII:強制振動 強制振動に定数変化法を適用する方法を理解できる。

5週 多体系の振動現象:連成振動 複数のバネと質点からなる系の運動方程式の立て方を理解
できる。
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6週 境界条件をともなう振動現象:弦の振動 弦の変位を初期条件と境界条件から求める方法を理解でき
る。

7週 (中間試験)
8週 電子と光:電子の発見と光電効果 電子の性質、光電効果と光量子仮説を理解できる。

9週 量子効果の特徴:粒子性と波動性 量子効果が現れる系の特徴、粒子性と波動性を理解できる
。

10週 物体の放つ光:黒体輻射と線スペクトル 物体の放つ光が持つ特徴を理解できる。
11週 ボーア模型:水素原子の線スペクトル ボーア模型を水素原子に適用する方法を理解できる。
12週 放射線と放射能 放射線と放射能の違いを理解できる。
13週 放射線の性質と検出 放射線の種類を挙げ、検出する方法を理解できる。
14週 放射線と安全 放射線防護において科学と他分野との関係を理解できる。
15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気回路Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：吉岡芳夫・作道訓之 共著「過渡現象の基礎」(森北出版)
担当者 弥生 宗男
到達目標
１．微分方程式を用いて、電気回路の過渡応答を計算できること。
２．Laplace変換を用いて、電気回路の過渡応答を計算できること。
３．電気回路の過渡応答の特徴を説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

1 微分方程式による解法 過渡応答について微分方程式を用
いて計算できる。

基本的な過渡応答について微分方
程式を用いて計算できる。

過渡応答について微分方程式を用
いて計算できない。

2 Laplace変換による解法 過渡応答についてLaplace変換を用
いて計算できる。

基本的な過渡応答について
Laplace変換を用いて計算できる。

過渡応答についてLaplace変換を用
いて計算できない。

3 過渡応答 電気回路の過渡応答についてその
特徴を理解し説明できる。

電気回路の過渡応答についてその
特徴を理解しする。

電気回路の過渡応答についてその
特徴を理解し説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 微分方程式とLaplace変換を用いて、電気回路の過渡応答を解析し、回路の特徴を解説する。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
「応用数学 I」と「電子情報応用数学」を受講しておくこと。
電気回路の知識、線形微分方程式の解法、Laplace変換を習得していることを前提として講義はスタートすることに要注
意。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予
習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 過渡応答とは 過渡応答の概要をつかみ、抵抗、インダクタ、キャパシタ
において成立する基本式を説明できる。

2週 RL回路の直流応答（１） RL回路の直流応答を微分方程式を用いて計算できる。
3週 RL回路の直流応答（２） RL回路の直流応答の特徴を説明できる。
4週 RC回路の直流応答（１） RC回路の直流応答を微分方程式を用いて計算できる。
5週 RC回路の直流応答（２） RC回路の直流応答の特徴を説明できる。

6週 単エネルギー回路の直流応答 単エネルギー回路の直流応答を微分方程式を用いて計算で
きる。

7週 （中間試験）

8週 RL回路の交流応答 RL回路の交流応答を微分方程式を用いて計算し、その応答
の特徴を説明できる。

9週 RC回路の交流応答 RC回路の交流応答を微分方程式を用いて計算し、その応答
の特徴を説明できる。

10週 RLC回路の直流応答（１） RLC回路の直流応答を微分方程式を用いて計算できる。
11週 RLC回路の直流応答（２） RLC回路の直流応答の特徴を説明できる。

12週 複エネルギー回路の直流応答 複エネルギー回路の直流応答を微分方程式を用いて計算で
きる。

13週 RLC回路の交流応答 RLC回路の交流応答を微分方程式を用いて計算できる。
14週 回路の状態方程式 回路方程式の状態方程式表現を学ぶ。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 Laplace変換 Laplace変換について理解する。
2週 Laplace変換の回路解析への応用 Laplace変換を用いた回路解析の概要を理解する。

3週 各種関数のLaplace変換 回路解析で用いる各種関数のLaplace変換について理解する
。

4週 微分・積分のLaplace変換 微分および積分のLaplace変換について理解する。

5週 Laplace変換による回路方程式 微分方程式をLaplace変換することにより回路方程式を立て
る方法を理解する。

6週 Laplace逆変換と部分分数展開 Laplace逆変換のための部分分数展開について理解する。
7週 （中間試験）

8週 Laplace変換と回路方程式 Laplace変換を回路素子に適用して回路方程式を立てる方法
を理解する。

9週 Laplace変換を用いた単エネルギー回路の直流応答解析 Laplace変換を用いた単エネルギー回路の直流応答を計算で
きる。

10週 Laplace変換を用いた単エネルギー回路の交流応答解析 Laplace変換を用いた単エネルギー回路の交流応答を計算で
きる。
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11週 Laplace変換を用いた複エネルギー回路の直流応答解析 Laplace変換を用いた複エネルギー回路の直流応答を計算で
きる。

12週 Laplace変換を用いた複エネルギー回路の交流応答解析 Laplace変換を用いた複エネルギー回路の交流応答を計算で
きる。

13週 電気回路とグラフ理論 回路網とグラフ理論との関係を関係を学ぶ。
14週 グラフ理論を用いた回路解析 グラフ理論を用いた回路解析手法について学ぶ。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子回路Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 須田健二、土田英一 「電子回路」 （コロナ社）
担当者 市毛 勝正
到達目標
１．トランジスタおよびＦＥＴの特性を理解する。
２．等価回路に基づく回路解析ができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 トランジスタおよびＦＥＴの特性
を理解し計算できる。

トランジスタおよびＦＥＴの特性
を理解できる。

トランジスタおよびＦＥＴの特性
を理解できない。

評価項目2 等価回路に基づく回路解析ができ
る。

等価回路に基づく回路解析につい
ての内容が理解できる。

等価回路に基づく回路解析につい
ての内容が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 能動素子としてのトランジスタおよびＦＥＴの特性を理解し、電子回路の基礎である増幅回路の動作を考え、そのバイ

アス法および小信号等価回路に基づく回路解析法について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

３年次までに学んだ電気回路の知識を習得していることを前提として授業を進める。授業は通常の講義形式で行う。中
間・期末のそれぞれにおいて課題レポートを提出する。

注意点
１．本科目の講義は３年次までに履修した電気回路を基礎に展開されるので、十分復習しておくこと。
２．講義ノートの内容を見直し、講義に関係する章末の演習問題を解いておくこと。
３．講義で省略された式の算出等は各自行うこと。
４．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電子回路概説および電子回路素子 電子回路の概要を理解する。電子回路素子を理解する。

2週 トランジスタの特性
増幅の原理 トランジスタの特性を理解する。増幅の原理を理解する。

3週 各種接地回路 エミッタ接地回路、コレクタ接地回路、ベース接地回路を
理解する。

4週 増幅度の計算 動作点を理解し、増幅度の図式計算方法について理解する
。

5週 等価回路による増幅度の計算 ｈパラメータによる増幅度の計算方法を理解する。Ｔ形等
価回路による増幅度の計算方法を理解する。

6週 ｈパラメータとＴ形等価回路の定数の関係 ｈパラメータとＴ形等価回路の定数の関係を理解する。
7週 中間試験

8週 増幅回路の入出力抵抗 ｈパラメータおよびＴ形等価回路による入出力抵抗の計算
方法を理解する。

9週 各種接地回路の入出力抵抗の比較 各種接地回路の入出力抵抗を理解する。
10週 バイアス回路 各種バイアス方法を理解する。
11週 安定指数 安定指数を理解する。
12週 トランジスタの高周波等価回路 トランジスタの高周波等価回路を理解する。

13週 FETのバイアス方法および等価回路 FET回路の各種バイアス方法を理解する。FETの等価回路を
理解する。

14週 FET回路の解析 FET増幅器の動作量の算出方法を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 配布資料
担当者 弘畑 和秀
到達目標
１．アルゴリズムを説明できる。
２．データ構造の設計ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 応用問題に対してアルゴリズムを
説明できる。

基本問題に対してアルゴリズムを
説明できる。

基本問題に対してアルゴリズムを
説明できない。

評価項目2 応用問題に対してデータ構造の設
計ができる。

基本問題に対してデータ構造の設
計ができる。

基本問題に対してデータ構造の設
計ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 アルゴリズムの設計と解析に必要なデータ構造とアルゴリズムの基礎について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

アルゴリズムとデータ構造の役割と基本を学びます。本科目で学習する内容は、より適切なプログラムを作るために必
要な考え方ですので、本講義や演習から積極的に学びとってください。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 データ構造とアルゴリズム、
プログラムにおけるアルゴリズム 理論の背景と役割、処理手順を考えプログラムを作成する

2週 プログラムにおけるデータ構造、
メモリとデータ

データの構造を考えプログラムを作成する、主記憶装置と
そこに格納されるデータの仕組み

3週 ビット処理、内部表現 ビット演算、シフト演算、コンピュータ内部における数値
や文字の表現方法

4週 基本データ構造 配列の考え方、表現方法と活用、ポインタを利用したデー
タ構造と処理方法

5週 整列(1) バブルソート、クイックソート
6週 整列(2) マージソート、ヒープソート、計算時間
7週 （中間試験）
8週 リスト構造(1) リストの考え方と実現方法、スタック
9週 リスト構造(2) キュー、ハッシュ
10週 グラフの表現 グラフ表現のデータ構造、グラフ表現の活用事例
11週 探索(1) 線形探索
12週 探索(2) 二分探索
13週 探索(3) 深さ優先探索
14週 探索(4) 幅優先探索
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 高遠 節夫 他著「新訂応用数学」（大日本図書）参考書：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院
）参考書：山本茂樹、五十嵐浩「理工系のための数学基礎」（電気書院）

担当者 元結 信幸
到達目標
１.スカラー場、ベクトル場の計算に習熟する。
２.多変数ベクトル値関数の線積分の計算に習熟し、２次元のグリーン・ストークスの定理を理解する。
３.微分方程式の一般解と特殊解、解の独立性について理解する。
４.１階および２階の線形微分方程式の解法に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ベクトル解析の基本事項を理解し
、複合問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができない
。

評価項目2 微分方程式の基本事項を理解し、
複合問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学を学ぶ学生に必要なベクトル解析と微分方程式の初歩をそれまで学んだ微分積分・線形代数学の復習・

発展の観点から学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から復習には特に励むこと。講義ノートの内
容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 一般次元のベクトルと平面 ベクトルの演算、内積、ノルムが理解できる。
2週 ベクトル関数とその微分 １変数ベクトル値関数を理解し、その微分が計算できる。

3週 曲線と接線ベクトル １変数ベクトル値関数としてのパラメーター曲線と接線が
理解できる。

4週 スカラー場とその偏導関数 多変数実数値関数（スカラー場）の概念、勾配が理解でき
る。

5週 ベクトル場の微分、回転と発散 多変数ベクトル値関数（ベクトル場）の概念、回転と発散
が理解できる。

6週 演習とまとめ
7週 （中間試験）

8週 線積分（１） 多変数スカラー値関数の線積分の定義が理解でき、その計
算ができる。

9週 線積分（２） 多変数ベクトル値関数の線積分の定義が理解でき、その計
算ができる。

10週 2次元のグリーン・ストークスの定理（１） 2次元線積分と2重積分の関係が理解でき、線積分計算への
応用できる。

11週 2次元のグリーン・ストークスの定理（２） グリーン・ストークスの定理の証明と公式の解釈ができる
。

12週 ガウスの発散定理 ガウスの発散定理が理解できる。
13週 ストークスの定理 ストークスの定理が理解できる。
14週 演習とまとめ
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 微積分の知識の復習
2週 微分方程式とその解 微分方程式の一般解、特殊解、初期条件を理解できる。
3週 変数分離形微分方程式 変数分離形微分方程式を解くことができる。
4週 同次形微分方程式 同次形微分方程式を解くことができる。
5週 １階線形微分方程式 １階線形微分方程式を解くことができる。
6週 演習とまとめ
7週 （中間試験）

8週 完全微分方程式 完全微分方程式を解くことができ、積分因子が理解できる
。

9週 ２階線形微分方程式（１） 斉次方程式の基本解が理解できる。
10週 ２階線形微分方程式（２） 定数係数斉次線形微分方程式を解くことができる。
11週 ２階線形微分方程式（３） 定数係数非斉次線形微分方程式を解くことができる。
12週 いろいろな微分方程式（１） 変数係数微分方程式を解くことができる。
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13週 いろいろな微分方程式（２） 連立微分方程式を解くことができる。
14週 演習とまとめ
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 柴田尚志著「例題と演習で学ぶ電磁気学」(森北出版)
担当者 澤畠 淳二
到達目標
1.静電容量、誘電体、静電エネルギー、微分形の静電場の法則の基本的な考え方を理解し、計算することができる。
2.Biot-Savart(ビオ-サバール)の法則、Ampere(アンペール)の法則、電磁誘導の法則を理解し、計算することができる。
3.電流、抵抗、コンデンサー、コイルの基本的な考え方を理解し、計算することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
静電容量、誘電体、静電エネルギ
ー、微分形の静電場の法則の基本
的な考え方を理解し、計算するこ
とができる。

静電容量、誘電体、静電エネルギ
ー、微分形の静電場の法則の基本
的な考え方を理解することができ
る。

静電容量、誘電体、静電エネルギ
ー、微分形の静電場の法則の基本
的な考え方を理解できない。

ビオ-サバールの法則、アンペール
の法則、電磁誘導の法則を理解し
、計算することができる。

ビオ-サバールの法則、アンペール
の法則、電磁誘導の法則を理解す
ることができる。

ビオ-サバールの法則、アンペール
の法則、電磁誘導の法則を理解で
きない。

電流、抵抗、コンデンサー、コイ
ルの基本的な考え方を理解し、計
算することができる。

電流、抵抗、コンデンサー、コイ
ルの基本的な考え方を理解するこ
とができる。

電流、抵抗、コンデンサー、コイ
ルの基本的な考え方を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 3年次で学んだ静電場を基礎にして、導体や定常電流についての理解を深める。さらに、静磁場と電磁誘導について学ぶ

。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は板書による説明を中心に進める。また、適宜、課題を課す。

注意点 3年生で学んだ電磁気学Iの内容を基礎として授業を進める。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問
題を解いておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 導体を含む静電場 代表的な形態のコンデンサの静電容量を計算できる。
電位係数、容量係数について理解する。

2週 誘電体を含む静電場 誘電分極、電気感受率、誘電率などを理解する。
誘電体を含む静電場の例についての計算ができる。

3週 静電場のエネルギーと力 電場に蓄えられるエネルギーを理解し、計算ができる。
導体系に働く力を理解する。

4週 静電場の一解法・鏡像法 鏡像法(電気映像法)について理解し、計算ができる。

5週 定常電流 電荷の保存、電流、電流密度、電気抵抗、電気伝導率等に
ついて理解する。

6週 電流と静磁場 磁界中の電流にはたらく力について理解し、計算ができる
。

7週 中間試験

8週 電流の作る磁場
Biot-Savartの法則・Ampereの法則

Biot-Savartの法則・Ampereの法則および適用方法を理解
し、計算ができる。

9週 ベクトルポテンシャル・磁気双極子
磁性体を含む静磁場

ベクトル・ポテンシャルおよび適用方法を理解する。磁気
双極子について理解する。磁性体の種類、磁化率、透磁率
などを理解する。

10週 電磁誘導の法則 電磁誘導の法則および適用方法を理解する。
11週 運動する回路に生じる起電力 運動する回路に生じる起電力について計算ができる。

12週 自己インダクタンス
相互インダクタンスと相反定理

自己インダクタンス、相互インダクタンスについて理解し
、計算ができる。相反定理について理解する。

13週 静磁場のエネルギー
静電場の微分形式

静磁場のエネルギーの計算ができる。
微分形式による静電場の法則の表現を理解する。

14週 Poissonの方程式 Poissonの方程式を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

4 － 128



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 プログラム設計
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書・参考書教科書：高橋麻奈「やさしいJava」（ソフトバンククリエイティブ）, 資料配付 参考書：竹政照利「は
じめて学ぶUML」（ナツメ社）, 高橋麻奈「やさしいJava オブジェクト指向編」（ソフトバンククリエイティブ）

担当者 小飼 敬
到達目標
1. オブジェクト指向プログラミングの基礎について理解し説明できる。
2. ソフトウェア開発の概要と各種手法について理解し説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
オブジェクト指向プログラミング
の基礎について理解し説明できる
と共に、これらを活用してアプリ
ケーションを作成できる。

オブジェクト指向プログラミング
の基礎について理解し説明できる
。

オブジェクト指向プログラミング
の基礎について理解し説明できな
い。

評価項目2

ソフトウェア開発の概要と各種手
法について理解し説明できると共
に、特定の手法を活用して設計し
、ソフトウェア開発することがで
きる。

ソフトウェア開発の概要と各種手
法について理解し説明できる。

ソフトウェア開発の概要と各種手
法について理解し説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 オブジェクト指向プログラミングの考え方と基礎技術を学ぶ。また，ソフトウェアの設計・開発で用いられる方法論と

評価手法について，基本的な考え方や問題点を理解し，具体的な手順や応用例を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

プログラミング手法やソフトウェア開発など，一般的にもよく知られているコンピュータ技術の基礎知識や実態を学ぶ
。演習課題および次回内容の予習を次回までに進めておくこと。なお、課題演習の内容は次回内容だけでなく、定期試
験の演習形式の問題にも反映されます。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オブジェクト指向プログラミングの概要 オブジェクト指向の考え方と特徴

2週 オブジェクト指向プログラミング言語の例 オブジェクト指向プログラミング言語の概要と特徴，C言語
との比較

3週 オブジェクトの作成（１） クラスとインスタンス
4週 オブジェクトの作成（２） コンストラクタとデストラクタ
5週 オブジェクトの利用 クラス型変数、has-A関係
6週 基礎演習 基礎的なオブジェクト指向プログラミング
7週 （中間試験）
8週 アクセス制御 可視性の考え方と利用方法
9週 継承（１） 継承の考え方と利用方法
10週 継承（２） 継承における可視性、is-A関係
11週 ポリモフィズム オーバーライドの考え方と利用方法
12週 GUI（１） 基本的なGUIの部品
13週 GUI（２） イベント処理
14週 総合演習 オブジェクト指向プログラミングの応用例
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 ソフトウェア工学の概要 工学的視点によるソフトウェア開発
2週 ソフトウェアの定義 ソフトウェアとは，ソフトウェアを構成する要素
3週 ソフトウェア開発方法論の種類 開発体制の種類，用いられる技術および支援ツール
4週 ソフトウェアライフサイクル ソフトウェア開発全体の流れ
5週 オブジェクト指向技法によるソフトウェア開発 オブジェクト指向方法論による考え方や表記法

6週 オブジェクト指向技法による分析・設計
（１） UMLによるクラスの静的構造の表記

7週 （中間試験）

8週 オブジェクト指向技法による分析・設計
（２） UMLによるオブジェクトの動的振舞いの表記

9週 オブジェクト指向技法による分析・設計
（３） ユースケース図による要求分析の表し方

10週 オブジェクト指向技法による実装 UMLからプログラムコードへの実装方法
11週 開発プロセス UMLを利用した開発の手順
12週 オブジェクト指向技法による開発演習 オブジェクト指向技法による開発例
13週 構造化技法による分析・設計（1） モジュラリティの概念
14週 構造化技法による分析・設計（2） データフローの概念
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15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 小テスト 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 離散数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 配布資料
担当者 弘畑 和秀
到達目標
3年次で学んだ離散数学を基礎にグラフ理論について学び、グラフ理論がコンピュータとどのように結びついているのかを様々なアルゴリズムを
通じて理解する。
1. グラフ理論の表現や考え方に慣れ、理論的な証明ができるようになること。
2. アルゴリズムを理解し、そのアルゴリズムを適用できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
グラフ理論の表現や考え方を分か
りやすく説明でき、応用問題にお
いても理論的な証明を正確に行え
る。

グラフ理論の表現や考え方を説明
でき、基本問題において理論的な
証明を行える。

グラフ理論の表現や考え方が説明
できない。基本問題において理論
的な証明が行えない。

評価項目２
アルゴリズムを分かりやすく説明
でき、応用問題においてもアルゴ
リズムを正確に適用できる。

アルゴリズムを説明し、基本的な
アルゴリズムを適用できる。

アルゴリズムを説明できない。基
本的なアルゴリズムを適用できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 3年次で学んだ離散数学を基礎にグラフ理論について学び、グラフ理論がコンピュータとどのように結びついているのか

を様々なアルゴリズムを通じて理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法

離散数学Ⅱでは情報科学の基礎理論の一つであるグラフ理論を学習します。実際にグラフを描きながら考えることが非
常に重要です。グラフ理論特有の証明方法を積極的に修得してください。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 グラフの基礎(1) グラフを用いて、簡単なパズルをモデル化し解ける。
2週 グラフの基礎(2) グラフの定義を説明できる。
3週 グラフの基礎(3) 次数と握手定理を説明できる。
4週 グラフの基礎(4) 完全グラフと完全2部グラフを説明できる。
5週 グラフの基礎(5) グラフの和、結び、積、誘導部分グラフを説明できる。
6週 グラフの基礎(6) グラフと隣接行列の相互変換ができる。
7週 (中間試験)
8週 最短経路と周遊問題(1) 小道、道、回路、閉路、連結成分を説明できる。
9週 最短経路と周遊問題(2) グラフの連結度と辺連結度を求められる。
10週 最短経路と周遊問題(3) ダイキストラ法を用いて最短経路問題を解ける。
11週 最短経路と周遊問題(4) オイラー回路を求めたり、郵便配達人問題を解ける。
12週 最短経路と周遊問題(5) ハミルトン閉路と巡回セールスマン問題を説明できる。
13週 木と全域木(1) 木の定義と基本的な性質を説明できる。
14週 木と全域木(2) 木の中心と重心を求められる。
15週 (期末試験)
16週 総復習

後期

1週 木と全域木(3) ケーリーの定理を説明でき、ラベル付けされた木の個数を
計算できる。

2週 木と全域木(4) 根付き木と木の同型判定をできる。
3週 木と全域木(5) 全域木を説明できる。
4週 木と全域木(6) 欲張りアルゴリズムで最小重みの全域木を求められる。
5週 平面グラフ(1) オイラーの公式を説明でき、応用できる。

6週 平面グラフ(2) クラトウスキーの平面的グラフ判定定理を用いて判定でき
る。

7週 (中間試験)
8週 グラフの彩色(1) グラフの点彩色を説明でき、点染色数を求められる。
9週 グラフの彩色(2) グラフの辺彩色を説明でき、辺染色数を求められる。
10週 ネットワークと流れ(1) 入口、出口、容量、流量を説明できる。
11週 ネットワークと流れ(2) 最大流を求めるアルゴリズムを説明できる。
12週 ネットワークと流れ(3) 最大流・最小カット定理を説明できる。
13週 ネットワークと流れ(4) グラフの辺素な道を説明できる。
14週 ネットワークと流れ(5) グラフの内点素な道を説明できる。
15週 (期末試験)
16週 総復習
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評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子情報応用数学
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材 小坂敏文、吉本定伸　「はじめての応用数学」（近代科学社）/高遠節夫他著　「新応用数学」（大日本図書）
担当者 市毛 勝正
到達目標
１．ラプラス変換（ラプラス変換、逆ラプラス変換）を理解する。
２．フーリエ解析（フーリエ級数、フーリエ変換）を理解する。
３．ベクトル解析（内積、外積、勾配、発散、回転など）を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
ラプラス変換（ラプラス変換、逆
ラプラス変換）を理解し計算でき
る。

ラプラス変換（ラプラス変換、逆
ラプラス変換）を理解できる。

ラプラス変換（ラプラス変換、逆
ラプラス変換）を理解できない。

評価項目2
フーリエ解析（フーリエ級数、フ
ーリエ変換）を理解し計算できる
。

フーリエ解析（フーリエ級数、フ
ーリエ変換）を理解できる。

フーリエ解析（フーリエ級数、フ
ーリエ変換）を理解できない。

評価項目3
ベクトル解析（内積、外積、勾配
、発散、回転など）を理解し計算
できる。

ベクトル解析（内積、外積、勾配
、発散、回転など）を理解できる
。

ベクトル解析（内積、外積、勾配
、発散、回転など）を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
科学技術の理解のためには数学の知識は必要不可欠である。本講義では、電子情報工学科の学生諸君が多くの科目で必
要となる数学の基礎知識を学ぶ。具体的にはラプラス変換、フーリエ解析、ベクトル解析について、それらの基礎的事
項から工学への応用までを理解できるようにする。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は通常の講義形式で行う。中間・期末のそれぞれにおいて課題レポートを提出する。

注意点
１．三角関数、複素数、微積分を使いこなす必要があるので、事前に復習しておくこと。
２．教科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。
３．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ラプラス変換 ラプラス変換の定義と特徴を理解し、ラプラス変換が求め
られる。

2週 ラプラス変換の性質（１） ラプラス変換の性質が理解できる。
3週 ラプラス変換の性質（２） 微積分方程式などのラプラス変換ができる。
4週 ラプラス逆変換 ラプラス逆変換の性質について理解する。
5週 ラプラス変換の適用（１） ラプラス逆変換による時間関数の導出について理解する。
6週 ラプラス変換の適用（２） ラプラス変換を利用して、微積分方程式が解ける。
7週 中間試験
8週 フーリエ級数 フーリエ級数を求められる。
9週 フーリエ変換 フーリエ変換を求められる。
10週 フーリエ変換の性質（１） フーリエ変換の性質が理解できる。
11週 フーリエ変換の性質（２） フーリエ変換を利用して、線形システムを理解できる。

12週 ベクトルの基本的性質、内積と外積 ベクトルの基本的性質、内積、外積などの定義を理解し、
計算することができる。

13週 スカラー関数の勾配、ベクトル関数の回転、発散 スカラー関数の勾配の定義を理解し求められる。
ベクトル関数の回転と発散の定義を理解し求められる。

14週 ガウスの発散定理、ストークスの定理 ガウスの発散定理とストークスの定理を理解し、工学の分
野に適用できる。

15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子情報工学英語演習
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材 配布資料･論文
担当者 中屋敷 進,村田 和英,蓬莱 尚幸,弘畑 和秀,滝沢 陽三,松崎 周一
到達目標
１．専門書（英語）を読み進めていくために必要な読解力を身につける。
２．各専門分野の基礎的な専門用語や概念の英語表現を学ぶ。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
電気電子・情報工学分野の論文や
専門書で用いられる単語の英訳・
和訳ができる。

電気電子・情報工学分野の基礎的
な単語の英訳・和訳ができる。

電気電子・情報工学分野の基礎的
な単語の英訳・和訳ができない。

電気電子・情報工学分野の基礎的
な英語の文章、論文、専門書の読
解ができる。

電気電子・情報工学分野の基礎的
な英語の文章の読解ができる。

電気電子・情報工学分野の基礎的
な英語の文章の読解ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 電気電子・情報工学分野の英語文書を使用し、基礎的な読解能力を高めるとともに、各分野特有の専門用語や表現方法

を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 担当教員から配布された英語資料･論文を読解する。

注意点 卒業研究などで、英語の論文や専門書を読みこなしていくのに必要な基礎能力を身につけることを目的とする。翻訳や
直訳を書き下すことが目的ではないことに、十分注意すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス
2週 英語資料･論文の読解
3週 英語資料･論文の読解
4週 英語資料･論文の読解
5週 英語資料･論文の読解
6週 英語資料･論文の読解
7週 中間試験
8週 英語資料･論文の読解
9週 英語資料･論文の読解
10週 英語資料･論文の読解
11週 英語資料･論文の読解
12週 英語資料･論文の読解
13週 英語資料･論文の読解
14週 英語資料･論文の読解
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅰ(機器分析)
科目基礎情報
科目番号 0054 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 教科書:物質工学科編集「機器分析実験テキスト」配布 参考書:庄野、脇田「入門機器分析化学」(三共出版)
担当者 石村 豊穂,小林 みさと
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い、情報を収集したり、データを分析したりすることができる。
5.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
6.自らの考えを論理的に記述しすることができる。
7.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 原理の 理解と操作の習得が十分に
できた 原理の 理解と操作の習得ができた 原理の 理解と操作の習得ができな

かった

評価項目2

種々のスペクトルを自ら測定 し、
得られた結果を用いてその構造決
定を行う。結論に至るまでの論理
プロセスをまとめ、最後にプレゼ
ンテーショ ンが十分にできた

種々のスペクトルを自ら測定 し、
得られた結果を用いてその構造決
定を行う。結論に至るまでの論理
プロセスをまとめ、最後にプレゼ
ンテーショ ンができた

種々のスペクトルを自ら測定 し、
得られた結果を用いてその構造決
定を行う。結論に至るまでの論理
プロセスをまとめ、最後にプレゼ
ンテーショ ンができなかった

評価項目3
検量線による濃度計算ではコンピ
ュータを用い、解析能力を養うこ
とが十分にできた

検量線による濃度計算ではコンピ
ュータを用い、解析能力を養うこ
とができた

検量線による濃度計算ではコンピ
ュータを用い、解析能力を養うこ
とができなかった

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要

3年次に学習した機器分析の講義内容について、実際に機器を操作することにより体験的に修得することを目的とす る。
機器分析は、有機化学、無機化学、生物化学等のあらゆる分野で必要とされる基本的な実験項目であり、原理の 理解と
操作の習得を目指す。これはPBLを含む学生実験であり、有機未知物質について、種々のスペクトルを自ら測定 し、得
られた結果を用いてその構造決定を行う。結論に至るまでの論理プロセスをまとめ、最後にプレゼンテーショ ンする。
また、検量線による濃度計算ではコンピュータを用い、解析能力を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

クラスを2つのグループに分けて「物質工学実験I(物理化学実験)」と本実験(機器分析実験)とに配属し、前期
と後期で入れ替わって両方の実験を履修する。物質工学実験I(物理化学)と併せて4単位。

注意点

実験に際しては必ず事前にテキストを読み，実験目的や手順を勉強するとともに，3年次の機器分析を復習してくる
こと。
成績の評価は、実験への取り組み状況50%、レポートの内容50%で評価し、総合評価60点以上の者を合格とす
る。ただし、提出すべきレポートのうち1通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限
内にレポートが提出されなかった場合は減点する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション
実験報告書の書き方

機器の種類と実験内容の説明、および安全指導
化学レポートの書き方と効果的な表現法

2週 可視吸収スペクトル分析(2週) 吸光光度法を基礎としたモル比法による錯体の組成決定
3週 可視吸収スペクトル分析(2週) 吸光光度法を基礎としたモル比法による錯体の組成決定
4週 紫外吸収スペクトル分析(2週) 芳香族有機化合物のUV測定と分子軌道法による解釈
5週 紫外吸収スペクトル分析(2週) 芳香族有機化合物のUV測定と分子軌道法による解釈
6週 赤外吸収スペクトル分析(2週) 各種有機化合物のIR測定と特性吸収帯の一般則の確認
7週 赤外吸収スペクトル分析(2週) 各種有機化合物のIR測定と特性吸収帯の一般則の確認
8週 ガスクロマトグラフ分析(2週) 各種アルコールのGC挙動の測定と内部標準法による定量
9週 ガスクロマトグラフ分析(2週) 各種アルコールのGC挙動の測定と内部標準法による定量
10週 高速液体クロマトグラフ分析(2週) ベンゼン誘導体の逆相系HPLCの分離挙動と定量
11週 高速液体クロマトグラフ分析(2週) ベンゼン誘導体の逆相系HPLCの分離挙動と定量

12週 未知試料の構造決定(4週) UV、VIS、MS、NMRによる有機未知試料の構造決定、プ
レゼンテーション

13週 未知試料の構造決定(4週) UV、VIS、MS、NMRによる有機未知試料の構造決定、プ
レゼンテーション

14週 未知試料の構造決定(4週) UV、VIS、MS、NMRによる有機未知試料の構造決定、プ
レゼンテーション

15週 未知試料の構造決定(4週) UV、VIS、MS、NMRによる有機未知試料の構造決定、プ
レゼンテーション

16週

後期

1週 前期と同じ 前期と同じ
2週 前期と同じ 前期と同じ
3週 前期と同じ 前期と同じ
4週 前期と同じ 前期と同じ
5週 前期と同じ 前期と同じ
6週 前期と同じ 前期と同じ
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7週 前期と同じ 前期と同じ
8週 前期と同じ 前期と同じ
9週 前期と同じ 前期と同じ
10週 前期と同じ 前期と同じ
11週 前期と同じ 前期と同じ
12週 前期と同じ 前期と同じ
13週 前期と同じ 前期と同じ
14週 前期と同じ 前期と同じ
15週 前期と同じ 前期と同じ
16週 前期と同じ 前期と同じ

評価割合
レポート 実験への取り組

み状況 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 20 30 0 0 0 0 50
専門的能力 30 20 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅰ(物理化学)
科目基礎情報
科目番号 0055 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 茨城高専物質工学科編「物質工学実験Ⅰ 物理化学実験 テキスト」
担当者 佐藤 稔,依田 英介,鹿野 弘二
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
 ２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
 ３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
 ４．コンピュータを用い、情報を収集したり、データを分析したりすることができる。
 ５．与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
 ６．自らの考えを論理的に記述することができる。
 ７．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 事前に実験の目的や内容を概略的
に十分に理解していたか。

事前に実験の目的や内容を概略的
に理解していた。

事前に実験の目的や内容を概略的
に理解していない。

評価項目2
実験装置・器具等の原理・使用方
法を最終的に十分に理解・習得し
た。

実験装置・器具等の原理・使用方
法を最終的に理解・習得した。

実験装置・器具等の原理・使用方
法を最終的に理解・習得していな
い。

評価項目3 実験にとても積極的に取り組んで
いた。 実験に積極的に取り組んでいた。 実験に積極的に取り組んでいない

。
実験を安全に行うよう非常によく
配慮していたか。

実験を安全に行うよう配慮してい
た。

実験を安全に行うよう配慮してい
ない。

グループ内の議論やコミュニケー
ションがよくできていたか。

グループ内の議論やコミュニケー
ションができていた。

グループ内の議論やコミュニケー
ションができていない。

報告書としての体裁が非常によく
整っている。

報告書としての体裁が整っている
。

報告書としての体裁が整っていな
い。

実験に関する工学の基礎知識を非
常によく修得している。

実験に関する工学の基礎知識を修
得している。

実験に関する工学の基礎知識を修
得していない。

実験データの整理（図や表など
）がとても適切であるか。

実験データの整理（図や表など
）が適切である。

実験データの整理（図や表など
）が適切でない。

考察や課題等が自分の言葉で論理
的にとてもよく記述されているか
。

考察や課題等が自分の言葉で論理
的に記述されている。

考察や課題等が自分の言葉で論理
的に記述されていない。

レポートに関する議論やコミュニ
ケーションがとてもよくできるか
。

レポートに関する議論やコミュニ
ケーションができる。

レポートに関する議論やコミュニ
ケーションができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
これまでに物理化学の授業等で学んできた理論や諸法則について実験を通じて理解を深めるとともに，化学物質の性質
を測定する方法や測定器具の取り扱いを体得することを目的とする。また，測定に際して起こる実験誤差の取り扱いに
ついても学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

クラスを２つのグループに分けて「物質工学実験I（機器分析実験）」と本実験とに配属し、前期と後期で入れ替わって
両方の実験を履修する。 成績の評価は、実験への取り組み状況50％、レポートの内容50％で評価し、機器分析実験と合
計して平均点60点以上の者を合格とする。ただし、提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不
合格とする。なお、定められた期限内にレポートが提出されなかった場合は減点する。

注意点 物質工学実験Ⅰ（機器分析）と併せて４単位。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス、
 実験の解説、安全指導（１週）

実験レポートの書き方 実験内容、実験上の諸注意を理解す
る。

2週 液体の密度および粘度（２週） 実験を通して、密度および粘度の測定原理、実験誤差の処
理法を理解する。

3週 １次反応（２週）
 実験を通して、１次反応の反応解析法、旋光度測定を理解
する。
 （コンピュータによる解析を含む）

4週 分解電圧（２週） 実験を通して、 分解電圧、溶液の電気分解を理解する。

5週 液体の蒸気圧（２週）
実験を通して、蒸気圧曲線、クラウジウス－クラペイロン
の式を理解する。
 （コンピュータによる解析を含む）

6週 溶解熱（２週） 実験を通して、熱量計の使用法、Beckmann温度計の調整
法を理解する。

7週 液体の相互溶解度（２週） 実験を通して、ギブスの相律、自由度を理解する。
8週 ディスカッション（２週） 実験内容に関する質疑応答により実験項目を理解する。
9週
10週
11週
12週
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13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
実験の取組 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 40 30 0 0 0 0 70
分野横断的能力 10 20 0 0 0 0 30
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 課題研究
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布する。

担当者 鈴木 康司,Luis Guzman,佐藤 稔,岩浪 克之,宮下 美晴,小松崎 秀人,石村 豊穂,依田 英介,小林 みさと,鈴木 喜大,千葉 薫
,澤井 光

到達目標
与えられた課題を解決し、その成果をレポートにまとめ、それを説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
書籍、インターネット、アンケー
ト等により必要な情報を適切に収
集し、レポートにまとめることが
できる。

課題に対して、充分ではないがレ
ポートにまとめることができる。

課題をレポートにまとめることが
できない。

目的や対象者に応じて適切なツー
ルや手法を用いて正しく情報発信
（プレゼンテーション）できる。

充分ではないが、各ツールや手法
を用いて正しく情報発信（プレゼ
ンテーション）できる。

各ツールや手法を用いて正しく情
報発信（プレゼンテーション）で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 5年生の「卒業研究｣に必要な基礎的素養を身につけるために、課題に取り組むための必要な知識や課題に対する取り組

み方などを学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、プレゼンテーション50%、レポート50%で行い、合計の成績が60点以上のものを合格とする。

注意点 ガイダンスにおいて、課題の内容やスケジュール等を説明する。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス、研究室紹介1 各研究室の研究内容を理解する。
2週 研究室紹介2 各研究室の研究内容を理解する。
3週 研究室紹介3 各研究室の研究内容を理解する。
4週 研究室紹介4 各研究室の研究内容を理解する。

5週 グループワーク等による課題解決への論理的・合理的な思
考方法 課題解決への論理的・合理的な思考方法を体験する。

6週 グループワーク等による課題解決への論理的・合理的な思
考方法 課題解決への論理的・合理的な思考方法を体験する。

7週 各研究室での研究室体験1 研究を体験し、課題を解決する。
8週 各研究室での研究室体験2 研究を体験し、課題を解決する。
9週 各研究室での研究室体験3 研究を体験し、課題を解決する。
10週 各研究室での研究室体験4 研究を体験し、課題を解決する。
11週 研究室見学1 各研究室の実験器具や装置を理解する。
12週 研究室見学2 各研究室の実験器具や装置を理解する。
13週 発表資料作成 発表に向けた資料を作成する。

14週 発表会1 目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく
情報発信（プレゼンテーション）できる。

15週 発表会2 目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく
情報発信（プレゼンテーション）できる。

16週 総まとめ
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 50 0 0 0 50 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 50 0 0 0 50 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：[前期]小寺 平治著「微分方程式」（共立出版）、[後期]岡本 和夫 著「新版　確率統計」（実教出版）、 参考
書：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院）

担当者 津田 廉
到達目標
１.微分方程式の一般解と特殊解、解の独立性について理解する。
２.１階および２階の微分方程式の初等的な解法に習熟する。
３.確率変数の概念ととそれに付随した平均・分散・標準偏差の概念を理解する。
４.推定・検定の概念を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 微分方程式の基本事項を理解し、
複合問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができる。

微分方程式の基本事項を理解し、
基本問題を解くことができない。

評価項目2 確率統計の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学において、さまざまな現象を記述するのに用いられる微分方程式の初等的解法の基本事項について学習

する。また、データの解析等に必須の知識である確率・統計の初歩を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から予習には特に励むこと。講義ノートの内
容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 微積分の知識の復習
2週 微分方程式とその解　 微分方程式の一般解、特殊解、初期条件を理解できる。
3週 変数分離形微分方程式 変数分離型微分方程式を解くことができる。
4週 同次形微分方程式 同次形微分方程式を解くことができる。
5週 １階線形微分方程式 １階線形微分方程式を解くことができる。
6週 演習とまとめ
7週 （中間試験）

8週 完全微分方程式 完全微分方程式を解くことができる。積分因子を理解でき
る。

9週 ２階線形微分方程式（１） 斉次方程式の基本解を理解できる。　
10週 ２階線形微分方程式（２） 定数係数斉次線形微分方程式を解くことができる。
11週 ２階線形微分方程式（３） 定数係数非斉次線形微分方程式を解くことができる。
12週 いろいろな微分方程式（１） 変数係数微分方程式を解くことができる。
13週 いろいろな微分方程式（１） 連立微分方程式を解くことができる。
14週 演習とまとめ
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 事象と確率、確率の基本性質 試行と事象、事象の確率、和事象と積事象、排反事象、確
率の加法定理を理解できる。

2週 独立試行とその確率 和事象の確率、余事象の確率、独立な試行を理解できる。

3週 反復試行とその確率、条件付き確率 反復試行の確率、乗法定理、事象の独立と従属を理解でき
る。　

4週 いろいろな確率の計算、データの整理 ベイズの定理、事後確率、事前確率、度数分布、ヒストグ
ラムを理解できる。　

5週 代表値、分散と標準偏差 相対度数、累積度数、平均値、中央値、最頻値、偏差と分
散、標準偏差、仮平均を理解できる。

6週 相関係数 散布図、共分散、相関係数、回帰曲線を理解できる。
7週  （中間試験）
8週 確率変数と確率分布（１） 確率分布、確率変数の平均・標準偏差を理解できる。

9週 確率変数と確率分布（２） 確率変数の１次式の平均・分散・標準偏差、独立な確率変
数を理解できる。　

10週 二項分布、正規分布 二項分布の平均・分散・標準偏差、連続分布、ヒストグラ
ムを理解できる。　

11週 正規分布 確率密度関数、正規分布曲線、確率変数の標準化、二項分
布と正規分布の関係を理解できる。　

12週 母集団と標本 標本調査、無作為抽出、母集団分布、標本平均の平均と標
準偏差、標本平均の分布を理解できる。　
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13週 統計的推測 母平均の推定、信頼区間、母比率の推定を理解できる。

14週 仮説の検定 母平均の検定、有意水準（危険率）、棄却域、母比率の検
定を理解できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書:プリントを適宜配布
担当者 三橋 和彦
到達目標
力学:質点の運動を微積分を用いて計算できる。保存則を適用できる。剛体の回転運動を定式化できる。
熱力学:第一法則と第二法則を説明できる。微積分を用いて熱力学量の計算ができる。熱機関の効率を計算で きる。
電磁気学:微積分を用いてガウスの法則やビオ-サヴァールの法則を適用できる。
前期量子論・放射線:量子効果を説明できる。放射線防護において科学とそれ以外の諸問題を区別できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

複数の物体の並進や回転運動を取
り扱うことができる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てて、初期条件
の下で解くことができる。保存則
を簡単な系に適用できる。

並進や回転運動の運動方程式を微
分方程式として立てることができ
ない。

熱力学の法則を文章と式を用いて
説明できる。物理量の計算に法則
を適用できる。

第一・二法則を説明できる。法則
を簡単な過程に適用できる。熱機
関の効率を計算で きる。

法則を説明できない。熱効率が計
算できない。

ガウスの法則やビオ-サヴァールの
法則と微積分を用いて電場や磁場
を計算できる。

簡単な系にガウスの法則やビオ-サ
ヴァールの法則を適用して電場や
磁場の計算ができる。

簡単な系の電場や磁場を計算でき
ない。

簡単な量子系(光電効果など)を式
を用いて説明できる。放射線の影
響を科学的に論じることができる
。

量子効果を説明できる。放射線防
護の基準を概説できる。

量子現象を説明できない。放射線
の単位を書けない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
高等教育で学ぶ物理学の中で、力学、熱力学、前期量子論、放射線の各分野を学習する。また各学科の専門性を考慮し
、機械・物質工学科では電磁気学を、電気・情報工学科では振動問題を学習する。特に力学、熱力学、電磁気学に関し
ては、物理量を微積分を用いて計算する手法を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

座学を中心に授業を展開する。主な参考書：砂川重信著「力学の考え方」「熱・統計力学の考え方」「電磁気学の考え
方」(岩波書店)

注意点
この授業で向上させて欲しい能力は(1)新しい概念を理解する能力(2)理解した内容を自分の表現で説明できる能力(3)基
本を例題とは幾分異なる系に適用できる能力です。試験問題もこの観点で作成します。(1)や(2)はできる ことを一度確
認すれば良いかもしれませんが、(3)は自分で考え手を動かしながら(できれば問題を予想しながら )式を立て計算しない
と身につきません。宿題等を通して独力でできるようになりましょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 物体の運動と力 物体の運動が変化するとき力が働くことを理解できる。
2週 ニュートン力学の基本 ニュートン力学の三法則を理解できる。
3週 加速度をともなわない運動 つり合いや等速度運動の運動方程式を理解できる。

4週 加速度をともなう運動I:重力場における質点の運動:落下と
投射

重力場におかれた質点について運動方程式を立てる方法と
、微積分を用いて解く方法を理解できる。

5週 加速度をともなう運動II:接触をともなう物体の運動:摩擦と
作用・反作用の法則

摩擦と垂直抗力がある場合の運動方程式の立て方を理解で
きる。作用・反作用の法則の当てはめ方を理解できる。

6週 保存則:運動量と運動エネルギー 物理量が保存される条件と何が保存されるかを理解できる
。

7週 (中間試験)
8週 二体問題:重心運動と相対運動 重心運動と相対運動の運動方程式の立て方を理解できる。
9週 剛体の回転:回転の運動方程式 剛体の運動方程式の立て方を理解できる。
10週 熱とは何か?:熱力学第一法則 熱力学第一法則の内容と、その数学的表現を理解できる。

11週 熱理学第一法則と状態方程式 準静的過程において第一法則と状態方程式を組み合わせる
方法を理解できる。

12週 熱伝導とは何か?:熱力学第二法則 熱力学第二法則の内容と、その数学的表現を理解できる。
13週 熱機関の解析モデル:カルノー機関 カルノー機関の各過程とそれらの数式表現を理解できる。

14週 第一法則と第二法則の適用 第一・二法則を簡単な過程に適用し計算する方法を理解で
きる。

15週 (期末試験)
16週 総復習

後期

1週 静電場とガウスの法則 静電場にガウスの法則を適用する方法を理解できる。

2週 演習 静電場の物理量をガウスの法則を用いて計算する方法を理
解できる。

3週 静磁場とビオ-サヴァールの法則 静磁場にビオ-サヴァールの法則を適用する方法を理解でき
る。

4週 演習 静磁場の物理量をビオ-サヴァールの法則を用いて計算する
方法を理解できる。
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5週 電磁誘導とファラデーの法則 電磁誘導にファラデーの法則を適用する方法を理解できる
。

6週 荷電粒子の運動と電磁場:ローレンツ力 電磁場中の荷電粒子に働く力を理解できる。
7週 (中間試験)
8週 電子と光:電子の発見と光電効果 電子の性質、光電効果と光量子仮説を理解できる。

9週 量子効果の特徴:粒子性と波動性 量子効果が現れる系の特徴、粒子性と波動性を理解できる
。

10週 物体の放つ光:黒体輻射と線スペクトル 物体の放つ光が持つ特徴を理解できる。
11週 ボーア模型:水素原子の線スペクトル ボーア模型を水素原子に適用する方法を理解できる。
12週 放射線と放射能 放射線と放射能の違いを理解できる。
13週 放射線の性質と検出 放射線の種類を挙げ、検出する方法を理解できる。
14週 放射線と安全 放射線防護において科学と他分野との関係を理解できる。
15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 無機化学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：渡部、矢野、碇屋ら共著「錯体化学の基礎」（講談社）　参考書：平尾、田中、中平ら共著「無機化学－その
現代的アプローチ－（第２版）」（東京化学同人）、柴田村治「錯体化学入門」（共立出版）

担当者 砂金 孝志
到達目標
１．金属錯体の立体化学が理解できるようになること。
２．金属錯体の色と磁性が立体構造と結晶場理論を基に理解できるようになること。
３．工業的に重要な均一系触媒反応が理解できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
金属錯体の基本的用語、命名法、
異性現象がしっかり理解できるよ
うになる。

金属錯体の基本的用語、命名法、
異性現象が理解できるようになる
。

金属錯体の基本的用語、命名法、
異性現象が理解できない。

評価項目２
金属錯体の色、磁性、反応性を電
子配置からしっかり理解すること
ができる。

金属錯体の色、磁性、反応性を電
子配置から理解することができる
。

金属錯体の色、磁性、反応性を電
子配置から理解することができな
い。

評価項目３
有機金属錯体の安定性、不安定性
を１８電子則からしっかり理解で
きるようになる。

有機金属錯体の安定性、不安定性
を１８電子則から理解できるよう
になる。

有機金属錯体の安定性、不安定性
を１８電子則から理解することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 金属を含んだ分子は、化学の全分野で重要性を増している。ここでは、金属錯体の基本的用語、立体構造、吸収スペク

トル、磁性、反応性、さらに、工業的に重要な触媒作用について解説する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は、主に黒板による板書と教科書により進める。授業内容の理解を深めるためにレポートも課す。

注意点 毎回講義ノートの内容を見直し、教科書でも復習を行ってください。また、次回予定の予習を行ってください。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．金属錯体の基礎
（１）序論

ウェルナー型錯体と非ウェルナー型錯体の違いを理解する
。

2週 （２）金属錯体と我々のかかわり 身近にある金属錯体を理解する。
3週 （３）命名法① 金属錯体の基本的用語を理解する。
4週 命名法② 金属錯体の命名法を理解する。
5週 （４）金属錯体の立体化学① 金属錯体の立体配置と配位数を理解する。
6週 金属錯体の立体化学② 金属錯体の異性現象、結合異性、幾何異性を理解する。
7週 中間試験
8週 金属錯体の立体化学③ 光学異性、対象要素を理解する。
9週 金属錯体の立体化学④ 旋光性、直線偏光、円偏光二色性について理解する。
10週 （５）金属錯体の色① 人の色覚、色と吸収極大の関係を理解する。

11週 金属錯体の色② 結晶場理論、八面体の場における d 軌道の分裂を理解する
。

12週 金属錯体の色③ 四面体場と平面正方場における d 軌道の分裂を理解する。

13週 金属錯体の色④ 代表的なコバルト（Ⅲ）錯体の吸収を電子配置から理解す
る。

14週 （６）金属錯体の磁性① 物質の磁性について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 前期分の総復習をする。

後期

1週 金属錯体の磁性② 磁気モーメントを理解する。
2週 金属錯体の磁性③ 高スピン錯体と低スピン錯体を理解する。
3週 （７）金属錯体の反応性① 配位子置換反応、置換活性、置換不活性を理解する。
4週 金属錯体の反応性② 金属錯体の安定度定数を理解する。

5週 金属錯体の反応性③ 酸・塩基の “かたさ” と “やわらかさ” 、HSAB則を理解す
る。

6週 （８）金属錯体の構造決定 元素分析、モル比法、連続変化法、熱分析を使った金属錯
体の構造決定法を理解する。

7週 中間試験

8週 ２．有機金属化学の基礎
（１）典型金属の有機金属化合物 分類、合成法、性質を理解する。

9週 （２）遷移金属の有機金属化合物
金属カルボニル化合物 合成法、性質を理解する。

10週 金属アルケン化合物 合成法、性質、命名法を理解する。
11週 １８電子則 １８電子則、錯体の安定・不安定を理解する。
12週 （３）触媒反応 有機金属錯体の基本的反応を理解する。
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13週 工業用触媒① オキソ法、ワッカー法を理解する。
14週 工業用触媒② モンサント法、Ziegler-Natta触媒を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 後期分の総復習をする。

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 分析化学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：井村久則・樋上照男　「基礎から学ぶ分析化学」（化学同人）
担当者 須田 猛
到達目標
１．化学分析法の体系を把握し、それぞれの化学分析法のポイントを理解する。
２．それぞれの化学分析法の背景となる理論的な考え方を理解する。
３．理論的考察に基づく計算に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
熱力学的概念を理解し、複雑な系
においてもイオン強度や活量係数
を計算できる。

熱力学的概念は理解しているが単
純な系でのみイオン強度や活量係
数の計算ができる。

熱力学的概念の理解が乏しく、単
純な系でもイオン強度や活量係数
の計算ができない。

応用力が必要な複雑な溶液系にお
いてもpH計算ができ、滴定におけ
る量的関係が理解できている。

単純な酸塩基溶液系においてのみ
pH計算ができ、滴定の量的関係を
理解できている。

酸と塩基の概念が理解できない。
ｐH計算ができない。

錯体形成反応の概念を理解し、説
明ができ平衡定数を用いた計算や
キレート滴定の諸計算ができる。

錯体形成反応の概念を理解し、説
明ができ平衡定数を用いた計算が
できる。

錯体形成反応の概念について、説
明ができない。平衡定数を用いた
計算ができない。

酸化還元電極電位の]計算ができる
。平衡定数と電極電位の関係を説
明できる。

酸化還元の概念を理解し、ネルン
ストの式を使って酸化還元電極電
位の]計算ができる。

酸化還元の概念を理解できていな
い、ネルンストの式を使って酸化
還元電極電位の]計算ができるない
。

溶解度積と沈殿生成・溶解の関係
を説明できる。溶解度積を用いて
諸計算ができる。

溶解度積と沈殿生成・溶解の関係
を説明できる。溶解度積を用いて
単純な系での計算ができる。

溶解度積と沈殿生成・溶解の関係
を説明できない。溶解度積を用い
て単純な系での計算もできない。

溶媒抽出の概念を
理解している。分配定数を用いて
分配量の計算ができる。溶媒抽出
による分離濃縮法を考案できる。

溶媒抽出の概念を
理解している。分配定数を用いて
分配量の計算ができる。

溶媒抽出の概念の
理解が不足している分配定数を用
いて分配量の計算ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
分析化学の基礎となる化学反応とその原理を学習して、分析化学へ応用される理論的な理解力を養うとともに、それが
濃度計算、pH計算、実際の容量分析（滴定分析法）,溶媒抽出法などへどのように利用されるかについて、実用的な観点
から学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

教科書を中心に講義により授業を進める。学修単位科目であるので、自己学習のためにe-ラーニング教材を作成してい
る(http://gp-lms.ibaraki-ct.ac.jp)。必ずアクセスして予習復習に利用すること。なお、このコンテンツの確認テスト
は最終評価の対象とする。

注意点 第2学年分析化学Ⅰ、第3学年化学ゼミナールの内容を発展させたものであるので、これらの復習もかかさないようにす
ること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 溶液の濃度 多様な濃度表現があることを理解し、相互変換ができるよ
うになること。

2週 溶液内化学平衡と熱力学(1) 可逆化学反応と活量・活量係数について理解し、熱力学的
平衡定数を理解する。

3週 溶液内化学平衡と熱力学(2) イオン強度の概念を理解し、デバイーヒュッケル式による
活量係数の計算を理解する。

4週 溶液内化学平衡と熱力学(3) 化学平衡とギブスエネルギーの関係を理解する。

5週 酸塩基平衡論(1) 酸と塩基の定義について復習し、BL酸塩基の解離定数につ
いて理解する。

6週 酸塩基平衡論(2) BL酸塩基の解離定数を用いた溶液のpH計算に習熟する。
7週 　中間試験

8週 酸塩基平衡論(3) 中和滴定曲線の作成方法を学び、スプレッドシートソフト
による滴定曲線の作成を理解する

9週 酸塩基平衡論(4) 中和滴定における指示薬変色の理論を理解する。

10週 錯形成平衡論(１) 錯体の構造、配位子の種類、錯体生成反応の平衡定数につ
いて理解する。

11週 錯形成平衡論(2) 金属錯体の生成と安定性、および影響要因について理解す
る。

12週 錯形成平衡論(3) キレート試薬について学びキレート生成反応について理解
する。

13週 錯形成平衡論(4) キレート滴定法について学び、定量計算方法を理解する。

14週 酸化還元平衡論(1) 酸化還元反応と半電池・半反応・電極電位について理解す
る。

15週 期末試験
16週 総復習
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後期

1週 酸化還元平衡論(2) ネルンストの式を用いた電池の起電力の計算方法を理解す
る。

2週 酸化還元平衡論(3) 酸化還元平衡定数とネルンストの式・標準電極電位の関係
を理解する

3週 酸化還元平衡論(4) 酸化還元滴定と滴定溶液内の電位変化について理解する。
4週 酸化還元平衡論(5) 酸化還元滴定法の種類と計算方法を理解する。
5週 沈殿生成平衡論(1) 沈殿の生成・溶解の平衡と溶解度積との関係を理解する。

6週 沈殿生成平衡論(2) 溶解度積を用いた難溶性化合物の沈殿生成の計算方法を理
解する。

7週 中間試験

8週 沈殿生成平衡論(3) 難溶性化合物を溶解する方法と溶解度積の関係を理解する
。

9週 沈殿生成平衡論(4) 沈殿滴定法による塩化物イオンの定量方法について理解す
る。

10週 沈殿生成平衡論(5) 沈殿滴定法の応用と計算方法について理解する。

11週 溶媒抽出平衡論(1) 溶媒抽出における分配法則・分配比・抽出率・抽出方法に
ついて理解する。

12週 溶媒抽出平衡論(2) 分配係数を用いて物質の液ー液分配平衡における計算につ
いて理解する。

13週 溶媒抽出平衡論(3) 金属イオンの溶媒抽出法について理解する。
14週 イオン交換反応 イオン交換樹脂を用いた分離濃縮法法について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 有機化学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：奥山格監修「有機化学」（丸善）、参考書：マクマリー「有機化学概説（第６版）」（東京化学同人） 、蝦名
・小松崎共編「有機化学テキスト」（茨城高専・物質工学科）、ウェイド「有機化学」（丸善）

担当者 小松崎 秀人
到達目標
１．官能基の化学（性質・反応性）を理解する。
２．電子の流れを意識して、有機反応・反応機構を考える。
３．有機反応を反応別（付加、置換など）に分類できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
有機化合物について、官能基の化
学（性質・反応性）をしっかりと
理解している。

有機化合物について、官能基の化
学（性質・反応性）を概ね理解し
ている。

有機化合物について、官能基の化
学（性質・反応性）を理解してい
ない。

評価項目2
有機反応について、電子移動を基
に考え、反応生成物を答えること
ができる。

有機反応について、電子移動を基
に概ね考えることができる。

有機反応について、電子移動を理
解できず、それを基に有機反応を
考えることができない。

評価項目3
有機反応を各反応に分類し、それ
ぞれを理解した上で反応を組み立
てることができる。

有機反応を各反応に分類し、概ね
反応を組み立てることができる。

有機反応を反応別に分類できず、
反応を組み立てることもできない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
有機化学は炭素、窒素、酸素など生物内に見出される原子が関係する化学である。最近はその発展がめざましく、複雑
な構造を有する化合物の合成へと展開されるようになった。しかし、どんなに素晴らしい反応が開発されても、基本を
身に付けていなければ、それを理解することは出来ない。本講義では、３年次で習得した有機反応を電子論と官能基の
性質に基づいて学び、全体的に有機化学の基本と応用を習得できるように解説する。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は主に黒板による板書で行う。授業内容の理解を深めるために、演習も取り入れていく。

注意点
有機化学は”暗記教科”ではなく、各官能基の化学や電子論や反応パターンがわかれば、かなり理解できるはずである。そ
んな一面を感じて欲しい。
３年生の講義内容の応用になるので、毎回しっかり復習しておくこと。講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題
や演習問題を解いておくこと。講義内容で示した次回分の内容を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電子論に基づいた炭化水素の合成と反応性 炭化水素の合成、電子論に基づいた反応性について理解す
る。

2週 電子論に基づいた炭化水素の反応性 電子論に基づいた環状炭化水素の反応性について理解する
。

3週 電子論に基づいたハロゲン化アルキルの合成 ハロゲン化アルキルの合成法について理解する。

4週 電子論に基づいたハロゲン化アルキルの反応性 電子論に基づいたハロゲン化アルキルの反応性について理
解する。

5週 電子論に基づいたアルコールの合成 アルコールの合成法について理解する。

6週 電子論に基づいたアルコールの反応性 電子論に基づいたアルコールを用いた反応性について理解
する。

7週 （中間試験）
8週 電子論に基づいたカルボニル化合物の合成 カルボニル化合物の合成法について理解する。

9週 電子論に基づいたカルボニル化合物の反応性 電子論に基づいたカルボニル化合物の特徴的な反応性につ
いて理解する。

10週 電子論に基づいたアミン化合物の合成 アミン化合物の合成について理解する。

11週 電子論に基づいたアミン化合物の反応性 電子論に基づいたアミン化合物の特徴的な反応性について
理解する。

12週 電子論に基づいた芳香族化合物の合成 芳香族化合物の合成法について理解する。

13週 電子論に基づいた芳香族化合物の反応性（１） 電子論に基づいた芳香族化合物の特徴的な反応性について
理解する。

14週 電子論に基づいた芳香族化合物の反応性（２） 芳香族化合物のアルキル化、アシル化、ニトロ化について
理解する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の総まとめを行う。

後期

1週 有機化合物の構造と命名 国際命名法に基づいた有機化合物の命名法について理解す
る。

2週 σ結合とπ結合 各結合の差違と反応性について理解する。

3週 酸と塩基 有機化合物における酸・塩基、その強弱の基本概念、誘起
効果、共鳴効果について理解する。

4週 付加反応（１） 付加反応の分類、求電子付加について理解する。
5週 付加反応（２） 求核付加反応について理解する。
6週 付加反応（３） 分子付加について理解する。
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7週 （中間試験）
8週 置換反応（１） 求核置換の種類、性質について電子的に理解する。
9週 置換反応（２） 求電子置換の種類、性質、配向性について理解する。
10週 脱離反応（１） 脱離反応の概念、置換反応との競争について理解する。

11週 脱離反応（２） ザイツェフ則、ホフマン分解による脱離形式について理解
する。

12週 転位反応 カルボカチオンの安定性、それに基づく転位反応について
理解する。

13週 転位反応 人名反応について理解する。
14週 酸化・還元反応、縮合反応 酸化・還元反応の基本と応用について理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の総まとめを行う。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 70 0 0 0 0 0 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物理化学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2

教科書/教材 教科書：秋貞英雄他「化学熱力学中心の基礎物理化学」（学術図書出版社）　　参考書：渡辺啓「化学熱力学」（サイ
エンス社）

担当者 宮下 美晴
到達目標
１．熱力学第一法則、熱容量、内部エネルギー、エンタルピーの定義と適用方法を説明でき、内部エネルギー変化やエンタルピー変化を計算で
きる。
２．気体の等温、定圧、定容、および断熱変化におけるエネルギーの出入りを計算できる。
３．熱力学第二法則、第三法則の定義と適用方法を説明でき、エントロピー変化を計算できる。
４．自由エネルギー変化の計算ができる。また、自由エネルギーと平衡定数の関係を説明でき、自由エネルギー変化から平衡定数およびその温
度依存性を計算できる。
５．電池の起電力、自由エネルギー、平衡定数の関係を説明でき、それらを計算できる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
熱力学第一法則、熱容量、内部エ
ネルギー、エンタルピーの定義と
適用方法を説明でき、それを利用
して、状態変化や化学反応に伴う
内部エネルギー変化とエンタルピ
ー変化を計算できる。

熱力学第一法則、熱容量、内部エ
ネルギー、エンタルピーの定義と
適用方法を概ね説明でき、内部エ
ネルギー変化とエンタルピー変化
を概ね計算できる。

熱力学第一法則および熱容量を定
義できず、内部エネルギー変化と
エンタルピー変化の計算ができな
い。

気体の等温、定圧、定容、断熱変
化における仕事、熱の出入りなら
びに内部エネルギー変化、エンタ
ルピー変化を計算できる。

気体の等温、定圧、定容、および
断熱変化における仕事、熱、内部
エネルギー変化を概ね計算できる
。

気体の等温、定圧、定容、および
断熱変化におけるエネルギーの出
入りを計算できない。

熱力学第二法則、第三法則の定義
と適用方法を説明でき、それを利
用して、状態変化や化学反応に伴
うエントロピー変化を計算できる
。

熱力学第二法則、第三法則の定義
と適用方法を概ね説明でき、エン
トロピー変化を概ね計算できる。

熱力学第二法則、第三法則の定義
ができず、エントロピー変化の計
算ができない。

状態変化や化学反応に伴う自由エ
ネルギー変化を計算できる。自由
エネルギーと平衡定数の関係を説
明できる。自由エネルギー変化か
ら平衡定数およびその温度依存性
を計算できる。

自由エネルギー変化を概ね計算で
きる。自由エネルギーと平衡定数
の関係を概ね理解し、計算できる
。

自由エネルギー変化の計算ができ
ない。自由エネルギーと平衡定数
の関係を説明できない。

電池の起電力、自由エネルギー、
平衡定数の関係を説明でき、それ
らを相互に計算できる。

電池の起電力、自由エネルギー、
平衡定数の関係を概ね説明できる
。

電池の起電力、自由エネルギー、
平衡定数の関係を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
熱力学第一法則、第二法則、第三法則を中心に、化学熱力学の基本を学ぶ。仕事、熱、内部エネルギー、エンタルピー
、エントロピー、自由エネルギーといった熱力学の基本概念を用い、種々の変化・反応を、エネルギーの出入りという
観点から理論的に解釈できるようにする。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義を中心に授業を行う。まず、熱力学の考え方について黒板を用いて説明する。その後、学んだ内容に関連する演習
を行い、解法を解説する。毎回、授業内容に関する課題をだす。

注意点
基本的な計算、微分積分は物理化学を学ぶ上で必要なので、理解していること。
演習、課題のために計算が必要となるので電卓を携行すること。
毎回の授業後には、ノートの内容や教科書の対応部分を見直して復習すること。また、次回予定の内容に関して教科書
や参考書を利用して予習すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 いろいろな系 エネルギーおよび物質の出入りの観点からの系の分類につ
いて説明できる。

2週 熱力学第一法則
熱力学第一法則の定義と適用方法を説明できる。また、こ
の法則に基づいて、熱、仕事、内部エネルギーの関係を説
明できる。

3週 理想気体の等温膨張・圧縮１ 一定外圧下での理想気体の等温膨張・圧縮における、仕事
、熱、内部エネルギー変化を計算できる。

4週 理想気体の等温膨張・圧縮２ 理想気体の等温可逆的な膨張・圧縮における、仕事、熱、
内部エネルギー変化を計算できる。

5週 ジュールの法則 ジュールの法則の定義と適用方法を説明できる。

6週 熱容量とエンタルピー
熱容量およびエンタルピーの定義と適用方法を説明できる
。熱容量を用いてエンタルピー変化と内部エネルギー変化
を計算できる。

7週 中間試験

8週 マイヤーの関係式 マイヤーの関係式の導出を理解し、その式の適用方法を説
明できる。

9週 エネルギー等分配則
分子の運動の自由度と内部エネルギーの関係を理解し、エ
ネルギー等分配則について説明できる。また、それに基づ
いて、理想気体の熱容量について説明できる。
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10週 理想気体の断熱変化１ ポアッソンの式を使って、理想気体の断熱可逆変化に伴う
エネルギーの出入りを計算できる。

11週 理想気体の断熱変化２ 理想気体の断熱不可逆的な変化に伴うエネルギーの出入り
を計算できる。

12週 反応熱
定圧下および定積下での反応熱（化学反応に伴うエンタル
ピー変化と内部エネルギー変化）の違いを理解し、それら
を計算できる。

13週 標準生成エンタルピーとヘスの法則
標準生成エンタルピーおよびヘスの法則を説明でき、それ
らを利用して化学反応に伴うエンタルピー変化を計算でき
る。

14週 反応熱の温度依存性 種々の温度における反応熱を計算できる。
15週 期末試験
16週 前期の復習 前期に学習した内容のまとめと復習

後期

1週 熱力学第二法則１ 熱力学第二法則の定義と適用方法を説明できる。

2週 熱力学第二法則２ カルノーサイクルと仕事効率を理解し、熱力学第二法則の
正当性を説明できる。

3週 エントロピー エントロピーとは何かを説明できる。

4週 エントロピー変化の計算 温度変化、気体の膨脹・圧縮、化学反応、相転移、等に伴
うエントロピー変化の計算ができる。

5週 エントロピーの分子論的意味と熱力学第三法則
ボルツマンの関係式を理解し、エントロピーの分子論的意
味を説明できる。熱力学第三法則の定義と適用方法を説明
でき、純物質のエントロピーを計算できる。

6週 エントロピー増大則 エントロピー増大則およびクラウジウスの不等式を説明で
きる。

7週 中間試験

8週 自由エネルギー 自由エネルギーの定義を説明できる。自由エネルギーを用
いて平衡条件を説明できる。

9週 自由エネルギー変化の計算
標準生成自由エネルギーを説明できる。また、これを用い
て、種々の変化・反応に伴う自由エネルギー変化を計算で
きる。

10週 自由エネルギーと相変化１ クラウジウス－クラペイロンの式を導出し、相図における
相境界線を説明できる。

11週 自由エネルギーと相変化２ クラウジウス－クラペイロンの式を応用して、相変化に関
する計算ができる。

12週 化学平衡と自由エネルギー 平衡定数と自由エネルギー変化の関係を説明でき、それら
を相互に計算できる。

13週 平衡定数の温度依存性
平衡定数の温度依存性と、自由エネルギー、エンタルピー
、エントロピーの関係を説明でき、それらを相互に計算で
きる。

14週 起電力と自由エネルギー 電池の起電力、自由エネルギー、平衡定数の関係を説明で
き、それらを相互に計算できる。

15週 期末試験
16週 後期の復習 後期に学習した内容のまとめと復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学工学Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位I: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 藤田重文 他監修「化学工学」(実教出版)、市原・他共著 「化学工学の計算法」(東京電機大学出版局)
担当者 Luis Guzman
到達目標
１．単位換算、物質収支、エネルギー収支等について演算・計算力をつける。
２．工業プロセスにおける単位操作・装置設計に必要な基礎データの解釈と正当な評価を行う。
３．省資源・省エネ・環境保全、安全操作の観点から、プロセスの構成や装置の構造等を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
単位換算、物質収支、エネルギー
収支等について演算・計算力が十
分に身につけることができる。

単位換算、物質収支、エネルギー
収支等について演算・計算力が身
につけることができる。

単位換算、物質収支、エネルギー
収支等について演算・計算力が身
につけることができない。

評価項目2
工業プロセスにおける単位操作・
装置設計に必要な基礎データの解
釈と正当な評価を行うことが十分
にできる。

工業プロセスにおける単位操作・
装置設計に必要な基礎データの解
釈と正当な評価を行うことができ
る。

工業プロセスにおける単位操作・
装置設計に必要な基礎データの解
釈と正当な評価を行うことができ
ない。

評価項目3
省資源・省エネ・環境保全、安全
操作の観点から、プロセスの構成
や装置の構造等を理解することが
十分にできる。

省資源・省エネ・環境保全、安全
操作の観点から、プロセスの構成
や装置の構造等を理解することが
できる。

省資源・省エネ・環境保全、安全
操作の観点から、プロセスの構成
や装置の構造等を理解することが
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
ものづくりには緻密なプロセス(過程)とデザイン(設計)が不可欠であることを、種々の単位操作計算や作図を通して学ぶ
。将来の(化学)技術者になるためには、装置や機械の原理を理解するとともに、効率だけではなく安全の観点からも必要
がある。ここではそれらに必要な基本事項を例題や演習等を通して具体的に習得する。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、定期試験の成績８０％、および小テスト･課題･宿題の成績２０％で行い、合計の成績が６０点以上の者
を合格とする。

注意点
この科目は化学工業における単位操作を学びますが、物理や物理化学の基礎をしっかり習得しておくことが望ましい。
ここで理論的背景、原理、計算の基礎などを理解する。授業の内容はプリントで配布しますが、授業で完成するように
作成する。ノートのとり方が大切である。演習があり、電卓を必ず携帯すること。宿題、小テストあり。予習・復習を
しっかりやっておくこと。教科書や参考書の各章末の問題の解き方に早く慣れましょう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 化学工学受講上の１０ｶ条 化学工学体系の特徴、ノートの取り方、計算問題の解き方
。

2週 化学工場の特徴と技術者 化学工場の構成・特徴、プロセスとプラント、単位操作等
の概要。

3週 化学工学の役割（化学技術者としての基本能力） プラントの計画・設計・建設・運転・保全についての概念
。

4週 単位換算（ＳＩ単位系） ＳＩ単位と非ＳＩ単位の換算。
5週 単位換算（ＳＩ単位系）（単位で数値が生きる） 有効数字に関する演習。
6週 物質の流れと物質収支（２大法則） 質量保存とエネルギー保存の法則を使った計算。
7週 （中間試験）
8週 試験問題の解答

9週 物理的プロセスの物質収支（方程式）(1) 分離・混合・向流・循環などの物理的プロセスにおける物
質収支の計算(1)。

10週 物理的プロセスの物質収支（方程式）(2) 分離・混合・向流・循環などの物理的プロセスにおける物
質収支の計算(2)。

11週 化学反応を伴うプロセスの物質収支(1) 反応プロセスの特徴およびその物質収支に関する計算(1)。
12週 化学反応を伴うプロセスの物質収支(2)　 反応プロセスの特徴およびその物質収支に関する計算(2)。
13週 化学反応を伴うプロセスの物質収支(3) 反応プロセスの特徴およびその物質収支に関する計算(3)。
14週 まとめと演習 問題集の利用

15週 （期末試験）

16週 試験問題の解答・総復習

後期

1週 液体の取り扱い（液体を貯める・移す） 貯槽・腐食・防食についての特徴・問題点。

2週 気体の取り扱い（気体を貯める・移す・測る） 気体貯槽、圧力の測定

3週 管内の流体の流れ(1) 管径と流速・レイノルズ数・エネルギー損失・動力との関
係。流量測定法(1)。

4週 管内の流体の流れ(2) 管径と流速・レイノルズ数・エネルギー損失・動力との関
係。流量測定法(1)。

5週 エネルギー収支（エネルギー保存則） 機械的エネルギーおよび熱エネルギーの収支計算。
6週 流体輸送・動力 流体輸送・動力の算出法
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7週 （中間試験）
8週 試験問題の解答

9週 固体と粉体（粉体の物性と測定法・粒径分布）(1) 粉体の特性。ふるい分析法の原理。粒径とその分布図の作
成(1)。

10週 固体と粉体（粉体の物性と測定法・粒径分布）(2) 粉体の特性。ふるい分析法の原理。粒径とその分布図の作
成(2)。

11週 粉砕と混合（平均粒径の統計的算出法） 粉体で重要な平均粒径および比表面積の計算。

12週 粉体の分離（固体･液体･気体間の機械的分離法）(1) 沈降･分級･沈殿濃縮･遠心沈降分離･ろ過･集塵の各原理
(1)。

13週 粉体の分離（固体･液体･気体間の機械的分離法）(2) 沈降･分級･沈殿濃縮･遠心沈降分離･ろ過･集塵の各原理
(2)。

14週 まとめと演習 伝熱速度(熱損失)から求める熱交換器の設計。
15週 （期末試験）
16週 試験問題の解答・総復習

評価割合
試験 小テスト＋課題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 40 10 50
専門的能力 40 10 50
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用有機化学演習
科目基礎情報
科目番号 0047 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 テキスト：蝦名、小松崎共編「応用有機化学演習テキスト」（茨城高専・物質工学科） 参考書：奥山格「有機化学」
（丸善）、マクマリー「有機化学概説（第６版）」（東京化学同人）

担当者 小松崎 秀人
到達目標
１．有機化学を各反応別に分類・整理し、その反応の基本を理解できるようにする。
２．代表的な官能基の基本反応と反応機構を理解できるようにする。
３．機器分析による未知化合物の同定法を理解できるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
有機化学を各反応別に分類・整理
することができ、その反応や反応
機構を理解できる。

有機化学を各反応別に分類・整理
することができ、その反応の基本
概念を理解できる。

有機化学を各反応別に分類・整理
することができず、その反応の基
本も理解することができない。

評価項目2
代表的な官能基を有する有機化合
物の反応性と反応機構を理解でき
る。

代表的な官能基を有する有機化合
物の反応性を理解できる。

代表的な官能基を有する有機化合
物の反応性を理解できない。

評価項目3 機器分析による未知化合物の同定
法を理解できる。

機器分析による同定法の基本を理
解できる。

機器分析による同定法の基本を理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 スペクトル解析による有機化合物の同定、および有機反応の基本反応やその応用について学びます。を勉強したい方は

、是非、受講して下さい。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は黒板を使用した板書を主とします。演習時間を設け、それを回答してもらいます。資料配付を行い、授業内容の
理解に繋げます。

注意点 本講義を受ける学生は有機化学Ⅱも併せて受講することが望ましいです。受講前に、これらの講義内容を復習しておい
て下さい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 有機化合物の構造 官能基を理解し、それに基づいた有機化合物の分類ができ
る。

2週 有機化合物の構造解析（１）UV-vis UV-visから得られる情報を理解することができる。
3週 有機化合物の構造解析（２）IR① IRから得られる情報を理解することができる。

4週 有機化合物の構造解析（３）IR② 低波数側にシフトする要因として、水素結合、共役系にお
ける影響を理解する。

5週 有機化合物の構造解析（４）IR③ 演習を通して、主要な有機化合物のIRデータから特性吸収
帯を理解する。

6週 有機化合物の構造解析（５）NMR① ゼーマン分裂、NMRの概要を理解する。
7週 有機化合物の構造解析（６）NMR② 演習を通して、化学シフトについて理解する。
8週 （中間試験）
9週 有機化合物の構造解析（７）NMR③ 演習を通して、積分値について理解する。
10週 有機化合物の構造解析（８）NMR④ 演習を通して、スピン－スピン結合について理解する。

11週 有機化合物の構造解析（９）NMR⑤ 演習を通して、対称要素を有する有機化合物のスピン－ス
ピン結合について理解する。

12週 有機化合物の構造解析（10）MS 分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントイオンピ
ークについて理解する。

13週 有機化合物の構造解析（11） 演習を通して、未知化合物のスペクトル解析を行い、その
有機化合物の構造を同定する。

14週 有機化合物の構造解析（12） 演習を通して、未知化合物のスペクトル解析を行い、その
有機化合物の構造を同定する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 有機化合物の構造解析について総合理解する。

後期

1週 有機化合物の性質 官能基の種類から、有機化合物の性質を理解する。

2週 有機化合物の立体配座と異性体 Newman投影図を用いた立体配座、異性体の種類について
理解する。

3週 有機化合物の命名法 国際命名法とそれに基づいた有機化合物の命名法を理解す
る。

4週 酸と塩基 有機化合物における酸・塩基、その強弱の基本概念を理解
する。

5週 付加反応（１） 付加反応を分類し、求電子付加反応を理解する。
6週 付加反応（２） 求核付加反応について理解する。
7週 付加反応（３） 分子付加反応について理解する。
8週 置換反応（１） 求核置換反応について理解する。
9週 置換反応（２） 求電子置換反応について理解する。
10週 脱離反応（１） 脱離反応の概念、置換反応との競争について理解する。
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11週 脱離反応（２） ザイツェフ法則、ホンマン分解について理解する。

12週 転位反応（１） カチオンの安定性に基づく転位や人名反応について理解す
る。

13週 転位反応（２） 主に人名反応について理解する。
14週 酸化・還元反応 有機化合物の酸化、還元反応について理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習 有機化合物の反応性を理解する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用無機化学演習
科目基礎情報
科目番号 0048 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 2

教科書/教材
教科書：物質工学科編「無機化学実践問題集（改訂版）」、参考書：平尾、田中、中平ら共著「無機化学－その現代的
アプローチ－（第２版）」（東京化学同人）、田中、平尾、中平、幸塚、滝澤ら共著「演習無機化学」（東京化学同人
）

担当者 鹿野 弘二
到達目標
１．無機化学で重要な基本的概念を理解すること。
２．無機化学についての基本的な問題が解けるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
無機化合物の化学式、命名法を体
系的に理解し、書くことができる
。

代表的な無機化合物の化学式を書
くことができ、また、命名するこ
ともできる。

代表的な無機化合物の化学式を書
くことができず、命名することも
できない。

無機化学で重要な基本的な概念を
しっかり理解し、無機化合物の性
質や構造に関する問題を解くこと
ができる。

無機化学で重要な基本的な概念を
理解し、無機化合物の性質や構造
に関する問題を解くことができる
。

無機化学で重要な基本的な概念を
理解できず、無機化合物の性質や
構造に関する問題を解くことがで
きない。

無機化合物の溶液中での反応を理
解し、計算問題を完璧に解くこと
ができる。

無機化合物の溶液中での反応に関
する計算問題を解くことができる
。

無機化合物の溶液中での反応に関
する計算問題を解くことができな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 既に習得した無機化学の知識を実際に活用できるように、演習問題を通して無機化学の実力アップを図る。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は、本校編集テキスト「無機化学実践問題集」を使って主に、黒板による板書で説明していく。各章が終わったら
小テストを行い、評価の対象とする。

注意点 ２・３年生でやった無機化学をしっかり復習しておいてください。講義ノートの内容を見直し、次回分の内容を予習し
ておいてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．無機化合物の名称 基本的な無機化合物を命名できるようにする。

2週 ２．元素各論（１） 各元素とその化合物の性質に関する問題を解けるようにす
る。

3週 元素各論（２） 　　　　　　〃
4週 ３．化学量論（１） 溶液の計算問題を解けるようにする。
5週 化学量論（２） 　　　　　　〃
6週 ４．電子軌道と化学結合（１） 電子軌道と化学結合に関する問題を解けるようにする。
7週 中間試験
8週 電子軌道と化学結合（２） 　　　　　　〃
9週 ５．酸と塩基 酸と塩基に関する問題を解けるようにする。
10週 ６．酸化と還元（１） 酸化と還元に関する問題を解けるようにする。
11週 酸化と還元（２） 　　　　　　〃
12週 ７．無機物理化学（１） 結晶構造に関する問題を解けるようにする。
13週 無機物理化学（２） 化合物の電子状態に関する問題を解けるようにする。
14週 ８．放射化学 原子の放射壊変に関する問題を解けるようにする。
15週 期末試験
16週 総復習 前期分の総復習をする。

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実用数学
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 教科書をしていしない。これまで使用した数学の教科書を参考書とする。
担当者 佐藤 稔
到達目標
化学・物理でよく使われる数学を使いこなせるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
化学・物理でよく使われる数学を
自由に使いこなせる。

化学・物理でよく使われる数学を
使いこなせる。

化学・物理でよく使われる数学を
使いこなせない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 化学に必要な数学を可能な限り物理や化学現象と関連づけながら講義する。細かい内容よりも、数学を使いこなすこと

を目標とする 。
授業の進め方と授業内
容・方法 3年までに習った微分積分の数学の基礎を復習し、可能な限り物理や化学現象と関連づけながら講義する。

注意点
3年で習った微分積分を復習すること。小テスト（ノート持ち込み可）を行うので講義中に理解し、質問があればその場
で聞くこと。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。次回予定の部分を予習し
ておくこと。数学をもう一度勉強し直したい人も歓迎。電卓の使用可。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 極限(1) 演習を通して、分数の極限、無理数の極限が求められる。
2週 極限(2) 演習を通して、ロピタルの定理、はさみ打ち法の演習

3週 微分(1) 演習を通して、合成微分、逆関数の微分、媒介変数を用い
た微分ができる。

4週 微分(2) 演習を通して、 接線の方程式が求められる。
5週 微分(3) 演習を通して、増減表とグラフが求められる。

6週 微分の応用 演習を通して、最大値、最小値、が求められる。マクロー
リン展開ができる。

7週  （中間試験）
8週 積分(1) 演習を通して、置換積分ができる。
9週 積分(2) 演習を通して、部分積分ができる。
10週 積分(3) 演習を通して、三角関数を含む積分ができる。
11週 二重積分 演習を通して、二重積分ができる。
12週 積分の応用 演習を通して、面積、体積が求められる。
13週 微分方程式 演習を通して、変数分離法を理解できる。

14週  微分方程式の応用  演習を通して、反応速度、物体の落下運動への応用、年代
測定への応用ができる。

15週  （期末試験）
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学英語演習
科目基礎情報
科目番号 0050 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 4
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材 教科書は使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
担当者 鈴木 喜大
到達目標
１.基本的な英文法を習得していること。
２.英語長文の構造が理解できること。
３.科学英文、文献英文が読解できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
英文の構造 英文の基本構造を説明できる。 英文の基本構造が理解できる。 英文の基本構造が理解できない。

基礎的な英文法 基礎的な英文法を理解した上で英
文を理解できる。

基礎的な英文法を用いた英文を理
解できる。

基礎的な英文法が理解できず、英
文を理解できない。

科学英文 科学英文を読解し、その内容を的
確に説明できる。

科学英文を読解し、その概要を理
解できる。

科学英文を読解できず、その概要
も理解できない。

科学英語の語彙力 基礎的な科学英語に用いられる英
単語を理解できる。

基礎的な科学英文で頻出する英単
語を理解できる。

基礎的な科学英文で頻出する英単
語を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 化学情報の拠り所は化学文献であり、そのほとんどは英語で書かれている。本講義では、基本的な英文法を全面的に復

習し、演習問題を通して徹底的に訓練し、科学技術者に必要な英語読解力、表現力を習得する。
授業の進め方と授業内
容・方法

資料配付とスライドを用いて基礎的な英文法について解説していく。理解度を高めるため、最新の英語論文を基にした
小テストやレポートを挟みながら進行させる。

注意点 授業中に示された練習問題を解き、あるいは英語論文をよく読んでおくこと。
演習問題、小テストをよく見直すこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 英文の構造、品詞、節、句など 英文の基本構造、自動詞と他動詞、修飾用法、疑問詞を含
む節を理解できる。

2週 文型 第一文型～第五文型の構造、特に第五文型のパターンを理
解できる。

3週 完了形、進行形、受動態の作り方 色々な時制の文章、色々な受動態の文章を理解できる。

4週 不定詞の用法 名詞的用法、形容詞的用法、副詞的用法（目的用法、結果
用法）を理解できる。

5週 分詞の用法 動名詞、分詞の形容詞的用法を理解できる。

6週 関係代名詞 通常用法、限定用法と継続用法、先行詞を含むもの、前置
詞＋関係代名詞、複合関係代名詞を理解できる。

7週 （中間試験）

8週 関係副詞 中間試験の解説。
通常用法、複合関係副詞を理解できる。

9週 thatの用法 代名詞、節を導くthat、関係代名詞、同格のthat、so
that構文を理解できる。

10週 副詞節を導く従属接続し
分詞構文

時を表す副詞節を導くもの、原因・理由の副詞節を導くも
の、分詞構文の作り方、訳し方が理解できる。

11週 仮定法 仮定法過去・過去完了が理解できる。
12週 強調構文 強調構文の作り方を理解できる。
13週 前置詞と動詞との熟語 基本的な前置詞の意味、動詞＋前置詞を理解できる。

14週 その他の構文、熟語、単語 覚えるべき基本構文を使用でき、全否定と部分否定、覚え
るべき熟語、要注意な単語の訳し方を理解できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 40 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 20 50
専門的能力 30 0 0 0 0 20 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 知的財産論
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0069
講義
一般共通５年

前期 週時限数 2

教科書/教材 教科書：『知的財産権法文集』(最新版)　発行：発明推進協会 『知的財産権制度入門（平成27年度版）』特許庁編　
ＰＤＦデータを提供（各自プリントして持参のこと）

担当者 櫻井 博行
到達目標
１．知的財産の全体像を把握し、知的財産の容体に対応した的確な保護と活用の基礎力を修得し、これらの説明ができる。
２．知的財産の重要性を理解し、講学上はもとよりビジネスにおける対応力を増強させると共に、知的財産の重要性を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

１．知的財産の全体像
知的財産の容体に対応した的確な
保護と活用の基礎力に基づき、知
的財産の全体像をわかりやすく説
明できる。

知的財産の全体像を把握し、知的
財産の容体に対応した的確な保護
と活用の基礎力を修得している。

知的財産の全体像を把握できず、
知的財産の容体に対応した的確な
保護と活用の基礎力を修得できて
いない。

２．知的財産の重要性
知的財産の重要性を理解し、講学
上はもとよりビジネスにおける自
からの対応の幅を拡げるための方
策を説明できる。

知的財産の重要性を理解し、講学
上はもとよりビジネスにおける自
からの対応の幅を拡げられる素養
を身につけている。

知的財産の重要性を理解できず、
ビジネスにおける自からの対応の
幅を拡げられない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (C)(ホ)
教育方法等
概要 今日、知的財産制度の理解は全産業人必須のものとなった。授業では特許法を中心に実用新案法、意匠法、商標法、不

正競争防止法、しそて著作権法等それぞれの基本構造と内容を講じ、時代の趨勢を見据えた技術者養成を目指す。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業において次回内容の予告をするので、その内容について教科書の該当箇所、配布資料、および関連条文（知的財産
権法文集）に目を通して授業に臨むこと。普段から知的財産に関連するニュース報道等に気を配り、事件の概要を把握
し、法律のあてはめや効果（結論）の試行を心掛けること。

参考書：『工業所有権法（産業財産権法）逐条解説〔第19版〕』特許庁 (編集)　 発行：発明推進協会
注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 知的財産・同制度の全体像（授業の全体像を含む）
知的財産とは、知的財産制度と知的財産法、知的財産権の
法的性格等について理解し、これらについて説明ができる
。

2週 特許と実用新案
保護主体（発明者主義、権利主義、先願主義）、保護客体
（発明、考案）、特許要件（対比：実用新案登録要件）等
について理解し、これらについて説明ができる。

3週 特許（実用新案登録）出願・手続、出願に関する諸原則・
制度

特許亜出願及び出願手続、書類と記載事項・各書類の役割
、優先権出願、分割・変更出願、分割・変更出願、補正、
出願公開（目的、効果等）等について理解し、これらにつ
いて説明ができる。

4週 特許権（実用新案権）
特許権の効力（内容、効力の制限、消尽）、実用新案権の
行使・実用新案権者の責任等について理解し、これらにつ
いて説明ができる。

5週 産業財産権条約
パリ条約、特許協力条約（国際出願、国際調査と国際公開
、国際予備審査と国内移行）、ＴＲＩＰＳ協定等を通して
国外での権利取得について理解し、これらについて説明が
できる。

6週 意匠制度（意匠法）
意匠法上の意匠、意匠登録出願、一意匠一出願、登録要件
、新規性喪失の例外、類否判断、不登録事由、先願、手続
補正、組物の意匠、秘密意匠、関連意匠、部分意匠等につ
いて理解し、これらについて説明ができる。

7週 （中間試験）

8週 意匠制度（意匠法）
画面デザインの保護、要旨変更、出願の分割、出願変更、
意匠権、権利の利用・抵触、実施権、権利侵害（37条
～41条）、判定、審判、再審、訴訟等について理解し、こ
れらについて説明ができる。

9週 商標制度（商標法）
商標法上の商標、保護対象、商標登録制度の内容、商標の
識別力、使用による識別力の獲得、立体商標、商標の類否
、商品・役務の類否、登録要件、周知・著名商標の保護等
について理解し、これらについて説明ができる。

10週 商標制度（商標法）

商標権の効力、類似と混同、権利の効力の制限、商標とし
ての使用、真正商品の並行輸入、商標機能論、消尽、取消
審判、更新、地域団体商標、団体商標制度、小売等役務商
標制度、新しいタイプの商標（動き、ホログラム、色彩、
位置、音）等について理解し、これらについて説明ができ
る。等について理解し、これらについて説明ができる。

11週 不正競争行為の禁止（不正競争防止法）
不正競争行為とは、不正競争行為の類型、適用除外、禁止
行為、侵害に対する民事上の救済、侵害に対する刑事的制
裁等について理解し、これらについて説明ができる。等に
ついて理解し、これらについて説明ができる。
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12週 著作物にかかる制度（著作権法）
著作権法の沿革と目的、著作権の客体（著作物）、創作的
表現・依拠、著作物の例示、著作者、著作者の権利、著作
者人格権、著作権（財産権）の内容、保護期間、消尽等に
ついて理解し、これらについて説明ができる。

13週 著作物にかかる制度（著作権法）
著作権の制限規定の概要、著作隣接権、著作隣接権者（主
体：実演者等）、保護期間、著作権侵害、著作権の擬制侵
害、差止請求、損害賠償請求等について理解し、これらに
ついて説明ができる。

14週 種苗法、半導体集積回路の回路配置に関する法律
 種苗法の保護客体、品種登録の要件、育成者権、権利侵害
に対する措置、保護期間、回路配置利用権の設定登録要件
、他の知的財産権との比較、権利侵害に対する措置、保護
期間等について理解し、これらについて説明ができる。

15週 （期末試験）
16週  総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 キャリアデザイン
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 2
教科書/教材
担当者

0070
講義
一般共通５年

前期
プリントやワーク用紙を配付する
副校長 教務主事,山口 一弘

到達目標
１．社会の中における自らの存在意識を認識し、自己理解を深めることが出来る。
２．自分自身のキャリア感を描き、今後に応用することが出来る。
３．グループワークを通じて自ら問題を発見し、共同的に問題を解決する姿勢を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
社会の中における自らの存在意識
を分かりやすく他者に説明でき、
自己理解をより深めることが出来
る。

社会の中における自らの存在意識
を認識し、自己理解を深めること
が出来る。

自己の存在意識を認識できず、自
己理解を深めることが出来ない。

評価項目2
自分自身のキャリア感を具体的に
説明し、今後に応用することが出
来る。

自分自身のキャリア感を描き、今
後に応用することが出来る。

自分自身のキャリア感を描くこと
が出来ない。

評価項目3
グループワークを通じて自ら問題
を複数発見し、共同的に問題を解
決できる。

グループワークを通じて自ら問題
を発見し、共同的に問題を解決す
る姿勢を習得する。

グループワークで自ら問題を発見
せず、共同で問題解決に取り組む
ことが出来ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
「キャリアデザイン」とは、あなたの高専生活や今後の職業人生、キャリアについて、自らが主体となって構想し実現
していくことをいいます。「ありたい将来像」を考慮しながら自らの潜在能力を引き出し、新たな能力を習得していく
プロセスを考える、いわばあなた自信の夢へのアプローチする授業です。

授業の進め方と授業内
容・方法

出席は毎日の提出物により確認します。
授業内で取り上げたトピックについてweb等を活用し復習してください。
正解のない問題を取り上げますので、議論への活発な参加を期待します。

注意点 この講義は、5日間の集中講義です。下記の授業計画の１週は1日目に対応します。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
・イントロダクション；　授業全体の構造の説明
・自己分析１；　自己紹介用シートの作成
・自己紹介実践　

１）全15セッションの概略説明
２）出席確認方法の説明 (提出物、発表)
３）自己理解・表現・コミュニケーション
４）違いを認め多様性を理解する

2週
・キャリアデザインとはなにか
・グローバル社会におけるキャリアデザイン
・Well-being (よりよく生きる) とはどういうことか

１）キャリアデザインの概念を理解する
２）学生の間にやっておくべきこと
３）産業構造のグローバルな変容
４）手塚治虫の世界
５）有限の地球
６）国連持続可能な開発目標

3週
・自己分析２；振り返りをする
・人生の価値観を考える
・キャリアにおける転機・節目

１）振り返りからの自己分析
２）アマゾン Vs 古書籍店
３）観光開発 Vs 環境保全
４）転機・節目を知る

4週
・アマルティア・センのエージェンシーとは
・技術者としてのキャリアデザイン
・自己分析３；現在の自分を知る

１）人生の節目と選択肢
２）自由と福祉
３）平等と公平の違い
４）国際ロータリークラブのエージェンシーとは
５）共同と協働
６）マシマロタワー
７）詳しく自分を知る

5週
・グループプレゼンテーション１
・グループプレゼンテーション２
・残された議論

１）無限の可能性
２）プロセスの重要性を知る
３）夢のみかたを知る
４）夢の叶えかたを知る

6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
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態度・出席 プレゼンテーション及びレポート 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 50 50 100

5 － 4



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 現代の社会Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 1
教科書/教材
担当者

0071
講義
一般共通５年

通年
模範小六法２０１８　平成３０年版（三省堂）
谷田部 亘

到達目標
憲法の基本原理を理解する。
犯罪に関する基本的な法知識を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

憲法の基本原理の理解 憲法の基本原理を正しく説明出来
る 憲法の基本原理を理解している 憲法の基本原理を正しく理解出来

ていない
犯罪に関する基本的な法知識の習
得

犯罪に関する基本的な法知識を正
しく説明出来る

犯罪に関する基本的な法知識を正
しく理解している

犯罪に関する基本的な法知識を正
しく理解出来ていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 国家や刑罰に関わる公的な法分野（公法）を概観する。どのような行為が犯罪となるか、犯罪はどのように処罰される

のかといった刑事法を中心に取り扱うが、国の最高法規である憲法についても理解を深められる講義とする。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 憲法改正や様々な刑事事件など、法に関わるニュースは毎日のように流れています。その背景にある法原理や法制度の
仕組みを知り、社会常識として知っておくべき法知識を身につけてほしいと思います。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 法律 法律とは何か

2週 憲法①（基本原理） 憲法とは何か
憲法の基本原理

3週 憲法②（人権） 人権とは何か
4週 憲法③（統治） 国の統治機構の仕組み
5週 事例検討 憲法に関する裁判例の紹介と検討
6週 復習
7週 中間試験
8週 中間試験の解答と解説

9週 刑法①（総論１） 犯罪とは何か
刑罰とは何か

10週 刑法②（総論２） 犯罪の成立要件
11週 刑法③（各論１） 個人的法益に関する犯罪
12週 刑法④（各論２） 社会的・国家的法益に関する犯罪
13週 事例検討 刑法に関する裁判例の紹介と検討
14週 復習
15週 期末試験
16週 期末試験の解答と解説

後期

1週 刑事訴訟法①（捜査） 逮捕勾留
捜索差押等の捜査実務

2週 刑事訴訟法②（公訴・公判） 刑事裁判の手続・原則
3週 刑事訴訟法③（裁判員裁判等） 裁判員裁判等の掲示裁判の実務
4週 少年法 少年法の意義・特徴
5週 事例検討 刑事訴訟法に関する裁判例の紹介と検討
6週 復習
7週 中間試験
8週 中間試験の解答と解説

9週 行政法① 行政法とは何か
行政組織とは

10週 行政法② 国家賠償法
地方自治法等

11週 事例検討 行政法に関する裁判例の紹介と検討

12週 裁判実務① 法律家の役割
仕事について

13週 裁判実務② 裁判は実際にどのように行われているか
14週 復習
15週 期末試験
16週 期末試験の解答と解説

5 － 5



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 現代の社会Ⅳ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0072
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材
担当者 小島 秀夫
到達目標
社会工学とはどのようなものかを理解する
社会工学の思想基盤を理解する
社会工学の実際について理解する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

社会工学の理解 社会工学とはどのようなものか正
しく説明できる

社会工学とはどのようなものか正
しく理解できている

社会工学とはどのようなものか正
しく理解できていない

社会工学の思想基盤の理解 社会工学の思想基盤について正し
く説明できる

社会工学の思想基盤について正し
く理解できている

社会工学の思想基盤について正し
く理解できていない

社会工学の実際の理解 社会工学の実際について正しく説
明できる

社会工学の実際について正しく理
解できている

社会工学の実際について正しく理
解できていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 社会工学の歴史、基本的な概念および現在の研究成果についての理解をする
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする

注意点
正確にノートをとること
授業終了後にはノート等を見直し、復習しておくこと
社会工学を通じて、どのような政策が可能であり、どのような政策が不可能かを理解してほしい

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 社会工学の歴史 社会工学の発生について理解する
2週 社会工学の思想的基盤 社会工学が可能かどうかについて理解する
3週 構造・機能主義 構造・機能主義の考えを理解する
4週 社会システム論 社会システム論について理解する
5週 社会工学に必要な社会科学１ 必要な社会学について理解する
6週 社会工学に必要な社会科学２ 簡単な経済学について理解する
7週 中間試験
8週 社会工学に必要な社会科学３ 社会心理学について理解する
9週 社会工学とシミュレーション シミュレーションについて理解する
10週 基礎的データの獲得法１ 政策決定に必要なデータの獲得法について理解する
11週 基礎的データの獲得法２ 政策決定に必要なデータの獲得法について理解する
12週 政策と日常感覚 政策決定における日常感覚の重要性を理解する
13週 社会工学の応用 社会工学の応用事例について理解する
14週 事例研究 具体的な事例について検討する
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 社会工学と政策科学 社会工学と政策科学の関連について理解する
2週 政策科学の生成と発展 政策科学の歴史について理解する
3週 政策科学の基調 政策科学の基本的概念を理解する
4週 政策科学と官僚制 政策科学における官僚制の問題を理解する
5週 経済政策１ 経済政策の具体例について検討する
6週 経済政策２ 経済政策の失敗例について検討する
7週 中間試験
8週 地域計画１ これまでの地域計画について理解する
9週 地域計画２ 地域計画の失敗例について理解する
10週 教育政策１ 戦後の教育政策について理解する
11週 教育政策２ 教育政策について理解する
12週 社会工学の実践１ 各自、対象を決めて社会工学の応用を試みる
13週 社会工学の実践２ 各自の応用を相互に検討する
14週 まとめ これまでの重要な点をまとめる
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
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総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 8



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 人間と世界Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0073
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 参考書：前原昭二「記号論理入門」日本評論社、D.van Dalen, Logic and Structure, Springer-Verlag
担当者 神山 和好
到達目標
１．論理法則、論理的に正しい推論とは何かを理解する　論理的に正しい推論の型、正しくない推論の型を確認する　
２．論理学の基本的な骨組み（形式言語，意味論，構文論，完全性定理）を理解する
３．論理が理論において果たす役割を理解する（理論とは何かを理解する）
４．five paragraph essayの作成に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 論理学の骨格をよく理解している 論理学の骨格をおおむね理解して
いる 論理学の骨格を理解していない

評価項目２
論理法則、推論が論理的に正しい
ことの定義、論理的に正しい論証
の型/正しくない推論の型をよく理
解している

論理法則、推論が論理的に正しい
ことの定義、論理的に正しい論証
の型/正しくない推論の型をおおむ
ね理解している

論理法則、推論が論理的に正しい
ことの定義、論理的に正しい論証
の型/正しくない推論の型を理解し
ていない

評価項目３ 興味深いfive paragraph essayを
書くことができる

five paragraph essayを書くこと
ができる

five paragraph essayを書くこと
ができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等

概要
論理学の初等的講義。命題論理学と述語論理学の概要を講義する。演繹体系としてはゲンツエンの自然演繹法を使う。
論理的証明の習熟や論理学の骨組みの解説に重点を置き、完全性定理の証明等は省略する。なお、論理的思考のトレー
ニングのため、小論文（five paragraph essay）の作成、提出を求める。

授業の進め方と授業内
容・方法 基本的に板書（講義）により行う。随時演習を行う。

注意点
論理なしには科学や数学は展開できませんから（できたらすごい）、論理学は合理的思考に関心あるすべての人にフィ
ットする科目だと思います。教科書は使わないので、必ずノートをとること。随時演習問題（宿題）を課します。演習
問題の大部分は参考書「記号論理入門」の中にあります。各定理の証明を見たい人はLogic and Structureを見てくださ
い。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 イントロダクション 論理学は論証の構造の研究である　形式言語
2週 命題論理 論理語：かつ、または、もしーならば、ではない
3週 形式言語Ls Lsの記号の規則、形成規則、解釈の規則
4週 トートロジーと意味論的帰結 ２重否定則、対偶則、排中律、ド・モルガン則、他

5週 トートロジーと意味論的帰結 妥当な推論とは、前提の正しさを結論に保存する推論であ
る

6週 推論の分析 簡単な推論の分析
five paragraph essayの書き方

7週 （中間試験）
8週 演繹体系NKs 自然演繹法NKs
9週 NKsの演繹 演繹可能性NKsにおける証明
10週 形式的証明の習熟 NKsにおいていろいろなトートロジーを証明する
11週 形式的証明の習熟 NKsにおいていろいろなトートロジーを証明する
12週 置き換え定理 証明の簡略化
13週 完全性定理（NKｓの完全性） NKｓは健全かつ完全である
14週 まとめ 命題論理のまとめ
15週 （期末試験）
16週 総復習 総復習

後期

1週 述語論理 命題論理の限界　言語の拡張の必要性　第一階の述語論理
　

2週 形式言語L　 第一階の述語言語　「すべて」、「存在する」
3週 諸命題のLによる表現 さまざまな命題をLで表現する
4週 恒真式と意味論的帰結 トートロジー、意味論的帰結の拡張
5週 演繹体系NK 「すべて」と「存在する」に関する４つの推論規則の追加
6週 NKの演繹，演繹可能性 NKにおける証明
7週 （中間試験）
8週 NKの演繹，演繹可能性 NKにおける証明
9週 完全性定理（NKの完全性） NKは健全かつ完全である
10週 推論の分析 NKを用いて具体的推論を分析する
11週 初等的理論：(例）自然数論 論理学から見たとき理論とは何か
12週 自然数論 理論のなかで論理はいかに機能するか
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13週 前途瞥見 ゲーデルの不完全性定理　集合論のパラドクス　公理的集
合論　非古典論理

14週 まとめ まとめ
15週 （期末試験）
16週 　総復習 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 人間と世界Ⅳ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 1
教科書/教材
担当者

0074
講義
一般共通５年

通年
適宜、資料を配布する。
加藤 文彬

到達目標
①「文学」の定義の変遷について説明できる。
②「擬詩」の文学性について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
「文学」の定義の変遷、「擬詩」
の文学性について正確に説明でき
る。

「文学」の定義の変遷、「擬詩」
の文学性についておおむね説明で
きる。

「文学」の定義の変遷、「擬詩」
の文学性についてほとんど説明で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 本講義では先ず、古代から現代に至るまで「文学」の定義がどの様に変遷してきたのかを探る。その上で「擬詩（人の

詩に擬えた詩）」に如何に文学性を読み解くことができるのかを考察する。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義形式、漢和辞書必携（電子辞書可）。常に辞書を引く習慣を身につける。

注意点 このシラバスは2017年度開講のものである。2018年度分については、変更の可能性あり。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 講義展開の意図と目的を理解する。
2週 『詩經』について 『毛詩』大序の概要について理解する。
3週 『詩經』について 『毛詩』大序の概要について理解する。
4週 『詩經』について 『毛詩』大序の概要について理解する。
5週 『論語』について 『論語』の概要について理解する。
6週 『論語』について 『論語』の概要について理解する。
7週 中間試験
8週 『文心雕龍』について 『文心雕龍』の概要、並びに「文」について理解する。
9週 『文心雕龍』について 『文心雕龍』の概要、並びに「文」について理解する。
10週 『文心雕龍』について 『文心雕龍』の概要、並びに「文」について理解する。
11週 『文心雕龍』について 『文心雕龍』の概要、並びに「文」について理解する。
12週 ヤウス『挑発としての文学史』について 『挑発としての文学史』の概要について理解する。
13週 ヤウス『挑発としての文学史』について 『挑発としての文学史』の概要について理解する。
14週 ヤウス『挑発としての文学史』について 『挑発としての文学史』の概要について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 前期のまとめ

後期

1週 陶淵明詩について 陶淵明の文学及びその思想性について理解する。
2週 陶淵明詩について 陶淵明の文学及びその思想性について理解する。
3週 陶淵明詩について 陶淵明の文学及びその思想性について理解する。
4週 江淹「雑體詩」について 「雑體詩」の「文学性」について理解する。
5週 江淹「雑體詩」について 「雑體詩」の「文学性」について理解する。
6週 江淹「雑體詩」について 「雑體詩」の「文学性」について理解する。
7週 中間試験
8週 王績「五斗先生傳」と「醉郷記」について 王績の文学について理解する。
9週 王績「五斗先生傳」と「醉郷記」について 王績の文学について理解する。
10週 王績「五斗先生傳」と「醉郷記」について 王績の文学について理解する。
11週 阮籍「詠懐詩」と庾信「擬詠懐詩」について 庾信「擬詠懐詩」の「文学性」について理解する。
12週 阮籍「詠懐詩」と庾信「擬詠懐詩」について 庾信「擬詠懐詩」の「文学性」について理解する。
13週 阮籍「詠懐詩」と庾信「擬詠懐詩」について 庾信「擬詠懐詩」の「文学性」について理解する。
14週 阮籍「詠懐詩」と庾信「擬詠懐詩」について 庾信「擬詠懐詩」の「文学性」について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 後期のまとめ

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 歴史と文化Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0075
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書は用いない。必要に応じてプリントや史料を配布する。
担当者 並木 克央
到達目標
１．歴史学とはどのような学問であるかを理解する。
２．歴史学と関連諸科学について理解する。
３．日本における歴史の特色を宗教やその他から理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 歴史学とはどのような学問である
かを理解して説明ができる。

歴史学とはどのような学問である
かが理解できる。

歴史学がどのような学問であるか
を理解できない。

評価項目2 歴史学と関連諸科学について理解
し説明ができる。

歴史学と関連諸科学について理解
できる。

歴史学と関連諸科学について理解
できない。

評価項目3 日本における歴史の特色を宗教や
その他から理解し説明ができる。

日本における歴史の特色を宗教や
その他から理解できる。

日本における歴史の特色を宗教や
その他から理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 我々はどのように歴史を捉えてそこから何を学んでいるのか。過去の事象をどのような方法で捉えて理解しているのか

などについて概説する（おもに前期）。また歴史の具体例を採り上げ、日本の歴史の特殊性について触れていきたい。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義形式でおこなう。史料を配布しそこから何が分かるのかを考えながら進める。

注意点 教科書を用いないので確実にノートを取ること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 歴史と歴史学 歴史が後世の人びとによる叙述であることの意味を理解す
る。

2週 歴史から何を学んできたか 現代社会を理解する上での歴史学の有効性について理解す
る。

3週 歴史をどのように把握してきたか１ さまざまな歴史観と特色について理解する。
4週 歴史をどのように把握してきたか２ さまざまな歴史観と特色について理解する。
5週 どのように時代を分けてきたか１ 時代区分について理解する。
6週 どのように時代を分けてきたか２ 時代区分について理解する。
7週 中間試験
8週 歴史学と民俗学 歴史学と民俗学の関連について理解する。
9週 歴史学と考古学 歴史学と考古学の関連について理解する。
10週 歴史学と経済学 経済史について理解する。
11週 歴史学とと古文書学 歴史学の補助学としての古文書学について理解する。
12週 何を史料として用いてきたか１ 文字で書かれた史料について理解する。

13週 何を史料をして用いてきたか２ 文字史料以外ではどのようなものが用いられてきたかを理
解する。

14週 何が史料として用いられるようになるか 現代の何が史料として有効なものになるかを理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 日本人の宗教受容１（神道） 日本固有の宗教である神道について概観する。
2週 日本人の宗教受容２（仏教１） 仏教の伝来と国家仏教について理解する。
3週 日本人の宗教受容３（仏教２） 鎌倉仏教の特徴について理解する。
4週 日本人の宗教受容４（キリスト教） 戦国期におけるキリスト教の伝来を概観する。
5週 差別と被差別１ 日本古代・中世の差別について概観する。
6週 差別と被差別２ 日本近世・近代の差別について概観する。
7週 中間試験

8週 外国人のみた日本１ 戦国期に来日した宣教師たちは日本および日本人をどう捉
えていたかを理解する

9週 外国人がみた日本２ 幕末から明治初年に来日した外国人は日本および日本人を
どう捉えたかを理解する。

10週 日本の近代化１ 近代国家（日本）がどのような過程を経て形成されたかを
概観する。

11週 日本の近代化２ 国民意識（日本人意識）がどのように形成されてきたかを
理解する。

12週 地方の歴史、地域の歴史とは何か 地方史、地域史の有効性を理解する。

13週 身近な歴史を学ぶ１ 「東国」「関東」「常陸」の概念と歴史の概要を理解する
。

14週 身近な歴史を学ぶ２ 茨城県の歴史（特色）を概観する。
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15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 0 80
専門的能力 20 0 0 0 0 0 20
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 13



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 英語Ｃ
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材
担当者

0076
講義
一般共通５年

前期
なし。授業中に必要な資料を配布する。
本田 謙介

到達目標
卒業時に身に着けておくべき語彙力、文法力、読解力の修得
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
基礎的な文法事項や構文を理解す
る。基礎的な文法事項や構文を理
解する。

基礎的な文法事項や構文がやや理
解でいていない。

基礎的な文法事項や構文がまった
くしできていない。

評価項目2 英語論文の内容が適切に理解でき
る。

英語論文の内容ががやや理解でい
ていない。

英語論文の内容ががややまったく
理解でいていない。

評価項目3 英文がきちんとした日本語に翻訳
できる。

英文がきちんとした日本語に翻訳
できない場合がある。

英文がきちんとした日本語にまっ
たく翻訳できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
4年次までの学習成果をベースに、英字新聞やアカデミックな英文が読める英語力の養成を図る。受講学生は単に英文和
訳するだけでなく、要約および内容理解が求められる。当然のことながら、多くの課題に取り組むこととなる。したが
って、講義内容はおのずとハイレベルになる。

授業の進め方と授業内
容・方法

学生には毎回、配布された英語で書かれた科学論文が配布される。それを学生は読み、その後教員により読解法が示さ
れる。

注意点
英文読解を通して、学生にたくさん考えてもらう授業です。内容的にもハイレベルです。「言語はツールにすぎない」
などとお考えの学生は授業についていくのが大変だと思いますので注意してください。なお、授業時間外の学習を真剣
にやらなければ当然のことながら授業にはついてこられません。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーション
2週 英文記事の読解(1) 与えられた記事が読めるようになる
3週 英文記事の読解(2) 与えられた記事が読めるようになる
4週 英文記事の読解(3) 与えられた記事が読めるようになる
5週 英文記事の読解(4) 与えられた記事が読めるようになる
6週 英文記事の読解(5) 与えられた記事が読めるようになる
7週 中間試験
8週 試験返却と解説 試験の問題がすべて理解できる
9週 英文記事の読解(6) 与えられた記事が読めるようになる
10週 英文記事の読解(7) 与えられた記事が読めるようになる
11週 英文記事の読解(8) 与えられた記事が読めるようになる
12週 英文記事の読解(9) 与えられた記事が読めるようになる
13週 英文記事の読解(10) 与えられた記事が読めるようになる
14週 英文記事の読解(11) 与えられた記事が読めるようになる
15週 期末試験
16週 試験返却と解説 試験の問題がすべて理解できる

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 60 40 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 上級英語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0077
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：竹岡宏信「ドラゴン・イングリッシュ基本英文１００」（講談社）、参考書：「Forest 総合英語フォレスト」
（桐原書店）

担当者 大津 麻紀子
到達目標
１．この１００文をいつでも取り出せるように頭の中に入れれば英語の基本は大丈夫という英文をきちんと暗記する。
２．種々の文化の違いに目を向けた文章を読み、内容を理解し、基本文法を復習する。
３．同時に、日本のことも理解し、カルチュラル・リテラシーの基礎を養う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
毎回の小テストで５文ずつきちん
と暗記できている。

２，３の間違いがあるが、ほぼ、
毎回５文ずつ暗記できている。

間違いの箇所が多く、記憶に定着
させたとは言えない状態である。

グローバルな視点を持つために諸
外国の基本的な生活に関わる内容
をきちんと把握できる。

グローバルな視点を持つために諸
外国の基本的な生活に関わる内容
をほぼ、把握できる。

グローバルな視点を持つために諸
外国の基本的な生活に関わる内容
を把握できない状態である。

外国を知ることは日本を知ること
である、という基本をきちんと理
解できる。

外国を知ることは日本を知ること
である、という基本をおおよそ理
解できる。

外国を知ることで止まってしまい
、自国のことに思いが至らない状
態。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等

概要
１．英文を書く際に、私たちが誤解するポイント（主語がないのが普通である日本語の、主語を英語でどうするかなど
）を学習する。
２．英文を読む際のポイント（語句、構文、文法など）きちんと把握する。
３．グローバル化と同時にグローカル化が同時に進むことを理解する。

授業の進め方と授業内
容・方法

基本英文は毎回の小テストで５問ずつ、年に２０回に分けて、覚える。文化的相違を理解するためのテキストは、音読
し、内容の把握を確認し、基本文法を再確認する。諸外国の文化的側面について、それが日本ではどうなっているかを
問い、簡潔に答える。意外にも、自国のことがわかっていないことにも気づくよう問いかける。

注意点

外国語の習得には「時間と労力」が必要であることを理解させる。一朝一夕には身につかないこと、簡単に身につく事
は簡単に忘れること、、あるいは「聞き流すだけでできるようになる」というような流行文句に同調せず（もうその年
齢ではない）、時間と労力をかけて、きちんと暗記することで、口から英語が出るようになり、手で（キーボードで
）英語が書けるようになり、聞いてわかる、読んで理解できるようになることを納得させる。また、テキスト
（reading）をすべて扱えないので、授業で扱わないところは長期休業中の課題とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 Course introduction
授業の進め方、小テスト、課題、試験などの説明

Explanation of course outline
授業の通年の流れを理解する。

2週 ドラゴン・イングリッシュ基本英文１００小テスト (DE)
1､別解の検討、当該文法事項の復習

英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

3週 DE 2、別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

4週 DE 3, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

5週 DE 4, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

6週 DE 5, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

7週 Midterm Examination

8週 試験返却、復習 受講者各自が自分の間違いに気づき、インプットのし直し
をする。語句、基本文法を理解する。

9週 DE 5, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

10週 DE 6, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

11週 DE 7, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

12週 DE 8, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

13週 DE 9, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

14週 DE 10, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

15週 Term Examination

16週 試験返却、復習
夏休みの宿題（プリント）の説明

受講者各自が自分の間違いに気づき、インプットのし直し
をする。英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。語句
、基本文法を理解する。夏休みの宿題内容の説明、提出〆
切り、後期の評価に含まれることなどを理解する。

後期 1週 DE 11, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。
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2週 DE 12, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

3週 DE 13, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

4週 DE 14, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

5週 DE 15, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

6週 復習、Qs & As 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

7週 Midterm Examination

8週 試験返却、復習
受講者各自が自分の間違いに気づき、インプットのし直し
をする。
英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

9週 DE 16, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

10週 DE 17, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

11週 DE 18, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

12週 DE 19, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

13週 DE 20, 別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

14週 DE Review,　別解の検討、当該文法事項の復習 英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
語句、基本文法を理解する。

15週 Term Examination

16週 試験返却、復習
受講者各自が自分の間違いに気づき、インプットのし直し
をする。
英訳時の誤解に気づき、正用法を理解する。
彼我の文化の違い、語句、基本文法を理解する。

評価割合
試験 課題提出物 小テスト 合計

総合評価割合 60 20 20 0 0 0 100
基礎的能力 60 20 20 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ドイツ語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0078
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 ヴィー・ゲーツ・フランク　市川・レンツ　同学社
担当者 井口 祐介
到達目標
ドイツ語の発音と文法の基礎をしっかり身につけ、コミニュケーションのための表現力と基礎的な読解力を養成する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ドイツ語の初級文法が十分理解で
きる。

ドイツ語の初級文法がだいぶ理解
できる。

ドイツ語の初級文法がほとんど理
解できない。

評価項目2 ドイツ語の初歩的な会話が十分で
きる。

ドイツ語の初歩的な会話が十分だ
いぶできる。

ドイツ語の初歩的な会話がほとん
どできない。

評価項目3 ドイツ語についての理解がかなり
深まった。

ドイツ語についての理解が少し深
まった。

ドイツ語についての理解がまった
く深まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等

概要 基本文法を軸に、それに即応した一定の場面における会話テキスト、および後半ではそれに加えて一定のテーマに関す
る購読テキストに取り組む。各週のポイントとなる基本文例とその応用練習を通して、確実なドイツ語の力を身に付け
るための練習を行う。

授業の進め方と授業内
容・方法 ドイツ語の初級文法と初歩的な会話を学習する。

注意点 授業には必ず出席し積極的に参加すること。宿題は必ずやること。間違ってもいいからドイツ語表現を口に出してみよ
う。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 オリエンテーションと発音の基 発音の基礎としてあいさつの表現、アルファベットを学ぶ
１

2週 発音練習の続き 発音の基礎としてあいさつの表現、アルファベットを学ぶ
２

3週 第１課 動詞の現在人称変化１
4週 第１課 動詞の現在人称変化２：sein
5週 第１課 定動詞の位置
6週 第２課 名詞と性と数、名詞の１格　
7週 中間試験
8週 第２課 動詞の現在人称変化３
9週 第２課 名詞の複数形
10週 第３課 所有代名詞
11週 第３課 Welcher/dieser
12週 第３課 動詞の現在人称変化４：haben
13週 第４課 名詞の４格
14週 第４課 動詞の現在人称変化５
15週 期末試験
16週 第４課 Ja/nein/doch

後期

1週 第５課 名詞の３格
2週 第５課 人称代名詞の３、４格
3週 第５課 命令形
4週 第６課 前置詞１
5週 第６課 前置詞２
6週 第６課 前置詞３
7週 中間試験
8週 第７課 話法の助動詞１
9週 第７課 未来形
10週 第７課 分離動詞
11週 第８課 接続詞１
12週 第８課 接続詞２
13週 第８課 再帰代名詞　
14週 第９課 現在完了
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
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試験 課題・小テスト 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 フランス語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0079
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 清岡智比古、『《新版》ル・フランセ・クレール　（CD付）』、白水社、2016年。
担当者 北 夏子
到達目標
フランス語およびフランス語圏文化に対する関心を高め、十分な基礎的語学力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 フランス語の初級文法が十分理解
できる。

フランス語の初級文法がだいぶ理
解できる。

フランス語の初級文法がほとんど
理解できない。

評価項目2 フランス語の初歩的な会話が十分
できる。

フランス語の初歩的な会話が十分
だいぶできる。

フランス語の初歩的な会話がほと
んどできない。

評価項目3 フランス語についての理解がかな
り深まった。

フランス語についての理解が少し
深まった。

フランス語についての理解がまっ
たく深まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 フランス語の初級文法を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 フランス語の初級文法と初歩的な会話を学習する。

注意点

Charlotte Gainsbourg、Jane Birkinの美しさにはっとし、彼女達がそしてSerge Gainsbourgが使う言葉の美しさを知
った青春時代以来、私にとってフランスは、私を魅了してやまない文化をもつ国です。皆さんにとってフランスとは、
フランス語とは、今、いったい何でしょうか？この授業では、1年を通してフランス語圏文化を知るとともに、フランス
語の初歩を学びます。今年度は特にLe Tour de Franceを扱う予定です。この授業では授業で扱った課のExercicesを毎
回宿題にします。予習だけではなくて復習も必要です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 文字と発音　Ⅰ 簡単な挨拶表現を覚えるとともに、フランス語の音を知る
2週 文字と発音　Ⅱ 簡単な挨拶表現を覚えるとともに、フランス語の音を知る
3週 文字と発音　Ⅲ 簡単な挨拶表現を覚えるとともに、フランス語の音を知る
4週 Leçon1 名詞の性と数／冠詞

5週 Leçon2
主語になる代名詞／動詞êtreとavoirの直説法現在形／提示
の
表現

6週 Leçon3 否定形／形容詞
7週 中間試験
8週 復習とフランス語圏文化の紹介 フランス語圏文化を映像資料で学ぶ
9週 Leçon4 -er動詞の直説法現在／疑問形／疑問文に対する答え
10週 Leçon5 指示形容詞／疑問形容詞／所有形容詞

11週 Leçon6
aller, venirの直説法現在／近い未来と近い過去／前置詞
(à,
de)と定冠詞 (le, les)の縮約

12週 Leçon7 finirとpartirの直説法現在／疑問代名詞／疑問副

13週 Leçon8
voir, dire,
entendreの直説法現在／形容詞・副詞の比較級／形容詞・
副
詞の最上級／特殊な比較級・最上級

14週 まとめ
15週 期末試験
16週 復習とフランス語圏文化の紹介 フランス語圏文化を映像資料で学ぶ

後期

1週 Leçon9 faire, prendreの直説法現在／命令形／非人称構文
2週 Leçon10 目的語になる人称代名詞・強勢形
3週 Leçon11 過去分詞／直説法複合過法
4週 Leçon12 関係代名詞／強調構文
5週 Leçon13 代名動詞／指示代名文
6週 まとめ
7週 中間試験
8週 復習とフランス語圏文化の紹介 フランス語圏文化を映像資料で学ぶ
9週 Leçon14 pouvoir, vouloir, devoirの直説法現在／直説法単純未来
10週 Leçon15 中性代名詞
11週 Leçon16 直説法半過去／受動態
12週 Leçon17 現在分詞／ジェロンディフ
13週 Leçon18 条件法現在
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14週 Leçon19 接続法現在
15週 期末試験
16週 復習とフランス語圏文化の紹介 フランス語圏文化を映像資料で学ぶ

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 70 30 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0

5 － 20



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 スペイン語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0080
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 Noｒma C.Sumomo著　スペイン語基本単語２０００　（語研）
担当者 眞家 一
到達目標
１．スペイン語の文を声に出して言えるようにする
２．スペイン語初級文法を習得する
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 スペイン語の初級文法が十分理解
できる。

スペイン語の初級文法がだいぶ理
解できる。

スペイン語の初級文法がほとんど
理解できない。

評価項目2 スペイン語の初歩的な会話が十分
できる。

スペイン語の初歩的な会話が十分
だいぶできる。

スペイン語の初歩的な会話がほと
んどできない。

評価項目3 スペイン語についての理解がかな
り深まった。

スペイン語についての理解が少し
深まった。

スペイン語についての理解がまっ
たく深まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 学習者の口頭発表能力養成に重点を置いた初級スペイン語の講義
授業の進め方と授業内
容・方法 スペイン語の初級文法と初歩的な会話を学習する。
注意点 語学はとくに予習と復習が大切です。予習と復習を頑張れる学生の受講を希望します。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 あいさつ　 スペイン語のあいさつを学ぶ
2週 発音 スペイン語のアクセント及び発音について学ぶ
3週 冠詞と複数形 身近な表現を用い、冠詞と名詞の複数形について学ぶ
4週 名詞の性と形容詞 身近な表現を用い、名詞の性と形容詞について学ぶ
5週 助動詞と不定詞（１） 身近な表現の中で助動詞と不定詞の使い方に慣れる
6週 復習 第１週から第５週までの内容の復習
7週 中間試験
8週 動詞estarの使い方（１） estarの使い方と活用に慣れる
9週 動詞serの使い方（１） serの使い方と活用に慣れる
10週 助動詞と不定詞（２） 「～したい」「～できる」という表現について学ぶ
11週 規則動詞（１） 規則動詞の使い方と活用に慣れる
12週 否定文と疑問文 否定文と疑問文の作り方を学ぶ
13週 存在の表現 estarとhayの使い方について学ぶ
14週 復習 第８週から第1３週までの内容の復習
15週 期末試験
16週 試験の見直し、スペイン語圏の文化 試験の見直しとスペイン語圏の文化についての講義

後期

1週 曜日と時間 曜日や時間について学ぶ
2週 規則動詞（２） 規則動詞を含む文を自在に言えるようにする
3週 動詞estarの使い方（２） estarを理解し、それを含む文を自在に言えるようにする
4週 動詞serの使い方（２） serを理解し、それを含む文を自在に言えるようにする
5週 規則動詞（３） 規則動詞を含む比較的長い文を自在に言えるようにする
6週 復習 第１週から第５週までの内容の復習
7週 中間試験
8週 規則動詞（過去形）（１） 規則動詞の現在形と過去形の活用の違いについて学ぶ
9週 規則動詞（過去形）（２） 身近な過去の表現を自在に言えるようにする
10週 不規則動詞（現在形） 不規則動詞（現在形）の活用について学ぶ
11週 不規則動詞（過去形） 不規則動詞（過去形）の活用について学ぶ
12週 動詞tenerの使い方（１） 持ち物や年齢についての表現を学ぶ
13週 動詞tenerの使い方（２） tenerを用いた慣用表現を学ぶ
14週 復習 第8週から第13週までの復習
15週 期末試験
16週 試験の見直し、スペイン語圏の文化 試験の見直しとスペイン語圏の文化についての講義

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
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基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 22



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 中国語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0081
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 方　如偉・王　智新・鐙屋　一　著　　『中国語１０課』　　　白水社
担当者 高 敏
到達目標
中国語学習の第一歩を踏み出すことで、中国語を学習する意欲を高め、簡単な読み書きができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 中国語の初級文法が十分理解でき
る。

中国語の初級文法がだいぶ理解で
きる。

中国語の初級文法がほとんど理解
できない。

評価項目2 中国語の初歩的な会話が十分でき
る。

中国語の初歩的な会話が十分だい
ぶできる。

中国語の初歩的な会話がほとんど
できない。

評価項目3 中国語についての理解がかなり深
まった。

中国語についての理解が少し深ま
った。

中国語についての理解がまったく
深まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 中国語の初級文法と初歩的な会話を習得する。

授業の進め方と授業内
容・方法

この講義は中国語を初めて学ぶ学生のために、できるだけ基本的な内容に絞り込んで、一年間で教科書を終わ
らせるものである。
中国語の初級文法と初歩的な会話を学習する。

注意点 単語を暗誦すると共に、本文（会話）を暗唱することも大事です。授業前の予習及び授業後の復習を心がけて
ください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 発音
中国語構成・特徴。ピンイン（中国語を発音するローマ字
表
記）を見れば、正確に読めること。

2週 発音
中国語構成・特徴。ピンイン（中国語を発音するローマ字
表
記）を見れば、正確に読めること。

3週 第１課 人称代名詞、“是”の文（１）、文末の“”
4週 第１課 人称代名詞、“是”の文（１）、文末の“”

5週 第２課 自己紹介、『これ・それ・あれ』の言い方、助詞“的”、疑
問詞“什么”、よく使われる呼称

6週 第２課 自己紹介、『これ・それ・あれ』の言い方、助詞“的”、疑
問詞“什么”、よく使われる呼称

7週 中間試験
8週 総まとめ

9週 第３課 形容詞の文、接続詞“是”、
“不太”、疑問詞“怎么”

10週 第３課 形容詞の文、接続詞“是”、
“不太”、疑問詞“怎么”

11週 第３課 形容詞の文、接続詞“是”、
“不太”、疑問詞“怎么”

12週 第４課 “是” の文（2）、数の数え方、月・日・曜日の言い方
13週 第４課 “是” の文（2）、数の数え方、月・日・曜日の言い方
14週 第４課 “是” の文（2）、数の数え方、月・日・曜日の言い方
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 第５課 動詞の文、進行を表す“在”、時刻の言い方、“的”の省略
、軽い疑問の“”

2週 第５課 動詞の文、進行を表す“在”、時刻の言い方、“的”の省略
、軽い疑問の“”

3週 第６課 存在表現“有”と “在”、指示代名詞“儿”と “那儿”
“儿”、場所の言い方

4週 第６課 存在表現“有”と “在”、指示代名詞“儿”と “那儿”
“儿”、場所の言い方

5週 第７課 能願動詞“想”、依頼文“請”、反復疑問、“太…了”、量
詞

6週 第７課 能願動詞“想”、依頼文“請”、反復疑問、“太…了”、量
詞

7週 中間試験
8週 総まとめ
9週 第８課 能願動詞“会”、動詞“喜”、 副詞“一点儿” の使い方
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10週 第８課 能願動詞“会”、動詞“喜”、 副詞“一点儿” の使い方

11週 第９課 経験のアスペクト“” 、 副詞“好” 、
副詞“有点儿”の使い方

12週 第９課 経験のアスペクト“” 、 副詞“好” 、
副詞“有点儿”の使い方

13週 第１０課 料理を注文する慣用句、接続詞“”、“祝”の使い方
14週 第１０課 料理を注文する慣用句、接続詞“”、“祝”の使い方
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 小テスト等 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 韓国語
科目基礎情報
科目番号 科目区分 一般 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0082
講義
一般共通５年

通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：おはよう韓国語１（朝日出版社）　必要に応じてプリントを配布する。参考書「カナタKOREAN For
Japanese初級1」(Language PLUS)　新チャレンジ韓国語（白水社）など

担当者 チェ ソンア
到達目標
韓国語の読み書きができるようになる。韓国の生活や文化を理解し、簡単な会話ができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優） 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 韓国語の初級文法が十分理解でき
る。

韓国語の初級文法がだいぶ理解で
きる。

韓国語の初級文法がほとんど理解
できない。

評価項目2 韓国語の初歩的な会話が十分でき
る。

韓国語の初歩的な会話が十分だい
ぶできる。

韓国語の初歩的な会話がほとんど
できない。

評価項目3 韓国語についての理解がかなり深
まった。

韓国語についての理解が少し深ま
った。

韓国語についての理解がまったく
深まらなかった。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト)
教育方法等
概要 韓国語の入門から初歩の段階まで学ぶ。会話文に慣れ、韓国の生活文化を理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法 韓国語の初級文法と初歩的な会話を学習する。
注意点 授業中は、何度も発音することを要求されるので、積極的に応答してほしい。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 第１課 ハングルの構造と母音① ハングルの構造と基本母音字
2週 第１課 ハングルの構造と母音② 合成母音字
3週 第２課 子音① 平音・有声音化
4週 第２課 子音② 激音・濃音
5週 第３課 パッチム① 鼻音・流音
6週 第３課 パッチム② 口音・日本語のハングル表記
7週 中間試験
8週 まとめ 聞き取りの練習
9週 第５課①
10週 第５課②
11週 第５課③
12週 第５課①
13週 第５課②
14週 第５課③
15週 期末試験
16週 総復習 聞き取りの練習

後期

1週 第７課①
2週 第７課② かしこまった「です・ます」体のつくり方
3週 第７課③ 用言の否定文
4週 第８課① 指し示す言葉・パッチムがある用言
5週 第８課② 漢数詞
6週 第８課③ 過去・現在・未来を表す語
7週 中間試験
8週 まとめ 自己紹介
9週 第９課① パッチムがない用言
10週 第９課② 固有数詞
11週 第９課③ 時刻の表現・スケジュールの表現
12週 第10課① 韓国語の初級文法と初歩的な会話ができる
13週 第10課② 韓国語の初級文法と初歩的な会話ができる
14週 第10課③ 韓国語の初級文法と初歩的な会話ができる
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 80 20 100
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基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 動力学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材
担当者

0120
講義
専門共通５年

前期
川村清著「力学」（裳華房）
鯉渕 弘資

到達目標
１．力と運動の概念を理解しそれらを使えるようになる。
２．エネルギーと運動量の概念を理解しそれらを使えるようになる。
３．振動と円運動の概念を理解しそれらを使えるようになる。
４．非慣性系での質点の運動の概念を理解しそれらを使えるようになる。
５．剛体の概念を理解しそれらを使えるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 力と運動の概念を理解しそれらを
使えるようになる。 力と運動の概念を理解できる。 力と運動の概念を理解できない。

評価項目2 エネルギーと運動量の概念を理解
しそれらを使えるようになる。

エネルギーと運動量の概念を理解
できる。

エネルギーと運動量の概念を理解
できない。

評価項目3 振動と円運動の概念を理解しそれ
らを使えるようになる。

振動と円運動の概念を理解できる
。

振動と円運動の概念を理解できな
い。

評価項目4
非慣性系での質点の運動の概念を
理解しそれらを使えるようになる
。

非慣性系での質点の運動の概念を
理解できる。

非慣性系での質点の運動の概念を
理解できない。

評価項目5 剛体の概念を理解しそれらを使え
るようになる。 剛体の概念を理解できる。 剛体の概念を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 質点の運動を表わすベクトルと座標，Newtonの運動法則，慣性系と非慣性系，運動量保存則，力学的エネルギ保存則

，質点系の力学，剛体の力学の基礎事項を扱う。多くの演習問題を扱う。
授業の進め方と授業内
容・方法

講義では力学の基礎事項を扱います。何度も計算してよく慣れることが理解への近道です。講義ノートの内容を見直し
、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

注意点 成績の評価は、定期試験の成績70％、レポートの成績30％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 運動の表わし方 質点，位置と座標，変位とベクトル，ベクトルの積，座標
変換

2週 速度と加速度 速さ，速度，加速度，等加速度運動

3週 運動の法則 運動の法則，運動の第２法則，重力の下での運動，運動方
程式のエネルギー積分，空気抵抗の影響

4週 単振動 １次元調和振動子，単振動方程式の一般解，エネルギー積
分，減衰振動，強制振動

5週 束縛運動 力のつり合い，作用と反作用，束縛運動と束縛力，摩擦力

6週 エネルギーと仕事 仕事の一般的定義，仕事率，運動方程式のエネルギー積分
，物体にする仕事と力学的エネルギー

7週 （中間試験）

8週 非慣性系での運動 並進運動座標系，運動方程式の変換，回転座標系と運動方
程式，遠心力とコリオリ力

9週 衝突と２体問題 質点系の運動方程式，１次元系での衝突，弾性衝突と非弾
性衝突，撃力と力積

10週 惑星の運動 ケプラーの法則と万有引力の法則，ケプラーの第２法則と
角運動量，角運動量保存則

11週 剛体の力学の基礎 外力のもとでの質点系の運動方程式，剛体の運動方程式
，重心，重心の周りの回転

12週 剛体の平面運動 固定軸のある運動，斜面を転がる円柱
13週 剛体の平面運動 慣性モーメント，慣性モーメントと体積積分

14週 自由空間の剛体系 回転ベクトル，角運動量と回転ベクトル，撃力の力積と回
転

15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を復習する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 システム工学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0084
講義
専門共通５年

前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：山田　新一他「システム工学通論」コロナ社、参考書：浅居　喜代治「現代システム工学の基礎」オーム社
担当者 飛田 敏光
到達目標
１．システムの信頼性と安全性の評価方法の基礎を理解する。
 ２．システム計画とモデリングの方法を理解し、具体例に応用する。
 ３．システムの最適化理論を理解し、具体例に応用する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
システムの信頼性と安全性の評価
方法の基礎を理解し、その知識を
問題解決に適用できる。

システムの信頼性と安全性の評価
方法の基礎を理解し、その知識を
使用できる。

システムの信頼性と安全性の評価
方法の基礎を理解できない。

システム計画とモデリングの方法
を理解し、その知識を問題解決に
適用できる。。

システム計画とモデリングの方法
を理解し、その知識を使用できる
。

システム計画とモデリングの方法
を理解できない。

システムの最適化理論を理解し、
その知識を問題解決に適用できる
。

システムの最適化理論を理解し、
その知識を使用できる。

システムの最適化理論を理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 システム工学の考え方・方法・応用について理解し，具体的に応用できるようにする。
授業の進め方と授業内
容・方法 パワーポイントを使用したスライドで授業を行う。演習問題を適宜行って理解を深める。

注意点
数学の基礎的知識が理論を理解する上で必要ですので、数学を復習しておいて下さい。
 特に予習は必要ありませんが、授業中配布するプリントで指示する演習問題等を行って授業の復習をしてください。
また、さらなる学習のために、紹介した参考図書を活用してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 システム工学の概要 システム工学の歴史と概要について理解する。
2週 システムズアプローチ システムズアプローチについて理解する。
3週 予測技法、構造化技法 予測技法、構造化技法について理解する。
4週 管理技法とその応用 管理技法とその応用について理解する。
5週 ＰＥＲＴとＣＰＭ ＰＥＲＴとＣＰＭについて理解する。
6週 線形計画法 線形計画法について理解する。
7週 （中間試験）
8週 意志決定の理論 意志決定の理論について理解する。
9週 動的計画法 動的計画法について理解する。
10週 待ち行列その他手法 待ち行列その他の手法について理解する。
11週 システムの信頼性１ 信頼性の概念、故障率について理解する。
12週 システムの信頼性２ システムの信頼性、信頼性管理について理解する。
13週 シミュレーションとモデリング１ システムの信頼性、信頼性管理について理解する。

14週 シミュレーションとモデリング２ システムのモデル、シミュレーションの手順について理解
する。

15週 （期末試験）
16週 総復習 システム工学全般について復習し、整理する。

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用電子回路
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0085
講義
専門共通５年

前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 配布資料，参考書：天野　英晴、「ディジタル設計者のための電子回路」（コロナ社）
担当者 高安 基大
到達目標
１．各種の直流電源回路を理解する。
２．集積回路の基本であるTTL-ICとCMOSによる基本論理回路を理解する。
３．アナログとデジタル信号の変換方法を理解する。
４．最近のデジタル回路の設計方法を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

各種の直流電源回路 各種の直流電源回路の動作と構成
を説明できる。

各種の直流電源回路の動作と構成
が理解できる。

各種の直流電源回路の動作と構成
が理解できない。

TTLとCMOSによる基本論理回路 TTLとCMOSによる基本論理回路が
説明できる。

TTLとCMOSによる基本論理回路が
理解できる。

TTLとCMOSによる基本論理回路が
理解できない。

アナログとデジタル信号の変換 アナログとデジタル信号の変換方
法を説明できる。

アナログとデジタル信号の変換方
法が理解できる。

アナログとデジタル信号の変換方
法が理解できない。

最近のデジタル回路の設計方法 最近のデジタル回路の設計方法が
説明できる。

最近のデジタル回路の設計方法が
理解できる。

最近のデジタル回路の設計方法が
理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
この科目は、まず電子回路を動作させるために必要な直流電源の回路と動作の説明を行い、次に集積回路（Integrated
　Circuit,　IC)について説明し、アナログとデジタル回路に分けて、その回路構成、回路機能、応用などを理解する。後
半においては最近のプログラマブルデジタルICの回路構成と設計方法を理解する。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は，定期試験の成績を80％，学力試験，宿題および実験レポート等の成績を20％で行い，合計の成績が60点
以上の者を合格とする。

注意点

この講義を受講する学生はダイオード、トランジスタの特性と基礎的な電子回路を修得していることが前提と
なります。
予習：半導体素子であるダイオードとトランジスタの特性を自習する。
復習：講義ノートの内容を見直し、理解不十分なところがあれば教員に聞くなどして理解しておく。講義で示
した次回予定の部分を自習・予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 直流電源回路 コンバータ回路と平滑回路を理解する
2週 定電圧直流電源回路を理解する
3週 スイッチング直流電源回路を理解する
4週 集積回路（IC） DTLとTTLの動作原理と入出力特性を理解する
5週 CMOSの動作原理と入出力特性理解する
6週 CMOSインバータ、CMOSゲート回路を理解する
7週 中間試験
8週 中間までのまとめ 今までの授業内容を理解する

9週 A－D変換とD－A変換 デジタル量とアナログ量、サンプリングとサンプリング定
理を理解する

10週 A-D変換回路を理解する
11週 D-A変換回路を理解する
12週 真空管から集積回路 電子回路が集積化に進んだ背景を理解する
13週 プログラマブルIC PLDとFPGAの回路構成を理解する
14週 VHDLによる設計方法とロジック回路の設計を理解する
15週 期末試験
16週 総復習 今までの内容を理解する

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子計測システム
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0086
講義
専門共通５年

前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 必要に応じてプリントを使用する。 参考書：相田貞蔵　他「電子計測　基礎と応用」（培風館）
担当者 弥生 宗男
到達目標
1．電子計測の方法および原理を説明できる．
2．代表的なセンシング技術を理解する．
3．ノイズの性質および対策技術を理解する．
4．コンピュータを用いた自動計測システムを構築できる素養を身につける．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

1 電子計測の方法および原理 電子計測の方法および原理を説明
できる。

電子計測の方法および原理の概要
を説明できる。

電子計測の方法および原理を説明
できない。

2 センシング技術 代表的なセンシング技術を理解し
応用できる。

代表的なセンシング技術を理解し
説明できる。

代表的なセンシング技術を理解で
きない。

3 ノイズの性質および対策技術 ノイズの性質および対策技術を理
解し応用できる。

ノイズの性質および対策技術を理
解し説明できる。

ノイズの性質および対策技術を理
解できない。

4 コンピュータを用いた自動計測
システム

コンピュータを用いた自動計測シ
ステムを構築できる。

コンピュータを用いた自動計測シ
ステムを構築するための事項を説
明できる。

コンピュータを用いた基礎的な自
動計測システムを構築するための
事項を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 いくつかの例を通して、測定原理や測定法を解説する。また、実際に計測する際に必要となるセンシング技術、コンピ

ュータを用いた計測システムの構築、ノイズ対策技術などを解説する。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
電子計測は、数学、物理（特に電磁気学）、電気回路、電子工学等の学問に基づいている。したがって、受講にあたり
、それらの基本知識を十分に身に付けておかなければならない。また、日頃から学生実験等で計測技術を理解する必要
がある。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。また講義で示した次回予定の
部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電子計測の基礎 測定方式等を説明できる。

2週 データ処理(1) 平滑処理、最小二乗法等を説明し、これらの計算ができる
。

3週 データ処理(2) 誤差評価等を説明できる。
4週 センサ(1) 温度センサ等の動作原理を説明できる。
5週 センサ(2) 位置センサ等の動作原理を説明できる。
6週 電気計測 インピーダンス等の測定原理を説明できる。
7週 （中間試験）
8週 ノイズ対策 ノイズの性質やシールド技術等を説明できる。
9週 光計測 光センサや光計測の測定原理を説明できる。
10週 超音波計測(1) 超音波の性質と発生の原理を説明できる。
11週 超音波計測(2) 超音波を用いた計測を説明できる。
12週 リモートセンシング(1) レーダの原理等を説明できる。
13週 リモートセンシング(2) パルス圧縮方式等を説明できる。

14週 コンピュータ・インターフェース コンピュータと計測器間のインターフェースを説明できる
。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 安全工学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0087
講義
専門共通５年

前期 週時限数 前期:1 後期:0

教科書/教材 参考書：実践教育訓練研究協会編「安全基礎工学入門」、中央労働災害防止協会編「労働衛生のしおり　平成27年度」
、本校安全衛生委員会編「学校安全の心得」

担当者 岩浪 克之
到達目標
１．消防法を理解するとともに「危険物取扱者」などの資格取得試験に備える。
２．ISO/IECガイド51に基づいた安全設計の考え方を理解する。
３．労働安全衛生法において安全の確保がいかに図られているか、その理念を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
消防法の危険物について、その規
制、性質をきちんと理解している
。

消防法の危険物について、その規
制、性質を理解している。

消防法の危険物について、その規
制、性質を理解できていない。

ISO/IECガイド51に基づいた安全
設計の考え方について、きちんと
理解している。

ISO/IECガイド51に基づいた安全
設計の考え方について、理解して
いる。

ISO/IECガイド51に基づいた安全
設計の考え方について、理解でき
ていない。

労働安全衛生法に基づく安全の確
保について、きちんと理解してい
る。

労働安全衛生法に基づく安全の確
保について、理解している。

労働安全衛生法に基づく安全の確
保について、理解できていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
安全確保は最優先課題である。その時代での技術進歩を基にユーザーや労働者にとって安全確保が図られていることは
とても重要である。前半は危険物取扱いを中心に消防法令と化学物質の危険性およびその取扱い方を中心に学習する。
後半は安全原則および労働安全衛生法と安全の確保について学習する。

授業の進め方と授業内
容・方法

極めて広範囲で学習すべき事項が多いが、出来るだけ焦点を絞って講義するので、良く授業を聞き、ノートをきちんと
取ること。また授業内容をより理解するために、資料配布も行う。定期試験は，授業で学習した内容からほとんど出題
するので、授業中、真剣に取り組み、学習内容をしっかり定着させるよう努力すること。

注意点
講義ノートを見直し、毎回の授業内容を復習すること。理解不十分なところがあれば教員に聞くなどして解決しておく
ようにする。また、次回予定の内容に関して、参考書等を利用して事前に勉強しておくこと。図書館の危険物・JISハン
ドブックなども参考に理解を深めてほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 消防法と劇毒物取締法 危険物、毒物、劇物、特定化学物質の概要、危険性と取扱
い方、保管方法について理解する。

2週 消防法令（１） 製造所、保安要員、火災予防と点検、指定数量について理
解する。

3週 消防法令（２） 製造所の構造、貯蔵・取扱いの基準、運搬と移送、事故時
の対応について理解する。

4週 基礎的な物理学および化学 険物の物性、引火点と発火点、燃焼と爆発について理解す
る。

5週 第四類の性質 特殊引火物、第一、第二、第三、第四石油類、アルコール
類、油脂類の概要について理解する。

6週 その他の類の性質 第四類を除いた第一類から第六類までの危険物の概要につ
いて理解する。

7週 （中間試験）

8週 安全原則、事故例と原因 安全に対する国際規格、日本の状況、過去の産業災害例と
その原因・対策について理解する。

9週 リスクアセスメント リスクアセスメント手順と評価方法について理解する。

10週 フェールセーフとインターロック フェールセーフ、インターロック、工学設計の思想につい
て理解する。

11週 労働安全衛生法における安全の確保（１） 安全工学と衛生工学、企業における労働安全衛生管理体制
について理解する。

12週 労働安全衛生法における安全の確保（２） 作業環境管理、作業管理、健康管理、安全・衛生教育につ
いて理解する。

13週 労働生理（１） 人体の構成と機能、疲労の原因と予防、ストレスとその予
防について理解する。

14週 労働生理（２） 有害物質の蓄積と排泄、有害物質摂取ルートと障害の程度
について理解する。

15週 （期末試験）
16週 総まとめ 期末試験の解説と、これまでの総復習を行う。

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 40 10 50
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分野横断的能力 40 10 50
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 エネルギー工学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0088
講義
専門共通５年

通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：齋藤孝基、他２名「新版エネルギー変換」（東京大学出版会）
担当者 澁澤 健二,鯉渕 弘資
到達目標
１．熱サイクルについて理解する。
２．各種エネルギー変換について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 基本サイクルの原理を理解し、理
論熱効率を求めることができる。

各種サイクルの基本サイクルの原
理を理解している。

基本サイクルの原理を理解してい
ない。

評価項目2 各種エネルギー変換の原理を理解
し、正しく説明できる。

各種エネルギー変換の原理を理解
している。

各種エネルギー変換の原理を理解
していない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
エネルギー工学は、地球温暖化に対して適切に対処していくために我々が最も学ばなければならない学問の一つです。
本講義では、エネルギー工学の本質である熱・流体におけるエネルギー変換について最新の情報を習得しながら、エネ
ルギー変換における留意すべき事項、変換効率、熱サイクルなどについて基礎から学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法 授業は、教科書と配布資料を適宜使用し、黒板あるいはスライドを用いて進める。

注意点 物理学の延長上にあるため、エネルギーの概念等について理解を深めておけば十分に理解できます。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 エネルギー変換の歴史 エネルギー変換の歴史について理解する。
2週 熱力学の第１、第２法則 熱力学の第１、第２法則について理解する。
3週 熱力学の第３法則 熱力学の第３法則について理解する。
4週 理想気体 理想気体の性質について理解する。
5週 熱力学の一般関係式 熱力学の一般関係式について理解する。
6週 発熱量 発熱量について理解する。
7週 中間試験
8週 エネルギー事情 エネルギー事情について理解する。
9週 地球温暖化 地球温暖化について理解する。
10週 オットーサイクル オットーサイクルについて理解する。
11週 ディーゼルサイクル ディーゼルサイクルについて理解する。
12週 サバテサイクル サバテサイクルについて理解する。
13週 ガスタービン ガスタービンについて理解する。
14週 蒸気サイクル 蒸気サイクルについて理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 前期の内容を復習する。

後期

1週 燃料電池 燃料電池について理解する。
2週 光電変換 光電変換について理解する。
3週 熱電変換 熱電変換について理解する。
4週 電子冷却 電子冷却について理解する。
5週 核反応 核反応について理解する。
6週 原子力発電 原子力発電について理解する。
7週 中間試験
8週 太陽エネルギー 太陽エネルギーについて理解する。
9週 地熱エネルギー 地熱エネルギーについて理解する。
10週 風のエネルギー 風のエネルギーについて理解する。
11週 水・波のエネルギー 水・波のエネルギーについて理解する。
12週 ヒートポンプ ヒートポンプについて理解する。
13週 熱交換器 熱交換器について理解する。
14週 電力貯蔵 電力貯蔵について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
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基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 デｨジタル信号処理
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 1
教科書/教材
担当者

0089
講義
専門共通５年

通年
大類重範「ディジタル信号処理」(日本理工出版)
荒川 臣司

到達目標
1. 連続時間システムに関する各種の計算ができる
2. 離散時間信号について，畳込みやＺ変換の計算ができる
3. １次元離散フーリエ変換の振幅および位相スペクトルが手計算により求められる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
連続時間システムを理解し、各種
の計算ができる。

連続時間システムを理解している
。

連続時間システムを理解していな
い。

離散時間信号について，畳込みや
Ｚ変換を理解し、計算ができる。

離散時間信号について，畳込みや
Ｚ変換を理解している。

離散時間信号について，畳込みや
Ｚ変換を理解していない。

 １次元離散フーリエ変換の振幅お
よび位相スペクトルを理解し、導
出できる。

 １次元離散フーリエ変換の振幅お
よび位相スペクトルを理解してい
る。

 １次元離散フーリエ変換の振幅お
よび位相スペクトルを理解してい
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等

概要
ディジタル信号処理の基礎事項を学ぶ。連続時間信号の性質を概観した後，離散時間信号に関する基本概念やその処理
方法，離散フーリエ変換などについて解説する。ディジタル信号に関する細かな知識を習得することよりも，コアとな
る考え方や具体的な計算手法を身につける。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義ノートの内容を見直し，講義に関係する例題や演習問題を解いておくこと。次回授業予定の部分を予習しておくこ
と。

注意点
ディジタル全盛の基盤技術として情報・通信分野はもちろんのこと，科学のあらゆる分野でディジタル信号の利用技術
がますます重要になってきている。ここで学んだ信号処理の基礎知識は，将来どのような工業分野の職業に就いた場合
でも有効に生かすことが期待できる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ディジタル信号処理の概要(1) ディジタル信号を理解する
2週 ディジタル信号処理の概要(2) ディジタル信号を理解する
3週 連続時間信号(1) フーリエ級数およびフーリエ変換を理解する
4週 連続時間信号(2) フーリエ級数およびフーリエ変換を理解する
5週 離散時間信号(1) インパルス応答を理解する
6週 離散時間信号(2) インパルス応答を理解する
7週 （中間試験）
8週 前半部の復習 中間試験問題の解説を通して，前半部の理解を深める
9週 連続時間システム(3) 畳込み積分を理解する
10週 連続時間システム(4) 畳込み積分を理解する
11週 離散時間信号(2) 離散時間信号を理解する
12週 離散時間信号(2) 離散時間信号を理解する
13週 離散時間信号(2) Ｚ変換を理解する
14週 離散時間信号(2) Ｚ変換を理解する
15週 （期末試験）
16週 復習 期末試験問題の解説を通して，前期部の理解を深める

後期

1週 前期分の復習 前期分を理解する
2週 離散時間システム(1) 線形時不変システムを理解する
3週 離散時間システム(2) 線形時不変システムを理解する
4週 離散時間システム(3) 離散畳込み和を理解する
5週 離散時間システム(4) 離散畳込み和を理解する
6週 離散時間システム(5) 離散畳込み和を理解する
7週 （中間試験）
8週 前半部の復讐 中間試験問題の解説を通して，前半部の理解を深める
9週 離散フーリエ変換(1) 離散フーリエ変換の定義を理解する
10週 離散フーリエ変換(2) 離的フーリエ変換の性質を理解する
11週 離散フーリエ変換(3) 離的フーリエ変換の計算法を理解する
12週 離散フーリエ変換(4) 離的フーリエ変換の計算法を理解する
13週 ディジタルフィルタ ディジタルフィルタの概要を理解する
14週 ディジタルフィルタ ディジタルフィルタの概要を理解する
15週 （期末試験）
16週 復習 期末試験問題の解説を通して，後期部の理解を深める　　
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評価割合
定期試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 通信システム工学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0090
講義
専門共通５年

通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：菅谷真司「基本を学ぶ　コンピュータネットワーク」（オーム社）、参考書：山内雪路「よくわかる情報通信
ネットワーク」（東京電機大学出版局）

担当者 吉成 偉久
到達目標
１．コンピュータネットワークの構成要素と基礎的事項が説明できること。
 ２．OSI参照モデルとTCP/IP参照モデルが説明できること。
 ３．アプリケーション層，トランスポート層，ネットワークインタフェース層，データリンク層，物理層が説明できること。
 ４．ネットワークセキュリティ，ネットワーク技術の応用が説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
コンピュータネットワークの構成
要素と基礎的事項が説明できるこ
と。

コンピュータネットワークの構成
要素と基礎的事項が理解できるこ
と。

コンピュータネットワークの構成
要素と基礎的事項が理解できない
。

評価項目2 OSI参照モデルとTCP/IP参照モデ
ルが説明できること。

OSI参照モデルとTCP/IP参照モデ
ルが理解できること。

OSI参照モデルとTCP/IP参照モデ
ルが理解できない。

評価項目3
アプリケーション層，トランスポ
ート層，ネットワークインタフェ
ース層，データリンク層，物理層
が説明できること。

アプリケーション層，トランスポ
ート層，ネットワークインタフェ
ース層，データリンク層，物理層
が理解できること。

アプリケーション層，トランスポ
ート層，ネットワークインタフェ
ース層，データリンク層，物理層
が理解できない。

評価項目4
ネットワークセキュリティ，ネッ
トワーク技術の応用が説明できる
こと。

ネットワークセキュリティ，ネッ
トワーク技術の応用が理解できる
こと。

ネットワークセキュリティ，ネッ
トワーク技術の応用が理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 コンピュータネットワークの構成要素と基礎的事項の習得を目指します。ネットワークは階層構造となっており，各層

ごとの役割を理解し，ネットワーク全体の動作を理解します。

授業の進め方と授業内
容・方法

初回と定期テスト後の最初の授業以外には，毎回小テストを実施する。
前期成績の評価は，２回の定期試験の平均の８０％と小テスト２０％で行う。
後期成績の評価は，２回の定期試験の平均の８０％と小テスト２０％で行う。
学年成績は，前期と後期成績の平均とし６０点以上のものを合格とする。

注意点
復習については、講義で提供した資料の内容を見直し、講義に関係する演習問題を解いておくこと。講義で示した次回
予定の部分を予習しておくこと。
小テストは，授業開始時から１０分間で行う。１０分以上遅刻した場合は，その回の小テストに参加できないことにす
る。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ネットワーク構成（１） 構成要素やコンピュータ間通信の基本概念を理解する。
2週 ネットワーク構成（２） 階層化を理解する。
3週 ネットワーク構成（３） OSI参照モデルとTCP/IP参照モデルを理解する。
4週 インターネットアプリケーション（１） WWWと電子メールを理解する。
5週 インターネットアプリケーション（２） DNSを理解する。
6週 インターネットアプリケーション（３）  クライアント・サーバ型システムを理解する。
7週 （中間試験）
8週 トランスポート層（１） トランスポート層の役割とTCPの概要を理解する。
9週 トランスポート層（２） TCPのコネクションの確立とデータ送信を理解する。
10週 トランスポート層（３） TCPのフロー制御と輻輳制御やUDPを理解する。
11週  ネットワーク層（１） ネットワーク層の概要を理解する。
12週 ネットワーク層（２）  IPアドレス体系の基本を理解する。
13週 ネットワーク層（３） DHCPやNAT/NAPTを理解する。
14週 ネットワーク層（４）  ルータの役割を理解する。
15週  （期末試験）
16週  総復習

後期

1週 データリンク層（１） データリンク層の概要を理解する。
2週  データリンク層（２）  有線LANや無線LANのアクセス制御を理解する。
3週 データリンク層（３）  ネットワーク機器（ブリッジとスイッチ）を理解する。
4週 データリンク層（４）  ARPを理解する。
5週 物理層（１） ネットワーク機器（リピータとハブ）を理解する。
6週 物理層（２） 伝送路とプロトコルを理解する。
7週  （中間試験）
8週  物理層（３） 伝送方式と多重化方式を理解する。
9週 ネットワークセキュリティ（１） ネットワークセキュリティの必要性を理解する。
10週 ネットワークセキュリティ（２） ファイアウォールを理解する。
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11週 ネットワークセキュリティ（３）  暗号化方式を理解する。
12週 ネットワーク技術の応用（１） アクセスネットワークを理解する。
13週 ネットワーク技術の応用（２）  Peer-To-Peerネットワークを理解する。
14週 ネットワーク技術の応用（３） クラウドコンピューティングを理解する。
15週  （期末試験）
16週  総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報ネットワーク
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 1
教科書/教材
担当者

0091
講義
専門共通５年

通年
資料配布
中屋敷 進

到達目標
1.ネットワーク･アーキテクチャの階層モデルと，各層での基礎的な通信技術を理解できる。
2.通信階層間の相互的な関連性を理解できる。
3.様々なシステムを構成する基盤となる通信技術を理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
ネットワーク･アーキテクチャの階
層モデルを、情報システムの構成
技術に応用できる。

ネットワーク･アーキテクチャの階
層モデルと，各層での基礎的な通
信技術を理解できる。

ネットワーク･アーキテクチャの位
置付けを理解できない。

評価項目2 通信階層間の相互的な関連性を応
用できる。

通信階層間の相互的な関連性を理
解できる。

通信階層間の相互的な関連性を理
解できない。

評価項目3 様々なシステムを構成する基盤と
なる通信技術を応用できる。

様々なシステムを構成する基盤と
なる通信技術を理解できる。

様々なシステムを構成する基盤と
なる通信技術を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ハ)
教育方法等
概要 情報化社会を構成する基盤であるネットワーク技術について体系的かつ網羅的に学ぶ。

情報ネットワークの発展が，社会の利便性向上や個人の生活品質向上などに及ぼす影響について学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義テキストの内容を復習するとともに、講義に関係する課題等について予習しておくこと。システムは情報を互いに
やり取りすることで成り立つ。多くのものが情報を発信する環境になりつつある中で、ここで学んだ知識を技術分野を
問わず様々な情報ネットワークシステムの創造に生かしてほしい。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 情報社会とネットワーク コンピュータ･ネットワーク技コンピュータ･ネットワーク
技術の歴史と役割　

2週 情報ネットワークの仕組み プロトコル，システム，サービスの基本概念
3週 ネットワーク･サービス 情報システムとサービスの事例

4週 ネットワーク通信システム アナログ伝送とデジタル伝送，パケット交換と回線交換
5週 ネットワーク階層モデル 通信プロトコルとインタフェイス
6週 ネットワーク･アーキテクチャ OSIモデル，コネクションオリエントとコネクションレス
7週 （中間試験）
8週 応用レイヤー ドメインの概念とURL，メイルとWWWシステム
9週 トランスポート・レイヤー(1) TCPとUDP，ポートとソケット

10週 トランスポート・レイヤー(2) ウインドウ･フロー制御方式，輻輳制御方式

11週 ネットワーク・レイヤー(1) IPアドレスの表現方法とIPパケット構成　

12週 ネットワーク・レイヤー(2) 経路制御アルゴリズムとルーテイング　
13週 ネットワーク・レイヤー(3) フラグメンテーションと放浪防止方式
14週 ネットワーク・レイヤー(4) サブネットマスクとIPv6
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 データ・リンク・レイヤー(1) 多重化，フレーミング，誤り制御方式
2週 データ・リンク・レイヤー(2) ビットスタッフィングと送達確認･再送方式
3週 物理レイヤー 通信媒体の種類と符号化･伝送方式　
4週 LAN(ローカル･エリア･ネットワーク)(1) LANの概念，歴史とトポロジー　
5週 LAN(ローカル･エリア･ネットワーク)(2) MAC副層とLAN間接続方式

6週 WAN(ワイド･エリア･ネットワーク) WANの概念，IP-VPNと広域イーサ，バーチャルLAN
7週 （中間試験） 　
8週 モバイルネットワーク(1) 無線通信技術とユビキタス･システム

9週 モバイルネットワーク(2) アドホック･ルーテイング方式と適用分野　
10週 マルチメデイア通信ネットワーク 音声･画像の圧縮とリアルタイム通信方式
11週 ネットワーク･セキュリテイ 脅威と対策，暗号化，デジタル署名と認証方式
12週 ネットワーク運用と管理(1) 障害管理･性能管理･構成管理と管理プロセス
13週 ネットワーク運用と管理(2) ライフ･サイクル管理とサービス･レベル管理
14週 様々なネットワーク クラウド，光，マルチメデイア，センサー･ネットなど　
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15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 有機材料工学
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 対象学生 5
開設期

0092
講義
専門共通５年

通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：西敏夫、讃井浩平、東千秋、高田十志和 「高分子化学」（裳華房）　　参考書：井上祥平、宮田清蔵 「高分子
材料の化学」（丸善）、中條善樹 「高分子化学I 合成」（丸善）、松下裕秀 「高分子化学II 物性」（丸善）

担当者 宮下 美晴
到達目標
１．高分子の特徴、および、代表的な高分子の種類とその性質を説明できる。
２．高分子の分子量、および、構造（一次構造から高次構造）を説明できる。
３．重縮合、重付加などの逐次重合を説明できる。
４．ラジカル重合（共重合を含む）、イオン重合（遷移金属触媒重合を含む）などの付加重合を説明できる。
５．開環重合を説明できる。
６．ブロック共重合、グラフト共重合、高分子反応を説明できる。
７．高分子の熱的・力学的性質を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
高分子とは何かを、低分子との違
いを明確にしながら説明できる。
また、代表的な高分子の種類とそ
の性質を説明できる。

高分子とは何かを概ね説明できる
。また、代表的な高分子とその性
質を挙げることができる。

高分子とは何かを説明できない。
代表的な高分子とその性質を説明
できない。

高分子の数平均分子量、重量平均
分子量を説明し、計算できる。ま
た、高分子の一次構造から高次構
造を、具体例を示しながら説明で
きる。

高分子の数平均分子量と重量平均
分子量を概ね説明できる。また、
高分子の一次構造から高次構造を
概ね説明できる。

高分子の平均分子量を説明できな
い。また、一次構造から高次構造
を説明できない。

重縮合、重付加などの逐次重合の
特徴を、それぞれの相違点を明ら
かにしながら説明できる。

重縮合、重付加を概ね説明できる
。 重縮合、重付加を説明できない。

ラジカル重合（共重合を含む）の
特徴、素反応および速度論を説明
できる。また、イオン重合（遷移
金属触媒重合を含む）の特徴をラ
ジカル重合と比較しながら説明で
きる。

ラジカル重合およびイオン重合の
特徴を概ね説明できる。

ラジカル重合およびイオン重合の
特徴を説明できない。

開環重合の特徴を、モノマーの反
応性と関連づけながら説明できる
。

開環重合の特徴を概ね説明できる
。 開環重合の特徴を説明できない。

ブロック共重合とグラフト共重合
の特徴を、両者の違いを明確にし
ながら説明できる。また、各種高
分子反応（高分子の化学修飾）を
具体例を示しながら説明できる。

ブロック共重合とグラフト共重合
を概ね説明できる。また代表的な
高分子反応を挙げることができる
。

ブロック共重合、グラフト共重合
、高分子反応を説明できない。

高分子の熱的性質を、構造と関連
づけながら説明できる．また、高
分子の力学的性質（強度･弾性率等
）を説明できる。

高分子の熱的性質および力学的性
質を概ね説明できる。

高分子の熱的性質および力学的性
質を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
様々な製品や施設・設備として用いられる有機材料のうち、そのほとんどを占める高分子化合物（特に合成高分子）を
対象とする。高分子とは何かをよく理解した上で、各種高分子の合成法を学ぶ。また、高分子の熱的性質を構造と関連
づけながら理解する。さらに、高分子の力学的性質（強度等）を理解する。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義を中心に授業を行う。毎回の授業で補足資料を配付し、それを用いつつ、黒板を使って解説する。また、毎回、そ
の日の授業内容に関するミニレビューとQuizを提示する。

注意点
受講する者は、有機化学および物理化学の基礎について理解していることが望ましい。
毎回の授業後には、ノート、配布したプリント、および教科書の対応部分等を見直して復習すること。また、次回予定
の内容に関して教科書や参考書を利用して予習すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 有機・高分子材料とは 有機・高分子材料とは何かを説明できる。また、高分子の
命名および高分子の分類について説明できる。

2週 高分子の構造の基礎 高分子の化学構造、一次構造、二次構造、高次構造につい
て説明できる。

3週 高分子の分子量と分子量分布 数平均分子量、重量平均分子量、分子量分布について説明
できる。

4週 高分子の生成 各種重合反応を分類して説明できる。
5週 重縮合１ 重縮合の機構を説明できる。

6週 重縮合２ 実際の重縮合の方法と、それによって得られる高分子につ
いて説明できる。

7週 中間試験

8週 重付加 重付加の機構と、工業的に重要な重付加の例について説明
できる。

9週 ラジカル重合１ ラジカル重合の素反応を説明できる。
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10週 ラジカル重合２ ラジカル重合の速度論を説明できる。

11週 ラジカル重合３ 実際のラジカル重合の方法と、それによって得られる高分
子について説明できる。

12週 ラジカル共重合１ ラジカル共重合における共重合組成を説明できる。
13週 ラジカル共重合２ ラジカル共重合におけるモノマー反応性比を説明できる。

14週 モノマーの構造と反応性 モノマーの構造とラジカル（共）重合の反応性の関係を説
明できる。

15週 期末試験
16週 前期の復習 前期に学習した内容のまとめと復習

後期

1週 イオン重合１ イオン重合の機構と特徴を説明できる。
2週 イオン重合２ カチオン重合、アニオン重合の代表例を説明できる。
3週 遷移金属触媒重合 遷移金属触媒を用いた重合について説明できる。
4週 開環重合１ 開環重合の機構と特徴について説明できる。
5週 開環重合２ 開環重合の代表例を説明できる。

6週 ブロック共重合とグラフト共重合 ブロック共重合体およびグラフト共重合体の合成法につい
て説明できる。

7週 中間試験
8週 高分子反応 高分子の化学修飾･誘導体化反応について説明できる。
9週 高分子固体の構造と熱的性質１ 高分子の状態変化（熱転移）の概略を説明できる。

10週 高分子固体の構造と熱的性質２ 高分子の結晶状態および結晶の融解の熱力学を説明できる
。

11週 高分子固体の構造と熱的性質３ 高分子のガラス状態とガラス転移を説明できる。
12週 高分子の力学物性１ 高分子材料における力と変形の関係について説明できる。
13週 高分子の力学物性２ 高分子材料の強度や弾性率を説明できる。
14週 高分子の力学物性３ 高分子のゴム弾性を説明できる。
15週 期末試験
16週 後期の復習 後期に学習した内容のまとめと復習

評価割合
試験 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 e-創造性工学実習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 5
開設期 週時限数 2
教科書/教材
担当者

0096
実習
専門共通５年

前期
e-ラーニング教材を用いる
安細 勉,弘畑 和秀

到達目標
１．プロジェクト管理の基本概念を習得する。　
２．プレゼンテーション技法を身につける。　
３．自学自習とチームワークでの対話により創造的に問題解決能力を身につける
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

プロジェクト管理の基本概念を習
得する。

プロジェクト管理コースの課題を
十分に達成し、レポートで自らの
考えを表現できる。

プロジェクト管理コースの課題に
合格し、レポートを期限内に提出
できる。

プロジェクト管理コースの課題が
十分に達成できない、あるいはレ
ポートが提出できない。

プレゼンテーション技法を身につ
ける。

プレゼンテーション入門コースの
課題を十分に達成し、発表会で十
分な結果を示すことができる。

プレゼンテーション入門コースの
課題に合格し、発表会で結果を示
すことができる。

プレゼンテーション入門コースの
課題に合格できず、発表か満足に
できない。

自学自習とチームワークでの対話
により創造的に問題解決能力を身
につける

プロジェクトの遂行にあたり、会
議室等を用いて他のメンバーと十
分に対話ができる。

プロジェクトの遂行にあたり、会
議室等での連絡ができる。

プロジェクトの遂行にあたり、状
況が指導者に伝わらない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
e-ラーニング教材を用いて、創造的な作業を行う上で非常に大切なチームワークでの作業におけるプロジェクト管理の
概念とともに、自分たちの考え方を他の人に効果的に伝達するプレゼンテーション技法について学び、技術者としての
資質を養うことを目標とする。また実際的なテーマを選択し、チームワークで解決する実践力を養う。

授業の進め方と授業内
容・方法

講義内容はすべてｅ－ラーニングサーバーにアクセスして自学自習し、それぞれのコンテンツにある課題をこなして指
導教員へ提出すること。選択課題ではグループを構成して課題を行い、最後にプレゼンテーションを行う。

注意点 授業のほとんどはｅ－ラーニング教材を用いて行い、グループ討議などはｅ－ラーニングサーバー上の掲示板で行うな
ど、授業に対しての取り組み状況はすべて記録されるので、積極的取り組みが必要であることに留意されたい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 プロジェクト管理入門コース（1） プロジェクト管理とメンバーの編成とメンバーの役割分担
について理解する

2週 プロジェクト管理入門コース（2） プロジェクトの分析手法について理解する
3週 プロジェクト管理入門コース（3） プロジェクト計画書の作成について理解する

4週 プロジェクト管理入門コース（4） プロジェクトの推進・プロジェクトの評価について理解す
る

5週 選択課題（1） 次のコースの中から1つを選択し、プロジェクトグループを
作成して課題内容をｅ-ラーニングで学び、課題を仕上げる

6週 選択課題（2） Webアプリケーション入門コース（有明高専作成）

7週 選択課題（3） つないで計ってみよう電気抵抗コース（香川高専（旧詫間
電波）作成）

8週 選択課題（4） PC-UNIXサーバ構築入門（北九州高専作成）
9週 選択課題（5） 紙飛行機の製作（苫小牧高専作成）
10週 選択課題（6）
11週 プレゼンテーション入門コース（1） アウトラインの作成について理解する
12週 プレゼンテーション入門コース（2） スライドの作成について理解する
13週 プレゼンテーション入門コース（3） プレゼンテーションの練習
14週 選択課題（7） 選択した課題のプロジェクト成果について発表する
15週 選択課題（8）  選択した課題のプロジェクト成果について発表する
16週 選択課題（9）  選択した課題のプロジェクト成果について発表する

評価割合
e-ラーニング課題 選択課題への取り組みにお

ける議論への参加状況 プレゼンテーション 合計

総合評価割合 30 20 50 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 30 20 50 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 グローバル工学基礎
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0098
講義
専門共通５年

前期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 副校長 教務主事,山口 一弘
到達目標
1.現在の世界の技術に関する流れを理解する。
2.外国人教員による授業を通じて実践的な技術英語を理解する。
3.多国籍集団との協働により改題解決のスキルを身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
1.現在の世界の技術に関する流れ
を理解する。

世界の技術に関する流れを分かり
やすく説明できる。

世界の技術に関する流れを説明で
きる。

世界の技術の流れを説明できない
。

2.外国人教員による授業を通じて
実践的な技術英語を理解する。

課題解決のグループワークに技術
英語を活用できる。 技術英語を身につけている。 技術英語を身につけていない。

3.多国籍集団との協働により改題
解決のスキルを身につける。

身につけた課題解決能力を実践的
な課題解決に役立てられる。

課題解決スキルを身につけている
。

課題解決のためのスキルを身につ
けていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (E)(ト), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
国際化する世界で活躍するエンジニアにとって、技術・科学に関するグローバルな動向・専門知識に関する知見は必須
のものであることから、これらについて外国語を通してより実践的に学習する。ここでは外国人チューターの指導のも
と、与えられるPBL課題に対し、グローバル的感知から解決策を検討、発表をする。

授業の進め方と授業内
容・方法

外国人教員と留学生の、英語による、専門の授業です。受講を通して是非ともグローバル化する科学・技術に対応でき
る国際的・実践的な技術者への第一歩として欲しい。

注意点 本科目は、講義内容が一部変更になる可能性があります。
講義は9月7日(月)から9月10日(木)の4日間の予定です。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週
 自己紹介とグルーピング
課題提示
課題解決作業

グローバル意識と基礎力向上
コミュニケーション力の強化
多国籍集団との協働
多国籍集団におけるリーダーシップの理解

2週 課題解決作業
グローバル意識と基礎力向上
コミュニケーション力の強化
多国籍集団との協働
多国籍集団におけるリーダーシップの理解

3週 課題解決作業
発表取りまとめ

グローバル意識と基礎力向上
コミュニケーション力の強化
多国籍集団との協働
多国籍集団におけるリーダーシップの理解

4週 成果発表 プレゼンテーション能力の向上
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 50 50 0 0 0 0 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 企業実習
科目基礎情報
科目番号 科目区分 専門 選択
授業の形式 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 対象学生 5
開設期

0100
実習
専門共通５年

前期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 副校長 教務主事,山口 一弘
到達目標
１．企業における課題、作業に積極的、自発的に取り組む姿勢を身につける。
２．実務上の課題を理解し、解決に向けて取り組むことができる。
３．課題の解決に必要なコミュニケーション能力を高める。
４．職場における規律を遵守する態度を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

１．積極性・自主性
企業における課題や作業に積極的
かつ自発的に取り組み、適切な行
動がとれる。

企業における課題や作業に積極的
かつ自発的に取り組める。

企業における課題、や作業の取り
組みに消極的で、自発的に取り組
むことができない。

２．理解度 実務上の課題を適切に理解し、解
決策を提案できる。

実務上の課題を理解し、課題に向
けて取り組むことができる。 実務上の課題を理解できない。

３．コミュニケーション 課題の解決のために円滑にコミュ
ニケーションがとれる。

課題の解決のためにコミュニケー
ションがとれる。

課題の解決のために筆よなコミュ
ニケーションがとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 企業での就業体験を通して、実践的技術感覚、生産システムや生産管理手法などの知識を身につけるとともに、ものづ

くりの現場への関心と理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法

１．実習期間は夏季休業中の一週間以上であることを原則とする。
２．５月上旬に説明会を実施するので、実習を希望する学生は必ず出席すること。
３．説明会実施後に、実習を受け入れる企業名、実習期間、学内選考日等の情報を掲示により連絡するので、掲示に従
って所定の手続きをすること。
４．インターネット等で一般公募されたものについても、本校の条件を満たしていれば単位として認める場合もあるの
で、その際は必ず応募する前に担任に相談すること。
５．実施予定者は、夏休み前にガイダンスを実施するので、必ずそれを受講すること。
６．実習修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 説明会に出席する。
2週 事前ガイダンスに出席する。
3週 企業・大学等で実習を行う。
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
インターンシッ
プ実施報告書等 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 100 0 0 0 0 0 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0101 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 機械工学実験研究会編「機械工学実験」(東京電機大学出版局)、配布プリント使用。
担当者 鯉渕 弘資,柴田 裕一,池田 耕,小堀 繁治,小室 孝文,澁澤 健二,村上 倫子,小野寺 礼尚
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い情報を収集したりデータを分析したりすることができる。
5.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
6.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得し，工学の基礎に係わる知
識を理解できる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
できる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法が理解
できない。

評価項目2
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明で
きる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察できない
。

評価項目3
コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができる。

コンピュータを用い情報を収集で
きる。

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができない。

評価項目4 十分に自らの考えを論理的に記述
できる。

自らの考えを論理的に記述できる
。

自らの考えを論理的に記述できな
い。

評価項目5 定められた期限内に報告書を提出
することができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができない。

評価項目6
実験・演習を通し討議やコミュニ
ケーションを積極的にすることが
できる。

実験・演習を通し討議やコミュニ
ケーションをすることができる。

実験・演習を通し討議やコミュニ
ケーションをすることができない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
授業の内容をより効果的に理解するため、工学実験を通して専門的事項を確認することは大変重要なことであり、意義
のあることである。本実験では、特に材料力学、流体工学、熱工学、計測工学、機械力学の各テーマについて実験を行
う。

授業の進め方と授業内
容・方法

各テーマを数名のグループで行うが、分担は固定せず、より多くを経験し、又より積極的に現象および内容を理解する
ことが大切である。各期において10題目の実験終了後、実験の時間はデータ整理および補講にあてる。

注意点 提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内にレポートが
提出されなかった場合は減点する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス 前期の実験に臨む上での諸注意および実験レポートの提出
方法について理解する。

2週 スターリングエンジンの基礎 スターリングエンジンの組立てを行い，性能試験を行うこ
とにより，熱エネルギー変換を理解する．

3週 流体の粘度測定 液体の粘度測定を行い、流体の粘性とその温度依存性につ
いて理解を深める。

4週 薄肉円筒の応力測定 内圧を受ける薄肉円筒に発生するひずみを測定し、応力分
布を求める。

5週 連続ばりのたわみ測定 連続ばりに生じる撓みを測定して、はりの変形と負荷の関
係を理解する。

6週 データ整理

7週 流体実験1：浮体の安定性 いろいろな流れの観察を行い，浮体の安定性について理解
する。

8週 流体実験２：噴流の速度 噴流の速度を測定し，流速の測定方法を理解する。

9週 レーザー技術１の実験：偏光の性質 レーザの指向性､可干渉性､単色性を調べ、偏光の性質に対
する理解を深める。

10週 レーザー技術２の実験：フーリエ変換によるデータ解析 レーザ光の測定を行い，フーリエ変換によるデータ解析の
方法を理解する。

11週 データ整理

12週 機械力学実験１，２の実験
振動数の非接触測定により２自由度振動モード、うなりの
計測を行う。固有振動数の測定値からばね定数を最小２乗
法で求める、距離の非接触測定に対する理解を深める。

13週 機械力学実験１，２のデータ整理と考察 実験で得られた結果の整理、考察を行い、実験報告書をま
とめる。

14週 データ整理
15週 補講
16週 補講
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後期

1週 ガイダンス 後期の実験に臨む上での諸注意および実験レポートの提出
方法について理解する。

2週 鋼の焼入れ・焼き戻し脆性1 焼入れ・焼き戻しを実施した鋼の衝撃試験の実験を行い
，脆性について理解する。

3週 鋼の焼入れ・焼き戻し脆性２ 焼入れ・焼き戻しを実施した鋼の衝撃試験の実験を行い
，脆性について理解する。

4週 流体実験3 流体実験3
5週 流体実験4 流体実験4
6週 データ整理

7週 レーザー技術３：回折と最小二乗法 レーザ光の測定を行い，回折と最小二乗法について理解す
る。

8週 レーザー技術４：干渉計の基礎 レーザ光の測定を行い，干渉計に対する理解を深める。
9週 円管内流れの実験 水力勾配線の測定から円管内流れについて理解する。

10週 可視化実験 流体の可視化実験を行い、可視化の方法について理解する
。

11週 データ整理
12週 機械力学実験３，４の実験 数値実験により「ソフト弾性，超弾性」を理解する。

13週 機械力学実験３，４のデータ整理と考察 「ソフト弾性，超弾性」の数値実験で得られた結果の整理
、考察を行い、実験報告書をまとめる。

14週 データ整理
15週 補講
16週 補講

評価割合
取組状況 レポート 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 0 0 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0102 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 9
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 前期:6 後期:12
教科書/教材 教科書：卒業研究テーマに応じた参考文献
担当者 鯉渕 弘資,柴田 裕一,冨永 学,池田 耕,小堀 繁治,加藤 文武,澁澤 健二,小室 孝文,小野寺 礼尚
到達目標
1.専門基礎知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的、継続的に問題解決に取り組むことができる。
3.研究結果を理論的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケーションやディスカッションができる。
5.論理的に一貫性のあるプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
専門基礎知識を活用し、新たな課
題に十分に取り組むことができて
いる。

専門基礎知識を活用し、新たな課
題に取り組むことができている。

専門基礎知識を活用し、新たな課
題に取り組むことができていない
。

評価項目2
与えられた制約の下で、自主的、
継続的に問題解決に取り組むこと
が十分にできている。

与えられた制約の下で、自主的、
継続的に問題解決に取り組むこと
ができている。

与えられた制約の下で、自主的、
継続的に問題解決に取り組むこと
ができていない。

評価項目3
研究結果を理論的に考え、論文に
まとめることが十分にできている
。

研究結果を理論的に考え、論文に
まとめることができている。

研究結果を理論的に考え、論文に
まとめることができていない。

評価項目4
研究について他者とコミュニケー
ションやディスカッションが十分
にできている。

研究について他者とコミュニケー
ションやディスカッションができ
ている。

研究について他者とコミュニケー
ションやディスカッションができ
ていない。

評価項目5 論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションが十分にできている。

論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションができている。

論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションができていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(リ)
教育方法等

概要
第1学年から第5学年までに学ぶ機械工学に関する基本的な知識をもとに、下記の研究テーマの中から一つを選択し、各
教員の個別的な指導のもとで研究活動する。この研究活動をとおして出会うさまざまな困難を、一つ一つ克服していく
過程の中から「自ら学び発見する」という勉学の基本を体験的に学習する。

授業の進め方と授業内
容・方法 各教員の個別的な指導のもと、与えられた研究テーマに対して１年間、研究活動を行う。

注意点 卒業研究は5年間の勉学の総まとめであると同時に、一つの研究テーマに取り組み、まとめ、完成させるという貴重な体
験である。1年間、積極的に卒業研究に取り組んでもらいたい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ポリマー材料の超弾性的性質：鯉渕
2週 弾性膜上のスキルミオン：鯉渕
3週 液晶エラストマの外部電場による変形：鯉渕
4週 液晶エラストマーの変形の相互作用依存性：鯉渕

5週 マイクロチャンネル内における磁性流体の運動の研究：柴
田

6週 ドローンの推進力に関する研究：柴田

7週 水位計と小型水力発電機を用いた防災システムの応用研究
：柴田

8週 過熱蒸気を用いた小型食品加工装置の研究：柴田
9週 手作り監視カメラの可能性：柴田
10週 相変態を伴う材料のひずみ硬化：冨永

11週 オーステナイト系ステンレス鋼SUS304のひずみ硬化：冨
永

12週 画像相関法による変形計測の精度評価（熱的影響の検討
）：冨永

13週 Plenopticレンズを用いた粒子散乱観察における角度依存性
：池田

14週 粒子散乱における偏光の性質に関する研究：池田
15週 プロジェクターを用いた簡易PIVの開発：池田

16週 ペレット温水器の可視化燃焼器モデルの開発と内部流れの
観察：小堀

後期

1週 渦電流ブレーキシステムを応用したエンジン動力計の開発
：小堀

2週 2Dコード読み取りにおける処理能力および速度改善に関す
る開発研究：加藤

3週 3D画像表示技術における処理高速化の研究：加藤

4週 ハニカムサンドイッチパネル量産のための装置の設計・製
作：小室
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5週 CanSatにおける機構と制御システムの開発：澁澤

6週 教育用ペットボトルロケットにおける加速度計測系の検討
：澁澤

7週 マイクロ波放電アルゴンプラズマにおけるAr 4p-4s遷移の
放射特性：澁澤

8週 高振動準位を有するN2 1+バンドの放射特性：澁澤
9週 材料特性評価装置の製作：小野寺

10週 磁気形状記憶合金の構造および磁気特性に関する研究：小
野寺

11週 熱処理中拡散での組織変態過程の研究：小野寺
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
研究遂行状況 論文内容 発表能力 合計

総合評価割合 30 40 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 30 40 30 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械設計製図Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0103 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 ポンプの設計（パワー社）
担当者 柴田 裕一
到達目標
1.遠心ポンプの基本構造を理解する。
2.遠心ポンプの設計仕様書を作成する。
3.設計仕様書を基に製図を行う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 遠心ポンプの基本構造を理解する
。

遠心ポンプの基礎構造がほぼ理解
できる。

遠心ポンプの基本構造を理解して
いない

評価項目２ 遠心ポンプの設計仕様書を適切に
作成する。

遠心ポンプの設計仕様を作成でき
る。

遠心ポンプの設計仕様書が不十分
である。

評価項目３ 設計仕様書を基に製図を仕上げる
。

設計仕様書に基づいて図面を作成
できる。

設計仕様書に基づいて製図を完成
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ)
教育方法等
概要 機械工学科における設計製図のまとめとして、この授業では遠心ポンプの設計を行う。最初にポンプ設計の課題を通し

て設計仕様書をまとめ、授業の後半では具体的に図面を作成する。
授業の進め方と授業内
容・方法

ポンプの仕様を決めるため、設計仕様書を作成する。その際、教科書を用いて設計課題を理解する。設計仕様書が完成
したら計画図を描く。さらに計画図を基に部品図を完成する。

注意点 ポンプ設計では、設計および製図のまとめなので、これまでに学習した内容をよく復習しておくこと。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ポンプの概要 ポンプの分類を理解する
2週 遠心ポンプの計画 遠心ポンプによる揚水設備と理論揚程を理解する
3週 遠心ポンプ設計の知識 相似則と比速度を理解する
4週 遠心ポンプの損失 ポンプ内の各種損失を理解する
5週 遠心ポンプの推力 軸動力と軸推力を理解する
6週 キャビテーション現象 キャビテーションを理解する
7週 （中間試験）
8週 遠心ポンプの諸性質と性能 ポンプの振動と騒音と特性曲線を理解する
9週 遠心ポンプの吐き出し量 吐出し量とポンプ口径を理解する
10週 遠心ポンプの全揚程 全揚程の計算をする
11週 遠心ポンプの選定 ポンプ形式の選定をする
12週 理論的、経験的考察 理論的および経験的に決定する
13週 羽根形状の決め方 羽根形状の決め方を理解する
14週 案内羽根の設計 案内羽根を設計する
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を復習する

後期

1週 ケーシングの設計（1） 水返し通路を設計する
2週 ケーシングの設計（2） 吸い込みケーシングの設計をする
3週 ケーシングの設計（3） 吐き出しケーシングの設計をする
4週 軸 軸の設計をする
5週 軸受け 軸受けの形状を決める
6週 その他の部品の設計 パッキンの数などを決める　
7週 （中間試験）
8週 組立図（1） 組立図を作成する
9週 組立図（2） 組立図を作成する
10週 組立図（3） 組立図を作成する
11週 デリベリーケーシング（1） デリベリーケーシングを製図する
12週 デリベリーケーシング（2） デリベリーケーシングを製図する
13週 流体機械（1） 流体機械の演習問題を解いて理解する
14週 流体機械（2） 流体機械の演習問題を解いて理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の内容を復習す

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 40 60 0 0 0 0 100

5 － 50



基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 40 60 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 51



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用機械工学
科目基礎情報
科目番号 0104 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 適宜資料を配布する。
担当者 小野寺 礼尚,柴田 裕一,小堀 繁治,小室 孝文
到達目標
5年までに学んだ、機械工学を構成する分野(材料力学、材料工学、熱工学、流体力学)の知識をさらに深めることで、
1. (材料力学)　機械要素や構造物等について、安全性を考慮した設計ができるようになる。
2. (材料工学)　先端機能・構造材料について、機能・特徴を説明できるようになる。
3. (熱工学)　　産業界で用いられる幾つかの熱工学機器の機能や特徴を理解することができる。
4. (流体力学)　流体力学の基礎方程式の解法や流体現象の理解を深める。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

材料力学分野 レポート課題を総合的に評価し、
平均の成績が80点以上の場合。

レポート課題を総合的に評価し、
平均の成績が60点以上80点未満の
場合。

レポート課題を総合的に評価し、
平均の成績が60点未満の場合。

材料工学分野
先端機能・構造材料について、機
能・特徴と用途を関連づけて説明
できる。

先端機能・構造材料について、機
能・特徴を説明できる。

先端機能・構造材料について、機
能・特徴を説明できない。

熱工学分野
レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が80点以上
の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点以上
80点未満の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点未満
の点数しかとれない。

流体力学分野
流体の基礎方程式を解いて、様々
な流体現象を理解し、その応用が
説明できる。

流体の基礎方程式の解法を理解し
、流体現象を理解できる。

流体の基礎方程式の解法を理解で
きず、流体現象を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 機械工学を構成する、材料力学、材料工学、熱工学、流体力学に関して、これまで学んできた知識を活用し、各分野に

おける課題解決に応用できる素養を身につけることを目的とする。
授業の進め方と授業内
容・方法 各分野3週のオムニバス形式で行う。

注意点 成績評価は、各分野ごとに提示されたレポートの総合評価で行う。1つでもレポートが未提出の分野があれば不合格とす
る。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス
2週 材料工学(1) 先端構造材料について、いくつか種類をあげられる。
3週 材料工学(2) 先端機能材料について、いくつか種類をあげられる。

4週 材料工学(3) 先端機能・構造材料について、機能・特徴を説明できるよ
うになる。

5週 材料力学(1) 機械要素や構造物等について、安全性を考慮した設計がで
きるようになる。

6週 材料力学(2) 機械要素や構造物等について、安全性を考慮した設計がで
きるようになる。

7週 材料力学(3) 機械要素や構造物等について、安全性を考慮した設計がで
きるようになる。

8週 熱工学(1) 産業界で用いられる幾つかの熱工学機器の機能や特徴を理
解することができる。

9週 熱工学(2) 産業界で用いられる幾つかの熱工学機器の機能や特徴を理
解することができる。

10週 熱工学(3) 産業界で用いられる幾つかの熱工学機器の機能や特徴を理
解することができる。

11週 流体力学(1) 流体力学の基礎方程式の解法や流体現象の理解を深める。
12週 流体力学(2) 流体力学の基礎方程式の解法や流体現象の理解を深める。
13週 流体力学(3) 流体力学の基礎方程式の解法や流体現象の理解を深める。
14週 レポート整理 4分野のレポートの内容を整理して理解を深める。
15週 レポート整理 4分野のレポートの内容を整理して理解を深める。
16週 総復習 これまでの復習を行う。

評価割合
レポート 合計

総合評価割合 100 100
基礎的能力 0 0
専門的能力 100 100
分野横断的能力 0 0

5 － 52



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 CAD・CAM・CAEⅠ
科目基礎情報
科目番号 0105 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：三好俊郎著「有限要素法入門」（培風舘）
担当者 冨永 学
到達目標
１．ばね系の剛性方程式とその解法を習得すること。
２．トラスの剛性方程式とその解法を習得すること。
３．有限要素法による弾性解析を習得すること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ ばね系の剛性方程式とその解法を
理解し、問題解決に適用できる。

ばね系の剛性方程式とその解法を
理解し、応用することができる。

ばね系の剛性方程式とその解法を
理解できない。

評価項目２ トラスの剛性方程式とその解法を
理解し、問題解決に適用できる。

トラスの剛性方程式とその解法を
理解し、応用することができる。

トラスの剛性方程式とその解法を
理解できない。

評価項目３ 有限要素法による弾性解析を理解
し、問題解決に適用できる。

有限要素法による弾性解析を理解
し、応用することができる。

有限要素法による弾性解析を理解
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
有限要素法(FEM、Finite Element Method)は有用な計算機支援による設計/解析(CAD/CAE、 Computer Aided
Design/Computer Aided Engineering)手段であり、工学的分野で広く利用されている。講義では、有限要素法入門と
してのマトリックス法によるばね系やトラスの解析を扱う。また、FEMソフトウェアも用いた弾性解析も行う。

授業の進め方と授業内
容・方法 配布資料は教科書の解説・補足とし、一部教科書に掲載されていないテーマについても取り扱う。

注意点
予習：次回の授業項目に該当する教科書の内容に目を通すこと。
復習：講義ノートの内容を見直し、講義に関係する課題を解いて、期限までに完成させこと。必要に応じて、代数・幾
何、解析学、工業力学、材料力学Ⅰの関連内容を復習すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 CAD/CAEと有限要素法 CAD/CAEと有限要素法の概要、ブラックボックスとしての
有限要素法を理解する。

2週 剛性方程式（１） １次元ばね系の剛性マトリックス・剛性方程式を理解する
。

3週 剛性方程式（２） ２次元ばね系の剛性マトリックス・剛性方程式を理解する
。

4週 剛性方程式（３）
２次元ばね系の剛性マトリックス・剛性方程式を理解する
。

5週 剛性方程式の解法（１） １次元ばね系の剛性方程式の解法を理解する。

6週 剛性方程式の解法（２） ２次元ばね系の剛性方程式の解法を理解する。
7週 （中間試験） 中間試験を実施する。
8週 剛性方程式の解法（３） ２次元ばね系の剛性方程式の解法を理解する。

9週 トラスの解析（１） トラスの剛性方程式とその解法を理解する。

10週 トラスの解析（２） トラスの剛性方程式とその解法を理解する。

11週 弾性論の基礎（１） 応力とひずみの定義を理解する。

12週 弾性論の基礎（２） 弾性体の支配方程式を理解する。
13週 有限要素法計算機演習（１） 有限要素法による弾性問題の解析を理解する。
14週 有限要素法計算機演習（２） 有限要素法による弾性問題の解析を理解する。
15週 （期末試験） 期末試験を実施する。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 10 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 53



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 CAD・CAM・CAEⅡ
科目基礎情報
科目番号 0106 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：古川進ら著「CAD/CAMシステムの基礎と実際」（共立出版）
担当者 冨永 学
到達目標
１．設計・生産におけるコンピュータの利用技術の基礎を習得する。
２．設計対象となる３次元立体の形状に関するデータを計算機内で扱うために必要となる形状モデルを習得する。
３．工程設計、CAM、CADデータの標準化の基礎を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
設計・生産におけるコンピュータ
の利用技術の基礎を理解し、問題
解決に適用できる。

設計・生産におけるコンピュータ
の利用技術の基礎を理解し、応用
することができる,。

設計・生産におけるコンピュータ
の利用技術の基礎を理解できない
。

評価項目２
設計対象となる３次元立体の形状
に関するデータを計算機内で扱う
ために必要となる形状モデルを理
解し、問題解決に適用できる。

設計対象となる３次元立体の形状
に関するデータを計算機内で扱う
ために必要となる形状モデルを理
解し、応用することができる。

設計対象となる３次元立体の形状
に関するデータを計算機内で扱う
ために必要となる形状モデルを理
解できない。

評価項目３
工程設計、CAM、CADデータの標
準化の基礎を理解し、問題解決に
適用できる。

工程設計、CAM、CADデータの標
準化の基礎を理解し、応用するこ
とができる。

工程設計、CAM、CADデータの標
準化の基礎を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
これまでの人手によってきた多くの単純作業が計算機の発達によって自動化され、設計や生産の効率化、高度化が図ら
れている。講義では、このような各作業の効率化、高度化、自動化を考えるときに必要となるCAD/CAMの基礎を解説す
る。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足とし、一部教科書に掲載されていない
テーマについても取り扱う。

注意点
機械系の学生はCAD/CAMを利用した設計・生産の業務に携わることが多いので、CAD/CAMの標準的な知識を習得して
ほしい。
予習：次回の授業項目に該当する教科書の内容に目を通すこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 設計・生産におけるコンピュータの利用（１） 設計・生産のプロセスにおけるコンピュータの利用を理解
する。

2週 設計・生産におけるコンピュータの利用（２） PDMやPLMなどの統合生産システムを理解する。

3週 形状モデル（１） 多面体モデルの記述法（境界表現法、CSG法、ボクセル法
、８進木法）を理解する。

4週 形状モデル（２） 多面体モデルの生成方法（形状演算、局所変換操作、掃引
体・鏡像など）を理解する。

5週 形状モデル（３） 立体の表示（透視図、隠線処理）を理解する。
6週 曲線・曲面の生成（１） ベジェ曲線、Bスプライン基底関数を理解する。
7週 （中間試験） 中間試験を実施する。
8週 曲線・曲面の生成（２） 多重接点、Bスプライン曲線、NURBS曲線を理解する。

9週 工程設計（１） 工程設計の実際、工程設計に関する基礎的事項を理解する
。

10週 工程設計（２） グループ・テクノロジー、立体の類似性を利用した工程設
計を理解する。

11週 工程設計（３） データベースとその工程設計への応用を理解する。
12週 ＣＡＭ（１） 数値制御、数値制御機械を理解する。

13週 ＣＡＭ（２） ラピッド・プロトタイピング（光造形法、粉末焼結法）、
直接形成法を理解する。

14週 標準化 グラフィック標準（Xウィンドウシステム、OpenGL）、
CADデータ標準を理解する。

15週 （期末試験） 期末試験を実施する。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 54



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械力学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0107 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 参考書：有山正孝著「振動・波動」（裳華房）
担当者 鯉渕 弘資,村上 倫子
到達目標
１．インパルス外力・ステップ外力による強制振動を理解しそれらを使えるようになる。
２．ブロック線図による強制振動方程式の解法を理解しそれらを使えるようになる。
３．ラプラス変換の方法による振動方程式の解法を理解しそれらを使えるようになる。
４．多自由度振動に対するモード解析の諸概念を理解しそれらを使えるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
インパルス外力・ステップ外力に
よる強制振動を理解しそれらを使
えるようになる。

インパルス外力・ステップ外力に
よる強制振動を理解している。

インパルス外力・ステップ外力に
よる強制振動を理解できない。

評価項目2
ブロック線図による強制振動方程
式の解法を理解しそれらを使える
ようになる。

ブロック線図による強制振動方程
式の解法を理解している。

ブロック線図による強制振動方程
式の解法を理解できない。

評価項目3
ラプラス変換の方法による振動方
程式の解法を理解しそれらを使え
るようになる。

ラプラス変換の方法による振動方
程式の解法を理解している。

ラプラス変換の方法による振動方
程式の解法を理解できない。

評価項目4
多自由度振動に対するモード解析
の諸概念を理解しそれらを使える
ようになる。

多自由度振動に対するモード解析
の諸概念を理解している。

多自由度振動に対するモード解析
の諸概念を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 機械力学Ⅰの続きとして、インパルス外力とステップ外力の場合の１自由度の強制振動，ブロック線図による方程式の

解法、ラプラス変換を用いた解法、２自由度の振動，多自由度の振動，連続体の振動などについて扱う。

授業の進め方と授業内
容・方法

本講義では振動工学の基礎事項と機構学の基礎を扱います。何度も計算してよく慣れることが理解への近道です。講義
ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習してお
くこと。

注意点 成績の評価は、定期試験の成績70％、レポートの成績30％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 インパルス応答 強制振動における入力と出力，デルタ関数
2週 ステップ応答 インパルス外力，デルタ関数，過渡振動，定常振動
3週 波数応答関数，伝達関数 線形系とブロック線図，ブロック線図による定常解
4週 周波数応答関数，伝達関数 ブロック線図による定常解，周波数応答関数，伝達関数
5週 ラプラス変換 ラプラス変換公式
6週 ラプラス変換 ラプラス変換による自由振動，強制振動の解法
7週 （中間試験）

8週 ２自由度振動とモード解析の基礎 ２自由度系の振動，線形連立微分方程式，モード解析の方
法

9週 ３自由度振動とモード解析の基礎 ３自由度系の振動，線形連立微分方程式，モード解析の方
法

10週 多自由度の自由振動 Ｎ自由度系の振動，線形連立微分方程式，モード解析の方
法

11週 多自由度の自由振動 Ｎ自由度系の振動，線形連立微分方程式，モード解析の方
法

12週 連続体の振動と波動方程式 弦の振動
13週 連続体の振動と波動方程式 弦の振動方程式，弦の振動モード，一般解
14週 連続体の振動と波動方程式 波動の数学的表現，波動方程式
15週 （期末試験）
16週 総復習 後期の内容を復習する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 0 0 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 55



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 計測工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0108 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 小宮「計測システムの基礎」（コロナ社）
担当者 池田 耕
到達目標
計測をシステムとしてみた場合の各要素の扱いを理解する。
それぞれの要素について静的・動的な特性を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安
(優)

標準的な到達レベルの目安
(良)

最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安(不可)

静特性を理解する
右記のレベルに加えて、非
線形の要素を線形化し、誤
差要因を定義できる。

右記のレベルに加えて、さ
まざまな誤差要因のある線
形要素で構成された計測シ
ステムの誤差を計算できる
。

静的誤差の要因を列挙でき
る。感度のみに誤差要因の
ある線形要素で構成された
システムの誤差を計算でき
る。

左記の項目のうち一つでも
満たされていない。

動特性を理解する
右記に加え、動的応答の解
析を通じて、計測系の最適
化ができる。

右記に加え、ボーデ線図が
算出できる。２次以上の応
答をデータから類推できる
。

微分方程式が与えられたと
きに、ラプラス空間での伝
達関数が導出できる。１次
、２次のステップ応答が計
算できる。周波数応答のコ
ンセプトが説明できる。
１次の応答がデータから類
推できる。

左記の項目のうち一つでも
満たされていない。

各要素の代表例を知る。
右記に加え、具体的な信号
変換要素、演算要素の設計
ができる。

右記に加えてエネルギーの
授受でセンサを分類するこ
とができる。

各要素について実例を挙げ
て、説明ができる。

左記の項目のうち一つでも
満たされていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 計測をシステムとして捉え、その運用に必要な知識を体系的に取得する。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義および演習で学習をする。

注意点 関連科目：制御工学、計測工学I
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 計測システムの概要 システムの構成要素について理解する。
2週 要素の静特性 要素の静特性について学習する。
3週 フーリエ変換 フーリエ変換について学ぶ。
4週 ラプラス変換 ラプラス変換について学ぶ
5週 要素の動特性 各種微分方程式とラプラス変換の関係
6週 ステップ応答/インパルス応答 ステップ応答とインパルス応答の解き方
7週 （中間試験） 中間試験を行う
8週 周波数応答とボード線図 周波数応答の解き方
9週 動特性の測定 動特性を実験的に求める方法に関して。
10週 センサ センサの分類と各種センサの概要
11週 負荷効果と機械系、電気系アナロジー センサの負荷効果を学ぶ
12週 信号変換要素 ブリッジ回路について学ぶ
13週 信号変換要素 変調信号の復調/増幅器について学ぶ。
14週 演算要素 各種演算要素について学ぶ
15週 （期末試験） 期末試験を行う
16週 総復習 総復習を行う。

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 15 0 0 0 0 65
専門的能力 30 5 0 0 0 0 35
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 56



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 加工工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0109 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1

教科書/教材 教科書: 平井三友他「機械工作法(増補)」(コロナ社)、参考書:田口紘一他「精密加工学」(コロナ社)、 井戸守他「基本
機械工作(2)」(日刊工業新聞社)、谷康弘他「機械工学テキストライブラリ 生産加工入門」(数理工学社)

担当者 小野寺 礼尚
到達目標
1.切削加工の原理および切削条件について説明できる。
2.研削加工の原理および砥石の三要素・五因子を説明できる。
3.精密加工や特殊加工の種類と原理を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 切削加工の原理や切り屑の形態な
どを加工条件を基に説明できる。

切削加工の原理や切り屑の形態な
どを説明できる。

切削加工の原理や切り屑の形態な
どを説明できない。

評価項目2
研削加工の原理および砥石の三要
素・五因子を基に砥石の種類と用
途を説明できる。

研削加工の原理および砥石の三要
素・五因子を説明できる。

研削加工の原理および砥石の三要
素・五因子を説明できない。

評価項目3
精密加工や特殊加工の種類として
ホーニング・ラッピング・放電加
工などの原理と特徴を説明できる

精密加工や特殊加工の種類として
ホーニング・ラッピング・放電加
工などの原理を説明できる。

精密加工や特殊加工の種類として
ホーニング・ラッピング・放電加
工などの原理を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
第3学年で学んだ加工工学Iおよび材料工学Iの基本的な知識をもとに、素材から機械加工により製品を生産するのに必要
な各種の加工方法や、電気物理的加工、電気化学的加工、化学的加工および光化学的加工のような特殊加工方法の基礎
を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は、配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足を主とし、一部教科書に掲載のない
テーマについても取り扱う。ほぼ毎回レポートを課し、各テーマの終わりには、確認テストを行い評価の対象とする。

注意点
第2、3学年の機械システム工学実習で学んだ旋盤加工・フライス盤加工・ボール盤加工、および第3学年で学んだ材料工
学Iや加工工学Iを復習しておくこと。 講義資料、教科書の内容を見直し、講義に関する例題、演習問題を解いておくこ
と。 講義で示した次回の予定部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 切削加工 (1)切削の原理 被削材が工具によってどのように削られるかを理解する。
2週 切削加工 (2)切りくずの生成 加工条件と切りくずの関係を理解する。
3週 切削加工 (3)切削抵抗 二次元切削における変形と力の釣り合いを理解する。
4週 切削加工 (4)切削工具 工具材料および工具損傷と工具寿命の関係を理解する。
5週 旋盤加工 旋盤を用いてできる加工を理解する。

6週 フライス盤加工・ボール盤・ブローチ盤加工 フライス盤・ボール盤およびブローチ盤を用いてできる加
工を理解する。

7週 中間試験
8週 研削加工 (1)研削の原理 被削材が砥石によってどのように削られるかを理解する。
9週 研削加工 (2)研削砥石 研削砥石の種類を理解する。
10週 研削加工 (3)研削砥石 研削砥石の構造を理解する。
11週 研削盤 研削盤の種類および用途を理解する。
12週 精密加工 ホーニング、超仕上げおよびラッピングを理解する。
13週 電気加工 放電加工および電子ビーム加工の原理を理解する。
14週 化学加工 化学加工の原理を理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 授業の内容を復習する。

評価割合
試験 小テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 10 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 10 30 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 57



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械システム専門英語
科目基礎情報
科目番号 0110 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材
担当者 加藤 文武
到達目標
科学技術（機械工学含む）に関する英語の語彙を増やす。
科学技術（機械工学含む）に関する英語のコンテンツが理解できる。
科学技術（機械工学含む）に関する基本的かつ簡単な内容を英語で表現できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
科学技術（機械工学含む）に関す
る英語の語彙を増やすことができ
た。

科学技術（機械工学含む）に関す
る英語の語彙をある程度理解した
。

科学技術（機械工学含む）に関す
る英語の語彙を増やすことができ
ていない。

評価項目2
科学技術（機械工学含む）に関す
る英語のコンテンツが理解できた
。

科学技術（機械工学含む）に関す
る英語のコンテンツがある程度理
解できた。

科学技術（機械工学含む）に関す
る英語のコンテンツが理解できて
いない。

評価項目3
科学技術（機械工学含む）に関す
る基本的かつ簡単な内容を英語で
表現できた。

科学技術（機械工学含む）に関す
る基本的かつ簡単な内容を英語で
ある程度表現できた。

科学技術（機械工学含む）に関す
る基本的かつ簡単な内容を英語で
表現できていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
専門用語、科学技術的記述等の英語表現を学ぶ。
英語の科学技術コンテンツ（文書、ビデオ等）を理解できるようにする。
英語によるリスニング、リーディング、ライティングおよび簡単なスピーキングについて学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

毎回配付する資料およびコンテンツ等を用いて科学技術英語表現を学ぶとともに、最近の海外における科学技術動向に
ついても触れる。

注意点 技術英語学習におけるインプット(リーディング、リスニング)をしっかり行い、最終的にアウトプット(ライティング、
スピーキング)が行えるように意識すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 英語による専門用語、表現学習１ 専門用語の語彙・イディオムを増やす
2週 英語による専門用語、表現学習２ 専門用語の語彙・イディオムを増やす
3週 英語による専門用語、表現学習３ 専門用語の語彙・イディオムを増やす
4週 英語による専門用語、表現学習４ 専門用語の語彙・イディオムを増やす
5週 英語による専門用語、表現学習５ 専門用語の語彙・イディオムを増やす
6週 英語による専門用語、表現学習６ 専門用語の語彙・イディオムを増やす
7週 英語による専門用語、表現学習７ 専門用語の語彙・イディオムを増やす

8週 英語による科学技術コンテンツ学習１ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

9週 英語による科学技術コンテンツ学習２ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

10週 英語による科学技術コンテンツ学習３ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

11週 英語による科学技術コンテンツ学習４ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

12週 英語による科学技術コンテンツ学習５ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

13週 英語による科学技術コンテンツ学習６ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

14週 英語による科学技術コンテンツ学習７ 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

15週 期末試験は、レポート課題を提出する 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるよう
になることを目指す

16週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 5 5 60 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 5 5 60 0 30 100

5 － 58



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報処理
科目基礎情報
科目番号 0111 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 参考書：藪忠司著「数値計算法」（コロナ社）
担当者 鯉渕 弘資
到達目標
1.差分法を理解し、それらを使えるようになる
2.数値積分を理解し、それらを使えるようになる
3.代数方程式（非線型方程式）の数値解法を理解し、それらを使えるようになる
4.常微分方程式の数値解法を理解し、それらを使えるようになる
5.最小２乗法の数値計算法を理解し、それらを使えるようになる
6.連立一次方程式の数値解法を理解し、それらを使えるようになる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 差分法を理解し、それらを使える
ようになる 差分法を理解できる 差分法を理解できない

評価項目2 数値積分を理解し、それらを使え
るようになる 数値積分を理解できる 数値積分を理解できない

評価項目3
代数方程式（非線型方程式）の数
値解法を理解し、それらを使える
ようになる

代数方程式（非線型方程式）の数
値解法を理解できる

代数方程式（非線型方程式）の数
値解法を理解できない

評価項目4 常微分方程式の数値解法を理解し
、それらを使えるようになる

常微分方程式の数値解法を理解で
きる

常微分方程式の数値解法を理解で
きない

評価項目5 最小２乗法の数値計算法を理解し
、それらを使えるようになる

最小２乗法の数値計算法を理解で
きる

最小２乗法の数値計算法を理解で
きない

評価項目6 連立一次方程式の数値解法を理解
し、それらを使えるようになる

連立一次方程式の数値解法を理解
できる

連立一次方程式の数値解法を理解
できない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
理工学の分野では、コンピュータを使って問題を解くための正しい知識や技術を身につけることは大変重要で
あり、かつ高度情報社会への貢献が期待されています。この授業では、基本的な数値的方法を中心に、それらのプログ
ラミング
の基礎も学びます。

授業の進め方と授業内
容・方法

プログラミングは C++ でおこないますが他の言語（FORTRANなど）にも共通した内容です。
講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。
講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

注意点 成績の評価は、定期試験の成績50%、レポートの成績50%で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 差分法 微分演算の近似法
2週 数値積分 数値積分法の基礎
3週 課題演習 パソコン演習
4週 代数方程式（非線型方程式）の数値解 逐次２分法，ニュートン法
5週 常微分方程式の数値解 ルンゲ・クッタ
6週 課題演習 パソコン演習
7週 （中間試験）
8週 最小２乗法 最小２乗近似
9週 最小２乗法 多項式近似
10週 課題演習 パソコン演習
11週 連立一次方程式 線形計算の基礎
12週 連立一次方程式 はき出し法
13週 課題演習 パソコン演習
14週 課題演習 パソコン演習
15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの内容を復習する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 0 0 0 0 50 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 50 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 59



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 情報処理演習
科目基礎情報
科目番号 0112 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 参考書：椋田実「はじめてのC　改訂第４版」（技術評論社）
担当者 澁澤 健二
到達目標
１．アルゴリズム作成からプログラミングまで、基本的なC言語のプログラム設計について理解する。
２．連立１次方程式の基本解法ができるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
基本的なC言語のプログラム設計を
理解し、アルゴリズム作成からプ
ログラミングまでできる。

基本的なC言語のプログラム設計を
理解している。

基本的なC言語のプログラム設計を
理解していない。

評価項目2 連立１次方程式の基本解法を理解
し、プログラミングできる。

連立１次方程式の基本解法を理解
している。

連立１次方程式の基本解法を理解
していない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 C言語によるプログラミング演習を行う。連立１次方程式の基本解法（直接法、反復法）について、アルゴリズム作成か

らプログラム作成までを行う。
授業の進め方と授業内
容・方法 教科書は使用せず、随時プリントを配布して授業を進めます。

注意点 本講義はプログラミング演習が主体です。経験を重ねることはもちろん、自由な発想力が大切です。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 C言語について（１） 文法等の復習
2週 C言語について（２） 文法等の復習
3週 連立１次方程式（１） 直接法（ガウス・ジョルダン法）
4週 連立１次方程式（２） 直接法（ガウス・ジョルダン法）
5週 連立１次方程式（３） 直接法（ガウス・ジョルダン法）
6週 連立１次方程式（４） 直接法（ガウスの消去法）
7週 中間試験 中間試験を実施しない。
8週 連立１次方程式（５） 直接法（ガウスの消去法）
9週 連立１次方程式（６） 直接法（ガウスの消去法）
10週 連立１次方程式（７） 反復法（ガウス・ザイデル法）
11週 連立１次方程式（８） 反復法（ガウス・ザイデル法）
12週 連立１次方程式（９） 反復法（ガウス・ザイデル法）
13週 連立１次方程式（１０） 反復法（SOR法）
14週 連立１次方程式（１１） 反復法（SOR法）
15週 期末試験 期末試験を実施しない。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
課題 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 100 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 60



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0113 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0

教科書/教材 教科書：高遠 節夫 他著「新訂 応用数学」（大日本図書）、 参考書：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」
（電気書院）、 参考書：山本茂樹、五十嵐浩「理工系のための数学基礎」（電気書院）

担当者 越野 克久
到達目標
１.スカラー場、ベクトル場の計算に習熟する。
２.多変数ベクトル値関数の線積分の計算に習熟し、２次元のグリーン・ストークスの定理を理解する。
３.複素数の性質、複素関数の正則性とコーシー・リーマンの関係式との関係を理解する。
４.コーシーの積分定理を理解し、複素積分の計算に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ベクトル解析の基本事項を理解し
、複合問解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができない
。

評価項目2 複素関数の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学を学ぶ学生に必要なベクトル解析と複素関数の初歩をそれまで学んだ微分積分・線形代数学の復習・発

展の観点から学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から予習には特に励むこと。講義ノートの内
容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 一般次元のベクトルと平面、ベクトル関数とその微分 ベクトルの演算、内積、ノルム、１変数ベクトル値関数が
理解でき、その微分が計算できる。

2週 曲線と接線ベクトル、スカラー場とその偏導関数　
１変数ベクトル値関数としてのパラメーター曲線と接線、
多変数実数値関数(スカラー場)の概念、勾配が理解できる
。

3週 ベクトル場の微分、回転と発散 多変数ベクトル値関数(ベクトル場)の概念、回転と発散が
理解できる。

4週 線積分 多変数ベクトル値関数の線積分の定義が理解でき、その計
算ができる。

5週 ２次元のグリーン・ストークスの定理
２次元線積分と２重積分の関係ができ、線積分計算への応
用できる。グリーン・ストークスの定理の証明と公式の解
釈ができる。

6週 ガウスの発散定理、ストークスの定理 ガウスの発散定理、ストークスの定理が理解できる。
7週 （中間試験）

8週 複素数と複素平面 複素数の四則演算、複素平面と極形式、ド・モアブルの定
理が理解できる。

9週 複素関数 複素変数の指数関数、三角関数、１次分数変換が理解でき
る。

10週 正則関数
正則関数、正則関数の微分公式、コーシー・リーマンの関
係式、等角写像、逆関数、べき関数、対数関数が理解でき
る。

11週 コーシーの積分定理と積分公式 コーシーの積分定理が理解でき、コーシーの積分表示の積
分計算への応用できる。

12週 数列と級数、関数の展開 べき級数、収束半径、テイラー展開、孤立特異点が理解で
きる。

13週 ローラン展開、孤立特異点と留数 ローラン展開、極、真性特異点、留数が理解できる。
14週 留数の計算、留数定理 留数の計算、留数定理の定積分への応用ができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

5 － 61



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0114 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：金子敏夫｢やさしい機械制御｣（日刊工業新聞社）
担当者 小堀 繁治
到達目標
１．工場や研究所で用いられる制御理論の基礎知識を習得する．
２．空調機や自動販売機など，身の周りの機器の制御システムを理解する．
３．単に機器の設計製作だけではなく，制御工学の導入により使いやすさと安全性も考慮できる技術者を育成する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が80点以上
の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点以上
80点未満の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点未満
の点数しかとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 4年次に引き続き，プロセス制御，サーボ機構および自動調速に応用されているフィードバック制御の特性を学習する．

授業の進め方と授業内
容・方法

タブレットやノートパソコンは一切使用せず，毎回黒板を使用し，板書で授業を進めます．ノートと筆記用具は必ず準
備して下さい．レポートを課すかもしれません．その場合は，定期試験の成績を80%，レポート点を20%で成績評価を
行います．

注意点 ４年生からの続きです．復習をしっかり行い，また章末の演習問題を必ず解いて下さい．図書館にもよい参考書や問題
集があるので，それらを大いに活用し，定期試験前に自主学習を行い，各自問題慣れして下さい．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 フィードバック制御系の特性(1) フィードバック制御系の特徴について理解する．

2週 フィードバック制御系の特性(2) フィードバック制御系の定常特性と評価について理解する
．

3週 フィードバック制御系の特性(3) 閉ループ制御系のステップ応答と周波数応答の関係につい
て理解する．

4週 フィードバック制御系の特性(4) 開ループ・閉ループ系の周波数応答と制御装置の周波数応
答について理解する．

5週 フィードバック制御系の特性(5) フィードバック制御系の特性に関する演習問題を解く．
6週 制御系の安定性と評価(1) 安定限界について理解する．
7週 （中間試験）
8週 中間試験までの内容のまとめ 中間試験までの内容を理解する．
9週 制御系の安定性と評価(2) ラウス・フルヴィッツの安定判別について理解する．
10週 制御系の安定性と評価(3) ナイキストの安定判別について理解する．
11週 制御系の安定性と評価(4) ボードの安定判別について理解する．
12週 制御系の安定性と評価(5) 安定判別に関する演習問題を解く．
13週 制御からみた機械の設計(1) 制御系の剛性について理解する．
14週 制御からみた機械の設計(2) 駆動モーター制御に関して理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を総復習する．

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 62



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0115 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：牛渡　徹「自動制御」（コロナ社）
担当者 小堀 繁治
到達目標
１．工場や研究所で即戦力となるようる制御理論の基礎知識を習得する．
２．空調機や自動販売機など，身の周りの機器の制御システムを理解する．
３．単に機器の設計製作だけではなく，制御工学の導入により使いやすさと安全性も考慮できる技術者を育成する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が80点以上
の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点以上
80点未満の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点未満
の点数しかとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 工場の自動化に応用されているシーケンス制御の基礎について学習する．

授業の進め方と授業内
容・方法

タブレットやノートパソコンは一切使用せず，毎回黒板を使用し，板書で授業を進めます．ノートと筆記用具は必ず準
備して下さい．レポートを課すかもしれません．その場合は，定期試験の成績を80%，レポート点を20%で成績評価を
行います．

注意点 特になし．
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 自動化総論 自動化の歴史を理解する．
2週 シーケンス制御（1） シーケンス制御，シーケンス制御機器を理解する．
3週 シーケンス制御（2） シーケンス図，リレーの基本回路を理解する．
4週 シーケンス制御（3） タイマーとタイマー基本回路を理解する．
5週 シーケンス制御（4） モーターの始動回路を理解する．

6週 シーケンス制御（5） カウンター回路および電磁クラッチと電磁ブレーキを理解
する．

7週 （中間試験）
8週 中間試験までの内容のまとめ 中間試験までの内容を理解する．
9週 空気圧回路（1） 空気圧制御，空気圧制御用機器を理解する．
10週 空気圧回路（2） 空気圧制御の基本回路を理解する．
11週 空気圧回路（3） 空気圧制御の応用回路を理解する．
12週 論理回路（1） 論理回路と論理代数，基本演算回路を理解する．
13週 論理回路（2） 基本法則，真理値表から論理式の求め方を理解する．
14週 論理回路（3） カルノー図を用いた論理式の簡略化について理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を総復習する．

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 63



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 生産工学
科目基礎情報
科目番号 0116 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：本位田、皆川「生産工学」（コロナ社）
担当者 非常勤
到達目標
1.生産に関する一連のオペレーションの基本事項が理解できる。
2.生産工程での問題点摘出と改善案創出の基本を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
生産に関する一連のオペレーショ
ンの基本事項が正しく理解できる
。

生産に関する一連のオペレーショ
ンの基本事項が理解できる。

生産に関する一連のオペレーショ
ンの基本事項が理解できない。

評価項目２ 生産工程での問題点摘出と改善案
創出の基本を正しく理解できる。

生産工程での問題点摘出と改善案
創出の基本を理解できる。

生産工程での問題点摘出と改善案
創出の基本を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 生産形態と合理的な生産工程、生産・管理システム、生産現場改善等についての基本的な考え方について講義する。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は配布資料を基にスライドを用いて進める。配布資料は教科書の解説・補足とし、一部教科書に掲載されていない
テーマについても取り扱う。不定期に小テストやレポートを課し、評価の対象とする。

注意点 生産形態と合理的な生産工程、生産・管理システム、生産現場改善等についての基本的な考え方について講義する。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 生産システム概論 生産システムと、それを取り巻く環境の変化
2週 生産プロセス（１） 生産プロセスの分類について、その視点とポイント
3週 生産プロセス（２） セル生産システムと生産の自動化
4週 生産システム設計（１） 製品/工程/作業/生産システム各設計のポイント
5週 生産システム設計（２） 生産現場でのレイアウト設計と評価の手法
6週 生産システム設計（３） 組立ライン構築のためのラインバランス分析
7週 （中間試験） 中間試験を実施する。
8週 生産の計画 需要予測・生産計画・資材所要量計画
9週 在庫管理 在庫の管理と在庫が経営に及ぼす経済的影響
10週 ＪＩＴ生産方式 ジャスト イン タイム生産方式の考え方
11週 品質管理 ＱＣ７つ道具について
12週 生産現場における改善活動 生産現場における問題摘出と改善の進め方
13週 改善の経済的評価 生産現場の改善に対する経済的評価の考え方
14週 ものづくり品質 品質マネージメントシステムISO9001の考え方
15週 （期末試験） 期末試験を実施する。
16週 総復習 後期の内容を復習する。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 小テスト･レポー

ト 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 64



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0117 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書： 相川孝作ほか「新版　電子工学概論」（コロナ社）
担当者 加藤 文武
到達目標
1.固体中の電子に関する基礎理論を理解する。
2.半導体に関する基本原理および応用素子について理解する。
3.電子回路に関する 基礎理論を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
電子工学の基本的概念および知識
理解し、他分野（機械工学）との
つながりも理解している。

電子工学の基本的概念および知識
を理解した。

電子工学の基本的概念および知識
を習得していない。

評価項目2
増幅回路の基本を理解し、関連す
る特性とその意味を理解している
。

増幅回路の基本を理解している。 増幅回路の基本を理解していない
。

評価項目3 ブール代数の基本を理解し、関連
する問題を解くことができる。

ブール代数の基本を理解している
。

ブール代数の基本を理解していな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ)
教育方法等
概要 機械工学においても、電気工学の知識は必要である。これまで学んできた回路理論、電磁気学につづき、電子回路の基

礎についての理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法

現代の機械システムは、制御装置やセンサー技術など多くの電子回路要素を含む。
機械工学と電子工学の密接な関連を念頭において勉強すること。
関連科目：基礎数学、応用数学、解析学、代数幾何、 物理

注意点 成績の評価は提出された課題レポートの内容をもとに行う。ただし，提出すべきレポートのうち１通でも未提出の者が
ある場合には不合格とする。総合評価６０点以上の者を合格とする。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 導入：電子工学の定義 機械工学と電子工学との関連性および概観
2週 電子と原子　１ 原子の構造
3週 電子と原子　2 固体中の電子
4週 電子素子および電子装置　１ 半導体に関する基礎概念
5週 電子素子および電子装置　2 半導体素子
6週 電子素子および電子装置　3 LEDの構造と動作原理
7週 （中間試験）当科目はレポート課題提出
8週 電子回路　１ 能動素子と等価回路の基礎　その１
9週 電子回路　2 能動素子と等価回路の基礎　その2
10週 電子回路　3 増幅回路の基本的な概念　その１
11週 電子回路　4 増幅回路の基本的な概念　その2
12週 論理回路　１ 論理回路の基礎
13週 論理回路　2 論理回路の設計　その１
14週 論理回路　3 論理回路の設計　その１
15週 （期末試験）当科目はレポート課題提出
16週 総復習機械工学と電子工学との関連性および概観 当科目全般のレビューを行う。

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 65



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 流体工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0118 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材
担当者 柴田 裕一
到達目標
１．流体機械で生じる現象を理解する。
２．流体機械の製作に必要な実験式や理論式を理解する。
３．流体機械の仕組みを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１ 流体機械を理解し、現象解明に応
用できる

流体機械を理解し、現象解明でき
る

流体機械を理解できなく、現象解
明もできない

評価項目２ 流体機械の原理を理解し応用でき
る 流体機械の原理を理解できる 流体機械の原理を理解できない

評価項目３ 流体機械の仕様を計算して応用で
きる 流体機械の仕様を計算できる 流体機械の仕様を計算できない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 流体工学の基礎と応用から、実在の流体を用いた流体機械の現象を理解し、製作に必要な実験式や理論式を理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績80％、レポートの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 流体工学の基礎と応用を理解し、その上で流体機械の現象を理解する。また、講義ノートの内容を見直し、講義に関係
する例題・演習問題を解いておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 流体計測 流体の計測法について原理や方法を理解する
2週 流体計測 流体の計測法について原理や方法を理解する
3週 流体機械（一般） 流体機械の原理や構造を理解する
4週 流体機械（一般） 流体機械の原理や構造を理解する
5週 流体機械（遠心ポンプ） 遠心ポンプの仕組みや効率について理解する
6週 流体機械（遠心ポンプ） 遠心ポンプの仕組みや効率について理解する
7週 （中間試験）
8週 流体機械（軸流ポンプ） 軸流ポンプの仕組みや効率について理解する
9週 流体機械（軸流ポンプ） 軸流ポンプの仕組みや効率について理解する
10週 流体機械（水車） 水車の仕組みや効率について理解する
11週 流体機械（水車） 水車の仕組みや効率について理解する
12週 流体機械（送風機） 送風機の仕組みや効率について理解する
13週 流体機械（送風機） 送風機の仕組みや効率について理解する
14週 流体機械（風車） 風車の仕組みや効率について理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 66



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 熱工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0119 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 機械システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：平田哲夫，田中誠，羽田喜昭「例題でわかる伝熱工学」(森北出版)
担当者 小堀 繁治
到達目標
１．熱伝導，熱伝導の支配方程式を理解する．
２．対流熱伝達および相変化を伴う熱伝達を理解する．
３．熱放射を理解する．
４．熱交換器を理解する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が80点以上
の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点以上
80点未満の点数がとれる。

レポート課題や提出課題を総合的
に評価し、平均の成績が60点未満
の点数しかとれない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要

熱は自然状態で温度差さえあれば高温物質から低温物質へと伝わる．これは熱力学の第二法則である．工業熱力学では
熱と仕事間の変換関係を扱い，熱の伝わる速さは議論しなかったが，熱工学Ⅱすなわち伝熱工学ではこの速さを扱う
．しかし，この熱の流れる速さに関して，流体現象が関係する場合，その流れの具合で熱の伝わりやすさが変化する
．更に熱は何もない空間を光の速さで伝わることもある．この知識を工業的あるいは実用的に応用するために整えたの
が伝熱工学である．

授業の進め方と授業内
容・方法

タブレットやノートパソコンは一切使用せず，毎回黒板を使用し，板書で授業を進めます．ノートと筆記用具は必ず準
備して下さい．レポートを課すかもしれません．その場合は，定期試験の成績を80%，レポート点を20%で成績評価を
行います．

注意点 この科目は熱移動の方程式を微分方程式の形で取り扱うので，４年次までに履修した微分方程式を十分に復習するとよ
り理解できます．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 熱移動の三形態 定常状態と非定常状態，熱移動の三形態および伝熱促進の
考え方を理解する．

2週 熱伝導(1) 熱伝導の基本的事項，定常熱伝導を理解する．
3週 熱伝導(2) 非定常熱伝導を理解する．

4週 対流熱伝達(1) 対流熱伝達の基本的事項，対流伝熱の基礎方程式を理解す
る．

5週 対流熱伝達(2) 強制対流熱伝達を理解する．
6週 対流熱伝達(3) 自然対流熱伝達を理解する．
7週 （中間試験）
8週 中間試験までの内容のまとめ 中間試験までの内容を理解する．
9週 相変化熱伝達(1) 凝縮熱伝達を理解する．
10週 相変化熱伝達(2) 沸騰熱伝達を理解する．

11週 ふく射熱伝達(1) ふく射熱伝達と波長の関係，黒体ふく射とステファン・ボ
ルツマンの法則を理解する．

12週 ふく射熱伝達(2) ふく射熱伝達，輻射熱伝達，形態係数を理解する．
13週 熱交換器(1) 熱交換器の種類，熱交換器の特性を理解する．
14週 熱交換器(2) 温度効率，再生器での損失熱量を理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習 前期の内容を総復習する．

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 67



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御工学実験
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材
担当者 岡本 修,小沼 弘幸
到達目標
１．企画・概略設計および行程表等によって自ら製作の自己管理を理解・習得する．
 ２．機械、電気、ソフトの製作をを通してこれまで学んだ基礎知識を実際に使用して理解する．
 ３．製作過程で得られた様々なデータを通して工学的に考察し説明・説得できる．
 ４．自らの考えを論理的に記述することができる．
 ５．工学の場での討議やコミュニケーションを行うことができる．
 ６．PBLにおいて自ら問題を設定することができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

企画・概略設計および行程表等に
よって自ら製作の自己管理を理解
・習得できる．

企画・概略設計および行程表等に
よって自ら製作の自己管理を理解
・習得することがある程度できる
．

企画・概略設計および行程表等に
よって自ら製作の自己管理を理解
・習得できていない．

機械、電気、ソフトの製作をを通
してこれまで学んだ基礎知識を実
際に使用して理解できる．

機械、電気、ソフトの製作をを通
してこれまで学んだ基礎知識を実
際に使用して理解することがある
程度できる．

機械、電気、ソフトの製作をを通
してこれまで学んだ基礎知識を実
際に使用して理解できていない．

製作過程で得られた様々なデータ
を通して工学的に考察し説明・説
得できる．

製作過程で得られた様々なデータ
を通して工学的に考察し説明・説
得することがある程度できる．

製作過程で得られた様々なデータ
を通して工学的に考察し説明・説
得できていない．

自らの考えを論理的に記述するこ
とができる．

自らの考えを論理的に記述するこ
とがある程度できる．

自らの考えを論理的に記述できて
いない．

工学の場での討議やコミュニケー
ションを行うことができる．

工学の場での討議やコミュニケー
ションを行うことがある程度でき
る．

工学の場での討議やコミュニケー
ションができていない．

PBLにおいて自ら問題を設定するこ
とができる．

PBLにおいて自ら問題を設定するこ
とがある程度できる．

PBLにおいて自ら問題を設定できて
いない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ)
教育方法等

概要
所定の課題を解決する装置の開発設計や製作を通して，これまで学習してきた知識の実践的活用により開発設計の進め
方を習得する．また，それらの内容に関するプレゼンテーション実施や報告書作成によって，体系的な成果報告の方法
を身につける．

授業の進め方と授業内
容・方法 与えられた課題について、4，5人のグループによるPBL方式で実験を行う。

注意点

成績の評価は，実験への取り組み状況５０％，設計書，報告書，レポート等の内容５０％で行い，合計の成績が６０点
以上を合格とする．
自ら企画立案した計画に基づき，通年で行うことを考慮し，計画的に実験を進めること．
 実験には主体的に参加し，疑問に思った点は，自ら調査し，解決すること．
 卒業年次での実験であることを心に留め，自主性を発揮することを期待します．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス
本PBL実験の概要説明を行う．進め方，評価方法等を説明
し，グループ単位で自発的に遂行する実験であることを理
解する．

2週 企画・開発構想の立案と概略設計1（1週）
与えられた課題を解決するための方法を企画立案(問題設定
)し，それを実現するための開発体制，スケジュール等を企
画書・概略設計書にまとめる．

3週 企画・開発構想の立案と概略設計2（1週）
与えられた課題を解決するための方法を企画立案(問題設定
)し，それを実現するための開発体制，スケジュール等を企
画書・概略設計書にまとめる．

4週 企画・開発構想の立案と概略設計3（1週）
与えられた課題を解決するための方法を企画立案(問題設定
)し，それを実現するための開発体制，スケジュール等を企
画書・概略設計書にまとめる．

5週 開発構想レビュー（1週） 提出された企画書・概略設計書のレビューを行い，課題実
現のために必要な修正を行う．

6週 詳細設計1（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

7週 詳細設計2（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

8週 詳細設計3（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

9週 詳細設計4（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．
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10週 詳細設計5（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

11週 詳細設計6（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

12週 詳細設計7（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

13週 詳細設計8（1週）
機械，電気，コンピュータ，制御の各パートごとに課題を
解決するための詳細設計を行う．必要があれば，部分試作
，要素実験を行う．

14週 デザインレビュー1（1週）
提出された各パートごとの詳細設計書に基づき，教員を審
査長とするインスペクション方式のデザインレビューを行
う．

15週 デザインレビュー2（1週）
提出された各パートごとの詳細設計書に基づき，教員を審
査長とするインスペクション方式のデザインレビューを行
う．

16週 各パートの製作1（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

後期

1週 各パートの製作2（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

2週 各パートの製作3（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

3週 各パートの製作4（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

4週 各パートの製作5（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

5週 各パートの製作6（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

6週 各パートの製作7（1週） 各パートごとに分かれ，詳細設計書を使って製作する．設
計内容の変更があった場合は，設計書に反映させる．

7週 動作試験報告（1週） 各パートごとの動作試験書類の作成，確認を行う。単体試
験を行い，その報告書を作成する．

8週 組合せ試験・調整1（1週） 組合せ試験および調整を行う．試験結果は報告書にまとめ
る．

9週 組合せ試験・調整2（1週） 組合せ試験および調整を行う．試験結果は報告書にまとめ
る．

10週 開発品の比較、検討（競技）（1週） 各グループの開発品のプレゼンテーション，競技などによ
り比較，検討を行う．

11週 開発品の比較、検討（競技予備日）
報告書作成（1週）

競技結果をもとに開発品の改善案等をまとめ，各自報告書
にして提出する．

12週 報告書作成（1週） 競技結果をもとに開発品の改善案等をまとめ，各自報告書
にして提出する．

13週 報告書作成（1週） 競技結果をもとに開発品の改善案等をまとめ，各自報告書
にして提出する．

14週 報告書作成（1週） 競技結果をもとに開発品の改善案等をまとめ，各自報告書
にして提出する．

15週 報告書作成（1週） 競技結果をもとに開発品の改善案等をまとめ，各自報告書
にして提出する．

16週 報告書作成（1週） 競技結果をもとに開発品の改善案等をまとめ，各自報告書
にして提出する．

評価割合
実験遂行 報告書 発表 合計

総合評価割合 50 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 9
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 前期:6 後期:12
教科書/教材
担当者 飛田 敏光,荒川 臣司,菊池 誠,金成 守康,長谷川 勇治,岡本 修,平澤 順治,小沼 弘幸
到達目標
１．専門基礎知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
２．与えられた制約の下で、自主的、継続的に問題解決に取り組むことができる。
３．研究成果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
４．研究について他者とコミュニケーションやディスカッションができる。
５．論理的に一貫性のあるプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

主体的に研究を実施できる。 主体的に研究をある程度実施でき
る。 主体的に研究を実施できない。

研究成果を明確に卒業論文にまと
める。

研究成果を明確に卒業論文にまと
めることがある程度できる。

研究成果を卒業論文にまとめるこ
とができない，あるいは，不明確
である。

発表会にて研究内容を明確に発表
し，質疑応答に十分に回答できる
。

発表会にて研究内容を明確に発表
し，質疑応答に回答できる。

発表会にて発表を実施できない
，あるいは，研究内容を十分に説
明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(リ)
教育方法等
概要 １～４年生までに修得した化学全般の基礎知識を活かし、実際の研究活動の中で化学技術者としての実践能力を高める

とともに、研究の発想能力や実験技術、そして研究活動における協調性を養成する。
授業の進め方と授業内
容・方法 卒業研究は、各人が各研究室に配属して、指導教員の指導のもとに学生が主体的かつ積極的に行うものである。

注意点
以下の研究テーマは平成29年度に実施したものを掲載している。本年度の卒業研究の指導教員ならびに研究テーマを選
ぶ際に参考にすること。
卒業研究は研究活動であるので、学生実験とは異なり、新規な事象の解明や新技術の開発を目指し、日夜研鑽に努めて
もらいたい。自分で立案した計画に沿って研究を遂行できるよう、予習・復習に励むこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 以下　研究テーマ
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

2週 ネットワーク応用画像認識ロボットの開発又は群ロボット
等簡易分散制御の検討（飛田）

3週 太陽電池応用情報案内システムの開発（飛田）
4週 トレース式ガス溶断装置の開発（飛田）
5週 進化・学習型システムの検討（飛田）

6週 複数モード対応アクティブ吸振システム又は学習型地震検
知器（飛田）

7週 画像フーリエ変換における振幅スペクトル応用（荒川）
8週 画像フーリエ変換における位相スペクトルの解明（荒川）
9週 情景画像中の文字列抽出（荒川）
10週 情景画像中の文字列抽出（荒川）
11週 色の定量評価方法の確立（荒川）
12週 500MHz帯におけるビームアンテナの最適化実験（荒川）

13週 インナーロータとしたラジアル型セルフベアリングモータ
の磁気支持特性の評価（荒川）

14週 現代制御理論に関する応用研究（菊池）
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

15週 制御系設計ツールに関する研究（菊池）
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

16週 制御系のモデル誤差に関する研究（菊池）
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

後期

1週 制御系の評価に関する研究（菊池）
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

2週 制御系の学習支援システムに関する研究（菊池）
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

3週 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究（菊池
）

各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。
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4週 高分子有機半導体ｽﾋﾟﾝｺｰﾄ膜の作製と等方加圧による力学的
性質の改質（金成）

5週 ｾﾗﾐｯｸｽ・金属ﾏｲｸﾛ試験片を用いた燃料ﾃﾞﾌﾞﾘの力学的性質評
価技術の開発（金成）

6週 ELID研削による表面改質加工に関する研究（長谷川）
7週 倒立振子型自律移動ロボットの開発（長谷川）
8週 衛星測位によるFix率向上の研究（岡本）
9週 栗皮むき機の開発（岡本）
10週 ビーコンを利用した情報案内システム（岡本）
11週 介護者支援システムの開発（岡本）

12週 廃炉ロボコン用不整地移動ロボットの開発（階段）（平澤
）

13週 廃炉ロボコン用不整地移動ロボットの開発（ステップフィ
ールド）（平澤）

14週 磁気浮上VAD用ラジアル型磁気浮上モータに関する研究
（小沼）

15週 磁気浮上VAD用アキシャル型磁気浮上モータに関する研究
（小沼）

16週 磁気浮上VAD用ターボポンプに関する研究（小沼）
評価割合

研究遂行 研究発表 卒業論文 合計
総合評価割合 30 40 30 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 30 40 30 100

5 － 71



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0

教科書/教材 教科書：岡本 和夫 著「新版　確率統計」（実教出版）、 参考書：山本茂樹、五十嵐浩「理工系のための数学 基礎」
（電気書院）

担当者 元結 信幸
到達目標
１.確率変数の概念ととそれに付随した平均・分散・標準偏差の概念を理解する。
２.推定・検定の概念を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 確率統計の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学における数理科学的分析手法の１つであり、データの解析等に必須の知識である確率・統計の初歩を学

ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から予習には特に励むこと。講義ノートの内
容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 事象と確率、確率の基本性質 試行と事象、事象の確率、和事象と積事象、排反事象、確
率の加法定理を理解できる。

2週 独立試行とその確率 和事象の確率、余事象の確率、独立な試行を理解できる。

3週 反復試行とその確率、条件付き確率 反復試行の確率、乗法定理、事象の独立と従属を理解でき
る。

4週 いろいろな確率の計算、データの整理 ベイズの定理、事後確率、事前確率、度数分布、ヒストグ
ラムを理解できる。　

5週 代表値、分散と標準偏差 相対度数、累積度数、平均値、中央値、最頻値、偏差と分
散、標準偏差、仮平均を理解できる。

6週 相関係数 散布図、共分散、相関係数、回帰曲線を理解できる。
7週 （中間試験）
8週 確率変数と確率分布（１） 確率分布、確率変数の平均・標準偏差を理解できる。

9週 確率変数と確率分布（２） 確率変数の１次式の平均・分散・標準偏差、独立な確率変
数を理解できる。　

10週 二項分布、正規分布 二項分布の平均・分散・標準偏差、連続分布、ヒストグラ
ムを理解できる。　

11週 正規分布 確率密度関数、正規分布曲線、確率変数の標準化、二項分
布と正規分布の関係を理解できる。

12週 母集団と標本 母集団と標本標本調査、無作為抽出、母集団分布、標本平
均の平均と標準偏差、標本平均の分布を理解できる。　

13週 統計的推測 母平均の推定、信頼区間、母比率の推定を理解できる。

14週 仮説の検定 母平均の検定、有意水準（危険率）、棄却域、母比率の検
定を理解できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

5 － 72



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御工学総論
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 プリントを用いる
担当者 飛田 敏光,菊池 誠
到達目標
制御工学の基礎について、演習を通して、理解を深める。
機械工学、コンピュータ科学について必要な基礎知識を理解し、演習を通じて簡単な問題が解けるようにし、問題解決能力を身につける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
制御工学の基礎について、演習を
通しし、その知識を問題解決に適
用できる。

制御工学の基礎について、演習を
通して、理解し、その知識を使用
できる。

制御工学の基礎について、演習を
通して理解できない。

機械工学、コンピュータ科学につ
いて必要な基礎知識を理解し、演
習を通じて簡単な問題が解けるよ
うにし、その知識を問題解決に適
用できる。

機械工学、コンピュータ科学につ
いて必要な基礎知識を理解し、演
習を通じて簡単な問題が解けるよ
うにし、その知識を使用できる。

機械工学、コンピュータ科学につ
いて必要な基礎知識を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 制御工学の基礎について講義、演習する。

機械工学、コンピュータ科学について講義、演習する。
授業の進め方と授業内
容・方法 講義と演習を通して、各分野の理解を深め、問題解決能力を身につける。

注意点 演習問題に関する科目の講義ノート等の見直し、または内容を予習しておくこと。
機械力学、機構学、電子計算機、アルゴリズムとデータ構造等を復習しておいてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 計算機科学の応用１ コンピュータ科学の基礎的内容の応用について理解する。

2週 計算機科学の応用2 コンピュータシステム、ハードウェアの応用について理解
する。

3週 計算機科学の応用３ アルゴリズムとデータ構造の応用について理解する。
4週 機械力学の応用１ 機械力学の応用について理解する。
5週 機械力学の応用２ 機械力学の応用について理解する。
6週 機構学の応用 機構学の応用について理解する。
7週 前半の総復習 第１週～第６週までの内容を総復習する。
8週 ラプラス変換 ラプラス変換を理解する。
9週 微分方程式の演習 微分方程式の解き方を理解する。
10週 ブロック線図による表現 ブロック線図を理解する。
11週 数学モデル 数学モデルの作成を理解する。
12週 伝達関数 伝達関数を理解する。
13週 伝達関数の計算演習 伝達関数の計算ができる。
14週 時間応答 時間応答が計算できる
15週 （期末試験） 期末試験は実施しない。
16週 総復習

評価割合
レポート 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 90 10 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 73



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 マイクロコンピュータシステ
ム

科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0

教科書/教材 教科書：松田　忠重著「マイクロコンピュータ技術入門」（コロナ社）、参考書：青木　由直著「マイクロコンピュー
タの講義」（共立出版）

担当者 飛田 敏光
到達目標
１．マイクロコンピュータの概要について理解する。
 ２．マイクロコンピュータを用いたシステムの実現方法について理解する。
 ３．リアルタイムシステムについて理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
マイクロコンピュータの概要につ
いて理解し、その知識を問題解決
に適用できる。

マイクロコンピュータの概要につ
いて理解し、その知識を使用でき
る。

マイクロコンピュータの概要につ
いて理解できない。

マイクロコンピュータを用いたシ
ステムの実現方法について理解し
、その知識を問題解決に適用でき
る。

マイクロコンピュータを用いたシ
ステムの実現方法について理解し
、その知識を使用できる。

マイクロコンピュータを用いたシ
ステムの実現方法について理解で
きない。

リアルタイムシステムについて理
解し、その知識を問題解決に適用
できる。

リアルタイムシステムについて理
解し、その知識を使用できる。

リアルタイムシステムについて理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 マイクロコンピュータの概要とこれを用いた制御システム、リアルタイム制御の実現方法について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 パワーポイントを使用して授業を進め、テキストおよびプリントを用いて進める。演習問題を課し、評価に加える。

注意点

実用に即したマイクロコンピュータシステム、組込みシステムの構築方法について説明するので、卒業後の仕事に役立
ててください。
 特に予習は必要ありませんが、授業中配布するプリントで指示する演習問題等をしっかり解いて授業の復習をしてくだ
さい。
また、さらなる学習のために、紹介した参考図書を活用してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 マイクロコンピュータの歴史 マイクロコンピュータの歴史について理解する。
2週 マイクロコンピュータの応用分野 マイクロコンピュータの応用分野について理解する。
3週 マイクロコンピュータの構成 マイクロコンピュータの構成について理解する。
4週 ＣＰＵの基本動作 ＣＰＵの基本動作について理解する。
5週 主要バスと基本動作のタイミング 主要バスと基本動作のタイミングについて理解する。
6週 割り込み処理 割り込み処理について理解する。
7週 （中間試験）
8週 パラレルインターフェイス パラレルインターフェイスについて理解する。
9週 シリアルインターフェイス シリアルインターフェイスについて理解する。
10週 量子化 量子化、サンプリングについて理解する。
11週 ＡＤ変換とＡＤコンバータ ＡＤ変換とＡＤコンバータについて理解する。
12週 ＤＡ変換とＤＡコンバータ ＤＡ変換とＤＡコンバータについて理解する。

13週 リアルタイムオペレーティングシステム１ リアルタイムオペレーティングシステムの概要について理
解する。

14週 リアルタイムオペレーティングシステム２ リアルタイムオペレーティングシステムを用いたシステム
構築法について理解する。

15週 （期末試験）

16週 総復習 これまでの総合復習を行い。マイクロコンピュータシステ
ム全体について理解を深める。

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 74



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：小塚洋司「新装版 電磁気学 ～その物理像と詳論～」(森北出版) 4年次で使用した教科書の続き
担当者 加藤 文武
到達目標
１．ベクトル解析を用いて表現された各種法則の意味が説明できる。
 ２．電気影像法を用いて基本的な電界分布が求められる。
 ３．インダクタンスの意味が磁束鎖交の観点から説明できる。
 ４．電磁誘導に関して各種の誘導起電力が説明できる。
 ５．マクスウェルの方程式の持つ基本的な意味が説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
ベクトル解析を用いて表現された
各種法則を理解し、使用できる。

ベクトル解析を用いて表現された
各種法則を理解している。

ベクトル解析を用いて表現された
各種法則を理解していない。

電気影像法を用いた基本的な電界
分布を理解し、利用できる。

電気影像法を用いた基本的な電界
分布を理解している。

電気影像法を用いた基本的な電界
分布を理解していない。

インダクタンスと磁束鎖交を理解
し、利用できる。

インダクタンスと磁束鎖交を理解
している。

インダクタンスと磁束鎖交を理解
していない。

電磁誘導に関して各種の誘導起電
力を理解し、利用できる。

電磁誘導に関して各種の誘導起電
力を理解している。

電磁誘導に関して各種の誘導起電
力を理解していない。

マクスウェルの方程式の持つ基本
的な意味を理解し、利用できる。

マクスウェルの方程式の持つ基本
的な意味を理解している。

マクスウェルの方程式の持つ基本
的な意味を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
４年次の電磁気学Ⅰで学んだ電界と磁界に関する基本的性質や各種の定理，法則について理解をいっそう深める。前半
はベクトル解析を用いた各種法則の記述，電界の特殊解法，磁性体のもつ各種性質などを学ぶ。後半はインダクタンス
，電磁誘導，マクスウェルの方程式などに言及する。

授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
受講のためには4年次の電磁気学Ⅰを修得していることが望ましい。微積分を多く扱うので，4年次までに学んだ解析学
や応用数学Ⅰの内容をよく復習しておくとよい。講義ノートの内容を見直し，講義に関する例題・演習問題を解いてお
くこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 真空中の静電界(1) 電位の傾き，電気力線の発散を理解する
2週 真空中の静電界(2) 電気双極子を理解する
3週 真空中の導体系 容量係数，誘導係数を理解する
4週 電界の特殊解法 電気影像法を理解する
5週 定常電流 導体が広がりを持つ場合の電流分布を理解する
6週 磁性体(1) 磁化現象を微視的に考察し，ヒステリシス損を理解する
7週 （中間試験）
8週 磁性体(2) 磁気回路の等価回路を理解する
9週 インダクタンス(1) 自己および相互インダクタンスを理解する
10週 インダクタンス(2) 磁気エネルギを理解する
11週 電磁誘導(1) 電磁誘導の基本法則を理解する
12週 電磁誘導(2) 各種の誘導起電力を理解する
13週 電磁誘導(3) 表皮効果，渦電流を理解する
14週 電磁波 マクスウェルの方程式を理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 発表 その他 合計

総合評価割合 100 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0

5 － 75



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 参考書：今井弘之ほか「やさしく学べる制御工学」（森北出版）
担当者 菊池 誠
到達目標
１．実システムをシステム方程式で表現できること。
２．システム方程式で表現された不安定系を状態フィードバックを使用して安定化できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
特性方程式、極配置、安定条件を
応用できる。

特性方程式、極配置、安定条件を
理解している。

特性方程式、極配置、安定条件の
理解が不十分である。

状態空間法、システム方程式、可
制御性、可観測性を応用できる。

状態空間法、システム方程式、可
制御性、可観測性を理解している
。

状態空間法、システム方程式、可
制御性、可観測性の理解が不十分
である。

状態フィードバックと状態観測器
を応用できる。

状態フィードバックと状態観測器
を理解している。

状態フィードバックと状態観測器
の理解が不十分である。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 現代制御工学の基礎を解説し、代表的な不安定現象について、モデリングから安定化までの具体的な手法を紹介する。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績７０％、レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格とする。

注意点 講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 古典制御の基礎 特性方程式、極配置、安定条件を理解・確認する。
2週 状態空間法 状態の概念と状態空間を理解する。
3週 システム方程式による表現方法 状態空間法によるシステム方程式の導出方法を理解する。
4週 システム方程式と例題 システム方程式の応用例を理解する。
5週 実現問題と標準形 可制御標準形、可観測標準形を理解する。
6週 システム方程式と伝達関数行列 伝達関数行列と伝達関数との関係を理解する。
7週 （中間試験）
8週 離散化問題とパルス伝達関数 状態方程式から時間領域解を求める過程を理解する。
9週 離散化例と可到達性 離散系の可到達性を理解する。
10週 可制御性と可観測性 可制御性と可観測性を理解する。
11週 極零点消去問題 伝達関数の問題点と状態空間法の利点を理解する。
12週 システム方程式の対角化 対角化を利用して可制御性と可観測性を理解する。
13週 状態フィードバックと極配置法 極配置の利用と状態フィードバックを理解する。
14週 状態観測器 状態観測器の構成を理解する。
15週 状態観測器とその応用 状態観測器の設計法を理解する。
16週 （期末試験）

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 30 10 40
専門的能力 40 20 60

5 － 76



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機構学
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 安田仁彦「改訂　機構学」コロナ社（1983, 2005）
担当者 平澤 順治
到達目標
１．機構学に関する基本的な事項を理解する．
２．機構の運動を解析する手法を理解し，簡単な機構の速度等を計算で求めることができる．
３．簡単な機構について，自ら機械要素を選定し，基礎的な設計ができるようにする．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
機構学の基本的な事項を理解し、
問題解決に適用できる。

機構学の基本的な事項を理解して
いる。

機構学の基本的な事項を理解して
いない。

機構の運動を解析する手法を理解
し，簡単な機構の速度等を計算で
求めることができ出来る。

機構の運動を解析する手法を理解
している。

機構の運動を解析する手法を理解
していない。

簡単な機構について，自ら機械要
素を選定し，基礎的な設計ができ
る．

簡単な機構について，自ら機械要
素を選定できる。

簡単な機構について，自ら機械要
素を選定しできない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
機械を設計し所望のはたらきをさせるためには，機械の各パーツの形状と，パーツ同士の組み合わせを決定する必要が
ある．その決定法を学ぶのが機構学であり，本講義では基本的な機械要素の知識と，機構の運動を知るための手法につ
いて学習する．

授業の進め方と授業内
容・方法 教科書の授業内容に該当する部分を熟読し予習とすること．

注意点 ３年次の工業力学，４年次までの物理・数学についてよく復習しておくこと．
 ノートを元に授業内容をまとめて復習とすること．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス（第１章） 本科目の位置づけを理解する
2週 対偶と自由度（第１章） 対偶と自由度について理解する
3週 機構の運動（第２章） 機構の運動について理解する
4週 機構の変位，速度と加速度（第３章，第４章） 機構の変位，速度と加速度について理解する
5週 機構の変位，速度と加速度（第３章，第４章） 機構の変位，速度と加速度について理解する
6週 機構の力学（第５章） 機構の力学について理解する
7週 （中間試験）
8週 リンク機構（第６章） リンク機構について理解する
9週 カム装置（第７章） カム装置について理解する
10週 転がり接触車（第８章） 転がり接触車について理解する
11週 歯車（第９章） 歯車について理解する
12週 歯車装置（第１０章） 歯車装置について理解する
13週 巻掛け伝動装置（第１１章） 巻掛け伝動装置について理解する
14週 ロボット機構の運動学（第１２章） ロボット機構の運動学について理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 77



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気機器
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 OHM大学テキスト 電気機器学
担当者 加藤 文武,飛田 敏光
到達目標
1．変圧器、同期機、誘導機、直流機について理解し、その知識を使用できる。
2．電気機器制御技術や制御用モータについて理解し、その知識を使用できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
変圧器、同期機、誘導機、直流機
について理解し、その知識を使用
できる。

変圧器、同期機、誘導機、直流機
について理解している。

変圧器、同期機、誘導機、直流機
について理解していない。

電気機器制御技術や制御用モータ
について理解し、その知識を使用
できる。

変圧器、同期機、誘導機、直流機
について理解している。

変圧器、同期機、誘導機、直流機
について理解ていない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電動機、変圧器、同期機、誘導機、直流機を中心として構造・原理・特性、応用を解説するほか、パワーエレクトロニ

クス・制御との関連、よく使われるモータなどについてわかりやすく説明する。
授業の進め方と授業内
容・方法 必要に応じてプリントを配布し、教科書に基づき適宜課題を課す。

注意点 各章末の演習問題を必ず行うこと。講義ノートを作成し、予習・復習も行うこと。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 電気機器と磁気回路 磁気回路、磁性材料の特性、磁気エネルギ、電磁エネルギ
ー変換

2週 変圧器の構造と等価回路 変圧器の原理・構造・特性、等価回路とフェーザ図

3週 変圧器の特性 変圧器の特性、変圧器結線、並行運転、電圧調整、計器用
変成器、突入電流

4週 電気・エネルギー変換 対称三相巻線による回転磁界
5週 同期機の構造と等価回路 同期機の原理と構造
6週 同期機の特性 同期発電機の特性、同期電動機の特性、損失と効率
7週 中間試験
8週 誘導機の構造と等価回路 誘導機の原理と構造
9週 誘導機の特性 誘導電動機の特性、単相誘導電動機
10週 直流機の構造と原理 直流機の原理と構造
11週 直流機の特性 直流電動機の励磁方式

12週 パワーエレクトロニクス概説 電力用半導体素子とパワーエレクトロニクス、電力変換・
制御

13週 制御用モータ モータの種類と特徴
14週 これからの電気機器 車載モータ、リニアモータ超、電導応用電気機器
15週 期末試験
16週 総復習 半期の総まとめを行う

評価割合
試験 課題 その他 合計

総合評価割合 80 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0

5 － 78



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御工学英語
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 各自のプリントによる。
担当者 飛田 敏光,荒川 臣司,菊池 誠,金成 守康,長谷川 勇治,岡本 修,平澤 順治,小沼 弘幸
到達目標
１．関心のあるトピックや自分の専門分野に関する論文やマニュアルなどの概要を把握し、必要な情報を読み取ることができる。
２．英文資料を、自分の専門分野に関する論文の英文アブストラクトや口頭発表用の資料等の作成にもつながるよう、英文テクニカルライティ
ングにおける基礎的な語彙や表現を使って書くことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
関心のあるトピックや自分の専門
分野に関する論文やマニュアルな
どの概要を把握し、必要な情報を
読み取ることができ、その知識を
問題解決に適用できる。

関心のあるトピックや自分の専門
分野に関する論文やマニュアルな
どの概要を把握し、必要な情報を
読み取ることができ、その知識を
使用できる。

関心のあるトピックや自分の専門
分野に関する論文やマニュアルな
どの概要を把握し、必要な情報を
読み取ることができない。

英文資料を、自分の専門分野に関
する論文の英文アブストラクトや
口頭発表用の資料等の作成にもつ
ながるよう、英文テクニカルライ
ティングにおける基礎的な語彙や
表現を使って書くことができ、そ
の知識を問題解決に適用できる。

英文資料を、自分の専門分野に関
する論文の英文アブストラクトや
口頭発表用の資料等の作成にもつ
ながるよう、英文テクニカルライ
ティングにおける基礎的な語彙や
表現を使って書くことができ、そ
の知識を使用できる。

英文資料を、自分の専門分野に関
する論文の英文アブストラクトや
口頭発表用の資料等の作成にもつ
ながるよう、英文テクニカルライ
ティングにおける基礎的な語彙や
表現を使って書くことができない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 　英語による数式の読み方、表現を学び、電子制御に係わる各分野の論文、資料等の輪読などをとおして、必要な情報

を読み取る能力を身につける。
授業の進め方と授業内
容・方法

　最初にガイダンスを行い、同時に数式の読み方等について説明する。その後、各担当教員の元で、当該分野の英語論
文、マニュアルその他の読み方、文章の書き方について

注意点 　分野ごとに、用語なども異なり、日常に用いられている英語表現と異なることも多いので、注意すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンスおよび数式の読み方、表現方法 数式の読み方、表現方法について理解する。

2週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

3週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

4週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

5週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

6週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

7週 （中間試験）

8週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

9週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

10週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

11週 各分野の英語論文、マニュアルその他のリーディング。 各分野の英語論文、マニュアルその他について、概略を理
解できるようにする。

12週 各分野のライティング。 各分野について、簡単な英文技術文書が書けるようにする
。

13週 各分野のライティング。 各分野について、簡単な英文技術文書が書けるようにする
。

14週 各分野のライティング。 各分野について、簡単な英文技術文書が書けるようにする
。

15週 （期末試験）
16週 総復習 英文の書き方、読み方の総復習。

評価割合
レポート 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 79



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子デバイス
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布する．
担当者 岡本 修
到達目標
1.各電子デバイスの動作原理を理解する．
2.電子デバイスの応用製品に利用される各手法の利点，欠点を理解する．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
各種電子デバイスの応用技術の原
理を理解し，利点，欠点を説明で
きる．

各種電子デバイスの応用技術の原
理を理解する．

各種電子デバイスの応用技術の原
理を理解していない．

各種電子デバイスの応用製品の特
徴を理解し，利点，欠点を説明で
きる．

各種電子デバイスの応用製品の特
徴を理解する．

各種電子デバイスの応用製品の特
徴を理解していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 代表的な電子デバイスの応用技術を学ぶ．実際のデバイスで利用されている代表的な手法について動作原理を理解し

，各手法のメリット・デメリットを比較する．
授業の進め方と授業内
容・方法 　教科書に基づき、適宜課題を課す。必要に応じてプリントを配布する．

注意点 近年注目を集めている代表的な電子デバイスの応用技術をピックアップして各時間取り上げる．どのような製品が実用
化されているのかを事前に調べて来ること．また講義ノートの内容は毎回見直し、内容をまとめておくこと．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 水晶発振器１ 水晶発振器の動作原理について理解する．
2週 水晶発振器２ 水晶発振器の応用製品，関連技術について理解する．
3週 液晶デバイス１ 液晶デバイスの動作原理について理解する．
4週 液晶デバイス２ 液晶デバイスとその応用製品，関連技術を理解する．
5週 DMD１ DMDの動作原理を理解する．
6週 DMD２ DMDの応用製品における関連技術を理解する．
7週 （中間試験）
8週 太陽電池 太陽電池の動作原理について理解する．
9週 RF-ID１ RF-IDタグの動作原理について理解する
10週 RF-ID２ RF-IDタグの実用についての問題点を理解する．
11週 加速度センサ１ 加速度センサの動作原理について理解する．

12週 加速度センサ２ 加速度センサ，ジャイロセンサの動作原理について理解す
る．

13週 GPS1 GPSのシステムを理解する．
14週 GPS2 GPSの測位計算原理を理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 課題 合計

総合評価割合 100 0 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 100 0 100
分野横断的能力 0 0 0

5 － 80



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 伝送回路
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 西巻正郎「続電気回路の基礎」（森北出版）
担当者 森田 一弘
到達目標
２端子対回路網の解法について理解し、伝送線路における信号や電力等の伝わり方の基本的な解法を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
２端子対回路網の解法について理
解し、伝送線路における信号や電
力等の伝わり方の基本的な解法を
理解し、その知識を問題解決に適
用できる。

２端子対回路網の解法について理
解し、伝送線路における信号や電
力等の伝わり方の基本的な解法を
理解し、その知識を使用できる。

２端子対回路網の解法について理
解し、伝送線路における信号や電
力等の伝わり方の基本的な解法を
理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 伝送回路における２端子対回路の解法と伝送線路に伝播する信号の解法について概観する。
授業の進め方と授業内
容・方法 　教科書に基づき、適宜課題を課す。

注意点
履修に当たっては、電気電子回路の基礎知識が必要ですからよく復習をしておいてください。
 講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電気、電子回路の基礎知識の復習 伝送回路で使用する電気、電子回路の基礎知識を理解する
。

2週 ２端子対回路の概要とマトリクス表示 ２端子対回路の概要とマトリクス表示を理解する。

3週 ２端子対回路の各種接続と入出力インピーダンス ２端子対回路の各種接続と入出力インピーダンスを理解す
る。

4週 ２端子対回路の等価回路 ２端子対回路の等価回路を理解する。
5週 各マトリクスの物理的な意味と変換 各マトリクスの物理的な意味と変換を理解する。
6週 全体的な復習と演習 全体的な復習と演習によって理解を深める。
7週 （中間試験）

8週 伝送線路における集中定数回路と分布定数回路 伝送線路における集中定数回路と分布定数回路を理解する
。

9週 正弦波の伝播に対する基本式 正弦波の伝播に対する基本式を理解する。
10週 いろいろな伝送線路１ いろいろな伝送線路１を理解する。
11週 いろいろな伝送線路２ いろいろな伝送線路２を理解する。
12週 無損失線路上の伝播１ 無損失線路上の伝播１を理解する。
13週 無損失線路上の伝播２ 無損失線路上の伝播２を理解する。
14週 無損失線路上の伝播３ 無損失線路上の伝播３を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習 総復習によって理解を深める。

評価割合
定期試験 課題等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 81



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 計測工学
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 参考書：西原・山藤「計測システム工学の基礎」（森北出版）
担当者 菊池 誠
到達目標
１．コンピュータを用いて実験データの分析･処理ができること。
２．主な計測系を理解すること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
単位系、誤差、切捨て誤差、有効
数字を応用できる。

単位系、誤差、切捨て誤差、有効
数字を理解している。

単位系、誤差、切捨て誤差、有効
数字の理解が不十分である。

桁落ち、誤差の種類、精密さ、正
確さを応用できる。

桁落ち、誤差の種類、精密さ、正
確さを理解している。

桁落ち、誤差の種類、精密さ、正
確さの理解が不十分である。

最小二乗法、各種計測方法を応用
できる。

最小二乗法、各種計測方法を理解
している。

最小二乗法、各種計測方法の理解
が不十分である。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 物理量の計測系を想定し、測定方法と測定値に含まれる誤差の性質と処理方法を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績７０％、レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格とする。

注意点
講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習して
おくこと。
平成２９年度は新教育課程に移行するため開講しません。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 測定と単位系（１） 計測と単位系の概要を理解する。
2週 測定と単位系（２） 基本量と組立量、次元、国際単位系を理解する。
3週 測定の誤差と精度（１） 誤差、切捨て誤差、有効数字を理解する。
4週 測定の誤差と精度（２） 桁落ちを理解する。
5週 測定の誤差と精度（３） 誤差の種類、精密さ、正確さを理解する。
6週 測定の誤差と精度（４） 信頼性を理解する。
7週 （中間試験）
8週 精度の表し方 ばらつきの程度、誤差の定義式、測定精度を理解する。
9週 最小二乗法 最小二乗法の考え方と計算方法を理解する。

10週 データ分析処理
コンピュータを活用したデータ分析・情報の収集方法につ
い
て理解する。

11週 長さ、角度、面の測定
ゲージ、ノギス、マイクロメータ、アッベの原理、角度、
オ
ートコリメータ、水準器などを理解する。

12週 質量、力、圧力、流速、流量の測定
精密天秤、密度の測定、力の測定、圧力の測定、流速と流
量
を理解する。

13週 温度と湿度の測定 液柱温度計、湿度の測定を理解する。
14週 光と音の計測 フォトセル、フォトダイオード、圧電素子を理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 30 10 40
専門的能力 40 20 60

5 － 82



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 機械設計
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2

教科書/教材 上野　誠「ウインチの設計（改訂版）」（パワー社）／大西　清「ＪＩＳにもとづく機械設計製図便覧」（理工学社
）／和田稲苗「精鋭機械設計製図　三訂版」（

担当者 金成 守康
到達目標
１．設計要件から作用する力を求め，各部材の強度計算を行うことができる．
２．総合的な判断から部品寸法等を決定し，計画図に反映させることができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
部材の強度計算を応用できる 部材の強度計算ができる 部材の強度計算が不十分
部品寸法等決定と計画図反映を応
用できる

部品寸法等決定と計画図反映がで
きる

部品寸法等決定と計画図反映が不
十分

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
手巻きウインチの設計を通して軸・歯車など汎用的な機械要素の強度計算法と，その計算結果に基づいた部品の選定法
，関係寸法の決定法について学ぶ．
また計画図を描く過程における技術的思考力と総合的判断力を養い，設計技術の向上を図る．

授業の進め方と授業内
容・方法

何も無いところからスタートして機能的なものを産み出すことは，エンジニアリングの醍醐味であります．手巻きウ
インチは手頃な課題ですので，設計者の思考法と作業過程を追体験していく中でそのノウハウを吸収していって下さ
い．

注意点 講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておいてください．講義で示した次回予定の部
分を予習しておいてください．

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 概要 本授業の位置付けと設計製図の重要性を理解する．
2週 手巻きウインチの構造と動作 手巻きウインチの構造と動作について理解する．
3週 速度比 歯車減速機構について理解する．
4週 歯車の設計1(講義) 歯車の構造とその設計方法について理解する．
5週 歯車の設計2(講義) 歯車の設計方法について理解する．
6週 歯車の設計3(演習) 与えられた歯車設計演習を通して，設計手順を理解する．
7週 （中間試験）
8週 歯車の設計3(演習) 与えられた歯車設計演習を通して，設計手順を理解する．
9週 歯車の設計4(演習) 与えられた歯車設計演習を通して，設計手順を理解する．
10週 軸の設計1(講義) 軸の構造とその設計方法について理解する．
11週 軸の設計2(講義) 軸の構造とその設計方法について理解する．
12週 軸の設計3(演習) 与えられた軸設計演習を通して，設計手順を理解する．
13週 軸の設計4(演習) 与えられた軸設計演習を通して，設計手順を理解する．
14週 軸の設計5(演習) 与えられた軸設計演習を通して，設計手順を理解する．
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題等 その他 合計

総合評価割合 40 60 0 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 40 60 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0

5 － 83



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 数値計算法
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 安田仁彦「数値解析基礎」（コロナ社）
担当者 荒川 臣司
到達目標
1. 数値計算の各種アルゴリズムを定式化でき、る
2. それらのアルゴリズムを用いて電卓による机上計算を行い，一定精度の解が求められる
3. 誤差解析の観点から，各種アルゴリズムによる数値解の精度が説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
数値計算の各種アルゴリズムを定
式化の知識を理解し、使うことが
できる。

数値計算の各種アルゴリズムを定
式化の知識を理解している。

数値計算の各種アルゴリズムを定
式化の知識を理解していない。

それらのアルゴリズムを用いて電
卓による机上計算を行い，一定精
度の解が求められ、使用すること
ができる。

それらのアルゴリズムを用いて電
卓による机上計算を行い，一定精
度の解が求められることができる
。

それらのアルゴリズムを用いて電
卓による机上計算を行い，一定精
度の解が求められることができな
い。

誤差解析の観点から，各種アルゴ
リズムによる数値解の精度の知識
を理解し、使うことができる。

誤差解析の観点から，各種アルゴ
リズムによる数値解の精度の知識
を理解している。

誤差解析の観点から，各種アルゴ
リズムによる数値解の精度の知識
を理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 連立一次方程式の解法や数値積分を中心として，理工学問題における数値解法の各種アルゴリズムを学ぶ。また，電卓

を用いて計算例題を解くことにより数値解の正しさを吟味する。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点
この科目は行列や微分，積分の知識を多用するので受講前にそれらをよく復習しておくことを勧める。授業時間数の関
係でプログラム作成演習は行わないが，ここで学んだアルゴリズムを実際にC言語などでコード化して，数値計算プログ
ラムとして実行してみるとよい。講義ノートの内容を見直し，講義に関係する例題等を解いておくこと。次回授業予定
の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 数値解析の基礎 数値表現や計算誤差について理解する
2週 非線形方程式(1) 反復法について理解する
3週 非線形方程式(2) ニュートン法について理解する
4週 補間多項式(1) ラグランジュの補間多項式について理解する
5週 補間多項式(2) スプライン補間について理解する
6週 数値微分 数値微分とその誤差について理解する
7週 （中間試験）
8週 数値積分(1) 台形公式について理解する
9週 数値積分(2) シンプソンの公式について理解する
10週 連立一次方程式(1) ガウスの消去法について理解する
11週 連立一次方程式(2) ＬＵ分解法について理解する
12週 連立一次方程式(3) 反復法について理解する
13週 固有値問題 ヤコビ法について理解する
14週 常微分方程式 オイラー法について理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習 全体を復習して理解を深める

評価割合
定期試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 84



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 プログラム設計
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1

教科書/教材 教科書：河村　一樹著「改訂新版ソフトウェア工学入門」（近代科学社）、参考書：市川　忠男著「かわりゆくプログ
ラミング」（共立出版）

担当者 飛田 敏光
到達目標
１．構造化設計とその基本的な手法について理解する。
 ２．抽象データ型，オブジェクト指向設計について理解する。
 ３．テスト技法，開発管理の概要について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
構造化設計とその基本的な手法に
ついて理解し、その知識を問題解
決に適用できる。

構造化設計とその基本的な手法に
ついて理解し、その知識を使用で
きる。

構造化設計とその基本的な手法に
ついて理解できない。

抽象データ型，オブジェクト指向
設計について理解し、その知識を
問題解決に適用できる。

抽象データ型，オブジェクト指向
設計について理解し、その知識を
使用できる。

抽象データ型，オブジェクト指向
設計について理解できない。

テスト技法，開発管理の概要につ
いて理解し、その知識を問題解決
に適用できる。

テスト技法，開発管理の概要につ
いて理解し、その知識を使用でき
る。

テスト技法，開発管理の概要につ
いて理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
ソフトウェア設計開発にあたって有益と思われる形式的な開発手法のいくつかを紹介する。また，構造化チャートを用
いた構造化プログラミング，Ｃ＋＋を用いたオブジェクト設計法。ＯＳ，開発支援ツール，開発管理の概要について概
説する。

授業の進め方と授業内
容・方法

パワーポイントで授業を進め、DFDを使った構造化設計、UMLを使ったオブジェクト設計の技法について課題をだし、
実際のソフトウェア作成現場で役に立つような授業を行う。

注意点

ソフトウェアも機械や電気と同じく，設計図に相当するものを作成することの必要性を，プロジェクト管理やテスト技
法なども含めて理解してください。
 特に予習は必要ありませんが、授業中配布するプリントで指示する演習問題等をしっかり解いて授業の復習をしてくだ
さい。
また、さらなる学習のために、紹介した参考図書を活用してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 プログラム設計とソフトウェア工学 ソフトウェア工学の歴史と，必要性、プログラム設計につ
いて理解する。

2週 ライフサイクルと方法論 ライフサイクルモデルと各フェイズにおける方法論につい
て理解する。

3週 構造化分析 DFDを用いた構造化分析法について理解する。
4週 構造化設計法 システム設計技法としての構造化設計法を理解する。

5週 構造化プログラミング１
プログラムの基本構造，ジャクソン法，ワーニエ法
，PAD,NSチャートなどの構造化チャートについて理解す
る。

6週 構造化プログラミング２ 構造化プログラミングを用いたプログラム設計法について
理解する。

7週 （中間試験）

8週 抽象データ型 スタック，キュー，テーブルなどの抽象データ型について
理解する。

9週 オブジェクト指向設計法 オブジェクト指向設計の概要について理解する。
10週 C++プログラミング概説 Ｃ＋＋を用い，オブジェクト指向言語の機能を理解する。

11週 オブジェクト指向設計１ オブジェクト指向に基づくプログラム設計法について理解
する。

12週 オブジェクト指向設計２ オブジェクト指向に基づくプログラム設計の実装法につい
て理解する。

13週 テスト技法と開発管理 テストの種類，ブラックボックステスト，ビッグバンテス
ト等のテスト技法について理解する。

14週 ＯＳおよび開発支援ツールと開発管理 ＯＳおよび開発支援ツールと開発管理の概要について理解
する。

15週 （期末試験）

16週 総復習 これまでの総合復習を行い。プログラム設計技法全体につ
いて理解を深める。

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100

5 － 85



分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ロボット工学
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子制御工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：有本卓　編著「ロボティクス概論（ロボティクスシリーズ１）」コロナ社（2007）
担当者 平澤 順治
到達目標
１．ロボットに関する基礎的知識を学習する．
２．基礎的知識を工学的な問題に応用できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
ロボットに関する基礎的知識を理
解し、問題解決に応用できる。

ロボットに関する基礎的知識を理
解している。

ロボットに関する基礎的知識を理
解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ロボットについて学習する．
授業の進め方と授業内
容・方法  予習復習として，教科書の授業内容に関する部分を熟読して下さい．

注意点 ロボットというキーワードに惑わされて安直に受講しないよう気をつけて下さい．
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ロボットとは何か 本授業の位置付け，ロボット工学の概要を理解する
2週 続・ロボットとは何か 「ロボット」の定義と研究の意義について理解する
3週 ロボットの機能・あたま：人工知能 人工知能の概要と関連する知識について理解する

4週 ロボットの機能・め：ロボットヴィジョン ロボットヴィジョンの概要と関連する知識について理解す
る

5週 ロボットの機能・て：ロボットハンド ロボットハンドの概要と関連する知識について理解する
6週 ロボットの機能・あし：二足歩行ロボット 二足歩行ロボットの概要と関連する知識について理解する
7週 （中間試験）
8週 福祉ロボット 福祉ロボットの概要について理解する
9週 レスキューロボット レスキューロボットの概要について理解する
10週 手術ロボット 手術ロボットの概要について理解する
11週 産業用ロボット 産業用ロボットの概要について理解する
12週 エンターテイメントロボット エンターテイメントロボットの概要について理解する
13週 農業ロボット 農業ロボットの概要について理解する
14週 ロボットコンテスト ロボットコンテストの意義について理解する
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
定期試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 34 66 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 34 66 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子システム工学実験
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 4
教科書/教材 教科書：プリント使用
担当者 若松 孝,成 慶珉,皆藤 新一,三宅 晶子,高安 基大,田辺 隆也
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い情報を収集したりデータを分析したりすることができる。
5.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
6.討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得する。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して十分な準備の下で目的を達
成した

実験装置・器具・情報機器等を利
用して実験を遂行できた 実験を遂行できない

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解する。

実験等を通じて各テーマの目的や
内容を理解した

実験等を通じて各テーマの実験内
容について理解した 実験の目的や内容を理解できない

験から得られたデータや演習内容
について工学的に考察し、説明・
説得できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し、説明
・説得できる

実験から得られたデータや演習内
容について理解し、論理的に説明
できる。

実験から得られたデータや演習内
容について理解できない。

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができる。

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
で実験等に十分役立てることがで
きる

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができる

コンピュータを用い情報を収集し
たりデータを分析したりすること
ができない

自らの考えを論理的に記述し、定
められた期限内に報告書を提出す
ることができる。

期限内に自らの考えを論理的に記
述し、考察を加えた報告書を提出
できる

期限内に自らの考えを論理的に記
述した報告書を提出できる 期限内に報告書を提出できない

討議やコミュニケーションするこ
とができる。

実験・演習を通じて積極的に討議
やコミュニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れる

実験・演習を通じて討議やコミュ
ニケーションが取れない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 電気と磁気、電気回路、電子工学、電子回路およびコンピュータなどに関連した電気工学の基礎的事項について、実験

・実習によって体験することにより理解を深める
授業の進め方と授業内
容・方法

実験は１テーマを複数人の班編成で、ローテーション方式で行う。
レポートの提出期限は、原則として各テーマの実験が終了した次回実験日とする。

注意点

提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には、レポートの評価を０点とし不合格とする。なお、定
められた期限内にレポートが提出されなかった場合はレポートの評価を減点する。
　また、未提出のレポートが各期で２テーマ以内であれば再実験を行うことができる。なお、１テーマでも再実験を行
った場合の年間の総合評価は６０点とする。

実験説明も必ず出席して実験の内容を事前に良く把握しておくこと。
装置の組み立て、測定、記録等の役割を固定してしまわないで各人がいろいろな経験を積むこと。
本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス（２週） 実験スケジュールや実験の概要について理解する。
2週

3週 サッカーロボットのプログラム制御（２週）
各種センサを用いたサッカーロボットの制御プログラムを
設計することにより、マイコンを用いた電子制御を理解す
る。

4週

5週 マイクロ波基礎実験（２週）
反射型クライストロンの発振特性を調べ、その基本特性を
理解する。また定在波測定法によってインピーダンスを測
定し、導波管について理解する。

6週

7週 インバータ（２週） 単相インバ－タと三相インバータの構成と動作を学ぶ。ま
た、インバータ駆動による誘導電動機の速度制御を学ぶ。

8週

9週 高電圧実験（２週） 高電圧の放電現象に対する理解を深め、高電圧を学問的･技
術的に習得する。

10週

11週 アクティブフィルタの設計、製作　 （２週） 演算増幅器を使用したRCアクティブフィルタの設計製作を
し，その特性を理解する。

12週
13週 電子材料の電気的特性評価　 （２週） 材料の電気的特性を測定して、評価技術を習得する。
14週
15週 工学実験のまとめ
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16週
評価割合

実験への取り組み レポート 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 必修
授業の形式 実習 単位の種別と単位数 履修単位: 9
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 前期:6 後期:12
教科書/教材
担当者 長洲 正浩,若松 孝,皆藤 新一,吉成 偉久,関口 直俊,成 慶珉,安細 勉,丸山 智章,三宅 晶子,原 嘉昭,佐藤 桂輔
到達目標
1.専門基礎知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的、継続的に問題解決に取り組むことができる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケーションやディスカッションができる。
5.論理的に一貫性のあるプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
研究遂行状況 主体的に研究を実施できる。 主体的に研究を実施できない。

論文 研究成果を明確に卒業論文にまと
める。

研究成果を卒業論文にまとめるこ
とができない，あるいは，不明確
である。

発表
発表会にて研究内容を明確に発表
し，質疑応答に十分に回答できる
。

発表会にて発表を実施できない
，あるいは，研究内容を十分に説
明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(リ)
教育方法等
概要 本学科における５年間の学習の集大成として、各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実験を行い、そ

の成果を発表し論文にまとめる。これらを通して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 卒業研究は、各人が各研究室に配属して、指導教員の指導のもとに学生が主体的かつ積極的に行うものである。

注意点 以下の研究テーマは平成27,28年度に実施したものを掲載している。本年度の卒業研究の指導教員ならびに研究テーマを
選ぶのに参考にすること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 以下　研究テーマ
各人が興味を持つ分野を決め研究テーマの調査、研究、実
験を行い、その成果を発表し論文にまとめる。これらを通
して研究の心構えや進め方、まとめ方を学ぶ。

2週 二次側同期整流回路を適用した磁界結合電力伝送（田辺）

3週 人工筋肉とステッピングモーターとの駆動特性の比較評価
（田辺）

4週 小型分光反射測定装置の開発とそれを用いた植物の状態評
価（田辺）

5週 メッシュネットワークを用いたSmartmesh IPによるデー
タ収集の研究（田辺）

6週 磁界共振結合方式を用いた低周波無線電力伝送の基礎検討
（長洲）

7週 SiC-MOSFETの同期整流方式に関する基礎検討（デッドタ
イムレス制御）（長洲）

8週 大容量半導体モジュールの電流検出に用いる配線の電気的
評価（長洲）

9週 太陽電池アレイI-V特性のシミュレーションプログラムの改
善（関口）

10週 TDR法を用いた太陽電池アレイ故障診断の検討（関口）
11週 環境ハウスの温度管理に関する検討（関口）

12週 ノーマリーオン型交流スイッチを用いたマトリックスコン
バータにおける還流電流の定式化に関する研究（ソン）

13週 ブラシレスDCモータにおけるセンサレス駆動法に関する研
究（ソン）

14週 EV航続距離改善のためのスーパーコンデンサーを用いた双
方向絶縁型DCDCコンバータの適応検討（ソン）

15週 IoT技術による電力計測システムに関する検討（ソン）

16週 ガード電極を有する高電圧用直列容量型非接触電圧プロー
ブの開発（皆藤）

後期

1週 モチベーションの促進を目的としたマイコンによる縄跳び
運動システムの開発（吉成）

2週 モチベーションの促進を目的としたAndroidアプリによる
縄跳び運動システムの開発（吉成）

3週 モチベーションの促進を目的とした縄跳び運動情報共有シ
ステムの開発（吉成）

4週 カックロを用いた公開鍵暗号基盤（安細）

5週 ゼロ知識証明を用いた異なるグループ署名方式の比較（安
細）
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6週 画像処理を用いた歩行者接近検知システムの提案（丸山）

7週 簡易型運動測定装置を用いたバスケットボールにおける評
価支援システムの開発（丸山）

8週 画像処理を用いた不審者検知システムの開発（丸山）

9週 簡易型運動測定器を用いたリハビリのための歩行評価シス
テムの開発（丸山）

10週 ImageJにおけるDQE算出プラグインの作成（三宅）

11週 フェリ磁性 TbFeCo 薄膜における異常ホール効果の膜厚依
存性（原）

12週 コバルトを含む透明絶縁体(Ga, In)2O3の磁気特性および
構造（佐藤（桂））

13週
14週
15週
16週

評価割合
研究遂行状況 論文内容 発表能力 合計

総合評価割合 30 40 30 100
基礎的能力 0 0 0 0
専門的能力 30 40 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気電子材料
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 3
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 前期:2 後期:1

教科書/教材 教科書：松澤、高橋、斉藤「電子物性」(森北出版)　参考書：澤岡昭「電子・光材料」(森北出版)　小林敏志,他「基礎
半導体工学」(コロナ社)

担当者 若松 孝
到達目標
1.導電材料,半導体材料,誘電体材料,磁性材料などの電気電子材料の基礎的な知識を修得し,それらの諸性質を説明できる。
2.半導体素子などの電気電子材料の利用について説明できる。
3.環境倫理について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
導電材料,半導体材料,誘電体材料
,磁性材料などの電気電子材料の基
礎的な知識を修得し,それらの諸性
質を説明できる。

導電材料,半導体材料,誘電体材料
,磁性材料などの電気電子材料の基
礎的な知識を修得し,それらの諸性
質を理解できる。

導電材料,半導体材料,誘電体材料
,磁性材料などの電気電子材料の基
礎的な知識を修得し,それらの諸性
質を理解できない。

評価項目2 半導体素子などの電気電子材料の
利用について説明できる。

半導体素子などの電気電子材料の
利用について理解できる。

半導体素子などの電気電子材料の
利用について理解できない。

評価項目3 環境倫理について説明できる。 環境倫理について理解できる。 環境倫理について理解できない。
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電気電子工学の分野で使用されている材料の基本的な性質および電気電子材料の応用を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

資料配布、パワーポイント及び板書により授業を行う。成績の評価は、中間・期末試験の定期試験の成績で行い,平均の
成績が60点以上の者を合格とする。
 受講前には講義ノートとテキストの内容を復習し、講義で指示した例題や演習問題を解いておくこと。

注意点 本教科は,卒業後の電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 結晶構造:
電気電子材料の基礎(１) 単結晶、多結晶、非晶質、各種結晶構造を説明できる

2週 電気電子材料の基礎(２) 元素周期、原子の電子配置や電子軌道を説明できる
3週 電気電子材料の基礎(３) エネルギー準位、パウリの原理、共有結合を説明できる
4週 電気電子材料の基礎(４) イオン結合、金属結合、水素結合を説明できる
5週 導電材料(１) 電気伝導と抵抗、金属導電材料を説明できる
6週 導電材料(２) 導電材料の温度特性と抵抗温度計を説明できる
7週 （中間試験）

8週 半導体材料(１) 半導体の種類、ダイヤモンド構造、キャリア、真性半導体
と不純物半導体の相違を説明できる

9週 半導体材料(２) 半導体のエネルギー帯図、ドナー準位とアクセプタ準位を
説明できる

10週 半導体材料(３) 半導体中のキャリア伝導、ドリフト電流と拡散電流の相違
を説明できる

11週 半導体材料(４) キャリア濃度の温度特性を説明できる

12週 半導体材料(５) ｐｎ接合ダイオードのエネルギー帯図、拡散電位、空乏層
の形成を説明できる

13週 半導体材料(６) エネルギー帯図を用いてｐｎ接合ダイオードの電圧-電流特
性を説明できる

14週 半導体材料(７) トランジスタの構造とその動作を説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでのまとめ

後期

1週 誘電体材料（１） 誘電体の分極、誘電率、分極率を説明できる
2週 誘電体材料（２） 分極の種類と電子分極を説明できる
3週 誘電体材料（３） イオン分極と配向分極を説明できる
4週 誘電体材料（４） 誘電体の種類を説明できる
5週 磁性体材料（１） 磁性の種類、磁化率、透磁率を説明できる
6週 磁性体材料（２） 強磁性体の特性を説明できる
7週 （中間試験）
8週 磁性体材料（３） 各種磁性体材料、B-H曲線を説明できる
9週 電気電子材料の利用（１） 光導電効果と光導電形センサの動作を説明できる
10週 電気電子材料の利用（２） 光起電力効果とフォトダイオードの動作を説明できる
11週 電気電子材料の利用（３） 発光ダイオードと半導体レーザの構造と種類を説明できる
12週 電気電子材料の利用（４） 光ファイバーの構造と種類を説明できる
13週 電気電子材料の利用（５） ホール効果とホールセンサの種類と動作を説明できる
14週 電気電子材料の利用（６） 有機電子材料の応用を説明できる
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15週 （期末試験）
16週 環境倫理 環境問題を理解し、技術者のとるべき行動を理解する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 エネルギー変換工学
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 教科書：教科書は使用せずに、必要に応じ資料を配布する。参考書：講義中に適宜紹介する。
担当者 小海 裕
到達目標
科学技術者の素養として、エネルギー変換で何が生じており、どのような技術で変換されていくのかを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 エネルギー変換の特性を説明でき
る。

エネルギー変換の特性を理解でき
る。

エネルギー変換の特性を理解でき
ない。

評価項目2 エネルギー変換に関わる技術を説
明できる。

エネルギー変換に関わる技術を理
解できる。

エネルギー変換に関わる技術を理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 種々のエネルギーを電気エネルギーに変換する発電技術に関し、体系的に紹介する。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、定期試験の成績70%、および講義に対する小テストおよびレポートの成績30%で行い、合計の成績が
60点以上の者を合格とする。
省エネルギーと環境負荷低減を促進し、持続可能な循環社会を実現するため、エネルギー変換技術は今後ますます重要
になる基幹技術です。エネルギー変換機器の基礎となる物理、原理をしっかり理解してください。なお、本科目は、卒
業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目です。予習については、自主学習の指摘点につ
いて検討してきてください。また、次回の講義テーマについて事前に予備知識を得ておくと、講義内容をより理解しや
すくなります。復習については、講義を受けてさらに知りたい事項について調査・考察し、不明な点がある場合は講師
に質問してください。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週  オリエンテーション エネルギー変換の歴史が説明できる

2週 エネルギー資源と環境 我々が利用可能なエネルギー量および環境への影響が説明
できる

3週 力学エネルギーの変換 流体力学の基礎：力学エネルギーから電気エネルギーへが
説明できる

4週 水力発電、風力発電 エネルギー変換機器の実際 ： 水力発電・風力発電が説明で
きる

5週 熱エネルギーの変換１ 熱工学の基礎 ： 熱サイクル、エンタルピ及びエントロピが
説明できる

6週 熱エネルギーの変換２ 伝熱工学の基礎：熱の伝わり方、蒸気の性質が説明できる
7週 （中間試験）

8週 内燃機関１：レシプロエンジン ガス・ガソリンエンジン、ディーゼルエンジン発電の概要
が説明できる

9週 内燃機関２：ターボエンジン ガスタービン発電の概要が説明できる

10週 外燃機関：ボイラ及び蒸気タービン ボイラ及び蒸気タービン、スターリングエンジンの概要が
説明できる

11週 相対性理論および核エネルギー 特殊相対性理論及び質量とエネルギーの等価性が説明でき
る

12週 原子力発電 原子力発電の原理、構造、安全性が説明できる
13週 熱エネルギーを介さないエネルギー変換 太陽光発電、燃料電池等の原理・構造が説明できる
14週 変電設備の構成 変電方式、受変電設備・遮断器が説明できる
15週 （期末試験）

16週 トピックス：新エネルギー 将来のエネルギーや環境保全技術に関する話題を説明でき
る

評価割合
試験 確認テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 30 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電力システム工学
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 教科書：道上勉　著「送配電工学」（電気学会）　参考書：関根泰次　著「大学課程送配電工学」（オーム社）
担当者 川和田 裕
到達目標
1.電力系統の電気的特性を表す各種パラメータおよび計算手法等を説明できる。
2.電力流通設備の各構成要素について、その機能および設計の考え方等を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
電力系統の電気的特性を表す各種
パラメータおよび計算手法等を説
明できる。

電力系統の電気的特性を表す各種
パラメータおよび計算手法等を理
解できる。

電力系統の電気的特性を表す各種
パラメータおよび計算手法等を理
解できない。

評価項目2
電力流通設備の各構成要素につい
て、その機能および設計の考え方
等を説明できる。

電力流通設備の各構成要素につい
て、その機能および設計の考え方
等を理解できる。

電力流通設備の各構成要素につい
て、その機能および設計の考え方
等を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 電力系統の発達の歴史、構成と送配電系統の電気特性について学ぶ。また架空送電線路、地中送電線路、直流送電線路

、配電線路の構成と特性について学び電力系統を安定して運用する方法について理解を深める。
授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績100%で行い60点以上の者を合格とする。

注意点
電力システム工学は、発電所を含む電力系統並びに電力流通設備に関する技術の成り立ちおよび基礎知識を学ぶ科目で
ある。また、本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
 電力システム工学は広範囲な分野を対象としており、理解度を深めるためには電気工学の基礎知識を含めた予習・復習
が必要である。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電力系統
歴史、構成と電圧・周波数を説明できる
送配電設備と電気方式、供給信頼度、障害現象と分散型電
源との連系を説明できる

2週 送配電系統の電気特性
線路定数

抵抗、インダクタンス、静電容量の計算を説明できる
多導体の線路定数を説明できる

3週 送配電系統の電気特性
送電特性と送電容量、電圧降下

送電線路の等価回路の考え方と特性を説明できる
送配電線の電圧降下の計算を説明できる

4週 送配電系統の電気特性
短絡・地絡故障計算

単位法とパーセント法、簡易故障計算法を説明できる
対称座標法を説明できる

5週 送配電系統の電気特性
系統安定度と向上対策、電力損失と低減対策

安定度の種類と安定度向上の考え方を説明できる
送電線路で発生する電力損失と損失低減対策を説明できる

6週 架空送電
架空送電線路の構成

電線、がいし、支持物を説明できる
異常電圧とコロナ、絶縁設計を説明できる

7週 （中間試験）

8週
架空送電
中性点接地方式、誘導障害と電波障害、建設と保守、大容
量送電と500kV・UHV送電

中性点接地の目的、各種接地方式の種類を説明できる
誘導障害と電波障害を説明できる
大容量化対策を説明できる

9週
直流送電
必要理由、構成と送電方式、基本特性と制御方式、適用分
野と適用例

直流送電の利点と課題、極数と帰路方式を説明できる
基本回路と制御方式を説明できる

10週
地中送電
特徴と方式、電力ｹｰﾌﾞﾙと付属品、
建設と保守、大容量送電ケーブル

電力ケーブルおよび付属品の種類、電気特性と絶縁設計を
説明できる
布設方式、大容量送電ケーブルを説明できる

11週 配電
構成と電気方式、配電計画、配電線の保護 高圧配電系統と20kV級配電系統、保護方式を説明できる

12週
配電
架空配電線路の建設と保守
地中配電線路、新しい配電設備と配電自動化、屋内配線

架空配電線路の構成と保守を説明できる
地中電線路の構成と保守、主な技術開発を説明できる

13週 電力系統の制御保護と情報通信
保護継電方式、電力系統の電圧・無効電力制御

保護継電方式の構成、送電線の保護継電方式を説明できる
電力系統の電圧・無効電力特性を説明できる

14週 電力系統の制御保護と情報通信
運用方式と潮流制御、電力用通信

運用方式の利点と欠点、潮流制御方式を説明できる
電力用通信の種類と機能を説明できる

15週 （期末試験）
16週 総復習 主要点を復習する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁波工学
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 柴田尚志　「例題と演習で学ぶ電磁気学」(森北出版)
担当者 若松 孝
到達目標
1.マクスウェルの方程式(微分形)を説明でき、波動方程式を導出できること。
2.電磁波の性質(平面波の伝播、偏波性、反射と屈折)を説明できること。
3.電磁波の発生源と受信アンテナの概要を説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
マクスウェルの方程式の意味を理
解し、具体的な問題を説明できる
こと。

マクスウェルの方程式の意味を理
解し、具体的な問題を理解できる
こと。

マクスウェルの方程式の意味を理
解し、具体的な問題を理解できな
い。

評価項目2 電磁波の性質を説明できること。 電磁波の性質を理解できること。 電磁波の性質を理解できない。

評価項目3 アンテナの概要を説明できること
。

アンテナの概要を理解できること
。 アンテナの概要を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
3・4年次の電磁気学I・IIで学んだ静電場(静磁界)や静磁場(静磁界)を基礎として、マクスウェルの方程式(積分形と微分
形)を出発点として、電磁気学を総括する。また、電磁波(平面電磁波)の基本的性質について学び、電磁波の発生源と受
信アンテナの構造と性質を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

板書を中心とする授業で進めるが、適宜、資料配布やパワーポイントを用いた説明を行う。成績の評価は、課題レポー
ト３０％、定期試験７０％で行い、それらの平均点が60点以上の者を合格とする。 受講前には講義ノートの内容を見直
し、講義中に指示した例題・演習問題を必ず解いておくこと。

注意点 この科目は、電磁気学 Iと II の履修を前提としている。電磁気学 II を履修しなかった学生も受講可能ですが、ベクトル
解析を必要とするので、よく数学を復習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 変位電流 変位電流と伝導電流の相違を説明できる

2週 マクスウェル方程式 マクスウェル方程式(微分形と積分形)を表現でき、各法則
を説明できる

3週 波動方程式 マクスウェル方程式(微分形)から、波動方程式を導出でき
る

4週 平面電磁波（１） 平面電磁波を式(ベクトル)で表現できる
5週 平面電磁波（２） 平面電磁波の偏向を説明できる
6週 平面電磁波（３）　　 平面電磁波の性質を説明できる
7週 （中間試験）
8週 電磁波の反射と屈折（１） 電磁波の反射現象を説明できる
9週 電磁波の反射と屈折（２） 電磁波の屈折現象を説明できる
10週 電磁波の放射源（１） 調和振動子からの放射を説明できる
11週 電磁波の放射源（２） 双極子からの輻射を説明できる
12週 アンテナ（１） 電気ダイポールアンテナを説明できる
13週 アンテナ（２） 各種アンテナの性質を説明できる
14週 導波管 中空の金属導管における電磁波の伝播を説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習 本教科で学んだことの総復習を行う。

評価割合
試験 課題レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 コンピュータ工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 堀　桂太郎「図解コンピュータアーキテクチャ入門第２版」（森北出版）
担当者 吉成 偉久
到達目標
1. ノイマン型コンピュータを説明できること。
2. 命令・演算・制御の基本方式を説明できること。
3. メモリの構成や方式を説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ノイマン型コンピュータを説明で
きること。

ノイマン型コンピュータを理解で
きること。

ノイマン型コンピュータを理解で
きない。

評価項目2 命令・演算・制御の基本方式を説
明できること。

命令・演算・制御の基本方式を理
解できること。

命令・演算・制御の基本方式を理
解できない。

評価項目3 メモリの構成や方式を説明できる
こと。

メモリの構成や方式を理解できる
こと。

メモリの構成や方式を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 コンピュータアーキテクチャを理解していくために必要となる，コンピュータの基本構成や基本動作を学習していく。
授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は中間試験と期末試験の平均点で行い，成績が60点以上の者を合格とする。
ただし，教科書中の指定した演習問題を解いた自学ノートの提出を義務づける。未提出の場合は不合格とする。

注意点
コンピュータアーキテクチャの学習であるから、４年次に履修した「コンピュータ工学I」を復習すること。
 予習・復習については、講義で配付した資料を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示し
た次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 コンピュータの発展 コンピュータアーキテクチャやコンピュータの歴史を理解
する。

2週 ノイマン型コンピュータ（１） ノイマン型コンピュータの基本構成を理解する。
3週 ノイマン型コンピュータ（２）  ノイマン型コンピュータの基本動作を理解する。
4週  命令セットアーキテクチャ（１） 命令の形式を理解する。

5週 命令セットアーキテクチャ（２） アドレッシングについて理解する。RISCとCISCについて
理解する。

6週 演算アーキテクチャ（１） 10進数，負数の表現を理解する。
7週 （中間試験）
8週 演算アーキテクチャ（２） 実数の表現を理解する。
9週  演算アーキテクチャ（３）  加減算アルゴリズムを理解する。
10週  演算アーキテクチャ（４）  乗算・除算アルゴリズムを理解する。
11週 制御アーキテクチャ（１） コンピュータの制御方式を理解する。
12週  制御アーキテクチャ（２） マイクロプログラム方式を理解する。
13週 メモリアーキテクチャ（１）  メモリ装置の基礎を理解する。
14週 メモリアーキテクチャ（２） ＩＣメモリの基本を理解する。
15週  （期末試験）
16週  総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 マイクロエレクトロニクス
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 堀　桂太朗「図解PICマイコン実習」（森北出版）および配布プリント
担当者 吉成 偉久
到達目標
1．簡易なマイコンモデルを説明できること。
2．マイコン制御の基礎を説明できること。
3．PICマイコンの構成や命令を説明できること。
4．PICマイコンによるアセンブラ演習を説明できること。
5．パソコンを活用して，作成したプログラムの転送やその動作情報の収集・分析を行い，プログラムを改良できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 簡易なマイコンモデルを説明でき
ること。

簡易なマイコンモデルを理解でき
ること。

簡易なマイコンモデルを理解でき
ない。

評価項目2 マイコン制御の基礎を説明できる
こと。

マイコン制御の基礎を理解できる
こと。

マイコン制御の基礎を理解できな
い。

評価項目3 PICマイコンの構成や命令を説明で
きること。

PICマイコンの構成や命令を理解で
きること。

PICマイコンの構成や命令を理解で
きない。

評価項目4 PICマイコンによるアセンブラ演習
を説明できること。

PICマイコンによるアセンブラ演習
を理解できること。

PICマイコンによるアセンブラ演習
を理解できない。

評価項目5
パソコンを活用して，作成したプ
ログラムの転送やその動作情報の
収集・分析を行い，プログラムを
改良できること。

パソコンを活用して，作成したプ
ログラムの転送やその動作情報の
収集・分析を行い，プログラムを
改良を理解できること。

パソコンを活用して，作成したプ
ログラムの転送やその動作情報の
収集・分析を行い，プログラムを
改良を理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 簡易なマイコンモデルの構成を学習する。さらに，マイクロコンピュータによる制御を理解するために，PICマイコンの

構成や命令を学習する。より理解を深めるため，PICマイコンのアセンブラ言語演習にも挑戦する。

授業の進め方と授業内
容・方法

前期の成績の評価は，中間試験と期末試験の平均点で行う。
後期の成績の評価は，中間試験と期末試験の平均点の成績60％とマイコン演習課題の成績（40点満点）の合計点で行う
。
通年の成績は前期と後期成績の平均点とし，この成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 本科目は、ディジタル回路が基本なので，2年4年の科目を十分に復習しておくこと。後期はソフトウェア演習となるの
で，自分の力だけで問題を解決する方法を身につけてほしい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 モデルマイクロコンピュータ(MMC8)の概要 MMC8の概要を理解する。
2週  MMC8の内部構造 内部構造を理解する。
3週 MMC8の命令動作概要 命令を実行する手順を理解する。

4週 MMC8の動作タイミングと制御手順（１） 命令の読み出しから解読・実行までの制御の流れを理解す
る。

5週 MMC8の動作タイミングと制御手順（２） 命令の流れを実現する制御手順や入出力を理解する。

6週  MMC8機械語演習 MMC8の命令を理解し，フローチャートなどを用いて，プ
ログラムに挑戦する。

7週  （中間試験）
8週 マイコン制御の基礎 マイコン制御を理解する。
9週 PICマイコンの基礎（１） PICマイコンの概要を理解する。
10週 PICマイコンの基礎（２） PICマイコンの構成を理解する。
11週 PICマイコンの基礎（３） PICマイコンの命令実行を理解する。
12週 アセンブラ言語（１） PICマイコンのアセンブラ言語を理解する。
13週 アセンブラ言語（２） PICの命令のフォーマットを理解する。

14週 アセンブラ言語演習 PICのアセンブラ言語を理解し，フローチャートなどを用い
て，プログラムに挑戦する。

15週  （期末試験）
16週  総復習

後期

1週 プログラミング演習の概要 パソコン上で行うPICアセンブラ言語演習方法を理解する。
2週 加算命令のみによる乗算プログラム 加算命令のみで行う乗算を理解する。
3週 繰り返し命令によるプログラム 繰り返し命令を利用した計算を理解する。
4週  繰り返し命令によるプログラム 繰り返し命令を利用した計算を理解する。
5週 データ処理プログラム あるメモリ範囲にあるデータを処理する方法を理解する。
6週 除算プログラム 除算プログラムを理解する。
7週  （中間試験）
8週 効率的な乗算 効率的な乗算プログラムを理解する。
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9週 PICマイコンボードの概要 本ボードの概要を理解し，マイコンと入出力インタフェー
スとの関連を理解する。

10週 LED点灯プログラム(1) LEDの点灯制御プログラムを検討する。
11週  LED点灯プログラム(2) LEDの点灯制御プログラムを完成させる。
12週  センサ入力(1) センサの値を入力とするプログラムを検討する。
13週 センサ入力(2) センサの値を入力とするプログラムを検討する。
14週 センサ入力(3) センサの値を入力とするプログラムを完成させる。
15週  （期末試験）
16週  総復習

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 99



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 計測システム工学
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：浮田　宏生 著「電子光計測」（コロナ社）　参考書：谷田貝 豊彦 著「応用光学―光計測入門」（丸善）
担当者 田辺 隆也
到達目標
（１）光計測技術の概要を説明できる。 （２）電磁波としての光の諸特性を説明できる。 （３）干渉とその計測技術について説明できる。
（４）回折とその計測技術について説明できる。 （５）光センサ技術等を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 光計測技術の概要を説明できる。 光計測技術の概要を理解できる。 光計測技術の概要を理解できない
。

評価項目2 電磁波としての光の諸特性を説明
できる。

電磁波としての光の諸特性を理解
できる。

電磁波としての光の諸特性を理解
できない。

評価項目3 干渉とその計測技術について説明
できる。

干渉とその計測技術について理解
できる。

干渉とその計測技術について理解
できない。

評価項目4 回折とその計測技術について説明
できる。

回折とその計測技術について理解
できる。

回折とその計測技術について理解
できない。

評価項目5 光センサ技術等を説明できる。 光センサ技術等を理解できる。 光センサ技術等を理解できない。
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
光エレクトロニクス技術の進歩は目覚しく、光半導体、光部品、光情報処理システム等の工業分野にとどまらず医療や
農業等の多くの産業の基盤技術として不可欠なものになってきた。本講義は光エレクトロニクスの基盤となる光の諸性
質を理解するとともに、その応用技術として光計測技術の基礎を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績80％およびレポートの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点

光および光計測技術について学習範囲が多岐に及ぶため、講義と日々の復習により着実に基礎知識を習得できるよう心
がけて欲しい。
 予習：教科書の内容に目を通しておく。
 復習：教科書および講義ノートの内容を見直し、理解不十分なところがあれば教員に聞くなどして解決しておく。課題
が出された場合には期限までに完成させる。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 光計測の基礎 光計測方法の種類、測定の精度を理解する
2週 光センサ ホトダイオード、CCDの原理と実例を理解する
3週 光センサ用計測回路 オペアンプを用いた計測回路を理解する
4週 光の電磁理論 光の波長特性および平面波と複素表示を理解する
5週 光の反射と屈折 光の反射および屈折特性を理解する
6週 光の干渉 干渉理論を理解する
7週 （中間試験）
8週 干渉応用計測 長さ測定と縞解析を理解する
9週 光の回折 回折理論とフーリエ光学を理解する
10週 回折応用計測 トラック誤差信号を理解する
11週 光ファイバーの構造 光ファイバーの構造と特徴を理解する
12週 光ファイバーセンサ計測 光ファイバーセンサを利用した計測を理解する
13週 物体環境計測 カメラによる距離センサを理解する
14週 先端光計測 近接場応用計測を理解する
15週 (期末試験）
16週 総復習 これまでの復習とまとめ

評価割合
試験 確認テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 100



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 制御システム工学
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 教科書：杉江俊治・藤田政之共著「フィードバック制御入門」（コロナ社）
担当者 田辺 隆也
到達目標
１．ロバスト制御の概念およびロバスト制御系設計の原理を説明できる。
 ２．Ｈ∞制御理論の概要を説明できる。
 ３．状態方程式にもとづく制御理論に対する入門的理解を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
ロバスト制御の概念およびロバス
ト制御系設計の原理を説明できる
。

ロバスト制御の概念およびロバス
ト制御系設計の原理を理解する。

ロバスト制御の概念およびロバス
ト制御系設計の原理を理解できな
い。

評価項目2 Ｈ∞制御理論の概要を説明できる
。 Ｈ∞制御理論の概要を理解する。 Ｈ∞制御理論の概要を理解できな

い。

評価項目3 状態方程式にもとづく制御理論に
対する入門的理解を説明できる。

状態方程式にもとづく制御理論に
対する入門的理解を確立する。

状態方程式にもとづく制御理論に
対する入門的理解を確立できない
。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
受講者の制御工学に関する知識の体系的拡大を意図して、制御工学の基礎理論をふたつの切り口から眺める。前半では
、伝達関数による線形系の動特性表現を用いて、フィードバック制御に関するいくつかの問題を現代的視点から論じる
。後半では、１階常微分方程式による動特性表現（状態方程式）にもとづく制御系の解析と設計の初歩を論じ、併せて
、それが連続時間線形系を対象としたデジタル制御への有効なアプローチとなり得る様子を観察する。

授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績80％およびレポートの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点 ４年次の選択授業「制御工学」を受講していることが望ましい。予備知識として、線形代数と複素解析に関する一定の
理解を期待する。予習・復習にあたっては、試験の得点にのみこだわるのではなく、学問の面白さに目を向けること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 伝達関数のベクトル軌跡 周波数応答と伝達関数の関係を理解する。伝達関数をベク
トルの周波数変化に対する複素平面上の軌跡を理解する。

2週 各要素のボード線図 各基本要素のボード線図の近似的作図法と，その特性を理
解する。

3週 フィードバック制御系の安定性
内部安定性，特性方程式，特性根を理解する。ボード線図
による安定判別が可能なこと、およびこの場合の条件を理
解する。

4週 ナイキストの安定判別法 閉じる前の周波数特性を見て閉じた後でも安定かを知る方
法を理解する。

5週 制御対象の不確定性とロバスト制御
システムの不確かさの数学的表現を理解する。システムに
不確かさがあるときの応答の変動例とロバスト制御の必要
性を理解する。

6週 ロバスト安定性 ロバスト安定性の意味と数学的解析を理解する。また、規
定されるロバスト性の実現条件について理解する。

7週 （中間試験）

8週 フィードバック制御系の設計法，ＰＩＤ補償 ＰＩＤ制御器の動作と，これによる制御系設計の概要を理
解する。

9週 位相進み遅れ補償
位相進み補償法、位相遅れ補償法による制御系の設計を理
解する。位相進み遅れ補償法による制御系の設計を理解す
る。

10週 安定化制御器のパラメータ表現 ２自由度制御系の種類と必要性を理解する。２自由度制御
系のパラメータ表現による設計を理解する。

11週 Ｈ∞制御による制御系の設計 Ｈ∞制御の概念と基礎的な定理を理解する。ノミナル性能
とロバスト安定性に関するＨ∞制御の設計を理解する。

12週 システムの状態変数表現
状態方程式と出力方程式の定式化を理解する。例として、
ＤＣサーボモーターの状態方程式、および、出力方程式を
理解する。

13週 状態方程式の時間応答 状態方程式の時間応答の解法と求解を理解する。

14週 ディジタル制御 ディジタル制御の定式化、応答シミュレーションのディジ
タル表現を理解する。

15週 （期末試験）

16週 総復習 期末試験結果のフィードバックと制御理論の重要事項の確
認する。

評価割合
試験 発表 レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 101



専門的能力 80 0 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 102



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 パワーエレクトロニクス
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1

教科書/教材
教科書：河村篤男編「パワーエレクトロニクス学入門」（コロナ社）　 参考書：電気学会半導体電力変換システム調査
専門委員会編「パワーエレクトロニクス回路」（オーム社）、電気回路教本 (オーム社)、ＡＣサーボシステムの理論と
設計の実際（総合電子出版社）

担当者 長洲 正浩
到達目標
１．パワー半導体素子の電気的特性を説明できる。
２．電圧変換の原理を説明できる。
３．電圧変換の原理を元に、直流ー直流変換、直流ー交流変換、交流ー直流変換の動作原理を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 パワー半導体素子の電気的特性を
説明できる。

パワー半導体素子の電気的特性を
理解できる。

パワー半導体素子の電気的特性を
理解できない。

評価項目2 電圧変換の原理を説明できる。 電圧変換の原理を理解できる。 電圧変換の原理を理解できない。

評価項目3
電圧変換の原理を元に、直流ー直
流変換、直流ー交流変換、交流ー
直流変換の動作原理を説明できる
。

電圧変換の原理を元に、直流ー直
流変換、直流ー交流変換、交流ー
直流変換の動作原理を理解できる
。

電圧変換の原理を元に、直流ー直
流変換、直流ー交流変換、交流ー
直流変換の動作原理を理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
電力変換器のキーデバイスであるパワー半導体の進歩により、電力変換器は、鉄道用や電力などの産業分野のほか、洗
濯機やエアコンなどの家電、さらに近年では、ハイブリッド自動車等の移動体にも使用されつつある。本講義では、電
力変換器の構成と動作原理、およびそのキーデバイスであるパワー半導体について学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

パワーエレクトロニクスは複数の学問領域に関連する。本講義の受講にあたって、電子回路、電気回路，電気機器を事
前に復習すること。
本講義は、学生自身の調査や独自学習が強く望まれる。事前に、教科書を予習して、疑問点を意識したうえで、受講す
ること。

注意点 本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 パワーエレクトロニクスの概要 パワーエレクトロニクスの役割、基礎知識を学ぶ。

2週 電力増幅と電力変換 電力変換の基本（電圧レギュレーション）を学び、説明で
きるようになる。

3週 半導体スイッチの機能、およびダイオードの動作を学び、
説明できるようになる。

4週 トランジスタ、MOSFET、IGBT、サイリスタの動作を学び
、説明できるようになる。

5週 トランジスタ、MOSFET、IGBT、サイリスタの動作を学び
、説明できるようになる。

6週 電力変換回路(1) /直流ー直流変換 インダクタンスやコンデンサの動作、及び降圧チョッパ動
作を学び、説明できるようになる。

7週 （中間試験）

8週 降圧チョッパ、昇圧チョッパ動作を学び、説明できるよう
になる。

9週 電力変換回路 (2）/直流ー交流変換 単相電圧形インバータ を学び、説明できるようになる。
10週 三相インバータを学び、説明できるようになる。

11週 直交変換回路の出力電圧制御手法を学び、説明できるよう
になる。

12週 電力変換回路(3) /交流ー直流変換 ダイオード整流回路を学び、説明できるようになる。

13週 サイリスタブリッジ整流回路を学び、説明できるようにな
る。

14週 PWM整流回路の構成と動作を学び、説明できるようになる
。

15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの復習とまとめ

評価割合
試験 レポート 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0

5 － 103



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 高電圧工学
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：日高邦彦著「高電圧工学」数理工学社
担当者 柳平 丈志
到達目標
１．気体、液体、固体及び複合誘電体の放電機構を説明できる。
 ２．交流、直流及びインパルス高電圧発生法と高電圧機器の動作原理を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 気体、液体、固体及び複合誘電体
の放電機構を説明できる。

気体、液体、固体及び複合誘電体
の放電機構を理解できる。

気体、液体、固体及び複合誘電体
の放電機構を理解できない。

評価項目2
交流、直流及びインパルス高電圧
発生法と高電圧機器の動作原理を
説明できる。

交流、直流及びインパルス高電圧
発生法と高電圧機器の動作原理を
理解できる。

交流、直流及びインパルス高電圧
発生法と高電圧機器の動作原理を
理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要 高電圧工学は大容量の電力輸送を支えると共に、荷電粒子ビーム応用・環境保全・宇宙開発など、電気エネルギーの新
たな応用を拓く分野として重要性を増している。本講義では基礎となる事項のうち、各種誘電体中での放電現象、高電
圧発生・計測法、高電圧機器や、最近の研究・応用例について学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績評価は、中間試験および期末試験で行い、平均の成績が６０点以上の者を合格とする。
本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
 上記の授業項目について教科書で予習しておくこと。講義中に演示実験を行うので十分な注意力をもって現象を観察し
、板書・教科書と併せて復習すること。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 高電圧の測定 抵抗分圧器、容量分圧器、静電電圧計を説明できる

2週 高電圧の発生 多段式整流回路、静電気発電機、試験用変圧器を説明でき
る

3週 気体の絶縁破壊（１） 気体の物理、衝突断面積、平均自由行程を説明できる
4週 気体の絶縁破壊（２） 励起と電離、金属表面からの電子放出を説明できる
5週 気体の絶縁破壊（３） 荷電粒子の運動、α作用、γ作用を説明できる

6週 気体の絶縁破壊（４） タウンゼント理論、ストリーマ理論、火花条件を説明でき
る

7週 （中間試験）
8週 気体の絶縁破壊（５） 大気圧下での様々な放電の形態を説明できる
9週 気体の絶縁破壊（６） 低圧または真空での放電の形態を説明できる
10週 液体の絶縁破壊 絶縁油の絶縁破壊特性を説明できる
11週 固体の絶縁破壊 固体誘電体の絶縁破壊特性を説明できる
12週 複合誘電体の放電 沿面放電、部分放電、バリア放電を説明できる
13週 高電圧機器 がいし、電力ケーブル、遮断器、避雷器を説明できる
14週 インパルス高電圧 インパルス高電圧の発生・測定、その利用を説明できる
15週 （期末試験）

16週 総復習 最新の研究・応用について紹介しながら主要点を復習する
。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 104



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気応用工学
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：「電気エネルギー応用工学」 森本 雅之 著 （森北出版）　その他，資料を配付する
担当者 長洲 正浩
到達目標

１．各種電気応用技術に関する基礎知識を習得し，電気エネルギーの利用についての代表的な応用技術の原理などを説明できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 電気エネルギーの発生、制御、利
用について応用例を説明できる。

電気エネルギーの発生、制御、利
用について応用例を理解できる。

電気エネルギーの発生、制御、利
用について応用例を理解できない
。

評価項目2 電気化学、電気加熱、照明につい
て応用例を説明できる。

電気化学、電気加熱、照明につい
て応用例を理解できる。

電気化学、電気加熱、照明につい
て応用例を理解できない。

評価項目3 エネルギー機器について応用例を
説明できる。

エネルギー機器について応用例を
理解できる。

エネルギー機器について応用例を
理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電気応用システムについて電動力応用，電気化学，電気加熱，照明，冷凍，分散型電源など幅広い範囲について学ぶ。

電動力応用に関しては，例として特に電気鉄道についても追加して学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は，定期試験の成績80％およびレポートの成績20％で行い，合計の成績が60点以上の者を合格とする。
広範囲に利用されている各種電気応用技術を学ぶことは，将来の研究開発・設計生産業務などに携る際に必ず役立つ。
なお，卒業後の電気主任技術者免状交付申請を行うために開設されている科目でもある。
この講義は，広い範囲にまたがるので学生自身の学習が強く望まれる。講義の中で出てきた技術内容について，復習を
するとともに，分からないことを確認して理解して欲しい。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 1. 電気エネルギー 電気エネルギーの発生，制御，利用について説明できる。

2週 2. 電動力応用
・ 電動力の利用 電動機の始動，加速，制動などについて説明できる。

3週 ・ 電動機駆動システム 電動機によって駆動されるシステム，及びその制御方法に
ついて説明できる。

4週 3. 電気化学，電池 電気化学の基本を理解し，各種電池について説明できる。

5週 4. 電気加熱
・ 各種加熱方式 各種電気加熱方法を説明できる。

6週 ・ レーザー，電気溶接
5. 照明

レーザー，電気溶接について説明できる。
蛍光灯，LEDなどの光源，及び照明設計について説明でき
る。

7週 （中間試験）

8週 6. 電気鉄道
・ 変電システム 電気鉄道の電力供給設備について説明できる。

9週 ・ 駆動システム 電気鉄道の駆動システムを説明できる。
10週 7. 冷凍，空調 冷凍サイクルの原理を基に冷却について説明できる。

11週 8. 静電エネルギー利用 静電エネルギー・放電エネルギーの利用について説明でき
る。

12週 9. エネルギー機械 エネルギーを利用するための機器について説明できる。
13週 10. 分散型電源 各種分散型電源について原理，特性などを説明できる。
14週 11. 総まとめ，加速器の利用 復習を行うとともに，加速器について説明できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの復習とまとめ

評価割合
試験 確認テスト レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 20 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 20 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 105



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 自動設計製図
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義・演習 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 2
教科書/教材 教科書：緒方　興助，ほか８名「電気製図」（実教出版）
担当者 皆藤 新一
到達目標
製図の基礎を身に付けたうえで、CADソフト等を用いて機械要素や配線図などを作図できるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
製図の基礎を身に付けたうえで、
CADソフト等を用いて機械要素や
配線図などを作図を説明できる。

製図の基礎を身に付けたうえで、
CADソフト等を用いて機械要素や
配線図などを作図を理解できる。

製図の基礎を身に付けたうえで、
CADソフト等を用いて機械要素や
配線図などを作図を理解できない
。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 まず電気製図の基礎を学び、CADソフト等を用いて機械要素や配線図などを描くことを通してCAD技術の基本を修得す

る。
授業の進め方と授業内
容・方法 前期中間試験までは講義形式、それ以降はCADソフトを用いた作図演習とする。

注意点 本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設されている科目である。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 1.製図とは何か
2.図の表し方

JIS規格に基づいた製図とは何かを理解する。
図面の種類と投影法を理解する。

2週 3.投影法
投影法の分類、正投影法（第三角法、第一角法）とは何か
を理解する。
軸測投影法、斜投影法、透視投影法とは何かを理解する

3週 4.図形の表し方 線の用法、製作図の各種手法を理解する。

4週 5.尺度と寸法 製図における尺度の概念、各種寸法の記入方法を理解する
。

5週 6.寸法公差とはめあい 寸法公差の概念と「はめあい」の記入方法を理解する。

6週 7.表面性状と幾何公差
8.実際の図面と表題欄・部品欄

表面性状と幾何公差の概念と記入方法を理解する。
表題欄と部品欄、材料記号の記入方法を理解する。

7週 前期中間試験
8週 9.CADとは CADによる製図の特徴を理解する。

9週 10.ワープロソフトによる作図演習 ワープロソフトの図形機能を用いて作図できるようにする
。

10週 ワープロソフトによる等角図の製図演習（作品１提出）
11週 11.CADソフトの操作演習 CADソフトの演習メニューにより基本操作を演習する。
12週 CADソフトの演習メニューにより基本操作を演習する。

13週 12.CADによる等角図の作図 CADソフトによる等角図の製図演習を通してCADの基本を
理解する。

14週 CADソフトによる等角図の製図演習
15週 期末試験 期末試験は行わない
16週 CADソフトによる等角図の製図演習（作品２提出）

後期

1週 13.CADによる機械要素の作図 CADソフトによる機械要素の作図演習
2週 CADソフトによる機械要素の作図演習
3週 CADソフトによる機械要素の作図演習
4週 CADソフトによる機械要素の作図演習
5週 CADソフトによる機械要素の作図演習
6週 CADソフトによる機械要素の作図演習（作品提出）
7週 後期中間試験

8週 14.配線図と接続図 屋内配線や電力設備の配線を示すのに用いられている配線
図と接続図を理解する。

9週 屋内配線図の作図演習
10週 屋内配線図の作図演習
11週 屋内配線図の作図演習
12週 屋内配線図の作図演習（作品提出）
13週 接続図の作図演習
14週 接続図の作図演習（作品提出）
15週 後期期末試験

5 － 106



16週 これまでのまとめと総復習
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ
オ その他 作品評価 合計

総合評価割合 60 0 0 0 0 0 40 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 0 0 0 0 0 40 100
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

5 － 107



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気法規
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:1
教科書/教材 教科書：「電気法規と電気施設管理」（東京電機大学出版局）
担当者 非常勤
到達目標
１．電気関係法規の必要性が説明できること。
 ２．電気事業法と電気工作物の種類について説明できること。
 ３．技術基準の構成と概要について説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 電気関係法規の必要性が説明でき
ること。

電気関係法規の必要性が理解でき
ること。

電気関係法規の必要性が理解でき
ない。

評価項目2 電気事業法と電気工作物の種類に
ついて説明できること。

電気事業法と電気工作物の種類に
ついて理解できること。

電気事業法と電気工作物の種類に
ついて理解できない。

評価項目3 技術基準の構成と概要について説
明できること。

技術基準の構成と概要について理
解できること。

技術基準の構成と概要について理
解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要 電気主任技術者として習得しなければならない電気関係法規について、安全面および技術面から、その必要性を理解す
る。特に電気設備技術基準については、電気工作物の技術レベルについて具体例を交えながら理解を深める。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、中間試験および期末試験の成績で行い、平均の成績が６０点以上の者を合格とする。
技術基準については電気実験、電気施設管理については交流理論で学んだ内容と重複する内容があることから、それら
の教科について十分復習しておくこと。なお、本教科は、卒業後、電気主任技術者の免状交付申請を行うために開設さ
れている科目である。
 身近な電気工作物がどのように設置され、どのような規制を受けているかを学ぶ。学んだことを机上だけでなく実物を
見て復習するとより身に付く。

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 電気事業と電気法規の変遷 電気関係法規の体系と法律の必要性および電気事業の種類
を説明できる

2週 電気事業法と関係法規 電気事業法の目的と事業規制および電源三法等関係法規の
必要性を説明できる

3週 電気工作物の種類と保安体制 電気工作物の範囲と種類および電気保安体制を説明できる

4週 事業用電気工作物の保安 自主保安体制および国の直接関与による電気保安確保の仕
組みを説明できる

5週 電気主任技術者 電気主任技術者の資格と義務を説明できる

6週 一般用電気工作物の保安 電気事業法、電気工事士法、電気用品安全法、電気工事業
法による電気保安確保の仕組みを説明できる

7週 （中間試験）
8週 電気工作物の技術基準 技術基準の種類と規制の内容を説明できる
9週 電気設備技術基準の基本事項 電路の絶縁や接地に関する規定等の基本事項を説明できる

10週 発電所、変電所等の電気工作物 発電所や変電所の施設および公害防止に関する規制の内容
を説明できる

11週 電線路および電力保安通信設備 電線路の施設に関する規制の内容および電力保安通信設備
の必要性を説明できる

12週 国際規格と標準規格 国際規格と技術基準の関係および標準化の必要性を説明で
きる

13週 その他の関係法規 電気通信関係法規および原子力関係法規の必要性を説明で
きる

14週 電気施設管理 電気施設の拡充、運転、保守管理を説明できる
15週 （期末試験）
16週 総復習 これまでの復習とまとめ

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 108



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電気技術英語
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：青柳忠克「やさしい電気・電子英語」(オーム社)、プリント
担当者 三宅 晶子
到達目標
１．電気・電子工学に関する基本的な語彙を習得する。
２．専門書を読むために必要な読解力を身につける。
３．英語により自身の研究内容の概要を発表できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1　基本用語
電気・電子工学に関する基本的用
語の英語訳を英語での発表に活用
できる。

電気・電子工学に関する基本的用
語の英語訳を覚えている。

電気・電子工学に関する基本的用
語の英語訳を覚えていない。

評価項目2　読解力 自身の専門分野に関する英語論文
の全体を読むことができる。

自身の専門分野に関する英語論文
のAbstractを読むことができる。

自身の専門分野に関する英語論文
のAbstractを読めない。

評価項目3　発表 英語を用いて自身の研究内容に関
する議論が行える。

英語を用いて自身の研究内容の概
要を発表できる。

英語を用いて自身の研究内容の概
要を発表できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等
概要 これまで日本語で学んできた電気・電子工学の原理・技術に関する英語表現を学ぶ。

また、英語による研究論文の構成や発表方法について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

予習を前提にした授業を行う。前半は、輪番制で、各人がテキストや英語論文を事前に学習し、それを授業で発表する
方式とする。後半は、各人の研究内容を紹介するスライドを作成し、それを英語で発表する方式とする。

注意点 授業内容について見直し、理解不十分なところがあれば教員に聞くなどして解決しておくこと。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 ガイダンス 授業の進め方について理解する
2週 電気電子工学系基本用語の英語表現（１） 静電気、電流に関する英語表現を習得する
3週 電気電子工学系基本用語の英語表現（２） 電気回路、電気エネルギーに関する英語表現を習得する
4週 電気電子工学系基本用語の英語表現（３） 半導体、トランジスタに関する英語表現を習得する
5週 英語論文輪読（１） 英語論文の構成を理解する
6週 英語論文輪読（２） 各自の研究に関連する英語論文の概要を読解する
7週 英語論文輪読（３） 各自の研究に関連する英語論文の概要を読解する
8週 英語による発表（１） 国際会議などでの研究発表のスタイルを理解する
9週 英語による発表（２） 英語による研究スライドの作成方法を理解する
10週 英語による発表（３） 研究発表に用いられる英語表現を習得する
11週 英語による発表（４） 図、表の説明に用いられる英語表現を習得する
12週 プレゼンテーション実習（１） 各自の研究内容について英語で発表できる
13週 プレゼンテーション実習（２） 各自の研究内容について英語で発表できる
14週 プレゼンテーション実習（３） 各自の研究内容について英語で発表できる
15週 （期末試験）
16週 総復習 主要点を総合的に理解する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 50 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 109



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 生命環境工学
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電気電子システム工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 適宜プリントを配布する。
担当者 丸山 智章
到達目標
１．地球環境問題とその改善に向けた取り組みについて理解する。
２．電磁両立性（EMC）の基礎知識とその必要性を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
地球環境問題とその改善に向けた
取り組みについて，技術的な具体
例をあげ，その課題もあわせて説
明できる。

地球環境問題とその改善に向けた
取り組みについて説明できる。

地球環境問題とその改善に向けた
取り組みについて説明できない。

評価項目２
電磁両立性（EMC）の概要および
その必要性を，具体的事例をあげ
て説明できる。

電磁両立性（EMC）の概要を説明
できる。

電磁両立性（EMC）の概要を説明
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 電気技術のみならずすべての技術は、われわれ人間を含む環境とともに成り立っている。本講義では、電気技術と関わ

りの深い、電磁環境および地球環境について説明する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は，配付資料を基にスライドを用いて進める。テーマごとにレポート課題を課し，評価に用いる。

注意点 上述の授業項目を参考に、webを活用するなどして予習しておくこと。また、講義ノートの内容を見直し、理解不十分
なところがあれば教員に聞くなどして解決しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 天然資源とエネルギー 我々が利用できる資源とエネルギーについて理解する。　
2週 地球環境問題の現状 地球環境問題の現状およびその影響について理解する。　
3週 地球環境問題の歴史 地球環境問題の推移について理解する。　
4週 地球環境対策技術（１） 産業界における地球環境の改善技術について理解する。　

5週 地球環境対策技術（２） バイオマスエネルギー変換技術、スマートグリッドなどに
ついて理解する。

6週 地球環境問題と技術者 地球環境問題に対する技術者の役割について理解する。　
7週 （中間試験） 　 第7週（中間試験） 　
8週 電磁環境とEMC 電磁環境とEMC EMCの必要性について理解する。　
9週 電磁環境の成因とその効果（１） 自然的成因による電磁環境について理解する。　
10週 電磁環境の成因とその効果（２） 人為的成因による電磁環境について理解する。　
11週 電磁エネルギーの伝搬と拡散 電磁エネルギーの伝搬・拡散の経路について理解する。　
12週 電磁環境対策技術（１） 不要電磁エネルギーの軽減策について理解する。　
13週 電磁環境対策技術（２） 伝搬・拡散経路の遮断方策について理解する。　
14週 電磁環境の計測と評価 EMC測定システムについて理解する。　
15週 （期末試験） 　 （期末試験） 　
16週 総復習 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子情報工学実験
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 4
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 4
教科書/教材 電子情報工学実験テキスト（配布プリント）
担当者 村田 和英,蓬莱 尚幸,市毛 勝正,山口 一弘,弘畑 和秀,滝沢 陽三,弥生 宗男,小飼 敬,澤畠 淳二
到達目標
1.実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
2.実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解・説明できる。
3.実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
4.コンピュータを用い情報を収集し、データを分析することができる。
5.自らの考えを論理的に記述し、定められた期限内に報告書を提出することができる。
6.討議やコミュニケーションを行うことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解し、習得することができる
。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
することができる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
することができない。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解し、説明するこ
とができる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解することができ
る。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解することができ
ない。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得できる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察すること
ができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察すること
ができない。

コンピュータを用い情報を収集し
、データを分析することができる
。

コンピュータを用いデータを分析
することができる。

コンピュータを用いデータを分析
することができない。

自らの考えを論理的に記述し、定
められた期限内に報告書を提出す
ることができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができる。

定められた期限内に報告書を提出
することができない。

十分な討議やコミュニケーション
を行うことができる。

簡単な討議やコミュニケーション
を行うことができる。

十分な討議やコミュニケーション
を行うことができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
電気・電子工学、情報工学に関する原理、法則を単なる観念的理解にとどめず、実験によって体得する。実験の実施方
法、報告書の作成等、基礎的事項の習得に重点を置き、将来の技術者としての基礎学力と問題解決能力を養うことを目
的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

実験テーマ(1)～(10)について、各テーマ2週、通年で実験を行う。ガイダンスは前期初めに、検討・まとめは実験テキ
ストの日程表にしたがって行う。
関数電卓、方眼紙、記録ノート等を用意すること。実験は各テーマ４～５人程度のグループで行う。
事前に各実験テーマの内容を調べて実験に臨み、測定・記録等の役割を固定せずに各人が積極的に様々な経験を積むこ
と。

注意点 提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内にレポートが
提出されなかった場合はレポートの評価を減点する。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス(1週) 各実験テーマについて、実験目的や実験の基礎的な理論、
実験の注意点を理解する。

2週 (1) 電磁波基礎実験（2週） 電磁波の伝播を理解する上で基礎となる反射、屈折、偏向
、干渉などの事項について実験を行い、その概要を学ぶ。

3週 (2) 合金法によるpn接合の作製と評価（2週）
pn接合の作製と評価を行う。また、ダイオードのスイッチ
ング特性などを評価する。これらの実験をとおして、作製
プロセスや整流特性などを理解する。

4週 (3) 変調・復調（2週）
ラジオあるいはテレビなど、いわゆる無線放送の送・受信
システムに使われている変調・復調の原理について理解す
る。

5週 (4) ディジタル信号処理（2週）
アクティブ・フィルタの原理・特性及びディジタル信号処
理を、実験を通して理解する。また、ネットワークアナラ
イザの使い方を学ぶ。

6週 (5) 無安定・単安定回路の作製と評価（2週） トランジスタによるスイッチング回路の動作特性について
理解する。

7週 (6) AES暗号（2週） AES暗号の暗号化プログラムを作成する。さらに、事前評
価とルックアップテーブルを用いた高速化を行う。

8週 (7) データベース操作の基礎（2週）
データベース操作言語SQLの基礎を学ぶ。リレーショナル
データベースの概念を踏まえ、表の作成・変更などのデー
タ定義、値の参照・加工などのデータ操作について、実際
のシステムおよび事例を用いて実験する。

9週 (8)アセンブリ言語によるプログラミング演習（2週） スタック処理、番地修飾、繰り返し制御など機械語の基本
的プログラミング技法を理解する。

10週 (9) 数値積分（2週） シンプソン則について理解する。
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11週 (10) Installation and Setup for Internet Servers（2週
）

Understand system of the programs to serve basic
functions for the Internet and learn how to construct
servers using a local area network with actual
machines.

12週 検討・まとめ(9週) 上記の各実験において、実験結果や疑問点について議論し
、実験内容の理解を深める。

13週
14週
15週
16週

後期

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週
9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取り組み状況 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 50 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 9
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 前期:6 後期:12
教科書/教材 各研究テーマに応じた論文および文献など。
担当者 中屋敷 進,村田 和英,蓬莱 尚幸,市毛 勝正,山口 一弘,弘畑 和秀,滝沢 陽三,小飼 敬,弥生 宗男,松崎 周一,澤畠 淳二
到達目標
1.専門基礎知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的、継続的に問題解決に取り組むことができる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

1.専門基礎知識を活用し、新たな
課題に取り組むことができる。

専門基礎知識を活用し、積極的に
新たな課題に取り組むことができ
る。

専門基礎知識を活用し、新たな課
題に取り組むことができる。

専門基礎知識を活用できず、新た
な課題に取り組むことができない
。

2.与えられた制約の下で、自主的
、継続的に問題解決に取り組むこ
とができる。

与えられた制約の下で、自主的、
継続的に問題解決に取り組むこと
が十分にできる。

与えられた制約の下で、自主的、
継続的に問題解決に取り組むこと
ができる。

与えられた制約の下で、問題解決
に取り組むことができない。

3.研究結果を論理的に考え、論文
にまとめることができる。

研究成果を論理的に考え、論文に
まとめることが十分にできる。

研究成果を論理的に考え、論文に
まとめることができる。

研究成果を論理的に考え、論文に
まとめることができない。

4.研究について他者とコミュニケ
－ションやディスカッションがで
きる。

研究について、他者とコミュニケ
ーションやディスカッションが十
分にできる。

研究について、他者とコミュニケ
ーションやディスカッションがで
きる。

研究について、他者とコミュニケ
ーションやディスカッションがで
きない。

5.論理的に一貫性のあるプレゼン
テ－ションができる。

論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションが十分にできる。

論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションができる。

論理的にプレゼンテーションがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(リ)
教育方法等
概要 これまでに習得した専門知識を基礎として、より高度な研究課題に対し自立的に調査・計画・研究を1年間通して実施す

る。研究成果は卒業論文としてまとめる。
授業の進め方と授業内
容・方法
注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ネットワークのトポロジーと信頼性に関する研究：中屋敷

2週 通信ネットワーク・システムでの媒体共有通信プロトコル
の研究：中屋敷

3週 システムのライフサイクルモデル可視化の研究：中屋敷

4週 サービス提供におけるSLMモデル及び管理方法に関する研
究：中屋敷

5週 MPIの応用分野に関する研究：村田
6週 アプリケーションソフトの開発：村田

7週 ケモバイオインフォマティクスの研究（質量分析、NMR、
等）：蓬莱

8週 情報検索の研究（文書分類、テキストマイニング、等
）：蓬莱

9週 情報工学一般の研究（ソフトウェア工学、アプリケーショ
ンソフトウェア、等）：蓬莱

10週 信号処理に関する研究：市毛
11週 マルチフェロイクスに関する研究：山口
12週 磁性半導体に関する研究：山口
13週 グラフ理論（理論、アルゴリズム）：弘畑

14週 最短経路問題、巡回セールスマン問題、最適化問題に関す
る研究：弘畑

15週 ソフトウェア開発：弘畑

16週 ソフトウェア開発方法論および関連技術に関する研究：滝
沢

後期

1週 UMLなどを使ったモデリングの支援に関する研究：小飼

2週 ソフトウェア開発入門者向けのスクリプト記述支援に関す
る研究：小飼

3週 ミュウロボなどを対象としたプログラム組み立て支援に関
する研究：小飼

4週 ソフトウェア工学分野に関する研究（形式手法など）：小
飼

5週 フォトニック結晶応用デバイスに関する研究：弥生
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6週 人工生命システムTierraにおける自己複製型プログラムの
開発：松崎

7週 Javaを用いたデジタル生物の日捕食系シミュレータの開発
：松崎

8週 半導体薄膜の作成、発光特性などの評価に関する研究：澤
畠

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
研究遂行状況 論文 発表 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 40 30 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 30 40 30 0 0 0 100
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：高遠 節夫 他著 「新訂 応用数学」(大日本図書) 岡本 和夫 著「新版　確率統計」（実教出版） 参考書
：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」（電気書院）

担当者 越野 克久
到達目標
１.複素数の性質、複素関数の正則性とコーシー・リーマン関係式との関係を理解する。
２.コーシーの積分定理を理解し、複素積分の計算に習熟する。
３.確率の基本概念を理解する。
４.平均・分散・標準偏差の概念を理解する。
５.検定、推定の概念を理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 複素関数の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目2 確率統計の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

確率統計の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 将来技術者を目指す学生に必要な複素解析の初歩を、それまで学んだ微分積分の復習・発展の観点から学ぶ。

自然科学や工学における数理科学的分析手法の１つである確率・統計の初歩を学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点
本科１年生から３年生までに学習した内容を既知とする。特に、微分・積分や順列組み合わせの計算方法についてはし
っかりと復習しておいて下さい。講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で
示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 複素数と複素平面 複素数の四則演算、複素平面と極形式、ド・モアブルの定
理が理解できる。

2週 複素関数 複素変数の指数関数、三角関数、１次分数変換が理解でき
る。

3週 正則関数（１） 正則関数、正則関数の微分公式、コーシー・リーマンの関
係式が理解できる。

4週 正則関数（２） 等角写像、逆関数、べき関数、対数関数が理解できる。
5週 複素積分（１） 複素積分の定義と性質理解できる。
6週 複素積分（２） 複素積分の計算ができる。
7週 （中間試験）
8週 コーシーの積分定理 コーシーの積分定理が理解できる。
9週 コーシーの積分表示 コーシーの積分表示の積分計算への応用ができる。
10週 数列と級数 べき級数、収束半径が理解できる。
11週 関数の展開 孤立特異点が理解でき、テイラー展開ができる。
12週 ローラン展開 ローラン展開ができる。
13週 孤立特異点と留数 極、真性特異点、留数が理解でき、留数の計算ができる。
14週 留数の計算、留数定理 留数の計算、留数定理の定積分への応用ができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 事象と確率、確率の基本性質 試行と事象、事象の確率、和事象と積事象、排反事象、確
率の加法定理ができる。

2週 独立試行とその確率 和事象の確率、余事象の確率、独立な試行が理解できる。

3週 反復試行とその確率、条件付き確率 反復試行の確率、乗法定理、事象の独立と従属が理解でき
る。

4週 いろいろな確率の計算、データの整理 ベイズの定理、事後確率、事前確率、度数分布、ヒストグ
ラムが理解できる。

5週 代表値、分散と標準偏差 相対度数、累積度数、平均値、中央値、最頻値、偏差と分
散、標準偏差、仮平均が理解できる。

6週 相関係数 散布図、共分散、相関係数、回帰曲線が理解できる。
7週 （中間試験）
8週 確率変数と確率分布（１） 確率分布、確率変数の平均・標準偏差が理解できる。

9週 確率変数と確率分布（２） 確率変数の１次式の平均・分散・標準偏差、独立な確率変
数が理解できる。

10週 二項分布、正規分布 二項分布の平均・分散・標準偏差、連続分布、ヒストグラ
ムが理解できる。

5 － 115



11週 正規分布 確率密度関数、正規分布曲線、確率変数の標準化、二項分
布と正規分布の関係が理解できる。

12週 母集団と標本 標本調査、無作為抽出、母集団分布、標本平均の平均と標
準偏差、標本平均の分布が理解できる。

13週 統計的推測 母平均の推定、信頼区間、母比率の推定が理解できる。

14週 仮説の検定 母平均の検定、有意水準（危険率）、棄却域、母比率の検
定が理解できる。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

5 － 116



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電磁気学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書 : 長岡洋介・丹慶勝市著「例解　電磁気学演習」(岩波書店) 　および　プリント
担当者 弥生 宗男
到達目標
1.マクスウェルの方程式の意味を理解し、具体的な問題に適用できること。
2.電磁波の性質を理解し説明できること。
3.アンテナと電波伝搬の概要を理解し説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

1 マクスウェルの方程式
マクスウェルの方程式の意味を理
解し、具体的な問題に適用できる
。

マクスウェルの方程式の意味を理
解できる。

マクスウェルの方程式の意味を理
解できない。

2 電磁波 電磁波の性質を理解し説明できる
。 電子波の性質を理解する。 電磁波の性質を理解できない。

3 アンテナおよび電波伝搬 アンテナと電波伝搬の概要につい
て理解し説明できること。

アンテナと電波伝搬の概要につい
て理解する。

アンテナと電波伝搬の概要につい
て理解でいない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
3・4年次の電磁気学 I、IIで学んだ静電場や静磁場の知識を基礎にし、マクスウェルの方程式を通して、電磁気学全体の
基礎固めをする。また、電磁波の基本的性質について学び、加えてアンテナなどの空中線の理論や構造機能などを学ぶ
。

授業の進め方と授業内
容・方法

注意点

この科目は電磁気学 I 及び II の履修を前提としている。電磁気学 II を履修しなかった学生も受講可能であるが、限ら
れた授業時間数であるので、自学自習でその部分を十分に補う必要があるので、心して授業に臨むこと。電磁気学の取
り敢えずの集大成であるので、電磁気学 I・II で学んだ内容を常に思い起こすようにしながら復習を心掛けること。
毎回の講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。また講義で示した次回予定の部
分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．マクスウェルの方程式
　・電場に関するガウスの法則 電気力線の定義やガウスの法則の意味が理解できる

2週 　・磁場に関するガウスの法則 磁場に関するガウスの法則の意味を理解できる
3週 　・電磁誘導の法則 電磁誘導の法則の意味を理解できる
4週 　・アンペア・マクスウェルの法則 変位電流の導入の必要性が理解できる

5週 ２．物質中の電場と磁場
　・誘電体 誘電分極、真電荷と分極電荷、比誘電率が理解できる

6週 　・誘電体中の電場の計算 誘電体を含む場合の電場が計算できる
7週 （中間試験）

8週 　・磁性体 常磁性体、反磁性体、強磁性体、磁化、磁化率、透磁率が
理解できる

9週  　・磁性体中の磁場の計算 磁性体を含む場合の磁場が計算できる

10週 ３．電磁波
　・電磁波発生の概要とダイポールアンテナ

電磁波がダイポールアンテナからどのように発生するかの
概要が理解できる

11週 　・平面波とポインチングベクトル
　・波動方程式と波動関数

平面波、ポインチングベクトルについて理解する
電場の波、磁場の波は波動方程式をみたすことを理解する

12週 　・周波数と波長、電磁波の分類
　・物質中の電磁波の伝搬 物質中の平面波の特徴を理解する

13週 　・電磁波の反射と屈折
　・偏波

電磁波の反射と透過が理解できる
偏波について理解できる

14週 　・各種アンテナの構造と特性 いろいろなアンテナの指向性や放射電力、放射抵抗などが
理解できる

15週 （期末試験）
16週 総復習 本教科で学んだことの総復習を行う

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子回路Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布
担当者 村田 和英
到達目標
１．増幅回路を定量的に解析できる。
２．増幅回路の周波数特性を理解する。
３．発振回路を定量的に解析できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 増幅回路を定量的に解析できる。 増幅回路の定量的な解析について
の内容が理解できる。

増幅回路の定量的な解析について
の内容が理解できない。

評価項目2 増幅回路の周波数特性を理解し計
算できる。

増幅回路の周波数特性についての
内容が理解できる。

増幅回路の周波数特性についての
内容が理解できない。

評価項目3 発振回路を定量的に解析できる。 発振回路の定量的な解析について
の内容が理解できる。

発振回路の定量的な解析について
の内容が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 ４年次の電子回路Ⅰで履修したバイアス回路、トランジスタ等価回路を用い、電子回路の代表的な回路である増幅回路

、および発振回路を定量的に解析する。

授業の進め方と授業内
容・方法

４年で学ぶ「電子回路I」の知識を習得していることを前提として授業を進める。また授業は通常の講義形式で行う。ノ
ートを取る時間を確保し、ノートを後に見返したときに理解の助けとなるような板書をする。前期末において課題レポ
ートを提出する。

注意点

１．本科目は、４年次の電子回路Ⅰで履修したバイアス回路の原理、およびトランジスタ小信号等価回路を習得してい
ることが前提であるので、これらを十分復習しておくこと。
２．講義ノートの内容を見直し、講義に関係する演習問題を解いておくこと。
３．講義で省略された式の導出等を各自行うこと。
４．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 RC結合形増幅回路(1) RC結合形増幅回路の中域特性、低域特性を理解する。
2週 RC結合形増幅回路(2) RC結合形増幅回路の高域特性を理解する。

3週 変成器結合形増幅回路 変成器の等価回路を理解し、変成器結合形増幅回路の周波
数特性を理解する。

4週 同調増幅回路 RC結合形単一同調増幅回路の周波数特性を理解する。

5週 帰還増幅回路 帰還の原理と帰還による利得の安定化、周波数特性の改善
、入出力インピーダンスの調整について理解する。

6週 負帰還増幅回路 負帰還増幅回路の動作量の算出方法を理解する。
7週 中間試験
8週 複合接続回路 ダーリントン接続について理解する。

9週 演算増幅器 演算増幅器の原理と演算増幅器による演算操作を理解する
。

10週 広帯域増幅回路 高域補償増幅回路、低域補償増幅回路を理解する。
11週 発振回路と発振条件 発振の原理、および発振条件の求め方を理解する。
12週 RC発振回路(1) 移相形発振回路の発振条件の求め方を理解する。
13週 RC発振回路(2) ターマン発振回路の発振条件の求め方を理解する。

14週 LC発振回路
LC発振回路の発振条件の求め方を理解する。ハートレー発
振回路、およびコルピッツ発振回路の発振条件の求め方を
理解する。

15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 固体デバイス
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 プリントを配付する
担当者 山口 一弘
到達目標
１．固体物性の基礎的事項を説明できること。
２．半導体を中心とした固体デバイスの動作を説明できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

固体物性の基礎的事項 固体物性の基礎的事項を解析的に
説明できる。

固体物性の基礎的事項を説明でき
る。

固体物性の基礎的事項を説明でき
ない。

固体デバイス 固体デバイスの動作を解析的に説
明できる。

固体デバイスの動作を説明できる
。

固体デバイスの動作を説明できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 固体物性の基礎的事項として、格子振動やエネルギーバンドの形成等を説明した上で、半導体を中心とした固体デバイ

スの動作などを説明する。
授業の進め方と授業内
容・方法 電子プレゼンテーションを中心とした講義を行う。講義資料は指定のサイトからダウンロードできます。

注意点 この講義の内容を修得するためには、「電子材料」の内容を修得し、微分方程式や固有値等を解くための数学的知識を
必要とします。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 結晶構造とX線回折 ブラックの回折条件等を説明できる。
2週 格子振動 分散関係を導出できる。

3週 量子力学の基礎 シュレディンガー方程式を井戸型ポテンシャルの問題に適
用できる。

4週 自由電子 状態密度を説明し、自由電子の状態密度を導出できる。
5週 周期ポテンシャル中の電子 周期ポテンシャル中の電子の状態を説明できる。
6週 エネルギーバンド 有効質量、バンド構造を説明できる。
7週 (中間試験）
8週 pn接合（１） 拡散電位を導出できる。
9週 pn接合（２） 順方向電流を導出できる。
10週 MOS構造 MOS構造を説明できる。
11週 半導体デバイス（１） トランジスタ等の動作を説明できる。
12週 半導体デバイス（２） メモリ等の動作を説明できる。
13週 半導体デバイス（３） 光デバイス等を説明できる。
14週 電子デバイス 磁性体や誘電体を用いたデバイスの動作を説明できる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 レポート等 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 30 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 電子制御システム
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 田中正吾、山口静馬、和田憲造、清水光「制御工学の基礎」（森北出版）
担当者 市毛 勝正
到達目標
１．伝達関数による線形システムの記述と解析ができる。
２．伝達関数に基づいた制御システムの設計方法が理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
伝達関数による線形システムの記
述と解析ができる。

伝達関数による線形システムが理
解できる。

伝達関数による線形システム理解
できない。

伝達関数に基づいた制御システム
の設計方法を理解できる。

伝達関数に基づいた制御システム
の設計が理解できる。

伝達関数に基づいた制御システム
の設計が理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 サーボ、自動制御技術の習得を目的として、古典制御理論による制御システムの表現方法や設計方法について学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は通常の講義形式で行う。中間・期末のそれぞれにおいて課題レポートを提出する。

注意点
１．講義ノートの内容を見直し、講義に関係する章末の演習問題を解いておくこと。
２．講義で省略された式の算出等は各自行うこと。
３．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 制御系の目的、種類 制御の目的と種類や利用分野について理解する。

2週 ラプラス変換の定義 ラプラス変換の定義および時間関数と複素関数の関連を理
解する。

3週 基本関数のラプラス変換 指数関数、三角関数などの基本関数のラプラス変換につい
て理解する。

4週 ラプラス変換の基本的性質 ラプラス変換の線形性について理解する。
5週 微分・積分のラプラス変換 微分・積分のラプラス変換について理解する。

6週 初期値定理・最終値定理 ラプラス変換による時間関数の初期値・最終値定理につい
て理解する。

7週 中間試験

8週 ラプラス逆変換 ラプラス逆変換による時間関数の導出方法について理解す
る。

9週 ラプラス逆変換と展開定理 展開定理を用いたラプラス逆変換について理解する。
10週 伝達関数 伝達関数の定義と考え方を理解する。

11週 基本要素の伝達関数 線形システムを構成する基本要素の伝達関数について理解
する。

12週 伝達関数によるシステムの表現 電気システムの伝達関数を理解する。

13週 ブロック線図によるシステムの表現 ブロック線図によるシステムの表現方法について理解する
。

14週 ブロック線図の等価変換 ブロック線図の等価変換について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 過渡応答 過渡応答の考え方について理解する。

2週 インパルス応答 インパルス関数を入力とした時の制御系の応答について理
解する。

3週 ステップ応答 ステップ関数を入力とした時の制御系の応答について理解
する。

4週 周波数応答 周波数応答と周波数伝達関数について理解する。
5週 ベクトル軌跡 基本構成要素のベクトル軌跡について理解する。
6週 ボード線図 基本構成要素のボード線図について理解する。
7週 中間試験
8週 フィードバック制御 フィードバック制御の意義、特徴について理解する。
9週 システムの安定判別 （１） 安定判別法を理解する。
10週 システムの安定判別 （２） 安定性を安定判別法を用いて判別できる。
11週 制御性能 （１） 安定度について理解する。
12週 制御性能 （２） 定常特性について、定常偏差を用いて説明できる。
13週 補償器の設計（１） 制御系の目的に適した補償器を判断できる。
14週 補償器の設計（２） 制御系の目的に適した特性の補償器が設計できる。
15週 期末試験
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16週 総復習
評価割合

試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 ８０ ２０ 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 光エレクトロニクス
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 西原　浩、裏　升吾「新版　光エレクトロニクス入門」コロナ社
担当者 弥生 宗男
到達目標
(1) 光波の性質と特徴を理解し説明できる。
(2) レーザの原理とその特徴を理解し説明できる。
(3) 光ファイバの構造と特性を理解し説明できる。
(4) 光通信システムの概要について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

1 光波の性質 光波の性質を理解しその特徴を説
明できる。 光波の性質を理解する。 光波の性質を理解できない。

2 レーザの原理 レーザの原理を理解しその特徴を
説明できる。 レーザの原理を理解する。 レーザの原理を理解できない。

3 光ファイバ 光ファイバの構造と特性を理解し
その特徴を説明できる。

光ファイバの構造と特性を理解す
る。

光ファイバの構造と特性を理解で
きない。

4 光通信システム 光通信システムの概要を理解しそ
の特徴を説明できる。

光通信システムの基本構成をを理
解する。 光通信システムを理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
近年光エレクトロニクスの進歩は目覚しく、通信、計測等の工学の分野だけでなく医療や農業等多くの産業のキーテク
ノロジーとして不可欠なものになってきている。本講義は光エレクトロニクスの基礎となる光波の性質を理解し、光通
信システムの基礎技術を学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法

注意点 講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。また講義で示した次回予定の部分を予
習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 光エレクトロニクスの概要 光エレクトロニクスの誕生とその特徴を理解する。

2週 光の基本的特性 屈折率、光路長、全反射、開口数など光の基本特性を理解
する。

3週 電磁界の境界条件と反射・屈折(1) マクスウェルの方程式と波動方程式に電磁界の境界条件を
適用し、反射・屈折を理解する。

4週 電磁界の境界条件と反射・屈折(2) 偏光により反射・屈折が異なることを理解する。
5週 干渉・回折 光波の干渉と回折について理解する。

6週 異方性媒体と光制御素子 異方性媒体の複屈折について理解し、光制御素子の原理を
理解する。

7週 (中間試験)

8週 光導波路 光導波の原理を理解し、代表的な導波路構造の特徴を学ぶ
。

9週 光ファイバ 光ファイバの構造とその特徴および製造方法を理解する。
10週 レーザの原理 レーザーの発振原理とその特徴を理解する。

11週 気体・固体レーザ 気体レーザおよび固体レーザの動作原理と特徴を理解する
。

12週 半導体レーザ 半導体レーザの構造および原理とその特徴を理解する。

13週 受光素子 受光素子の原理、特に半導体受光素子の特徴について理解
する。

14週 光通信システム 半導体レーザおよび受光素子と光ファイバによる光通信シ
ステムの概要について理解する。

15週 (期末試験)
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 無線通信工学
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 「第一級陸上特殊無線技士国家試験問題解答集」（情報通信振興会）/「 第一級陸上特殊無線技士用 無線工学「 (情報通
信振興会)

担当者 市毛 勝正
到達目標
第一級陸上特殊及び海上特殊無線技士の無線工学に合格できるレベルに達すること｡
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
第一級陸上特殊及び海上特殊無線
技士の無線工学に合格できるレベ
ルに達することができる｡

第一級陸上特殊及び海上特殊無線
技士の無線工学に合格できるレベ
ルの内容を理解できる｡

第一級陸上特殊及び海上特殊無線
技士の無線工学に合格できるレベ
ルに達する内容を理解できない｡

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 マルチメディア社会の基盤技術となる無線通信工学の内、 第一級陸上特殊及び海上特殊無線技士として理解しておくべ

き無線通信工学を扱う｡
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は通常の講義形式で行う。

注意点
１．本教科は、第一級陸上特殊及び海上特殊無線技士の資格を得るために必要です。
２．教科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。
３．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 基礎理論(1) 直流/交流回路等の基礎を理解する｡
2週 基礎理論(2) 四端子回路網、フィルタ等の基礎を理解する。

3週 基礎理論(3) 線路の特性インピーダンス、定在波、導波管等の基礎を理
解する｡

4週 基礎理論(4) 同軸ケーブル、サーキュレータ、導波管内の伝送モード等
の基礎を理解する｡

5週 基礎理論(5) 増幅回路、発振回路等の基礎を理解する｡
6週 基礎理論(6) 電子デバイス、論理回路等の基礎を理解する｡
7週 中間試験
8週 多重変調方式(1) パルス変調方式等の基礎を理解する。
9週 多重変調方式(2) PSK変調方式、QAM変調方式等の基礎を理解する。
10週 多重通信方式(1) FDM、TDM通信方式等の基礎を理解する｡
11週 多重通信方式(2) CDM、パケット、多元接続方式等の基礎を理解する｡
12週 通信方式 ディジタル通信等の基礎を理解する｡
13週 中継方式、遠隔監視制御(1) マイクロ波中継方式等の基礎を理解する｡
14週 中継方式、遠隔監視制御(2) 遠隔監視制御システム等の基礎を理解する｡
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 無線送受信装置(1) 無線送受信装置等の基礎を理解する。
2週 無線送受信装置(2) FM変調、復調回路等の基礎を理解する。
3週 衛星通信 衛星通信の原理、方式等を理解する｡
4週 レーダー(1) レーダーの原理、方式等を理解する｡
5週 レーダー(2) レーダーの特性、表示方式等を理解する｡
6週 電源(1) 電源の種類、方式等を理解する｡
7週 中間試験
8週 電源(2) 各種電源の特性等を理解する｡
9週 アンテナ及び給電線(1) アンテナの種類と構造等を理解する｡
10週 アンテナ及び給電線(2) 各種アンテナの特性や給電線の特徴等を理解する｡
11週 電波伝搬(1) マイクロ波の伝搬特性の基礎を理解する｡

12週 電波伝搬(2) マイクロ波の伝搬における屈折、損失、雑音、法則等を理
解する｡

13週 測定(1) マイクロ波電力計等の原理を理解する｡
14週 測定(2) 各種測定装置の構成と特性等を理解する｡
15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
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基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 資料配布
担当者 滝沢 陽三
到達目標
１．コンピュータグラフィックスの考え方や実際に利用する上での技術的側面を理解する．
２．２次元および３次元グラフィックスを表現するための基礎理論・手法を身につける．
３．現実世界における様々な現象をデータ化して整理・分析し，コンピュータグラフィックスとして表現するための技法を学ぶ．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
コンピュータグラフィックスの考
え方や実際に利用する上での技術
的側面を理解し，説明できる．

コンピュータグラフィックスの考
え方や実際に利用する上での技術
的側面を理解している．

コンピュータグラフィックスの考
え方や実際に利用する上での技術
的側面を理解できない．

評価項目2
２次元および３次元グラフィック
スを表現するための基礎理論・手
法を理解し，ソフトウェアとして
実装できる．

２次元および３次元グラフィック
スを表現するための基礎理論・手
法を理解し説明できる．

２次元および３次元グラフィック
スを表現するための基礎理論・手
法を理解できない．

評価項目3

現実世界における様々な現象をデ
ータ化して整理・分析し，コンピ
ュータグラフィックスとして表現
するための技法を理解し説明でき
ると共に，ソフトウェアとして実
装できる．

現実世界における様々な現象をデ
ータ化して整理・分析し，コンピ
ュータグラフィックスとして表現
するための技法を理解し説明でき
る．

現実世界における様々な現象をデ
ータ化して整理・分析し，コンピ
ュータグラフィックスとして表現
するための技法を理解できない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 コンピュータグラフィックスを利用する上で必要な基礎理論および手法を身につけ，具体的なアルゴリズムやプログラ

ミングの技法を学び，理解を深める．
授業の進め方と授業内
容・方法

講義およびプログラミング演習（演習設備を含めた自学自習を含む）で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は
各時間ごとに示す．

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 コンピュータグラフィックスの役割 コンピュータグラフィックスの原理・用途の概要を理解す
る．

2週 開発環境とグラフィックライブラリ プログラミングに必要な環境とライブラリについて理解し
活用できる．

3週 基礎的なプログラミング技術（１） グラフィックライブラリに沿ったプログラミング言語とそ
の利用について理解し活用できる．

4週 基礎的なプログラミング技術（２） コンピュータグラフィックスの実現に必要なプログラミン
グ技術を身に付け活用できる．

5週 グラフィックライブラリ（１） 主要なグラフィックライブラリの特徴を理解し，実際のプ
ログラミングで活用できる．

6週 グラフィックライブラリ（２） 図形表現の種類に基づくグラフィックライブラリの特徴を
理解し，実際のプログラミングで活用できる．

7週 （中間試験）

8週 入力との連動（１） キーボード入力とコンピュータグラフィックスの関係を理
解し，プログラムとして実装できる．

9週 入力との連動（２） マウス入力とコンピュータグラフィックスを理解し，プロ
グラムとして実装できる．

10週 座標と視点 座標軸，ワールド座標系，正規化デバイス座標系，ビュー
ポートについて理解し，プログラムとして実装できる．

11週 図形表現の基礎 点・辺・面のデータ表現について理解し，プログラムとし
て実装できる．

12週 直線描画のアルゴリズム 直線描画の基本的な考え方と誤差を考慮した描画アルゴリ
ズムについて理解し，プログラムとして実装できる．

13週 円の関数表現と近似描画 円の数学的表現に基づく描画アルゴリズムについて理解し
，プログラムとして実装できる．

14週 曲線表現
様々な曲線（二次曲線，サイクロイド，アステロイド，ベ
ジェ曲線）の定義と活用方法について理解すると共に，プ
ログラムとして実装できる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期
1週 ２次元グラフィックスの概要

２次元空間における座標，データ構造，図形移動の考え方
，および，それらをプログラムとして実装させる方法を理
解する．

2週 ２次元図形のデータ表現 図形データの一般的な構造について理解し，プログラムと
して表現できる．
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3週 平面上の移動（１） ２次元図形の平行移動と回転移動について行列表現と共に
理解し，プログラムとして実装できる．

4週 平面上の移動（２） ２次元図形のスケーリング，対称移動について行列表現と
共に理解し，プログラムとして実装できる．

5週 平面上の移動（３） ２次元図形におけるアフィン変換の性質と応用について理
解し，プログラムとして表現できる．

6週 ３次元グラフィックス（１） ３次元空間における座標と図形形状の種類について理解し
，関連するプログラムの実装に応用できる．

7週 （中間試験）

8週 ３次元グラフィックス（２） ３次元図形の平行・回転移動，スケーリングについて理解
し，プログラムとして実装できる．

9週 ３次元グラフィックス（３） ３次元アフィン変換について理解し，応用プログラムを作
成できる．

10週 面と頂点の表現（１） ３次元図形における頂点・辺・面の表現について理解し
，プログラムとして実装できる．

11週 面と頂点の表現（２） 面や頂点をプログラムとして実装する上での問題点や工夫
を理解し，プログラム作成に反映できる．

12週 隠線・隠面処理、光源 隠線・隠面および光源について理解し，具体的なグラフィ
ックライブラリを用いて実装できる．

13週 レイトレーシング（１） レイトレーシングの原理や，プログラムとして実現するた
めに必要な考え方を理解する．

14週 レイトレーシング（２） レイトレーシングを実装する専用ツールの仕組みと役割を
理解し，具体的な例に活用できる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 人工知能
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 資料配布
担当者 滝沢 陽三
到達目標
１．記号処理プログラミングの基本的な考え方を理解する．
２．知識情報処理を扱うための基礎知識およびプログラミング技法を学ぶ．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
記号処理プログラミングの基本的
な考え方を理解し，ソフトウェア
として実装できると共に，具体的
な事例に活用できる．

記号処理プログラミングの基本的
な考え方を理解し，ソフトウェア
として実装できる．

記号処理プログラミングの基本的
な考え方を理解できない．

知識情報処理を扱うための基礎知
識およびプログラミング技法を理
解し，ソフトウェアとして実装で
きると共に，具体的な事例に活用
できる．

知識情報処理を扱うための基礎知
識およびプログラミング技法を理
解し，ソフトウェアとして実装で
きる．

知識情報処理を扱うための基礎知
識およびプログラミング技法を理
解できない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 従来，人工知能の分野とされてきた記号処理および知識情報処理を扱うための基礎知識・技術を身に付ける．
授業の進め方と授業内
容・方法

講義およびプログラミング演習（演習設備を含めた自学自習を含む）で進める．教科書はなく，講義内容や演習問題は
各時間ごとに示す．

注意点
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 人工知能の歴史的背景 人工知能と呼ばれる分野の歴史的背景と社会における現状
について理解し，説明できる．

2週 記号処理のためのデータ構造 S式の考え方とそのデータ構造の表現方法について理解し
，図式化およびプログラムとして表現できる．

3週 記号処理プログラミングの基礎 記号処理を意識した具体的なプログラミング言語の特徴を
理解し，説明できる．

4週 リスト処理（１） 記号処理におけるリストの構成および生成・参照などの操
作方法を理解し，プログラムとして実装できる．

5週 リスト処理（２） リスト処理のいくつかの応用例を理解し，プログラムとし
て実装できる．

6週 手続きの定義（１） 記号処理を意識した手続きの構成と命名方法を理解し，プ
ログラム例として実装できる．

7週 （中間試験）

8週 手続きの定義（２） 記号処理における再帰処理とリスト構造について理解し
，プログラム例として実装できる．

9週 プログラムの基本構成（１） 記号処理に特化し再帰処理を意識した連続・選択・反復処
理について理解し，プログラム例として実装できる．

10週 プログラムの基本構成（２） その他の基本的な記号処理について理解し，プログラム例
として実装できる．

11週 推論の基礎（１） 推論システムの考え方と基本構成について理解し説明でき
る．

12週 推論の基礎（２） 複数の推論システムの実装例を理解し，プログラムとして
実現できる．

13週 対話プログラム（１） 模擬的な対話を行うプログラムの仕組みについて理解し説
明できる．

14週 対話プログラム（２） 英語・日本語双方に対応した対話プログラムの実装例を理
解し，改良・発展させることができる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 知識情報処理の概要 知識情報処理の考え方と応用例について，社会的役割を含
めて理解し，説明できる．

2週 命題論理 命題論理を用いた簡単な推論について理解し，プログラム
例として実装できる．

3週 述語論理 述語論理を用いた簡単な推論について理解し，プログラム
例として実装できる．

4週 コンピュータによる論理処理（１） 論理処理を意識したプログラミング言語の特徴を理解し
，基本的な記述方法を学ぶ．

5週 コンピュータによる論理処理（２） 事実，規則，質問に基づく論理表現を理解し，プログラム
例として実装できる．

6週 コンピュータによる論理処理（３） 論理処理における規則の再帰定義やパターンマッチングに
ついて理解し，プログラム例として実装できる．
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7週 （中間試験）
8週 コンピュータによる論理処理（４） 複数の簡単な推論処理のプログラム例を実装できる．

9週 具体的な論理処理（１） 事例に基づいた事実や規則の定義と推論（人間関係など
）をプログラム例として実装できる．

10週 具体的な論理処理（２） 事例に基づいた事実や規則の定義と推論（グラフ処理など
）をプログラム例として実装できる．

11週 具体的な論理処理（３） 多様な知識の表現・蓄積方法を理解し，説明できる．

12週 具体的な論理処理（４）
推論エンジンとしての言語処理系の役割や位置付けを理解
し，論理処理を意識した推論システムの実装に反映させる
ことができる．

13週 自然言語処理（１） 自然言語処理の基礎（形態素解析を含む）を理解し，説明
できる．

14週 自然言語処理（２）
形態素解析の例と構文定義に基づく解析について理解し
，実際の形態素解析ソフトウェアの活用や構文解析のプロ
グラム例として実装を行うことができる．

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 数値解析
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 配布資料
担当者 弘畑 和秀
到達目標
１．数値の表現方法が誤差に関係することを理解できる。
２．数値計算を行う際に発生する誤差の影響を理解できる。
３．数値計算アルゴリズムの概要や特徴を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
数値の表現方法が誤差に関係する
ことを具体的に説明できる。

数値の表現方法が誤差に関係する
ことを理解している。

数値の表現方法が誤差に関係する
ことを理解できていない。

数値計算を行う際に発生する誤差
の影響を具体的に説明できる。

数値計算を行う際に発生する誤差
の影響を理解している。

数値計算を行う際に発生する誤差
の影響を理解できていない。

いろいろな数値計算アルゴリズム
の概要や特徴を十分に説明できる
。

基本的な数値計算アルゴリズムの
概要や特徴を説明できる。

基本的な数値計算アルゴリズムの
概要や特徴を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 数値解析法の基礎的な手法と数値解析において生ずる特異な現象を具体的な問題を通じて理解する。
授業の進め方と授業内
容・方法

数値解析は現代の科学技術において必要不可欠な学問である。数値解析法のアルゴリズムを理解し、そのプログラムを
作成する。

注意点 プログラムを作成することもあるので、必要な参考図書は各自準備しておくこと。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 数値解析と数値計算法 数値解析の必要性、数値計算の考え方
2週 数値計算と誤差(1) 丸め誤差、打ち切り誤差
3週 数値計算と誤差(2) 情報落ち、桁落ち
4週 非線形方程式の解法(1) 組立除法
5週 非線形方程式の解法(2) ２分法
6週 非線形方程式の解法(3) ニュートン法
7週 （中間試験）
8週 連立１次方程式の解法(1) ガウス消去法
9週 連立１次方程式の解法(2) ガウス・ジョルダン法
10週 連立１次方程式の解法(3) 部分ピボット選択付きガウス消去法
11週 連立１次方程式の解法(4) ヤコビ法
12週 連立１次方程式の解法(5) ガウス・ザイデル法
13週 行列の固有値・固有ベクトル計算(1) 固有値、固有ベクトル
14週 行列の固有値・固有ベクトル計算(2) 行列の対角化
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 行列の固有値・固有ベクトル計算(3) べき乗法
2週 行列の固有値・固有ベクトル計算(4) べき乗法による固有値計算プログラムの作成
3週 行列の固有値・固有ベクトル計算(5) ヤコビ法
4週 行列の固有値・固有ベクトル計算(6) ヤコビ法による固有値、固有ベクトルの求め方
5週 補間法 ラグランジュ補間多項式
6週 関数近似 最小２乗法
7週 （中間試験）
8週 数値積分(1) 不定積分、定積分
9週 数値積分(2) 台形則、中点則
10週 常微分方程式の解法(1) 変数分離形、同次形
11週 常微分方程式の解法(2) オイラー法
12週 常微分方程式の解法(3) オイラー法によるプログラムの作成
13週 常微分方程式の解法(4) ルンゲ・クッタ法
14週 常微分方程式の解法(5) ルンゲ・クッタ法によるプログラムの作成
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
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基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 信号処理
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 教科書：越川常治　「信号解析入門」　（近代科学社）
担当者 市毛 勝正
到達目標
１．フーリエ変換およびその性質について理解できる。
２．コンピュータを用いたデータの分析、情報収集に必要となるディジタル信号処理（離散的フーリエ変換、ＦＦＴ）の動作について理解でき
る。
３．１次元信号の処理ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
フーリエ変換およびその性質につ
いて理解し計算できる。

フーリエ変換およびその性質につ
いて理解できる。

フーリエ変換およびその性質につ
いて理解できない。

コンピュータを用いたデータの分
析、情報収集に必要となるディジ
タル信号処理（離散的フーリエ変
換、ＦＦＴ）の動作について理解
し計算できる。

コンピュータを用いたデータの分
析、情報収集に必要となるディジ
タル信号処理（離散的フーリエ変
換、ＦＦＴ）の動作について理解
できる。

コンピュータを用いたデータの分
析、情報収集に必要となるディジ
タル信号処理（離散的フーリエ変
換、ＦＦＴ）の動作について理解
できない。

１次元信号の処理について理解し
計算できる。

１次元信号の処理について理解が
できる。

１次元信号の処理について理解が
できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 信号の時間的性質および周波数スペクトルとしての性質などを理解するための基礎手法を講義する。ディジタル信号処

理の基礎について講義する。
授業の進め方と授業内
容・方法 授業は通常の講義形式で行う。中間・期末のそれぞれにおいて課題レポートを提出する。

注意点 １．教科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。
２．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 周期信号の周波数スペクトル（１） 周期信号の周波数スペクトルを理解し、求められる。
2週 周期信号の周波数スペクトル（２） 複素フーリエ係数を理解し、求められる。
3週 フーリエ変換 フーリエ変換を理解し、計算できる。
4週 フーリエ変換の性質（１） フーリエ変換の性質を理解し、計算できる。
5週 フーリエ変換の性質（２） フーリエ変換の性質を理解し、計算できる。
6週 フーリエ変換の性質（３） フーリエ変換の性質を理解し、計算できる。
7週 中間試験
8週 パーシバルの等式（１） パーシバルの等式を理解し、計算できる。
9週 パーシバルの等式（２） パーシバルの等式を理解し、計算できる。
10週 標本化定理 標本化定理を理解する。
11週 離散的フーリエ変換（１） 離散的フーリエ変換を理解し、計算できる。
12週 離散的フーリエ変換（２） 離散的フーリエ変換を理解し、計算できる。
13週 離散的フーリエ変換（３） 離散的フーリエ変換を理解し、計算できる。
14週 離散的フーリエ変換（４） 離散的フーリエ変換を理解し、計算できる。
15週 期末試験
16週 総復習

後期

1週 高速フーリエ変換（１） 高速フーリエ変換を理解する。
2週 高速フーリエ変換（２） 高速フーリエ変換の動作を理解する。
3週 高速フーリエ変換（３） フロー図により計算できる。
4週 相関関数（１） 相互相関関数を理解する。
5週 相関関数（２） 自己相関関数を理解する。
6週 相関関数（３） 相関関数を計算できる。
7週 (中間試験)
8週 窓関数（１） 窓関数を理解する
9週 窓関数（２） 窓関数の特性を理解する。
10週 周波数スペクトグラムの分析（１） 周波数スペクトグラムの分析を理解する。
11週 周波数スペクトグラムの分析（２） 周波数スペクトグラムの分析を理解する。
12週 不確定信号の解析 不確定信号に対する解析の基礎を理解する。
13週 確率密度関数と確率分布関数 確率密度関数と確率分布関数を理解する。
14週 不確定信号の自己相関関数 自己相関関数とパワースペクトルを計算できる。
15週 期末試験
16週 総復習

5 － 131



評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 論理設計
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 電子情報工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 必要に応じてプリントを配布
担当者 村田 和英
到達目標
１．CPUの構成要素の働き、CPUの動作原理を理解する。
２．CPUの設計方法を理解する。
３．アセンブリ言語による簡単なプログラミングができる。
４．論理回路の設計・製作、および報告書の書き方を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 CPUの構成要素の働き、CPUの動
作原理を理解し説明できる。

CPUの構成要素の働き、CPUの動
作原理の概要を理解している。

CPUの構成要素の働き、CPUの動
作原理の概要を理解していない。

評価項目2 CPUの設計方法を理解し説明でき
る。

CPUの設計方法の概要を理解して
いる。

CPUの設計方法の概要を理解して
いない。

評価項目3 アセンブリ言語による簡単なプロ
グラミングができる。

アセンブリ言語の各命令の機能、
使い方について理解している。

アセンブリ言語の各命令の機能、
使い方について理解していない。

評価項目4
論理回路を設計・製作し、また測
定による評価を行い、報告書とし
て論理的にまとめることができる
。

論理回路を設計・製作し、また測
定による評価を行い、報告書とし
てまとめることができる。

論理回路を設計・製作し、また測
定による評価を行い、報告書とし
てまとめることができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 コンピュータの動作原理について説明し、レジスタトランスファ論理に基づくCPUの設計法の基礎的事項を取り扱う。

実際にカウンタを設計・製作することにより、論理回路の設計・製作手順を習得する。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は通常の講義形式で行う。ノートを取る時間を確保し、ノートを後に見返した時に理解の助けとなるような板書を
する。ただし、前期８週から１５週の授業ではカウンタ回路の設計および製作を行い、製作した回路と製作報告書を提
出する。

注意点

１．３年生で学んだ「論理回路」を復習しておくこと。
２．回路製作では、回路図、配線図などを正確に作成すること。またハンダ付けでの火傷に十分注意すること。
３．講義ノートの内容を見直し、講義に関係する章末の演習問題や宿題とした課題を解いておくこと。
４．講義で省略された式の導出を各自行うこと。
５．講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 加減算回路(1) 演算回路の基本である加算回路について、主に半加算器、
全加算器の構成方法を理解する。

2週 加減算回路(2) 加算回路の桁上げ先見回路、２の補数による減算回路の構
成法について理解する。

3週 算術演算回路 2進化10進加算回路、算術演算回路の構成法について理解
する。

4週 算術論理演算回路 算術論理演算回路の構成法について理解する。
5週 状態レジスタ 状態レジスタの役割、使用方法について理解する。
6週 乗算回路 乗算回路の構成法について理解する。
7週 中間試験
8週 論理回路の設計・製作(1) 10進カウンタの仕様設計を行う。
9週 論理回路の設計・製作(2) 配線図面の作成を行う。
10週 論理回路の設計・製作(3) クロック発生回路を製作する。

11週 論理回路の設計・製作(4) クロック発生回路の製作、およびクロックの波形観測を行
う。

12週 論理回路の設計・製作(5) 10進カウンタ回路を製作する。
13週 論理回路の設計・製作(6) 10進カウンタ回路を製作する。
14週 論理回路の設計・製作(7) 10進カウンタの製作、および回路の出力波形を観測する。
15週 論理回路の設計・製作(8) 製作報告書の作成。
16週 総復習

後期

1週 コンピュータシステムの構成 CPUとメモリ・入出力装置との関係について理解する。
2週 CPUの構成 CPU内の各種機能ブロックの働きについて理解する。

3週 CPUの命令と動作 機械語命令の構造・種類、およびアドレス指定方式につい
て理解する。CPUの命令サイクルについて理解する。

4週 簡単なCPUの構成と動作(1) CPU内の各種機能ブロックの相互関係を理解し、各種命令
の働きについて理解する。

5週 簡単なCPUの構成と動作(2) 各種命令のレジスタトランスファ論理に基づく動作の記述
方法について理解する。

6週 制御信号生成回路の構成法(1) 制御信号生成回路の設計手順を理解し、データ転送命令の
制御信号生成回路を設計する。

7週 中間試験
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8週 制御信号生成回路の構成法(2) 順序制御命令の制御信号生成回路を設計する。

9週 SIMCOMの構成と命令の動作(1) SIMCOMの構造、およびデータ転送命令、演算命令の働き
を理解する。

10週 SIMCOMの構成と命令の動作(2) SIMCOMの順序制御命令の働きを理解する。

11週 アセンブリ言語によるプログラミング(1)
レジスタ、メモリ間のデータ転送命令、加減算命令といっ
た基本的な命令によるプログラミングを通して、アセンブ
リ言語を理解する。

12週 アセンブリ言語によるプログラミング(2) 分岐命令を用いたプログラミングを通して、アセンブリ言
語を理解する。

13週 サブルーチン機能 SIMCOMにおけるサブルーチン機能を理解する。

14週 入出力制御 プログラム制御方式を用いた入出力装置のインタフェース
回路について理解する。

15週 期末試験
16週 総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 75 25 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 75 25 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅰ(化学工学)
科目基礎情報
科目番号 0029 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 4
教科書/教材
担当者 Luis Guzman,依田 英介
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
４．コンピュータを用い、情報を収集したり、データを分析したりすることができる（下記＊印のテーマ）。
５．与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
６．自らの考えを論理的に記述しすることができる。
７．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解・習得することができる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得することができる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得することができない。

評価項目2
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に十分に考察し
説明・説得することができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得することができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し説明・
説得することができない。

評価項目3
コンピュータを用い、的確に情報
を収集したり、データを十分に分
析したりすることができる。

コンピュータを用い、的確に情報
を収集したり、データを分析した
りすることができる。

コンピュータを用い、的確に情報
を収集したり、データを分析した
りすることができない。

評価項目4
自らの考えを論理的に記述するこ
とができ、討議やコミュニケーシ
ョンすることができる。

自らの考えを論理的に記述するこ
とができる。

自らの考えを論理的に記述するこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
主な化学工学関連の装置操作を学び、単位操作の原理を実際のデータ計算を通して理解する。コンピュータによるデー
タ処理を通して、解析能力を身につける。また、第３者にもよく理解できるような報告書の作成を目指し、結果考察重
視の内容を提出する。提出後に討論を行い、理解の確認と問題点の検証を行う。

授業の進め方と授業内
容・方法

実験は１テーマ３人で行うことを原則とし、単独では実験しない。８個のテーマの中から所定数（5テーマ）を選択して
実験する。実験班および班の人数はあらかじめ担当教員が決める。装置の使い方に早く慣れるため、操作方法をあらか
じめ確認し、プレレポートを作成する。事前にテキストを読み、実験のポイントを理解する。成績の評価は、実験への
取り組み状況50％、レポートの内容50％で評価し、合計の成績が60点以上の者を合格とする。ただし、提出すべきレポ
ートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内にレポートが提出されなかっ
た場合は減点する。

注意点 危険防止のためサンダル履きは禁止。この実験では白衣より作業衣が望ましい。また、薬品を扱う時は防護眼鏡を着用
しドラフト内で行う。粉体を扱う時は防塵マスクを着用すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 ガイダンス（１週）
実験に関する諸注意（特に安全上の注意）・報告書の書き
方・実験班の確認・評価の仕方・提出日等について

2週 (1)球形粒子の終末速度*（２週）　 ストークスの法則の確認、重力沈降分離法・次元解析法に
ついての手法を理解し考察する。

3週 (2)管内の圧力損失*（２週） レイノルズ数・流速・圧損失・管摩擦係数・相当径・抵抗
係数等を実測し考察する。

4週 (3)オリフィス係数（２週） 絞り流速計の流量係数の定義、算出法を理解し、実際の流
速と理論流速を比較・考察する。

5週 (4)強制対流伝熱（２週） 簡単な熱交換器における水の対流伝熱量・境膜伝熱係数・
ヌッセルト数・プラントル数等を算出し考察する。

6週 (5)気液平衡（２週） メタノール水溶液の気液平衡値を実測し、理想溶液と仮定
した時の気液平衡値と比較する。

7週 (6)精留（２週） メタノール水溶液の精留実験を通して、還流の概念を理解
し、単蒸留との比較や還流の効果について考察する。

8週 (7)粉砕*（２週） 寒水石の粉体の粒径分布を実測し、ロジン･ラムラー分布な
どから粉砕効果を理解し考察する。

9週 (8)ろ過（２週） ろ液量の時間依存性およびルースの方程式からケーキ・ろ
紙による抵抗を算出し考察する。

10週 プレレポート作成（１週） 実験で使用する装置の原理や使用方法を理解し、実験手順
を分かりやすく作成する。

11週 ディスカッション（２週） 実験内容に関する質疑応答により、実験項目をより深く理
解する。

12週 レポートチェック（１週） 提出されたレポートのチェックと総合解説。
13週
14週
15週
16週
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評価割合
取り組み状況 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0030 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 4
教科書/教材 茨城高専物質工学科応用精密コース編「物質工学実験IIテキスト」
担当者 鈴木 康司,岩浪 克之,小松崎 秀人,鈴木 喜大
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
４．与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
５．自らの考えを論理的に記述しすることができる。
６．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解・習得できる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を概ね
理解・習得できる。

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得できない。

評価項目2 実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を十分に理解できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を概ね理解できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解できない。

評価項目3
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し十分な
説明ができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し概ね説
明ができる。

実験から得られたデータや演習内
容について工学的な考察や説明が
できない。

評価項目4
与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に十分な取り組みができ
る。

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に概ね取り組みができる
。

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組みができない。

評価項目5 十分に自らの考えを論理的に記述
しすることができる。

概ね自らの考えを論理的に記述し
することができる。

自らの考えを論理的に記述しする
ことができない。

評価項目6 十分に討議やコミュニケーション
することができる。

概ね討議やコミュニケーションす
ることができる。

討議やコミュニケーションするこ
とができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要
現代の精密合成や材料に関する先端技術は、原子や分子レベルで制御され、その進歩はわれわれの生活に大きなインパ
クトを与えている。ここでは、これらの基礎となる技術手法の一端を、実験をとおして習得し、基本原理を理解するこ
とを目的とする。

授業の進め方と授業内
容・方法

実験は、小グループに分かれ、各担当教員の指導の下に行う。事前にテキストをよく読み、実験のポイントを理解して
おくこと。実験実施後は専門図書等を参考に実験内容を十分に理解すること。

注意点 後期期間の中で、合成系実験および生物工学系実験を実施する。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 合成系実験オリエンテーション（１週） 合成系実験における反応のポイント、安全教育などのオリ
エンテーションを行う。

2週 高効率Ｃ－Ｃ形成反応：鈴木－宮浦クロスカップリング反
応（３週）

Ｃ－Ｃ結合形成に関与する金属触媒の働きを理解する。フ
ラスコ内で行われている一連の反応サイクル図を考察する
。

3週 反応試薬の違いによる選択的合成反応：エノンの選択的還
元反応（３週）

エノンの還元が、用いる試薬により選択的にアルケンまた
はカルボニル基で行われることを理解する。

4週 合成系実験のディスカッションとまとめ（１週） 実施した実験に関して総括的に討議を行い、実験内容の重
要項目について理解を深める。

5週 微生物学実験（３週）
アミラーゼ生産微生物の単離

基本的な無菌操作と顕微鏡観察で、土壌中には多数の微生
物が成育していることを理解する。

6週 酵素工学実験（２週）
グルコースオキシダーゼの酵素活性とタンパク質測定

酵素活性測定とタンパク質量測定から、比活性、Km値、
Vmax値を求められるようにする。

7週 遺伝子工学実験（２週）　　
大腸菌プラスミドの単離

大腸菌からプラスミドDNAを抽出し、電気泳動法の結果か
ら制限酵素切断地図が書けるようにする。

8週 生物工学系実験のディスカッションと総まとめ（１週） 実施した実験に関して総括的に討議を行い、実験内容の重
要項目について理解を深める。

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

評価割合
取組状況 レポート 合計

総合評価割合 50 50 100
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基礎的能力 0 0 0
専門的能力 50 50 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質工学実験Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 必修
授業の形式 実験 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 4

教科書/教材 環境工学実験：物質工学科編集「環境工学実験テキスト」配布／生物工学実験：茨城高専物質工学科編集「生物工学実
験テキスト（第３版）」配布

担当者 鈴木 康司,鈴木 喜大,須田 猛,澤井 光
到達目標
１．実験装置・器具・情報機器等を利用して目的を達成する手法を理解・習得する。
２．実験・演習を通じて工学の基礎に係わる知識を理解する。
３．実験から得られたデータや演習内容について工学的に考察し説明・説得できる。
４．与えられた制約の下で、自主的に問題解決に取り組むことができる。
５．自らの考えを論理的に記述しすることができる。
６．討議やコミュニケーションすることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を十分
に理解・習得できる

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を概ね
理解・習得できる

実験装置・器具・情報機器等を利
用して目的を達成する手法を理解
・習得できない

評価項目２ 実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を十分に理解できる。

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を概ね理解できる

実験・演習を通じて工学の基礎に
係わる知識を理解できない

評価項目３
実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し十分な
説明ができる

実験から得られたデータや演習内
容について工学的に考察し概ね説
明ができる

実験から得られたデータや演習内
容について工学的な考察や説明が
できない

評価項目４
与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に十分な取り組みができ
る

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に概ね取り組みができる

与えられた制約の下で、自主的に
問題解決に取り組みができない

評価項目５ 十分に自らの考えを論理的に記述
しすることができる

概ね自らの考えを論理的に記述し
することができる

自らの考えを論理的に記述しする
ことができない

評価項目６ 十分に討議やコミュニケーション
することができる。

概ね討議やコミュニケーションす
ることができる。

討議やコミュニケーションするこ
とができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ), 学習・教育到達度目標 (F)(チ)
教育方法等

概要

環境工学実験：深刻化する環境汚染に対処するには、まず第一に、汚染原因物質の特定とその濃度測定が必要である。
そのデーターに基づいて適切な処置が可能となる。環境工学実験では、「なにが、どのくらい」を測る方法論について
、体験的に修得することを目標とする。
生物工学実験：バイオテクノロジーは、遺伝子工学、タンパク質工学等の分子生物学の発達とともに、今後更なる飛躍
が期待されている分野の一つです。本実験は、今まで学んできた実験とはまた異なった技術を修得することが必要です
。知識と技術を十分磨いて今後に役立ててください。

授業の進め方と授業内
容・方法

環境と生物をそれぞれ後期の半分（１／４期、７週ずつ）で行う。年度によって環境と生物の日程を入れ替えることが
あるので、総合オリエンテーション時に指示を受けること。

注意点

環境工学実験：環境工学実験は、２年次の「物質工学実験I（分析化学実験）」および４年次の「物質工学実験I（機器分
析実験）」の総まとめ的な内容であるから、しっかりと復習してくること。また、この実験を通して、環境汚染の深刻
さと、保全の大切さを理解して欲しい。
生物工学実験：実験材料に微生物を用いる場合、その菌を生育させるのには相応の時間がかかるため本実験ではやり直
しがきかない。よって事前に内容を十分に理解した上で実験に臨んでほしい。ちょっとした変化でもメモをとり、疑問
点はすぐ解決する習慣を身につけよう。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 総合オリエンテーションと実験報告書の作成法
２分野の実験概要と実験結果のまとめ方並びにレポートの
書き
方

2週 生物工学実験に関するオリエンテーション 生物実験における安全教育等のオリエンテーション

3週 微生物学実験（アミラーゼ生産微生物の単離）
基本的な無菌操作と顕微鏡観察で、土壌中には多数の微生
物が
成育していることを理解する

4週 微生物学実験（アミラーゼ生産微生物の単離）
基本的な無菌操作と顕微鏡観察で、土壌中には多数の微生
物が
成育していることを理解する

5週 酵素工学実験（グルコースオキシダーゼの酵素活性とタン
パク質測定）

酵素活性測定とタンパク質量測定から、比活性、Km値、
Vmax値を求められるようにする

6週 酵素工学実験（グルコースオキシダーゼの酵素活性とタン
パク質測定）

酵素活性測定とタンパク質量測定から、比活性、Km値、
Vmax値を求められるようにする

7週 遺伝子工学実験（大腸菌プラスミドの単離） 大腸菌からプラスミドDNAを抽出し、電気泳動法の結果か
ら制限酵素切断地図が書けるようにする

8週 遺伝子工学実験（大腸菌プラスミドの単離） 大腸菌からプラスミドDNAを抽出し、電気泳動法の結果か
ら制限酵素切断地図が書けるようにする

9週 環境汚染実験に関するオリエンテーション 機器の種類と実験内容、および安全指導

10週 大気汚染測定実験 酸性雨中のＳＯｘとＮＯｘの測定に関する講義、実験およ
びデータ解析

11週 大気汚染測定実験 酸性雨中のＳＯｘとＮＯｘの測定に関する講義、実験およ
びデータ解析
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12週 大気汚染測定実験 酸性雨中のＳＯｘとＮＯｘの測定に関する講義、実験およ
びデータ解析

13週 水質汚濁測定実験 河川中のＣＯＤ、陰イオン界面活性剤等の測定に関する講
義、実験およびデータ解析

14週 水質汚濁測定実験 河川中のＣＯＤ、陰イオン界面活性剤等の測定に関する講
義、実験およびデータ解析

15週 水質汚濁測定実験 河川中のＣＯＤ、陰イオン界面活性剤等の測定に関する講
義、実験およびデータ解析

16週 レポートチェック 提出されたレポートのチェックと総合解説
評価割合

レポート 発表 相互評価 取り組み状況 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 50 0 0 50 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 0 0 50 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 卒業研究
科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 専門 必修
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 9
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 前期:6 後期:12
教科書/教材

担当者 鈴木 康司,佐藤 稔,宮下 美晴,小松崎 秀人,Luis Guzman,依田 英介,石村 豊穂,小林 みさと,鈴木 喜大,佐藤 桂輔,千葉 薫
,澤井 光

到達目標
１．専門基礎知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
２．与えられた制約の下で、自主的、継続的に問題解決に取り組むことができる。
３．研究成果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
４．研究について他者とコミュニケーションやディスカッションができる。
５．論理的に一貫性のあるプレゼンテーションができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
専門基礎知識を活用し、積極的に
新たな課題に取り組むことができ
る。

専門基礎知識を活用し、新たな課
題に取り組むことができる。

専門基礎知識を活用できず、新た
な課題に取り組むことができない
。

評価項目2
与えられた制約の下で、自主的に
研究計画を立て、継続的に問題解
決に取り組むことができる。

与えられた制約の下で、自主的、
継続的に問題解決に取り組むこと
ができる。

与えられた制約の下で、問題解決
に取り組むことができない。

評価項目3 研究成果を論理的に考え、論文に
まとめることができる。

研究成果を考察し、論文にまとめ
ることができる。

研究成果を論理的に考えられず、
論文にまとめることもできない。

評価項目4
研究について、他者と積極的にコ
ミュニケーションやディスカッシ
ョンができる。

研究について他者とコミュニケー
ションやディスカッションができ
る。

研究について他者とコミュニケー
ションやディスカッションができ
ない。

評価項目5 論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションができる。

論理的に一貫性のあるプレゼンテ
ーションができる。

論理的にプレゼンテーションがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (B)(ニ), 学習・教育到達度目標 (F)(リ)
教育方法等
概要 １～４年生までに修得した化学全般の基礎知識を活かし、実際の研究活動の中で化学技術者としての実践能力を高める

とともに、研究の発想能力や実験技術、そして研究活動における協調性を養成する。
授業の進め方と授業内
容・方法

注意点 卒業研究は研究活動であるので、学生実験とは異なり、新規な事象の解明や新技術の開発を目指し、日夜研鑽に努めて
もらいたい。自分で立案した計画に沿って研究を遂行できるよう、予習・復習に励むこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 Pseudomonas-大腸菌シャトルベクターの開発：鈴木（康
）

2週 Bacillus由来ジアホラーゼ遺伝子のクローニング：鈴木（康
）

3週 特殊環境生育微生物のスクリーニング：鈴木（康）
4週 金属錯体の磁気的性質と電子状態：佐藤（稔）
5週 金属イオンの除去方法の開発：佐藤（稔）
6週 身の回りのラジカル種の研究：佐藤（稔）

7週 部分重水素化リン酸に水素カリウム結晶（DKDP)の育成の
検討：グスマン

8週 不純物存在下におけるDKDP結晶形状の変化：グスマン
9週  ホウ素化合物の結晶に関する研究：グスマン

10週 天然高分子をベースとするポリマーブレンドの相溶性と分
子間相互作用：宮下

11週 多糖類を幹鎖とするグラフト共重合体の合成に関する研究
：宮下

12週  ステロイド系脂質を用いた液晶性化合物の合成と物性評価
：宮下

13週  硫黄性配位子を有する遷移金属錯体による酸素活性化反応
：小松﨑

14週  金属酸素錯体の合成と反応性：小松﨑
15週  金属セミキノナト錯体の合成と反応性：小松﨑
16週  安定同位体比を用いた環境解析：石村

後期

1週  微量ガス化学分析システムの開発：石村
2週 新規環境指標の開発：石村
3週 新規固体触媒の開発と反応への利用：依田
4週 バイオディーゼル燃料中のグリセリン除去法の検討：依田

5週
メタンの酸化カップリング反応によるエチレン合成用触媒
の開発：依田
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6週 二酸化炭素を有効利用した有機合成反応：小林
7週  有機ケイ素化合物の新規活性化手法の探索：小林
8週 ベンザインを利用したカルボキシル化：小林

9週  余剰澱粉から新素材を効率良く作るための微生物由来の酵
素の改良：鈴木（喜）

10週 融合タンパク質を用いたタンパク質の発現・精製の効率化
：鈴木（喜）

11週 緑色蛍光タンパク質を用いた機能性タンパク質の精製：千
葉

12週 緑色蛍光タンパク質とその類縁体の構造機能解析：千葉
13週 放射性ストロンチウム迅速分析法の開発：千葉

14週 コバルト酸化物のスピン状態を利用した多機能材料の研究
：佐藤（桂）

15週 無機鉱物に対するヒ素の吸脱着に及ぼす錯生成配位子の影
響：澤井

16週 土壌に含まれる金属と生分解性キレート剤の錯体安定度定
数の決定：澤井

評価割合
試験 発表 相互評価 研究遂行 ポートフォリオ 論文作成 合計

総合評価割合 0 30 0 30 0 40 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 30 0 30 0 40 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物理化学Ⅲ
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材
教科書：上松、中村、内藤、三浦、工藤著「応用化学シリーズ6　触媒化学」（朝倉書店）参考書：菊地、射水、瀬川、
多田、服部著「新版　新しい触媒化学」（三共出版）参考書：江口 浩一 編著「化学マスター講座　触媒化学 」（丸善
出版）

担当者 依田 英介
到達目標
１．触媒とはなにかを理解する。
２．触媒の調製法と機能評価法について理解する。
３．触媒反応場の構造と物性について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

触媒の調製法を説明できる。 教科書を見ながらであれば、左記
の説明ができる。 左記ができない。

触媒の機能評価を説明できる。 教科書を見ながらであれば、左記
の説明ができる。 左記ができない。

触媒反応場の構造を説明できる。 教科書を見ながらであれば、左記
の説明ができる。 左記ができない。

触媒反応場の物性を説明できる。 教科書を見ながらであれば、左記
の説明ができる。 左記ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要

化学反応は、分子･原子の組み換えを行うことで化学物質を創造したり変換したりするプロセスである。その化学反応の
中でも、90%を超す多くの化学反応が「触媒」によって促進されている。日常生活の中で、私たちが触媒を商品として
手にすることはほとんどないが、私たちが手にしている製品の多くは触媒なしではつくることができない。本講義では
、触媒の歴史と役割、触媒の調製法と機能評価法、触媒反応場の構造と物性、環境・資源・エネルギー分野での触媒の
活躍などを、固体触媒を中心に行う。

授業の進め方と授業内
容・方法 成績の評価は、定期試験の成績80％、小テストや宿題等の成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

注意点
触媒化学について本格的に学ぶのはこの講義が初めてだと思う。聞いたことがない用語も出てくるので、次回予定の内
容に関して教科書を読むなどして用語の確認や予習をすること。
また、毎回の授業後には、ノートの内容や教科書の対応部分を見直して復習し、分からない部分を放置しないこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 触媒とはなにか 触媒の概念と定義
2週 触媒の歴史と役割 触媒の科学と技術の発展
3週 触媒の調製法（1） ラネー触媒、共沈法
4週 触媒の調製法（2） 含浸法
5週 触媒の調製法（3） ゾルゲル法
6週 触媒の調製法（4） ゼオライト、メソポーラスシリカ
7週 （中間試験）
8週 触媒の機能評価（1） 活性試験
9週 触媒の機能評価（2） 転化率、選択率、収率
10週 触媒の機能評価（3） 回分式反応器、連続流通式反応器
11週 固体触媒の表面（1） 担持金属触媒
12週 固体触媒の表面（2） 単結晶の表面構造
13週 固体触媒の表面（3） 単結晶の表面構造
14週 固体触媒の表面（4） 表面の電子状態
15週 （期末試験）
16週 総復習

後期

1週 触媒反応場の構造（1） 粒子径効果
2週 触媒反応場の構造（2） 形状選択性
3週 触媒反応場の構造（3） 形状選択性
4週 触媒反応場の構造（4） 固体酸点
5週 触媒反応場の構造（5） 固体酸点
6週 触媒反応場の構造（6） 固体塩基点
7週 （中間試験）
8週 触媒反応場の物性（1） 分散度
9週 触媒反応場の物性（2） TPD
10週 触媒反応場の物性（3） 吸着分子の赤外スペクトル
11週 触媒反応場の物性（4） 典型的反応
12週 触媒反応場の物性（5） 機器分析によるキャラクタリゼーション
13週 触媒反応場の物性（6） 機器分析によるキャラクタリゼーション
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14週 触媒反応場の物性（7） 機器分析によるキャラクタリゼーション
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 小テスト・宿題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 化学工学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1
教科書/教材 藤田重文 他監修「化学工学」(実教出版)、市原・他共著 「化学工学の計算法」(東京電機大学出版局)
担当者 Luis Guzman
到達目標
１．実規模での各種単位操作に必要な数値計算は、演習を通して習熟する。式の誘導も自力で行う。
２．品質管理・工程管理・熱管理の重要性を理解する。
３．化学プラント・安全に関する知識・心構えを身につけ、エンジニアとしての素養を習得する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
演習を通して実規模での各種単位
操作に必要な数値計算が十分にで
きる。また、式の誘導も自力で行
う。

演習を通して実規模での各種単位
操作に必要な数値計算ができる。

演習を通して実規模での各種単位
操作に必要な数値計算ができない
。

評価項目2
品質管理・工程管理・熱管理の重
要性を理解することが十分にでき
る。

品質管理・工程管理・熱管理の重
要性を理解することができる。

品質管理・工程管理・熱管理の重
要性を理解することができない。

評価項目3
化学プラント・安全に関する知識
・心構えを身につけ、エンジニア
としての素養を十分に習得するこ
とができる。

化学プラント・安全に関する知識
・心構えを身につけ、エンジニア
としての素養を習得することがで
きる。

化学プラント・安全に関する知識
・心構えを身につけ、エンジニア
としての素養を習得することがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
４年次の「化学工学Ⅰ」に引続き、熱（蒸発・空調など）および物質移動（蒸留・抽出など）に関する単位操作につい
て学習する。後半はプラントの設計・防災対策について習得する。合わせて品質管理・工程管理・安全と環境等につい
ても理解する。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は定期試験の成績８０％、および小テスト･課題･宿題の成績２０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を
合格とする。

注意点
４年生の続き。実験の装置や操作・原理をよく理解し、プロセス全体を正しく把握することは、将来化学技術の仕事に
携わる上でいかに大切であるかを知って欲しい。授業内容を教科書・ノートを使って予習復習しましょう。演習、宿題
、小テストあり。課題解決型学習を心がけて欲しい。電卓を必ず携行すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 化学工業と熱（水蒸気の力） 熱の発生と有効利用・水蒸気のエンタルピー等の計算。
2週 熱交換器（熱を伝える方式） 熱交換器の流量と温度の関係,伝熱機構と伝熱速度の関係。
3週 伝導伝熱（固体壁間の熱の伝わり方） フーリエの法則と熱伝導度の関係。
4週 対流伝熱（流体間の熱の伝わり方） 境膜伝熱係数･総括伝熱係数･対数平均温度差･有効温度差。

5週 放射(輻射)伝熱（高温での熱の伝わり方） 高温物体からの熱放射(輻射)、ステファンボルツマンの法
則等。

6週 まとめと演習

問題集の利用。
7週 （中間試験）
8週 試験問題の解答と評価

9週 蒸留（加熱して分ける原理） 気液平衡・ﾗｳｰﾙの法則・ﾄﾞﾙﾄﾝの法則・還流等による蒸留の
原理を理解し、単蒸留と連続精留との比較を行う。

10週 蒸留（精留における操作線）(1) 濃縮操作線・回収操作線を利用できるようにする(1)。　
11週 蒸留（精留における操作線）(2) 濃縮操作線・回収操作線を利用できるようにする(2)。

12週 蒸留（階段作図）(1) ｑ線の方程式・還流比等による精留塔の設計およびマッケ
イブ・シーレ法による階段作図を行う(1)。

13週 蒸留（階段作図）(2) ｑ線の方程式・還流比等による精留塔の設計およびマッケ
イブ・シーレ法による階段作図を行う(2)。

14週
蒸留（特殊蒸留） 共沸混合物･共沸蒸留･抽出蒸留･水蒸気蒸留の原理を学ぶ。

15週 （期末試験）
16週 試験問題の解答と評価・総復習

後期

1週 吸収（原理） 吸収の目的およびヘンリーの法則について具体例（脱硫・
脱硝等）を通して理解する。

2週 吸収（吸収のプロセス） 気体の溶解度・吸収のプロセスについて具体的に理解する
。

3週
吸収（操作線）

溶解度曲線からの操作線の作図・最小溶媒量等を算出する
。
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4週 抽出（原理） ３成分系溶解度曲線を利用して抽出率の計算を行う。

5週 抽出（三角図法）(1) 液液抽出における３成分溶解度曲線を理解し、抽出率･組成
等を作図によって求める(1)。

6週 抽出（三角図法）(2) 液液抽出における３成分溶解度曲線を理解し、抽出率･組成
等を作図によって求める(2)。

7週
（中間試験）

8週 試験問題の解答と評価
9週 その他の分離・精製法（最近の分離工学） 吸着･イオン交換･逆浸透圧･分子ふるい･透析を理解する。
10週 その他の分離・精製法、まとめ 超臨界抽出･膜分離について理解し、まとめを行う。
11週 計測と制御（１） 化学プラントの運転管理･プロセス変量(温度等)について。

12週 計測と制御（２） 調節計と操作部･プロセス自動制御の原理･実例を理解する
。

13週 反応装置(1) バッチ式と連続式反応装置。
14週 反応装置(2) バッチ式と連続式反応装置の特徴や用途を理解

15週
（期末試験）

16週
総復習

評価割合
試験 小テスト（課題） 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 40 10 50
専門的能力 40 10 50
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 無機材料工学
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 通年 週時限数 1

教科書/教材 教科書：小原嗣朗「基礎から学ぶ金属材料」（朝倉書店）、柳田博明編著「セラミックスの化学」（丸善）　参考書
：塩川二郎「入門無機材料」（化学同人）

担当者 砂金 孝志
到達目標
１．金属の製法、代表的な結晶構造、ミラー指数、状態図が理解できるようになること。
２．金属の塑性変形、強化法、腐食機構が理解できるようになること。
３．セラミックスの代表的結晶構造、製法が理解できるようになること。
４．セラミックスの絶縁性、半導性、誘電性がバンド理論や結晶構造から理解できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目１
金属の製法、結晶構造、ミラー指
数、状態図をしっかりと理解でき
る。

金属の製法、結晶構造、ミラー指
数、状態図を理解できる。

金属の製法、結晶構造、ミラー指
数、状態図を理解できない。

評価項目２ 金属の塑性変形、強化法、腐食機
構がしっかり理解できる。

金属の塑性変形、強化法、腐食機
構が理解できる。

金属の塑性変形、強化法、腐食機
構が理解できない。

評価項目３ セラミックスの代表的結晶構造、
製法がしっかり理解できる。

セラミックスの代表的結晶構造、
製法が理解できる。

セラミックスの代表的結晶構造、
製法が理解できない。

評価項目４
セラミックスの絶縁性、半導性、
誘電性がバンド理論や結晶構造か
らしっかり理解できる。

セラミックスの絶縁性、半導性、
誘電性がバンド理論や結晶構造か
ら理解できる。

セラミックスの絶縁性、半導性、
誘電性がバンド理論や結晶構造か
ら理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
現在の先端技術は、材料の開発によって支えられているといっても過言ではない。ここでは、代表的な無機系材料であ
る金属（前期）と、最近目覚ましい発展を遂げているセラミックス（後期）の基礎をできるだけ化学の言葉で平易に解
説する。

授業の進め方と授業内
容・方法

授業は、主に黒板による板書と教科書により進める。授業内容の理解を深めるために資料配付も行う。また、レポート
も課す。

注意点 興味をもった分野については、各自図書館などにある専門書でさらに勉強してください。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 １．金属の採取
・乾式製錬 鉱石から乾式製錬までを理解する。

2週 ・湿式製錬 湿式製錬を理解する。

3週 ２．金属および合金
・結晶構造（１）

単位格子、７つの結晶系、ブラべ格子、ミラー指数などを
理解する。

4週 ・結晶構造（２） 金属の最密充填構造を理解する。
5週 ・金属の融解、凝固 金属の融解、凝固、結晶粒などを理解する。
6週 ・塑性変形 結晶のすべり、転位の移動から塑性変形を理解する。
7週 中間試験
8週 ・金属の諸性質 金属の電気的性質、熱的性質を理解する。
9週 ・合金 二成分系合金の状態図を理解する。
10週 ・金属材料の強化 金属の強化法を理解する。
11週 ・鉄鋼材料と非鉄金属材料 鉄鋼材料と非鉄金属材料の種類と用途について理解する。

12週 ３．腐食
・腐食機構 腐食の機構を理解する。

13週 ・腐食の形態 腐食の形態を理解する。
14週 ・防食技術 防食技術について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 前期分の総復習

後期

1週 １．序論
・セラミックスとは

セラミックスの定義、材料の中での位置付けなどを理解す
る。

2週 ２．セラミックスの構造
・化学結合 イオン結合、共有結合などを理解する。

3週 ・配位数と結晶構造 配位数、イオンの充填方式からみた結晶構造を理解する。
4週 ・焼結体構造 焼結体の構造などを理解する。

5週 ３．セラミックスの反応
・製法 単結晶、紛体、薄膜の製法を理解する。

6週 ４．セラミックスの物性
・熱的性質（１） 融点などの熱的性質を理解する。

7週 中間試験
8週 ・熱的性質（２） 熱伝導や熱膨張を理解する。
9週 ・絶縁体 バンド理論、価電子帯、伝導帯などを理解する。
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10週 半導体（１） 真性半導体、n 型半導体、p 型半導体などを理解する。

11週 半導体（２） フェルミ順位、p-n 接合、太陽電池、半導体レーザなどを
理解する。

12週 ・誘電体（１） 誘電体の種類と誘電分極の機構を理解する。
13週 ・誘電体（２） 圧電体、焦電体、強誘電体について理解する。
14週 ・磁性体 強磁性体、反強磁性体、フェリ磁性体について理解する。
15週 期末試験
16週 総復習 後期分の総復習

評価割合
試験 レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用微生物工学
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2
教科書/教材 久保　幹　他　「バイオテクノロジー」　（大学教育出版）
担当者 鈴木 康司
到達目標
１．微生物の分類や生活環を理解し、人間とどのように係わってきたのか説明できるようになること。
２．微生物を利用する発酵工業製品がどのように開発されているのか把握すること。
３．大腸菌を用いた遺伝子組換え技術を理解し、タンパク質の大量発現させる方法を説明できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 真核微生物・原核微生物の種類と
特長について詳細に説明できる

真核微生物・原核微生物の種類と
特長について説明できる

真核微生物・原核微生物の種類と
特長について説明ができない

評価項目2
微生物の増殖と培養について詳細
に説明ができ安全対策も理解でき
る。

微生物の増殖と培養について説明
できる。

微生物の増殖と培養について理解
ができない。

評価項目3
アルコール発酵、食品加工、抗生
物質生産について詳細に説明がで
きる

アルコール発酵、食品加工、抗生
物質生産について説明できる

アルコール発酵、食品加工、抗生
物質生産について理解ができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
人間は古くから微生物と関わり、発酵食品、医薬品などに利用してきた。また遺伝子工学、タンパク質工学などのバイ
オ技術は、生育が早く、コントロールしやすい微生物を用いている。本講義では、微生物とは何かから学び、その制御
と応用について学習する。

授業の進め方と授業内
容・方法

教科書の内容に加えて、最先端の情報等も加えながら資料配付と板書によって進める。理解度を高めるため、小テスト
やレポートを挟みながら進行させる。

注意点
「生物化学」が基礎となりますので、十分に復習して内容を理解しておいてください。「生物工学」（５年前期）も受
講するとより良く理解できます。講義ノートの内容を見直し、講義に関する課題等が出された時は、それを解いておい
てください。講義で示した次回予定の部分を予習しておいてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 応用微生物工学とは
微生物の特徴

人間はどのようにして微生物と係わってきたのか把握する
微生物はどのような特徴を有するのかを説明できる

2週 微生物の培養 微生物の培養技術、特に増殖と環境因子について説明でき
る

3週 微生物の分類
ウイルス、原核微生物、真核微生物の違いを分子生物学的
に説明できる
産業的に利用されている微生物の分類について理解する

4週 大量培養技術
バイオリアクター技術

微生物を取り扱う際の滅菌方法、スケールアップ等を説明
できる酵素、菌体の固定化でバイオリアクターが作られる
ことを説明できる

5週 産業への応用
食品の腐敗と貯蔵法

微生物由来酵素の精製技術等を説明できる腐敗も微生物が
引き起こす。それを防ぐ貯蔵法を説明できる

6週 醸造発酵食品（飲料） アルコール発酵飲料の種類と製造法について説明できる
7週 （中間試験）

8週 醸造発酵食品（調味料等・乳製品等）
食品素材

みそ、醤油等の発酵調味料とチーズなど乳製品や乳酸飲料
等の製造法を説明できる
微生物や酵素を利用して高機能化された食品の製造法を説
明できる

9週 発酵医薬品（抗生物質） 抗生物質の種類と応用について説明できる
抗生物質が効かない耐性菌の問題点を説明できる

10週 発酵医薬品（生理活性物質）
バイオハザード対策

微生物が生産する生理活性物質がどのように応用されてい
るのか説明できる
微生物の封じ込め技術と法規制について説明できる

11週 バイオレメディエーション
微生物の力で環境を浄化するバイオレメディエーションを
説明できる
排水処理など実際の応用例の検証と今後の展望を説明でき
る

12週 微生物のスクリーニングと同定、育種
どのようにして目的とした微生物を選び出すのか説明でき
る１６ＳｒＤＮＡによる同定方法を説明できる
野生株（低生産）から工業生産株（高生産）への育種方法
を説明できる

13週 大腸菌を用いた遺伝子組換え（１） 遺伝子組換えの基本原理とその手順と用いられる試薬酵素
を説明できる

14週 大腸菌を用いた遺伝子組換え（２）
形質転換技術と組換え微生物の選択方法について説明でき
る
 効率よくタンパク質を発現させる方法について説明できる

15週  （期末試験）
16週 総復習 理解度の確認、不足部分の復習をする

評価割合
5 － 149



試験 発表 相互評価 態度 レポート その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 10 10 100
基礎的能力 20 0 0 0 0 10 30
専門的能力 60 0 0 0 0 0 60
分野横断的能力 0 0 0 0 10 0 10

5 － 150



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0

教科書/教材 教科書：高遠 節夫 他著「新訂 応用数学」（大日本図書）、 参考書：TAMAS編「ドリルと演習シリーズ　応用数学」
（電気書院）、 参考書：山本茂樹、五十嵐浩「理工系のための数学基礎」（電気書院）

担当者 越野 克久
到達目標
１.スカラー場、ベクトル場の計算に習熟する。
２.多変数ベクトル値関数の線積分の計算に習熟し、２次元のグリーン・ストークスの定理を理解する。
３.複素数の性質、複素関数の正則性とコーシー・リーマンの関係式との関係を理解する。
４.コーシーの積分定理を理解し、複素積分の計算に習熟する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1 ベクトル解析の基本事項を理解し
、複合問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができる。

ベクトル解析の基本事項を理解し
、基本問題を解くことができない
。

評価項目2 複素関数の基本事項を理解し、複
合問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができる。

複素関数の基本事項を理解し、基
本問題を解くことができない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 自然科学や工学を学ぶ学生に必要なベクトル解析と複素関数の初歩をそれまで学んだ微分積分・線形代数学の復習・発

展の観点から学ぶ。
授業の進め方と授業内
容・方法

授業は講義と演習形式で行う。 基本事項を講義で解説し、その後演習を通して学生自らが手を動かして考えることで基
本事項の理解を確認し、計算力・思考力を養う。

注意点 学生は予習復習等の自宅学習を励行すること。講義の進行が速いので普段から予習には特に励むこと。講義ノートの内
容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 一般次元のベクトルと平面、ベクトル関数とその微分 ベクトルの演算、内積、ノルム、１変数ベクトル値関数が
理解でき、その微分が計算できる。

2週 曲線と接線ベクトル、スカラー場とその偏導関数　
１変数ベクトル値関数としてのパラメーター曲線と接線、
多変数実数値関数(スカラー場)の概念、勾配が理解できる
。

3週 ベクトル場の微分、回転と発散 多変数ベクトル値関数(ベクトル場)の概念、回転と発散が
理解できる。

4週 線積分 多変数ベクトル値関数の線積分の定義が理解でき、その計
算ができる。

5週 ２次元のグリーン・ストークスの定理
２次元線積分と２重積分の関係ができ、線積分計算への応
用できる。グリーン・ストークスの定理の証明と公式の解
釈ができる。

6週 ガウスの発散定理、ストークスの定理 ガウスの発散定理、ストークスの定理が理解できる。
7週 （中間試験）

8週 複素数と複素平面 複素数の四則演算、複素平面と極形式、ド・モアブルの定
理が理解できる。

9週 複素関数 複素変数の指数関数、三角関数、１次分数変換が理解でき
る。

10週 正則関数
正則関数、正則関数の微分公式、コーシー・リーマンの関
係式、等角写像、逆関数、べき関数、対数関数が理解でき
る。

11週 コーシーの積分定理と積分公式 コーシーの積分定理が理解でき、コーシーの積分表示の積
分計算への応用できる。

12週 数列と級数、関数の展開 べき級数、収束半径、テイラー展開、孤立特異点が理解で
きる。

13週 ローラン展開、孤立特異点と留数 ローラン展開、極、真性特異点、留数が理解できる。
14週 留数の計算、留数定理 留数の計算、留数定理の定積分への応用ができる。
15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 課題 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 20 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

5 － 151



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 物質分離分析法
科目基礎情報
科目番号 0038 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：なし（担当者の講義ノートにより進める） 参考書：なし（必要に応じてプリントを配布する）
担当者 岩浪 克之
到達目標
1.各種の分離精製法の原理と概要が理解できること。
2.各種の分離精製法を実際に直面する分離精製問題に応用できること。
3.機器分析の前処理技術を理解できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
各種の分離精製法の原理と概要が
きちんと理解できる。

各種の分離精製法の原理と概要が
理解できる。

各種の分離精製法の原理と概要が
理解できない。

各種の分離精製法を実際に直面す
る分離精製問題にきちんと応用で
きる。

各種の分離精製法を実際に直面す
る分離精製問題に応用できる。

各種の分離精製法を実際に直面す
る分離精製問題に応用できない。

機器分析の前処理技術がきちんと
理解できる。

機器分析の前処理技術が理解でき
る。

機器分析の前処理技術が理解でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
通常の合成反応では100%純粋に目的物が得られることは稀であり、未反応の出発物質や副生成物が混在してく ること
が常である。本講義では、混合物から純粋な各成分を単離する分離精製技術を概説するとともに、環境 試料などの分析
に不可欠な前処理技術などにも展開する。

授業の進め方と授業内
容・方法

極めて広範囲で学習すべき事項が多いが、出来るだけ焦点を絞って講義するので、良く授業を聞き、ノートをきちんと
取ること。また授業内容をより理解するために、資料配布も行う。定期試験は，授業で学習した内容からほとんど出題
するので、授業中、真剣に取り組み、学習内容をしっかり定着させるよう努力すること。

注意点 毎回の授業後には、ノートの内容を見直して、復習すること。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 序論 分離精製技術の重要性、不純物の由来について理解する。
2週 再結晶法 再結晶の原理と方法、再結晶法の限界について理解する。

3週 蒸留法（１） 常圧蒸留の方法、分留管の機能、常圧蒸留の問題点につい
て理解する。

4週 蒸留法（２） 減圧蒸留の方法、水蒸気蒸留の原理と利点について理解す
る。

5週 溶媒抽出法 溶媒抽出の原理、分配係数について理解する。

6週 昇華法、透析法、遠心分離法 昇華法、透析法、遠心分離法の原理と方法について理解す
る。

7週 （中間試験）

8週 クロマトグラフィー（１） クロマトグラフィーの種類と分類、移動相と固定相の種類
について理解する。

9週 クロマトグラフィー（２） 薄層クロマトグラフィーの方法、Rf値、カラムクロマトグ
ラ フィーの方法について理解する。

10週 クロマトグラフィー（３） 高速液体クロマトグラフィーの原理とその利用法について
理解する。

11週 クロマトグラフィー（４） ガスクロマトグラフィーの原理とその利用法について理解
する。

12週 機器分析技術 各種分析機器の原理と測定法、定量法について理解する。

13週 合成反応における分離精製技術 各種分離精製技術の利用法と組み合わせについて理解する
。

14週 機器分析における前処理技術 実際の分析における実試料の前処理法について理解する。
15週 （期末試験）
16週 総復習 期末試験の解説と、これまでの総復習を行う。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 100 0 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 152



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 放射化学
科目基礎情報
科目番号 0039 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：海老原　充著「現代放射化学」（化学同人）
担当者 青柳 登
到達目標
１．原子核の安定性や放射壊変など放射化学の基礎を理解する。
２．放射線と物質との相互作用を学び、放射線の測定原理や放射線が生体に及ぼす影響を理解する。
３．産業界で放射線や放射性物質がどのように利用されているかを理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
放射線の種類と性質を説明できる
。

教科書等を見ながらであれば、左
記の説明ができる。 左記ができない。

放射性元素の半減期と安定性を説
明できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記の説明ができる。 左記ができない。

核分裂と核融合のエネルギー利用
を説明できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記の説明ができる。 左記ができない。

原子炉と核燃料サイクルを説明で
きる。

教科書等を見ながらであれば、左
記の説明ができる。 左記ができない。

理工学や産業界において放射化学
がどのように応用されているかを
説明できる。

教科書等を見ながらであれば、左
記の説明ができる。 左記ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等
概要 放射線や放射性元素、放射壊変、核反応、放射線と物質との相互作用など、放射化学の基礎的内容を学習する。さらに

、放射線や原子核が利用されている化学について簡単に紹介し、放射能に対する正しい認識を持つことを目的とする。
授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、定期試験の成績70％、レポートや小テストの成績30％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする
。

注意点 現在、放射能に対する危険性が強く叫ばれていますが、その一方で、放射線や放射性元素は医療や産業に大きく貢献し
ています。放射化学の基礎を学び、放射性元素の危険性や有用性に対する正しい知識を習得してください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 １．放射化学の概要 放射化学の概要、原子核の構成や質量とエネルギーの等価
性を学ぶ。

2週 ２．原子核の安定性 原子核の特徴や結合エネルギー、原子核モデルについて学
習する。

3週 ３．放射壊変 α壊変、β壊変、γ壊変および壊変図式、壊変法則、半減期
を理解する。

4週 ４．放射平衡と天然の放射性核種 放射平衡の概念を理解する。天然に存在する放射性物質の
特徴を学ぶ。

5週 ５．核反応 核反応の基礎を理解する。核分裂の特徴を学習する。

6週 ６.放射線と物質の相互作用 α線、β線、γ線、中性子線と物質の相互作用を物理的に理
解する。

7週 （中間試験）
8週 ７．．放射線の生体に及ぼす影響 放射線の生体に及ぼす影響と被ばくの形式を学習する。

9週 ８．放射線の測定 放射線の検出原理について学習し、α線、β線、γ線、中性
子線検出器の特徴を理解する。

10週 ９．原子炉と核燃料サイクル 核分裂の連鎖反応と臨界、原子炉の原理を学ぶ。核燃料サ
イクルの一般的知識を学習する。

11週 10．人工放射性元素 核反応により作られた人工放射性元素について学習する。
12週 11．加速器や中性子源 加速器や中性子源、放射線発生装置の原理を理解する。

13週 12．放射性核種の分離と分析 放射性核種の化学的な分離技術と放射化学的な分析法につ
いて学習する。

14週 13． 放射化学の応用 理工学や産業界において放射化学がどのように応用されて
いるかを学ぶ。

15週 （期末試験）
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 70 0 0 0 0 30 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

5 － 153



茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 文献検索
科目基礎情報
科目番号 0040 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:1 後期:0
教科書/教材 教科書：特になし、（配布プリント） / 参考書：時実象一著「化学文献とデータベースの活用法」（化学同人）
担当者 Luis Guzman
到達目標
１．文献（学術論文）を検索する方法に習熟し、インターネットを使って目的の文献を検索できるようにすること。
２．検索によって入手した文献について、英文の文献要旨（アブストラクト）を短時間で読解できるようにすること。
３．オリジナルの論文を読み、それを要約して、その内容を一定時間内で発表できること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
文献（学術論文）を検索する方法
を習熟し、インターネットを使っ
て目的の文献をすばやく検索する
ことができる。

文献（学術論文）を検索する方法
を習熟し、インターネットを使っ
て目的の文献を検索することがで
きる。

文献（学術論文）を検索する方法
を習熟し、インターネットを使っ
て目的の文献を検索することがで
きない。

評価項目2

検索によって入手した文献につい
て、英文の文献要旨（アブストラ
クト）を短時間で読解できる。ま
た、専門用語にも十分に理解でき
る。

検索によって入手した文献につい
て、英文の文献要旨（アブストラ
クト）を読解できる。ある程度専
門用語にも理解できる。

検索によって入手した文献につい
て、英文の文献要旨（アブストラ
クト）を読解できない。ある程度
専門用語にも理解できない。

評価項目3
目的の文献を検索し、それを読解
した学修成果の要約を所定の時間
内でわかりやすく発表することが
できる。

目的の文献を検索し、それを読解
した学修成果の要約を所定の時間
内で発表することができる。

目的の文献を検索し、それを読解
した学修成果の要約を所定の時間
内で発表することができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
研究を進める上で関連する分野の文献を収集調査することは必要不可欠なことである。膨大な量の文献の中から目的の
文献を調査する方法について解説するとともに、自ら文献を調査・入手・読解するまでを体験して、文献検索のノウハ
ウを養うとともに文献内容の発表を通してプレゼンテーション力の養成を目標とする。　

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、検索実習における課題レポートの成績を４０％、プレゼンテーションにおける成績を６０％として行い
、合計の成績が６０点以上の者を合格とする。

注意点
各種の情報・文献を調べることは重要なことであるので、この授業では各自の卒業研究に関連した文献あるいは興味を
持つ研究の文献を自分の手で探し出し、文献を読んで内容を要約できるように努力してもらいたい。
要旨の和訳がありますが、英語文献の内容を正しく理解するために専門用語票を予習しておくことが望ましい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 化学文献の情報検索について 文献検索の必要性と情報源には何があるかについて。

2週 １次文献情報について(1) 原著情報と電子ジャーナルについて、その概要と活用方法
について学ぶ。

3週 電子ジャーナルオンライン検索実習（１） 電子ジャーナルの利用法と膨大なデータから目的の文献を
検索する方法について学ぶ。

4週 １次文献情報 について(2) 特許情報についてその意味と情報の入手について学ぶ。

5週 電子ジャーナルオンライン検索実習（２） 特許情報の利用法と膨大なデータから目的の特許情報を検
索する方法について学ぶ。

6週 ２次文献情報 について Chemical Abstractについて、概要とその内容と
 検索方法の概要について学ぶ。

7週
Chemical Abstract Service (CAS)の検索方法(1)

Chemical Abstractのオンラインサービス版であるCAS
 について利用方法、効果的な検索方法について学ぶ。

8週 （中間試験）

9週 Chemical Abstract Service (CAS)の検索方法(2) CASに含まれるいくつかの書誌情報以外のデータベースの
利用方法について学ぶ。

10週 日本における学術情報データベースについて 国内で作成されている学術情報データベースの概要とその
活用法について学ぶ。

11週 学術情報データベース検索実習 本校で利用可能な学術情報データベースを利用して目的の
文献情報を検索する。

12週 プレゼンテーション(1) 目的の文献を検索し、それを読解した学修成果を各自が所
定の時間内で発表する。

13週 プレゼンテーション(2) 同上。
14週 プレゼンテーション(3) 同上。
15週 （期末試験）

16週 データベースの進化とセキュリティについて 年々進化する学術データベースの状況と獲得した情報と著
作権との関連ついて学ぶ。

評価割合
レポート プレゼンテーション 合計

総合評価割合 40 60 100
基礎的能力 0 0 0
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専門的能力 40 60 100
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 環境保全工学
科目基礎情報
科目番号 0041 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2

教科書/教材 教科書:富田豊編集、須田猛編集協力「環境科学入門」(学術図書出版)(毎回プリントを配布する) 参考書:多岐に渡るため
授業にて紹介する

担当者 石村 豊穂,西田 梢
到達目標
1.環境科学における基本的なキーワードの意味を理解する。
2.地球環境・地域環境の汚染や問題点の現状を理解する。
3.各種環境問題の対策のための技術を理解する。
4.環境問題に対する技術者としての考え方を社会的観点からも理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
環境科学における基本的なキーワ
ードの意味を理解する。

環境科学における基本的なキーワ
ードを的確に説明できる

環境科学における基本的なキーワ
ードの意味をしっている

環境科学における基本的なキーワ
ードを把握できていない

地球環境・地域環境の汚染や問題
点の現状を理解する。

地球環境・地域環境の汚染や問題
点の現状を的確に説明できる

地球環境・地域環境の汚染や問題
点の現状をしっている

地球環境・地域環境の汚染や問題
点の現状を把握できていない

環境問題に対する技術者としての
考え方を社会的観点からも理解す
る。

環境問題に対する技術者としての
考え方を的確に説明できる

環境問題に対する技術者としての
考え方をしっている

環境問題に対する技術者としての
考え方を把握できていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 近年の大気・水・土壌の環境汚染(地球規模・地域規模)の現状およびその対策のための取り組みを理解し、よりよい未来

に向けて技術者が何をなすべきかを技術面・社会的観点から考える。

授業の進め方と授業内
容・方法

環境問題は地球に住むすべての生命にとって重要な問題です。化学技術者として活躍するためには、技術の進歩と環境
負荷の低減のバランスを常に考慮に入れて行動することが望まれます。この講義を機会に、環境問題について自分の意
見を確立するきっかけをつくっていただきたい。次回講義範囲については昨今の動向についてインターネット等
で情報を収集しつつ予習を行うこと。講義用ノートおよびテキストを見直し、関連する事象についての動向を把握して
理解を深めること。

注意点 成績の評価は2回の定期試験で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。
授業計画

週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 環境汚染の歴史と環境保全 過去および現在の環境汚染問題の概要
2週 地球の物質循環 環境破壊・環境汚染問題のメカニズム
3週 地球温暖化 温暖化の原因と機構についてその概要を学ぶ
4週 地球温暖化対策 温暖化対策と将来予測について学ぶ
5週 オゾン層の破壊 オゾン層破壊の原因と改善について学ぶ

6週 酸性雨と海洋酸性化 酸性雨と海洋酸性化についてメカニズムと影響，その対策
について学ぶ

7週 (中間試験)
8週 森林破壊 森林の破壊とその影響，将来への影響について学ぶ
9週 生態系の破壊 生物多様性の保全についてその概要を学ぶ
10週 大気汚染 光化学オキシダントなど地域的な大気汚染の概要を学ぶ
11週 水環境汚染 水質汚濁など水に関わる汚染の概要を学ぶ
12週 土壌汚染 土壌汚染と改善方法に関する概要を学ぶ
13週 環境ホルモン・食品問題 環境ホルモンや食品問題の概要と危険性を学ぶ
14週 環境測定・廃棄物・エネルギー・資源 廃棄物処理と環境汚染、新エネルギーについて学ぶ
15週 (期末試験)
16週 まとめ 持続可能な環境保全のあり方について再確認する

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 30 0 0 0 0 0 30
分野横断的能力 40 0 0 0 0 0 40
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 応用物理化学演習
科目基礎情報
科目番号 0042 科目区分 専門 選択
授業の形式 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 2
教科書/教材 教科書：特になし、 参考書：岡田　功「化学工学」(東京電機大出版局) 、演習書：プリントを配布する。
担当者 Luis Guzman
到達目標
1. 基礎化学をベースに、物理化学一般（物質収支、化学平衡、反応速度、束一的性質）の計算問題を中心に実用的な問題を解ける 実力を身に付
ける。
2. 物理化学の応用編である化学工学の各種単位操作の計算を通して、設計・操作などの実用性を身に付ける。
3. 大学編入学または専攻科入学に関する過去の試験問題を解ける力を身に付ける。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1

基礎化学をベースに、物理化学一
般（物質収支、化学平衡、反応速
度、束一的性質）の計算問題を中
心に実用的な問題を解ける実力が
十分に身に付けられる。

基礎化学をベースに、物理化学一
般（物質収支、化学平衡、反応速
度、束一的性質）の計算問題を中
心に実用的な問題を解ける実力が
身に付けられる。

基礎化学をベースに、物理化学一
般（物質収支、化学平衡、反応速
度、束一的性質）の計算問題を中
心に実用的な問題を解ける実力が
身に付けられない。

評価項目2
物理化学の応用編である化学工学
の各種単位操作の計算を通して、
設計・操作などの実用性が十分に
身に付けられる。

物理化学の応用編である化学工学
の各種単位操作の計算を通して、
設計・操作などの実用性が身に付
けられる。

物理化学の応用編である化学工学
の各種単位操作の計算を通して、
設計・操作などの実用性が身に付
けられない。

評価項目3
大学編入学または専攻科入学に関
する過去の試験問題を解ける力が
十分に身に付けられる。

大学編入学または専攻科入学に関
する過去の試験問題を解ける力が
身に付けられる。

大学編入学または専攻科入学に関
する過去の試験問題を解ける力が
身に付けられない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
化学工業における化学的物理的変化に基づく諸量の関係を、例題を解説しながら諸原理や法則の上に立って理解する。
単に暗記的な学習ではなく、実用的な化学のおもしろさについて計算を通して知ってもらう。前半は物理化学の演習を
行い、後半は、５年「化学工学Ⅱ」の講義を補う形で演習を行う。専攻科入学や大学編入学対策等にも役立たせる。

授業の進め方と授業内
容・方法

成績の評価は、物理化学演習、化学工学演習いずれも定期試験の成績80％、および小テストの成績20％で行い、平均の
成績が60点以上の者を合格とする。

注意点
前半の物理化学演習では毎時間、その日の講義内容について、小テストを行うので講義中に理解し、質問があればその
場で聞くこと。電卓の使用可。後半の化学工学演習でも小テストを行う。電卓携帯すること。授業の事前に教科書・化
学工学のノートを復習しましょう。授業後教科書や参考書の問題集の解答が望ましい。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 化学量論 化学量論関係（反応式と質量･体積関係）に関する演習
2週 化学平衡（１） 化学平衡に関する演習
3週 化学平衡（２） 化学平衡に関する演習
4週 反応速度（１） 一次反応および二次反応に関する演習
5週 反応速度（２） 複合反応に関する演習
6週 束一的性質 凝固点降下、沸点上昇、浸透圧に関する演習
7週 （中間試験）
8週 総復習 総復習
9週 蒸発（１） 蒸発に関する演習
10週 蒸発（２） 蒸発に関する演習
11週 蒸留（１） 蒸留に関する演習
12週 蒸留（２） 蒸留に関する演習
13週 抽出（１） 抽出に関する演習
14週 抽出（２） 抽出に関する演習

15週 （期末試験）

16週 総復習
評価割合

試験 小テスト 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 40 10 50
専門的能力 40 10 50
分野横断的能力 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 精密合成化学
科目基礎情報
科目番号 0043 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2

教科書/教材 教科書：L.S.Starkey「基礎から学ぶ有機合成」（東京化学同人） 参考書：檜山、大嶌「有機合成化学」（東京化学同人
）

担当者 小林 みさと
到達目標
講義や演習を通じて、反応の特徴を深く理解し、やや複雑な有機化合物の合成に応用できる能力や、有機化学を総合的に把握できるようになる
ことを目標とする。
１．目的とする化合物を効率良く合成することの大切さが理解できるようになる。
２．精密合成の基本原理である選択合成の体系が理解できる。
３．逆合成の視点から結合切断部位が理解できるようになる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
目的とする化合物を効率良く合成
することの大切さがきちんと理解
できる。

目的とする化合物を効率良く合成
することの大切さが理解できる。

目的とする化合物を効率良く合成
することの大切さが理解できない
。

精密合成の基本原理である選択合
成の体系がきちんと理解できる。

精密合成の基本原理である選択合
成の体系が理解できる。

精密合成の基本原理である選択合
成の体系が理解できない。

逆合成の視点から結合切断部位が
きちんと理解できる。

逆合成の視点から結合切断部位が
理解できる。

逆合成の視点から結合切断部位が
理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ)
教育方法等

概要
精密合成化学とは、目的とする標的化合物があり、その構造を正確に組み立てる際に必要な技術ならびにその基礎とな
る化学のことである。これまでの副生成物をともなう有機合成から、目的物を選択的かつ効率的に合成する考え方に世
界の動向は転換してきている。ここでは立体化学や反応機構も考慮に入れながら、精密合成について多面的に学ぶ。

授業の進め方と授業内
容・方法 講義は教科書を中心に行う。反復的な学習が重要なので自宅での復習を必ず行うこと。

注意点
３、４年次の有機化学が基礎となっているので、「有機化学Ⅰ・Ⅱ」の内容を事前に復習しておくことが望ましい。
毎回の授業後には、教科書の章末問題を解いて復習すること。また、次回予定の内容に関して、教科書を読むなどして
予習すること。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 逆合成解析 (1) 逆合成解析、シントン、官能基変換相互変換について、概
念を説明でき、簡単な化合物の逆合成の例を理解できる。

2週 逆合成解析 (2)
有機合成における保護基の必要性について説明でき、代表
的な保護基の種類と、そのかけ方、外し方について反応機
構がかける。

3週 官能基を１個有する標的分子の合成 (1) アルコール類の逆合成ができる。
4週 官能基を１個有する標的分子の合成 (2) ハロゲン化物の逆合成ができる。
5週 官能基を１個有する標的分子の合成 (3) エーテル類の逆合成ができる。
6週 官能基を１個有する標的分子の合成 (4) アミン類の逆合成ができる。
7週 (中間試験)
8週 官能基を１個有する標的分子の合成 (5) アルケンの逆合成ができる。
9週 官能基を１個有する標的分子の合成 (6) アルデヒドおよびケトン類の逆合成ができる。

10週 官能基を２個有する標的分子の合成 (1)
アルドール反応およびアルドール縮合、Mannich反応によ
るβーヒドロキシカルボニル、α、βー不飽和カルボニルの
逆合成ができる。

11週 官能基を２個有する標的分子の合成 (2)
極性転換と呼ばれる合成手法について説明できる。極性転
換を用いたαーヒドロキシカルボン酸、αーヒドロキシケト
ンの逆合成ができる。

12週 立体化学の予測と制御 (1) キラルおよびジアステレオ選択性の制御について、例を挙
げて説明できる。

13週 立体化学の予測と制御 (2) カルボニル基への付加、Felkin-Anhモデルについて理解す
る。

14週 立体化学の予測と制御 (3) エノラートへの付加、Zimmerman-Traxlerモデルについ
て理解する。

15週 (期末試験)
16週 総復習 期末試験の解説と、これまでの総復習を行う。

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 反応理論化学
科目基礎情報
科目番号 0044 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 辻 和秀 「これからはじめる量子化学―物理・数学のキホンからよくわかる!」（オーム社）
担当者 佐藤 稔
到達目標
１．量子論的な考え方ができること。
２．フロンティア軌道法をもとに化学反応を予想したり、説明したりできること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)
量子論とは何かをわかりやすく説
明できる。 量子論とは何かを説明できる。 量子論とは何かを説明できない。

フロンティア軌道法をもとに化学
反応を予想したり、わかりやすく
説明したりできる。

フロンティア軌道法をもとに化学
反応を予想したり、説明したりで
きる。

フロンティア軌道法をもとに化学
反応を予想したり、説明したりで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等
概要 量子化学的な概念を学び、フロンティア軌道法を基に化学反応（特に有機化学反応）を理論的に解釈できるようにする

。
授業の進め方と授業内
容・方法 プリントを用いて講義を行い、小テストにより理解度を確認する。

注意点
小テストを行うので講義中に理解し、質問があればその場で聞くこと。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例
題・演習問題を解いておくこと。次回予定の部分を予習しておくこと。また、微分積分を復習すること。電卓の使用可
。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 量子化学の誕生と光の二重性 量子化学誕生の経緯、光の波動性と粒子性を説明できる。

2週 Bohrの原子モデルとドブロイ波  Bohrの原子モデル、電子の波動性と粒子性、不確定性原理
を説明できる。

3週 シュレーディンガーの波動方程式(1) シュレーディンガーの波動方程式、波動関数の意味を説明
できる。

4週 シュレーディンガーの波動方程式(2) 一次元の井戸型ポテンシャル、電子の存在確率を説明でき
る。

5週 シュレーディンガーの波動方程式(3) 期待値、Bohrの理論と量子論の違いを説明できる。
6週 フントの規則、パウリの排他原理 フントの規則、パウリの排他原理を説明できる。
7週  （中間試験）
8週 分子軌道法 結合性軌道と反結合性軌道を説明できる。

9週 フロンティア分子軌道 フロンティア分子軌道論、フロンティア電子密度、π電子密
度と結合次数を説明できる。

10週 軌道の相互作用 軌道の対称性と軌道の相互作用、軌道のエネルギー準位と
軌道の相互作用を説明できる。

11週 ヒュッケル分子軌道法 ヒュッケル分子軌道法によるエネルギーや波動関数の計算
できる。

12週 軌道の相互作用の原理  軌道の相互作用条件、酸素と窒素の分子軌道の違いを説明
できる。

13週 HOMO軌道とLUMO軌道 HOMO軌道とLUMO軌道の相互作用を説明できる。
14週 軌道の対称性と立体選択 Diels-Alder反応、環化反応、開環反応を説明できる。
15週  （期末試験）
16週  総復習 前期の内容を復習する。

評価割合
試験 小テスト 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 20 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 生物工学
科目基礎情報
科目番号 0045 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 前期 週時限数 前期:2 後期:0
教科書/教材 久保　幹　他　「バイオテクノロジー」　（大学教育出版）
担当者 鈴木 康司
到達目標
１．バイオテクノロジーに用いられる原理（タンパク質・ＤＮＡ配列決定技術、ＰＣＲ技術等）を理解し、説明できるようになること。
２．世界のバイオ技術レベルを認識し、どのような製品が開発されたか把握すること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

評価項目1
バイオテクノロジーに用いられる
原理（タンパク質・ＤＮＡ配列決
定技術、ＰＣＲ技術等）を詳細に
説明できる

バイオテクノロジーに用いられる
原理（タンパク質・ＤＮＡ配列決
定技術、ＰＣＲ技術等）の概要を
説明できる

バイオテクノロジーに用いられる
原理（タンパク質・ＤＮＡ配列決
定技術、ＰＣＲ技術等）を説明で
きない

評価項目2 動植物のバイオテクノロジーにつ
いて詳細に説明できる

動植物のバイオテクノロジーにつ
いて概要を説明できる

動植物のバイオテクノロジーにつ
いて説明できない

評価項目3
世界のバイオ技術レベルを認識し
、どのような製品が開発されたか
詳細に説明ができる

世界のバイオ技術レベルを認識し
、どのような製品が開発されたか
概要説明ができる

世界のバイオ技術レベルを認識し
、どのような製品が開発されたか
説明できない

評価項目4 バイオインフォマティクスに係わ
る情報の入手と解析ができる

バイオインフォマティクスに係わ
る情報の入手ができる

バイオインフォマティクスに係わ
る情報の入手ができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
生物を工業的に応用するバイオテクノロジーは、２１世紀の基盤産業になると期待され、国家的、全世界的にもその育
成に力が注がれている。本講義では、それら技術の原理を学び、国内企業の現状、開発プロセス等のバイオテクノロジ
ーの実際を追求する。

授業の進め方と授業内
容・方法

教科書の内容に加えて、最先端の情報等も加えながら資料配付と板書によって進める。理解度を高めるため、小テスト
やレポートを挟みながら進行させる。更にＰＣ上からＤＮＡデータバンクに接続してその情報解析を行う。

注意点

「生物化学」が基礎となるので、十分に復習して内容を理解しておくこと。「応用微生物工学」も並行して受講すると
より良く理解できる。まだ教科書にも載っていないトピック等も説明するので、インターネット等で情報収集もやって
みること。講義ノートの内容を見直し、講義に関する課題等が出された時は、それを解いておくこと。講義で示した次
回予定の部分を予習しておくこと。
　　

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

前期

1週 バイオテクノロジーとセントラルドグマ
人はどのようにして生物を工業に応用してきたのか把握す
る。セントラルドグマを理解し、転写翻訳過程の制御を説
明できる

2週 遺伝子組換え技術と形質転換技術 どのようにして遺伝子組換えを行うのかと形質転換の原理
を説明できる

3週 タンパク質・ＤＮＡ配列決定法とＰＣＲ技術 タンパク質のアミノ酸配列とDNA塩基配列の決定方法、
PCR技術を説明できる

4週 タンパク質工学と部位特異的変異
遺伝子配列を任意に変異させる部位特的技術によりタンパ
ク質変異を自由に設計できるタンパク質工学技術を説明で
きる

5週 細胞工学 動植物の細胞培養技術と異種細胞でも、融合技術により新
しい品種が作れる技術を説明できる

6週 動植物のバイオテクノロジー 動植物のバイオテクノロジーの現状について説明できる
7週 （中間試験）

8週 組換え植物と組換え食品の安全性 どのようにして組換え植物が作られるのか理解し、その安
全性がどのように保たれているのか説明できる

9週 クローン動物と万能細胞 組換え動物、クローン動物の作成技術とES細胞・ｉＰＳ細
胞の構築方法を説明できる

10週 医薬品業界のバイオ 遺伝子組換え医薬品、 病気の診断などにどのようにバイオ
が係わっているのか説明できる

11週 その他業界のバイオ化
化学、石油、繊維、製紙、酵素業界におけるバイオの取り
組み、特に臨床診断用酵素を用いた生体微量成分の測定原
理と応用例を説明できる

12週 環境関連とバイオハザード
植物による環境浄化、ファイトレメディエーション技術と
生物感染と対策、更にバイオテロに説明できるついて理解
する

13週 ヒトゲノム解析とポストゲノム解析 ヒトゲノム解析とそこから応用されるＤＮＡチップを用い
た解析技術について説明できる

14週 バイオインフォマティクス 膨大なＤＮＡ、タンパク質配列の情報をどのように解析を
するのかを理解し、 与えられた課題について演習を行う

15週 （期末試験） 　
16週 総復習

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 演習等 合計
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総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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茨城工業高等専門学校  開講年度 平成30年度 (2018年度) 教科名 生体機能化学
科目基礎情報
科目番号 0046 科目区分 専門 選択
授業の形式 講義 単位の種別と単位数 学修単位II: 2
開設学科 物質工学科 対象学生 5
開設期 後期 週時限数 前期:0 後期:2

教科書/教材 教科書は使用しない。 参考書：清田洋正著「生物有機化学がわかる講義」（講談社）　 参考書：サタヴァ・D著「アメ
リカ版大学生物学の教科書」（講談社） 参考書：ヴォート「ヴォート生化学上・下」（東京化学同人）

担当者 鈴木 喜大
到達目標
１．生体内の化学物質の役割・機能が説明できる。
２．生体内で起こりうる有機化学反応の基本的な反応機構が書ける。
３．重要な代謝反応のメカニズムについて説明できる。
４．自然免疫と獲得免疫の役割と、免疫担当細胞について説明できる。
５．バイオイメージングの種類について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安(優) 標準的な到達レベルの目安(良) 未到達レベルの目安(不可)

生体内の化学物質の役割と機能 生体内の化学物質の役割・機能を
詳細に説明できる。

生体内の化学物質の役割・機能を
概要を理解できる。

生体内の化学物質の役割・機能を
理解できるない。

代謝への理解 代表的な代謝を詳細に説明できる
。

代表的な代謝の概要を理解できる
。 代表的な代謝を理解できない。

免疫への理解 免疫の役割について詳細に説明で
きる。 免疫の概要を理解できる。 免疫の概要を理解できない。

バイオイメージングへの理解 バイオイメージングの詳細を説明
できる。

バイオイメージングの概要を理解
できる。

バイオイメージングを理解できな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (A)(イ), 学習・教育到達度目標 (B)(ロ)
教育方法等

概要
生体とは化学反応の集合体であり、多数の化学反応が同時に進行しながら生命を維持している。本講義においては、生
体内の精妙な化学反応および生命現象のメカニズムを、生化学、有機化学、分子生物学的な観点から学習する。その過
程で、基本的な有機化学反応機構、生物化学の基礎の復習も行う。また、生体分子の可視化技術であるバイオイメージ
ングについての原理・応用を解説する。

授業の進め方と授業内
容・方法

教科書の内容に加えて、最先端の情報等も加えながら資料配付とスライドによって進める。理解度を高めるため、小テ
ストやレポートを挟みながら進行させる。

注意点 「生物化学」が基礎となりますので、十分に復習しておいてください。講義ノートの内容を見直し、講義に関する課題
等が出された時は、それを解いておいてください。講義で示した次回予定の部分を予習しておいてください。

授業計画
週 授業内容・方法 週ごとの到達目標

後期

1週 生体機能化学序論 生命の基本単位である細胞、細胞小器官とその機能を理解
する。

2週 生体内の化学反応（１） 基本的な有機化学反応のメカニズムを理解する。

3週 生体内の化学反応（２） 生体成分の構造、生体内で起こりうる化学反応を理解する
。

4週 効率的エネルギー獲得法 TCA回路・水素伝達のしくみを理解する。
5週 糖代謝のメカニズム（１） グルコースの代謝の反応機構、酵素反応を理解する。
6週 糖代謝のメカニズム（２） 発酵、その他の糖代謝を理解する。
7週 核酸の化学 DNA・RNAの構造と多様性の機能を理解する。
8週 （中間試験）
9週 補習 中間試験の解説と結果に基づいた補習。
10週 タンパク質 タンパク質の高次構造とタンパク質合成を理解する。
11週 人工核酸、人工タンパク質 人工DNA、人工RNA、人口タンパク質の合成を理解する。

12週 生体防御機構 自然免疫、獲得免疫、抗体、細胞性免疫、液性免疫を理解
する。

13週 バイオイメージングの基礎 生体内反応の可視化技術を理解する。
14週 バイオイメージングの応用 バイオイメージングの研究・臨床応用を理解する。
15週 （期末試験）
16週 補習および総まとめ 期末試験の解説と結果に基づいた補習および総まとめ。

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 演習等 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0
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専攻科課程（専攻科） 

産業技術システムデザイン工学専攻 





専攻科課程（専攻科） 

1. 産業技術システムデザイン工学専攻の目的 

専門工学（機械工学，電気電子工学，情報工学及び応用化学）の深い知識を修得すると共に

他の分野の知識を修得し，専門及び複合領域において自ら問題を発見・展開し解決に向けて取

り組むことができる実践的・創造的技術者を育成する。 

産業技術システムデザイン工学専攻は、機械工学コース，電気電子工学コース，情報工学コ

ース，応用化学コースからなる。 

 

2. 産業技術システムデザイン工学専攻のディプロマ・ポリシー（修了認定の方

針） 

専門工学（機械工学，電気電子工学，情報工学及び応用化学）の深い知識を修得すると共に

他の分野の知識を修得し，専門及び複合領域において自ら問題を発見・展開し解決に向けて取

り組むことができる実践的・創造的技術者を育成するため、本校・専攻科に在籍し、以下のよ

うな能力を身に付け、所定の単位を修得した学生に対して、修了を認定する。 

修了までに修得する能力（学習・教育目標） 

(A) 工学の基礎知識力 

(B) 融合・複合的な工学専門知識の修得及びシステムデザイン能力 

(C) 産業活動に関する基礎知識力 

(D) 社会人としての健全な価値観と自然理解に基づく技術者倫理観 

(E) 豊かな教養に基づく国際理解力 

(F) コミュニケーション能力及びプレゼンテーション能力 

また、学習を通じて以下の項目を達成しなければならない。 

 

（１） 
技術者の素養である自然科学（数学、物理、化学）の準学士課程より進んだ知

識を理解し、それらを工学的な問題の解決に応用できること。 

（２） 

設計・システム系、情報・論理系、材料・バイオ系、力学系、社会技術系の基

礎工学分野の知識を修得し、工学上の問題を融合・複合的な視点から準学士課

程よりも深く捉えられること。 

（３） 

それぞれのコースの専門工学（機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化

学）の知識を深め、また、異なる専門分野の知識を修得し、広く融合・複合的

な分野の問題解決に役立てられること。 

（４） 
異なる専門分野の人とチームを組み、協力しながら工学的な問題の解決に向け

て人にやさしい工学の視点に立って、実験を計画し、遂行できること。 
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（５） 

エンジニアリングデザイン能力の向上のために、特別研究や学協会における発

表の準備を通して、工学専門知識を活用し、実践的な問題に対して、自発的・

創造的に考え、与えられた制約下で解決に向けて計画を立案し、継続的にそれ

らを実行できること。 

（６） 

知的財産権の仕組みや契約などの知識を修得し、人にやさしいものづくりの観

点から技術者としてそれらを正しく活用できること。また、財務やコストの基

礎知識を習得し、それらを説明できること。 

（７） 

科学技術の歴史を通してその意義を理解し、人類の幸福や豊かさについて考え

られること。また、技術者として、科学技術が社会や自然に及ぼす影響・効果

を理解し、社会に対する責任を自覚できること。 

（８） 
準学士課程よりもさらに豊かな教養を修得し、国際的な立場から物事を考えら

れること。 

（９） 
実践的な英語力修得するとともに，研究成果について学協会で発表を行い，よ

り高度なコミュニケーションとプレゼンテーションができること。 

 

 

3. 産業技術システムデザイン工学専攻のカリキュラム・ポリシー（教育課程編

成・実施の方針） 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、以下の科目群を基本科目として用

意している。 

 

1) 

早期一貫教育の特徴を活かし，技術者の素養である自然科学，情報技術及びそれ

ぞれのコースの専門工学（機械工学，電気電子工学，情報工学，応用化学）の基

礎科目：現代化学、現代数学Ⅰ、量子力学、現代物理学、物性物理、現代数学Ⅱ

等 

2) 

設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，社会技術系に関す

る科目：科学技術史、設計工学概論、エネルギー工学概論、コンピュータ概論、

知能システム概論、有機材料概論等 

3) 

それぞれのコースの専門工学（機械工学，電気電子工学，情報工学，応用化学）

の知識を深めるため科目：機械工作、流体力学、電力システム工学、電子物性工

学、符号理論、コンパイラ、ソフトウェア工学特論、触媒化学特論、機能性材料

特論等 

4) 

融合複合的な工学問題に対処するための専門科目：特別実験、システムデザイン

論、設計工学概論、工業力学概論、計測制御概論、エネルギー工学概論、コンピ

ュータ概論、知能システム概論、有機材料概論、バイオテクノロジー概論等 
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5) 
人にやさしいものづくりを進めるために必要な科目：特別実験、システムデザイ

ン論等 

6) 
異なる専門分野の人とチームを組み，協力しながら工学的な問題の解決に向けた

実験科目：特別実験等 

7) 

実社会で技術者が業務を遂行する上で必要となる知的財産、技術者倫理や世界経

済の動向を理解するための基礎科目：知的財産論特論、国際経済、経済政策、科

学技術史、技術者倫理、地球・環境科学 

8) 

人類の歴史や文化，価値観には多様性があることを理解し，自国の文化，価値観

を尊重するだけでなく，国際的な立場から物事を考えられることができる、歴

史，文化，習慣，価値観，風土，経済及び外国語に関する科目：国際経済、経済

政策、現代歴史学、現代思想、現代英語Ⅰ、現代英語Ⅱ、特別研究、実務研修、

海外実務研修 

9) 
日本語や英語により論理的に記述，発表，討議ができる能力を養うための科目：

特別実験、特別研究、現代英語Ⅰ、現代英語Ⅱ 

 

これらの科目群に係る単位取得の認定は主に定期試験によるものとするが、科目等によって

は、レポート等の評価結果により認定する。 

授業科目の成績は、下記の基準により評価する。 

 

特優（AA） 特に優れている （100～90点） 

優（A） 優れている （89～80点） 

良（B） 普通である （79～70点） 

可（C） やや劣る （69～60点） 

不可（D） 劣る （59～0点） 

  

 

4. シラバス理解度チェックについて 

 

 学生の皆さんは、各授業の最初の週に配付されるシラバスをノート等に貼り、授業が予定通

りに進められているかを確認しながら、各週あるいは単元ごとに、自分自身が授業内容をどれ

だけ理解できたかを次の４段階で自己評価してください。 

（５） 

エンジニアリングデザイン能力の向上のために、特別研究や学協会における発

表の準備を通して、工学専門知識を活用し、実践的な問題に対して、自発的・

創造的に考え、与えられた制約下で解決に向けて計画を立案し、継続的にそれ

らを実行できること。 

（６） 

知的財産権の仕組みや契約などの知識を修得し、人にやさしいものづくりの観

点から技術者としてそれらを正しく活用できること。また、財務やコストの基

礎知識を習得し、それらを説明できること。 

（７） 

科学技術の歴史を通してその意義を理解し、人類の幸福や豊かさについて考え

られること。また、技術者として、科学技術が社会や自然に及ぼす影響・効果

を理解し、社会に対する責任を自覚できること。 

（８） 
準学士課程よりもさらに豊かな教養を修得し、国際的な立場から物事を考えら

れること。 

（９） 
実践的な英語力修得するとともに，研究成果について学協会で発表を行い，よ

り高度なコミュニケーションとプレゼンテーションができること。 

 

 

3. 産業技術システムデザイン工学専攻のカリキュラム・ポリシー（教育課程編

成・実施の方針） 

ディプロマ・ポリシーにて掲げた能力を育成するために、以下の科目群を基本科目として用

意している。 

 

1) 

早期一貫教育の特徴を活かし，技術者の素養である自然科学，情報技術及びそれ

ぞれのコースの専門工学（機械工学，電気電子工学，情報工学，応用化学）の基

礎科目：現代化学、現代数学Ⅰ、量子力学、現代物理学、物性物理、現代数学Ⅱ

等 

2) 

設計・システム系，情報・論理系，材料・バイオ系，力学系，社会技術系に関す

る科目：科学技術史、設計工学概論、エネルギー工学概論、コンピュータ概論、

知能システム概論、有機材料概論等 

3) 

それぞれのコースの専門工学（機械工学，電気電子工学，情報工学，応用化学）

の知識を深めるため科目：機械工作、流体力学、電力システム工学、電子物性工

学、符号理論、コンパイラ、ソフトウェア工学特論、触媒化学特論、機能性材料

特論等 

4) 

融合複合的な工学問題に対処するための専門科目：特別実験、システムデザイン

論、設計工学概論、工業力学概論、計測制御概論、エネルギー工学概論、コンピ

ュータ概論、知能システム概論、有機材料概論、バイオテクノロジー概論等 
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  ４：十分理解できた   ３．まあま理解できた 

  ２：あまり理解できなかった  １：全く理解できなかった 

 この自己評価の数値は、皆さん自身でその授業内容の理解度（達成度）をチェックしてくだ

さい。もし、理解度が十分でない場合は、オフィスアワー等を利用して早期に対応し、翌週の

授業に支障が無いように臨んでください。科目教員は皆さんの理解度を定期的にチェックしま

す。 
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専攻科の達成項目を達成するための科目群 

平成 25 年度以降専攻科入学生用（平成 30 年度専攻科 1,2 年生用） 
機械工学コース（AM コース） 

学習・教

育目標 
達成 

項目 
１年 ２年 

(A) イ） 現代化学 現代数学Ⅰ 量子力学 現代物理学 物性物理 現代数学Ⅱ 

(B) 

ロ） 

① 計測制御概論(AE) 生産システム学 科学技術史 エネルギー工学概論(AE) 応用計測工学  

② コンピュータ概論(AI) 科学技術史 知能システム概論(AI) 画像工学 

③ 有機材料概論(AC) 機械工作 科学技術史 バイオテクノロジー概論(AC)  

④ 応用材料力学 流体力学 科学技術史 応用熱力学 

⑤ 地球・環境科学 科学技術史 

ハ） 
応用材料力学 機械工作 流体力学  

燃焼工学 生産システム学 

応用熱力学 応用計測工学  

画像工学  

ニ） 
地球・環境科学 計測制御概論(AE)  

コンピュータ概論(AI) 有機材料概論(AC)  特別実験 

エネルギー工学概論(AE) 知能システム概論(AI)  

バイオテクノロジー概論(AC)  システムデザイン論 

特別実験（プロジェクト実験） 

ホ） 
実務研修 海外実務研修 

特別実験 

特別研究 

システムデザイン論 

実務研修 海外実務研修  

特別研究 

(C) ヘ） 
国際経済  

知的財産論特論 
経済政策 

(D) ト） 
技術者倫理  

地球・環境科学 
科学技術史 

(E) チ） 国際経済 グローバル特別研修 
経済政策  

現代歴史学 現代思想 グローバル特別研修 

(F) リ） 

現代英語Ⅰ 現代英語Ⅱ グローバル特別研修  

実務研修 海外実務研修  

特別実験  

特別研究 

グローバル特別研修 実務研修 海外実務研修 

技術英語 AM 

特別実験（プロジェクト実験） 

特別研究  

①設計・システム系科目群 ②情報・論理系科目群 ③材料・バイオ系科目群 ④力学系科目群 ⑤社会技術系科目群 

 
電気電子工学コース（AEコース） 

学習・教

育目標 
達成 

項目 
１年 ２年 

(A) イ） 現代化学 現代数学Ⅰ 量子力学 現代物理学 物性物理 現代数学Ⅱ 

(B) 

ロ） 

① 電力システム工学 光波電子工学 
科学技術史 設計工学概論(AM) センサー工学  
システム制御工学 

② コンピュータ概論(AI)  音声信号処理  オートマトン  科学技術史 知能システム概論(AI)   

③ 有機材料概論(AC)   
科学技術史 バイオテクノロジー概論(AC) 電子物性工学  
電子材料特論    

④ 工業力学概論(AM)  電磁気学特論  科学技術史 

⑤ 地球・環境科学 科学技術史 

ハ） 
 電磁気学特論 電力システム工学 
光波電子工学 音声信号処理 オートマトン 

電子物性工学 電子材料特論 センサー工学  
システム制御工学  

ニ） 
地球・環境科学  工業力学概論(AM)  
コンピュータ概論(AI) 有機材料概論(AC)  特別実験 

設計工学概論(AM) 知能システム概論(AI) 
バイオテクノロジー概論(AC)  システムデザイン論 
特別実験（プロジェクト実験） 

ホ） 
実務研修 海外実務研修 
特別実験 
特別研究 

システムデザイン論 
実務研修 海外実務研修 
特別研究 

(C) ヘ） 
国際経済  
知的財産論特論 

経済政策 

(D) ト） 技術者倫理 地球・環境科学 科学技術史 

(E) チ） 国際経済 グローバル特別研修 
経済政策  
現代歴史学 現代思想 グローバル特別研修 

(F) リ） 
現代英語Ⅰ 現代英語Ⅱ グローバル特別研修 
実務研修 海外実務研修 
特別実験 特別研究 

グローバル特別研修 実務研修 海外実務研修 
技術英語 AE  
特別実験（プロジェクト実験） 
特別研究  

①設計・システム系科目群 ②情報・論理系科目群 ③材料・バイオ系科目群 ④力学系科目群 ⑤社会技術系科目群 

  ４：十分理解できた   ３．まあま理解できた 

  ２：あまり理解できなかった  １：全く理解できなかった 

 この自己評価の数値は、皆さん自身でその授業内容の理解度（達成度）をチェックしてくだ

さい。もし、理解度が十分でない場合は、オフィスアワー等を利用して早期に対応し、翌週の

授業に支障が無いように臨んでください。科目教員は皆さんの理解度を定期的にチェックしま

す。 
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専攻科の達成項目を達成するための科目群 

平成 25 年度以降専攻科入学生用（平成 30 年度専攻科 1,2 年生用） 
情報工学コース（AI コース） 

学習・教

育目標 
達成 

項目 
１年 ２年 

(A) イ） 現代化学 現代数学Ⅰ 量子力学 現代物理学 物性物理 現代数学Ⅱ 

(B) 

ロ） 

① 計測制御概論(AE) 科学技術史 設計工学概論(AM) エネルギー工学概論(AE) 
システム制御工学 

② 
音声信号処理 オートマトン 符号理論 離散数学特論 
コンピュータアーキテクチャ 

科学技術史 オペレーティングシステム コンパイラ 
ソフトウェア工学特論 

③ 有機材料概論(AC) 科学技術史 バイオテクノロジー概論(AC) 

④ 工業力学概論(AM) 科学技術史 

⑤ 地球・環境科学 科学技術史 

ハ） 
音声信号処理 オートマトン 符号理論 離散数学特論 
コンピュータアーキテクチャ 

システム制御工学 
オペレーティングシステム コンパイラ 
ソフトウェア工学特論  
 

ニ） 
地球・環境科学 工業力学概論(AM) 計測制御概論(AE) 
有機材料概論(AC)  特別実験 

設計工学概論(AM) エネルギー工学概論(AE) 
バイオテクノロジー概論(AC)  システムデザイン論 
特別実験（プロジェクト実験） 

ホ） 
実務研修 海外実務研修 
特別実験 
特別研究 

システムデザイン論 
実務研修 海外実務研修 
特別研究 

(C) ヘ） 
国際経済 
知的財産論特論 経済政策 

(D) ト） 
技術者倫理 
地球・環境科学 科学技術史 

(E) チ） 国際経済 グローバル特別研修 経済政策 
現代歴史学 現代思想 グローバル特別研修 

(F) リ） 

現代英語Ⅰ 現代英語Ⅱ グローバル特別研修 
実務研修 海外実務研修 
特別実験 
特別研究 

グローバル特別研修 実務研修 海外実務研修 
技術英語 AI 
特別実験（プロジェクト実験） 
特別研究 

①設計・システム系科目群 ②情報・論理系科目群 ③材料・バイオ系科目群 ④力学系科目群 ⑤社会技術系科目群 

 
応用化学コース（AC コース） 

学習・教

育目標 
達成 

項目 
１年 ２年 

(A) イ） 現代数学Ⅰ 量子力学 現代物理学 物性物理 現代数学Ⅱ 

(B) 

ロ） 

① 計測制御概論(AE) 合成有機化学特論 
科学技術史 設計工学概論(AM) エネルギー工学概論(AE)  

触媒化学特論 

② コンピュータ概論(AI) 科学技術史 知能システム概論（ＡＩ） 

③ 分子生物学特論 科学技術史 機能性材料特論 有機材料特論 

④ 工業力学概論(AM) 分子分光学特論 科学技術史 

⑤ 地球・環境科学 科学技術史 

ハ） 
分子分光学特論 錯体化学特論 合成有機化学特論  

分析化学特論 分子生物学特論  

触媒化学特論 機能性材料特論  

有機材料特論 

ニ） 
地球・環境科学 工業力学概論(AM) 計測制御概論(AE)  

コンピュータ概論(AI)  特別実験 

設計工学概論(AM) エネルギー工学概論(AE)  

知能システム概論(AI)  システムデザイン論  

特別実験（プロジェクト実験） 

ホ） 
実務研修 海外実務研修  

特別実験  

特別研究 

システムデザイン論  

実務研修 海外実務研修  

特別研究 

(C) ヘ） 
国際経済  

知的財産論特論 
経済政策 

(D) ト） 
技術者倫理  

地球・環境科学 
科学技術史 

(E) チ） 国際経済 グローバル特別研修 
経済政策  

現代歴史学 現代思想 グローバル特別研修 

(F) リ） 

現代英語Ⅰ 現代英語Ⅱ グローバル特別研修 

実務研修 海外実務研修  

技術英語 AC 

特別実験  

特別研究 

グローバル特別研修 実務研修 海外実務研修 

特別実験（プロジェクト実験）  

特別研究 

①設計・システム系科目群 ②情報・論理系科目群 ③材料・バイオ系科目群 ④力学系科目群 ⑤社会技術系科目群 
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 専攻科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
専攻科（機械工学コース） 平成 25 年度以降専攻科入学生用                （平成 30 年度 専攻科 1,2 年生用） 

学習・教育目標 
              授  業  科  目  名     ：必修科目  

専攻科１年 専攻科２年 
前 期 後 期 前 期 後 期 

(Ａ) イ） 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

(Ｂ) 

ロ） 

① 
    

② 

    

③ 
    

④ 
    

⑤     

ハ） 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 

ニ） 

    

ホ） 

    

(Ｃ) ヘ） 

    

(Ｄ) ト） 
    

(Ｅ) チ） 

    

(Ｆ) リ） 

    

①設計・システム系科目群、  ②情報・論理系科目群、  ③材料・バイオ系科目群、  ④力学系科目群、  ⑤社会技術系科目群 

※ 

 現代物理学   量子力学 

  物性物理 

現代数学Ⅱ 現代数学Ⅰ １科目以上修得 

１科目以上修得 

※知的財産論特論 
 

１科目以上修得 

国 際 経 済  
 

経 済 政 策  
 

※科学技術史 
 

※技術者倫理 
 

※地球・環境科学 
 

※地球・環境科学 
 

※科学技術史 
 

応用材料力学 
 

有機材料概論(AC)  
 機械工作 
 

応用計測工学 
 

流体力学 
 

※科学技術史 
 

生産システム学 計測制御概論(AE) 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(AC ) 

エネルギー工学概論(AE) 
 

 画像工学 
 

※科学技術史 
 

コンピュータ概論(AI)  知能システム概論（AI） 

※科学技術史 
 

※科学技術史 
 

 ※特別実験 
 

機械工作 
 

流体力学 
 
 応用材料力学 
 

 生産システム学 
 

 応用熱力学 
 

応用計測工学 
 

 画像工学 
 

燃焼工学 
 

有機材料概論(AC)  
 

計測制御概論(AE) コンピュータ概論(AI) 

※特別実験 
（プロジェクト実験） 
 

エネルギー工学概論(AE) 
 知能システム概論（AI） 2 科目以上修得 

※システムデザイン論 
 ※特 別 実 験 

 
※特 別 研 究 

 
※ 特  別  研  究 

 
※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 

 
※海外実務研修 ※海外実務研修 

 
 １年または２年で修得 
 

  現代思想 
 

国 際 経 済 
 

  現代歴史学 
 

 経 済 政 策  
 

１科目以上修得 

１科目以上修得 

※現代英語Ⅰ 
 
 

 現代英語 Ⅱ 
 

技術英語 AM 
 

※特 別 実 験 
 

※特  別  研  究◎ 
 

※特  別  研  究 
 

※特 別 実 験  
（プロジェクト実験） 

※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 
 

※海外実務研修 ※海外実務研修 
 

 １年または２年で修得 
 

※現代化学 
 

応用熱力学 
 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(AC ) 

※システムデザイン論 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
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 専攻科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
専攻科（電気電子工学コース） 平成 25 年度以降専攻科入学生用                （平成 30 年度 専攻科 1,2 年生用） 

学習・教育目標 
              授  業  科  目  名     ：必修科目  

専攻科１年 専攻科２年 
前 期 後 期 前 期 後 期 

(Ａ) イ） 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

(Ｂ) 

ロ） 

① 

    

② 

    

③ 
    

④ 
    

⑤     

ハ） 

 
 

   
 
 
 
 

ニ） 

    

ホ） 

    

(Ｃ) ヘ） 

    

(Ｄ) ト） 
    

(Ｅ) チ） 

    

(Ｆ) リ） 

    

①設計・システム系科目群、  ②情報・論理系科目群、  ③材料・バイオ系科目群、  ④力学系科目群、  ⑤社会技術系科目群 

※ 

 現代物理学   量子力学 

  物性物理 

現代数学Ⅱ 現代数学Ⅰ １科目以上修得 

１科目以上修得 

※知的財産論特論 
 

１科目以上修得 

国 際 経 済  
 

経 済 政 策  
 

※科学技術史 
 

※技術者倫理 
 

※地球・環境科学 
 

※地球・環境科学 
 

※科学技術史 
 電磁気学特論 

 

有機材料概論(AC)  
 

光波電子工学 
 

センサー工学 
 

※科学技術史 
 

電力システム工学 

工業力学概論(AM) 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(AC ) 

設計工学概論(AM) 
 

 電子物性工学 
 

※科学技術史 
 

コンピュータ概論(AI)  知能システム概論（AI） 

※科学技術史 
 

※科学技術史 
 

 ※特別実験 
 

音声信号処理 
 

電力システム工学 
 

 光波電子工学 
 

 オートマトン 
  システム制御工学 

 

電子物性工学 
 

 センサー工学 
 

電磁気学特論 
 

有機材料概論(AC)  
 

工業力学概論(AM) コンピュータ概論(AI) 

※特別実験 
（プロジェクト実験） 
 

設計工学概論(AM) 
 

知能システム概論（AI） 

2 科目以上修得 

※システムデザイン論 
 ※特 別 実 験 

 
※特 別 研 究 

 
※ 特  別  研  究 

 
※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 

 
※海外実務研修 ※海外実務研修 

 
 １年または２年で修得 
 

  現代思想 
 

国 際 経 済 
 

  現代歴史学 
 

 経 済 政 策  
 

１科目以上修得 

１科目以上修得 

※現代英語Ⅰ 
 
 

 現代英語 Ⅱ 
 

技術英語 AE 
 

※特 別 実 験 
 

※特  別  研  究◎ 
 

※特  別  研  究 
 

※特 別 実 験  
（プロジェクト実験） 

※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 
 

※海外実務研修 ※海外実務研修 
 

 １年または２年で修得 
 

※現代化学 
 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(AC ) 

システム制御工学 

音声信号処理 

オートマトン 

電子材料特論 

電子材料特論 

※システムデザイン論 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
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 専攻科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
専攻科（情報工学コース） 平成 25 年度以降専攻科入学生用                （平成 30 年度 専攻科 1,2 年生用） 

学習・教育目標 
              授  業  科  目  名     ：必修科目  

専攻科１年 専攻科２年 
前 期 後 期 前 期 後 期 

(Ａ) イ） 

 
 
 
 
 
 
 

  

 

(Ｂ) 

ロ） 

① 

    

② 

    

③ 
    

④     

⑤     

ハ） 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 

ニ） 

    

ホ） 

    

(Ｃ) ヘ） 

    

(Ｄ) ト） 
    

(Ｅ) チ） 

    

(Ｆ) リ） 

    

①設計・システム系科目群、  ②情報・論理系科目群、  ③材料・バイオ系科目群、  ④力学系科目群、  ⑤社会技術系科目群 

※ 

 現代物理学   量子力学 

  物性物理 

現代数学Ⅱ 現代数学Ⅰ １科目以上修得 

１科目以上修得 

※知的財産論特論 
 

１科目以上修得 

国 際 経 済  
 

経 済 政 策  
 

※科学技術史 
 

※技術者倫理 
 

※地球・環境科学 
 

※地球・環境科学 
 

※科学技術史 
 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 
 

有機材料概論(AC)  
 

符号理論 
 

符号理論 
 

※科学技術史 
 

離散数学特論 

工業力学概論(AM) 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(AC ) 

設計工学概論(AM) 
 

 コンパイラ 
 

※科学技術史 
 

計測制御概論(AE)  エネルギー工学概論（AE） 

※科学技術史 
 

※科学技術史 
 

 ※特別実験 
 

音声信号処理 
 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 
 

 オートマトン 
 

 システム制御工学 
 

コンパイラ 
 

 ｿﾌﾄｳｪｱ工学特論 
 

離散数学特論 
 

有機材料概論(AC)  
 

工業力学概論(AM) 
計測制御概論(AE) 

※特別実験 
（プロジェクト実験） 
 

設計工学概論(AM) 
 

エネルギー工学概論（AE） 

2 科目以上修得 

※システムデザイン論 
 ※特 別 実 験 

 
※特 別 研 究 

 
※ 特  別  研  究 

 
※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 

 
※海外実務研修 ※海外実務研修 

 
 １年または２年で修得 
 

  現代思想 
 

国 際 経 済 
 

  現代歴史学 
 

 経 済 政 策  
 

１科目以上修得 

１科目以上修得 

※現代英語Ⅰ 
 
 

 現代英語 Ⅱ 
 

技術英語 AI 
 

※特 別 実 験 
 

※特  別  研  究◎ 
 

※特  別  研  究 
 

※特 別 実 験  
（プロジェクト実験） 

※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 
 

※海外実務研修 ※海外実務研修 
 

 １年または２年で修得 
 

※現代化学 
 

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ概論(AC ) 

システム制御工学 

音声信号処理 

オートマトン 

ｿﾌﾄｳｪｱ工学特論 

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｱｰｷﾃｸﾁｬ 

※システムデザイン論 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
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 専攻科の達成項目を達成するために必要な授業科目の流れ 
専攻科（応用化学コース） 平成 25 年度以降専攻科入学生用                （平成 30 年度 専攻科 1,2 年生用） 

学習・教育目標 
              授  業  科  目  名     ：必修科目  

専攻科１年 専攻科２年 
前 期 後 期 前 期 後 期 

(Ａ) イ） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

(Ｂ) 

ロ） 

① 

    

② 
    

③ 
    

④ 
    

⑤     

ハ） 

          
 
 
 
 

ニ） 

    

ホ） 

    

(Ｃ) ヘ） 

    

(Ｄ) ト） 
    

(Ｅ) チ） 

    

(Ｆ) リ） 

    

①設計・システム系科目群、  ②情報・論理系科目群、  ③材料・バイオ系科目群、  ④力学系科目群、  ⑤社会技術系科目群 

※ 

 現代物理学   量子力学 

  物性物理 

現代数学Ⅱ 現代数学Ⅰ １科目以上修得 

１科目以上修得 

※知的財産論特論 
 

１科目以上修得 

国 際 経 済  
 

経 済 政 策  
 

※科学技術史 
 

※技術者倫理 
 

※地球・環境科学 
 

※科学技術史 
 分子分光学特論 

 

工業力学概論(AM)  
 

分子生物学特論 
 機能性材料特論 

 

有機材料特論 
 

※科学技術史 
 

※地球・環境科学 
 

合成有機化学特論 計測制御概論(AE) 設計工学概論(AM ) エネルギー工学概論(AE) 
 

 触媒化学特論 
 

※科学技術史 
 

コンピュータ概論(AI)  
知能システム概論（AI） 
※科学技術史 
 

※科学技術史 
 

 ※特別実験 
 

合成有機化学特論 
 

分子分光学特論 
 

 錯体化学特論 
 

 分析化学特論 
 

 触媒化学特論 
 

機能性材料特論 
 
 有機材料特論 
 分子生物学特論 

 

工業力学概論(AM)  
 
計測制御概論(AE) 

コンピュータ概論(AI) 

※特別実験 
（プロジェクト実験） 
 

設計工学概論(AM ) エネルギー工学概論(AE) 
 知能システム概論（AI） 2 科目以上修得 

※システムデザイン論 
 

※特 別 実 験 
 

※特 別 研 究 
 

※ 特  別  研  究 
 

※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 
 

※海外実務研修 ※海外実務研修 
 

 １年または２年で修得 
 

  現代思想 
 

国 際 経 済 
 

  現代歴史学 
 

 経 済 政 策  
 

１科目以上修得 

１科目以上修得 

※現代英語Ⅰ 
 
 

 現代英語 Ⅱ 
 

技術英語 AC 
 

※特 別 実 験 
 

※特  別  研  究◎ 
 

※特  別  研  究 
 

※特 別 実 験  
（プロジェクト実験） 

※実務研修 ※実務研修  １年または２年で修得 
 

※海外実務研修 ※海外実務研修 
 

 １年または２年で修得 
 

※システムデザイン論 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
 

グローバル特別研修 グローバル特別研修  １年または２年で修得 
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別表第３　　専攻科
産業技術システムデザイン工学専攻　　平成26年度以降入学生に係る教育課程

現 代 英 語 Ⅰ 2

現 代 英 語 Ⅱ 2

技 術 者 倫 理 2

6

国 際 経 済 2

経 済 政 策 2

現 代 歴 史 学 2

現 代 思 想 2

8

1

他大学等での履修科目＊ 4単位以内

10単位以上

知 的 財 産 論 特 論 2

科 学 技 術 史 2

地 球 ・ 環 境 科 学 2

現 代 化 学 2

シ ス テ ム デ ザ イ ン 論 2

実 務 研 修 3 　３週間以上、行うこと

海 外 実 務 研 修 3

独立行政法人国立高等専
門学校機構実施の海外イ
ンターンシップ（３週間以上
実施のもの）に限る

特 別 実 験 3

特 別 研 究 Ⅰ 6 １年生で習得すること

特 別 研 究 Ⅱ 8 ２年生で習得すること

33

30

現 代 数 学 Ⅰ 2

現 代 数 学 Ⅱ 2

量 子 力 学 2

現 代 物 理 学 2

物 性 物 理 2

工 業 力 学 概 論 2 ＡＭコース開講科目

設 計 工 学 概 論 2 ＡＭコース開講科目

計 測 制 御 概 論 2 ＡＥコース開講科目

ｴ ﾈ ﾙ ｷ ﾞ ｰ 工 学 概 論 2 ＡＥコース開講科目

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2 ＡＩコース開講科目

知 能 シ ス テ ム 概 論 2 ＡＩコース開講科目

有 機 材 料 概 論 2 ＡＣコース開講科目

ﾊ ﾞ ｲ ｵ ﾃ ｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ 概 論 2 ＡＣコース開講科目

26

他大学等での履修科目＊ 4単位以内

8単位以上修 得 単 位 数 　ACコースは10単位以上

修 得 単 位 数 　ACコースは28単位

選
　
択
　
科
　
目

全
コ
ー

ス
共
通
科
目

　１科目以上修得すること(※）

　１科目以上修得すること(※）

　他の2コース以上の科目を
修得すること

開 設 単 位 計
特 別

学 修
　単位の認定は別に定める

修 得 単 位 数

専
　
門
　
科
　
目

必
　
修
　
科
　
目

全
コ
ー

ス
共
通
科
目

　ACコースの学生を除く

いずれか１科目修得すること
（2科目修得することはでき
ない）

　プロジェクト実験を含む

いずれかの科目で学協会に
おいて発表を行うこと

グ ロ ー バ ル 特 別 研 修 　単位の認定は別に定める

開 設 単 位 計 　ACコースは31単位

全
コ
ー

ス
共
通

科
目

　１科目以上修得すること(※）

　１科目以上修得すること(※）

開 設 単 位 計

特 別

学 修
　単位の認定は別に定める

区　分 授　業　科　目 単位数 備  考

一
　
般
　
科
　
目

必
修
科
目

全
コ
ー

ス

共
通
科
目

開 設 単 位 計

選
択
科
目
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2 2

2 2 隔年開講（※）

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2 隔年開講（※）

2 2

2 2

18 6 4 4 4

特別 他大学等での履修科目 単位の認定は別に定める

学修 知 識 ・ 技 能 審 査 単位の認定は別に定める

一般科目8単位以上(必修科目4単位)
専門科目54単位以上(必修科目30単位、

全コース共通科目10単位以上***、コース
専門科目14単位以上）

　 ***他コース科目6単位以上

※の付いた科目は隔年開講となりますので、学年に関係なく受講できます。開講されている年度については、
授業時間割で確認してください。

修 得 単 位 数 合 計 62単位以上

選
択
科
目

修 得 単 位 数 14単位以上

１4単位以上

開 設 単 位 合 計 18単位

応 用 熱 力 学

燃 焼 工 学

8単位以内

応 用 計 測 工 学

生 産 シ ス テ ム 学

画 像 工 学

技 術 英 語 Ａ M

専　門　科　目　（Ａ Ｍ コ ー ス）       

　平成１９年度以降入学生に係る教育課程

区
分

単位数 備　　　　考

学年別週当たり時間数

１ 年
（前）　　（後）

２ 年
（前）　　（後）

授　業　科　目

応 用 材 料 力 学

機 械 工 作

流 体 力 学

開 設 単 位 計

修 得 単 位 数

専－ 12



2 2 隔年開講（※）

2 2 　 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2

2 2

2 2

2 2 　

2 2 AIコース共通、隔年開講（※）

2 2 AIコース共通 

2 2 AIコース共通、隔年開講（※）

20 6 4 4 6

特別 他大学等での履修科目 単位の認定は別に定める

学修 知 識 ・ 技 能 審 査 単位の認定は別に定める

一般科目8単位以上(必修科目4単位)
専門科目54単位以上(必修科目30単位、

全コース共通科目10単位以上***、コース
専門科目14単位以上）

　 ***他コース科目6単位以上

電 磁 気 学 特 論

専　門　科　目　（Ａ Ｅ コ ー ス）       

　平成１９年度以降入学生に係る教育課程

区
分

単位数 備　　　　考
学年別週当たり時間数

１ 年
（前）　　（後）

２ 年
（前）　　（後）

授　業　科　目

開 設 単 位 合 計 20単位

電 子 材 料 特 論

8単位以内

開 設 単 位 計

※の付いた科目は隔年開講となりますので、学年に関係なく受講できます。開講されている年度について
は、授業時間割で確認してください。

電 子 物 性 工 学

セ ン サ ー 工 学

光 波 電 子 工 学

技 術 英 語 AE

修 得 単 位 数 合 計 62単位以上

選
択
科
目

修 得 単 位 数 14単位以上

シ ス テ ム 制 御 工 学

音 声 信 号 処 理

オ ー ト マ ト ン

修 得 単 位 数

電 力 シ ス テ ム 工 学

１4単位以上
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2 2  

2 2 隔年開講（※）

2 2

2 2 　

2 2 　

2 2

2 2

2 2 AEコース共通、隔年開講（※）

2 2 AEコース共通 

2 2 　 AEコース共通、隔年開講（※）

20 4 6 2 8

特別 他大学等での履修科目 単位の認定は別に定める

学修 知 識 ・ 技 能 審 査 単位の認定は別に定める

一般科目8単位以上(必修科目4単位)
専門科目54単位以上(必修科目30単位、

全コース共通科目10単位以上***、コース
専門科目14単位以上）

 　***他コース科目6単位以上

※の付いた科目は隔年開講となりますので、学年に関係なく受講できます。開講されている年度については、
授業時間割で確認してください。

専　門　科　目　（Ａ Ｉ  コ ー ス）       

　平成１９年度以降入学生に係る教育課程

区
分

単位数

学年別週当たり時間数

２ 年
（前）　　（後）

備　　　　考

技 術 英 語 AI

コ ン パ イ ラ

ソ フ ト ウ ェ ア 工 学 特 論

１ 年
（前）　　（後）

授　業　科　目

修 得 単 位 数 合 計 62単位以上

修 得 単 位 数 １4単位以上

14単位以上

開 設 単 位 合 計 20単位

選
択
科
目

シ ス テ ム 制 御 工 学

修 得 単 位 数

開 設 単 位 計

符 号 理 論

離 散 数 学 特 論

コンピ ュー タア ーキ テク チャ

オ ー ト マ ト ン

8単位以内

音 声 信 号 処 理

オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
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2 2 　 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2 隔年開講（※）

2 2

18 4 8 4 2

特別 他大学等での履修科目 単位の認定は別に定める

学修 知 識 ・ 技 能 審 査 単位の認定は別に定める

一般科目8単位以上(必修科目4単位)

専門科目54単位以上(必修科目30単位**、

全コース共通科目10単位以上***、コース
専門科目14単位以上）

　　**　ACコースのみ28単位

　　***他コース科目6単位以上

開 設 単 位 合 計 18単位

修 得 単 位 数 14単位以上

開 設 単 位 計

8単位以内

選
択
科
目

分 子 分 光 学 特 論

錯 体 化 学 特 論

合 成 有 機 化 学 特 論

分 析 化 学 特 論

分 子 生 物 学 特 論

触 媒 化 学 特 論

修 得 単 位 数 １4単位以上

※の付いた科目は隔年開講となりますので、学年に関係なく受講できます。開講されている年度について
は、授業時間割で確認してください。

専　門　科　目　（Ａ Ｃ コ ー ス）       

　平成１９年度以降入学生に係る教育課程

区
分

授　業　科　目 単位数

学年別週当たり時間数

備　　　　考１ 年
（前）　　（後）

２ 年
（前）　　（後）

修 得 単 位 数 合 計 62単位以上

機 能 性 材 料 特 論

有 機 材 料 特 論

技 術 英 語 AC
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専共通 現代英語 I 1年・前期・必修・学修2単位
担当教員 本田謙介、大川裕也 連絡先 管理棟３階　本田教員室　029-271-2871

honda@ge.ibaraki-ct.ac.jp
管理棟３階　大川教員室　029-271-2861
ohkawa@gm.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 ・アカデミックな英文を題材にして英文の正しい読み方を学ぶ。
・本文を要約したり意見文を書くことによってプレゼンテーションの基礎を養う。

到達目標 ・アカデミックな英文を正しく読むことができる。
・本文を要約したり意見文を書くことができる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 オリエンテーション 英語とは何か、人間の言語とは何か
本授業の目的

　

第2週 英文記事の読解(1) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第3週 英文記事の読解(2) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第4週 英文記事の読解(3) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第5週 英文記事の読解(4) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第6週 英文記事の読解(5) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第7週 中間試験 　
第8週 答案の返却と解説 　
第9週 英文記事の読解(6) ・英語についての知識

・深く考えるためのヒント
　

第10週 英文記事の読解(7) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第11週 英文記事の読解(8) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第12週 英文記事の読解(9) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第13週 英文記事の読解(10) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第14週 総復習・質疑応答 　
第15週 期末試験 　
第16週 答案の返却と解説 　

履修上の注意 英語に限らず、人間言語を学ぶとはどういうことか、そもそも人間の言語とはどういうものか、この授業を受
けることでそれらのことがよくわかるはずです。授業では、さまざまなトピックのいわゆる科学記事を精読し
ます。精読するとはどういうことかを丁寧に教えていきたいと思っています。コツコツと勉強することが好き
で、知的好奇心の旺盛な学生を希望します。

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f),(i)に対応

教科書･参考書 授業中にハンドアウトを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

中間期末試験(60%)、課題(40%)、合計点が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

・毎回与えられる課題に真剣に取り組むこと。
・授業の復習はきちんと行うこと。
・課題の提出の締め切りを厳守すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 現代英語Ⅱ 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 Gina Fidalgo 連絡先 図書館棟２階　非常勤講師控室
講義の概要 To introduce and develop students skills for public speaking in English. The course will focus on physical and

oral necessities required in public speaking as well as the visual and organizational aspects of a good
presentation. 
(Key Words for Course: Technical English, Science and Technology, English Conversation, English Writing,
Reading in English)

到達目標 To improve each students oral and written abilities. Upon successful completion, each student should be able to
make effective presentations and write well organized short essays. 

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Welcome Class introductions, syllabus review, and start with physical
message of posture

　

第2週 Physical Message focus on eye contact and posture part 2 　
第3週 Physical Message focus on gestures part 1 　
第4週 Physical Message focus on gestures part 2 　
第5週 Physical Message focus on voice inflection part 1 　
第6週 Physical Message focus on voice inflection part 2 　
第7週 Student Presentations 　
第8週 Visual Message using effective visuals 　
第9週 Visual Message explaining visuals part 1 　
第10週 Visual Message explaining visuals part 2 　
第11週 Story Message the introduction 　
第12週 Story Message the body 　
第13週 Story Message the conclusion 　
第14週 Review of previous lessons 　
第15週 Presentations 　
第16週 Presentations 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2), (f), (i)に対応

教科書･参考書 Students are required to bring a Japanese-English dictionary in addition to an A4 folder for handouts,
homework, and class materials. Students should also have paper (blank or ruled) for taking down study notes.
Textbook: Speaking of Speech by David Harrington, Charles LeBeau

成績の評価方法
及び合格基準

60% of mark for 2 long presentations, 40% for 4 shorter presentations. Passing grade for the course is 60%.
Students who miss a presentation will be given a mark of zero.

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

This class primarily focused on presentations and discussion. Success therefore depends on regular
attendance and participation in class discussions. All lectures are given in English.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 現代英語Ⅱ 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 大川裕也 連絡先 管理棟３階　大川教員室

029-271-2861
ohkawa@gm.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 講義の前半では、大学一般教養レベルの英文テキストを精読し、英語の語彙や文法、構文を総復習します。テ
キスト精読で培われた技能をTOEIC Listening & Reading
Testなどの資格試験で活用または応用できるよう、講義の後半では資格試験の問題に取り組みます。適宜、ニュ
ースやプレゼンなどの動画を教材とします。いわゆる「講義」ではなく、学生が能動的に活動できるような「
講義」ですので、学生の積極的な参加が大いに望まれます。

到達目標 ・技術者及び研究者が英語を使用するうえで必要かつ十分な語彙と文法知識を習得する。
・英語の資格試験の出題形式を知り、積極的に受験する。
・テキスト精読や資格試験の受験を通して、あらゆる思考活動の核となる教養を身に着ける。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 イントロダクション
英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第2週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第3週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第4週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第5週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第6週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第7週 確認テスト
英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第8週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第9週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第10週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第11週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第12週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第13週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第14週 英文テキスト精読
英語資格試験問題の演習

既習または未習の語彙と文法事項 　

第15週 期末試験 　
第16週 期末試験の返却・解答・解説 既習または未習の語彙と文法事項 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2), (f), (i)に対応

教科書･参考書 指定しません。ハンドアウトを配布します。
成績の評価方法
及び合格基準

確認テストと期末試験　６０％
課題や発表など　４０％

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

学生が発表したり説明したりする機会を多く設けます。受動的な態度で臨まないでください。言語をツールと
してとらえるだけではなく、学問的・学際的視点でとらえていただければ、担当教員として喜ばしい限りです
。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 現代英語Ⅱ 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 Gina Fidalgo 連絡先 図書館棟２階　非常勤講師控室
講義の概要 To introduce and develop students skills for public speaking in English. The course will focus on physical and

oral necessities required in public speaking as well as the visual and organizational aspects of a good
presentation. 
(Key Words for Course: Technical English, Science and Technology, English Conversation, English Writing,
Reading in English)

到達目標 To improve each students oral and written abilities. Upon successful completion, each student should be able to
make effective presentations and write well organized short essays. 

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Welcome Class introductions, syllabus review, and start with physical
message of posture

　

第2週 Physical Message focus on eye contact and posture part 2 　
第3週 Physical Message focus on gestures part 1 　
第4週 Physical Message focus on gestures part 2 　
第5週 Physical Message focus on voice inflection part 1 　
第6週 Physical Message focus on voice inflection part 2 　
第7週 Student Presentations 　
第8週 Visual Message using effective visuals 　
第9週 Visual Message explaining visuals part 1 　
第10週 Visual Message explaining visuals part 2 　
第11週 Story Message the introduction 　
第12週 Story Message the body 　
第13週 Story Message the conclusion 　
第14週 Review of previous lessons 　
第15週 Presentations 　
第16週 Presentations 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2), (f), (i)に対応

教科書･参考書 Students are required to bring a Japanese-English dictionary in addition to an A4 folder for handouts,
homework, and class materials. Students should also have paper (blank or ruled) for taking down study notes.
Textbook: Speaking of Speech by David Harrington, Charles LeBeau

成績の評価方法
及び合格基準

60% of mark for 2 long presentations, 40% for 4 shorter presentations. Passing grade for the course is 60%.
Students who miss a presentation will be given a mark of zero.

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

This class primarily focused on presentations and discussion. Success therefore depends on regular
attendance and participation in class discussions. All lectures are given in English.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 現代英語Ⅱ 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 本田謙介 連絡先 管理棟３階　本田教員室

メール：honda@ge.ibaraki-ct.ac.jp
電　話：029-271-2871

講義の概要 ・アカデミックな英文を題材にして英文の正しい読み方を学ぶ。
・本文を要約したり意見文を書くことによってプレゼンテーションの基礎を養う。

到達目標 ・アカデミックな英文を正しく読むことができる。
・本文を要約したり意見文を書くことができる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 オリエンテーション 英語とは何か、人間の言語とは何か
本授業の目的

　

第2週 英文記事の読解(1) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第3週 英文記事の読解(2) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第4週 英文記事の読解(3) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第5週 英文記事の読解(4) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第6週 英文記事の読解(5) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第7週 中間試験 　
第8週 答案の返却と解説 ・英語についての知識

・深く考えるためのヒント
　

第9週 英文記事の読解(6) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第10週 英文記事の読解(7) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第11週 英文記事の読解(8) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第12週 英文記事の読解(9) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第13週 英文記事の読解(10) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第14週 質疑応答 　
第15週 期末試験 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 英語に限らず、人間言語を学ぶとはどういうことか、そもそも人間の言語とはどういうものか、この授業を受
けることでそれらのことがよくわかるはずです。授業では、さまざまなトピックのいわゆる科学記事を精読し
ます。精読するとはどういうことかを丁寧に教えていきたいと思っています。コツコツと勉強することが好き
で、知的好奇心の旺盛な学生を希望します。

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f),(i)に対応

教科書･参考書 授業中にハンドアウトを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

中間期末試験(60%)、課題(40%)、合計点が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

・毎回与えられる課題に真剣に取り組むこと。
・授業の復習はきちんと行うこと。
・課題の提出の締め切りを厳守すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 技術者倫理 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 中屋敷 進 連絡先 電子情報工学科棟 2階,  電話 029-271-2959

e-mail : nakayashiki@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 技術者は、高度な教育と経験を積んだ専門家として社会に対して特別な責任を負う。

技術者倫理を正しく理解し、技術にまつわる問題の解決や予防保全等の能力を養う。
到達目標 １.技術者の責任を正しく把握し、技術を中心とした、個人と社会あるいは組織との関わり合いを理解できる。

２.事例学習を通じて、倫理に関わる様々な規範や問題解決に役立つ方法論を習得し活用できる。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 導入 講義の概要、到達目標、参考書、授業の進め方 　
第2週 科学技術と倫理 技術者の責任、科学技術のプラス面とマイナス面、

技術者と公衆、科学と技術倫理
　

第3週 倫理の視点：技術のリスクと安心･安全 リスク認知の主観性と客観性、予防原則、
リスク評価と意思決定

　

第4週 組織と技術者 スペースシャトル事故、組織の中の人々、
技術者の立場、経営者の立場、利害関係の相反

　

第5週 注意義務 東海村JCO臨界事故、作業マニュアルの遵守と逸脱、
現場作業者と技術者との責任

　

第6週 個人の能力と倫理 技術持ち出し事件、守秘義務、
技術者個人の能力限界ととるべき行動

　

第7週 設計の不備の公表 シテイコ－プタワー事件、設計制約、
特異な制約を満たす工夫と技術者の立場

　

第8週 危険の回避 危機と被害範囲の想定、緊急事態への対応、
技術者としての行動設計

　

第9週 持続可能な社会 生物多様性による恩恵、生物に対する様々な価値観、
生物多様性保全への取り組み

　

第10週 環境倫理への対応 自然の権利訴訟、保全を推進する技術と阻害する事例、
順応的管理

　

第11週 循環型社会 生活様式からみた循環型社会の変遷、環境関連法、
資源･老廃物への対応

　

第12週 コンプライアンス 法令と規範、法と倫理の関係、製造物責任、
企業の社会的責任(CSR)、内部告発と公益通報者保護

　

第13週 功利主義と費用便益分析 事例の映画、欠陥放置と賠償責任、
最大多数の最大幸福

　

第14週 倫理的意思決定 技術者に関係する法律、倫理に関係する規範、
合意形成プロデュース

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｄに対応 達成項目 専攻科ト）に対応 JABEE
認定基準

(D-2),(b)に対応

教科書･参考書 教科書:「技術者倫理の世界」藤本温ほか（森北出版）
成績の評価方法
及び合格基準

成績評価は期末試験で行い、60点以上を合格とする。但しレポートを課す場合がある。試験にレポートの課題
評価を含めて、平均が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

講義テキストの内容を復習するとともに、講義に関係する課題等について予習しておくこと。
倫理は、常に正しいあるいは絶対的な正解といった基準をもたない。とるべき倫理的な行動は、立場や環境、
周辺の条件によって変動するところがある。行動を倫理的に正しく適応させてゆく能力を得るためには、積極
的に議論する態度で授業に臨むとともに、講義テキストを復習し、学んだ倫理観･価値観を意識して日々行動
することを心掛けること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 現代英語Ⅱ 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 本田謙介 連絡先 管理棟３階　本田教員室

メール：honda@ge.ibaraki-ct.ac.jp
電　話：029-271-2871

講義の概要 ・アカデミックな英文を題材にして英文の正しい読み方を学ぶ。
・本文を要約したり意見文を書くことによってプレゼンテーションの基礎を養う。

到達目標 ・アカデミックな英文を正しく読むことができる。
・本文を要約したり意見文を書くことができる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 オリエンテーション 英語とは何か、人間の言語とは何か
本授業の目的

　

第2週 英文記事の読解(1) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第3週 英文記事の読解(2) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第4週 英文記事の読解(3) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第5週 英文記事の読解(4) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第6週 英文記事の読解(5) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第7週 中間試験 　
第8週 答案の返却と解説 ・英語についての知識

・深く考えるためのヒント
　

第9週 英文記事の読解(6) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第10週 英文記事の読解(7) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第11週 英文記事の読解(8) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第12週 英文記事の読解(9) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第13週 英文記事の読解(10) ・英語についての知識
・深く考えるためのヒント

　

第14週 質疑応答 　
第15週 期末試験 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 英語に限らず、人間言語を学ぶとはどういうことか、そもそも人間の言語とはどういうものか、この授業を受
けることでそれらのことがよくわかるはずです。授業では、さまざまなトピックのいわゆる科学記事を精読し
ます。精読するとはどういうことかを丁寧に教えていきたいと思っています。コツコツと勉強することが好き
で、知的好奇心の旺盛な学生を希望します。

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f),(i)に対応

教科書･参考書 授業中にハンドアウトを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

中間期末試験(60%)、課題(40%)、合計点が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

・毎回与えられる課題に真剣に取り組むこと。
・授業の復習はきちんと行うこと。
・課題の提出の締め切りを厳守すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 国際経済 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 箱山 健一 連絡先 管理棟３階箱山教員室

029-271-2869
e-mail:hakoyama@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 資本主義は、産業革命によって確立された近代固有の経済システムであり、各国の歴史的な蓄積条件の違いか
ら、今日でも解消されない各国独特の型が生じました。この授業では、まず先進主要各国の経済の型の違いを
発生史の視点から検討、次いで、現在の海外の主要なグローバル企業を紹介したのち、グローバル化時代の東
アジア経済の課題を展望します。

到達目標 エンジニアとして必要最低限の国際経済に関する基礎知識と国際感覚を習得する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 ガイダンス 　 　
第2週 資本主義社会の基本概念 産業革命　初期資本主義 　
第3週 資本主義社会の国際比較（１）イギリス 寄生地主　シティ 　
第4週 資本主義社会の国際比較（２）フランス アトリエ工業 　
第5週 資本主義社会の国際比較（３）ドイツ 地帯構造論 　
第6週 資本主義社会の国際比較（４）アメリカ フロンティア 　
第7週 資本主義社会の国際比較（５）日本 地租改正　高度経済成長 　
第8週 グローバル化（１） プラザ合意　世界標準化 　
第9週 グローバル化（２） 地域経済圏の形成（ＥＵとＮＡＦＴＡ） 　
第10週 グローバル化（３） 東アジア経済圏の現状と課題 　
第11週 海外のグローバル企業（１） 鉄鋼・機械・自動車 　
第12週 海外のグローバル企業（２） 電機・原子力・通信・情報 　
第13週 海外のグローバル企業（３） 化学・製薬 　
第14週 海外のグローバル企業（４） 銀行・保険・サービス業 　
第15週 （期末試験） 　 　
第16週 総復習 　 　

履修上の注意 JABEE認定のためには、「国際経済」または「経済政策」のどちらかを履修する必要があります。
この授業は前期にのみ開講する半期終了科目です。

学習教育目標 Ｃ，Ｅに対応 達成項目 専攻科ヘ）、チ）に対応 JABEE
認定基準

(C-2),(E-1),(a),(b),(d)-(4),(h)に対応

教科書･参考書 教室で指示する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、レポート等の課題の合格者に対し、定期試験の成績で行い、期末試験の成績が60点以上の者を
合格とする。課題不提出者は不合格とする。中間試験は実施しない。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

授業終了後にはノート等を見直し、よく復習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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共通 グローバル特別研修 1年・集中・選択・履修1単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村

豊穂、原 嘉昭
連絡先 学生課教務係

講義の概要 グローバルに関する研修を通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成する。
到達目標 １．グローバルに関する課題、作業に積極的、自発的に取り組むことができる。

２．課題の解決に必要なコミュニケーション能力をもちいて、自らの意見を説明することができる。
学期 授業項目 理解すべき内容
前期 以下の内容を満たす活動をグローバル特別活動をする。１．研修期間は休

業中の45時間以上であることを原則とする。 
２．国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
３．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解
を実践する。
４．活動を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーシ
ョン能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．研修修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

後期
学習教育目標 E, Ｆに対応 達成項目 専攻科チ）、リ）に対応 JABEE認定基準
教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

提出された活動時間と活動記録等の報告書の内容及び時間数を審査し、内容に問題なく、ひとつあるいは複数
のグローバル活動を累積した総活動時間が45時間以上の場合に合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

グローバル特別活動をする場合には、実施日の一週間前までに申請書を提出してください。また、活動が終了
した場合には、「活動報告書」を活動終了後、一ヵ月以内に提出してください。この科目は、グローバルに関
する研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ、国際人として大きく成長することを期待して設けたも
のであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、多くのことを学んで欲しい。実習、研修課題に適切に対
応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習、復習に取り組むこと。

専共通 国際経済 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 箱山 健一 連絡先 管理棟３階箱山教員室

029-271-2869
e-mail:hakoyama@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 資本主義は、産業革命によって確立された近代固有の経済システムであり、各国の歴史的な蓄積条件の違いか
ら、今日でも解消されない各国独特の型が生じました。この授業では、まず先進主要各国の経済の型の違いを
発生史の視点から検討、次いで、現在の海外の主要なグローバル企業を紹介したのち、グローバル化時代の東
アジア経済の課題を展望します。

到達目標 エンジニアとして必要最低限の国際経済に関する基礎知識と国際感覚を習得する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 ガイダンス 　 　
第2週 資本主義社会の基本概念 産業革命　初期資本主義 　
第3週 資本主義社会の国際比較（１）イギリス 寄生地主　シティ 　
第4週 資本主義社会の国際比較（２）フランス アトリエ工業 　
第5週 資本主義社会の国際比較（３）ドイツ 地帯構造論 　
第6週 資本主義社会の国際比較（４）アメリカ フロンティア 　
第7週 資本主義社会の国際比較（５）日本 地租改正　高度経済成長 　
第8週 グローバル化（１） プラザ合意　世界標準化 　
第9週 グローバル化（２） 地域経済圏の形成（ＥＵとＮＡＦＴＡ） 　
第10週 グローバル化（３） 東アジア経済圏の現状と課題 　
第11週 海外のグローバル企業（１） 鉄鋼・機械・自動車 　
第12週 海外のグローバル企業（２） 電機・原子力・通信・情報 　
第13週 海外のグローバル企業（３） 化学・製薬 　
第14週 海外のグローバル企業（４） 銀行・保険・サービス業 　
第15週 （期末試験） 　 　
第16週 総復習 　 　

履修上の注意 JABEE認定のためには、「国際経済」または「経済政策」のどちらかを履修する必要があります。
この授業は前期にのみ開講する半期終了科目です。

学習教育目標 Ｃ，Ｅに対応 達成項目 専攻科ヘ）、チ）に対応 JABEE
認定基準

(C-2),(E-1),(a),(b),(d)-(4),(h)に対応

教科書･参考書 教室で指示する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、レポート等の課題の合格者に対し、定期試験の成績で行い、期末試験の成績が60点以上の者を
合格とする。課題不提出者は不合格とする。中間試験は実施しない。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

授業終了後にはノート等を見直し、よく復習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 知的財産論特論 1年・前期・必修・学修2単位
担当教員 飛田　敏光 連絡先 電子制御工学科別棟１階、電話番号029-271-2942

e-mail　tobita@ss.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 知的財産、特に特許を取得するために必要な知識及び、特許にできる発明を日常の研究活動などから見つけ出

し、育てる方法を理解し、従来技術の調査方法やそのまとめ方、出願明細書の作成方法ついて理解する。
到達目標 １．特許調査の手法を理解する。

２．日常の研究活動等の中から特許として権利化できるアイデアを見つけ育てる方法を理解する。
３．出願明細書の作成方法について理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 知的財産とその活用の概略 知的財産とその活用の概略について理解する。 　
第2週 発明の見つけ方、育て方 日常の研究活動の中から特許として権利化できる発明の見つ

け方、育て方について理解する。
　

第3週 特許調査の方法 特許庁の電子図書館を利用した特許調査の方法について理解
する。

　

第4週 ブレーンストーミングによるアイデア発想
（機械関係）

ブレーンストーミングによるアイデア発想法の演習と機械関
係のテーマについてアイデア発想を行う。

　

第5週 ブレーンストーミングによるアイデア発想
（電子・情報関係）

電子・情報関係のテーマについてアイデア発想を行う。 　

第6週 ブレーンストーミングによるアイデア発想
（物質関係）

物質関係のテーマについてアイデア発想を行う。 　

第7週 発明の発展 発明を発展させる方法について理解する。 　
第8週 特許出願書類の書き方 特許請求の範囲、明細書、図面について理解する。 　
第9週 特許出願の手続き 出願の時期、必要な書類について理解する。 　
第10週 権利化までの手順 発明を特許として権利化するまでの手順について理解する。　
第11週 発明の市場性、収益性 発明の市場性、収益性とその調査について理解する。 　
第12週 企業における知的財産の管理と活用１ 企業における特許権の管理と活用について理解する。 　
第13週 企業における知的財産の管理と活用２ 企業におけるその他の知的財産の管理と活用について理解す

る。
　

第14週 電子出願と外国出願 電子出願と外国出願について理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｃに対応 達成項目 専攻科ヘ）に対応 JABEE
認定基準

(C-1),(b),(d)-(4)に対応

教科書･参考書 教科書：プリントを使用
参考書：大嶋洋一　「エンジニアのための知的財産権概説」　ＣＱ出版
参考書：川北喜十郎　「たった一人のビジネスモデル」　発明協会

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績６０％、レポートの成績４０％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

知的財産、特に特許について実際に企業で行ってきた発明の創出、育成、活用について講義を行い、実際に特
許明細書等を作成していただくので、特許にしたいアイデアがあればそのアイデアを、なければ現在行ってい
る研究の新しい点について説明できるよう準備してきてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 地球・環境科学 1年・前期・必修・学修2単位
担当教員 石村豊穂 連絡先 物質工学科４階、電話 029-271-2990

E-mail: ishimura@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 環境保全意識の高まりの中で、環境問題に対して適切な判断を行うことは、極めて重要な能力となっている。

そのためには、環境で生起している諸現象とその測定法、得られるデータの解析法並びに評価法等を修得する
必要がある。また、地球が誕生してから現在までの地球環境の変化や自然現象が地球に与える環境の変化など
についても講義する。

到達目標 １．化学を専門としない学生が主体となり、現在生起している種々の環境問題を認識できるようになる。
２．環境問題の発生メカニズムを化学式を使わずに理解できる。
３．環境科学の研究動向について、その概要を学ぶ。
４．地球物理学、地球化学、地質の分野の観点から地球環境を学ぶ。
５．より良い未来のために我々人類は今後環境問題に対してどのような行動・価値観で臨むべきかを考える。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 地球環境のなりたち 地球環境と人類の歴史について概要を学ぶ 　
第2週 宇宙の生成と太陽系 宇宙の成り立ち、太陽系惑星の分類と特徴 　
第3週 惑星としての地球 地球の誕生、地球環境の変化、他の惑星との比較、天体の運

動（公転、自転）、ケプラーの法則
　

第4週 地球の構造と歴史 地球の歴史、全球凍結、環境変動，大量絶滅と生物の進化 　
第5週 地殻変動が及ぼす地球環境への影響 地球の構成、プレートテクトニクス、火山活動、地震、津波　
第6週 地質から見る環境変化 地盤変形、岩石、土壌生成作用、浸食作用，日本列島の成り

立ち
　

第7週 （中間試験） 　
第8週 環境問題１ 地球温暖化現象・オゾン層破壊とそのメカニズム 　
第9週 環境問題２ 酸性雨や大気汚染の発生とそのメカニズムの法則 　
第10週 環境問題３ 環境汚染物質が生態系へ及ぼす影響，生態系保全の重要性に

ついて学ぶ
　

第11週 生態系と地球環境の相互作用 生態系の役割 　
第12週 大気・海洋の物質循環 海洋の仕組み，炭素循環や窒素循環について学ぶ 　
第13週 大気・海洋と気候変動 気候変動要素やエルニーニョなどについて学ぶ 　
第14週 人間生活と地球環境の変化 地球温暖化、都市化とその影響、生物の保全対策 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 まとめ ～未来の地球環境～ 　

学習教育目標 Ｂ，Ｄに対応 達成項目 専攻科ニ）、ト）に対応 JABEE
認定基準

(B-6),(D-2),(a),(b),(e),(i)に対応

教科書･参考書 教科書：特になし（毎回プリントを配布する）
参考書：富田豊編著，須田猛編集協力「環境科学入門」（学術図書出版）
「もう一度読む　数研の高校地学」（数研出版）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価はレポートと定期試験で行い、総合成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

優れた科学者・技術者は、同時に優れた環境保護論者でなくてはならない。科学の成果が環境に及ぼす影響を
常に念頭に置きながら研究・開発を進めるとき、収穫は真に人間のための果実となり得る。次回講義範囲につ
いては昨今の動向についてインターネット等で情報を収集し予習を行うこと。講義用ノートおよびテキストを
見直して復習し、関連する事象についての動向を把握して理解を深めること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 知的財産論特論 1年・前期・必修・学修2単位
担当教員 飛田　敏光 連絡先 電子制御工学科別棟１階、電話番号029-271-2942

e-mail　tobita@ss.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 知的財産、特に特許を取得するために必要な知識及び、特許にできる発明を日常の研究活動などから見つけ出

し、育てる方法を理解し、従来技術の調査方法やそのまとめ方、出願明細書の作成方法ついて理解する。
到達目標 １．特許調査の手法を理解する。

２．日常の研究活動等の中から特許として権利化できるアイデアを見つけ育てる方法を理解する。
３．出願明細書の作成方法について理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 知的財産とその活用の概略 知的財産とその活用の概略について理解する。 　
第2週 発明の見つけ方、育て方 日常の研究活動の中から特許として権利化できる発明の見つ

け方、育て方について理解する。
　

第3週 特許調査の方法 特許庁の電子図書館を利用した特許調査の方法について理解
する。

　

第4週 ブレーンストーミングによるアイデア発想
（機械関係）

ブレーンストーミングによるアイデア発想法の演習と機械関
係のテーマについてアイデア発想を行う。

　

第5週 ブレーンストーミングによるアイデア発想
（電子・情報関係）

電子・情報関係のテーマについてアイデア発想を行う。 　

第6週 ブレーンストーミングによるアイデア発想
（物質関係）

物質関係のテーマについてアイデア発想を行う。 　

第7週 発明の発展 発明を発展させる方法について理解する。 　
第8週 特許出願書類の書き方 特許請求の範囲、明細書、図面について理解する。 　
第9週 特許出願の手続き 出願の時期、必要な書類について理解する。 　
第10週 権利化までの手順 発明を特許として権利化するまでの手順について理解する。　
第11週 発明の市場性、収益性 発明の市場性、収益性とその調査について理解する。 　
第12週 企業における知的財産の管理と活用１ 企業における特許権の管理と活用について理解する。 　
第13週 企業における知的財産の管理と活用２ 企業におけるその他の知的財産の管理と活用について理解す

る。
　

第14週 電子出願と外国出願 電子出願と外国出願について理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｃに対応 達成項目 専攻科ヘ）に対応 JABEE
認定基準

(C-1),(b),(d)-(4)に対応

教科書･参考書 教科書：プリントを使用
参考書：大嶋洋一　「エンジニアのための知的財産権概説」　ＣＱ出版
参考書：川北喜十郎　「たった一人のビジネスモデル」　発明協会

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績６０％、レポートの成績４０％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

知的財産、特に特許について実際に企業で行ってきた発明の創出、育成、活用について講義を行い、実際に特
許明細書等を作成していただくので、特許にしたいアイデアがあればそのアイデアを、なければ現在行ってい
る研究の新しい点について説明できるよう準備してきてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 現代化学 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 岩浪　克之 連絡先 物質工学棟3階、　電話029-271-2981

e-mail: iwanami@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 現在存在する全ての物質は原子、分子から構成されていることを理解し、物質を原子や分子の視点から探る。

また、多くの諸現象がどのような物理・化学的な性質と関連があるかを学習する。
到達目標 １．物質を原子や分子の観点から理解できる。

２．身の回りの現象が化学とどのように関係しているかを理解できる。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 序論 生活・社会の中での化学 　
第2週 原子構造と電子配置 原子・原子核の構造、電子殻と軌道、元素の周期表 　
第3週 化学結合と分子構造 化学結合の種類（共有結合、イオン結合、金属結合、分子間

力）、結合エネルギー
　

第4週 元素の性質と反応 各族の元素の性質と反応、典型元素、遷移元素 　
第5週 物質の状態 物質の状態図、分子膜・液晶・アモルファス、気体状態方程

式
　

第6週 溶液の性質 溶解度、蒸気圧、浸透圧、酸と塩基、水素イオン指数 　
第7週 化学反応の速度 反応速度、遷移状態と活性化エネルギー、多段階反応、平衡

と可逆反応
　

第8週 化学反応とエネルギー 反応とエネルギー、エネルギーとエンタルピー、乱雑さとエ
ントロピー

　

第9週 酸化反応・還元反応 酸化還元反応、金属のイオン化、化学電池の原理 　
第10週 炭化水素の構造と性質 炭化水素の構造、混成軌道、構造式の種類、炭化水素の命名

法、構造異性体・立体異性体・光学異性体
　

第11週 有機化合物の性質と反応 官能基の種類、有機化合物の反応（付加反応、脱離反応、置
換反応、芳香族化合物の反応）

　

第12週 高分子化合物の構造と性質 高分子の種類、ポリエチレンとその誘導体、ナイロンとその
誘導体、ゴム、熱硬化性樹脂

　

第13週 生命と化学反応 細胞と細胞膜、タンパク質、脂質、DNAとRNA 　
第14週 環境と化学物質 汚染物質、酸性雨、地球温暖化 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 ACコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ)に対応 JABEE

認定基準
(A-1), (c)に対応

教科書･参考書 教科書：ステップアップ 大学の総合化学（裳華房）　　　　　　　　　　　　　
参考書：一般化学四訂版（裳華房）、マクマリー 一般化学（東京化学同人）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、小テストの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

毎回の授業開始時に前週の内容の小テストを行うので、授業後には教科書の章末問題を解いて復習すること。
電卓の使用可。
高校生までに学習する程度の化学の知識があるほうが講義を理解しやすいので、各週の授業項目に関連する範
囲を、高校の教科書等により予習してくること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 実務研修 1年・集中・必修・学修3単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、

石村豊穂、原 嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 企業での就業体験を通して、実践的技術感覚、生産システムや生産管理手法などの知識を身につけるとともに
、ものづくりの現場への関心と理解を深める。

到達目標 １．企業における課題、作業に積極的、自発的に取り組む姿勢を身につける。
２．実務上の課題を理解し、解決に向けて取り組むことができる。
３．課題の解決に必要なコミュニケーション能力を高める。
４．職場における規律を遵守する態度を身につける。

学期 授業項目 理解すべき内容
前期 １．実習期間は休業中の３週間以上であることを原則とする。 

２．５月上旬に説明会を実施するので、実習を希望する学生は必ず出席す
　　ること。
３．説明会実施後に、実習を受け入れる企業名、実習期間、学内選考日等
　　の情報を掲示により連絡するので、掲示に従って所定の手続きをする
　　こと。
４．インターネット等で一般公募されたものについても、本校の条件を満
　　たしていれば単位として認める場合もあるので、その際は必ず応募す
　　る前に所属するコースのコース主任に相談すること。
５．実施予定者は、夏休み前にガイダンスを実施するので、必ずそれを受
　　講すること。
６．実習修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

後期
履修上の注意 実務研修、海外実務研修のいずれか1科目修得すること。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研修機関等が証明する「インターンシップ実施証明書」で行い、その成績が６０点以上の者を
合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は、就業体験を通して、企業がどのような人材を求めているかを認識し、自分の適正や目標を再認識
するための機会としても活用すること。また、職場における人間関係など学校では習得しにくい事柄も学んで
きて欲しい。実習、研修課題に適切に対応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習、復習に取り組むこ
と。

専共通 現代化学 1年・後期・必修・学修2単位
担当教員 岩浪　克之 連絡先 物質工学棟3階、　電話029-271-2981

e-mail: iwanami@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 現在存在する全ての物質は原子、分子から構成されていることを理解し、物質を原子や分子の視点から探る。

また、多くの諸現象がどのような物理・化学的な性質と関連があるかを学習する。
到達目標 １．物質を原子や分子の観点から理解できる。

２．身の回りの現象が化学とどのように関係しているかを理解できる。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 序論 生活・社会の中での化学 　
第2週 原子構造と電子配置 原子・原子核の構造、電子殻と軌道、元素の周期表 　
第3週 化学結合と分子構造 化学結合の種類（共有結合、イオン結合、金属結合、分子間

力）、結合エネルギー
　

第4週 元素の性質と反応 各族の元素の性質と反応、典型元素、遷移元素 　
第5週 物質の状態 物質の状態図、分子膜・液晶・アモルファス、気体状態方程

式
　

第6週 溶液の性質 溶解度、蒸気圧、浸透圧、酸と塩基、水素イオン指数 　
第7週 化学反応の速度 反応速度、遷移状態と活性化エネルギー、多段階反応、平衡

と可逆反応
　

第8週 化学反応とエネルギー 反応とエネルギー、エネルギーとエンタルピー、乱雑さとエ
ントロピー

　

第9週 酸化反応・還元反応 酸化還元反応、金属のイオン化、化学電池の原理 　
第10週 炭化水素の構造と性質 炭化水素の構造、混成軌道、構造式の種類、炭化水素の命名

法、構造異性体・立体異性体・光学異性体
　

第11週 有機化合物の性質と反応 官能基の種類、有機化合物の反応（付加反応、脱離反応、置
換反応、芳香族化合物の反応）

　

第12週 高分子化合物の構造と性質 高分子の種類、ポリエチレンとその誘導体、ナイロンとその
誘導体、ゴム、熱硬化性樹脂

　

第13週 生命と化学反応 細胞と細胞膜、タンパク質、脂質、DNAとRNA 　
第14週 環境と化学物質 汚染物質、酸性雨、地球温暖化 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 ACコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ)に対応 JABEE

認定基準
(A-1), (c)に対応

教科書･参考書 教科書：ステップアップ 大学の総合化学（裳華房）　　　　　　　　　　　　　
参考書：一般化学四訂版（裳華房）、マクマリー 一般化学（東京化学同人）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、小テストの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

毎回の授業開始時に前週の内容の小テストを行うので、授業後には教科書の章末問題を解いて復習すること。
電卓の使用可。
高校生までに学習する程度の化学の知識があるほうが講義を理解しやすいので、各週の授業項目に関連する範
囲を、高校の教科書等により予習してくること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 海外実務研修 1年・集中・必修・学修3単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村　

豊穂、原　嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 海外にある企業・事業所でのインターンシップを通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成
する。

到達目標 １．企業における国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
２．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解を実践する。
３．実務上の課題解決を通して、専門的かつ学際的な知識を修得する。
４．実務を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．職場におけるマナー・ルールを学び、それらを遵守する態度を身につける。

学期 授業項目 理解すべき内容
前期 １．本科目は高専機構が実施する「海外シッププログラム」に基づき、派

　　遣される学生を対象としたものである。
２．海外における研修期間は３週間以上であることを現則とする。 
３．事前に説明会を実施するので、派遣が認められた学生は必ず出席する
　　こと。
４．研修修了後、定められた期間までに指定された「研修報告書」を提出
　　すること。

後期
履修上の注意 海外実務研修、実務研修のいずれか1科目修得すること。（＊）
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応（＊） 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応（

＊）
JABEE
認定基準

(B-5),(F-1),(f),(g),(h),(i)に対応（＊
）

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研修先機関等が証明する「インターンシップ実施証明書」および参加学生による「研修報告書
」で行い、その成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は、国内では体験できない海外の企業・事業所での研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ
、国際人として大きく成長することを期待して設けたものであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、
多くのことを学んできて欲しい。実習、研修課題に適切に対応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習
、復習に取り組むこと。

（＊）茨城工業高等専門学校に在籍する者のみに関係
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専共通 特別実験 1年・後期・必修・学修3単位
担当教員 中屋敷　進、池田　耕、小沼　弘幸、長洲　正

浩、松崎　周一、ルイス　グスマン、原　嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 前半は、システムデザインに関わる原理・原則やその手法、具体的な事例を通した問題点の把握、改善策の検
討など実践能力を網羅的に育成する。
後半は４コースの学生による混合チームにより、与えられた条件、制限のもと、ものづくり演習を行う。前半
で学んだものづくりの留意点なども反映させながらの課題作製となるようにする。

到達目標 1.専門分野に係わる基礎的な知識・技術を統合して課題を理解できる。
2.課題について自主的、継続的に取り組むことができる。
3.共同実験者とのコミュニケ－ションを通して課題を分析し、問題の解決策を考えることができる。
4.ものづくりの実践をとおして、実現可能な解を見いだすことにより、創造性を養う。
5.実験結果を論理的にまとめ、期限内に報告書を作成することができる。

実験テーマ 理解すべき内容 担当者
後
期
ガイダンス（１週） 特別実験の目的と心構え、概要説明。 中屋敷、原
産業技術システムデザイン工学演習（４週） 第１週：イメージ思考・視点の開発・発想技法

第２週：システムデザインの原理・原則と技術手法
第３週：「ものづくり」の実践1/システムの設計と試作･改善
第４週：「ものづくり」の実践2/作製(本番)と実施･評価

中屋敷

ひとにやさしいものづくり演習（１０週） 第１週：ひとにやさしいものづくりの各グループテーマと作品
プランの検討
第２週：作品の設計・製作（１）
第３週：作品の設計・製作（２）
第４週：作品の設計・製作（３）
第５週：作品の設計・製作（４）
第６週：作品の設計・製作（５）
第７週：課題の完成
第８週：実演と評価
（上記８週の他、外部企業・技術展示会等への見学会を実施す
る）

池田、小沼
、長洲、松
崎(周)、グ
スマン、原

履修上の注意 特別実験の単位は１，２年合わせて３単位を一括認定します。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ニ）、ホ）、リ）に

対応
JABEE
認定基準

(B-3),(B-4),(B-5),(B-6),(F-1),(a),(d)-(
2),(d)-(3),(e),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書 教科書：配付資料
成績の評価方法
及び合格基準

実験への取り組み状況５０％、レポートの内容５０％で評価し、総合評価６０点以上の者を合格とする。ただ
し、提出すべきレポートのうち１通でも未提出のものがある場合には不合格とする。なお、定められた期限内
にレポートが提出されなかった場合は減点する。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

各コースの学生が入り混じって一つの実験チームを組みます。各自の専門分野を越えたチームによりものづく
り等を進め、チーム内での協力の仕方などを体験的に学習してください。事前に目的と内容を十分理解して臨
むこと。

専共通 海外実務研修 1年・集中・必修・学修3単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村　

豊穂、原　嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 海外にある企業・事業所でのインターンシップを通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成
する。

到達目標 １．企業における国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
２．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解を実践する。
３．実務上の課題解決を通して、専門的かつ学際的な知識を修得する。
４．実務を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．職場におけるマナー・ルールを学び、それらを遵守する態度を身につける。

学期 授業項目 理解すべき内容
前期 １．本科目は高専機構が実施する「海外シッププログラム」に基づき、派

　　遣される学生を対象としたものである。
２．海外における研修期間は３週間以上であることを現則とする。 
３．事前に説明会を実施するので、派遣が認められた学生は必ず出席する
　　こと。
４．研修修了後、定められた期間までに指定された「研修報告書」を提出
　　すること。

後期
履修上の注意 海外実務研修、実務研修のいずれか1科目修得すること。（＊）
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応（＊） 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応（

＊）
JABEE
認定基準

(B-5),(F-1),(f),(g),(h),(i)に対応（＊
）

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研修先機関等が証明する「インターンシップ実施証明書」および参加学生による「研修報告書
」で行い、その成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は、国内では体験できない海外の企業・事業所での研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ
、国際人として大きく成長することを期待して設けたものであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、
多くのことを学んできて欲しい。実習、研修課題に適切に対応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習
、復習に取り組むこと。

（＊）茨城工業高等専門学校に在籍する者のみに関係
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専共通 現代数学Ⅰ 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 今田　充洋 連絡先 管理棟3階  電話 029-271-2865

e-mail: imadam@ge.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本授業の内容は、高専本科で学んだ「微分積分（解析学）」および「複素解析（応用数学）」に基づく。主に

正則な複素関数の持つ性質について、本科で学んだことを復習しながら説明していく。
到達目標 まずは正則な複素関数に関する様々な定理や性質を理解する。続いて、べき級数展開、留数計算、積分計算へ

の応用を理解することを目指す。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 イントロダクション 本科で学んだ複素解析の復習(複素平面と極形式、ド・モア
ブルの定理と複素数のn乗根)

　

第2週 命題と推論 命題、否定命題の作り方、命題の同値性、推論の方法、背理
法、命題関数、全称命題,存在命題とその順序 他

　

第3週 集合と写像 本科で学んだ集合の復習、集合の像、逆像、全射、単射、全
単射 他

　

第4週 実数の基本性質，実数列の収束 実数の連続性、実数列の収束、ε-N 論法、
収束する数列⇔コーシー列

　

第5週 連続関数の基本性質 連続関数の基本性質(閉区間における最大値・最小値の定理)
、ε-δ 論法、一様連続性

　

第6週 リーマン和の基本定理 閉区間で連続な関数の積分可能性 　
第7週 複素数の収束と極限 複素数の収束と極限 　
第8週 複素関数と正則性 複素関数の微分、正則性とコーシー・リーマンの方程式 　
第9週 正則性と複素積分（１） 複素積分とその性質、コーシーの積分定理 　
第10週 正則性と複素積分（２） 正則関数の積分表示、グルサーの定理、モレラの定理 　
第11週 級数1 絶対収束、コーシーの判定法、ベキ級数、収束半径とその求

め方の練習
　

第12週 級数2 ベキ級数は収束円内で正則関数を表すこと、ベキ級数は項別
微分、項別積分が可能でその収束半径は変わらないこと

　

第13週 正則関数とベキ級数展開 正則な関数⇔ベキ級数で表せる関数 　
第14週 複素積分と特異点 複素積分と特異点 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 総復習 　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 教科書：特に指定はしない。プリントや資料を適宜配布する。
参考書： 
瀬山　士郎 「無限と連続の数学―微分積分学の基礎理論案内」（東京図書）
田島　一郎 「解析入門」(岩波全書)
原　惟行,松永　秀章 「イプシロン・デルタ論法 完全攻略」(共立出版)
柴田　敏男 「復刊 数学序論 -集合と実数-」 (共立出版)
田代　嘉宏 「複素関数要論 (応用数学要論シリーズ 4) 」(森北出版)
遠山　啓  「関数論初歩(日評数学選書) 」(日本評論社)
神保　道夫 「複素関数入門 (現代数学への入門)」 (岩波書店)

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績70％、レポートの成績30％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ、数学A、数学B、解析学、代数・幾何、応用数学における学習内容を既知とする。授業ノートや
プリントを見直し、演習問題やレポート課題を適宜解いていくこと。参考書は本校図書館へも配架されている
ので、必要に応じて読んでみて欲しい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 量子力学 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 三橋　和彦 連絡先 e-mail：kmitsuha@ge.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 古典物理学に立脚して、現代物理学を学習する。テクニカルな計算よりも基本概念の理解に努める。
到達目標 【量子力学分野】

シュレディンガー方程式を立てることができる。
1次元井戸型ポテンシャルについてシュレディンガー方程式を解くことができる。
【統計力学分野】
カノニカル・アンサンブルの概念を説明できる。
分配関数の概念を説明できる。
簡単な統計力学モデルについて分配関数や熱力学的諸関数を計算できる。
フェルミ統計の概念について説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 授業計画の説明、古典物理学と現代物理学 古典物理学と現代物理学の違いを理解できる。 　
第2週 量子力学の考え方 図や文章で表現された量子力学の考え方を理解できる。 　
第3週 ボーアモデル ボーアモデルの考え方について説明できる。 　
第4週 量子力学の定式化 シュレディンガー方程式の導出過程を理解できる。 　
第5週 井戸型ポテンシャル シュレディンガー方程式を簡単な条件の下で解く方法を理解

できる。
　

第6週 水素原子モデル 水素原子の電子状態に関する波動方程式の意味と解の性質を
理解できる。

　

第7週 （中間試験） 　
第8週 統計力学の考え方 統計力学の基本的な考え方を理解できる。 　
第9週 カノニカル・アンサンブル カノニカル・アンサンブルを理解できる。 　
第10週 分配関数と熱力学量 分配関数の定義と意味を理解できる。 　
第11週 理想気体 理想気体の分配関数やヘルムホルツの自由エネルギー等を計

算する方法を理解できる。
　

第12週 固体の統計力学モデル アインシュタインモデルの分配関数や自由エネルギー等を計
算する方法を理解できる。

　

第13週 ２準位系の統計力学 ２準位系の分配関数や自由エネルギー等を計算する方法を理
解できる。

　

第14週 フェルミ統計と半導体 フェルミ粒子の統計的性質を理解できる。半導体の電子状態
を理解できる。

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 教科書：適宜プリントを使用する。
参考書：星野公三，岩松雅夫共著「量子力学・統計力学入門」裳華房

成績の評価方法
及び合格基準

評価点を中間・期末試験の平均点を80%、レポート点を20%として100点満点で計算し、60点以上を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この授業では量子力学と統計力学の基本的な考え方と計算手法を学びます。それらを統合すると半導体の電気
伝導などを理解できるのですが、同様の考え方は純粋な物理学を超えて広く社会の役に立つものです。例えば
、タンパク質の構造や動きを予想するためにも使われますし、動物の群れが全体として秩序だって動き回る研
究などにも応用されています。また現代の経済理論、例えば株式や為替、先物など取引モデルにも応用されて
います。ただ重要なことは、やり方を単に学ぶのではなく「新しい考え方がどの様なきっかけを経てあらわれ
飛躍したか」にあると思います。できれば、この授業を通してみなさんの「ものの考え方」を拡張して欲しい
と思います。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 現代数学Ⅰ 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 今田　充洋 連絡先 管理棟3階  電話 029-271-2865

e-mail: imadam@ge.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本授業の内容は、高専本科で学んだ「微分積分（解析学）」および「複素解析（応用数学）」に基づく。主に

正則な複素関数の持つ性質について、本科で学んだことを復習しながら説明していく。
到達目標 まずは正則な複素関数に関する様々な定理や性質を理解する。続いて、べき級数展開、留数計算、積分計算へ

の応用を理解することを目指す。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 イントロダクション 本科で学んだ複素解析の復習(複素平面と極形式、ド・モア
ブルの定理と複素数のn乗根)

　

第2週 命題と推論 命題、否定命題の作り方、命題の同値性、推論の方法、背理
法、命題関数、全称命題,存在命題とその順序 他

　

第3週 集合と写像 本科で学んだ集合の復習、集合の像、逆像、全射、単射、全
単射 他

　

第4週 実数の基本性質，実数列の収束 実数の連続性、実数列の収束、ε-N 論法、
収束する数列⇔コーシー列

　

第5週 連続関数の基本性質 連続関数の基本性質(閉区間における最大値・最小値の定理)
、ε-δ 論法、一様連続性

　

第6週 リーマン和の基本定理 閉区間で連続な関数の積分可能性 　
第7週 複素数の収束と極限 複素数の収束と極限 　
第8週 複素関数と正則性 複素関数の微分、正則性とコーシー・リーマンの方程式 　
第9週 正則性と複素積分（１） 複素積分とその性質、コーシーの積分定理 　
第10週 正則性と複素積分（２） 正則関数の積分表示、グルサーの定理、モレラの定理 　
第11週 級数1 絶対収束、コーシーの判定法、ベキ級数、収束半径とその求

め方の練習
　

第12週 級数2 ベキ級数は収束円内で正則関数を表すこと、ベキ級数は項別
微分、項別積分が可能でその収束半径は変わらないこと

　

第13週 正則関数とベキ級数展開 正則な関数⇔ベキ級数で表せる関数 　
第14週 複素積分と特異点 複素積分と特異点 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 総復習 　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 教科書：特に指定はしない。プリントや資料を適宜配布する。
参考書： 
瀬山　士郎 「無限と連続の数学―微分積分学の基礎理論案内」（東京図書）
田島　一郎 「解析入門」(岩波全書)
原　惟行,松永　秀章 「イプシロン・デルタ論法 完全攻略」(共立出版)
柴田　敏男 「復刊 数学序論 -集合と実数-」 (共立出版)
田代　嘉宏 「複素関数要論 (応用数学要論シリーズ 4) 」(森北出版)
遠山　啓  「関数論初歩(日評数学選書) 」(日本評論社)
神保　道夫 「複素関数入門 (現代数学への入門)」 (岩波書店)

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績70％、レポートの成績30％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ、数学A、数学B、解析学、代数・幾何、応用数学における学習内容を既知とする。授業ノートや
プリントを見直し、演習問題やレポート課題を適宜解いていくこと。参考書は本校図書館へも配架されている
ので、必要に応じて読んでみて欲しい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 現代物理学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 三橋　和彦 連絡先 e-mail：kmitsuha@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 物理学の立場から放射線や原子力技術について学ぶ。授業では、まず物質から光が放出される物理機構を学び
、原子力技術の科学的側面や未来の安全を担保する方法を学ぶ。さらに科学ができることとできないことを整
理し、社会の中で科学が果たす役割について議論する。

到達目標 放射線とそれ以外の「光」との違いを説明できる。
核分裂反応を説明できる。
発電に用いられる熱機関の仕組みを説明できる。
核分裂反応を制御する方法を説明できる。
核燃料サイクルの基本過程を説明できる。
核廃棄物と廃炉の方法を説明できる。
放射線を計測する原理を説明できる。
科学と工学の立場の違いを区別することができる。
安全管理の仕組みを作る過程を説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 身のまわりの光と放射線 電磁波やその他の放射線の違いを理解できる 　
第2週 物質から光が放射される仕組み 輻射と量子効果による光の放出の違いを理解できる 　
第3週 電子の状態遷移と光の放出 量子効果によって光が放出される物理機構を理解できる 　
第4週 素粒子反応と光の放出 素粒子反応と化学反応の違いを理解できる 　
第5週 原子力技術と物理学I：エネルギーの生成 原子力発電に用いられる物理機構の概要を理解できる 　
第6週 原子力技術と物理学II：熱機関 発電に用いられる熱機関の概要を理解できる 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 原子力技術と物理学III：制御法 原子力発電の制御方法の概要を理解できる 　
第9週 原子力技術と物理学IV：核燃料サイクルと

廃炉
原子炉の長期運用と廃炉技術の概要を理解できる 　

第10週 放射線防護と物理学I：放射線の透過と被爆 放射線の透過と被爆に関する概要を理解できる 　
第11週 放射線防護と物理学II：放射線の計測 放射線計測の物理機構を理解できる 　
第12週 放射線防護と物理学III：評価と統計性 放射線防護に関する評価法と統計性を理解できる 　
第13週 社会と物理学I：社会における物理学の立場 物理学と社会、産業界、政府との関係を理解できる 　
第14週 社会と物理学II：科学と安全性 安全管理の方法を決定する過程の概要を理解できる 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 教科書：必要に応じてプリント等の資料を配布する。  
参考資料・映像：原子力人材育成事業(高専機構)で提供された資料、山本義隆著「原子・原子核・原子力――
わたしが講義で伝えたかったこと」(岩波書店)

成績の評価方法
及び合格基準

評価は筆記試験＝50点とレポート+プレゼン＝50点で評価し、合計が60点以上を合格とする。筆記試験の点数
は、中間試験と期末試験を各100点満点で行い、平均得点を1/2した点数とする。レポート、プレゼンは複数
回行い、総合的に50点満点で評価する。なお合理的理由なく提出が遅れたレポートは評価を減ずる。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

原子力技術は、主に量子力学と相対性理論に基づいた工学技術ですが、発電に応用するには材料や加工、建築
、計測・制御など物理学以外の多くの自然科学と工学に関する知見を集約する必要があります。加えて安全性
等について社会全体と折りあいをつける必要がある点で、利用が極めて困難な科学技術です。本授業は自然科
学からの視点で進みますが、それぞれの出身分野で学んだこともあわせて自分自身で考えて欲しいと思います
。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 物性物理 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 小峰　啓史 連絡先 e-mail：takashi.komine.nfm@vc.ibaraki.ac.jp
講義の概要 私たちが普段手にしているコンピュータやスマートフォンなどの電子機器は，半導体を中心とする固体物理学

の発展によって成り立っている．この講義では，物質の構成要素である原子や電子の性質を読み解くことで，
その集合体である固体が示す電気的，磁気的，熱的性質の基礎を理解する．

到達目標 1. 物質の結晶構造の記述方法を理解する
2. 格子振動と熱的性質の関係を理解する
3. 電子のエネルギーバンドと電気伝導の関係を理解する
4. 物質における電磁気学を理解する

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 物質の存在形態 共有結合，金属結合，イオン結合 　
第2週 結晶構造 単位胞，対称性 　
第3週 逆格子空間とブロッホの定理 逆格子，波数，X線回折 　
第4週 格子振動 格子振動，分散関係，フォノン 　
第5週 熱的性質 量子統計の基礎，比熱，熱膨張 　
第6週 量子力学の基礎 アインシュタイン－ド・ブロイの関係式，自由電子モデル 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 エネルギーバンド 周期的ポテンシャル 　
第9週 金属と絶縁体 バンドギャップ 　
第10週 半導体のキャリア フェルミ－ディラック分布，正孔，キャリア密度 　
第11週 電気伝導 散乱機構，平均自由行程，電気伝導度 　
第12週 物質の電磁気学 マクスウェル方程式，双極子モーメント 　
第13週 磁性体 強磁性体，交換相互作用 　
第14週 スピントロニクス 巨大磁気抵抗効果，スピン注入磁化反転 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 教科書：適宜プリントを配布する
参考書：花村栄一著，「固体物理学」 ，裳華房

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績70%，毎週実施する復習テストの成績30%で行い，平均の成績が60点以上の者
を合格とする．

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

物性物理の理解には，数学，物理（力学，電磁気学）などの様々な基礎知識の積み上げを必要とし，本講義は
物性物理を題材として，工学基礎科目全般の実力向上も狙っています．物性物理の理解はもちろんのこと，数
学，物理の総復習のための良い機会と捉えて下さい．

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 現代物理学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 三橋　和彦 連絡先 e-mail：kmitsuha@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 物理学の立場から放射線や原子力技術について学ぶ。授業では、まず物質から光が放出される物理機構を学び
、原子力技術の科学的側面や未来の安全を担保する方法を学ぶ。さらに科学ができることとできないことを整
理し、社会の中で科学が果たす役割について議論する。

到達目標 放射線とそれ以外の「光」との違いを説明できる。
核分裂反応を説明できる。
発電に用いられる熱機関の仕組みを説明できる。
核分裂反応を制御する方法を説明できる。
核燃料サイクルの基本過程を説明できる。
核廃棄物と廃炉の方法を説明できる。
放射線を計測する原理を説明できる。
科学と工学の立場の違いを区別することができる。
安全管理の仕組みを作る過程を説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 身のまわりの光と放射線 電磁波やその他の放射線の違いを理解できる 　
第2週 物質から光が放射される仕組み 輻射と量子効果による光の放出の違いを理解できる 　
第3週 電子の状態遷移と光の放出 量子効果によって光が放出される物理機構を理解できる 　
第4週 素粒子反応と光の放出 素粒子反応と化学反応の違いを理解できる 　
第5週 原子力技術と物理学I：エネルギーの生成 原子力発電に用いられる物理機構の概要を理解できる 　
第6週 原子力技術と物理学II：熱機関 発電に用いられる熱機関の概要を理解できる 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 原子力技術と物理学III：制御法 原子力発電の制御方法の概要を理解できる 　
第9週 原子力技術と物理学IV：核燃料サイクルと

廃炉
原子炉の長期運用と廃炉技術の概要を理解できる 　

第10週 放射線防護と物理学I：放射線の透過と被爆 放射線の透過と被爆に関する概要を理解できる 　
第11週 放射線防護と物理学II：放射線の計測 放射線計測の物理機構を理解できる 　
第12週 放射線防護と物理学III：評価と統計性 放射線防護に関する評価法と統計性を理解できる 　
第13週 社会と物理学I：社会における物理学の立場 物理学と社会、産業界、政府との関係を理解できる 　
第14週 社会と物理学II：科学と安全性 安全管理の方法を決定する過程の概要を理解できる 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 教科書：必要に応じてプリント等の資料を配布する。  
参考資料・映像：原子力人材育成事業(高専機構)で提供された資料、山本義隆著「原子・原子核・原子力――
わたしが講義で伝えたかったこと」(岩波書店)

成績の評価方法
及び合格基準

評価は筆記試験＝50点とレポート+プレゼン＝50点で評価し、合計が60点以上を合格とする。筆記試験の点数
は、中間試験と期末試験を各100点満点で行い、平均得点を1/2した点数とする。レポート、プレゼンは複数
回行い、総合的に50点満点で評価する。なお合理的理由なく提出が遅れたレポートは評価を減ずる。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

原子力技術は、主に量子力学と相対性理論に基づいた工学技術ですが、発電に応用するには材料や加工、建築
、計測・制御など物理学以外の多くの自然科学と工学に関する知見を集約する必要があります。加えて安全性
等について社会全体と折りあいをつける必要がある点で、利用が極めて困難な科学技術です。本授業は自然科
学からの視点で進みますが、それぞれの出身分野で学んだこともあわせて自分自身で考えて欲しいと思います
。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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專共通 工業力学概論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 平澤　順治 連絡先 MES棟２階

電話　029-271-2940
e-mail : hirasawa@ss.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 力学の工学応用の基礎となる，物体にはたらく力と運動について学習する．
到達目標 １．力学に関する基礎的知識を学習し，物体にはたらく力と運動について正しく理解できる．

２．物理学の基本公式を工学的な問題に応用し，問題解決の道筋が立てられる．
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 力学の法則（１） 速度，加速度について理解する 　
第2週 力学の法則（２） 力学の３法則について理解する 　
第3週 極座標による運動の記述（１） 極座標系について理解する 　
第4週 極座標による運動の記述（２） 運動方程式について理解する 　
第5週 各種の運動（１） 円運動，放物運動について理解する 　
第6週 各種の運動（２） 単振動，単振り子について理解する 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 加速度系（１） 並進運動をしている座標系について理解する 　
第9週 加速度系（２） 回転座標系について理解する 　
第10週 エネルギの保存（１） エネルギの保存について理解する 　
第11週 エネルギの保存（２） 位置エネルギと力の関係について理解する 　
第12週 質点系（１） 質点系の運動量について理解する 　
第13週 質点系（２） 角運動量について理解する 　
第14週 質点系（３） 運動エネルギについて理解する 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 AMコースの学生は履修できない．
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：小宮山，竹川「大学生のための力学入門」裳華房（2013）
参考書：入江敏博「詳解工業力学」理工学社（1983）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績で行い，平均の成績が６０点以上の者を合格とする．

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

「習うより慣れよ」との箴言に則り，演習問題へのアプローチと解法を中心に講義を進めます．疑問に思った
所は逐一質問してください．

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 計測制御概論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 田辺 隆也 連絡先 電気電子システム工学科2階

電話: 029-271-2917
e-mail: tanabe@ee.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 古典制御と現代制御を織り交ぜて制御系解析の土台となる基本事項を中心に制御系の特性解析法を講義する。
到達目標 １． 伝達関数表現を理解し、説明できること。

２． 状態変数表現を理解し、数学的な解析を説明できること。
３． 制御系の過渡および定常応答解析ができて、説明できること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 フィードバック制御系の構成 目標値と外乱，制御要素，制御対象の各概念とブロック線図
の表現法．安定性の概念を理解する。

　

第2週 制御工学の展開と制御系の分類 ロバスト性の概念．追従制御，定値制御，および，プログラ
ム制御の分類．サーボ系とプロセス系の分類を理解する。

　

第3週 制御系の基本要素（その１） 比例要素，積分要素，１次遅れ要素を理解する。 　
第4週 制御系の基本要素（その２） ２次遅れ要素，むだ時間要素を理解する。 　
第5週 伝達関数表現（その１） 制御系における各要素の伝達関数表現を理解する。 　
第6週 伝達関数表現（その２） ブロック線図の等価変換を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 制御系の過渡応答特性 ステップ応答とインパルス応答を理解する。 　
第9週 制御系の定常応答解析 定常偏差の導出法，および，制御系の型式と定常偏差との関

係を理解する。
　

第10週 フィードバック制御系の安定性 伝達関数の極値（特性根）と安定性の関係を理解する。 　
第11週 状態変数表現 状態変数を用いた状態方程式，出力方程式の表現と具体的な

システムの表現例を理解する。
　

第12週 状態方程式（その１） 状態方程式とその解を理解する。 　
第13週 状態方程式（その２） 状態方程式の線形変換を理解する。 　
第14週 システムにおける位置計測と制御法 システムにおける位置検出系の構成法および位置の制御法を

理解する。
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 講義内容全体についての質疑応答を行う。 　

履修上の注意 AEコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：教科書は使用せず配布資料に基づき、実施する。
参考書：竹内倶佳・萩野剛二郎共著「制御工学」(培風館）、相良節夫著「基礎自動制御」(森北出版)、　福島
弘毅著「制御工学基礎論」(丸善)、　美多勉著「ディジタル制御理論」(昭晃堂)

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％およびレポートの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格と
する。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

現代制御の基礎となる状態方程式を理解すれば、制御の面白さが分かるとともに、高度な制御にも応用できる
ので、頑張って勉学に励んでいただきたい。なお、制御技術はマイクロコンピュータの普及とともにあらゆる
産業の必須技術となっていて、各家庭の製品にまで行き渡り、我々の身近なものになっている。
講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。
講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

專共通 工業力学概論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 平澤　順治 連絡先 MES棟２階

電話　029-271-2940
e-mail : hirasawa@ss.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 力学の工学応用の基礎となる，物体にはたらく力と運動について学習する．
到達目標 １．力学に関する基礎的知識を学習し，物体にはたらく力と運動について正しく理解できる．

２．物理学の基本公式を工学的な問題に応用し，問題解決の道筋が立てられる．
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 力学の法則（１） 速度，加速度について理解する 　
第2週 力学の法則（２） 力学の３法則について理解する 　
第3週 極座標による運動の記述（１） 極座標系について理解する 　
第4週 極座標による運動の記述（２） 運動方程式について理解する 　
第5週 各種の運動（１） 円運動，放物運動について理解する 　
第6週 各種の運動（２） 単振動，単振り子について理解する 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 加速度系（１） 並進運動をしている座標系について理解する 　
第9週 加速度系（２） 回転座標系について理解する 　
第10週 エネルギの保存（１） エネルギの保存について理解する 　
第11週 エネルギの保存（２） 位置エネルギと力の関係について理解する 　
第12週 質点系（１） 質点系の運動量について理解する 　
第13週 質点系（２） 角運動量について理解する 　
第14週 質点系（３） 運動エネルギについて理解する 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 AMコースの学生は履修できない．
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：小宮山，竹川「大学生のための力学入門」裳華房（2013）
参考書：入江敏博「詳解工業力学」理工学社（1983）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績で行い，平均の成績が６０点以上の者を合格とする．

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

「習うより慣れよ」との箴言に則り，演習問題へのアプローチと解法を中心に講義を進めます．疑問に思った
所は逐一質問してください．

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 コンピュータ概論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 松崎 周一 連絡先 電子情報工学科棟３階　電話 029-271-2786

e-mail :shmatsu@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 はじめに、コンピュータシステム全般を概説する。その後、計算機内部での数や文字の表し方や計算法を説明

する。次いで、コンピュータハードウェアの基礎として、デジタル回路の設計法を説明する。後半は計算機の
仕組みと動作を理解するための基礎を説明する

到達目標 １．２進数による加減算に習熟する。
２．論理回路の設計法と計算機の仕組みおよび動作を理解する。
３．簡単な論理回路が設計できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Introduction Overview and history of computer technology, Computer
components

　

第2週 Data representation in computer systems (1)Binary number system, Hexadecimal number system 　
第3週 Data representation in computer systems (2)Base number conversion , BCD 　
第4週 Data representation in computer systems (3)Binary arithmetic 　
第5週 Combinational logic circuits (1) Boolean algebra, Logic gate 　
第6週 Combinational logic circuits (2) Design of combinational circuits 　
第7週 (Mid-term exam) 　
第8週 Combinational logic circuits (3) Circuit optimization methods 　
第9週 Sequential logic circuits (1) Flip-flops, Counters 　
第10週 Sequential logic circuits (2) Design of sequential circuits 　
第11週 Microprocessor (1) Data types, Registers, Instruction set 　
第12週 Microprocessor (2) Addressing mode, Address space, Segment system 　
第13週 Memory (1) Memory organization, Cache Memory 　
第14週 Memory (2) Virtual Memory 　
第15週 (Final exam) 　
第16週 Summary 　

履修上の注意 AIコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

情報技術革命真っ只中の現在にあって、コンピュータに関する基礎知識を得たい、或いはリテラシーとして、
基本的なコンピュータの動作や構成法を把握したい学生を対象としています。次の講義内容についてプリント
を毎回配布するので予習すること。また，講義ノートや例題を見直し復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 有機材料概論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 宮下 美晴 連絡先 物質工学科棟４階、電話 029-271-2980

e-mail: ymiya@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 現在使用されている有機材料の大半を占める「高分子材料」とはどんなものかを解説する。また、高分子材料

の物性をどのように評価し、それから何がわかるかを解説する。
到達目標 １．高分子材料とは何かを理解する。

２．高分子材料の物性をどのように評価するかを理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 高分子材料概論１ 高分子とはどの様なものかを知る。高分子材料の分類を知る
。

　

第2週 高分子材料概論２ 高分子材料の利用の歴史および代表的な用途を知る。 　
第3週 高分子材料概論３ 高分子の平均分子量と高分子の化学構造の基礎について理解

する。
　

第4週 高分子材料概論４ 高分子の作り方の基礎について知る。 　
第5週 ポリエチレンとポリプロピレン 代表的なポリオレフィンである、ポリエチレンおよびポリプ

ロピレンについて知る。
　

第6週 汎用のビニルポリマー ポリスチレン、ポリ塩化ビニルなど、一般によく利用される
ビニルポリマーについて知る。

　

第7週 （中間試験） 　
第8週 ポリエステルとポリカーボネート PETに代表されるポリエステル、およびポリカーボネートに

ついて知る。
　

第9週 ポリアミド いわゆるナイロンと呼ばれるポリアミドについて知る。 　
第10週 高分子材料の状態変化 高分子材料の状態（結晶、ガラス、液体など）と熱転移挙動

について理解する。
　

第11週 液晶 液晶とはどのような状態か、および、どのような化合物が液
晶になりやすいかを理解する。重要な有機機能性材料として
の液晶の応用例を知る。

　

第12週 高分子の熱分析 高分子材料の熱的性質をどのように評価するか知る。 　
第13週 高分子の力学試験 高分子材料の力学的性質の評価法の代表例として、引張試験

について理解する。
　

第14週 クリープと応力緩和 クリープおよび応力緩和とはどのような現象か知る。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 これまでのまとめと復習 　

履修上の注意 ACコースの学生は受講できない。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：特に指定しない（必要に応じてプリントを配布する）
参考書：今井淑夫、岩田薫 「高分子構造材料の化学」（朝倉書店）
　　　　西敏夫、讃井浩平、東千秋、高田十志和 「高分子化学」（裳華房）
　　　　井上祥平、宮田清蔵 「高分子材料の化学」（丸善）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は中間試験と期末試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

各種有機・高分子材料とはどんなものなのかを知ってほしい。なお、受講する者は有機化学および物理化学の
基礎について理解していることが望ましい。
毎回の授業後には、ノートの内容や配布したプリントを見直して復習すること。また、授業時に示す次回予定
の内容に関して、参考書を読むなどして予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 コンピュータ概論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 松崎 周一 連絡先 電子情報工学科棟３階　電話 029-271-2786

e-mail :shmatsu@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 はじめに、コンピュータシステム全般を概説する。その後、計算機内部での数や文字の表し方や計算法を説明

する。次いで、コンピュータハードウェアの基礎として、デジタル回路の設計法を説明する。後半は計算機の
仕組みと動作を理解するための基礎を説明する

到達目標 １．２進数による加減算に習熟する。
２．論理回路の設計法と計算機の仕組みおよび動作を理解する。
３．簡単な論理回路が設計できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Introduction Overview and history of computer technology, Computer
components

　

第2週 Data representation in computer systems (1)Binary number system, Hexadecimal number system 　
第3週 Data representation in computer systems (2)Base number conversion , BCD 　
第4週 Data representation in computer systems (3)Binary arithmetic 　
第5週 Combinational logic circuits (1) Boolean algebra, Logic gate 　
第6週 Combinational logic circuits (2) Design of combinational circuits 　
第7週 (Mid-term exam) 　
第8週 Combinational logic circuits (3) Circuit optimization methods 　
第9週 Sequential logic circuits (1) Flip-flops, Counters 　
第10週 Sequential logic circuits (2) Design of sequential circuits 　
第11週 Microprocessor (1) Data types, Registers, Instruction set 　
第12週 Microprocessor (2) Addressing mode, Address space, Segment system 　
第13週 Memory (1) Memory organization, Cache Memory 　
第14週 Memory (2) Virtual Memory 　
第15週 (Final exam) 　
第16週 Summary 　

履修上の注意 AIコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

情報技術革命真っ只中の現在にあって、コンピュータに関する基礎知識を得たい、或いはリテラシーとして、
基本的なコンピュータの動作や構成法を把握したい学生を対象としています。次の講義内容についてプリント
を毎回配布するので予習すること。また，講義ノートや例題を見直し復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AMコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 柴田 裕一、小堀 繁治、金成 守康、平澤

順治、小沼 弘幸、小室　孝文、小野寺 礼尚
連絡先 代表: 小堀　繁治

機械システム棟１階、電話:029-271-2893
e-mail:kobori@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 一つの研究課題に取り組み、与えられた期間内で研究計画の立案、理論解析、実験および得られたデータの解
析と評価、それらをまとめて発表するプレゼンテーション能力などを修得する。併せて、研究成果を論文とし
てまとめあげていく過程を通して知識・技術を統合し発展させていく基本能力を養う。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 流体の力学的性質に関する研究 柴田
2 燃焼現象に関する特性解明に関する研究 小堀
3 工業用材料の力学的性質に関する研究 金成
4 不整地ロボットの移動機構に関する研究 平澤
5 流体の力学的性質に関する研究 小沼
6 交通システムの合流制御に関する研究 小室
7 構造・機能材料の組織制御による特性改善に関する研究 小野寺（鯉

渕）
履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位、２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AMコース 応用材料力学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 金成 守康 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟2階

電話029-271-2935
e-mail : kanari@ss.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 弾性範囲を超えて起きる材料の破壊現象を理解することは，構造物を設計する上で重要である．講義では，外
部応力に起因して材料内部で引き起こされる微視的な現象が，どのように構造物全体の塑性および急速破壊に
影響を及ぼすのかを平易に説明し，材料強度学の基礎を身に付けることを目標とする．

到達目標 1．材料内部の原子の配置およびその挙動に基づいて，弾性率，転位の概念および降伏現象に対する強化法を理
論的に説明できること．
2．急速破壊の概念を理論的に説明でき，材料の破壊靭性値から構造物の破壊応力を求められること．

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 材料強度学序論 材料強度学において扱う学問領域と材料力学,冶金学との違
い.

　

第2週 工業材料とその性質 工業材料の得失や価格とその用途や利用頻度を理解する. 　
第3週 弾性率 応力,ひずみ,弾性率の定義とその工学的意義を理解する. 　
第4週 原子間結合 1次結合,2次結合の種類と結合力の関係を理解する. 　
第5週 固体における原子の充填 結晶中における原子充填の種類と面指数,方向指数の表記方

法
　

第6週 ヤング率の物理的基礎 原子の結合状態と弾性率との関係を理解する． 　
第7週 ヤング率によって決まる設計のケーススタ

ディ
材料のヤング率によって設計強度が決まる場合の設計方法を
理解する.

　

第8週 降伏強さ、引張り強さ、硬さおよび延性 弾性,塑性,擬弾性変形における応力-ひずみ曲線の種類を理解
する.

　

第9週 降伏条件 最大せん断応力説，せん断ひずみエネルギー説などの降伏条
件を理解する．

　

第10週 結晶における転位と降伏 転位の挙動と降伏強度との関係,刃状転位,螺旋転位の違いを
理解する.

　

第11週 強化法および多結晶の塑性 合金における固溶体強化,分散強化と加工硬化を理解する. 　
第12週 降伏によって決まる設計のケーススタディ 材料の降伏応力によって設計強度が決まる場合の設計方法を

理解する.
　

第13週 急速破壊と靭性 急速破壊における破壊靭性値の物理的意味を理解する. 　
第14週 疲労破壊 疲労破壊の機構と低サイクル，高サイクル疲労の概念を理解

する.
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：堀内　良ら訳「材料工学入門」　（内田老鶴圃）
参考書：日本材料学会編「材料強度学」　（日本材料学会）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績80%，およびレポート(あるいは小テスト)の成績20%で行い，合計の成績が60
点以上の者を合格とする．

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

機械設計者に必要な材料工学上の知識を学習します．十分検討してから，履修するようにしてください．講義
ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておいてください．講義で示した次回予定の部分
を予習しておいてください．

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AMコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 柴田 裕一、小堀 繁治、金成 守康、平澤

順治、小沼 弘幸、小室　孝文、小野寺 礼尚
連絡先 代表: 小堀　繁治

機械システム棟１階、電話:029-271-2893
e-mail:kobori@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 一つの研究課題に取り組み、与えられた期間内で研究計画の立案、理論解析、実験および得られたデータの解
析と評価、それらをまとめて発表するプレゼンテーション能力などを修得する。併せて、研究成果を論文とし
てまとめあげていく過程を通して知識・技術を統合し発展させていく基本能力を養う。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 流体の力学的性質に関する研究 柴田
2 燃焼現象に関する特性解明に関する研究 小堀
3 工業用材料の力学的性質に関する研究 金成
4 不整地ロボットの移動機構に関する研究 平澤
5 流体の力学的性質に関する研究 小沼
6 交通システムの合流制御に関する研究 小室
7 構造・機能材料の組織制御による特性改善に関する研究 小野寺（鯉

渕）
履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位、２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AMコース 機械工作 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 長谷川 勇治 連絡先 場所:機械システム・電子制御工学科棟２階

電話:029-271-2934
E-mail:hase@ss.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 加工工学で学んだ鋳造、溶接、塑性加工、切削、研削研磨に引き続き、精密加工・特殊加工の基本的な技術に
ついて学ぶ。また、実際の学術論文や最新技術を通して先端的な技術についても取り上げる。

到達目標 １．基礎的知識が最先端の特殊加工・精密加工の技術に応用されているか理解できる。
２．学術論文のアブストを通して、専門的な用語や表現パターンが身につく。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 精密加工の基礎知識 精密加工における工作機械について理解する。 　
第2週 除去加工－切削－ 精密切削について理解する。 　
第3週 除去加工－切削－ 精密切削について理解する。 　
第4週 除去加工－切削－ 精密切削について理解する。 　
第5週 除去加工－研削－ 精密研削について理解する。 　
第6週 除去加工－研削－ 精密研削について理解する。 　
第7週 除去加工－研磨－ 精密研磨について理解する。 　
第8週 除去加工－研磨－ 精密研磨について理解する。 　
第9週 除去加工－切削液－ 精密加工における研削液について理解する。 　
第10週 除去加工－超音波加工－ 精密加工について理解する。 　
第11週 除去加工－磁気援用加工－ 精密加工について理解する。 　
第12週 除去加工－電気エネルギー－ 精密加工について理解する。 　
第13週 除去加工－電気エネルギー－ 精密加工について理解する。 　
第14週 付加加工－3Dプリンタ－ 3Dプリンタについて理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 後期の内容を復習する。 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 参考書：日本機械学会編「超精密加工」（コロナ社）
参考書：砥粒加工学会編「砥粒加工技術のすべて」（工業調査会）
参考書：超精密加工編集委員会「超精密加工の基礎と実際」（日刊工業新聞社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績６０％、レポートの成績４０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格と
する。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ加工工学および材料工学をよく復習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AMコース 流体力学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 小沼弘幸　,柴田 裕一 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟1階

電話　029-271-2891
e-mail : shibatam@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 　実在の流体現象を理解するため粘性を考慮した流体を取り扱い、流体の諸特性を理解する。特に、境界層理
論や乱流についてその物理的解釈を学ぶ。さらに、物体まわりの流れについて学び、流体工学の応用分野への
展開を理解してもらう。

到達目標 1.　流体工学の力学的な現象を、運動方程式を解いて理解する。
2.　さまざまな流体現象を理解できるようにする。
3.　流体工学の応用分野を理解できるようにする。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 流体運動の基礎方程式（1） 連続の式や渦なしの条件等について理解する。 　
第2週 流体運動の基礎方程式（2） EulerとLagrange式記述を理解する。 　
第3週 非圧縮性非回転流体の流れ(1) ポテンシャル流れを理解する。 　
第4週 非圧縮性非回転流体の流れ(2) 等角写像による解法を理解する。 　
第5週 Navier-Stokesの方程式（1） Navier-Stokesの方程式を誘導する。 　
第6週 Navier-Stokesの方程式（2） Navier-Stokesの方程式の解法を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 粘性流体（1） 粘性流体の性質を理解する。 　
第9週 粘性流体（2） 粘性流体の応用問題を解く。 　
第10週 境界層（1） 境界層を理解する。 　
第11週 境界層（2） 境界層方程式を解く。 　
第12週 境界層（3） 境界層の応用問題を解く。 　
第13週 流体中の物体に働く流体力（1） 物体まりの流れを理解する。 　
第14週 流体中の物体に働く流体力（2） 物体まわりの流れの応用問題を解く。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 前期の内容を復習する 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：流体力学(基礎と演習）（パワー社）
参考書：角谷典彦「連続体力学」(共立出版）

成績の評価方法
及び合格基準

評価については、定期試験の成績を60％、レポートの総点を40％で評価し、60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ流体工学の知識をさらに発展する内容となっている。講義ノートの内容を見直し、講義に関係す
る例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AMコース 機械工作 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 長谷川 勇治 連絡先 場所:機械システム・電子制御工学科棟２階

電話:029-271-2934
E-mail:hase@ss.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 加工工学で学んだ鋳造、溶接、塑性加工、切削、研削研磨に引き続き、精密加工・特殊加工の基本的な技術に
ついて学ぶ。また、実際の学術論文や最新技術を通して先端的な技術についても取り上げる。

到達目標 １．基礎的知識が最先端の特殊加工・精密加工の技術に応用されているか理解できる。
２．学術論文のアブストを通して、専門的な用語や表現パターンが身につく。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 精密加工の基礎知識 精密加工における工作機械について理解する。 　
第2週 除去加工－切削－ 精密切削について理解する。 　
第3週 除去加工－切削－ 精密切削について理解する。 　
第4週 除去加工－切削－ 精密切削について理解する。 　
第5週 除去加工－研削－ 精密研削について理解する。 　
第6週 除去加工－研削－ 精密研削について理解する。 　
第7週 除去加工－研磨－ 精密研磨について理解する。 　
第8週 除去加工－研磨－ 精密研磨について理解する。 　
第9週 除去加工－切削液－ 精密加工における研削液について理解する。 　
第10週 除去加工－超音波加工－ 精密加工について理解する。 　
第11週 除去加工－磁気援用加工－ 精密加工について理解する。 　
第12週 除去加工－電気エネルギー－ 精密加工について理解する。 　
第13週 除去加工－電気エネルギー－ 精密加工について理解する。 　
第14週 付加加工－3Dプリンタ－ 3Dプリンタについて理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 後期の内容を復習する。 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 参考書：日本機械学会編「超精密加工」（コロナ社）
参考書：砥粒加工学会編「砥粒加工技術のすべて」（工業調査会）
参考書：超精密加工編集委員会「超精密加工の基礎と実際」（日刊工業新聞社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績６０％、レポートの成績４０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を合格と
する。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ加工工学および材料工学をよく復習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AMコース 燃焼工学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 小堀 繁治 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟１階

電話番号029-271-2893
e-mail：kobori@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 燃焼は燃料を急激に酸化させ，相当の発熱を生じさせる現象である．工業的にはこの熱を利用して熱機関の駆
動や物体加熱が行われる．一方で大量の熱が燃焼により生成されると，排気ガスも莫大となるので，環境汚染
物質も多くなる．上述の背景のもと，本講義では燃焼の基礎を学び，有害燃焼生成物の低減について理解する
ことを目的とする．

到達目標 1. 予混合燃焼と拡散燃焼の違いについて理解する．
2. 気体燃料，液体燃料および固体燃料の燃焼機構を理解する．
3. 燃焼による化学発光現象および有害物質の生成機構とその防止法を理解する．

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 １）燃焼とエネルギー 燃焼とエネルギーについて理解する． 　
第2週 ２）火炎伝播１ 燃焼の種類，火炎形態および火炎伝播について理解する． 　
第3週 ２）火炎伝播２ 火炎面について理解する． 　
第4週 ３）バーナー拡散火炎 拡散火炎の構造について理解する． 　
第5週 ４）液滴燃焼 液体燃料の燃焼形態，微粒化および油滴の蒸発・燃焼につい

て理解する．
　

第6週 ５）固体燃料の燃焼 固体燃料の燃焼形態，着火および消炎について理解する． 　
第7週 ６）予混合燃焼の混合比と燃焼温度１ 混合比と発熱量について理解する． 　
第8週 ６）予混合燃焼の混合比と燃焼温度２ 燃焼温度および断熱火炎温度について理解する． 　
第9週 ７）点火と燃焼限界１ 点火，消炎および着火遅れについて理解する． 　
第10週 ７）点火と燃焼限界２ 燃焼限界について理解する． 　
第11週 ８）燃焼速度の計測１ 燃焼速度について理解する． 　
第12週 ８）燃焼速度の計測２ 燃焼速度の計測の原理について理解する． 　
第13週 ９）燃焼火炎画像１ 燃焼火炎の撮影方法について理解する． 　
第14週 ９）燃焼火炎画像２ 燃焼火炎の画像について理解する． 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ハ)に対応 JABEE
認定基準

(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：田坂英紀「燃焼工学」（森北出版)
参考書：大竹一友，藤原俊隆「燃焼工学」(コロナ社)、平野敏右「燃焼学」(海文堂)、水谷幸夫「燃焼工学」（
森北出版)

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で評価し、平均の成績が６０点以上の者を合格とする。ただし小テストやレポ
ートを課した場合、成績の評価は、定期試験の成績を８０％、小テストやレポートの成績を２０％で行い、合
計の成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

燃焼工学は流体力学，熱力学，伝熱工学，化学および物理など多くの学問の境界領域に存在するので，これま
で理解が非常に困難でした．しかし近年エネルギー消費の増大と国際情勢の複雑化，環境汚染の面から，燃焼
工学の重要性が増してきました．できるだけ理解し易く説明するので，受講者は燃焼工学を習得するよう心が
けて下さい．

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AMコース 生産システム学 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 非常勤 連絡先 図書館棟２階 非常勤控室

電話：029-271-2994
講義の概要 生産活動を体系的に捉え、生産システム構成とオペレーションの科学的な思考法を中心に説明し、技術者とし

て理解しておくべき基本を身に付けさせる。
到達目標 生産に関するインプット情報と、それをベースにどういう考え方でアウトプット情報として生産システム内に

流すかの基本を理解し、簡単な意思決定問題に対応できるようになること。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 生産システムの基本 生産システムとは何か、その概念について理解する。 　
第2週 ものづくり組織の形態 組織を設計するときの考え方と特徴を理解する。 　
第3週 ものづくりの形態と情報の流れ 生産の基本形態と生産システム中の情報の流れを理解する。　
第4週 生産のプロセス プロセスプランニングについて理解する。 　
第5週 生産のマネージメント（１） プロダクションプランニング・生産負荷計画について理解す

る。
　

第6週 生産のマネージメント（２） プロダクションスケジューリングについて理解する。 　
第7週 （中間試験） 中間試験を実施する。 　
第8週 生産のマネージメント（３） プロダクションコントロールについて理解する。 　

第9週 在庫問題と機会損失 在庫管理と品切損失・機会損失等の概念について理解する。　
第10週 生産の原価構成 生産の原価について理解する。 　
第11週 設備投資計画 設備投資の採算性と意思決定について理解する。 　
第12週 ものづくり現場の情報システム ＣＩＭ／ＥＲＰについて理解する。 　
第13週 オペレーションズリサーチ手法（１） 生産活動・経営判断に適用されるその他ＯＲ手法を理解する

。
　

第14週 オペレーションズリサーチ手法（２） 生産活動・経営判断に適用されるその他ＯＲ手法を理解する
。

　

第15週 （期末試験） 期末試験を実施する。 　
第16週 総復習 後期の内容を復習する。 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：人見勝人「入門編 生産システム工学」（共立出版）
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％,不定期に行う小テスト／レポートなどの成績20％で行い、合計の成績が6
0点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

ものづくり現場には必ず生産システムが存在する。ものづくりに携わる技術者をめざす者に必要な生産システ
ムに関する基本の講義をする。インターンシップ体験や、ものづくり雑誌などの記事に興味を持ち、実務に役
立つ技術として身に付くよう期待する。予習・復習については、各週講義にて示すので学習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AMコース 燃焼工学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 小堀 繁治 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟１階

電話番号029-271-2893
e-mail：kobori@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 燃焼は燃料を急激に酸化させ，相当の発熱を生じさせる現象である．工業的にはこの熱を利用して熱機関の駆
動や物体加熱が行われる．一方で大量の熱が燃焼により生成されると，排気ガスも莫大となるので，環境汚染
物質も多くなる．上述の背景のもと，本講義では燃焼の基礎を学び，有害燃焼生成物の低減について理解する
ことを目的とする．

到達目標 1. 予混合燃焼と拡散燃焼の違いについて理解する．
2. 気体燃料，液体燃料および固体燃料の燃焼機構を理解する．
3. 燃焼による化学発光現象および有害物質の生成機構とその防止法を理解する．

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 １）燃焼とエネルギー 燃焼とエネルギーについて理解する． 　
第2週 ２）火炎伝播１ 燃焼の種類，火炎形態および火炎伝播について理解する． 　
第3週 ２）火炎伝播２ 火炎面について理解する． 　
第4週 ３）バーナー拡散火炎 拡散火炎の構造について理解する． 　
第5週 ４）液滴燃焼 液体燃料の燃焼形態，微粒化および油滴の蒸発・燃焼につい

て理解する．
　

第6週 ５）固体燃料の燃焼 固体燃料の燃焼形態，着火および消炎について理解する． 　
第7週 ６）予混合燃焼の混合比と燃焼温度１ 混合比と発熱量について理解する． 　
第8週 ６）予混合燃焼の混合比と燃焼温度２ 燃焼温度および断熱火炎温度について理解する． 　
第9週 ７）点火と燃焼限界１ 点火，消炎および着火遅れについて理解する． 　
第10週 ７）点火と燃焼限界２ 燃焼限界について理解する． 　
第11週 ８）燃焼速度の計測１ 燃焼速度について理解する． 　
第12週 ８）燃焼速度の計測２ 燃焼速度の計測の原理について理解する． 　
第13週 ９）燃焼火炎画像１ 燃焼火炎の撮影方法について理解する． 　
第14週 ９）燃焼火炎画像２ 燃焼火炎の画像について理解する． 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ハ)に対応 JABEE
認定基準

(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：田坂英紀「燃焼工学」（森北出版)
参考書：大竹一友，藤原俊隆「燃焼工学」(コロナ社)、平野敏右「燃焼学」(海文堂)、水谷幸夫「燃焼工学」（
森北出版)

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で評価し、平均の成績が６０点以上の者を合格とする。ただし小テストやレポ
ートを課した場合、成績の評価は、定期試験の成績を８０％、小テストやレポートの成績を２０％で行い、合
計の成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

燃焼工学は流体力学，熱力学，伝熱工学，化学および物理など多くの学問の境界領域に存在するので，これま
で理解が非常に困難でした．しかし近年エネルギー消費の増大と国際情勢の複雑化，環境汚染の面から，燃焼
工学の重要性が増してきました．できるだけ理解し易く説明するので，受講者は燃焼工学を習得するよう心が
けて下さい．

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AEコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 鯉渕　弘資、菊池　誠、小沼　弘幸、長洲　正

浩、成　慶珉、山口　一弘、原　嘉昭、小野寺
　礼尚、佐藤　桂輔、岡本　修、丸山　智章、
安細　勉、弥生　宗男、澤畠　淳二、三宅　晶
子

連絡先 代表：弥生 宗男
電子情報工学科棟1階、TEL: 029-271-2957
e-mail: yayoi@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 電磁場等の外力を受けるソフトおよびハードマテリアルの物性研究 鯉渕
2 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究 菊池
3 磁気浮上技術およびその流体機械などへの応用に関する研究 小沼
4 パワー半導体の電流検出と低損失駆動方式の開発 長洲
5 大容量、高効率電力変換回路と制御方法に関する研究 成
6 高機能性電子材料の開発 山口
7 新規機能性材料の開発 原・小野寺
8 新規機能性材料の開発 佐藤(桂)
9 衛星測位の応用の研究、食品加熱処理装置の研究、無線通信とセンサによる情報利用の研究 岡本

10 遠隔医療診断支援に関する研究 丸山・安細
11 磁性フォトニック結晶の応用に関する研究 弥生
12 新規半導体薄膜の作製と評価 澤畠
13 荷電粒子と電磁波の計測・数値解析に基づく医用・宇宙放射線の研究 三宅
履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位，２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AEコース 電磁気学特論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 澤畠 淳二 連絡先 澤畠：電子情報工学科棟1階、電話 029-271-2954

e-mail:sawahata@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 自然科学・工学の分野において電磁気学を理解することは重要である。本教科では、まずベクトルの発散や回

転など、ベクトル解析の基礎を学ぶ。次に、本科で学んだ個々の電磁界現象を微分形で表し、それらを体系的
にまとめ、電磁波の発生や伝搬について学ぶ。

到達目標 １．マクスウェルの方程式の意味を説明できること。
２．傾き、発散、回転の定義が理解できること。
３．本科で学んだ個々の電磁気現象を微分形のマクスウェルの方程式から導出できること。
４．電磁ポテンシャル、ポインチングベクトルの意味が理解できること。
５．電磁波伝搬の概要が理解できること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 マクスウェルの方程式（積分形の復習） ガウスの法則、電磁誘導の法則の意味が理解できる。 　
第2週 マクスウェルの方程式（積分形の復習） アンペア・マクスウェルの法則の意味が理解できる。 　
第3週 ベクトル解析－スカラー関数の傾きrnベク

トル解析－ベクトルの発散
幾つかの座標系におけるスカラー関数の傾き及びベクトルの
発散が定義から導出できる。

　

第4週 ベクトル解析－ベクトルの回転 幾つかの座標系におけるベクトルの回転が定義から導出でき
る。

　

第5週 ベクトル解析－ガウスの発散定理とストー
クスの定理

ガウスの発散定理、ストークスの定理の意味が理解できる。　

第6週 マクスウェルの方程式（微分形） マクスウェルの方程式を積分形から微分形に変換できる。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 静電場とラプラス、ポアッソンの方程式 マクスウェルの微分形から静電場の基本式を導出でき、静電

場の計算に用いることができる。
　

第9週 静磁場とベクトルポテンシャル マクスウェルの微分形から静磁場の基本式を導出でき、静磁
場の計算に用いることができる。

　

第10週 時間的に変動する電磁場 正弦波状に時間変動する場合のマクスウェルの方程式が理解
できる。

　

第11週 電磁ポテンシャル 電磁ポテンシャルの概念やローレンツ変換が理解できる。 　
第12週 電磁場のエネルギーとポインティングベク

トル
エネルギーの流れとポインティングベクトルの関係が理解で
きる。

　

第13週 電磁波（波動方程式とその解） 波動方程式の意味が理解できる。 　
第14週 電磁波（平面波） 平面波をとおして電磁波伝搬の概要が理解できる。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 本科目で学んだことの総復習を行う。 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 参考書 : 長岡洋介・丹慶勝市著「例解　電磁気学演習」(岩波書店)
参考書 : 柴田尚志著「例題と演習で学ぶ電磁気学」(森北出版)
参考書 : 岡村聡吾著「岩波講座基礎工学2　電磁気学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」(岩波書店)
参考書 : Panofsky・Phillips 「Classical Electricity and Magnetism」(Addison-Wesley)

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科目は、本科で学んだ電磁気学を基礎としているので、それらの内容を十分復習しておいてください。また
、複雑な式が多く出てくるので、式等は必ず自分で誘導する習慣を身につけて、授業にのぞむこと。
前半で、本科で学んだ内容の総復習をしながら進んでいくので、この段階で電磁気学の知識を十分に整理する
ようにしておいてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AEコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 鯉渕　弘資、菊池　誠、小沼　弘幸、長洲　正

浩、成　慶珉、山口　一弘、原　嘉昭、小野寺
　礼尚、佐藤　桂輔、岡本　修、丸山　智章、
安細　勉、弥生　宗男、澤畠　淳二、三宅　晶
子

連絡先 代表：弥生 宗男
電子情報工学科棟1階、TEL: 029-271-2957
e-mail: yayoi@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 電磁場等の外力を受けるソフトおよびハードマテリアルの物性研究 鯉渕
2 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究 菊池
3 磁気浮上技術およびその流体機械などへの応用に関する研究 小沼
4 パワー半導体の電流検出と低損失駆動方式の開発 長洲
5 大容量、高効率電力変換回路と制御方法に関する研究 成
6 高機能性電子材料の開発 山口
7 新規機能性材料の開発 原・小野寺
8 新規機能性材料の開発 佐藤(桂)
9 衛星測位の応用の研究、食品加熱処理装置の研究、無線通信とセンサによる情報利用の研究 岡本

10 遠隔医療診断支援に関する研究 丸山・安細
11 磁性フォトニック結晶の応用に関する研究 弥生
12 新規半導体薄膜の作製と評価 澤畠
13 荷電粒子と電磁波の計測・数値解析に基づく医用・宇宙放射線の研究 三宅
履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位，２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。

専－ 47



AEコース 電力システム工学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 ソン　キョンミン 連絡先 図書館棟２階、電話029-271-2919

e-mail: sung@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 電力システムの課題と対策手法の理解に必要な基礎的な事項について解説する。

より深く理解するために、学生同士の議論に軸足をおく。
到達目標 電力システムの課題を理解し、解決策の提案に必要な素養を身に着けることを目標とする。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 電力システムの概略及び電磁気の基礎 電力システムの概略について学び、電力機器の理解に必要な
電磁気の基礎を復習する。

　

第2週 発電システム 各発電機器の特徴と課題について学ぶ。 　
第3週 電力システムと周波数 交流周波数はどのようにして維持されるか、さらに、交流周

波数を変えると送電能力、電気機器の仕様・体格にどのよう
な影響を与えるか学ぶ。

　

第4週 三相交流回路とフェーザ表示 電力輸送や電力品質問題の理解に必要な、三相交流回路理論
の基礎やフェーザ表示を復習する。

　

第5週 対称座標法 対称座標法三相交流の取り扱いに有用な対称座標法の基礎を
学ぶ。
瞬時空間ベクトルやフェーザとの類似・相違点に重点をおく
。

　

第6週 送電線と単位法 送電線の基本構成や単位法の基礎について学ぶ。 　
第7週 電力情報収集と将来動向 将来動向を見極めるのに必要な関連情報の収集法と将来動向

の見極め方を学ぶ。
　

第8週 有効電力・無効電力 有効電力や無効電力について復習し、電力システムに与える
影響について学ぶ。

　

第9週 電力品質 電力品質に関わる事項について学ぶ。 　
第10週 電力システムの安定度 電力システムの安定度について学ぶ。 　
第11週 直流送電 直流送電の構成及び制御技術の基礎について学ぶ。 　
第12週 プレゼンテーション 電力供給に関する各国の取り組み状況を分析、発表者が考え

る電力供給のあるべき姿を提案し、出席者全員で議論・ブラ
ッシュアップする。

　

第13週 プレゼンテーション 電力供給に関する各国の取り組み状況を分析、発表者が考え
る電力供給のあるべき姿を提案し、出席者全員で議論・ブラ
ッシュアップする。

　

第14週 プレゼンテーション 電力供給に関する各国の取り組み状況を分析、発表者が考え
る電力供給のあるべき姿を提案し、出席者全員で議論・ブラ
ッシュアップする。

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 これまでの授業で不明の点を再確認する。 　

履修上の注意 H30年度は休講になります。
専攻科1年生へ、本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講される年度については、授
業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ） に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：荒井　純一他、「基本からわかる電力システム講義ノート」 （オーム社）
参考書：小林　邦生「実践!!ベクトル図活用テクニック」（電気書院）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、期末試験の成績を51%、プレゼンテーションとレポート（プレゼンテーションの修正）の成績
を49%で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。プレゼンテーションの成績は、発表内容及び他の発
表者との議論内容にて評価を行う。レポートは、発表中に出た意見を参考にプレゼンテーションを追加修正し
たもので評価する。なお、プレゼンテーション点には通常の講義での議論内容も評価に含める。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義は、学生同士の議論や、学生自身の調査や電力システム改善提案に関するプレゼンテーションに主眼を
置く。本科の交流回路、電磁気、電力発送工学、エネルギー変換工学、電力機器を事前に復習をすることを推
奨する。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AEコース 光波電子工学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 田辺 隆也 連絡先 電気電子システム工学科2階

電話: 029-271-2917
e-mail: tanabe@ee.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 レーザーが発明されて以来、光応用分野が電子工学と深くかかかわり合うようになった。レーザー光は電磁波
の１つである光波として扱うことができる。この光波が持つ時間情報と空間情報処理能力が光伝送、光情報処
理等と結びつき新しい光波電子工学を形成してきた。本講義ではこれらの基本原理について学ぶ。

到達目標 １．光波が持つ時間情報と空間情報の対応関係を理解し説明できること。
２．光波の各種特徴を理解しそれを説明できること。
３．光波の伝搬特性としての回折を理解し理論的に説明できること。
４．光波応用としての光学システムの基本原理を理解し説明できること。
５．光学システムによる画像のフィルタリングや復元・修正方法を学び、説明できること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 光波と情報 光波が持つ時間情報と空間情報の対応関係を理解する。 　
第2週 平面波、球面波、ガウシアンビーム 平面波、球面波、ガウシアンビームの特徴を理解する。 　
第3週 偏光 光波の偏光特性を理解する。 　
第4週 光波の干渉 コヒーレント光波の偏光と干渉の関係を理解する。 　
第5週 光波の伝搬 開口からの光波の伝搬を回折で表すことを理解する。 　
第6週 フレネル回折とフラウンホーファー回折 近似解としてのフレネル回折とフラウンホーファー回折を理

解する。
　

第7週 レンズによる回折 レンズの位相シフト関数を求めその回折特性を理解する。 　
第8週 （中間試験） 　
第9週 光波の記録と再生 光波の振幅と位相情報の記録と再生方法を理解する。 　
第10週 線形光学システムの基本特性 線形性と空間不変性である光学システムを理解する。 　
第11週 光学システムの伝達関数 光学システムの空間周波数特性を示す光学伝達関数を理解す

る。
　

第12週 画像の劣化と評価 結像作用時の点像応答関数、光学的伝達関数を求めることを
理解する。

　

第13週 空間周波数フィルタリング 光情報処理としての空間周波数域フィルタリング基本構成を
理解する。

　

第14週 画像の復元・修正 各種フィルタリングによる画像の復元・修正方法を理解する
。

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 講義内容全体についての質疑応答を行う。 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：吉村武晃「光情報工学の基礎」コロナ社
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％およびレポートの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格と
する。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

これからの情報社会の基盤を担っていく技術として発展している光波電子工学の基礎をすべての学生が身につ
けておくことを薦める。
講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。
講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AEコース 電力システム工学 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 ソン　キョンミン 連絡先 図書館棟２階、電話029-271-2919

e-mail: sung@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 電力システムの課題と対策手法の理解に必要な基礎的な事項について解説する。

より深く理解するために、学生同士の議論に軸足をおく。
到達目標 電力システムの課題を理解し、解決策の提案に必要な素養を身に着けることを目標とする。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 電力システムの概略及び電磁気の基礎 電力システムの概略について学び、電力機器の理解に必要な
電磁気の基礎を復習する。

　

第2週 発電システム 各発電機器の特徴と課題について学ぶ。 　
第3週 電力システムと周波数 交流周波数はどのようにして維持されるか、さらに、交流周

波数を変えると送電能力、電気機器の仕様・体格にどのよう
な影響を与えるか学ぶ。

　

第4週 三相交流回路とフェーザ表示 電力輸送や電力品質問題の理解に必要な、三相交流回路理論
の基礎やフェーザ表示を復習する。

　

第5週 対称座標法 対称座標法三相交流の取り扱いに有用な対称座標法の基礎を
学ぶ。
瞬時空間ベクトルやフェーザとの類似・相違点に重点をおく
。

　

第6週 送電線と単位法 送電線の基本構成や単位法の基礎について学ぶ。 　
第7週 電力情報収集と将来動向 将来動向を見極めるのに必要な関連情報の収集法と将来動向

の見極め方を学ぶ。
　

第8週 有効電力・無効電力 有効電力や無効電力について復習し、電力システムに与える
影響について学ぶ。

　

第9週 電力品質 電力品質に関わる事項について学ぶ。 　
第10週 電力システムの安定度 電力システムの安定度について学ぶ。 　
第11週 直流送電 直流送電の構成及び制御技術の基礎について学ぶ。 　
第12週 プレゼンテーション 電力供給に関する各国の取り組み状況を分析、発表者が考え

る電力供給のあるべき姿を提案し、出席者全員で議論・ブラ
ッシュアップする。

　

第13週 プレゼンテーション 電力供給に関する各国の取り組み状況を分析、発表者が考え
る電力供給のあるべき姿を提案し、出席者全員で議論・ブラ
ッシュアップする。

　

第14週 プレゼンテーション 電力供給に関する各国の取り組み状況を分析、発表者が考え
る電力供給のあるべき姿を提案し、出席者全員で議論・ブラ
ッシュアップする。

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 これまでの授業で不明の点を再確認する。 　

履修上の注意 H30年度は休講になります。
専攻科1年生へ、本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講される年度については、授
業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ） に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：荒井　純一他、「基本からわかる電力システム講義ノート」 （オーム社）
参考書：小林　邦生「実践!!ベクトル図活用テクニック」（電気書院）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、期末試験の成績を51%、プレゼンテーションとレポート（プレゼンテーションの修正）の成績
を49%で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。プレゼンテーションの成績は、発表内容及び他の発
表者との議論内容にて評価を行う。レポートは、発表中に出た意見を参考にプレゼンテーションを追加修正し
たもので評価する。なお、プレゼンテーション点には通常の講義での議論内容も評価に含める。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義は、学生同士の議論や、学生自身の調査や電力システム改善提案に関するプレゼンテーションに主眼を
置く。本科の交流回路、電磁気、電力発送工学、エネルギー変換工学、電力機器を事前に復習をすることを推
奨する。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専－ 49



AE･AIコース 音声信号処理 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 市毛　勝正 連絡先 電子情報工学科棟３階、電話　029-271-2963

e-mail : ichige@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 音声情報処理技術について講義する。
到達目標 １．音声、聴覚の基本的性質を理解する。

２．音声の分析、符号化、合成、認識について理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 音声の基本的性質 音声の特性を理解する。 　
第2週 聴覚の基本的性質 聴覚の特性を理解する。 　
第3週 音声の生成 音声の生成過程、生成モデルを理解する。 　
第4週 音声分析（１） 音声信号のディジタル化を理解する。 　
第5週 音声分析（２） スペクトル分析法を理解する。 　
第6週 音声分析（３） 線形予測分析を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 音声符号化（１） 音声符号化を理解する。 　
第9週 音声符号化（２） 波形符号化方式を理解する。 　
第10週 音声符号化（３） 分析合成方式、ハイブリッド符号化方式を理解する。 　
第11週 音声合成 音声合成の原理を理解する。 　
第12週 音声認識（１） 音声認識の原理を理解する。 　
第13週 音声認識（２） DPマッチングを理解する。 　
第14週 音声認識（３） HMM法を理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：プリント配付
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、および課題の成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

マルチメディア通信時代を迎えて、音響情報技術はますます重要になってきています。情報メディアの基本と
しての音声について講義します。ディジタル信号処理技術、フーリエ変換に関して復習しておいて下さい。教
科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予
定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AE・AIコース オートマトン 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 吉成 偉久 連絡先 電気電子システム工学科棟3階

電話 : 029-271-2922
E-Mail : yosinari@ee.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 「複雑系」と呼ぶ，今まで既存の科学が避けてきた相互作用のある複雑な対象について，入門から始め，その
具体的な解析手法についてまで学習していく。

到達目標 1．相互作用のある複雑な対象について，理解できること。
2．Microsoft Excelのマクロを習得し，複雑系の現象をシミュレーションできること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 「複雑系」とは何か？ 複雑系の概念を理解する。 　
第2週 固有名詞としての「複雑系」 言葉の面からみた複雑系を理解する。 　
第3週 「複雑系」科学の位置 複雑系の科学は従来の科学に対してどんな位置にあるか理解

する。
　

第4週 「複雑系」科学の方法論 複雑系にアプローチする手法の構成的手法を理解する。 　
第5週 アナロジー アナロジーを理解する。 　
第6週 フラクタル フラクタルに持つ自己相似性やフラクタル図形を理解する。　
第7週 （中間試験） 　
第8週 砂山の雪崩に隠された規則 相互作用と自己組織的臨界状態との関係を理解する。 　
第9週 自然・社会に見られるべき乗法則 自然界に見られるべき乗則と自己組織的臨界状態との関係を

理解する。
　

第10週 カオス カオスの基本を理解する。 　
第11週 セル・オートマトン セル･オートマトンの概要を理解する。 　
第12週 セル・オートマトンの演習(1) Excelのマクロ言語の利用方法を習得する。 　
第13週 セル・オートマトンの演習(2) マクロ言語によるプログラミングを理解する。 　
第14週 セル・オートマトンの演習(3) マクロ言語による１次元セル・オートマトンの実現方法を習

得する。
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。
開講されている年度については，授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：井庭　崇，福原　義久「複雑系入門」（NTT出版）
参考書：今野　紀雄「図解雑学 複雑系」（ナツメ社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績60%とレポート課題の成績（40点満点）の合計点で行い，この成績が60点以上
の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

課題レポートには、Excelマクロを用いて具体的に解析した結果を求めるのでExcelの操作方法を復習しておく
こと。
復習については、講義ノートの内容を見直し、重要な用語についてまとめておくこと。また、講義で示した次
回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AE･AIコース 音声信号処理 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 市毛　勝正 連絡先 電子情報工学科棟３階、電話　029-271-2963

e-mail : ichige@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 音声情報処理技術について講義する。
到達目標 １．音声、聴覚の基本的性質を理解する。

２．音声の分析、符号化、合成、認識について理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 音声の基本的性質 音声の特性を理解する。 　
第2週 聴覚の基本的性質 聴覚の特性を理解する。 　
第3週 音声の生成 音声の生成過程、生成モデルを理解する。 　
第4週 音声分析（１） 音声信号のディジタル化を理解する。 　
第5週 音声分析（２） スペクトル分析法を理解する。 　
第6週 音声分析（３） 線形予測分析を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 音声符号化（１） 音声符号化を理解する。 　
第9週 音声符号化（２） 波形符号化方式を理解する。 　
第10週 音声符号化（３） 分析合成方式、ハイブリッド符号化方式を理解する。 　
第11週 音声合成 音声合成の原理を理解する。 　
第12週 音声認識（１） 音声認識の原理を理解する。 　
第13週 音声認識（２） DPマッチングを理解する。 　
第14週 音声認識（３） HMM法を理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：プリント配付
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、および課題の成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

マルチメディア通信時代を迎えて、音響情報技術はますます重要になってきています。情報メディアの基本と
しての音声について講義します。ディジタル信号処理技術、フーリエ変換に関して復習しておいて下さい。教
科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予
定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AIコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 菊池 誠、蓬莱 尚幸、弘畑 和秀、岡本

修、安細 勉、松崎 周一、丸山 智章、坂内
真三

連絡先 代表　弘畑 和秀
電子情報工学科棟2階,  電話 029-271-2958
e-mail : hirohata@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究 菊池
2 ｿﾌﾄｳｪｱ工学・情報検索・ｹﾓ/ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽに関するテーマ 蓬莱
3 グラフの閉路・通路・アルゴリズムに関する研究 弘畑
4 (1)電波伝搬に関わる高精度衛星測位の性能評価と改善および、補正信号の配信に関する研究

(2)無線通信とセンサによる情報利用の研究
岡本

5 情報セキュリティ技術の開発、評価 安細
6 ソフトコンピューティング手法による複雑なシステムのモデル化に関する研究 松崎
7 ヒトの運動測定に関する研究 丸山
8 計算機代数システムを用いた実験的な数学研究 坂内

履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位，２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AIコース 符号理論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 安細 勉 連絡先 電気電子システム工学科棟２階　電話　029-271-2915

e-mail : ansai@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 基礎的な情報伝達システムの理論を習得する。
到達目標 １．情報，符号化，復号についての基本的な事柄を理解する。

２．暗号や認証といった情報セキュリティの基礎を理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 情報・符号・暗号 情報伝達のモデル，情報，符号，暗号の理論と社会とのかか
わりを理解する

　

第2週 ディジタル情報源（１） ディジタル情報源のモデル，各種ディジタル情報源について
理解する

　

第3週 ディジタル情報源（２） 情報源の標本化，量子化について理解する 　
第4週 情報量とエントロピー（１） 情報量の定義，エントロピーについて理解する 　
第5週 情報量とエントロピー（２） 情報源のエントロピー，相互情報量について理解する 　
第6週 ディジタル通信による情報伝達のモデル ディジタル通信路，符号，復号空間，可分符号について理解

する
　

第7週 通信路，通信路容量 各種通信路の通信路容量を理解する 　
第8週 情報源符号化（１） 情報源符号化定理，既知情報源に対する情報源符号化につい

て理解する
　

第9週 情報源符号化（２） 未知情報源やひずみが許容される場合の符号化について理解
する

　

第10週 通信路符号化（１） 通信路符号化定理，誤り検出，訂正符号について理解する 　
第11週 通信路符号化（２） 線形符号，最小距離，各種の復号について理解する 　
第12週 情報セキュリティ（１） 守秘機構のモデル，暗号の安全性について理解する 　
第13週 情報セキュリティ（２） 共通鍵暗号について理解する 　
第14週 情報セキュリティ（３） 公開鍵暗号，認証について理解する 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：コロナ社　電子情報通信レクチャーシリーズC-1　情報・符号・暗号の理論　今井秀樹　著　電子情
報通信学会　編

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績80%，およびレポートの成績20%で行い，合計の成績が60点以上の者を合格と
する。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

目に見えない情報を符号という形で通信するために，現在実際に使われている技術の基本となる事柄を扱う。
講義に関係する用語についての予習，定理や例題の復習を行うこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AIコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 菊池 誠、蓬莱 尚幸、弘畑 和秀、岡本

修、安細 勉、松崎 周一、丸山 智章、坂内
真三

連絡先 代表　弘畑 和秀
電子情報工学科棟2階,  電話 029-271-2958
e-mail : hirohata@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究 菊池
2 ｿﾌﾄｳｪｱ工学・情報検索・ｹﾓ/ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽに関するテーマ 蓬莱
3 グラフの閉路・通路・アルゴリズムに関する研究 弘畑
4 (1)電波伝搬に関わる高精度衛星測位の性能評価と改善および、補正信号の配信に関する研究

(2)無線通信とセンサによる情報利用の研究
岡本

5 情報セキュリティ技術の開発、評価 安細
6 ソフトコンピューティング手法による複雑なシステムのモデル化に関する研究 松崎
7 ヒトの運動測定に関する研究 丸山
8 計算機代数システムを用いた実験的な数学研究 坂内

履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位，２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AIコース 離散数学特論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 弘畑 和秀 連絡先 電子情報工学科棟2階，電話029-271-2958

e-mail : hirohata@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 近年のコンピュータの進展により数学の適用範囲は社会・経済の分析やコンピュータ自身の設計など離散的構

造の問題へ拡大している。本講義では、これらの問題を解決するために離散数学の様々な分野について学び、
その理解を深める。

到達目標 １．集合と写像の概念を理解し、群などの代数系の演算や証明ができるようになること。
２．グラフ理論の証明法を理解し、理論的な証明ができるようになること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 集合論(1) 集合の概念と表現、集合演算、順序対と直積 　
第2週 集合論(2) 数学的帰納法 　
第3週 関数 単射、全射、全単射 　
第4週 代数系 演算と半群、群 　
第5週 グラフ理論(1) グラフ、次数、道、閉路 　
第6週 グラフ理論(2) 木、林、全域木 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 グラフ理論(3) オイラーグラフ、ハミルトングラフ 　
第9週 グラフ理論(4) 平面グラフ 　
第10週 グラフ理論(5) 彩色 　
第11週 グラフ理論(6) マッチング 　
第12週 グラフ理論(7) 点被覆、辺被覆 　
第13週 ネットワーク(1) 入口、出口、容量、流量 　
第14週 ネットワーク(2) 最大流・最小カット定理 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

離散数学は有限で離散的な対象を扱う数学で、無限と連続で象徴される数学とは趣を異にします。近年の情報
科学の発展に伴い、その基礎を支える数学として非常に重要な学問となっています。講義でわからない事があ
ればそのままにせず質問してください。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いて
おくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AIコース コンピュータアーキテクチャ 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 蓬莱 尚幸 連絡先 電子情報工学科棟3階,  電話 029-271-2962

e-mail : horai@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 現時点では、コンピュータのあらゆる分野の専門家は、ハードウェアとソフトウェア双方の知識を要求されて

います。種々のレベルにおけるハードウェアとソフトウェアの相互関係は、コンピュータの基礎を理解する枠
組みともなります。本講義では、ハードウェアとソフトウェアの相互関係に焦点を当てて、コンピュータの構
成方式と設計技法を学びます。

到達目標 種々のアーキテクチャの概念と動作を理解し、コンピュータの構成方式と設計技術を習得します。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 基礎知識 命令・アセンブリ言語・機械語、コンピュータの古典的な5
つの要素、性能

　

第2週 命令セット(1) 符号付数と符号なし数、命令形式、オペランド、演算、論理
演算、条件判定用の命令

　

第3週 命令セット(2) 文字と文字列、手続き、アドレッシングモード、並列処理と
命令、実例、高水準言語からの翻訳

　

第4週 RISCアーキテクチャ アドレッシングモードと命令形式、拡張機能（マルチメディ
ア、ディジタル信号処理など）、実例の比較検討

　

第5週 コンピュータにおける算術演算 加減乗除、浮動小数点演算、並列処理と算術演算 　
第6週 論理設計の基礎 組合せ論理、ゲート、算術論理演算ユニット、メモリ要素、

有限状態機械とクロック同期、フィールド・プログラマブル
・デバイス

　

第7週 （中間試験） 　
第8週 プロセッサ(1) 論理設計とクロック方式、データバス、パイプライン処理の

概要
　

第9週 プロセッサ(2) データ・ハザードと制御ハザード、例外、並列処理と命令レ
ベル並列性、実例

　

第10週 ハードウェアへの制御の割付け 組合せ制御ユニットの実現、有限状態機械による制御の実現
、シーケンサを使用した次ステート関数の実現、マイクロプ
ログラムからハードウェアへの変換

　

第11週 記憶階層(1) キャッシュ、キャッシュの性能の測定と改善 　
第12週 記憶階層(2) 仮想記憶、仮想マシン、有限状態機械とキャッシュ制御、キ

ャッシュ・コヒーレンス、実例
　

第13週 ストレージと入出力 ディスク・ストレージ、フラッシュ・ストレージ、入出力装
置の接続とインタフェース、入出力性能の測定法、RAID、
実例

　

第14週 並列処理 マルチコア、マルチプロセッサ、クラスタ、ハードウェア・
マルチスレッディング、SISD/MIMD/SIMD/SPMD、ベクト
ル・アーキテクチャ、グラフィック処理ユニット、マルチプ
ロセッサ・ネットワーク・トポロジ、ルーフライン、実例

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：PPT資料（英語）を配布
参考書：ヘネシー&パターソン「コンピュータの構成と設計：ハードウエアとソフトウエアのインタフェース
」

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする｡

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

主な関心がハードウェアとソフトウェア（換言すると、電子工学と計算機科学）のどちらにあるにせよ、コン
ピュータの構成方式と設計技法における中核的な考え方は同じです。
予習：講義資料を読み、授業項目に関する質問を1個以上用意しましょう。
復習：講義資料を見直し、理解不十分なところがあれば教員に聞くなどして解決しましょう。また、自己学習
用に用意する演習問題にチャレンジしてみましょう。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AIコース 離散数学特論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 弘畑 和秀 連絡先 電子情報工学科棟2階，電話029-271-2958

e-mail : hirohata@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 近年のコンピュータの進展により数学の適用範囲は社会・経済の分析やコンピュータ自身の設計など離散的構

造の問題へ拡大している。本講義では、これらの問題を解決するために離散数学の様々な分野について学び、
その理解を深める。

到達目標 １．集合と写像の概念を理解し、群などの代数系の演算や証明ができるようになること。
２．グラフ理論の証明法を理解し、理論的な証明ができるようになること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 集合論(1) 集合の概念と表現、集合演算、順序対と直積 　
第2週 集合論(2) 数学的帰納法 　
第3週 関数 単射、全射、全単射 　
第4週 代数系 演算と半群、群 　
第5週 グラフ理論(1) グラフ、次数、道、閉路 　
第6週 グラフ理論(2) 木、林、全域木 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 グラフ理論(3) オイラーグラフ、ハミルトングラフ 　
第9週 グラフ理論(4) 平面グラフ 　
第10週 グラフ理論(5) 彩色 　
第11週 グラフ理論(6) マッチング 　
第12週 グラフ理論(7) 点被覆、辺被覆 　
第13週 ネットワーク(1) 入口、出口、容量、流量 　
第14週 ネットワーク(2) 最大流・最小カット定理 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

離散数学は有限で離散的な対象を扱う数学で、無限と連続で象徴される数学とは趣を異にします。近年の情報
科学の発展に伴い、その基礎を支える数学として非常に重要な学問となっています。講義でわからない事があ
ればそのままにせず質問してください。講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いて
おくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AI･AEコース 音声信号処理 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 市毛　勝正 連絡先 電子情報工学科棟３階、電話　029-271-2963

e-mail : ichige@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 音声情報処理技術について講義する。
到達目標 １．音声、聴覚の基本的性質を理解する。

２．音声の分析、符号化、合成、認識について理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 音声の基本的性質 音声の特性を理解する。 　
第2週 聴覚の基本的性質 聴覚の特性を理解する。 　
第3週 音声の生成 音声の生成過程、生成モデルを理解する。 　
第4週 音声分析（１） 音声信号のディジタル化を理解する。 　
第5週 音声分析（２） スペクトル分析法を理解する。 　
第6週 音声分析（３） 線形予測分析を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 音声符号化（１） 音声符号化を理解する。 　
第9週 音声符号化（２） 波形符号化方式を理解する。 　
第10週 音声符号化（３） 分析合成方式、ハイブリッド符号化方式を理解する。 　
第11週 音声合成 音声合成の原理を理解する。 　
第12週 音声認識（１） 音声認識の原理を理解する。 　
第13週 音声認識（２） DPマッチングを理解する。 　
第14週 音声認識（３） HMM法を理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：プリント配付
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、および課題の成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

マルチメディア通信時代を迎えて、音響情報技術はますます重要になってきています。情報メディアの基本と
しての音声について講義します。ディジタル信号処理技術、フーリエ変換に関して復習しておいて下さい。教
科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予
定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AI・AEコース オートマトン 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 吉成 偉久 連絡先 電気電子システム工学科棟3階

電話 : 029-271-2922
E-Mail : yosinari@ee.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 「複雑系」と呼ぶ，今まで既存の科学が避けてきた相互作用のある複雑な対象について，入門から始め，その
具体的な解析手法についてまで学習していく。

到達目標 1．相互作用のある複雑な対象について，理解できること。
2．Microsoft Excelのマクロを習得し，複雑系の現象をシミュレーションできること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 「複雑系」とは何か？ 複雑系の概念を理解する。 　
第2週 固有名詞としての「複雑系」 言葉の面からみた複雑系を理解する。 　
第3週 「複雑系」科学の位置 複雑系の科学は従来の科学に対してどんな位置にあるか理解

する。
　

第4週 「複雑系」科学の方法論 複雑系にアプローチする手法の構成的手法を理解する。 　
第5週 アナロジー アナロジーを理解する。 　
第6週 フラクタル フラクタルに持つ自己相似性やフラクタル図形を理解する。　
第7週 （中間試験） 　
第8週 砂山の雪崩に隠された規則 相互作用と自己組織的臨界状態との関係を理解する。 　
第9週 自然・社会に見られるべき乗法則 自然界に見られるべき乗則と自己組織的臨界状態との関係を

理解する。
　

第10週 カオス カオスの基本を理解する。 　
第11週 セル・オートマトン セル･オートマトンの概要を理解する。 　
第12週 セル・オートマトンの演習(1) Excelのマクロ言語の利用方法を習得する。 　
第13週 セル・オートマトンの演習(2) マクロ言語によるプログラミングを理解する。 　
第14週 セル・オートマトンの演習(3) マクロ言語による１次元セル・オートマトンの実現方法を習

得する。
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。
開講されている年度については，授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：井庭　崇，福原　義久「複雑系入門」（NTT出版）
参考書：今野　紀雄「図解雑学 複雑系」（ナツメ社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は，定期試験の成績60%とレポート課題の成績（40点満点）の合計点で行い，この成績が60点以上
の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

課題レポートには、Excelマクロを用いて具体的に解析した結果を求めるのでExcelの操作方法を復習しておく
こと。
復習については、講義ノートの内容を見直し、重要な用語についてまとめておくこと。また、講義で示した次
回予定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AI･AEコース 音声信号処理 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 市毛　勝正 連絡先 電子情報工学科棟３階、電話　029-271-2963

e-mail : ichige@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 音声情報処理技術について講義する。
到達目標 １．音声、聴覚の基本的性質を理解する。

２．音声の分析、符号化、合成、認識について理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 音声の基本的性質 音声の特性を理解する。 　
第2週 聴覚の基本的性質 聴覚の特性を理解する。 　
第3週 音声の生成 音声の生成過程、生成モデルを理解する。 　
第4週 音声分析（１） 音声信号のディジタル化を理解する。 　
第5週 音声分析（２） スペクトル分析法を理解する。 　
第6週 音声分析（３） 線形予測分析を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 音声符号化（１） 音声符号化を理解する。 　
第9週 音声符号化（２） 波形符号化方式を理解する。 　
第10週 音声符号化（３） 分析合成方式、ハイブリッド符号化方式を理解する。 　
第11週 音声合成 音声合成の原理を理解する。 　
第12週 音声認識（１） 音声認識の原理を理解する。 　
第13週 音声認識（２） DPマッチングを理解する。 　
第14週 音声認識（３） HMM法を理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：プリント配付
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、および課題の成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

マルチメディア通信時代を迎えて、音響情報技術はますます重要になってきています。情報メディアの基本と
しての音声について講義します。ディジタル信号処理技術、フーリエ変換に関して復習しておいて下さい。教
科書および講義ノートの内容を見直し、講義に関する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予
定の部分を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専－ 57



ACコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 ルイス グスマン、佐藤 稔、宮下 美晴、

小松崎 秀人、石村 豊穂、依田 英介､
小林 みさと、鈴木 喜大、原 嘉昭、
小野寺 礼尚、佐藤 桂輔、千葉 薫、
久保木 祐生

連絡先 代表:　石村 豊穂
物質工学棟４階、電話： 029-271-2990
e-mail: ishimura@chem.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 専攻科では、現代社会における先端技術の分野で十分に活躍できるよう、研究能力と課題解決能力の養成を一
つの大きな目的としている。本特別研究では、最新テーマの実践的な研究活動を通して、これら能力の鍛錬と
向上を図る。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 結晶機能性材料の開発 グスマン
2 金属錯体の性質およびその応用に関する研究 佐藤（稔）
3 有機・高分子材料の設計および新規有機合成反応の開拓 宮下・小林
4 金属錯体の合成と反応性に関する研究 小松崎
5 地球環境科学的試料を用いた環境解析に関する研究 石村
6 触媒化学に関する研究 依田
7 タンパク質の立体構造に基づいた生物資源の応用に関する研究 鈴木 （喜）
8 新規機能性材料の開発 原・小野寺
9 新規機能性材料の開発 佐藤（桂）

10 生体物質の構造機能分析法の開発 千葉・久保
木

履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位，２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、６０点以上の場合を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
自分で立案した研究計画に沿って研究を実施できるよう、予習・復習に励むこと。
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AＣコース 分子分光学特論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 佐藤 稔 連絡先 物質工学科棟１階、電話029-271-2982

e-mail  :  satoh@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 分子分光学は機器分析の基礎である。紫外・可視吸収スペクトル、赤外吸収スペクトル、核磁気共鳴スペクト

ル、電子スピン共鳴スペクトル等の分光スペクトルが分子のどのような性質に基づくものかを学び、これらの
スペクトルの解析により、分子の電子状態や分子構造を推定する。

到達目標 各種スペクトルが分子のどのような性質に基づいているか理解できること。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 各種スペクトルの原理 量子化学の復習、電磁波とエネルギー 　
第2週 ボルツマン分布、Lambert-Beerの法則 ボルツマン分布、Lambert-Beerの法則 　
第3週 電子スペクトル許容遷移と禁制遷移 許容遷移と禁制遷移、Franck-Condonの原理 　
第4週 可視紫外吸収スペクトル 各種遷移、溶媒効果 　
第5週 d-d吸収、発光スペクトル d-d分裂とd-d吸収、蛍光とリン光の違い 　
第6週 回転スペクトル 直線分子の回転スペクトル 　
第7週 振動スペクトル 直線分子の振動スペクトル 　
第8週 （中間試験） 　
第9週 群論とは何か 群論とは何か 　
第10週 点群 分子の対称性 　
第11週 軌道の対称性 軌道の対称性 　
第12週 群論から見た許容遷移と禁制遷移 遷移モーメント 　
第13週 基準振動 振動の対称性 　
第14週 赤外活性、ラマン活性 赤外活性、ラマン活性 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：類家正稔 著　「詳解 量子化学の基礎 」東京電機大学出版局 
参考書：Barrow, G.M.,「Introduction to Molecular Spectroscopy」 McGraw-Hill Book Company
　　　　藤代亮一訳　「バーロー物理化学（下）」東京化学同人
　　　　中田 宗隆著「量子化学〈2〉分光学理解のための20章」東京化学同人

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、小テストの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

小テストを行うので講義中に理解し、質問があればその場で聞くこと。講義ノートの内容を見直し、講義に関
係する例題・演習問題を解いておくこと。次回予定の部分を予習しておくこと。また、積分を復習すること。
電卓の使用可。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

ACコース 特別研究Ⅰ 1年・通年・必修・学修6単位
担当教員 ルイス グスマン、佐藤 稔、宮下 美晴、

小松崎 秀人、石村 豊穂、依田 英介､
小林 みさと、鈴木 喜大、原 嘉昭、
小野寺 礼尚、佐藤 桂輔、千葉 薫、
久保木 祐生

連絡先 代表:　石村 豊穂
物質工学棟４階、電話： 029-271-2990
e-mail: ishimura@chem.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 専攻科では、現代社会における先端技術の分野で十分に活躍できるよう、研究能力と課題解決能力の養成を一
つの大きな目的としている。本特別研究では、最新テーマの実践的な研究活動を通して、これら能力の鍛錬と
向上を図る。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 結晶機能性材料の開発 グスマン
2 金属錯体の性質およびその応用に関する研究 佐藤（稔）
3 有機・高分子材料の設計および新規有機合成反応の開拓 宮下・小林
4 金属錯体の合成と反応性に関する研究 小松崎
5 地球環境科学的試料を用いた環境解析に関する研究 石村
6 触媒化学に関する研究 依田
7 タンパク質の立体構造に基づいた生物資源の応用に関する研究 鈴木 （喜）
8 新規機能性材料の開発 原・小野寺
9 新規機能性材料の開発 佐藤（桂）

10 生体物質の構造機能分析法の開発 千葉・久保
木

履修上の注意 特別研究の単位は１年生６単位，２年生８単位を個々に認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

研究遂行状況と発表能力を総合的に評価し、６０点以上の場合を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
自分で立案した研究計画に沿って研究を実施できるよう、予習・復習に励むこと。
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AＣコース 錯体化学特論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 小松﨑 秀人 連絡先 物質工学科棟２階、電話029-271-2984

e-mail:hidehito@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本科で学んだ錯体化学を基礎として、錯体の立体構造や電子状態、安定化要因、錯体の反応性などについて解

説する。また、錯体化学の応用分野として最近展開されている生物無機化学の分野についても解説する。
到達目標 １．錯体の構造、性質、反応性について理解できるようになること。

２．錯体の安定化要因について理解できるようになること。
３．錯体が生物無機化学の分野でどのように展開されているか理解できるようになること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 錯体の構造・異性化現象 錯体の基本的構造や異性化現象 　
第2週 錯体の電子状態 結晶場理論、結晶場分裂エネルギー、電子配置（高スピン、

低スピン）、分光化学系列
　

第3週 錯体の電子状態と磁性 結晶場安定化エネルギー、配位子場理論、磁気的性質 　
第4週 錯体の安定性・反応性（１） 安定度定数、キレート効果、HSAB則 　
第5週 錯体の安定性・反応性（２） Jahn-Teller効果、Irving-Williams系列 　
第6週 錯体の安定性・反応性（３） トランス効果、配位子置換反応、酸化・還元反応 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 生物無機化学への展開（１） 生物無機化学の位置付け、酵素と補酵素、生体内配位子 　
第9週 生物無機化学への展開（２） モデル錯体の種類と設計 　
第10週 生物無機化学への展開（３） 非酸化還元酵素とそのモデル錯体 　
第11週 生物無機化学への展開（４） 酸素運搬体とそのモデル錯体 　
第12週 生物無機化学への展開（５） 酸化還元酵素 　
第13週 生物無機化学への展開（６） 酸化還元酵素のモデル錯体 　
第14週 無機薬品への応用 無機薬品としての金属錯体 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 錯体化学の総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講される年度については、授業時間割で確認
してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 参考書：　柴田村治　｢錯体化学入門｣（共立出版）
　　　　　増田・福住編著「生物無機化学」（三共）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

　金属錯体は、有機化合物や単純な無機化合物には見られない立体構造や反応機構、そして電子論的取扱いが
あります。また、生物無機化学はこの３０年で発展してきた分野です。興味のある方は是非受講してください
。
　なお、受講者は4年次の無機化学Ⅱの復習をしておいて下さい。講義ノートの内容を見直し、講義に関する
演習問題を解いておくこと。講義内容で示した次回分の内容を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AＣコース 合成有機化学特論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 岩浪　克之 連絡先 物質工学棟3階、　電話029-271-2981

e-mail: iwanami@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 これまで学んできた有用な有機化学反応を反応機構の観点から見直し、何が反応を支配し、立体的・空間的に

どのような方向に反応が進行しやすいかを解説する。
到達目標 １．反応場の支配因子について理解する。

２．制御された反応場において、基質が受け入れる・試薬が攻撃する空間が限定されてくること理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 有機合成反応の分類 反応の分類、化学選択性、位置選択性、立体選択性 　
第2週 カルボカチオン カルボカチオンの生成と反応 　
第3週 カルボアニオン カルボアニオンの生成と反応 　
第4週 有機ラジカル ラジカルの生成と反応 　
第5週 二価炭素 カルベンの構造、生成と反応 　
第6週 ベンザイン ベンザインの構造、生成と反応 　
第7週 エノラート（１） 金属エノラートを用いるアルドール反応 　
第8週 エノラート（２） エノラートの不斉合成への利用 　
第9週 酸化 酸化剤の種類と選択的酸化 　
第10週 還元 還元剤の種類と選択的還元 　
第11週 遷移金属触媒反応 Heck反応、クロスカップリング反応 　
第12週 ペリ環状反応（１） 付加環化反応、電子環状反応 　
第13週 ペリ環状反応（２） キレトロピー反応、シグマトロピー転位、エン反応 　
第14週 有機分子触媒反応 有機分子触媒による不斉合成反応 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講される年度については、授業時間割で確認
してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：檜山、大嶌「有機合成化学」（東京化学同人）
参考書：Parashar著、柴田ら訳「合成有機化学」（東京化学同人）
　　　：HGS 分子構造模型 有機学生用セット（丸善）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80%、レポートの成績20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。
レポートは選択性と特異性について調査し、期末試験前までに提出すること。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

講義の中で反応場のモデルを分子模型を組み立てることにより理解を助けるように工夫している。このような
作業を通して、板書で示した反応式がモデルを組み立てなくてもイメージできるようにしていただきたい。
毎回の授業後には、教科書の章末問題を解いて復習すること。また、次回予定の内容に関して、教科書を読む
などして予習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AＣコース 錯体化学特論 1年・前期・選択・学修2単位
担当教員 小松﨑 秀人 連絡先 物質工学科棟２階、電話029-271-2984

e-mail:hidehito@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本科で学んだ錯体化学を基礎として、錯体の立体構造や電子状態、安定化要因、錯体の反応性などについて解

説する。また、錯体化学の応用分野として最近展開されている生物無機化学の分野についても解説する。
到達目標 １．錯体の構造、性質、反応性について理解できるようになること。

２．錯体の安定化要因について理解できるようになること。
３．錯体が生物無機化学の分野でどのように展開されているか理解できるようになること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 錯体の構造・異性化現象 錯体の基本的構造や異性化現象 　
第2週 錯体の電子状態 結晶場理論、結晶場分裂エネルギー、電子配置（高スピン、

低スピン）、分光化学系列
　

第3週 錯体の電子状態と磁性 結晶場安定化エネルギー、配位子場理論、磁気的性質 　
第4週 錯体の安定性・反応性（１） 安定度定数、キレート効果、HSAB則 　
第5週 錯体の安定性・反応性（２） Jahn-Teller効果、Irving-Williams系列 　
第6週 錯体の安定性・反応性（３） トランス効果、配位子置換反応、酸化・還元反応 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 生物無機化学への展開（１） 生物無機化学の位置付け、酵素と補酵素、生体内配位子 　
第9週 生物無機化学への展開（２） モデル錯体の種類と設計 　
第10週 生物無機化学への展開（３） 非酸化還元酵素とそのモデル錯体 　
第11週 生物無機化学への展開（４） 酸素運搬体とそのモデル錯体 　
第12週 生物無機化学への展開（５） 酸化還元酵素 　
第13週 生物無機化学への展開（６） 酸化還元酵素のモデル錯体 　
第14週 無機薬品への応用 無機薬品としての金属錯体 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 錯体化学の総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講される年度については、授業時間割で確認
してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 参考書：　柴田村治　｢錯体化学入門｣（共立出版）
　　　　　増田・福住編著「生物無機化学」（三共）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

　金属錯体は、有機化合物や単純な無機化合物には見られない立体構造や反応機構、そして電子論的取扱いが
あります。また、生物無機化学はこの３０年で発展してきた分野です。興味のある方は是非受講してください
。
　なお、受講者は4年次の無機化学Ⅱの復習をしておいて下さい。講義ノートの内容を見直し、講義に関する
演習問題を解いておくこと。講義内容で示した次回分の内容を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AＣコース 分析化学特論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 須田 猛 連絡先 e-mail　:  suda@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 分析化学の基礎である溶液内反応に重点を置き、溶液内化学平衡の概念について解説し、それに基づいた分析

法への応用について述べる。さらに分析データの評価と整理についての統計的な取り扱いについても解説する
。

到達目標 １．熱力学に基づいた化学平衡に関する諸計算ができるようになること。
２．諸分析法の特徴を理解し、目的に応じて分析法の応用ができるようになること。
３．データの統計的扱い方に習熟すること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 活量と活量係数 イオン強度・化学ポテンシャル、活量、活量係数 　
第2週 化学平衡と自由エネルギー 平衡定数と自由エネルギーの関係 　
第3週 錯形成反応の基礎 安定度定数、条件付き安定度定数の概念とその計算 　
第4週 錯形成平衡に対するｐHの影響 溶液のｐHによる錯形成の影響の計算 　
第5週 錯形成平衡と沈殿生成平衡の関係 沈殿生成平衡を含む系での錯体形成反応の計算 　
第6週 キレート生成平衡と吸光光度分析法 着色キレート錯体の吸光光度分析法への応用について　 　
第7週 EDTAキレート形成反応と定量分析 EDTA-金属錯体の錯形成平衡と定量分析への応用計算 　
第8週 溶媒抽出分離法の原理 液-液溶媒抽出における分配平衡の計算 　
第9週 キレート金属錯体の有機溶媒抽出 分配平衡と抽出率の計算 　
第10週 溶媒抽出法による定量分析 各種の溶媒抽出分析法について 　
第11週 分析データの統計的扱い(１) 実験データについての統計基礎事項（平均・分散・標準偏差

・相対偏差などについて）
　

第12週 分析データの統計的扱い(２) f-test、分散の比較による検定・推定の諸方法について(1) 　

第13週 分析データの統計的扱い(３) f-test、分散の比較による検定・推定の諸方法について(2) 　
第14週 分析データの統計的扱い(4) 計算演習 　
第15週 （期末試験） 　 　
第16週 総復習 　 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講されている年度については、授業時間割で
確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：プリント配布
参考書：Analytical Chemistry 2.0 by David Harvey(electronic version)
Gray D.Christian:Analytical Chemistry 7th edition(Wiley)
Daniel C. Harris :Quantitative Chemical Analysis 8th edition(W. H. Freeman  and Company)
　　　　　庄野利之他　「分析化学演習」（三共出版）
　　　　　大橋弘三郎他　「分析化学」（三共出版）
　　　

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は自己学習の確認のためのe-ラーニングサーバ上の小テストおよびレポートの成績を30%、定期試
験の成績を70%で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

参考書あるいはｅ－ラーニングサーバ内の資料等で講義の関係する部分の演習問題を解き、あわせて次回講義
内容に関係する部分の予習を行うこと。また、講義では演習を毎回実施するので、演習においては各自積極的
に取り組んでもらいたい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AＣコース 分子生物学特論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 鈴木 康司 連絡先 物質工学科棟４階、電話　029-271-2989

e-mail　：ksuzuki@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 生物を工業的に応用するバイオテクノロジーは、遺伝子組換え技術などの開発により飛躍的に発展し、２１世

紀の重要な産業になると期待されている。これら技術は、分子レベルで生物を解明し、その生物を利用して新
たな物質を設計・作製するという分子生物学を創製した。ここでは、分子レベルで遺伝子工学技術の原理と応
用を講義する。

到達目標 １．セントラルドグマを理解し、遺伝子組換えの原理が説明できるようになること。
２．外来遺伝子を発現させるために必要な技術、試薬（酵素）を理解し、説明できるようになること。
３．動植物の分子生物学の現状を理解すること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 細胞内・試験管内遺伝子組換え セントラルドグマに基づく遺伝子組換えの基礎原理を理解す
る

　

第2週 オペロンセオリー 誘導型酵素の産生メカニズムであるオペロン制御を理解する　
第3週 遺伝子クローニング・宿主・ベクター系 遺伝子組換えに用いられる宿主・ベクターの組合せについて

理解する
　

第4週 遺伝子工学用酵素（１） 遺伝子組換えに用いられる酵素の作用を理解する 　
第5週 遺伝子工学用酵素（２） 遺伝子組換えに用いられる酵素の作用を理解し、応用方法を

学ぶ
　

第6週 外来遺伝子の発現（複製） 外来遺伝子を発現させるために必要な複製のメカニズムを理
解する

　

第7週 外来遺伝子の発現（転写、翻訳） 外来遺伝子を発現させるために必要な転写、翻訳のメカニズ
ムを理解する

　

第8週 外来遺伝子の発現（宿主・ベクター） 外来遺伝子を発現させるために必要な宿主・ベクターの重要
因子を理解する

　

第9週 ヒトゲノム解析とポストゲノム ヒトの全遺伝子解析の現状とポストゲノムへの応用を理解す
る

　

第10週 試験管内突然変異１）ランダム変異法 遺伝子をランダムに変化させる試薬、仕組みについて理解す
る

　

第11週 試験管内突然変異２）部位特異的変異法と
相同組換え法

遺伝子を特異的に変異させ目的のタンパク質を得る原理と組
み込む仕組みについて理解する

　

第12週 植物の分子生物学 植物の分子生物学の現状と将来について理解する 　
第13週 動物の分子生物学 動物の分子生物学の現状と将来について理解する 　
第14週 封じ込めと安全性 生物学的封じ込め技術と法規制、その問題点について理解す

る
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、２年生の受講も可能です。開講される年度については、授業時間割で確認
してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：特にない（担当者の講義ノートに基づいて授業を進める）
参考書：杉山　政則　他「遺伝子とタンパク質のバイオサイエンス」（共立出版）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績を８０％、課題レポートと小テストの総点を２０％で行い、合計の成績が６０
点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義を理解するには、生物化学、生物工学などの基礎知識が必要です。受講希望者は、これら基礎知識を十
分に理解しておいてください。講義ノートの内容を見直し、講義に関する課題等が出された時は、それを解い
ておいてください。講義で示した次回予定の部分を予習しておいてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AＣコース 分析化学特論 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 須田 猛 連絡先 e-mail　:  suda@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 分析化学の基礎である溶液内反応に重点を置き、溶液内化学平衡の概念について解説し、それに基づいた分析

法への応用について述べる。さらに分析データの評価と整理についての統計的な取り扱いについても解説する
。

到達目標 １．熱力学に基づいた化学平衡に関する諸計算ができるようになること。
２．諸分析法の特徴を理解し、目的に応じて分析法の応用ができるようになること。
３．データの統計的扱い方に習熟すること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 活量と活量係数 イオン強度・化学ポテンシャル、活量、活量係数 　
第2週 化学平衡と自由エネルギー 平衡定数と自由エネルギーの関係 　
第3週 錯形成反応の基礎 安定度定数、条件付き安定度定数の概念とその計算 　
第4週 錯形成平衡に対するｐHの影響 溶液のｐHによる錯形成の影響の計算 　
第5週 錯形成平衡と沈殿生成平衡の関係 沈殿生成平衡を含む系での錯体形成反応の計算 　
第6週 キレート生成平衡と吸光光度分析法 着色キレート錯体の吸光光度分析法への応用について　 　
第7週 EDTAキレート形成反応と定量分析 EDTA-金属錯体の錯形成平衡と定量分析への応用計算 　
第8週 溶媒抽出分離法の原理 液-液溶媒抽出における分配平衡の計算 　
第9週 キレート金属錯体の有機溶媒抽出 分配平衡と抽出率の計算 　
第10週 溶媒抽出法による定量分析 各種の溶媒抽出分析法について 　
第11週 分析データの統計的扱い(１) 実験データについての統計基礎事項（平均・分散・標準偏差

・相対偏差などについて）
　

第12週 分析データの統計的扱い(２) f-test、分散の比較による検定・推定の諸方法について(1) 　

第13週 分析データの統計的扱い(３) f-test、分散の比較による検定・推定の諸方法について(2) 　
第14週 分析データの統計的扱い(4) 計算演習 　
第15週 （期末試験） 　 　
第16週 総復習 　 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、2年生の受講も可能です。開講されている年度については、授業時間割で
確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：プリント配布
参考書：Analytical Chemistry 2.0 by David Harvey(electronic version)
Gray D.Christian:Analytical Chemistry 7th edition(Wiley)
Daniel C. Harris :Quantitative Chemical Analysis 8th edition(W. H. Freeman  and Company)
　　　　　庄野利之他　「分析化学演習」（三共出版）
　　　　　大橋弘三郎他　「分析化学」（三共出版）
　　　

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は自己学習の確認のためのe-ラーニングサーバ上の小テストおよびレポートの成績を30%、定期試
験の成績を70%で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

参考書あるいはｅ－ラーニングサーバ内の資料等で講義の関係する部分の演習問題を解き、あわせて次回講義
内容に関係する部分の予習を行うこと。また、講義では演習を毎回実施するので、演習においては各自積極的
に取り組んでもらいたい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AＣコース 技術英語AC 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 ルイス グスマン 連絡先 物質工学科棟１階、電話:029-271-2983

e-mail: laguzman@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 これから科学者あるいは技術者として成長していくためには英文で書かれた科学論文を読解することは極めて

重要である。さらに英語を聞いてそして理解するとともに話すことも大切である。英語にも日本語と同じよう
に話し言葉と書き言葉があり、本授業では、最初に自己紹介の表現パターンを演習し、次に図・表・平面幾何
学・数学・実験関連に関して、プリントとCDを使って練習を行う。後半は、ショート英作文の練習を行い、最
終的には、自分の卒業研究発表会要旨を英訳して、自分の研究内容を英語で表現できるようにする。

到達目標 １．専門的な工学英語の表現パターンを習得する。
２．化学の各専門分野に出てくる語句と英語表現演習を通して理解する。
３．学術例文の要旨の英訳と和訳を演習して、その表現能力を身につける。
４．自分の研究内容を英文で表現できるようにする。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Course introduction, self-introduction Content of the course and basic skills for a self-introduction 　
第2週 Tables and graphs (1) The use of technical terms and expressions

in the descriptions of tables and graphs
　

第3週 Tables and graphs (2) The use of technical terms and expressions
in the description of tables and graphs

　

第4週 Numerals and equations Listening and writing of decimals, fractions and equations 　
第5週 Elements and compounds (1) Listening and writing of basic chemical elements 　
第6週 Elements and compounds (2) Listening and writing of organic and inorganic compounds 　
第7週 （中間試験） No middle term exam (4 short-tests) 　
第8週 Technical paper report (1) The organization and structure of a technical paper 　
第9週 Technical paper report (2) The use of basic patterns and expressions 　
第10週 Technical paper report (3) The use of basic patterns and expressions 　
第11週 Research dissertation (1) Preparation of a manuscript for graduation presentation

(English and Japanese)
　

第12週 Research dissertation (2) Preparation of a manuscript for graduation presentation
(English and Japanese)

　

第13週 Research dissertation (3) Preparation of a manuscript for graduation presentation
(English and Japanese)

　

第14週 Research dissertation (4) Preparation of a manuscript for graduation presentation
(English and Japanese)

　

第15週 （期末試験） No final exam Manuscript submission with presentation 　
第16週 Results and questionnaire 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f)に対応

教科書･参考書 教科書：特にはない。
演習書：プリント配布する。

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、小テストの成績を40%、課題である各自の卒業研究発表会要旨の英訳の成績を60%で行い、合
計の成績が60点以上の者を合格とする。定期試験は行わない。英訳の評価基準は、英語文章表現力50%、文法
力50%とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

現代の技術者はいつか技術英語に対面しなければならない。論文、発表論文、議論など。書くことだけでなく
話すことも大切。書き言葉と話し言葉には表現の違いがあります。英語力を高めるために、出来る範囲で両方
演習する。授業ではプリントを配布します。演習には積極的に取り組み自分の間違いからも学ぶ。授業後には
プリントの内容を復習する。発音練習もしましょう。４年の物質工学英語演習のノートや専門用語の復習が望
ましい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AＣコース 技術英語AC 1年・後期・選択・学修2単位
担当教員 ルイス グスマン 連絡先 物質工学科棟１階、電話:029-271-2983

e-mail: laguzman@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 これから科学者あるいは技術者として成長していくためには英文で書かれた科学論文を読解することは極めて

重要である。さらに英語を聞いてそして理解するとともに話すことも大切である。英語にも日本語と同じよう
に話し言葉と書き言葉があり、本授業では、最初に自己紹介の表現パターンを演習し、次に図・表・平面幾何
学・数学・実験関連に関して、プリントとCDを使って練習を行う。後半は、ショート英作文の練習を行い、最
終的には、自分の卒業研究発表会要旨を英訳して、自分の研究内容を英語で表現できるようにする。

到達目標 １．専門的な工学英語の表現パターンを習得する。
２．化学の各専門分野に出てくる語句と英語表現演習を通して理解する。
３．学術例文の要旨の英訳と和訳を演習して、その表現能力を身につける。
４．自分の研究内容を英文で表現できるようにする。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Course introduction, self-introduction Content of the course and basic skills for a self-introduction 　
第2週 Tables and graphs (1) The use of technical terms and expressions

in the descriptions of tables and graphs
　

第3週 Tables and graphs (2) The use of technical terms and expressions
in the description of tables and graphs

　

第4週 Numerals and equations Listening and writing of decimals, fractions and equations 　
第5週 Elements and compounds (1) Listening and writing of basic chemical elements 　
第6週 Elements and compounds (2) Listening and writing of organic and inorganic compounds 　
第7週 （中間試験） No middle term exam (4 short-tests) 　
第8週 Technical paper report (1) The organization and structure of a technical paper 　
第9週 Technical paper report (2) The use of basic patterns and expressions 　
第10週 Technical paper report (3) The use of basic patterns and expressions 　
第11週 Research dissertation (1) Preparation of a manuscript for graduation presentation

(English and Japanese)
　

第12週 Research dissertation (2) Preparation of a manuscript for graduation presentation
(English and Japanese)

　

第13週 Research dissertation (3) Preparation of a manuscript for graduation presentation
(English and Japanese)

　

第14週 Research dissertation (4) Preparation of a manuscript for graduation presentation
(English and Japanese)

　

第15週 （期末試験） No final exam Manuscript submission with presentation 　
第16週 Results and questionnaire 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f)に対応

教科書･参考書 教科書：特にはない。
演習書：プリント配布する。

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、小テストの成績を40%、課題である各自の卒業研究発表会要旨の英訳の成績を60%で行い、合
計の成績が60点以上の者を合格とする。定期試験は行わない。英訳の評価基準は、英語文章表現力50%、文法
力50%とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

現代の技術者はいつか技術英語に対面しなければならない。論文、発表論文、議論など。書くことだけでなく
話すことも大切。書き言葉と話し言葉には表現の違いがあります。英語力を高めるために、出来る範囲で両方
演習する。授業ではプリントを配布します。演習には積極的に取り組み自分の間違いからも学ぶ。授業後には
プリントの内容を復習する。発音練習もしましょう。４年の物質工学英語演習のノートや専門用語の復習が望
ましい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）



 



専共通 Economic Policy 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 Tomonori ISAKA 連絡先 ISAKA's Office Room: the 3rd floor, Administration

Building
029-271-2867
e-mail:isaka@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 The course is designed to study Japanese economy and economic policies in general. You will not only listen to
the lectures, but also read newspapers or economic data, and do some assignments such as presentations or
business analyses.

到達目標 The course objective is to help students acquire basic knowledge about economic policy that is indispensable
for engineers.

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 Introduction What is ECONOMY? 　
第2週 Business Fluctuation (1) Business Cycle 　
第3週 Business Fluctuation (2) Economic Indicator 　
第4週 Economic Growth (1) Post-war Japanese Economic Growth (1) 　
第5週 Economic Growth (2) Post-war Japanese Economic Growth (1) 　
第6週 Economic Growth (3) Meaning of Economic Growth 　
第7週 Mid-term Exam 　
第8週 Mid-term Exam Review 　
第9週 Fiscal Policy (1) Fiscal Situation in Japan 　
第10週 Fiscal Policy (2) Tax Reform 　
第11週 Fiscal Policy (3) Social Security System 　
第12週 Monetary Policy (1) Financial Institutions 　
第13週 Monetary Policy (2) Financial Market / Interest Rate 　
第14週 Labor Policy Labor Market / Non-regular Employment 　
第15週 Final Exam 　 　
第16週 Final Exam Review 　 　

履修上の注意 JABEE認定のためには、「国際経済」または「経済政策」のどちらかを履修する必要があります。
この授業は前期にのみ開講する半期終了科目です。

学習教育目標 Ｃ，Ｅに対応 達成項目 専攻科ヘ）、チ）に対応 JABEE
認定基準

(C-2),(E-1),(a),(b),(d)-(4),(h)に対応

教科書･参考書 There is no required textbook for this course.
The followings are the relevant books for reference available in our library.
N. Gregory Mankiw, Principles of Economics (7th ed.), Cengage Learning, 2015.
David Flath, The Japanese Economy (3rd ed.), Oxford University Press, 2014.

成績の評価方法
及び合格基準

Grading will be based on assignments, a mid-term, and a final exam.
The wighting is as follows:
- assignments      30%
- regular exams   70%
To pass this course, you need to get 60 or more points in total.

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

・It is important to understand that economic affairs have a direct influence on your life in present and future.
・To prepare for and review each lecture, you need to check the following:
- economic pages of daily newspapers
- books, papers or websites introduced in class
・The first half of each class will be a lecture given in English and the second half will be devoted to
explanation on assignment or students’ presentation that will be made in Japanese.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

 

専－ 67



専共通 現代歴史学 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 並木 克央 連絡先 電子情報工学科棟１階

電話029-271-2874
email:namiki@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 現代を理解するためには正しい歴史認識が必要となる。そこでまず、歴史の研究がどのような方法でおこなわ
れてきたかを概観する。また歴史学が何を課題としてきたかを理解する。その上で自国史と世界史の相違点・
共通点を理解して相互の歴史を尊重する一助とする。

到達目標 １．歴史認識の方法について理解する。
２．歴史学の方法論について理解する。
３．アジアの中での日本について理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 歴史学と諸分野 歴史学とは何か、歴史学にはどのような分野があるかを理解
する。

　

第2週 発展段階論に関わる議論 発展段階論の概要とそれをめぐる議論について概観する。 　
第3週 比較史の方法 マルク・ブロックなどの比較史の方法を概観する。 　
第4週 社会史の方法 網野義彦などによる社会史の方法を概観する。 　
第5週 史料と史料学 何を史料として用いて来たか。何が史料として用いられるよ

うになるかを理解する。
　

第6週 地方史・地域史の方法 前後における地方史運動などの概要を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　 　
第8週 為政者と英雄 歴史上、日本ではどのような人が英雄として扱われてきたか

を探る（Ⅰ）
　

第9週 民衆と英雄 歴史上、日本ではどのような人が英雄として扱われてきたか
を探る（Ⅱ）

　

第10週 支配する人びと 日本における為政者の特色を探る。 　
第11週 支配された人びと 日本における民衆のありようを探る。 　
第12週 差別された人びと 日本における差別とそれへの闘いの概要を理解する。 　
第13週 歴史上の常陸・茨城とはⅠ 常陸・茨城の国政上にしける位置について概観する。 　
第14週 歴史上の常陸・茨城とはⅡ 常陸・茨城の歴史的特殊性を探る。 　
第15週 （期末試験） 　 　
第16週 総復習 　 　

履修上の注意 JABEE認定のためには、「現代歴史学」または「現代思想」のどちらかを履修する必要があります。
この授業は前期にのみ開講する半期終了科目です。

学習教育目標 Ｅに対応 達成項目 専攻科チ）に対応 JABEE
認定基準

(E-1),(a)に対応

教科書･参考書 教科書は使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

２回の定期試験の平均点を成績とし、６０点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

正確にノートをとること。
専門的用語などについては図書館等で調べてほしい。
シラバスによって次週の授業テーマを把握し、書物等で予習しておくこと。また授業終了後はノート等を見直
し、復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 現代思想 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 神山 和好 連絡先 電子情報棟3F、電話029-271-2875

E-mail: kamiyama@gm.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 思想の山々を（ときに道草しつつ）さまよいながら行うパワーポイント哲学講義を「ブラソフィア」（ソフィ

ア＝叡知、の世界をぶらつく）とよぶ。ブラソフィアコンセプトにもとづく現代思想講義。「現代思想ブラソ
フィア」は、ブラソフィアだから、面白さにこだわり、細かいことにこだわらない。たとえば時代にこだわら
ない。とはいえ、「現代思想」ブラソフィアだから、現代を起点にする。その上で、古今東西の思想に遊ぶ。
「哲学」ブラソフィアなので、遊びながらも、私とは誰か、人間とは何か、人間がその中で生きる世界とは何
か、人間と世界あるいは社会との間の関係はどうなっているのか、世界のなかで人はどうあるべきか、といっ
た一群の基礎的問題についてともに考える。とくに学生諸君が考える。ブラソフィアの中にあらわれるのは、
当然のことながら、よくてヒントである。ちょっと面白かったら、自分でブラソフィアを行う。

到達目標 １．古今東西の思想に触れる
２．自身や人間社会のあるべき姿について省察する
３．みずから「ブラソフィア」をつくり、プレゼンする

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Introduction What is Philosophy？
five paragraph essay

　

第2週 君は「マトリックス」を見たかー映画の中
の東西思想

映画「マトリックス」ではわれわれは「マトリックス」につ
ながれたバッテリーである　

　

第3週 「科学的」とはいかなることかー世紀末ウ
ィーンと科学哲学の展開

20世紀前半の科学上の重要な発見は多くウィーン周辺でな
された　観察の理論依存性

　

第4週 黒い目の伯爵夫人ーヨーロッパ統合の夢 リヒャルト・クーデンホーフ伯爵（青山栄次郎）　ひとつの
ヨーロッパ　　

　

第5週 差別と自由ー社会的公正とは何か 60年代アメリカ　黒人公民権運動　ロールズ　PC　新自由
主義　ピケティ　トランプ

　

第6週 機械の中の幽霊 Ghost in the machines philosophy of mind, Descartes, AI, Turing test, Chinese
Room, extended mind

　

第7週 知るとは何か Problems of epistemology Theaetetus(Plato), the standard analysis of knowledge,
Gettier problems, contextualism, radical sketicism

　

第8週 未定 レスポンスペーパー提出 　
第9週 親鸞とは誰か 親鸞は日本思想史史上最高の思想家であるとされる　笠間稲

田で親鸞は何を考えたか
　

第10週 良寛―騰々任天真 越後出雲崎の僧良寛 　
第11週 賢治の夢―イーハトーブ　 岩手花巻で宮沢賢治は何をねがったか 　
第12週 アドラー愛と勇気の心理学 人生が困難なのではない。あなたが人生を困難にしているの

だ。人生はきわめてシンプルである。
　

第13週 人工知能と技術的特異点 モラル・ジレンマ　トロッコ問題　自動運転車　第４次産業
革命　2045年問題

　

第14週 王陽明 新儒教　朱子　龍場の大悟　良知　事上錬磨　満街聖人　中
江藤樹　西郷南洲　渋沢栄一　ドラッカー　現代中国：儒教
社会主義

　

第15週 仏教小史―釈迦最後の旅 平等と自在の思想 　
第16週 総復習 課題提出　 　

履修上の注意 JABEE認定のためには、「現代歴史学」または「現代思想」のどちらかを履修する必要があります。この授業
は後期のみに開講する半期終了科目です。授業での使用言語は日本語および英語です。

学習教育目標 Eに対応 達成項目 専攻科チ）に対応 JABEE
認定基準

(E-1),(a)に対応

教科書･参考書 必要な資料は指示します。
成績の評価方法
及び合格基準

学生諸君には毎回講義内容を簡単にまとめ自分の考えを書いた「レスポンスペーパー」の提出をもとめます（
メール添付で提出）。レスポンスペーパー提出と学期末レポートの成績60点以上をもって合格とします。課題
発表者は発表の成績をもって学期末レポートの成績にかえます。学期末レポートのテーマはたとえば，「ビッ
グデータと第４次産業革命」、「未来地球社会に対し技術はどのように貢献しうるか」といったものが考えら
れます（他のものでもOK）。A4レポート用紙2枚程度。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

講義は基本的に教員が行いますが、授業時間をやりくりし、いくつかの授業項目で学生諸君による発表を予定
しています（1-4人程度のグループ発表OK）。準備状況により、講義順序、トピックを変えることがあります
。面白そうなトピックがあったら、それについての発表をどしどし認めます。「なぜ何もないのではなく、何
かがあるのか」、「素数の神秘（リーマン予想）」、「量子力学と多世界宇宙論」、「集合知とは何か」、「
人間拡張工学」などなんでもかまいません。積極的に申し出てください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 現代歴史学 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 並木 克央 連絡先 電子情報工学科棟１階

電話029-271-2874
email:namiki@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 現代を理解するためには正しい歴史認識が必要となる。そこでまず、歴史の研究がどのような方法でおこなわ
れてきたかを概観する。また歴史学が何を課題としてきたかを理解する。その上で自国史と世界史の相違点・
共通点を理解して相互の歴史を尊重する一助とする。

到達目標 １．歴史認識の方法について理解する。
２．歴史学の方法論について理解する。
３．アジアの中での日本について理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 歴史学と諸分野 歴史学とは何か、歴史学にはどのような分野があるかを理解
する。

　

第2週 発展段階論に関わる議論 発展段階論の概要とそれをめぐる議論について概観する。 　
第3週 比較史の方法 マルク・ブロックなどの比較史の方法を概観する。 　
第4週 社会史の方法 網野義彦などによる社会史の方法を概観する。 　
第5週 史料と史料学 何を史料として用いて来たか。何が史料として用いられるよ

うになるかを理解する。
　

第6週 地方史・地域史の方法 前後における地方史運動などの概要を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　 　
第8週 為政者と英雄 歴史上、日本ではどのような人が英雄として扱われてきたか

を探る（Ⅰ）
　

第9週 民衆と英雄 歴史上、日本ではどのような人が英雄として扱われてきたか
を探る（Ⅱ）

　

第10週 支配する人びと 日本における為政者の特色を探る。 　
第11週 支配された人びと 日本における民衆のありようを探る。 　
第12週 差別された人びと 日本における差別とそれへの闘いの概要を理解する。 　
第13週 歴史上の常陸・茨城とはⅠ 常陸・茨城の国政上にしける位置について概観する。 　
第14週 歴史上の常陸・茨城とはⅡ 常陸・茨城の歴史的特殊性を探る。 　
第15週 （期末試験） 　 　
第16週 総復習 　 　

履修上の注意 JABEE認定のためには、「現代歴史学」または「現代思想」のどちらかを履修する必要があります。
この授業は前期にのみ開講する半期終了科目です。

学習教育目標 Ｅに対応 達成項目 専攻科チ）に対応 JABEE
認定基準

(E-1),(a)に対応

教科書･参考書 教科書は使用しない。必要に応じてプリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

２回の定期試験の平均点を成績とし、６０点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

正確にノートをとること。
専門的用語などについては図書館等で調べてほしい。
シラバスによって次週の授業テーマを把握し、書物等で予習しておくこと。また授業終了後はノート等を見直
し、復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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共通 グローバル特別研修 2年・集中・選択・履修1単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村

豊穂、原 嘉昭
連絡先 学生課教務係

講義の概要 グローバルに関する研修を通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成する。
到達目標 １．グローバルに関する課題、作業に積極的、自発的に取り組むことができる。

２．課題の解決に必要なコミュニケーション能力をもちいて、自らの意見を説明することができる。
学期 授業項目 理解すべき内容
前期 以下の内容を満たす活動をグローバル特別活動をする。１．研修期間は休

業中の45時間以上であることを原則とする。 
２．国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
３．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解
を実践する。
４．活動を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーシ
ョン能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．研修修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

後期
学習教育目標 E, Ｆに対応 達成項目 専攻科チ）、リ）に対応 JABEE認定基準
教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

提出された活動時間と活動記録等の報告書の内容及び時間数を審査し、内容に問題なく、ひとつあるいは複数
のグローバル活動を累積した総活動時間が45時間以上の場合に合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

グローバル特別活動をする場合には、実施日の一週間前までに申請書を提出してください。また、活動が終了
した場合には、「活動報告書」を活動終了後、一ヵ月以内に提出してください。この科目は、グローバルに関
する研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ、国際人として大きく成長することを期待して設けたも
のであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、多くのことを学んで欲しい。実習、研修課題に適切に対
応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習、復習に取り組むこと。
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専共通 科学技術史 2年・後期・必修・学修2単位
担当教員 小堀　繁治、澤畠 淳二、中屋敷 進、砂金 孝志連絡先 代表　澤畠 淳二

電子情報工学科棟1階　電話029-271-2954
e-mail：sawahata@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 人類はその誕生以来、生活の向上と安定を目指して、科学技術に基づく文明を築くと共に、科学技術を発展さ
せてきた。その科学技術の歴史的発展過程を考察し、併せて人類史における科学技術の意義、そして将来への
意義を考える。

到達目標 科学技術の歴史的発展過程を学び、科学技術の意義を理解し、人類の幸福や豊かさについて考えることができ
る。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 自動車用内燃機関の科学技術史（１）（小
堀担当）

熱機関，エンジンの分類と歴史 　

第2週 自動車用内燃機関の科学技術史（２）（小
堀担当）

蒸気エンジン，熱機関に関する基礎理論 　

第3週 自動車用内燃機関の科学技術史（３）（小
堀担当）

ガソリンエンジンとディーゼルエンジン 　

第4週 自動車用内燃機関の科学技術史（４）（小
堀担当）

内燃機関の性能向上の歴史，自動車用エンジンの将来展望 　

第5週 電気電子系分野の科学技術史(１)（澤畠担当
）

電磁気学の創生期における発見 　

第6週 電気電子系分野の科学技術史(２)（澤畠担当
）

電気を利用した基礎的発明 　

第7週 電気電子系分野の科学技術史(３)（澤畠担当
）

現代における応用例(半導体レーザ等） 　

第8週 情報･ネットワーク分野の科学技術史(1)（
中屋敷担当）

コンピュータ黎明期における技術開発競争
(デファクト対抗とオープン化への流れ)

　

第9週 情報･ネットワーク分野の科学技術史(2)（
中屋敷担当）

情報システムとネットワークのパラダイムシフト
(ダウンサイジングとインターネット)

　

第10週 情報･ネットワーク分野の科学技術史(3)（
中屋敷担当）

情報にかかる技術とビジネスのライフサイクル
(クラウド、汎用コンピュータの凋落、ユビキタス)

　

第11週 情報･ネットワーク分野の科学技術史(4)（
中屋敷担当）

プロプライエタリからスマートソサエテイへ
(社会を変革し続ける情報技術)

　

第12週 化学技術のパラダイムシフト（１）（砂金
担当）

パラダイムシフトの意味、天文学・物理学・地殻変動学のパ
ラダイムシフト、化学的理解のパラダイムシフト

　

第13週 化学技術のパラダイムシフト（２）（砂金
担当）
－窒素固定を例とした無機合成技術の変遷
－

窒素固定の時代背景、ハーバー・ボッシュ法の開発・問題点
・成果・工業界への波及効果

　

第14週 化学技術のパラダイムシフト（３）（砂金
担当）
－繊維を例とした高分子合成技術の変遷－

繊維の分類、天然繊維から化学繊維への変遷、化学繊維の紡
糸、紡績、織編技術の変遷、表面加工技術の変遷

　

第15週 （期末試験期間中） （注）定期試験は行わない。 　
第16週 総まとめ（澤畠担当） 提出された小論文等を返却の上、内容を再認識させる。 　

学習教育目標 Ｂ，Ｄに対応 達成項目 専攻科ロ）、ト）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(D-1),(b),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：授業の進行に応じてプリントを配布する。
参考書：授業の中で紹介する。

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、各担当者毎のレポート等で行い、それぞれの評価の平均が６０点以上の者を合格にする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は技術者としての心構えを養う教養科目であることを認識して、人類に貢献する技術者とはどうある
べきかを考えながら受講して欲しい。
講義内容を見直し、出された課題については、期限までに完成し提出してください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

共通 グローバル特別研修 2年・集中・選択・履修1単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村

豊穂、原 嘉昭
連絡先 学生課教務係

講義の概要 グローバルに関する研修を通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成する。
到達目標 １．グローバルに関する課題、作業に積極的、自発的に取り組むことができる。

２．課題の解決に必要なコミュニケーション能力をもちいて、自らの意見を説明することができる。
学期 授業項目 理解すべき内容
前期 以下の内容を満たす活動をグローバル特別活動をする。１．研修期間は休

業中の45時間以上であることを原則とする。 
２．国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
３．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解
を実践する。
４．活動を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーシ
ョン能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．研修修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

後期
学習教育目標 E, Ｆに対応 達成項目 専攻科チ）、リ）に対応 JABEE認定基準
教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

提出された活動時間と活動記録等の報告書の内容及び時間数を審査し、内容に問題なく、ひとつあるいは複数
のグローバル活動を累積した総活動時間が45時間以上の場合に合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

グローバル特別活動をする場合には、実施日の一週間前までに申請書を提出してください。また、活動が終了
した場合には、「活動報告書」を活動終了後、一ヵ月以内に提出してください。この科目は、グローバルに関
する研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ、国際人として大きく成長することを期待して設けたも
のであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、多くのことを学んで欲しい。実習、研修課題に適切に対
応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習、復習に取り組むこと。
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専共通 システムデザイン論 2年・前期・必修・学修2単位
担当教員 中屋敷 進 連絡先 電子情報工学科棟 2階,  電話 029-271-2959

e-mail : nakayashiki@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 個々の技術を統合して出来るシステムの概念と、それを創造する際に必要な分析･発想･評価技法を学ぶ。

システムの全体を俯瞰しながら、新しい価値を創り出すための基礎的な事項について学ぶ。
到達目標 1. 社会ニーズの取り込みや品質の管理、独創的な発想等のシステム創造に関する基礎的な事項を理解できる。

2. 個々の技術を統合して問題を解決するシステム･デザインの技法や方法論について理解し活用できる。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 システムの定義 個々の技術とシステム化、多様性と構成要件、
システム思考について

　

第2週 システムのアーキテクチャ 集中システム、分散システム、階層化システム、
多様な構成形態をとるシステム

　

第3週 システムの構造化 システムの振る舞いから考える問題解決アプローチ、
システムの構造化手法

　

第4週 問題解決モデル 発生の問題、発見の問題、創造の問題、
問題の構造化と解決デザイン

　

第5週 システムの発想技法 BS･KJ･FD法への流れ、思考探索の基本過程、
マインドマップ作成

　

第6週 システムの創造と設計 着想から製作のプロセス、脈絡と概念選択、
設計と制約の関係(前提条件はつきもの)

　

第7週 プロジェクトマネジメント 目的･成果物･成功基準の管理、プロジェクト憲章、
スコープ分割と統括WBS作成、マネージャ(PM)要件

　

第8週 システムのライフ･サイクル 時系列モデル、V字プロセスモデル、
現状分析と目的展開図

　

第9週 システムの要件 要求と設計、要件定義から機能開発、
検証と妥当性確認の違い

　

第10週 システムの継続的改善 全体俯瞰、トップダウンとボトムアップ、
トータルエンジニアリング

　

第11週 フォールトトレランス 失敗の階層性、原因の原因の究明、
耐失敗設計思想、落穂活動

　

第12週 戦略的分析と意思決定 ステークホルダ要求の評価、
関連マトリックス法と戦略(SWOT)分析

　

第13週 ヒューマンインタフェイス ユニバーサルデザイン、ユーザビリテイ設計原則、
インタフェイス設計工程

　

第14週 知的財産権と情報倫理 ビジネスモデル変革、情報感度と知財、
アイデア創造マニュアル化

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 技術をつないで新しい付加価値を創造する技術 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ニ）、ホ）に対応 JABEE
認定基準

(B-5),(B-6),(a),(e),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書 教科書：
[1]柴田他｢ エンジニアリングデザイン入門 ｣理工図書
参考書：
[1]畑村｢機械創造学｣（丸善）、他

成績の評価方法
及び合格基準

成績評価は期末試験で行い、60点以上を合格とする。但しレポートを課す場合がある。試験にレポートの課題
評価を含めて、平均が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専門分野の知識を縦糸に、システム･デザインの知識を横糸にして、社会の様々なニーズや課題に対して総合
的な解決策を導き出す、バランスのよい技術者が強く求められる。
講義に関連する分野について予め調べるとともに、講義テキストを復習し、学んだ考え方や技法･用語を意識
して日々活用を心掛けること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 実務研修 2年・集中・必修・学修3単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村　

豊穂、原　嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 企業での就業体験を通して、実践的技術感覚、生産システムや生産管理手法などの知識を身につけるとともに
、ものづくりの現場への関心と理解を深める。

到達目標 １．企業における課題、作業に積極的、自発的に取り組む姿勢を身につける。
２．実務上の課題を理解し、解決に向けて取り組むことができる。
３．課題の解決に必要なコミュニケーション能力を高める。
４．職場における規律を遵守する態度を身につける。

学期 授業項目 理解すべき内容
前期 １．実習期間は休業中の３週間以上であることを原則とする。 

２．５月上旬に説明会を実施するので、実習を希望する学生は必ず出席す
　　ること。
３．説明会実施後に、実習を受け入れる企業名、実習期間、学内選考日等
　　の情報を掲示により連絡するので、掲示に従って所定の手続きをする
　　こと。
４．インターネット等で一般公募されたものについても、本校の条件を満
　　たしていれば単位として認める場合もあるので、その際は必ず応募す
　　る前に所属するコースのコース主任に相談すること。
５．実施予定者は、夏休み前にガイダンスを実施するので、必ずそれを受
　　講すること。
６．実習修了後、定められた期間までに指定された書類を提出すること。

後期
履修上の注意 実務研修、海外実務研修のいずれか1科目修得すること。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研修機関等が証明する「インターンシップ実施証明書」で行い、その成績が６０点以上の者を
合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は、就業体験を通して、企業がどのような人材を求めているかを認識し、自分の適正や目標を再認識
するための機会としても活用すること。また、職場における人間関係など学校では習得しにくい事柄も学んで
きて欲しい。実習、研修課題に適切に対応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習、復習に取り組むこ
と。

専共通 システムデザイン論 2年・前期・必修・学修2単位
担当教員 中屋敷 進 連絡先 電子情報工学科棟 2階,  電話 029-271-2959

e-mail : nakayashiki@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 個々の技術を統合して出来るシステムの概念と、それを創造する際に必要な分析･発想･評価技法を学ぶ。

システムの全体を俯瞰しながら、新しい価値を創り出すための基礎的な事項について学ぶ。
到達目標 1. 社会ニーズの取り込みや品質の管理、独創的な発想等のシステム創造に関する基礎的な事項を理解できる。

2. 個々の技術を統合して問題を解決するシステム･デザインの技法や方法論について理解し活用できる。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 システムの定義 個々の技術とシステム化、多様性と構成要件、
システム思考について

　

第2週 システムのアーキテクチャ 集中システム、分散システム、階層化システム、
多様な構成形態をとるシステム

　

第3週 システムの構造化 システムの振る舞いから考える問題解決アプローチ、
システムの構造化手法

　

第4週 問題解決モデル 発生の問題、発見の問題、創造の問題、
問題の構造化と解決デザイン

　

第5週 システムの発想技法 BS･KJ･FD法への流れ、思考探索の基本過程、
マインドマップ作成

　

第6週 システムの創造と設計 着想から製作のプロセス、脈絡と概念選択、
設計と制約の関係(前提条件はつきもの)

　

第7週 プロジェクトマネジメント 目的･成果物･成功基準の管理、プロジェクト憲章、
スコープ分割と統括WBS作成、マネージャ(PM)要件

　

第8週 システムのライフ･サイクル 時系列モデル、V字プロセスモデル、
現状分析と目的展開図

　

第9週 システムの要件 要求と設計、要件定義から機能開発、
検証と妥当性確認の違い

　

第10週 システムの継続的改善 全体俯瞰、トップダウンとボトムアップ、
トータルエンジニアリング

　

第11週 フォールトトレランス 失敗の階層性、原因の原因の究明、
耐失敗設計思想、落穂活動

　

第12週 戦略的分析と意思決定 ステークホルダ要求の評価、
関連マトリックス法と戦略(SWOT)分析

　

第13週 ヒューマンインタフェイス ユニバーサルデザイン、ユーザビリテイ設計原則、
インタフェイス設計工程

　

第14週 知的財産権と情報倫理 ビジネスモデル変革、情報感度と知財、
アイデア創造マニュアル化

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 技術をつないで新しい付加価値を創造する技術 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ニ）、ホ）に対応 JABEE
認定基準

(B-5),(B-6),(a),(e),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書 教科書：
[1]柴田他｢ エンジニアリングデザイン入門 ｣理工図書
参考書：
[1]畑村｢機械創造学｣（丸善）、他

成績の評価方法
及び合格基準

成績評価は期末試験で行い、60点以上を合格とする。但しレポートを課す場合がある。試験にレポートの課題
評価を含めて、平均が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専門分野の知識を縦糸に、システム･デザインの知識を横糸にして、社会の様々なニーズや課題に対して総合
的な解決策を導き出す、バランスのよい技術者が強く求められる。
講義に関連する分野について予め調べるとともに、講義テキストを復習し、学んだ考え方や技法･用語を意識
して日々活用を心掛けること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 海外実務研修 2年・集中・必修・学修3単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村　

豊穂、原　嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 海外にある企業・事業所でのインターンシップを通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成
する。

到達目標 １．企業における国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
２．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解を実践する。
３．実務上の課題解決を通して、専門的かつ学際的な知識を修得する。
４．実務を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．職場におけるマナー・ルールを学び、それらを遵守する態度を身につける。

学期 授業項目 理解すべき内容
前期 １．本科目は高専機構が実施する「海外シッププログラム」に基づき、派

　　遣される学生を対象としたものである。
２．海外における研修期間は３週間以上であることを原則とする。 
３．事前に説明会を実施するので、派遣が認められた学生は必ず出席する
　　こと。
４．研修修了後、定められた期間までに指定された「研修報告書」を提出
　　すること。

後期
履修上の注意 海外実務研修、実務研修のいずれか1科目修得すること。（＊）
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応（＊） 達成項目 専攻科ホ、リ）に対応（＊

）
JABEE
認定基準

(B-5),(F-1),(f),(g),(h),(i)に対応（＊
）

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研修先機関等が証明する「インターンシップ実施証明書」および参加学生による「研修報告書
」で行い、その成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は、国内では体験できない海外の企業・事業所での研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ
、国際人として大きく成長することを期待して設けたものであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、
多くのことを学んできて欲しい。実習、研修課題に適切に対応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習
、復習に取り組むこと。

（＊）茨城工業高等専門学校に在籍する者のみに関係
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専共通 特別実験（プロジェクト実験） 2年・前期・必修・学修3単位
担当教員 鯉渕 弘資、村上倫子、飛田 敏光、菊池

誠、関口  直俊、ソン キョンミン 、中屋敷
進、滝沢陽三、須田　猛、宮下　美晴、原
嘉昭

連絡先 代表：原 嘉昭
第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 　４コースの学生による混成チームを作り、実験を進める。実験方法、結果などについてプレゼンテーション
を行うと共にそれらの結果を基に各チームで一つのレポートを作成することを原則としている。

到達目標 １．複数の専門分野に係わる基礎的な知識・技術を統合して課題を理解できる。
２．与えられた制約の下で、課題について自主的、継続的に取り組むことができる。
３．共同実験者とのコミュニケーションを通して課題を分析し、問題の解決策を考えることができる。
４．共同実験者との討論結果を一つの報告書にまとめ、発表することができる。
５．エンジニアリングデザインの基本である企画力を発揮できる。

実験テーマ 理解すべき内容 担当者
前
期
ガイダンス（１週） 全体の概要説明。 中屋敷、原
情報発信型プロジェクト(創造デザイン) 第1週. 番組企画：創造デザイン-演習俯瞰

2. 番組計画：課題発見･掘り起し、解決テーマの確定
3. 番組制作：制約条件と複数の解決策の提起
4. 番組評価：最終解決策の提案と具現化
5. 番組発表：成果プレゼンテーション

中屋敷、原

１．光散乱法によるソフトマテリアルのフラク
タル次元測定

第１週：ソフトマテリアルの基礎、光散乱法の基礎、フラクタ
ル次元、について学んだあと、実験を行う。
第２週：実験結果をＰＰＴにまとめ、実験に関連する課題に取
り組む。
第３週：実験結果をＰＰＴにまとめ、実験に関連する課題に取
り組む。
第４週：課題に関する研究調査結果を発表し議論する。

鯉渕

２．金属を知るための簡単な実験 第１週：金属に関する簡単な実験を行い、金属の特性を観察す
る
第２週：熱処理した鋼について、硬さ試験等を行い機械的性質
を調査する
第３週：データ解析および調査
第４週：実験結果についての発表と討論

飛田、菊池

３．電子回路のプリント基板設計と製作（電子
回路のCAD/CAM）

第１週：プリント基板設計と加工機の使い方を理解し，製作す
る回路を議論する。
第２週：電子回路の設計CADを行い、回路シミュレーションを
通して回路動作を理解する。
第３週：プリント基板加工機CAMで基板製作を行う。
第４週：製作したプリント基板の実験結果と回路シミュレーシ
ョン結果について，討論する。

関口、ソン

４．情報システム構築における要件定義と基本
設計プロセスの踏襲

第１週：問題と要求分析、既存システム調査、成功要因策定
第２週：物理･論理構成及び運用の仕様確定、基本設計
第３週：プロジェクトマネジメントの進捗(WBS)とコスト(予算
相見積)管理
第４週：客観的評価と改善策、関係部門への提言、反省

中屋敷、滝
沢

５．水流アスピレーターの減圧最適条件の検討第１週：水流アスピレーターの構造および原理について調べ、
議論する
第２週：水温と圧力の関係を調べ、その結果について討議する
第３週：流水量と圧力の関係を調べ、その結果について討議す
る
第４週：装置の評価結果に基づき、どのような条件が最も効率
の良いものかを検討し、最良の水流アスピレーターを設計する

須田、宮下

発表会（１週） プレゼンテーションにより主張内容を伝える。 担当全教員
履修上の注意 特別実験の単位は１，２年生合わせて３単位を一括認定します。情報発信型プロジェクトに加え、５つのテー

マの中から２テーマを選択します。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ニ）、ホ）、リ）に

対応
JABEE
認定基準

(B-3),(B-4),(B-5),(B-6),(F-1),(a),(d)-(
2),(d)-(3),(e),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書 教科書：配布プリント
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、実験への取り組み状況３０％、グループディスカッションでの発言状況４０％、レポートの内
容３０％で評価し、総合成績６０点以上の者を合格とする。ただし、提出すべきレポートのうち１通でも未提
出のものがある場合には、グループディスカッションの成績を半分とするとともにレポートの成績を0点とし
て、不合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

各コースの学生が入り混じって一つの実験チームを組みます。各自の専門分野を越えたプロジェクトチームに
より実験を進め、チーム内での協力の仕方などを体験的に学習して下さい。事前に目的と内容を十分理解して
臨むこと。

専共通 海外実務研修 2年・集中・必修・学修3単位
担当教員 小堀　繁治、弥生　宗男、弘畑　和秀、石村　

豊穂、原　嘉昭
連絡先 代表：原 嘉昭

第Ⅱ教室棟２階
電話：029-271-2889
e-mail:yohara@ge.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 海外にある企業・事業所でのインターンシップを通して、国際的に活躍できる能力を持つ実践的技術者を育成
する。

到達目標 １．企業における国際化の実態を理解し、グローバルな視野を育てる。
２．学校の枠を超えた、学生間の交流活動を通して、協働および相互理解を実践する。
３．実務上の課題解決を通して、専門的かつ学際的な知識を修得する。
４．実務を通じて外国語によるコミュニケーション能力やプレゼンテーション能力を高める。
５．日本とは異なる文化や習慣を理解する。
６．職場におけるマナー・ルールを学び、それらを遵守する態度を身につける。

学期 授業項目 理解すべき内容
前期 １．本科目は高専機構が実施する「海外シッププログラム」に基づき、派

　　遣される学生を対象としたものである。
２．海外における研修期間は３週間以上であることを原則とする。 
３．事前に説明会を実施するので、派遣が認められた学生は必ず出席する
　　こと。
４．研修修了後、定められた期間までに指定された「研修報告書」を提出
　　すること。

後期
履修上の注意 海外実務研修、実務研修のいずれか1科目修得すること。（＊）
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応（＊） 達成項目 専攻科ホ、リ）に対応（＊

）
JABEE
認定基準

(B-5),(F-1),(f),(g),(h),(i)に対応（＊
）

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研修先機関等が証明する「インターンシップ実施証明書」および参加学生による「研修報告書
」で行い、その成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この科目は、国内では体験できない海外の企業・事業所での研修を通して、豊かな教養と高い能力を身につけ
、国際人として大きく成長することを期待して設けたものであるので、何事にも自発的・積極的に取り組み、
多くのことを学んできて欲しい。実習、研修課題に適切に対応できるように自ら何を学ぶべきか考えて、予習
、復習に取り組むこと。

（＊）茨城工業高等専門学校に在籍する者のみに関係
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専共通 現代数学 II 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 坂内 真三 連絡先 電気電子システム工学科棟3階　電話 029-271-2921

e-mail: sbannai@ge.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 This class will be held in English. 

In this class, we will revisit various concepts treated in the regular course (such as vectors, matrices, linear
transformations) and relearn them in an more abstract setting. The goal of this course is to learn how to think
and get used to thinking in an "abstract setting" through studying "abstract linear algebra". We will also learn
more deeply about bases of vector spaces, representation matrices, diagonalization and Jordan's normal form.   

Furthermore, we will study various applications of linear algebra to real life, and each student will be required
to make a presentation about an application.

The lectures will be given in normal classroom style, but if the number of registered students is small, it may be
changed to a seminar style class.

到達目標 1. To understand vector spaces and linear transformations.
2. To understand the concept of a basis.
3. To understand and to be able to calculate representation matrices.
4. To understand Jordan's normal form.
5. To become able to study mathematics in English.

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 Vector spaces Vector spaces and subspaces. The condition for a set to be a
subspace.

　

第2週 Linear dependence and independence Linear dependence and independence. To be able to
determine Linear dependence and independence.

　

第3週 The maximum number of linearly
independent vectors

To be able to find the maximum number of linearly
independent vectors for a give set of vectors.

　

第4週 Basis and dimension of a vector space Understand the concept of dimension for an abstract vector
space. To be able to find a basis and/or determine the
dimension of a vector space.

　

第5週 Linear transformations The definition of a linear transformation. Able to determine
if a transformation is linear or not.

　

第6週 Representation matrix of a linear
transformation

The definition of a linear transformation. To be able to find
the representation matrix of a linear transformation for a
given basis.

　

第7週 （中間試験） 　
第8週 Eigen values and Eigen vectors

Choosing the topic of presentation
The definition of eigen values and eigen vectors. To be able
to calculate them.

　

第9週 Diagonalization
Interim report of presentation

To be able to understand the process of diagonalization. 　

第10週 Direct sum of vector spaces
Interim report of presentation

The definition of a direct sum. To be able to determine if a
sum of vector spaces is direct or not.

　

第11週 Characteristic polynomials and minimal
polynomials
Interim report of presentation

The definition of minimal polynomials. To be able to
calculate characteristic polynomials and minimal
polynomials.

　

第12週 Generalized eigen spaces
Interim report of presentation

The definition of generalized eigen spaces. To be able to find
a basis for generalized eigen spaces.

　

第13週 Jordan's normal form (1) Jordan's norma l form for nilpotent matrices. 　
第14週 Jordan's normal form (2) Jordan's normal form for general matrices. 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 Presentation Presentation about applications of linear algebra in front of

class.
　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 Course materials will be handed out.

Reference book：H. Anton and C. Rorres, "Elementary linear algebra with supplemental applications",
(Hoboken : John Wiley & Sons )

成績の評価方法
及び合格基準

This class will be graded based on two examinations (70%) and the presentation (30%). The passing grade is
60 points.

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

The prequisites for this course are all of the materials treated in the classes of " 基礎数学I, II", "解析学",
"代数・幾何" of the regular course. Each student should actively study on his own at home and should
participate actively in each lecture. The students are advised to make use of office hours effectively and ask
many questions both in class and at office hours.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 設計工学概論 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 冨永　学、村上倫子 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟３階　

電話：029-271-2993
e-mail：tominaga@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 ものづくり（設計）に携わる技術者には、ニーズを実現する具体的な機械、機器、およびこれらを統合したシ
ステムを構築することが求められる。単にニーズを満足する機能のみでなく、安全性、コスト、社会に及ぼす
影響など、多くの事項について配慮しなければならない。ここでは機械設計を例にして、ものづくりに関する
基本的な事項を扱う。

到達目標 １．設計とは何かが理解できる。　
２．設計における安全の重要性を理解できる。　
３．ものづくりと図面の関係が理解できる。
４．図面と精度の関係が理解できる。
５．材料の強度と剛性が理解できる。
６．ねじと軸の種類や規格、および強度設計ができる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 ガイダンス、設計の基礎 設計の基本的事項を理解する。 　
第2週 信頼性、寿命 信頼性、寿命を理解する。 　
第3週 ものづくりと図面（１） ものづくりと図面の関係を理解する。 　
第4週 ものづくりと図面（２） ものづくりと図面の関係を理解する。 　
第5週 ものづくりと精度（１） 精度と寸法について理解する。 　
第6週 ものづくりと精度（２） 幾何公差と表面粗さを理解する。 　
第7週 図面と精度 図面での精度表現を理解する。 　
第8週 材料の強度と剛性（１） 部材に作用する力、材料の機械敵性質、応力とひずみについ

て理解する。
　

第9週 材料の強度と剛性（２） 曲げとねじりについて理解する。 　
第10週 材料の強度と剛性（３） 応力集中、疲労、許容応力と安全率など部材の破壊について

理解する。
　

第11週 機械要素（ねじの設計１） ねじの基本と規格、ねじの力学について理解する。 　
第12週 機械要素（ねじの設計２） ねじの強度について理解する。 　
第13週 機械要素（軸の設計１） 軸の種類、軸の強度、ねじり剛性と曲げ剛性について理解す

る。
　

第14週 機械要素（軸の設計２） 危険速度の計算とキーの設計、軸継手について理解する。 　
第15週 （期末試験） 期末試験を実施する。 　
第16週 総復習 前期の内容を復習する。 　

履修上の注意 AMコースの学生は履修できません。機械設計の初学者を念頭に講義を進めます。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：塚田忠夫他「機械設計法」（森北出版）
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験験の成績７０％および課題レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上の
者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

シラバスを元に予習をしてください。また、復習では講義資料を参考にして、例題・演習問題を解いてくださ
い。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 現代数学 II 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 坂内 真三 連絡先 電気電子システム工学科棟3階　電話 029-271-2921

e-mail: sbannai@ge.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 This class will be held in English. 

In this class, we will revisit various concepts treated in the regular course (such as vectors, matrices, linear
transformations) and relearn them in an more abstract setting. The goal of this course is to learn how to think
and get used to thinking in an "abstract setting" through studying "abstract linear algebra". We will also learn
more deeply about bases of vector spaces, representation matrices, diagonalization and Jordan's normal form.   

Furthermore, we will study various applications of linear algebra to real life, and each student will be required
to make a presentation about an application.

The lectures will be given in normal classroom style, but if the number of registered students is small, it may be
changed to a seminar style class.

到達目標 1. To understand vector spaces and linear transformations.
2. To understand the concept of a basis.
3. To understand and to be able to calculate representation matrices.
4. To understand Jordan's normal form.
5. To become able to study mathematics in English.

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 Vector spaces Vector spaces and subspaces. The condition for a set to be a
subspace.

　

第2週 Linear dependence and independence Linear dependence and independence. To be able to
determine Linear dependence and independence.

　

第3週 The maximum number of linearly
independent vectors

To be able to find the maximum number of linearly
independent vectors for a give set of vectors.

　

第4週 Basis and dimension of a vector space Understand the concept of dimension for an abstract vector
space. To be able to find a basis and/or determine the
dimension of a vector space.

　

第5週 Linear transformations The definition of a linear transformation. Able to determine
if a transformation is linear or not.

　

第6週 Representation matrix of a linear
transformation

The definition of a linear transformation. To be able to find
the representation matrix of a linear transformation for a
given basis.

　

第7週 （中間試験） 　
第8週 Eigen values and Eigen vectors

Choosing the topic of presentation
The definition of eigen values and eigen vectors. To be able
to calculate them.

　

第9週 Diagonalization
Interim report of presentation

To be able to understand the process of diagonalization. 　

第10週 Direct sum of vector spaces
Interim report of presentation

The definition of a direct sum. To be able to determine if a
sum of vector spaces is direct or not.

　

第11週 Characteristic polynomials and minimal
polynomials
Interim report of presentation

The definition of minimal polynomials. To be able to
calculate characteristic polynomials and minimal
polynomials.

　

第12週 Generalized eigen spaces
Interim report of presentation

The definition of generalized eigen spaces. To be able to find
a basis for generalized eigen spaces.

　

第13週 Jordan's normal form (1) Jordan's norma l form for nilpotent matrices. 　
第14週 Jordan's normal form (2) Jordan's normal form for general matrices. 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 Presentation Presentation about applications of linear algebra in front of

class.
　

学習教育目標 Ａに対応 達成項目 専攻科イ）に対応 JABEE
認定基準

(A-1),(c)に対応

教科書･参考書 Course materials will be handed out.

Reference book：H. Anton and C. Rorres, "Elementary linear algebra with supplemental applications",
(Hoboken : John Wiley & Sons )

成績の評価方法
及び合格基準

This class will be graded based on two examinations (70%) and the presentation (30%). The passing grade is
60 points.

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

The prequisites for this course are all of the materials treated in the classes of " 基礎数学I, II", "解析学",
"代数・幾何" of the regular course. Each student should actively study on his own at home and should
participate actively in each lecture. The students are advised to make use of office hours effectively and ask
many questions both in class and at office hours.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 エネルギー工学概論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 関口 直俊 連絡先 電気電子システム工学科棟１階，電話 : 029-271-2912

e-mail : sekiguti@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 エネルギーシステムの全体像を、人類と地球の2つの視点から、空間的・時間的に説明する。また、一次エネル

ギーである石炭、原油、天然ガスおよびウランの供給特性について説明し、二次エネルギーとしての電力・ガ
ス・石油・熱の供給システムについて、工学的な側面から固有の基本特性について説明する。さらに、世界の
エネルギー需給状況と消費形態の方向性を概観し、21世紀の望ましいエネルギーシステムについて検討する。
最後に、PV、FC、HPシステムの基本構成について説明する。

到達目標 1. エネルギーシステム全体を概観できる。
2. 石炭、原油、天然ガス、ウランの工学的な特性を説明できる。
3. 電力、都市ガス、石油供給、熱供給システムの基本特性が説明できる。
4. 日本の将来エネルギー供給システムのあり方を説明できる。
5. PV、FC、HPシステムの基本構成および動作について説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 エネルギーを巡る人類と地球 人類のエネルギー利用の形態，地球の保有資源の可能性 　
第2週 エネルギーの科学と工学 エネルギーの様々な形態，熱力学の基礎，エネルギー変換の

基礎
　

第3週 一次エネルギーの供給特性　1 石炭・原油の供給 　
第4週 一次エネルギーの供給特性　2 天然ガス・ウラン燃料の供給 　
第5週 二次エネルギー供給システム　1 電力システム 　
第6週 二次エネルギー供給システム　2 都市ガスシステム 　
第7週 二次エネルギー供給システム　3 石油供給システム 　
第8週 二次エネルギー供給システム　4 熱供給システム 　
第9週 エネルギー供給システムの将来　1 21世紀のエネルギー需給 　
第10週 エネルギー供給システムの将来　2 期待されるエネルギー資源・技術 　
第11週 太陽光発電システム1 システム構成，動作原理 　
第12週 太陽光発電システム2 太陽光発電システムの設計 　
第13週 燃料電池システム システム構成，動作原理 　
第14週 ヒートポンプシステム システム構成，動作原理 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 AEコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書:高橋　一弘　編「エネルギーシステム工学概論」（電気学会）
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、期末試験の成績を70%およびレポートの成績を30%として，合計の成績60点以上を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義では、化学・熱・電気エネルギーの分野において、システムに関連する事項を幅広く扱います。特に、
エネルギー利用に関心のある学生は受講してほしい。
講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分
を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 知能システム概論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 飛田 敏光 連絡先 電子制御工学科別棟１階、電話番号029-271-2942

e-mail　tobita@ss.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 計算機を用いた知能システムについて解説する。

知能システムとして、知識制御、ファジー制御、遺伝的アルゴリズム、ニューラルネットワークなどを用いた
システムの構成方法をとりあげ、実用化の手法などについても概説する。

到達目標 １．計算機を用いた知的制御について基礎的な知識を得ること。
２．知能システムの手法について基礎的な知識をえること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 知能システムとは 知能システムとは何かについて理解する。 　
第2週 知能システムの実現方法 知能システムの実現方法について理解する。 　
第3週 計算機と知能システム 知能システムへの計算機応用について理解する。 　
第4週 システムのモデリング 知能システムの構築に必要なシステムのモデリング手法につ

いて理解する。
　

第5週 確率的なシステムと決定論的なシステム 確率的なモデルに基づくシステムと決定論的なモデルに基づ
くシステムについて理解する。

　

第6週 学習制御 学習制御の基礎について理解する。 　
第7週 ファジー制御 ファジー制御の基礎について理解する。 　
第8週 ニューラルネットワーク ニューラルネットワークの基礎について理解する。 　
第9週 遺伝的アルゴリズム 遺伝的アルゴリズムの基礎について理解する。 　
第10週 自律分散制御による制御 自律分散制御について理解する。 　
第11週 通信を用いた知能システムの問題点 通信を用いた知能システムの問題点について理解する。 　
第12週 知能システムのヒューマンインターフェイ

ス及びその他の技法
知能システムのヒューマンインターフェイスとその他の知的
制御の技法について理解する。

　

第13週 知能機械とその周辺問題 知能機械とその周辺問題について理解する。 　
第14週 ロボットとヒューマンインターフェイス 知能システムとしてのロボットおよびそのヒューマンインタ

ーフェイスの概要を理解する。
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 これまでの総復習を行い、知能システムの基礎および応用方

法についてまとめる。
　

履修上の注意 AIコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：プリントを使用する。
参考書：田中一男編著「インテリジェント制御システム」（共立出版）
猪岡　光他著「知能制御」（講談社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、期末試験で行い、成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

この講義では、知能システムについて概説するにとどまるが、自律的に行動し、進化・学習を行うシステムも
比較的簡単に構築できることを学んでください。特に予習は必要ありませんが、授業中配布するプリントで指
示する演習問題等をしっかり解いて授業の復習をしてください。
また、さらなる学習のために、紹介した参考図書を活用してください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専共通 エネルギー工学概論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 関口 直俊 連絡先 電気電子システム工学科棟１階，電話 : 029-271-2912

e-mail : sekiguti@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 エネルギーシステムの全体像を、人類と地球の2つの視点から、空間的・時間的に説明する。また、一次エネル

ギーである石炭、原油、天然ガスおよびウランの供給特性について説明し、二次エネルギーとしての電力・ガ
ス・石油・熱の供給システムについて、工学的な側面から固有の基本特性について説明する。さらに、世界の
エネルギー需給状況と消費形態の方向性を概観し、21世紀の望ましいエネルギーシステムについて検討する。
最後に、PV、FC、HPシステムの基本構成について説明する。

到達目標 1. エネルギーシステム全体を概観できる。
2. 石炭、原油、天然ガス、ウランの工学的な特性を説明できる。
3. 電力、都市ガス、石油供給、熱供給システムの基本特性が説明できる。
4. 日本の将来エネルギー供給システムのあり方を説明できる。
5. PV、FC、HPシステムの基本構成および動作について説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 エネルギーを巡る人類と地球 人類のエネルギー利用の形態，地球の保有資源の可能性 　
第2週 エネルギーの科学と工学 エネルギーの様々な形態，熱力学の基礎，エネルギー変換の

基礎
　

第3週 一次エネルギーの供給特性　1 石炭・原油の供給 　
第4週 一次エネルギーの供給特性　2 天然ガス・ウラン燃料の供給 　
第5週 二次エネルギー供給システム　1 電力システム 　
第6週 二次エネルギー供給システム　2 都市ガスシステム 　
第7週 二次エネルギー供給システム　3 石油供給システム 　
第8週 二次エネルギー供給システム　4 熱供給システム 　
第9週 エネルギー供給システムの将来　1 21世紀のエネルギー需給 　
第10週 エネルギー供給システムの将来　2 期待されるエネルギー資源・技術 　
第11週 太陽光発電システム1 システム構成，動作原理 　
第12週 太陽光発電システム2 太陽光発電システムの設計 　
第13週 燃料電池システム システム構成，動作原理 　
第14週 ヒートポンプシステム システム構成，動作原理 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 AEコースの学生は履修できません。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書:高橋　一弘　編「エネルギーシステム工学概論」（電気学会）
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、期末試験の成績を70%およびレポートの成績を30%として，合計の成績60点以上を合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義では、化学・熱・電気エネルギーの分野において、システムに関連する事項を幅広く扱います。特に、
エネルギー利用に関心のある学生は受講してほしい。
講義ノートの内容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分
を予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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専共通 バイオテクノロジー概論 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 鈴木 康司 連絡先 物質工学科棟４階、電話029-271-2989

e-mail：ksuzuki@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 生物を工業に応用するバイオテクノロジーは、21世紀の産業の重要な科学技術である。ここでは、生化学の基

本的事項から始め、遺伝子の構造、タンパク質の生合成機構、生体の免疫機構の基礎を学習する。その後、分
子レベルで遺伝子工学技術の原理を理解した上で、バイオテクノロジーの産業界での活用例を講義する。

到達目標 １．基本的な生化学、特にタンパク質の生合成機構を理解すること。
２．外来遺伝子を発現させるために必要な技術、試薬（酵素）を理解し、説明できるようになること。
３．動植物のバイオテクノロジーの現状を理解すること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 １．生化学の基本事項
　（１）バイオテクノロジーとは

バイオテクノロジーが、我々の生活にどうのように生かされ
ているのか理解する

　

第2週 　（２）生物と生化学 生物の定義、ATP、生命の起源とは何か理解する 　 　
第3週 　（３）糖とその代謝 糖の代謝とエネルギー獲得（ＴＣＡ回路、呼吸鎖）について

理解する
　

第4週 　（４）脂質とその代謝 脂質の代謝とエネルギー獲得（β－酸化）について理解する　
第5週 　（５）アミノ酸とタンパク質 生体アミノ酸の特性とタンパク質の構造、役割について理解

する
　

第6週 　（６）遺伝子とＤＮＡ 遺伝子の役割、ＤＮＡとＲＮＡ遺伝情報の伝達機構について
理解する

　

第7週 　（７）タンパク質の生合成 セントラルドグマとタンパク質の生合成について理解する 　
第8週 ２．ヒトの遺伝学 体細胞分裂、減数分裂の違いと遺伝の法則について理解する　
第9週 ３．ヒトの免疫学 免疫機構とワクチンの概念について理解する 　
第10週 ４．バイオテクノロジー

　（１）バイオテクノロジーの概要
微生物の利用（醸造食品、抗生物質、環境浄化）について理
解する

　

第11週 　（２）遺伝子組換え技術とその原理 外来遺伝子を発現させる技術、試薬（酵素）について理解す
る

　

第12週 　（３）遺伝子組換え技術の応用 遺伝子組換え技術の応用について理解する 　
第13週 　（４）植物のバイオテクノロジー 植物の細胞融合、遺伝子組換え食品等について理解する 　
第14週 　（５）動物のバイオテクノロジー 万能細胞（ES、iPS細胞）、クローン動物等について理解す

る
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 ＡＣコースの学生は履修できません。また受講生の理解度に応じて上記シラバスを若干変更することもありま
す。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：鈴木　孝二　「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）
参考書：泉谷　信夫　他「生物化学序説　第２版」（化学同人）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績を８０％、小テストの総点を２０％として、合計の成績が６０点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義は、生物学をほとんど履修していない受講生を意識しています。内容があまりバイオテクノロジーの専
門にならぬように留意し、生化学、生物工学、遺伝学、免疫学の全体像が見えるように工夫しました。講義ノ
ートの内容を見直し、講義に関する課題等が出された時は、それを解いておいてください。講義で示した次回
予定の部分を予習しておいてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AMコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 鯉渕 弘資、柴田 裕一、金成　守康、小沼

弘幸、小野寺　礼尚
連絡先 代表: 小堀　繁治

機械システム棟１階、電話:029-271-2893
e-mail:kobori@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 一つの研究課題に取り組み、与えられた期間内で研究計画の立案、理論解析、実験および得られたデータの解
析と評価、それらをまとめて発表するプレゼンテーション能力などを修得する。併せて、研究成果を論文とし
てまとめあげていく過程を通して知識・技術を統合し発展させていく基本能力を養う。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 3角形分割された膜モデルを用いたコラーゲン組織の数値シミュレーション 鯉渕
2 マイクロチャンネル内のアイスプラグ 柴田
3 等方加圧による有機半導体薄膜の 高密度化・高強度化に関する研究
～CuPcﾄﾞﾗｲﾌﾟﾛｾｽ膜からPMMA ｳｪｯﾄﾌﾟﾛｾｽ膜への応用展開～

金成

4 磁気浮上技術およびその流体機械などへの応用に関する研究 小沼
履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

研究遂行状況を３０％、論文内容を４０％、発表能力を３０％で評価し、総合評価が６０点以上の場合を合格
とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。

専共通 バイオテクノロジー概論 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 鈴木 康司 連絡先 物質工学科棟４階、電話029-271-2989

e-mail：ksuzuki@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 生物を工業に応用するバイオテクノロジーは、21世紀の産業の重要な科学技術である。ここでは、生化学の基

本的事項から始め、遺伝子の構造、タンパク質の生合成機構、生体の免疫機構の基礎を学習する。その後、分
子レベルで遺伝子工学技術の原理を理解した上で、バイオテクノロジーの産業界での活用例を講義する。

到達目標 １．基本的な生化学、特にタンパク質の生合成機構を理解すること。
２．外来遺伝子を発現させるために必要な技術、試薬（酵素）を理解し、説明できるようになること。
３．動植物のバイオテクノロジーの現状を理解すること。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 １．生化学の基本事項
　（１）バイオテクノロジーとは

バイオテクノロジーが、我々の生活にどうのように生かされ
ているのか理解する

　

第2週 　（２）生物と生化学 生物の定義、ATP、生命の起源とは何か理解する 　 　
第3週 　（３）糖とその代謝 糖の代謝とエネルギー獲得（ＴＣＡ回路、呼吸鎖）について

理解する
　

第4週 　（４）脂質とその代謝 脂質の代謝とエネルギー獲得（β－酸化）について理解する　
第5週 　（５）アミノ酸とタンパク質 生体アミノ酸の特性とタンパク質の構造、役割について理解

する
　

第6週 　（６）遺伝子とＤＮＡ 遺伝子の役割、ＤＮＡとＲＮＡ遺伝情報の伝達機構について
理解する

　

第7週 　（７）タンパク質の生合成 セントラルドグマとタンパク質の生合成について理解する 　
第8週 ２．ヒトの遺伝学 体細胞分裂、減数分裂の違いと遺伝の法則について理解する　
第9週 ３．ヒトの免疫学 免疫機構とワクチンの概念について理解する 　
第10週 ４．バイオテクノロジー

　（１）バイオテクノロジーの概要
微生物の利用（醸造食品、抗生物質、環境浄化）について理
解する

　

第11週 　（２）遺伝子組換え技術とその原理 外来遺伝子を発現させる技術、試薬（酵素）について理解す
る

　

第12週 　（３）遺伝子組換え技術の応用 遺伝子組換え技術の応用について理解する 　
第13週 　（４）植物のバイオテクノロジー 植物の細胞融合、遺伝子組換え食品等について理解する 　
第14週 　（５）動物のバイオテクノロジー 万能細胞（ES、iPS細胞）、クローン動物等について理解す

る
　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 ＡＣコースの学生は履修できません。また受講生の理解度に応じて上記シラバスを若干変更することもありま
す。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ニ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-3),(d)-(1),(d)-(3)に対応

教科書･参考書 教科書：鈴木　孝二　「新課程フォトサイエンス生物図録」（数研出版）
参考書：泉谷　信夫　他「生物化学序説　第２版」（化学同人）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績を８０％、小テストの総点を２０％として、合計の成績が６０点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義は、生物学をほとんど履修していない受講生を意識しています。内容があまりバイオテクノロジーの専
門にならぬように留意し、生化学、生物工学、遺伝学、免疫学の全体像が見えるように工夫しました。講義ノ
ートの内容を見直し、講義に関する課題等が出された時は、それを解いておいてください。講義で示した次回
予定の部分を予習しておいてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AMコース 応用熱力学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 澁澤健二 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟１階

電話029-271-2899
e-mail：shibusawa@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 応用熱力学として熱統計力学を学ぶ。各学習項目は、熱統計力学の基礎事項から構成されているため、これら
を学ぶことにより、ボルツマンの衝突方程式、分配関数、およびアインシュタインの比熱モデルなどを理解で
きる。

到達目標 １．ボルツマン方程式を理解する。
２．分配関数を理解する。
３．アインシュタインの比熱モデルを理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 熱力学第一法則 熱力学第一法則について学ぶ。 　
第2週 熱力学第二法則 熱力学第二法則について学ぶ。 　
第3週 化学ポテンシャル 化学ポテンシャルについて理解する。 　
第4週 分子運動論 分子運動論について理解する。 　
第5週 マクスウェルの速度分布則 マクスウェルの速度分布則について理解する。 　
第6週 エネルギーの等分配則 エネルギーの等分配則の考え方を学ぶ。 　
第7週 理想気体 理想気体の内部エネルギーについて学ぶ。 　
第8週 位相空間における分布関数 位相空間における分布関数について理解する。 　
第9週 ボルツマンの衝突方程式 ボルツマンの衝突方程式による取り扱い方を学ぶ。 　
第10週 古典統計力学 古典統計力学について理解する。 　
第11週 エルゴード仮説 エルゴード仮説について理解する。 　
第12週 分配関数 分配関数について理解する。 　
第13週 アインシュタインの比熱モデル アインシュタインの比熱モデルについて学ぶ。 　
第14週 単原子分布と２原子分子の比熱 単原子分子と２原子分子の比熱について学ぶ。 　
第15週 （期末試験） 期末試験を実施。 　
第16週 総復習 授業の内容を復習する。 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、 ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：阿部龍蔵「熱統計力学」（裳華房）
演習書：阿部龍蔵「基礎演習シリーズ　熱統計力学」（裳華房）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績８０％、レポートの成績２０％で評価し、平均の成績が６０点以上の者を合格
とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ熱力学などの基礎知識があれば、本講義における講義内容を十分理解できます。講義ノートの内
容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておく
こと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専－ 82



AMコース 応用計測工学 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 池田 耕 連絡先 機械システム工学科別棟、

電話029-271-2898
e-mail : koh@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 In this class you will learn the optics and application of optics for mechanical instrumentations. You will learn
Maxwell's equations, reflection, refraction, propagation of the light, interferometry and so forth.   
Part of this class will held in English

到達目標 Learn fundermental of the wave optics.
Learn how to hundle optical instrumentations.

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 ray optics learn how to treat ray 　

第2週 Fourier transform learn Fourier transform 　
第3週 wave optics 1 learn propagation of the light from the Maxwell's equation 　
第4週 wave optics 2 learn diffraction 　
第5週 Fourier optics learn relation between Fourier transform and transform by

lens
　

第6週 Laser lean how to amplify light 　
第7週 Coherence and interference lean concept of the coherence 　
第8週 Thermal Radiation and Spectra As light source, learn how thermal radiation and spectra

works.
　

第9週 Optical instrumentation learn list of the optical components 　
第10週 Optical sensor lear how optical sensor works. 　
第11週 Interferometer learn systems of interferometer 　
第12週 Doppler shift learn instrumentation system using optical doppler shift 　
第13週 Polarization learn instrumentaiton system using polarization 　
第14週 Non linear optics lean instrumentation system using Non linear optics 　
第15週 （期末試験） 期末試験を行う。 　
第16週 総復習 前期の内容を復習する。 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 Grant R. Fowles, "Introduction to Modern Optics" Doverbooks
成績の評価方法
及び合格基準

定期試験80％レポート20％にて評価を行い、合格基準を60点以上とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

Required: wave term in physics, fundamentals of instrumentation.
Home work: Read textbooks before and after class.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AMコース 応用熱力学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 澁澤健二 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟１階

電話029-271-2899
e-mail：shibusawa@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 応用熱力学として熱統計力学を学ぶ。各学習項目は、熱統計力学の基礎事項から構成されているため、これら
を学ぶことにより、ボルツマンの衝突方程式、分配関数、およびアインシュタインの比熱モデルなどを理解で
きる。

到達目標 １．ボルツマン方程式を理解する。
２．分配関数を理解する。
３．アインシュタインの比熱モデルを理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 熱力学第一法則 熱力学第一法則について学ぶ。 　
第2週 熱力学第二法則 熱力学第二法則について学ぶ。 　
第3週 化学ポテンシャル 化学ポテンシャルについて理解する。 　
第4週 分子運動論 分子運動論について理解する。 　
第5週 マクスウェルの速度分布則 マクスウェルの速度分布則について理解する。 　
第6週 エネルギーの等分配則 エネルギーの等分配則の考え方を学ぶ。 　
第7週 理想気体 理想気体の内部エネルギーについて学ぶ。 　
第8週 位相空間における分布関数 位相空間における分布関数について理解する。 　
第9週 ボルツマンの衝突方程式 ボルツマンの衝突方程式による取り扱い方を学ぶ。 　
第10週 古典統計力学 古典統計力学について理解する。 　
第11週 エルゴード仮説 エルゴード仮説について理解する。 　
第12週 分配関数 分配関数について理解する。 　
第13週 アインシュタインの比熱モデル アインシュタインの比熱モデルについて学ぶ。 　
第14週 単原子分布と２原子分子の比熱 単原子分子と２原子分子の比熱について学ぶ。 　
第15週 （期末試験） 期末試験を実施。 　
第16週 総復習 授業の内容を復習する。 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、 ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：阿部龍蔵「熱統計力学」（裳華房）
演習書：阿部龍蔵「基礎演習シリーズ　熱統計力学」（裳華房）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績８０％、レポートの成績２０％で評価し、平均の成績が６０点以上の者を合格
とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科で学んだ熱力学などの基礎知識があれば、本講義における講義内容を十分理解できます。講義ノートの内
容を見直し、講義に関係する例題・演習問題を解いておくこと。講義で示した次回予定の部分を予習しておく
こと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専－ 83



AMコース 画像工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 冨永 学 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟３階

電話 029-271-2993
e-mail：tominaga@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 機械システムにエレクトロニクス技術を融合させたメカトロニクスなどの分野で、画像技術を応用するときに
必要とされる画像システムや画像処理についての基本事項を扱う。　

到達目標 １．アナログ画像からディジタル画像への変換の基本操作である標本化および量子化を習得する。
２．画像処理技術の基本となるフーリエ解析、周波数領域と空間領域でのフィルタ処理を習得する。
３．基本的な画像処理である濃度画像処理を習得する。
４．計算機による画像処理の実際を習得する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 画像工学とは 人間の視覚機能、画像と画像処理、ビジョンシステムを理解
する。

　

第2週 画像の表現 アナログ画像とディジタル画像、標本化と量子化、AD変換
と画質、色の表現とカラー画像、画像データの表現方式とフ
ァイル形式を理解する。

　

第3週 画像処理システム 画像処理システムの構成、画像の入出力装置を理解する。 　
第4週 画像処理（１） 三角関数と複素指数関数，直交ベクトルと直交関数，フーリ

エ級数を理解する。
　

第5週 画像処理（２） 複素フーリエ級数、画像信号表現と複素正弦波信号を理解す
る。

　

第6週 画像処理（３） 離散的フーリエ変換，標本化定理を理解する。 　
第7週 画像処理（４） 周波数領域でのフィルタ処理を理解する。 　
第8週 画像処理（５） 空間領域でのフィルタ処理とコンボリューション演算を理解

する。
　

第9週 画像処理（６） インパルス応答と線形シフト不変、周波数領域と空間領域の
フィルタを理解する。

　

第10週 濃淡画像処理（１） コントラスト変換、平滑化とフィルター処理の関係を理解す
る。

　

第11週 濃淡画像処理（２） 鮮鋭化，エッジおよび線の検出とフィルター処理の関係を理
解する。

　

第12週 画像処理の実際（１） 計算機による画像処理の実際を理解する。 　
第13週 画像処理の実際（２） 計算機による画像処理の実際を理解する。 　
第14週 画像処理の実際（３） 計算機による画像処理の実際を理解する。 　
第15週 （期末試験） 期末試験を実施する。 　
第16週 総復習 前期の内容を復習する。 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：末松良一ら著「画像処理工学（改訂版）」（コロナ社）
参考書：船越満明「キーポイント　フーリエ解析」（岩波書店）、高木幹夫ら監修「画像解析ハンドブック」
（東京大学出版会）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験験の成績７０％、および課題レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上
の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

画像処理技術を特別研究などに応用しようと考えている学生は、積極的に受講してほしい。
予習：次回の授業項目に該当する教科書の内容に目を通すこと．
復習：講義ノートの内容を見直し、課題を解いて，期限までに完成させること。必要に応じて、本科の数学（
基礎数学、代数・幾何、解析学、応用数学）を復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

専－ 84



AMコース 技術英語AM 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 加藤 文武 連絡先 第II教室棟1階，電話 029-271-2896

e-mail : katobnbf@mech.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 Learning for technical terms, idioms and expressions in the field of science and technology in English.

Comprehension for recent contents of science and technology in English
到達目標 1. Learning technical term in English

2. Comprehension for contents(technical paper and so on) of science and technology in English
3. Learning technical expressions for presentation in English

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 　comprehension for technical English
presentation １

　learnig about technical presentation in English 　

第2週 　training for technical english １ 　learnig about technical terms and phrases 　
第3週 　comprehension for technical English

presentation ２
　learnig about technical presentation in English 　

第4週 　training for technical english ２ learnig about technical terms and idioms 　
第5週 　comprehension for technical English

presentation ３
　learnig about technical presentation in English 　

第6週 　training for technical english ３ learnig about technical terms and phrases 　
第7週 （中間試験）当科目は期末にレポート課題

提出を行う。
review of the class 　

第8週 　comprehension for technical English
presentation ４

　learnig about technical presentation in English 　

第9週 　training for technical english ４ learnig about technical terms and phrases 　
第10週 　comprehension for technical English

presentation ４
　learnig about technical presentation in English 　

第11週 　training for technical english ５ learnig about technical terms and idioms 　
第12週 　comprehension for technical English

presentation ５
　learnig about technical presentation in English 　

第13週 　training for technical english ６ learnig about technical terms and phrases 　
第14週 　comprehension for technical English

presentation ６
　learnig about technical presentation in English 　

第15週 （期末試験）当科目はレポート課題提出を
行う。

review of the class 　

第16週 　review review of the class 　
学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE

認定基準
(F-2)，(f)に対応

教科書･参考書 TOEICテスト新公式問題集 Vol.4 (Educational Testing 国際ビジネスコミュニケーション協会)
成績の評価方法
及び合格基準

トレーニングにおける評価７０％、および提出された課題レポートの内容３０％をもとに行う。ただし、提出
すべきレポートのうち未提出のものがある場合には不合格とする。総合評価が６０点以上のものを合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

Reading and listening are input, writing and speaking are output. Good input makes good output. To support
these
activities, always be aware with contents/information in English in daily life.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AMコース 画像工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 冨永 学 連絡先 機械システム・電子制御工学科棟３階

電話 029-271-2993
e-mail：tominaga@mech.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 機械システムにエレクトロニクス技術を融合させたメカトロニクスなどの分野で、画像技術を応用するときに
必要とされる画像システムや画像処理についての基本事項を扱う。　

到達目標 １．アナログ画像からディジタル画像への変換の基本操作である標本化および量子化を習得する。
２．画像処理技術の基本となるフーリエ解析、周波数領域と空間領域でのフィルタ処理を習得する。
３．基本的な画像処理である濃度画像処理を習得する。
４．計算機による画像処理の実際を習得する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 画像工学とは 人間の視覚機能、画像と画像処理、ビジョンシステムを理解
する。

　

第2週 画像の表現 アナログ画像とディジタル画像、標本化と量子化、AD変換
と画質、色の表現とカラー画像、画像データの表現方式とフ
ァイル形式を理解する。

　

第3週 画像処理システム 画像処理システムの構成、画像の入出力装置を理解する。 　
第4週 画像処理（１） 三角関数と複素指数関数，直交ベクトルと直交関数，フーリ

エ級数を理解する。
　

第5週 画像処理（２） 複素フーリエ級数、画像信号表現と複素正弦波信号を理解す
る。

　

第6週 画像処理（３） 離散的フーリエ変換，標本化定理を理解する。 　
第7週 画像処理（４） 周波数領域でのフィルタ処理を理解する。 　
第8週 画像処理（５） 空間領域でのフィルタ処理とコンボリューション演算を理解

する。
　

第9週 画像処理（６） インパルス応答と線形シフト不変、周波数領域と空間領域の
フィルタを理解する。

　

第10週 濃淡画像処理（１） コントラスト変換、平滑化とフィルター処理の関係を理解す
る。

　

第11週 濃淡画像処理（２） 鮮鋭化，エッジおよび線の検出とフィルター処理の関係を理
解する。

　

第12週 画像処理の実際（１） 計算機による画像処理の実際を理解する。 　
第13週 画像処理の実際（２） 計算機による画像処理の実際を理解する。 　
第14週 画像処理の実際（３） 計算機による画像処理の実際を理解する。 　
第15週 （期末試験） 期末試験を実施する。 　
第16週 総復習 前期の内容を復習する。 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：末松良一ら著「画像処理工学（改訂版）」（コロナ社）
参考書：船越満明「キーポイント　フーリエ解析」（岩波書店）、高木幹夫ら監修「画像解析ハンドブック」
（東京大学出版会）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験験の成績７０％、および課題レポートの成績３０％で行い、合計の成績が６０点以上
の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

画像処理技術を特別研究などに応用しようと考えている学生は、積極的に受講してほしい。
予習：次回の授業項目に該当する教科書の内容に目を通すこと．
復習：講義ノートの内容を見直し、課題を解いて，期限までに完成させること。必要に応じて、本科の数学（
基礎数学、代数・幾何、解析学、応用数学）を復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AEコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 鯉渕　弘資、菊池　誠、小沼　弘幸、長洲　正

浩、成　慶珉、山口　一弘、原　嘉昭、小野寺
　礼尚、佐藤　桂輔、岡本　修、丸山　智章、
安細　勉、弥生　宗男、澤畠　淳二、三宅　晶
子

連絡先 代表：弥生 宗男
電子情報工学科棟1階 TEL: 029-271-2957
e-mail: yayoi@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 ・非接触交流電圧検出器の基礎研究　 ・SiC-MOSFETのデッドタイムレス制御 長洲
2 ・電磁界共鳴電力伝送を用いたゲート駆動の基礎検討　 ・搬送車における自動制御システムの開発　
・LLC共振DCDCコンバータの出力電圧制御法に関する検討　
・IoT技術を用いた遠隔電力制御システムに関する研究

成

3 ・PHITSによる放射線治療計画ソフトウェア教材のための吸収線量データの作成　
・雷雲ガンマ線観測における解析システムの構築　 ・半導体素子に対する宇宙線の影響

三宅

4 ・医療画像に対する情報セキュリティの研究　 ・緊急搬送システムにおける情報セキュリティ技術 丸山・安細
5 ・画像処理を用いた歩行支援システムの提案 丸山・安細
6 ・コバルトを含むIn2O3の作製および磁気特性 佐藤(桂)
7 ・ラジアル型セルフベアリングモータの5軸磁気支持制御方法に関する研究 小沼

履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況30%、論文内容40%、発表能力30%で行い、総合成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。

専－ 86



AEコース 電子物性工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 若松　孝 連絡先 電気電子システム工学科棟２階，TEL 029-271-2918

E-mail: wakamatu@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 電気電子材料の中で使用されている金属、半導体、及び機能性電子材料などの特性を理解する上で、必要な微

視的な視点、すなわち電子の物性について解説する。
到達目標 金属、半導体、及び機能性電子材料などにおける電子の振る舞いを古典的および量子論的に説明できる。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 [1]化学結合(1) 原子の電子軌道、分子軌道 　
第2週 　 化学結合(2) σ結合とπ結合 　
第3週 [2]電子伝導　古典的電子伝導モデル(1) 電場中の自由電子の運動、ドリフト速度、移動度 　
第4週 　 古典的電子伝導モデル(2) 緩和時間、抵抗率の温度依存性 　
第5週 　 量子論的電子伝導モデル(1) 金属の自由電子モデル、フェルミ・ディラック分布 　
第6週 　 量子論的電子伝導モデル(2) 電子の運動方程式、有効質量、フェルミ準位 　
第7週 　 量子論的電子伝導モデル(3) エネルギーバンド理論 　

第8週 [3]半導体　1.半導体のエネルギーバンド 真性半導体と不純物半導体のエネルギーバンド構造 　
第9週 　 2.半導体の電気伝導 半導体におけるキャリア伝導 　
第10週 　 3.ｐｎ接合 pn接合の整流性 　
第11週 [4]機能性電子材料(1) 強誘電体と液晶 　
第12週 　 機能性電子材料(2) 磁性材料とその応用 　
第13週 　 機能性電子材料(3) 有機電子材料とその応用 　
第14週 　 機能性電子材料(4) 機能性高分子とその応用 　
第15週 （期末試験） 実施しない 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、1年生の受講も可能です。
開講されている年度については，授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 適宜プリントを配布する。
参考書：松澤、高橋、斉藤「新版電子物性」(森北出版)、
　岩本「電気電子物性工学」(数理工学社)、
　ハリソン「固体の電子構造と物性―化学結合の物理―」（現代工学社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、課題レポートで行い、成績が60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本科と専攻科１年次に学習した電磁気学、電気電子材料、化学に関する知識を前提にして講義するので、理解
できなかった事項を各自復習しておくこと。講義ノートや配布プリントの内容を受講前に見直し、指示された
例題や演習問題を解いておくこと。また、講義で指示された式の導出や語句などの調査については、次回講義
までに各自行っておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AEコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 鯉渕　弘資、菊池　誠、小沼　弘幸、長洲　正

浩、成　慶珉、山口　一弘、原　嘉昭、小野寺
　礼尚、佐藤　桂輔、岡本　修、丸山　智章、
安細　勉、弥生　宗男、澤畠　淳二、三宅　晶
子

連絡先 代表：弥生 宗男
電子情報工学科棟1階 TEL: 029-271-2957
e-mail: yayoi@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 ・非接触交流電圧検出器の基礎研究　 ・SiC-MOSFETのデッドタイムレス制御 長洲
2 ・電磁界共鳴電力伝送を用いたゲート駆動の基礎検討　 ・搬送車における自動制御システムの開発　
・LLC共振DCDCコンバータの出力電圧制御法に関する検討　
・IoT技術を用いた遠隔電力制御システムに関する研究

成

3 ・PHITSによる放射線治療計画ソフトウェア教材のための吸収線量データの作成　
・雷雲ガンマ線観測における解析システムの構築　 ・半導体素子に対する宇宙線の影響

三宅

4 ・医療画像に対する情報セキュリティの研究　 ・緊急搬送システムにおける情報セキュリティ技術 丸山・安細
5 ・画像処理を用いた歩行支援システムの提案 丸山・安細
6 ・コバルトを含むIn2O3の作製および磁気特性 佐藤(桂)
7 ・ラジアル型セルフベアリングモータの5軸磁気支持制御方法に関する研究 小沼

履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況30%、論文内容40%、発表能力30%で行い、総合成績が60点以上の者を合格とす
る。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AEコース 電子材料特論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 弥生 宗男 連絡先 電子情報工学科棟１階　電話029-271-2957

e-mail: yayoi@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本講義では磁性材料を中心に扱う。磁性材料は、金属、半導体、誘電体を含み、多様な特性をもつ。ここでは

、物性、デバイス応用、材料作製法、分析法等を解説し、磁性材料をとおして、一般の電子材料の作製や評価
等の基礎を学ぶ。

到達目標 １．磁性材料の物性を説明できる。
２．材料の作製法、評価方法を説明できる。
３．磁性材料の応用を説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 物質の磁性（１） 反磁界を説明し、簡単な形状に対して反磁界係数を決定でき
る。各種磁性を定性的に説明できる。また、原子の磁気モー
メントを説明できる。

　

第2週 物質の磁性（２） Langevin常磁性理論からCurieの法則を説明できる。Weiss理
論や交換相互作用から強磁性を説明できる。

　

第3週 物質の磁性（３） 磁気異方性の種類を説明でき、結晶磁気異方性定数から磁化
容易軸を決定できる。また、磁歪を説明できる。

　

第4週 物質の磁性（４） 静的磁化過程を定性的に説明できる。LLG運動方程式を理解
し、簡単な問題に応用できる。

　

第5週 ソフト磁性材料 高透磁率磁性材料に求められる特性を説明できる。また、合
金材料やフェライト材料とその作製法等を説明できる。

　

第6週 ハード磁性材料と特殊磁性材料 永久磁石材料の特性とその作製法を説明できる。ピンニング
形とニュークリエーション形磁石の減磁曲線を説明できる。
また、磁歪材料等を説明できる。

　

第7週 薄膜磁性材料（１） 蒸着法やスパッタ法等の薄膜化技術を説明できる。一軸磁化
回転をもつ磁性薄膜において、磁化スイッチを定量的に説明
できる。

　

第8週 薄膜磁性材料（２） 多層膜、人工格子膜の特性を説明できる。また、磁気抵抗効
果とその応用を説明できる。

　

第9週 磁気センサ 磁界センサ、位置センサ等の動作原理を説明できる。 　
第10週 光磁気（１） 磁気光学効果を説明できる。Maxwellの方程式を用いて、旋

光性や円二色性の起源を説明できる。
　

第11週 光磁気（２） 光アイソレータや光サーキュレータ等の光磁気デバイスの動
作原理を説明できる。

　

第12週 分析法（１） 電子材料の分析法を説明できる。 　
第13週 磁性薄膜作製 スパッタ法を用いて磁性薄膜を作製し、その磁化特性等を測

定することで、これらの作製法と分析法を説明できるように
する。

　

第14週 分析法（２） 磁性薄膜特有の特性について、実験結果を踏まえて検討し、
磁性薄膜の評価方法について説明できるようにする。

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：電気学会マグネティックス技術委員会　編「改訂　磁気工学の基礎と応用」（コロナ社）
参考書：小間　篤　編　「実験物理学講座」（丸善）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％及びレポートの成績20％で行い、それらの合計の成績が60点以上の者を
合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義は、電磁気学や量子力学等の物理、電子物性・電子材料等の電気電子工学の知識をベースにしており、
これらの知識を修得していることを前提に実施します。配布プリントはノート代わりにせず、講義ノートを作
成したり、例題・問題を解いたりして復習すること。次回の講義内容と予習内容を示すので準備すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AEコース センサー工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 若松　孝 連絡先 電気電子システム工学科棟２階，TEL 029-271-2918

E-mail: wakamatu@ee.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 広く用いられている各種センサ素子(光センサ、温度センサ、磁気センサ、圧力センサ、化学センサ)を取り上げ

、それらの材料特性に基づく動作原理や各センサの使用方法について解説する。
到達目標 代表的なセンサ素子の動作原理をそれらの材料特性から理解し、センサに関する基礎知識を修得する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 [1]センサとは センサの機能、センサシステム 　
第2週 [2]半導体の性質　1.半導体 導電率とその温度依存性、半導体原子の電子配置、結晶構造　
第3週 　 2.エネルギー帯図と電気伝導 不純物半導体、エネルギー帯の形成,電気伝導 　
第4週 　 3.pn接合の構造と電気特性 フェルミ準位、pｎ接合構造、pｎ接合のエネルギー帯、整流

性
　

第5週 [3]光センサ　1.光導電効果 光の性質、光導電効果 　
第6週 　 2.フォトダイオード 光起電力効果、フォトダイオードの構造と光電流 　
第7週 　 3.光センサの種類と使用法 光導電形センサと光起電力形センサ、光センサの使用法 　
第8週 [4]温度センサ 金属や半導体の導電率の温度依存性、金属抵抗体温度センサ　
第9週 [5]磁気センサ　1.ホール効果とホール素子 ローレンツ力、ホール効果 　
第10週 　 2.磁気抵抗効果と磁気抵抗素子 磁気抵抗効果、磁気抵抗素子 　
第11週 [6]圧力センサ　1.ひずみと圧力センサ ひずみによる抵抗値変化、ひずみゲージ 　
第12週 　 2.圧電効果とセンサ応用 強誘電体と圧電効果、圧電センサ 　
第13週 [7]化学センサ 化学センサの種類、化学センサ材料 　
第14週 [8]センサ計測 センサ信号の増幅、AD変換 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書:稲荷「基礎センサ工学」(コロナ社)
参考書:電気学会専門委員会編「センサ材料-基礎と応用-」(コロナ社)

成績の評価方法
及び合格基準

成績は、課題レポート20％、期末試験80％で評価し、60点以上を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

センサ素子は、様々な物理・化学的な原理に基づいて動作しており、それらの動作原理を理解し、どのように
センサが用途に応じて用いられているかを学んで欲しい。センサ工学は、計測工学とも関連性が強い分野であ
り、発明など新規アイディアと結びつきやすい技術であるので、関心をもって学習して欲しい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AEコース 電子材料特論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 弥生 宗男 連絡先 電子情報工学科棟１階　電話029-271-2957

e-mail: yayoi@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本講義では磁性材料を中心に扱う。磁性材料は、金属、半導体、誘電体を含み、多様な特性をもつ。ここでは

、物性、デバイス応用、材料作製法、分析法等を解説し、磁性材料をとおして、一般の電子材料の作製や評価
等の基礎を学ぶ。

到達目標 １．磁性材料の物性を説明できる。
２．材料の作製法、評価方法を説明できる。
３．磁性材料の応用を説明できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 物質の磁性（１） 反磁界を説明し、簡単な形状に対して反磁界係数を決定でき
る。各種磁性を定性的に説明できる。また、原子の磁気モー
メントを説明できる。

　

第2週 物質の磁性（２） Langevin常磁性理論からCurieの法則を説明できる。Weiss理
論や交換相互作用から強磁性を説明できる。

　

第3週 物質の磁性（３） 磁気異方性の種類を説明でき、結晶磁気異方性定数から磁化
容易軸を決定できる。また、磁歪を説明できる。

　

第4週 物質の磁性（４） 静的磁化過程を定性的に説明できる。LLG運動方程式を理解
し、簡単な問題に応用できる。

　

第5週 ソフト磁性材料 高透磁率磁性材料に求められる特性を説明できる。また、合
金材料やフェライト材料とその作製法等を説明できる。

　

第6週 ハード磁性材料と特殊磁性材料 永久磁石材料の特性とその作製法を説明できる。ピンニング
形とニュークリエーション形磁石の減磁曲線を説明できる。
また、磁歪材料等を説明できる。

　

第7週 薄膜磁性材料（１） 蒸着法やスパッタ法等の薄膜化技術を説明できる。一軸磁化
回転をもつ磁性薄膜において、磁化スイッチを定量的に説明
できる。

　

第8週 薄膜磁性材料（２） 多層膜、人工格子膜の特性を説明できる。また、磁気抵抗効
果とその応用を説明できる。

　

第9週 磁気センサ 磁界センサ、位置センサ等の動作原理を説明できる。 　
第10週 光磁気（１） 磁気光学効果を説明できる。Maxwellの方程式を用いて、旋

光性や円二色性の起源を説明できる。
　

第11週 光磁気（２） 光アイソレータや光サーキュレータ等の光磁気デバイスの動
作原理を説明できる。

　

第12週 分析法（１） 電子材料の分析法を説明できる。 　
第13週 磁性薄膜作製 スパッタ法を用いて磁性薄膜を作製し、その磁化特性等を測

定することで、これらの作製法と分析法を説明できるように
する。

　

第14週 分析法（２） 磁性薄膜特有の特性について、実験結果を踏まえて検討し、
磁性薄膜の評価方法について説明できるようにする。

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ）、ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：電気学会マグネティックス技術委員会　編「改訂　磁気工学の基礎と応用」（コロナ社）
参考書：小間　篤　編　「実験物理学講座」（丸善）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％及びレポートの成績20％で行い、それらの合計の成績が60点以上の者を
合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

本講義は、電磁気学や量子力学等の物理、電子物性・電子材料等の電気電子工学の知識をベースにしており、
これらの知識を修得していることを前提に実施します。配布プリントはノート代わりにせず、講義ノートを作
成したり、例題・問題を解いたりして復習すること。次回の講義内容と予習内容を示すので準備すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AEコース 技術英語AE 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 加藤　文武 連絡先 第II教室棟 1階，電話: 029-271-2896

e-mail: katobnbf@mech.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本講義では、専門用語、科学技術的記述等の英語表現を学ぶ。

英語の科学技術コンテンツ（文書、ビデオ等）を理解できるようにする。
英語によるリスニング、リーディング、ライティングおよび簡単なスピーキングについて学ぶ。

到達目標 科学技術（電気・電子工学含む）に関する英語の語彙を増やす。
科学技術（電気・電子工学含む）に関する英語のコンテンツが理解できる。
科学技術（電気・電子工学含む）に関する基本的かつ簡単な内容を英語で表現できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 英語による専門用語、表現学習1 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第2週 英語による専門用語、表現学習2 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第3週 英語による専門用語、表現学習3 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第4週 英語による専門用語、表現学習4 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第5週 英語による専門用語、表現学習5 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第6週 英語による専門用語、表現学習6 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第7週 英語による専門用語、表現学習7 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第8週 英語による科学技術コンテンツ学習1 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように

なることを目指す
　

第9週 英語による科学技術コンテンツ学習2 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第10週 英語による科学技術コンテンツ学習3 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第11週 英語による科学技術コンテンツ学習4 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第12週 英語による科学技術コンテンツ学習5 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第13週 英語による科学技術コンテンツ学習6 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第14週 英語による科学技術コンテンツ学習7 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第15週 (期末試験) レポート課題を提出する。 　
第16週 総復習 これまでの要点を復習する。 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f)に対応

教科書･参考書 配付資料、および各種コンテンツを使用
成績の評価方法
及び合格基準

トレーニングにおける評価７０％、および提出された課題レポートの内容３０％をもとに行う。ただし、提出
すべきレポートのうち未提出のものがある場合には不合格とする。総合評価が６０点以上のものを合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

Reading and listening are input, writing and speaking are output. Good input makes good output. To support
these activities, always be aware with contents/information in English in daily life.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AE・AIコース システム制御工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 高安　基大 連絡先
講義の概要 線形制御系の解析・設計に関して、状態方程式と呼ばれる微分方程式による動特性表現にもとづいて展開され

る理論の一端を紹介する。２次形式評価指標に照らして最適な状態フィードバック制御則を求める問題の理論
的な解（ＬＱ理論）が最終目標であるが、その準備として重要な基礎概念である安定性、可制御性、可観測性
などを併せて論じる。

到達目標 １．安定性、可制御性、可観測性の意味を理解し、数式モデルを見てそれらの性質を判定できる。
２．ＬＱ理論の概要を専門外の人に説明でき、数学形式の範囲で最適レギュレータが設計できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 制御問題への理論的アプローチ 制御工学の諸問題を理論的に解決することの意味 　
第2週 状態方程式 線形１階微分方程式で表わされるシステムの挙動解析法 　
第3週 可制御性と可観測性 可制御性、可観測性の概念とそれらの判定に係る諸定理 　
第4週 伝達関数と状態方程式 動特性表現としての伝達関数と状態方程式の間の関係 　
第5週 斉次形状態方程式の解の安定性 安定性の概念および係数行列の固有値との関係 　
第6週 対称行列と２次形式 ベクトル２次形式の正定性と係数行列の固有値との関係 　
第7週 リヤプノフの方法による安定解析 正定２次形式を用いた線形系の安定解析法の原理 　
第8週 出力の２乗積分とリヤプノフ方程式 出力の２乗積分を初期状態の２次形式で表現する方法 　
第9週 状態フィードバックによる安定化 可制御なシステムは安定化可能であること 　
第10週 ＬＱ問題とリッカチ方程式 対称行列の２次方程式を解くことでＬＱ問題が解けること 　
第11週 リッカチ方程式とリヤプノフ方程式 線形方程式の逐次求解によりリッカチ方程式が解けること 　
第12週 リカッチ方程式とハミルトン行列 ハミルトン行列の固有ベクトルから解行列を構成する方法 　
第13週 最適レギュレータの周波数特性 開ループの周波数特性からみた最適レギュレータの特徴 　
第14週 状態推定器と疑似状態フィードバック制御 出力データにもとづく状態推定を併用する制御系構成法 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 期末試験問題の解答と解説 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、1年生の受講も可能です。
開講されている年度については，授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：指定せず板書を主とする。ただし必要に応じて資料を配布する。
参考書：授業の進行にともない、必要に応じて適当な学術書を紹介する。

成績の評価方法
及び合格基準

期末試験（満点は１００）の得点が６０以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

毎回、予習のための演習問題を提供するので、有効に利用すること。予習・復習にあたっては、試験問題が解
けることに目的を限定せず、学問の面白さを見出すことに重きをおかれたい

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AEコース 技術英語AE 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 加藤　文武 連絡先 第II教室棟 1階，電話: 029-271-2896

e-mail: katobnbf@mech.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 本講義では、専門用語、科学技術的記述等の英語表現を学ぶ。

英語の科学技術コンテンツ（文書、ビデオ等）を理解できるようにする。
英語によるリスニング、リーディング、ライティングおよび簡単なスピーキングについて学ぶ。

到達目標 科学技術（電気・電子工学含む）に関する英語の語彙を増やす。
科学技術（電気・電子工学含む）に関する英語のコンテンツが理解できる。
科学技術（電気・電子工学含む）に関する基本的かつ簡単な内容を英語で表現できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 英語による専門用語、表現学習1 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第2週 英語による専門用語、表現学習2 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第3週 英語による専門用語、表現学習3 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第4週 英語による専門用語、表現学習4 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第5週 英語による専門用語、表現学習5 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第6週 英語による専門用語、表現学習6 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第7週 英語による専門用語、表現学習7 専門用語の語彙・イディオムを増やす。 　
第8週 英語による科学技術コンテンツ学習1 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように

なることを目指す
　

第9週 英語による科学技術コンテンツ学習2 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第10週 英語による科学技術コンテンツ学習3 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第11週 英語による科学技術コンテンツ学習4 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第12週 英語による科学技術コンテンツ学習5 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第13週 英語による科学技術コンテンツ学習6 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第14週 英語による科学技術コンテンツ学習7 英語による科学技術コンテンツを理解し、表現できるように
なることを目指す

　

第15週 (期末試験) レポート課題を提出する。 　
第16週 総復習 これまでの要点を復習する。 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2),(f)に対応

教科書･参考書 配付資料、および各種コンテンツを使用
成績の評価方法
及び合格基準

トレーニングにおける評価７０％、および提出された課題レポートの内容３０％をもとに行う。ただし、提出
すべきレポートのうち未提出のものがある場合には不合格とする。総合評価が６０点以上のものを合格とする
。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

Reading and listening are input, writing and speaking are output. Good input makes good output. To support
these activities, always be aware with contents/information in English in daily life.

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AIコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 菊池 誠、中屋敷 進、蓬莱

尚幸、弘畑和秀、岡本 修、安細 勉、松崎
周一、丸山智章、坂内 真三

連絡先 代表　弘畑 和秀
電子情報工学科棟2階,  電話 029-271-2958
e-mail : hirohata@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究 菊池
2 環状ネットワークの高信頼化のための再構成制御方式の開発に関する研究 中屋敷
3 ｿﾌﾄｳｪｱ工学・情報検索・ｹﾓ/ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽに関するテーマ 蓬莱
4 グラフの閉路・通路・アルゴリズムに関する研究 弘畑
5 (1)電波伝搬に関わる高精度衛星測位の性能評価と改善および、補正信号の配信に関する研究

(2)無線通信とセンサによる情報利用の研究
岡本

6 情報セキュリティ技術の開発、評価 安細
7 ソフトコンピューティング手法による複雑なシステムのモデル化に関する研究 松崎
8 ヒトの運動測定に関する研究 丸山
9 計算機代数システムを用いた実験的な数学研究 坂内

履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況の成績３０%、論文内容の成績４０%、および発表能力の成績３０%で行い、合計
の成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AIコース オペレーティングシステム 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 松崎　周一 連絡先 電子情報工学科棟3階、電話 029-271-2786

e-mail : shmatsu@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 オペレーティングシステムの基本的な考え方や手法を学ぶ。
到達目標 1.オペレーティングシステムの位置付け・役割を理解する。

2.プロセス管理やファイルシステムなどの基本的な技術を理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 オペレーティングシステムとは オペレーティングシステムの歴史，構成要素 　
第2週 カーネル カーネルの位置付け、モノリシックカーネルとマイクロカー

ネル
　

第3週 プロセスの管理とマルチプログラミング プロセスの基本、プロセスの遷移、マルチプログラミングの
考え方

　

第4週 スケジューリングアルゴリズム 到着順(FCFS)、最短時間順(SJF)、優先度順、ラウンドロビン
、多重レベルスケジューリングの必要性

　

第5週 プロセスの同期 並行プロセスの実現と同期 　
第6週 プロセス間通信 プロセス間の情報のやりとり、クライアント・サーバモデル　
第7週 実記憶の管理 記憶装置の階層 　
第8週 実記憶の管理 主記憶のアドレッシング、記憶保護 　
第9週 仮想記憶の管理（１） 仮想記憶の基本、アドレス変換、ページング、セグメンテー

ション
　

第10週 仮想記憶の管理（２） 各種管理技法、スラッシング、局所性 　
第11週 ファイルシステム（１） ファイルの基本、ファイル構造 　
第12週 ファイルシステム（２） ファイル操作、ディレクトリ、ファイル保護 　
第13週 割込みと入出力（１） 割込みの役割、割込みの制御 　
第14週 割込みと入出力（２） 入出力機器の制御 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 受講生の理解度等に応じて、講義内容を若干変更することがあります。
学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ)、ハ）に対応 JABEE

認定基準
(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績60%、および課題レポートの成績40%で行い、平均の成績が60点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

オペレーティングシステムが担っているプログラム実行や各種ハードウェアの管理に関する基礎技術について
学ぶ。操作プログラム（デスクトップ環境）について学ぶ科目ではないことに注意すること。次の講義内容に
ついてプリントを毎回配布するので予習すること。また，講義ノートや例題を見直し復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AIコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 菊池 誠、中屋敷 進、蓬莱

尚幸、弘畑和秀、岡本 修、安細 勉、松崎
周一、丸山智章、坂内 真三

連絡先 代表　弘畑 和秀
電子情報工学科棟2階,  電話 029-271-2958
e-mail : hirohata@ece.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 研究の計画立案から装置の作成、理論解析、シミュレ－ション、実験、測定、結果のまとめかたと考察など、
それぞれのテ－マに応じた手順により論文作成を行い、研究の目的、方法、結果を明確に捉え、的確に評価で
きる総合的な実践能力を育成する。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 制御系の安定性・モデリング・同定等に関する研究 菊池
2 環状ネットワークの高信頼化のための再構成制御方式の開発に関する研究 中屋敷
3 ｿﾌﾄｳｪｱ工学・情報検索・ｹﾓ/ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽに関するテーマ 蓬莱
4 グラフの閉路・通路・アルゴリズムに関する研究 弘畑
5 (1)電波伝搬に関わる高精度衛星測位の性能評価と改善および、補正信号の配信に関する研究

(2)無線通信とセンサによる情報利用の研究
岡本

6 情報セキュリティ技術の開発、評価 安細
7 ソフトコンピューティング手法による複雑なシステムのモデル化に関する研究 松崎
8 ヒトの運動測定に関する研究 丸山
9 計算機代数システムを用いた実験的な数学研究 坂内

履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、研究遂行状況の成績３０%、論文内容の成績４０%、および発表能力の成績３０%で行い、合計
の成績が６０点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
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AIコース コンパイラ 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 松崎　周一 連絡先 電子情報工学科棟3階,  電話 029-271-2786

e-mail : shmatsu@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 プログラミング言語の処理システムに関する基礎知識を理解するとともに、演習を通してコンパイラを構築す

る技術を学ぶ。
到達目標 １．言語処理の基本的な考え方を理解する。

２．コンパイラの仕組みと構築方法を理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 コンパイラの概要 言語処理システム，コンパイラの仕組み 　
第2週 文法と言語 文法の考え方と表現方法 　
第3週 オートマトン 有限オートマトンの考え方 　
第4週 文脈自由文法 文脈自由文法の定義法 　
第5週 字句解析・構文解析（１） 単語や記号を識別する方法 　
第6週 字句解析・構文解析（２） 文法規則による構文の認識 　
第7週 字句解析・構文解析（３） 字句解析プログラム、構文解析プログラム 　
第8週 意味解析，中間言語，最適化 構文の意味付け，中間言語の役割，最適化の意義と原理 　
第9週 実行 直接実行、仮想マシン上での実行 　
第10週 コンパイラの実装（１） 字句解析の例 　
第11週 コンパイラの実装（２） 構文解析の例 　
第12週 コンパイラの実装（３） コード生成の例 　
第13週 コンパイラの実装（４） インタプリタとの組合せ 　
第14週 実用コンパイラの例 GNU Compiler Collection，他 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績60%、および課題レポートの成績40%で行い、平均の成績が60点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

コンピュータが言語というものをどのように理解し実行するかを学ぶので，応用範囲は非常に広い。CPU
設計にも関わる技術であり，コンピュータ一般に興味をもつ学生はぜひ受講してほしい。次の講義内容につい
てプリントを毎回配布するので予習すること。また，講義ノートや例題を見直し復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AIコース ソフトウエア工学特論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 蓬莱 尚幸 連絡先 電子情報工学科棟3階,  電話 029-271-2962

e-mail : horai@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 ソフトウェア工学はソフトウェア開発を体系的に考察する分野です。基本的な考え方や問題点を理解し，コー

ド行数が数百万以上になる大規模ソフトウェアを実現するために多くのソフトウェア技術者が培ってきた様々
な技術を学びます。

到達目標 ソフトウェア開発の工程、中間生成物、手法について学びます。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 ソフトウェア工学の概要 ソフトウェア技術者の仕事、歴史 　
第2週 ソフトウェア開発におけるプロセス プロセスとプロダクト、ウォーターフォールモデル、アジャ

イル開発
　

第3週 分析と設計 ソフトシステムアプローチ、構造化、データ中心、オブジェ
クト指向

　

第4週 プロジェクトマネジメント PMBOK、プロジェクトマネジャー、PERT 　
第5週 ソフトウェア産業の課題 ソフトウェア規模、オープン化、スキル標準 　
第6週 システム提案書 目的、構成、費用対効果 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 デザインレビュー 目的、種類、進め方、完了のタイミング、レビュー記録表 　
第9週 システム要件定義 ユーザ要求、システム要件、開発計画書、PERT図、ガント

チャート
　

第10週 外部設計工程 外部設計と内部設計、作成手順 　
第11週 内部設計工程 目的、重要性、作成手順 　
第12週 プログラミング工程 ソースコード、ソースコードレビュ、単体テスト 　
第13週 テスト工程 結合テスト、総合テスト、品質保証、バグ累積曲線、品質見

解
　

第14週 品質管理、セキュリティ メトリクス、構成管理、実装攻撃、耐タンパ性、開発プロセ
スのセキュリティ

　

第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：PPT資料（配布）
参考書：鶴保征城「ずっと受けたかったソフトウェアエンジニングの授業」（翔泳社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

銀行のATM、通販や宅急便の物流システム、携帯電話、自動車、家電製品、いまやソフトウェアが入っていな
いものはありません。半導体に取って代わって「産業の米」と言われるほど、重要な基礎技術となっています
。ソフトウェア工学は、ソフトウェア開発会社に就職する方のみならず、ソフトウェアを利用するユーザ企業
で仕事に従事する多くの方にも必ず役に立つと思います。
予習：講義資料を読み、授業項目に関する質問を1個以上用意しましょう。
復習：講義資料を見直し、理解不十分なところがあれば教員に聞くなどして解決しましょう。また、授業中に
紹介した参考文献や実例を利用して考察を深めましょう。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AIコース コンパイラ 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 松崎　周一 連絡先 電子情報工学科棟3階,  電話 029-271-2786

e-mail : shmatsu@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 プログラミング言語の処理システムに関する基礎知識を理解するとともに、演習を通してコンパイラを構築す

る技術を学ぶ。
到達目標 １．言語処理の基本的な考え方を理解する。

２．コンパイラの仕組みと構築方法を理解する。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 コンパイラの概要 言語処理システム，コンパイラの仕組み 　
第2週 文法と言語 文法の考え方と表現方法 　
第3週 オートマトン 有限オートマトンの考え方 　
第4週 文脈自由文法 文脈自由文法の定義法 　
第5週 字句解析・構文解析（１） 単語や記号を識別する方法 　
第6週 字句解析・構文解析（２） 文法規則による構文の認識 　
第7週 字句解析・構文解析（３） 字句解析プログラム、構文解析プログラム 　
第8週 意味解析，中間言語，最適化 構文の意味付け，中間言語の役割，最適化の意義と原理 　
第9週 実行 直接実行、仮想マシン上での実行 　
第10週 コンパイラの実装（１） 字句解析の例 　
第11週 コンパイラの実装（２） 構文解析の例 　
第12週 コンパイラの実装（３） コード生成の例 　
第13週 コンパイラの実装（４） インタプリタとの組合せ 　
第14週 実用コンパイラの例 GNU Compiler Collection，他 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績60%、および課題レポートの成績40%で行い、平均の成績が60点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

コンピュータが言語というものをどのように理解し実行するかを学ぶので，応用範囲は非常に広い。CPU
設計にも関わる技術であり，コンピュータ一般に興味をもつ学生はぜひ受講してほしい。次の講義内容につい
てプリントを毎回配布するので予習すること。また，講義ノートや例題を見直し復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AI・AEコース システム制御工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 高安　基大 連絡先
講義の概要 線形制御系の解析・設計に関して、状態方程式と呼ばれる微分方程式による動特性表現にもとづいて展開され

る理論の一端を紹介する。２次形式評価指標に照らして最適な状態フィードバック制御則を求める問題の理論
的な解（ＬＱ理論）が最終目標であるが、その準備として重要な基礎概念である安定性、可制御性、可観測性
などを併せて論じる。

到達目標 １．安定性、可制御性、可観測性の意味を理解し、数式モデルを見てそれらの性質を判定できる。
２．ＬＱ理論の概要を専門外の人に説明でき、数学形式の範囲で最適レギュレータが設計できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 制御問題への理論的アプローチ 制御工学の諸問題を理論的に解決することの意味 　
第2週 状態方程式 線形１階微分方程式で表わされるシステムの挙動解析法 　
第3週 可制御性と可観測性 可制御性、可観測性の概念とそれらの判定に係る諸定理 　
第4週 伝達関数と状態方程式 動特性表現としての伝達関数と状態方程式の間の関係 　
第5週 斉次形状態方程式の解の安定性 安定性の概念および係数行列の固有値との関係 　
第6週 対称行列と２次形式 ベクトル２次形式の正定性と係数行列の固有値との関係 　
第7週 リヤプノフの方法による安定解析 正定２次形式を用いた線形系の安定解析法の原理 　
第8週 出力の２乗積分とリヤプノフ方程式 出力の２乗積分を初期状態の２次形式で表現する方法 　
第9週 状態フィードバックによる安定化 可制御なシステムは安定化可能であること 　
第10週 ＬＱ問題とリッカチ方程式 対称行列の２次方程式を解くことでＬＱ問題が解けること 　
第11週 リッカチ方程式とリヤプノフ方程式 線形方程式の逐次求解によりリッカチ方程式が解けること 　
第12週 リカッチ方程式とハミルトン行列 ハミルトン行列の固有ベクトルから解行列を構成する方法 　
第13週 最適レギュレータの周波数特性 開ループの周波数特性からみた最適レギュレータの特徴 　
第14週 状態推定器と疑似状態フィードバック制御 出力データにもとづく状態推定を併用する制御系構成法 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 期末試験問題の解答と解説 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、1年生の受講も可能です。
開講されている年度については，授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：指定せず板書を主とする。ただし必要に応じて資料を配布する。
参考書：授業の進行にともない、必要に応じて適当な学術書を紹介する。

成績の評価方法
及び合格基準

期末試験（満点は１００）の得点が６０以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

毎回、予習のための演習問題を提供するので、有効に利用すること。予習・復習にあたっては、試験問題が解
けることに目的を限定せず、学問の面白さを見出すことに重きをおかれたい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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AIコース 技術英語AI 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 松崎 周一 連絡先 電子情報工学科棟3階, 電話 029-271-2786

e-mail : shmatsu@ece.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 英語技術論文の読み書きに必要な英語力を養うとともに、文書作成ソフトを使った英語技術論文の書き方を学

ぶ。
到達目標 １．情報・電気・電子工学に関連する英語文献を読み、理解できること。

２．英語の技術論文を書くための基礎知識を一通り習得すること。
日程 授業項目 理解すべき内容 理解度

　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 Introduction (1) General principles of technical reading/writing 　
第2週 Reading a technical paper (1) General structure of research papers 　
第3週 Reading a technical paper (2) Searching a journal paper, Title and Abstract 　
第4週 Reading a technical paper (3) Introduction 　
第5週 Reading a technical paper (4) Materials and Methods, Figures and Tables 　
第6週 Reading a technical paper (5) Results, Discussion and Conclusion 　
第7週 Preparing a technical paper using word

processors (1)
Word-processing software, General format and style of
technical papers

　

第8週 Preparing a technical paper using word
processors (2)

How to create Figures, Tables and References 　

第9週 Preparing a technical paper using word
processors (3)

Self-editing and submitting research paper 　

第10週 Writing a technical paper(1) Title and Introduction 　
第11週 Writing a technical paper(2) Materials and Methods 　
第12週 Writing a technical paper(3) Results and Discussion 　
第13週 Writing a technical paper(4) Conclusion, Figures and Tables 　
第14週 Writing a technical paper(5) Abstract and References 　
第15週 (Final exam) 　
第16週 Summary 　

学習教育目標 Ｆに対応 達成項目 専攻科リ）に対応 JABEE
認定基準

(F-2)，(f)に対応

教科書･参考書 プリントを配布する。
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績60%、および課題レポートの成績40%で行い、平均の成績が60点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

現在の科学技術論文や学術的な情報はほとんどが英語で発表されており、英語論文を読み書きすることが学習
や研究活動の中で求められます。まずは本講義で取り上げる英文を憶えるくらい何度も読み直して理解し、自
分のものにしてください。次の講義内容についてプリントを毎回配布するので予習すること。また，講義ノー
トや例題を見直し復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

AI・AEコース システム制御工学 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 高安　基大 連絡先
講義の概要 線形制御系の解析・設計に関して、状態方程式と呼ばれる微分方程式による動特性表現にもとづいて展開され

る理論の一端を紹介する。２次形式評価指標に照らして最適な状態フィードバック制御則を求める問題の理論
的な解（ＬＱ理論）が最終目標であるが、その準備として重要な基礎概念である安定性、可制御性、可観測性
などを併せて論じる。

到達目標 １．安定性、可制御性、可観測性の意味を理解し、数式モデルを見てそれらの性質を判定できる。
２．ＬＱ理論の概要を専門外の人に説明でき、数学形式の範囲で最適レギュレータが設計できる。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 制御問題への理論的アプローチ 制御工学の諸問題を理論的に解決することの意味 　
第2週 状態方程式 線形１階微分方程式で表わされるシステムの挙動解析法 　
第3週 可制御性と可観測性 可制御性、可観測性の概念とそれらの判定に係る諸定理 　
第4週 伝達関数と状態方程式 動特性表現としての伝達関数と状態方程式の間の関係 　
第5週 斉次形状態方程式の解の安定性 安定性の概念および係数行列の固有値との関係 　
第6週 対称行列と２次形式 ベクトル２次形式の正定性と係数行列の固有値との関係 　
第7週 リヤプノフの方法による安定解析 正定２次形式を用いた線形系の安定解析法の原理 　
第8週 出力の２乗積分とリヤプノフ方程式 出力の２乗積分を初期状態の２次形式で表現する方法 　
第9週 状態フィードバックによる安定化 可制御なシステムは安定化可能であること 　
第10週 ＬＱ問題とリッカチ方程式 対称行列の２次方程式を解くことでＬＱ問題が解けること 　
第11週 リッカチ方程式とリヤプノフ方程式 線形方程式の逐次求解によりリッカチ方程式が解けること 　
第12週 リカッチ方程式とハミルトン行列 ハミルトン行列の固有ベクトルから解行列を構成する方法 　
第13週 最適レギュレータの周波数特性 開ループの周波数特性からみた最適レギュレータの特徴 　
第14週 状態推定器と疑似状態フィードバック制御 出力データにもとづく状態推定を併用する制御系構成法 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 期末試験問題の解答と解説 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、1年生の受講も可能です。
開講されている年度については，授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：指定せず板書を主とする。ただし必要に応じて資料を配布する。
参考書：授業の進行にともない、必要に応じて適当な学術書を紹介する。

成績の評価方法
及び合格基準

期末試験（満点は１００）の得点が６０以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

毎回、予習のための演習問題を提供するので、有効に利用すること。予習・復習にあたっては、試験問題が解
けることに目的を限定せず、学問の面白さを見出すことに重きをおかれたい。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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ACコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 ルイス グスマン、佐藤 稔、宮下 美晴、

小松崎 秀人、石村 豊穂、依田 英介､
小林 みさと、鈴木 喜大、原 嘉昭、
小野寺 礼尚、佐藤 桂輔、千葉 薫、
久保木 祐生

連絡先 代表　石村 豊穂
物質工学棟４階、電話 029-271-2990
e-mail : ishimura@chem.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 専攻科では、現代社会における先端技術の分野で十分に活躍できるよう、研究能力と課題解決能力の養成を一
つの大きな目的としている。本特別研究では、最新テーマの実践的な研究活動を通して、これら能力の鍛錬と
向上を図る。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 脂肪族ポリエステル／セルロースエステル系ポリマーブレンドの作製と特性評価 宮下
2 コバルト錯体による硫黄原子酸化反応の解明 小松崎
3 固体触媒を用いるスチレンオキシドの選択的変換反応 宮下・小林
4 緑色蛍光タンパク質類似体の色素分子周辺構造と物性 千葉
5 緑色蛍光タンパク質およびその変異体の構造と熱安定性 千葉
6 生物源炭酸塩の安定同位体組成を用いた環境履歴の解析 石村

履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は研究遂行状況３０％、論文内容４０％、発表能力３０％で行い、総合成績が６０点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
自分で立案した研究計画に沿って研究を実施できるよう、予習・復習に励むこと。
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ACコース 触媒化学特論 2年・後期・選択・学修2単位
担当教員 依田 英介 連絡先 物質工学科棟３階、電話 029-271-2975

e-mail : yoda@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 化学反応は、分子･原子の組み換えを行うことで化学物質を創造したり変換したりするプロセスである。その

化学反応の中でも、90%を超す多くの化学反応が「触媒」によって促進されている。前半では、触媒の反応速度
と反応機構について学び、後半で、工業や環境で実用されている触媒について学ぶ。

到達目標 １．触媒反応の反応速度を理解する。
２．触媒反応機構について理解する。
３．実用されている触媒を学び、理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
後
期

第1週 触媒化学の基礎概念 固体触媒作用の基礎、触媒活性点、触媒劣化 　
第2週 触媒反応の反応速度（1） 物理吸着と化学吸着 　
第3週 触媒反応の反応速度（2） 吸着の速度論 　
第4週 触媒反応の反応速度（3） 一般の反応速度論 　
第5週 触媒反応の反応速度（4） 固体触媒の反応速度論 　
第6週 触媒反応機構（1） 触媒反応機構の決定法 　
第7週 触媒反応機構（2） 触媒反応機構の実例（1） 　
第8週 触媒反応機構（3） 触媒反応機構の実例（2） 　
第9週 触媒反応プロセス工学（1） 石油精製プロセス 　
第10週 触媒反応プロセス工学（2） 水素の製造、C1化学 　
第11週 触媒反応プロセス工学（3） 酸化還元反応 　
第12週 環境触媒（1） 燃料電池、電極、光触媒 　
第13週 環境触媒（2） 窒素酸化物の削減、自動車触媒 　
第14週 環境触媒（3） グリーンケミストリー、バイオマスの利用 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、１年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。
本科で触媒化学を履修していることが望ましい。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：上松，中村，内藤，三浦，工藤共著「応用化学シリーズ6 触媒化学」（朝倉書店）
参考書：江口 浩一 編著「化学マスター講座　触媒化学 」（丸善出版）
参考書：菊地、射水、瀬川、多田、服部著「新版　新しい触媒化学」（三共出版）
参考書：田中庸裕、山下弘巳 編著「触媒化学　基礎から応用まで」（講談社）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績80％、小テスト20％で行い、合計の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

次回の授業の範囲について、教科書・参考書の該当箇所をよく読んで予習してくること。毎回の授業後、ノー
トや配布したプリントの内容を見直して復習すること。本科の「物理化学I」で学習した反応速度や、「触媒化
学」の講義や本講義の内容を復習すること。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

ACコース 特別研究Ⅱ 2年・通年・必修・学修8単位
担当教員 ルイス グスマン、佐藤 稔、宮下 美晴、

小松崎 秀人、石村 豊穂、依田 英介､
小林 みさと、鈴木 喜大、原 嘉昭、
小野寺 礼尚、佐藤 桂輔、千葉 薫、
久保木 祐生

連絡先 代表　石村 豊穂
物質工学棟４階、電話 029-271-2990
e-mail : ishimura@chem.ibaraki-ct.ac.jp

講義の概要 専攻科では、現代社会における先端技術の分野で十分に活躍できるよう、研究能力と課題解決能力の養成を一
つの大きな目的としている。本特別研究では、最新テーマの実践的な研究活動を通して、これら能力の鍛錬と
向上を図る。

到達目標 1.専門分野の知識を活用し、新たな課題に取り組むことができる。
2.与えられた制約の下で、自主的に問題解決に向け、計画を立案し、継続してそれを実行できる。
3.研究結果を論理的に考え、論文にまとめることができる。
4.研究について他者とコミュニケ－ションやディスカッションができる。
5.学協会で論理的に一貫性のあるプレゼンテ－ションができる。
6.研究成果の概要を英文で記述できる。

No 研究テーマ 指導教員
1 脂肪族ポリエステル／セルロースエステル系ポリマーブレンドの作製と特性評価 宮下
2 コバルト錯体による硫黄原子酸化反応の解明 小松崎
3 固体触媒を用いるスチレンオキシドの選択的変換反応 宮下・小林
4 緑色蛍光タンパク質類似体の色素分子周辺構造と物性 千葉
5 緑色蛍光タンパク質およびその変異体の構造と熱安定性 千葉
6 生物源炭酸塩の安定同位体組成を用いた環境履歴の解析 石村

履修上の注意 特別研究の単位は１，２年合わせて１４単位を一括認定する。
学習教育目標 Ｂ，Ｆに対応 達成項目 専攻科ホ）、リ）に対応 JABEE

認定基準
(B-5),(F-1),(F-2),(f),(g),(h),(i)に対応

教科書･参考書
成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は研究遂行状況３０％、論文内容４０％、発表能力３０％で行い、総合成績が６０点以上の者を合
格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

専攻科の主要目的の一つとなっている研究能力の養成・向上について、各自が能動的に捉え、自己研鑽に励ん
で欲しい。
自分で立案した研究計画に沿って研究を実施できるよう、予習・復習に励むこと。
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ACコース 機能性材料特論 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 砂金 孝志 連絡先 e-mail: isago@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 材料を理解する上で大切な基礎理論を先ず説明し、次に身近で重要な無機系機能材料をできるだけ多く取り上

げ、構造、物性、製法の３つの側面から解説していく。
到達目標 １．材料の基礎となる理論を理解する。

２．機能性材料をつくるための基礎技術を理解する。
３．無機系機能材料の種類とその応用を理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 １．材料とは 材料とは何か、材料の分類などについて理解する。 　
第2週 ２．材料の基礎理論

　・結晶構造（１）
空間格子、ミラー指数などについて理解する。 　

第3週 　・結晶構造（２） 代表的な結晶構造、格子欠陥などを理解する。 　
第4週 　・バンド理論 バンド理論から半導体などを理解する。 　
第5週 ３．材料化プロセス

　・高純度化
材料を高純度化する方法を理解する。 　

第6週 　・単結晶の育成、多結晶体の作製 単結晶の育成法、多結晶体の作製法を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 　・薄膜の作製 薄膜の作製法を理解する。 　
第9週 ４．材料各論

　・ニューガラス
ガラスの分類、構造、機能ガラスなどについて理解する。 　

第10週 　・ニューカーボン ダイヤモンド、フラーレン、ナノチューブなどについて理解
する。

　

第11週 　・無機繊維 ガラス繊維、炭素繊維、炭化ケイ素繊維などについて理解す
る。

　

第12週 　・超伝導材料 超伝導材料について理解する。 　
第13週 　・固体電解質 固体電解質について理解する。 　
第14週 　・磁性材料 磁性材料について理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、１年生の受講も可能です。開講される年度については、授業時間割で確認
してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：塩川二郎　｢入門無機材料｣（化学同人）
参考書：荒川　剛、他　｢無機材料化学｣（三共出版）
Sandra E. Dann : Reactions and Characterization of Solids

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績８０％、およびレポートの成績２０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を
合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

興味をもった分野については、各自図書館などにある専門書でさらに勉強してください。
講義ノートや配付プリントの内容を見直し、理解不十分なところがあれば教科書や参考書で調べたり、教員に
聞くなどして解決してください。課題が出された場合には、期限までに完成し提出してください。講義で示し
た次回予定の部分を予習しておいてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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ACコース 有機材料特論 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 宮下 美晴 連絡先 物質工学科棟４階、電話 029-271-2980

e-mail: ymiya@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 現代社会で使用されている代表的な高分子をとりあげ、その工業的製法や特徴を詳しく解説する。また、実際

に高分子材料を取り扱う上で必須となる、各種試験や分析法の代表例をとりあげ、それらについて詳しく解説
する。

到達目標 １．実用に供されている種々の高分子材料の工業的製法、特性、用途について理解を深める。
２．高分子材料の構造や物性に関する評価・試験方法を理解するとともに、得られたデータをどのように解析
すればよいかを身につける。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 高分子材料の分類 用途別、性能別による高分子材料の分類を知る。 　
第2週 高分子の合成（重合）法の概要 高分子の基本的な合成（重合）法を理解する。 　
第3週 ポリオレフィン ポリオレフィンの製造法、特性、用途を理解する。 　
第4週 ビニルポリマー 各種ビニルポリマーの製造法、特性、用途を理解する。 　
第5週 ポリエステル ポリエステルの製造法、特性、用途を理解する。 　
第6週 ポリアミド ポリアミドの製造法、特性、用途を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 芳香族系高分子１ 芳香族炭化水素ポリマーおよび芳香族ポリエーテルの製造法

、特性、用途を理解する。
　

第9週 芳香族系高分子２ 芳香族ポリエステルおよび芳香族ポリアミドの製造法、特性
、用途を理解する。

　

第10週 高分子特性解析の実際 GPCなどによる分子量および分子量分布の決定法、ならびに
分光法を利用した構造解析法について理解する。

　

第11週 高分子の熱的性質の評価・解析 TG/DTAやDSCによる高分子材料の熱的性質の評価・解析法
について理解する。

　

第12週 高分子の粘弾性の評価・解析 高分子材料に特徴的にみられる性質である粘弾性の評価・解
析法について知る。

　

第13週 高分子の光学的性質の評価・解析 高分子材料の光学異方性について理解する。 　
第14週 高分子の分子配向の評価 高分子材料における分子配向の評価法について理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 これまでのまとめと復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、１年生の受講も可能です。
開講される年度については、授業時間割で確認してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：特に指定しない（必要に応じてプリントを配布する）
参考書：今井淑夫、岩田薫 「高分子構造材料の化学」（朝倉書店）
　　　　西敏夫、讃井浩平、東千秋、高田十志和 「高分子化学」（裳華房）
　　　　井上祥平、宮田清蔵 「高分子材料の化学」（丸善）

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は中間試験と期末試験の成績で行い、平均の成績が60点以上の者を合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

各種有機・高分子材料の特性を理解するとともに、実用的な側面についての知識を獲得してほしい。なお、受
講する者は有機化学および物理化学の基礎について理解していることが望ましい（本科５年次の有機材料工学
を受講していればなお良い）。
毎回の授業後には、ノートの内容や配布したプリントを見直して復習すること。また、授業時に示す次回予定
の内容に関して、参考書を利用して予習しておくこと。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）

ACコース 機能性材料特論 2年・前期・選択・学修2単位
担当教員 砂金 孝志 連絡先 e-mail: isago@chem.ibaraki-ct.ac.jp
講義の概要 材料を理解する上で大切な基礎理論を先ず説明し、次に身近で重要な無機系機能材料をできるだけ多く取り上

げ、構造、物性、製法の３つの側面から解説していく。
到達目標 １．材料の基礎となる理論を理解する。

２．機能性材料をつくるための基礎技術を理解する。
３．無機系機能材料の種類とその応用を理解する。

日程 授業項目 理解すべき内容 理解度
　
　
　
　
　
　
　
　
前
期

第1週 １．材料とは 材料とは何か、材料の分類などについて理解する。 　
第2週 ２．材料の基礎理論

　・結晶構造（１）
空間格子、ミラー指数などについて理解する。 　

第3週 　・結晶構造（２） 代表的な結晶構造、格子欠陥などを理解する。 　
第4週 　・バンド理論 バンド理論から半導体などを理解する。 　
第5週 ３．材料化プロセス

　・高純度化
材料を高純度化する方法を理解する。 　

第6週 　・単結晶の育成、多結晶体の作製 単結晶の育成法、多結晶体の作製法を理解する。 　
第7週 （中間試験） 　
第8週 　・薄膜の作製 薄膜の作製法を理解する。 　
第9週 ４．材料各論

　・ニューガラス
ガラスの分類、構造、機能ガラスなどについて理解する。 　

第10週 　・ニューカーボン ダイヤモンド、フラーレン、ナノチューブなどについて理解
する。

　

第11週 　・無機繊維 ガラス繊維、炭素繊維、炭化ケイ素繊維などについて理解す
る。

　

第12週 　・超伝導材料 超伝導材料について理解する。 　
第13週 　・固体電解質 固体電解質について理解する。 　
第14週 　・磁性材料 磁性材料について理解する。 　
第15週 （期末試験） 　
第16週 総復習 総復習 　

履修上の注意 本科目は隔年開講となりますので、１年生の受講も可能です。開講される年度については、授業時間割で確認
してください。

学習教育目標 Ｂに対応 達成項目 専攻科ロ），ハ）に対応 JABEE
認定基準

(B-1),(B-2),(d)-(1)に対応

教科書･参考書 教科書：塩川二郎　｢入門無機材料｣（化学同人）
参考書：荒川　剛、他　｢無機材料化学｣（三共出版）
Sandra E. Dann : Reactions and Characterization of Solids

成績の評価方法
及び合格基準

成績の評価は、定期試験の成績８０％、およびレポートの成績２０％で行い、合計の成績が６０点以上の者を
合格とする。

学生へのメッセ
ージ、
予習・復習につ
いて

興味をもった分野については、各自図書館などにある専門書でさらに勉強してください。
講義ノートや配付プリントの内容を見直し、理解不十分なところがあれば教科書や参考書で調べたり、教員に
聞くなどして解決してください。課題が出された場合には、期限までに完成し提出してください。講義で示し
た次回予定の部分を予習しておいてください。

　　　理解度欄（4:十分理解できた　3:まあまあ理解できた　2:あまり理解できなかった　1:全く理解できなかった）
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